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阪神@淡路大震災復興誌
[第 1巻]の発行によせて



1995年 1 月 17 日 午前 5 時46分、 世界史 に も 稀有 な 大都市直下
型 巨 大地震が阪神 ・ 淡路地域 を 襲 っ た 。 こ の 瞬間 か ら 、 被災者
の救出 ・ 救援 と 被災地の 毎 旧 ・ 復興への必死 の 努力 が積み重ね
ら れ る こ と と な っ た。 こ の努力 は、 被災地の 人 々 だ け で な く 、
150万 人 を 超 え る ボ ラ ン テ ィ ア や 国 の 内外か ら の 広 範 な 支援 の
下 に展 開 さ れて き た。

そ の 中 で、 被災地 の 人 々 は い う ま で も な く 、 震 災 に か か わ っ
た すべて の 人 々 は、 実 に多様で、深刻 な体験を し た。 激震の 渦中
で ひ ょ っ と し た ら 自 分が死ぬの で は な い か と い っ た 危 険 に 遭遇
し た り 、 沢 山 の犠牲者 を 目 の 前 に 見 た 人 々 の 中 に は、 そ の こ と
を 思 い 出す た び に 今で も 身体全体 に 冷感が走 り 、 震災の こ と を
二度 と 口 に し た く な い と 言 う 人 も 多 い。 よ く 被災者 と そ う で な
い 人達 と の 聞 に温度差があ る と い わ れ る が、 実 際 そ の 経験を し
な か っ た 人 々 が、 こ の震災の怖 さ や悲惨 さ を 理解す る の は 無理
な こ と であ る と い っ て よ い。 し か し、 だカミら と い っ て、 こ のf本

験やそ こ か ら 得 た教訓! を 黙 っ て体験者の心の 中 だ け に 閉 じ 込め
て お い て よ い こ と に は な ら な い。 逆であ る O

考 え て み る と 、 わ が菌は 、 三 つ の プ レ ー ト がそ の下 に沈み込
む地盤構造 と な っ て お り 、 そ の う え に 形成 さ れた活断層 列 島 で
あ る O 今回の大地震の 震源地近 く の淡路島 自 身 50数万年 に わ た
る 地震 の 結果っ く り あ げ ら れた も の で あ る と い わ れ、 六 甲 山系
も ま た 日 本列 島全体 も 同 じ よ う な 歴 史的経緯 を 経て 今 日 の形に
な っ て い る こ と を 考 え る と 、 こ の 日 本国 に居住 し 、 そ こ で生 き
て働 こ う と す る 限 り 、 そ こ に頻発す る 地震 や そ の他の 自 然災害
の こ と は本来十分配膚 し て お か ね ば な ら な か っ た こ と で あ っ
た 。

そ の点、 わ れ わ れの先祖も 「方丈記」 の よ う に あ る 種の諦観
だ け で終始 し て き た わ け で は な い。 わが国の先輩た ち は鎮守の
森や扇状地での杭打 ち の よ う に そ れ な り の 災害対策を し て き た
だ け で な く 、 法隆寺の五重の塔の よ う な 世界で も 珍 し い 耐震構
造 を 持っ た 木造建築物 ま でイ乍 っ て き た 。 し か し 、 明治維新か ら
第二次世界大戦後の あ る 時期 ま で は、 地震 を 全 く か、 又は、 ほ
と ん ど経験を し た こ と の な い西欧先進国 の工業化、 都市化に 追
随 し て 国土 開発 を 進 め て き た。 そ こ で は経済力 が脆弱 な 、 すべ
て の 発展途上 国 の 近代化に 共通 に み ら れ る 、 高層建築物の競合
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的 に建 ち 並 ぶ 開発が進め ら れる 一方、 従前通 り の劣悪な 生活条
件 し か も っ て い な い過密地区が共存 し た ま ま で経過 し て き た。
戦後高度経済成 長 に 伴 っ て 策定実施 さ れた 4 次 に 亘る 国土計爾
に お い て も 、 こ の点 は 是正 さ れる こ と がな か っ た 。 今度の震災
は、 戦災に 会 う こ と な く 残 っ て い た建物で多 く の 高齢者や母子
家庭 と い わ れ る 社会的弱者が岩佐す る 地域 に 最 も 激 し い 災禍 を
粛 し た。

そ れが、 こ れ ま での 国土計闘の欠陥 を 露呈す る も の であ っ た
と の反省 も 生 ま れつ つ あ る 。 し か し、 こ う し た 反省 が ご く 一部
の認識に止 ま る こ と で終 わ っ て は な ら な い 。 わ れ わ れ は 、 今回

の よ う な震災が、 阪神 ・ 淡路だ け で起 こ る の で は な く 、 上述 し
た よ う に、 わ が国 の い く つかの地域で起 こ り う る 可能性 な い し
確率が高い こ と を 考 え る と 、 こ の震災 と そ れか ら の復興の歩み
を 記録す る だ け で な く 、 そ こ か ら わ れ わ れが学ん だ こ と 、 わ れ

わ れが失敗 し た こ と 、 そ れ を 克服す る た め に 努め た こ と 等 々 を
丹念 に 、 し か し、 極め て 的確 に 分析 ・ 整理 し、 今後の参考 に で
き る よ う に し て お く こ と が必要でLあ る と 考 え た 。 こ の 阪神 ・ 淡

路大震災復興誌 ( 第 1 巻) は こ う し た期待に応 え る べ く 編集 さ
れた。

被災地で は 政府関係者 を は じ め 国 の 内外 に わ た る 多 く の 人 々
の 支援 と 協力 を 得 な が ら 、 官民 を あ げて懸命に復興への取 り 組
みが進め ら れて い る が、 な お 、 (復興計画」 に い う ご と く 、 「 人
生の夢や展望が持 て な い 人」 ゃ 「 目 の前 の現象 し か考 え る 余裕
の無 く な っ て い る 人が少 な く な い J (注1)。 被災地 に は 未だ仮設
住宅に住む多 く の 人 々 や住宅 を 失い再建が困難 な 人 々 、 ダ ブ ル
ロ ー ン に苦 し む 人 々 や失業者た ち がい る O 住み噴れた土地 を 離
れ て 、 帰郷 を 願い つ つ他郷 に 暮 ら す 人 々 も い る 。 ま た 、 再建 に
苦 し む中小企業者や小売業者がい る O

県や被災市町では こ れ ら の 人 々 も 含め、 個別具体的 に き め細
かい様々 な 政策 的 努力 を 積み重ね て い る 。 こ れ ら の現状は、 第
1 章 「生活j 、 第 3 章 「住宅J 、 及 び第 4 章 「福祉J に お い て 詳
し く 述べ ら れる であ ろ う O そ こ に は被災者 と 共 に 苦 し み 共 同 復
興 を め ざす行政の姿が見 え る 。

第 2 章 「文化J 及 び第 6 章 「教育J で は 、 震災復興の過程で
見せた 阪神 ・ 淡路地域の 人 々 の 国際的で明 る く 開放性 に 富 ん だ

(注 1 ) 兵庫県 f阪神 ・ 淡路震災復興計爾』 兵庫県阪神 ・ 淡路震災復興本部総
括部計画課、 1995:fド 7 月



個性 と その背後に横 た わ る 豊かな歴 史や独特の 文化が垣 間 見 ら
れ る であ ろ う 。 そ こ に は地域の持っ た く ま し い底力が示 さ れて

い る O ま た 、 震災 と い う 悲惨 な 体験に も 関 わ ら ず、 限 り な い創
造性 を 秘め新世紀 に 向 け て 力 強 く は ばた く 子供 た ち の姿が語 ら
れ る だ ろ う 。 彼 ら は私 た ち の未来 に 大 き な 希 望 を投げかけ て い
る O

今回の震災は、 従来 ま での 国家安全保障体制 や 防災体制がい
か に 脆 弱 な も の で あ っ た か を も 知 ら し め た 。 緊急時 に お け る 交
通体制、 車社会が も た ら す渋滞や混乱 の 回避、 医薬品 ・ 食料の
備蓄、 通信 シ ス テ ム の保護、 ラ イ フ ラ イ ン の確保な ど多 く の課
題が残 さ れた。 21世紀へ と 向か う わが国が、 真 に安全で豊か な
社会 と な り う る よ う な さ ま ざま な教訓がそ こ に あ る 。 こ れ ら の
事柄 は 第 5 章 「保鰭 ・ 医 瞭」 、 第 9 章 「都市 イ ン フ ラ J 、 さ ら に
は 第 10章 「防災J で示 さ れ る 。

こ の震災が教 え た も の は、 現代社会の あ り 万 の み で は な か っ
た 。 21世紀へ と 向 か う わが国が抱 え る 様 々 な 問 題点が、 こ の地
域で一挙 に顕在化 し た。 国民の生命財産 を 守 る に 必要 な 国家安
全保障 の あ り 方、 NIES ' ア セ ア ン 諸 国 (地域) の 追 い 上 げ に
よ る 地場産業の高度化や重厚長大型産業か ら 知的産業への産業
構造の転換、 よ り 自 由 な 金融制度の実現、 産 業の新た な 活力 を
生 み 出 す た め の規制緩和、 人 口過密や水資 源 な どの近代都市が
抱 え る 諸問題、 あ る い は行政の情報公開 の あ り 方 な どがそれで
あ る O 第 7 章 「産業 ・ 雇用 J で は 、 苦悶の 中 に も 復興 しつ つ あ
る 被災地の 産業や雇用 の状況 と と も に 、 わが国がめ ざすべ き 新
し い 産業構造への可能性が語 ら れ る で あ ろ う 。

震災は多 く の課題 を 私 た ち に投げか け る 一方で、 従来 ま で わ
が国では見 ら れ な か っ た す ば ら し い活力 を 国民 の 中 か ら 引 き 出
し た。 ボ ラ ン テ イ ア元年 と 呼ばれる よ う に 「個J に 目 覚 め た 市
民 た ち の活動が始 ま っ て い る O 第 8 章 「 ま ち づ く り 」 に お け る
住民、 専 門家、 行政に よ る 新 し い ま ち づ く り への動 き 、 手作 り
の チ ャ リ テ ィ ー コ ン サ … ト や高齢者慰問活動 な ど、 そ れ は被災

地 の い た る と こ ろ でみ ら れ る 。 こ の よ う な 住民参加の万式は 、

地方分権が求め ら れて い る わが国の行政 と 住民 の あ り 方 に新機
軸 を提供する も の であ る 。

こ の復興誌 は 震 災 発生 か ら 1996年 3 月 末 ま で に 公表 さ れ た
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様 々 な研究書、 報告書、 統計書、 新聞記事等に基づい て震災発
生か ら 約 1 年の記録を ま と め た も の で あ る 。 編集 に あ た っ て は、
兵庫県か ら 委嘱を 受 け た 「震災復興研究調査委員 会J委員 の 方 々
に 、 そ の構成 か ら 編集 に至 る ま で熱心に ご議論 を 頂 い た 。 特 に 、
同 委員 会 の 下 に 設置 さ れた 企画編集部会の三木信一部会長 を は
じ め諸先生方 に は 執筆や煩雑 な編集作業の過殺でそ れぞれの専
門 分野 に 関 す る ご指導、 こ、助言 を 賜っ た 。

今後、 こ の復興誌は毎年10年 間 を 日 途に 、 被災地の復興の歩
み を 記述 し て い く も の と な る O こ の復興誌 は 単 に被災地の 人 々
の み の記録誌 で は な い。 大震災の経験は、 阪神 . ?炎蕗地域 に 生
き た 同 時代 人の心の 内 に の み 留 め ら れ る こ と な く 、 幸 い に も 直
接の被害 を 受 け な か っ た 国 内他地域 の 人 々 や世界各 国 の人 々 、
あ る い は こ れか ら 生 ま れて く る であ ろ う 未来 の 人 々 に も 伝え ら
れ る べ き も の で あ る O こ の震災 を 教訓 と し 、 そ の 経験を 普遍化
し 歴 史 に 刻 み 込む こ と は被災者で あ る 私 た ち に課せ ら れ た 責務
であ る と 考 え る 。

国 を は じめ全国の 人 々 、 あ る い は世界の 人 々 に今 ま で多 く の

ご支援 を 頂い た。 し か し 、 今後 も 引 き 続 く 支援が必要であ る O
特 に財政面 だ け で な く 、 わが国の構造改革の た め に も そ の先陣
を き る よ う な 規制 改革の措置 が こ の被災地で実現 さ れ る こ と が
復興に は不可欠であ る 。 こ れ ら の措置 に つ い て も 国 を は じ め 国
民 の み な さ ま の ご理解 と ご協力 を 願 う も の で あ る 。

最後に 、 こ の復興誌が、 阪神 ・ 淡路地域の一 日 も 早 い復興 を
願 い つ つ 、 日 夜努力 を 重 ね て お ら れ る 多 く の被災者や支援者、
政府関係者、 県 ・ 市町関係者、 あ る い は企業や 団体関係者のみ
な さ ま に復興の軌跡 を 伝 え 、 復興への一層 の意欲 と 勇 気 を 与 え
ん こ と を 祈 っ て い る 。

1997年 3 月

震災復興研究調査委員 会
委員 長 新野幸次郎
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1995年1月17日から1996年3月31日までの出来事

(1主)く〉は三主要な出来事
.は避難所関連の出来事
。は池袋からの月fI等の時間経過
女は余笈等
※は死者数等の推移

1995年(平成7年)

1 月 17 日 (火)
5:46 I *地震発生

直後、 少 な く と も 神戸市内58 ヵ 所で 同時多発的 に火災が発生: 火災総件数 は
1 10件
兵庫 区 ・ 長田 区 ・ 須磨区 で は 大規模火災に移行 し、 深夜か ら 翌 日 に か け て 延
焼が続 く
直後、 兵庫県南東部 ・ 大阪府北部 ・ 淡路島 を 中心 に約260万世帯で停電
関西電力、 送電切 り 替え に よ り )順次復旧 に努め る
電話: 交換機系約28万 5 千回線 ; 加入者系約四万 3 千回 線が不通

5:55 I 地震情報第一報 ( 大阪管区気象台)
「震源地 は 淡路島北部マ グ ニ チ ュ ード7. 2 と 推定、 豊岡 ・ 彦根 ・ 京 都 で 震 度
5 J と 発表

6:00 I 阪神全域で100万世帯停電
東海道 ・ 山 陽新幹線、 始発か ら ス ト ッ プ
]R 西 日 本、 関西の私鉄、 地下鉄が運転 を み あ わせ る
名神、 阪神高速道路な ど通行止め

6: 13 I大阪管区気象台「神戸、 震度 6 J の烈 震 と 発表
6: 1 5  I兵庫県警、 兵庫県警察災害警備本部 を 設置
6:20 I 近畿管区警察局 「災害警備本部J を 設置
6: 30 I 陸上 自 衛隊 中 部方面総監部、 非常呼集 を 発令
6:45 I兵庫県防災係長登庁

大阪ガス 、 対策本部設置 (約86万戸供給停止)
6:50 I兵庫県芦尾副知事登庁
7:00 I 兵庫県災害対策本部、 神戸市災害対策本部が設置 さ れる

第五管区海上保安本部に災害対策本部 を 設置
大阪管区気象台が災書対策本部 を 設置

7:30 I 消 防庁、 兵庫県へ被書状況照会
関西電力、 非常災芹対策本部 を 設置
神 戸 市 ・ 西宮 市等、 阪神地域を 中心 と し て約100万軒で停電続 く

8:00 I 近畿通商産業局、 災害対策本部 を 設震
国 土rJ'、 兵庫県へ被害状況照会

8: 10 I 自 衛隊、 兵庫県へ被害状況照会
8:20 I兵庫県知 事笠庁
8:30 I兵庫県、 第 l 回 災害対策本部会議 を 開催
9:00 I 消 防庁、 災害対策本部 を 設置

阪神高速道路公団が災害対策本部会議 を 設置

その待。 全記録 1 1  



1995年(平成7年)

1 月 17 日 (火)
9 : 30 I 兵庫県警、 第 1 田 地震被害状況を 発表

「死者 8 人、 生 き 埋め189人、 行方不明33人、 犠牲者は さ ら に増 え る 見込みJ
9 : 50 I警察庁は地震に よ る 死者22人、 負傷者223人 と 発表

消 防庁、 兵庫県 と 電話接続
自 衛妹、 兵庫県 と 電話接続

1 0 : 00 I兵庫県、 諮問庁 に他府県消防の応援 を 要請
兵庫県、 陸上 自 衛隊第 3 特科連隊 (姫路市) に 災害派遣 を要請
消 防庁が、 大阪 ・ 京都 ・ 名点屋 ・ 東京 に応援を要請

10 : 20 I 自 衛隊ヘ リ 、 兵庫県庁屋上ヘ リ ポー ト に 到着
10 :  55 I警察庁 は 10 : 15現在、 死者74人 ・ 負傷者222人 と 発表
1 l : 00 i兵庫県警本部長、 兵庫県知事に状況報告

気象庁「平成 7 年 (1995年) 兵庫県南部地震J と 命名
政府「第 1 回非常災害対策本部会議J 開催

1 l : 30 I警察庁 は 1 l : 00現在、 f死者98人 ・ 負傷者226人j と 発表
1l : 50 I大阪ガス 、 神戸市 ・ 芦原市 な ど42万5， 000戸で ガス供給 を 停止
1 2 : 00 I災害救助法適用神戸市指定

警察庁 は 1 2 : 00現在、 「死者203人 ・ 負傷者711人 ・ 行方不明者331人J と 発表
14 : 30 I小沢国土庁長官 を は じ め と す る 政府調査団が東京 を 出発
15 : 00 I神戸市、 第 1 回 災害対策本部会議 を 開催
15 : 40 I小沢国土庁長官 ら が 自 衛隊機で伊丹空港に到着、 災害地域 を上空か ら 視察
15 : 45 I兵庫県知事、 地震に つ い て記者会見
16 : 00 I村 山 首相、 地震 に つ い て 記者会見
17 : 00 I災害救助法適用指定追加 (津名 町 ・ 淡路向 ・ 北淡町 ・ 一宵町 ・ 東浦町)
1 8 : 45 小沢出土庁長官、 兵庫県庁 に て 記者会見
18: 50 I警察庁 は 18 : 45現在、 「死者1， 042人 ・ 負 傷者3， 569人 ・ 行方不明 者577人J と

発表
21 : 00 I警察庁 は20 : 45現在、 「死者1 ， 31 1人 ・ 負傷者4， 241人 ・ 行方不明者1 ， 048人j

と 発表
23 : 00 I災害救助法適用指定追加 (尼崎市 ・ 西宮市 ・ 芦屋市・伊丹市 ・ 宝塚 市)

女こ の 目、 余震、 神戸で震度 4 を 4 回、 震度 3 を 8 回記録

1 2  その時。 全記録



1995年(平成7年)

1 月 18 日 (水) 1 *余震113囲 ( う ち 有感17伺) 、 神戸で震度 3 を 3 回記録
女神戸市灘区、 兵庫臣、 長 田 区等各地の大規模火災が本 日 夕刻項に は鎮火 さ
れる

6 : 00 I女神戸市東難区の LPG タ ン ク 爆発の怖 れの た め付近住民72， 000人に避難勧
告が発令 さ れ る (18:30一旦解除、 1 122、 14:30完全解除)
。阪神地区、 約40万軒で停電続 く
。電話 ・ 交換機系、 午前中 に開復
政府、 「第 2 回 非常災害対策本部J
政府、 「地震対策関係閣 僚会議J
消 防庁、 兵庫県庁内 に 連絡調整案 を 設置
兵庫県、 「災害対策本部」 を 「災害対策総合本部」 に 改組

(緊急対策本部及 び災害復旧対策本部の 2 本部13部 を 置 く )
兵庫県知事、 小沢国土庁長官 に 関係省庁への緊急要望 を 提 出
兵庫県知事緊急記者会見
災害救助法指定追加 (川西市)
.兵庫県、 最初の救援物資基地 「県消 防学校基地」 を 開設け!18� 3 115 )  
]R 東海道本線 「大阪 一 尼崎J 運転再開
]R 山 !湯本線 「姫路 一 酉明石J 運転再開
]R 福知 山 線 「大阪 一 塚口 J 運転再開
販急電鉄神戸本線 「梅田 一 西宮北口j 運転再開
阪急電鉄宝塚線 「池田 一 雲雀丘花屋敷j 運転再開
阪神電鉄本線 「梅田 一 甲 子園j 運転再開
山 陽電鉄本線、 「姫路 一 明石j 運転再開
北神急行電鉄 (全線) 運転再開
神戸市[営地下鉄 「板宿 一 西神 中 央J 運転再開
〈鉄道の復旧状況 は 兵庫県内 の 主 な も の のみ と す る〉

※死者1， 681人 (兵庫 1 ， 675人、 大阪 5 人、 その他 1 人) 行方不明1 ， 017人

1 月 19 日 (木) 1 *余震、 神戸及び北淡町で震度 3 を 各 2 回記録
7:00 I *神戸市中央区の三宮本通商庖衝で火災発生

11 : 00 I *須磨 区 の 大規模火災 ( 1 117、 16:00発生) が鎮火 さ れる
く〉抜神地区、 約 11万軒で停電続 く
く〉村 山総理大臣、 土井衆院議長 ら 被災地視察
視察後、 帰 京 し 、 持ち 回 り 閣 議 で 「地震対策 関 係賠僚会 議J を 格上 げ し、
「緊急対策本部j の 設置 を 決定
政府、 「輸送関係省庁連絡会議」 開催
災害救助法適用指定追加 (明石市、 五色町)
.兵庫県、 市 町災害対策本部への救援物資搬送 を 開始
。兵庫県、 第 1 次応急、仮設住宅を発注 (2， 961戸)
]R 東海道本線 「尼崎 一 甲 子 園 口 J 運転再開
]R 福知山線 「宝塚 一 広野J 運転再開
阪急電鉄宝塚線 「雲雀圧花屋敷 一 宝塚J 運転再 開 に よ り 全線開通
神戸電鉄 (鈴蘭台以南 と 有馬口 一 有馬温泉 間 を 除 く ) 運転再開
※ 死者2， 943人 (兵庫2， 936人、 大阪 7 人) 行方不明807人

その日町。 余記録 13 



1995年(平成7年)

1 月 20 日 (金) I 女余震、 神戸で震度 3
く〉兵庫県南部地震対策担当 大 臣 に小里貞利氏 (北海道・沖縄開発庁長官) 任
A 

小里大臣、 現地初視察
く〉気象庁、 現地調査で震度 7 (激震) を 初 適用 (阪神・淡路の一部)
・兵庫県、 「避難所緊急パ ト ロ ー ル隊J を 編成 (県警 と 県職員の合同)
兵庫県議会、「災害特別対策委員会」 の設置 を 決 め る
。応急仮設住宅の工事着工
「地元 市民救援連絡会議J (後の阪神大震災地元 NGO 連絡会議) が発足
大阪ボ ラ ン テ イ ア 協会、 「阪神大震災被災地の人々 を 応援す る 市民の会J を
発足
東海道新幹線「新大阪 一 京都J 運転再開
死者4， 047人 (兵庫4， 038人、 大阪 9 人) 行方不明727人

1 月 21 日 (土) I 女余震、 北淡町で震度 4 、 神戸で震度 3
政府、 「第 2 回 緊急対策本部j 会合
非常災害対策本部の現地対策本部 (以下、 政府現地対策本部) の 設置 を簡議
決定
.兵庫県、 2 番 目 の救援物資基地 「 グ リ ー ン ピ ア 三 木J 基地 開 設 ( 1 /21 � 

4 /30) 
.兵庫県、 備蓄基地か ら 、 避難所への救援物資の直接搬送 を 開始
.兵庫県、「救護対策現地本部J の設置 を 決定
.兵庫県、 厚生省 と 共同 で「避難所救護セ ン タ ーJ の設置 を 決定
]R 福知山線 「宝塚 一 塚口j 運転再開 に よ り 全線開通
阪急電鉄伊丹線「塚 口 一 新伊丹J 運転再開
※死者4， 555人 (兵康4， 545人、 大阪10人) 行方不明665人

1 月 22 臼 (日) I rg大雨予報、 山 崩 れ警戒
宮崎25 ヵ 所1 ， 500世帯、 4， 000人に避難勧告
o r政府現地対策本部J 、 事務所開設 (兵庫県公館)
政府、 「第 3 回 緊急対策本部J 会合
.兵庫県、 「救護対策現地本部J 5 ヵ 所開設
.兵庫県、 「避難所救護セ ン タ ーJ 設置
災害救 助法適用指定追加 (三木市、 洲本市、 西淡町)
.兵庫県、 「避難所緊急パ ト ロ ー ルJ 強化 (100班500名体制 で毎 日 実施)
.兵庫県知事、 避難所視察
.兵庫県、 余震に 対す る 県民啓発文 を 避難所 に 配布
※死者4， 914人 (兵康4， 903人、 大版11人) 行方不明202人

1 月 23 日 (月) I rg地震か ら 1 週 間経過、 余震1000国越す ( う ち 有感104回)

14 その時。 全記録

女余震、 北淡町で震度 4 、 神戸 ・ 西宮 な どで震度 3 を 2 回記録
・避難者数、 ピ ー ク に 達す る 。 (避難所数1， 153 ヵ 所、 避難者数316， 678人)
。マ ス コ ミ 各社、 兵庫県南部地震の通称 を「阪神大震災j に統一
。関西電力、 応急送電完了。 電気全面復旧



1995年(平成7年)

1 月 23 日 (月) 1 <)国・県 ・ 市町の連絡会議、 始 ま る (第 1 回・ 第 2 同) (以下、 「現地連絡会
議j と す る )
政府「第 3 回非常災害対策本部」 会合
「小里地震対策担当大臣特命案J 発足
兵庫県、 応急仮設住宅第 2 次発注 (8， 141戸)
西宮市で仮設住宅の受付 を 開始
雇用調整助成金の特例適用
JR 山 陽本線「西明石 須磨J 運転再開
甑急電鉄今津北線「西宮北口 ~ 門戸厄神J 運転再開
甑急電鉄今津南線「西宮北口~今津j 運転再開
JR t番{良線臨時列車 (迂回輸送対策)
JR 代替パス ( 甲 子 関 口~ 三宮) 運行開始
阪神電鉄代替パス ( 甲 子園 ~三宮) 運行開始
阪急電鉄代替パス (西宮北口 ~三宮) 運行開始
臨時旅客船 (姫路港~神戸港) 運行開始
※ 死者4， 984人 (兵庫4， 973人、 大阪11人) 行)j不明166人

1 月 24 日 (火) 1 *余震、 神戸垂水で震度 3
く〉兵庫県南部地震 を「激甚災害J に指定す る こ と を 閣議決定
政府、 「第 4 回緊急対策本部J 会合
第 3 田「現地連絡会議J 開催 : 県・ 市回目立瓦磯等の処理 に つ い て特設の財政
支援 を 要望
兵庫県、 「被災者福祉何で も 相談J I緊急外国人県民特別相談窓口」 開設
公営住宅等への一時入居始 ま る
生活福祉資金の特別貸付制度、 創設決定
※ 死者5， 051人 (兵康5， 040入、 大阪11人) 行方不明106人

1 月 25 日 (水) i *余震、 神戸 ・ 西宮 な どで震度 4 、 北淡町 な どで震度 3
<) I兵庫県南部地震災害義援金募集委員会J が発足
JR 東海道本線「甲子関 口一芦屋J 運転再開
兵庫県 と 関係省庁でがれ き 輸送の ワ ー キ ン グ グ ル ー プ設置

その時。 会記録 15 



1995年(平成7年)

l 月 25 日 (水) 県税の期 限延長の告示
※ 死者5， 063人 (兵庫5 ， 050入、 大阪13人) 行方不明69人

1 月 26 日 (木) I 政府「第 5 回緊急対策本部J会議開催
第 4囲「現地連絡会議J 開催

1 月 27 日 (金)

中央防災会議 : 防災基本計画の改定 に つ い て決定
尼崎、 西宮、 伊丹市の ゴ ミ 処理を 大阪市 に依頼
大販市内 に「被災者用 公営住宅等斡旋支援セ ン タ -J 開設 ( 3 / 1 5に兵庫県
庁内 に 移転)
阪神電鉄本線「甲子園 一 青木」 運転再開
阪神青木 一 三宮 間 に代替パス 区 間 を 縮小
阪神電鉄武庫川 線 (全線) 運転再開
阪神高速道路「北神戸線j が全線開通
※ 死者5， 074人 (兵庫5， 060人、 大阪14人) 行方不明日人

第 5 回「現地連絡会議J 開催
「第 1 回毎興対策緊急、立法検討プロ ジ、エ ク ト チ ー ム J 会合
兵庫県、「総合住宅相談所J (無料) を神戸市内 の 不動産会館 に 開設
兵庫県、「新都市再生戦略 ビ ジ ョ ン 作成方針 (案) J を取 り ま と め る
生活福祉資金特別貸付 (小口資金貸付) 貸付開始 (� 2 月 9 日 )
中 国 自 動車道が全線開通
新幹線の直通代替ノtス (JR 姫路駅一新大阪駅) 開通

( しか し 早朝使か ら 交通渋滞の た め計11台のパス は 1 台 も 目 的地 に到着で き
ず途中で51 き 返す : 姫路発は 早 朝使が西宮名指で途中子a率、 2 使以降 JR 三
田 駅へ行先変更、 新大阪発 は 中 国 自 動車道路の 入 口 に す ら 到着 で き ず引 き 返
す)
山 陽電鉄本線「明石 一 霞ケ丘J 運転再開
※ 死者5， 083人 (兵庫5 ， 069人、 大阪14人) 行方不明日人

1 月 28 日 (土) I g地震か ら 10 日 経過
実余震、 神戸で震度 3
。兵庫県警、 自 衛隊が行方不明者の一斉捜索
。小里大臣及 び久野現地対策本部長がガ レ キ等の処理方針 に つ い て 発表
近畿 ・ 中 国 ・ 間 同 3 ブ ロ ック 各府県の公常住宅の斡旋受付 窓 口 開設
。 こ の こ ろ イ ン フ ルエ ン ザが大流行
第 :神�1fj 道路がどと線開通
新幹線の[r(通代柊パ ス (JR 姫路駅 - :HJ駅) 自に路線変更
※ 死若5， 090人 (兵庫5， 076人、 大阪14人) 行}j不明29人

1 月 29 日 (日) I 政府「第 6[口l緊急対策本部」 会合

16 その時。 全記録

く〉イ ン フ ルエ ン ザ ワ ク チ ン 接穏 を 開 始 (65成以 上 の 希 望 者全員 に 無料で実
施)
く> í兵庫県南部地震災お義援金募集委員会j が義援金の「第一次配分」 を 決
疋
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1 月 29 日 (日) 1 0倒壊家屋等の処理受付、 一部市町で始 ま る
水道、 津名 町・ 」宵町で復旧完了
※ 死者5， 092人 (兵庫5， 078人、 大阪14人) 行}j不明日人

1 月 30 日 (月) I 第 6匝「現地連絡会議J 開催
「第 2 回復興対策緊急立法検討プ ロ ジ、エ ク ト チ ー ム J 会合
兵庫県、 災害対策総合本部内 に「兵庫県南部震災復興本部」 を 設置
災害弔慰金の相談・受付 開始
労働保険料の 申 告・納期 限延長 を 決定
。JR 11J湯本線「須磨一神戸j 運転再開 (JR 山 陽本線全線開通、 但 し、 新長
田駅は通過)
山 陽電鉄本線「霞ケ丘 一 滝の茶屋」 運転再開
阪急電鉄今津北線「仁川卜宝塚j 運転再開
倒壊家屋等の処理受付、 約 1 万件に達す る
※ 死者5， 094人 (兵庫5， 080人、 大板14人) 行方不明13人

1 月 31 日 (火) I 女余震、 北淡町で震度 3
第二次避難所 と し て 旅館お よ び民間 ア パ ー ト 等の借 り 上 げを 発表
。天皇・皇后両 陛ドが被災地 を お見舞い
衆参両院で災害対策特別委員会
連立与党災害対策本部会合
。電話加入者系サ ー ビ ス 回復、 電話復旧 ほ ほ完了
災害救助法適用指定追加 (三原町)
兵庫県、 受け入れ可能 な 企業社宅等の情報提供開始
。兵庫県、「原則 と し て 希望者会員 に応急仮設住宅 を提供す る 」 方針 を 決定
当 面必要 な 応急仮設住宅の建設戸数 を 3 万戸 と す る
尼崎市、 明石市で、水道復旧
※死者5， 096人 (兵庫5， 082人、 大阪14人) 行方不明12人

2 月 1 日 (水) I 衆議院災害対策特別委員会で震災問題質疑
阪神電鉄本線「高速神戸 一 三宮j 運転再開

その時。 令記録 17 
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2 月 1 日 (水) I 兵庫県、 応急仮設住宅第 3 次発注 (10， 688戸)
兵庫県、 各市に洗j濯機 を 搬送
「西宮 ボ ラ ン テ イ ア ネ ッ ト ワ ー ク (NVN) J 発足
※ 死者5， 102人 (兵庫5， 087人、 大抜14人、 京都 1 人) 行方不 明 日人

2 月 2 日 (木) I 女余震、 北淡町、 神戸で震度 3
。五色町で仮設住宅入居始 ま る
神戸市消防団員、 過労死公務災害 と 認定
参議院災害対策特別委員会で震災問題質疑
政府「第 7 回 緊急対策本部j 会合
第 7 国「現地連絡会議j 開催
村 山 総理大臣が住宅対 策 の 面で高齢者、 身体障害者等への配慮 を 指示
応急仮設住宅の建設に予備費148億 円 の使用 を 決定
水道、 伊丹市復旧
避難所の心身 リ フ レ ッ シ ュ事業 (温泉所在地旅館等での被災者受け入れ) 検
討開始
※死者5， 103人 (兵庫5， 088人、 大甑14人、 京都 1 人) 行方不 明 9 人

2 月 3 日 (金) I 兵庫県、 3 番 目 の救援物資備蓄基地「三木 山森林公開基地」 を 開 設 ( 2 / 3
� 4 / 14) 
「災害廃棄物処理推進協議会J が発足

(がれ き 処理 の 円滑 な 処理の た め 、 国 ・ 県 ・ 市町 ・ 関係者に よ り 構成)
兵庫県、 国への重点緊急要望事項 を ま と め小里大臣 に提出
防塵マ ス ク を 緊急配布
※ 死者5， 243人 (兵庫5， 228人、 大阪は 人、 京都 1 人) 行方不明 6 人

2 月 4 日 (土) I 女余護、 北淡町で震度 3

2 月 5 日 (R)

こ の こ ろ 倒壊家屋等がれ き 撤去 に伴 う 粉塵ア ス ベス ト が開題 と な る
※ 死者5， 244人 (兵庫5， 229人、 大阪14人、 京都 1 人) 行方不明 6 人

「産業復興会議J 第 1 回 会合
阪急電鉄今津北線「門戸厄神 仁川I J 運転再開 (今津線、 全線開通)
※ 死者5， 250人 (兵庫5， 235人、 大 限 14人、 京都 1 人) 行方不明 6 人

2 月 6 日 (月) I 無料法律棺談の実施 ( 3 ヵ 所の救護対策本部にて 2 6 � 2 /1 1 )  
。神戸市、 擢災証明書発行 と 義援令交付 [p 請受付 を 始め る

18 その時。 全記録

。北淡町で 自 衛隊の大規模投入 に よ り 倒壊家屋 の撤去が始 ま る
倒壊家屋等の受付 4 万件 を 越 え る
。宝塚市で義援金の支給を 開始 (阪神 間 で初め て)
く〉宝塚市 と 伊丹市で仮設佐官の人討が始 ま る (神戸 ・ 阪神 間 で初 め て )
神戸高速鉄道東両線「新開地一花隈」 運転i1}開
阪神電鉄本線「高速神戸一新開地j 運転再開
山 陽電鉄本線「三官 一 新開地J 運転再開
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2 月 7 EJ (火) I 衆院災害対策特別委員会で震災問題質疑
。気象庁が震度 7 の適用 地域の大幅拡大 を発表
中小企業の金融支援 に 関 し て小里大臣 ら 関係大臣が協議
o I神戸市復興計画検討委員会J 初会合
神戸電鉄有路 線「鈴蘭台 長田J 運転再開
避難者「 リ フ レ ッ シ ュ の旅J 実施決定
※ 死者5， 273人 (兵庫5， 258人、 大阪14人、 京都 1 人) 行方不 明 6人

2 月 8 日 (水) I 政府「第 8 同 緊急対策本部J 会合
所得税、 偶人住民税等の 緊急対応策発表
自 治省 が兵庫県南部地震震災復興宝 く じの 4 月 発売 を 発表
兵庫県、「ひ ょ う ご住宅復興会議」 設置 し 、 仮設住宅後 の 3 カ 年 の住宅再生
計画検討始め る
く〉神戸市内 で義援金の支給始 ま る
JR 東海道本線「芦屋 一 住吉」 運転再開
※ 死者5， 277人 (兵康5， 261人、 大阪14人、 京都 1 人) 行方不 明 6人

2 月 9 日 (木) I 村 山総理大臣が記者会見
中央防災会議基本計画専 門 委員会
被災中小企業 に対す る 金融支援策発表
兵庫県、 応急仮設住宅第 4 次発注 (8， 257戸)
。兵庫県知事、 さ ら に応急仮設住宅の l 万戸の追加 を 国 に 要請
。小里大臣、 応急仮設住宅 1 万戸追加 を 発表
倒壊家屋等の処理受付、 5 万件近 く に達す る
※ 死者5， 291人 (兵康5， 276人、 大阪14人、 京都 1 人) 行万 不 明 6人

2 月 10 臼 (金) I 阪神 ・ 淡路復興委員会の設置政令及 び同委員会令 を 閣議決定
※ 死者5， 296人 (兵庫5， 281人、 大阪14人、 京 都 1 人) 行方不明 4 人

2 月 1 1 日 (土) I 兵庫県、 第 1 回「都市再生戦略策定懇話会J 開催
災害対応 プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム が大規模災害発生時の首相等への情報連絡体制

その時。 全記録 19 
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2 月 1 1 日 (土) I 等整備 に 関す る 当面の措置 を 報告
阪神電鉄本線「青木 一 御影」 運転再開
※死者5， 307人 (兵庫5， 292人、 大阪14人、 京都 1 人) 行方 不 明 4 人

2 月 12 B ( 日 ) I 小里大臣が中小企業支援で、 無利子融資実施の方 針 を 表明
※死者5， 317人 (兵庫5， 302人、 大阪14人、 京都 1 人) 行方 不 明 4 人

2 月 13 日 (月) I 被災者等 に よ る 農地転用手続 き を緩和
阪急電鉄神戸本線「御影 一 王子公園j 運転再開
※死者5， 318人 (兵庫5， 303人、 大阪14人、 京都 1 人) 行方 不 明 4 人

2 月 14 日 (火) I 0災害呼称 を「阪神 ・ 淡路大震災j と す る こ と を 閣議決定
兵庫県、 4 番 目 の救援物資備蓄基地 「大阪空港内基地」 を 開設 ( 2 /14�12; 
15)  
国税庁が阪神 ・ 淡路大震災に 関 す る 税務との取 り 扱い を 発表
※死者5， 329人 (兵庫5， 314人、 大 限 14人、 京都 1 人) 行方 不 明 2 人

2 月 15 B (水) I 0兵庫県、 県民向け臨時災害 FM 局「復興通信 FM796 フ ェ ニ ッ ク ス J 開局
避難者「 リ フ レ ッ シ ュ の旅」 参加者の募集始め る
「阪神 ・ 淡路復興委員 会J 設置 を 閣議決定
小里大 詰が現地の復旧状況 を 参議院災害対策特別委員会で報告
神戸市等 に 総合労働相談所 を 設置
]R 和問岬線、 全線復旧
※死者5， 348人 (兵庫5， 333人、 大阪14人、 京都 1 入) 行方 不明 2 人

2 月 16 日 (木) I 0内 閣総理大臣 の 諮問機関「阪神 ・ 淡路復興委員会J 第 1 国会合 : 特定課題
の 選定 を 行 う
法務 ・ 人権総合相談所 を 開設
兵庫県、 第 1 回「ひ ょ う ご住宅復興会議J を 開催
神戸市営地下鉄「板宿 一 新神戸J 運転再開 ( こ れに よ り 神戸市営地下鉄、 全
線開通)

( 1良し、 三宮 ・ 上沢 ・ 新長田 3 駅は通過)
※死者5， 373人 (兵康5， 357人、 大阪人15、 京都 I 人) 行方 不 明 2 人

2 月 17 日 (金) I g震災か ら 1 ヵ 月 : 県 下各地で 黙祷実施
政府「第 9 国 緊急対策本部j 会合
「第 3 �司災害即応体制 プ ロ ジ ェ ク ト チ … ム j 会合
「復興基本万 針案J 閣議決定
兵庫県、 第lffiJ I外国 人県民複興会議j 罰催
被災地 で は 始 め て の災害吊慰金の支給手続 き が芦屋市で、始 ま る
※死者5， 378人 ( 兵康5 ， 359人、 大阪18人、 京都 1 人) 行方 不明 2 人

2 月 18 日 (土) 1 *余震、 洲本で震度 4 、 神戸で震度 3

20 その待。 全記録

第 8 凶「現地連絡会議J 開催 (復興計画 の策定に つ い て)
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2 月 18 日 (土) I ※死者5 ， 391人 (兵庫5， 372人、 大阪18人、 京都 1 人) 行方 不 明 2 人

2 月 19 日 (日) I 兵庫県 と 神戸市の 間 で「震災対策連絡調整会議」 が設置 さ れ る
※死者5， 403人 (兵態5， 384人、 大阪18人、 京都 1 人) 行方 不 明 2 人

2 月 初 日 (月) I I甑神 ・ 淡路大震災の被災者等 に 係 る 国税関係法律 の 臨 時特例 に 関 す る 法
律J 公布、 施行
「災害被害者に対す る秘 税の減免、 徴収猶予等 に 関 す る 法律の一部 を 改正す
る 法律j 公布、 施行
「地方 税法の一部 を 改正す る 法律j 公布、 施行
避難者「 リ フ レ ッ シ ュ の旅」 受 け入 れ実施 ( 3 /31 ま で37， 600人の避難者が
参加)
JR 東海道本線「灘 一 神戸j 運転再開
阪神電鉄本線「岩尾 一 三宮」 運転再開
※死者5， 413人 (兵庫5， 394入、 大阪18入、 京都 1 人) 行方 不 明 2 人

2 月 21 日 (火) I 山 陽電鉄本線「東須磨…須磨寺」 運転再開
※死者5， 420人 (兵庫5， 401 人、 大阪18人、 京都 1 人) 行方 不明 2 人

2 月 22 日 (水) I 兵庫県、 配備体制 を 3 号 (所属職員全員 配備) か ら 2 号 (所属 職員 の概ね 5
割以内の配備) へ切 り 替え
※死者5， 420人 (兵庫5， 401人、 大阪18人、 京都 1 人) 行方 不 明 2 人

2 月 23 日 (木) I 厚生省、 ア ス ベス ト 飛散防止対策 を 通知
高齢者 ・ 障害者向け地域型仮設住宅の整備を 発表
兵庫県、 第 1 回「保健医療福祉復興県民会議」 開催
※死者5， 424人 (兵庫5， 405入、 大阪18人、 京都 1 人) 行方 不 明 2 人

2 月 24 日 (金) I <) I阪神 ・ 淡路大震災復興の基本方 針及び組織 に 関す る 法律」 公布施行 (施
行 日 か ら 5 年 間)
。政府、 「阪神 ・ 淡路復興対策本部j 設置
衆参両院本会議で財政援助一括法案の趣旨説明、 衆院災害対策特別委員 会で
賞疑
第 2 回「阪神 ・ 淡路復興委員会J 開催:特定課題を 追加す る
兵庫県、 95年度予算案 ・ 94年度補正案 を 発表
※死者5， 426人 (兵庫5， 407人、 大阪18入、 京都 1 人) 行方 不 明 2 人

2 月 25 日 (土) I 政府「阪神 ・ 淡路復興対策本部J 第 1 回 会合
兵庫県、 応急仮設住宅第 5 次発注 (4， 550戸 ; う ち 地域型応急仮設住宅1， 207 
戸含む)
参院予算委員 会で平成 6 年度第二次補正予算、 平成 7 年 度予算案可決
被災労働者 ら に よ る 労働組合「被災労働者ユ ニ オ ンj が明石で結成大会

2 月 26 日 (日) I <)西宮市 ・ 芦屋市で合同慰霊祭 (皇太子 ご夫妻出席)

その時。 全記録 2 1  



1995年(平成7年)

2 月 26 日 (日) I 1被災市街地復興特別措置法J 公布、 施行
※死者5 ， 431人 (兵庫5， 412人、 大阪18人、 京都 1 人) 行方 不 明 2 人

2 月 27 日 (月) I 衆 読本会議で平成 6 年 と 第二次補正平成 7 年度予算案可決、 財 政法案援助一
括法案可決
※死者5， 438人 (兵庫5， 419人、 大阪18人、 京 都 1 人) 行方 不 明 2 人

2 月 28 日 (火) I 第 3匝 「阪神 ・ 淡路復興委員 会J 被災地で初 開催:提言 1 � 3 を 発表
参院本会議で両予算案、 財政援助一括法案、 可決成立
平成 6 年度第二次補正予算成立

3 月 1 日 (水) I 1板神 ・ 淡路大震災に対処す る た め の特別 の 財政援助 及 び助 成 に 関 す る 法
律」 公布、 施行

「甑神 ・ 淡路大震災に対処す る た め の平成 6 年度 に お け る 公債の発行の特例
等 に 関 す る 法律」 公布、 施行

「阪神 ・ 淡路大震災 を 受 け た 地域 に お け る 被災失業者の公共事業への就労促
進 に 関 す る 特別措置法J 公布、 施行 (施行 日 か ら 5 年 間)

「平成 6 年分の地方 交付税の総額の特例等 に 関す る 法律」 公布、 施行
「板神 ・ 淡路大震災に伴 う 許可等の有効期 間 の延長等 に 関 す る 緊急措置法J

公布、 施行
0 1応急仮設住宅建設推進連絡会議J 開催
阪急電鉄 甲陽線 「夙JII 甲陽園」 運転再開
阪神電鉄本線 「西灘一岩屋J 運転再開
※死者5 ，441人 (兵庫5 ，422人、 大甑18人、 京都 1 人) 行方 不 明 2 人

3 月 2 日 (木) \ *余震、 北淡町で震度 3
※死者5， 452人 (兵庫5， 433人、 大阪18人、 京都 I 人) 行方 不 明 2 人

3 月 3 日 (金) I 兵庫県、 応急仮設住宅第 6 次発注 (2， 335戸: う ち 輸入住宅 4 カ 国 9 社分含
む)
※死者5， 462人 (兵庫5， 441人、 大阪20人、 京都 1 人) 行}j不明 2 人

3 月 4 日 (土) I 五十嵐内閣官房長官、 来県
※死者5， 464人 (兵庫5， 443人、 大瓶20人、 京都 1 人) 行方 不明 2 人

3 月 5 日 (日) I 0合同 慰霊祭 (神戸市 ・ 尼崎市 ・ 宝塚市) 開催
(村山 総理大臣、 土井衆議院議長 ら 参列)

※死者5， 466人 (兵庫5， 445入、 大阪20人、 京都 1 人) 行方 不 明 2 人

3 月 7 日 (火) I 政府 「第 2 同 阪神 ・ 淡路復興対策本部J 会合

3 月 8 B (水) I 1 (財) 阪神 ・ 淡路復興基金J の設立が決定 さ れる
新進党、 INPO 法案」 を 国会に提出

22 その待。 全記録
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3 月 9 日 (木) I 兵庫県、 「住宅復興 3 カ 年 計画 (案) J 及 び I (財) 阪神 ・ 淡 路復興基金j 設
置 を発表
※死者5， 469人 (兵庫5， 448人、 大阪20人、 京都 1 人) 行方 不 明 2 人

3 月 10 l:l (金) I 第 4 回 「阪神 ・ 淡路復興委員会J 開催、 提言 4 ， 5 を 発表
JR I新長田仮設駅J 完成、 営業再開
※死者5， 472人 (兵庫5， 451人、 大阪20人、 京都 1 人) 行方 不 明 2 人

3 月 11 日 (土 ) I 兵庫県、 第 2 回 「都市再生戦略策定懇話会」 開催
(阪神 ・ 淡路震災復興戦略 ビ ジ ョ ン を取 り ま と め る )

神戸市、 兵庫 区社会福祉協議会内 に 「 ボ ラ ン テ イ ア セ ン タ -J 設置、 以後各
区 に設置 さ れる
阪急電鉄伊丹線 「塚口一伊丹」 運転再開

3 月 12 日 (日) I ※死者5， 476人 (兵庫5， 455人、 大抜20人、 京都 1 人) 行方 不 明 2 人

3 月 13 日 (月) I 0 I兵庫 県南部地震災害義援金募集委員 会ム義援金の 「第二次配分j を 決
定
「阪神 ・ 淡路大震災に 伴 う 地方公共団体の議会の議員 及 び長 の 選挙期 日 等の

臨 時特例 に 関す る 法律j 公布、 施行
阪急電鉄神戸本線 「王子公園 一 三宮」 運転再開

3 月 14 日 (火) I 0神戸市都市計画 審議会、 都市計画 案 を 審議 ・ 可決
※死者5， 480人 (兵庫5 ， 459人、 大阪20人、 京都 1 人) 行方 不 明 2 人

3 月 15 日 (水) I 宝塚 ・ 西宮 ・ 芦犀各市及び北淡町で都市計画 審議会が開催 さ れ都市計画 案 を
可決
兵庫県、 組織改編 「阪神 ・ 淡路大震災復興本部」 を 設置
兵庫県、 「震災復興総合相談セ ン タ ー 」 開設
兵庫県、 配備体制 を 2 号 (所属職員 の概ね 5 割以内の配備) か ら 1 号 (少数
職此 の配備) へ切 り 替え

その時。 全記録 23 
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3 月 15 日 (水) I 兵庫県社会福祉協議会、 「阪神 ・ 淡路大震災社会福祉復興本部」 を 開設

3 月 16 日 (木) 1 0兵庫県都市計画 地方 審議会、 都市計画 案 を 審議 ・ 可決
第10回「現地連絡会議j 開催
「阪神 ・ 淡路大震災被災者の方 々 と 語る 会j 開催
神戸市営地 下鉄「三宮駅J 1新長田駅j 営業再開
※死者5， 484人 (兵庫5， 463人、 大阪20人、 京都 1 人) 行方 不 明 2 人

3 月 17 日 (金) I �震災か ら 2 ヵ 月 経過
政府「第10回緊急対策本部」 会合
く〉兵庫県、 土地区画 整理事業 ・ 市街地再開発事業等の都市計画 を 決定、 県公
報で合示
「“ 販神 ・ 淡路大震災" あ り が と う ボ ラ ン テ イ ア の集いJ 開催
兵庫県、 第 2 同「保健医療福祉複輿県民会議J 開催
。神戸市、 「震点復興地域j に24地 区 を 決定、 告示
「阪神 ・ 淡路大震災に{半う 民事調停法 に よ る 調停 の 申 立 て の手数料の特例 に
関 す る 法律」 公布、 施行 (1995. 1. 17に遡及 し て適用)
※死者5， 490人 (兵庫5 ， 469人、 大阪20人、 京都 l 人) 行方 不明 2 人

3 月 19 日 (日) I ※死者5， 492人 (兵庫5， 471人、 大阪20人、 京都 1 人) 行方 不明 2 人

3 月 初 日 (月) I 地下鉄サ リ ン事件発生

3 月 22 日 (水) I 第 2匝「産業復興会議J 開催、「産業復興計雨」 案発表
※死者5 ， 493人 (兵庫5， 472人、 大阪20人、 京都 1 人) 行方 不 明 2 人

3 月 23 日 (木) I 第 5 回 If坂神 ・ 淡路復興委員会」 開催、 提言 6 ， 7 を発表

3 月 24 日 (金) I 1阪神 ・ 淡路大震災に伴 う 法人の破産宣告及 ぴ会社の最低資本金の制限の特
例 に 関 す る 法律J 公布、 施行
「被災区分所有建物の再建等 に 関 す る 特別措置法j 公布、 施行
「 日仏友好の モ ニ ュ メ ン ト J (淡路品北端) 建設の延期が正式決定
山 陽電鉄本線「東須磨 一 板宿」 逆転再開

3 月 初 日 (日) I ・兵庫県内の避難行数7万人側る

3 月 27 日 (月)

24 その時。 全記録

]R、 復旧 工事が完了 ( IlJ陽新幹線「新大阪 姫路J 及 び東 海 道 線「灘 一 住
吉J)
神戸市、 避難所の給食配給 を 原則 と し て宿泊去に眼定す る
※死者5， 497 人 (兵!京5， 476人、 大阪20人、 点都 1 人) 行方 不明 2 人

兵庫県、 応急似設íJ'-t第 7 次発注(2， 310} î :う ち 地域主�応急、仮設住宅292戸
合む)
神} í di、 「復興計!刻 ガ イ ド ラ イ ンj 発衣
芦屋市ふ議会、 rli予算案を否決
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3 月 27 日 (月 ) I I阪神 ・ 淡路大震災の被災者等 に 係 る 国税関係法律 の 臨時特例 に 関す る 法律
の一部を改正す る 法律」 公布、 施行
「地方 税法の A 部 を 改正す る 法律j 公布、 施行
神戸復興 キ ャ ン ベー ン ソ ン グ「美 ( う ま ) し都J 発表 (作詞 : 伺久悠、 作 曲 ・
歌 : 平松愛理)

( 4/21 シ ン グ ル発売)

3 月 28 日 (火) I 防災問題懇話会 (首相の私的 諮問機関) 設置
]R 東海道線、 線路の安全性 を確認す る 試運転始 ま る
六 甲ア イ ラ ン ド の破損した橋げた撤去 (� 4 129) 
※死者5， 498人 (兵庫5， 477人、 大阪20人、 京都 1 人) 行方 不 明 2 人

3 月 30 日 (木) I 0都市再生戦略策定懇話会、 「阪神 ・ 淡路震災復興戦略 ビ ジ ョ ン…ひ ょ う ご
フ ェ ニ ッ ク ス 計画 に 向 けてj を 策定、 兵庫県知事に提 言
警察庁長官狙撃事件発生

3 月 31 日 (金) I く〉応急仮設住宅 3 万戸完成す る (30， 186戸)
兵庫県警「行方 不明者相談所」 閉鎖
神戸電鉄有馬線「有馬口 一 有馬温泉」 運転再開
神戸市営地下鉄「上沢 駅J 営業再開
]R 代替パ ス 終了

4 月 1 日 (土) 1 0兵庫県及び神戸市、 I (財) 阪神 ・ 淡路大震災復興基金j を 設立、 第 l 回理
事会開催
。]R 東海道本線「住吉 一 灘J 運転再開 (jR 東海道本線全線復旧 、 震災か ら
75 日 目 )

( こ れに よ り 国内東西交通の大動脈が全通.被災地の東西軸が初 め て 回復)
※死者5， 500人 (兵庫5， 478人、 大阪21 人、 京都 l 人) 行方 不 明 2 人

4 月 3 日 (月 ) I 多 く の企業や官公庁で、入社式及 び
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4 月 4 日 (火) 1 0第1 1 回 「現地連絡会議J 開催後、 「政府現地対策本部」、 解散
連立与党 ( 自 民、 社会、 さ き がけ) に よ る 兵庫県南部地叢与党 3党現地対策
本部が関鎖

4 月 5 日 (水) I ・兵庫県内 の避難者数 6 万人割る ( 8 市 3 町、 699 ヵ 所、 59 ， 94 7人)
神戸市中央区 と 兵庫 区の瓦磯霞 き 場で火災発生

4 月 6 日 (木) 1 *兵庫県西宮 ・ 尼崎 ・ 宝塚 ・ 伊丹 ・ 川西の各市で震度 3
被災地の小中学校で始業式 (仮設教室で授業再開) 、 神戸大学で入学式
紡衛庁 と 兵庫県は 自 衛隊の撤収 日 に つ い て合意、 4 /27 に撤収す る 旨を発表

4 月 7 B (金) I 阪急電鉄神戸本線 「岡本 一 夙Jl I J 運転再開

4 月 8 日 (土) I O JR 山 陽新幹線 「新大阪 一 姫路J 運転再開 ( こ れに よ り JR、 全線復!日)
「大丸神戸庖J が営業再開
「ポー ト タ ワ ー J I神戸海洋博物館J が営業再開

4 月 9 B (日) I 山 陽電鉄本線 「須磨寺 須磨J 運転再開

4 月 1 1 日 (火) 1 0大阪ガ ス 、 倒壊家屋等 を 除 き 、 ガス 復旧完了 (震災か ら 85 日 日)
。兵庫県 と 神戸市に よ る 「阪神 ・ 淡路大震災復興宝 く じj の発売 を 開始
神戸市内 の173小学校で入学式

4 月 12 日 (水) I 兵庫県、 「阪神 ・ 淡路震災復興計耐 一 基本構想 (業) J を発表

4 月 14 日 (金) I I災害廃棄物処理推進協議会j 内 に 「倒壊家屋処理推進部会j が設置 さ れ る

4 月 16 日 (日) I r そ ご う 神戸広J が営業再開

4 月 17 日 (月) I (QJ震災か ら 3 カ 月 経過
く〉水道、 復旧完了
運輸省がモ ー タ ー ボ ー ト 特別競争に よ る 「販神 ・ 淡路大震災復興支援運輸連
絡協議会J の設置 を 発表
シ ン ポ ジ ウ ム 「阪神大震災か ら ま る i ヵ 月 、 い ま 高齢者 は ……j 開催 (東京
全社協ホー ル )

4 月 18 日 (火) I 通産省が競輪 に よ る 震災復興主援 を 発表
山 陽電鉄本線 「須磨 一 須磨浦公同j 運転再開

4 月 19 日 (水) I 政府主催の震災関連16法案等の合 同 説明会が大阪弁護 t会館で開催
.避難者数 5 万 人 を 割 る ( 6 市、 避難所数630 カ 所、 避難者数49， 980人)
こ の こ ろ 神戸市内で テ ン ト 村が急増す る

4 月 20 日 (木) I 政府主催の震災関連16法案等の合同説明会が兵庫県中央労働 セ ン タ ー で開催

26 その時。 全記録
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4 月 20 日 (木) I 1998年開催予定の国際困芸 ・ 造園博覧会「ジャ パ ン フ ロ ー ラ 98J の延期が決
疋
芦屋市、 再々 調査の結果、 液状化被害の「芦屋浜 シ ー サ イ ド タ ウ ン J を 半壊
訂，-'->nZ�瓦三

神戸港摩耶埠頭突堤開への ガ レ キ ( コ ン ク リ ー ト 片) 投入始 ま る

4 月 21 日 ( 余 第 2 凶「外国人県民復興会議J 開催、 提言案 を ま と め る
神戸市、 擢災証明書発行 と 義援金第一次配分の 申請受付 を締め切 る
「兵庫県南部地震災害義援金募集委員 会J 開催、 第二次配分を 決定

4 月 22 日 (土) I I神戸市復興計画 審議会」 初 会合

4 月 23 日 (日) I 統一地方 選挙 (宝塚 ・ 伊丹 ・ 明石市議、 津名町長 ・ 市議) 兵庫県議 ・ 神戸市
議選等 は延期
限 ヒ 自 衛隊、 撤退 を 前 に神戸市内 4 ヵ 所で「 さ よ な ら コ ン サ ー ト 」 開催

4 月 24 日 (月) I 第 6 回「阪神 ・ 淡路復興委員会J 開催
兵庫県、 第 3 回「保健医療福祉復興県民会議j 開催
兵庫県、「阪神 ・ 淡路都市復興基本計両J
神戸市、 土地区画 整理事業及び市街地再開発事業 に対す る 現地相談所 を 5 カ
所開設
く> I兵庫 県南部地震災害義援金募集委員 会」 第 二次配分を 最終決定
神 戸市内 の倒壊 ピ ル で火災発生、 隣接のホテ ル宿泊客104人 と 従業 員 が一時
避難す る

4 月 25 日 (火) I 兵庫県、 「阪神 ・ 淡路都市復興計画 J 策定へ 向 け て 県民か ら の提 言を 募集 (�
5 /25) 

4 月 26 日 (水) I ・「避難所対策協議会」 設置 (兵庫県副知事、 神戸 ・ 尼崎 ・ 芦屋 ・ 西宮 ・ 宝
塚各市助役)
神戸ハ ーパー ラ ンドの「神戸阪急」 全館再開 ( 3 / 10か ら 部分営業)
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4 月 27 日 (木) I cg 震災か ら 100 日 目
。陸海空 自 衛隊、 災害救助活動 を 終 え 、 被災地 か ら 完全撤退、 感謝の集いが
開かれる (神戸市灘区王子公園 内)
「ホ ッ プ ! ス テ ッ プ ! 元気 ! ひ ょ う ご ! 県民の集い」 が開催

4 月 28 日 (金) I 政府「第 3 回 阪神 ・ 淡路復興対策本部j 会合
政府、「阪神 ・ 淡路地域の復旧 ・ 復興 に 向 け て の 考 え 方 と 当 而講ずべ き 施策」
を 決定
。政府「兵庫県南部地震緊急対策本部j を廃止
兵庫県、 三宮地区 に つ い て 地涯計画 の都市計画 を 決定

「保健医療福祉復興県民会議j、 提言 を ま と め兵庫県に提出
「神戸市立中央図書館」 再館 と 同時 に「震災園書関 連 コ ー ナー J を 開設

4 月 初 日 (日) I 応急仮設住宅38， 538戸完成
神戸ハ ー パー ラ ン ド に「神戸ハ ー パ ー サー カ ス J 関宿
神戸港 コ ン テ ナパ ー ス の一部が復旧、 開港以来初 めて24時間無休荷役開始 ( 国
内港初 )

5 月 1 日 (月) I メ ー デー ( 戦後初 め て パ レ ー ド 及 びデモ を 自 粛、 神戸 メ リ ケ ン パ ー ク 、 東 遊
園 地 な ど)
生活福祉資金 (災害援護資金) 貸付開始 (� 7 月 31 日 )

5 月 7 日 (日) I ・避難者数 4 万人 を 割 る (避難所数536 ヵ 所、 避難者数39， 804人)

5 月 9 日 (火) I r外国人県民復興会議J、 「世界に 開かれた ま ち づ く り J を 基本理念 と す る 33
項 目 の提言 を 兵庫県知事に報告

5 月 1 1 日 (木) I 兵庫県、 「阪神 ・ 淡路震災復興計画 策定調査委員会」 発足

5 月 12 日 (金) I 六 甲ラ イ ナ一一部運転再開

28 その日寺。 全記録

兵庫 県:、 第 2 回「ひ ょ う ご住宅復興会議」 開催
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5 月 訪 日 (木) I 小里地震対策担当大臣、 西宮市馬場市長 ・ 芦屋市北村市長 ・ 宝塚市正司市長
と ム舌火Än:K 

5 月 20 日 (土) I 神戸市、「摩耶埠頭第二突堤埋立事業J に着手

5 月 21 日 (日) I・宝塚市、 避難所 を廃止

5 月 22 日 (月) I 第 7 回 f阪神 ・ 淡路復興委員会」 開催、 提言 8 を発表
兵庫県芦尾副知事、 政府 に応急仮設住宅追加要望
ボー ト ラ イ ナ一一一部運転再開

5 月 23 日 (火) I 小里地震担当大 臣、 兵庫県貝原知事 と 会談

5 月 25 日 (木) I 0政府、 応急仮設住宅の追加 (8， 300戸) お よ びエ ア コ ン 設置 の決定 に つ い
て発表
神戸市長田 区 の 菅原 市場が仮設庖舗で営業再開

5 月 26 8 (金) I ・「避難所関係市長会議」 開催 (兵庫県知事及 び神戸 ・ 尼崎 ・ 西宮 ・ 芦屋各
市長)

5 月 27 日 (士) I I阪神 ・ 淡路大震災 『関西復興会議j IN KOBEJ 開催

5 月 28 口 (日) I I地震防災対策 シ ン ポ ジ ウ ム J (消防庁主催、 神戸国際展示場)
「ひ ょ う ご フ ェ ニ ッ ク ス 呉氏 フ ォ ー ラ ム j 全イ本会議、 開催 (兵庫県公館)

f六 甲ア イ ラ ンド復興 フ ェ ス テ ィ パ ルJ 開催
神戸港 ・ 摩耶大橋の橋げた補修工事完了

5 月 29 日 (月) I Iひ ょ う ご住宅復興会議ム15項 目 に わ た る 提言 を ま と め 兵庫県知事に提出
応急仮設住宅、 こ れ ま での発注分 (39， 241戸) すべて完成
.避者者数 3 万人割る (避難所数449 ヵ 所、 避難者数29， 951人)

5 月 30 日 (火) I 小里地震担 当 大 臣、 兵庫県溜水副知事 と 会談

5 月 31 日 (水) I 兵庫県 ・ 神戸市、 応急仮設住宅第 8 次発注 (6 ， 281戸、 う ち 386戸は地域型応
急仮設住宅)

6 月 1 tI (木)

・宝塚市の避難者ゼ ロ に な る
「全神戸テ ン ト 村会議j 開催 (兵庫県民会館)

近畿地方 建設局、 兵庫 国道工事事務所内 に「震災復興対策本部J を 設置

「こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ーj が閉所 (兵庫県荒田分室 の ほ か12 ヵ 所の地域セ ン
タ ーが設置)
フ ォ ー ラ ム「ボ ラ ン テ ィ ア の い ま 、 そ し て 、 こ れか ら J 開催 (主催:兵庫県
社会福祉協議会、 神戸海i羊博物館ホー ル)
阪急電鉄神戸本線「閥本一御影」 運転再開

その時。 全記録 29 
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6 月 l 日 (木) I 神戸高速鉄道東西線 「花隈 一 三宮J 運転再開

6 月 2 日 (金) I 兵庫県議会議員 選挙 ・ 神戸市‘議会議員 選挙が告示

6 月 3 日 (土) I シ ン ポ ジ ウ ム「新都市文明 を 求め て一検証阪神大震災J (京都府精華 町 け い
は ん な プ ラ ザ)
・兵庫県、 芦尾市内の「救護対策現地本部J 廃止

6 月 4 日 (日) I 芦屋市長 ・ 芦屋市議会議員 ・ 西宮市議会議員選挙が告示
「全神戸避難所連絡会議J 開催 (兵庫県民会館)

6 月 5 日 (月) I 公開パ ネ ル デ イ ス カ ツ シ ョ ン「大震災に学ぶ 生活支援 と 新社 会 シ ス テ ム 」
開催 (主催: ひ ょ う ご創生研究会、 兵庫県民会館)

6 月 6 日 (火) I r21世紀 日 本 フ ォ ー ラ ム 」 経済復興 に 関 し て 6 項 目 の提言を発表

6 月 7 日 (水) I 兵庫県、 県内市町の1995年度当初 予算の状況 を 発表

6 月 8 日 (木) I 国 襟 シ ン ポ ジ ウ ム 「震災 と こ こ ろ の 復興 心的外傷後 ス ト レ ス 障害J (神戸
朝 日ホー ル )

6 月 9 日 (会) I 災害対策基本法改正案 と 地震防災対策特別措置法案が参院本会議で 可決、 成
JL 
「関西復興サ ミ ッ ト ー こ れか ら の 関西 と 国土の あ り 方 j 開鑓 (主催:近畿ブ
ロ ッ ク 知事会、 近畿開発促進協議会)
出勤途中、 転落死 ( 1 / 17) の県職員 に 公務災害 を 認定
職場で 自 殺 ( 1 /23) の神戸市職員 に 公務災害の認定
当 直勤務中 に庁舎の倒壊 に よ り 圧死 ( 1 117) の 県警兵庫署員 、 伊丹署員 2
名 及 び負傷 し た 伊丹署員 に公務災害の 認定

6 月 10 日 (土) I 神戸市長田 区の仮設日吉川 ラ ー ル" が開設
「神戸元気復興祭J (主催:神戸青年会議所、 � 6 /11 、 神戸 メ リ ケ ン パ ー ク
な ど)

6 月 1 1 日 (日) 1 0被災地選挙投開 票 (兵庫県議選 ・ 神戸市議選 ・ 芦屋市長選 ・ 芦屋市議選 ・
西宮市議選)
シ ン ポ ジ ウ ム 「大震災 と 地方 自 治j 開催 (神戸市産業振興セ ン タ ー )

6 月 12 日 (月) I 第 8 回「版神 ・ 淡路復興委員会J 開催、 提言 9 を 発表、 「緑の 回廊J r ラ イ フ
ラ イ ン共同溝化j 等

30 その時。 全記録

く〉阪急電鉄神戸本線 「西宮北口 夙JI I J 運転再開 ( こ れ に よ り 阪急電鉄、 全
線復旧)
。六 甲ア イ ラ ン ド 公共 コ ン テ ナ対応パ ー ス 、 本格荷役再開
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6 月 14 8 (水) I 兵庫県、 Jr内 に 「広域防災拠点等整備推進協議会j を 発足

6 月 15 日 (木) I ・尼崎市、 避難所 を 廃止

6 月 16 日 (金) I 山 陽電鉄本線 「須磨浦公開 滝の茶屋」 運転再開
ふ れ あ いセン タ ー 第 1 号設置 (一宮町)

6 月 17 B (土) I 1兵庫県定住外国人生活復興セン タ ー」 が神戸 市長田 区菅原通 に 開設

6 月 18 日 (日) I ・芦屋市、 避難所 を 廃止
く〉山 陽電鉄本線 「板宿 一 西代J 運転再開 ( こ れに よ り 山楊電鉄、 全線復旧)
神戸高速鉄道東西線 「商代 一 高速長 田」 運転再開

6 月 19 日 (月 ) I 第 9 回 「阪神 ・ 淡路復興委員 会J 開催、 提 言10 を 発表

6 月 20 B (火) I 兵庫県、 応急仮設住宅第 9 次発注 (245戸発注)

6 月 21 日 (水) I 第 3 回 「産業復興会議j 開催

6 月 22 日 (木) I 口 本病 院学会 「大災害 と 病院j テ ー マ に 開催 (� 6明、 ホ テ ル オ ー ク ラ 神
戸)
神戸高速鉄道南北線 「新開 地 一 湊J l I J 運転再開
神戸電鉄有馬線 「長田 一 湊J l I J 運転再開 ( こ れに よ り 神戸電鉄、 全線復旧)

6 月 24 日 (土) I 兵庫県、 仮設住宅入居者向 け に 「 く ら し の かわ ら ばんj を 発行

6 月 26 日 (月) 1 0版神電鉄本線 「御影 一 西灘j 運転再開 ( こ れに よ り 阪神 電鉄、 全線復旧)

6 月 27 日 (火) I 神戸市、 応急仮設住宅第10次発注 (2， 533戸、 う ち 504戸 は 地域型一般向け住
宅)

(建設計画戸数48， 300戸すべて発注完了、 完成は H. 7. 8. 1 1) 

6 月 29 B (木) I 1板神 ・ 淡路震災復興計 附策定説Ô�査委員 会」 、 兵庫県知事に提言を提出

6 月 30 日 (金) I く>1産業復興会議j が 「産業後興計両j を 発去
く〉神戸市 「神戸市復興計画J 策定、 発表

7 月 10 日 (月) I 兵庫県 と 神戸市が国 に復興計両案な ど を提示

7 月 11 B (火) I 小里地震対 策担当大 臣、 神〆rtî笹山市長 と 会談

7 月 17 日 (月) I CQ)震災か ら 半年経過
。兵庫県、 「被災者復興支援会議J を発足

その日寺。 全記録 3 1  
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7 月 18 日 (火 I 中 央防災会議j
第10回 「阪神 ・ 淡路復興委員 会」 開催

7 月 19 日 (水) I I附申 ・ 淡路震災復興支援10年委 員 会」 が発足、 大販で 「記念 フ ォ ー ラ ム 」
を 開催

7 月 20 日 (木) I 六 甲 ラ イ ナ ー 「 ア イ ラ ン ド北 口 魚崎j 運転再開

7 月 21 日 (金) I 中 国 自 動車道、 復旧完 了

7 月 23 日 (日) I 参議院議員 選挙投票 日

7 月 24 日 (月) I *余震、 宝塚 JI I 西 (以 上、 兵庫県) 高槻 ・ 寝屋川 (以上、 大販 府) で震度 3
プ ロ 野球 「阪神大震災復興チ ャ リ テ ィ ー ド リ ー ム ゲー ム J 開催 (福 岡 ド ー ム )

7 月 25 日 (火) I 0兵庫県都市計画地方審議会、 「阪神 ・ 淡路都市復興基本計両 (案) J を 審議、
尼崎 ・ 築地地 区 を復興推進地域に 追加す る よ う 兵庫 県 知事 に 答 申
.神戸市 は 応急仮設住宅の完成が 一部遅れ、 カ ギj度 し が 8/ 10 に ずれ込む こ
と が確実 と な り 7 月 末 と し て い た避難所の解消期 日 を 8 /20に 変更する 方針
を 決定 し、 県 を 通 じ て 閣 に 災害救助法の特別蒸準適用 の延長 を 要望 す る
く〉兵庫県警 「 フ ェ ニ ッ ク ス ・ パ ト ロ ー ル隊」 な ど三隊の発足式 (神戸 メ リ ケ
ン パ ー ク )

7 月 26 日 (水) I ・兵庫県、 「救護対策現地本部J を 廃止 (神戸市内 5 ヵ 所、 西宮市 1 カ 所)
兵庫県、 「国道43号広域防災帯整備推進会議」 を 設置

7 月 27 日 (木)

32 その時。 全記録

「観光ひ ょ う ご復興キ ャ ン ベ… ン推進協議会」 設立総会 (神戸 メ リ ケ ン パ ー
ク オ リ エ ン タ ル ホ テ ル)

「阪神 ・ 淡路大震災復興推進協議会j 結成、 東京で 「復興推進大会J 開催
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7 月 2 8日(金 政府 「第 4 回阪神 ・ 淡路復興対策本部J 会合
政府、 「阪神 ・ 淡路地域の復興 に 向 けての取 り 組み方主I-J を 決定

7 月 29 B (土) I I被災者復興支援会議j の現地意見交換会が始 ま る (毎週 2 � 3 1可)
名神高速道路、 復旧完f

7 月 3 1日(月) I ・西宮 市、 災害救助法 に基づく 避難所 を廃止
ポ ー ト ラ イ ナ 1中公園 三宮j 運転再開 (神戸新交通 「 ポ ー ト ラ イ ナ ーj
全線復旧)
兵庫県、 「販神 ・ 淡路震災謀興計同 ひ ょ う ご フ ェ ニ ッ ク ス 計画) J 策定

8 月 1 f-l (火 六 甲 ア イ ラ ン ド フ ェ リ ー埠頭及 び東神戸 フ ェ リ ー タ ー ミ ナ ル の部が復旧
(四国 ・ 九州方面の長距離 フ ェ リ ー が出港)

摩耶大橋が通行再開、 神戸大橋の仮設バイパス 橋が完成、 通行開始

8 月 2 日 (水) 兵庫県立図書館 (明石市) に 「 フ ェ ニ ッ ク ス ・ ラ イ ブ ラ リ 設置

8 月 4 日(金) 1 0兵庫 県 11坂神 ・ 淡路震災復興計画 ( ひ ょ う ご フ ェ ニ ッ ク ス 計画) J 正式決
疋

8 月 5 日(土) I 1被災者復興支援会議」 の 土曜井戸端会議が始 ま る (毎週 i躍日 )
「 ボ ラ ン テ イ ア 交流大会J (主催 : 兵庫県 ボ ラ ン テ イ ア協会等、 兵庫県公館)
「法社会学神戸会議J (� 8 / 7 、 神戸国際会議場)

8月 6 日(日) I 1兵庫県被災者連絡会ム 災害救助法 の 適用 延長 な ど を 求 め て神戸 市役所前
に テ ン ト を 設営

8 月 8 日(火) I く〉村ru 内閣改造発足 に伴い、 導任の地震対策担当 大臣が廃止 と な り 、 新任の
池端清一国土庁長官が 「阪神 ・ 淡路復興対策担当」 を 兼保す る こ と と な る
尼崎市築地地区 に 関 す る 土地IX両整理事業 と 被災 市街地復興推進地域の都市
計画が決定

8月 10 日 (本) I 1 (í汁)阪宇中・淡路大震 災復興本令jの 第 2 ln]Jfl! '}，:会開催、 2 8事業の 追 加! と
2 事 業の 内科の拡充 を 決定
.兵庫県、 扶護対築現地本部 i完全撤収

8 月 11日 (金) I 0応急仮設住七4 8，300 μ、 すべて定成
池端新[五r ur長Yí、 被災地初視察
制1) îj.甚な どの紡波堤保IF 1工事ほ ほ完了
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R門川口凸 *同線 「事rrr沼地一i�i室 長田J 逆転再開(神戸高速鉄道、 全線復

その向。 ?な記録 33 
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8 月 17 日 (木) I 兵庫県、 「阪神 ・ 淡路都市復興基本計画j を 決定
兵庫県、 「 ひ ょ う ご住宅復興 3 ヵ 年計画J 策定

8 月 初 日 (日) I ・神戸市、 災害救助法 に基づ く 避難所 を 廃止
( こ れ に よ り 災害救助法適用 の避難所全て な く な る )

8 月 21 日 (月 ) I ・神戸市、 待避所 を 10 ヵ 所開設 (そ の後12 ヵ 所)

8 月 22 日 (火) I WHO 神戸セン タ ー (世界保健機関健康開発総合研究セン タ ー) 設立 に 関す
る 覚書調印式

8 月 23 日 (水) I 0六 甲 ラ イ ナ ー 「魚崎 一 住吉J 運転再開 (神戸新交通 「六 甲 ラ イ ナ ーj 全線
復!日)

( こ れに よ り 被災地の鉄道網がすべて復旧)

8 月 28 B (月) I 第11回 「板神 ・ 淡路復興委員会」 開催
兵庫県、 「広域紡災拠点等整備推進協議会j 内 に 「三木総合防災公国等整備
推進事業部会J を 設置

8 月 31 日 (水) 1 0神戸市、 倒壊家屋等の公費解体、 申 請締め切 る
兵庫県、 「産業復興 3 ヵ 年計画」 策定

9 月 1 日 (金) I 0 I防災の B J 全国で一斉に 防災前練
仮設診療所 9 ヵ 所すべて完成、 診療 を 開始
日 本初の民間 レ ス キ ュ ー 隊 「 日 本 レ ス キ ュ ー協会」 発足
阪神高速道路 「湾岸線J 全線開通

9 月 2 B (土) I 国道 2 号 「浜手バ イ パス 」 撤去始 ま る

9 月 5 日 (火) I 第四回 「阪神 ・ 淡路復興委員会j 開催

34 その時。 全記録

シ ン ポ ジ ウ ム 「災害 と 福祉の ま ち づ く り J 開催 (神戸朝 日 ホ ー ル)
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9 月 9 日 ( :上 ) I 武村大蔵大臣、 神戸で講演 「財政面で最大限の支援」

9 月 1 1 日 (月 ) I 防災問題懇談会、 首相に提言

9 月 12 日 (火) I *余震、 神戸で震度 3 発生、 新幹線の送電が停止 し走行中の上下 6 本がス ト
ッ プ
国連50周年記念講演会 「共生 と 世界平和の た め に 、 今、 何がで き る か 国際
連合 と 日 本の役割J開催 ( ホ テ ル オ ー ク ラ 神戸)

9 月 13 日 (水) 1 0兵庫労働基準局、 労災死多発 ( 9 /1 1現在、 100人) に よ り 「非常事態宣言J
を 発令
「阪神 ・ 淡路地域復興 国 際 フ ォ ー ラ ム J 開催 (政府等主催、 ホ テ ル オ ー ク ラ

神戸、 � 9 1 14) 

9 月 14 日 (木) I 阪神 ・ 淡路都市復興計耐の法定都市計画 (案) 作成の た め の 公聴 会が西宮市
勤労会館 で 開 龍
兵庫県、 洪水被害の北朝鮮に救援物資送付 を 決定

9 月 17 日 ( [3 ) I g地震か ら 8 ヵ 月 目

9 月 18 日 (月) I I ひ ょ う ご都市 ( ま ち ) づ く り セン タ ーJ が (財) 兵庫県都市整備協会内 に
開設
阪神 ・ 淡路都市復興計画の法定都市計画 (案) 作成の た め の公聴 会が兵庫県
民会館で開催
「がん ば ろ う 神戸港 復興 フ ェ ス タ J 及 び 「神戸港国 際物流復興促進 シ ン

ポ ジ ウ ム J (神戸田際会議場、 � 9 /19) 

9 月 26 日 (火) I I W防災 と 都市 ・ 地域開発j国際セ ミ ナ -J (立命館大学 ・ 国連地域開発セン
タ ー :主催 : 立命館大学)

9 月 30 日 (土) I ・西宮市、 市単独運営 (食事等供与) の避難所 を 廃止
IW新 し い 街づ く り j東 ア ジ ア シ ン ポ ジ ウ ム ー 災害 に 強 い 街づ く り 」 開催
( [玉|連大学等主催 : 兵庫県民会館)

10月 1 日 (日) I 三 百タ ー ミ ナ ル ピ ル全面再開
兵庫県、 「震災復興資料 ・ 記録収集等事業J 開始

10月 2 日 (月 ) I 災害援護貸付金及 び生活援護貸付金の 貸 し 付 けが再 開 ( 申 請受付期 間 10/ 2
�10 31)  

10月 10 日 (火)

10月 14 日 (土)

第13�jJ I阪神 ・ 淡路復興委員会J 開催、 提言11 を発表

「災害 ・ 人間 ・ 復興j令間交流集会 (神戸 市産業振興セン タ ー 、 � 10/15)

その日寺。 全記録 35 
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10月 17 日 (火) I 兵庫県、 「新 し い住宅地震災害共済保険制度の創設J を提言

10月 27 日 (金) I I国際ジ ャ ー ナ リ ス ト シ ン ポ ジ ウ ム J 開催 (主催:神戸新聞社、 ホ テ ル オ ー
ク ラ 神戸)

10月 28 日 (土)

10月 30 日 (月 )

10月 31 R (火)

シ ン ポ ジ ウ ム 「住民参加の復興 ま ちづ く り j 開催 ( 主催: 日 本建築学会近畿
支部、 こ う べ ま ち づ く り 会館)

第14凶 「 阪神 ・ 淡路復興委員会」 開催、 意見及 び提言 を ま と め 、 村 山 総理大
臣 に報告
神戸大学付属 図書館、 「震災文庫」 を オ ー プ ン
兵庫県、 「領事館サ ミ ッ ト J を 開催

「復興 と 福祉の ま ち づ く り 国 際セミ ナ - J 開催 (主催 : 県、 県 社会福祉事業
団、 神戸間際会議場)

1 1 月 2 日 (木) I 兵庫県、 「阪神 ・ 淡路震災復興計画推進委員 会J 設置

1 1 月 3 臼 (金) I 国 際港都 ・ 神 戸復興展 「ハ イ カ ラ 博J - KOBE 大バ ザ ー ル (神 戸 国 際展
示場、 �1 1/ 5 ) が閉幕
「神戸キ ッ ズ ・ コ レ ク シ ョ ン 」 開催 (神戸朝 日 ホ ー ル)

1 1 月 4 日 (土) I I仮設住宅 自 治会づ く り フ ォ ー ラ ム J 開催 (主催 : 被災者復興支援会議、 兵
庫県民会館)

1 1 月 7 日 (火) I WHO 神戸セン タ ー 活動支援シ ン ポ ジ ウ ム 「都 市 と 健康 ー すべ て の 人に健康
を 」 開催 (神戸ボ} ト ピ ア ホ テ ル)
「土地区画整理 ・ 都市開発に 関 す る 国 際セミ ナ ー J 開催 (神戸国際会議場、

�11  9 )  

1 1 月 8 日 (水) I I阪神 ・ 淡路都 市復興計 副j の 「都市計画 (案) J が縦覧 ( こ の 日 か ら 2 週

36 その時。 令記録
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間)

1 1 月 10 日 (金) I 震災被害の兵庫県庁舎な ど本格的 な復旧 ・ 耐震工事始 ま る (1997年 3 月 末 ま
で)

1 1 月 13 日 (月 ) I 六 甲 ア イ ラ ン ド の外航 コ ン テ ナ船用仮設桟橋が完成、 供用 開始の記念式典が
1riコれる

11月 15 日 (水) I Iひ ょ う ご ま ち づ く り セミ ナ- '95J ( ホ テ ル オ ー ク ラ 神戸)
兵庫県、 「応急危険度 判定士j 養成の た め の 講習 会 を 開催 (西山記念会館)

1 1 月 16 日 (本) I 兵庫県、 「緊急 イ ン フ ラ 整備 3 ヵ 年計画J を 策定

1 1 月 17 日 (金) I y震災か ら 10 ヵ 月 経過

1 1 月 18 日 (土)

1 1 月 19 日 (日)

1 1 月 20 日 (月)

1 1 月 23 日 (木)

12月 2 日 (土)

12月 4 日 (月 )

12月 5 日 (火)

「 日 中 上海 ・ 長江一 神戸 ・ 板神交易促進会議」 が上海市 に お い て 開催 (�
1 /18) 
「仮設住宅住民 フ ォ ー ラ ム 仮設住宅での孤独死 を な く す た め にj 開催 (神

戸市西阪かすがプラ ザ集会場)
「兵庫県被災者連絡会J 、 被災者に 緊急生活援助貸付金 ( 1 万円) を 支給 (神

戸 市役所前)

兵庫県、 「災害救援専 門 ボ ラ ン テ イ ア 制度第 A図研修会j 開催
「障害者支援復興 フ ェ ス テ イ パ ルj 開催 (神戸市兵康区須住野公園)
「防災 ・ 復興 コ ン ペ ン シ ョ ン 95J 開催 (神戸国際展示場、 � 1 1/21)

「灘の 酒 ・ 震災復興支援 ・ 五木 ひ ろ し ・ 心の コ ン サ ー ト J (新西宮 ヨ ッ ト ハ
ー パ ー 内広場)

(財) 法律扶助協会、 神戸 ・ 阪神 間 な ど計18 ヵ 所で 「無料震災法律相談J を
実施

「阪神 ・ 淡路地域の復興過程に お け る 海事産業の 果たすべ き 役割 と 将来展望
に 関 す る 調査研究J 委員 会の 第 ←今 回 会合

f被災分譲マ ン シ ョ ン 再建事業実務者セミ ナ ー」 開催 (神戸市 ・ 兵庫県 な ど
主催、 神戸国際会議場)

阪神競馬場、 板急三宮駅の 訳ピ ル再開
「 国際観光地復興 フ ォ ー ラ ム ー ボー ダ ー レ ス 時代 の 国際観光地づ く り J (運

総省等主権:神戸国際会議場)
「 ひ ょ う ご輪入住宅総合セン タ - J 輸入住宅展示場 白日公開

I (財) 阪神 ・ 淡路大震災復興基金J 第 3 同理事会開催

シ ン ポ ジ ウ ム 「夢シ テ ィ 21への提弓 阪神大震 災 を 越 え てJ (神戸ハ … パ ー
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ラ ン ド ニ ュ ー オ ー タ ニ)

12月 6 日 (水) I I神戸国際会館ハ ーパ ー ラ ン ド プ ラ ザムオ ー プ ン

12月 7 日 (木) I 兵庫県、 「震災復興調査研究委員 会J 設置

12月 8 B (金) I I市民 と NGO の 『防災j国 際 フォー ラ ム J (神戸国際会議場、 �12/10)

12月 12 日 (火) I 兵庫県、 第 1屈 「震災復興調査研究委員会j 開催

12月 15 日 (金) I I神戸 ル ミ ナ リ エj 開催 (� 12/25) 、 !日居留 地 に約250万人が訪れ る

12月 17 日 (日) I 神戸市で 「 ア ジ ア 防災政策会議J が開催 (�18 日 )

12月 18日 (月 ) I I阪神 ・ 淡路大震災復興推進協議会j が東京で、決起大会 を 開催

12月 25 日 (月) I 0兵庫県 ・ 神戸 市 ・ 地元経済界、 I (財) 阪神 ・ 淡路産業復興推進機構J を 設
ム占L

12月 27 日 (水) I ※ 震災死追加認定 に よ り 死者6， 308人 に な る (消防庁発表)
神戸市東部新都心地区 に お け る 土地 区画整理事業の都市計検]が決定
問 宮市森具地底に お け る 道路 ・ 公園の都市計画が決定

12月 28 日 (木) I尼崎市築地地院に お け る 道路 ・ 公園 の都市計画が決定

1996年(平成8i手)

1 月 10 日 (水) I I都市地震災害国 際 シ ン ポ ジ ウ ム 」 開催 (神戸国際会議場、 � 11 12) 

1 月 13 日 (土) I I ひ ょ う ご ・ サ ン ク ス 大使J 任命式 (兵庫県公館)
「震災建築物応急危険度判定上認証式J (兵庫県公館)

東京で 「世界都市 関西 シ ン ポ ジ ウ ム j 開催
鈴木国土庁長官、 神戸で記者会見

1 月 14 日 ( 日 ) I 阪神 ・ 淡路大震災 1 周年写真展 (淡路 フ ァ ー ム パー ク 、 � 1 /22) 
震災遺児等の 「億び話 し合 う 会J 開催 (あ し なが育英会等主催 : 兵康県農業
会館)

1 月 15 日 (月 ) I I防災 と ボ ラ ン テ イ ア遊間J ( 1  1 15� 1 1 21 )  
コ ン サ ー ト “復興の街へ" (神戸文化 ホ ー ル)

38 その日寺。 全記録
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1 月 16 日 (火) I 政府 「阪神 ・ 淡路復興対策本部会議」 開催
。兵庫県、 「阪神 ・ 淡路都市復興計画j の う ち 法定手続 を 要 す る 部分 に つ い
て都市計画決定
「 あ の 日 か ら 365 日 連合集会J 開催 (神戸 メ リ ケ ン パ ー ク オ リ エ ン タ ル ホ テ

ル)
阪神 ・ 淡路大震災メ モ リ ア ル コ ン サ ー ト (神戸国 際会館ハ ー パー ラ ン ド プ ラ
ザ など、 � 1 /17) 
震災復興支援 コ ン サ ー ト ~風が き こ え る ピ ア ノ � (兵庫県立看護大学講堂)
兵庫県川西市で震災犠牲者追悼式
「兵庫県被災者連絡会議J 、 神 戸市役所の協議再 開 決定 を 受 け神戸市役所前

の テ ン ト を 撤去
障害者 ら 「いや し の 夕べ」 開催 (神戸市兵庫 |玄須佐野公閤)
「 テ ン ト 村関村式J I追悼 コ ン サ ー ト J I法要」 が各地で行 わ れる

1 月 17 日 (水) I (Çj)震災か ら 1 周年
o I阪神 ・ 淡路大震災犠牲者追悼式典j 開催 (兵癒県公館)
o I販神 ・ 淡路大震災震災総合 フ ォ ー ラ ム J 開催 (ホ テ ルオー ク ラ 神戸)

(皇太子 ご夫妻、 橋本首相、 土井衆院議長、 村 山前首栢等が出席)
「災害救援専 門 ボ ラ ン テ ィ アj 発足式 (兵庫県民小劇場)
「阪神 ・ 淡路大震災遺児育英資金贈呈式及 び記念講演会J (県立神戸高等学

校体育館)
「阪神 ・ 淡路大震災 1暦年教育復興 シ ン ポ ジ ウ ム J (向上)

阪神 ・ 淡路大震災 1 周年復興 フ ェ ア 「被災地域 を 励 ま す集いJ (神戸国際会
館ハ ー パ ー ラ ン ド プ ラ ザほ か、 � 2 1 16) 
市民のつ どい (神戸文化 ホ ー ル)
震災 1 周年 コ ン サ ー ト 一 鎮魂の調べ 一 (問上)
'96夏 ・ グ ラ ン ド シ ュ ー ズコ レ ク シ ョ ン (神戸国際展示場)

IFM わ いわ いJ 正式開局 (神戸市 長 田 毘 カ ト リ ッ ク 鷹取教会 : ボ ラ ン テ ィ
ア に よ る 7 ヵ 国語放送)
神戸高速鉄道 「大関駅J 営業再開
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1 月 18 日 (木)

1 月 四 日 (金)

1 月 初 日 (土)

1 月 21 日 (日)

1 月 22 日 (月)

] 月 23 日 (火)

1 月 27 日 (十‘)

1 月 28 日 (日)

1 月 初 日 (火)

1 月 31 日 (水)

2 月 9 H (金)

2 月 11 日 (水)

2 月 1 7 R (土)

40 その時。 令記録

f メ モ リ ア ル ・ コ ン フ ァ レ ン ス ・ イ ン ・ コ ウ ベJ 開催 (神戸国際会議場、
1 19) 

「地方防災サ ミ ッ ト J 開催 (神戸国際会館ハ ー パ ー ラ ン ド プ ラ ザ)
了住宅地震災害共済制度創 設 フ ォ ー ラ ム j 開催 (新神 戸 オ リ エ ン タ ル劇場)

「震災 1 周年元気 ア ッ プ復興祭j 開催 (神戸 ク リ ス タ ル タ ワ ー )
ド防災 と ボ ラ ン テ イ ア " を 考 え る シ ン ポ ジ ウ ム 」開催 ( 1 / 20県公舘、 1 

21神戸朝 日 ホ ー ル)
「防災機器 グ ッ ズ フ ェ ア J 開催 (神戸国際展示場、 � 1 /22) 
「神戸働 く 者の シ ン ポ ジ ウ ム J (神戸市立婦人会館:被災者労働 ユ ニ オ ン 主

催)

く〉芦出市、 北淡町で震災犠牲者追悼式

「県政懇話会j 開催 (兵庫県公館)

兵庫県、 「甑神 ・ 淡路震災復興計画推進委員会j 設置
「非常通信セ ミ ナ -J (神戸ハ ーパー ラ ン ド ニ ュ ー オ ー タ ニ )

阪神大震災鎮魂交響組 曲 「十万り ] . 1 7  J (合唱付 き ) 演 奏会 (神戸丈化 ホ ー
ル )

県立 4 大学震災研究総合学術 シ ン ポ ジ ウ ム 「復興への み ち し る べ」 開催 (神
戸商科大学)
シ ン ポ ジ ウ ム 「阪神大震災 と 人権J (兵庫県立の じ ぎ く 会館 ・ ひ ょ う ご共済
会館:近畿弁護 1:::連合会引岸)

f阪神 ・ 淡路大震災 1 周年 を 回想する 集いJ開催 (武庫 川 学院公江記念講堂)

「震災 1 周 年記念講演 と シ ン ポ ジ ウ ム J (神戸文化ホ ー ル)

「震災につい て語 る 」 児 率 問題 シ ン ポ ジウム ( な る お 丈 イヒ ホ ー ル)

神戸 フ ァ ッ シ ョ ン協会、 「神戸 フ ァ ッション産 業従興支援セ ン タ - J 設置

o内 閣 総理大 臣 の 諮 問 機 関 「阪神 ・ 淡路復興 委11会J 解 散 (1 995. 2 . 15� 
1996. 2.14) 
-神戸巾ム内 の避難者の う ち 、 V，� \1. 
6 校21人

計はゼ ロ に な る 、 神戸市立学校は

(神戸市 内 の 避 難 者:神} Î rli 内 の待機所 7 ヵ 所211 人、 IEl避難所31 ヵ 所437
人)

「被災地 と 被災者の救済 を求める 被災地 の 集Lリ (ì' 兵康保被災者連絡
会、 兵庫県私学会館)



1996年(平成8年)

2 月 19 [J (月) I <)阪神高速道路神戸線 「摩耶 一 京橋J (3. 2km) 開通、 8 月 ま で無料開放
。兵庫県警、 間道 2 号 と 阪神高速湾岸線の規制 を 全面解 除
国道43号岩屋高架橋 (神戸市灘区) 開通

2 月 23 B (金) I 2 年ぶ り に 「春節祭j が神戸市南京町会で開催 (� 2 /25) 

2 月 27 日 (火) I I神戸国 際 フ ァ ッ シ ョ ン シ ン ポ ジ ウ ム J (神商ホ ー ル)
「知事 と 神戸市民が語る 集いJ (兵庫県民会館)

2 月 28 日 (水) 1 <)政府 と 県 ・ 市 の定期協議会が発足、 第 1 回定期協議会 を 開催
(以下、 f政府 ・ 地元 自 治体定期協議会」 と す る )

3 月 2 E:l (上) I 六 甲ア イ ラ ン ド に 「 ひ ょ う ご輸入住宅総合セ ン タ -J 開設、 問所式

3 月 6 日 (水) I I地震災害軽減 に 関 す る 国際会議j 開催 (科学技術庁主催 : 神戸国際会議場 ;
� 3  7 )  

3 月 1 1 R (月) I 東京で 「在京大寵 を 招 い て の感謝の集い」が実施 さ れる

3 月 12 日 (火) I 大阪で 「ひ ょ う ごグリ ー ン ネ ッ ト ワ ー ク 発足記念 フ ォ ー ラ ム 」が開催 さ れる

3 月 14 R (木) I 神戸市小川卓海助役、 須磨 区の砂浜で焼身 自 殺

3 月 16 日 (上) I シ ン ポ ジ ウ ム 「被災者の く ら し再建へ 公的支援拡大 を求めて」開催 (神戸
国 際会議場)

3 月 23 日 (寸J i兵庫県、 第 2 回 「震災復興調査研究委員 会J 開催

3 月 24 日 (日) I 兵庫県北淡町 と 北海道奥尻町が友好姉妹提携 を 結ぶ調印式 を 行 う

3 月 25 日 (月) I 神戸市、 ま ち づ く り の方向性を示す 「区別計画J 及 び 「新 ・ 都市環境基準J
を 発表

3 月 初 日 (火) I I 日 中 上海 ・ 長江一 神戸 ・ 阪神交易促進委員 会J 発足、 第 l 回総会 を 東京
で開催

3 月 28 日 (木) I ・神戸市、 待機所 ・ IR避難所の廃 止 日 ( 3 月 末期 限) を 撤回、 来 月 以 降 も 運
営す る 方針 を 表明

3 月 291::j(金) I <) I政府 ・ 地元 自 治体定期協議会j の 「住宅対策実務者連絡会議j が東京で
開催
。神戸市、 紡災会議 を 開 き 、 「地域防災計画 一 地震対策 編Jを 策定
神戸市、 灘区長峰台の 3世帯 5 人 に 出 し て い た避難勧告 を 1 年 2 ヵ 月 ぶ り に

その時。 全記録 4 1 



1996年(平成8年)

3月29日(金) 1解徐、神戸市内の未解除地域は中央区・垂水両区の5地域(43世帯136人)
となる

3月31日(日) I 0被災地に適用されている政府の特例措置の多くが期限切れとなる

42 その時。 全記録

(国民健康保険料・高校授業料・個人市民税・各種手数料の減免など)
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| 第一章 被災地の概要
第 l 節 地理的特性

東 を 大阪府、 京都府 に 、 西 を 岡 山 県、 鳥取県 に接 し 、 北 は 臼 本海か ら 南 は瀬戸内 海 を 経

て 太平洋 に つ な が る 兵庫 県 は 、 日 本列 島 の 中央部 を 東西 に 二分 し て い る O 県南部 を 大阪湾

か ら 瀬戸内 に か け て帯環状 に 取 り 巻 く 大都市 圏 や 中北部の 中 山 間地、 豪雪地帯、 あ る い は

瀬戸内の離島 な ど を 併せ持ち 「 日 本の縮図J と 呼ばれ る O

阪神 ・ 淡路大震災の被災地 は、 県 内 や 関関 圏 、 さ ら に は わが国 に 占 め る そ の 地理的位置

に よ り 、 3 つ の特性 を 有 し て い る O

第一の特性 と し て、 被災地 に お け る 人 口 、 経済、 丈化や都市機能の集積 が挙げ ら れる O

こ の地域 に は県内最大の都市神戸市 を 中心 と し て 、 大阪湾ベ ル ト 地帯 に広 が る 阪神 地域

に は県 内 人 口 の 大半が居住す る O 被災地域 は兵庫県全土 (8， 365. 99knüの 約 20% ( 5 分の

1 ) に あ た る 1 ， 655. 92凶にす ぎ な いが、 こ の地域 に は 県全人口 (5 ， 4320， 998人) の約64%

( 5 分の 3 強) に も あ た る 3， 479 ， 065人の 人 々 が居住 し て い る (1995年 3 月 末現在) 。 今留

の 震災の被害がい か に 甚大 な も の で あ っ た かが知 ら れる O

こ の地域は ま た県 内経済活動 の 中枢で も あ り 、 そ の 中心 は鉄鋼、 機械等 の 基幹産業 と そ

れ ら の系列企業 に よ っ て特色付 け ら れ る O 同 時 に 、 港湾 を 中心 と し て 、 造船業、 海運業、

港湾業、 倉庫業、 あ る い は貿 易 業 を 中心 と し た 中小企業が多数立地す る 地域 と し て 、 関同

経済、 ひ い て は わが国経済の 中 軸 を 占 め る も の で あ っ た 。 地場産業 と し て は、 ア パ レ ル製

品 を は じ め 、 ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ、 清酒、 洋家具や真珠、 洋菓子 な どの生産が盛ん で あ り 、

全国の フ ァ ッ シ ョ ン を 代表す る 地域 と し て そ の名 声 を 得 て き た。

文化的 に も 、 摂津国 の 中 心地 と し て t方文化の伝統 を 色濃 く 智め る 阪神 地域 と 、 明治の

開港以来、 東の横浜 と と も に 、 「ハ イ カ ラ J 文化の発信基地 で あ っ た神 戸 ・ 販神地域 は 、

東京 山 の手 と と も に 近代モ ダ ニ ズ ム の担い手 と し て、 兵庫県 は も と よ り わ が国文化の 一つ

の潮流 を 形成 し て き た 地域であ っ た 。 特 に 、 i請j西な異人館 に 日 本文化の 雰関気が漂い 、 伝

統的家展 に 西洋文化が溶 け込む神戸 ・ 阪神 地域の 自 然豊かな洗練 さ れ た 景観や住環境や外

国人がさ り げな く 暮 ら す国 際 的 な ま ち の魅力 は全国 の 人 々 を 魅 了 す る も の で あ り 、 21世紀

に お け る 新 し い 日 本文化パ ラ ダ イ ム を 提供で き る 可能性 を 有 し た 地域で も あ っ た。

第二の地理的特性 と し て、 こ の 地域が県 内 及 び西 日 本 に お け る 交通の結節点 を 形成 し て

き た 点が挙げ ら れる O

六 甲 山系 と 大 販湾 の 間 の 狭院な 地域 を 通 る 西 国 道 は 、 吉来 よ り 大和や 京の都カミ ら 山 陽 、

九州へ と 結ぶ 主要 な 陸路 と し て使用 さ れて き た。 明治の 開 国以 降 も 東京 を 西欧文明集積セ

ン タ ー と し て全 国 に そ の情報 を伝播 し、 勧業殖産 を 推 し 進め る わが国 に と っ て 、 太平洋岸

の こ の地域は西 日 本への産業、 文化、 情報流通 の た め の 大動脈を 形成 し て き た。
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こ の南北わ ず か に l km に も 満 た な い こ の 地域 に は 、 道路、 鉄道が集 中 す る O 南か ら 阪

神 高 速 自 動車道湾岸線、 国道43号線及び国道 2 号線が東西 に伸 び、 名 神 高速道路及 び阪神

自 動車道 3 号神戸線がわずか 2 km の 間 隔 を 置 い て 東西 に 伸 び、 中 国 自 動車 道 、 山 陽 自 動

車道の結節点 を も 形成す る O

ま た 、 阪神 電気鉄道、 ]R 西 日 本の東海道 ・ I lJ 陽線、 阪急電気鉄道、 山 陽電気鉄道が大

阪 ・ 神戸 ・ 姫路 を 結ぶ人 々 の足であ り 、 さ ら に は ]R UJ 陽新幹線 は 関東か ら 西 日 本へ と つ

な が る わ が国 の 大動脈 と し て の役割 を 果 た し て い る O ま さ に わが国 に お け る 東西陸上交通

の 要 と し て の特性 を 有す る 地域 で あ り 、 ]R 福 知 山根、 神戸電気鉄道 な ど 日 本海側 と 太平

洋側 を 南北 に つ な ぐ交通の タ ー ミ ナ ル を も 形成 し て き た。

第三の特性は、 こ の地域が西 日 本に お け る 悶際交流の 中核地域であ っ た こ と が重要で、 あ

る 。 周 知 の ご と く 神戸は明治の 開港以来、 諸外国 と の交流の 窓 口 と し て 栄 え て き た地域で

あ っ た 。 神 戸 を 中心 と し て 、 こ の被 災地域 に は多 く の外国人が居住 し 、 様 々 な 経済 ・ 文化

活動 を 行 っ て お り 、 わ が出 に お い て 、 最 も 国際化 し た 地域の ひ と つ と し て 知 ら れて い る O

こ の よ う な 神戸 ・ 阪神地域の伝統 と 風土 を 背景 に 、 こ の地域は神戸港や大阪空港、 あ る

い は 関西国際空港 を ゲー ト ウ ェ イ と し て 、 世界の 国 々 か ら 多 く の外国人が商用 、 観光の如

何 を 問 わず訪れ る 地域で あ っ た 。

〈参考文献〉
「阪神文化ネ ッ ト ワ ー ク の形成 に つ い てj 河内厚郎 防l t吐紀ひ ょ う ご Vol. 70j (財) 21 t帥己ひ ょ う ご創造協会

1996:tド12月
『神戸の地理』 田 中 主主 吾編 神戸新聞出版セ ン タ ー 1984年 4 月

第 2 節 産 業

神戸 ・ 阪神地域の経済 は神戸製鋼所、 川 崎重工業、 川 崎製鉄、 三菱重工業 な ど を 中 心 と

し た 重厚長大型産業 に よ っ て発展 し て き た。 神戸市東部か ら 西部 に か け て の 臨海部 に は製

鉄所や造船所が集積 し て い る 。

し か し 、 神 戸 ・ 阪神地域の経済 を 支 え て き た こ れ ら 重摩長大型産業 は わが国経済の構造

改革への潮流の 中 に あ っ て 、 震災以前か ら 大 き く 転換 を 始め 、 リ ス ト ラ ク チ ャ リ ン グの真

っ 只 中 に あ っ た。

従来か ら 粗鋼生産 を 柱 と し な が ら も 、 金属加工機械や土木 ・ 建設機械、 特殊金属 な どの

生産 を 含む 多 角 経背 を め ざ し て き た神戸製鋼所 は 、 新た に情報通信エ レ ク ト ロ ニ ク ス 、 新

素材 ・ 加工、 バ イ オ 、 ア メ ニ テ ィ 、 デベ ロ ッ パ ー の分野での事業展開 を模索 し は じ め て い

る 。 ま た、 企業の 国際化 を 圏 る た め オ ッ ク ス フ ォ ー ド大学卒業生 な どの雇用 を 開始 し た 。

平尾率 い る 神戸製鋼 ラ グ ビ ー チ ー ム が新 日 鉄釜石 と な ら ん で、 7 由 連続全閣制 覇 を 成 し 遂

げた 陰 に は 、 こ れ ら 外国入社員 の 活躍が光っ て い る こ と は 周 知の事実であ る O
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潜水艦や ジ ェ ッ ト フ オ イ ル、 若者向 け の ジ、 エ ツ ト ス キ ー や オ ー ト パ イ の生産で有名 な 川

崎重工業 も い ち 早 く ロ ボ ッ ト 生産 を 導入 し た 企業 と し て そ の名 を 知 ら れて い る 。 同 社は ジ

ェ ッ ト エ ン ジ ン の生産 を は じ め 、 近年で は 宇宙飛行士の 訓 練 シ ス テ ム や ス ペー ス プ レ ー ン

な どの宇宙産業 に も 進出 を 試み て い る O ま た 、 造船業 の 長期凋落傾向 を 規野 に す え て 多 角

経営への 道 を 歩 ん で き た三菱重工業 は世界最高潜水能力 を 誇 る 「 し ん か い 6500J を は じ め 、

沖縄で活躍中 の観光潜水艦 「 も ぐ り んj な ど従来の技術 を 生か し つ つ 、 あ ら た な需要拡大

を 図 っ て る O

港湾 を 中心 と し て経済発展 を 遂げた神戸 ・ 阪神工業地帯 に は、 こ れ ら 造船、 鉄鋼 を 中心

と し た 重工業が港湾関連産業 と と も に 、 こ の地域の主要産業 と し て大 き な 比重 を 占 め て き

た 。 こ れ ら の産業 は港湾施設 と の 関係か ら 臨海部 に位置 し て き た が、 同 時 に 地場産業 を 中

心 と し て多 数 の 中 小企業が こ れ に 隣接 し 、 イ ン ナ ー シ テ ィ ー を 形成 し て き た 。 特 に 、 多 く

の鉄鋼 、 電気 な どの基幹産業の系列企業 と し て 、 こ れ ら の 中 小企業 は発展 し て き た と い え

る 。 神戸の地場産業 と し て は、 ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ、 清酒、 真珠、 ア パ レ ル、 製菓 な どが挙

げ ら れ る が、 特 に 、 ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ に つ い て は全国一の生産地 であ っ た。 し か し 、 ケ ミ
ア で ア ン ニ ー ズ

カ ル シ ュ ー ズ産 業 も 近年急速 に振興 し て き た ASEAN ' NIES 諸 国 ・ 地域の 追い 上 げ に 会

い、 生産構造の 高 度化や新た な事業展 開 を 余儀 な く さ れ る 状態 に あ っ た 。 ま た 、 六 甲 山系

の宮水 と 丹波 ・ 播磨地域の 良質 の米 を 原料 と す る 清酒 成 業 は 江戸 時 代 か ら そ の 名 を 知 ら

れ、 清酒の発祥 の 地 で あ る 販神地域や灘五郷 を 中心 に全国 に 出荷 を し て き たが、 若者の飲

酒習'慣の変化や地 酒 ブ} ム と い っ た 消 費者需要の多様化 に よ り 、 従来 ま で の 高 品生 産 に 加

え 、 新 し い 商 品 開発、 市場確保が大 き な課題 と な っ て い た 。

以上の よ う に 、 近年、 重厚長大型産業 を 中心 と し て、 そ の周 辺 に 立地 す る 中 小企業や地

場産業に あ っ て は、 景気変動 に 対す る 脆弱 な 産業基盤 を 改善 し、 国際化、 情報化、 価値の

多様化 と い っ た社会環境の 変化 に 対応す る た め の様 々 な 試みが続 け ら れて き た が、 そ れ は

単 に 産業界だ け の 問題で は な か っ た 。

神戸市 で は 、 1973年 に フ ァ ッ シ ョ ン 都市宣言 を し 、 従 来 ま での産業構造 に 加 え 、 美 し い

自 然環境や 諸外冒 と の交流 に よ っ て培 わ れて き た独特の風土 を 生か し 、 ア パ レ ル、 洋菓子

な どの生活関連産業の誘致 に 官 民 あ げて取 り 組ん で き た。 ポ ー ト ア イ ラ ン ド に フ ァ ッ シ ョ

ン タ ウ ン を 整備 し 、 ア パ レ ル、 洋菓子、 真珠な どの企業オ フ ィ ス を建設 し 、 六 甲 ア イ ラ ン

ド に は神戸 フ ァ ッ シ ョ ン マ ー ト を 建設 し た の を は じ め と し 、 コ ン ペ ン シ ョ ン シ テ ィ と し て

も 、 全国 を は じ め世界 に そ の名 を 知 ら れる よ う に な っ て き た。 ま た、 1989年 に は神戸前西

区 に神戸芸術工科大学 を 開校 し、 環境、 工業 な どの デザ イ ナ ー の養成 に も 努め て き た。

1994年 に は ア } バ ン リ ゾー ト フ ェ ア を 開催 し 、 「風見 鶏の舘j に 代表 さ れ る 異人館の あ

る 北野地区、 大丸百貨庖周辺の i呂居留 地 な ど を 核 に 、 街全体 を 一 つ の ミ ュ ー ジ ア ム と し て

観光客の誘致 を 図 っ て き た。 阪神 ・ 淡路大震災 は 世界経済の 大 き な 変化 と わが国社会の構

造変化の 只 中 に あ っ て、 官民 を 挙げて街の再生 と 新た な 産業構造の形成へ と 向 か う ま さ に
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途 ヒ に お け る 出 来事であ っ た。

〈参考文献〉
[神戸ハ イ カ ラ文化の伝統J 神戸商工会議所監修 (財 ) 阪神 ・ 淡路産業復興推進機構 1996年 3 月
「神戸の文化と経済」 米山俊æC r こ う べ経済1977. No. 1 j 神戸市経済局尚 [課編 1977年
「観光と ま つ り J 端信行 fこ う べ経済1982. No. 1 j 同 1982年
『 日 経都市シ リ ーズ神戸 fJ 本経済新聞社編 H 本経済新聞社 1 989年10月

第 3 節 文化

神戸 ・ 阪神地域の歴史は吉い。 初 め て 歴 史 に そ の名 が登場す る の は、 『 日 本書紀j の 「務

古 の水門J と 「敏馬 の浦J で あ る が、 奈良時代末期 に は 、 「大和 田泊j が現れ る 。 鎌倉時

代 に は 「兵庫津」 と 名 を 変 え る こ の港は、 西 国諸国か ら の租米や物産 の 集積場 と し て賑わ

っ た。 ま た、 1402年 (応永 8 年) に は、 第 一次遣明船が こ の津 を 出港 し て 以来、 勘合貿易

の基地 と し て 栄 え 、 応、任の乱以降、 約百年の 罰対外貿易 の 中 心 は泉州堺に移 っ た も の の 、

そ の後、 豊臣秀吉 に よ っ て兵庫津 に 再 び繁栄が も た ら さ れた 。

神戸の地は、 た と え 短期 間 で は あ っ て も 、 呂 本の都 (福原京) が移 さ れた と こ ろ であ っ

た 。 平清盛が宋 を は じ め と す る 内外貿易 の拠点 に し よ う と し た た め であ っ た 。 ま た、 江戸

時代 に は神戸 は幕府の寵轄地 と な り 、 そ の後、 明治維新 を 迎 え る こ と と な っ た が、 1868年

1 月 1 日 (慶応 3 年12月 7 日 ) に は神戸港が開 港 さ れた。 こ れ に よ っ て、 神 戸 に は居留地

が設営 さ れ、 貿 易 の 拡大や鉄道の敷設 な ど、 近代化の基礎が形成 さ れた。

神戸は、 明 治 の 開港以来、 外同文化の摂取 に 努め る わが国の西の 窓 口 で あ っ た。 居留地

は南北を 海岸通 と 大丸北側 の 通 り で、 東西 を フ ラ ワ ー ロ ー ド と 鯉川 筋 に 区切 ら れたが�22ha

の地域であ っ た。 建設 に 際 し て、 ま ず、 第一 に 下水道が敷設 さ れ た こ と で有名 な こ の地域

は、 122 区 画 に 分割 さ れ、 各 区 i到 に は 商社や金融機関 の建物や各国領事館が立 ち 並 ん で い

た 。 こ の 旧居留地 の ほ ぼ中央に位置 し 、 1989年 に 国 の 重要文化貯 に 指定 さ れ た ノ ザ ワ 本社

の建物がそ の 頃の 面影 を 今に い た る ま で伝え て い る 。

こ の居留 地 に働 く 外国 人 た ち が居住 し た の が、 北野町 で あ り 、 当 時 は 200戸以 上 の 異 人

館があ っ た と 言わ れ る 。 テ レ ピ ド ラ マ で、有名 に な っ た 「風見鶏 の 舘J や 「 う ろ こ の 家J I 白

い館」 な ど現在で も 30 を 超 え る 異人館が残存 し、 5 ぃ 女性た ち を 中心 と し た全国の観光客

が多 く 訪れ る 神戸市 の 重要 な 観光資源の 一つ で あ る 。

開 港 に よ っ て い ち 早 く 「ハ イ カ ラ j 文化 を 摂取 し た神戸市の名 残 は 、 i日居留地や異人館

だ け で は な い 。 食文化や生活用 品 も ま た わが国の他の地域 に は あ ま り 見 る こ と の 出 来 な い

多様性 を 見せ て い る 。 ]R 元 町南側 を 東西 に 通 る 南京 町 に 立 ち 並ぶ 中 国料理屈 や 中 国雑貨

の小売庖 は 最 も 特徴的 な も の で あ る 。 広東省、 福建省 出 身 者 を 中 心 に 約7， 000人 の 中 国 人

の住む神戸 に は南京町以外に も 中 国料理屈が点在す る 。 ま た、 北野町か ら 三宮間辺 に か け
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て の一帯 に は、 韓国、 ベ ト ナ ム 、 フ ィ リ ピ ン 、 タ イ 、 イ ン ド、 フ ラ ン ス 、 イ ギ リ ス 、 ド イ

ツ な ど様 々 な エ ス ニ ッ ク レ ス ト ラ ン や小物 ・ 雑貨の ブ テ ィ ッ ク があ り 、 そ の種類は40 ヵ 国

を 超 え る と い わ れ る 。

西洋文化の 窓 口 で あ っ た 神 戸 は 、 わが国近代文化 に根づ く こ と と な っ た様 々 な文物の発

祥の地で も あ る 。 日 本で初 め て洋JJ員宿や 美容室が開業 し 、 活動写真が初 め て 上映 さ れ た 。

わ が国 に お け る 喫茶庖 は、 1888年 (明治21年) に 東京 ・ 下谷に 開 庖 し た 「可否茶館」 が第

1 号だ と い わ れ る が、 実 は そ れ以前か ら 神 戸 に は コ ー ヒ ー を 飲め る 自があ っ た と い わ れ る 。

こ の ほ か に も 六 甲 山頂での ゴル フ 、 マ ラ ソ ン 、 ボ ク シ ン グ な ど も 神戸の地か ら 始 ま っ た の

であ る 。

こ の よ う な 西欧文明 の 窓 口 と し て の神戸 を 西 の境 と し 、 摂津文化の 中 心 地 で あ っ た伊丹

市、 尼崎市 を 東の境 と し て大阪 に接す る 阪神地域 も ま た わが国 に お い て 、 独特な文化 を 形

成 し て き た と い え る 。 伊丹、 西宮、 宝塚、 芦屋 は 関 同 圏 を 代 表す る 生活 文化 圏 の 一 つ で あ

る が、 河内厚郎 に よ れ ば、 こ の文化の特急 は 、 東京の 「公J を 中心 と し た モ ダニ ズ ム に 対

し 、 「私J に 重 き が置 か れ て い る と こ ろ に あ る O そ れ は こ の 地域が プ ラ イ ベ … ト な住宅地

で あ り 、 かつ て の 国鉄であ る ]R よ り も 私鉄沿椋が栄 え 、 大学や美術館 も 公立 よ り は私立

がほ と ん どで あ り 、 地域の学術 ・ 文化 に も 大 き な 影響 を 与 え て い る こ と に も 見 ら れ る と い

う 。 そ れ は 東京 の 文化が官製の文化であ る の に対 し 、 阪神地域 を 中心 と し た 文化は住民 を

中 心 と し た 市民文化で あ る と い う こ と が出 来 る 。 こ の地域で は 、 東京で は 、 わが国の首都

と し て 、 「官J に よ る 西 欧文化の摂取が行 わ れた の に対 し 、 こ の 地域で は 豊 臣秀吉以来の

伝統であ る 、 船場商人の 自 主独立の 精神 と 神戸 を 窓 口 と し て入 っ て く る 西欧文化の個 人主

義 と が、 日 常生活の場 を 通 し て摂取融合 さ れて独特 の モ ダ ニ ズ ム を 形成 し て き た と 考 え ら

れ る 。 後 の 章 で も み る よ う に 、 震災か ら の復興 に 際 し、 被災地の各所 に お い て 、 住民 に よ

る ま ち づ く り が進 め ら れ、 わが国で初 め て と い っ て も 過言で は な い行政 と 市民 と の新 し い

連携の あ り 方 の モ デル が提供 さ れつ つ あ る の は、 こ の阪神 地域が長年 に わ た っ て形成 し て

き た お だや か な 個 人主義に基づ く も の と い え な く も な い であ ろ う 。

今 回 の震災で多 く の識者た ち ゃ マ ス コ ミ が指摘 し た と お り 、 阪神 ・ 淡路地域 に 住 む 人 々

は 明 る く 開放的であ る 。 震災直後に全壊 し た 自 宅 を 前 に し て 、 な お 、 盟 難 に 立 ち 向 か う 被

災者の 顔 は い か に も こ の地域 の 人 々 の持つ丈化の性格 を よ く 表 し て い る 。

上述 し た よ う に 、 阪神 ・ 淡路地域の 文化的特色 は、 神戸 と 大阪の 「 間 J 文化であ る だ け
は り ま の く に せっつの く に

で な く 、 播磨間 と 摂津田の両方の要素の絡む と こ ろ に も 見 ら れる 。 瀬戸内 の穏や か な気候

や 海 に 向 か っ た 開放 的 な 地形は、 諸外国 と の 窓 口 と し て の神戸の存在 と あ い ま っ て、 阪神 ・

淡路地域の 人 々 の 明 る く 、 楽観的で、 そ れで い て 進取の気性 に 富 む 文化 を 形成 し て き た 。

住宅復興の た め の輸入住宅の導入、 復興計画 に お け る エ ン タ ー プ ラ イ ズ ゾー ン 、 復興特別

事業の 「上海 ・ 長江 プ ロ ジ ェ ク ト 」 の推進な どは こ の地域文化 と 気風 を よ く 表 し て い る と

い え よ う 。
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ド三平 地震の発生 と 被害
第 l 節 兵産県甫部地震の発生

1995年 1 月 17 日 午前 5 時46分、 北緯34度36分、 東経135度03分の淡路 島 北部 を 震源 と す

る 兵庫県南部地震が発生 し た。

気象庁 に よ る と 、 地 震 の 規模 は マ グ ニ チ ュ ー ド7. 2、 震 度 ? を 記録 し 、 震 源深 さ 14km

と い う 地表か ら 比較的近い部分 に 起 き た直下型地震であ っ た。 震源は気象庁 に よ り 震央は

淡路島北部 と 発表 さ れた。

こ の地震 は 、 「平成 7 年 (1995年) 兵庫県南部地震」 と 命名 さ れ、 人口350万人余が密集

す る 我が 匡! の 経済活動や交通網等 の 中枢 を 担 う 阪神都 市 圏 で発生 し た 「大都市直下型地

震」 であ っ た 。

こ の地震 に よ り 、 電気、 水道、 ガ ス 、 電話等の ラ イ フ ラ イ ン が途絶 し 、 道路、 鉄道、 港

湾等の交通網 は い た る と こ ろ で寸 断 さ れた。 臨海部の埋め立て地では、 広 範囲 に わ た っ て

液状化現象が生 じ 、 護岸や港湾施設等 に 甚 大 な 被害が生 じ た 。 ま た 、 六 甲 山系 に お い て も

崩 落が生 じ 、 i韓接住宅地 は 土砂 に埋 ま っ た。

神戸市や芦原市 を は じ め と し て 多 く の 地域 に お い て 、 木造住宅の大規模 な倒壊が生 じ 、

引 き 続い て起 こ っ た火災に よ り 住宅、 工場等が広 範 な 区域 に わ た り 焼失 し た 。

こ の被害は、 1948年の福井地震 (M7. 1 、 死者3， 769名 、 負 傷者22， 203名、 家屋全壊36， 184

戸) を 大幅 に k 回 り 、 戦後では最大級、 今世紀の地震災害 と し て も 、 1923年 (大正1 2年)

の 関 東大地震 (関東大震災) (M7. 9、 死者 ・ 不 明 日万人余、 被害家屋70万戸余) に 次 ぐ も

の で あ っ た 。

こ の地 震 は 図 l に 見 ら れ る よ う に 、 関 2 に示 さ れた震度 7 の地域 を 中心 に 、 震度 6 の地

域 と し て 、 神 戸市域、 芦屋市、 西宮市、 宝塚市お よ び淡路島の洲本市 な ど の 各 市域、 ま た 、

震源地か ら 北 及 び北東方向 の 豊 岡市、 京都市 、 彦根市では震度 5 が記録 さ れた。 ま た 、 震

源地 を 中心 と し た 同心円上の 山 陰 ・ 中 同地方の境港市、 鳥取市、 呉市、 福 山市、 岡 山 市、

津 山 市 、 pq 国地方の多度津 市 、 高松市、 徳 島 市 、 そ し て北陸 ・ 近畿地方の福井市、 敦賀市 、

岐 阜市、 四 日 市市、 津市、 上野市、 奈 良 市 で震度 4 が記録 さ れた ほ か、 西 は宮崎市や熊本

市で震度 2 、 鹿児島市では震度 1 、 そ し て東 は新 潟 市や水戸市 で そ れぞれ震度 1 を 記録す

る な ど、 そ の範 酉 は九州地方か ら 西 日 本 を 超 え て、 甲 信越地方 に ま で及 ぶ激 し い も の で あ

っ た。

今回 の 兵庫 県南部地震で は 、 地震直後、 神戸市は震度 6 と 発表 さ れ た 。 し か し 、 各 地 に

設置 さ れ て い る 加速度計で は400gal 以 上 の 加 速 度 が測 定 さ れ、 被害が甚 大 な も の で あ っ
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(図 1 ) 兵庫県衛部地震の震源 と震度分布

。 o f}

rぐっ

1 6 k m 
yゲニチュート- 7 . 2  

注) ・仁コは気象宮署以外で気象
庁が観測 し た震度4以上の
観減点

- 神津島は臨時観測点
0 '立震源

c r平成 8 "F版 今 日 の気象業務』 気象庁総 1996年 6 月 に よ る )

た こ と か ら 、 福井地震以後設 け ら れ た 震度 7 が適用 さ れた 。

震疫 7 と は 「木造家屋 の倒壊30%以上」 と 定義 さ れ る が、 こ の適用 地域は 図 2 で示す と

お り 、 ①神戸市須磨 区 o JR 須磨駅付近か ら 兵庫 区新 開 地 ま で、 ② 中 央 区 o JR 三 ノ 宮駅付

近か ら 西宮市 ・ 阪急夙J l I付近 ま で、 ③芦屋市三 条 町付近 、 ④芦屋市 山手町の A部、 ⑤西宮

市 甲 東国付近、 ⑥西宮市 ・ 阪急西宮北 口駅付近 、 ⑦西宮市 ・ 阪神今津駅付近、 ⑧宝塚市 

JR 宝塚駅東側、 ⑨宝塚市 ・ 中 山 手駅付近 、 そ し て⑩淡路地域の北淡町 と 一 宮 町 及 び津 名

軒の ・部であ っ た。
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ま た、 今 回 の 地震 の特徴は、 図 2 で も 分か る よ う に、 「地震の 帯J と 呼ば れ る 震 度 7 に

相 当 す る 被災地が帯状に生 じ た こ と であ る O その広が り は淡路島 に お い て は野 烏断層沿い

であ り 、 阪神地域 で は 六 甲 系 断層 群 に 沿 っ た 1 �1. 5km 南東側 に 1 � 2 km の 狭 い 幅で、

神戸市 の 中 心部、 芦屋市、 西宮市 を 貫 く かた ち で分布 し て い る O

(凶 2 ) 兵庫県南部地震に よ る震度 7 の地域

淡 路 島

〈参考文献〉

tJJIÞ 

神戸市等阪神地域
o 5km 

( r平成 8 年版 今 日 の気象業務j 気象庁編 1 996年 6 ]4 に よ る )

f兵庫県指部地震 一地質 ・ 地盤と 災害 報告書j I:-l本応用地質学会阪神 ・ 淡路調査委員会 1995年12月

第 2 館 地震の メ カ ニ ズ ム

地球表面は 、 十数枚の プ レ ー ト と 呼ばれる 岩盤で覆わ れて お り 、 地球内部 の マ ン ト ル の

対流 に 伴 っ て 、 年平均数 cm の速度で動い て い る 。 近畿地方 は ユ ー ラ シ ア プ レ ー ト の東縁

に あ り 、 そ の下 に フ ィ リ ピ ン 海 プ レ ー ト が潜 り 込 んで い る O そ の た め 、 ユ ー ラ シ ア プ レ ー

ト に徐 々 に 歪 み が生 じ 、 そ の重み に 耐 え ら れな く な る と 、 近 く が破壊 し 地 震が発生す る 。

兵庫県南部地震 は、 内 陸型地震 ( プ レ ー ト 内 地震) と 呼ばれる も の で、 プ レ ー ト 境界で

じ た 力 がプ レ ー ト 内部 に ま で伝 わ り 、 ひずみが発生 し た た め に起 こ っ た 地震であ る 。 そ

の 原 因 と な る 活断層 は 第 四紀 (概ね200万年前~現代) 後半に発生 又 は動 い た 断層 で、 近

畿地方 に は東西方 向 の ゆ がみ力 を 受 け て お びた だ し い 数の活断層 (横ずれ断層) が分布 し

て い る 。
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(関 3 ) 臼 本列島周辺のプ レ ー ト と そ れ ら の相対運動 (矢印)
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(f総論 ・ 1995年兵庫県南部地震J r阪神 ・ 淡路大震災li:6J に よ る )

今回の地震は、 気象庁、 京都大学防災研究所等の発表に よ れば、 震源での破壊は 2 � 3

回 に分かれて起 こ り 、 震源断層 面 は ほ ぼ垂直 に 近 い 、 右横ずれ断層 で あ る 。 断層が、 淡路

島北部 の 震央 よ り 、 六 甲 山系 に沿 っ た か た ち で北東方向 お よ び南西方 向 に 走 っ た 。 震度 7

の地域が帯状に広がっ た こ と に つ い て は 、 地形 ・ 地 質 な どい ろ い ろ の 条件 に 起 因す る と さ

れて い る が、 こ の地震断層 の走行方向 に 大 き く 影響 さ れて い る 。

〈参考文献〉
[総論 . 1 995"1'兵隊県南部地震J 尾池和夫 f阪神 ・ 淡路大震災誌 1995年兵庫県南部地震 j 朝 日 新尚子1m漏

朝日新聞社 1996ir 2 Jl 
『太平洋の海底がせ ま っ て く る J 奈須紀平コ ポプラ社 1996年 4 月
f地震発生の し く み と 予知』 尾池和夫 占今書院 1995if- 2 月
『阪神大震災大阪工大摂南大学被害調交IJj調交報行きま (速報) j 大級工大摂i南大学 1995óF12月
r1995年兵庫県南部地震災各調査速報j 日 本建築や会 1995{i二 3 月
『兵庫県南部地震 地質 ・ 地盤と 災害 報告書J 日 本応用地質学会阪神 ・ 淡路大震災調査委員会 1995年12月
『平成 8 年版 今日 の気象業務j 気象It編 1996年 6 月
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第 3 節 地震動の特性

今 回 の 地 震 で は 、 各地で大 き な 地動加速度が記録 さ れた。 そ の ふっ と し て震央 よ り 北東

約 1 5km に位置す る 神戸海洋気象台の 強震計 に よ っ て観測 さ れた最大加速 度 は おS 方向 (南

北方向) 8 18gal、 EW (東西方向) 617  gal、 UD ( 上 下方向) 332gal で、 1993年事11路沖地震

の釧路地方気象台の922gal (NS 成分) に 次 ぐ大 き な加速度 を 記録 し た 。 し か し 、 こ の 地

点での地震の主要動の継続時 間 は 、 1 0秒程夜 と 比較的短 く 、 も っ と も 強 く ゆ れた の は最初

の 3 秒程度であ っ た ( 図 4 ) 。

今 回 の 地 震 は 、 震源が都心部の直 下 で、浅か っ た た め 、 各地で観察 さ れた 最大加速度は大

き く 、 神 戸 市垂水区か ら 西宮市 ま での 東西方 向 に 約35km に わ た っ て、 600gal 以 上 の 地域

が広が り 、 神戸市 中 央 区 で の最大加速度は 上 で述べた よ う に800gal を 超 え 、 西宮市 で792

gal、 宝塚市で も 694gal に 達 し た (図 5 ) υ  

こ の よ う に多 く の 強震記録が観測 さ れ、 収集 さ れた 地震記録の数は360 を 超 え る 。

今 回 の 地 震 は 、 こ れ ま で の 地震 と 比較 し て最大級 に は違い な いが、 最大加速度の大 き さ

で は 釧路沖地震や ノ ー ス リ ッ ジ地震 (1994年米国) で も 経験 し て き た も の で も あ る 。 加速

度応答 ス ベ ク ト ル を み る と 、 O. 3�0. 5秒の 闘有周 期 で は 、 今回の地震は釧路沖地震や ノ ー

ス リ ッ ジ地震の加速度応答ス ベ ク ト ル よ り 小 さ い の に対 し 、 O. 7� 1 秒の 固 有 周 期 で は 、

今回 の地震の 方が大 き い (図 6 ) と い う 特徴があ り 、 こ の こ と が木造家屋の倒壊の原 因 と

(凶 4 ) 本震の加速度波形

O 10 
舵0 . 56

NS 

- 820  56 
O 10 

位。 56

EW 

E 配0 56
O 10  

8初 56
‘ 

s UD 

- 820 5毒

TIME $舵20 l) 

お l) 

お l) 

40 日
MAX 器 6 1 9 . 20 ( 脚 }

甫北成分

40 開
MAX '" 820 . 56 ( 脚 }

東西成分

40 50 
MAX 世 333 . 27 ( PI ) 

上下成分

( r仮調1 ・ 淡路大震災誌 「平成 7 年 (1995年) 兵庫県南部地震J 士木施設の地震災害記録 』 よ り )
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(凶 5 ) 各地で観測 さ れ た最大加遼度分布

m夜十申 ・ 淡路大渓災誌 「平成 7 i[Ô ( l995{ド) 兵庫県溺，'111地災」 一上水
施設の地渓災-"J�:記録 J よ り )

(凶 6 ) 神戸海洋気象台の観測波形の応答スペク ト ル

〔 加 速 度 応 答 ス ペ ク ト ル 〕
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( 1阪神 ・ 淡路大震災誌 「平成 7 年 (J 995年) 兵庫県南部地震」 一 土木

施設の地主J災存記録 J よ り )
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な っ た と の指J高であ る 。

ま た 、 収集 さ れた 強震記録に よ り 、 地動水平加速度に対する 上下動加 速 度 の 定量的 な 資

料が多 く 得 ら れた こ と 、 中 央 区 ボ ー ト ア イ ラ ン ド に お け る 垂直 ア レ ー観測 に よ り 、 砂地盤

に お け る 地中 の 強震動の分布 が得 ら れた こ と な どがあ る 。

〈参考丈献〉
『絞神 ・ 淡路大震災誌 「平成 7 {F (1995年) 兵嫁県南部地震」 土木施設の地震災害記録 』 兵庫県、 兵庫県

土木部 1997年 1 月
f1995年兵庫県南部地渓強震記録資料集j 日本建築学会兵庫県南部地震特別研究委員会 1996年 I 月

第 4 節 被害の状況

兵庫県南部地 震 は 、 人 口 350万 人が密集 し 、 我が国 の 経済活動 の 中枢 を 担 う 阪神 地域の

i宣下で発生 し た地震であ っ た た め 、 そ の被害 は 戦後最大級の も の と な り 、 「販神 ・ 淡路大

震災」 と い う 呼称が 与 え ら れた。

兵庸県 下 で は 、 発生 当 日 の正午神戸市 を 皮切 り に被害の把握が可能 と な っ た市町か ら 願

次回市10町 を 災害救助法 に よ る 指定が行 わ れた (表 1 ) 。

市町委任事項であ っ た 災害救助 法 に 基づ く 救助 の 実施 に つ い て は、 「市 町 長 に 権 限 を 委

任 す る 規則 (災害救助法 第30条) J を 1 月 17 日 付 で一部改正 し 、 今回 の 地震 災害 に 限 り 、

広域 に わ た る も の に つ い て 県が行 う こ と と し た。

こ の 災害 に よ る 兵庫 県 の 人 的被害 は 、 1996年 3 月 28 日 現在で、 死者6， 281 人、 負 傷者 は

34， 900人 に 達 し た。 特 に 、 地震発生直後 に お け る 死者の ほ と ん どは 、 木造家屋の倒壊 に よ

る 死亡であ る 。

ま た 、 建物被害 で は 、 倒壊家屋 は 192， 706棟 (全壊92， 877棟、 半壊99， 829棟) に の ぼっ

た 。 さ ら に 、 今回 の地震で は 、 神戸市長田 区 を は じ め 、 同 時多発的 に火災が発生 し 、 初期

の消火活動 も 断水や道路の 断絶 な ど に よ り 混乱 し た た め 、 広範囲の火災延焼 と な り 、 7 ， 456

棟 (全焼7， 1 19棟、 半焼337棟) の 家屋 が焼失 し た (表 2 ) 0 こ れ に 加 え 、 電話、 電気、 ガ

ス 、 下水道等の ラ イ フ ラ イ ン の被害 も 膨大 な 数 に の ぼ り 、 発生 1 週間後 ( ピ ー ク 時の 1 月

23 日 ) に は1 ， 153 ヵ 所の避難所 に316 ， 678人の 人が避難生活 を 強 い ら れた 。

一方、 公共交通施設 は 、 鉄道 はお路線 (延べ389km) 、 道路 は48路線 (62 区 間) 、 港湾施

設では22 ヵ 所の コ ン テ ナ埠頭が被災に よ り 使用不可能 と な り 、 発生直後か ら の救援 ・ 復旧

活動 に 大 き な混乱 を 及 ぼ し た。

こ れ ら の被害総額は約 9 兆9， 268億円 と 試算 さ れて い る が、 こ れは 直接 的 な も の で あ り 、

間接的 な被害 も あ わせれば、 140兆円J (稲葉 日 本商工会議所会頭) と も い わ れ て い る (表

2 �表 6 ) 0 
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(表 1 ) 災害救助法指定市町

日 時 市部f名
1 月 1H 1 12 : 00 神戸市

17 : 00 津名町、 淡路町、 北淡町、 一宮町、 東浦町
23 : 00 尼崎市、 西宮市、 芦尾市、 伊丹市、 宝塚市

18 日 川両市
19 E3 明石市、 五色町
22 EJ 三木市、 洲本市、 丙淡町
:n 日 三原田J

2 月 1 臼 最波 町、 街j炎田J

〈参考文献〉
『阪神 ・ 淡路大渓災一兵庫県の 1 ヵ 月 の記録 J 兵庫県 阪神 ・ 淡路火震災兵庫県災害対策本部 1995年 7 月
f阪神 ・ 淡路大渓災 兵庫県の 1 年の記録 j 兵庫県 兵庫県 1996年 6 月
『阪神 ・ 淡路大主主災誌 「平成 7 年 (1995:trc:) 兵庫県南部地震j 土木筋設の地震災害記録 兵庫県 兵庫県

土木部 1997年 1 月
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(表 2 ) 兵庫県南部地震によ る被害状況 (平成 8 i!õ 3 月 28 日 現在)

行方区 分 死 者 不明
神 戸 市 4 ， 485 1 

尼 111奇 市 48 。
西 宮 市 1 ，  108 

芦 尾 市 j 433 。
伊 丹 市 19  。
宝 塚 市 ; 116  。
川 西 m 2 。
二 同 市 。 。
猪名川町 。 。
明 石 市 8 。
力0，主J I I f有 2 。
三 木 市 l 。
高 砂 市 。 。
小 野 市 。 0 1  

古 川 町 。 。
東 条 町 。 。
稲 美 町 。 。

I t脅 磨 町 。 。
姫 路 市 。 。
香 住 町 。 。
日 高 間 。 。
氷 上 旬 。 。
洲 本 市 4 。
津 名 町 d 戸 。
淡 路 町 1 。
北 淡 町 39 。
一 宮 町 10 。
五 色 目J 。 。
東 浦 町 。 。
緑 間j 。 。
西 淡 町J 。 。
三 原 町 。 。
南 淡 町 。 。

メ口〉、 3刊' 1一 6 ， 281 

ノニι、 壊 半 壊 焼失棟数
負傷者

棟数 f茸JR7数 棟数 世帯数 全焼 半焼

14， 679 54， 949 115 ， 302 31 ，  783 113 ， 1 10  7， 046 333 

3 ，  786 4 ， 880 8， 950 25， 520 34， 500 8 。
6 ， 386 19， 500 32， 593 16 ， 300 27， 276 50 2 

2， 759 4， 661 7 ， 412 3 ， 943 9， 296 11 1 

2 ， 581 1， 369 2， 549 7 ， 200 14 ， 500 1 。
1 ， 100 1， 339 5， 074 3 ， 718 13 ， 632 2 。

485 536 650 2 ， 583 3 ， 279 。 。
15  。 。 。 。 1 。 。
3 。 。 。 。 。 。

1， 884 2， 210 3， 214 3 ， 380 6 ， 102 。 。
15  。 。 。 。 。 。
17  26 26 96 96 。 。
4 。 。 。 。
3 1 。 。 。 。 。 。
。 。 。 。 。 。 。
2 。 。 。 。 。 。
2 。 。 。 。 。 。
1 。 。 1 1  1 5  。 。
2 ! 。 。 。 。 。 。

。 。 。 。 。 。
。 O 。 。 。 。
。 。 。 。 。 。

44 17  17 1 655 655 I 。 。
31  603 603 893 893 。 。
33 31 1  330 669 690 。 。

831 1， 016 1 ， 01 6  1 ，  192 1， 192 1 

162 778 1 778 754 754 。 。
17 186 186 268 268 。 。
30 316 322 451 459 I 。 。
1 1  1 7  17  49 54 。 。
6 1 36 136 175 175 o 。
4 18 18  1 19 1 1 9  。 。
4 9 9 69 69 。 。

92， 877 179， 202 99， 829 227， 135 7， 1 1 9  337 
34， 900 

i (倒壊家屋192， 706) (倒壊世帯406， 337) 7 ， 456 
m荻村1 ・ 淡路大震災誌- J�木施設の地震災害記録- j 兵庫県に よ る )
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(表 3 ) 兵庫県蒲部地震に よ る 直接的被害状況 ( 1995年 4 月 5 日 発表)

反 fl 
1 . 建築物

2 ， 鉄道
3 ， 高速道路
1 . 公共土木施設

(高速道絡を除 く )
5 . 巷i湾

6 . 探1L地

7 . 文教施設

8 . 農林水産関係

9 . 保健医療 ・
福全l上関係施設

10. 廃棄物処理 ・
し尿処理施設 i

1 1 . 水道施設
12. ガス ・ 電気

13. 通信 ・ 放送施設

14. 商工関係
15. その他の

60 第 部@序論

公共施設等

iノu、 客員 概 望号 (単位 : 億円)
約 5 兆8， 00C億円 倒壊 ・ 使用不能建物 等

〔※i[: : 建築着工統計の建築単位から推計〕
約 3， 439�意円 ]R 商 日本 ・ 阪急電鉄 ・ 阪神電鉄 ・ 神戸電鉄 ・ lLi陽電鉄 等
約 5， 500i意向 阪神高速道路 ・ 中国縦貫自動車道路 ・ 名神尚速道路 等
約 2， 96H�円 道路が)1 ， 181、 河川約369、 海岸約 七 砂防約 7 、

ド水道約698、 街路約36、 公同約140、 JKJ営直軟事業約526
約 1 �1S0， 000億円 神戸港、 尼崎E宣伝芦屋港等公共施設約7， 600

民間施設約2， 100

約 64億円 i左野、 ぶ筑池区約 7 、 南芦ぷj兵、 芦屋浜地区約40
西2寺、 'jl f園地i又約17

約 3， 3521)怠円 県丘小校約141、 市町立学校約1 ， 705、 社会教育施設約362、
体育施設等*，;139、 文化財約99、 県 f正大学約 3
私立学校約310、 国公立大学約91 、 私立大学約379
文化施設 (公守:ホ ル等) 約93

約 1， 181億円 農地 ・ ため池等約244、 治山施設約81 、 i魚、i益約199
農業生産施設等約105、 水産業施設約48、 林産施設約17
卸売市場約245、 食品関係施設等約241

約 1， 733億円 病院約666、 診療所約274、 試験研究機関約 9
看護学校約19、 火葬場約11 、 保健セ ン タ 一等約28
福祉潟係施設約404、 生活lb1 Ji'i]組合施設約322 (医療徐 く )

約 44ít円

約 5111.意円 上水道約493、 工業用水約48
約 4， 2001Jð:PJ ガス約1 ， 900、 告患気約2， 300

約 1 ，  2021Jl円 電気通信施設約984 ( う ち NTT 約800) 、 放送施設約35
ケ ブルテ レ ビ約175、 兵庫衛星通信約 8

約 6， 300億円 機械 ・ 装置等設備約6， 300 (建築物 I 兆7， 700除 く )
約 7511.意円 県庁二舎等約136、 市町11舎約515、 警察庁舎等約100

約 9 �1S9， 268i怠円
(r阪神 ・ 淡路大震災誌 土木施設の地震災害記録 j 兵庫県に よ る )



(表 4 ) 土木施設の被害状況 (1996年 3 月末現在 単位 : 億円)

項 日 被害総額 i 県 ・ 公社 市町※ 直轄 ・ 公団 民間等

S夫 道 2， 220 。 40 。 2 ， 180 

高i車道路 3， 345 2 。 3， 343 

一般道路 2 ， 238 74 1 ， 312 852 

j可 J I I  363 335 1 1  17 

ダ ム 0， 1 。 。 0， 1 

海 片ιょt込 5 3 。 2 

妨 12 4 。 8 

ド 水 ilí: 646 2 644 I 。
港 湾 5 ， 944 304 3， 507 2 ， 133 

言十 14 ， 773 724 5， 514 6 ， 355 2 ， 180 

fお 路 10 3 。
公 園 i 62 8 54 。

計 72 61 。 。
メIコ込 14， 845 5， 575 6 ， 355 2 ， 180 
※ I行町百十には 、 神戸市を含む。
( r阪神 ・ 淡路大震災誌ー土木施設の地震災害記録 j 兵庫県に よ る )

(表 5 ) 住宅被害戸数

住宅被害戸数
全 壊 半 壊

神戸市 1 64， 257 
(須磨区~東灘区)

45， 149 

西宮市 16， 015 I 12 ， 744 
(1'布部)

芦原市 5， 269 2， 809 
メ仁〉I、云Fil 85， 541 60， 702 

(単位 : 戸)

メ仁h1h三"十1 

109， 406 

28， 759 

8， 078 
146， 243 

(1995年12月現在) Cf阪神 ・ 淡路大震災誌ー土木施
設の地震災害記録 j 兵庫県に よ る )
(表 6 ) 家屋解体申請件数 (非住宅 を含む)

解体申請件数 (件) 住宅解体戸数 (戸)

中日吉件数 う ち 、 戸建 ・ 共同住宅 ; 合計 戸建 ・ 共同住宅
(非住宅を含む) 住宅分計 長屋建 (A) 長屋建

県五十 109， 923 91 ， 295 82， 978 8， 317 136 ， 730 87， 289 49， 441 

建替必要
戸数
CA) x O， 9 

123， 000 
(1995年 4 月 3 日 現在) C f阪神 ・ 淡路大震災誌 上水施設の地震災害記録 j 兵庫県に よ る )
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i 第三章 復興計画
板神 ・ 淡路大震災か ら の復興の指針 と な る 、 県の 「復興計画J 策定は 時 間 と の 戦 い で あ

っ た。 1995年 1 月 1 7 日 の震災の発生後、 時 を 置かず し て復興計画の策定に取 り 掛か っ た と

は い え 、 国 の 後興予算の概算要求に 間 に 合 わ せ る た め 、 同年 7 月 末が そ の 最 終期 限 だ、 っ た

か ら で あ る 。

阪神 ・ 淡路大震災は、 大阪湾 に 面 し た兵庫 県東部の神戸 ・ 阪神 地域、 お よ び淡路島の 1 0

市10町が被災地域であ り 、 地理的 に は兵庫県の一部 を 占 め る に 過 ぎ な いが、 そ の 被害の 甚

大 さ や県の経済 ・ 文化の 中枢部 を 直撃 さ れた た め 、 そ こ か ら の復興は ま さ に 兵庫 県全体の

復興であ っ た。 そ の た め、 こ の復興計画 は、 県計画 の根幹 を なす も の であ り 、 平時の総合

計画 に も 匹敵す る も の で あ っ た。

通常、 総合計画の よ う に、 県行政の基本指針 と な る 計画 は 、 最低で も 3 ヵ 年 を か け て 策

定 さ れ る も の であ る O し か し、 上述 し た よ う に 、 今 国 の 「復興計画J 策定に あ た っ て は、

残 さ れ た 時 間 が わ ずか 6 ヵ 月 と 常識 を は る か に 超 え る も の であ っ た 。 そ れ故 、 こ の 「復興

計画j は、 かつ て な い手法 を も っ て 策定 さ れ る こ と と な り 、 通常 は 時 間 の 経過 に 従い な が

ら }I[�次行 わ れ る 、 民 間有識者 に よ る 計画 の基本理念策定の た め の長期 ビ ジ ョ ン の議論 ・ 提

言、 一般県民の 意見聴取、 行政 に よ る 基本理念の 策定、 長期 ビ ジ ョ ン に基づ く 基本計画 の

議論 ・ 提言、 行政 に よ る 基本計画の策定がそ の 期 間 を 短縮す る た め に 、 民 間 部 門 の作業 と

行政部門 の作業 と が何 時並行 的 に進め ら れ る こ と と な っ た ( 図14) 。

し か し、 3 年分の作業 を 6 ヵ 月 に 短縮す る た め に 、 い か に 2 部 門 の作業 を 並行 し て 行 っ

た と は言え、 混乱の 最 中 、 単純 に 計算 し で も 通常の 3 倍の ス ピ } ド で作業 を 進め る こ と に

は言語 を 絶す る 困難があ っ た こ と は想像に難 く な い。

ま ず、 事rr野幸次郎前神戸大学学長 を座長 と す る 国 内 有識者 に よ る 「都市再生戦略策定懇

話会J (表 7 ) が 同 年 2 月 1 1 日 に 開始 さ れ た 。 こ れ は平時の 総合計画策定 に お け る 審議会

に あ た る も の で、 「復興計画j がめ ざすべ き 復興 の た め の ビ ジ ョ ン を 提言す る こ と に そ の

役割があ っ た 。 こ の懇話会 は 同 年 3 月 ま で に 3 回 の 集 中 的 な 会合 を 開 き 、 「阪神 ・ 淡路震

災復興戦略 ビ ジ ョ ン 」 を 報告 し た。

こ れ を 受 け て 、 三 木信一神戸商科大学学長 を 委員 長 と す る 有識者お よ び団体等代表者 に

よ る 「阪神 ・ 淡路震災復興計画策定調査委員 会J (表 8 ) が同 年 5 月 11 口 か ら 開始 さ れた 。

同委員 会は、 全体委員 会 を 同 年 6 月 ま で に 3 回 開催 さ れ、 そ の 問、 産業雇用 部会、 保険医

療福祉部会、 生活文化教育部会、 都市部会の 4 部会が延べ13 回 開催 さ れ た 。 問 委員会か ら

の 「阪神 ・ 淡路大震災か ら の創造的復興め ざ し て 板神 ・ 淡路震災復興計画 J が報告 さ

れ た の は 同 年 6 月 1 1 日 で あ っ た 。

一方、 兵庫県で も 県の震災復興本部計画課が、 先の新野委員 会 の 「阪神 ・ 淡路震災復興

戦略 ビ ジ ョ ン j の 報 告 を 受 け て 、 行政側 の 復興計画の基本方 向 を 示す基本構想の策定作業
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(図14) 阪神 ・ 淡路震災復興計画策定調査体系図

兵庫住宅復興会議
(�5月 12 H )

産業復興会議
(�6月 2 1 日 )

保健 ・ 医療 ・ 福祉
復興県民会議

(�4月 24 日 )

新 しい家族 と地域
のネ ッ ト ワーキング会議

(�3月 22 日 )

復興に向けての県民
からの意見提言

(�5月 25 臼 )

復興県民フ ォ ー ラ ム
. 神戸地I!Z (5月 2 1 日 )
. 阪神地 I!Z (5月 2 1 日 )
. 淡路地区 (5月 24 日 )
. 全体7 ォ ー ラ ム (5 月 28 f::1 )

1 被災者 ・ 凶体の 自立復興への之緩
2 般県民、 間体の復興への参力u と 実践
3 市町復興計画及びその実施への終案
4 県の復興計爾及ぴその実施への提案
5 国民の復興事業への参加�詰
6 隠!の復興計画への支援の要請

。復興，i十両の内雰
i 1 復興計画の理念と 目標
2 復興計画の フ レーム
3 復興事業計画

. 緊急復旧事業
- リ ーデイ ン グ ・ プロ ジェ ク ト
. 分野別:重姿事業

都市及び都市蒸縫復興
住宅復興
保健 ・ 医療 ・ 福祉復興
生活 ・ 教育 ・ 文化復興
産業 ・ 雇用復興3

4 復興事業推進の課題

阪神 ・ 淡路震災復興計両
2ま本言「凶の策定
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(表 7 ) 都市再生戦略策定懇話会委員名簿 (五 十音順)
(委 員) 安 藤 忠 雄 建築家

伊 藤 滋 慶応大学教授
五百旗�1'[ 主主 神戸大学教授
五十嵐 定 義 大阪大学名脊教授
茅 陽 一 東京大学教授
清 原 慶 子 H本ル…テル神学大学教授
小 松 満資子 武f車川 i女 子大学教授
楼 井 若手 輔 神戸大学教授
機 井 立吉 久 東京女子医科大学教授
佐 和 絞 光 京都大学経済研究所長
F 河辺 {事 束京海上研究所理事長
月 尾 嘉 男 東京大学教授
長 綴 祐一郎 QUICK 総fT研究所1理事長

。荻 野 幸次郊 神戸大学名将教授
西 山 康 雄 名古民 I43芸大学助教授
松 田 時 彦 九州大学教綬
村 上 慮 直 横浜国立大学教授
LLJ 悶 善 京都大学名谷教授
古 川 和 広 ぷ都大学名者教授
/jと 山 俊 直 放送大学教授

(研究企画委員) r中 村 孝 神戸大学助教授
日鳥 海 手11 碩 大絞大学教授
立詰 信 行 国史民族学博物館教授
林 敏 彦 大阪大学教授
林 宜 嗣 関西学院大学教授
松 原 郎 関西大学教授
丸 川 征四郎 兵庫医科大学教授

※OドJlは庵長

に 入 り 、 同年 4 月 に は 、 「阪神 ・ 淡路震災復興計画 基本構想 を 発表 し た 。

ま た、 こ の 「基本構想J に 引 き 続 き 、 「阪神 ・ 淡路震災復興計瞬策定調査委 員 会j の 提

言作業 と 平行 し な が ら 、 復興計画 の 策定作業 を 進 め た。 た だ、 こ の復興計 画 は 、 「県市が

復興計両 を 作 り 、 国 が こ れ を 承認す る 」 と の 同 の 「阪神 ・ 淡路復興委員 会J ( 表 9 ) で の

決定に基づ き 、 同委員会での議論結果や 国 の 意見 も 盛 り 込み つ つ 、 神戸市 を は じ め と す る

被災10市10町の復興計画や復興への意見 と の調 整 を 図 り な が ら 策定 さ れた。

ま た 、 先 に も 述べた よ う に 、 こ の復興計画 は 、 兵庫県の将来 を 決定す る と い う 意味で、

県 の 総合計阿 で あ る 「兵庫2001年計画j の フ ォ ロ ー ア ッ プ作業の検討 内 容 も 踏 ま え 策定 さ

れた。

第 l 節 復興 ピ ジ ョ ン

「都市再生戦略策定懇話会」 が報告 し た 「 阪神 ・ 淡路震災復興戦略 ビ ジ ョ ン j は 、 被災

地域は 、 そ の暦 史 を 通 じ 、 洗練 さ れた 文化 と 個性豊かな生活に瀧れた、 わ が国経済社会発

展 の た め の 中杭であ り 、 ま た 、 国 内 東酉交通お よ び海外 と の交流拠点 であ っ た と い う 認識
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(表 8 ) 阪神 ・ 淡路震災復興計菌策定調査委員会 委員名簿

区 分

特別委員

有議者委員

氏 名

只原俊民
狭山幸俊
内イ中康夫
新野幸次郎
i中村孝
加藤恵正
角野幸博
河内厚郎
北浦か ほ る
黒 Il lIEì台郎
ノj、森;f1，児
f古 藤友美子
高 品j韮 r
徳山 I羽
中海i勲
f!r)i�ょ宇治兵
容名攻
端信行
林敏彦
林泰男
林宣嗣
松原 一郊
丸JI I征[JLJ郎
三本信一
南裕子
森津秀夫
tJ  J I�"千代衛
蝋山日 牟
ロ ニ ー ・ ア レ キサ ン ダー

団体等委員 | 砂野耕 一
上回統雄
ノj、林有Iln在
京地Tt一
応 行i 誠
凶秀和
繁 田安)芹
広瀬放 ;良lí
藤本芳秀
期 間大成
松本冬見
!ii谷功
三木徹也
Jじ原利文
八馬烹
iIl Hl美智子
古向康条

所 属

兵庫県知事
神 戸 市長

等

図 上庁長官1YùJ審議官
十111戸大学名誉教授

神戸大学 [学部助教授
和ÞP商科大学尚i経宇部教授
武庫川 女子大小教授
演劇評論家
大阪 i]f\l:大学助教授
近畿大学初期大学部助教授
姫路短期大学予長
サ ン ト リ ー 不劾流行研究所
神 戸!p''t院大学教授
兵庫教官大学教J受
姫路工業大学教綬
大阪大学 Ci'j'ill教綬
立命館大小Jlf!T令部教授
同 夜民放や汚物館教授
大!波大学粁済学前i数授
京都大学IW災研究所助教授
関西学院大小終消マ:部教綬
潟 西大学校会学日告教授
兵庫医科大学教授
神戸商科大学学長
県立看設大学学長
神戸大学工学部助教授
旅路 r:業大学令長
大阪大学大?と院教授
神戸大学大学院教授

神 戸経済同友会代表幹事
兵庫高校校長
ま ち づ く り 会社 コ ー ・ プ ラ ン代表
神戸 NGO 協議会代表
神戸文化復興基金事務局長
神戸青年会談所主型事長
北淡町 消防団長
NTT 関同通信 シ ス テ ム 本部阪神復興プ ロ ジ ェ ク ト 部長
日 本ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ 工業組合理事長
コ ー プ こ う べ専務理事
住宅建築 コ ー デ イ ネ ー タ
連合兵庫事務長J長
兵庫県鶴工会談所連合会専務線事
神戸弁護 l�会震災復興対策本部法制対 策専門部会長
兵庫県伊i造組合連合会会長
芦屋市商 工会婦人部長
��^精神保健協議会評議長i
長 田 防火協会会長

(敬称略)

以 下50青順
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(衣 9 ) 阪神 ・ 淡路復興委員会 名簿

氏 名 淡 職

クiz衣長c 二 下 河 辺 東京j毎 f 研究所理事長

手書干ヶj瀬 東洋大学教授、 B 本女 子大学名答教授

伊 藤 滋 慶i藍義塾大r学教授、 東京火学名誉教授

か貝い は原り 俊と し 民たみ 兵庫県知事

l 委ii l jfI τ 証 話 鮒関西経済団体連合会会長

堺さか 屋や たJ( ー 作家

笹 山 幸 俊 神JÎ市長

特別 後 藤 田 正ふ さ は甘吉る 衆議i院議員

雇長
f，ß 平 岩 外 山 制経済団体連合会名誉会長

に基づい て い る 。 そ し て 、 こ の 「戦略 ビ ジ ョ ン J の役割 と し て は 、 ①被災者 を 励 ま し 、 生

活再建、 住宅再建、 産業振興、 文化再生への道筋 を 示 し 、 明 日 への希望 と 目 標づ く り に役

立て る こ と 、 ②防災構造 と 防災 シ ス テ ム を 持つ都市指針 を つ く る こ と 、 ③阪神 ・ 淡路地域

に新 し い エ ネ ル ギ ー を 培 い 、 成熟社 会 に ふ さ わ し い都市モ デ ル を 創 出す る こ と 、 ④内外の

支援 を 要請 し 、 そ れ を 震災復興 に 結実 さ せ る こ と 、 ⑤阪神 ・ 淡路文化の再生 と 発展 を促進

す る こ と 、 ⑥被災者、 県民、 企業、 各種団体、 被災市町の復興努力 と 国の 支援 を 促す こ と

の 6 点が挙げ ら れて い る O

ま た 、 基本理念 と し て は 、 ①災害 に 強 い ま ち づ く り 、 ②近隣が助 け合い、 安心 し て 暮 ら

せ る 福祉の ま ち づ く り 、 ③既存産業が新生 し 、 次世代産業 も た く ま し く 活動 す る 生 き 生 き

し た ま ち づ く り 、 そ し て④世界 に 開 か れ た 、 丈化豊 か な ま ち づ く り が提言 さ れ た 。

復興事業の提 言 に あ た っ て は 、 ま ず、 対象地域 を 神戸、 尼崎、 明石、 西宮、 洲本、 芦屋、

伊丹、 宝塚、 三 木、 川 西の 10市お よ び津名 、 淡路、 北淡、 一宮、 五色、 東浦、 緑、 西淡、

三原、 南淡の10町 と 定め 、 事業期 間 は 10年 間 (平成 7 年度~平成16年度) と し て 、 そ の う

ち 3 ヵ 月 で行 う 事業 を 緊急復旧事業、 3 ヵ 年で行 う 事業 を 戦略的復興事業、 そ し て10 ヵ 年

を かけ て 行 う 事業 を 復興促進事業 と 位置づけ て い る 。

こ れ ら の事業手法 に 関 し て い え ば、 今 回 の 震災か ら の復興の た め に は、 被災者の復興努

力 は も と よ り 、 県民、 企業、 諸団体、 行政等関係者の役割分担が重要であ り 、 行政 に お い
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て は、 県、 市町、 と り わ け 国 に よ る 大胆で、斬新な事業手法が求 め ら れる と し 、 以下の提案

を 行 っ て い る 。

1 被災地域が も っ活力 を 最大 限 に 引 き 出 し、 住民、 民 間主導の復興 を 促進す る た め の

誘導策 を 講 じ る こ と 。

2 21 世紀の地域づ く り を 先導す る 大胆 な 復興事業構想 を 速や か に 実現す る た め の新 し

い都市整備手法 を 創 設す る こ と 。

3 震災で、壊滅 し た膨大 な イ ン フ ラ ス ト ラ ク チ ャ ー の復興 に 、 国 を あ げた社会資本投資、

と り わ け公共事業 の 重点投資 に よ り 効果的 に 進 め る た め、 10年 間 に わ た っ て震災復

興計画 と そ の達成 の た め 、 国が積極 的 に 支援 を 行 う こ と を 内容 と す る 特別措置法の

制 定 と 建築物 の容積率の緩和 な ど規制緩和 に よ り 復興事業 を 促進す る こ と 。

戦略復興事業の 内容 と し て は、 ①住宅の建設 に よ る 生活再建、 ②事業再 開 と 「国際経済

文化ア ク セ ス ゾー ン 」 の整備 に よ る 産業復興、 ③都 市 イ ン フ ラ ス ト ラ ク チ ャ ー の復興の 3

分野 に 渡 る も の であ り 、 復興促進事業 と し て は、 ①新 し い 住 ま い 、 街並み を つ く る 「住宅

復興事業J 、 ②既存産業が新生 し 、 次世代産業 も た く ま し く 活動 し て 、 生 き 生 き と 働 け る

ま ち を つ く る 「産業復興事業J 、 ③近 隣が助 け合い、 安心 し て暮 ら せ る 福祉の ま ち を つ く

る 「保健 ・ 医療 ・ 福祉復興事業」 、 ④世界 に 開 か れ た 丈化:豊か な ま ち を つ く る 「阪神 ・ 淡

路丈化復興事業J 、 ⑤安全で災害 に 強 い ま ち を つ く る 「防災都市基盤整備事業」 の 5 つ の

柱 を 立て て い る 。

第 2 節 「基本構想J

次 に 、 上述の 「戦略 ビ ジ ョ ン 」 を 受 け て 、 県が取 り ま と め た 「阪神 ・ 淡路震災復興計画

一基本計画一J を 見 て み よ う 。

こ の基本帯想、 は、 ①基本方針、 ②基本理念、 ③基本 目 標、 そ し て④実現 に 向 け て と い う

4 つ の 柱 に よ っ て構成 さ れて い る 。

[基本方針}

ま ず、 基本方針 と し て は、 先の 「戦略 ビ ジ ョ ン j の役割 に つ い て の考 え 方 に基づ き 、 復

興計画策定の 趣 旨 と し て 次の よ う に 述べて い る 。 す な わ ち 、 被災地域が、 明治以来、 世界

と の交流 を 通 じ て 産業群 を 育成 し 、 洗練 さ れた地域文化 を 育み、 国際的交流拠点 を 形成 し

て き た と の認識の も と に 、 教育、 文化、 福祉、 医療、 産業、 雇用等の分野 に お け る 先導的

施策の展 開 と 、 構造改革への取 り 組み を 行 っ て き たが、 震災 に よ り 途半 ば で大 き な被害 を

受 け た と す る 。 そ し て 、 21世紀初頭 に お け る 社会構造 の 変 革 を 予測 し つ つ 、 300万 人 を 超

え る 被災地域住民の 一 日 も 早 い生活の安定 を は か る こ と に そ の 目 標 を 定 め て い る 。

ま た、 目 標年 次 は2005年 (平成17年) 、 対象地域は 「戦略 ピ ジ ョ ン J で提言 さ れ た 兵庫

県 内 の 災害救助法対象地域で あ る 10市10町 と し た 。
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[基本理念}

基本理念 は、 そ の副題 に も あ る よ う に 、 「人 間 中心 の都市づ く り J を 掲 げて い る 。 よ り

具体的 に は、 こ の 3 つ に 表現 さ れて い る 。

① 自 然への 畏敬 の 念 を も ち 、 自 然 と 共生 し な が ら 、 命 を 守 り 育 む 、 ア メ ニ テ ィ 豊か な 都

市づ く り を 進 め る 。

②高齢化 ・ 成熟化の進む21世紀へ む け て 、 A人 ひ と り が主体的 に 自 ら の 生活 を 創造 し な

が ら 、 共生す る 社会づ く り を 進め る O

③ こ の地域の も つ 文化的風土の う え に た っ て、 外国 に ひ ら かれた ま ち づ く り を 進め る O

[基本 目 標 }

基本 目 標は 4 つ で、あ る 。

そ の 第 一 は 、 新 た に都市核 の 整備が進む大阪湾ベ イ エ リ ア 地域や 山 陽 自 動車道沿線 の 内

陸部 と の多 角 ネ ッ ト ワ ー ク 明都市圏 を 形成 し 、 安全で ゆ と り あ る 地域整備 を すす め る た め

の 「多核 ネ ッ ト ワ ー ク 型都市閣 の形成j があ げ ら れた 。

第二 に は、 高齢者や障害者 を は じ め と す る すべて の 人 々 が、 地域活動や ボ ラ ン テ ィ ア 活

動の ネ ッ ト ワ ー ク 化 な ど を 通 じ て 、 互 い に 支 え あ い 、 協働 し あ い な が ら 、 安心 し て暮 ら せ

る コ ミ ュ ニ テ ィ の形成 を め ざ し て 、 福祉の ま ち づ く り を 進 め る 121世紀 に 対応 し た福祉の

ま ち づ く り J であ っ た。

第 三 は 、 優 れ た生活環境の も と 、 海外文化 を 積極的 に 受容 し 、 個性溢れる 市民文化 を 形

成 し て き た 阪神 ・ 淡路地域が、 今後、 生涯学習 の ネ ッ ト ワ ー ク 化 な ど を 通 じ て 文化豊か な 、

ゆ と り と ア メ ニ テ ィ に 富 む 国際性豊か な ま ち づ く り を 推進す る た め の 「世界に ひ ら かれ た 、

文化豊か な ま ち づ く り J で あ っ た 。

そ し て、 第 四 の 基本 目 標 は、 世界 と の ア ク セ ス の 良 さ や優 れた居住空間 等 の 地域特性 を

最大限 に 活用 し 、 国 内外の 人 々 が集 い 、 活動 し やす い 環境作 り を 進 め る と と も に 、 既存産

業の高度化 や 、 情報通信関 連産業や環境調和型産業な ど、 次世代型産業の発展 を 図 る 「既

存産業が高度化 し 、 次世代産業 も た く ま し く 活動す る ま ち づ く り J で あ っ た 。

{実現に 向 け て ]

県の復興計i白i の 最終部 に は 、 以上の基本 目 標 を 実現す る た め に不可欠 と 思 え る 考 え方が

述べ ら れて い る 。

す な わ ち 、 阪神 ・ 淡路地域の早期復興 を 図 る た め 、 こ の基本構想 を も と に 、 早急 に 復興

10 ヵ 年計隔 を 策定す る こ と と す る が、 住宅復興、 イ ン フ ラ 整備、 産業対策 に つ い て は緊急

を 要す る た め、 緊急 3 ヵ 年計画 を 策定す る こ と と す る 。 そ し て 、 こ れ ら の事業 を 円滑 に 促

進す る た め の特別立法 を 国 に 求め る と し て 、 ①復興 に 際 し で は、 住民主体に よ る ま ち づ く
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り の推進 を 図 る 、 ②民 間活力 に よ る 復興 を促進す る た め 、 規制 を 緩和 す る 、 さ ら に③民間

活動 を 活性化す る た め に 、 公共投資 を 計画 的 に行 う こ と を 掲 げて い る 。

第 3 節 阪神 ・ 淡路大震災か ら の創造的復興 を め ざ して

{寵興計画の理念 と 目 標}

民 間 の 有識者 に よ る 「阪神 ・ 淡路震災復興計画策定調査委員会」 が取 り ま と め、 県 に提

案 し た 「阪神 ・ 淡路大震災か ら の創造的復興 を め ざ し てj は、 そ の 冒 頭 に お い て、 こ の 報

告書の作成 に 烹 る 経緯 に 簡単 に 触 れ た 後、 「兵庫2001年計画j の促進 と 2 1世紀初頭 に お け

る 被災地の 長期 ビ ジ ョ ン の実現、 災害か ら 得た教訓 を 生かす こ と 、 そ し て 新 し い都市文明

の形成 を 先導す る こ と の 3 つ の作成方針 に つ い て述べて い る 。

こ の報告書 で は 、 復興計画の理念 と し て 、 自 然 と 人間 と の 共生 を 基調 と し つつ、 人 間 の

活動 を 生 き 生 き と 支 え る 活気 あ る 都市創造 を 目 指す必要か ら 、 「命 を 守 る 育 む、 人 開 中心

の都市づ く り J が掲 げ ら れ、 ま た 、 そ の基本 目 標 と し て は 、 ①災害 に 強 く す み や すい都市

づ く り 、 ②近 隣が助 け合い、 安心 し て 暮 ら せ る 地域社会づ く り 、 ③世界 に 開 かれた豊かな

文化社会づ く り 、 ④活力 あ る 新 し い産業社会づ く り の 4 点があ げ ら れて い る 。

[ 計画の フ レ ー ム ]

こ の報告-書では、 計画の フ レ … ム と し て 、 計画の性格、 対象地域、 計画期 間 が述べ ら れ、

最後 に事業計闘の体系 がつ け ら れて い る 。

ま ず、 こ の計画は次の 6 つ の性格 を 持つ も の と さ れた 。 す な わ ち 、 ①被災者、 被災図体

の生活再建、 自 立復興への 誘導 と 支援プ ロ グ ラ ム 、 ②被災 し て い な い 県民 ・ 団体の復興事

業への 参加 と 実践 プ ロ グ ラ ム 、 ③被災市町の復興計画お よ びそ の 実施への 提案、 ④兵庫県

の 復興計画お よ び、そ の 実施への提案、 ⑤国民の復興事業への参加要請、 ⑥ 国 の 復興事業へ

の支援の要請 で あ る 。

次 に 、 対象地域 を 、 「復興 ビ ジ ョ ン J と 同 じ く 、 災害救助法対象地域で あ る 10TH10町 と

し 、 計画期 間 は2005年 (平成16年) 度 ま で の 10 ヵ 年 を 想定 し つ つ 、 特 に対応、 の急がれ る 緊

急復旧事業 は 2 年 以 内 、 住宅、 都市 イ ン フ ラ 等の 分野の う ち 一部緊急 を 要す る 復興事業 は

1997年度 を 目 標 と す る 3 年計画、 そ し て 1999年 (平成11年) 度 を 目 途 に リ ー デ イ ン グ ・ プ

ロ ジ、 エ ク ト を 完成 、 実現化方策 を 具体化す る と 提言 し て い る O 事業の体系 は (図15) の と

お り であ る 。

{復興事業計画}

①仮設住宅の建設

震災被 災者 に 対 す る 応急仮設住宅の建設 は、 1995年 (平成 7 年) 5 月 末現在で、 39， 241
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(図15) 阪神 ・ 淡路震災復興計溜 事業計画体系

I 都市及び
都市基擦復興事業

2 住宅復興事業

1 復興都市づ く り マス タ ープラ ン及び支援システムの確立
2 災安から ま ち を守る新しい基準の作成 と 手法と シス テ ムの確立
3 被災市街地の復興
4 災害に強い交通体系の確 立
5 ラ イ フ ラ イ ンの整備 ・ 強化
6 情報 ・ 通信手陣の整備
7 公園など緑と;j(のネ ッ ト ワ ー クづ く り
8 ) 1 1 . 海 . Ll I の紡災対策の強化

1 伎宅復興3ヵ 年計凶!の推進
2 生活再illのための11二宅の復興
3 被災市街地復興推進地域での住宅復興
4 新 しい都市校への住宅建設
5 新しい建設手法、 住 まい方と管理システムの開発

「一- 1 一人一人を元気にする事業
3 保健 ・ 医療 ・ 福祉 1-- 2 災it�:医療及び健康の拠点整備

復興事業 ト- 3 コ ミ ュニテ イ ・ ケアの拡充
ト- 4 市民協働活動に よ る ネ ッ ト ワーキ ン グの展開
� 5 人的資源の新戦略

「一 l 教育の復興
4 生活 ・ 教育 ・ 文化 1-- 2 生活文化の復興

復興事業 ト- 3 芸術文化の復興

5 産業 ・ 雇用復興事業

� 4 多文化社会の形成

l 既存産業の復興
2 新産業の創造 ・ 育成
3 国際経済文化機能ネ ッ ト ワ ー ク の形成
4 農林水産業の振興
5 f荏mの安定と地域産業を支え る人材の育成

戸建設 さ れた が、 避難所生活者希望調査な ど を 踏 ま え 、 8， 300戸 の 追加建設が必要で あ る

と し て 、 同 年 7 月 末 ま で に 、 合計48， 300戸の建設 を 提言 し て い る 。

ま た 、 こ れ ら へ の 入居者の 多 く が高齢者で あ る こ と に 配慮 し て 、 「高齢者 ・ 障害者向 け

地域型仮設住宅J の建設 と 、 仮設住宅入居者の た め の こ こ ろ の ケ ア の た め、 ふ れ あ い セ ン

タ ー の建設や民間 ボ ラ ン テ ィ ア や コ ミ ュ ニ テ イ 団体の協力 ・ 支援 を 求 め て い る O

②瓦牒の 処理

災害廃棄物 の処理は、 震災復興の た め の基礎的作業で あ る と し て 、 1 ， 850万 t と 見 込 ま

れ る 災害廃棄物処理の た め 、 次の 4 つ の総合的 ・ 計画的推進 を 提言 し て い る O
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ア 公共公益施施設系 に つ い て は、 当 該事業管理者が、 計画的 に処理 を 推進す る 。

イ 住宅 ・ 建築物系 に つ い て は、 市町の 「災害廃棄物処理計画J に従い、 処理 を 進 め る 。

ウ そ れ ら の う ち 、 緊急性、 公共性の 高 い も の か ら 計瞬 的 に解体 ・ 撤去 を 進め 、 お お む

ね1995年 (王子成 7 年) 度 中 に 完 了 し、 1998年 (平成10年) 度 中 に 処分 を 終え る も の

と す る 。

エ 災害廃棄物の う ち 、 リ サ イ ク ル可 能 な も の は 、 土地造成や建築資材等 と し て活用す

る O

③道路 ・ 港湾の復旧

ア 道路の復旧 に あ た っ て は 、 構造物 の耐震性の 向 上 な どの機能強化 を 関 り 、 道路機能

の復旧 を 2 年以内 に 行 う 。

イ 港湾の復旧 に あ た っ て も 、 お お む ね 2 年 を 目 途 に復旧す る 。

{復興 リ ー デ イ ン グ ・ プロ ジ ェ ク ト ]

復興事業の う ち 、 都市機能、 福祉、 環境 な ど多方面か ら の検討が必要で、あ り 、 ①総合的

な卒業 と し て 実施 し な け れ ば な ら な い も の 、 ②復興 に あ た っ て全力 で取 り 組 ま な け ればな

ら な い総合的事業、 ③計画初年度か ら 実施すべ き も の と い う 3 つ の 要件 を 満た す事業 に つ

い て 、 リ ー デ イ ン グ プ ロ ジ、 ェ ク ト お よ び毎輿の シ ン ボル事業 と し て位置づ け 、 5 グ ル ー プ

35事業 を 選ん で い る 。

第 一の も の は、 復興都市づ く り マ ス タ ー プ ラ ン お よ び支援 シ ス テ ム の確立、 多角 ネ ッ ト

ワ ー ク 型都市構造の形成 と 格子型高規格道路 ・ 情報ネ ッ ト ワ ー ク の整備、 防災公園 な ど緑

と 水の ネ ッ ト ワ ー ク の整備 な ど、 「安全な都市づ く り J の た め の 7 つ の事業で、 あ る 。

第二 に は、 新 し い シ ス テ ム を 取 り 入れた復興住宅の建設、 神戸東部新都心作 り と 臨海部

の新 し い都市核 に お け る 住宅の建設、 復興モ デル住宅街区 の建設な ど 7 事業が 「住みやす

い住宅の復興」 と し て あ げ ら れて い る O

第 三 は 、 「新 し い福祉都市J の 形成 を め ざす も の で、 災害医療セ ン タ ー の 開 設 と 災害 医

療 シ ス テ ム の 開発、 ヘ ル ス パー ク ・ 健康博物館の 設置、 バ リ ア フ リ ー な 生 活 ・ 居住環境の

創 造 な ど 7 事業であ る 。

第 四 の :事業群 は、 阪神 ・ 淡路文化復興運動の高揚 と 支援、 淡路島 国際公圏都市の建設、

由 緒 あ る 建築物 と 街並 み の 再生 な ど、 「新 し い ラ イ フ ス タ イ ル と 風格 あ る 文化都市」 再生

の た め の 7 事業であ る O

最後の 1) ー デ イ ン グ プ ロ ジ ェ ク ト は、 「次世代産業の育成 に よ る 活力 あ る 都市づ く り 」 で、

エ ン タ ー プ ラ イ ズ ゾー ン を核 と し た 国 際経済文化機能 ネ ッ ト ワ ー ク の形成、 国際化、 情報

化、 港湾都市機能の 高度化等 に 対応 し た 人材 の 能力 開発促進、 復興促進 イ ベ ン ト の 開 催 な

ど 7 事業があ げ ら れて い る O
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{分野別重要事業}

震災復興の 分野別重要事業 と し て は、 都市及び都市基盤復興関連55事業、 住宅復興 関 連

22事業、 f呆緯 ・ 医療 ・ 福祉復興関連32事業、 生活 ・ 教育 ・ 文化復興関連43事業、 そ し て 、

産業 ・ 雇用復興関連48事業の合計145事業が提言 さ れて い る ( 図 16�20) 。

{復興事業の推進課題}

こ の報告書では、 最後の章 で復興事業 を 推進 し て い く 上での諸課題に つ い て も 触れて い

る 。

そ れ ら を 列 挙す る と 、 「大 き な痛手 を 受 け た 人 々 の復興J 1 ま ち づ く り の新 し い合意形成

と 手法の 開発J 1 ま ち づ く り に 対す る 行政 と 住民 の役割、 機能 と リ ス ク の相 互分担の新 し

い あ り 方の確立J 1市街地の低密度化 と 高需 度化の両立J 1強力 な 政府 の 支援の必要性J 1 関

西 を は じ め 、 内外の多 く の参加 と 協力 に よ る 復興J 1復興事業 を マ ネ ー ジ メ ン ト す る 新 し

い組織」 及 び 「 フ ェ ニ ッ ク ス ・ キ ャ ン ベー ン の展開」 の 9 項 目 で あ る 。

第 4 節 阪神 ・ 淡路震災復興計画

第 3 節で概観 し た 、 兵庫県復興計画策定の た め の提 言書 「阪神 ・ 淡路大震災か ら の創 造

的復興 を め ざ し てJ を 受 け て 、 兵庫県では、 1995年 (平成 7 年) 7 月 に 県 の行政計画 と し

て の 「阪神 ・ 淡路震災復興計画J を 策定 し 、 同年 8 月 4 日 に こ れ を 発表 し た 。

こ れ は、 10 ヵ 年 で660事業、 概算事業費約17兆円 に の ぼる も の で、 同 年 7 月 8 日 に 計画

案 を 発表 し た 後、 県議会や政府の 阪神 ・ 淡路復興委員 会 (下河辺淳委員 長) の 意 見 な ど を

聞 い て 修正 し た tで行政計両 と し て確定 し た も の であ る 。 事業体系 ご と の事業 費 の 内訳は、

121世紀 に 対応 し た福祉の ま ち づ く り J 3 兆円 、 「 世界 に 開 か れ た 、 丈化豊 か な 社会づ く

り J 2 ， 000億 円 、 「既存産業が高度化 し、 次世代産業 も た く ま し く 活動す る 社会づ く り J 1 

兆3， 000億 円 、 「災害 に 強 く 、 安心 し て 暮 ら せ る 都市づ く り J 4， 000億 円 、 「多核 ・ ネ ッ ト ワ

ー ク 型都市 圏 の形成J 1 1兆6， 000億 円 と な っ て い る O

以下、 こ の復興計画 の 詳細 を 示す。

{序説]

序説で は、 県の 「復興計画」 を 策定す る に 至 る 経緯 を 説明 し た後 に 、 そ の役割 と 性格 を

①震災復興の た め の 、 県 の行政計画で あ る 、 ②被災者の 自 立復興 を 支援す る 計画であ る 、

③市町の復興計画の指針 と な り 、 そ れ を 支援す る 計画 であ る 、 そ し て 、 ④国 ・ 公団 等 に 対

し て は、 必要 な復興事業の推進や支援 を 要請す る も の と な り 、 ⑤県民や各種 団 体、 民 間 企

業 に対 し て は 、 生活 ・ 事業再建や計画実現 に 向 け た取 り 組みへの積極的 な参画 を 促す指針

と な る と 示 し て い る 。
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(限16) 都市及び都市基盤復興事業体系図

都
市
復
興
事
業

都
市廿指
数
似
興
事
業

復興都市づ く り マ ス タ
ープ ラ ン及び支援シ ス
テ ム の確 な

災害か ら ま ち を 守 る 新
し い蒸添の作成 と 予法
と シ ス テ ム の確 立

被災市街地の復興

災害に強い交通体系 の
確 立

ラ イ フ ラ イ ン の整備 ・
強化

情報 ・ 通信網の整備

公園 な ど緑 と ;J(の ネ ッ
ト ワ ー ク づ く り

J I I  . ì毎 ・ 山 の 防災対策
の強化

多核 ネ ッ ト ワ ー ク 王立!都 市構造の形成
復興都市づ く り マ ス タ ー プ ラ ン 及 び支 援 シ ス テ ム の
降 立
復興都市づ く り ガ イ ド ラ イ ン の 策 定
災害 に 強い 交通主主主主整備百十爾の 策 定
防災 ・ 紋 と 水のマ ス タ } プ ラ ン の 策定
ひ ょ う ご復興住 ま い ・ ま ち づ く り セ ン タ ー の設置
妨災郷市7主j\l の作成
地域防災計 画I の 改訂
ア ジ ア 防 災政策会議の誘致
緊急消防救助 隊の設慌
県立防災セ ン タ ー の繋備
l手l際防災セ ン タ ー の設置
紡 災マ ニ ュ ア ル の作成
被災 市街地復興推進地域等 に お け る 市街地復興
被災市街地1J，i輿の柔点地域の設定 と 後合 的復興事業
の実施
復興者1\一市づ く り ガ イ ド ラ イ ン の 策 定 (再掲 ・ 者l市)
市民の復興 ま ち づ く り 活動 の 高揚 と 支緩
「 ひ ょ う こ復興住 ま いづ く り ・ ま ち づ く り セ ン タ -J
の設tYì: (再拘 ・ 都市)
復興 を 先 導す る 新 し い都Tfj核 の建設
?幹事�.�朽木造住セ地区等の環境己主粍
花 と 総の復興ま ち づ く り 事業の促進

滋路 -，-ー 阪神高速道路神戸線の復旧 と 将来 の あ り 方の研究
ト 絡 rl\m規格道 路 ネ ッ ト ワ ー ク の形成
ト 明石海峡大橋 (神戸 ・ 鳴 門 ル ー ト ) と 関 速道路の整備
ト 防 災 ま ち づ く り に 関連す る 街路等の室生俄
ト 緊急時の広域交通管制 シ ス テ ム の棄さ俄
」 都{''Ì'住宅地域への 自 動車乗 り 入れ抑制 を 図 る 総合

交通政策の検討
鉄道一一一 鉄道主将 を 整備 し 、 多重化を 図 る
港湾 …γ一 神戸 港の復興

兵庫県管理港湾の復興
空港 -，-一 大阪[ム!際空港の活用 方策の検討

ト 関西 ドl際空港2期計 画の推進
← 神戸空港の整備
L ヘ リ ポ ー ト の設置

1-.下水道施設の整備 ・ 強化
共 同溝 ・ ラ イ フ ラ イ ン ボ ッ ク ス の 整f蒲
環境調布I型エ ネ ル ギ一利胤 シ ス テ ム の導 入
大阪湾ベ イ エ リ ア 地域エ ネ ル ギー熱供給幹線構想の
推j主
災害対応総合情報 ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム の構築
被災地域での光 フ ァ イ バ ー網、 情報基盤施設等の先
行的整備
f吉報通信研究所の誘致
神 戸 l主i 際マ ル チ メ デ ィ ア 文化都 市 (KIMEC) 構 想
の推進
マ ル チ メ デ ィ ア プ ラ ザの施設繋備
東播磨情報公濁都市 の 整俄
広域防災拠点 と し て の公民!の整備
広域防災帯 と し て の緑地輸 の数備
市 街 地 内 に 地域防災拠点 と な る 公闘 を 整備
コ ミ ュ ニ テ ィ 紡 災拠点 (防災安全拠点街区) の整備
生 け垣、 街路樹 な ど身近 な緑の整備
震 災記念 ・ 慰霊公剥の建設
河 川 の ifì水安全度のI"j I二 と 防災ふれあい河 川 の整備
防潮堤等 の 防 災性向 i二 と 親水性 を 持つ 海岸形成
六 甲 I Li系等の ヒ砂災害防1 11-.事業
阪神疏;J(構想の推進
活断層調査 と 緑化対策
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(阪117) 住宅復興事業体系図

生活再建のための
住宅の復興

「ひ ょ う ご住宅復興3 ヵ 年計 画J の推進

自力再建への支援一一「 他人住宅の 自力再建への支援
ト 住宅や)古舗の共同 ・ 協調化に よ る再建の推進と支援
ト- 街区再生主事業制度の新設
ト 「災害復興 (分譲) 住宅J の取得支援
ト 被災分譲マ ン シ ョ ンの詳建支援
し一 被災住宅等の補強 ・ 補修への支援

賃貸住宅の建設一一一十 公的賃貸住告の大量供給
」 民間賃貸住宅の再建支援

一時崎広叶低俗i:r%c.".&質州入院の脚i隼山の支援

一一一一一つ

被災市街地復興推進
地域における伎宅の
復興

崎 庁しい建設手法、 住 まい
に 方 と 管瑚システム の開発

支援 ト 早期復興のための住宅部材等規格の標準化
L rひ ょ う ご復興住ま い ・ ま ちづ く り セ ン タ ーJ の

設置 (再掲 ・ 都市)

「被災市街地復興推進地域」 における住宅建設
「被災市街地復興推進地域」 における住宅建設
取得支援

市民の復興ま ちづ く り 活動の高揚と 支援
(再掲 ・ 都市)

新しい都I打核における住宅の建設
新しい都市核における住宅の建設 ・ 取得支援
復興モデル住宅街区の建設

新しいシステム を取 り 入れた復興住宅の建設
助け合い支えあ う コ ミ ュニテ イ 形成に役立つ住宅
街灰 と施設の建設
新 しい集合住宅形態の開発 ・ 普及支援
新 しい都市!首位のあ り 方の研究及び都市環境整備
への反映

その上で、 目 標年 次 を 2005年 (平成17年) と し 、 対象地域は兵庫 県 内 の災害救助法対象

地域であ る 10-rlno町であ る と し て い る O

最後 に 、 計画推進上の課題 と し て 、 ①住民主体に よ る ま ち づ く り 、 ②人 と 自 然が共生す

る 環境創造、 ③民間 活力 に よ る 復興 を 促進す る 規制藤和、 ④国 内外の多 く の参加 と 協力 に

よ る 復興、 ③行財政改善の推進、 ⑥政府の地方公共団体への支援、 ⑦復興事業の マ ネ ジ メ

ン ト の 7 つ を あ げて い る O
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(図18) 保健 ・ 医療 ・ 福祉復興事業体系図

一人一人 を 元気にする
事業

災害医療及 び健康づ く
り 拠点の終備

コ ミ ュ ニ テ イ ・ ケ ア の
拡充

市民協働活動 に よ る ネ
ッ ト ワ ー キ ン グの展開

人 的 資源調発の戦略

セ ル フ ・ エ ン パ ワ ー メ
ン ト ・ プ ロ グ ラ ム

た く ま し い阪神 ・ 淡路っ l' の育 成
花 と 緑の コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り

こ こ ろ の ケ ア セ ン タ 一 一一一 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー の 湾 設 と 機能の充実
の 開 設 と 機能の充笑 一一一一 病院 ・ 診療所等医療施設の復興
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τ[ 慨悶附昨一ん一婦麻駈此一(凶出一一一一土臼一一一)川目伺表様淵護耕婦
ホ 一 ム ヘ ルパ 一 の大稀煽首i増首員
かか り つ け iえ ・ 訪問看護 ス テ ー シ ョ ン等医療
叶 ー ピ ス の拡充
ケ ア 拠点の設置に よ る ほ っ と ラ イ ン の実施
子育て リ リ ー フ の設置

老 町 整備
ケ ア ハ ウ ス øJ骨IE
グ ル ー プ ・ ホ ー ム の 整備
特 別養護老人ホ ー ム の 緊急整備
燈害者施設の繋鋳
ヒ ュ } マ ン ・ サー ビ ス 等総合的機能 を 備 え た
集合住宅建設

余椴 社会活動
ワ ー カ ー の創設
バ リ ア フ リ ー の生活 ・ …一一一 バ リ ア フ リ ー の生活 ・ 居住環境の形成
!苦住環境の形成

助 け 合 い ・ ふ れあ いの 一一T一 地域安心拠点の設援
ネ ッ ト ワ ー ク の構築 ト 復興住宅 コ ミ ュ ニ テ ィ プ ラ ザの繋備

フ ェ ニ ッ ク ス ・ ス テ ー シ ョ ン の設置
ボ ラ ン テ イ ア 運動 の 高 一一寸ー ボ ラ ン テ イ ア 推進 セ ン タ ー の整備
揚 と 支援 ← 災害救媛専 門 ボ ラ ン テ イ ア 等の 育 成

ト 国際災害救済 ボ ラ ン テ イ ア セ ン タ ー の設立
い ボ ラ ン テ イ ア 運動支援基金の創設
」 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 に 対す る 顕彰

ト ヒ ュ ー マ ン … ー ヒ ュ ー マ ン 〕 ス 従事者の育成 登録
従事者の育成 ・ 登録 ・ 派遣
派遣

[理念 と 自 標 ]

こ の行政計画 は、 「人 と 白 然、 人 と 人、 人 と 社会が調和す る 『共生社会j づ く り j を 基

本理念 と す る O

基本方針 は 3 つ で あ る 。 そ の 冒頭 に お い て 、 被災者への き め細かい政策的 努力 が必要で、

あ る こ と を 明言己 し て い る O

病院 ・ 診療所等
医療械設の復興
災害将の 医療体制lの
整備

健康づ く り 拠点等の
整備

保健 ・ 医療 福祉
サ ー ビス の充実

ケ ア 施設等の整備
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(閲19) 生活 ・ 教育 ・ 文化復興事業体系図

教育の復興

生活文化の復興

芸術文化の復興

多文化社会の形成

教育環境の復興

室主災遺児 ・ 児1意7 ・
生徒への支援

震 災 と 復興の学術的
研究

防 災教育の推進

ι 学校教育施一
f足l戸ば1 ・ 公民館等社会教育施設の復興
体育会館 ・ ブー ル守:社会体育施設の復興
[兵隊'[:I[ 街」 の建設て ω と遺児へ明
た く ま し い阪神 ・ 淡路 っ 子の育成 (再掲 ・ 保健)
被 災 し た児 京 . /[ 従への支援王ιτ「け5災…L日川川川寺何特叩干科桝十怜詐
E野守烏 防断f l際習の仏保:イ存f子今
火'r'等の災災 ・ 復興関連研究への支援
震 災 と 復興の資料 ・ 記録の収集 と 整理一一一一 防災教育の推進 と 防 災，意識の高場

生活文化復興運動の 一一一一 阪神 ・ 淡路文化復興運動の高揚
高揚
生涯学習拠点の整備

景観 街並みの再生

生活文化関連産業の
振興

�h'i詳1 ・ 公民館等社会教育施i没の復興 (符掲 ・ 文fヒ)
体育館 ・ ブー ル等社会体育施1没の復興 (再掲 ・ 文イヒ)
「ひ ょ う ご花 と 総の 文化館」 の建設
「生医学1守 中 核 セ ン タ - J の建設
由緒あ る 家 々 や療史的建築物の復元
長 線 に 配慮 し た デザ イ ン に よ る ま ち づ く り の推進
彫刻の あ る ま ち づ く り の推進
生活文化関連産業の主張興

芸術文化復興運動の 一一一一 阪神 ・ 淡路文化復興迷動の高揚 (再掲 ・ 文化)
高揚
文化財の復旧

芸術文化拠点の整備

芸術交化活動の振興

多 文化社会の形成

医際交流の推 進 と
拠点整備

一て 文化財の復旧
埋蔵文化財緊急、発掘調査
美術館 ・ 博物館の復興
劇場 ・ ホ ー ル等の復興
「ぷ術文化セ ン タ ー 」 の建設
「新県立美術館J の建設
芸術文化交流拠点の整備

一て 芸術文化復興 イ ベ ン ト の 開催
「 ひ ょ う ご文化復興蒸金J の創設

外 凶 人 に 対す る 情報提供の光突
外!事j入学校の復興支援
外向入学生への支援
ア ジ ア タ ウ ン の建設等奨文化 コ ミ ュ ニ テ ィ の形成
総銭事館 ・ 各 回 文 化 セ ン タ ー な ど関 連 機 関 の 存 続 ・
誘致
「総合国際ゾー ン J の 整備
IWI!( 神戸セ ン タ の創設 と 関連施設の開設支援 (再
掲 ・ 保健)
エ ン タ ー ブ ラ イ ズ ・ ソ ー ン の設定 と 事業推進 (再掲 ・
産業)
「出際防災セ ン タ ー j の設置 (再掲 ・ 都市 )
rI雪l際災谷宇土済ボ ラ ン テ イ ア セ ン タ ーj の設立 (再掲 ・
保健)
外資系企業、 外凶企業の誘致 (再掲 ・ 政業)
世界 に 隠 か れ た 公園 烏 と 淡路島国際公関都市の整備

「被災者の 中 に は、 精神的、 物 質 的 に 大 き な 被害 を 受 け 、 将来 に か け た 人生 の 夢や展望

が持て な い 人、 日 の 前の現象 し か考 え る 余裕が無 く な っ て い る 人が少 な く な い 。

こ れ ら の 人 々 が 白 力 復興への意欲 と ii5力 を 持 ち 、 新 し い生活 を 切 り 開 く た め に は、 ど れ
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([主J20) 産業 ・ 雇用復興事業体系図

既存産業の復興

新産業の創造 ・ 育成

国際経済文化機能 ネ ッ
ト ワ ー ク の形成

農林水産業の復興

雇用の安定と 池域産業
を 支え る 人材 の育成

産業桜Jlj復興 ガ イ ド ラ 一一一一 向F 業組問復興カG イ ド ラ イ ン の作成
イ ン の作成
半期事業再開 ・ 再建の 一一-r- Jfl 刻l'ji � f!f ill の た め の相談体制jの係立
促進 ト 金融 ・ 税a;IJ liIiの JdXi:

Aqt復興 の た め の環境
弊俄

L- 'lf �のよ詰の緑町、1:0)充尖
( l ， !'I ftl な 1M 明�i月動の 主ft

本総復興の た め の 資公，jJ�;主の 円滑化
. 1M 興 {立 の 会lJ の検什

(21次 ill:íï: を に ら ん だ隊業J};盤の終係等
Q i�':j t立政業 禁事業の終偽
- 交j峰、 情報i必j， i 、 エ ネ ル ギー ぷ殺の 高度化

く2 11岡村 あ る 11iづ く り と 連機 し た ぷ 業百iêtri:

産業の I�.:;付 加価値化に
よ る f主興

- 復興 を 促進す る 産 業 j!J配i伐の促進
・ 大阪湾ベ イ エ リ ア 開 発幣li�i と 述J持 し た 産業配置

(3)復興気運 を 尚 め る 主MYé コ ン ベ ン シ ョ ン 等の集客戦
路
復興促進 イ ベ ン ト の |潟倫:

・ �)í し い 縦光 ・ 集海戦mlfの民間
・ ア ジ ア タ ウ ン ー く つ の ま ち の illl没
. 大尉j校 テ ー マ パ - 7 rt!"11Hjの推進

( 1 )製造業
. JtIl湯舟 業 等 の i，':i r文化 ・ If:j付加1ifji 1�[jヒ
. 1徒 先端伐材百 のì，í HJ に よ る 大手製造業 の復興

(:1)商 業 ・ 流通
・ 尚 業 の 新民 間 と 拘 'f;)'�量生施設主計蒲の促進
. 流j盛 シ ス テ ム 改 苧 の促進

(3)サ ピ ス ・ 業務機能
・ オ フ ィ ス ih . 業務 U霊サ ー ビ ス 等 の 復興

(4)フ ァ 、ソ ン ヨ ン 関 連 政 業
・ フ ア ソ シ ョ ン 関 迷政 業 の復興

次世代型産業構造への 一-， ( 1 )王岩崎平井俄
転換 トー ・ 新 従 業 fìlJj主支援セ ン タ

十市詠li>/']I:こfll'1.ó、
の者全{鵡

. �?;'(e[: !ヰ ["J に よ る 起業化推進機機の設 、7
・ だrf/i:のぷ験研究機 関 と の布機的連携 に よ る 技術 係

予むの促進
- 起 業 家 主;緩情報 ネ ッ ト ワ ー ク の整備

(:I)ff �在 Ilu の 主援
・ 新戸 ;r�j事Ij j立支援の た め の 金融 ・ 助 成制度の拡充

知識技術集約制産業の 一一T一 ・ 似 閥均:ìÆ . オ ブ ト ハ イ オ ・ 新素材 産業等の振興
振興 L- • fr.[l in復興 支援産業」 の育成

国内外の ア ク セ ス 機能 一一寸一 神 戸 港 の復興 と 産業基盤の害警備
の充実 ト 大E恒例際空港の活用 方策の検討 (再指 ・ 都 市)

← 神 戸�ì荏の相蒔 (再掲 ・ 都iÏ1)
」 情報通イti基盤の書官備

凶 際経済:立;化機 能 と 地 一一寸ー エ ン タ ー プ ラ イ ズ ・ ゾー ン の設定 と 事業推進
設の事整備 ト Bilß1l ビ ジ ネ ス エ リ ア のlft:附i 進

イ ン ボ ー ト マ ー ト 等の務縮ffl 進
外資系企業、 外国企業の議致
コ ン ペ ン シ ョ ン セ ン タ ー の建設
東 ア ジ ア 教育 . li汗修セ ン タ ー ネ ッ ト ワ ー ク 構想の推進
WHO神戸セ ン タ ーの創設 と 関連施設の 関設支援 (再掲 ・
1�健)
総合凶際 ソ ー ン の繋繍 (再掲 ・ 文化 )
総領事館 各国文化 セ ン タ ー な ど関連機関の存続 ・ 誘
致 (再掲 ・ 文化)

農 山漁村の復興 -l二 た め 治、 農地、 漁i住宅:の復興
災 容 に 強 い 農 Ll I漁村 の罪、著書雪整備

食品産業、 闘え:産業の 一一寸一 農水旅業の新 民 間 に よ る お付 加古町値化を 通 じ た 復興
復興 L一 地域の特 性 を 'L:か し た 食品iif安定の魅力 あ る 復興
観光良業、 観光漁業の 一一一一 鋭忠良業、 観光漁業の振興
振興
雇1有 の 安定対策の推進 失業 の 防 止 と 離職者対策の推進

雇用 の維持対策の推進
産業復興の担い手 と な 一一一一 八材育成の支援強化 と 職業能力開発支援拠点、整備機想、
る 人材の育成 の推進
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ほ どの 誘導 と 支援が可能 と な る かが復興の鍵 を 握 っ て お り 、 本計画 は、 こ れ ら の直面す る

課題に 対 し 、 き め細 かい さ ま ざ ま な 政策的努力 を 重ね る こ と を 前提 と す る 。」

第 2 に は、 休日便J I効率J I成長J を 重視す る 都市文明へ の 反省 と し て 、 「安全J I安心」

「ゆ と り J を キ ー ワ ー ド と す る 都 市復興 を め ざす と し て い る 。

第 3 に は、 こ の震災か ら の復興 は、 単 に 以 前 の 状態 を 回復す る だ け で な く 、 新 た な 視点

か ら 都市 を 再生す る 「創造的復興j で な け ればな ら な い と す る 。

基本 目 標 と し て は 、 安全で安心 し て快適に 暮 ら せ る ま ち の復興 を 最優先 さ せつ つ 、 世界

都市関西 の 中枢 を 担 い 、 文化首都 圏 の 主 と し た る 機能 と 風格 を 持 っ た地域づ く り を 掲 げて

い る O そ し て 、 神戸の都市復興の イ メ ー ジ を 、 海 と 山 に 囲 ま れた世界で も 代表 的 な 美 し い

景観が再生 さ れ、 国際経済機能、 世界 と の 交流 ・ 協力機能に も と づい た外国文化 と 日 本文

化の融合 し た独特の 、文化グ を持つ、 自 由 で開放的 な 国際港湾都市 に 求 め て い る 。 ま た 、

阪神地域 に あ っ て は、 学術、 芸術等 の 集積 に 支 え ら れた 産業、 芸術の創造 空 間 で あ り 、 個

性的 な都市が融合す る 生活文化創造都市屈 であ る と し 、 淡路の そ れは、 地域連携軸の 中枢

を 担 い 、 世界 に 開 かれ た 公開 島 ・ 国際公園都市 を 目 指す も の と し て い る 。

そ し て 、 5 つ の領域 を 設定 し 、 そ れぞれに具体的 な 目 標 を 設定す る こ と と し て い る O

①21世紀 に対応 し た福祉の ま ち づ く り

②世界 に 開 か れ た 、 文化豊か な社会づ く り

③既存産業が高 度化 し 、 次世代産業 も た く ま し く 活動す る 社会づ く り

④災害 に 強 く 、 安心 し て暮 ら せる 都市づ く り

⑤多核 ・ ネ ッ ト ワ ー ク 型都市圏 の形成

な お 、 こ れに 基づ く 施策体系 は (図21) の 通 り であ る O

[複興事業計画}

( I )  2 1 世紀 に 対応 し た福祉の ま ち づ く り

①バ リ ア フ リ ー の ま ち づ く り の推進

ア 保健 ・ 医療 ・ 福祉サ ー ピ ス と 一体 と な っ た 住宅地整備一神戸東部新都心一

イ 高齢者 ・ 障害者 に 配慮 し た ま ち づ く り の推進

②良質 な 復興住宅の供給

ア 災害復興 (賃貸) 住宅の供給促進

イ 民 間住宅復興 に 向 け て の 基礎 的 な支援

ウ 民 間住宅の再建支援

エ 被災地の姿勢 と 連携 し た新都市核等 で の 良質 な住宅 ・ 宅地供給

オ 被災マ ン シ ョ ン の再建支援

カ 地域の 防災性 を 高 め る 住いづ く り

キ 福祉の心が息づ く 人 に や さ し い 住 いづ く り
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(図21) 施策体系

1. 2 1 世紀に対応 した梅干i1:の ま ちづ く り
トー (l ) バ リ ア フ リ ーの ま ちづく り の推進
ト (2) 良質な復興住宅の供給
トー (3) 住民の安心 とふれあいを支える拠点の整備
トー (4) 人的ネ ッ ト ワ ー ク システム の整備
L- (5) 災害医療システムの樹蒋

2. t世界に閑かれた、 文化普:かな社会づ く り
(1) 地域の芸術文化活動の復興
(2) 学校 ・ 文化財の復旧の支援
(3) í軒並みの景観復興
(4) 参画型生ili�-:!f:)tfl シ ステムの推進
(5) 国際交流拠点の整備 と プロ グラ ム 開発
(6) 都市の農山漁村の提携

3. 既存産業が高度化 し、 次世代産業 も た く ま し く 活動する社会づ く り
(l ) 陣内外へのア ク セス整備 と産業蒸草案づ く り
(2) ドi際粁済文化機能ネ ッ ト ワ ー ク の形成
(3) 既存産業の高度化
(4) 新産業の創造 ・ 育成
(5) 農林水産業の振興
(6) 雇用の安定と地域産業を支え る 人材の育成

4. 災害に強 く 、 安心して暮 らせる都市づ く り
(l ) 地域防災蒸機の整備
(2) 紡災施設の整備
(3) 紡災マネ ジ メ ン ト の充実
(4) 紡災シス テムの充実
(5) 地域防災力の向上
(6) 誠査研究体制l等の強化

5. 多核 ・ ネ ッ ト ワ ー ク 型都市閣の形成[じ 日日はω1) … M川………人川山……に日mや村さ
(2幻) 被災地反の整{備備蒲蒲i と 連携 した新 しい者都T官日I市i有7づ く り
(3) 陸 . �毎 ・ 空にわたる多元 ・ 多重の総合交通体系の守護備
は) 都市恭燃の早期復興

ト (5) 防災拠点等の整備
L.. (6) 災害に強い都市と 農山漁村 の主主稼整備

ク 住宅相談窓 口 の設置

ケ 輸入住宅の供給促進

コ 被災県民への特別融資等

③住民の安心 と ふ れあ い を 支 え る 拠点の整備

ア ボ ラ ン テ ィ ア 活動の推進

イ 高齢者等の援護 と 自 立支援
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ウ 保健 ・ 医療 ・ 福祉拠点づ く り

エ 地域安全対策の 強化

④人的 ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム の整備

ア 被災地域 に お け る ネ ッ ト ワ ー ク づ く り の推進

イ 青少年活動の推進

ウ 県民運動実践活動の ネ ッ ト ワ ー ク 化

⑤災害医療 シ ス テ ム の整備

ア 災害医療 シ ス テ ム の整備

イ 医療費補填

( 2 ) 世 界 に 開 かれた文化豊か な社会づ く り

①地域芸術文化活動の復興

ア 芸術文化活動の 支援

イ 芸術文化施設の復旧

ウ 芸術文化施設の建設

②学校 ・ 文化財の復旧 の 支援

ア 学校施設の整備

イ 文化財の修理 ・ 復元及 び埋蔵文化財発掘調査の推進

③街並み ・ 景 観の復興

ア 歴 史 的 景観の復興

イ 地域特性 を 生か し た街並み の復興

④参画型生涯学習 シ ス テ ム の推進

ア 生涯学習施設の復興

イ 生涯学官活動の振興

ウ 共生の ま ち づ く り の推進

エ ス ポ ー ツ ・ レ ク リ エ ー シ ョ ン 施設 の整情

オ 体験学習施設の整備

カ 災害文化の継承

⑤国際交流拠点 の整備 と プ ロ グ ラ ム 開発

ア 多文化型 ま ち づ く り への 支援

イ 国際交流 ・ 協力 の推進

ウ 復興 を 促進す る イ ベ ン ト の 開催

⑥都市 と 農 山 漁村の提携

ア 交流の組織 と 基盤づ く り

イ 人 と 自 然 と の ふ れあ い の場の整備
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( 3 ) 既存産業が高度化 し 、 次世代産業 も た く ま し く 活動す る 社会づ く り

①関 内外への ア ク セ ス 整織 と 産業基盤づ く り

ア 産業関連基盤の高度化

イ バ ラ ン ス の と れた産業配置 と 広域的連携

②国際経済文化機能 ネ ッ ト ワ ー ク の形成

ア 世界都市機能の拡充

イ 内外の 国際的企業の立地促進

③既存産業の 高度化

ア 椙談指導 ・ 支援体制 の確立

イ 復旧 ・ 復興の た め の金融支援

ウ 事業の場の確保

エ 集客型産業の振興

オ 商業の高度化

カ 新分野進出等への支援

④新産業の創造 ・ 育成

ア 新産業創 造 シ ス テ ム の形成

イ 情報通信関連産業の振興

⑤農林水産業の振興

ア 高付加価値瑠農水産業 の展開

イ 食品産業活性化の た め の体質強化対策

⑥雇用 の安定 と 地域産業 を 支 え る 人材の育成

ア 雇用維持対策

イ 離職者対策

ウ 人材育成 ・ 勤労者福祉対策

( 4 ) 災害 に 強 く 、 安心 し て暮 ら せ る 都市づ く り

①地域防災基盤の 整備

ア 防災都市整備指針の作成

イ 防災機能の 強化

ウ 公共施設等の耐震性の確保

エ 多元 ・ 多重の総合交通体系 の 整備 と ラ イ フ ラ イ ン の確保

オ 廃棄物の 適正処理の推進 (再掲)

②防災施設の整備

ア 災害対策拠点 の整備

イ 防災資機材 の 充実
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ウ 防災拠点等 の 整備

③防災マ ネ ー ジ メ ン ト の 充実

ア 初動体制 の確立

イ 防 災要 因 の 充実

ウ 災害への対応力 の 向上

エ 関係機 関 等の 連携促進

④防災 シ ス テ ム の充実

ア ボ ラ ン テ イ ア と の連携、 支援の推進

イ 国 際協力 ・ 支援の推進

ウ 災者i官報等の提供体制 の 強化

エ 救援 ・ 救護活動 等 の 円滑化

オ 二次災害防止対策の強化

③地域防災力 の 向上

ア 防災に 関す る 学習等の充実

イ 自 主防災組織等の育成

ウ 災害弱者対策の 強化

エ 外国人県民対策の強化

オ 企業等 の 地域防災活動への参画促進

⑥調査研究体制等 強化

ア 観測調査体制 等 の 強化

( 5 ) 多核 ・ ネ ッ ト ワ ー ク 型都市圏 の形成

①被災地 に お け る 人 に や さ し い ま ち づ く り

ア 被災地 に お け る 市街地再開発事業

千 被災地 に お け る 土地区画整理事業

ウ 被災地 に お け る 住宅系面的整備事業

エ 被災地 に お け る 街並み ・ ま ち づ く り 総合支援事業

オ 市街地防災強化街路 ネ ッ ト ワ ー ク 形成 の た め の街路等の整嬬

②被災地 区 の 整舗 と 連携 し た新 し い都市づ く り

ア 神戸東部新都心 (再掲)

イ 西宮浜地区

ウ 鳴培地 区

エ 南芦屋浜地区

オ 尼崎臨海西部拠点 開発地区

カ 淡路島 国 際公園都市
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キ 宝塚新都市

ク 東播磨情報公園都市

ケ ポ ー ト ア イ ラ ン ド ( 第 2 期)

他 8 地 区

③陸 ・ 海 ・ 空 に わ た る 多元 ・ 多重の総合交通体系 の整備

ア 神 戸港の復興

イ 神戸港の復興 を 支 え る と と も に 、 大阪湾ベ イ エ リ ア機能の復興 ・ 充実 を 図 る

ウ 被災地の広域迂回路の確保 を 凶 る と と も に 、 淡路地域の復興 を 支援す る 高規格

道路網の整備

エ 被災地への南北大量輸送路の確保 を 図 る 高規格道路の整備

オ 高速性、 代替性 を 備 え た格子型高規格道路網の 整備

カ 高 規格道路網 を 補完 す る と と も に多核 ・ ネ ッ ト ワ ー ク 型都市圏 を 支 え る 一般幹

線道路の整備

他 9 事業

④都市基盤の早期復興

ア 交通基盤の復旧

イ 防 災 イ ン フ ラ の復!日

ウ 防 災 ま ち づ く り に供す る ラ イ フ ラ イ ン の整備

エ 災害 に 強い水道施設の整備

⑤防災拠点等 の整備

ア 広域防災拠点の整備

イ 広域防災帯 の 整備

ウ 地域防災拠点の 整備

他 4 事業

エ コ ミ ュ ニ テ ィ 防災拠点 (防災安全街区)

オ 都市防災不燃化促進事業

カ 防 災 に 視す る 緑化の推進等

⑥災害 に 強 い都市 と 農 山漁村の基盤整備

ア 二次災害防止 ・ 耐震性向上の た め の河川 の 改 良復旧事業

イ 緊急消火 ・ 生活用水等 を 確保す る た め の 防災ふれあ い河川 の 整備

ウ 地域の復興 に あ わせた広域防災空間 と し て の 主要河川 の整備

エ 阪神 地域の河川 に お け る 水環境の改善

オ 地域防災拠点 と し て の海岸:の整備

他 6 事業
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第一館 難所
上 地域の学校に集

震度 7 の 激震 で倒壊や焼失で多 く の 人が家 を 失 っ た。 余震、 ラ イ フ ラ イ ン の 途絶で不安

を 募 ら せ、 近隣の避難所 に殺到 し た。 指定避難所 だ け で な く 、 安全な 所 な ら と り あ え ず ど

こ で も よ か っ た。 時 間 の 経過 と と も に そ れが膨れ上が り 、 1 週間後の23 8 に は 最大 と な り 、

避難所数1 ， 153 ヵ 所、 避難者数は、 316 ， 678人 に 達 し

兵庫県災害対策本部は、 厳冬季 を 迎 え た避難所対 策 を 最重点 に 、 第 I ス テ ッ プ と し て①

食料、 飲料水、 毛布 の確保 ②生活物資 の確保 広l余震対策一ーを 実施 す る こ と に し た 。

そ し て在宅者 を 含 め て被災者 を 200万人前後 と 予測 し 、 第 2 ス テ ッ プ と し て 次の 7 項 目 を

速やかに 行 う こ と を 決め た 。

①食料 1 日 500万食 と 欽料水 1 f! ( l B 1 人 当 た り ) の必要量の確保 ②医療体制 の 確

保 ③物資輸送 ル ー ト の 充実 と ベー ス キ ャ ン プの設置 ④建築物の 安全チ ェ ッ ク な ど余震

対策 ⑤ ラ イ フ ラ イ ン の復旧 ①避難所の仮設 ト イ レ の確保 ⑦仮設住宅の検討、 公営住

宅の確保

しか し避難所数 と 避難者数の掌握 に は混乱 を 極 め た 。 地域防災計l同で、 は 各 市 民 の職員 ら

が避難所の 管理、 運営 を 行 う こ と に な っ て い た が、 ま っ た く 手詰 ま り 。 神戸市の記録に よ

る と 「避難所 自 体が被災 し て い た り 、 避難所に 入 り き れず に 局 辺 の 避難場所へ あ ふ れ出 た

り 、 民 間 の施設へ避難せ ざる を 得 な い場合が多 く あ っ た。 ま た学校の校庭や公聞 に 張 っ た

テ ン ト や 自 動車の車内 で避難生活 を 送 る 被災者 も 多か っ た 」 と い う 。 大都市の 直下型大地

震が起 き た場合、 救助、 捜索、 消火活動、 頻発す る 余震 の恐怖が続 く 混乱の 中 で、 避難者

数 を 掌握す る こ と カ九 叶ミ に 不可能 な こ と で あ る か を 見せつ け た 。 兵庫県の記録で も 震災 当
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(表 1 ) 避難所数及び避難者数の撒移 ( 1 週間後 月 23 日 ま で)

(衣 2 ) 月 23 毘 の各市町の避難者数

! 避難所 [ 避難者 i 

神戸市
西日市
j'ih{ ilî 

�i(塚市
f己崎 市 | 
伊丹I有 | 
北淡市 I 
ß)l1 Îr1J 

ム1:f 市
川 内市
津名 11IJ
東浦町
淡路町

':;;jç市

585 
492 
54 
65 
92 
70 
13 
25 

227， 256 
33， 863 
20， 970 
1 1 ， 018 
8， 629 
7 ， 365 
3 ，  705 
1 ， 474 

6 850 
ワム
AY
AV
Aサ
qJ

2Bム

τBよ 目
日 と 翌 日 の避難者数は 明記 さ れて い な い。 想像 を 絶す る 災害 で あ り 、 そ の 規模は行政が コ

ン ト ロ ー ル で き る 範 闘 を は る か に 越 え て い た。

「混乱期の避難者救援 に は多 く の 問題があ っ た 。 避難所 を 把握 し 、 避難者数を 調査す る

と い う 最 も 基本 的 な こ と す ら 難 し か っ た 。 あ り と あ ら ゆ る 安全そ う な場所が避難所 に な り 、

電話 も 通 じ な い ケ ー ス が多 か っ た た め 、 避難所 を 発見す る こ と が難 し か っ た の であ る 。 長

田 区で は 、 地域防災計画で指定 さ れて い た避難所は29 ヵ 所で あ っ た が、 実 際 に避難所 に な

っ た の は最大79 ヵ 所 に 達 し た。 余震への恐怖か ら 夜 に な る と 避難所 に や っ て き た り 、 ラ イ

フ ラ イ ン が途絶 し飲料水や燃料がな く 、 食事が用 意で き な い た め、 食料な どの配布があ る

と どっ と 避難所 に 人 が集 ま っ て き た。 避難者数は 数 え 方 で大 き く 変化 し た 。 調達、 配布す

る 食料、 飲料水、 物 資 の 数 を 確 定す る の は至 難 の 業で あ っ た 。 J ( r都市防災j 吉井博明、

講談社現代新書)

避難所 は 近 く の学校、 公共施設、 神社、 寺 院、 民 間 の 事務所 な ど様々 。 発生 1 時 間 後 に

は被災地の小 中 学校 の 大半が被災者で埋 ま っ た。 こ の う ち 公 立学校 は382校 (避難所全体

の33%) で181 ， 062人 を 数え た 。 私立学校は 1 2校で4， 300人。 避難者の70%近 く が校区の学

校 を 、 地域に 根 ざ し た コ ミ ュ ニ テ ィ と し て捕 ら え て い た こ と に な る 。

そ の避難所 で は 学校等施設管理者が 開 設 に 尽力 、 運営、 管理を 行 っ た 。 124日寺 間絶 え 間

な く 届 い た 救援物資 の 受 け取 り 、 交通渋滞 の た め到着時間 の 定 ま ら な い 食事の配布 な どの

ほ か、 病気、 けが人の世話や 高齢者、 障害者な ど弱者の介護 に 地域の住民や施設管理者の

第一章@生活 89 



(表 3 ) 避難者総数に占め る小中学校
避難者数の苦手j合

小学校 中学校

兵庫県 42. 3% 13. 7% 
神 戸市
東灘 43. 6 10. 9 
灘 46. 2 9. 5 
中央 51 .  9 10. 1 
兵庫 35. 4 25. 2 
長田 44. 5 1 1 .  1 
凶宮 市 37. 5 9. 1 
芦 屋 市 27. 1 5. 4 

学校関係施設

69. 0% 

74. 0 
76. 7 
69. 6 
68. 6 
74. 3 
51. 1 
54. 5 

(兵庫県調べ)

方 々 の献身 的 な協力、 全国か ら 集 ま っ た ボ ラ ン テ ィ ア の活躍が大 き な 力 と な っ た」 と 神戸

市の記録は記 し て い る 。

県災害対策本部 は 18 日 「兵庫県南部地震災害対策総合本部J に 改組、 緊急対策本部 と 災

害復旧対策本部の 2 本部、 13部制 を 敷 い た 。

避難所への 食料、 日 用 品、 毛布 な どの配送 は、 各地の情報が整備 さ れる に つ れて軌道 に

乗 っ た 。 毛布 は県生活文化部が担当 。 本庁 の備蓄分は わずか11 ， 000枚。 県が各市町 に要請

し た が、 そ れで も 21 ， 000枚がや っ と 。 こ の た め大阪、 愛知、 泉大津 な ど近隣や 民 間 企業の

提供 を 受 け て 71 ， 000枚 を確保 し 、 避難所へ順次配送 し た。

19 日 の テ レ ビ、 ラ ジ オ は 122 tl か ら 雨」 と い う 、 野宿 し て い た 人 々 に 追 い 討 ち を か け る

天気予報 を 伝 え て い た 。 「大雨で 山 崩 れ に 注意 を j と い う 警報 に 、 危 険 な が け 下 な ど25 カ

所、 1 ， 500 1丘苦 (4， 000人) に 緊急避難 を勧告 し た 。 さ ら に つ ら か っ た の は、 1 8 ヵ 所で避難

所 に 入 れず に 、 公 園 な ど に 寝泊 ま り し て い る 人 々 で、 4， 500人 を 数 え た と い う 。 こ の た め

自 衛隊 に テ ン ト 設営 を 要請 し 、 民 間業者や米軍 に も 協力 を 呼びか け た 。 緊急工事で21 日 、

と り あ え ず11 ヵ 所 に 設営 し て雨 を し の ぎ、 神戸 を 中 心 に 31 日 ま で に 傾次増や し て い っ た ( 自

衛隊 テ ン ト 526張、 米軍 テ ン ト 24張、 業者 レ ン タ ル テ ン ト 88張、 カ ナ ダ テ ン ト 9 張、 フ レ

キ シ ブルハ ウ ス 8 基) 。

2 . 生活物資 の 配送

被災者 は ス ー パ ー や コ ン ビ ニ ヘ走 っ た 。 食料品 を で き る だ け集 め て備蓄 を 、 と い う 人 た

ち の行列がで き た。 し か し ほ と ん どが閉庖、 開 い て い て も 食料品 は 品切れ。 1 7 日 午後 8 時

の段階で、 県が調べた営業宿 は調査対象625J苫 の う ち わずか217屈 に過 ぎ な か っ た (34. 7 %。

ス ー パ ー 53宿、 コ ン ビ ニ 約150属、 生協1 4由。 神戸市の 百貨宿 は被災 し て 閉肩) 0 3 日 後の

20 日 に営業率 は87. 2% ま で 同復 し た が、 避難生活 を 送 る 人 々 に と っ て、 食料、 日 用 品 の調

達 は相 変 わ ら ず深刻 だ、 っ た 。

「正午す ぎ、 長 田 区役所。 数人の職員 が、 食料 を 求 め て街 に 飛 び出 し た 。 す ぐ そ ばの J I I
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崎食品 は火 に 回 ま れて い た 。 炎か ら 遠 さ、、か る よ う に 、 長田商庖街 を 北へ上 が っ た 。 途 中 、

買 い物袋 を提げた人か ら 『 コ ー プ長田Qfが営業 し て ま す よ J と 教 え ら れた 。 一 斉 に 走 っ た。

屈 に駆 け 込 む と 庖員 に 名刺 を 出 し 『 中 に 入 ら せ て 下 さ い 』 。 薄 暗 い 庖 内 は 、 商 品 が床 に 散

乱 し て い た 。 菓子パ ン 、 バ ナ ナ 、 ま ん じ ゅ う な ど を か き 集め 、 段ボー ル箱へ放 り 込ん だ。

『お金は必ず払い ま すか ら L

一方神戸市役所 ・ 民生局の職員 た ち は、 調達先 を 市外の業者へ と 変 え て い た。 電話帳を

繰 り 、 手 当 た り 次第 に ダ イ ヤ ル し た 。 食料や毛布 を 市 内 で調達す る こ と は 不可能だ、 っ た 。

自 前の備蓄 は ほ と ん どゼ ロ 。 代 わ っ て 、 地域防災計画で指定 し て い た食 品 業者な ど は 、 自

ら も 被災 し て い た O 物 資 は被害の な い市 内 の他地区で調達す る 一 神戸市が描 い て い た 『 自

己完結型j の 計画 は 、 市街地 の ほ ほ全域 を 襲 っ た 激震であ っ け な く 破綻 し た 。 17 日 中 に 、

電話で予約の取れた物資 の 量 は 、 お に ぎ り やパ ン な どの主食10万1755食J (神戸新聞)

震 災 当 日 、 正午の神戸市 を は じ め順次10市10町に 「災害救助法J の指定が行 わ れた (市

= 神戸、 尼崎、 西宮、 芦屋、 伊丹、 宝塚、 川 西 、 明石、 三木、 洲本。 町 = 津名 、 淡路、 北

淡 、 一宮、 東浦、 五色、 西j炎、 三 原 、 緑、 南 淡) 。 災害救助 法 に 基づ く 救助 の 実 施 は 、 こ

れ ま で市町の委任事項 に な っ て い たが、 広域に わ た る 今回 の大地震 に 限 り 、 県が行 う こ と

に な っ た。

対策総合本部 は こ の 市 町 を 全面 的 に パ ッ ク ア ッ プ し な け ればな ら な い。 食料の確保 は一

刻 を 争 う 事態 だ、 っ た。 ①緊急物資 ②緊急輸送 ③余震対策 の 3 班 を 、 職制 を 越 え る

組 織で編成 し 、 24時間体制で被災地全域 を 見渡す具体的 な 取 り 組み を 始 め た 。 食料 と 飲料

水の確保 は、 農林水産部 を 中心 と す る ス タ ッ フ が担 当 し た 。 17 日 か ら 数 日 の 動 き を 追 っ て

み よ う 。

指星通信 ネ ッ ト ワ ー ク が利用可能 に な っ た午後、 ょ う や く 市町の災害対策本部 と 連絡が

と れた 。 ど の 市町 も ガ ス 、 水道が寸断 さ れ、 食料確保 は 全 く 不可能。 「 い ま 数万 食 を ど う

調達す る かJ が カ ギだ。 お に ぎ り 、 パ ン 、 乾パ ン を 緊急食料 と し 、 と り あ え ず被災市町の

給食体制が整 う ま での 4 日 間 分 を 確保す る た め の大車輪の活動が始 ま っ た 。

ま ずお に ぎ り 。 大量 の炊飯機 能 を 持つ 学校給食セ ン タ ー 、 民 間 給食業者 に 当 た っ た が、

阪神 間 の施設は ほ と ん どが混乱状態 で機能がマ ヒ し て い た 。 そ こ で東播磨、 西播磨地域に

的 を 絞 り 、 県民局、 教育事務所 を 通 し て管 内 の学校給食セ ン タ ーへO 加古川 、 姫路、 柏原

農林事務所か ら は民 間給食業者 に 、 可能 な 限 り の お に ぎ り 作 り を 要請 し た。 パ ン な どの調

達 は丹有教育事務所が担当 し た 。

お に ぎ り 用 の米 は 、 農林水産省兵庫食糧事務所加古川 支所、 県経済農業協 同組合連合会

と 話 し 合 い 、 連合会加西精米工場 を 補給基地 と し た。 出 来上がっ た お に ぎ り の供給基地 は

県本庁舎 1 号館 と し 、 午後か ら 夜 に かけ て搬送方法、 ル ー ト 、 時 間 を 確認 し な が ら 、 神戸、

西宮、 芦屋市 な ど に 「供給が可能 に な っ たJ こ と を 連絡 し た。

]R は ス ト ッ プ し 、 絶望 的 な 道路の 渋滞が続い て い た 。 東播磨地域か ら の搬送 と 販神 間
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か ら の受 け取 り は 主 に 自 動車 を 用 い たが、 避難者 に 行 き 渡っ た の は深夜、 一 部 は 翌朝 に な

っ た と い う O 西播磨地域か ら の搬送は 自 動車で は到底無理だ っ た。 そ こ で 自 衛 隊 に 緊急要

請 し 、 姫路競馬場臨時ヘ リ ポ ー ト か ら ヘ リ コ プ タ ー で伊丹千僧駐屯地 ま で空輸 し て 各避難

所 に 配 っ た 。 丹有地 ほか ら は六 甲 越 え で 自 動車 を 飛 ば し 、 芦屋市 に お に ぎ り と パ ン 、 神 戸

市 に パ ン が届 け ら れた 。 こ の 日 搬送 さ れ た 食料は お に ぎ り 34 ， 537食、 パ ン 24 ， 900食。

被災地 区 の 人 口 は300万 人 を 超 え 、 被災者は200万 人前後 に な る一一一23時の対策本部会議

で こ う 推定 さ れた 。 「当面170万人 を 対 象 に し た 緊急食料の確保j が課題 に な っ た 。 こ の た

め本庁舎に 出勤 で き な い職員 を 姫路、 加古川、 社各農林事務所 な ど に 待機 さ せ、 炊飯体制

整備や給食セ ン タ ー 、 給食業者 と の連絡調整に 当 た ら せ る こ と に し た 。

翌18 日 、 兵庫食糧事務所、 食糧庁 と 調整 し、 災害用 米穀 を 3， 000 t と す る こ と に 決め た 。

そ の算定基準 は

被災者220万 人 x 3 日 開 x 150g 

( 1 食当 た り ) x 3 食 = 2， 970 t 

1 3 日 間 の供給可 能 な 量 は 500 t J と い う 兵庫食糧事務所の報告 を 受け た 食糧 庁 は 、 大阪、

京都、 岡 山、 広 島 の各食糧事務所 に 要請。 20 日 ま で に2， 500 t が西宮市 山 口 町の 政府指定

倉庫 に搬入 さ れ、 社、 柏 原農林事務所管内 の学校給食セ ン タ ー な とマへの炊 き 出 し 用 緊急米

の供給が始 ま っ た 。 乾パ ン に つ い て は 、 大 阪、 広 島、 愛知各食糧事務所か ら 105， 000食が

届 け ら れ、 神戸市、 北淡、 一宮南町 な ど に 配給 し た 。 こ の他 自 衛隊 に炊飯車40台の派遣 を

要請 し 、 非常食 ( め し 缶詰) 44， 000食 を 神戸、 西宮両市 に供給 し た。

19 日 、 当 面 1 週 間 (19 日 �25 日 ) の 食料確保計画 を 策定。 米 は5 ， 250 t を 確 保で き る よ

う 食糧庁 に 要請 し 、 兵庫食糧事務所、 卸 売業者 (13社) 、 県 の 3 者協議 に よ る 地域 開 の 適

正配布 や小売業者の被害調 査 を 実施 し 、 被害の 少 な い 量販届への 重点 的 な 配布 を 行 え る よ

う に し た 。

震災 1 週 間が経過 し た 。 県消 防学校 に 設 け た救援物資備蓄基地 か ら の搬送 も ス ム ー ズ に

な り 、 自 衛隊、 海上保安庁の水や 食料の補給支援 も 確実 に増 え て い っ た 。 し か し 避難者は

依然 と し て 30万人 を 超 え て い た 。 つ ら い生活が長期化 し 「冷た い め し J へ の 批判 も 当然 出

て き た。 そ こ で簡易 で温か く 栄養の あ る 「炊 き 出 しj の メ ニ ュ ー を 関係機関へ配布 し、 生

活改善 グ、ル ー プ、 自 衛隊がマ ニ ュ ア ル に従 っ て温かい食事 を 配 り 続け た 。 27 日 か ら 2 月 末

ま で66 ヵ 所、 約22， 000人の避難住民が こ の善意 を 受 け た 。

一方食 品 関 係 団体 に も 呼び掛 け た 。 応 え た の は県食肉事業協 同組合連合会、 県食肉環境

衛生同業組合、 県調理師団体連合会 の 3 団体。 2 月 3 日 か ら 17 日 ま での 15 日 間、 49 ヵ 所の

避難所で午鍋、 カ ニ雑炊、 粕汁な ど50， 700食を提供 し た。 但馬、 丹波な ど郷土色 豊か な プ

ロ の 味 を ごち そ う し 、 単調 な 食生活 を 強い ら れて い た被災者 に 喜 ばれた。 全国か ら 集 ま っ
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(表 4 ) 自 衛嫁の主な活動実績

陸 ヒ

延べ派遣人員 約1， 630， 000人
延べ派巡車岡 約 374， 000河
延べ派遣自殺艇
延べ派遣航空機 約 6， 960機
人命救助 157人
医療支援 約 20， 000人
給氷支援 約 33， 000 t 
炊絞支援 約 575， 000食
入浴支援 約 515， 000人
糧食輸送 約5， 887， 000食
ア目 、/ � 三"又Jt.l.o首'" 684�長

(表 5 ) 海上保安庁の輸送実績
1 月 1 7日 - 3 月 31 日

毛布 約12， 000枚
飲料水 キヲ 80kR 
食料、 医薬品 *，;24， ooMfí 
お に ぎ り 約42， 0001同
ゆで卵 ギ)35， 0001�j 
牛乳 最甘 10kR 

海上 航空
約 254， 600人 1， 630， 000入

894陶 374， 0001両
679隻 ;

1 ，  639機 889機
8 人

345人
25， 006 t 3， 910 t 

4， 900:tζ 
約 15， 790人
約 150， 500食 約 900， 000食

て き た ボ ラ ン テ ィ ア も 心強い支援だ、 っ た 。 神 戸大学震災研究会編の f 大震災100 日 の軌跡J

に 次の よ う な 指摘があ る 。

「 人 間 の意識は直 ぐ に風化す る も の の よ う であ る O あ れ ほ ど感激 し た 善意 の お むす び も 、

そ れが毎 日 続け ばやがて不満 の 理由 に も な っ て く る O 実際、 日 がた っ て冷 た く 由 く な っ た

お むす び は 、 高齢者 で な く て も 食べ に く い。 温かい お じ ゃ が食べた い と い う 欲求 も 自 然の

な り ゆ き であ る O そ れで も 、 台所 も な く 、 ガ ス コ ン ロ も な い避難所 で は 冷 た く 囲 い お むす

び を 食べ ざる を え な か っ た の であ る 。 (略)

食料供給 を 初期 、 中 期 、 長期 に 分 け て 考 え て み る O 初期で は ほ と ん と守供給がな か っ た こ

と が最大の 問題点で あ る が、 こ れは①緊急食料の貯蔵がな か っ た こ と O ②供給ル … ト が確

保で き な か っ た こ と に よ る O ま た③緊急食料 と し て何 を 貯蔵す る か。 ④初期 の 食料援助 に

は何が適切 か も 考 え な け ればな ら な い 。 中 期 で は⑤中期 に は どの よ う な援助 を す る か。 ⑥

援助物 資 の 集積 と 分配方法 を 系統化 し て お く 必要があ る O

中 期 か ら 長期 に か け て は⑦栄養面の 問 題があ る O 明 ら か に ビ タ ミ ン C な ど野 菜 や 果実

か ら と る べ き ピ タ ミ ン 類 が欠乏 し て い る O こ れが多 く の 人が体調 を 崩 し た 原 因 と 考 え ら れ

る O こ の 問題 は⑧生鮮食料卸市場 を い か に 早 く 復旧 さ せ、 そ の 緊急流通 ル ー ト を 応急設置

す る かの 問題 も 含ん で い る 。

と く に ④ に つ い て、 お に ぎ り が護助 さ れ た が、 い つ 人 々 に 行 き 渡 る か分か ら な い混乱状

態 に あ る 初 期 で は不適切 か も し れ な い。 冬 の よ う に寒い時期 に は デ ン プ ン が老化す る の で
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沼化が悪 く 、 疲弊 し て い る 人 た ち は 下痢 を起 こ す。 夏期 に は腐 り やす い と い う 指摘 は 、

今後留 意すべ き 点 であ る o J

支給 さ れ る 食事 を 避難者は どの よ う に 受 け 止 め た か。 神戸市生活指導研究 会 (浅野晶子

会長) は 会 員 100人 を 対象 に ア ン ケ ー ト 調査 を 実施 し た 。 会員 は50�60代 の 主婦が多 く 、

100人 113 26人が避難所生活 を 経験 し て い た 。

避難所で最初 に 食事 を 食べた 日 付 は 、 1 7 日 15人、 18 日 4 人、 19 日 1 人、 無 回 答 6 人0' 対

応の混乱ぶ り が う かがわ れ、 食事内 容 は 24人がお に ぎ り 、 パ ン と い っ た 単 品 。 自 宅 に い た

人 は74人 中 単 品 は わずか 1 人。 栄養的 に不足 を 感 じ た か、 に つ い て は避難所 で は深刻。 26

人 中 23人がそ れ を 感 じ、 と く に緑黄色、 淡色野菜の不足 を 訴 え て い る 。 魚類、 大豆製品 も

不足が ち で、 日 頃 口 に す る こ と の多 い 煮魚、 焼 き 魚、 豆腐が少 な か っ た こ と が不満 に つ な

がっ て い る 。 い た だ く も の は レ ト ル ト も のが多 く 、 カ ロ リ ー は足 り て も 栄養 的 に不十分。

避難所の 弁 当 は お 年寄 り に は 味が濃い 、 固 い 、 な ど に 難点があ っ た 。

避難者26人中23 人が身体の不調 を 感 じ て い た 。 集 団生活の 中 で、 夜 も 電気 がつ い て い て

睡眠不足か ら く る イ ラ イ ラ が も っ と も 顕著。 他 に腰痛、 肩凝 り 、 便秘、 生理不)11買、 物忘れ、

体重減少、 神経過敏、 血圧が上が る 、 病気のぶ り 返 し一ーな どがみ ら れた 。

避難所の食生活に も 工夫がみ ら れた 。 お年寄 り は野菜が不足す る と 庖ヘサ ラ ダ を 買 い に

行 っ た り 、 カ セ ッ ト コ ン ロ で冷た い お に ぎ り を 焼 い た り 、 弁当 の フ ラ イ も の は な る べ く 残

し 、 塩分は控え め に し て い た 。

も ら っ て よ か っ た食 品 は 、 ミ ネ ラ ル ウ ォ ー タ ー が ト ッ プ。 レ ト ル ト や イ ン ス タ ン ト 食品

は も ち ろ ん、 季節柄温かいお茶、 お っ ゆ 、 う ど ん な どが喜 ばれた。 気 が き い て い た の は洗

っ た 未や野菜、 自 家製のお惣菜、 お好み焼 き 、 す き 焼 き の材料 を 洗 っ て セ ッ ト に し た も の

一ーな ど。

ア ン ケ ー ト の 結果 に つ い て 、 浅野会長は 「避難生活は 自 炊 も ま ま な ら ず、 好 き 嫌いや量

に 関係 な く 、 あ て がわれた も の を 食べ て い た こ と が う かがえ ま す。 そ の生活が長 い ほ どf料

理の仕方 を 忘れ た j と い う 人が多 い よ う です。 イ ン ス タ ン ト 食品 に つ い て は、 み ん な重宝

し ま し た 。 お い し い 、 簡単。 し か し栄養面で ど う か し ら O 油や塩分が多す ぎ は し な い か し

ら 。 多 く の 人が不安 を 感 じ な が ら 食べ て い た の も 事実です。 年配の 人 も 見夜 し た と 思い ま

すが、 こ れ を き っ か け に年配者向 け の イ ン ス タ ン ト 食品 や冷凍食品 を 開発す る の も よ い の

で は な い で し ょ う か。

若 い 人 た ち は飽食の世 の 中 か ら 一転初 め て貧 し い 日 本 を 見た よ う です。 そ れぞれ心 の 中

に も 今 ま で のぜ、い た く を 戒 め る き っ か け に な っ た よ う に 思 い ま すJ 。

余震の 回 数の 減少、 避難勧告の解除、 電気 ・ ガス ・ 水道の復旧、 2 次的避難所の幹旋、

自 力 に よ る 住居 の確保な ど に よ り 避難所 は次第 に 減少 し て い っ た 。 そ れで も 長期化 を 余儀

な く さ れ る 避難所 も 多 く 、 1 ヵ 月 後の 2 月 17 日 で は961 ヵ 所、 209 ， 828人が不 自 由 な生活 を

送 ら ざる を 得 な か っ た 。
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(表 6 ) 避難所数及び避難者数の推移 ( 1 ヵ 月 後 : 2 月 1 7日 ま で)

( 2 週間)

( 3 週間)

人 々 は比較 的高齢者が多 か っ た 。 米飯の要求が強 い こ と か ら 、 各市町 は県が提供 し た 災

害援助用 米穀で業者に 弁 当 、 お に ぎ り を 作 ら せ、 提供 し た。 3 月 に入 っ て よ う や く 避難所

は 落 ち 着 き を みせ始め 、 食事の炊 き 出 し か ら 自 衛隊が撤退。 各市町への 災害救助用 米穀の

提供 を 、 西宮 ( 2 月 28 日 ) 宝塚 ( 3 月 15 日 ) 尼崎 ( 3 月 16 日 ) 芦屋 ( 4 月 24 日 ) 神戸、 伊

丹 ( 4 月 初 日 ) の 順 に打 ち 切 っ た 。 食事内 容 は 3 月 に 入 っ て 改善 さ れた。 1 人 l 日 の食費

850 円 が1 ， 200 円 に な り 、 1 ， 900kcal か ら 2， 700kcal に ア ッ プ さ れ た 。 ま た 保健婦がチ ー ム

を 組 ん で 2 月 に入 っ て避難所 を 巡回 し て 栄養相談 を 実施 し た。 お年寄 り の悩みが多 く 、 期

間 中 の 相 談件数は4， 080件 (最大時 1 日 232件) 0 

ゴ ミ 、 ト イ V o こ の環境問 題 も 避難所周辺 で は悩み の タ ネ だ、 っ た 。 ゴ ミ に つ い て は収集

車 を 最大時421台 を 確保 し て 県外へ も 運 ん で処理。 ト イ レ は、 震災当初 か ら 仮設 ト イ レ 1 ， 000

台 を 用 意 し 、 順次3， 907台 ま で増や し た が、 最後 ま で不満が絶 え な か っ た 。

お風呂 と 洗濯への要望 も 強か っ た 。 そ こ で次の よ う な 対策 を 順次打 ち 出 し た。

〈下着〉 救援物 資 に 、 不足分を 県が購入 し て避難者30万 人 に 各 l セ ッ ト を 給付。 各市町へ

の搬送 は ボ ラ ン テ イ ア 、 向 衛 隊 に協力 を 呼びか け 、 1 月 25 日 か ら 2 月 4 日 に かけ て避難所

を 巡 回 し て 配布 し た。

(風呂> I 1 週 間 に 1 度 の 入 浴」 を 日 標 に 緊急保健医療対策本部が検討。 第 1 号 は 24 臼 、

新港第 1 突堤 に 自 衛隊が仮設風呂 を 設営、 27 日 ま で に 1 0 ヵ 所 に 設置 さ れた 。 各市町は水道

の復旧工事が停滞 し計画は遅れたが、 ょ う や く 29 日 に 宝塚、 神戸 2 ヵ 所 で仮設風呂 、 漏水
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シ ャ ワ ー の供用 を 開 始。 2 Jl 中旬 に は 白 惰抵の仮設風呂21 ヵ 所24基、 県の仮設風日 は33 カ

所59基、 温水 シ ャ ワ ー 189基 を 数 え た 。 - 方 緊急パ ト ロ ー ル 隊が 「おふ ろ 情報」 を 避難者

に 配布。 高 齢者や障害者 に は、 福祉部が中 心 に な っ て移動入浴車や送迎パ ス で 対処 し た 。

3 月 2 日 、 計画が完了。 設置44 ヵ 所、 大型風呂 2 基、 5 人用風呂24基、 2 人用風呂46基、

温水 シ ャ ワ ー206基。

〈洗濯〉 水道が復旧 し て い な い地 区 に つ い て は、 県 ク リ ー ニ ン グ環境衛生同業組合の ボ ラ

ン テ イ ア が下着類の洗濯 を 実施。 復旧 し て い る 地 区へ は洗濯機 を 配付す る こ と に し た 。 27

日 、 日 本電機工業会か ら 1 ， 000台の 寄贈 の 申 し 入 れがあ り 、 神戸へ500台 な ど、 避難所数に

準 じ て 配分、 1 日 か ら 8 日 に か け て搬送 し た (洗剤 は 県が確保) 。 民 開 業者 も 協力 し 、 西

宮、 神戸、 芦屋 の500 人以上の避難所 を 巡回 し 、 ナ イ ロ ン 袋 に 入 れ た 下着 の無料洗濯 サ ー

ビ ス を 4 月 末 ま で実施 し た。

〈灯油〉 屋外避難者用 テ ン ト (21 ヵ 所、 418張) の 暖房用灯油 の 輸送 に つ い て 24 日 、 自

衛隊の業務 の 一部 を 県が5 [ き 継い だ。 県石油商業組合な ど と 調整、 2 月 10 日 に 供給 シ ス テ

ム を確立 し 、 13 臼 か ら ス タ ー ト さ せた 。

食料、 及 び 日 用 品 につ い て 、 実施 し た 「物資対策」 を ま と め て み る と 一。

①食料の 確保 1 月 17 日 か ら 19 日 ま で、 お に ぎ り 70， 000食、 パ ン 1 ， 040， 000食、 乾 パ ン

1 10， 000食供給。

災害救助用 米穀3， 000 t 確保。

1 月 20 B か ら 約 2 ヵ 月 間、 救援物 資 を 含 め 以下 を 供給。 味噌24 t 、 醤油

10， 304 R， 、 即 席 め ん779， 1 34食、 育児粉乳14， 400kg、 野菜 8 t 、 粉 ミ ル

ク 2， 228kg、 ハ ム 、 ソ ー セ ー ジ3， 695ケ ー ス 、 レ ト ル ト 食品351 ， 429食、

缶詰360， 817缶、 清涼飲;f�-461 ， 568 R， 、 も ち 1 ， 232， 7601閤。

自 衛隊の炊事車 に よ る 活動 を 支援 し 、 生活改善 グ ル ー プ な ど ボ ラ ン テ ィ

ア に よ る 炊 き 出 し実施 ( 1 月 一 3 月 、 181 ヵ 所) 。

野菜 な どの食材提供 と 併せ中央農業技術セ ン タ ー で調理 し た 新鮮 な 野菜

サ ラ ダ20， 000食 を 配布。

]A グ ル ー プお よ び県漁業協 同組合連合会 に よ る 青空 市 の 実施 ( 2 月 3

日 24 日 、 7 屈) 。

市町の食料確保が困難な場合、 県 に よ る 緊急的 な食料供給体制 を 整備。

被災地 内 の卸売市場へ県外産地か ら の 出荷 を 要請。

②毛布、 下着類 毛布 は 震災発生当初71 ， 500枚確保。

③石油流通
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下着は30万 x 1 セ ッ ト O

元売12社へ安定供給要請。 ガ ソ リ ン ス タ ン ド営業率14% ( 1 月 18 日 ) →

92% ( 同 30 日 ) →95% ( 2 月 10 日 ) 。



④生活必需物資 チ ェ … ン ス ト ア協会、 関係各社へ供給努力 を 要請。 大型ヘ リ コ プ タ ー に

の流通確保 よ る 空輸 ( 1 月 19 日 - 20 日 ) 。 庖 舗 営 業 率34. 7% ( 1 月 17 日 ) →80. 3%

( 同 20 日 ) →87. 2% ( 2 月 5 日 ) →94. 3% ( 6 月 28 臼 ) 。

3 . 救護 と 心の ケ ア

1 月 22 臼 午前 10時、 被害規模の甚大 な 神戸の 5 ヵ 所、 両日、 芦屋 の 7 地 区 に 「救護対策

現地本部j が設け ら れた 。 (芦屋 は23 日 ) 0 2 1 臼 深夜か ら テ ン ト の設営 工 事 に かか り 、 と り

あ え ず机 と 椅子、 携苦電話 1 本 を 用 意。 暖房器具 も 寝具 も な か っ た が、 現地本部員 3 人、

医 師、 看護婦 の ス タ ッ フ を編成 し 24日寺間体制 の ス タ ー ト を 切 っ た 。 医 師 同 は県立病院 4 、

自 衛隊 2 、 福井県医療団 1 の 7 チ ー ム υ 24 日 か ら 本部員が 6 人 に 増 員 さ れ、 医療器具、 電

話、 フ ァ ッ ク ス 、 自 転車 な どが入 札 設備 も よ う や く 整 っ たc

こ の う ち 長 田 地区で は真野公園の敷地が狭 い た め 、 県 長文化体育館東側 に 移転 し た 。 本

部 テ ン ト の ほ か、 カ ナ ダ政府か ら 供与 の あ っ た大型 テ ン ト 2 基 ( ス プ ラ ン グ ・ シ ェ ル タ ー )

が設け ら れた。 施錠が可能であ っ た た め 、 現地本部の校時 の 重要物 品保管庫 と し て 大変役

立 っ た と い う 。

(表 7 ) 兵庫療救護対策現地本部設置場所

東灘区野寄公閥 (本山丙隊本 3 ) 
中央Ii宮本公開 (宮本通 3 ) 

; 長田 IX:Pi� \í:文化体育館側IJ (蓮池町 1 ) 
芦屋市松浜公樹 (浜芦原町 5 ) 

灘反i兵 凶公園 ( 浜 田 町 2 ) 
兵庫 医 門 r J公隠 (河口通 2 ) 
西宮市安井小校庭 (安井町 1 ) 

現地本部 の 主 な 仕事 と 機能 は①被災住民か ら の相談、 要望への対応 ②監療相談、 診療

の実施 ③緊急パ ト ロ ー ル 隊 の 地 区 集結基地 ④ ボ ラ ン テ イ ア 活動 に 対 す る 支援 な

ど。

こ の 頃、 避難者の増加 は ピ ー ク 期 を 迎 え 、 混乱 と 錯そ う 状態。 も ち ろ ん住民 に よ る 「 自

治J は ま だ な い。 列 を な し て 身体の不調 を 訴 え る 人や 、 肉 親、 知人の安否 を 気遣 う 相談、

食事、 水 に 対す る ク レ ー ム が集 中 し た。 現地本部 は生活全般に わ た る 、 避難者に と っ て の

ベー ス キ ャ ン プの機能 を 果 た し て い た。 初 日 だ け で 6 地 区合 わ せ て相 談、 苦情 は125件、

診療 は 167件。

こ の 頃、 全国か ら ボ ラ ン テ イ ア が続 々 と 集 ま っ て き た 。 そ の 支援 と 配置 に は現地本部が

当 た り 、 避難所周辺で婦人会、 ボー イ 、 ガー ル ス カ ウ ト ら と 一緒 に な っ て炊 き 出 し 、 掃除、

救援物資の整理 な ど を 献身 的 に行 う 姿勢が避難者 に 感動 を 与 え た 。 避難所での ボ ラ ン テ ィ

ア は73%が30歳以 下の若者た ち で、 大学生、 短大生、 専 門 学校生45%。 高校生 も 12%参加

し て い た 。

ま た25 日 に は ホ ー ム ス テ イ 、 公的宿泊施設の 斡旋受付 の 窓 口 に な り 、 新 た に 5 人が こ の

事務 に 当 た っ た 。 ち な み に こ の業務は 6 月 30 日 ま で行 わ れ た が、 期 間 中 の相談件数 は ホ ー
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(凶 1 ) 救護対策現地本部

阿播1お

淡路
汁波 113人 (2%)

213人 (4%上
但馬 \ 

471 人 (8%)

1，108人 (19%)

東J毒機
688人 (12%)

動員 延べ人数 5， 914人

本庁
1，597人 (27%)

神戸 ・ 阪神
1，724人 (28%)

ム ス テ イ 1 ， 166件、 公的施設は2， 839件。 さ ら に28 日 か ら 近畿、 中 国、 四 国 3 ブ ロ ッ ク 各府

県 の 公営住宅の斡旋受付 窓 口が開 かれ、 3 ブ ロ ッ ク か ら 3 人ずつ 9 人の他府県職員が駆け

つ け 、 ス タ ッ フ を 支援 し た。

29 日 、 7 地 区 合 わ せ て 最 高 の 243件 と い う 現地本部へ の 苦情、 相 談件数は30 日 以降徐 々

に 減少 し て い っ た。 多少落 ち 着 き を 取 り 戻 し 始め た も の の 、 半面要望は食科、 仮設 ト イ レ 、

風 呂 の 設置、 仮設住宅の入居 な ど多様化 し て き た。 仮設 ト イ レ 、 風呂 に つ い て は頗次整備

し て い っ た が、 住宅 に 関 し て は仮設住宅への希望、 さ ら に 自 宅の再建、 地権 を ど う す る か

な ど多 岐 に わ た り 、 相談 は急増 し た 。 こ の た め 2 月 6 日 か ら 11 日 ま で中央、 長 田 、 西宮 の

3 現地本部で大阪、 岡 山 弁護士会の協力 を 得 て 、 家屋倒壊 に よ っ て生 じ る 借地、 借家 の 問

題 を 中心 に し た法律相 談 を 実施 し た 。 こ の 時期、 住宅関連企業 な ど社員 ボ ラ ン テ ィ ア も 多

数参加 し て い た。 1 ヵ 月 間 の相談件数は3， 415件、 医療7， 784件、 ボ ラ ン テ ィ ア 活動2， 097

人。

避難者 は そ の後、 仮設住宅の建設に よ り 白 立への ス テ ッ プ を 踏み始め た 。 各市で処理す

る 事項が多 く な り 、 3 月 11 日 を も っ て24時 間体制 か ら 日 勤12時 間体制 ( 9 時か ら 21時 ま で)

へ移行。 職 員 数 を 減 ら し 、 併設 し て い た 医疲班 も 、 患者の減少、 そ れ に 外傷や風邪 か ら 慢

(表 8 ) 救護対策現地本部の相談状況

一般相談
医療相談
ボラ ン テ ィ ア
活動 グ ル ー プ
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l 月 22 [1 - 3 月 31 日

5， 433 
12 ， 495 

586 
(3 ， 81 6 人)

4 月 1 日 - 7 月 26 [J 
1， 104 

。
25 

(27人)



性疾患 に比重が移 っ て き た こ と か ら 、 3 月 31 日 を も っ て診療業務 を 終 え た 。

震 災100 日 目 に 当 た る 4 月 27 日 、 自 衛隊が被災地 か ら 撤収。 屋外避 難 所の 自 衛隊 テ ン ト

( 当 時29 ヵ 所、 494張) も 麗止 し、 返納す る 必要があ っ た が、 勤務先 な ど の 理 由 でf主 民 の

間 で存続 を 望 む声が強 く 、 7 月 1 7 日 ま で に 5 1 き 揚 げ ら れた の は109張 (22%) に 過 ぎ な か

っ た。 そ の後 も 神戸市 と 連携 し な が ら 撤収交渉 に 当 た っ て い る O

芦屋市が 6 月 3 目 、 現地本部の廃止 に 踏み切 り 、 残 り も 避難所 リ ー ダー 、 自 治会役員 、

ボ ラ ン テ イ ア に 状況説明 を 行 い 、 8 月 10 日 を も っ て完全撤収 し た。

現地本部 を ベー ス キ ャ ン プ に 、 避難所 を 巡回 す る 「緊急パ ト ロ ー ル隊」 は 実態、 動 向 を

掴んで、 不 自 由 な生活環境の改善 を 図 り 、 その切実な声 を 開 き 、 県市の 関係機関へ手配す

る 重要 な 役割 を 果 た し た。 震災 3 日 後の20 日 に発足 し 、 神戸、 西官、 芦屋 の避難所 を 中心

に 巡 回 パ ト ロ ー ル を 開始 し た。

構成 は 県職 員 2 人、 警察官 3 人、 パ ト ロ ー ル カ - 1 台。 33班でス タ ー ト し、 21 日 に は50

班、 22 日 以 降 は 100班の500人体制 に な り 、 お お む ね 1 日 当 た り 、 各班 8 ヵ 所、 延べ800 カ

所の避難所 を 巡回 す る こ と に な っ た。 ま た 3 市の災害対策本部 に 県災害対策本部員 2 人 (神

戸市は警察官 2 人 を 含む 4 人) が駐在 し 、 パ ト ロ ー ル隊か ら の報告 を 取 り ま と め、 連絡、

調整 に 当 た っ た。

隊員 は避難者 に 安心感 を 与 え る よ う に 、 制服上着、 腕章、 名札 を 着用 し 、 事業者の協力

に よ る 携帯電話、 ハ ン ド マ イ ク を 携帯 し た。 午後 6 時、 パ ト ロ ー ルが終 わ る と 早速要望や

苦情 を 報告書 に ま と め、 フ ァ ッ ク ス でパ ト ロ ー ル隊本部 に 送 ら れた 。 そ れ を 整理、 分析 し 、

翌朝 7 時か ら 開 く 災害対策本部会議で、 緊急 を 要す る 案件は即決 さ れ た 。

被災 3 週 間 が経過 し 、 次第 に 避難所 は減少 し て き た。 し か し大規模 な 避難所が依然 と し

て多 い灘、 兵庫、 長 田 区 で は避難生活の長期 化 に 伴 い 、 ス ト レ ス が溜 ま り 、 精神的 に不安

に 陥 る 人 々 が増 え る 傾 向 に あ っ た 。 こ の た め 2 月 12 日 か ら 垂水、 l閥、 北 区 の パ ト ロ ー ル隊

員 を 減員 し 、 長 田 な ど 3 区 を 増 員 す る 配置換え を 行 っ た。

緊急物資 の 搬送、 お年寄 り や 病弱者の対応、 広報掲示板の設置、 実態 に つ い て の 基礎調

査 な ど、 パ ト ロ ー ル 隊 の 活動 は続 い た が、 3 月 に 入 っ て 3 市の 避難者数は 8 万 人 (626 カ

所) に 減少 し た 。 こ の た め 11 日 か ら 小 さ い避難所への巡回時間 を 短縮 し 、 住民 間 の ト ラ ブ

ル な ど 問題 を 抱 え る 避難所へ の 夜 間 パ ト ロ ー ル (20時 ま で) を 実施、 編 成 を 1001誌か ら 50

隊に縮小 し た 。 さ ら に 6 月 3 日 か ら 30隊 に 。 7 月 26 日 を も っ て業務 を すべ て 終了 し た 。

(表 9 ) パ ト ロ ー ル隊活動状況

15 ，  794 
4， 1 70 
1 ， 102 

26， 871 
7 ， 100 
1 ， 677 

ハ吋υ
噌Bi
内〆十】

ハリ
ηδ
弓υ

Qd
ハり
1i

，
，
，

 

FU
ハり
にD

巧i
っ“

戸hυ
ハHV
Q/“

つμ
A句
史3

1
1
5

 

，
，

 

nxu
nL

 

県職員 警察官 延べ班数 | 巡回避難所数

第 巾章@牛jli 99 



(夫10) 健康相談状況

(表11) 食生活改善事業状況

従事人員

指導件数

指導件数

指導件数

項 Fl 実絞 ( l996{F 1 月 31 口 現在)

避難所巡回 実施避難所数 1， 193 ヵ ゆi

栄養相談 従事 人 数 (延べ) 501 入

i 指導件数 (延べ) 4， 080件

仮設住宅 従事人数 (延べ) 767人

栄養相談 訪問件数 (延べ) 6， 353件

栄養 実施同 数 (延べ) 1 1 7 [g]  

健康教育 ; 参加人民 (延べ) 3， 059人

3， 604人
28， 276{'午

18， 174r牛

24， 097件

「パ ト ロ ー ル を 通 し て み た 避難者の状況」 と い う 報告があ る 。 1 ヵ 丹 、 100 日 、 半 年 の

ス パ ン で、 追 っ て い る が、 震災で ほ う 然 白 失。 避難所生活 を 送 っ て い く う ち に 立 ち 直 り 、 自

助 か ら さ ら に 自 立 し よ う と す る 住民の足取 り が際立 っ て 見 え る O

① 1 ヵ 月 一一ゴ ミ 処理、 お風呂 、 暖房器具、 炊 き 出 し、 お む つ 、 生理用 品 、 下着な ど生

活 に 最低 限必要 な 物資の希望 と 、 汚水処理や入浴の要望が多 か っ た 。 1 月 末の 調査で 「不

自 由 を 感 じ て い る 避難所が60%程度」 に な り 、 一応 の 落 ち 着 き を みせ始め た 。 義援金、 催

災証明 に つ い て の 問 い合 わせが多 く 、 自 立へ 向 け て救護対 策 に 関心が寄せ ら れ る よ う に な

っ た。 2 月 中旬 に は避難所で 自 治会が組織 さ れ る よ う に な っ た。 一方で外部者 と の ト ラ ブ

ル 、 不審者の は い か い 、 宗教勧誘者の 立 ち 入 り な ど防犯上の 問 題が出 て き た 。 学校が避難

所 に な っ て い る と こ ろ で は 父兄か ら 授業再開 を 強 く 求 め ら れた 。

②100 日 一一 自 治組織が機能 し 、 仮設住宅への 関心が高 ま っ た。 地元へ の 設 置 を 求 め る

声が強 く 出 た 。 ラ イ フ ラ イ ン が回復 し 、 避難者数は 日 に見 え て 減少。 炊事用 具、 洗濯機、

テ レ ビ の 普 及 も 60 - 80% に な っ た。 ボ ラ ン テ イ ア に よ る イ ベ ン ト の実施 な どで 明 る さ が見

受 け ら れ る よ う に な り 、 旅行で気晴 ら し が し た い と い う 声 も 出 て い た 。 半面長期 に よ る 避

難所生活で ス ト レ ス か ら 精神 的 な 問題が多 く 見 ら れる よ う に な っ た 。 物資の要求 も 複雑化

し て き た。 気温の上昇か ら 衛生面の配慮 を 求め る 声が強 く 、 保冷庫 な どの設置要望が出 た 。

仮設住宅の完成 と 入居の推進が住民 の 自 立への気持 ち を 促進 し て い っ た。 仮設 ト イ レ の撤
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去 、 物 資 を 他 に 屈 し た り 、 引 き 取っ て欲 し い な ど避難所終息へ向 け て の 動 き が出 て き た っ

③半年一一 5 月 に 入 り 避難所 ぐ る み で運動会 な ど レ ク リ エ ー シ ョ ン に取 り 組 む所 も あ っ

た 。 仮設は 遠 い 、 と い う 理由 で応募 し な い 、 吋 た っ て も 荷物 だ け 入 れて お く 人がい る な ど

不満 は相変 わ ら ず。 雨 が よ く 降 り 、 ピ ニ ー ル シ ー ト 、 パ レ ッ ト な どの要望が多 か っ た 。 ド
旬 、 芦屋で は 避難所の 集約が進み、 9 ヵ 所 に減少。 梅雨 を 迎 え て雨 と 避 暑対策が急がれた。

生 ゴ ミ 処理、 ト イ レ の消臭、 殺虫剤、 雨具、 設の要求 な とふが多 か っ た c 避 難所統廃台の情

報や仮設住宅の抽選漏れでい ら 立つ 人 も 日 夜 ち 、 情報 を 新開 な どか ら 収集 し、 相談に応 じ

た 。 7 月 、 一気に 閉鎖への 動 き が活発化。 震災か ら 7 ヵ 月 余 り 続い た 災害救助法 に基づ く

避難所は 8 月 初 日 を も っ て終止符が打 た れた。

( 図 2 ) 避難所緊急パ ト ロ ール地域別動員状況 動員延べ人数 21， 066人

淡路
丹波 240人 (1%)

687人 (3%){凡馬 本庁
1，620人 (8%) 4，276人 (20%)

西J長磨
2，976人 ( 14%)

東播磨
2，445 人 ( 12%)

神戸 ・ 阪干111
8，822 人 (42%)

4 .  2 次的避難所

県 は避難生活が長期化 し 、 不安が募 る 避難者 に 対 し 、 公的宿泊施設や ホ ー ム ス テ イ の斡

旋 な ど を 実施 し た 。 い わ ば仮設住 宅 な どへの入居 ま での í 2 次的避難所j と し て 温 も り の

あ る 施設で ゆ っ く り 休ん で、 も ら お う と い う 試み。 旅館や民宿 も こ れ に加 わ っ た。 さ ら に 公

営住宅、 民 間 ア パ ー ト 、 企業社宅の提供 な ど も 呼びか け た 。

①公的宿泊施設、 公的施設の斡旋。

1 月 19 日 か ら 県 内 の 受 け 入 れ可能 な宿泊施設の調査 を 始 め 、 8 ヵ 所 の 公営国民宿舎を は

じ め近接府県 に も 協力 を 依頼。 1 月 23 日 、 西宮、 芦屋 で 申 し 込 み用 紙 を 配 っ た が、 応募は

わずか11家族18人 だ っ た 。 神戸で も 斡旋 を 開始。 2 月 に 入 り 、 1 泊 か ら 2 i自 の シ ョ ー ト ス

テ イ を 勧 め た こ と も あ り 、 少 しずつ利用者 は増加 し た 。 2 月 9 B か ら ホ テ ル 、 旅館 ( 6 施
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東 難 区 民 セ ン タ 一 分館 で 炊 事 す る 主 婦 ら
(1995年 9 月 19 日 )

設) を 特別 斡旋施設 と し て 高齢者、 障害者 を 対象 に 受 け付 け を 始め た 。 6 月 ま で期 間 を 延

長 し た が、 こ の 聞 の利用 者 は 1 ， 822家族、 4， 637人。

②ホ ー ム ス テ イ の斡旋。

頼 る べ き 親類縁者がな い避難家族、 あ る い は 老人や乳幼児 を 抱 え た 母親、 子供、 受験生

な ど を 、 一時的 な 家族 と し て受 け入 れ る 家庭 を 全国 か ら 募集 し た 。 1 月 初 日 の 呼 びか け に

対 し 、 県 の 受付 窓 口 に 申 し 込みが殺到。 救護対策現地本部、 尼崎、 伊丹、 宝塚、 川 西、 淡

路地域の市役所等で斡旋 を 始め た 。 3Hl に 受 け 入 れ 申 し m を 締 め切 っ たが、 全 国 か ら の応

募 は 約 1 1 ， 750件 に 達 し た 。 6 月 30 日 、 斡旋 を 終 了 し た が、 成立 し た の はお家族160人。

成立率が低か っ た理 由 は、 受け入れ側 に 「 子供のみ預か る J r受験生 を J r母子家庭 を J

と い っ た 条件があ っ た こ と 。 提供先が被災地周辺に 止 ま ら ず全国 に わ た っ て い た こ と か ら 、

条件が合わ な か っ た ケ ー ス が多 い 。

③公営住宅への .時入居。

被災者の 一時的 な住宅の確保 を 目 的 と し 、 公営住宅の 空 き 家への入居 を希望すれば地方

自 治法238条 の 4 第 4 項 に 基づ く 目 的外使用 を 認め る 措置 を と っ た。 1 年 を 期 限 と し 、 収

入基準等の 入居者資格 を 問 わ な い。 適宜家賃、 ま た は敷金の徴収猶予、 減免 を 行 う O

県は震災当 日 、 住宅供給公社 と 連絡 を 取 り 空家住宅550戸 を 神 戸市 ほ か各市 に 配分 を 決

め る 。 一時入居の相談 に対応す る た め県庁内 に専用 電話10台 を 設置。 雇用促進事業団が空

家 1 ， 733戸 を 被災者用 に確保 し 、 一時入居の募集 を 開始。 住宅 ・ 都市整備公団 関 西支社仮

移転住宅特別対策班か ら 近隣府県 に所在す る 2， 172戸 の 空家 の提供 を 受 け配分。 さ ら に 全

国 の 空家3， 000戸 の 一時入居の募集 を 始 め た。 同 28 日 、 一時入居 可能戸数は25 ， 444戸 に 達

し た。 2 月 に入 っ て さ ら に軌道 に 乗 り 、 10 日 に は入居 可能戸数は29 ， 399戸、 入居決定 5 ， 928

戸。 4 月 下旬 に は 入居が決 ま っ た戸数は10 ， 302戸 と な り 、 1 万台 を 超 え た。

6 月 1 日 、 建設省 と 協議。 希望者が徐 々 に 減 り 始 め た た め 、 近 隣府県 を 除 く 他府県 の 公
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営住宅 (13 ， 224戸) 公 団 分 (2， 155戸) を 対象外 と し 、 一時入居可 能戸数 を 14， 592戸 と し

た 。 震災約 1 年 を 経て、 入屠戸数は 1 1 ， 729戸 ( 3 月 31 日 ) 。

④民間 ア パ ー ト 、 賃貸住宅の提供。

新た に 国の 支援 を 得 て 、 災害救助法の仮設住宅 と し て借 り 上げ、 高齢者、 樟害者 ら 健康

面で不安の 多 い 人た ち を 中 心 に提供。 2 月 8 日 か ら 申 し 込み を 受 けf、

中 旬 か ら 下勾 に か け て 11 1世帯262人が提f供共イ住主宅 に 入屑o 3 月 か ら 2 次募 集 を 行 い、 262世

帯が応募。 28世帯63人が入居 し た 。 原則 と し て 6 ヵ 月 間 の提供 と し て い た が、 住宅確保の

メ ドがた た な い 人の た め に 6 ヵ 月 の延長 を 認め た 。

⑤企業社宅等の情報提供O

1 月 24 日 、 県商工会議所連合会 を 通 じ て 受 け入れ可能な 企業社宅、 保養所 な どの情報収

集 を 行 っ た 。 県 内外の28企業か ら 433戸 の提供 申 し 出 があ っ た。 遠 隔 地 の 社宅 は低調 だ、 っ

た が、 被災地 に 近 い と こ ろ か ら 入居が進み、 2 月 末 ま で に 1 94戸へ入居、 最終的 に は217戸

を 数え た。

こ の他、 避難所生活が長引 く 人た ち の た め に 1 泊 2 日 の リ フ レ ッ シ ュ の 旅 を 実施 し た 。

城崎町、 温泉 町、 赤穂市、 洲本市 な ど温泉 の あ る 市町 を 含 め て 1 5市町が受 け 入 れ、 2 月 20

日 か ら 実施 し た。 企画か ら パ ス の手配な ど運営 ま で県 と 市町が行 い 、 3 月 末 ま で に神戸の

30， 400人 を 含 む37， 600人の避難者が温かい も て な し を 受け た 。

災害救助法 に も と づ く 避難所は 8 月 初 日 を も っ て 閉 鎖 さ れ た 。 し か し 、 神戸新聞 に よ る

と

「神戸市の待機所、 !日避難所で生活 し て い る 被災者の う ち 約 8 割 は今 も 移転 の め どが立

っ て い な い。 神 戸 市 は 空 き 仮設住宅の斡旋や公的賃貸住宅への応、募 を 呼び掛 け て い る が、

解消 に は か な り 時間がかか り そ う 。

同市 の 避難者は震災i直後の 1 月 24 日 、 236 ， 689 人 を 記録。 県 内 市 町 で は 最 も 長 く 災害救

助 法が適用 さ れた が、 仮設住宅の必要戸数が確保で き た こ と な ど を 理 由 に 、 8 月 20 日 を も

っ て避難所 を 廃止、 待機所 を 設 け た 。 廃止時 に 約4， 800人い た避難者 は 1 2 月 に 1 ， 000 人 を 切

っ た が、 そ の後、 減少ペー ス は 月 20人前後 と 鈍化 し て い る 。

現在は公屈 な ど 8 ヵ 所で260人、 !日 長 田 区役所な ど 5 ヵ 所で96人が暮 ら し て い る 。 避難

者の う ち 自 宅再建中 や仮設住宅契約済み な ど 『移転の め どがあ る j の は 、 全体の約 2 割の

78人に と ど ま っ て い る 。

f め ど な し J と 答え た 人の多 く は市街地の仮設住宅 を希望 し 、 岡 市 は 空 き 仮設住宅 を 斡

旋 す る 方針。 し か し解消時期 は 『 こ ち ら か ら 決め な い J と し て い る 。 J

避難所 を 出 た 人 も そ う で な い 人 も 、 そ れぞれ 『被災j と い う 重い現実 を 背負 っ て い る 。
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(差是12) 避難所の廃止 ( 2 ヵ 丹後か ら 1 年後 まで)

(注) 8 JJ 17 日 以降の数値の ( ) は災害救助法対象外の避難所 (1日避難所) 及び避難者数

避難所の廃止時賎

3 月 3 日 避難者数10万人割る
3 月初 日 避難者数 7 万人割る
4 月 5 口 避難者数 6 万人前る
4 月 15 日 川両市 避難所廃J1-.
4 }j 1 9 日 避難者数 5 }j人部る
4 月 26 日 「避難所対策協議会J 設置
5 月 7 日 避難者数 4 万人割る
5 月 21 日 宗塚市 避難所廃止
5 月 26 日 「避難所関係市長会議j 開催
5 }j 29 日 避難者数 3 万人苦手lる
6 月 15 B 尼崎市 避難所廃止
6 月 18 日 芦屋i市 避難所廃止
6 月 29 日 避難者数 2 万人苦手Jる
7 月 31 日 西官m 避難所廃止

(丙宮市単独で運営する遊要約íJTは 9 J1 30 日 ま で存在)
( 8 月 9 日 現在、 神戸市一避難所216 ヵ 所、 7， 600人)

8 月 14 日 避難者数 1 }j人割る
8 J1 20 日 神戸市 避難所廃止 (震災から216 日 目 )

〈 これに よ り 災害救助法に基づ く 避難所はすべて廃止〉
( 1日避難所196 カ所、 6， 672人)

8 月 21 日 神戸市 待機所12 ヵ 所開設、 594人
(i日避難所157 ヵ 所、 4， 221人)

1996年 1 月 17 日 神戸市 待機Ffr260人
( 1 年後) (旧避難所40 ヵ所、 758人)
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l 第二節 避難者の行動心理
1 . 耐 え る 日 々

震災の 日 、 多 く の避難者の取 っ た行動は 「冷静で、沈着 だ、 っ た」 と い う 評価があ る O 家屋

の倒壊 と 下敷 き に な っ た犠牲者、 迫 り く る 大火災の修羅場 を く ぐ り 抜け て 、 た ど り 着い た

避難所では、 シ ョ ッ ク で 「 ぼ う 然 自 失」 と い う 状態であ っ た か も し れ な い 。 し か し そ の後

も 感情 を む き 出 し、 泣 き 、 わ め く シ ー ン を 見 た 、 と い う 人 は 少 な い 。

外国の新開記者は 「黙 々 と 、 避難所で苦労 に 耐 え て い る 」 と 、 よ そ の 国 で 見 る よ う な 災

害時の暗騒 と は 違 っ て 、 そ れ は不思議 な エ ア ポ ケ ッ ト 、 ま た は奇異 な現象で あ る よ う に報

じ た 。 ロ サ ン ゼ ル ス 地震で、 マ ー ケ ッ ト を 襲撃 し商品 を 略奪 し て い っ た シ ー ン は ま だ記憶

に新 し い。 ワ シ ン ト ン ポ ス ト は、 日 本人 の キ ー ワ ー ド を f我慢j だ と し 「 日 本人の特性が

地震の と き に 表れたj と 書い た 。

「淡路 ・ 北淡町最大 の避難所 で あ る 町民セ ン タ ー に は800人の避難者 で あ ふ れで い た 。

18 日 に は大鳴 門 橋 を 渡 っ て 四 国か ら 衣類や食料が届 き 、 セ ン タ ー の前 に 山 がで き た。 衣 と

食に不安 は な く 、 そ れが冷静 な生活 を 送 る こ と がで き た 要 問 の ー っ と 思 わ れ る 。

『近所 の 家 の 間取 り か ら 、 寝 て い る 場所 ま で知 っ て い る j o こ れ は イ ン タ ビ ュ ー に 答 え

て く れた人が口 を そ ろ え て 言 っ た 言葉 で あ る 。 近所 と は か な り 広 い範囲 を 指す よ う であ り 、

町の地縁、 血縁の あ り 方 を 端 的 に 表 し て い る 。 そ の た め生活の :立 ち tが り は、 安心で き る

環境の 中 で比較的 ス ム ー ズ に 行 わ れ た。 J (県家庭問題研究所)

都市部の避難所で も ほ と ん ど差異 は な い。 蹟井情東京大教授 (社会情報研究所) は震災

直後、 鉄道が寸断 さ れて い た た め、 大阪か ら 神戸 ま で 9 時 間 か け て 歩 き 通 し 、 被害の状況

を つ ぶ さ に 観察 し た 。 「 コ ン ビ ニ の 一部 は 開 い て い る た め 、 そ こ に 食料品 を 買 い 求 め る 人

が数多 く 並ん で、い た 。 抜け駆けす る 人 も お ら ず、 比較的冷静 に 見 え た。 東灘 に 入 る と 、 親

子連れ と か、 あ る い は老人一人が、 毛布 だ け を 持 っ て近 く の避難所 に 向 か っ て い た が、 皆

か な り 冷静な 感 じ で あ っ た」 と い う 。 そ し て 日 本人の非常時 に お け る 行動心理 を 次の よ う

に 分析 し て い る 。

f 日 本人の民族性 と し て 、 多 く の 人が災害 を 運命 と し て と ら え る と い う こ と があ る と 思

う 。 外国 人 だ と 『神 の 怒 り j と い う 受 け止め 方 を す る と こ ろ を 、 日 本人の場合は 『災害で

生 き る の も 死ぬ の も 運命であ る 。 こ れ は も う 以前 か ら 定め ら れ て い た 運命 な の だj と 考 え

る 心理が働 く 。 そ れ か ら f 自 分 も 被害 を 受 け た 。 し か し家族全員 が死 ん で し ま っ た家 も あ

る 。 そ の 人 た ち に比べれば幸せ と 思 わ な け ればな ら な いj と い う 、 合理的 と い う べ き 心理

カ可動 い て い る の だ ろ う 。

さ ら に も う 一 つ 、 天災論 と い う の も あ る と 思 う O 市民 レ ベ ル で は 『行政 を 貢 め て も 仕様

が な い 。 災害の 力 が余 り に も 大 き か っ た た め 、 手の施 し ょ う がな か っ た 』 と い う 。 つ ま り

第一言主@生活 105 



f災害は天災で、 人 間 の 力 を は る か に超 え て い る O 諦め る し か な いJ と い う 意識があ る O

災害 を 運命 だ と 諦め る O 他人 と 比較 し て諦め る 。 天災だ と 観念 し て諦め る O こ う し た い ろ

い ろ な 理 由 で、 結 局 自 分の状況 を 甘受 し て し ま う O お そ ら く そ う い う 心理 があ っ た と 思

う 。J ( r 災害 と 日 本人 ・ 巨大地震の社会心理j 時事通信社)

こ の運命論 は 、 1876年 (明治 9 ) の神 田 の 大火や 関 東大震災の と き に も 外国 人 に指摘 さ

れた こ と で あ り 、 そ の結果 と し て康井教授は 「次は本当 に 災害 に 強 い 防災都市 を つ く っ て

ほ し い と 思 う O け れ ど も 多 く の 人が天災論 と か運命論 を 持っ て い る と 、 それがで き に く い。

つ ま り 、 結局災害は運命な の だ と い う 意識 を 持 っ て い る と 『二度 と こ う い う 苦 し み を 起 こ

さ な い よ う に し よ う O こ の悲劇 を 二度 と 繰 り 返 さ な い でお こ う 』 と い う 、 強 い 決意 に な ら

な いJ と 結ん で、い る O

日 本人の特性であ る 「我慢j は半面 「無関心J に も つ な が る O 面識の な い 人 た ち が集 団

に な っ た都市部で は そ の傾 向 がや は り 強い 。 し ん どい役割はすべて他人 ま かせ と い う 指向

一一。 「都市家族 は ボ ラ ン テ ィ ア な ど外部組織の援助 に か な り 依存 し て い る O ま だ ま だ 自

分た ち の力 で な ん と かで き る 状態 で は な い。 ボ ラ ン テ ィ ア が去 る と 、 頼 み は 行政の支援。

と い う の は被災 し た都市家族 に と っ て は、 地縁 も 血縁 も 長期 的 に ;宥効 な サ ポ ー ト ネ ッ ト ワ

ー ク と し て機能 し な い か ら で、 危機克服の た め の基盤が弱 い 」 と い う 県家庭問 題研究所の

指摘 も あ る O

2 . 避難基地 と し て の 学校

次 に被災 し た住民の行動心理 と 、 避難所運営の リ ー ダ ー シ ッ プの あ り 方 に つ い て は ど う

か。 神戸大学は震 災後、 岩崎信彦文学部教授 を ttt話人 に 四十数人で 「震災研究会j を 組織

し 、 都市直下型地震の メ カ ニ ズ ム 、 避難 と 救助 と 支援、 健康 と 環境、 住宅問題、 復興計画

な ど、 被災現場 に 入 り 込 ん で、 、 あ ら ゆ る 角 度か ら 徹底調査 し た。

ま ず避難行動 に つ い て 。 家屋倒壊 と 火災が極 め て 激 し か っ た 長田 医 と 須磨 区東部に注 目

し 、 避難者 の 70%以上が集中 し た 9 つ の小、 中 学校 を 対象 に調べた (震災直後か ら 2 月 下

(表13) 校区内避難者数 ・ 率

長楽小
大黒小
二袋小
主主i湯小
蓮池小
太 問 中
駒 ケ 林 中
鷹取中
千歳小
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避難者数

1， 486人
1， 192 
505 

2. 047 
1， 462 
1， 408 
1 ， 1 60 
1 ， 405 

校医内 校区内
避難者数 避難者率

857人 57. 7% 
942 79. 0 
435 86. 1 

1 ， 494 73. 1 
1 ， 121 76. 7 
1， 277 90. 7 

29 2. 5 
517 36. 8 



旬 に か け調査) 。 よ り 近 く へ避難す る 指向性、 そ し て 日 常的 に 地域 コ ミ ュ ニ テ ィ の核 と し

て学校が機能 し て い る 、 と み る か ら であ る O

大黒、 二葉、 真陽、 蓮池小 は校区内 か ら の避難者が73�86%、 二葉小 は86. 1 % に 達 し た。

長楽小の 57 . 7% は 火災 に よ る 被害が大 き か っ た 千歳小校区 な どか ら の避難者 を 受け 入 れ た

た め 。 千 歳小 に は 当 初、 700人が避難 し て き た が、 火 災 の た め JR 鷹取工場、 太 田 中 、 大

黒小 な どへ分散避難 し た 。 太 田 中 は大黒、 千歳小校区 を 校区 に し て い る O 大黒小 に 隣接 し

て お り 、 校 区 内 避難者は90% を 超 え た 。 妙法寺 J I I 以西の西接校区か ら の避 難者 は ほ と ん ど

な く 、 校医 と い う のが強 く 意識 さ れて い る O さ ら に 河川 の存在が避難行動 を か な り 規制 し

て い る 。

駒 ケ 林中 は二葉、 長楽小 を 校区 に し て い る が、 校区外 に 立地 し て い る た め校区内避難者

は わずか2 . 5%。 避難者の地域的分布 は 、 国道 2 号糠以北、 JR 線以南、 間 出 前池線以東

の 区域 に 集 中 し て お り 、 主要幹線が避難行動 に 影響 を 与 え て い る 。 鷹 取 中 は校区外か ら の

避難者が 6 割以 上 を 占 め て い る O 校匿の東側 に 集 中 し 、 多 く は 火災被害 の 大 き かっ た 野 田

北地区の住民。 火災の延焼で東か ら 西へ避難 し た こ と が推察 さ れ る O

こ の こ と か ら 、 共通 し て認め ら れ る 傾 向 を 次の よ う に分析 し て い る O

①避難者が よ り 近 く に あ る 避難所 を 指 向す る 近接性効果は、 全体的 に 認め る こ と がで き

る が、 火災 に よ る 被害の深刻 な校区 に お い て は、 必ず し も 近接性効 果 だ け で避難行動 を 説

明 で き な い。

②火災被害が著 し い場合 を 除い て は 、 各小学校への避難者は校区単位 で ほ ぼ完結す る こ

と が多 い 。 こ れ は校区が地域の コ ミ ュ テ ィ 区域 を 形成 し 、 そ の核 と し て の役割 を 小学校が

果た し て い る か ら で、 避難行動 に 関す る 地域 コ ミ ュ ニ テ ィ 効果が認め ら れ る O

③ 自 校区 内 や 隣接校 区 の 火災の延焼方 向 や 、 避難所 と な る 各学校の位置 に よ っ て は 、 校

[R外か ら の避難者の 占 め る 比率が高 い場合があ る (鷹取 中 、 長楽小) 0 

④JR 線、 国 道 2 号線 な ど の 主 要交通幹線や 、 妙法寺川 、 新湊J I I な どの 河川 が避難者の

避難行動 を 規制 す る 傾向がみ ら れ る O

⑤中学校は小学校 と 比較 し て 、 そ の校区が広域であ る た め に 、 校医単位の 避難中 心 と い

う よ り も 、 近接地 区 ( 中 学校 に 近接 し た地区) の避難所 と し て の役割 を 果 た し て い る 。 そ

の 点 で は 、 地域 コ ミ ュ ニ テ ィ 効果 よ り も 近接性効果の 方が避難行動への 影響が大 き い と 思

わ れ る (駒ケ 林 中 、 太 田 中 ) 。

と く に ① と ②は小学校 を め ぐ る 避難行動の特性 と し て は か な り 普遍 的 に 認め ら れ る O 今

後学校 を 地域の 防災拠点、 学校区 を 防災空間 と し て位置づけ る 場合 に は、 ハ ー ド面での整

備 だ け で な く 、 近接性効果や地域 コ ミ ュ ニ テ ィ 効果 な どの避難行動 を 規定す る 諸要 因 に基

づ い た避難行動計画 な ど の 、 ソ フ ト 面 も よ く 踏 ま え た 防災計画が必要で、 あ ろ う O

し か し小学校 を 主 と す る 学校施設の主婆な役割の第一 は教育機能で あ り 、 避難所 ・ 防災

拠点機能で は な い。 防災計画 に お い て小学校 区 を 防災基礎生活圏 と し 、 小学校 を 防災拠点
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と す る こ と に加 え て、 学校施設以外の公的 な 避難防災施設の新設や、 避難所 に 収容規模や

避難行動パ タ ー ン な ど も 踏 ま え た 計画の立案が望 ま れ る 。 ( r大震災100 日 の軌跡j)

体育館や 学校の講堂か ら 、 公民館、 地域の集会所、 ま た は テ ン ト ま で、 避難所の器 は 大

小 い く つ か のパ タ ー ン があ る が、 規模は小 さ け れば小 さ い ほ ど運営、 自 治が ス ム ー ズ に い

く ケ ー ス が多 い 。 家族単位 で生活 し 、 プ ラ イ パ シ ー が守 ら れる ほ ど よ い ス ペ ー ス O 隣 り 合

わ せ に 住 む人 々 と 連帯感が生 ま れ、 そ こ か ら 自 立 を う な がす何か を模索す る一一の だ ろ う 。

3 . リ ー ダー の条件

2 月 10 日 か ら 約 1 ヵ 月 か け て 日 本住宅会議の メ ン バ ー が、 神戸市灘区の テ ン ト 生活者の

実態 を調査 し た。

大規模テ ン ト 村15 ヵ 所、 テ ン ト 98 ヵ 所、 バ ラ ッ ク 51 ヵ 所、 コ ン テ ナ ・ プ レ ハ ブ25 ヵ 所が

存在 し た 。 こ の う ち テ ン ト 村 を 中 心 に43 ヵ 所で ヒ ア リ ン グ調査を 行 っ た 。 立地す る 場所 と

し て は公園、 駐車場、 空地 な どがあ げ ら れ、 個別避難 の テ ン ト は路 t に も み ら れた 。 大規

模テ ン ト 村 は公園 に 立地 し て お り 、 岩屋北公園 と 岩屋公園 は 100世帯以 ヒが避難 し て い た。

テ ン ト 村形成 の 理 由 、 要 因 を 要約 す る と 、 ①指定避難所がい っ ぱい で 行 く と こ ろ が な か

っ た ②高架橋の落下 な ど大被害 の た め 指定避難所 に た ど り 着 け な か っ た ③安全な 場所

だ と 考 え た ④ 自 宅の近 く に い た い ⑤市、 向 衛隊、 ボ ラ ン テ イ ア が設営 し て い た ⑥避

難所は窮屈 で、 プ ラ イ パ シ ー が な いーーな どがあ げ ら れ る 。

テ ン ト 村の間住者 は一般的 に周辺の近隣住民で構成 さ れてお り 、 日 頃 の 近所づ き あ い が

功 を 奏 し て い る 場合 も あ る が、 つ き あ い の ほ と ん とミ な か っ た住民 向上が協力 し て コ ミ ュ ニ

テ ィ を 形成 し て い る ケ ー ス が多 く み ら れた 。 長期化す る 避難生活 を 共 同 で 円 滑 に 送 る た め

に住民の 自 助努力が発揮 さ れ て お り 、 援助物資の受け入れ、 行政への対応、 炊 き 出 し な ど

の 自 主管理が行 わ れ て い た。

それぞれ の テ ン ト 村 は 自 助 と 共 同生活でつ く ら れた 、 ま さ に 「村J と し て の 有機的空間

構成 と 患 か な 共 同 空 間 を 有 し て い る O サ ロ ン で焚 き 火や か ま ど を 囲 み 、 人 々 の 輪がで き る O

こ こ で育 ま れた住民間士のつ なが り が新 し い コ ミ ュ ニ テ ィ を っ く り 出 し 、 過酷 な 避難生活

を 支 え る 吉 助 努力 を 生 み 出 し た の で は な い だ ろ う か。 ( r1996年版住 宅 白 書j 日 本住宅会議

編)

そ の 典型例 を 紹介 し よ う 。 東灘 区住吉宮 町 K.Y さ ん の ケ ー ス O 同 町 に 住 ん で30年 に な

る が、 周 辺 ] 2 軒 の 隣 人 は ほ と ん どがサ ラ リ ー マ ン で、 面識があ っ て も ほ と ん ど交流は な か

っ た。 避難所 と テ ン ト で暮 ら す う ち に 、 同 じ被害者 と し て の連帯感が生 ま れた 。 そ こ で 「み

ん な で共 同 し て 復興住宅 を 建 て よ う j と K.Y さ ん が提案、 1 2軒 中 11軒 の 了 解 を 取 り 付 け

た 。 約500 rrl の 敷地 に 5 階建 て マ ン シ ョ ン を 作 ろ う と い う プ ラ ン O そ れぞれの 資金調達、

地元の 中 摂ゼ ネ コ ン 会社 と の 交 渉 な ど難問が山積 し た が、 粘 り 強 い K.Y さ ん の リ ー ダ ー

シ ッ プで乗 り 切 り 、 等価交換基本契約 を 結 ん で震災の年の 5 丹 、 建設着工 に 漕 ぎつ け た 。
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神戸市の 復興住宅第 1 号 と し て、 1 1 月 地鎮祭 を 行 っ た。

K.Y さ ん は 「生活 レ ベ ルが似て い た こ と O そ れ に 隣同士の き ず な が避難生活で生 ま れ、

自 分の 町 と 土地への執着 が ま と ま っ た原 因 ですj と 言 う O 隣 同士 と い う 小 さ な 集 団 で\ タ

フ な持 ち 味 を 発揮 し て効果 を あ げた 。 で は 多 様 な 人 間 が集 ま っ た学校な ど大規模避難所で

は ど う か。 こ こ で は教員 と ボ ラ ン テ イ ア に 負 う と こ ろ が大 き い。 救援物 資 の 配分な ど混乱

は避け ら れな か っ た が、 教員 を 中心 に 本部 を 設置。 避難者有志に も 加 わ っ て も ら い、 斑分

け し て よ う や く 軌道 に乗 っ た 、 と い う ケ ー ス が多 い 。 やがて よ き リ ー ダー が育 ち 、 教 員 や

ボ ラ ン テ イ ア への依存が少な く な る と い う 。

公民館 な ど集会施設では、 自 治会の役職 リ ー ダー が、 自 頃の 世話役ぶ り を 発揮 し て 、 う

ま く 運営 し て い た ケ ー ス が 目 立つ。 例 え ば被害の大 き か っ た 長 田 ・ 真野地 区 (2， 400世帯、

避難所16 ヵ 所) で は 一 人の リ ー ダー を 中心 に 以前か ら 「 ま ち づ く り j を 推 進 し て い た た め 、

地域全体がす っ き り ま と ま っ た。 こ れ ま で公害追放、 福祉、 緑化運動 な ど、 行政 を 巻 き 込

ん だ運動 を 展 開 。 震災時 に は避難所代表、 自 治会長が集 ま っ て住民 に よ る 災害対策本部を

f乍 っ た 。

ま ち の リ ー ダ ー 的 な 老 人 も 多 数参加 し て お り 、 救援物資 の 配分の ル ー ル を作 り 、 炊 き 出

し 、 被災家屋調査 を 自 分た ち の手で行い、 復興 を 呂 指す動 き も 活発に な っ た。 こ の It" で建

築 レ ス キ ュ ー 隊の結成が と く に ユ ニ ー ク 。 複数の地元の建築士 に 集 ま っ て も ら い、 各戸の

被災度 を 調査 し、 大丈夫 と 診断す る と 、 早 く 戻 っ て も ら う よ う 指導 し た 。 「 白 分た ち の ま

ち を 元の に ぎ わ いへJ と い う 住民 の 意識の高揚 に 役立 っ た。

避難所か ら 仮設住宅へ移 っ て い く 過程で も リ ー ダ ー の 存在が大 き な 役 割 を 果 た し て い

る 。 多 く が ま っ た く 新 し い コ ミ ュ ニ テ イ で 自 治会 を 発足 さ せ た が、 内紛が起 こ り 、 役員 が

辞任 に 追 い込 ま れた ケ ー ス も 多 い 。 神戸市北区の あ る 仮設住宅で、 自 治会長が引 退 し た 。

そ の 人 は 「み ん な 育 っ た 環境 も 違 う O 要求 は ば ら ば ら 。 ぼろ く そ に い わ れ て 、 な ん で こ ん

な 苦労せん な ら んのや」 と サ ジ を投げた。 行政や ボ ラ ン テ ィ ア の仲介で推 さ れて就任 し た

新 自 治会長 は 、 グ ル ー プ を ま と め ら れ る 人柄 と 行動力 が買 わ れた。 仮設住宅で懇意 に な っ

た 人た ち と 仲良 し チ ー ム を作 り 、 趣味の サ ー ク ルや イ ベ ン ト な ど楽 し い 行事か ら こ と を 始

め 、 将来の住宅を ど う 考 え る か、 の課題に取 り 組 んで、 す っ か り 様変 わ り し た 。 「 日 頃の

動 き で信頼 さ れ る 人」 が リ ー ダ… の 条件 と い う こ と に な る よ う だ。

岩崎神大教授 は 、 震災 6 ヵ 月 後 同大で開かれた 「第 9 回町内会 ・ 自 治会全開研究集会j

で震災経験 を 通 し た基調報告 を 行 っ た 。

①災害時の 避難、 防災に は、 地域社会に存在す る 多様な公共的施設 ・ 空 間 (民 間事業所

を 含む) の有機的 な 対応 シ ス テ ム を 準備 し て お かね ばな ら な い。

② 自 治会 な どの地域集 団 は 平常時か ら 活動 す る こ と に よ っ て 非 常時 に も 有効 に 機能す

る O

③被災地内 外の ボ ラ ン テ イ ア 活動が新 し い社会活動原理 と し て 大 き く 登場 し、 5 月 中旬
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(1995年) の 時点 で は 、 行政区 レ ベ ル の 中 ・ 広域の ボ ラ ン テ イ ア組織 と し て 編成 さ れつ つ

あ る が、 こ れを 発展 さ せ る こ と O

④そ れ ら と 自 治会 な ど旧来の狭 ・ 中域の包括型地域集団 と の有機的 な 共存 ・ 連帯の シ ス

テ ム を作 っ て い く こ と

一一ーな どで あ る O
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j 第三節 救援物資
1 . 県消 防学校に備蓄基地

17  B 早朝、 是常一雄副校長は加西市か ら 車 を 飛 ば し 、 長 田 ・ 箕谷線ヘ。 国 井延賢主任消

防教育専 門員 も 星和台の 自 宅で散乱 し た家財 を 片付 け 、 同 じ ル ー ト で県消防学校 に 向 か っ

た。 同校は都心か ら 離れた神戸市北 区 の 高台 に あ り 、 信号は停電で機能 し な かっ た が、 車

の渋滞は少 な か っ た 。

学校は 18 日 か ら の専科教育訓練生入学の準備 に入 っ て い た。 職員 の安否 を 確かめ た あ と 、

中 谷一彦校長以下 8 人の ス タ ッ プ でが ら ん と し た校 内 を 見 回 り 、 被害状況の調査を ま と め

た 。 グ ラ ウ ン ド か ら 市街地 を 見渡す と 、 東の方面か ら 5 つ ほ どの煙の帝が立 ち の ぼっ て い

た 。 西側 の 長 田 地 区 は 山 が さ え ぎ っ て い た が、 や がて ま っ 黒 い煙の塊が山 越 し に む く む く

と 上がる の が見 え た 。 本庁や消 防 署 に 電話 を か け 続 け た 。 午前 中 は通 じず、 情報は映像の

は っ き り し な い 電池式の テ レ ピ だ け が頼 り だ、 っ た 。

土江腎士消防交通安全課長 は午前 6 時30分、 明石 ・ 大久保の 自 宅 を 妻 の 車で出発、 国道

2 号線 を 東へ 向か っ た 。 間 も な く も のす ごい渋滞 に 巻 き 込 ま れ、 論歩 も 進め な い。 近 く の

釣具庖 に 飛 び込み、 身 分 を 名 乗 っ て 自 転車 を 借 り た。 神戸 ・ 塩屋付近で都 市 ガ ス の 強 い匂

い が鼻 を つ い た。 公衆電話 は どれ も 通 じ な い。 がれ き に ぶ つ か れ ば 自 転車 を かつ いで歩 き 、

須磨では大火 を 目 の あ た り に 見 て 、 足がす く ん だ。 県庁 に 着 い た の は午前10時10分。 2 号

館の12階 ま でか け の ぼ り 、 壁 の 裂 け 目 か ら 机、 棚 、 事務用 品、 書類が散乱 し て 日 も あ て ら

れ な い部屋 に 入 っ た 。

5 階の庁議室 に 設 け ら れた 災害対策本部か ら 円官報 を 早 く 、 的確 に 集 め ろ j と い う 指令。

し か し 通信網は寸断 さ れ、 災害警締本部 を 置い た 県警 の 各地 か ら の 報告 を 待つ し か な か っ

た。 被災市町 は 5 時50分の伊丹市 を 皮切 り に 、 宝塚、 西宮、 川 西 と )11買 を 追 っ て災害対策本

部 を 設霞。 県 と 神戸 は 7 時 に 発令 し、 10時、 自 衛隊 に 出動 を 要請 し た 。

貝 原県災害対 策本部長 (知事) は 18 日 未明 、 NHK な ど を 通 し て 、 食料や 毛布 の 支援、

被災者の救護 を 全国 に 向 け発信 し た 。 こ れ を 受 け て都道府県や企業か ら 「救援物資 を 送 り

た い 」 と い う 申 し 出が続 々 と 寄せ ら れた。 そ こ で備蓄基地 を ど こ に 置 く べ き か。 こ れ ま で

の 方法 で は 、 被災地の市町が受 け付 け る の が普通だが、 こ れだ け被害が広 域 に 及 ぴ、 市町

に 集配能力 が な い と な る と 、 県が一括 し て ま と め、 配送す る 手段 し か な い。 そ こ で 山 の手

で広大 な ス ペ ー ス があ り 、 各地 と の 交通 ル ー ト を 考慮 し て 、 被害の軽微 な 県消 防学校 を 備

蓄基地 に 選定 し た。

18 日 午前 3 持20分、 土江課長か ら 学校 に 「基地 と し て の準備指令j の 電話が入 っ た 。 職

員 ス タ ッ フ は専科教育 の 一時延期 の 処置 を 取 り 、 と り あ え ず屋 内訓 練棟 (900rrl) を 保管

場所 に 決め 、 消 防 自 動 車 を 屋外 に 運 び出 し て 、 夜 の 明 け る の を 待 っ た 。
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1 1 時30分、 乾 パ ン 10 ， 000個、 ラ ー メ ン 20 ， 0001圏、 水 (ベ ッ ト ボ ト ル) 8， 400本 を 積 ん だ

1 0  t ト ラ ッ ク 第 1 1更が到着。 フ ァ ミ リ ー マ ー ト か ら の救援物 資 だ、 っ た 。 空か ら は 佐J I I 急使

がチ ャ ー タ … し た ヘ リ を 先頭 に 、 毛布、 お に ぎ り 、 弁 当 、 乾パ ン な ど緊急食糧 を 積ん だ 白

衛隊へ リ も 続 々 と グ ラ ウ ン ド に 舞 い 障 り た 。 こ の 日 1 日 で毛布、 タ オ ル、 カ イ ロ 、 ラ ー メ

ン 、 ジ ュ ー ス 、 缶 コ ー ヒ ー 、 飲料水、 カ セ ッ ト コ ン ロ な ど、 大型 ト ラ ッ ク 60台分が到着 し

た 。 各地か ら の ト ラ ッ ク に は 「救援物資搬送j と い う 大 き な横断幕が掲 げ ら れ、 北陸か ら

き た ト ラ ッ ク の屋根に は20cm ( ま どの雪が積 も っ て い た。

岡 山 、 }よ 島 な ど 中 国、 山 陰か ら の ト ラ ッ ク は 中 国 自 動車道 を 経 由 し て 西宮北 IC か ら 入

っ て き た。 北際、 近畿か ら 市街地 に 入 り 込ん だ ト ラ ッ ク は 白 バ イ に先導 さ れ、 山 手幹新1 ・

山 麓バ イ パ ス ル ー ト を 通 っ て き た 。 初 日 は比較的ス ム ー ズ に流れた。 し か し 2 日 目 か ら は

想像 を 超 え る 渋滞が待 っ て い た O

ト ラ ッ ク を 屋 内 訓 練棟へ誘導 し 、 送 り 主 と 中 身 を チ ェ ッ ク し て荷 を 降 ろ し 、 品物 を 効 率

よ く 仕分け し て積み上げて い く 。 そ の 関 に も ト ラ ッ ク が列 を な し て到着 し た 。 そ の交通整

理 に加 え 、 こ れだ け の作業 を 行 う に は 8 人の ス タ ッ フ で は 限界があ っ た が、 張 り 詰 め た 徹

夜作業でや り 通 し た。

2 日 目 に入 っ て 、 ょ う や く 開 通 し た 電話 を 通 し て 運転手の切羽詰 ま っ た声が飛び込んで、

き た。 1 1 時 間 た っ て も 1 m も 進 ま んJ。 こ れ は 主 に 国道 2 、 43号線か ら 。 灘 や 長 田 で は 火

災 と がれ き に は ば ま れ、 殺到す る 救援J車の列 で市街地 を 抜 け て 入 ろ う と す る ト ラ ッ ク に は

打つ手が な か っ た 。 県災害対策本部 と し て も 建設省、 警察 と 協議 し て早急に規制す る 必要

があ っ た。

緊急輸送 ル ー ト に つ い て 、 中心部の幹線道路 を 確保す る 方向 で検討。 国道 2 、 43号 を 視

野 に 、 緊急輸送車両の標章 の な い 一般車両 を 被災地 に 流入 さ せ な い た め規制 し 、 県北部へ

の う 回誘導 を 実施 し た。 そ し て 国道 2 号、 市道 山手幹線、 山 陽 自 動車道 (備前~姫路束、

上 り ) 、 姫路 ・ 加古川 バ イ パ ス な ど を 緊急輸送ル ー ト に指定 し た。 こ れ に よ り 東 ル ー ト は

国道 2 号、 市 道 山 手幹線を 、 西 ル ー ト は姫路 ・ 加古川バ イ パ ス 、 国道 2 号、 山 麓バ イ パ ス

と す る 物資搬送が確定 し た 。

20 日 に は 一般車両対策 と し て 、 阪神、 神戸地域 に 入 ら な い よ う 、 北回 り を 中心 に う 回 ル

… ト を 選定。 国道 9 号、 175 号、 県道三木 ・ 三 回線、 西脇 ・ 三 回 線 を 選 び、 被 災 し て い な

い 中 国 自 動車道 ( 西宮北 IC 以降) 近畿 自 動車道敦賀 線 に 速 や か に 乗 れ る よ う 誘導。 主要

う 回 ル ー ト マ ッ プ を 35， 000部作成 し て 配布 し 、 国道175号 を は じ め 主要交差部 に 67 ヵ 所148

の看板 を 設置 し 、 一般車両の 阪神 、 神戸田への乗 り 入れ 自 粛 を 促 し た。

「徹夜作業が続 き 、 午前 3 時 ご ろ で し た か、 外 を 見 聞 っ た んです。 前 の 道 に な ん と 10 t 

ト ラ ッ ク が50台 も 数珠つ な ぎ な んです。 運転手 さ ん に 大教室へ入 っ て も ら い 、 グ ラ ウ ン ド

に ト ラ ッ ク を ど う 並べた ら 効率が上が る か、 話 し合い ま し た 。 誘導す る わ れ わ れ も ハ ー ド

で し た が、 不 眠不休で、走 っ て き た 上 に 、 何十分 も か か る 荷 降 ろ し作業 を 、 誠心誠意手伝 う
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救援物資の品 目

ス 、 茶、 粉 ミ ル ク 、 ミ ネ ラ ル

台所用品 ポ リ タ ン ク 、 ボ リ バケ ツ 、 ポ リ 袋、 紙コ ッ プ、 紙皿、 割 り 箸、
包 子、 魔法瓶。

衣料 ぷ類、 肌着、 靴下、 防寒具、 作業服、 靴、 草子袋、 軍手、 レ
媛)Y� 電気カ ーペ ッ ト 、 石油ス ト ーブ、 カ セ ッ ト ス ト ーブ、 カ セ ッ

ス ボンベ、 ホーム コ タ ツ 、 立炭、 øto
医薬品な ど 救急セ ッ ト 、 薬、 石けん、 生理用品、 紙オム ツ 、 タ オル、 歯ブラ シ 、 向iみ

が き 、 シ ャ ン プー、 化粧水、 洗剤、 ウ エ ッ ト テ ィ ッ シ ユO
電化製品 懐中電灯、 ヘ ッ ド ラ ン プ、 ラ ジオ 、 電池、 ラ ジカ セ、 テ レ ビ、 衣類乾燥器、

電球。
その他 自転車、 車いす、 ベ ビ A カ 一 、 ス コ ッ プ、 モ ッ プ、 感 と り 、 畳、 老u艮鏡、

マス ク 、 r:r�具、 仁兵類、 使い捨て カ イ ロ。

運転手 さ ん は も っ と 大変 だ っ た と 思 い ま すJ (国井主任消 防教育専 門 員 )

ピ ス ト ン 運転で運ばれて く る 救援物資で屋 内訓練棟は み る み る う ち に満杯。 やがて本館

廊下や教室 に ま で は み 出 し て き た。 各避難所への物資配分の 時期 も 追 っ て き た。 だがこ の

膨大な物資 を 品 自 ご と に仕分け、 ト ラ ッ ク に積み込む作業 は 、 現ス タ ッ フ で は と う て い無

理 だ、 っ た 。 そ の状況 を 本部 に 連絡 を 入れたが本部か ら 折 り 返 し、 20 日 �24 日 ま で 1 日 20人

の県職員 を 派遣す る 旨 の 知 ら せが入 っ た。 さ ら に 自 治省消 防庁の斡旋で、 各市町の公共団

体や消 防 団 員 の 支援 も 受 け る こ と に な っ た 。 披災地外か ら の消 防 団 員 の 配置 、 日 程調 整 は

土江課長が 窓 口 に な っ た。 外出か ら の救援物資 も 自 衛隊の大型へ リ で運ばれて き た 。 中谷

校長 に よ る と 、 あ ら ゆ る 物資が揃 っ て 「 さ な が ら 巨大 な ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト だ、 っ た」 と い

つ O

20 日 、 被災の拡大で避難者 は282， 000人 を 超 え た 。 そ の避難所へ食物や 衣類、 暖房器具

類 を ど う 届 け れ ばい い の か。 各市町か ら 「 ど こ に 何 を J と い う 的確 な指示 は 、 指揮系統が

混乱 し た せ い か、 ほ と ん ど な か っ た。 そ こ で学校事務所 に 電話 5 台、 フ ァ ッ ク ス 2 台 を 増

設 し、 5 、 6 人が張 り 付 い て 1 ， 000 ヵ 所近 く に 増 え た避難所へ片 っ 端か ら 電話 を 入れ た 。 「い

ま 何が必要ですか」 と い う 注文取 り であ る 。 電話が通 じ れ ば 「生 き る の に必要 な も の 、 な

ん で も 送 っ て ほ し い j と い う 切実 な 要求が必ず は ね返 っ て き た。

市町への搬送 に は、 兵庫 と 近隣府県の ト ラ ッ ク 協会か ら 「 ト ラ ッ ク 30台の拠出」 な ど と

い う 力 強 い 支援があ っ た 。 さ ら に 職員 と 警官でチ ー ム を 組 む 緊急パ ト ロ ー ル隊が編成 さ れ

た 。 避難所か ら の生活情報が逐 一入 る よ う に な り 、 2 1 日 か ら き め の細かい 品 目 の搬送が よ

う や く 軌道 に 乗 る こ と に な っ た 。 積 み 降 ろ し 、 積 み 出 し の き っ ぃ作業 に は、 消 防 団 員 や若

い ボ ラ ン テ ィ ア が多 数加 わ っ た 。

救援物資 は 日 を 追 っ て 増 え 続 け た 。 ピ ー ク 時で 1 日 10 t ト ラ ッ ク 150台。 到 著す る 車、

避難所へ出発す る 車で学校周辺の道路 は 混雑 を 撮め た。 一 時 は 野積 み を 覚悟 し た と い う 。

し か し 22 日 か ら 雨 と い う 予報が流れ、 な ん と し て で も テ ン ト を 張 る 必要があ っ た。 被災地

で は テ ン ト の確保が難 し い 。 そ こ で大阪府消 防学校 に購入 を 依頼 し た が、 早速120張の テ
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(表14) 避難所への救援物資の供給

1 fl 17 日 - 3 月 31 Jl 4 月 1 日 - 7 J'j 26 日
ド 着 (枚) 541， 485 8， 460 
ベ ッ ト ボ ト ル (本) 125， 733 24， 743 
カ ッ プめんて李 (食) 1 1 1 ，  083 2， 196 
毛布、 布団 (枚) 110， 121 1 ，  578 
ト イ レ ッ ト ベーパ… (1凶) 84， 423 19， 807 
カ イ ロ 、 マス ク 、 ゴ ミ 袋そ 198， 604 61 ， 137 
の他

計 1 ， 171 ， 449 117 ， 921 

ン ト が届 け ら れた 。 岡 山県泊 防学校か ら はパ レ ッ ト (木製の敷台) が送 り 込 ま れた。 青 い

ビ ニ ー ル シ ー ト も 心の こ も る 、 救援物 資 だ、 っ た 。

グ ラ ウ ン ド (9， 781 m) は 巨大 テ ン ト 村 に な っ た。 品 目 ご と に テ ン ト で仕 分 け さ れ、 「 ど

こ に何があ る の か」 を毎晩チ ェ ッ ク し て 、 翌朝の搬送 に 備 え た。 た だ し段 ボ ー ル で何倒分、

と い っ た大 ざっ ぱな 目 分量 に な る の は、 そ の 閣 に も 救援 ト ラ ッ ク が殺到す る 24時間体制 の

中 で はや む を 得 な か っ た 。

こ の グ ラ ウ ン ド も す ぐ満杯 に な り 、 た っ た 1 日 で限界が き た。 本部で第 2 備 蓄基地が検

討 さ れ、 年 金事業 団 の保養施設であ る 「 グ リ ー ン ピ ア 三木J を 借 り 受 け る こ と に し た。 第

2 駐車場 (7， 000m) に400張、 グ ラ ウ ン ド (6， 500ぱ) に 150張の テ ン ト を 付 設す る 計画が

ばた ばた と 決 ま っ た。 県治時学校の後方支援 と い う よ り 、 交通事情 を 考 え て 立地条件が よ

く 、 広 く 全国か ら の救援物 資 を 受 け 入 れる 、 よ り ス ケ ー ル の大 き な 総合基地 と い え た。 23

日 か ら 、 ピ ー ク 時 に 県職員 17 人 、 消 防 団 100人 ( 3 交代延べ300人) の応援 も あ り 、 24時 間

体制 で対応 し た。 こ こ に は 高校生、 大学生 を 含め た ボ ラ ン テ イ ア が多 数参加。 各市の青年

会議所が車20台で、 各地避難所への搬送業務 を 手伝 う な ど、 協 力 の 輪 は大 き く 広 がっ た 。

続いて毛布、 布 団 な ど比較的長期 に わ た っ て備蓄す る 基地 と し て 、 三 木 山 森林公園 を 選

び、 2 月 3 日 か ら 県職員 4 人、 消 防 団 員 50 人 を 配置 し て作業 に 当 た っ た 。 第 1 、 2 、 3 駐

車場 と イ ベ ン ト 広場 (9， 700ぱ) に 大型 テ ン ト 6 張 で対応 し た。 そ の 頃 に な る と 、 外 国

か ら の支援が どん ど ん届 く よ う に な っ た。 ほ と ん と守が関西国際空港へ着 く 救援物資であ り 、

そ れ を 受 け 入 れ る に は 、 神戸や三木では距離的ハ ン デ イ が大 き か っ た 。 そ こ で関東か ら の

物資 も 含 め た 備蓄基地 と し て、 大阪空港 に あ る 旧 外国貨物 ピ ル (6， 500ぱ) を 、 関西空港

ピ ル デ イ ン グ株式会社か ら 借 り 受 け る こ と に し た。

災害 に対す る 支援 は 、 当 然の こ と な が ら 人 的 派遣、 資金拠 出 で あ れ、 そ れ を 舘命 と す る

お 図柄が どの 毘 に も あ る 。 震災直後 に 入 国 し た ス イ ス 、 フ ラ ン ス の 災害救助特別隊、 イ ギ

リ ス 国際救助隊や タ イ 医療 チ ー ム な どの活躍 は 、 報道で 明 ら か に な っ た が、 救援物資面で

も 心漏 ま る 品物が続 々 と 到着 し、 空港基地 に 山 の よ う に 積 ま れた。

救助隊 の 他 に 、 世界か ら 72 ヵ 国 (地域) 7 姉妹ナ1'1省 の 政府、 企業、 民 間 団体や個人か ら 、

水、 食料、 防寒具、 防水 シ ー ト 、 テ ン ト 、 赤 ち ゃ ん の ミ ル ク 、 応急医療品、 さ ら に激励の
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手紙、 絵画 な ど200件以上が居 け ら れ た。 友好姉妹州 で は 、 ワ シ ン ト ン ナ1'1 が支援組織 「 タ

ス ク フ ォ ー ス J を 設立 し 、 住宅、 貿易、 観光な ど復興支援の た め の 各種提言 を 行 っ た 。 そ

の他西 オ ー ス ト ラ リ ア 州 、 中 国 ・ 海南省、 パ ラ オ 共和 国 な ど、 物心両面 に わ た る 支援は数

限 り な く あ っ た。

外国か ら の救援 に対 し て 、 大蔵省 に よ る 通関手続 き の簡素化、 関税の非課税扱い を 実施。

航空 ・ 通 関 業者 に協力 を 呼びか け て 費用 の 無料化 を は か り 、 自 衛隊、 海上保安庁 に よ る 輸

送、 外務省 お よ び在外公館 と の連絡調整 な どで き る だ け の 方策が取 ら れた 。

2 月 中旬 に入 り 、 物 資の搬入 は次 第 に 減少 し て き た。 県消防学校は 4 月 か ら の消 防教育

に 備 え る た め 、 3 月 15 日 を も っ て 閉鎖、 搬送の 中心基地 を グ リ ー ン ピ ア 三 木 に 移 し た 。 大

阪空港基地 は 今後の余震 に 備 え る た め に 必要 な 毛布 、 ビ、 ニ ー ル シ ー ト 、 防寒具 を 備 蓄 す る

最終の集約基地 と 位置付 け、 3 月 15 日 、 民 間倉庫会社への管理委託 を 行 っ た 。 続 い て 4 月

14 日 に 三 木山 森林公園基地 を 、 4 月 3叩O 日 に グ リ 一 ン ピ ア 三木基地 を 関鎖O 最後 ま で

い た大阪空j港巷基地 は 、 避難月所庁が廃止 さ れた後 も 仮設住宅、 ボ ラ ン テ イ ア グ ル ー プ、 自 治会、

被災市町への搬送 を 続 け て い たが、 在庫 も 減少 し た た め 、 12月 15 R を も っ て 、 すべて の 業

務 を 打 ち 切 っ た。

2 . 災害発生 と 輸送 シ ス テ ム

今度の 災害で、 市民生活 を 支え た救援物資の輪送 の あ り 方が再認識 さ れ た 。 し か し 「動

き ょ う が な い」 と 渋滞 に巻 き 込 ま れた ド ラ イ パ ー がい う よ う に 、 災害発生時 に 、 よ り ス ム

ー ズ な 輸送 シ ス テ ム を確立す る こ と が必要であ ろ う 。 財 団法人 ・ 関西交通経済研究 セ ン タ

ー は、 こ の テ ー マ に取 り 組み 、 震災 8 ヵ 月 後 に 「調査研究報告書」 を ま と め た (座長 ・ 小

谷通泰神戸商船大助教授) 。 主 な 問題点 を 要約 す る と

救援物 資 の 輸送 に は多 く の ト ラ ッ ク 事業者が関 わ っ た が、 交通遮 断 だ け で な く 、 通信手

全国か ら 寄せ ら れた救援物資= 兵康区御崎
公 医1 ( 1995年 2 月 7 1:3 )
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(表15) 救援物資配送拠点に お け る輸送規模 1 ，Ej 20 13 �  3 月 末

配送拠点、 輸送従事台数 従事人数 備 考

摩耶倉庫 3， 600台 U J 31 日 � 3 月 31 日

新神戸倉庫 3， 050台 H 15た り 300人
シルバー カ レ ッ ジ

グ リ ー ン ア リ ーナ 1 ， 109台 延べ 1 ， 052人 1 JJ 20 日 � 3 月 15 日
神戸

7， 759台

段 の 途絶、 指揮系統の混乱な ど も 相 ま っ て、 初 期 の 緊急輸送 は混乱 を梅め、 長 時間連続乗

務の過酷 な 条件での輸送 と な っ た。 各地か ら の車両が被災地 を 日 指 し て 集 中 し 、 渋滞 は想

像 を 絶 す る も の と な っ た 。 渋滞区 間 も 刻 々 と 変化 し、 情報が リ ア ル タ イ ム に 入 ら ず、 支 障

が生 じ た 。

①神戸市 に つ い て は、 担 当 の民生局 に 開 い た 。 当 初 、 全国か ら 寄せ ら れ る 救援物資 は 、

市役所 を 目 指 し て く る こ と が多 か っ た 。 と り あ え ず市役所 3 号館 1 階の駐車場、 そ し て 1

号館 と 3 号館の 間 の 道路、 歩道が物資の一時集積場 ・ 荷降 ろ し ス ペ ー ス と し て利用 さ れ、

避難所や 区対策本部 に 配送 さ れた 。 た だ物資が24時 間 関 断 な く 到着 し 、 物 資 が あ ふ れ た 。

市職員 、 ボ ラ ン テ イ ア 、 ト ラ ッ ク 事業者が混乱 し た 指揮系統の も と に作業に あ た っ た た め 、

十分な対応が取れ な か っ た 。

1 月 20 日 以降 は 、 市 内 の 4 ヵ 所 (新神戸倉庫 、 摩耶倉庫、 シ ルバ ー カ レ ッ ジ、 グ リ ー ン

ア リ ー ナ神戸) に 避難所への 配送拠点が設け ら れ、 物資が適時、 分散 し て受 け 入 れ ら れ た 。

4 月 中 旬 以 降 は 、 配送拠点 を シ ルバ ー カ レ ッ ジ な ど 2 ヵ 所 に 集約 し 、 市 内 全域 に 向 け て

配送 ( 1 日 に 2 回程度) が行 わ れた O ま た 配送拠点 に お け る 配送実務 (配送、 倉庫管理、

積 み 降 ろ し な ど) は 、 物流事業者 に 委託 し 、 実施 さ れた 。

配送拠点への物資到着、 拠点か ら 避難所への配送の遅れが当 初多発 し た 。 深夜、 早朝の

到 着 に 対応す る た め の 人 員 配置 を 行 う 必要があ っ た υ 物資が ま っ た く 到着 し な か っ た り 、

一時に大 量到着す る 時間帯二 な ど ば ら つ き があ り 、 受 け取 り 、 配送の計画 的 な 実施が困難で

あ っ た。

在庫管煙 に つ い て は 、 物 資 を で き る だ け滞留 さ せ な い た め 、 到着次第すみ や か に 発送す

る こ と を 心J卦け た が、 バ ラ ン ス よ く タ イ ム リ ー に到 著 し た わ け で は な い の で、 避難所な ど

で物資 の 過不足が A時的 に 生 じ た 。 避難所の状況の把握が、 災害対策本部で十 分に で き ず、

物資の ニ ー ズがつ か め な か っ た。

配送拠点 の確保は、 渋滞、 建物の倒壊、 海仔:部の 液状化現象で拠点 の適地が限定 さ れ、

設定で き な か っ た 。 港湾機能の復興に 伴い 、 配送拠点や物資倉庫 と し て使用 し て い る 港湾

の 1'，屈が本米業務への復帰が求 め ら れ、 平常的 に使用 す る 施設 を 緊急 時 に 活用 す る こ と の

検討が必要。 拠点 と し て は屋根付 き の荷捌 き 施設が望 ま し い。 物資 を 送 る 側 に 一定の ル ー

1 1 6 第 一章@生活



物資の流れ

兵庫県の救援物資 被災地市町

救援物資 備蓄恭地 (市役所等)

提供者等 (許可防学校) / 
/ 

\ |  被災地 rnゐ町i / 
句

食料品中継基地 ト ー 以 避難所

(県庁)

ル の確立が必要 (梱包内容 を 記入 し て お く 、 1 梱包 に は 1 品 目 と す る 、 フ ォ ー ク リ フ ト の

な い基地 向 け に はパ レ ッ ト を 使用 し な い な ど) 。

②県での ヒ ア リ ン グ、で、分か っ た 問題点。 前述 し た 県 の 4 基地の輸送 は 、 兵庫県 ト ラ ッ ク

協会加盟の運送事業 者 を 中 心 と し て ボ ラ ン テ ィ ア の 車両 も 活躍 し た。 1 月 中 は 1 B 200台

の搬入車両があ り 、 駐車場が不足 し た た め、 路上や物資の集積場が駐車場 と な り 、 搬入の

効率が低下 し た 。 当 初 フ ォ ー ク リ フ ト が な か っ た た め 効率が悪か っ た。

1 台の ト ラ ッ ク に 様 々 な 品物が混載 さ れ て い た た め 、 仕分けが大変 だ、 っ た 。 一度荷物 を

降 ろ す と 、 今度は特定の 品 目 を 捜す の に 手間がかか っ た。 避難所全員 に 同 じ物 を一ーと い

う 要望があ っ た が、 数が揃わ な い こ と が多 か っ た 。 避難所への配送 は県 と 市 の二通 り あ り 、

品 目 の重複があ っ た。 配送拠点 に は ボ ラ ン テ イ ア な ど50� 100人が常駐 し て い た が、 物流

の専 門家不足で、 作業効率が低下 し た 。

避難所か ら 県 に対 し 配送の要請があ っ た が、 県 は市町のパ ッ ク ア ッ プが基本であ り 、 配

送 は市町の担当 と し て 、 県 と 市町 と の役割分担 を 明確 にすべ き で あ る 。 物 資 の 送付先があ

い ま い で、 何で も 県の拠点 に搬入す る ケ ー ス が 目 立 っ た。 避難所の ニ ー ズ を 開 く 窓 口 が県

と 市の両方に あ っ た た め 、 重複輸送が発生 し た 。 窓 口 の -本化が必要。

③県 と 被災市町が行 っ た 、 配送 に 従事 し た 車両数は、 震災か ら 3 月 末 ま での 2 ヵ 月 半の

間 で12 ， 320台 に 達 し た 。 内訳は 3 分の 2 が神戸市 に 関連す る 輸送。 車両 は 県 の他近畿各府

県の事業者か ら の応援 も 含 ま れ る 。 1 月 20 日 以降、 本格的 に ス タ ー ト し、 毎 日 250台前後

の営業用 貨物車が従事 し た (建設会社 な ど ボ、 ラ ン テ イ ア に よ る 自 家用 車 は 合 ま れ て い な

。)
 
、aiv

 

当 初 、 兵庫県 ト ラ ッ ク 協会か ら 加盟事業者 に 緊急輸送 の 出動要請 を 行お う と し た が、 ト

ラ ッ ク 協会 の 本部 も 被災 し機能 し な か っ た 。 被災地以外の支部 を 活用 し たが、 緊急時 に 備
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(表1 6) 輸送依頼者配送従事台数 1 995年 1 月 1 7日 � 3 汚 31 臼

依車員者 自治体直接
要請

兵庫県 431台

神戸市 7， 963 

芦屋市 141 

i有宮市 1. 275 

尼崎市 28 

宝塚市 1 51 

北淡町

不 明 62 
之仁入I ちUず'1 10， 051 

配 送 従 事 命 数
兵庫 ト ラ ッ ク | 近畿選制
協会要請 姿請

865台
389 

99 

J 戸

10 

1 . 368 

901台

901 

* 釜ロ I 

2 ， 197台
8， ;)52 

240 
1. 275 

33 

151 
1 0  
62 

2， 320 

構成比
(17 ， 8%) 

(67 ， 8%) 

(1 . 9%) 
(l0 ， 3%) 
(0， 3%) 
(1 . 2%) 

(0， 1%) 

(0. 5%) I 
(l00. 0%) 

え た体制 の あ り 方 を 再検討す る 必要があ る 。 ト ラ ッ ク 事業者に は、 緊急輸送用車両の許可

基準 に つ い て不満が多 か っ た 。 行政の指示 も 混乱 し、 ド ラ イ パ ー が判 断 に 困 る こ と も あ っ

た 。 渋滞や迂 回路情報の入手が困難で、 長時間運転 を 強 い ら れた 。 と く に応援の他府県の

ド ラ イ パー は 困 っ て い た。 拠点では荷役機械が不備で、 ド ラ イ パ ー の負担が大 き か っ た。

休憩所がな く 、 厳 し い労働環境 だ っ た 。

④全国 か ら 救援物資 を 積 ん だ ト ラ ッ ク が続 々 と 神戸 に 集結 し た。 全 日 本 ト ラ ッ ク 協会、

県 ト ラ ッ ク 協会、 日 本通運がま と め た 幹線輸送車両数は一一一
車両は震災後の10 日 間 に 集 中 し 、 当初の 2 週間 で60% を 占 め た。 1 ヵ 月 半経 っ た 2 月 末

(表17) 所属 ト ラ ッ ク 協会別配送従事台数 1 995年 1 月 1 7 日 � 3 月 31 日

[ 所属 ラ ツ
協会

兵庫県
大阪府 ; 

京都府
滋賀県
奈良県

和歌山県
小言j-

fî、三or

1 1 8 第一王者t.生活

要請 協会要請

10， 051 fì 1 ， 368合

。 。

10. 051 1. 368 

近畿迷総局
要員jij 構1&比

f、: 11 . 419台 (92. 7%) 

385 385 (3. 1%) 
213 213 (1 . 7%) 
60 60 (0. 5%) 
99 99 (0. 8%) 

144 144 0. 2%) 
901 901 (7. 3%) 
901 12， 320 (100. 0%) 



(表18) 全国か ら被災地への緊急輸送車両数~幹線輸送~

1 月 1 7 日 2 月 l 日 2 月 16 El 合 計
� 1 月 31 日 � 2 月 15 日 � 2 月 28 日

11 t 車 1 ， 893両 1 ， 115而j 280雨 3， 288両
842雨 180)弱 2， 824雨

4 U ド 1 ， 802両 170雨 48)対 566雨
169rihJ 45両 485雨

2 t 車 348河

その他 271雨

合 計 4， 314両 2， 296尚 553雨 7， 163両
(60. 2%) (32. 1%) (7. 7%) 000. 0%) 

で7， 163両 に達 し た。

発送元 を調べ る と 、 近畿、 中 国 は も と よ り 、 北海道、 東北、 関東、 四 国 、 九州、! と 、 日 本

全域 に わ た っ て い る 。 当 初 は確か な情報が な い ま ま 、 ひ た す ら 神 戸 を 目 指 し 、 基地 に た ど

り 着い た と い う ケ ー ス が多 い 。 束か ら 54%、 西か ら 43%の割合。 や や東が多 い。

一方、 搬入、 配送に携わ る 運送業界の動 き は ど う だ、 っ た か

(県 ト ラ ッ ク 協会〉 神戸市灘区 の本部が機能停止状態。 仮事務所 を 奈 良の 専 務理事宅 に 置

き 、 緊急物資輸送対策本部 を 西播支部 (姫路) に設置 し た。 県の要請 に 対 し て車両手配 に

努力 し た が、 通信の不通、 業者の被災で応 じ き れ な い も の も あ っ た。 20 日 、 本部職員 を 姫

路 に 派遣 し 、 車両手配 を 続 け た 。

協会会員 の う ち 約500社が被害 を 受 け、 そ の損害額は半数の被災事業 者 の 分 だ け で約36

億 円 。 荷主の喪失や輸送効率の低下 に よ る コ ス ト ア ッ プで さ ら に増 え そ う 。 25 日 、 対策本

部 を 協会本部 に 置 く 。

〈 日 通〉 防災時、 県 と 神戸市の指定運送業者 に な っ て お り 、 18 日 、 と り あ え ず20台の車両

(表19) 地域別幹線輸送 ( 1 995年 1 月 1 7日 � 2 � 28 日 )

発送元 指定 ト ラ ッ ク 協会
公共機構

全 国 兵庫県

東北 ・ 北海道 ;)7 417 
関 東 154 838 
新 潟 75 485 
中 部 96 829 
関西 (除 く 兵庫県) 352 552 
兵庫県 332 
iド ドl 262 951 
四 国 58 1， 021 
九 州 47 422 
その他 245 

小 言十 1 ， 326 5 ， 515 322 

ぷ1〉1、 三ロき1ト

454 
992 
560 
925 
904 
332 
1213 
1079 
469 
245 

7 ， 163 

( 単位 : 台)

比 率

6. 3% 
13. 8% 
7. 8% 
12. 9% 
12. 6% 
4. 5% 
16. 9% 
15 . 1%  
6. 5% 
3. 4% 

100. 0% 
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を 待機 さ せ た 。 19 B か ら 市役所 に 集 ま っ た物資 を 避難所へ配送す る 業務 を 始 め た 。 摩耶埠

頭で は24時間体制 で、 車両70台が配送 を 行 っ た 。 そ の後近畿 2 府 4 Y阜の応援体制が整い 、

車の ス ム ズ な流 れ と と も に 、 1 台で避難所 2 � 3 ヵ 所 に 配送で き る よ う に な っ た 。

〈 目 立物流) 20 日 か ら グ リ ー ン ア リ ー ナ を 拠点 に 、 2 t 1f 3 台でス タ ー ト 。 2 2 日 に は 4 t 

車10台、 2 t 車13台、 作業員25人で対応。 そ の後九州 、 広 島、 名 古屋、 東京の応援 を 受 け 、

3 月 1 5 日 ま で従事 し た 。 避難所への 1 日 の運行回数は24時 間 の場合、 3 � 4 回。 開始 1 週

間後 2 t 車 と ル ー ト バ ン に 切 り 替え た 。

(佐J I I 急便〉 大阪支社 内 に 災害対策本部 を 設置。 25 日 か ら 5 月 末 ま で作業員 300人 (150人

ずつ 2 交替、 ド ラ イ パ ー200人、 ホ ー ム 作業員 100人) が従事 し た 。 作 業 は ]R 新神戸駅 を

中 心 に行 っ た が、 3 月 7 自 に 閉鎖、 そ の 後 し あ わせの村の シ ルバ ー カ レ ッ ジ、 グ リ ー ン ア

リ ー ナ で続 け た 。

〈 ヤ マ ト 運輸) 1 1 月 20 日 � 2 月 27 日 、 緊急輸送 に 従事 (宝塚 は 3 月 7 日 ま で) 。 行政 と 契

約 関係 は な く 、 従業員 の提案で ボ ラ ン テ ィ ア と し て 行 っ た 。 延べ910車両、 1 ， 780入、 約

8， 000 t 。 兵庫主管支出 と 全国 か ら の50人の要員 で実施 し た 。

3 . 備蓄 と 広域支援

震 災 2 ヵ 月 た ち 、 県消 防学校 は よ う や く 元の 落 ち 着 き を 取 り 戻 し た 。 中 谷校長 (現労働

部能力 開発課長) は 「震災 と 救援物資の備蓄 の あ り 方」 に つ い て こ う 言 う 。

「各 自 治体の 防災計画で、 緊急物 資 を どの程度備蓄す ればい い の か。 被害想定や財政上

の 問題があ っ て 一元的 に判 断 し に く い が、 一つ の 目 安 と し て 3 日 ぐ ら い が妥 当 で、 は な か ろ

う か。 今度の経験で、 震災後 3 R 14 の 19 日 に 全国 か ら 救援物資が続 々 と 届 け ら れた。 日 本

の経済が止 ま ら な い 限 り 、 ど こ で、災害が起 き て も 3 日 あ れ ば十分で、 あ ろ う 。

し か し 緊急物資 は備蓄方法 よ り 、 各地へ ど う 搬送す る か、 の方が よ り 重 要 な 諜題。 大規

模災害が起 き た場合、 そ の被災地が全部の救援物資 を 完全 に 調整す る こ と は不可能 に 近 い 。

全国か ら 被災地 に 向 か う 物 資 につ い て は 、 i発接府県が第二義的 な コ ン ト ロ ー ル タ ワ ー の役

目 を 果た す よ う な 広域支援体制の確立 を 検討すべ き だ と 思 う 。

次に現行 の 各 自 治体の地域防災計画 は、 ほ と ん ど 自 分た ち だ け の こ と のみ書かれて い る 。

よ そ か ら の応援、 あ る い は よ そ を 支援す る と い う よ う な 具体的 な 計画 は な い。 緊急物資

の舗蓄 を 考 え る 場合、 自 分た ち の エ リ ア だ け で な く 、 よ そ の 自 治体の た め に い か に役立て

る か、 と い う 点 を 考慮 し て 実践 的 な 防災計画 を た て る 必要があ ろ う 。

大規模災害 を 想定 し た場合、 状況 に よ っ て は20万�30万 人の被災者が長期 の避難生活 を

強 い ら れ る こ と に な る 。 し か し一つ の府県単位で必要 な量の備蓄 を 確保 し よ う と し て も 、

経済的 に は ム ダが多 い 。 回 転 さ せ な け れば、 古 く な っ て し ま う し 、 こ こ で も 広域的 な 対応

が必要。 あ る 程度全国 を ブ ロ ッ ク 分け し 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 築 く こ と が、 災害 に 強 く な る た

め の課題で あ る と 考 え る o J (f消 防研修 58号」 消 防大学校刊)
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土江課長 (そ の後県消 防学校長 に転任) は震災時 自 宅 に 帰 れず、 45 日 間 本庁 に寝泊 ま り

し た。 消 防学校で も 同 じ よ う な状態 だ、 っ た 。 是常副校長 は、 い ま 振 り 返 っ て 「い っ た い 、

救援物資がい く ら 届 い た のか」 を 間 い 直 し 、 総量 を ど う 単位で換算で き る か、 を ス タ ッ プ

と 試み た 。 し か

「例 え ば ト ラ ッ ク 何台分 と い う 表現があ り ま す。 で も 10 t ト ラ ッ ク か ら 軽 ト ラ ッ ク ま で

い ろ い ろ あ っ て一括 り に は で き ま せん。 そ れ に 救援物 資 を 届 け て く れる ト ラ ッ ク に、 避難

所へ搬送 に 向 か う ト ラ ッ ク 、 グ リ ー ン ピ ア 三木 を 経 由 し て く る ト ラ ッ ク も あ っ て 、 物理的

に 掌握 は 無理です。 も ち ろ ん送 り 主の 名簿 と 品 目 は デー タ に入 っ て い ま す が。

次 に ト ン な ど重 さ で は ど う か。 こ れ も 重い ベ ッ ト ボ ト ル と 軽 い 衣類で は 同 じ レ ベ ル で計

れ ま せん。 で は 単位 を ダ ン ボー ル箱 を イ メ ー ジ し て換算で き な い か 、 と い う こ と に な り ま

し た が、 こ れ も どん な 大 き さ の 箱 に 統一すべ き か、 で結論は 出 ま せん で し た。

ですか ら 都道府県の皆 さ ん、 外国の皆 さ ん、 山 の よ う に 大 き な 善意 と 勇気 を あ り が と う

ご ざい ま し た 、 と い う の が精 品杯ですJ

震災 1 周 年 を 迎 え た 1996年 1 月 17 日 O 県 は新成人男女44人 を 公募で選び、 ひ ょ う ご ・ サ

ン ク ス 大使 と し て都道府県、 新 聞社、 放送局112 ヵ 所 に 派遣 し て 、 救援 に 対す る 感謝の意

を 伝 え た 。 ま た全白紙 ( 5 紙) 地方紙 (70紙) に 支援への感謝 と 復興への 知 事 メ ッ セ … ジ

を掲載 し た 。

そ の他海外に 対 し て は、 同 年 3 月 11 日 、 東京 ・ ホ テ ル オ ー ク ラ に 各 国大館 を招 き (本人

55入、 代理25人 出 席) 感謝のつ どい を 開 い た。 貝 原知事、 笹 山 神 戸 市長、 牧神戸高工会議

所会頭 ら が 1 年 間 に わ た る 心強 い 支援 を 感謝 し 、 復興への 決意 を 表明 し た 。

(参考ý.献〉
『阪神 ・ 淡路大震災 兵庫県の 1 年の記録j 兵康県 1996:\:F 6 月
『大震災復興に伴 う神戸ゐ市における都市内物流のあ り 方に関する調査研究報告書J 関西交通経済研究セ ン タ ー

1995年 9 月
『消防研修58 �J^ J 消防大学校 199c，ino月
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h自白物価とおし 一 一 一一一 一
1 . 消 費者保護対策

家屋倒壊、 火災、 ラ イ フ ラ イ ン の寸断 と い う 状態、で、 被災者 は 食料や毛布支 給 な ど的確

な情報が何 よ り も ほ し い。 避難所で、の不満は放っ て お く と 「パ ニ ッ ク 」 の 引 き 金に も な り

かね な い 。 震災の 日 、 長頃 ょ う や く 県庁 の 電話が復旧 し た。 膨大な 問 い合わせが災害対策

総合本部、 同事務局 (消 防交通安全課) 情報対策部 (広報課) に 殺到 し た。

そ こ で情報の 窓 口 一本化 を 図 り 「情報セ ン タ ー 」 と し て対応す る こ と に し た 。 電話回 線

8 本 を 増設、 昼間 ( 9 : 00�17 : 00) は 生活文化部職員 9 人 と 他府県応援職 員 4 人が、 夜

間 (17 : OO� 9 : 00) は生活文化部職員 5 人 を 配置 し 、 24時 間体制で ス タ ー ト し た。 最初

の 週 ( 1 月 24 日 �29 日 ) の 問 い合 わ せ は 1 日 平均770件。 救援物 資 、 義援金、 ホ ー ム ス テ

イ 、 ボ ラ ン テ ィ ア 、 住宅診断、 仮設住宅、 仮設 ト イ レ 、 お風呂、 交通、 ラ イ フ ラ イ ン な ど、

生 活 に 関す る 質 問 が大 半 を 占 め た。 第 3 週 に 入 る と 、 i 日 平均360件 に 落 ち 着 い て き た。

便乗値上げや悪徳商法は 、 商品 が枯渇 し た 災害時に横行す る O と く に 雨漏 り の ひ どい 家

屋 の修理は工賃 よ り も 日 取 り O そ の 弱 み に つ け込んで法外な 工賃 を 要 求 さ れたーー と い う

よ う な う わ さ が震 災直後か ら 避難所 な と守で、広がっ た。 生活文化部、 農林水産 部 は次の よ う

な 厳 し い監視体制 を 敷い た 。

①震災直後、 既設の物価 ダ イ ヤ ル を 利用 し て住民の苦情、 相 談 を 受 け付 け て き たが、 1 

月 24 日 か ら 電話、 フ ァ ッ ク ス を 増 設 し て24時 間体制で対応。 値上げ、 買 い 占 め 、 売 り 惜 し

み の疑 い の あ る 業者 を 、 事実確認の上是正 を 指導。 震災直後は食料品、 日 用 品 の相談が多

く 、 時が経つ に つ れて家賃、 家屋修理 に 関 す る 問 い 合わせが増 え た が、 と く に 便乗値上 げ

と 断定で き る も の は み ら れ な か っ た。

足気に商売を始め たf号、屋 さ ん ニ 中央;ば大安
� (1995年 2 月 4 日 )
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〔物価 ダ イ ヤ ル受け付 け件数)

1 月 18 日 � 3 月 31 日 404件

4 月 1 日 � 6 月 30 日 143件

7 月 1 日 �96年 1 月 31 日 138件

②小売庖が営業 を 再 開 し 始 め た 1 月 19 日 か ら 3 月 31 日 ま での 問、 週 1 回 (農林物 資 に つ

い て は 逓 2 回) 食料品 、 日 用 品 な ど44品 目 に つ い て小売価格調査 を 県下 155庖 で実施 し た

( 1 月 23 日 の営業率は大規模小売宿89%、 コ ー プ こ う べ94%、 ガ ソ リ ン ス タ ン ド72%) 。

灯油、 ガ ソ リ ン に つ い て は価格は安定 し て お り 、 そ の他の商品 も 価格 の 高騰 は み ら れな

か っ た が、 阪神地域で は ト イ レ ッ ト ペー パ ー 、 テ ィ ッ シ ュ ペ ー パ ー 、 シ ャ ン プ一 、 ア ン ダ

ー シ ャ ツ につ い て は、 震災前 と 比較 し て若干 の価格上昇があ っ た。 し か し こ の上昇は特売

商品が非常 に 少 な か っ た た め に 生 じ た も の で あ り 、 そ の 後物流が徐 々 に 回 復 に 向 か い 、 震

災前 と ほ ぼ同 じ状態 に戻 っ た。 食料品 は ラ イ フ ラ イ ン の 関係で. 調理 を 要す る 肉、 魚が庖

頭 に 少な か っ た 。 ミ カ ン の価格上昇 は震災前 か ら の 品薄傾向 に よ る も の で、 間 も な く 安定。

他 の 品 目 に つ い て も 価格 の 変動 は み ら れ な か っ た 。 小売屈 の 関 宿状況 も 増加傾向 に推移 し

た 。

1 月 28、 29 日 に物価モ ニ タ ー (133人) に 対 し て 生鮮野菜 と 家賃 の価格動 向 な ど の 開 き

取 り 調 査 を 実施 し た。 生鮮野菜 に つ い て は30%が価格上昇 と 品 薄 を 指摘 し 、 今後家賃の上

昇 を 予測 す る 者が多 か っ た 。 ま た生活関連物資の舗格動向調査 を 、 く ら し の ク リ エ ー タ ー

室主災 2 f I 後 に f1i 院j し た 紋宿 ffj:t品 工 ;1'[務 iメ伊丹羽J�町 ( 1995年 3
月 19 E1 ) 

(607 人) に よ り i 月 31 百 か ら 3 月 14 日 の

間 に 4 問 、 物価 モ ニ タ ー (133人) に よ り

2 月 10 日 か ら 3 月 17 B の 簡 に 6 出. 実施 し

た が、 いずれ も 被災地 と そ の他の地域での

価格差 は み ら れず、 安定 し て い た。

こ れ ら 緊急価格動向調査は 3 月 末 を も っ

て終了 し た が、 4 月 か ら は 月 1 回 の 生活必

需 物 資 の 販売価格 と 需給 状 況 に 引 き 継 い

だ。 調査品 目 は生活関連物資37品 目 で、 全

般 に 品 薄 や便乗値上げの傾 向 は み ら れ な い

が、 一部の生鮮食品 に 天候不舶 に よ る 価格

の 高騰 ( ネ ギ、 レ タ ス な ど) がみ ら れた 。

そ の他の商品 に つ い て は価格、 需給 と も に

安定 し て い た 。 ガ ソ リ ン は若 干 の値下が り

傾 向 がみ ら れた 。

③家賃 の 高騰 を 未然 に 防 ぐ た め 、 兵庫県

宅地建物取引 業協会 な どに 協力 を 要請。 1
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月 30 日 か ら 不動産取 り 扱い業者に対す る 調査 を 実施 し て 家賃 の状況 を 調べ、 値 上 げ物件 を

取 り 扱わ な い よ う 指導 し た 。 こ の調査は12月 1 2 日 ま で20回 に わ た り 実施、 県 職 員 が電話で

被災地 と 周辺地域の不動産取 り 扱い業者6， 400社 を 対象 に 、 1 回 あ た り 約300社 、 延べ6， 100

社か ら 聞 き 取 り し た 。 被災地 と 周辺地域で は震災直後 に空 き 物件がほ と ん ど な か っ た が、

4 月 の転勤 シ ー ズ ン 以 降物件が出 回 る よ う に な り 、 1 1 月 以降で は 半数以上の 業 者が取 り 扱

っ て い た 。 し か し 伴数は少 な く 物件不足の状況が続 い た 。 家賃 の値上げが確 認 で き た の は

71件で、 そ の理 由 は補修や改築費用 を 転嫁 し た ケ ー ス が大半であ り 、 総 じ て 家賃 高騰の状

況 は な か っ た 。

④物価 の 安定の た め に は 、 供給対策だ け で は な く 消費者の買 い急 ぎや、 悪 質 な 商法か ら

の被害 を ど う 防止す る か、 そ の適切 な情報提供が必要だ、 っ た。 そ こ で避難所 に 迅速、 的確

な生活'情報 を 示す必要か ら 、 家賃や建築工事の 人件費 の動向 な とや に つ い て、 物{崩啓発誌の

臨 時号 を 作 成 、 47 ， 000部 を 被災地中 心に 配布 し た 。

①生活が復旧 し て く る に伴 い 、 被災者の弱み に つ け こ む悪質な 訪 問 販売 や 不 当 なお と り

広 告 に よ る 被害、 あ る い は便乗値上 げが懸念 さ れて き た。 こ の た め 、 被災地 の 市町、 県警、

県が連携 し て悪質業者の取 り 締 ま り を 強化 し た。 3 月 1 1 日 か ら 3 月 25 日 の 問 、 被災地25 カ

所で街頭 キ ャ ン ベ ー ン を 行い 、 啓発チ ラ シ を 配布 し 、 注意 を 呼びか け た 。

一方県立 7 生活科学セ ン タ ー も 衣食住 な ど生活 に 関 す る 情報 を 流 し 続 け た 。 神戸生活科

学セ ン タ ー で は NTT の協力 を 得 て フ ァ ッ ク ス で20市 町 の 避難所1， 100 ヵ 所 ヘ く ら し の 情

報 を 送 っ た 。 1 月 30 日 か ら 毎 日 1 回、 4 月 28 日 ま で計70回 送信。 物価 ダ イ ヤ ル に つ い て は

受付、 処理 を 24時間体制で行い、 1 月 25 日 か ら 日 曜 日 を 除 く 毎 日 、 消費生活特崩相談窓 口

を 開設 し た 。 2 月 1 7 日 ま で 1 ヵ 月 の相談件数は生命保険147件、 損害保険549件 、 家電製品

919件。

ま た借地借家契約 、 マ ン シ ョ ン の修復、 壊れた家屋 の損存補償 な ど消費't:: ifî相談に対処

す る た め、 2 月 6 日 か ら 18 日 ま で、 神戸弁護士会な どの協力 で 国民生活セ ン タ ー と 共催で

特別相談窓口 を 開設 し た 。 期 間 中 の相談件数は328件。

では震災後、 被災地 と 近 隣都市 の物価 は ど う 推移 し て い っ た か。 京都、 大阪、 神戸 3 m

市民局 が同 じ 頃 同 じ方法で生活関連物資 (農水産物資32品 目 、 通産物資13品 目 ) の価格、

需給状況 を 追跡調斎 し た。 大阪、 神戸 は 1 月 第 4 避 け 月 23 tJ � 27 FJ ) か ら 、 京都は 2 Jj

第 1 週 ( 1 月 初 日 � 2 月 3 日 ) か ら 3 月 第 5 還 ま で職員 を 動員 し て 毎週実施 し た 。

+ 3 都市共通調査 品 目 .

〔農水物資〕 食パ ン 、 食用油 、 み そ 、 お に ぎ り 、 包装 も ち 、 オ レ ン ジ ジ ュ ー ス 、 輸入牛 肉 、

国 産牛 肉 、 ま ぐ ろ 、 キ ャ ベ ツ 、 に ん じ ん 、 ね ぎ、 し ょ う 油、 砂糖、 鶏卵、 り ん ご、 みかん、

い わ し 、 ホ ウ レ ン草 、 は く さ い 、 だ い こ ん、 き ゅ う り 、 ト マ ト 、 た ま ね ぎ、 塩 さ け、 牛乳、

ミ ネ ラ ル ウ ォ ー タ 一 、 即 席 中 華 め ん 。
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〔通産物資〕 紙お むつ、 ト イ レ ッ ト ペ ー パ ー 、 テ ィ ッ シ ュ ペ ー パ ー 、 シ ャ ン プー 、 洗濯用

洗剤、 台所用 洗剤、 ラ ッ プ、 フ ィ ル ム 、 ビ デ オ テ ー プ、 口紅、 ワ イ シ ャ ツ 、 ア ン ダ ー シ ャ

ツ 、 乾電池単一、 乾電池単三、 ガス ボ ン ベ 、 整理用 品 、 ガ ソ リ ン 、 軽油、 灯油、 LPG。

震災直後か ら 3 月 末 ま で調査 し た 平均価格 と 、 震災i直前の 1995年 1 月 の モ ニ タ ー 調査の

平均価格 と を 、 比較可能な食品 (農水物資) 24品 目 、 生活用 品 (通 1 産物 資) 18品 目 に つ

い て 単純に比較 し た 。 そ れ に よ る と 、 食品で約60%、 生活用 品 で約66%が 、 震災直前の モ

ニ タ ー 調査の平均価格 よ り 低 く な っ て い た 。 中 で も 食品 に つ い て は、 京都 の 食用 油 、 み そ 、

包装 も ち 、 に ん じ ん 、 ね ぎ、 ホ ウ レ ン 草。 大阪の オ レ ン ジ ジ ュ ー ス 、 ま ぐ ろ 、 キ ャ ベ ツ 。

神戸の食用 油 、 お に ぎ り 、 国 産 牛 肉 、 ま ぐ ろ 、 キ ャ ベ ツ が低 く 推移 し て い る 。

生活用 品 で は 、 京都の紙お む つ 、 LPG。 大板の紙お むつ、 洗濯用洗剤、 ラ ッ プ、 ピ デ オ

テ ー プ、 灯油配達売。 神戸の洗濯用洗剤、 台所用 洗剤、 ラ ッ プがすべて の 調査選で震災前

よ り 下 回 っ た。 逆 に 高 く な っ た の は食品で、 京都の 国産牛肉 、 みかん。 大 阪 の み そ 、 に ん

じ ん 、 た ま ね ぎ。 生活用 品 で京都の灯油配達売。 大阪の シ ャ ン プー な ど。

。調査週 に よ っ て震災直後 よ り 10%以上低 く な っ た 商品

食パ ン (神戸11 . 9%) 食用 油 (京都25. 1%、 神戸12. 7%) み そ (京都23. 8%) 包装 も ち (京

都23. 9%、 神戸15. 1%) オ レ ン ジ ジ、 ユ ー ス (大阪19. 3%) 国産牛肉 (大阪13. 3 %、 神戸

15 . 2%) ま ぐ ろ (大阪23. 6%、 神戸36. 6%) キ ャ ベ ツ (京都15. 4%、 大阪29. 9 % 、 神戸37. 1%)

に ん じ ん (京都16. 9%) ね ぎ (京都38. 5%) り ん ご (京都11 . 5%、 大阪18. 9%) ホ ウ レ ン

草 (京都34. 9%) 紙 お む つ (京都31 . 7%、 大阪14. 7%、 神戸10. 8%) ト イ レ ッ ト ペー パ ー

(神戸1 1 . 5%) 洗濯用洗剤 (大阪25 . 8%) 台所用 洗剤 (神戸11 . 3%) ラ ッ プ (大阪10. 1%)

ビ デ オ テ ー プ (大阪44. 2%) ア ン ダー シ ャ ツ (神戸24. 2%)

。同 じ く 10% 以 上高 く な っ た商 品

輸入牛 肉 (京都23. 4%、 神戸31. 5%) 国産午肉 (京都25. 3%、 大版13. 7%) に ん じ ん (大

阪16. 7%) ばれい し ょ (大阪17. 9%) 鶏卵 (大板14. 9%) み か ん (京都34. 0%) き ゅ う り

(大阪43. 1%) ト マ ト (大阪22. 1%) た ま ね ぎ (大阪38. 1%) ト イ レ ッ ト ペー パ ー (大阪

13 . 1%、 神戸21 . 6%) ア ル ミ ホ イ ル (大阪1 1 . 4%) ポ 1) 袋 (大阪17. 5%) ア ン ダー シ ャ ツ

(京都21 . 6%、 神戸10. 2%)

= 以上 カ ッ コ 内 の 数字 は各市 に お け る 最高上昇率、 下 降率 を 表示 =

こ の 数字は調査地域の違い な どでやや ぱ ら つ き がみ ら れ る が、 消費者の冷静 な 行動 と 、

事業者の 努力 で比較的安定的 に推移 し た こ と を物語っ て い る 。

京都、 大阪で は 出 回 り 量、 価格 と も に安定 し て お り 、 地震 に よ る 影響 は ほ と ん どな く 、

値動 き も 通常 の 範 閉 だ、 っ た。 震災後一部 品 薄 が伝 え ら れた ミ ネ ラ ル ウ ォ ー タ ー 、 乾電池、

カ セ ッ ト 用 ガス ボ ン べ な ど に つ い て は、 各 メ ー カ ー の 24時 間体制が確立 さ れ、 i 月 24 日 以

降 は 通常通 り 使乗値上げの 動 き も な く 庖頭 に 並べ ら れた。 神 戸 で は 、 交通渋滞 に よ る 輸送
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環境の悪化 に も かか わ ら ず、 通常の範囲 内 の {直動 き に推移、 通常 よ り 安 く 販売 し て い る ケ

ー ス も み ら れた 。

地震直後の 数 日 は、 先行 き 不安か ら 買 い急 ぎ、 買 い だめ も 一部 に み ら れた が、 商品が順

次入荷 し 始 め る に つ れ、 消費者の購良行動 は 落 ち 着 き を みせ た 。

地域 と と も に 共存す る 生協 で は 、 震災後の救援、 復 旧 、 復興に 向 け た活動 を 、 自 治体 と

協力 し て推進 し た。 「緊急時 に お け る 生活物資確保 に 関 す る 協定」 を 結 ん で い る 神戸 や 尼

崎 は も と よ り 、 宝塚、 西宮、 芦屋、 明石、 淡路の各市町の災害対策本部 と も 連絡 を 取 り 合

い 、 緊急物資の供給に奔走 し た 。 全国の生協 か ら の 支援がい か に大 き か っ た か が、 こ の調

査結果 に は っ き り う かがえ る O

2 . 神戸市 コ } プ こ う べの 連携

震災は神戸市民の台所 を 直撃 し た。 百貨屈は 3 庖 と も 休業 に 追い 込 ま れ、 コ ー プ こ う べ

は本部 ピ ル が倒壊。 蕗庖街は30%、 小売市場 は50%が打撃 を 受 け た 。 神戸市の地域助災計

画 は 、 関西の都市の ほ と ん どがそ う であ る よ う に、 震度想定は 5 0 7 と い う 激震 は規模、

被害の大 き さ で想定を は る か に 超 え て い た 。

避難者への 食料の供給 は 主 に 民生局が担当 し た。 県、 自 衛隊が運 ん で く れ る 緊急食料の

ほか、 毛布、 暖房具な どあ ら ゆ る っ て を 求 め て奔走 し た 。 市民局 は民生局 を フ ォ ロ ー し て

コ ー プ こ う べ と の連絡 に 当 た っ た。 こ こ で効力 を 発揮 し た のが、 防災計画 の 中 で生活物資

の確保 を 凶 る た め に、 市民局消費生活課が窓 口 に な っ て コ ー プ こ う べ と 結 ん だ協定。

協定の一部
「一一一一一一一一

1 ) 生活物資を次の と お り 定める 。
ア 、 神戸市民の く ら し を ま も る条例第46号 (昭和49年 7 月 16 日 ) に よ り 告示 された品

自 の う ち液化石油ガス を除 く - 小麦粉、 し ょ う ゆ、 上白糖、 食用摘、 育児用粉 ミ
ル ク 、 灯治、 ち り 紙、 ト イ レ ッ ト ペーパー、 ノ ー ト ブ ッ ク の 8 品 目 。

イ 、 緊急時l庭ち に必要と さ れる品 Fj . . 洗剤 ・ せっ けん、 ボ リ バケ ツ 、 乾電池、 限形燃
料 、 マ…ガ リ ン 、 パ ン 、 ハム 、 イ ン ス タ ン ト ラ ー メ ンの 8 ，\1， 日

ウ 、 緊急時に必要 と さ れる 品 目 ・ 魚肉缶詰、 ゴ ミ 袋、 ラ ッ プ、 ロ ー ソ ク 、 主転手、 運動
靴、 タ オ ル、 柄、 幼児肌着、 ホースの10品 呂 。 以上26品 目 。

2 ) 生活物資は以 上のほか、 神戸市、 コ ープこ う べ協議の う えその都度指定でき る も の
と する 。

3 ) 生活物資は緊急時の状況に よ り それぞれ指定される も の と するが、 概ねア、 イ 、 ウ
と い う よ う に概括的l二重点区分に従い指定される も の とする 。

正式 に は 「緊急時 に お け る 生活物資確保の為 の神戸市 と 生活協 同組合 コ ー プ こ う べ と の

協定j と い う O 震 災や風水害 な どで一時的 に 生活物資が円滑 を 欠 く 場合や、 1973年 (昭和

48) の オ イ ル シ ョ ッ ク で起 き た よ う なパ ニ ッ ク に よ る 物資不足 に 、 迅速に物資 を 確保 し 、

市民生活の 安定 を 園 る よ う 1980年 に 締結 さ れ た 。

迅速 に 、 食料 な ど を ど う 調達 し た か。 溝越敏治市民局長 は 「季刊消 費 3 号J (消費研究
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フ ォ ー ラ ム ) で こ う 述べて い る 。

「 コ ー プ こ う べ と の協定で実際 に発動 し た の は今回が初 め て であ っ た 。 こ の協定に よ る

生活物資の供給 に は二通 り を 考 え て お り 、 一 つ は 23万人 に も の ぼ る 避難者 に 対 し て 食料 な

ど を 供給す る た め神 戸市 と し て コ ー プ こ う べか ら 買 い 上 げ る こ と 。 二 つ め は残 る 130万人

に 対 し て コ ー プ こ う べの各庖舗 に お い て 、 通常通 り 供給 し て も ら う こ と であ る O

震災当 日 コ ー プ こ う べの本部建物が倒壊 し た た め 連絡が取れず に 困 っ て い た が、 商品担

当 者が市役所 に 駆 け つ け、 二 日 間調達業務 に従事 し て く れ た 。 交通網の寸 断の 中 で、物資の

搬送が最大の ネ ッ ク で あ っ た が、 コ ー プ こ う べ は 共 同購入 な ど に使 う 小 型 ト ラ ッ ク 700台

余 り を フ ル稼働 さ せ る と と も に 、 フ ェ リ ー に よ る 海上輸送やヘ リ コ プ タ ー に よ る 空輸 な ど

様 々 な 手段で供給 し て く れ た 。

協 定 に 基づ く 調達は 1 月 17 日 か ら 2 月 27 日 ま での 閥 、 パ ン 56万個 を は じ め 食料品、 日 用

品 な ど35品種 に の ぼっ た。 緊急時の対応 と い う こ と で 1 月 17 日 か ら 1 月 24 日 ま での 約 1 週

間 に集 中 し 、 と く に 食料品 を 中心 に調達物資の過手数が最初の 3 日 ま で に 確保 さ れ た 。 協

定ではお品 目 が指定物 資 に な っ て い る が、 必要に応 じ そ の都度品 目 を 指定で き る と い う 柔

軟 な 内容 と し て い た た め 、 毛布、 ミ ネ ラ ル ウ ォ ー タ ー 、 ビ ニ ー ル シ ー ト な ど指定物資以外

も 調達で き た。

生協 の 仲 間 が全国 か ら 支援 し 、 ( 3 月 末 ま で に 延べ 1 万 人) 物 資 の 供給活動 の ほ か、 避

難者に対す る あ ら ゆ る 分野の援助活勤 を 実施 し て く れ た 。 こ れは協定に は 明記 さ れて い な

いが、 災害時 に お い て も 協定 の 趣 旨 を 常 日 頃か ら の付 き 合い の なかで醸成 さ れた も の で あ

る と 思 わ れ る 。 J

そ の他の ス ー パ ー 、 食品 メ ー カ ー の動 き を 追 う と

ダ イ エ ー で は、 17 日 7 持、 東京 に 災害対策本部 を 設置。 300人以上の 本 部 ス タ ッ フ を 現

地 に 派遣す る こ と を 決め 、 救援物 資 を 積み 込 ん だ、ヘ リ コ ブ タ ー 、 ト ラ ッ ク 、 フ ェ リ ー が東

京、 名古屋、 福 岡 を 出発 し た 。 支援社員 は 東京240人、 福 岡 1 20人。 震災の 日 兵庫県、 大阪

府の94出 舗 中 66)古で営業 を 再 開 し 、 被災地周辺の41 庖 に つ い て は 開庖 時 間 を 繰 り 上 げ、 閉

庖時間 を 午後10時 に ま で延長 し た。

東灘区 の神戸物流セ ン タ ー が被災で使用不能 と な り 、 大阪 ・ 茨木食品 セ ン タ ー か ら 、 飲

料水、 レ ト ル ト 食品 、 カ ッ プ ラ ー メ ン な ど生活必需品 を 被災地庖舗 に 運 ぶ こ と に な っ た。

し か し 交通渋滞で動 き が取れず、 陸、 海、 空 の で き 得 る 手段 を 講 じ て搬送。 海か ら は 関

西汽船の フ ェ リ ー を チ ャ ー タ ー し 、 ト ラ ッ ク を 大阪南港か ら 加古川 ・ 東播磨港 ま で運 び、

そ こ か ら 睦路 を 東へ向か う ル ー ト を 取 っ た 。 ヘ リ コ プ タ ー は、 二 つ の ル ー ト で神 戸 ポ ー ト

ア イ ラ ン ド と 備蓄基地の県消防学校へ生活必需 品 を 運ん だ。

ま た被災地の98屈 で、 生活必需品 の価格 を 毎 日 庖 頭 に 告知 し た ( 1 月 24 日 、 経済企画庁

が発表 し た、 物価安定対策事業調査品 目 44品 目 の う ち の取 り 扱い33品 目 ) 。

パ ン 、 お に ぎ り の製造、 搬送 は 山崎、 敷島、 神戸原、 第一、 フ ジパ ン な ど大手 5 社 が フ
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ル稼働 し た 。 山 崎パ ン に よ る と 、 18 日 、 神戸市 と 食糧庁の要請で幹部が神戸 入 札 1 日 20

万食のパ ン の供給 を 約束 し た 。 21 日 か ら 30台の ト ラ ッ ク が神戸 に 向 け て 出発 し た。 交通渋

滞が続 き 、 22 日 か ら 31 日 ま でヘ リ コ プ タ ー で王子競技場 ま で空輸 し た。 浜松、 八尾、 宇治、

姫路か ら 計264図。 2 月 1 日 目、 昨 は被害の少 な か っ た パ ン 工業会 5 社が作業 を 分担 し て 行

う こ と に な っ た。

山崎パ ン で は 、 社 員 が地域 を 分担 し 、 自 転車で回 っ て状況 を つ かみ 、 集配用 の コ ー ス を

作成。 朝食のパ ン は午前 1 時 ま で に 拠点へ運 び、 夕 食 は午後 1 時 ま で に 届 け た 。 関西~東

海 ま での 8 工場で生産 し た 。 弁 当 に つ い て は 、 全国の関連企業に依頼、 東京、 鹿児島か ら

大阪空港 ま で空輸 し た (東京33万 食 = 2 月 1 日 � 3 月 1 5 日 O 鹿 児 島42万 食 ニ 2 月 1 日 ~

3 月 31 日 ) 。

5 月 1 日 以降、 地元事業者 も 復旧工事 を 終 え て機能 し 始 め 、 大手 2 社 と 地元業者の製造、

配送作業 に 移行 し た 。

3 . 震災 l 年 間の物価

震災 l 年 を 通 し て 、 県民の暮 ら し 、 ラ イ フ ス タ イ ル は ど う 変化 し て い っ た か。 県生活文

化部は被災地 を 追跡調査 し①物価の推移 ②賃貸住宅の需要動 向 と 家賃 ③家屋修理料金

の動向 ④震災後の ラ イ フ ス タ イ ルーーに し ぼっ て ま と め た 。

震災当時、 甚大な被害が被災地への物資の供給 を 阻み、 生活必需 品 な どの価格高騰 に つ

な がる の で は な い か 、 と 心配 さ れ た 。 し か し 県下の消費者物価指数は安定的 な 物資の供給

や被災地 に お け る 安売 り な どの影響で 2 丹 、 3 月 と 逆 に大 き く 下落、 対前年 同 月 比で も 全

国値 と 比べ大幅 に 下がっ た。

( 凶 3 ) 消費者物価指数 (総合) 対前年悶湾 上昇率の推移
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( 図 4 ) 賃貸物件があ る と 答 え た割合
60% 
50% 
40% 
30% 

20% 
10% 

0% 
95. 2 3 4 5 6 7  
1.30 

(図 5 ) 物係ダイヤル務品別受付件数

(95.1.17-12.31) 合計 673何

弾夏目
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4 月 以 降 は平常に戻 り 、 住宅関連な ど一部の商品、 サ … ピ ス を 除 き 、 震災の影響 は ほ と

ん どな く な っ た。 そ の 後 も 前年 に比べて米や生鮮野菜の価格が安定 し 、 規鰐緩和で価格破

壊の浸透が進ん だ こ と で、 県 内 の物価は全般 に安定的 に推移 し た 。

次 に賃 貸住宅の需給動 向 と 家賃調査では 、 上昇が心配 さ れた 家 賃 の 高騰 を 監視す る た め、

不動産取 り 扱い業者に対す る 実態把握 を 続 け て き た。 震災か ら 半年 ぐ ら い の 間 は、 賃貸物

件があ る と 答 え た業者は平均20�30% し か な か っ た が、 1 1 月 �12月 に な る と 50% ぐ ら いが

「空 き 物件あ り j と 答 え た (対象300社) 0 空 き 物件 は 高額、 ま た は ワ ン ル ー ム と い っ た タ

イ プ に 隈 ら れて お り 、 こ の傾 向 は い ま も 変 わ っ て い な い。

値上げが確認で き た物 件 の 主 な 理 由 は 「修理 費 用 がかか っ たJ I改築で物件がグ レ ー ド

ア ッ プ し た」 な ど。 新築物件が建 ち 始 め 、 賃貸物件数が回復 し て い る 地域 も あ る が、 全体

に慢性的 な物件不足が続い て い る 状況 に 変 わ り は な い。

便乗値上げや売 り 惜 し み を 防止す る た め 、 物価 ダ イ ヤ ル に よ る 相談体制 を 拡充。 震災関

係 で は 家屋修理 (屋根 カ、、 ワ ラ 、 ピ、ニ ー ル シ ー ト 張 り な ど) に つ い て の相談が大半 を 占 め た 。
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そ の 内容 は 工事価格の相場が分か ら な い 、 目 安の価格 を 知 り た い 、 と い っ た 問 い合わせが

主 だ っ た 。 4 月 以降 は 減少 し 、 現在 は 一般的 な物価の 開 い 合 わせが多 い 。

1995年12 月 の 民 開 業者 の 開 き 取 り 調査では、 大工や左官、 タ イ ル 工 な どが絶対量の不足

か ら 引 き 続 き 高賃金 (震災前の 20%強の上昇) で推移。 そ の他 カ ワ ラ 職、 と び職 は需給バ

ラ ン ス が 晶応、安定 し 、 賃金は震災前の1O�15%高の ま ま 横 ばい と な っ て い る O

非常時 に対応す る た め 、 震災 は 防災用 品や生活必需物資の必要性や 、 安全 な 家屋の メ ン

テ ナ ン ス に つ い て 再考 さ せ る き っ かけ に な っ た。 そ こ で県下の物縞モ ニ タ ー に 消費行動の

意識が ど う 変 わ っ た か を 費問 し た (1995年12月 実施、 133人中120人回 収) 0 

「消費行動が大 き く 変化 し たJ と 答え た 人 は 、 災害救助法適用地域内 ( り 災証 明 あ り )

で は31%、 少 し変化 し た59% を 合 わせ る と 90% に な っ た。 そ の他の地域 に居住す る 人で は 、

大 き く 変化 し た と い う の は少 な く 、 少 し変化 し た と 答え た 人が42%。 具体的 な 変化 と し て

は 「防災用 品 を 買 い 置 き し て お く 」 と 答え た 人が救助法適用地域内 で は や は り 多 い 。 ま た

住宅 を 購入す る 際、 耐震性 を よ く す る た め に 、 「費用 を よ り か け る j と 答 え た の がすべ て

の地域で多 く 約半数の60人 を 数 え た 。

物価モ ニ タ } か ら こ ん な 意見が寄せ ら れた 。 「一時 的 に 食料品 な どが高 く な り 、 日 常生

活 に 影響が出 る の で は 、 と 心配 し ま し たが、 大 き な 変化 も な く 、 消費者は安心 し て暮 ら す

こ と がで き ま し たJ r高価 な 食器類が破損 し て 以来、 物への こ だ、 わ り がな く な り 、 物 欲の

世界か ら 少 し解放 さ れた気分です。 ひ と つ だけ 、 物流の た め の交通手段 は 災害 時 に備 え て 、

物価高 を 招 か な い た め に ぜ ひ確保 し て お く 必要があ る と 痛感 し ま し たJ r 関 東 方 面 に い る

知 人が防災用 品 の 話 を し て い た こ と があ り ま し た が、 そ の時点で は ま っ た く 人 ご と と 聞 き

流 し て い ま し た。 今 回 の 地震で、 最低眼の物 を 買 い ま し たJ r震災後、 家 の 中 に あ ま り に

も 不要 な も の が多 い こ と に気付 き ま し た。 こ れか ら は必要以上 に 買 わ な い 賢い 消 費者 に な

っ て、 確 か な 日 で選択で き る よ う に 、 と 思 っ て い ま すJ r物 の 豊 か さ や経済効 率 の 方 ばか

り に価値があ る と 思 っ て い ま し た。 本当 は 人 間 と し て基本的 な 衣食住、 生 き る こ と が一番

大切 であ り 、 そ れ を 子 ど も の 頃か ら 教え る こ と が大事だ と 考 え さ せ ら れ ま し た j

震災 1 年、 消費者物価指数は穏やか な レ ベ ル で 震災 を 乗 り 越 え た 。 各地か ら の救援 に 、

自 治体や生協、 量販庖の確か な対応があ り 、 さ ら に 賢い 消費者が冷静 な 行動で応 え た結 果

と い え よ う O

〈参考文献〉
『阪神 ・ 淡路大震災 兵庫県の l 年の記録J 兵庫県 1 996年 6 月
f物価と私たち の く ら し No163j 兵庫県生活文化部編 1996年 1 月
f季刊消費 3 号j 消費研究神戸フ ォ ー ラ ム編 1995年10月
『京阪神三都市における阪神 ・ 淡路大震災の消費行動の変化についての調査j 京都、 大阪、 神戸市民局編 1996 

年 8 月
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い間 生活再建への道
1 . 在宅 と 仮設住宅の比較

被災地 の 人 々 は 、 生活再・建 に 向 か つ て ゆ る やか に歩み始 め た 。 避難所 に 集 ま っ た 30万人

を 超 え る 被災者 を ひ と く く り にす る こ と は も ち ろ ん で き な い 。 そ れぞれ生い 立 ち 、 環境、

職業が異 な り 、 被災の 度合い も 違 う 。 生活再建 を 考 え る 場合、 早 々 と 自 立す る ケ ー ス は別

に し て 、 無理だ と い う 弱者 に 対 し て 、 国 や 自 治体な ど周辺が ど こ ま で フ ォ ロ ー で き る か、

に かか っ て い る O

兵庫県長寿社会研究機構 (野尻武敏理事長) は震災の約 2 ヵ 月 後 に 「震災被災世帯状況

に 関す る 調査研究報告書J を ま と め た。 在宅者 と 仮設住宅 に 住 む 人 々 と を 分 け 、 同 じ設問

で調べた と こ ろ に特徴があ り 、 収入、 就職、 家層建築、 今後の暮 ら しへ の 展望 な ど、 そ の

格差が く っ き り 浮 き 彫 り に さ れた 。

在宅世帯 (以下在宅) は震災後引 き 続 き 被災地域の住宅 に居住す る 、 神 戸市東難 区 か ら

須磨 区 ま での 5 匹、 西宮市、 宝塚市、 淡路北部計7， 300世帝が対象。 2 月 28 日 か ら 3 月 7

日 の 間 に 調査票 を 配布 し て 回収す る 方法で実施 し た が、 回収率は3， 748票で51%。 仮設住

宅入居世帯 (以下仮設) は被災 し て入府 し た 神戸市東灘区 須磨 区 6 区 と 西宮、 宝塚両市、

北淡町の計1， 000世帯 を 対 象 に し た 。 3 月 10 日 �22 日 に面接法で実施 し 、 田 収率 は 985票で

98%。

(表20) 在宅の世帯収入

500万円�7507j円未満 26. 3% 
300万r[1�500万円未満 21 . 6% 
750万円�1000万円未満 18. 7% 
300万円未満 15% 

在宅の年齢層 は40歳代が27. 5% と 最 も 多 く 、 50歳代が20. 9%、 30歳代19 . 4%。 住居の種

類 は 「一戸建て ・ 長屋建 てJ 54. 7%で全体の 5 割強 を 占 め、 「鉄筋 の 集合住宅 (マ ン シ ョ

ン な ど) J 33. 1% と 続 き 、 「木造の 集合住宅 ( ア パ ー ト 、 文化住宅) J は 1 . 7% と 低 い 。 住宅

の 所有状況 は 「持ち 家 ・ ロ ー ン な しj は39. 6%、 次 い で、 「持 ち 家 ・ ロ ー ン 支払い 中J 30. 0% 

と 続 き 、 持 ち 家率 は 7 割 に 達 し て い る 。 「民間 の賃貸」 は 10. 7%。

仮設の年齢層 は60歳代が40. 0% で ト ッ プ。 次 い で70歳代 が26. 2%、 40歳代8. 4%、 50歳

代7. 9%、 80歳以上が7 . 3% と な っ て い る O 中 年層が中心で あ る 在宅 と 比較 し て 、 60歳以上

の高齢者の比率が高 い 。 住居の種類 は 「一戸建て ・ 長屋建て 」 が50. 9%。 次いで 「木造の

集合住宅J 31 .  9%、 「鉄筋の 集合住宅J 10. 7%0 I木造の集合住宅j の比率が在宅 に比べて

高 く 、 3 割 を 超 え て い る 。 反対に 「鉄筋の集合住宅J が低い 。 住宅の所有状況は 「持 ち 家 ・
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(表21) 仮設の詮帯収入

300万円未満 64. 9% 
300万円�500万円未満 16. 3% 
500万円�750万円未満 6. 5% 
750万円�1 ， 000万円未満 1. 7% 
1 ，  000万円以 r. 0. 6% 

ロ ー ン な し 」 が40. 3%。 持 ち 家以外で は 「民間の賃貸J 43. 4%で、 在宅に比べ て 持 ち 家率

が低 く 、 民間 の賃貸が 4 割以上 と 高 く な っ て い る O

特徴的 な の は世帯収入 の 差。 在宅 は離職が少な く 1500万 円 前後j の 層 を 中心 に 平均的

な レ ベ ル で あ る の に 対 し、 仮設は 1300万 円 未満j の低所得 層 が圧 倒 的 に 多 く 6 割 を 超 え

た 。 1500万 円 以上」 の 中 、 高所得層 は 1 割 に も 満 た な い。 定職 を持た な い 、 年 金生活者の

高齢者が多 く 、 生計者の 「夫J が約 8 割 を 占 め る 在宅 に 対 し 、 仮設 は46. 1% と 低い。 反

対 に 「配偶者の い な い女性 ・ 男性j の比率がか な り 高 く な っ て い る 。

震災に よ っ て仕事、 勤務地 に ど う 影響 を 及 ぼ し た か、 に つ い て調べた。 在 宅 の 主 た る 生

計者の仕事や勤務地が 「変化 し て い な いJ と い う 人 は 70. 1% と 多 い が、 「変化 し たj 人 も

15. 5% と 目 立 っ て い る o 1変化 し たJ 人 は 男 性17. 5%、 女性27. 2%。 女性 に よ り 影響 が あ

っ た こ と を 示 し て い る 。 世帯収入が低 い は ど仕事に 変化が起 き て い る と い う 。

そ の 変化 の 内容 を み る と 、 「勤務地が変 わ っ た」 が31 . 4%。 一 方 で 「 自 宅待 機 を 命 じ ら

れ た J (6. 2%) 1本人や家族の け がや病気で就労 で き な いJ (0. 7%) 1会社が倒 産 し たj

(1 . 2%) 1解雇 さ れたJ (5. 0%) 1 自 営業 の 再 開 の め どが立 た な いJ (7. 1%) な ど深刻 な

状況が う かがわれ、 実質的 に 職 を 失 っ た 人 を 合わ せ る と 、 2 割 を 超 え て い る 。 と く に女性

は仕事や勤務地が変化 し た 人が51 . 2%で、 男性の 3 倍 と い う 激変ぶ り 。 神戸市経済局が震

災 1 ヵ 月 後 に 、 市 内 の企業1， 000社 に 対 し て行 っ た調査では20%が全半壊、 一 部損傷約50%

を 加 え る と 企業 の 4 分の 3 が被害 を 被 っ た 。 そ の 影響が こ の調査 に は っ き り 表れ た 。

生計者の配偶者の仕事は ど う か。 女性の場合 は 主 に パ ー ト 、 ア ルバ イ ト な ど を 指すが、

身分的 に不安定 な せ い で、 や は り 震災 に よ っ て深刻 な 影響 を 受 け た 。 実質的 に 職 を 失 っ た

人 は41. 5% と 、 仕事や勤務地が変 わ っ た と い う 人の 5 割近 く を 占 め 、 生計者の 2 割 を 大 き

く 上 回 っ て い る O

仮設の 人 々 はすべて の面で震災の被害 を も ろ に 受 け て い る 。 9 割以上が倒壊や焼失で家

を 失 い 、 70%近 く が避難所で過 ご し、 f 自 宅 に い た」 人 は 3 % に 過 ぎ な い。 仕事や勤務地

が 「変化 し た」 人 は22. 8%、 「変化 な し J は32. 0%で、 変化 し た 人 は在 宅 よ り や や 多 い 。

し か し対象者に 高 齢者が多 く 、 「就労 し て い な いJ 人 が44. 2% も お り 、 就労 し て い る 人 の

中 で み る と 、 変化 し た 人 は41 . 7 % に も 達 し て い る 。 在宅の 18. 1 % に 比べ、 い か に 仕事の影

響が大 き か っ た か 、 が う かがえ る 。

「変化 し た J 人 は男性で39 . 4%、 女性で49. 0%、 こ こ で も 女性への し わ寄せが厳 し い 。

世帯年収で も 1300万 円 未満j の 層 の46. 8%が 「変化 し たj と 答 え 、 年収が下が る ほ ど こ
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の 傾 向 が大 き い。 変化の 内 容 は 、 「 自 営業 を 再 開 す る め どがな い」 と い う 人 が20. 0% も あ

り 、 実 質 的 に 職 を 失 っ た 人 は60. 5% に も 達 し、 こ こ で も 在宅の 2 割 を 大 き く 上 回 る 結果 に

な っ て い る 。 生計者別 に み る と 、 失職男性で53. 7%、 女性は さ ら に増 え て 73. 3%。 震災に

よ っ て家計の 主 な収入源 を 絶 た れた 厳 し い現実 を み る こ と がで き る 。

今後の 生 活 の 見通 し で は、 在 宅 は 「 十分で は な い が、 な ん と か な る J 62. 5%0 I見通 し

がた っ て い る J 31 .  3%0 I見通 し が ま っ た く た た な いJ 3. 8% の!頼。 「兵庫 県 に住み続 け た

い J 人 は 94. 5%に達 し 、 壊滅的 な被害 を 受 け た場所で も 住み慣れた土地への 愛着 は 強 い 。

そ し て 「防災機能 を 備 え た 安全な ま ち づ く り j を 望む声が大 き い (69. 7 %) 0 半面、 「国際

交流 は じ め多 様 な 交流や助 け 合 い が広 が る ま ち づ く り J (3. 9%) I 質 の 高 い 芸術 ・ 文化 に

ふ れ る 機会が多 い ま ち づ く り J (4. 5%) と い っ た心の豊か さ を 求め る 声 は極少。 そ こ ま で

の 余裕が ま だ な い と い え よ う O

一方仮設は 「見通 し がた っ て い る 」 と 答え た人 は わ ずか6. 6%0 I十分で は な い が、 な ん

と か な る j は44. 1%0 I ま っ た く 見通 し がた た な いj は48. 7%。 在 宅 に 比 べ て 生活再建 の

厳 し さ を 訴 え て い る 。 し か し在宅同様兵庫県への思い入れは強 く 99. 5% の 人が 「兵庫 県 に

住 み た い J と 答 え た。 し か し 「県市営住宅 に入居 し た いj の45. 8% を み て も 分か る よ う に 、

「 自 力 で元 い た場所 に 家 を 建 て た いj と す る 在宅の82. 0% に 対 し て 、 場所 に こ だわ ら ず、

安い家賃の公営往宅 を 求 め る 声が強い。

そ し て結論 と し て一一一

①仮設の場合、 軽傷 を 含む人的被害 は 2 割弱、 家屋の倒壊や 火災が92. 1 % に 達 し て い る 。

在宅の場合 の 人 的被害は 1 割、 家屋 は部分的 な損壊 を 合め る と 約 6 割が被存 を 受 け た 。

②仮設入居者で約 7 割の 人が避難所での生活 を 経験 し 、 宇数近 く が仕 事や勤務地への影

響 を 被 っ た 。 在宅では 半数以上が、 震災後 も 引 き 続 き !'I 主 に 同位 し て い る が、 仕 事 に 関 し

て は約16%が影響 を 受 け 、 そ の 内 の20% (全体の3. 2%) が実宜 的 に 職 を 失 っ たc と く に

女性への影響が大 き く な っ て い る O

③情報の 入手 に つ い て は仮設の方が避難所 な どでの 口 コ ミ を 利用 し て い る が、 子主主 は ほ

と ん どすべて の 情報の不足 に 苦 し ん で い た 。 生活に 吋 た っ て は近 隣 の 助 け 合 い が大 き な }]

を 発揮 し 、 地域社会の役割が再確認 さ れた が、 仮設の万がよ り 多 く の ボ ラ ン テ イ ア の 支;緩

を 受 け た 。

④ス ト レ ス 症状は、 仮設 に よ り 強 く み ら れ る が、 こ れは家障 の 倒壊や 火災な どの過酷な

体験に よ る も の であ ろ う 。 メ ン タ ル な ケ ア が求め ら れ て い る 。

⑤住み慣れた と こ ろ に住 み た い と い う 定住志向が極 め て 強 く 、 今後の ま ち づ く り に 関 し

て は、 防災、 保健、 医療、 福祉 と い っ た生活に密殺 し た機能の充実 を 求め る 戸が圧倒的で

あ り 、 文化、 芸術、 国際交流 を 重視す る 意見 は 少 な い 。 こ れは震災の衝撃の大 き さ を 如実

に 語 っ て い る が、 こ う し た点 も 考慮 に入 れ な が ら 、 長期的、 総合的 な 視野 に 立 っ た ま ち づ

く り が必要で、 あ ろ う 。
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2 . 家計簿 に み る 震災

震災は各家庭 の すべ て の 面 に 大 き な 影響 を 与 え た 。 具体的 な 数字 混乱の 中 で ト ー タ

ル に そ れ を 掌握す る の は むずか し い。 そ こ で 「被災地 に 生活す る 者の一人 と し て 、 心 を 痛

め る だけ で な く 、 資料で実態 を 検証 し 、 記録に 止 め て お こ う j と コ ー プ こ う べ (組合員 1 1 5

万世帯) は湯浅夏子 を代表 と す る 95年度組合員研究チ ー ム を作 り 、 こ の 間 題 に 取 り 組んで

き た。

調査は① 日 本生協連合会が実施 し て い る 全国生計費調査に 、 毎月 の家計デー タ を 提 出 し

て い る 家計 モ ニ タ ー 124人か ら 112人の家計数値 を 分析 し た 。 期 間 は 震災直後か ら 6 ヵ 月 間

②震災か ら 9 ヵ 月 経 っ た10月 の 時点で、 「震災 と く ら し に つ い て の ア ン ケ ー ト 調査j を

実施 し た (回 収294枚、 有 効 回 収率94. 8%) ③家屋が全壊 し た 、 あ る い は 仮設住宅 に 入

居 し た被災者の事例調査 を 行い 、 震災 1 年 を 経過 し た 時点で様々 な く ら し の 問 題点 に つ い

て語っ て も ら っ た一一の 3 つ の方法で、 あ る 。 家計簿分析か ら ケ ー ス ス タ デ イ ま で、 時期 を

震災直後、 半年、 1 年 と ず ら し て生活の推移 を 見つ め 、 問 題 を摘 出 し 分析 し た 。 災害 に 個

人が どの よ う に 対処 し て い っ たか、 の 実録 と し て 特徴があ る 。

①家計 モ ニ タ ー の 世帯主平均年齢は46. 7歳、 家族構成は平均3. 7人。 職種は 会社 員 75人、

公務員 16人、 無職13人、 そ の他 8 入。 神戸 を 中 心 に J I I 西、 姫路、 郡部の範囲 に 暮 ら し て い

る が、 住 宅 は n 家 が81 人 と 圧倒 的 に 多 い 。 内 18. 7%の世帯が被災 し た 。

高齢才í. 1土 1i:: ん で い た 開J に 反 れ る か = 長 田 区 大 正 商 J6街
( 1995年 3 月 27 日 )
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ま ず実収入面で震災の影響 を み る と 一一

夫の給料は396， 795 円 で、 前年対比101. 3% 

と あ ま り 大 き な差 は な い。 反対 に 妻の給料

は 月 平均17， 095 円 、 前年比91. 5% と 減少 し

た。 3 月 がマ イ ナ ス 22 . 5%、 6 月 がマ イ ナ

ス 27 . 6% と 大 き く 落 ち 込ん だ。 パ ー ト タ イ

マ ー と し て働 く 40歳代の女性が大 き な 影響

を 受 け た 。 賞 与 は 前 年 比 マ イ ナ ス 1. 5%で

や や 減 っ た 。 夫の年金は社会保 険給付 の 改

定で全体 と し て 124. 1% と 増 え て い る 。 家

賃 ・ 地代は前年対比 で26. 5% と 大 き く 減少

し た 。 収入の あ る 世帯が震災で、大幅 に 減 っ

た た め。 ア ルバ イ ト 収入 も 総平均では7， 860

円、 前年対比78. 2 % に 減少 し た。 1 、 2 、

3 月 の 収入が減 り 、 月 額、 で2， 189円 の 減 少

と な っ た 。 16世帯 で 両信の家族か ら の収入

は、 3 月 に多額の収入があ っ た世苦の影響



で総平均 月 額 は4， 950 円 、 前年対比102. 1% と な っ た。 そ の他の収入 は総平均で月 額52， 755 

円 、 前年対比127 . 0% と 増 え た。 こ の収入 に は慶 弔 金、 見舞金、 配 当 金、 預貯金の 利 子 な

どが含 ま れ、 収入 を 増 や し た。 総平均で は 1 ヵ 月 621 ， 700円 、 前年対比103. 9% と 増 え て い

た 。

モ ニ タ ー の家計収入 は大 き い災害に も かか わ ら ず、 健全で あ っ た と い え る O 収入の 伸 び

を 支 え た の は 、 定収入 と 震災関連の 臨時の収入 で あ り 、 家計の補助収入 は 逆 に減 っ て し ま

っ た こ と に な る O 土地 ・ 家屋 な ど資産 を 失っ て し ま っ た 人 々 に と っ て、 生 活再建の た め に

も う 一度収入 の 途 を 検討 し な け ればな ら な い厳 し い局 面 に 立 た さ れた 、 と い え る O

1 ヵ 月 の 実収入の実態 に つ い て 、 95年 6 月 に し ぼっ て調べた。 妻の給料、 夫 と 妻の賞与、

妻の年金、 自 家営業収入、 家賃 ・ 地代、 ア ルバ イ ト 収入、 他の家族か ら の収入の 8 項 目 が

前年割れ を 示 し 93. 6%、 額 に し て30， 621 円 の マ イ ナ ス に な っ た。 こ れに 対 し夫の給料 と 夫

の 年 金 は そ れ ぞれ104. 2%、 1 19 . 4% と 増 え た。 そ の他 の 収入 が146. 6%、 額 に し て 15 ， 806

円 増 え た 。 そ の た め 総合計はお， 075円 、 前年対比101. 5%増収 と な っ た。

( 図 6 ) 実収入の変化 (95年 6 月 の前年間月 慈)
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-見、 定収入 は 順調 に 回復 し た か に み え る O し か し家計の補填 に 頼 り に し て い た ボー ナ

ス や ア ルバ イ ト 収入 が減 り 、 家 賃 ・ 地代や 自 家営業収入 も 震災の影響 を 受 け て い る O 減収

を カ バ ー し た の は そ の他収入 の49， 698円 で あ る O 中流以上の収入があ る 健全 な 家計の よ う

に み え る が、 一時的 な 支援 に よ る 現象であ ろ う O

消 費 支出 は ど う か。 1 � 6 月 の 月 平均額 は419， 765円 で全国対比96. 8% と 、 ト ー タ ル で

マ イ ナ ス 3. 2%落 ち 込ん で い る O 全 国 的 に 2 年続 き の 消 費 の 冷 え 込み だが、 神 戸の場合、

そ れ を さ ら に 下 回 っ た。 例年 と 95年 を 比較す る と 、 4 月 と 6 月 が1 1 2. 8%、 125 . 7% と 前年

を 上 回 っ た 他の 月 は少 し ずつ低 く な っ た が、 ト ー タ ル で み る と 、 102. 6% と 微増。 グ ラ フ

の 山 の と こ ろ 、 つ ま り 4 月 と 6 月 は震災の被害 を 修復す る た め に 多 額 の 支 出 が必要 と な っ

た た め で、 普段の く ら し に戻 っ た た め の消 費 の伸 ぴで は な い。

各費 目 を 調べ、 震災の影響 を 分析 し た。

食費 は震災直後大幅 に 減 り 、 6 月 に な っ て よ う や く 元 に戻 っ た。 住居関連 支 出 が増 え た 。

そ の ピ ー ク は 4 、 6 月 で、 そ の 頃か ら 住 ま い の 補修や家具の購入が始 ま っ た。 ラ イ フ ラ イ

ン が破壊 さ れて水、 光熱費の支出が減 っ た 。 回復 し た の は 4 月 O 保健医療費、 教養娯楽費、

被服費が減 り 、 理容衛生費は支出 を 押 さ え て い る 。 教育費 は前年並 み で、 3 、 6 月 が ピ ー

ク 。 交通 ・ 通信費 は前年並み だが、 3 、 5 、 6 月 は増 え て い る O 職業 ・ 主婦費 は ほ ぼ前年

並み。

こ の 中 で変動の激 し か っ た 「住居関連支出J を ピ ッ ク ア ッ プす る と一一一。 モ ニ タ ー の う

ち 4 世帯 (3. 4%) が倒壊、 ま た は 焼失 し 、 74世帯 (67. 3%) が半壊、 損傷 を 受 け た 。 被

(民 7 ) 消費支出の推移
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害がな か っ た の は32世帯。 家賃 ・ 地代が 4 、 6 月 に大幅に伸 びたが、 こ の 費 目 の 中 に は住

居 の 賃貸料や地代の他に権利金、 礼金の よ う な転居の た め の 費用 と 、 ロ ー ン の 返済が入 っ

て い る O そ の他の住岩費 の 支 出 は 月 を 追 っ て 増 え 続 け た 。 前年対比 で 2 月 18 1 . 4%、 3 月

89. 6%、 4 月 41 1 . 9%、 5 月 148. 9%、 6 月 362. 3% と 異常 な 出費増 に な っ た 。

ロ ー ン に つ い て は、 モ ニ タ ー の う ち 半数近 い世帯 が返済 し て お り 、 そ の 平均額は99， 398 

円 。 30、 40代の 世帯が 7 割 を 占 め て い る が、 定年後 も 支払い続 け る 人 も い る O ボー ナ ス 時

に 多 額 の 返済 を 組み 込 ん で い る た め し 6 月 が多 い 。 6 ヵ 月 の ト ー タ ル で128% と 支出 が

増 え て い る 。

被災世帯 (21人 中 20人) に つ い て 、 受 け た公的支援は全壊58万 円 � 24万 円 、 半壊47万 円

� 2 万 円 と 差があ る 。 親戚、 知 人 か ら の 見 舞 い 金 は 1 1 2万 円 か ら 5 万 円 。 勤務先の 見舞金

も 108. 8万 円 � 5 万 円 と 大 き な 開 き があ る 。 そ の 他保険、 共済、 私的保険 に 加 入 し て い た

の は20世帯中 9 世帯。 全壊 7 世帯 は いずれ も 持 ち 家 で あ り 、 再建で き た の は震災 1 年 3 カ

月 後 3 世帯 、 進行中 、 目 途が立 っ て い る が 3 世帯。 半壊1 3世帯は補修済 み か ら 目 途が立 っ

て い る ま で を 含 め る と 9 世帯。 震災前か ら ロ ー ン 返済の あ っ た 4 肢帯 は ダ ブル ロ ー ン を 組

む こ と に な り 、 新 た に ロ ー ン を 組 む 世帯 も 1 世帯 あ る O

公的支援 に つ い て調査 し た と こ ろ 、 必要 な 金額 は 全壊の場合で'3， 000万 円 � l ， 000万 円 。

準備で き る 自 己資金は平均1， 000万 円�860万 円 で あ り 、 支援希望額1， 000万 円 �500万 円 。

家計モ ニ タ ー の 世帯収入 は 中流以上で、 持 ち 家 の世帯が多 い 。 だか ら と い っ て 、 生活再建

がやす や す と で き る わ け で、 は な い。 こ の調査の総括 と し て被災世帯の 「生 の声J を 集 め た。

「公的 な 融資制度 も 高齢者 に は借 り る 限度があ る 。 老後の た め の貯金 を 使 わ な け れば再

建で き な い。 高 齢者 に 資金援助 制 度があ ればい い と 思 う J 1全壊1 ， 000万 円 、 半壊500万 円

く ら い公的支援 し て ほ し いJ 1長期 間 の無利息融資 と 税金の免除 を し て ほ し いJ 1災害 に備

え 、 日 頃の準備、 蓄 え の必要 を 個 人 が心すべ き J I基本 は 個 人、 家庭の 日 常の 自 立心 に あ

る と 思 う O 年 齢 x 40万 円 く ら い が必要貯蓄 で は な い かJ (20歳で800万 円 、 60歳 で 2 ， 400 

万 円 ) 1税金、 社会保険、 義務教育 に 関 わ る 費用 な ど公的 な も のすべて を 、 被害総額 に 見

合 う ま で取 ら な い で ほ し いJ 1 自 然災害保 険 を 国 が保証 し て 制 度化す る 。 ま た 自 然災害対

策基金制 度で も よ い。 な ん ら かの 災害保障の新 し い シ ス テ ム を 創 設す る こ と を 希望す る J

② 「 く ら し の ア ン ケ ー ト 調査J は 阪神 間賠住者139人、 仮設住宅入居者44人、 家計モ ニ

タ ー 1 10人 を 対 象 に 実施 し た 。 こ こ で も ①の 家計簿調査 と 河 じ 傾 向 が示 さ れ、 震災前後の

収入の差、 家 の再建への苦悩、 買 い控 えーーな ど震災の影響がは っ き り 出 た 。

1' 96消費者問題神戸会議J (神戸市 ・ 神戸市消 費者協会共催) の 「 く ら し を 見直 そ う 」

と い う 第 5 部会で、 コ ー プ こ う べの組合員研究チ ー ム の佐伯寿 さ んが 「大震災で人 々 の く

ら し は 変わ っ た か り と 題 し て、 震災 1 年 間 の取 り 組み と 分析 を 発表、 評価 を 集め た。

ア ン ケ ー ト 調査で、 は消費者の意識の 上 で、い ろ ん な 変化がみ ら れた 。 ま ず対象世帯全体の

収入の 変化 は、 「昨年 と 変わ ら な い」 が約 3 分の 2 で最 も 多 い が、 「昨年 よ り 減 っ たj が全
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体の 4 分の l も あ っ た。 仮設住宅居住者で 3 分の 1 、 阪神地 区居住者 4 分の し 家計モ ニ

タ ー 5 分の l の順に な っ て い る 。 今後大 き な 出 費が予想 さ れ る 仮設が最 も 厳 し い状況 に 置

かれて い る O 対象者の年代が阪神地区、 家計モ ニ タ ー は勤労世帯が多 い の に 対 し 、 仮設は

高齢者が多 か っ た こ と が影響 し て い る O 日 常の 買 い 物 な ど に 変化 は あ っ た か。 「お金 を で

き る だ け使わ な い よ う に し て い る j が仮設入居者の半数近 く あ り 、 他 よ り 目 立 っ て多 い 。

「必要最小 限 の 物 し か買 わ な いJ と い う 人 は 、 阪神地 区 、 仮設 に 多 く 約 4 割。 「で き る だ

け安価 な物 を 買 う 」 が仮設で約 2 割。 く ら し ゃ住居の再建 に 向 け て 節約 を む ね と す る 意向

が う かがえ る O し か し ア ン ケ ー ト の コ メ ン ト に よ る と 、 「明 日 も 今 日 と 同 じ 生 活がで き る

保証は な い。 必要以上の我漫 を せず、 家肢 と 楽 し む た め に はお金 を 使 う 」 と い う 意見 も あ

り 、 震災が こ れ ま で の価値観 を 変 え て し ま っ た 人 も い る 。 「 自 分の 気 に 入 っ た も の を 慎重

に選ぶJ が 2 割 あ る の は 、 物 を 持つ こ と に 対 し て真剣 に 考 え 始め た か ら で は な い か。 ま た

「必需 品 を 備蓄す る よ う に な っ たJ が家計 モ ニ タ ー では 4 分の 1 、 阪神地 区 が 5 分の 1 で

あ る の に対 し 、 仮設の 人 は 少 な い 。 備蓄の認識が薄 い と い う よ り 、 住 ま いが狭 く 、 空間が

な い と い う こ と だ ろ う O

住 ま い に 対す る 考 え 方 も 変わ っ た 。 「持 ち 家が よ いJ と い う 閲答が最 も 多 い と は い え 、

震災前 と 震災後 を 比較す る と 、 「持ち 家が よ いJ が23%減。 反対 に 「借家が よ い J I持ち 家

で も 借家 で も よ いJ が23%増 と 、 持 ち 家 に こ だ わ る 層 が減 っ た。 「借家 が よ い 」 と 答 え た

人 は震災後 に は 5 倍近 く 増 え た 。 「分譲マ ン シ ョ ン が よ い」 が半数以 下 に 減 っ た の は、 被

災マ ン シ ョ ン の再建、 補修工事の ト ラ ブ ル で難航 し て い る ケ ー ス が多 い た め と み ら れ る 。

住 ま い に対す る 意識の変化が著 し い。

生活設計の変化 を み る と一一 「生活設計 を 変更せ ざる を 得 な く な っ たJ と 答え た 人は全

体の 3 分の l 。 変更内容で最 も 多 か っ た のが 「住む場所 を 変 え る j で、 仮設の 人 々 が圧倒

的 に 多 い 。 2 番 目 に 多 い の が 「仕事 を 失 っ た り 、 変 え た り し たJ で、 「仕事 を 変 え た 人」

の う ち 、 どの対象 も 3 割前後あ っ た 。 勤 め先 も 大 き な 被害 を 受け、 雇用が減 ら さ れた人が

少 な く な い 。 震災後 「親や 子 と 同居す る こ と に な っ た」 の は 、 震災直後 だ け で な く 、 そ の

後 も 多 く み ら れる 現象であ る 。 被災者 の 開 き 取 り 調査で も 、 同居の難 し さ を 心 配 し な が ら

「年金で は家賃 も 払 え な いJ I解体 し て も ら っ たが、 建て 直す資金が な いJ I も う 若 く な い

の で、 仕事があ る か ど う かが心配」 と い っ た声があ り 、 今後の 険 し い道程 を 思い 、 胸が痛

ん だ。

佐伯 さ ん は 発表の最後 に 、 震災 と 調査で得た 教訓 と し て 「 自 分の く ら し の全体像 を掴み、

災害に備 え た 自 助努力 の 大切 さ J I地域の 中 での 人的 ネ ッ ト ワ ー ク こ そ が最大の危機管理

で あ る こ と J I平素か ら 安心 し て 暮 ら せ る よ う に、 自 然災害 に 対す る 国民 レ ベ ル で の保障

の仕組みの必要性J の 3 点 を 挙げた。

③生活基盤 を 失 っ た被災世帯の事例調査 に つ い て 、 コ ー プ こ う べの研究ス タ ッ フ は、 家

計モニ タ ー な どか ら ピ ッ ク ア ッ プ し て面談 を 試み た 。 「 思 い 出 し た く も な い 。 つ ら い の で
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(図 8 ) 震災に よ る生活設計の変更の内容 (92人)
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に あ げる 事例 は比較的展望がみ え る が、 ロ ー ン の 重圧がの しかか り 、 そ れが将来の子 ど も

への教育 を 心配す る な ど、 苦悩ぶ り が色濃 く 出 て い る O

被災時の住 ま い
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神戸市灘区、 マ ン シ ョ ン 、 持 ち 家。

避難後95年 2 月 か ら 社 宅 に 住 む。

成長期の核家族、 夫 (37歳、 会社員 ) 妻 (31歳、 主婦) 小学生 2 人、

幼児 1 人。

94年12FJ に 夫の 父 と 共 同 名 義で中古マ ン シ ョ ン を 購入 し た ばか り だ、 っ た 。 震災で家族に

けがは な か っ た がマ ン シ ョ ン が全壊 し 、 マ イ カ ー で 田 舎の叔母の家へ避難 し そ こ で20 日 間

暮 ら し た 。 近 く に 住 ん で い た母の家 も 、 築後70年の古い家 で全壊。 夫 は 3 日 目 か ら 出社 し 、

2 月 初 め社宅 に移 り 、 子 ど も も 転校、 転歯 し た 。 マ ン シ ョ ン の 入居世帯 は20戸、 95年 5 月

に建て替 え る 話が ま と ま っ た が、 区画整理の区域に入 っ て い る た め 、 敷地の 10%が カ ッ ト

さ れ、 前 よ り 狭 く な り そ う 。

収入 は と く に 変化 は な い (平均 月 収税込 み約48万 円) 。 県 と 市か ら 見舞金14万 円 、 赤十

字か ら 10万 円 、 会社や 親戚、 知 人 か ら の 見舞金な ど合わ せ て 約 180万 円 い た だ い た。 社宅

に 移 っ た た め 、 カ ー ペ ッ ト 、 家 具 な ど生活 を 始 め る た め に必要 な も の を購入。 と は い え食

器戸棚 は ガ ラ ス が壊れた ま ま 、 ガ ラ ス な し で、使っ て い る 。 すべて ーか ら 購 入 し な い と で き

な い の で、 食事作 り を 始 め た と き も 、 食材 は も と よ り 調 味料な どス ト ッ ク は ゼ ロ O 包丁 と

か も 必要 に な る 度 に 買 い に 走 っ た 。

1 年 間 は社宅の家賃 は無料に し て も ら え る の で、 こ の 間 に少 し で も 貯金 を 増や し た い。

マ ン シ ョ ン は ロ ー ン で は な く 、 一括で、支払い済み だ、 っ た 。 建 て 替 え に よ り 新 し く ロ ー ン が
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始 ま る 。 建 物 の 額 は2， 000万 円 く ら い に な る 見込み。 社 内預金は利子が高 い の で、 ロ ー ン

が始 ま る ま で に貯 金 を 増 や し た い。

ダ ブル ロ ー ン で、 な か っ た も の の 、 購入 し て僅か 2 ヵ 月 で全壊 し て し ま っ た た め 、 思 い が

け な い大 き な 出 費 が必要 に な っ た。 震災が な か っ た ら 、 子 ど も た ち がい ずれ成人 し た ら 、

で き れば近 く に 住 んで ほ し い。 そ の た め に土地か家 を 用 意 し て や れ た ら 、 と 考 え て い た 。

今は そ れ ど こ ろ で は な い。 予定外の ロ ー ン がで き 、 そ れが ま だ

た ち の 教育 費 を捻出 し な け ればな ら な い は め に な つ た O 妻 は 家計の足 し に週 1 回 ア ルバ イ

ト を し て い る O

多 く の ア ン ケ ー ト や面接調査 を み て き た。 そ こ に あ る 底流 は被害 を 受 け た 、 金銭的 に 大

き な負 担 と 同 時 に 、 精神的 に い や さ れる こ と な く 続 く 「心の ケ アj の 問題。 と く に 「面接

し て い て 、 気の毒で、話が開 け な か っ た 」 と い う ケ ー ス は調査結果 に 出 て こ な い 。 そ う い う

人 た ち が底 辺 に 多 く 存在 し て い る こ と も ま た 事実であ る 。

家が全壊 し た世帯の 5 割以上が 「家族 ら の心の傷が由復 し て い な いj 神 戸市が震災

1 年実施 し た市民全世帯 ア ン ケ ー ト の 集計で こ ん な 結果が明 ら か に な っ た 。 全焼世帯で は

6 割 を 超 え 、 高齢者 ほ ど心の立 ち 直 り が遅い傾向がみ ら れた と い う O こ の ア ン ケ ー ト は 、

震災後初 め てで、 市外避難者13， 000世帯 を 含む550， 000世帯 に 用 紙 を 送 り 、 28. 4% の 156， 614

世帯か ら の 回答 を 得た。

被災者の心の痛手 に つ い て は、 家屋 の 被害程度 別 に 集計。 自 宅が全壊 し た 世帯 で は 、

54. 6%が 「 あ ま り 田復 し て い な いj と 答 え 、 「 あ る 程度戻 っ たJ の36. 9%、 「震災前 に 戻 っ

たj の 5 . 2% を 大 き く 上 回 っ た 。 全焼世帯で も 60. 1%が 「戻 っ て い な いj と 回 答す る 一方、

一部損壊の世帯は20. 6%。 年齢別 で は70歳以上の38. 9% に 対 し 、 20代 で は 18. 1 % と な る な

ど、 心の痛手の 回 復 に 時 間 がかか っ て い る こ と が分か つ た。

震災後の考 え 方や 行動 の 変化 (複数回答) に つ い て は 「隣近所 な ど他人 と の結 びつ き を

大切 に患 う よ う に な っ たj の63. 6%が 「 どち ら か と い え ば他人 を あ ま り あ て に で き な いJ

の 13. 2% を 大幅 に 上 回 っ た 。 「将来 に対 し て 備 え を 十分 に すべ き だ と 思 っ たJ が57. 2% も

あ り 、 「将来 よ り 今 を 楽 し み た い」 の26. 2% を 上 回 っ た。 今後の市政が も っ と も 力 を い れ

る べ き 施策 は 高齢者対策が45. 9%で最 も 多 い 。 続 い て 医療 ・ 保健の35. 7%、 防災の33. 8%、

出 防 ・ 救急の 33. 5%。

ま た全体の91. 6%が 「神戸 に ず、 っ と 住み続け た い J と 回答。 前 回 (93年) の88. 1% よ り

増 え て お り 、 震 災 に も かか わ ら ず神戸への愛着が よ り 強 く な っ て い る 。 元 い た 場所への希

求 は高齢者 ほ ど高 い 。

高齢者 に 、 よ り 精神 的 に 過酷 な 生活 を 強 い ら れ る ケ ー ス は神戸 に止 ま ら な い 。 例 え ば県

タトへ避難 し た 人 た ち 。 高坂健次関学大教授 は西宮 市 の 依頼で、500 人 を 対 象 に 追跡調査 し た 。

県の概算で は 5 万世帯12万 人が全 国 に 散 ら ばっ て 移 り 住 ん だ ( う ち 40%が大阪) 。 そ の 人

た ち は知人や親戚が移住先 に い て 、 比較的余裕の あ る 世帯 と み ら れて い た が、 間宮の場合
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の :年収調査で、は逆だ、 っ た。

300万円 未満 300万 円以上

西宮市全体 9. 8� 23. 6� 

県外被災者 14. 3� 29. 4� 

市全体 と 比較 し て 、 県外被災者は む し ろ 低所得者層 の 方が多 い。 家賃補助、 仮設住宅ふ

れ あ い セ ン タ ー の運営費、 事業資金の利子補給 な どの特典 も な い。 調査が行 き 届 かず、 情

報 も 流れて こ な い 、 そ う い う 人 た ち は 島流 し に遭 っ た よ う な 感概だ と い う 。 準市民 と も い

う べ き 立場 な が ら 、 ハ ン デ ィ を 背負 っ て暮 ら し て い る 事実 に も っ と 目 を 向 け る べ き

と い う 声が上がっ て い る O

神 戸市 は県 に 対 し 県外へ避難 し た被災者 を 含め た生活再建 を 支援す る よ う 要望 し た 。 生

活復興 で は 支援の対象 と し て 初 め て 「県外被災者 も 含め てJ と 明記 し た 。 同 市 は 「従来か

ら 県外被災者の 生活再建 に 取 り 組んでい る が、 県 と 共同 し て実態調査 を 行 い 、 さ ら に き め

細 か く 対応 し た い 」 と い う O 恒久住宅 に 入居す る 高齢者の 当面の生活支援や コ ミ ュ ニ テ イ

づ く り への 配慮 も 求め て い る O

生活福祉資金、 災害援護金、 災害弔慰金、 災害義援金の配分。 そ し て社 会的弱者への援

護 で は 、 高齢者、 障害者、 被災児童、 社会福祉施設入所者への援護 な ど、 法 で被せ ら れる

あ ら ゆ る 手段 を 講 じ て 措置 し て き た (別掲) 0 そ の他公営住宅の建設、 医療、 雇用対策 な

どが被災者の生活再建 の た め の、 主 な 1 年 の 支提であ っ た 。

被災者に と っ て、 こ の 1 年 は 人生で味 わ っ た最大の試練 を い か に い や す か、 で あ っ た。

行政や府 聞 の励 ま し に フ ォ ロ ー さ れ、 次 第 に 自 立への歩み を 始 め たが、 個 々 に よ っ て そ の

歩調 はすべて 違 う 。 家屋被害10市 10町で415， 659世帯 (96年 3 月 31 日 現在) 0 生活の基盤で

あ る 住宅づ く り は、 県 の 対 策 の 中 で最 も 大 き な ウ エ ー ト を 出 め た 。 「 ひ ょ う ご住宅復興 3

ヵ 年計画j を 立案 し 、 民 間 の 賃貸住宅の 再建、 新築 の 積極支援 を 行 う ほ か県実施分7， 500

戸、 市町実施分10， 500戸、 計18， 000戸の供給 を 行 う こ と に な っ た。 家賃の低減 と い う 措置

も 取 っ た。 し か し 自 力 で家 を 再建す る め どが立た な い、 と い う 人 は 相変 わ ら ず多 い 。

東灘 区 の マ ン シ ョ ン に 住 む A さ ん一 家 (夫62歳、 妻59歳、 社 会 人 の 長 男 ) は、 マ ン シ

ョ ン の再建 に つ い て 250戸 の 住民 の 意 見 が ま と ま ら ず、 仮設住宅 に 住 む こ と に な っ た。 夫

は 働 い て お り 、 給与24万 円 と 年金約22万 円が月 収。 ロ ー ン は な か っ た が、 次 に マ ン シ ョ ン

再建が軌道 に 乗 れ ば、 1 ， 500万 円 � 1 ， 600万円 の資金が必要 に な る 。 給与の 半分は再建資金

に 関 し て い る 。 先 の 長い ロ ー ン 支払い を 、 夫婦で話 し合い 「持ち 家 を あ き ら め 、 賃 貸公営

住 宅 に入 ろ う J と 考 え を 変 え た。

仮設住宅の被災者は大半が公営住宅への入居 を 希 望 し て い る O し か し比較的収入 の あ る

A さ ん の よ う な ケ ー ス を 加 え れ ば、 安 い 公営住宅希望 は さ ら に 増 え る の で は な い か。 県
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は 1 月 27 日 か ら 不動産会館 (神戸) に 「総合住宅相談所」 を 設置 し た が、 約 1 年 間 の相談

件数は58， 7 16件。 内 容 は 融資、 法律、 建築技術、 補修の順。 ま ず基礎 を 囲 め て、 そ こ か ら

生活再建 を 考 え よ う 、 と い う 被災者の意識が う かがえ る O 行政の支援 も 「緊急か ら 長期展

望j へ と 繋が る 。 各個人の生活 を 見直す手立て も 、 息の長い道程 と い わ ざる を 得 な い。

県 は95年 7 月 に 「災害復興計繭J ( ひ ょ う ご フ ェ ニ ッ ク ス 計画) を ま と め た 。 被 災者 の

自 立復興 を 支援す る 役割 を 持 ち 、 目 標年 次 は 2005年 (平成17年) 。 そ の 中 の 基本理念 に こ

う う た っ て い る O

「高齢化 ・ 成熟化の進む21世紀へ 向 け て 、 一 人 ひ と り が主体的 に 自 ら の 生 活 を創造 し な

が ら 、 共生す る 社会づ く り を 進め る O 自 然への畏敬の 念 を も ち 、 自 然 と 共生 し な が ら 、 命

を 育 む 、 ア メ ニ テ ィ ー 豊 か な都市づ く り を 進め る 。 」

(参考文献〉
f震災被災依帯状況に関する調査研究報告書j (財) 兵庫県長寿社会研究機構 1995年 3 月
195:9'度組合員研究チーム ・ 調査研究報告書j コ ープこ う べ ・ 生協研究機構 1996年10月
1 ' 96消費者問題村Jrx会議の報告j 神戸市 ・ 神戸市消費者協会 1995年10月
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i 第一節 文化財、 町並み、 都市景観
1 . 文化財 @ 国宝 @ 重要文化財

今圏の地震では多数の建造物が被害 を 受け て い る が、 文化財建造物 も 例外 で は な い。 出

指定文化財建造物 で は29件 (99件 中) 、 県指定文化建造物で は44件 (184件 中 ) 、 ほ か に 市

軒指定文化財で は22件 と い う 被害が生 じ て い る 。 ま た重要伝統的建造物群保存地 区 に 指定

さ れて い る 、 神戸市中央区北野町の伝統的建造物34件のすべてが、 な ん ら か の 損傷 を 被 っ

た 。

建造物 と と も に 美術工芸 品 や 史跡、 有形民俗文化財 な ど も 損傷 を 免れな か っ た が、 い ず

れ も 部分修理で復i日 し て い る O 時 間 を 要す る の は、 建造物であ る 。 し か し、 時 間 だ け で 問

題が解決す る わ け で、 は な い。 文化庁が修復す る の は 国指定の重要文化財 だ け で、 文化財指

定 を 受 け て い な い建造物の修復 は 費用 の面で困難であ る O こ の た め兵庫県は 9 月 、 震災復

興基金に よ り 指定以外の古い民家 な と守271件 に つ い て 、 修復費補助 を 決め た 。

[混沌の中 での諦査 ・ 復!日準備}

地震発生後の 1 週間 は文化財調査に 人 員 を 割 け る 状態で、 な か っ た 。 し か し 、 1 月 21 臼 ~

22 日 に は破損範囲 の擁定の た め加古川市や小野市 な ど縁辺部か ら の情報 を 集 め 、 大幅 な 被

災状況 を つ か ん だ。 想橡 を 絶す る ひ ど さ に 、

京都府 に調査の応援 を 要請。 24 日 に打 ち 合

わせがで き て 、 以後、 現地状況説察 に続 き

調査が始 ま っ た。 2 月 15 日 に は調査終了。

そ の 問 、 修理積算調査、 さ ら に 緊急修理費

予算内示 も 行わ れた 。 4 月 に は (財) 阪神 ・

淡路大震災復興基金に よ る 文化財修理費助

成事業が準備 さ れた 。

[損傷状況 と 修理方針}

指 定文化建造 物 で被害が大 き か っ た も

の、 そ の 修理方針 の お も な も の は、 表 1 ・

2 の通 り であ る O こ の う ち 、 旧神戸居腎地

十五番館、 間胃神社大練塀 な ど13件 を 除い

て 1996年 3 月 ま で に 修理が完了 し て い る O

旧神戸居留 地 十 五番舘 は全壊 し た も の の

焼失は免れ た た め 、 も と の 木材や煉瓦 な ど
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(表 1 ) 国指定文化財の破損状況 ・ 修理方針

区 分 文 化 財 の 名 称 所 在 地 所有者等
旧神j i居留地 卜五番館 神戸市中央区浪花 続ノ ザワ
(明治l4"ドi袋) Ulf15喬地

2 !日 ト ーマス住宅 神戸市中央区北野 神戸市
I (1m台42Ój') :1 J ゐ 1 1 13- 3
!日ハ ッ サム住宅 神 戸 Ipl!'央伝中 山手通 5 丁 神戸市
(時lìfì35イn fi l 昏地者i業陣地内

IH小 、子家厩舎 神 } l 市中央区 中 山 手通 5 ) 神戸市
;九戸(lザ、Jìtì40年頃) 11 1 長地松葉関域内

5 ン タ ー住宅 ネヰJ }í I !i i難 lズ 青 谷 町 神戸市
(f�灯台40年) 1 T I 1 1 各 4 号

トーー
6 小林道ミ住宅 神戸 I!i中央 li北野 i 小林正て

(l�Jìfì:l6年) 3 T 1 I B- :l {也 4 名
ト一一
7 立fI怠 、子阿弥;�セ '�;: (鎌倉時代) 子:I[) ド di丙 区:機谷町 如意寺

文子生';;(: (室町時代中期) i H  1 259 
ト一一
8 太LI I ，1本堂/仁王門 神 ) 1 市両氏伊 )1 1 谷 太山寺

(同宝 。 弘安 8 年 室町時代中期) 田J前線
トー9 建造物 八幡神社 (巾筋) 宝塚市 中 筋 2 丁 目 八幡神社

(室町時代中期) 91 
ト一一
10 長j宝、予本堂ノ/多宝塔 尼崎市久々知10 i 長途二与:

(5èfu 9 年/慶長12年)
トー一一

1 1 本興守)J丈/1銅山笠
(fi;1'D 3fJc JC1'日3年移築)

; 尼崎市開明町3-13 本興 、子

12 F耳目神社表大門 (慶長 9 西宮 111社家町 1-17 西笹神社
年) / 大練塀 (鎌倉時代)

13 !日 山 {ii家住宅 芦屋市山手町173 まま淀川製
(大正13年 ・ 1924) 鋼所

卜一一
14 !日間 !日家住宅 伊丹市宮の 前 2 丁 伊丹市

(江戸時代中期) 日 1 93
ト一一
15 満願寺九芝草子 } I I 酋 市 満 願 持 簸 ( 満願寺

(lE!，ê，; 6 年 ・ 1 293) 東凶
16 朝光寺本堂 力n束郡社町熔609 朝光寺

(国宝/応永20年 ・ 1413)
17 力nrJlî市坂本821-17 一乗寺

18 吋誠一造物群 神戸市中央区北野 神戸市
保存地区 町

破 損 状 況 修 理 方 針
全壊 解体修理

民根被壊、 煙突落 F 、 煉 ði\ 分 修 理 (屋 根 ・

}/J主漆喰壁亀裂 燃言5 ・ 煉瓦漆喰竪
壁亀裂、 落下 部分修浬 (壁 ・ l

煉突f也)

煉瓦開亀裂、 行ß';HíH哩
(煉瓦壁他)

2 階東側望号亀裂、 ;煙突務 吉fl分修正w
I T  (:tl!i}出産他)
煙突務 ド、 屋根破損、 i奈 部分
日喰時亀裂 煙突・漆喰壁)
河弥陀堂 亀腹、 軒 下PIl亀裂 部うf修理
文殊 反核鍍m、 接亀裂 (if1 ' 車n n[J)
本�r:;� : 亀腹亀裂 本全 部分修理

仁 IPトJ : 1l1U�ñì奈喰墜落下 仁 ! 門 部分修理 i 
全壊 解体修理

本金 : 屋根 ・ 授破壊、 傾斜 本 堂 : 部 分 修 理 多 ;
多宝塔 : 1.部変形 ・ 傾斜 宝i答 : 半解体修用

}j丈 : 屋根破損 ・ 車輪部大破

関 山 堂 : 軸部移動 ・ 嵯破壊 関 UJ堂 : 部分修理

表大門 : 柱亀裂 ・ 按 じれ 表大河 : 半解体修

大練塀 : 倒壊 E里大練塀 : 解体修理

区林;努断亀裂 ・ 壁絞損 部分修理 ・ 補強

同北部分崩壊 半解体修理
原根瓦崩落、 柱傾斜
転倒 部分修理

破亀裂 ・ 剥離 部分修;f!�
(ì�長喰瞥)

配水管破裂、 消火絵漏水 ! 部分修理
火災報知設備彼損 (紡災施設)
洋館 : 26件 音5分修耳111也
手Dfrl� : 6 件

(兵庫 県教育委員 会調べ)
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(表 2 ) 県指定文化財の被饗状況 ・ 修理方針

No k{ 分

トー

3 

4 

5 

6 

10 

1 1 

12 

13 

14 

x 化 財 の 名 称 所 在 地

! 六月f八幡神社目jl宮
鮫

神戸市灘民八幡 町
()己正20óF/1582) 本 3 丁 1 1 6 番地

J l l rrlj家住宅 神戸市北i又有野間]
(iJj í rt1 期) !?i穆t3574

トーー
UfJJ�j抵抗造 十 三重塔 神戸市兵庫 民切ρ
(�l、安 9 年/ 1286) 間Jl

ト…一
ki家主子庫符! ・ 客殿 f己的 I古寺田TlO

録後
卜一一
�r;f tí�神社本殿 尼�I.:tj打'rtít公2-23 - 1
('tbkB年 /1636)

十一

1 1'1反応喜十郎住宅 F可fnlîìR�IJ8-5
(明治21年)

八幡神社本殿 両下nlr表山UIJ3-31

トーー
品協 与観音栄 ・ 山内 伊丹 市 ぷ本 2 丁 目

(ìT! î時代ql期) 169 

i議i也神社本殿 fcJ!丹 市鴻池字村凶
(江戸初期) 1 40 

春 日神社本殿 伊丹市口酒井字東
川原 1 3

多国神社東門 ・ 河内 ! J l I 岡 市 多 m院字回
所 I

鶴林寺仁 王 門 力11 古川市加 古川 町
(江戸時代初期) 」ヒ在家424

本|詩家住宅 力n 市 Jl I J\車講 師r f f'す
(j乙禄 7 "jê/1694) 816ノ 1

D造 十 :重塔 ìlt名 君宇 津 名 目] 志 筑
3842 

所有者等 被 害 j犬 J児 修理方針
六甲八幡 倒壊 解体修理
神社
!日 向治文 合体に阿へずれる 部分引き3里 (車良部

時亀裂 う l起 し ・ 墜他)

神戸市 倒壊 (全体に束へ移動、 非[[ \1. . 欠損部補
5 立;一以 上が落 下) f襲

長迷 、予 w宇j! : 客殿 : 何段 伸 子íl 解体格納
鈴桜 : 傾斜 千手段 J揚屋修理

�ít公 fijl1'f hl:f.長破損 (松茸) 部分修理 (屋根
装飾部欠綴 自11jj' 1也)

制['1鹿記念 倦亀裂 部分修王里
酒造博物館 ( ^校イ也)

八橋和11ネ土 本殿移動、 iJ�*ゑ破損 ffl5う川手理 Ct 
総向付静till波招待: ずì . iJ(縁f也)

E4陽寺 観 点 移動 ・ ??商へ傾斜 線 内 堂 : 部 分 修 理

山 内 移動 ・ 傾斜 l li l"l 揚足引 戻 し

ね�ì也神社 1\'1話へ大き く 傾斜 部分修J'lll
( )，�礎 ・ 縁組他)

春 日神社 土塀#:1隙間 ・ 瓦一部務 下 五五分修11jì
(!桂f也)

多聞神社 土塀境隙間 ・ 瓦 一部落下 部分修理
(狭他)

鶴林寺 柱移動、 傾斜 'l 解 体 修 理 ( 2 重
粁き1\材 落下、 屋根崩壊 部分解体修理)

加出J I I市 屋根瓦崩段、 時損傷 移築
柱傾斜、 小屋総損132

引磁寺 倒壊 議rr立直 し
部分修l車

(兵庫県教育委員会調べ)

を 最大 限 に 再利用 し て、 免震構造で復旧 さ れ る 計画 であ る 。 完了 は !日 山 邑家住宅 と と も に

1997年度の予定。 一方、 県指定の 山 岳酒造の 掛蔵や!日辰馬喜 十郎の 出 な ど、 部材が再利用

不能な ま で に 砕 け て い る な ど復旧 が不可能で、、 再現 を あ き ら め ざる を 得 な か っ た も の も あ

る 。

ま た 、 未指定で は あ る が歴 史的 ・ 文化的 に 重 要 な 建造物 に対 し で も 修理費補助が行 わ れ

て い る が、 こ ち ら の 方の復旧 は か な り 遅れ て お り 、 進捗率 は歴史的建造物 で約 3 分の l 、

文化的建造物 で は約 5 分の 1 であ る 。
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2 . 理蔵文化財

兵庫県 は全国で最 も 埋蔵文化財ム の 数が多 い県で あ る 。 そ の う ち の相 当 な 割合が集 ま っ て

い る 地域 に 被害が集中 し た こ と が、 問題を さ ら に 困 難 に し て い る 。 地震の 影響 を確認す る

現地踏査は 1 月 末 に な っ て行 わ れ た 。 文化財Aそ の も の の被災は幸 い 、 神戸市灘区の鬼塚古

墳の横穴式石室が一部崩落 し た 1 件 だ け で あ っ た。 し か し 、 地域内 で家屋、 ピ、 ル、 工場等

の 建物が倒壊 ま た は焼失 し て い て 、 以後の復興事業 に よ っ て 影響 を 受 け る 可能性があ る 包

蔵地 は、 280遺跡、 253. 6ha あ る こ と がわ か っ た。

埋蔵文化財 発掘調査は、 復興事業の進展 と 密接 に 関連 し て い る 。 阪神 ・ 淡路大震災復旧 ・

復興事業 に 伴 う 調査に かか る 時 間 を 当初、 3 年程度 と 想定 し て い た が、 復興事業の遅れか

ら 調査 も 大幅 に 後年 に ず れ込む可能性が大 き く な っ て い る 。

[ 文化庁 に特別措置要請}

発掘調奈 は 、 災害救助法の指定 を 受 け た 関係10市10町 と 兵庫県教育委員会が丈化財保護

法 に基づい て従来 同 様 に 続け る こ と と な っ た が、 周辺の状況 に 沿 っ て震災復旧 ・ 復興事業

に 係 る 特別措置 を 文化庁 に要 請 し た 。

ま ず課題 と な っ た の は、 ラ イ フ ラ イ ン な ど緊急 を 要す る 復旧工事に対す る 埋蔵文化財の

取 り 扱 い 方針で あ っ た 。 こ れは、 1995年 5 月 末 ま で を 期 間 と し て 、 電気、 ガ ス な ど ラ イ フ

ラ イ ン の復旧 や建築物の撤去、 仮設住宅の建設 な ど緊急 を 要す る 工事に つ い て は、 文化財

保護法の規定 に よ る 届 け 出 、 通知 を 不要 と し た 。 そ の ほか、 迅速 な調査を 行 う た め に全国

か ら の 支援協力 を 得 る こ と 、 ま た確認調査は従前の知見 を 利用 す る な どの よ う な弾力的規

定 も 取 り 決め ら れた 。 こ れ ら は1998年 5 月 31 日 ま で を 適用 期 間 と す る 。

[公費負担で調査が円滑 に }

兵庫県教育委員 会が震災復興事業 と し て 1996年 3 月 ま で に 受理 し た包蔵地内 で土木工事

等 を 行 う 場合の 届 け 出 ・ 通知件数は755件で、 そ れ以外の通常事業分 を 合 わ せ る と 1 ， 196件、

1994年度の約 2 倍 に な っ て い る 。 し か し 、 取 り 扱い の弾力 的措霞 に よ っ て、 震災分に 関 し

て は大幅 に 減少 し て い る 。

ま た 、 すべて の確認調査 と 個人事業及 び、中小企業者 に つ い て は、 全額 を 公費負担 (国庫

補助事業) と し た た め 、 ト ラ ブルが起 こ ら ず、 円 滑 に 調査が進め ら れて い る 。

[全国 か ら 専門職員支援]

調査に 当 た る 人員 は 、 県教育委員 会 と 関係市町教育委員 会の 専 門 職員 だ け で は足 り な い

と 予測 さ れ た た め 、 広域的 な 支援体制が整え ら れた 。 こ れ ま で部分的 な 支援 と い う も の は

あ っ た が、 今 回 の よ う な全国的規模の支援体制 と い う の は、 初 め て の こ と で あ る 。
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こ の よ う な 支援体制 に よ っ て 、 調査の 開 始時期や調査期 間 な どの点で事業者 と の調整が

円 滑 に 行 え る よ う に な り 、 復興事業の推進 と 埋蔵文化財保護の整合が図 ら れ る よ う に な っ

た。

1995年度の他府県か ら の支援専 門 職 員 派遣 は 表 3 の と お り に 行 わ れ た 。

{調査状況1

1995年度震災復興 に係 る 発掘調査状況は 表 4 の通 り で あ る O
(表 3 ) 支援専門職員派遣状況

I 6 月 lOH 6 月 10刀 1 6 月

宮城 1 愛知 岡山
福島 1 福井 広島
群馬 滋賀 2 2 山口
千 葉 五〈者E 4 4 昏 1 1 1
i高=巨 1 大波 4 4 私\1首j
山梨 1 1 奈良 長崎
長野 l 1 和歌山 2 2 鹿児島
蚊"i1. 2 五日夜
静岡 2 r..H艮 25 

(表 4 ) 1 995年度震災復興に係る発掘調査状況

確認識交
市町名 調査叫譲蜘百
兵庫県

神戸市

尼崎市
-rti宮市 i
芦屋市
伊丹市
川西市
l汚イ::j l↑1‘
淡路町
jヒi炎匝i

東im罰]
津名目I

一宮町
五色町

洲 本市

合 計
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72 9， 671 

214 3， 7 17 

20 1， 007 
4 479 

45 546 

32 1 ， 245 

10 856 

9 502 

。 0 1  
6 364 

1 
7 176 

3 48 

1 12 
15 

425 18， 670 

全面調査 合計

冊数 | 議瓶詰(ぱ 調査叫調繭積州
6 45， 081 78 54. 752 

56 89， 961 270 93， 678 
6 1， 570 26 2， 577 
。 。 4 479 
12 2， 746 57 3， 292 
12 5 ， 139 44 6， 384 

3 505 13 1 ， 361 

9 2， 207 18 2， 709 
l 375 1 375 
。 。 6 364 1 
。 。 1 32 
。 。 7 176 

。 。 3 48 

。 。 l 12 
。 。 15 

1 05 147， 584 530 166， 254 

1 0月
1 

1 
l 

35 

直営

調査件数 ( 調査面積inil
78 54. 752 

253 76， 122 

25 2， 077 

4 479 
52 1， 01 4 
39 2， 417 

11 906 
1 7  2， 479 
1 375 
6 364 

1 32 
7 176 
3 48 

12 
15 

県教委支援

調査叫酬(ポ) {荷考

17 17， 556 支援96年度継続除 く

1 500 支援96年度継続除 く

。 。
d 戸 2， 278 支1�96年度継続除 く

b 3， 967 

2 455 
230 I 

。 。
。 。
。 。
。 。
。 0 1  

。 。
。 。
31 24， 986 

(兵庫県教育委員会調べ)



[埋文関保救接連絡会議の設立活動]

f埋丈 関係救援連絡会議J tJ:， 埋蔵文化財研究会 (九阪研究会) の 関 西準 備会 を 中心 に 、

2 国 の準備 会 を 経て 、 1995年 3 月 1 日 に 結成 さ れた。 震災で は 、 阪神 uu で埋蔵文化財の仕

事 に 携わ る 人た ち も 被災 し た 。 そ の 中 に は、 n ら も 被 災若であ り な が ら 公的 な 仕事に就い

て い る た め、 援助活動 に 奔走 し た 人 も 少 な く な か っ た。 ナj、 今後の街の復IU . 復興 と い

う 大規模 な 開発の 中 で、 埋蔵文化財 と い う も の の取 り 扱い を 巡っ て 、 か な り 蔽 し い状況が

生 ま れ る こ と が予想 さ れ た 。 埋蔵文化財そ の も の の こ う し た危機的 な状況 を 前 に し て 、 埋

蔵文化財 に 携 わ る 者、 そ し て 近 隣 に住み、 同 じ仕事に携わ る :苦た ち は 、 被災地の 仲 間 を 支

援す る 体制 の必要性 を 痛切 に感 じ たc

何 を し な け ればな ら な い か、 何がで き る だ ろ う か と 、 吋 !l 集 ま っ た 近畿 ー ド! のJm蔵文化

財関係者約50名 が議論 を 交 わ し た 。 様 々 な 意見が出 た が、 最終的 に : つ の 活動 を 行 っ て い

く こ と に な っ た。 そ れは、 ①被災 し た 埋蔵文化財関係者 に 対 し て直接的 な 支援 と な る よ う

に 見舞金 を 募 る こ と 、 ②被災地域の埋蔵文化財の 問題に つ い て、 情報 を で き る だ け 集 め て 、

率 査 な 意見交換の場 を 設 け る こ と 、 で あ っ た 。 後者 は、 被災地の埋蔵文化財 の 問題 を で き

る だけ 多 く の 人 間 で検討す る 機会 を も ち 、 最善の 途 を 摸索 し よ う と い う 意 団 が込め ら れて

い た。 連絡会議は設立当初、 会の活動 を 様 々 な機会 を 用 い て伝 え た 。 考吉学関係の雑誌に

投稿す る 一方、 学会や研究会の機会 に パ ネ ル展示や シ ン ポ ジ ウ ム で被災地の抱 え る 埋蔵文

化財問題 を ア ピ ー ル し た 。 パ ネ ル展示は設立後 5 ヵ 月 の 間 に神奈川 、 関 山 、 奈良な どで開

か れた学会 ・ 研究会で計 7 回 、 行 っ た 。 ま た、 見舞金 を 寄せ ら れた 方 を 中 心 に 通信紙 を発

行 し て い る O こ の 通信紙 を 再編集 し た ニ ュ ー ス は 、 「月 刊 文化財発掘 出 土情報J の 紙面 を

借 り 、 1997年 1 月 現在日 号 を 数え て い る 。

被災地の状況がや や 落 ち 着 き を みせ た 震災 3 ヵ 月 後 に は、 連絡会議の基本的 な 考 え を 盛

り 込ん だ声明文 「歴 史 と 文化 を 生か し た都市の再生 を J を 関係 自 治体に提 出 し 、 被災地の

新 た な都市計画 に埋蔵文化財への 配慮 を 求 め た。

見舞金 は、 韓 国 の 考古学者 を 含 め 、 日 本各 地 の 数百名 か ら 1995年末 ま で に 約266万 円 が

寄せ ら れた 。 震災か ら 1 年 を 経た 1996年 1 月 17 日 に 、 自 宅が全半壊 し た38名 (常勤職員 9

名 、 非常勤職員 29名) に 1 人 7 万 円 ずつ 送 っ た 。 見舞金に協力 し て く だ さ っ た 方 々 か ら の

励 ま し ゃ 、 わ ず か な 見舞金の額 に も かか わ ら ず了寧 な礼状 を 頂 き 、 連絡会がそ の 名 の 通 り

両者の連絡役 と な り 、 第 一 の 目 的 を 達成す る こ と がで き た。

被災地の埋蔵文化財の状況 を 調べ る た め に 、 見学会 を 2 度行 っ た 。 は じ め は震災か ら 3

ヵ 月 経 っ た 4 月 に 明石か ら 芦屋 に か け て見学 し 、 そ の模様 を 考古学関連の雑誌 を 通 じ て 紹

介 し た 。 2 度 目 は遺跡調査の状況 を 知 る た め 、 1996年 9 月 に 芦屋、 神戸 を 見学 し た。 こ の

時 に は、 両市の職員 と 兵庫l県埋蔵文化財事務所復興調査班の全国か ら 派遣 さ れた支援職員

30名 と の交流会 を 行 っ た 。

ま た 、 考 占学か ら 防災 に 少 し で も 役立つ こ と を 願 っ て 、 将来の地震予測 に も つ な が る 遺
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用J故丈化財 の パ ネ ル 民 ぷ

( 1995年 5 月 、 日 本 1;. {I)-"';:協会総会。平塚)

(出威 主化財閥係紋綬j主 絡 会 提供)

跡で手き は さ れ た 地反痕跡の 資料集 『発掘 さ れた地震痕跡J を 1996年 8 月 に刊 行 し た 。 全国

各地の関係者150名 の 協力 で、 全国37お遺跡の デ タ を 収め る こ と がで き た。 多 く の新聞 に

取 り i二げ ら れ た こ と も あ り 、 そ の 反響 は事務局 の予想 を 越 え る も の で あ っ た 。

現在、 連絡会で は被災地 の埋蔵文化財 の こ れ ま での取 り 組み を 、 映像記録 と し て保存す

る こ と を 検討 し て い る 。

「震災 と 埋蔵文化財」 と い う 問題は、 !よ く 日 本で直面 し て い る 「開発 と 埋蔵文化財 J と

い う 問題が集 中 か っ 、 緊急、の課題 と し て現れた も の で あ る 。 そ の被害の 大 き さ か ら み る と 、

こ れ ま で と ほ ぼ同 様 に 遺邸調査がで き る 状況 を 震災直後 に予測す る こ と は で き な か っ た 。

こ れは 、 こ れ ま で\長年培 っ て き た埋蔵文化財行政 を な し く ず し に崩 し て い っ て は な ら な い

と い う 関係者の熱意 に 支 え ら れた も の で あ る 。 被災地の遺跡調査に 対 し て 、 地域住民か ら

の 反発 を 懸念 し て い た が、 こ れ ま で大 き な ト ラ ブル は な く 、 現地説明 会 を 求め る な ど、 調

査に対 し て む し ろ 好意 的 な 意見が寄せ ら れて い る と い う O こ れは 、 公的資金に よ る 調査 と

い う 原因者の負担免除 と い う 点 も 少な く な いが、 住み慣れた街の景観が失 わ れた こ と に よ

っ て 、 地域の歴 史 に対す る 関心が呼び起 こ さ れた も の で は な い だ ろ う か。 区画整理事業 な

ど大 き な 開発事業 は こ れか ら 本格化 し 、 被災地 の埋蔵文化財の問題は こ れか ら が本番であ

る 。 新 し い 街づ く り に あ た っ て 、 「災害 に 強 いj だ け で な く 、 地域 に根 ざ し た暦 史 ・ 丈化

を 生か し た 「 人 に優 し い コ ミ ュ ニ テ イ

は息の長 い 活動 を 行 う と い う O

3 . 時並み @ 都甫景観

が't ま れる こ と を 願 っ て 、 こ れか ら も 連絡会議

兵庫県 下 で は 「景観の形成 等 に 関 す る 条例J I者15市景観条例 j を 制定 し て 町並 み な ど の

景観保護 に 努め て い る が、 指定地域 も ま た大 き な損傷 を 受 け た。 神戸市の北野町山本通地

域、 旧居留地域、 伊丹 市の !日大坂道都市景観形成道路、 北少路村都市景観形成道路、 旧 西
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国街道都市景観形成道路、 尼崎市の寺町地区、 宝塚市の 旧小浜宿 長観形成地域 な どであ る 。

古 く か ら の酒 ど こ ろ 「灘五郷」 の呼び名 で知 ら れ、 江戸時代 か ら の雰囲気 を 今に 残 し て

い た神戸市東部海側 の 酒造業地帯 は、 神戸 を 代表す る 町並み の 一つ で あ っ た が、 古 い だ け

に 約50棟あ っ た 木造酒蔵 は ほ と ん どが全壊 し た 。

調査でj手かび上が っ た事実 で あ る が、 町並み ・ 地域文化財の保存 に共感 し て建て替 え を

控 え て い た 家が、 真 っ 先 に倒壊 し た例があ る と い う こ と は、 今後 も 景観保護 を 続 け て い く

こ と に お い て忘れて は な ら な い 問題であ ろ う 。

{北野 ・ 山本地藍で 「異人館基金J 発足}

旧神戸居留 地 で は倒壊 し た 十五番館 は復元 さ れ る が、 周 辺の建築物 の 多 く は取 り 壊 さ れ

た 。

北野町山 本通 地 区 は 国指定の重要伝統的建造物群保存地区が含 ま れ る が、 指定 さ れて い

る 34件すべて が担保ー し 、 ほ かの 未指定の異人館 も 大 き な被害 を 受け た 。 般公開 さ れて い

る 22棟の異人館 の う ち 「 う ろ こ の 家」 な ど 9 舘 は 、 ゴー ル デ ン ウ ィ … ク に 間 に合わせ る よ

う 修復 し 、 再 開 に こ ぎ つ け た 。 同の指定を 受 け て い る 建造物 は、 神戸華僑総会主屋 な ど被

害の大 き か っ た 3 件以外が 、ド成 7 年度内 に修理 を 完 了 し て い る 。

問題は、 修理費で あ る 。 こ の 町 、投 み を 明治 ・ 大正時代の ま ま に復元す る に は多額の工事

費が必要であ る が、 同 の指定 を 受 け て い な い建物 の場合、 復興基金か ら 半分の助成があ る

と は い え 偶 人の 負 担iが大 き い/づ し か し こ れ を 機 に 、 北野の 自 治会 の 内 部 か ら 異人舘街の保

存方法 を 見直す動 き が出 て 、 そ の ひ と つ の 活動 と し て 「異人館基金J が設立 さ れた。

市民 レ ベルで町並み を 考 え る

東灘 ・ 灘の 酒造業地帯 に 群れ と し て 残っ て い た 木造酒蔵は、 記念館 を 含 め て ほ と ん どが

!勾壁の修復が進む シ ュ ウ エ ケ 邸。 英国か ら
専 門の職人が衆 口 し 、 1:1 上げ作業 を す る 予
定 だ (神戸 市 中 央医 山 本通)
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ル ミ ナ リ エ
光はほん と う にj昆かかっ た…・ぃ 1 2月 、 あの日

を思い出 さ せる寒さがやっ て き たが、 人々 はそ
れを希望の光に変え た。 「私た ち は、 神戸の街
と 人々 が、 気の滅入る 闇夜のあ と に、 光 と 太陽
と 活気に満ち た 日 々 を取 り 戻 し て ほ し いので
す。 恐れずに夢をみて く ださ い。 一一こ れ
らの小 さ な星々 が、 喜ぴと 安 ら ぎをみな さ んの
心に刻んで く れ ま す よ う にj イ タ リ アか らのこ
のよ う な作者の思い と と も に、 ル ミ ナ リ エは被
災の街に な ぐさ めを運んで、 き た。

ル ミ ナ リ エは イ タ リ アの伝統芸術であ り 、 そ
の光に は 「復活」 の怠味がある と い う 。 こ れを

! 開催 して、 不死あのよ う に廷 り 、 新生する神戸
の希望のシ ン ボル と し、 ま た傷ついた市民の心
を癒 し、 勇気づけよ う と 、 兵庫県、 神戸市、 県
観光連盟、 神戸商工会議所な どが神戸 ル ミ ナ リ
エ実行委員会を組織 した。 同会が制作を依頼 し
た イ タ リ アの建築家ヴ ァ レ リ オ ・ フ ェ ス テ イ 氏
は、 神戸の街々 を何度 も 歩 き ま わっ て、 最 も ふ
さ わ しい場所 と して !日外国人居留地を選んだ。
ま た制作ス タ ッ フ 12人も イ タ リ ア か ら 訪れて工
事を担当。 12月 15 日 か ら25 日の開催に向けて準
備を進めた。

ま た、 開催期間にあわせて数々 のイ ベ ン ト も
余匿さ れた。 ス ト リ ー ト ラ イ ブ、 異人館ラ イ ト
ア ッ プ、 ク リ ス マス ツ リ ーの設置、 パ レー ドな
どな ど。 震災のために激減 した観光客を呼び戻
す き っ かけ に と い う ね ら い も あ っ たが、 来場者
は予想、の 3 倍の254万人、 その半数が神戸市以
外か ら と い う こ と で 目 的は達成 した と いえる
商業的効来 も 評価 さ れた。

被災 した人々 に と っ てのル ミ ナ リ エは 、 1 JJ 

1713 か ら始ま っ た →年の出
ぴ、 悲 しみに思 い を はせ、 この年 と 決別する 「送
り 火」 と しての荘厳な儀式の役割をする も ので
も あ っ た。 光の回廊を巡る だれもが楽 しみなが
ら も 、 その場にいない人を思 っ た。

来場者の多 く か ら 、 平 く も 、 ま た来年 も 照催
してほ しい と い う 希望が出ているO 神戸市会議
員 は超党派で 「観光復興促進神戸 市会議員連
盟」 を結成 し 、 翌年以降の継続開催を求める働
き かけ を している。

予想を は る か に上回 る 来場者を集め た 「神戸 ル ミ ナ リ
J (1申戸 市中央区)

全壊 し た c そ の所有者で あ る メ ー カ … ら の 意 向 でi土 、 業務 は こ の 地で続け る が古 い 木造蔵

の復旧 は し な い は 棟だ け は修復) と い う こ と で あ っ た 。 と い う の は、 そ れ ら は独特 の 景

観 を つ く り だ し て は い た が、 ほ と ん どが本来の酒造 り の場 と い う 機能 を 果 た し て い た も の

で は な い た め、 産業復興 の }jが優先課題で あ る と 考 え ら れた か ら だ。

こ こ で も 市民 レ ベ ルで町並み ・ 長観 を 考 え る 動 き が生 ま れて い る 。 関西建築家ボ ラ ン テ
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イ ア 「灘の酒蔵 を 復興 さ せ る 会J が、 酒蔵の町の復興か ら 始め て 地元全体が活気 を 取 り 戻

す こ と を ね ら い と し た プ ロ ジ ェ ク ト を 発足 さ せた 。 こ れは、 以前の酒蔵 の 雰 囲気 を 残 し な

が ら 、 活気あ る 生 き た 環境 を 再生 し よ う と す る も の で、 蔵人の育成 な ど に よ り 、 昔 な が ら

の伝統的 な 酒造 り の技術 を 守 り 未来へ伝 え て い く 場、 最新技術 と 伝統的 な 技備が合体 し た

新 し い 酒造 り の あ り 方 を研究す る 施設 を 設け る こ と を提案 し て い る O

こ の一帯の酒)哉の並ぶ道は、 大石か ら 魚 崎 ま で続い てお り 、 酒造 り の 季節 に は 「酒 ラ リ

ー 」 と い う 催 し と と も に市民 に親 し ま れて き た 。 そ こ で、 酒蔵の道 を 石 畳 な どで整備 し 、

そ の道沿い の 酒 蔵 メ ー カ ー ご と に そ の存在 を ア ピ ー ルす る 場 と し て 、 看板や休憩所 ・ 車販

!占 ・ ミ ニ ギ ャ ラ リ ー な ど さ ま ざ ま な機能 を持たせた多 目 的空 間 を 設け る と い う 案 も 打 ち 出

さ れ、 新 し い 酒 の 町 と し て の 町並みづ く り への期待が生 ま れて い る 。

{文化財 は 周 囲の コ ミ ュ ニ テ ィ ー と と も に保存 を ]

被災 し た歴 史 的建造物 の保存 を 考 え る パ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン が、 12月 に神戸で聞 かれ、

日 米の専 門家や市民団体の 人 た ち が参加 し た 。 こ こ で、 米 国 の歴 史 的建造物の保存に取 り

組んで い る ナ シ ョ ナ ル ・ ト ラ ス ト の活動家か ら 、 「文化財 だ け を 部分的 に 守 る の で は な く 、

居 間 の コ ミ ュ ニ テ ィ ー そ の も の を 残すべ き だ」 と の訴 え が な さ れた 。

[思い込め た レ ン ガで街並み再生}

神戸市元 町 商庖街の通 り の復興 に と 、 神戸市青少年 団体連絡協議会が 「神戸 レ ン ガ ・ プ

ロ ジ ェ ク ト 」 を 企画 し た 。 こ れは震災か ら 立 ち 上がろ う と い う 被災者や 、 神戸の復興 を 支

設す る 人 た ち の思 い を 記 し た レ ン ガ を 蕗庖告の舗道に敷 き 詰め る と い う も の。 震災で亡 く

な っ た子供の名前 を 残 し た い と い う 人、 ふ る さ と 神戸への激励 を 送 る 人 な ど、 メ ッ セ ー ジ

レ ン ガ に は4， 500件の 申 し 込みがあ っ た 。 第 1 1且 は 1 ， 500枚が敷設 さ れ、 12月 2 日 に 除幕式

が行 わ れた 。

4 . 木造建築物 と 寺社 ・ そ の 他

こ の 地震で最 も 被害 を 受 け た建物 は 木造建物 で あ る 。 民家の場合影響 は深刻で、 そ の倒

壊の た め に死亡 し た 人の 数が全犠牲者6， 000人の う ち の 9 割 を 占 め て い る 。 日 本建築学会

近畿支部の調査は寺社や民 家 な ど広範囲 に わ た っ て い る が、 こ こ で は 歴 史 的 な 建造物 に 限

定 し て取 り 上 げ る 。

{文豪の家再現 に 向 け て }

1923年 (大正12) か ら 1943年 ( 昭和 18) ま で文豪 ・ 谷崎潤一郎 は 阪神 間 に 住 ん で、、 そ の

開 13回転居 し た 。 移 り 住 ん だ家の ひ と つ で 「 偶本の家J と 呼ばれた 家 は 、 谷崎 自 身が設計

し た も の で、 図面観音 開 き の総檎造 り 、 和 . ?羊 ・ 中 の 混 じ っ た装飾 を も っ 独特の建物 で あ
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っ た。 転居 を 繰 り 返 し て い た彼が 「 も う 今度 こ そ は 落 ち 着 け る 、 こ れで長年の 放浪生活 に

も お さ ら ばを 許げる こ と が出 来 た J ( 1半袖 も のがた り j よ り ) と 愛 し た家 だ、 っ た が、 こ れ

も 地震で全壊 し た 。 し か し 、 家 の 部材の一部や設計図 な とマの資料が残 っ て い た の で、 こ の

家 の治減 を '1昔 し む地元住民 を 中心 と す る 愛好者の有志が1995年10月 に復元委員 会 を 結成、

再現の計闘 を 進め て い る 。

委員 会で は こ の 家 を 、 谷崎の小説 「鶴i戻J に登場す る 建物 に ち な んで 「鎖潤 閣 」 と 名付

け 、 神戸の復興の と も し び と な る よ う に 、 ま た復元後は文学 を 中心 と し た イ ベ ン ト を 行 っ

た り 、 地域の集会所 と し て も 利用 し て い き た い と 願っ て い る 。

{新た な ビ ジ ョ ン と と も に護興}

寺社 は、 そ の 建物 の 吉 さ 、 大 き さ に比例 し て被害 も 甚大であ っ た。

宝塚の 中 山寺 で は 、 大普請の着工 を 3 日 後 に控 え て い たが、 長老の石堂恵教氏が 「 ゴ ミ

処理場 と 化 し た」 と 表現す る ほ どの崩壊であ っ た。 同 宇 で は 、 そ の普請は再開 発事業 と し

て計画 し て い た が、 震災 に よ っ て建設 と 復興の二面に切 り 替え て 問題 に取 り 組む こ と と な

っ た 。 と り あ え ずの片付け は建設業者 も 手が ま わ ら ず、 職 員 や 出 入 り 業者に よ る 自 主復旧

で、 約 2 週 間 後 に 参拝者 を 受 け入 れ ら れ る ま での状態 に な っ た。

資金面 も さ る こ と な が ら 、 建築基準法や消防法、 文化財保護法、 公国緑地法 な ど多 く の

規制が設け ら れて い る た め 、 そ れ ら の解決に も 神経 を 使 う こ と に な る 。 し か し 、 中 山寺 で、

は 1996年度 内 で の再建の 目 途が立ち 、 寺 を 単に 仏像 と 文化財の 、倉}事グ で は な く 、 現代人

が失いつ つ あ る 宗教的信操 と 自 然への畏敬 を 回復す る 場 と す る と い う ビ ジ ョ ン に 向か つ て

い る 。

[最先端 を伝統に取 り 入れ て }

拝殿の大 き な屋根が柱 を 押 し 潰 し て折 り 重 な っ て い る 様子がテ レ ピニ ュ ー ス な どで紹介

さ れた、 神戸市 中央区の生出神社 は震災i直後か ら 復旧工事 を 始 め た 。 新 し い 柱 は 、 従来の

ヒ ノ キ に か わ っ て実用 レ ベ ル で は世界一の圧縮強度 と い わ れ る 鋸管 コ ン ク リ ー ト を 採用 、

最先端の酎震構造 と 伝統様式 を 合 わ せ持つ建築物 と な っ た。

兵庫県神社庁 は伊勢神宮 に依頼 し て不用 に な っ た ヒ ノ キ材 を 譲 り 受け、 県内32の神社が

復興の材に役立て た 。 生 田神社では贈 ら れた古材 に 樹脂加工 し て 強 度 を 強 め 、 倒壊 し た 石

の 鳥 居 に 替 え て ヒ ノ キ の鳥居 を 再建 し た。

-方、 文化財指定 を 受 け て い な い小規模の神社 な どで は 、 費用 の 問題が大 き な 障害 と な

っ て再建 を 囲ん で い る 。 建物の部材 が再利用 で き る 場合で も 、 修復す る に は新築 よ り 費用

がか さ む た め 、 取 り 壊 さ ざる を え な か っ た と い う 例 も 出 て い る 。
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全壊 し た生出神社の拝殿

{記念館 と し て保存 ・ 活用 l

三原郡三原 町 に あ る !日 三原郡役所 は 、 1884年 ( 明治 17) に建て ら れた擬洋風の木造建築

物 で あ る が、 地震の被害の た め 危 険建築物 と し て取 り 壊 しが予定 さ れて い た 。 し か し 、 県

内 に現存す る !日郡役所の建物 は 4 件 だ け で あ る こ と 、 ま た !日三原郡役所 は そ の 中 で最古の

も の で あ る こ と 、 し か も こ れだ けが建て ら れた 当 初の場所か ら 移転 さ れず、 そ の時の状況

を 最 も よ く 残 し て い る な ど歴 史 的価値が惜 し ま れ、 保存の 方 向 に 切 り 替 え ら れた。

i司郡役所の保存 ・ 活用 に つ い て は 、 震災か ら の教育復興の シ ン ボル と し て 考え ら れて い

る o I海の 自 然学校J (仮称) の構想、 の 中 で、 淡路の文化遺産 と し て復元 し 、 淡路の歴 史、

文化な ど を学ぶ資料館の よ う な も の と し て 活用 す る 計画で あ る 。

[指定外の 「風見鶏の館j 神戸市が移築保存}

「風見鶏の舘」 は NHK の テ レ ビ ド ラ マ で、有名 に な っ た が、 市の 指定外で あ る た め に補

助が受け ら れず、 所有者 は や む な く 取 り 壊す こ と に し て い た 。 し か し、 神戸市は異 人館街

の 景観 を 保つ の に 必要 な 建物 と 判 断 し 、 移築保存す る こ と を 決定。 解体 し て再建場所が決

ま る ま で保存 し て い る 。

[建造物保護 に緩や か な新制度}

阪神 ・ 淡路大震災で は 多 く の建造物が失 わ れた。 中 に は、 国や県の指定 を 受 け て い な い

が歴史 的 に貴重 な も の も 多 く 含 ま れる 。 災害 に よ る 、 よ ら な い に かか わ ら ず、 こ れ ま で保

護の対象 と さ れて い な か っ た建造物の消失 を 避 け る た め に つ く ら れた の が、 笠録文化財制

度であ る 。

こ れ は、 現在の指定制 度 を 補完す る も の と し て導入 さ れた も の で 、 修理等 に対す る 助成

は 今の と こ ろ な いが、 税金 を 軽減 さ れ る 、 改修費 の低利融資 を 受 け ら れ る な どが優 遇措置
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と さ れて い る 。 対象は、 築後50年 を経た建築物、 土木構造物、 煙突や塀 な どそ の他工作物

で、 歴 史的景観 に 寄与 し て い る も の 、 造形の規範 と な る も の、 再現す る こ と が容易 で な い

も の と な っ て い る 。 従来の 文化財指定 よ り 規制が緩やかで、 目 的 に合わせた活用 や改変が

で き る 。

文化財 と い う 概念が よ り 広 い意味 を 持つ こ と に よ り 、 文化財が 」般の 人 々 の 身近 な も の

と な り 、 各地域での歴 史 と 文化の 象徴 と し て文化財 が位置づけ ら れ る だ け で な く 、 地域の

特性 を 活か し た 将 米 の 街づ く り に も 大 い に 役 ι て ら れ て い く と い う 期待が寄せ ら れ て い

る 。

5 . 震災後の被災歴史資料 ・ 文化財-保全活動

[活動の意義]

自 然 災害や火災、 戦争 な ど、 歴 史上の さ ま ざ ま な 災害 を 通 し て 、 地域の 歴 史的建造物、

石塔や仏像 ・ 絵画 な どの美術品、 古文書や民具 と い っ た歴 史資料 - 文化財が失 わ れて き た。

阪神 ・ 淡路大震災で も 、 こ れ ら 多 く の民間所在 の 史料 ・ 文化財が失わ れ、 あ る い は被災 し

滅失の危機 に 立 た さ れ た 。

こ れ に 対 し て、 被災地の厩 史 ・ 丈化が失わ れ る の を 防 ご う と 、 各分野で ボ ラ ン テ ィ ア 活

動が取 り 組 ま れた 。 占文書や民具 な どの分野で は、 歴 史学会や史料 ・ 文化財 関係者、 郷土

史家 ・ 歴 史愛好家 と い っ た 人 々 が、 被災 自 治体 を 助 け な が ら 救出保全活動 に 取 り 組んだ。

大規模災害 に 対す る こ の種の組織的 な取 り 組 み は 、 19664‘ 1 1 月 の イ タ リ ア ・ フ ィ レ ン ツ ェ

の洪水の際の被災史料への世界 的 な 援助 な ど、 海外で は い く つ か の事例が知 ら れて い る が、

日 本で は は じ め て の こ と で あ っ た。 試行錯誤で進め ら れた今回の取 り 組み に よ り 、 多 く の

被災史料 ・ 文化財が保全 さ れ、 被災地の暦史 ・ 文化が守 ら れた こ と の意義は大 き い。

の み な ら ず、 活動 を 通 じ て、 史料 ・ 文化財の根本 的 な 防災対策 と は、 災害時の 緊急対応

よ り も む し ろ H 常が問題で あ る こ と があ き ら か と な っ た 。 史料 ・ 文化財 を 保存 し 活用 す る

こ と に つ い て 、 地域の な かでの 日 常的 な コ ン セ ン サ ス と ネ ッ ト ワ ー ク があ っ て は じ め て 、

災害時 に も 対応 し得 る 。 よ っ て 、 真の 意味で防災対策 と は、 こ れ ら を 育 む継続 的 な 取 り 組

み に あ り 、 現在 も そ の努力 が続け ら れて い る 。 そ し て 、 そ の取 り 組み の な かで、 歴 史学や

史料 ・ 文化財保存事業の社会的意義 ・ 役割 と い う 、 も っ と も 本質 的 な ，点が間 わ れ る こ と と

な っ た。

本節 で は 、 こ れ ら の取 り 組み の概要 に つ い て 、 当 初 よ り 中心的役割 を 果た し て 来 た 歴 史

学会の ボ ラ ン テ イ ア 団体 ・ 史料ネ ッ ト の活動 を 中心 に紹介す る 。

[震災発生後の被災史料 ・ 文化財 を め ぐ る 状況]

被災地の博物館 ・ 図書館 ・ 文書館 ・ 美術館野 な ど、 多 く の歴史資料 ・ 文化財等収蔵施設 は 、
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永 田耕衣の 資料救出
俳壇の最長老であ り 、 孤高の俳人と して知 ら

れる永田耕衣は、 大震災で神戸市須磨区の自宅
が全壊、 九死に一生を得る 。 だが、 永年の交友
関係にあ っ た棟方志功の子紙や版画、 耕ゴ交の
様々 な コ レ ク シ ョ ン 、 作品や本が瓦磯の 下に埋
ま っ た。 耕衣の結社 「琴座j のI，;J人た ち は、 こ
れらのJ'tÆな 文学資料を埋 も れ さ せては な ら な
い と 、 こ れ ま でつ なが り があ っ た姫路文学館に
救出 を相談、 文学館が全面的に協力 し、 資料を
受け入れる こ と に な っ た。

耕衣?去の'tt半H主H\は、 2 }] 19 f1 か ら 5 Jl 8 日
ま で 、 同 人の人た ちの子で実施 さ れた 以根の
落ち た家のrt1 に 人 り 、 1 点ずつ版 り ll\ してい く
と い う 命懸けの作 業であっ た〈 数 卜 fUJの懸命の
作業の結果、 耕1<七がlf>( り 壊 さ れる ま でにほ と
ん とマ〉資料が助 け だ さ れ、 その数は約 1 hl(に
のぼっ た。 こ れ ら は、 ほ と ん ど鯨路丈学館が預
か り 、 同人が務用を し た。 この資料は、 lìdU耕

衣の意思 に よ り 主要な約4400点が姫路文学館に
寄贈 さ れる こ と に な っ た。

寄始資料は、 棟方志功の「赤不動」な ど14点、
:書爾 ・ 陶器126点のほか、 耕衣の自筆書i同251，点、
原稿403点、 日 記、 勾帖、 蔵書、 書簡 な ど貴重
な ものばか り であっ た。 姫路文学館では、 寄贈
資料 を 中心に1996年10月 4 日 か ら 11 月 24 日 ま で
「厳禁に遊ぶ 俳人永田耕衣の世界展」 を開い

て、 救出 さ れた多 く の資料を展観 した。

姫路文学館で関かれた 「永由耕衣展 | と 永田
耕ぷ ( 車 イ ス の人)

(佐藤光俊氏提供)

構造的 な損壊 ま た は 、 収蔵設備 ・ 収蔵品への被害があ っ た。 も と も と 人員 体制 の十分でな

い 、 こ れ ら 被 災地の収蔵施設や 史料 ・ 主化対担 当 部局 で は 、 施設の復旧 と 収載史料 ・ 丈化

財の保全、 [�域 内 の 指定文化貯の被宍調査 と 対応 な ど に あ た り な が ら 、 な お かつ一般の災

害対策業務 に も 職 討 を 派遣 し な け ればな ら な か っ た 。 し か も 、 職員 自 身が し ば し ば被災者

であ っ た 。 そ れ ゆ え 当 初 は 、 民 間所在の指定以外の被災 史料 ・ 文化財 ま で を 調査 し 保全 し

て い く こ と は 、 独力 で は ほ と ん ど不可能で、 あ っ た 。
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中 由岩太の フ ィ ル ム を 救 出
中 山岩 太 は 芦屋 を 拠点 と し て 活動 し た写真家

で、 ハ ナ ヤ勘兵衛 と と も に 「芦屋 カ メ ラ ク ラ ブ」

を 結成、 新興写真運動 を 興 し た。

芦屋市立美術博物館は 1995年11 月 に 「生誕100

年 中 I U岩太展j を 開催す る 予定で、 94年 か ら 調

査 を 始 め て い た。 そ こ に 震災が起 こ っ た 。 数多

く の 中 1 1 1岩太の 資料が保存 さ れて い る ス タ ジ オ

兼住宅 は傾 き 、 fL ち 入 る こ と さ え危険な状態 と

な っ た。

大切 な 資料 を な ん と か救 い 出 し た い と 、 1 月

米、 同館の学芸員 ら が中 I U巌氏 (岩太の長 男 )

立 ち 会い で写真ス タ ジ オ に 入 っ たが、 入 り 口 近

く に あ っ た ガ ラ ス 乾板約300枚 し か取 り 出せず、

そ れか ら 奥へ 入 る の は不可能だ、 っ た 。 そ ん な と

き 、 文化庁が 「文化財 レ ス キ ュ ー事業」 を 行 っ

て 、 美術品や古文書 を 救 出 す る と い う ニ ュ ー ス

が入 っ た。 こ の プ ロ ジ ェ ク ト な ら 中 山岩太の資

料 を すべ て 放 出 で き る と 考 え て 、 館 は 中 1I1氏の

了解 を 得 て 申 請 し た。

救 出 作業 に は 文化庁、 東京開立文化財研究所、

兵庫県社会教育 ・ 文化財謀、 兵庫県立近代笑術

館学芸謀、 日 本通運、 学生 ボ ラ ン テ ィ ア 、 円以

市立美術博 物 館 学 芸 課 か ら 総勢18人 が 、J1 た っ

た。 こ の家の住人 ・ 中 山至氏 (岩太の孫) と お

太の研究家で ス タ ジ オ を 知 り 尽 く し て い る 県 立

近代美術館の 中 島徳博学芸課長 ( 当 時) の指

揮 に 従っ て、 全員 がバ ケ ツ リ レ … 式で資料 を 取

り 出 し た 。 現場で は選 別 の余裕が な い た め 、 あ

ら ゆ る も の を 持 ち 出 し て 芦屋市立美術博物在日へ

運 ん だ。 こ の と き 救い 出 さ れた の は ガ ラ ス 乾板

1 ，  091枚、 フ ィ ル ム 1 ， 651 カ ッ ト 、 プ リ ン ト 約60

枚 (故中 I II正子氏 = 中 山岩太夫人 口 か ら 生前 に

県立近代美術館 に 寄贈 さ れ て い る の で、 数が少

な い ) 、 ほ か に 中 山 岩太、 ハ ナ ヤ 勘 兵衛が作 っ

た f芦 屋 カ メ ラ ク ラ ブ年鍛j (1931年) の 完 全

版、 写 真 雑 誌 日も 画J (1932年�33年、 第 4 巻

を 除 く 令君主) 、 『 芦 屋 写 真 サ ロ ン j (1941年) な

ど新興写真運動 を 語 る う え で三重要な書籍が含 ま

れ て い た 。 資料は、 三男 中 山純氏か ら も 預か っ
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た ネ ガ を 合わせて、 5， 300枚 を 超 え て い る 。

写真は未発表の も の も 多 く 、 そ れ を 現像 し て

資 料 整理 を し た の が 「写 真 HelpNetworkJ で

あ る O こ の活動 は 、 文化財 レ ス キ ュ ー 隊 に よ る

中 山岩太資料救出 を 知 っ た 、 大 阪 の写真家熔祥

雄氏の発案に よ っ て生 ま れた。 東京の写真家 た

ち がチ ャ リ テ ィ ー ・ オ ー ク シ ョ ン で 集 め た資金

を も と に 、 岩太の作品の整珂を し よ う と い う も

の で、 写真の紙焼 き 作業 の た め の ボ ラ ン テ イ ア

を 募 っ た と こ ろ 、 100人以J-_の 申 し 出 があ っ た。

芦伝市 立夫術博物館 は 、 資料 を 後 世 にら; え る の

は館の仕 事であ る と い う 見地 に た っ て 場所 を 提

供 し 、 ボ ラ ン テ ィ ア と 共同作業 を 行 っ た。 紙焼

き 作業 は 4 JJ か ら Ul ま でかか り 、 結対、 のべ

400人が参加 し た こ と に な る 。 お 月 に は 報 行 会

も かね て 、 で き あ がっ た資料 フ ァ イ ル の展 示 会

を 大阪 で 開 い た ι

続験は 間 わ な か っ た の で、 3 分の 2 は 暗主未

絞験1'í-で、 tif. �ll 、 作 業の 説 明 に か な り の 時 間 を

要 し た。 効守、f の 凶jか ら い え ば、 経験符ばか り の

4でil要 し た rfl LÏ I 'ザ ス タ ジ オ 0995'1 2 }J 20 lJ ) 
(!lt 史資料保会的報ネ ッ ト ワ ー ク 従供)



少数精鋭策 を と っ た 方が よ か っ た か も し れ な い あ ろ う 中 山計太全作 品 が フ ァ イ ル さ れた 。

が、 人 々 の意欲に応 え た い と い う のが館の思い 泌常の展覧会 の た め の調査で は 、 こ こ ま で洗

だ っ た の で、 説 明 会 に 来た 人全員 に参加 し で も い ざ ら い の 資料 を 見 る こ と は な か っ た であ ろ う

ら っ た。 参加者は芦屋市在住の人が 2 � 3 都で と 思 わ れ る 。 文字 どお り 「他人 の 家 に土足 で あ

和 歌 山 や 滋賀 か ら の 人 も あ っ た。 交通費が ネ ッ が り こ むj こ と を 許 さ れ て 、 で き た こ と であ っ

ト ワ ー ク か ら 支給 さ れ た が、 受 け取 ら な い 人 も た 。 あ の よ う な 時 に こ れ ら の こ と がで き た の は 、

あ っ て、 そ れ は 義援金に 加 え ら れた。 平ゑーか ら 地元の作家や作家遺族 と の信頼関係 を

当 初 は2， 600点 を 整理 の 予 定 だ っ た が、 追加 作 っ て い た か ら だ と 、 芦原市立美術博物館の学

1 ，  500点 を 加 え て 計4， 000点 を 整理す る こ と がで 芸課長持l崎晃一氏 は 言 う 。

き 、 美術館独 自 で は す ぐ に は不可能であ っ た で

し か し な が ら 一方で、 被災地の歴史的建造物や古い木造家屋 は軒並み被害 を 被 っ て い た

の で 、 こ れ ら の建物 内 に収蔵 さ れ て い た文書 ・ 記録 な どの 史料類、 美術品 、 民具 な ど は滅

失の危機に さ ら さ れて い た 。 こ れに 対 し て 1 月 下旬 か ら 2 月 上旬 ごろ に か け て 、 関係者の

開 で 、 被災史料の状況調査 と 保全 に 向 け た取 り 組みが開始 さ れ た 。 い く つ かの 自 治体の担

当部局が、 こ の 時期 に 訪 問や電話、 文書な ど に よ る 調査 を 開始 し た ほ か、 2 月 に 入 る と 広

報紙 を 通 じ て の情報提供の呼びか け も 行 わ れた。

こ う い っ た 情報収集 の結果、 被災地の民 間所在史料 ・ 文化財が広 範 に 被災 し て お り 、 地

元 自 治体 を 救援 し な が ら 緊急 に対処す る 必要があ る こ と があ き ら か と な っ た。 こ う し て、

さ ま ざま な知 人 ・ 団体に よ る 救援活動がは じ ま っ た 。 こ の 活動 に 取 り 組 ん だ、お も な組織 は、

地元 NGO 救援連絡会議文化情報部、 阪神大震災対策歴 史学会連絡会 (歴 史 資料保全情報

ネ ッ ト ワ ー ク 、 略称 ・ 史料 ネ ッ ト ) 、 阪神 ・ 淡路大震災被災文化財等救援委員 会 と い う 3

団体であ っ た。

[地元 NGO 救援連絡会議文化情報部]

最初 に 活動 を 開始 し た の は 、 各種ボ ラ ン テ ィ ア の 連合体で あ る 地元 NGO 救援連絡会議

内 に、 1 月 31 日 につ く ら れた 文化情報部で あ っ た。 神戸市 中 央区の毎 日 新聞神戸 ピ ル 内 に

事務所 を 置 き 、 史料修復保存 の 専 門 家 で あ る 坂本勇 氏 (東京修復保存セ ン タ ー 、 駿河台大

学非常勤講師) が設立代表 を 務 め た 。 学生 な どの一般 ボ ラ ン テ イ ア や文化財 の 専 門 家がお

も な メ ン バ ー で あ っ た 。

NGO 文化情報部 は、 個 人 の 思 い 出 に 連 な る 写真や ア ルバ ム ま で を も 視野 に 入 れ て 、 指

定文化財以外の 幅広 い 文化遺 産 を 対象 に 、 救出保全に取 り 組ん だ。 マ ス コ ミ を 通 じ て情報

提供 剖呼 びか け 、 阪神 間 の 避難所600 ヵ 所以 上 に チ ラ シ を 掲示 ・ 配布 し 、 さ ら に 各 地 の ボ

ラ ン テ イ ア グル ー プ と 協力 し な が ら 身近 な 文化遺産の保全 を 訴 え た。 ま た 「文化遺産救援

ニ ュ ー ス j を 発行 し て 関係 団体 に 配布す る な ど、 情報の収集 ・ 発信 に も 努め た 。

NGO へ の 救 出 ・ 保全 に 関 す る 問 い合 わ せ は 4 月 1 1 日 ま で に 計31 件 あ り 、 う ち 13件 を 実
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施 し た 。 特 に 淡路 島 で は 、 地見救援組織 「がん ばれ淡路島救援セ ン タ ー 」 や 淡路地方史研

究会 と 協力 し て、 洲本市立淡路文化史料館や穂島県立文書館 ・ 博物館の協力 も 得 な が ら 、

3 月 初 め か ら 約 1 ヵ 月 半に わ た っ て活動 を 展 開 し 、 史料 ・ 民兵 な ど 6 件 を 救 出 ・ 保全 し た。

そ し て 5 月 に は活動 を 終息、 以 障 は震災そ の も の に 関す る 多様 な 記録 ・ 資料の 収集保存 に

活動の 重点 を 移 し 、 8 月 に は震 災記録情報セ ン タ ー へ と 改組 し た 。

NGO 丈化情報 部 は 、 被災者の 立場 に 立 っ た 生活復興支援 と し て の 身近 な 文化遺産 の 救

出 と 保全、 地元 ボ ラ ン テ イ ア 主体の活動 と 他の分野 の 各種 ボ ラ ン テ ィ ア と の 連携の重視 な

ど を 、 基本的立場 と し た。 先発 し た NGO の活動 と 、 そ の基調 と な る 上記の よ う な視点 は 、

こ れに続 く 歴 史資料保全情報ネ ッ ト ワ ー ク や 文化財等救援委員 会の活動 に も 大 き な 影響 を

与 え た 。

[ �神大震災対策歴史学会連絡会 ・ 歴史資料保全情報ネ ッ ト ワ ー ク (史料ネ ッ ト ) ] 

NGO 文化情報部 に 続 い て 活動 を 開始 し た の が、 歴 史学会の ボ ラ ン テ イ ア を 中心 と し た

救援同体で あ る 、 阪神大震災対策歴 史学会連絡会で あ っ た 。 大阪歴 史科学 協議会 ・ 大阪歴

史学会 ・ 日 本史研究会 と い う 、 関西に基盤を 置 く 3 学会 に よ っ て 2 月 4 日 に 結 成 さ れた 。

同 連絡会は、 神 戸大学文学部助教授の奥村弘氏 を 代表幹事 と し 、 結成後間 も な く 京都民

科歴史部会 も 参加 、 さ ら に 後 日 神戸大学 史学研究会、 歴 史学研究会、 歴 史科学協議会 (全

国) も 加 わ っ た ほ か、 神戸 史学会や地方史研究協議会、 埋文関係救援連絡会議 な ど と も 密

接 な協力 関 係 に あ り 、 地元お よ び全国 レ ベ ル の幅広い歴史研究団体 ・ 学会 の 参加 ・ 協力 に

よ り 活動 を 進 め た 。 2 月 13 日 に は情報窓 口 と し て 歴 史資料保全情報 ネ ッ ト ワ ー ク を 尼崎市

立地域研究史料館 内 に 開設、 史料ネ ッ ト の事務局 長 に は、 神戸大学説生 の 藤 田 明 良氏があ

た っ た 。

ネ ッ ト 開設後、 尼崎の 史料館内 の セ ン タ ー に は事務局 員 が常駐す る と と も に 、 被災 自 治

体担当 部局 お よ び各種救援団体、 協力者 ・ 関係者への情報連絡 を 開始 し た。 ま た、 マ ス コ

ミ を 通 じ て広 く 情報提供 を 呼びか け、 ボ、 ラ ン テ ィ ア登録 と 募金 を 募 っ た。 こ れ に よ り 、 阪

神地域の大学院生 を 中 心 に 、 学生や郷土史家 な ど も 合め て 、 5 月 な か ば ま で に 100名 目、上

の ボ ラ ン テ ィ ア が登録 し た。 3 月 3 日 に は 「被災歴 史資料の保存救済 に つ い て の学会 ア ピ

ー ルJ を 発表、 i可 16 口 に は神戸市長宛、 28 日 に は兵庫県知事 ・ 芦屋市長宛 に 、 復興事業 に

歴 史 ・ 文化の視点 を 盛 り 込む こ と を 要望す る 文書 を提出 し 、 い ず れ も 記者会見 を 行 っ た 。

ま た 3 月 以 降 は ニ ュ ー ズ ・ レ タ ー (不定期) を 発行 し 、 関係団体 ・ 他 人 に 配布 し て広報宣

伝 に 努 め た 。

史料 ネ ッ ト は、 当 初 か ら NGO や 文化財等救援委員 会 と の 連携 を 重視 し、 清報 ・ 資材 ・

人 員 の 相互提供 に 努め た。 そ し て 、 こ れ ら 2 団体が活動 を 終息 し た 5 月 以降 も 取 り 組み を

継続 し た。
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[ 阪神 ・ 淡路大震災被災文化射等救掻委員会}

さ ま ざ ま な 団体 ・ 個 人 か ら の、 被災地の 文化財被災i吉報に誌 し た 文化庁 は 、 震災か ら 約

1 ヵ 月 を 経過 し た 2 月 14 tI 、 同庁次長裁定に よ り 「阪神 ・ 淡路大震災被災 文化財等救援事

業実施要項j を 定 め た 。 こ の救援事業 は、 兵庫県教育委員 会に協力 し て 、 震 災 に よ り 損壊

し た 県 内 の 寺社 ・ 個 人住宅お よ び博物館等 に所在す る 貴重 な 文化財の廃棄 ・ 散逸 を 紡 止す

る た め 、 所有者の要請 に応 じ て 応急措 置 お よ び博物館等に お け る A時保管 を 行 う こ と を [j

的 と し た。

救援事業 を 実施す る た め 、 文化庁 は 関係機関 ・ 凶体 と と も に 、 阪神 ・ 淡路大震災被 災 文

化財等救援委員 会 を 組織 し た。 委 員 会 を 構成 し た の は 、 文化庁お よ び文化庁施設等機関 (東

京国立文化財研究所 ほ か研究機関 ・ 美術館 ・ 博物館 な ど 8 機関) 、 全国 美術館会議、 ，tî文

化財科学研究会 (現文化財保存修復学会) 、 日 本文化財科学会、 令 国 歴 史資料保存利用 機

関連絡協議会 (略称 ・ 全史料協) で あ っ た。 同 委員 会 は東京国立文化財研究所内 に事務局

を 置 き 、 2 月 1 7 自 に は神戸市西 区の神戸芸術工科大学内 に現地本部 を 開設、 別 に尼崎市内

の 国 際航業 (株) の協力 を 得 て 、 同社社屋 内 に東部事務所兼資材 置 き 場 を 設置 し て活動 を

開始 し た 。 構成団体 を 通 じ て ボ ラ ン テ ィ ア を 募 る 一方、 全国の都道府県 に 対 し て は、 管内

の博物館 ・ 美術館等の 専 門 職 員 の 参加への協力 を 求め た。

同委員 会の事業 は 、 2 月 8 日 付毎 日 新聞朝刊 に 「初の文化財 レ ス キ ュ ー 隊 倒壊建物か

ら 救出j と 報 じ ら れた こ と か ら 、 「文化財 レ ス キ ュ ーj と 通称 さ れ、 や が て 各 団体 に よ る

史料 ・ 文化財救 出 行動 を 総称 し て 「 レ ス キ ュ ーJ と い う 言葉が使 わ れ る よ う に な る 。

4 月 1 日 、 同 委 員 会 は前記の神戸市西 限 内 の現地本部 を 尼崎市立地域研 究 史料館内 に移

転 し た 。 そ し て 、 4 月 27 日 ま で に 合計35件の救出依頼 に 受け、 16件の レ ス キ ュ ー を 実施 し

て活動 を 終 了 、 現地本部 を 撤収 し た 。 た だ し 委員 会組織その も の は、 救 出 し た 文化財等の

一時保管期 間 中 は存続 し て い る O

[ レ ス キ ュ ー行動 を 通 じ て の課題i

今回 の よ う な 活動 は 、 各救援団体に と っ て も ほ と ん どは じ め て の こ と で あ り 、 試行錯誤

を 重ね る な かで体制が整 え ら れ、 行動原則が定め ら れて い っ た 。 こ れ ら の う ち 特 に 問 題 と

な っ た 点 を 、 史料 ネ ッ ト の例 に し た が っ て列挙す る O

①現場で の安全の確保

史料 ネ ッ ト が最初 に 実施 し た レ ス キ ュ ー は、 NGO に協力 し て 2 月 16 日 に実施 し た 三

宮セ ン タ ー街の ミ ニ コ ミ 誌編集室か ら の資料救出行動であ っ た。 解体途 中 の ピ ル 内 での

非常 に 危 険 な作業であ り 、 し か も そ の状況 を 事前 に つ か ん で い な か っ た こ と か ら 、 ;事前

の f見 の 実施 と 安全確認、 行動恭準や作業マ ニ ュ ア ル の作成、 活動 ご と の計断書 と 報告

書の作成 な ど を 申 し 合 わ せ た O さ ら に 、 一般ボ ラ ン テ イ ア保険に加 え て 、 余震 に よ る 事

故 な ど に も 有効 な 天災危険保障の保険 に も 加入す る こ と と し た。
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②救出 史料の保管

芦 屋 ftî :条町 ・ 小 阪 家 で の レ ス キ ュ ー 活
動。 /二照 司]" ti美術博物館への支援 と し て 、
文化財 等救援委員 会 と 史料ネ ソ ト が共同で
実施 し た ( 1995年 2 月 24 日 )
(歴史資料保令情報ネ ッ ト ワ ー ク提供)

こ の活動の趣 旨 は 、 被災史料を 保全す る こ と に よ り 、 被災地の康史 ・ 文化 を 守 り 生活

復興 を 支援す る こ と に あ り 、 史料の研究利用 が 目 的 で は な い。 よ っ て 、 レ ス キ ュ ー に あ

た っ て は 史料の公的機関への寄贈 ・ 寄託や ボ ラ ン テ イ ア に よ る 研究利用 な どの 条件 は 一

切付 けず、 救出 ・ 保全後 も 所蔵者が 自 家での保管 を希望 さ れる 場合 も 含め て 、 レ ス キ ュ

ー を 実施 し た。

③ レ ス キ ュ ー に際 し て の家財等の 運搬

k記 と 同 じ趣 旨 か ら 、 史料救 出 に と も な っ て生 じ る 瓦礁の撤去や生活用 品搬出 な どの

要請 に も 、 積極的 に こ た え る こ と を 申 し合 わ せ た 。

以上の よ う な 合意事項 を 盛 り 込んだ、 ボ ラ ン テ ィ ア の こ こ ろ え と 作業責任者の こ こ ろ え

を 作成 し 、 レ ス キ ュ ー の 際 に は 配布す る こ と と し た 。

[ 自 治体担当 部局 と の連携]

活動 に あ た っ て は 、 各救援団体 と も 地元 自 治体 と の 関 係 を 重視 し た 。 歴 史 ・ 文化遺 産 の

現地保存 と い う 観点 か ら も 、 所j読者 自 身が保管で き な い 史料や文化財の保存 ・ 公開 は、 第

一義的 に は 当 該 自 治体の責務 と 考 え た か ら であ る O

史料ネ ッ ト も 、 発足後 ま ず被災地の 自 治体担 当 者 と 連絡 を と り 、 被災状況 や 史料 ・ 文化

財保全活動 に つ い て の情報交換 を 行 っ た 。 そ し て 、 レ ス キ ュ ー依頼があ っ た場合に は地元

自 治体 に 連絡 し 、 で き る だ け共 同 し て作業 を 行 い 、 保管 も 原則 と し て 当 該 自 治体に依頼 し

た 。 し か し な が ら 、 自 治体担当 部局 の お か れ た 困 難 な状況、 被災史料保管場所 を 確保で き

な い こ と 、 平 時 に も 民 間所在史料全般の 引 き 受 け は行 っ て い な い こ と な ど を 理 由 に 、 取 り

組み に消極的 な 自 治体 も 少 な く な か っ た 。 史料ネ ッ ト と い う 特定の民間 団体 と 、 特別 な協

力 関係 を 結 ぶ こ と は で き な い、 と す る 自 治体 も あ っ た。 こ れに 対 し て 、 各団体か ら の援助
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の情報や他の 自 治体の状況 な ど も 伝 え な が ら 、 連携協力 を ね ば り 強 く 申 し 入 れた。

こ の働 き か け に 際 し て は、 地元の歴史研究者 な どか ら な る 史料 ネ ッ ト の 人 的 ネ ッ ト ワ ー

ク が有効で、あ っ た。 自 治体 ご と に 、 そ の 自 治体の担当 者 と の 聞 に信頼関係があ り 、 継続 し

て 支援に あ た れる ボ ラ ン テ イ ア を 配置 し 、 自 治体に な る べ く 負 担 を かけ ず に サ ポー ト す る

体制づ く り を こ こ ろ がけ た 。 ま た 、 地元の歴史研究団体や郷土史家な ど と 連絡 を と り 、 地

元か ら の情報の吸い上げを は かっ た。 活動 を 進め る に あ た っ て、 も っ と も 力 を 発揮 し た の

は 、 日 頃か ら 地域の な かで活動 し 、 住民 と も 臼 常的 に接 し て い る 郷土史家や 自 治体担当者

の情報力 と 人脈だ、 っ た。

こ う し て徐 々 に 、 各地域 ご と に 地元住民、 自 治体、 歴 史学会 な どの ボ ラ ン テ イ ア と い う

J者を 結ぶ、 被災史料保全活動の ネ ッ ト ワ ー ク がつ く ら れて い っ た 。 と 同 時 に 、 活動がた

びた び新 聞 報道 さ れる な ど、 実績を積み上げ社会的 に 認知 さ れて い く に し た がっ て 、 自 治

体の消極 的 な 対応 も 減少 し て い っ た。

[救援団体間の遺携]

自 治体担当 部局 と の連携 と と も に 、 被災史料保全活動全体 を 進め る う え で ポ イ ン ト と な

っ た のが、 救援団体聞 の連携であ っ た。 救援 3 団体 は 、 そ れぞれ性格や立場が異 な っ て お

り 、 当 初 は 連絡調整の不十分 な面 も あ っ た が、 相互の情報交換や共同行動 を 通 じ て 、 こ の

問題は解消 さ れて い っ た 。

3 団体の う ち NGO 文化情報部 は、 活動全般 の 先鞭 を 付 け た こ と や、 被災者の立場 に た

っ て 身近 な 史料 ・ 文化財 を 保全す る と い う 視点が活動全体 に 指針 を 与 え た こ と な どが、 高

く 評価 さ れる O 一方で、 史料 ・ 文化財の扱 い に つ い て専 門 的 な 知 識 を 持つ ボ ラ ン テ ィ ア が

少 な く 、 ま た 長期 に わ た っ て活動 を 展 開す る 基盤が弱 い な どの弱点があ っ た。

文化財等救援委員 会 は 、 文化庁 を 中 心 に 、 各種公的機関 の協議会や修復保存の専門家の

学会に よ っ て構成 さ れる な ど組織的 な 基盤が し っ か り し て お り 、 施設 ・ 資材等 も 豊富であ

っ た 。 一方で、 公的 な 側面が強 く 、 さ ま ざ ま な 団体 を 即席 に 寄せ集め た 感があ り 、 し か も

地元 よ り も む し ろ 東京 ・ 関東方面中心の メ ン バ ー構成で、あ っ た こ と な どか ら 、 地域の 実情

に 即 し て 柔軟 に 対処 し 、 生活 に密着 し た 身 近 な 史料 ・ 文化財 ま で も 保全す る と い う 点 で は 、

一定の 限界があ っ た。 し か し な が ら 、 公的性格 の 強 い丈化財等救援委員 会がボラ ン テ ィ ア

を 組織 し て救援活動 に 取 り 組み、 他の ボ ラ ン テ ィ ア 団体 と も 積極的 に連携 し た こ と 、 さ ら

に は、 通常は指定文化財の枠内での文化貯行政 に あ た る 文化庁や兵庫県教委が、 震災 と い

う 非常時 に郎応 し て 、 指定以外の民 間所在 の 史料 ・ 文化財 ま で救出 ・ 保全 し た こ と の意義

は大 き い。 純然た る 私有財産であ る こ れ ら の保全に つ い て 、 公的機関への寄贈 ・ 寄託 を 条

件 と せず に対処 し た こ と は 、 い わ ば史料 ・ 文化財の 分野で個人補償 を し た に等 し い の で は

あ る ま い か。 そ の決断 と 柔軟な対応 は、 高 く 評価 さ れて よ い。

地元の麿史研究者や 史料保存関係者 を 中心 と す る 史料 ネ ッ ト は、 そ の ネ ッ ト ワ ー ク を い
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か し て 、 地域の実情 に応 じ た救援活動の ス タ イ ル を つ く っ て い っ た 。 ま た 、 事 態 に即応 し

て必要数の 専 門家 を レ ス キ ュ ー に 派遣で き る こ と 、 各地域 に 対す る 継続的 な ケ ア が可能で、

あ る こ と な どか ら 、 上記の 2 団体の弱点や不十分点 を 補 っ て 、 次第 に 活動全体 を 主導 し て

い っ た 。 さ ら に 、 他の 2 団体が レ ス キ ュ ー を 終息 し た 5 月 以降 も 、 活動 を 継 続 し て い く こ

と と な る O

{ レ ス キ ュ ー か ら パ ト ロ ー ルへ }

5 月 に 入 っ て 、 史料ネ ッ ト 以外の 2 団体が レ ス キ ュ ー活動 を 終息 し た の は 、 震災直後の

混乱期 を 過 ぎ、 レ ス キ ュ ー 依頼 も 一段落 し た と 考 え ら れ る こ と 、 ま た地元 自 治体の業務が

徐 々 に平常 に 戻 っ て い く な かで は 、 新 た に 史料所蔵者か ら の依頼があ っ た場合 に も 、 自 治

体が対応 で き る と 判 断 し た か ら で あ る 。

し か し な が ら 、 史料ネ ッ ト の み は 引 き 続 き 活動 を 継続 し た 。 被災地 に は救 出 ・ 保全対象

の 史料 ・ 文化財が ま だ ま だ、眠 っ て お り 、 そ れ ら を 掘 り 起 こ す た め に は所蔵者 か ら の紋頼 を

待つ の で は な く 、 積極的 に所在調査 を 行 っ て い く 必要があ る と 考 え た か ら であ る 。 ま た 、

被災地の 白 治体担 当 部局 は も と も と 体制が不一ト分であ る の に加 え て、 震災後 の 行政 を 取 り

巻 く 国難 な 状況下で は 、 自 治体が独 自 に対処す る こ と も 不可能であ る と 考 え た か ら で あ っ

た 。

こ の、 被 災 史料の所在調責は、 「パ ト ロ ー ル調査J と 通称 さ れ た 。 最初 の パ ト ロ ー ル調

査は、 伊丹市 立 博物館へ の 協力 行動 と し て 、 3 月 下旬 か ら 4 月 下旬 に か け て 伊丹市域で実

施 さ れた。 『伊丹市 史J 編 さ ん 時 に 調 査 し所蔵者 に 返却 さ れ た 史料 に つ い て 、 リ ス ト を も

と に 訪問 し て安百 を確認す る こ と が主眼であ っ た が、 時 時 に 調査対象，L-:J、外の ! 日 家 に 対 し で

も 、 被災史料保全 を 訴 え る チ ラ シ な ど を 配布 し 、 未確認の 史料がな い か ど う か 調査 し て い

っ た 。 そ の結果、 従来未調査 の 史料 を 含 め て 、 多 く の被災史料が発見 さ れた 。 一方で、 被

災家居 の 家 財 な ど と と も に 廃棄 さ れた 史料が少 な く な い こ と も 確認 さ れ た 。

{パ ト ロ ー ル地域の拡大}

こ の事態 を 受 け て 対策 を 協議 し た 史料 ネ ッ ト で は 、 被災地全域 を 対象 に 、 大字の!日集落

部分に対す る 被災史料パ ト ロ ー ル調 査 を 実施す る こ と を 決定 し た。 各 自 治体の取 り 組み状

況や、 ネ ッ ト の主体的力量 を 勘案 し て 、 実際 に 調査 を 実施 し た の は 、 伊丹市 ・ 神戸市 ・ 宝

塚市 ・ 明石市 ・ J I I í沼市 の 5 市域であ っ た。

パ ト ロ ー ル 調査 は 、 各対象区域の 自 治体担 当 部局 と の協議に も と づ き 、 共 同 行動 と し て

実施 し た。 調査に あ た っ て 配布す る チ ラ シ に も 、 実施主体お よ び連絡先 と し て 、 史料ネ ッ

ト と 自 治体担当 部局 名 を 故記 し た 。

た だ神戸市の場合 は、 当 初J な か な か市側 の 理解が得 ら れ な か っ た 。 被災の度合いが も っ

と も 激 し く 、 範 囲 も 広 い神 戸市域の パ ト ロ ー ル調査に あ た っ て 、 史料ネ ッ ト は 4 月 10 日 に
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神戸大学文学部内 に神戸セ ン タ ー を 設置 し た 。 そ し て 、 市の協力 が得 ら れ な い な か 単独で、

調 査 を 開始す る 一方、 市への働 き か け を 継続 し た。 こ の結果、 6 月 に な っ て よ う や く 市 は

共 同 調査の体裁 を と る こ と に 同 意 し 、 i可 月 19 日 に は神戸 市文書館 内 に 史料 ネ ッ ト 神戸分室

を 開設、 連絡先 と し た 。 た だ、 多 く の 向 治体が調査に よ っ て判 明 し た被 災 史料の保管 を 引

き 受 け た の に対 し て 、 神戸市 は保管場所がな い こ と を 理由 に 一部 を 除い て 受 け 入 れて い な

い 。 こ の た め 、 神戸市域の被災史料で所蔵者 自 身が保管で き な い も の の 多 く は 、 神戸大学

に 一時保管、 も し く は東灘 毘 の !日深江財産区が運営す る 神戸深江生活文化史料館 に 保管 さ

れ て い る 。

な お 、 神戸分室設置 に 先立つ 6 月 9 日 、 史料ネ ッ ト の セ ン タ ー 機能 は 、 尼崎市立地域研

究 史料館 か ら 神戸大学文学部内 の神戸セ ン タ ー に全面的 に 移転 し た 。

{パ ト ロ ー ル調査の経験 と 教訓}

パ ト ロ ー ル調査を実施す る に あ た っ て は 、 史料 ネ ッ ト の側 に も 大 き な た め ら いがあ っ た。

被災 し 大 き な 生活上 の 困 難 に 直面 し て い る 被災者に対 し て 、 史料の安否 に つ い て見ず知 ら

ずの研究者た ち が尋 ね て い く こ と が、 逆 に 反発 を 招 く の で は な い か、 と 考 え た わ け で あ る O

し か し な が ら 、 予想 し た よ う な 反発は ほ と ん ど な く 、 む し ろ ボ ラ ン テ ィ ア と し て の調査行

動 に対す る 理解 と 共感が示 さ れる 場合が多 か っ た。 自 家以外の被災史料情報 を 提供す る な

ど、 調査に協)J し て い た だ け る 場合 も あ っ た し 、 も っ と 早 く 調査 に 来 る べ き だ と 指摘 さ れ

る こ と も あ っ た 。 史料 ネ ッ ト の側 で も 、 ま ず地元の郷土史家や古老か ら 情報 を 得て調査に

入 る な ど、 円滑で、効果的 な調査を こ こ ろ がけ た 。

こ う し て調 査 を 進め る に し た がっ て 、 被災史料、 あ る い は地域の な か の 史料 ・ 文化財 を

め ぐ る 、 さ ま ざ ま な 実態 と 課題が浮か び、上がっ て き た。

ま ず第 品 に 、 所蔵者か ら の要請があ っ た も の よ り は る か に 多 く の被災史料 ・ 文化財が、

潜在的 に存在 し て い た こ と があ き ら か と な っ た。 こ れ ら の埋 も れ て い た救 出 対象 を 、 ボ ラ

ン テ イ ア が;主体 と な っ て 、 自 治体や地域住民 と 協力 し な が ら 掘 り 起 こ し 、 多 く を 保全す る

こ と がで き た 。 調査 し た 自 治体区域で は、 いずれ も 震災以前 に 市 史編 さ ん の た め の村方文

書悉皆調査が行 わ れ て い た が、 こ れ ら の調査か ら 漏れ た 文書群がか な り 存在す る こ と も わ

か っ て き た。

一方で、 調査以前 に 家財 と と も に処分 さ れた 史料が少 な く な い こ と も 判 明 し た 。 宝塚市

域での調査結果 に よ れ ば、 史料所蔵者の う ち 38%が震災後何 ら かの形で史料 を 処分 し て い

た 。 瓦礁の な かか ら 取 り 出せ な か っ た も の、 価値があ る と は 考 え ず意識的 に 廃棄 し た も の

の ほか、 地震産後に 大挙 し て押 し 寄せ た骨董商 ら に売却 し た ケ ー ス も 少 な く な か っ た 。 さ

ら に 、 地震前 に 処分 し た と さ れる ケ ー ス が15% も あ っ た 。 市 史編 さ ん 時 に 整理 さ れ、 所蔵

者 に 返却 さ れた 丈書群が、 「 も う 市 史 に 使 っ た か ら 不要 だ ろ う J と し て廃棄 さ れ た ケ ー ス

さ え あ っ た の で あ る (以上の数字 は 寺 田 匡宏氏 の 報告 「被災地の歴 史意識 と 震災体験J に
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よ る 、 1996年 9 月 大阪歴史科学協議会発行 『歴 史科学j No. 146所収) 。

こ れ ら の事実か ら 、 歴 史 や 史料 に対す る 意識 に つ い て 、 歴 史研究者や 史料 ・ 文化財 関係

者 と 市民 の 開 に 、 あ き ら か な ギ ャ ッ プがあ る こ と が浮 か び、上がっ て き た 。 訪 問 調査 に 対 し

で も 「 う ち に は 史料は な いJ r そ う い う 大事 な も の は 役所 に あ る の で は な い かj と い う 反

応が多か っ た 。 ま た 、 普通の民家に保存 さ れて い る よ う な 古文書や近現代 の 資料 も 歴史資

料 に な る と い う こ と を 説 明す る と 、 fそ ん な も の が 史料 に な る の かj と い っ た 声が少 な か

ら ず返 っ て き た。 そ し て、 こ う い っ た ギ ャ ッ プ を埋 め 、 身近 な 史料や文化財が、 普遍的 な

価値 を 持 っ た 康 史 ・ 文化遺 産 であ る こ と を 、 日 常的 な ネ ッ ト ワ ー ク の な かで共通認識に し

て い く こ と の必要性が、 新た な課題 と し て浮かび上がっ て き た。

な お 、 こ う し た 調査 を 通 し て保全 さ れた 史料の多 く は 、 自 治体の 史料保存施設や大学 な

どの公的機関 に 預 け ら れ る こ と と な っ た。 こ れ ら の整理 ・ 目 録化 に つ い て 、 史料 ネ ッ ト で

は基本的 に そ の公的機関 の責任 に お い て な さ れ る べ き も の と し た う えで、 各機関 の体市j の

弱 さ と 、 整理能力 を 越 え た 大量 の 史料が一時 に 預 け ら れた実態 に 鑑み 、 第一次 的 な 史料の

保全措置、 な ら びに各機関が こ れ ら 史料の 本格的 な 整理 ・ 保存 に 向 け た計画立案 ・ 予算要

求等 を 行 う 前提 と な る 概要把握 の た め の仮整理作業の 範囲 で、 整理作業 を ボ ラ ン テ イ ア と

し て 実施す る こ と と し た 。

{ シ ン ポジ ウ ム ・ 市民講鹿 お よ び各種プ口 ジ ェ ク ト の取 り 組み ]

以上の よ う な経験を 踏 ま え て 、 市民 と の 開 の歴 史認識の ギ ャ ッ ブ を埋 め 、 地域の な か で

日 常的 に歴 史や 文化 を 守 る ネ ッ ト ワ ー ク を つ く っ て い く こ と が、 新 た な 課題 と な っ た。 そ

こ で史料 ネ ッ ト で は 、 市民 と 歴 史研究者が と も に 地域の歴 史 を 学 び考 え る 場 と し て 、 被災

地 を 巡回 す る 「震災復興 歴 史 と 丈化 を 考 え る 市民講座j の 開催 を 開始 し た 。 1995年 9 月

に神戸で第 1 関 を 間程 し 、 同年12月 に 芦尾、 翌1996年 3 月 に西宮 と 、 い ず れ も 地元 自 治体

と の 共催 ま た は 後援 を 得 て 3 固 ま で 開催 し た 。 参加者は70�140名、 内 容的 に も いず れ も

好評であ っ た 。

ま た こ れ と は別 に 、 1995年 5 月 と 1996年 1 月 の 2 回 に わ た っ て 「暦 史 と 文化 を いかす街

づ く り シ ン ポ ジ ウ ム 」 を 開催 し た 。 こ れ は、 歴 史学 ・ 建築学 ・ 考古学 ・ 震災資料保存 ・ 都

市計画 と い っ た さ ま ざ ま な 立場か ら 、 歴 史 と 文化 を い か し た住民本校の震災復興 を 考 え て

い こ う と い う も の で、 い ず れ も 150名 規模の参加 を 得て活発な 議論が展 開 さ れた 。 そ れ に

応 じ て 、 史料 ネ ッ ト 自 身 の活動 も 、 被災地 の埋蔵文化財の保存問題や 、 震災資料の保存 と

記録編 さ ん と い っ た 、 シ ン ポ ジ ウ ム で と り あ げた さ ま ざま な課題に ま でL広 がっ て い っ た。

こ れ ら に 加 え て 、 救出 ・ 保全 さ れた 被災史料を 地域住民 と と も に 整理 ・ 保存す る 取 り 組

み な ど、 さ ま ざ ま な 地域プ ロ ジ ェ ク ト も は じ ま っ た。 こ う し た 展 開 を 踏 ま え て 、 震 災対応

に と ど ま ら ず地域の歴 史 と 文化 を 守 る 継続的活動が必要 と 考 え た 史料 ネ ッ ト は 、 1996年 3

月 末 を も っ て そ れ ま での歴史資料保全情報ネ ッ ト ワ ー ク か ら 新た な 史料 ネ ッ ト = 歴史資料
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ネ ッ ト ワ ー ク へ と 改組 し 、 4 月 以降 も そ の活動 を 継承、 さ ら に新た な 展 開 を 続け て い く こ

と と な っ た。

{ お わ り に ]

当 初 、 震災直後の混乱時の 自 治体支援 と し て は じ ま っ た被災史料 ・ 文化対保全活動 は、

予想 を 越 え て 長期 に わ た る も の と な っ た。 日 本で は じ め て の、 大規模災害 に 対す る 組織的

な 史料保全活動 と し て 、 多 く の被災史料 ・ 丈化財 を 救 出 ・ 保全 し 得た の み な ら ず、 震 災復

興 と 歴史 ・ 文化の か か わ り を模索 し 、 さ ら に は 日 常的 に 地域の歴 史 を 守 る 住民 ・ 行政 ・ 専

門 家 の ネ ッ ト ワ ー ク の誕生 と い う 、 貴 重 な 成果 を 得 る こ と がで き た 。 と 同 時 に 、 歴 史 や 史

料 を め ぐ る 事民 と 専 門 家 の 開 の意識の ギ ャ ッ プ な ど、 多 く の課題があ き ら か と な っ た。 こ

う し た課題 を 、 若手の歴史研究者 を 中心 と し た ボ ラ ン テ ィ ア た ち が身 を も っ て 感 じ取 り 、

市民 と と も に そ の解決 に 向 け た取 り 組み を は じ め て い る O

こ れ ら すべ て を 通 じ て根本的 に 問 わ れ た の は 、 現代社会 と 歴 史 ・ 文化の かか わ り 、 歴 史

学 や 史料 ・ 文化財保存事業の社会的意義 と 役割であ っ た。 ボ ラ ン テ イ ア た ち は、 こ の大 き

な 課題 に 向 け た 最初 の 一歩 を 踏み 出 し た の で あ る O

〈歴史資料保全情報ネ ッ ト ワ ー ク 連絡先〉
干 657 神戸市灘区六中台町 1 - 1 神戸大学文学部内
TEL078 881 1 2 1 2  (内線4070) FAX078 - 803 - 0486 

(表 5 ) r歴史 と 文化を生かす街作 り シ ン ポ ジ ウ ムJ r震災復興 歴史 と 文化 を 考 え る市民講座J 開催実績

口 時 ・ 場所 ・ 参加者等
1995年 5 月 6 日 (土)
第 1 恒l シ ン ポ 1 60名
尼崎市総合文化セ ン タ ーア
ル カ イ ッ ク ホール ・ オ ク ト

1995lfô 9 月 15 8 (祝)
第 I 同市民講座 140名
兵庫教育会館
1995年12月 3 日 ( 日 )
第 2 同市民講座 70名
芦屋市立美術博物館
1996年 1 月 28 [J ( 日 )
第 2 回 シ ンポ 130名
神戸市立博物館
1996年 3 月 24 日 ( 日 )
第 3 田市民講座 90名
西宮市立郷土資料館

講演者 ・ コ メ ン テ タ

薮図貫 (関大文学部) 高橋学 (立命館大学文学部) 爽村弘 (神大文学
部 ・ 史料ネ ッ ト ) 坂本勇 (NGO 文化情報部) 足立祐司 (神戸大学工
学部) 手fJ旧日青吾 (立命館大学文学部 ・ 捜文関係救援連絡会議) 塩崎賢
明 (神戸大学工宇都) 市原宏一 (大分大学経済学部)

保立道久 (東京大学史料編纂所) r福原京と その時代j 小路田泰直 (奈
良女子大文学部) r都市美 と 災害J 小山仁示 (関西大学文学部) r市民
と と も に掘 り 起こす現代史J コ メ ン ト ・ 真野修 (神戸史学会)
長山泰孝 (帝塚山大学) r古代医家 と震災」 古11 1 久雄 (7，甲 山麓遺跡
調査会) r震災復興と捜蔵文化財J 西谷地晴美 (神戸大学) r気候変動
と 中世史」
足 立祐司 (神戸大学) 和田晴吾 (立命館大文 ・ 埋文関係救援連絡会議)
坂本勇 (震災記録情報セ ン タ ー ) 藤岡昭良 (史科ネ ッ ト ) 内回俊秀 (京
都造形芸術大学)
今井修平 (神戸女子大学) r近世都市の行政 と 自治」 奥村弘 (神戸大
学文学部 ・ 史科ネ ッ ト ) r被災史料が語る地域の近代」 大崎正雄 (凶
宮市教育文化セ ン タ ー) r古文書の現状と課題 一西宮市の場合一 j
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〈史料 ネ ッ ト 活動実績) (1995年 2 月 4 a �1996年 3 月 31 臼 )
ボラ ン テ ィ ア笠録157�乃 募金総額6， 549， 876円
史料レスキュー 34件 参加延べ472人 (連携団体含む、 う ち史料ネ ッ ト 304人)
パ ト ロ ール調子ま 5 市域37 1Îl] 参加延べ326人 ( 自治体職員若干名を含む)
史料整理作業 10件45 0 持 参加延べ226人 (全史料協有志 ・ 自治体職員等合む)

〈参与文献〉
『阪神大震災校史的建造物被災調査報告.1 (社) 日 本建築学会建築廃史 ・ 意匠部会 (村 ) a 本建築学会近畿支部
1995{!' 4 月
r1995年兵庫県南部地震 木造建物の被害.1 (社) 日 本建築学会近畿支部 1995ijô 9 月
『阪神 ・ 淡路大震災芸術文化被害状況調斎報告書J 阪神 ・ 淡路大震災芸術文化被害状況調査制究プ ロ ジェ ク ト 委

員 会 1995'+ 8 }j 
fひ ょ う ごの遺跡23号j 兵庫県教育委民会理絞文化財務査事務所 1996年 8 月
『地震か ら丈化財を ま も る 阪神 ・ 淡路大震災に よ る考古学の被災と 防御j 凶 LLi要一編集 奈良大学文化部文化

財学科保存学研究室 1995年 7 月
『復興への祈 り 阪神 ・ 淡路大震災 と兵庫の神社j 阪神 ・ 淡路大震災記録誌編集委員会 兵庫県神社庁 1996年
3 月
『地域史研究 25巻第 1 号』 尼崎市立地域研究資料館 1995年 9 月
『阪神大震災 経史と文化をいかす街づ く り シ ン ポ ジ ウ ム記録集.1 I坂神大震災対 策膝史学会連絡会 歴史資料保

全情報ネ ッ ト ワ ー ク 第 1 集 1995年 5 月 第 2 集 199Mド 4 月
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ぃ一討対ι施設-
1 . 博物館

阪神 間 は 日 本で も 有数の文化的機関、 と り わ け大小の美術館、 博物館が集 中 し て い る 地

域であ る が、 そ の大多数が建物の損壊や展示物 の損傷 を 大 な り 小 な り 被 っ て い る 。 中 に は

休館 に お い こ ま れた と こ ろ も あ る 。 被害の軽か っ た と こ ろ も 、 人 々 の生活 そ の も の が危機

状態 に あ る と い う 状況では、 館の活動 は停止せ ざ る を 得 な か っ た 。

[後回 し に な っ た調査}

美術館 ・ 博物館の実態調査は地震発生の 1 ヵ 月 半後 に よ う や く 始め ら れた 。 破損 し た展

示物の修理な ど も 重要で、あ っ た が、 学芸員 が救援活動 の 方 に 手 を 取 ら れた し 、 ま た は館が

周 辺住民の避難場所 と な っ た と こ ろ は、 被害調査そ の も の を 避難者の 退去 後 に 始 め る な ど、

復旧 は思 う に ま かせ な か っ た 。

し か し 、 半年後の 7 月 15 日 に は芦屋市の 谷崎潤一郎記念館 と 美術博物館が再開 さ れ る な

ど、 市民生活 の 立 ち 直 り と と も に 文化施設への要求 も 徐 々 に 回復 し て き た 。

展示物 は、 釣 り 下げた も の と 置い た も の と で、 は被災の状況が違 っ て い た と こ ろ か ら 、 展

示方法別 の分析調査 も 今後 の た め の準舗 と し て 欠かせ な い作業であ っ た 。 他の美術館 な ど

か ら 、 こ の点 に 関す る 情報公開が求め ら れて い る 。

[液状化で浸水、 沈下の神戸市立博物館]

i日外国人居留 地 に あ る 神戸市 立博物館 は 、 1935年 (昭和 10) に 竣工 し た 東京銀行神戸市

庖 を 改造利用 し た も の であ る o 1982年 (昭和57) に 隣接 し て新館 を 建設 し た が、 そ の張合

部分に 生 じ た ずれの ほ か は 、 窓、 ガ ラ ス も 割 れず外観 も そ の ま ま で、 基本構造 に 関 わ る 被害

は ほ と ん とミ な か っ た。 ずれの原 因 は、 建物 の南西部に起 き た液状化現象 に よ る 地盤沈下で

あ る O 地階エ レ ベ ー タ ー 前で は、 液状化 に よ る 砂泥の 噴 出 が天井 に ま で達 し た 。 ま た 、 停

電の た め に 排水装置が機能 し な か っ た の で、 地階は浸水の被害 を 受 け た O 講堂の水位 は最

大約1. 8 m で、あ っ た 。 さ ら に 浸水で空調機器が故障 し 、 地震後半年経っ て も 停止 し た ま ま

で あ っ た 。

こ の よ う な 被害の た め に復旧 に も 時 間 がかか り 、 再 開 は l:Íf後、 震災 1 周 年 の 1 月 1 7 日

に な っ た。

[全国 か ら 魚の寄贈}

須磨海j兵水族 国 で は 、 建物 ・ 設備 自 体の被害 は 少 な か っ た が、 停電で、水 と 空気の循環装

置 、 水温 コ ン ト ロ ー ル装 置 な ど飼育設備がすべて機能 を 停止 し た た め 、 酸素不足や水温低
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下 で、熱帯魚や海水魚、 を 中心 に約半数が死亡 し た 。 地震後 8 ヵ 月 経っ て 、 水槽か ら 漏れ出 た

海水で、飼育エ レ ベ ー タ ー 内部の部品が腐食 し た り 、 展示水槽内部か ら サ ピ が発生す る な ど、

当 初 の点検で は把握で き な か っ た 問題点が次々 と 現れる と い う こ と も あ っ た。 標本類 に 関

し て は、 標本そ の も の の直接被害 は ほ と ん ど な か っ た が、 容器の破損 に よ っ て ホ ルマ リ ン

が こ ぼれ、 色 々 な 被害が生 じ た 。 3 階の床か ら エ レ ベ ー タ ー を伝 っ て 1 階 ま でj高 り 落 ち て

臭気が充満 し 、 エ ン ト ラ ン ス ホ ー ル は通行で き な い ほ ど に な っ た。 こ の こ と か ら 今後の 開

園 中 の事故に備 え て、 入国者や 職員 への安全対策 と し て 、 震災後は 匪薬外劇 物 で あ る ホ ル

マ リ ン に代 え て イ ソ プ ロ ピ ル ア ル コ ー ル50%i夜 を 使用 す る こ と に し た 。

き て い る 魚類 な ど を 展示 し て い る 水族園 に と っ て 、 餌の確保 は 大 き な 問題であ っ た。

園が餌 を 購入 し て い る 市 内 の業者の大部分が被災 し た 。 産地直送な どで き り ぬ け た が、 東

部市場が再 開 し て か ら の搬入は道路のす断、 交通規制 な どで、時間がかか っ た 。 生 き 餌の 輸

送 も 悶難で あ っ た が、 大阪の海遊館の協力 で海上輪送 を 行 っ た 。 死 ん だ魚種の補 充 も 重要

課題であ っ た。 し か し 、 全国の21罰館か ら こ れ ま で飼育 し た こ と の な い も のや 貴重 な も の

ま で多数の寄贈 を 受け、 業者か ら の購入 も で き て短期 間 に 集め る こ と が出 来 た 。 最 も 人気

が高 いが収集 に 時 間 と 労力 を 要す る 外洋性サ メ も 、 鹿児島県か ら の協力者 を 得 て 、 捕獲 さ

れ た 12尾全部が無事搬入 さ れた 。

こ こ も 他の施設 と 同 じ く 避難所 と な っ た。 ほ と ん どの 人 は 1 週 間 以内 に 自 宅へ戻 っ た が、

自 宅全壊の被害 に 遭 っ た 7 人が 4 月 13 日 の避難所閉 鎖 ま で滞在 し た。 ま た、 避 難所 と な っ

た た め に 教室が不足 し た鷹 取 中 学校 に授業の場 を 提供 し て 、 「鷹取 中学校水族圏分校J が

2 月 1 日 か ら 3 月 24 日 の卒業式 ま で 開校 さ れた。 イ ル カ 館観客ス タ ン ド で 1 3 年生 を 送 る

会」 が開かれ、 イ ル カ も ジ ャ ン フ。で、卒 業 を 祝 っ た 。

[地震発生時を 指 す大時計}

明石市立天文科学館 は、 修復に 2 年以上かか る 被害 を 受け た 。 16階建て の展望塔は亀裂

が入 り 、 中 を エ レ ベ ー タ ー が 上下 す る シ ャ フ ト は折 れ 曲 が っ た 。 塔の上 に あ っ て 日 本の標

準時 を 刻 ん で、 い た 大時計の 針 は 、 地震発生の 5 時46分 を 指 し て 止 ま っ た ま ま に な っ た。

こ の時計は、 大震災の記念 と し て そ の ま ま に し て お く べ き だ と い う 意見 も あ っ た が、 2 1

世紀の新天文科学館 を 目 指 し た 修復構想案が ま と め ら れ、 1 月 か ら 工事が始 ま っ た。 1998

年 春 に 再 開 す る 新 し い科学館 は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト を 使 っ て NASA や 国立天文台 な どか ら

入手 し た 最新天文情報 を リ ア ル タ イ ム で見 る こ と がで き る な ど、 現代の最先端技術 を 全面

的 に 活用 し た施設に な る O

天文科学館 を 中心 に ま ち お こ し を 考 え る グ ル ー プ 「 な に す ん ね ん135 ど の 会j が震災後

に結成 さ れた 。 21世紀に 向 け て 、 新世紀への カ ウ ン ト ダ ウ ン を 時の 街 ・ 明石か ら 全国 に 発

信 し よ う と 、 さ ま ざ ま な イ ベ ン ト を 計画 し て い る O 大晦 日 か ら 新年 に か け て は 、 天文科学

館か ら レ ー ザー 光線 を 発射 し て 東経135度の 子午線上 に 「時の道j を 描 き 出 す イ ベ ン ト を
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行 っ た 。 将 来 は グ リ ニ ッ ジ天文台 と の 友好交流 な ど も 考 え て い る O こ れ も 震災の副産物 と

い え よ う O

{再開予定 た た な い館 も }

兵庫県陶芸館の場合、 建物が壊れて修復 を 必要 と す る 被害に と ど ま ら ず、 館が入 っ て い

た ピ ルが全壊、 再建の予定が立 っ て い な い 。

[ 公立博物舘 は ほ li再開]

そ の ほ か の 公立の博物館 は 、 再 開 あ る い は再開 の準備がで き て い る O

県 内 で災害復旧 費 を 受け た 公立博物館は次の通 り で あ る 。

平成 7 年度査定額 (千円)

兵庫県立近代美術館 30， 417 

兵庫県-立人 と 白 然の博物館 15 ， 654 (平成 6 年度)

神戸 市立博物館 335 ， 376 

小磯記念美術館 17 ， 641 

神 戸 市 立青少年科学館 60， 332 

須磨海浜水族国 89， 740 

王子動物園 10， 880 

西宮市立郷土資料館 2， 817 

芦尾市立美術博物館 1， 737 

芦屋市立谷崎潤一郎記念館 1， 15 1  

宝塚市立小浜宿資料館 924 

J I I 西市立郷土館 1 1 ，  889 

伊丹市立博物館 13， 699 (平成 6 年度)

伊丹市立美術館 2， 972 

明石市立天文科学館 3， 040 ， 048 

明石市立文化博物館 42， 12 1  (平成 6 年度)

北淡町立歴史民族資料館 23， 572 

津名町立 レ ト ロ 体験村 5， 317  

津名 町立 し づの お だ ま き 館 2， 800 

[地域文化の担い 手 を 揺助 ]

公立だ け で な く 、 阪神 間 に は 民 間 の 美術 ・ 博物館 も 数多 く 、 地域文化の担い手 と し て盛

ん な活動 を 市 民 に提供 し て き た。 こ の よ う な館の修復 に つ い て 「所有者や財団 のが ん ば り

だ け で は無理。 保存や修復 を 含 め た 総合 的 な公的支援が必要」 と い う 声が高 く な っ た 。 こ
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れに応 じ て 、 私立博物館災害復旧事業 に よ っ て、 被害の大 き か っ た私立の博物館等 に 1995

年度か ら 1999年度 ま で修理費補助が行わ れ る 。 1996年 3 月 31 日 現在の補助対象 は次の通 り

であ る 。

補助率

香雪美術館 神 戸 市 1 2 

白 鶴美術館 神 戸 市 1 2 

辰馬考古資料館 時宮市 1 / 2  

(財) 関宮市大谷記念美術館 西宮市 1 / 3 

伊丹市昆虫館 伊丹 市 1 / 3  

甲 子 園動植物関 西宮 市 1 / 3  

宝塚動植物 園 宝塚市 1 / 3  

小原芸術参考館 神 戸 市 l 3 

菊正宗酒造記念館 神 戸 市 1 / 3  

自 鶴酒造資料館 神 戸 市 1 / 3  

沢の鶴資料館 神 戸 市 1 3 

海洋博物館 神 戸 市 1 / 3  

ucc コ ヒ 博物館 神戸市 1 / 3  

近松記念館 尼崎市 1 / 3  

黒 J I I古文化研究所 同宮市 1 3 

菊池貝類館 西宮市 1 3 

エ ン パ 中 国近代美術館 芦原市 1 / 3  

2 . 美術館

震災 に よ る 美術 品 の被害調査 と 救 出 や修復に は、 保存科学、 美術 ・ 文化財専 門 家 の 団体

で組織す る 「阪神 ・ 淡路大震災被害文化財救援委員 会j と 、 「阪神大震災地元 NGO (非政

府組織) 救援連絡会議文化情報部J が当 た っ た。 し か し 、 積極的 に救援 を 要請 し た民 間 の

中小美術館や個人収集家 は少な く 、 被害の全貌 は つ か め な か っ た。 こ れ ら の機 関 と 個 々 の

美術館 と の 日 常の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が薄 か っ た た め と 考 え ら れ る O

建物や展示物、 収蔵物の被害 は も ち ろ んの こ と であ る が、 予定 し て い た展覧会 を取 り 止

め た り 、 企画 を 変更 し た り と い う 事態 を 余儀 な く さ れた と こ ろ が多 か っ た 。 中 止 に な っ た

巡回展覧会 で は 、 作 品 を 倉庫 に保管す る 経費がか さ み、 図録の売 り 上げ も 大幅 に 減 る な ど

の影響が出 た 。

復興や修復が完 了 し て も 、 こ の 災害が将来 に 及 ぼす影響 に 関 し て心配が残 る 。 今後海外

な どか ら の 美術 品 の 貸 し 付 け が困 難 に な る 恐れがあ る こ と 、 美術品 に対す る 保険料の値上

げが予想 さ れ る こ と であ る 。 地震後、 開館予定の展覧会 を 無期 延期 に す る と い う 海外の所
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有者か ら の 申 し 入れが出 た例 も あ る 。

[閉館 中 も 鎮行会場 に名作展環 く ]

兵庫県立近代美術館 は建物被害が大 き か っ た。 本館 1 階の大 き な ガ ラ ス 窓が全壊 し 、 本

館 と 他の建物 と の 間 の 接合部分が離れて し ま っ た た め 、 大規模な補 強改修が必要 と な っ た。

ま た展示室 に 棟列 し て あ っ た常設彫刻約50点の半数が台座か ら 落 ち 、 あ る い は横倒 し に な

っ た 。 前 庭 に 設置 さ れて い た モ ニ ュ メ ン ト は倒 れて崩壊 し た。 展示中 の絵画 も 傷つ い た も

のがあ っ た が、 いずれ も 修復 可 能 と 判 定 さ れた。

3 月 と 6 月 に 予定 し て い た特別展 は 開 催不可能 と な り 、 8 月 の 「戦後文化の軌跡 1945 

1995J 展 は 、 会場 を 西館 と 東館 に し て 開催。 ま た、 美術館 は 開 け ら れな く て も 作 品 だ け

は市民 に 見せ た い と い う 館の方針か ら 、 |司館 は所蔵の 日 本 を 代表す る 洋画 16点 を 展示す る

ii芋磁の名 作展j を 、 兵庫銀行文化振興財団 の協 力 で市 内 3 支出 を 会場 と し て 4 月 4 日 か

ら 約 1 ヵ 月 間 開催、 市 民 に 憩 い と 安 ら ぎ の 場 を 提供 し た。 本格的 な 再開 は 11 月 に な っ た。

[ 大 き か っ た 陶磁器の被害}

土地柄、 陶磁器関係の博物館 ・ 美術館が多 いが、 陶器関係の収蔵品がか な り 多 く 破損 し

た 。 神戸市立博物館で も 常設展示の 土器、 ガ ラ ス 器が修復不可能な ほ ど に 割 れて し ま っ た

り 、 毘宝の銅鐸が欠け た り し た。

清朝以 降 の 淘磁器の 名 品 を所蔵す る エ ン パ 中 国近代美術 館 は 当 時、 「景徳鎮 陶磁20世紀

の歩み展J を 開催 中 で あ っ た。 収蔵庫 の 棚 か ら 落 ち た も の も 含め て800点が割れた。 被害

総額は 約 10億 円 に の ぼる と い わ れ る 。 し か し 、 被害の な か っ た作品 を 中心 に 、 4 月 1 日 か

ら 同展 を 再 開 し た。

[管理の再考せ ま ら れ る ]

阪神 ・ 淡路大震災全般 に い え る こ と で は あ る が、 美術館関係の震災復興 に 関 し て の 問 題

点 と し て 、 危機管理 シ ス テ ム の不備があ る 。 作 品 の 緊急保全や応急修復 だ け で も 入手が必

要であ る の で、 迅速 に 対応で き る シ ス テ ム を 作 っ て お く 必要があ る 。 震災直後 に ロ サ ン ゼ

ル ス の美術館か ら 修復の専 門 家 を 派遣 し た い と の 申 し 出 があ っ たが、 日 本側 の受け入れ態

勢が整わ な か っ た た め 、 そ れか ら 2 週 間 も 遅れ た 。

ま た 、 収蔵 に 関 し て の 問題点 も 明 ら か に な っ た。 保存方法 と し て 、 美術館の一般的 な マ

ニ ュ ア ル に な っ て い る 被害防 止対策が、 今回の地震では役 に 立 た な か っ た 。 例 え ば、 湿気

や 虫 の害 を 避 け る た め 、 丈化庁 は絵画 を 床 に 直接置い た り 、 段 ボ ー ル箱 に入 れて保管 し な

い よ う 指導 し て い る が、 そ れ を 守 ら な か っ た 方が地震の被害 は 少 な か っ た 。 防災の た め の

ス プ リ ン ク ラ ー が誤作動 し て 、 展示室が水びた し に な っ た と い う 報告 も あ っ た 。

発生直後 は 人命が最優先で、 美術品 の被害調査 ど こ ろ で は な か っ た と い う 今 回 の地震が、
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芸術文化 に提示 し た 問題は大 き く 、 難 し い 。 「美術 品 を 何の た め に 、 なぜ、守 る の かj と い

う 開 い も 出 さ れて い る 。

3 . ホ ー ル

兵庫県 に は劇場、 ホ ー ル は52館 あ り 、 そ の多 く が販神地域に 集 ま っ て い る O そ れ ら の ほ

と ん どが被害の大 き さ に 関 わ り な く 、 自 主事業 ・ 貸 し館事業 を 2 � 6 ヵ 月 間 、 停止 し て い

る 。 そ の 理由 の ひ と つ は、 被災者の避難場所 と な っ て使用 で き な く な っ た こ と で あ る o 2 

月 初め の段階で、 震 災に よ っ て 中 止や延期 に な っ た音楽、 演劇、 ス ポ ー ツ な どの興行は163

件 に の ぼっ た 。 さ ら に 、 自 粛 ム ー ド や チ ケ ッ ト の 売 れ行 き 悪化 な ど も 原 因 と な っ て 、 技術

ス タ ッ フ の派遣会社が経営 困 難 に 陥 り 、 技術者が首都 圏へ移 っ て い っ た こ と も 見逃せ な い。

ま た神 戸 ポ ー ト ア イ ラ ン ド に あ る 田 崎 ホ } ル の よ う に 、 建物に損傷 は な か っ た がポー ト ラ

イ ナ } が不 通 に な る な ど交通手段が絶た れた こ と に よ る 活動停止 と い う 事態 も 生 じ た 。 こ

の よ う に 、 日 に 見 え な い被害の大 き か っ た の が劇場 ・ ホ ー ル であ る 。

そ の 中 で、 被害が少 な か っ た新神 戸 オ リ エ ン タ ル劇場がチ ャ リ テ ィ ー 公演 や 慰安公演 に

会場 を 無料で貸 し 出 し た り 、 シ ー ガル ホ ー ルが復興 に 向 け て の活動 を 行 う な ど、 震災復興

の た め に積極 的 な 働 き かけ を し て い っ た劇場 ・ ホ ー ル も あ っ た。

{町の活気取 り 摸す た め上演]

宝塚大劇場 は ス プ リ ン ク ラ ー が壊れ て大量の水が噴出 。 じ ゅ う た ん は使い物 に な ら な く

な り 、 衣装倉庫 も 水びた し に な っ た。 舞台機構 も 衝撃で破壊 さ れ、 使用不能 に な っ た。 こ

の た め、 2 月 に 予定 さ れて い た 公演 は 中 止せ ざる を え な か っ た 。 有馬や神戸 な ど、 地方か

ら の 団体客 が利用 す る 儲泊施設が業務 を 停止 し た 、 ま た 交通手段が途絶 し た こ と か ら 観客

が大幅 に 減 る と い う 被害 も 出 て 、 事業面への影響が大 き か っ た。

歌劇 団 員 は、 家 が半壊 し た 人 も あ っ た が、 幸 い死者は な か っ た 。 名 古屋 で は 公演 を 続け、

東京で は OB に よ る バザー や シ ョ ー で義援金が集め ら れた 。 し か し 、 本拠地 は劇場の周 辺

も 震災 の打撃 を 受 け、 町全体が活動 を 止 め て い た 。

そ ん な 中 での 公演再 開 に つ い て は、 劇場は住民感情 を 考 え て迷 っ た が、 自Iの 活気 を 取 り

戻す た め に と 、 3 月 31 日 、 星組に よ る 「国境の な い地図」 を 上演 し た 。

[全壊の国際会館が代替施設オ ー プ ン i

1956年 (問和31) に 設立 さ れ、 外国領事館、 NHK な どが テ ナ ン ト と し て入 っ て い た 神

戸 国際会館 は 、 7 階部分の全壊、 2 � 5 階の墜 と 支柱の破損、 そ の他設備品の破損な どの た

め に取 り 壊 し と な っ た。 ま た社長が 自 宅倒壊の た め に死亡 し 、 社員 も 300人が200人 に 減 っ

た 。 事業は全面 的 に 休業、 興行予 定 も 全部 キ ャ ン セ ル と な っ た。

し か し 、 12月 に 神戸ハ ー パ ー ラ ン ド に !日 国際会館 と 同規模の代替施設 を オ ー プ ン し、 年
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神戸国際会館の代替施設 と して オ ー プ ン し
た 「神戸国際会長官ハー パー ラ ン ド プ ラ ザj
(神戸市中央区)

内 に は 海外の ミ ュ ー ジ シ ャ ン の コ ン サ ー ト を 開催 し た。 1999年 春 に 三宮 に新会館が完成す

る ま で、 こ こ が{吏用 さ れる 。

{車:tl随員 が避難所で激励公演}

尼崎市 に あ る 県立尼崎青少年創造劇場 ( ピ ッ コ ロ シ ア タ ー) は、 ホ ー ル の 設備が破損 し

た程度で、 修復は短期 間 で終わ っ た。 貸 し館 は 2 月 1 日 か ら 再 開 し た 。 し か し、 3 月 ま で

は県の方針 に 従 っ て 主催事業 を 中止 し た 。 こ れは県の方針 と い う こ と で は あ る が、 現実問

題 と し て 、 観客が物理的、 精神 的 に劇 場 に 来 れ る 状態 に な い こ と が、 中 止の 直接理 由 で あ

っ た 。 演劇学校、 技術学校の授業 は教育事業 と い う と で実施 し たが、 卒業公演 は 中 止 し た。

一方、 劇 団員 に よ る 避難所で の 激励 公演 を 行 っ た 。

主催事業は 5 月 13 日 の 「善竹狂言名作 シ リ ー ズJ か ら 再 開 し た。 し か し 、 県の継続事業

予算が カ ッ ト さ れ、 観客動員 も 減少が予測 さ れる の で、 こ れに ど う 対応 す る かが課題であ

る O

ま た 、 災害時の避難誘導は 火事 を 想定 し た だ け の も の であ っ た が、 地震対応 策 を 作成 し 、

ス タ ッ フ の 来館方法や連絡方法 も 再検討 し た 。

(表 7 ) 震災によ り 中止 ・ 延期 と な っ た興行の ジ ャ ン ル別件数 (95. 2 .  2 ぴあ調べ)

中止 延期 その他 (会場変更等) 計

安楽 70件 271牛 7 件 1041'午
演劇 ・ 演芸 34件 10件 441'牛
ス ポーツ 5 件 2 件 71 '牛
美術 5 1'牛 5 ftt 
イ ベ ン ト 31'午 3 f牛

百十 1 141'牛 40件 9 件 1 631牛
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(ぷ 6 ) 神戸市内のホ ール (音楽や演劇の公演等に利用 さ れ る200人規模以上の施設) の主な被害状況

施1没?" 被}対犬ilt- …………ト…………十… ドチj沼状況
(東灘[;()

東灘Ixl(セ ン デ 一大ホール
取;灘Ixl亡セ ン タ ー小ホール
KFM ホール ・ イ オ
(灘jズ)

六 Ejl ili勤労 Ilil亡セ ン ゲ ーホール
灘レ{l(ホール
(中央iベ)

.fffì文化セ ン タ ー大ホール
今 [!I 文化会館大ホール
十申 j î Ifí教育会館
勤労会館大ホール
神J î文化ホール}:.ホール
ネ申J í丈化ホール '1'ホ } ル
神戸文化ホール小ホー ル
神戸凶際会議場メ イ ン ホール
森のホール
こべっ こホール
P長業振興セ ン タ ーホール
兵庫県私学会館大ホール

650人
250人
714人

200人
500人

320人
324人
250人
500人
2， 073人
910人
514人
692人
150人
300人
397A 
300人

兵庫県農業 HF ホール 1 500人
神i税ホール 1 500人
兵庫県中央労働セ ン タ ー大ホール 1 320人
兵庫県民小劇場 1 410人
兵庫県民会館 9 F 大ホール 1 360人
かん しんホール
胤月堂ホール
国�I奇ホール
ジーベ ッ ク ホール
ゴー フ ルボー ト ピア '88
せいで、んラ ビ ン グホール
i奏団神社神能買え
大月真珠パル レホール
新神戸オ リ エ ン タ ル劇場
凶JJJ記念会館ホール
神戸朝 日 ホール

200A 
1 200人
233人
300A 
271)、
1 80人
377人
250人
639人
718人
509人

天井終 I� 、 フ ロ ー リ ン グ波打、 反響板損壊、水損 l 未定
外町一時î>iU15せん断亀裂 ! 未定
外峨少々JW.表 1 4 月

鉄筋露出 、 ビル入自f{�rt l上
市阿角柱 4 4(破損、 天井ノ�t喜 久 反響板大破

天 井被耳切離、 fヂネ:fìJi京 大 )1:落 下

蛍 光灯、 飾 り 枠彼Hl

峡;写機と ア ン プお傷 (ホール ・下水道局事務所に)
|幸j側階段基存1\鉄筋露出、 凶而外壁崩俗
説明25Ji 会 {iß共存 F、 空調吹出 Ll各所損壊等
舞台機構操作総tHJ表

平成 8 {I' 3 月予定
平成 8 年 4 月 予定

5 月 23 日
平成 8 年 4 )J予定
当面貸館せず
平成 8 年 4 月予定
9 月 1 R 

9 月 1 日
エ レベー タ ー不可、 映写機倒壊 1 4 月 1 日
照明不可、青響板レールゆがみ、 ス ピー カ 一転倒 1 6 月
1{破損松皮 1 3 月 1 6 R 

*J:t按落 下、 エ レベー タ ー不可、 階段ひずみ | 未定
ス テー ジ天井コ ン ク リ ー ト 落 下 1 3 月 15 日
舞介ハ メ ゴロ シガラ ス20枚割れ、 耐震内墜と ど 1 2 刀 21 日
科皮
i!(\ lgj務下 、 天井 白11落 下 、 音寺警告ヒ ピ割れ
?11野 ・ 照明は被害な し、 r'j'J物jミ調査
1;理突F存 下暖房不可 ( 日 赤紋護班の恭地)
品物点検をするのみ ( 自衛隊常駐)
会館令体に被害、 3 月 中に修復工事

12 Jl 予定
9 JJ 1 日
4 Jl 1 D 
4 Jl 1 口
4 月 1 日

被;ち特にな し (ホールが地下書康の物品置場に) 1 4 月 1 日
被台特にな し 1 6 月 1 I:J 
交通ア ク セス のみ
ス プリ ン ク ラ ーの水損で板が反っている
特に被得な し
天井裏機材落下、 危険立入禁止
建物は被害な し、 舞台の壁板はずれ ・ 歪み
特に被害な し
特に被安な し
被宇手軽微修理中 (本社機能復旧五E常駐 )
水損

3 JJ 
6 .1'J 
3 月 12 日
未定
5 月

さ んちかホール
神戸国際会館

被答軽微
2， 200人 j 取 り 壊 し

6 月 10 日
2 月 1 1 日
4 月 1 1 日
4 月 1 日
未定

(北区)
北区民ホール (すず ら んホール) 1 504人 | 反響板損傷
シ ルバー カ レ ッ ジホ ー ル 1 500人 ! 被待特にな し
(長問阪)

新長閃勤労市民セ ン タ ー ホール 1 400人 | 外壁東}索、 i河而 一部損傷
(須磨区

須磨区民セ ン タ ー大ホー Jv 1 450人 ! 外壁一部亀裂、 玄関破損、 入日付近陥没
(垂水区

垂水勤労市民セ ン タ ー大ホール 1 572人 | 客席照明23 ヵ 所点灯せず。
(西区)

E耳医民セ ン タ ー大ホー ル 1 500人 | 人口側防火扉 ム部破損、 天井!照明 →部落下
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4 月 1 B 
5 月 1 口

未定

未定

5 月 2 日

4 月 1 D 

(神戸市調べ)



{避難者 受 け 入 れ で穆接選れ る ]

芦屋 ル ナ ホ ー ル は舞台設備 と 事務所 に構造的 な 被害 を 受け た 。 冷暖房工事の た め地震当

自 は 3 月 ま での休館中 で あ っ た た め 、 事業面での影響 は な か っ た 。 し か し 、 6 月 18 日 ま で

避難所 に な っ て い た た め職員 は そ の方の仕事に従事、 修復 も 遅れ た 。

[会場被害が イ ベン ト に影響}

こ の よ う な 施設の被害は、 コ ン ク ー ル な どの イ ベ ン ト に も 影響 を 及 ぼ し た 。 神戸市で予

定 さ れて い た代表的な も の に つ い て い え ば、

① 「第 8 凶 こ う べ全国洋舞 コ ン ク ー ルJ は 5 月 開催であ っ た が、 8 月 に延 期 し 、 会場 を 神

戸文化ホ ー ル か ら 新神戸 オ リ エ ン タ ル劇場 に変更 し た。

② 「神戸 同 際 フ ル ー ト コ ン ク ー ル」 は 4 年 ご と の 開催で、 次 回 は 1997年で あ る た め 影響 は

な か っ た が、 関連事業で 8 月 に予定 さ れて い た 「神戸 国 際 フ ル ー ト 作品 作 曲 コ ン ク ー ル」

は 中止 と な っ た。

③ 「 日 本ア マ チ ュ ア ・ シ ャ ン ソ ン ・ コ ン ク ー ルJ は 7 月 に延期 さ れた。

{演奏場の教会失 っ た管弦楽毘 }

夙J1 1 カ ト リ ッ ク 教会 は 、 日 本で初 め て カ リ ヨ ン (組鐘) が登場 し た教会であ る 。 そ の 地

下 に テ レ マ ン 管弦楽団 の練習場があ っ た。 テ レ マ ン協会は1963年 (昭和38) に 誕生 し た が、

練習場が確保で き な か っ た 。 そ れ を 知 っ た 同教会の神父が、 教会 を 練習場 と し て提供。 合

唱 団 も で き 、 本格的 に教会音楽 に取 り 組んで、 教会 を 演奏会場 に教会者来 シ リ ー ズ を 開催

し て き た。

こ の活動 に よ っ て夙JI I の 町 に教会音楽が根づい て い た が、 地震で教会が壊れて し ま い、

2 月 と 3 月 に予定 し て い た コ ン サ ー ト は 中止。 ほ か の 会場での コ ン サ ー ト も 軒並み 中 止 と

な っ た 。 そ ん な 中 で、 日 本テ レ マ ン 協会 は被災地無料慰問 コ ン ザ ー ト を 2 月 15 日 に神戸文

化 ホ ー ルで、 18 日 に 茸合文化セ ン タ ー で 開 い た 。 街 が ま だ廃嘘の よ う な 中 に も かか わ ら ず、

久 し ぶ り に 開 く ク ラ シ ッ ク 音楽 に 紳士が ド テ ラ 姿で か けつ け る な ど、 神戸の文化の 高 さ が

し の ばれ た 。

4 . 映画館 @ ギ ャ ラ リ ー そ の ほ か

[ チ ャ リ テ ィ ー 上映で再開の映画館}

神 戸 は 日 本の 映画発祥の 地 で あ る 。 三 宮 に 14館、 ハ ー パー ラ ン ド に 3 館、 新 開 地 に 3 館、

東神戸 に 5 舘あ っ た 映画館の う ち 7 館が ピ ル の到壊に よ っ て廃館 に な り 、 ほ か の 館 も 設備

や建物 な どの被害で休館 し た 。 し か し 板宿 の 2 館が 2 月 10 日 か ら 、 三官 と ハ ー パ ー ラ ン ド
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で 1 館が 2 月 26 日 に チ ャ リ テ ィ ー 上映で再 開 し た 。

チ ャ リ テ ィ ー 上 映 を し た ア サ ヒ シ ネ マ は、 市民生活の復旧がい っ こ う に は か どっ て い な

い 時期 の 再 開 に 、 f映画 ど こ ろ で は な い の で は な い か。 チ ャ リ テ ィ ー 上映 は フ ァ ン の神 経

を 逆 な です る の で は な い か」 と 迷 っ たが、 市民への エ ー ル 、 メ ッ セ ー ジの つ も り で実施 し

た 。 ふ た を 開 け て み る と 、 生 き 生 き し た 表情 の 人 々 が長蛇の列 を 作 っ た 。 そ の ほ か の 映画

館 も 、 被害の軽か っ た と こ ろ は 3 月 ごろ か ら 順次再開 し て い っ た。

三宮駅横の 阪急会館 ビ ル が到壊 し 、 1946年 (昭和21) か ら 神戸の映画文化 を 担 っ て き た

阪急会館の 映画館が姿 を 消 し た。 し か し ま も な く 年 内復興の計画が決 ま っ て 、 12月 2 日 再

開 し た 。 ま た、 ピ ル全体の損壊が激 し か っ た こ三宮東映 ・ 東映 プ ラ ザは12月 23 日 に復旧 し て

正月 興行 に 間 に合 っ た 。

[避難所 と 並行 し て再開 し た 図書館}

開書館 の 被害 も 見過 ご し に で き な い。 県教育委員 会の調査に よ る と 、 調査対象27館 の う

ち 全壊 1 館、 半壊 1 館 を 含め て25館が被害 を 受 け て い る O

神戸市‘立長田 図書館 は、 建物の 中心 と な る 柱が崩壊 し 、 壁 も 崩 れた 。 書架 は 倒 れ て 図 書

が足の 踏み場 も な い ほ ど散乱 し た 。 開館の建物 は解体 さ れ、 図書館の機能 は 1 2 月 12 日 開館

し た新長 岡 図書館 に移転 さ れた 。 神戸市中 央 図書館 は 旧館が半壊 し て 、 1996年 1 月 現在で

は再開時期 は決 ま っ て い な い。 新館 は 4 月 末 に 再 開 し て い る O ま た西宮市立図書館 は 、 建

物全体の堅商 に 亀 裂が多数入 札 本が床一 面 に 散乱、 電算の端末機が転倒 し た 。

津名郡北淡町の 町立国書館 で は木製書棚が倒壊 し て書物が散乱 し た が、 生活面の復興が

優先で職員 は他の復!日作 業 に 狩 り 出 さ れた た め 、 3 ヵ 月 も 放置 さ れた ま ま で あ っ た。 書棚

や蔵書 も 新 し く 購入 し て 10月 11 日 や っ と 開館 し た 。 救援物資の本に加 え 、 家 が壊れた 町民

か ら の寄贈 に よ っ て 、 震災前の 2 倍 に も 蔵書が増 え た。

図書館 も 付近住民の避難所 と な っ た。 芦屋市立国書館 は建物の損壊があ っ た が、 市の指

定の避難所 で は足 り な か っ た の で そ れ を 補完す る 役割 を 果 た し た。 こ の た め 、 神戸市 (神

戸市で は 早 く て 4 月 末再開) を 除い て 阪神 間 で は 最 も 遅れて、 3 月 8 B の再 開 と な っ た。

再開後 も 避難所は兼行 し て 設置 さ れ、 5 月 6 B ま で続 い た 。 宝塚市立中 央 図書館は、 市民

か ら の要望で臨時避難所 と し て近隣の住民 を 受け入れた。 ま た 「落語会」 を 催 し た り 、 民

間業者の協力 で仮設風呂 を 設置す る な ど、 西図書館 と と も に ボ ラ ン テ ィ ア 活動 の 拠点 と し

て も 活用 さ れた 。 再 開 は 2 月 26 日 であ っ た。

県立図書館 の 中 に 、 大震災に 関 す る 資料の収集 ・ 整理 ・ 保存 を 目 的 と す る 「 フ ェ ニ ッ

ク ス ・ ラ イ ブ ラ リ ーJ の コ ー ナ ー が設置 さ れた 。 図書530冊、 雑誌特集号487冊、 継続刊行

物 (震災広報、 ボ ラ ン テ ィ ア 通信 な ど) 819冊、 短発物 (パ ン フ レ ッ ト 、 ピ ラ 、 チ ラ シ 、

ポ ス タ ー な ど) 727点、 地 図 52枚、 ピ デ オ CD-ROM な ど198点、 言r2 ， 813点 が 集 め ら れ て

い る O
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[実態つ かみ に く い ギ ャ ラ リ ー }

民 間 ギ ャ ラ リ ー の被害状況 は詳 し く 把握で き て い な い。 顧客 も 被災 し て い る た め 、 美術

品 の売 買 が落 ち 込んでい る と 報告 さ れて い る O

神戸市 内 の ギ ャ ラ リ ー の 主 な 被害、 再開状況 は つ ぎの通 り であ る O

(表 8 ) 神戸市内のギャ ラ リ ー (美術展な ど に よ く 利用 さ れ る やや規模の大 き い施設) の 主 な被害状況

施設名 被害状況 i 再開状況
(灘区)

王子市民ギャ ラ リ ー 屋根瓦損壊 10月 1 7 日
(中央区)

県民アー ト ギャ ラ リ ー 際.���に損傷 4 月 1 日
神戸 White House 煙突、 柱、 テ ラ ス等破損、 時ひぴ等 未定
アー ト ホール神戸 水損 4 }J  
サ ンパル市民ギャ ラ リ ー 慨にひび 3 Jj 3 日
ギャ ラ リ ー さ んちか 特にな し 未定
市役所市民ギャ ラ リ ー 特にな し 未定
j毎文1;(ギャ ラ リ ー EFにひび 3 月 1 日
テごユ オギャ ラ リ ー 特にな し 3 月 10 H 
ま ちづ く り 会館ギャ ラ リ ー 特にな し (避難所) 7 月 15 日

( 長 田 区)
神戸デパー ト ふれあいギャ ラ リ ー 取 り 壊 し

(神戸市調べ)

(参考文献〉
『阪神大震災炎術館 ・ 博物館総合調査j 全国美術館会議事務局、 阪神大震災美術館 ・ 博物館総合調査編集員 全

ドl美術館会議 報行 1995年 9 月 報告 2 1996年 5 月
『阪神大震災 破壊現象度探索項目 書j 村尾健吉編 l 集�20集
『神戸から の伝言j 河内厚郎編 東方出版 1996年 2 月
『仮神 ・ 淡路大震災 兵康県の I 年の記録』 兵庫県 1996年 6 月
『明 日 を見つめて 社会教育 と 阪神 ・ 淡路大震災』 兵庫県教育委員会 1996年 3 11
『阪神 ・ 淡路大震災と兵庫県立ピ ッ コ ロ劇団の活動記録』 兵庫県立尼崎青少年創造劇場 1996{fê 3 H 
『阪神 ・ 淡路大震災芸術文化被害状況調査報告書』 阪神 ・ 淡路大震災芸術文化被筈状況調査研究プロ ジェ ク ト 委

員 会 1995年 8 月
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第三館 芸術文化活動
1 . ア ー ト ・ エ イ ド @ 神戸 の活動

阪神淡路大震災の文化面の復興 の 中 で、 も っ と も 特筆 さ れる の は、 震災地 で 活動 を 続 け

て き た美術 ・ 官楽 ・ 演劇 ・ 文学 な どの芸術家が、 自 ら の手で文化の復興 を 目 指 し、 仲 間 の

支援や文化の催 し を 行 っ た こ と であ る 。 人 間 の 心が と も す れ ば忘れ ら れが ち に な っ た震災

地 に 、 大 き な 希望 と 明 る さ を も た ら し た の で あ る 。 「 ア ー ト ・ エ イ 1，' ・ 神戸J の 活動 は 、

‘つ の 芸術活動の あ り かた を 示 し た も の と 言 え る 。

{芸術の力で神戸 に 活力 を ]

ア ー ト ・ エ イ ド の 立 ち 上が り は素早か っ た。 震災の余憧が生 々 し い 2 月 18 日 に 海文堂書

店で実行委員 会が結成 さ れ た 。 事務局長 ・ 鳥 田誠の言葉 を 借 り れば 「震災で文化 は窒息状

態 に あ っ た。 そ ん な 中 で両家や音楽家 ら か ら 、 何か協力 し た い 、 と い う 声が入 っ た。 被災

地 に 芸術で勇気づけ を と 考 え たJ と い う 。 委員 長 ・ 伊 勢 田 史郎 は 、 震災で 自 宅 が全壊 し た 。

本の 山 に埋 ま っ て助 か っ た と い う が、 し ば ら く は呆然 と し た 日 が続 い た 。 あ る 日 、 給水車

の 前 で (粗い砥石 に か け ら れた よ う な も のO 心 の 中 ま で ざ ら ざ ら だわ〉 と 、 女性 に語 り か

け ら れた。 「何時 ま で も 悲 し み の 淵 に 沈 ん で、 い る わ け に は い か な い。 芸術の 力 で 内 面 か ら

神戸の再生 に尽 く し た いJ と 思 っ た と い う 。

設立の趣 旨 は 「阪神大震災で被災 さ れ た 方 々 を 支援す る た め に芸術家や ア ー テ イ ス ト と

し て 自 ら の活動 を 通 し て 人 々 に勇 気 と 慰め を 与 え 、 作 品 の 販売や発長活動 に よ る 売上や収

益 を 復興 に 役立 て よ う と い う 目 的 で ア ー ト ・ エ イ ド ・ 神戸実行委民 会 を 組織す る 。 r ア ー

ト ・ エ イ ド神 と は神戸の文化 を 自 ら の手で守る と い う 決意 と 芸術家 自 身 も 神戸の復興

の た め に力 を 結集す る と い う 二重の 意味で命名 し た」 と い う も の であ る 。

{ チ ャ リ テ ィ ー 美術展や音楽会]

最初の活動 は 「チ ャ リ テ ィ ー 美術展」 であ っ た 。 瓦礁の 山 の 中 で、 悲惨 な避難所生活が

続 い て い る 時 だ っ た が、 壊滅 し た都市 の 中 の 美術展 は、 人 々 の心 に す く な か ら ず潤 い を 与

え た。 展覧会 以 3 月 1 日 か ら 4 月 比 呂 ま で、 神戸 ・ 元町のj毎文堂 ギ ャ ラ 1) ー で 開 かれ た 。

震災後の須磨の 軒 並 み を 描 い た能撃的 な 長尾和 の 作 品 な ど、 海外か ら の 9 人 を 含 む 約100

人の作家が約130点 の 作 品 を 寄せ た 。 な か に は全壊 し た 家 か ら 運 び出 さ れた も の も あ り 、

多 く の 人 た ち の心 を 打 っ た 。 こ れ ら の作 品 は即 売 さ れ、 支援の基金 に 当 て ら れ た の で あ る 。

こ れ と 同 時 に 「復興 の 街 を 壁画 で埋め よ う j と い う 壁画 キ ャ ン ベ ー ン も 始 ま っ た。 工事

中 の板開い に 全 国 の 画家が復興への思い を 乗せ た 絵 を 描 き 、 災害の街 に う る お い を と

は じ め た も の で あ る 。 横浜の画家 ・ rj 1 島 由 夫、 神戸の イ ラ ス ト レ ー タ ー ・ 湧 嶋克己、 兵庫
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女子短大生 ら が 「がん ばれ ! 神戸」 と 美 し い壁画 を 次 々 と 描 き 、 殺伐 と し た 街 に 一服の清

涼剤 と な っ た 。

ま た 、 震災か ら の 丈化復興 を 目 指 し た 「チ ャ リ テ ィ ー 音楽会J も 4 月 2 日 か ら 5 月 14 日

ま で 6 回 に わ た っ て朝 日 ホ ー ル で 聞かれた。 前半は朝比奈千足指揮 に よ る 神戸 フ ィ ル ハ ー

モ ニ ッ ク 名 曲演奏会 な ど阪神 間 の音楽家 た ち が 「ふた た び羽 ばた け神戸 の ア ー テ イ ス ト た

ち j と 題 し て 、 後半は千住真理子のバ イ オ リ ン リ サ イ タ ル な ど東京 な ど の 青楽家が、 被災

地 に 音楽 を 響かせた 。 演奏会場 も 無料、 音楽家た ち も 奉仕で、 人 々 に 無料 で 開 放 し た。

「音楽 は 、 人の心の嬰 に 触 れ る こ と がで き る 。 日 に見 え な い心の奥底 に 届 く こ と がで き

る 。 思 い がけ な い痛手 を 負 っ た 方 々 の 、 そ の 心 に 、 心か ら の慰め と 励 ま し が送 ら れ、 そ し

て な に よ り も 、 希望が明 日 に あ る こ と を 分かつ て も ら え た な ら 、 私 は 、 も う 他 に は な に も

望 ま な い だ ろ う 」

一一こ れは 千住真理子の メ ッ セ ー ジ で あ る O 音楽会の持尾 を 飾 っ た の は 「 こ こ ろ の ひ び

き 大江光作品 集j で あ っ た 。 ノ ー ベ ル 賞作家 ・ 大江健三郎 の 長男 の 作 曲集 で 、 神 戸 出 身

の ピ ア ニ ス ト 伊藤 ル ミ ら が演奏 し た。

i届 け こ こ ろ の 詩 よ }

「 ア ー ト ・ エ イ ド神戸J の 中 で阪神 ・ 淡路大震災の詩集 を 出 そ う 、 と い う 動 き が出 た の

は 、 震災か ら 2 ヵ 月 も 経た な い 3 月 1 1 日 の こ と であ る 。 未曾有の大震災の た だ 中 に い た神

- 阪神 間 の 詩 人 た ち は 、 極限の 中 に生 き た 。 そ し て 詩 を 通 し て 人 間 の こ こ ろ の叫 ぴ を う

た い続 け た 。 こ れ ら の 詩 を 詩集 に結集す る こ と に な っ た の は、 当然の帰結で あ っ た 。

「壊滅 し た ま ち 。

眼前の こ の ま ち に

どん な ま ち の 姿 を 重 ね あ わせればい い の か。

こ れか ら 。

神戸の ま ち 長 田 の ま ち

生 き て 愛 す る わ た し た ち の ま ち 。

生 き て愛 す る わ た し た ち

こ こ を 離 れず。J (安水稔和 問中) î IL f- 1f Fi の 戦争 」 か ら )

「詩 を 書 く こ と し か能の な い 私 は J �震災詩集 を 出 そ う と 思 っ た 、 と 詩 人伊勢m 史郎

は述懐 し て い る が、 80人 ぐ ら い の 詩集 を 与 え て い た 事務 同 に 、 次か ら 次へ と 寄せ ら れた

は 、 155 人 に も 上 り 、 参加詩 誌 も 20誌 に な っ た。 震災 3 カ n Él の 4 JJ 1 7 H �こ 、 ア ン ソ ロ ジ

- r詩集 ・ 阪神淡路大震災j は 出 版 さ れ た 。 こ の詩 集 は 、 大江光作 品集の演奏会 で も 朗読

さ れ、 大 き な 反響 を 呼ぶ。 新 聞 ・ 雑誌 ・ テ レ ビ ・ ラ ジ オ な どに取 り l-. げ ら れ、 ラ ジ オ ・ ジ

ャ パ ン で は 19 ヵ 出語に翻訳、 海外に 向 け て 放送 し た 。 そ し て 、

4 版、 4， 000部 を 発行、 基金に繰 り 入れ ら れた。

と し て は極めて珍 し い
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ま た、 1 周年 に は 『詩集 ・ 阪神淡路大震災第 2 集J と 詩画集 『鎮魂 と 再生 の た め に ・ 長

尾和 と 25 人 の 詩 人 た ち J を 刊 行 し た。 r詩集第 2 集j は 、 1 29人の詩人た ち が詩 を 寄せ て お

り 、 あ と が き に は 「詩人の心の叫びが詩集 に な っ た」 と 記 し て い る O

「歪ん だ り

潰れた り

ぐ ち ゃ ぐ ち ゃ に な っ た り

こ れは水に 映 っ た 町

で は な い の か

風 よ 吹 く な

ひ と よ 、 石 を投 げ る な

水隔が端‘正 に し ず ま る ま でJ (杉山平一 「町J か ら )

f鎮魂 と 再生 の た め に j は、 神戸市東灘区 に 住 む洋画家長尾和が、 震災度後か ら 描 き 続

け た 被災地が、 水彩断で生 々 し く 捉え ら れて い る 。 焼 け た だ れた靴の 町 ・ 長 田 、 倒壊 し た

ピ ル と 赤 く 焦 げた 須磨、 壊滅 し た灘の酒蔵 な どが、 詩人の詩 と と も に鎮魂の歌 と な っ て い

る 。

詩画j集発刊 と 同 時 に 原画展が こ う べ ま ち づ く り 会館 で 向 か れ た 。

{神戸文化毎興基金}

「 ア ー ト ・ エ イ ド神戸J の も う 一つ の大 き な活動は、 芸術関係者への 緊急支援であ る 。

被災地の芸術家た ち 、 家 を 失 い 、 家 族 を 失 い 、 仕事の基盤 を 失 っ た 人 た ち は 、 虚脱状態で

あ っ た。 す こ し で も 芸術活動が再 開 さ れ、 告に灯 を と も し て ほ し い と の願 い を 込め て の 支

援活動であ っ た。 基金は、 チ ャ リ テ ィ ー に よ る 売 り 上 げ、 詩集の販売、 義援金 な どであ る O

こ の活動 シ ス テ ム は、 1994年 1 月 17 日 に起 こ っ た ア メ リ カ ・ ノ ー ス リ ッ ジ地 震 の 時 に 活動
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し た NPO (民間非営利組織) か ら 学 ん だ も の で、 日 本では初め て の 支援組織であ っ た 。

基金は、 サ ン フ ラ ン シ ス コ の芸術家 た ち の チ ャ リ テ ィ ー オ ー ク シ ョ ン な ど 団体、 個 人 を

は じ め 、 美術展 ・ 詩 集 な ど の 売 り 上 げ を 含め て約2， 600万 円 に の ぼ り 、 こ の な かか ら 芸術

関係者 と し て音楽16入、 美術35人、 舞台1 1 人、 文学20人の計82人 に 支援金 を 贈 っ た。

支援活動 で は 、 震災でほ と ん どが被災 し た神戸 ・ 北野の異人館 を 保存 し よ う と 、 地元で

活動 し て い る 「北野 ・ 山 本地 肢 を ま も り 、 そ だて る 会J に 100万 円 を 寄付 し た ほ か、 劇 団

道化座、 朝 日 能、 神戸芝居 カ ー ニパ ル な ど数多 く の催 し な どに助成金 を 贈 っ た 。

2 . 相次 ぐ追悼の催 し

大震災 で は 、 施設な どの被害 も さ る こ と な が ら 人的 な被害 も 大 き な も の があ っ た。 と く

に 著名 な 美術家 を い っ ぺん に 三 人 も 失い 、 阪神 の 文化 に と っ て甚大な損失に な っ た。 西宮

在住だ っ た津高和一、 神戸 ・ 中 央 区の新谷英夫、 神戸 ・ 長 田 の 大 島幸子で あ る O

津高和 ー は 、 1911年 ( 明治44) に 西宮で生 ま れ る O 日 本の 洋画壇の新 し い 先駆者 と し て

「母子像J で、デ? ビ ュ ー 、 見事な 抽象画 を 描 き 続け、 国際的 に も 活躍 し た 。 終生、 西宮 に腰

を 据 え て 創作活動 に励み、 神 戸新聞平和 賞 を 受賞す る な ど、 関西洋画壊 の 四 天王 と う た わ

れ た 。 震災で雪子夫人 と 共 に 倒壊 し た 自 宅の 下敷 き に な り 、 亡 く な っ た。 83歳 だ、 っ た。 1 1

月 1 日 に 大販 ・ 新阪急 ホ テ ルで 「津高夫妻 を 偲ぶ会」が聞かれ、 知人た ち が集 ま っ た。 1996

年 1 月 17 日 か ら は、 元11IJ ・ 海文堂ギ、 ヤ ラ リ ー で 「津高和一追悼展J を 開催 、 油彩、 墨、 版

闘 な ど25点 を 展示、 在 り し 日 の画伯 を 偲 ん だ。

新谷英夫 は、 1907年 ( 明治40) 生 ま れ。 1947年 (昭和22) に は神戸 ・ 中 山 手 に ア ト リ エ

を 設 け て 以来、 モ ダ ン な 具象 の 彫刻家 と し て活躍 し た 。 と く に 、彫刻 の 街グ 神戸の実現に

中心的役割 を 果 た し た 。 文化功労者 に 選 ばれて い る o 87歳だ、 っ た。

大島幸子は、 1940年 (昭和15) 生 ま れ。 神戸 ・ 長 田 に住み、 ふ る さ と を 執劫 に追究 し て

い た 二紀会所属 の 中 擦の 女流作家だ、 っ た。 自 宅の全壊 に よ り 亡 く な っ た。 53歳 だ、っ た 。 5

月 6 日 か ら 元町 ・ 海文 堂 ギ ャ ラ リ ー で 「大島幸子追悼展」 が開 かれ、 多 く の 人 た ち が集 ま

っ た 。 震災 1 崩年の 1996年 1 月 1 7 日 か ら は多可郡 中 町で 「大島幸子遺作展J が は じ ま っ た。

震 災 を 風化 さ せ な い と い う 目 的 で間かれた も の で、 全壊の家か ら 救 出 さ れ た 六十余点 の 中

か ら 絶筆 の 「 く つ っ こ ま つ り 」 な ど43点が展示 さ れ、 参観者の 感動 を 呼ん だ。

こ れ ら の作家た ち の ほ か、 震災で はふ る さ と の芸術家た ち が多数亡 く な っ て い る 。 そ し

て 、 こ の 人 た ち を 偲ぶ鎧 し が各地で行 わ れ た 。 1996年 2 月 に は県立淡路文化会館で 「柏木

夫妻の遺作展j が開かれた。 淡路 ・ ー宵町の柏木正文 ・ 元枝夫妻は、 洋画 と ち ぎ り 絵の勉

強 を し て い た が、 震災で亡 く な る O 全壊 し た 家か ら 持 ち 出 さ れた作品約60点が飾 ら れ、 訪

れた 人た ち は夫妻 を 懐 か し ん だ、。
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3 . 文 人 た ち の活動

全国 を 震持、 さ せ た 震災は、 文人た ち の心 に 大 き な衝撃 を 与 え た。 そ れ は そ の ま ま 、 多 く

の文学 に 表現 さ れ、 かつ て な い 「記録」 と し て 残 さ れた。 こ れほ どす さ ま じ い 文学の現出

は、 長い抑圧 の 時代か ら 解放 さ れ た敗戦後以来の こ と であ る 。 そ れは、 新 し い 文学の ル ネ

ッ サ ン ス と 呼べ る か も 知 れ な い 。 神戸大学付属 図書館、 兵庫県立図書館、

(財Î21世紀 ひ ょ う ご創造協会 な どの震災関連資料 丈庫の調査に よ る と 、 記

録 も 含め た 文芸 関係資料は、 約400点 に も の ぼ り 、 そ の う ち 純 然 た る 文

芸書は72点 に も 達 し て い る 。 分類 は別表の通 り だが、 児童文学関係のお

話、 絵本、 子供の作文 な どが も っ と も 多 く 、 次 い で散文、 詩 な ど と な っ

て い る O 震災や復興の心 を テ ー マ に し て 、 い か に 多 く の文章が書かれた

かが分か る の であ る 。

{作家 た ち が描い た震災]

(表 9 ) 

散j

短歌
i�HjJ 
) 1 1柳
児 f主
その他

2 
22 
1 1  
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震災の後、 多 く の作家が被災者の励 ま し と 復興 を 願 っ て 丈章 を 綴 っ た 。 作家司馬遼太郎

は、 神戸の タ ウ ン 誌 「神戸っ 子j に f世界 に た だ Aつ の神戸」 と 題 し た A 文 を 寄せ 「 や さ

し い心根の上 に 立 っ た美 し い神戸が、 世界 に た だ Aつ の神戸が き っ と こ の灰蟻の 中 か ら う

ま れて く る J と 書い た。 少年時代 を 抜神 間 で過 ご し た作家遠藤周作 は 、 大震災 を 詠ん だ 文

集 f悲傷 と 鎮魂j の 中 で 「私の少年時代のすべて の思い 出 の あ る 箇所が消滅 し た わ け で、

私 は 自 分の文学の原点であ る 場所が、 あ の 一 日 ですべて消滅 し た気持ち であ る j と 表現 し

た。 こ の二人 と も 1996年 に 相次い で急逝 さ れた。 ま た、 作家瀬戸内寂聴、 小松左京 は、 震

災当 日 の有 り 様 を 、 作家吉村昭 は 「 日 本人の本質 を 見たJ と い う 。 作家間 中康 夫 は 日中戸

震災 日 記J 、 田辺聖子は 『 ナ ン ギや け れ ど… わ た し の震災記J を 書 い た 。

「 山 も 泣 け河 も 泣 け海 も み ん な 泣 け あ わ れ瓦礁の底 ま で も 森繁久弥」

「宝塚の 友 よ り 崩 く FAX に 『幸運j と あ り 家 を な く せ ど 俵 万智J

f 自 犀 に 出会い し神戸壊 え た り 金子兜太J

「 白 梅や 天没地没慮空没 永 田耕衣j

文集 『悲傷 と 鎮魂j の 中 の う た であ る 。 全国か ら 著 名 な 歌人や俳人が次々 と 作品 を 寄せ

た 。 そ れ は 、 そ れぞれ悲痛 な 叫 びで あ っ た 。

{震災地の文人た ち i

激 し い衝撃か ら 立 ち 直 っ た被災地の文人 た ち は、 ベ ン を 持 っ て す さ ま じ く 書 き 続 け た 。

そ れは小説であ り 、 エ ッ セ イ や短詩形であ り 、 児童文学 な ど様々 であ っ た 。 新 聞 や雑誌で

紹 介 さ れ る そ れ ら の多 く の 単行本は、 全国 の 人 た ち に神戸の惨状 を 伝 え 、 心 を 打 っ た 。 こ

こ で は代表的 な 作 品 を 二 つ だ け紹介 し て お く 。
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激震地の ま っ た だ 中 に い た 詩 人の安水稔和 t:ì， - 年 間 の 、戦争グ を 7神 戸 こ れか ら 激

震地の 詩 人 の 一年j (神戸新聞総合出版セ ン タ ー ) に ま と め た 。

1 1 月 17 日

持 ち あ げ ら れて 、 た た き つ け ら れて 、 激 し く 振 り ま わ さ れて 。 な ん だ 、 こ れは。 立つ ど

こ ろ か、 這 う こ と も で き な い。 も の が飛 び交 う 。 落下 吾打撃青、 破砕音がつづ、 く 。 すべて

が瞬時の、 長 く て短い、 現 だ、 っ た。

外へ出 る O 瓦礁の 山 。 倒 れた塀。 瓦の と ん だ家。 傾 い た 家。 倒 れた 家。 街が燃 え て い た 。

長 田 の ま ち に 十 を こ え る 噴煙が立 ち の ぼ り 、 炎が広 が っ て い た 。 」

安水は、 こ の 日 か ら 震災 目 録 を 付 け は じ め る 。 詩 を 書 き 、 エ ッ セ イ を 芹 き 、 様々 な 文章

を 書 く 。 2 月 4 日 に は、 初 め て震災後の ミ官 に 出 る O 神戸新開会館 な ど壊滅 し た街 を 見 る 。

「時は過 ぎ る 。 一年が経 っ た 。 も う 復興 し た で し ょ う ね。 震災は過去 の こ と 、 も う 忘れ

ま し ょ う 。 そ ん な 言葉が耳 に 入 っ て く る が。 と ん で も な い 。 ま だ ま だです。 こ れか ら です。

け っ し て忘 れ な い 。 心 に 留 め て お も い つ づけ る O 五 十年 呂 の戦争の戦後 は 、 は じ ま っ た ば

か り 。 J

多 く の詩人や文人 た ち は、 同 じ 気持 ち で書: き 続 け た 。 「心の 震 え と と も に 書か な け れ ば

と お も っ た 。 どれだ け の こ と が書 き 止め ら れ る だ ろ う か。 書 き 置 く と い う こ と の意味を噛

み し め て 書 い た 。 そ れは、 激震地 に生 き る 人 々 への メ ッ セ ー ジ であ り 、 な に よ り も わ た し

自 身への メ ッ セ ー ジで も あ っ たj 安水稔和 の あ と が き であ る 。

明石で被災 し た児童文学者高浜直子 は 、 激震地での少女 と 猫の温か い 交 流 を 描 い た 絵本

「 あ り が と う ニ ャ ア ニ ャ ア j (岩崎書宿) を 書い た 。 阪神大震災の恐怖 と 悲 し み の 中 で生

ま れた 人の あ た た か さ を 子供た ち に伝 え よ う と 計画 さ れた絵本で、 絵 も 西宮で被災 し た絵

本作家 は た よ し こ が担 当 し て い る 。

「大震災で、 み ど り ち ゃ ん は 、 潰 れ た 家の 中 に 閉 じ 込め ら れ ま し た。 外の声 は 開 こ え る

の に 、 誰 も 気づい て く れ ま せん。 足元 に 落 ち て い た 、 た ち パサ ミ で ミ シ ン の お な か を 、 必

死 に た た き ま し た 。 『か じ だ あ J の さ け び声 と と も に 、 火がだ ん だ ん近 づ い て き ま す。 す

き ま か ら 煙が入 っ て き ま し た 。 あ き ら め そ う に な っ た 時、 ほ っ ぺた に温かい も のが き わ り

ま し た。 猫 の ニ ャ ア ニ ャ ア で し た。 み ど り ち ゃ んが助 け た 子猫が、 こ ん ど は助 け に き て く

れ た の です。 J

文人た ち の作 品 は 、 次か ら 次へ と 生 ま れた。 そ れ ら のすべてが大震災 の な かでの心の交

流 を 取 り 上げた、 素晴 ら し い も の であ っ た 。

4 . 美術家 た ち の 活動

画家、 彫刻家、 書家、 写真家 な どの 美術 に携 わ る 人 々 の活動 も 、 文人 に 劣 ら ず被災地全

域で様々 な 芸術 を披露 し 、 板限状態 だ、 っ た 人た ち の心 を 撤 し た 。 被災 し た 美術家 だ け で な

く 、 全国か ら 、 世界か ら 駆 け付 け た 美術家た ち が、 そ れぞれの テ ー マ で 、 作 品 を 生み続け、
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司馬遼太郎 の 一文
東大阪市 に 住 ん で い た 司 馬遼太郎 は 、 大震災

の直後か ら TV の前で、 連 日 、 呆 け た よ う に過

ご し た 。 神 戸 の惨禍の報道に漬か っ て い て 、 自

分が被災者で な い こ と が申 し訳な い と い う 気持

ち だ っ た と い う 。 1 月 30 日 付産経新 商 の コ ラ ム

「風塵抄」 に 「市民の尊厳」 と 題 し て 書かれた

一文は、 被災地 の 人 た ち の 大 き な励 ま し と な っ

た。

. �砂
神 戸イ の 人 は 、 神戸が好 き だ、 っ た。

「 あ ま り に好 き で」

と 、 雑誌 『干申戸 っ 子j を編集 し て い る 小泉美

喜 子 さ んが、 い っ た。

「 よ そ に お 嫁 に 行 っ て も 、 帰 っ て き ま すj

こ のユー モ ア に 、 夜、は大笑い し た。 十 数年前

の こ と であ る 。

場所は、 生 田神 社 か ら 、 人家の密集 し た細い

校 道 を 経 て 大通 り に 出 る あ た り で、 ふ り か え る

と 、 小泉 さ ん は真顔 だ っ た。

「 ほ ん と です」

こ の情景 は 、 い ま も 私の い い思い 出 に な っ て

い る 。

神 戸 に は 、 他都市 に な い気分があ っ た 。 き わ

だ、 っ て都会的 な 自 由 と 下日lT 的 な 人情 と が、 う ま

い ぐあ い に 溶 け あ っ て い た 。

日 本の都市の 多 く は江戸待代の城 下町か ら 発

展 し た が、 神戸 は例外的 に 、 明治後の 開港場か

ら 出発 し た 。 外国人居留地 の 自 治制 の伝統が、

都市の精神 や風習 の主要成分に な っ て い る よ う

に も 思 わ れた O

夜、 の 思い 出 の な かの神戸の一つ は 、 坂で あ る 。

二十年ほ ど前、 、異人館グ に住む友人 を 訪 ね

る べ く 北野の坂 を の ぼっ た 。

の ぼ り な が ら 、 凶洋 人 は 丘に住む こ と を 好 み 、

日 本人 は伝統 と し て低地 に住む、 と し み じ み お

も っ た。 日 本 で はお問や低湿地 に 水 田農業が営

ま れた か ら で あ る 。

明治初年の居留地 は低地の海岸通 り に あ っ た
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が、 明 治 二十年代か ら 居留 地 の 西洋 人 た ち は、

北野な どの高燥地 を ひ ら い で往 ん だ 。

一方、 神戸の低地 で は 、 明治初年 か ら 家内工

業 の マ ッ チ 製造が栄 え 、 大正時代 に は ゴム 工業

が長H1 !X な どでお こ っ た。

『義経J と い う 作品 を 書 い て い た こ ろ 、 ー ノ

谷合戦 を 調べ る た め に 、 神戸 を 、地形グ と し て

歩い た こ と があ る O

山系が、 海岸 にせ ま っ て い る 。 そ の 海 ぎわの

一筋の街道が、 H 本の束尚 を つ ら ぬ く 頚動脈で

あ る こ と は、 い ま も 当 時 も かわ ら な い。

雄ií事 な ほ どに、 単純 な 地形で あ る 。 ー た ん は

屋 島 に 落 ち た平家が、 類 勢 を 挽 回 すべ く 、 大挙

こ の地 に 再上陸 し た 。

平家の野戦築城l土、 こ の地形では 、 細長い袋

の 両端 を 閉 じ る だ け で よ か っ た。 東 は 生 |司、 西

は ー ノ 谷 に 木戸 を 設け、 平 家 は みず か ら 袋の 中

に 入 り 、 源氏の 軍勢 を 待 っ た 。

十年ほ ど前、 神戸 を 知 り た い と 思 い、 陳舜佳

さ ん に 頼 ん で\ じ つ に 気 分の い い 集 い に ま じ る

こ と がで き た。 い ま も 終生 の 思い H:l に な っ て い

る 。

チ ョ コ レ ー ト の モ ロ ゾ ブ さ んが、 陽気な ア メ

リ カ 開拓者の よ う に 、 た え ず笑 っ て い た 。

モ ロ ゾ フ さ ん も 、 本米、 ロ シ ア 革命の難民だ

っ た。 幼い こ ろ 、 両親 と と も に神戸 に のがれて

き た。

英国紳士その も の の よ う な 金井 さ ん も そ う だ

っ た。 英悶人 を 父 と し 、 日 本人 を 母 と し て 、 ロ

シ ア の ウ ラ ジ オ ス ト ッ ク に う ま れた 。 ロ シ ア で

の 中 学の こ ろ 、 革 命 さ わ ぎ を の がれて 、 両親 と

と も に神戸に米、 こ の集 い の こ ろ は 、 真珠会社

の 会長 さ ん だ っ た。

こ の 一座で、 華僑の徳望家の獄徳仁 さ ん は、

幼時、 神戸で科挙の試験の受験勉強 を さ せ ら れ

た と い う 話 を し た。

「科挙の試験 な ん て 、 と っ く に廃止 さ れ て い た

は ずですがJ

「 だ っ て 、 神戸 に は伝わ っ て い な か っ た も のJ

と 、 大笑い さ れた。



み な 、 太平洋戦争 の 末期 の 空襲 を 経験 さ れ て 、 方 に暮れつつ も 、 他者を い た わ っ た り 、 避 難所

生 き 残 っ た。 全員 が神戸が好 き で、 神戸 と い う で た す けあ っ た り し て い た 。 わ ず か な 救援 に 対

共和国が こ の 世 に あ る み た い だ、 っ た 。 し て 、 全身で感謝 し て い る 人 が夜倒 的 に 多 か っ

た 。

こ の大都市 に、 災容が襲 っ た。 神 戸 は 、 よ き 時代の神戸 を 、 モ ノ と し て は多

私 は 、 呆 けた よ う に、 連 日 報道 ま みれの暮 ら く 失 っ た。

し を し た。 し か し 、 冒頭の小泉美喜子 さ んがい う 神戸の

感動 し つづ け た の は 、 ひ と び と の表情だ っ た 。 ユ ニ ー ク な 市民の心は、 こ の百難の な かで、 か

神 戸 だ け で な く 、 西宮、 芦屋 な ど摂津の 町 々 の え っ て輝 き を 増 し た よ う に 思 わ れ た O 神 戸 や 阪

ひ と た ち を ふ く め 、 た れ も が人間の尊厳を う し 神 間 、 そ れ に北淡町の人達は、 え ら か っ た 。

な っ て い な か っ た . . 

暴動の気配 も な く 、 j罵 る 人 も す く な く 、 扇動 震 災地 を 憂 え 、 そ の浮い復旧 を 願 っ て い た 司

者 も 登場 し な か っ た 。 た と え 登場 し で も 、 た れ 馬遼太郎 は 、 大震災 A 周 年 の 少 し 後 に 、 復興状

も 乗 ら な か っ た ろ う 。 況 を 見 る 事 な く 急逝 さ れ た 。

ひ と び と は、 家族 を う し な い 、 家 は な く 、 途

感動 を 呼ぶ作品群 を 被災地 に 残 し た の であ る O こ れ ら は、 そ の ま ま 震災 の メ モ リ ア ル と し

て 、 未曾有の惨事を 記録 し て い き つづけ る の であ る O

[ f神戸の壁」 は残 っ た ]

大震災の猛火の な かで焼け残 っ た神戸市長田 区若松町の コ ン ク リ ー ト の壁 は 、 神戸の芸

術家た ち が 「造形 的 に も 美 し く 、 犠牲者への鎮魂 と 自 然 に対す る 畏怖 の 象徴 と し て保存す

べ き だ」 と 、 運動 を 展 開 し た 。 こ の壁の所有者だ、 っ た 山 下浅吉夫妻は 、 地震で亡 く な く な

っ て お り 、 孫 た ち が こ の壁 を 保存す る こ と を 決め 、 「 オ ー プ ン ス ペ ー ス 浅吉J と し て 、 芸

術作品 な どの発表の場 と し て 開放す る こ と に な っ た 。

こ の壁 は 、 高 さ 約 7 m、 幅15m、 厚 さ 30cmで、 東根u に あ っ た市場 の 防 火壁 と し て 1927年

(昭和 2 ) ご ろ に 造 ら れた と い う O 神 戸大空襲 と 今回 の大震災に も 焼 け 残 っ て 立 ち 続 け て

い る o 1996年 1 月 に は、 芸術家た ち が 「神戸の壁パ フ ォ ー マ ン ス j を 繰 り 広 げ、 ミ ノ ム シ

に ふ ん し て 自 然 と 人類 のハ ー モ ニ ー を 訴 え た 。 今後、 定期 的 に作 品展 を 聞 い て い く と い う 。

{瓦磯再生の 「神戸芸術村J]

大震災 は 、 被災地の神社の鳥居や灯篭 な ど石造建造物 を壊 し た。 こ の瓦礁 と な っ た石 (御

影石) を 芸術作品 と し て娃 ら せ よ う と い う 「神戸芸術�;;lJ 活動が は じ ま っ た。 被災地 を 始

め全国各地、 韓 国、 ブル ガ リ ア の彫刻家約30人が神 戸 に 結集、 腕 を 奮 っ た 。 い ま 、 そ れ ら

の作品 は 、 神 戸市 内 の 1 2 カ 所の神社 と 公閣 に 置かれ、 人 々 の 自 に 触 れ続 け る 。

大阪に住むマ ・ ガ ・ ラ は、 友 だ ち を 助 け よ う と 被災地 に 入 っ た が、 何 も す る こ と が出 来
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な か っ た 。 芸術村 を 知 っ て真 っ 先 に 参加、 「僕の 出 来 る こ と は こ れ し か な いj と 思 っ た。

中 央 区 の 一宮神社で玉垣 を 材料に制作 を 始 め た 。 通 り すが り の人が 「がん ば っ て J と 声 を

か け て く れ た 。 「 こ の彫刻が人の心 を 温か く す る j と 励 ん だ 。 作 品 の 名 は IBIG POSITIVEJ 

だ、 っ た。

、灘区 の 嫡敷天満神社 に置かれた本池秀夫の作品 「大地J は 、 全体に丸み を 帯 び\ 角 度 に

よ っ て は母子像 に も 、 考え る 人 に も 見 え る 。 神社の雰同気 と み ご と に調和、 こ れが瓦際だ

っ た と は誰 も 思 わ な い。 地蔵 さ ん と 思 っ た の か、 さ い銭 を 置 く 参拝者 も あ っ た 。

{復興の街 に 多才 な 美術活動]

前衛芸術で世界 に 知 ら れた 「具体」 グ ル ー プ は 、 芦屋か ら 生 ま れ た 。 1954年 (昭和J29) 、

関西の若手作家が抽象画家の吉原治良 を 中心 に 起 こ し た運動で、 そ の独創性 は世界的 な 高

い評価 を 受 け た 。 「具体」 の精神 を 受け 継 い で き た 人 々 は 、 「戦災、 敗戦に よ っ て すべて を

失 っ た芸術家た ち が、 物 を 考 え る 原点 に 立 ち 返 っ た の が具体であ っ た。 大震災後の い ま は 、

そ の 時 と 同 じ だj と 、 再 び新 し い形の運動 を 始 め た 。

震災で全壊 し た芦屋市の西法寺 は 、 本堂 を 震 災 の モ ニ ュ メ ン ト を 兼ね た も の に す る こ と

を 決意、 「具体」 の メ ン バ ー だ っ た 嶋本昭三 に 制 作 を 依頼 し た 。 自 宅が半壊 し た 嶋本 は 、

こ の制作の ほ か、 郵便物 を 芸術作品 と す る メ ー ル ア ー ト で、 震災 を テ ー マ に作 品 を つ く る

よ う 呼び掛 け 、 30 ヵ 国か ら 200点 の作品 を 集め た。 1995年1 1 月 に は 、 西宮市 の 甲 子圏浜で、

拾い集め た 木材で三つ の 十字架 を 立 て た。 ま た 、 イ ン タ ー ネ ッ ト での 「 メ ー ル ア ー ト 美術

館j も ス タ ー ト さ せ る な ど、 新 し い芸術運動 に 意欲 を 燃や し て い る 。

ほ か に も 多 く の 美術展が被災地 を 彩 っ た 。 1995年12月 に 「著名芸術家 と 名士 の作品展J

(神戸阪急 ミ ュ ー ジ ア ム ) I復興支援会国 ポ ス タ ー展J (大阪 ・ 京都) I W 干義正個展J (三

越 ギ ャ ラ リ ー ) 1996年 3 月 に 「神戸 の 洋画家 た ち 展J (大丸神戸庖) な どが相次 い で 開 か

れた。

{外国 か ら も 作家 た ち i

外国か ら も 多 く の 作家 た ち が被災地 に 来 た 。 フ ラ ン ス の現代 ア ー ト 作家 ・ ジ ョ ル ジ ュ ・

ル … ス は 7 月 に 来 E 、 「震災 の 記憶 を 作 品 に j と 、 取 り 壊 さ れ る 建築物 の 床 や 内 壁 に 絵 を

描 き 、 そ れ を 写真撮影す る と い う 手法で、 11点 を 制作 し た。 神戸、 伊丹、 大阪の被災 し た

学校、 工場、 倉庫、 放送局、 美術館 な どで 2 カ 月 を かけ て 描い た も の で、 黒 く 塗 り 潰 し た

壁面に倒壊 し た高速道路 を チ ョ ー ク で表現 し た も の な ど、 迫力 の あ る も の に な っ た。 9 月

に神戸、 12月 に芦屋で展覧会 を 開催 し た 。

ま た 、 オ ラ ン ダの 国立 ア ー ト ・ ア カ デ ミ ー の ト ン ・ マ ー テ ン ス 教授 は 11 月 に 来 日 、 3 週

間 で 長 さ 2 m、 幅 1 mの作品 を 二十数点仕上げた 。 教授は 、 対象 と な る 物 の 表面 に和 紙 を

当 て 、 ク レ ヨ ン で こ す っ て 凸 凹 を 写 し と る と い う 技法で、 地 震 に よ っ て地 面 に で き た ヒ ピ
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割れや建物 の 亀裂 を 克明 に 浮か び上が ら せ た 。 対象 と さ れた の は 、 神戸港の 第 8 埠頭の岸

壁、 須磨 区 の 元銭湯、 東灘区 の マ ン シ ョ ン 、 淡路 ・ 津名 町 の 防潮提 な ど。 い ず れ も 黒 く 塗

ら れた 紙 に 亀裂が白 く 浮か び、上がっ て お り 、 地震の痕跡 を 目 の 当 た り にす る こ と が出 来 る 。

1 1 月 に神戸で展示、 オ ラ ン ダで も 作品展 を 開 く と い う 。

{子供 た ち の震災麗がア メ リ カ へ]

芦屋児童美術教育研究会の上住雅恵代表は、 震災で芦屋 の 自 宅が J部壊れ、 ア ト リ エ も

半壊 し た。 3 月 に ニ ュ ー ヨ ー ク に 行 っ た 時、 「被災地 の子供 た ち の絵 を 、 ア メ リ カ の 人 た

ち に 見 て も ら お う j と 思い 、 絵画教需の 3 歳か ら 15歳 ま での子供た ち 26 人 のパ ス テ ル画、

水彩画56点 を 展示す る 計画 を 立 て た。 脱線 し た電車、 炎 に 包 ま れた街、 倒 れる ピ ル 、 倒壊

し た 高速道路 な ど子供 た ち の 日 に 映 っ た 被災地の惨状が描かれて い る 絵ば か り であ っ た。

展示会 は、 9 月 17 日 か ら ニ ュ ー ヨ ー ク 、 シ カ ゴ、 ミ ネ ア ポ リ ス で開 か れ、 大 き な 感 動 を

呼 ん だ。 「素直 に 描 か れ た 美 し く 悲 し い絵だJ I悲劇 に 負 け な い でJ I た く ま し く 生 き てj

な ど、 多 く の励 ま し の メ ッ セ ー ジが寄せ ら れた。 日 本で は 、 震災 1 居 年 の 1 月 17 日 か ら 地

元 ・ 芦屋で開 かれ、 作 品 の ポ ス ト カ ー ド も 人気 を 集め た。

{ ア ー ト セ ン タ ー構想]

関 西の 中 堅 の 美術家た ち が結成 し た ネ ッ ト ワ ー ク CAP は 、 ア ー ト の 町づ く り に つ い て 、

神戸市 に 新 し い プ ラ ン を 提 出 し た。 CAP は こ れ ま で、 ア ー ト セ ン タ ー構 想 を 提案 し て い

た が、 震災後 は さ ら に プ ラ ン を 具体化 し た。 そ れに よ る と 、 旧居留 地 に 分散型の ア ー ト ス

ペ ー ス を つ く り 、 ま ち 全体 を ア ー ト セ ン タ ー 化 し よ う と い う も の で あ る 。

ま た 、 岡宮市 に在住の建築家 ・ 安井建築設計事務所の佐野正一会長 は 、 神 戸の東部新都

心 に 芸術機能 を た っ ぷ り 盛 り 込ん だ 「神戸芸術都市構想j を ま と め た。 県立美術館 に 加 え

て 国立総合芸術大学や研究所 を 配置 し た ア ー ト カ レ ッ ジ と し て整備、 旧居留地 に は オ ー ク

シ ョ ン 施設や工房 を 設け よ う と い う も の で あ る O

こ の よ う な 、 芸術都市 を 日 指す民 間 の提案は、 震災後、 次 々 と 出 さ れて お り 芸術家や市

民 の 中 に 「文化j を 望 む声が高い こ と を 裏付 け た。

5 . 音楽や演劇界の活動

震災直後か ら 最 も め ざ ま し い活動 を 続 け た も の に 、 音楽 と 演劇 があ る 。 廃撞の 中 の あ ち

こ ち で 開 か れた コ ン サ ー ト 、 青空劇場で催 さ れた演劇 は、 被災者 に 大 き な心 の安 ら ぎ を 与

え た の で あ る O こ の 1 年余 り で開催 さ れた音業会 な どは数え切 れ な い。 慰問 の コ ン サ ー ト

であ っ た り 、 チ ャ リ テ ィ ー の演劇であ っ た り 、 会場 も 廃境 の な かであ っ た り 、 避難所であ

っ た り 、 か ろ う じ て残 っ た ホ ー ル であ っ た り と 、 さ ま ざま で あ っ た が、 そ のすべて に 人 々

のj昆か さ カfあ っ た 。
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(表10) コ ンサー 卜 、復興の街ヘグ の開催 日 程

回 開催日 公 i寅 名 場 月?
5 /16 鮫烏有美子 コ ンサー ト 神戸朝 日 ホール

1 
! 5 /18 鮫島有美子コ ンサー ト しづかホール

2 6 /22 辻久子 と神戸市室内合奏団演奏会 アルカ イ ッ ク ホール ・ オ ク ト
3 7 / 6  淡路人形浄瑠璃 兵庫県民小劇場
4 8 /10 オ ル ヴ ァ ル と その仲間たち ア イ フ ォ ニ ッ ク ホール
5 9 /27 フ ルー ト と ハープの夕べ 兵庫県公館
6 10/14 福田進一&村治佳織ギタ ー ・ デュ オ ・ リ サイ タ ル ベガホール
7 1 1/10 邦楽の夕べ 明石市民会館中ホール
8 12/17 法i丈二& 9' i宰桂と神戸rlîi昆声合唱団演芸審会 しづかホール
9 l ノ/15 岩崎淑と ソ リ ス ト 逮 神戸文化ホール中ホール
10 3 /13 大阪フ ィ ルハーモニー交響楽同演奏会 神戸文化ホール大ホール

{相次い だ慰安 ・ 激励の催 し ]

震災に よ っ て 公共施設がほ と ん ど停止 し た状態 の な かで、 震災 I ヵ 月 後 ぐ ら い か ら 被災

地や周辺の 音楽家 ら に よ る 慰安 ・ 激励の活動が急増 し た。 演劇関係では、 兵庫県立青少年

創造協会の ピ ッ コ ロ 劇 団 に よ る 無償 の 激励公演が注 目 さ れ る O 直後の 2 月 11 日 か ら 4 月 ま

で、 52 ヵ 所で公演 し た。 ま た 、 子 ど も 劇場おや こ 劇場 は 、 ボ ラ ン テ イ ア 公演 を 仲介、 子 ど

も やお年寄 り の精神 的 な打撃 を 少 し で も 無 く そ う と 、 避難所の片 隅 や公園で手づ く り 公演

を し た 。 音楽で は バ ロ ッ ク 音楽 の 日 本テ レ マ ン 協会が慰問 コ ン サ ー ト を 2 月 15 日 か ら 10 回

に わ た っ て 開催、 被災地の フ リ ー の演奏家 た ち も 3 年 に 限定 し た ア ン サ ン プル を 編成 し 活

動 し た 。 ジ ャ ズで も 3 月 に 「蘇れ、 神戸の ア ー チ ス ト た ち J と 題 し た ラ イ ブ コ ン サ ー ト を

実施 し た。

[焼け野原 コ ン サ ー ト }

2 月 25 日 、 神戸市長 田 区 ・ 大正筋商底街そ ばの焼け跡で、 神戸 キ リ ス ト 栄光協会が音楽

会 を 開 い た 。 黒 焦 げの ど、 ル を 背景 に 、 長机 を 並べ た だ け の特設ス テ ー ジで、 ギ タ ー を 奏 で

た。 28 日 に は芦屋市民セ ン タ ー で、 山 口市の劇 団 は ぐ る ま 座が「がんばろ う コ ン サ ー ト ム

3 月 5 日 に は 長 田 、 須磨の 3 小学校で神戸市役所セ ン タ ー 合唱 団が巡同演奏会、 明石の プ

ラ ス ア ン サ ン ブル が避難所 に 「 出 前演奏J を す る な ど、 震災直後か ら 各地の被災地で、 慰

問演奏が広 が っ た 。

震災か ら ち ょ う ど半年 目 の 7 月 17 日 、 神戸 メ リ ケ ン パ ー ク の広場で、 ニ ュ ー ヨ ー ク ・ ジ

ユ 1) ア ー ド音来院の ピ ア ニ ス ト 弓 張美季がベ ー ト ー ベ ン の ソ ナ タ な ど を 演奏 し た。 再生へ

力 を 注 ぐ町の状況、 神戸本来の美 し さ を 、 被災地出 身 の音楽家の演奏 と 映像で再現 し よ う
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相次 ぐ心の コ ン サ ー ト
阪神大震災の被災地へ の 支援の輪が広 が っ た

が、 有名歌手 た ち の 「心の コ ン サ ー ト J が関か

れ た り 、 共 同 で CD を 出 し た り と 、 被災者 を 励

ま す活動が繰 り 広 げ ら れた。 こ れ ら の活動 は 、

被災者 を 大 き く 力 付 け た ほか、 チ ャ リ テ ィ ー の

売 り 上 げ な どが義援金 と し て 震災地の 人 た ち を

助 け た の であ る 。 今回 ほ ど、 全国か ら 歌手 な ど

が駆け 付 け た こ と は な か っ た 。

1995年 5 月 27 日 、 震災の跡が生 々 し い神戸市

長 田 区の ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト 跡地で、 歌手元木

ひ ろ し の 「心の コ ン サ ー ト 」 が関催 さ れた 。 急

ご し ら え の ス テ ー ジ、 地面 に ビ ニ ー ル シ ー ト を

敷い た だ け の座席、 屋根の な い青天井の コ ン サ

ー ト であ っ た。 周 辺 に は 倒 れ た 家や瓦燥が残 っ

た ま ま で、 五 木 ひ ろ し は 「み な さ ん、 がんばっ

て j と 涙 を押 さ え な が ら 「お ま え と ふ た り 」 な

どの と ッ ト 曲 を 歌 っ た。 会場 に は 、 被災者 ら が

つ めか け 、 道路 に ま であ ふれ る ほ どで、 大 き な

感 動 を 呼 ん だ。 ま た、 1 1 月 四 日 に は、 新西宮 ヨ

ッ ト ハ ー パ ー で 「灘の酒 ・ 震 災復興支援 ・ 心の

コ ン サ ー ト 」 が関かれ、 多 く の 人 た ち が五木ひ

ろ し の応援歌 に 開 き ほ れ た。

ま た 、 阪神 ・ 淡路大震災エ イ ド ソ ン グ 「心の

糸 」 を 歌 っ た演歌歌 手の脊西かお り 、 伍代夏子、

坂本冬美、 長 山 洋子、 藤 あ や 子 の 5 人 は、 CD

な どの 売 り 上げの収益約3， 000万 円 を 義援金 と

し て 12月 9 日 、 貝 原俊民兵庫 県 知 事 に 手渡 し た o

f心の 糸 」 は、 5 人がプ ロ ダ ク シ ョ ン や レ コ ー

ド会社の枠 を 越 え て 制 作 し た も の で 、 藤 あ や二f

lま f こ れか ら も 歌 を 通 し て応援 し

と 諮っ て い た 。

と い う も の で、 明石市の ギ タ リ ス ト 、 神戸育 ち の フ ル ー ト 奏者が、 そ れぞれ海、 街、 山 の

テ ー マ で、演奏、 CD�ROM に収録 し た 。

[演劇の灯が と も る }

神戸 を 中 心 に 活動 し て い る 劇 団 「道化康」 は 、 神戸市灘区 に あ っ た ス タ ジ オ が震災直後

の火災で焼 け 落 ち た 。 舞台装置 を 始 め 、 衣装、 台本な ど全てが焼 け て し ま っ た 。 そ の う え 、

跡地 も 防災公 園 の指定地 に な っ た。 「道化座j は、 大 阪 に 仮事務所 を 設 け て活動 を 続 け た

が、 ど う し て も 自 分た ち の ス タ ジ オ を 再建 し よ う と 、 同 じ灘 区 内 に 土地 を 見付 け、 再建 し

た 。 12月 に は 、 落成公演 を 実施、 演 劇 の灯 を と も し 続 け る O

大震災の体験 を も と に、 避難所での さ ま ざ ま な 人 間模様を 描い た ミ ュ ー ジ カ ル 「人間賛

歌j が11 月 2 日 、 新神戸 オ リ エ ン タ ル劇場で上演 さ れた 。 演 じ た の は素人の演劇集団 「劇

団 ASA ミ ュ ー ジ カ ルj で、 阪神 間 に 住 む 主婦、 会社員 、 運転手、 教師、 医 師 な どの メ ン

バ ー ほ と ん どが被災 し た。 「 こ ん な 時 だか ら こ そ、 や ろ う j と 、 実体験 を も と に脚 本 を ま

と め、 公演 に 漕 ぎ付 け た。 震 災 を き っ かけ に 仲 を 取 り 戻 し た夫婦、 住民 を ま と め る 1干 っ

王かあ さ んグ O 震 災 を 乗 り 越 え て結婚す る カ ッ プル な ど、 多彩 な 人 間 ド ラ マ が描かれた。

[ わ わ わ フ ェ ス テ ィ パル}

神戸市 内 の 劇 団 、 鑑賞団体、 映画サ ー ク ル な ど22団体で組織す る 「神戸 を ほ ん ま の 文化
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(表11 ) 阪神 ・ 淡路大震災 1 周年記念事業

分野 事業名

最古 阪神 ・ 淡路大震災総合フ ォ ー ラ ム
1 込T 

メ モ リ ア ル コ ン フ ァ レ ンス イ ン コ ウ ベ
; こ こ ろ単一地、で安全、 安心な社会を
地)j妨災サ ミ ッ ト

主
明 �地)j^公共凶体の危機管玉県 と防災対策~
般 防災機器グ ッ ズ フ ェ ア

県立 4 大学反災研究総合学術 シ ンポジウム

応急危険度判定 士認証式
ボ、
ブ あの Ef か ら365 日 連合集会
ン
T 
イ
ア 災害救援専門ボ、ラ ン テ ィ ア発足式
撲i皇j 、初PL と ボラ ンテ イ アグ を考え る シ ンボジウ

ム

ブ 都市池震災7ヰi壬j際シ ンポジウム
イ
フ
ブ

イ
ン 非常通信セ ミ ナー

f主F主Lー三， 住宅地震災害共済申IJ度創設フ ォ ーラ ム

戸F ' 96夏合 ・ グラ ン ド シ ューズコ レ ク シ ョ ン
業;

シ ン ポ ジ ウ ム 「震災後の子 ど も の こ こ ろ の ケ ア 」

I 年をふ り かえ っ て
{民 兵庫県立石j長大学第 2 lW凶際セ ミ ナー総

療

主l 「阪神 ・ 淡路大震災 ー腐年 j を l可?在、する集い
震災 1 周年記念 講演と シ ンポジ ウ ム

児童問題シ ン ポジウ ム 「震災について語る 」

境環 環境 ・ ひ と ・ く ら しの フ ォ ー ラ ム

教育 阪神 ・ 淡路大震災 1 周年教育復興シ ン ボジウ
ム

1 92 第 二章@文化

開催 f::l H�' 場所
1 . 1 7  14 : 30�16 : 30 ホ テルオ ク ラ神戸

1. 18 10 ; 0 0- 神戸国際会議場
�1. 1 9  9 : 30-16 : 00 
1. 19 14 ・ 00�17 : 00 神

サ、
戸国際会議ハーパー ラ ン ドブラ

1. 2 0  1O : 00� 神戸国際展示場
�1. 22 1 6 : 00 
1 . 27 13 : 00�16 : 00 f中 ) Î商科大学

1. 13 13 : 00�17 : 00 県公館
1. 16 17 : 30�19 : 00 神戸メ リ ケ ンパー ク オ リ エ ン タ ル

ホテル
1 . 1 7 9 : 30�10 : 30 県民小劇場
1. 20 1 3 : 00� 1 6 : 3() 神戸朝 日 ホール
1 .  2 1  1O : 00�16 : 00 

1. 10 13 : 00�17 : 30 神戸国際会議場
11 1 1 : 00�17 : 30 
12 1O : 00� 1 7 : 30 

1 . 23 13 : 00�18 : 00 神 戸 ハ ー パー ラ ン ド ニ ュ ー オ } タ ニ

1 . 19 13 : 00�16 : 00 新神戸オ リ エ ン タ ル劇場

1. 17 10 : 00 神戸国際展示場
�1. 18 1 7 : 00 
1 . 1 1  13 : 00�16 : 00 ��g�調Iふる さ と セ ン タ ー

1 . 1 7 13 : 00�15 : 00 県伊丹庁舎
1 . 20 9 : 30�16 : 30 県立看護大学講堂
�1 . 21 9 : 30�1 6 : 30 
1 . 28 10 : 30�15 : 30 武庫川学院公iT記念講堂
1. 30 13 : 00�16 : 30 神戸文化ホール
1. 31 13 : 00�16 : 00 なる お文化ホール
1 . 25 1 3 : ()()�17 : 30 ア ル カ イ ッ ク ホール ・ オ ク ト

1 . 1 7 13 : 00へ- 16 : 00 県 心:神戸 I�当校体育館



(衣11) 阪神 ・ 淡路大震災 1 周年記念事業 つづき

阪神 ・ 淡路大震災 1 周年復興フ ェ ア 1. 17�1. 27 神戸凶際会館ハーバーラ ン
地 「被災地域を励ます集いj ドブラサ、お よ び学校厚生会館他
域
重j舌b 市民のつどい 1. 17 1 4 : 00�16 : 30 神戸文化ホール

元気ア ッ プ復興祭 1. 20 10 : 00�16 : 00 県 、，'[þ;'t生セ ン タ

津高手日 ふ と ゲ ン ビの作家たち腿 H7. 12. 9 県立近代美術館
�H8. 1 . 21 

仮神 ・ 淡路大震災 1 潟年写真展 1. 14�1. 22 淡路淡路フ ァ ームパーク
コ ンサー ト “復興の街へ" 1. 15 1 4 : 00�16 : 00 神戸文化ホール
震災復興支緩 コ ン サ ー ト ~風がき こ え る ピ ア ノ ~ 1 . 1 6  19 : 00�21 : 00 県立看護大学講堂

Zヨ13EZ 阪神 ・ 淡路大震災メ モ リ アルコ ンサー ト 1. 16 1 9 : 00 (終復) 神戸国際ハーバ… ラ ン ドプラサ、市
化
文i>f �1. 17 6 : 00 及びキ ャ ナ ルガーデン

震災 1 周年 ・ 鋲魂の調べ・ 1 . 17 1 9 : 00�21 : 00 神戸文化ホール

i孝E若手日 「追悼J 展 1. 17�3. 3 同7守 司J大谷記念美術館

阪神大渓災鎮魂うど警李総曲 「祈 り / 1 . 17 J 1. 21 15 : 00�1 7 : 00 神〆文化ホール
(合鴨{す き ) 演奏会

第18回神戸数民合P(lt認定期演奏会 1. 28 14 : 00�16 : 00 県民小劇場

都 市 に す る 会」 は、 神戸 ・ 阪神地 区 の 文化復興 を 目 指 し て 4 月 19 日 �23 日 に 「 わ わ わ フ ェ

ス テ ィ パ ルj を 聞 い た 。 演劇、 映画、 音楽、 バ レ エ な どの多彩 な催 し と 、 シ ン ポ ジ ウ ム 「文

化 に よ る 新 し い ま ち づ く り を め ざ し てj が行 わ れ、 5 日 間 で1 ， 500人 を 集 め た。 こ の フ ェ

ス テ イ パ ル に は 、 地人会や滝沢修、 南風洋子 ら が激励 に駆け付 け る な ど大 き な 成 果 を kげ

た 。

ま た 、 1996年 1 月 に は、 市民がつ く る 朗 読劇 150年 目 の戦場 ・ 神戸J を こ う べ ・ シ ー ガ

ル ホ ー ル で上演 し た 。 東灘で被災 し て 負傷 し た詩 人車木蓉子が被災地の い ろ ん な 出 来事 を

書 き 溜 め た メ モ を も と に 脚 本化 し た も ので、 多 く の市民が参加 し て 、 朗 読 し た 。

こ の 会は、 神戸市の ス ロ ー ガ ン 「参加 と 対話J に応 じ て 、 文化活動 に つ い て 行政 と 話 し

合 う 民 間 団 体 と し て結成 さ れた も の で 、 こ れ ま で文化都市 ・ 神戸 の実現の た め に多 く の提

言 を 行 っ て お り 、 震災の後 も 復興プ ラ ン の な か に 文化 を 感 り 込む よ う に要望 し て い る O

i震災 1 路年 の メ モ リ アル コ ン サ ー ト }

震 災か ら 1 年 を 迎 え た 1 月 16 B か ら 徹夜で 「 阪神 ・ 淡路大震 災 メ モ リ ア ル コ ン サ ー ト 」

が神戸 ・ ハ … バー ラ ン ド で 関 かれ た 。 日 本最初の ジ ャ ズ上陸地 に ふ さ わ し く 、 ジ ャ ズ と ク

ラ シ ッ ク を織 り 混ぜた ジ ョ イ ン ト 演奏 を 繰 り 広 げた。 17 日 午前 5 時46分に は、 全員 が黙 と

う し、 同 時 に ジ ャ ズ ・ サ ッ ク ス 奏者の渡辺貞夫が 自 作の 追悼 曲 を 演奏、 大 き な感動 を 呼ん

だ。
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渡辺貞 夫 は 「 コ ン サ ー ト に 参加すべ き か ど う か迷っ た が、 沈 ん で ばか り で は い け な い 、

と い う 周 り の 声 に お さ れて 出 演 を 決め た」 と い う O こ の コ ン サ ー ト に は、 1994年 の 陪 じ 日

に 大地震 に 襲 わ れた ロ サ ン ゼ、ル ス の レ イ ・ ブ ラ ウ ン ・ ト リ オ ら 外国か ら の一 流 ミ ュ ー ジ シ

ャ ン が多数参加 し た 。

6 . そ の他 の文化活動

[KOBE 国擦映画祭}

震災の影響で 開催が危ぶ ま れて い た 「第 8 回 KOBE 同際映画祭」 は、 被災者 を 励 ま し、

勇 気づけ よ う と 、 10月 27 日 の 前夜祭で閉幕、 1 1 月 5 日 ま で多 く の名作が上映 さ れた 。 今 回

長田 に来た寅 さ ん
「 わ た く し 、 生 ま れ も 育 ち も 葛飾 ・ 柴又です。

ミ ナ ト 神戸 に わ ら じ を 脱い で、、 そ こ に 襲 っ て き

た の が大震災。 一宿一 命飯の恩義 に あずか り 、 こ

こ で 一肌脱がな け れ ば、 男 寅 次郎 の 名 がす た る 。

わ た く し 、 神 戸 の み な さ ん の お招 き で、 「男 は

つ ら い よ 」 の ロ ケ を 長 田 で い た す こ と に な り ま

し た。 家 も 、 仕事 も な く な っ た お い ち ゃ ん、 お

ば ち ゃ ん、 待 っ て て お く れ。 全国のみ な さ ん、

神戸 と 、 映阪の応援、 よ ろ し ゅ う お頼 み 申 し ま

す。J ( 1995年 8 月 8 日 付 「毎 日 新聞 J )

フ ー テ ン の貨 こ と 車寅次郎の渥美清が、 1995

年10月 25 日 に 神戸市長田 区 の菅原市場 に や っ て

き た。 「男 は つ ら い よ J 48作 日 の ロ ケ の た め で

あ っ た 。 前 日 か ら ス タ ー ト す る 予定 だ っ た が、

生憎の雨で、 1 日 延びて の撮影であ っ た。 神戸

に滞在 し て い た と き 大震 災 に あ っ た寅 さ んが、

1 年経っ た 新春の 長 聞 の 町 に立 ち 寄 っ て 、 パ ン

崖の主人 と 再会 を 喜ぶ と い う ラ ス ト シ ー ン だ、 っ

た が長 田 の 人 た ち に は 何 よ り の 励 ま し に な っ

た。

「寅 さ ん の 温か さ で、 被災地 に 明 る さ を J と 、

地元の 人 た ち が寅 さ ん誘致の運動 を 始め た の が

4 月 末 ご ろ で あ る 。 は じ め は 111 悶洋次監督 も ス

ケ ジ、 ユ ー ルが決 ま っ て い た た め 、 断 っ た が、 再

三 の 地元の熱意 に 新 し い シ ー ン を 入 れ る こ と に
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な り 、 や っ と 実現 し た の で あ る 。 こ の映画は、

1996年 の正月 に 上映 さ れ て 、 好評 だ、 っ たが、 そ

の年の 8 月 4 日 、 実 さ ん は 亡 く な り 、 こ の作 品

が遺作 に な っ た 。

長mの管原 市j晶で ロ ケ を す る 災 さ ん



の テ ー マ は 「 人 間 こ の素晴 ら し き 仲 間 た ち 」 で、 前夜祭は 「男 はつ ら い よ 寅次郎相合

い傘j の 上映、 高倉館、 浅野ゅ う 子 ら ス タ ー の 激励 テ ー プ も 披露 さ れた。 オ ー プニ ン グ は

韓 国映画 と 民族芸能、 最終 呂 は、 記念 シ ン ポ ジ ウ ム と ド キ ュ メ ン タ リ ー 「阪神大震災 を 生

き る 助 け合 い ・ 思 い や る 心J の上映があ っ た 。

ま た 、 神 戸 車 は1996年 3 月 5 目 、 「映画が 日 本で初 め て神 戸 に 上陸 し て か ら 100周 年 を 迎

え る 今秋、 記念映画会 を 開 く J こ と を 決 め た 。 大震災で市民 ら に助 け合 い の 精神が芽生 え

た こ と か ら 、 テ ー マ を 「人間」 と し て 、 市民文化の復興の弾み に な る よ う 計画す る 。 震災

の際の ア ジ ア な ど各 国 か ら の救援活動 を 映像 な どで紹介す る こ と に な っ て い る 。

{夙1 1 1 ル ネ ッ サ ン ス ]

阪神 間 の 中 間 に位置す る 西宮 ・ 夙川 は、 戦前か ら の美 し い屋敷町が広 が り 、 夙川文化 と

い わ れ る 独 白 の文化 を 育 て て き た が、 大震災 に よ っ て こ れ ら の 古い屋敷が壊滅的な被害を

受 け た 。 夙 J I I に 関 わ り を 持つ 文化人 た ち は 、 夙川 に は、 こ こ を 描 い た 文学作品や ミ ユ } ジ

ア ム 、 キ ャ ン パ ス な と守が残 っ て い る 、 こ れ ら を 手がか り と し て 「夙川 ル ネ ッ サ ン ス j を 起

こ す運動 を 始 め た。 1995年11 月 、 大手前女子大で、 ゆ か り の画家 「大石輝一展」 を 開 い た

の を 皮切 り に 、 バ ロ ッ ク コ ン サ ー ト 、 阪神 間 サ ミ ッ ト 、 夙川 ル ネ ッ サ ン ス ・ シ ン ポ ジ ウ ム

(1996年 4 月 、 7 月 ) な ど を 相次 い で 開 催 し た 。

夙JI I 以外 も 、 被災地の文化団体な ど に よ る 、 芸術文化の復興への 動 き は 活発に行わ れた。

12月 に発足 し た f阪神 文化復興会議J は作家の小松左京が発起人 に な り 、 ソ フ ト 面か ら の

震災復興 を 目 指 し、 1996年 3 月 に は、 武庫川 女子大生活美学研究所が 「震災後の阪神 再

生への視点j と 題 し た研究会 を 開 く な ど、 神戸 ・ 阪神 間 の 文化の復興へ多 く の知恵が寄せ

ら れた の であ る 。

(参考文献〉
fすべての地に新しい陽は昇る ! � rア ー ト ・ エイ ド ・ 神戸J 活動記録1 rアー ト ・ エ イ ド ・ 神戸」 実行委員会

1996年 7 月
『アー ト ・ エイ ド ・ 神戸活動記録集j rアー ト ・ エ イ ド ・ 神戸」 実行委員会 1996年 3 月
?詩集 ・ 阪神 ・ 淡路大震災.1 rアー ト ・ エ イ ド ・ 神戸」 海文堂書庖 1 995年 4 月
は実魂 と再生のために』 長尾和 と 25人の詩人たち 風米舎 1996年 1 月
Pilîl.盛抄 2 j 司馬遼太郎 中央公論社 1996年 4 月
『月刊神戸っ 子406号j (有) 月刊神戸っ子 1995年 3 月
f悲傷と鎮魂 奴神大震災を詠むj 朝 日 出版社 1995年 4 月
『神戸これから 激震地の詩人の一年J 安水稔和 神戸新聞総合出版セ ン タ … 1996年 5 月
『あ り がと う ニ ャ アニ ヤ アj 高浜i度予 岩崎書!苫 1995年12月
『阪神 ・ 淡路大震災芸術文化彼書状況調交報告書J 阪神 ・ 淡路大震災芸術文化被害状況調査研究プロ ジェ ク ト 委

員 会 1995年 8 月
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| 第四節 震災記録活動
1 . 市民すべてが記録者

今回の震災の大 き な特徴は、 あ ら ゆ る 団体、 あ ら ゆ る 人た ち に よ っ て、 膨 大 な 記録が残

さ れた こ と で あ る O 被災 を 受 け た 入、 被災地 に 入 っ た 人、 救助活動 を し た 人、 ボ ラ ン テ イ

ア 、 そ れ に子 ど も た ち か ら 、 若者、 主婦、 お年寄 り ら 、 無数の人が、 無数の体験記 を 書 い

た 。 ま た 、 すべて の 企業、 調査機関、 行政がそ れぞれの立場で克明な調査結果 を ま と め た 。

こ ん な こ と は、 こ れ ま での 日 本で は考 え ら れな い こ と であ っ た。 そ し て 、 そ れ ら の記録は 、

も のす ごい量の冊子 と し て公刊 さ れた の で あ る O

神戸の詩人直原弘道は 「子 ど も た ち の、 無数の作文や詩 も 生み 出 さ れた。 多 く の学校で

小学生、 中学生、 高校生の文集が編纂 さ れ た 。 学校の な かで合唱 曲 が う ま れ感動 を 与 え た 。

忘れ ら れな い こ と で あ る O な か ば廃嘘 と な っ た街で、 芽生え た こ の よ う な動 き は、 こ れ ま

で あ っ た 文化的 な 営 み の 継続あ る い は復活 と い う よ り も 、 や は り 瓦醸の な か か ら の f文化J

の新生 ・ 再生 と す る のが相応 し い と い う 気がす る J ( f樹林J 秋号 「大震災 と 詩人た ち 」

か ら ) と 書 く 。

[ 子 ど も た ち の声]

「 ぼ く は 、 地震がお き る 前 ま で は 、 人 の 命の 重 さ と か を わか っ て い な く て roo っ て い

う 人が死ん だ、そ う や でj と かん た ん に言 っ て い た け ど、 こ の地震で命の 重 さ を し り ま し た 。

r 5 m 前 で 人 が う ま っ て い る J と 開 い た 時 に な に かで き る こ と は な い か と 思 っ た け ど何 も

で き ま せん で し た 。 だ け ど今度か ら は人 に役立て る よ う な こ と を し た い。 J ( 本 山南小学校

6 年 西 田 純也)

神戸市東灘区 の 本山南小学校 は 、 甚 大 な 被害 を 受 け た周 辺 の 被災者約1 ， 000人が避難 し

て き て い た 。 1 月 末 に子 ど も た ち が登校 し て き て か ら 、 毎 日 午後校庭の 隅 に あ る ブ ロ ッ ク

小屋 に子 ど も た ち が集 ま っ て 「南 っ 子新聞」 を 編集、 被災者 ら に 配 っ た。 震 災 1 ヵ 月 日 に

は 「 こ れか ら の僕J な どの テ ー マ で、 児童60人が作 文 を 書 い た が、 こ れは そ の 一 つ で あ る O

「 こ の地震で多 く の 人がそ れぞれ失 っ た物 は い ろ い ろ あ る だ ろ う O 亡 く な ら れた 人 は 、

ダ イ ヤ モ ン ド よ り 大切 な 命。 家がつぶれて子 ど も やお じ い さ ん を 失 っ た 人 も 数え き れな い

く ら い い る だ ろ う O 住む家 も な く 、 地震で、つ ぶ れ な か っ た 家 も 、 火事で燃え た り し た こ と

も あ る だ ろ う O も ち ろ ん私 も 失 っ た 物 は あ る 。 そ れは安心だ。 私 は安心感 を 失 っ た の だ。 J

神戸市東灘 肢 の 本 山 中 学校 は 、 校庭 に 亀裂が走 り 、 校舎が壊れ、 講 堂 は真 っ こつ に な っ

た 。 教 師 1 人 と 生徒 1 人 も 犠牲 に な っ た。 授業は、 寒空の も と 校庭 に テ ン ト を 張 っ て再 開

さ れた 。 こ の作文は、 1 年女子が青空教室で書い た も の で あ る O 生徒た ち の作 文 は 、 朝 日

新 聞社か ら 『 中学生 大震災作文集j と し て 、 1995年 4 月 に 出版 さ れ た 。
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{ 大学 な ど でも 相 次 ぎ記録集}

震災か ら 1 年 目 を 迎 え る の を 機 に 、 被災地の各大学では、 次 々 と 「震災の記録J を ま と

め た 。 神戸大学では、 39人の学生 ・ 院生が犠牲 に な り 、 授業 な どが大混乱、 後期試験や入

学試験の対応 に 追 わ れて い る さ な か、 こ れ ら の記録 を 残す こ と に な っ た 。 『兵庫県南部地

震 に よ る 震災 の記録J と 題 し、 約300ペ ー ジ に も な る 記録で あ る O ま た、 神 戸大学震災研

究会 も 『大震災100 日 の軌跡.] (神戸新聞総合出版セ ン タ ー) を 発行 し た。 震 災 に よ る 被災 ・

避難、 復興へ の 道 を 学者た ち の立場で記録 し た 。

関西学院は f 阪神 ・ 淡路大震災 関西学院報告書j を ま と め た。 被害状況や ボ ラ ン テ イ

ア の活 動 な ど も 盛 り 込み、 災害 に対す る 危機管理の在 り 方 を提言 し た。 校 舎が倒壊 し た神

戸女学院大学 で は、 震災が風化 し で は な ら な い と 小冊子 を 発行、 武庫川 学院、 神戸商船大

学で も 、 記録 ・ 体験集 を 検討 し て い る o 16人の犠牲者 を 出 し た 甲南大学 で は 、 教授 2 人が

大学か ら の助成金で 『 甲 南大学の 阪神大震災.] (神戸新聞総合出版セ ン タ ー ) を 出 し た 。

亡 く な っ た 生徒 た ち へ の 追悼、 そ れぞれの震災体験、 大学の活動 な ど を 記 し て い る O

{市民 た ち の体験記]

神戸市灘区の稗田小学校教諭小崎佳奈子 は 、 1 月 17 日 午前 5 時46分、 突然 「 ド ン 」 と い

う 突 き 上げる よ う な音 と シ ョ ッ ク で 日 を 覚 ま し た。 た んす の 上の も の も 、 横の物入 れ も 、

ば ら ば ら に な っ て崩 れ落 ち た。 真 っ 暗であ っ た。 夜が明 け始め た 。 仕事場 は ま る で、 ごみ

捨て場であ っ た。 18 日 に学校に行 く O 校舎の 中 は 人 ・ 人 ・ 人 だ、 っ た 。 校長室 も 事務室 も 保

健室 も 、 人で埋め尽 く さ れて い た 。 こ の時か ら 、 教師 と し て 経験 し た こ と の な い、 さ ま ざ

ま な こ と が押 し寄せて き た。 忘れて は い け な い こ と ばか り であ っ た 。 4 日 目 、 書 き 留 め て

置 こ う と 決心 し た と い う 。

小崎先生の 記録 は 『瓦礁の 中 の ほ お ず き .] (神戸新聞総合 出 版セ ン タ ー) に 生 ま れ変わ

っ た 。 廃嘘の な か で、育 っ て 実 を 付 け た ほ お ず き の よ う に 、 子 ど も た ち ゃ被災者が立 ち 上が

っ て い く 姿が、 教 師 の 日 を 通 し て生 き 生 き と 描かれた。

『大震災 ・ 市民編 1995.] (長征社) と い う 記録集があ る 。 880ペ ー ジ の分厚い も の で、

こ の 中 に 二百 余人 の 生 々 し い 震 災体験が こ も っ て い る O 古事奏者で知 ら れ る 伍 芳 は、 震

災 の 前夜、 ス キ ー帰 り で遅 く な り 、 北野町の友 人 の 家 に 泊 ま っ た。 西宮の 自 宅 は姉が一人

で あ っ た 。 早朝、 大震災 は起 こ っ た。 西宮 に 電話 を し て も 通 じ な い。 す ぐ に 駆 け付 け る 。

「木造で瓦屋根の二 階建て で し た が、 家 は屋根が重か っ た の か 二 階 だ け つ ぶ れた状態 で、

…A階建 て の 家み た い に な っ て い ま し た 。 後 で、 開 い た の で、すが築47年 だ っ た そ う で、 士の壁

が ど ろ ど ろ に 崩 れて い ま し た。 同 じ よ う な造 り の 隣 の 家 は全部つ ぶ れて い ま し た。 J

家 の 中 で姉が亡 く な っ て い た 。 姉 を 頼 っ て 日 本 に 来て勉強 し た伍 芳 に と っ て は、 大変な

衝 撃 だ っ た。 両親 も 来 日 、 上 海 に お 慕 を 造 り 、 日 本で も お 墓 に 入 れ さ せて貰っ た 。 6 月 1
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日 に ひ と り で追悼 コ ン サ ー ト を 開 き 、 そ の 後 も チ ャ リ テ ィ ー コ ン サ ー ト を 続 け る 。 「 お 姉

さ ん は き っ と 喜ん で く れた ん じ ゃ な い か な 。 ど こ かで聴い て て く れて い る 気が し ま し た J

と い う 。

「阪神大震 災 を 記録 し つ づけ る 会J も 1995年 2 月 に発足、 震災記録 を 募集 し た 。 第 1 次

に は240通 の応募が あ っ た 。 5 歳か ら 85歳 ま で、 日 本各地や ア ジ ア 、 ア メ リ カ な どか ら も

届 い た 。 こ の 中 か ら 幾っ か を 選 ん で 『阪神大震災 被災 し た 私 た ち の 記録j (朝 日 ソ ノ ラ

マ) を 刊 行 し た 。 第 2 次募集 に は、 220通の応募があ り 、 『板神大震災 も う 1 年 ま だ 1 年J

(神戸新開総合 出 版セ ン タ ー) を 出 し 、 引 き 続い て 第 3 次の募集 を 始め て い る O

神戸大学付属 図書館震災文庫 の収集 リ ス ト に よ る と 、 手記な どの記録集 は 、 単行本 だ け

で116点 に も 上っ て お り 、 学級新 聞 や避難所通信、 ピ ラ な ど を 入 れ る と 、 膨 大 な 数に な る O

震災の地面か ら 沸 く よ う に ほ と ば し っ た叫びで あ っ た。

[ 次 々 と 誕生 し た震災文庫}

震災後、 洪水の よ う に街に溢れた震災調査報告、 震災記録集、 文学作 品 や震 災資料は数

1 ，  000点 に も 達す る O 県市 な どの行政は も ち ろ ん各 図書館、 大学図書館、 各学校、 公民館

な どで は 、 震災図書 を 集 め た 「震災文庫J を 設け 、 震 災 を 風化 さ せず、 永 久 に 記録 と し て

残そ う と 努力 を 続 け て い る O

校舎が全半壊 し 、 4 人の児童が犠牲 に な っ た神戸市東灘区の本山 第二小学校 は、 1 年 間

の活動 を 記録す る 「震災資料室J を 開設 し た 。 群馬県の前橋市か ら 贈 ら れた ロ グハ ウ ス に 、

自 然災害の恐 ろ し さ や命の大切 さ を 訴 え る 4 つ の コ ー ナ ー を 設け、 校 区 内 の倒壊家屋 の 写

真 、 1 年間 の年表、 全国の小学校か ら 送 ら れて き た メ ッ セ ー ジ、 作文や体験記 な ど を 展 示

し た。

神戸大学 の 人文 ・ 社会科学系 図書館 で は 、 1995年10月 に 「震災文庫J を 開設 し た。 震災

に 関す る あ ら ゆ る 同書、 ボ ラ ン テ ィ ア 団体の発行 し た チ ラ シ や個人が揖っ た ビ デ オ テ ー プ、

写真、 自 費 出版物 ま で収集、 オ ー プ ン し た 時 に は約3000点が集め ら れて い た 。 そ の後、 資

料は増 え 続 け て い る 。 神 戸 の 中 央 凶 書館 も 「震災関連図書 コ … ナ ーJ を 設 け た。 約250項

目 、 約400冊で ス タ ー ト 、 関 覧、 貸 し 出 し も 行 っ て い る 。 明石市の兵庫県立図 書館 に も 「 フ

ェ ニ ッ ク ス コ ー ナ - J が開設 さ れ、 制21世紀 ひ ょ う ご官Jj造協会、 神戸の震災復興セ ン タ ー

に も 、 そ れぞれ 「震災図書J が置かれて い る 。

〈参考文献〉
『樹林96-10j 大阪文学学校 ・ 葉書房 1996年10月
f瓦燥の中のほおず き J 小崎佳奈子 神戸新|議総合出版セ ン タ ー 1 996年 4 月
f火震災 ・ 市民篇1995j 長征社 1996年 5 月
『中学生大震災作文集j 朝 日新聞社編 1995年 4 月
「阪神 ・ 淡路大震災関連資料 リ ス ト j 兵康県立図書長官 1996年 3 月
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| 第五節 神戸 ら し さ @ 阪神 ら し さ
1 . 相次 ぐ シ ン ポ ジ ウ ム

震災か ら 復興す る た め に 、 人 々 は そ れぞれの立場で知識 と 知恵 を 出 し合 い 、 話 し合い を

重 ね て い る O こ れ ら の話 し 合 い の 中 か ら 、 復興 に 向 け て の新 し い組織や グ ル ー プ も 誕生 し

て い る 。

販神 ・ 淡路地域の財界、 学会が結成 し た任意団体「阪神 ・ 淡路震災復興支援10年委員会j

も 、 そ の う ち の ひ と つ で あ る 。 被災者 に長期 に わ た る 物心両面の 支援 を 目 指す も の で、 復

興 に 関 す る シ ン ポ ジ ウ ム を 主催す る ほ か、 震災で親 を 亡 く し た遺児の学資援助、 ま た美術

展や音楽祭の 開催な どの活動 を す る O

{ 阪神の文化 は 市民の手で育て る も の ]

阪神 間 は芸術、 文学な ど 日 本の文化 的 な 面 で重要な役割 を 果 た し て き た が、 震災に よ っ

て そ の拠点で あ る 施設が打撃 を 受 け た だ け で な く 、 文化予算の削減で さ ま ざ ま な活動が危

機 的 な 状況 に 追い 込 ま れて い る 。

「阪神文化の灯 を 消 す な ! J シ ン ポ ジ ウ ム は 、 そ ん な 阪神 間 の 文化の蘇生 を 願 っ て 、 「販

神 文化復興委員 会J が主保 し て 開 か れ た 。 バ イ オ リ ニ ス ト ・ 辻久子氏、 建築家 ・ 安藤忠雄

氏、 宝塚歌劇演 出 家 ・ 植田紳爾氏、 音楽評論家 . 1:::1 下部吉彦氏、 原 史街道推進協議会事務

局長 ・ 真木嘉裕氏、 演劇評論家 ・ 水落潔氏がパ ネ リ ス ト と し て 出席、 司 会 は 文化 プ ロ デユ

ー サ ー ・ 河 内厚郎氏。

文化 と は そ も そ も 「生活 を 楽 し む」 こ と 。 ま た文化は風土の 中 か ら 生 ま れ る O そ の た め

に は市民の意識改革が必要で あ り 、 桓先か ら 引 き 継い だ遺 産 を 次代 に と い う 責任感 を 市民

に 持 っ て ほ し い。 市民の ニ ー ズの な い と こ ろ に 文化 は 育 た な い。 こ れ ら の 意見がパ ネ リ ス

ト か ら 出 さ れ、 阪神 の文化は市民が 自 ら の手で育て る も の と の期待が寄せ ら れた。

[伸びや か さ も つ土地柄]

阪神丈化の今後の可能性 に つ い て話 し 合 わ れた のが、 武庫川 女子大学生活美学研究所の

開 設 5 周年記念 シ ン ポ ジ ウ ム 「阪神文化の表層 と 深層J で あ る 。 出 席 は 、 同研究所所長 ・

多 田道太郎氏、 詩 人 ・ 多 国智満子氏、 大阪大学教授 (哲学) ・ 鷲 田清一氏、 生命誌研究館

長 ・ 岡 田節人氏、 武庫川 女子大教授 ・ 森谷魁久氏。

商洋文化 を い ち 早 く 摂取 し、 固有の文化に消化 し て 落 ち 着 い たハ イ カ ラ さ を も つ のが阪

神 間 で あ る O こ の よ う な ハ イ カ ラ や風流 を 震災が根 こ そ ぎ壊す の で は 、 と 懸念 さ れ た が、

人 々 の 伸 びや か な i訴は奪わ れ な か っ た 。

伸 びや か さ と い う こ と で は、 阪神 間 に は 国 立 の 大学や研究機関 が ほ と ん ど な く 、 「私J
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(表12)

潟催 日 テーマ 内務 主催者
3 /19 1 r女た ちで誇ろ う 阪神淡路大震災 阪神間の女性グループ
3 /21 1 r阪神 ・ 淡路大震災と 今後の都市づ く り 、 地 1 21世紀ひょ う ご創造協会

域づ く り セ ミ ナ-J
3 /24 ひ ょ う ごづ く り の新たな視点J (議 神戸新聞情報文化懇話会
4 / 5 阪神 ・ 淡路大震災に よ る膝史的建造物の被害 | 日本建築学会

調査報告iヰ
4 / 5  1 r これからの女性の心のケア問題J (議 精神衛生支援団体
4 /15 1 r子供の心理と 災害 阪神大震災J (議 精神衛生支援同体
4 /21 文化に よ る新 しい ま ちづ く り をめざしてJ 1 神戸をほんま の文化都市にする会

5 / 6 文化財 を生か して震災後の ま ちづ く り | 資料保全情綴ネ ソ ト ワ ー ク

5 / 6 復興都市計雨を留学生の祝点を交えて考える ! 李桓筆僑大効教授講i寅
学務会 (講

5 /10 1 r シ テ ・ ユニベル シテの実現に向けて ひ ょ う ご意Ij生研究会ほか
5 /13 阪神文化創造会議 i 阪神河の文化人ら
5 /18 1 r復興ボラ ン テ ィ ア ・ フ ォ ー ラ ム in Fuku 福烏大学行政社会学部助教授

shimaJ 
5 /1 9  1 r阪神文化の灯を消すな ! J 阪神文化復興委員会ほか
5 /21 1 r防災と 環境創造に よ る阪神地域の復興ま ち i 京阪神の市民グループと研究組織

づ く り シ ンポジウム 団体
5 /21�28 1 r兵庫 フ ェニ ッ ク ス県民フ ォ ー ラ ムj 全 4 凶 | 兵庫県

5 /23 1 r ま ち の復興に生かそ う 道路づ く り ひ ょ う ご創生研究会ほか
5 /27 1 r阪神 ・ 淡路大渓災関西復興会議 IN 神戸J 1 神戸地域産業フ ォ ー ラ ム

6 / 5  I r大渓災に学ぶ 生活支援 と 新社会 シ ス テ | ひ ょ う ご創生研究会ほか
ム J

7 / 6  1 r どんな住宅街を考えるか 長田の よ さ を生か した街づ く り 懇

7 / 7 兵庫県地学会研究発表会
7 / 8 放送メ デ ィ ア検討王シ ンポジウム
7 / 8  1 r 自然災手? と 暮 ら し」
7 / 8 �  1 r文化財 の防災を考え る J
7 / 9 �  1 r建築家の提供する家 ・ 家並みJ 会 3 凶
7 /11 1 r海外勤務と 危機符現J

談会
兵庫県地学会
宝塚市
西宵市若竹生活文化会館
文化財保存修復学会
住ま い環境フ ォ ー ラ ム
外務省

7 /12 1 r阪神大震災の ドで部落i湾題解決のためにい | 神戸地区県立学校
かにかかわるべきか 1 1可和教育術究協議会

7 /13 I r神戸市の復興計闘を考える 長IUの よ さ を生か した街づ く り 懇
l コ1..<. b、
I PタミZミ

7 /13 I r阪神 ・ 淡路大震災後の メ ン タ ルヘルス講演 | 神戸商船大学
会」

7 /15� 法律講座 rl震災からぷち上がる ために 神戸弁護士会ほか
7 /1 5  I r メ ディ ア に も の申す 一被災者から見た震災 | 兵庫県マス コ ミ 四社共調会議

7 /1 5  

7 /15 
8 / 7  
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報道j
「復興計画への神戸大学からの提言j

「芦屋の再生に向けて」
「震災復興市民のつどい」

神戸大学工学部建築系教室

AA ネ ッ ト ワ ー ク
向実行委員会ほか



(表12) つづき

開催日 テーマ 内容 主催者
8 /24 I I震災報道シ ンポジウム 被災放送局が伝え I AM 神戸

た も の J 
9 /22� I 震災復興 ・ 歴史と文化を考える市災議夜 [ 阪神大震災対策歴史写会連絡会

9 / 4  
9 /30 

10/ 8 
10/10 
10/26� 

10/26�27 
10/28 

「大震言災を考え る会」
瀬戸内寂聴さ んを囲んで 「青空E対話J

「阪神大震災が宗教者に投げかけた も のJ
f魚崎ま ちづ く り シ ン ポジウム J
「消費者価値意識の転換 震災がも た ら した
も の」
f女性と震災」
「阪神文化の表層 と深!蛍j

竹 中伸i青ス ケ ッ チ集計j版記念
阪神 ・ 淡路大震災復興支援十年委
長会
国際宗教研究所
灘の酒蔵を復興させる会
神戸市消費者協会ほか

女たちの阪神大震災を考える会
武庫川女子大学生活笑や研究所

11/ 3 I I地域情報誌の明 日 を語る ア ミ 編集者学校
1 1/18 阪神間サ ミ ッ ト l 夙川ルネ ッ サ ンス遂動
12/ 1 I I震災と 阪神の近代建築 新日本建築家近畿支部
12/ 2 I I遺跡に残された古代の教訓を現代の紡災対 i 大阪府文化財誠査研究セ ン タ ー

策に役立て よ う
12/ 2 I I国燦観光地復興フ ォ ーラ ム 運輸省ほか
12/ 3 I I震災復興 ・ 歴史 と文化を考える 市民講座J I 阪神大震災対策歴史学会連絡会

12/ 7 I I よ みがへる 『紺i雪J の情景 苦楽の悶の想 | 阪神文化復興会議
ひ出かた り

12/ 8 � I r市民 NGO の f防災j I窓際フ ォ ー ラ ム コ ープこ う べ、 地元 NGO 救援連
絡会議

12/ 9 国際防災協力 とNGO、 自治体、政府の役割J I 外務省、 兵庫県ほか

12/ 9 I I豊かな街と は つ 復興と芸術 ・ 文化活動J I 癒 しの森委員会、 CAP

12/ 9 ひ ょ う ごフ ェ ニ ッ ク ス ・ セ ミ ナー 「震災と 家 | 県 立女性セ ン タ ー
族J ほか 1 

1 /17 I r大震災から立ち上がる兵庫の教育 兵庫県教育委員会

1 /28 I r康史と 文化をいかした街づ く り シ ン ポジウ | 歴史資料保全情報ネ ッ ト ワ ー ク ほ
ム か

1 /28 I r r阪神 ・ 淡路大震災 l 周年』 を 回想す る集 | 兵庫県老人ク ラ ブ連合会

1 /28 I I阪神 ・ 淡路大震災復興 一 こ こ ろ豊かな木の | 県木材業協同総合連合会
す ま い フ ォ ー ラ ムj

* (講) は講演会

が強い土地柄が影響 し て い る と の指摘 も あ る 。

多 田所長は、 「今後、 女性 と 芸術の相互刺激か ら 新 し い 学 問 の流 れが作 ら れ る だ ろ う O

19世紀か ら 20世紀 に か け て 起 こ っ た ア ー ル ヌ ー ボ ー が ひ と つ の モ デ ル に な る の で は な い

かj と 語っ て い る O
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{地域性 を 生 か し た 再生 を }

「夙J 1 1 ル ネ ッ サ ン ス 」 運動は、 西宮 市の夙川 地区で

目 指すO そ の一環 と し て 開かれた 「阪神 間サ ミ ッ ト 」 に は、 作家の小松た京氏、 文芸演劇

評論家 の 河内厚郎氏 ら に市民約150人が参加 し た 。

関西で唯一 の 「 山手J であ る 阪神 間 の イ メ ー ジ を 大切 に し て復興す る こ と が重要であ る 、

美術館が芸術 を 守 り 育て る 、 震災で も 忘れ な か っ た フ ァ ッ シ ョ ン セ ン ス を よ り 高 め よ う 、

地域に 開 放 さ れ た 大学 を 定着 さ せ る べ き だ、 な どの意見がだ、 さ れた 。

こ の運動では、 さ ま ざま な イ ベ ン ト を 開催 し て文化面の再生 を ア ピ ー ル し て い く と い う O

{ さ ま ざ ま な視点 か ら }

阪神 ・ 淡路大震災の あ と 開 か れ た 、 シ ン ポ ジ ウ ム や講演会、 セ ミ ナ ー の 主 な も の は表12

の通 り であ る O

2 . 文化への提言

{ ノ ーベル費育て た 阪神間の風土]

大阪 ・ 船場で生 ま れ育 ち 、 結婚後苦 楽 闘 で暮 ら し た 故湯川秀樹夫人 ・ ス ミ さ んが、 昭和

初期 の 阪神 間 を し の ぶ対談の 中 で湯川氏が こ の 地 に つ い て述べた言葉 を 紹介 し て い る O

夫妻は結婚当初、 毎年夏の 2 ヵ 月 ほ ど、 芦屋や西宮 に 家 を 借 り て避暑 に で か け て い た が、

あ る 夏 に 借 り た 苦楽 園 の 家 を た いへ ん気 に 入 り 、 本宅 に し て し ま っ た。 そ こ か ら は神戸、

大阪が一望で き 、 と て も 静かだ、 っ た 。 こ の土地の こ と を 「心 を 広 く 持つ こ と がで き 、 文化

活動や学術研究 に は最良の土地 だj と 、 湯川氏 は よ く 話 し て い た と い う O

そ の 阪神 間 で進 め た 中 間子の研究がノ ー ベ ル物理学 賞 に 輝 い た 。 受賞式での こ と 、 湯川

氏が表彰 さ れ る 番 に な る と 、 会場の弦楽演奏 の 曲 が 「竹取物語」 に 変 わ っ た。 作 曲者の貴

志康ーは芦屋で、育 っ た 人 で あ る 。 分野は違 う が、 阪神 間 に ゆ か り の者同土が思 わ ぬ所で出

会 っ た、 と い う エ ピ ソ ー ド も 対談 の 中 で披露 さ れた 。

こ の よ う に 、 阪神 間 の 文化 ・ 風土 は、 湯J I I J去の偉業の随所 に 深 く かか わ っ て い た の で あ

る 。

i 阪神の文化の灯 を 消 さ な い た め に }

阪神 ・ 淡路大震災芸術文化被害状況調査研究 フ。 ロ ジ、 エ ク ト 委員 会 ( 山 崎正和委員 長) は、

1995年 3 月 に 芸術文化の被害状況 と 復興 に 対す る 取 り 組み を 把握 し て 、 復興 に 向 け て の メ

セ ナ の 考 え 方 を 提言 し よ う と 組織 さ れ た 。 8 月 に は 「芸術文化被害状況調査報告書」 を ま

と め、 そ の な か で 「震災が芸術文化 に も た ら し た も のj と 題 し た次の よ う な 要 旨 の提言 を
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行 っ て い る O

「従来、 文化 は あ く ま で も 実績の fつ け た し j と み ら れて き た。 し か し こ れか ら は 丈化

的要素 を 含 ん だ実用 品 が求 め ら れ る し 、 文化そ の も の に も 実業の世界へ の 回 路が求 め ら れ

て い く O かつ て の神戸は製鉄や造船な ど重工業の街で あ っ たが、 少 しずつ食品、 流通、 観

光 と い っ た 産業が伸 びて き て、 フ ァ ッ シ ョ ン やデザイ ン な どの新 し い 産業が大 き な 比 重 を

占 め る よ う に な っ て い る 。 そ れは、 均質的 ・ 両一的量産 品 か ら 、 美 的 な 価値や知的 な価値

を 含 ん だ商品 を 生産す る と こ ろ へ時代が移 り つつ あ っ た の だ、 と い う こ と で あ る 。 こ れは

神 戸 だ け で な く 、 関 西 ベ イ エ リ ア全体の課題で も あ る 。

阪神 間 の市民文化 は 、 関西人の ラ イ フ ス タ イ ルが近代化 し て熟成 し て い く 過程で、育 っ た

と こ ろ に特質があ る の だか ら 、 今後 も 生活産業先進地 と し て果 たす役割が期待 さ れ る O

阪神各 市 は 、 室 内 楽専 門 の ベ ガ ホ ー ル (宝塚市) 、 オ ペ ラ の ア ル カ イ ッ ク ホ ー ル (尼崎

市) 、 小劇場演劇 の ア イ ホ ー ル (伊丹 市) な ど、 ホ ー ル の 専 門 分化 を 全国 に 先駆 け て 始 め

て い る O 尼崎市の 『近松の ま ち j や伊丹市の 『劇場都市』 宣言の よ う に 、 文化 を 町づ く り

の核 に す え る ケ ー ス も 現れた。 ま た 、 西宮市 は、 市政70周年記念の一連 の イ ベ ン ト は震災

の た め に 断念 す る が、 f大学都市会議j だ け は 決行す る 。 西宮 と 尼崎 を 会場 に 『歌舞伎 シ

ェ イ ク ス ピ ア 会議j と い う 国際会議 も 開 かれ、 芦屋で は市民か ら f芸術都市 と し て再生す

べ き だj と の声 も 上がっ て い る O

危機 に 及 ん で打 ち 上 げ ら れ た 文化の灯が、 ベ イ エ リ ア の復興に作用 し て い く か ど う か は、

日 本の 将 来 に も 関 わ っ て く る O そ の た め に 、 産業 と 文化 を 付加価値で結ぶ コ ー デ ィ ネ イ ト

が求め ら れて い る 。 J

[ í文化の十字路J を 目 指す展開]

ひ ょ う ご創生研究会 (新野幸次郎会長) は、 1995年 2 月 に 「被災市町の復興計画へ民 間

の 論議が反映 さ れる よ う に」 と 発足、 6 月 28 日 に提言 を 行 っ た 。 研究会 は 、 総括研究会 を

中 心 に 7 つ の 分科会 に 分かれて討論 さ れた が、 メ ンバ ー に は専 門家が多 く 、 具体的 な 内容

に な っ た。 こ こ で は 、 神 戸 ・ 阪神 間 の 文化 的 な 復興 に つ い て の提 言要 旨 を 紹 介す る O

「今回 の大震災は現代の文化の あ り 庁、 自 然観 を 根本か ら 問 い 直 し て い る よ う に 思 え る O

ハ ー ド ウ ェ ア で あ る 人工構造物が破壊 さ れて も 、 ソ フ ト であ る 心の働 き が 人 々 の生 を 支 え

て い る の で あ り 、 そ こ に 文化の根源的 な 力 が姿 を 現 し た と い っ て よ い。 わ れわ れ は こ の大

震 災 を 機 に 、 人 間 が人 間 であ る こ と を確かめ合 え る 社会へ 向 け て価値転換 を 図 る べ き であ

る 。 真 に 文化 と 呼べ る も の を こ の地 に再生す る こ と が、 ま た文化の 理念 こ そ があ ら ゆ る 復

興 の基本理念 に な る べ き で あ る 。

神戸 ・ 販神 間 は歴 史的 に 人 と 人 と の交流の舞台 と し て の役割 を 果 た し て き た。 そ の こ と

が開放性、 進取性、 国際性 を は ぐ く み、 こ の 地か ら 多 く の果実 を 全 国 に 発信す る 結果 を も

た ら し た 。 し か し 、 多 く の ア ジ ア の 人 々 と と も に暮 ら し て い る に も かか わ ら ず、 人 的交流
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も そ の た め の都市装置 も 、 や や 欧米 を 中心 と す る 東西 軸 に 偏 っ て い た き ら い が あ る O 人 々

の く ら し を よ り 豊か に し 、 文化の厚み を 求め る に は多 く の ア ジ ア 諸国 の 人 々 や 、 そ の文化

に 関心 を 向 け て い く こ と が必要で、 あ る 。 ア ジ ア や 『南の 国 々 J と の交流 を 強め る こ と に よ

り 、 こ こ に 東西 ・ 南北の f文化の 十字路j を 実現 し た い 。

そ の た め に ま ず取 り 組む こ と と し て は 、

1 外国隣人 と の交流の積極化

こ の地 に と も に暮 ら し 、 と も に震災の厳 し さ を 体験 し た外国人 と 、 家庭、 地域の 中 で

励 ま し 合 い 、 助 け合 う 仲 間 と し て積極的 に 交流 し て い く O

2 文化の視点か ら ア ジ ア 関連事業 を 再構築

行政、 産業界が取 り 組 も う と し て い る ア ジ ア 関連 プ ロ ジ、 エ ク ト を 、 文化の 視点か ら 再

構築 し 、 双方向の交流 を 多角 的 に実現す る O ま た、 神戸 ・ 阪神 間 に く ら す ア ジ ア の 隣 人

と 共 同企画す る ア ジ ア ウ イ } ク を 開催 し、 映画、 演劇、 者楽、 美術、 味覚 に い た る ま で、

そ の 素晴 ら し さ に触 れる こ と の で き る 事業 を 継続 的 に 実施す る 。

3 地域 ア イ デ ン テ イ テ ィ ー の確立

地域文化は そ の歴史や景観、 人 々 の く ら し な ど を 大 き な 要素 と し て成立 し て い る O 自

ら の地域の ア イ デ ン テ イ テ ィ ー が乏 し け れば 受容力 が 限 ら れて し ま う O そ れぞれの地

域 は震災で、失 っ た 『 も の j と 『 こ と J を 、 こ れか ら 求 め て 地域の ア イ デ ン テ ィ テ ィ ー を

確立 し な け れ ば な ら な い。 受容力 の大 き い地域 を 目 指 し た営み と 、 そ の骨格 さ が し を 、

ま ち づ く り や文化行政の 中 軸 に 据 え て い き た い 。

4 新 し い 文化創造への拠点づ く り

文化創造 の 論翼 を 担 う 博物館、 美術館の拡充、 新設 を 急 ぎ、 専 門硯究機 関 、 生涯教育

の場 と し て 地域 ア イ デ ン テ ィ テ ィ … 形成への視点 に よ る 研究、 展示 を 実現す る 。」

{兵庫版学生街 シ テ ・ ユ ニ ベル シ テの建設}

ひ ょ う ご創生研究会 は、 ほ か に も ユ ニ ー ク な提言を 行 っ て い る O フ ラ ン ス 政府が1920年

代か ら パ リ 郊外に建設 し た 、 学生 と 研究者の た め の各国宿舎や文化活動拠点が集 ま る 街区、

シ テ ・ ユ ニ ベ ル シ テ の 日 本版 を 、 神 戸 ・ 阪神 間 に 設け よ う と い う も の で、 提言要 旨は次の

通 り であ る O

「国公立大学、 私立大学、 短期大学が集 中 し て い る 神戸 ・ 阪神 間 は 、 文教都市 と し て の

す ぐれた 地域的特性 を も っ て い る 。 そ れが独特の地域文化 を つ く り だす と と も に 、 多数の

若者た ち が集 ま る こ と に よ っ て街 に 活気 と に ぎわ い を 与 え て き た。

し か し 、 他府県 出 身 の学生の寮、 下宿、 ア パー ト が地震で壊れ、 住 む場所が激減 し て し

ま っ た。 こ の た め 、 学生が大学周辺都市 に居住で き な い状況 も 生 ま れて い る O こ の状態が

長引 け ば、 学生 は 自 宅通学に 限 ら れる こ と に な り 、 ひ い て は広 く 人材 を 求め て い る 各大学

の建学精神 に も 影響 を 及 ぼす こ と に も な り かね な い。
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こ れ を 解決す る た め f兵庫県版学生街 シ テ ・ ユ ニ ベ ル シ テ j を 、 通学 に 便利 な神戸 ・ 阪

神 間 に建設す る よ う 、 こ の地 の 大学への入学者が比較的多 い 九州、 中 四 国の 県 に学生寮の

建設 を 呼びか け る O ま た 、 国際性 を 高め 、 海外か ら の官学生の生活安定 を は か る た め、 例

え ば、 阪神 間 の 自 治体が姉妹提携 し て い る 海外の都市 に 対 し て 、 学生寮の 建設 を 呼 びか け

る こ と も 考 え ら れ る O

f兵庫 県版学生街 シ テ ・ ユ ニ ベ ル シ テ J は、 ま た文化交流の場 と し て の役割 も 果た し た

い。 定員 の何割 か は外国人留学生 を 招 く な ど、 生活に根 ざ し た 国際交流 も 可能 に な る O

こ の構想、 を 実現す る た め 、 兵庫県 あ る い は神戸市、 西宮市 な ど販神諸都 市 に 、 用 地 の提

供や貸与 な どの誘導策策定 を 求め る 。 J

〈参考文献〉
f阪神 ・ 淡路大震災ひ ょ う ご創生への提言j ひ ょ う ご創生研究会 1995年 7 月
『阪神 ・ 淡路大震災芸術文化被害状況調釜報告書J 阪神 ・ 淡路大震災芸術文化被待状況調査研究プロ ジェ ク ト 委

員 会 1995年 8 月
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第三章
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l 第一節 住家等建築物の被害
1 . 大議破壊の影響

兵庫県南部地震 は発生時刻が午前 5 時46分 と い う 早朝で あ っ た こ と か ら 、 多 く の 人が 自

宅で就寝中 の と こ ろ を 家屋や家具類等の倒壊に 襲 わ れた 。 そ の結果、 人的被害の 90%弱が

住宅等建築物の倒壊 に よ る 圧迫死が原 因 と さ れ る (表 1 ) 0

ま た 、 残 り 10% は家屋倒壊が誘因 と な っ た火災に よ る 焼死であ り 、 そ の後 の 避難生活中

に も 肺 炎 な ど に よ り 多 く の 方が死亡 し て い る 。 こ の原 因 も 、 元 を た だせば家屋倒壊 に 伴 い

避難生活 を 余儀 な く さ れた こ と に起 因す る O

あ る い は、 行政機関が行 う 震災対策 と い う 観点か ら 捉え て み て も 、 倒壊家屋等のがれ き

の処理 は都市機能 を 回復 さ せ る 復旧への 第 一歩であ り 、 応急仮設住宅は避難所生活者 に と

っ て は生活再建への必要条件であ る と と も に 、 政府 ・ 被災 自 治体に と っ て も 緊急 ・ 応急対

策 の最重要課題であ っ た。 さ ら に 、 災害復興住宅の建設 ・ 入居の推進 は 自 力 再建の難 し い

被災者の生活復興の根本的条件で あ り 、 こ れ ら 住宅復興の 進捗状況 は 、 震災復興の過程そ

の も の と い う こ と がで き る O 住 宅 は 人 々 の 生活基盤で あ る だ け で な く 、 販神 ・ 淡路大震災

の大量破壊の影響 は、 “ ま ち " そ の も の の破壊 と い う 面的破壊が数多 く 発生 し た と い う 点

に お い て も 、 被災者 と 被災地 に 与 え た 影響力 は 限 り な く 大 き い。

(表 1 ) 死亡者の死密について (注 1 ) (単佼 : 人)
一

死

一一一

闘
--一一一一

一一一
府 県 兵庫県 大阪府 京都府 合 計

家屋， 家具類等の倒壊に よ る圧迫死と思われる も の 4， 823 7 1 4， 831 

焼死体 (火傷死体) 及びその疑いのある も の 550 550 

そ の 他 107 14 121 

百十 5 ， 480 21 1 5， 502 
注 1 ) 警察庁調べ
注 2 ) その他と は、 落下物に よ る IJ削坐傷 ・ 骨折， 車両転落に よ る全身打撲等である 。
注 3 ) 1995年 6 月初 日現在

2 . 被害概要

地震直後か ら 行政機関 ・ 学会 ・ 大学 ・ 民間等の公私各機 関 に お い て建物被害状況調査が

各種行 わ れて い る 。

[府県別被害i

国土庁編 の 防 災 白 書 (平成 8 年版) 掲載の資料 (表 2 ) に よ る と 、 住家の被害は兵庫県
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と 大阪府 を 中心 と し て 近畿各府県、 さ ら に徳島県

な ど四 国 の 一部 に ま で及ん で い る 。 し か し、 そ の

な かで も 兵康県 は全半壊棟数で全体の93%、 全壊

棟数で は99% を 占 め て お り 、 被害が圧 倒 的 に兵庫

県 に 集 中 し て い る こ と が分か る O

{市町別被害}

次 に 被 害 が集 中 し た 兵庫 県 の 市 町 別 被害 (表

3 ) を み る と 神戸市の被害規模が突出 し て い る こ

と が分か る 。 全半壊棟数で45. 0%、 全半壊世帯で

56. 2%、 焼失棟数に い た っ て は99. 0% を 占 め て い

る O つ い で西宮市 ・ 尼崎市 ・ 伊丹市 ・ 芦屋市 ・ 宝

(表 2 ) 府県別住家被害 (Ü' 2 ) (単位 : 練)

府 県 全 壊 半 壊 一部破損
兵 庫 県 99， 399 101， 475 ※138， 282 

大 阪 府 896 7 ， 179 86， 242 
五f 都 府 3 3 1， 493 
奈 良 県 3 
徳 島 県 4 84 1， 089 
香 川 県 2 
滋 賀 県 i 91 
和歌山県 171 

計 100， 302 108， 741 227， 373 
注) ※ は ふ部調査中

消紡庁調べ平成 7 年12月 27 日現在
塚 市 な ど阪神 間 の市町の被害規模が大

き い。 ま た 、 震源地の淡路地 誌では被

害の絶対量 は阪神 間 の 比で は な いが、

被災率 は大 き く 、 例 え ば、 北淡町は全

世帯数3， 300弱の う ち 全壊が1， 000強、

半壊が約 1 ， 200、 そ の他 の 一 部損 壊 に

つ い て も 900弱 で、 ほ と ん ど の 家 が損

害 を 受 け る と い う 壊滅的 な も の で あ っ

(衣 3 ) 兵庫察の住宅被害状況

た 。

[学会等の調査l

消 防 ・ 防災の住宅被害状況 は棟数単

位で数 え る こ と と な っ て い る が、 戸数

単位で調査 し た も の と し て都市住宅学

会の集計結果があ る ( た だ し 、 調査対

象地 区 は 西宮市南部 ・ 芦屋 市 ・ 神戸市

東灘区 ・ 中 央 区 ・ 兵庫 区 ・ 長 田 区 ・ 須

磨 区 南部 の み) 。 こ の 調 査 は 日 本都 市

計画学会関西支部 ・ 日 本建築学会近畿

支部都市計画部会に よ る 建築物被害の

実態調査を 基礎 に 町丁別 に 住宅被災戸

数の算定 を 行 っ た も の であ り 、 被災実

態 を 詳掘 に捉え た ほ ぼ唯一の客観デー

l\ 1車 I裏 焼失棟数

世帯数 棟 数 世帝数 全 焼 半 焼

神戸出 51， 959 1 1 5， 302 ::n ， 783 113， 1 1 0  7， 046 333 

尼崎市 ; 4， 880 8， 950 25， 520 35， 500 8 。
西宮市 I 1 9 ， 500 32， 593 16 ， 300 27， 276 50 2 

}�1尿+ 1 4， 661 7 ， 4 1 2  3， 943 9， 296 1 1  l 

1ftJ'J市 1 ，  369 2， 549 1 1 。
衣場uti 1， 339 5， 074 3， 718 13， 632 2 。
I l ljIfj市 536 650 2， 583 3， 279 。 。
明石市 2， 21 0 3， 214  3， 380 6， 1 02 。 。
三木市 26 26 96 96 。 。
高砂市 。 。 1 1 。 。
播謄匝f 。 。 1 1  1 5  。 。

同
17 17 655 655 。 i 。

名匝I 603 603 893 893 。 。
j 淡路匝} 311 330 669 690 。 。
! 北淡町 1 ，  016 1， 0 1 6  1， 1 92 1 ， 1 92 1 1 

宮町 ; 778 778 754 754 。 。
五色町 186 i 268 268 。 | 。
東浦町 3 1 6  322 459 。 | 。 I
緑 町 17 17 49 54 。
剖淡町 136 136 I 175 175 。 ; 計
三原町 18 1 18 1 1 9  11当 。 ; 。
南淡町 日 臼 69 。 。

92， 877 1 179， 202 i 99， 829 1 227， 135 7， 119 337 ! l口b、 �t
(倒壊家屋192， 706) (倒壊!日 常406， 337) 7， 456 

兵庫県災害対策本部発表 (平成 8 年 3 )J 31 日 現イtJ
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タ と し て 兵庫 県 の住宅復興計画の立案 に も 役立 て ら れた調査であ る 。

ま た こ の調査 に 県の補足調査を 加 え た も の と し て建設省建築研究所 に お い て 整備 し て い

る 地理情報 シ ス テ ム があ る O こ の調査は対象地域 を 神戸市 (西区 ・ 北区 を 除 く い 芦屋市 ・

西宮市 ・ 尼崎市 ・ 宝塚 市 ・ J l I 西市 ・ 伊丹市の 7 市 に拡大 し て い る 他、 警察庁 か ら 得た 死亡

者 に 関す る デー タ も 入力 さ れ て い る 。

以下、 こ れ ら の調査を も と に 住宅被害の態様を概略す る O

{住宅形式別被災 度 }

都市住宅学会 は住宅形式別の被災度 を 図示 し (図 1 ) 、 「長屋建住宅 (全半壊率63. 0%) 、

共同建低層住宅 (57. 7%) の被害が大 き い。 後者 は 2 階建て の ア パ ー ト を 意 味す る が、 母

集団 に は老朽 木造賃貸住宅 (木賃 ア パ ー ト ・ 文化住宅) の み で は な く 新 し い 鉄骨系 プ レ ハ

ブ ア パ ー ト も 含 ま れて い る た め、 老朽木造賃貸住宅の み を 取 り 出せばさ ら に 被災度は 高 く

な る と 考 え ら れ る O 共 同 建 中 高層 住 宅 の 被害 は 中 層 住 宅 で全半壊率13. 5%、 高 層 住 宅 で

18. 5% と 棺対的 に低いJ (注 3 ) と 分析 し て い る 。

つ ま り 、 中 高層住宅 ( 3 階建て 以上) に お い て も 相 当 の被害があ っ た が、 全体 と し て は

戸建 ・ 長屋 ・ 共同低層住宅 と い う 2 階建 て 以下 の低 層 住 宅 の 被害が量 的 に は 圧倒 的 に 多

く 、 中 で も 長屋 と 老朽化 し た 木造賃貸住宅の被害が甚大であ っ た 、 と い う こ と を 意味す る O

さ ら に前掲者: は 阪神 ・ 淡路大震災の住宅被害の 特徴 と し て i (極 め て 大 量 の 住宅被害が

でた と い う ) 第 晶 の 特徴 は 、 今回 の震災が個別解決の 限界 を は る か に 超 え た 災害であ っ た

こ と を 意 味 し 、 社会的対応 の 必要性 を 示唆す る も の で あ っ た。 ま た 、 ( イ ン ナ ー シ テ ィ の

被害が大 き か っ た と い う ) 第二の特徴は、 住環境整備 の 立 ち 遅れて い た 地域 の被害が大 き

かっ た こ と を 意 味 し 、 イ ン ナ ー シ テ ィ 対策 の強化の必要性 を 示唆す る も の で あ っ た。 そ し

て 、 (老朽化 し た 木賃 ・ 長屋住宅の被害が大 き か っ た と い う ) 第三 の特徴 は 、 低所得者や

高齢者 な どの社会的弱者の居住す る 割合が高 い 民 間 の低家賃住宅の被害が大 き か っ た こ と

を 意味 し 、 低家賃住宅供給促進 と 住宅供給 シ ス テ ム の再編の必要性 を 示唆す る も の で あ っ

た。 第三の特徴 は 、 社会階層 に 関 わ る 問題 と 言い直す こ と も で き る J と 締 め く く っ て い る 。

(図 1 ) 住宅形式野IJ被災度構成 (注 3 ) 
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市区別の死亡率 と 建築物の各被災率 (注 4 ) 

死亡率 会壊空宇 半壊率 被害塁手 軽微 火災
被害率 被害率

神戸市東灘医 0. 623% 36. 5% 16. 0% 44. 5% 18. 0% 1 . 0% 

神 戸 市 灘 区 0. 606% 28. 8% 14. 2% 35. 9% 27. 2% 1 . 8% 

神戸市兵庫区 0. 325% 19. 5% 20. 0% 29. 5% 33. 5% 3. 1% 

神戸rli:t芝日JI玄 1 1 0. 5 1 5% 25. 6% 22. 0% 36. 6% 32. 4% 7. 0% 

神戸市須磨区 0. 149% 22. 4% 27. 1% 35. 9% 23. 0% 4. 2% 

神戸市中央灰 0. 144% 11 . 2% 11. 5% 18. 5% 31. 3% 0. 4% 

尼 出奇 市 0. 006% 1 . 2% 4. 0% I 3. 2% 26. 5% 0. 0% 

西 国 市 0. 207% 13. 8% 11. 8% 19 . 7% 26. 0% 0. 1% 

ゴF圭コ= 原 市 0. 409% 24. 0% 12. 6% 30. 3% 26. 3% 0. 1% 

{芳 丹 市 0. 005% 1. 9% 5. 3% 4. 6% 33. 7% 0. 0% 

主主: 塚 市 0. 038% 4. 0% 5. 6% 6. 8% 24. 6% 0. 0% 

ノi、i 計 0. 214% 13. 0% 11. 3% 18. 6% 27. 4% 1 . 2% 

死亡率 との 0. 933 0. 486 0 . 877 0. 231 0. 408 
相関係数

(表 4 ) 

国JT I3 字 を 単位 と し た全壊率集計結果 (校 4 ) 

50% ・ 1 00%
25% - 50% 

1 2.5% - 25 % 

0% 明 1 2.5%

全壊建物無 し

(図 2 ) 

鵬
園
田
麟
口

1 0 km 
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{市区別被災度 と 「震災の帯J]

建設省建築研究所の調査報告書 に は市区別 の死亡率 と 建築物の被災率が表 4 の と お り 示

さ れて い る 。 こ れ を み る と 、 神戸市東灘区 (全半壊率52. 5%) を 筆頭 に須磨夜 ( 同49. 5%) ・

長 田 区 ( 同47. 6%) ・ 灘区 (同43. 0%) ・ 兵庫 区 (同39. 5%) ・ 芦屋市 ( 同 36. 6%) ・ 神

戸 市 中 央 鼠 ( 同 25 . 7%) ・ 間宮市 ( 向 25 . 6%) ・ 宝塚市 ( 同 9 . 6%) ・ 伊丹市 ( I司 7 . 2%)

尼崎市 (同5 . 2%) の願 と な っ て い る 。

さ ら に死亡率 と の相 関係数を み る と 、 全壊率が半壊率の 2 倍近 く な っ て お り そ の棺 関 関

係 の 高 さ が看取 さ れ る 。 ま た 報告書では こ の全壊率の 高 さ に着 目 し て こ れ を 町丁別 に み た

デー タ マ ッ プ を作成 し て い る ( 国 2 ) 。

こ れ を み る と 、 須磨毘南部か ら 長 田 区 ・ 兵産 区 に か け て全壊率が高い 地域が帯状に続 き 、

兵庫 区 と 中央 区の 境界付近で一端途切 れ る も 、 神 戸中心部の三宮地民 か ら 再 び灘 区 ・ 東灘

区 ・ 芦屋市 ・ 西宮市中北部 ま で伸 びて い る こ と が分か る O こ の よ う に 住宅被害が震度 ? の

地域 ( こ れ を 「震災の帯J と い う ) と 重 な り あ う 帯状の様態であ っ た こ と は 、 活断層 や 地

盤性状 と も 関連 し て震度の度合いが大量の住宅破壊 に 繋がっ て い る こ と を 示 し て い る 。

総 じ て神戸 市東部地区 (東灘区 ・ 、灘 区 を 中心 と し て芦屋市 ・ 西宮市の一部 に ま で及ぶ地

域) と 神戸 市西部地区 (長田 区 ・ 須磨区南部及 び兵庫 区) の二極の被害が際立 っ て い る 。

二極の 開 の神戸市 中 央 区 は 、 兵庫 区 と の境界付近が前述の 「震災の帯」 の 切 れ 白 に位置 し

てお り 、 三宮地 区 な どの業務 中 心地 区 と 灘区 に続 く 住宅地区の被害は大 き い も の の全壊率

は二J憾の半分以下 と な っ て い る 。

ま た神戸市西部地区 は 東部地 区 に 比べ大規模火災の被害が顕著で あ る 。

3 . 被災建築物の 応急危険度判定等 (注 5 ) 

[ 1 次判定 (安全チ ェ ッ ク ) 1 

震災翌 日 の 18 B か ら 22 U ま での 問 、 兵庫県 は 各市、 建設省、 住宅都市整備公団、 他府県

の建築職員 延べ約1 ， 400人 の 調査 人 員 を 動員 し 、 被災地 内 の建築物 を 百 視点検す る 建築物

の安全チ ェ ッ ク を 神 戸 市 を 中 心 に d夫施 し、 危険が大 き く 倒壊等 に よ る 二次災害の恐れがあ

る 建築物2， 825件 に 対 し 、 「使用禁止j の ス テ ッ カ ー を 建築物の見やすい場所 に 貼付 し た 。

[ 2 次判定 (被災度チ ェ ッ ク ) ] 

さ ら に 、 1 月 23 日 か ら 2 月 9 日 に か け て 、 被災地 内 の マ ン シ ョ ン 、 ア パ ー ト 等のすべて

の共 同住宅及び長原 に 対 し 、 二次災害 の 防止 と 安全な住宅への帰 宅 に 資す る た め 、 建築物

の被災度チ ェ ッ ク を 実施 し た。 こ れ に は、 兵庫県 は 各市 と と も に 、 建設省 、 住宅都市整備

公団、 35都道府県等の応急危 険度判 定 を す る こ と の 可能 な 職員 の応援 を 得、 延べ5， 068人

に よ り 、 被災建築物46， 610棟 を 外観 目 視調査 し 、 そ の結 果 を 「危険 (使用不可) 6， 476操」
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「要注意t 時立 ち 入 り 可) 9 ， 302棟J I調査

済 (使用可) 30， 832棟」 の 3 段階 に 区分 し、

そ の こ と を 明記 し た紙 を 建築物 に 貼付 し た。

(表 5 ) 第 2 次応急危検度判定調査の集計 (注 6 ) 

[応急危険度判定士の養成]

兵庫県 は 、 今 回 の 震災 に お け る 応急危険度

判 定 の 重要性 と 教訓 を 踏 ま え 、 県独 自 に こ の

判 定 を 行 う 「応急危険度判 定士j の養成等 を

行 う こ と と し た。

そ の概要は、 次の と お り O

0事業内 容

・ 応急危険度判定士の養成

区 分

神 戸 市

尼崎市

西宮市

阪 伊丹市

神 宝塚市

間 川西市

芦屋市
ノj、 計

明 石 市

淡路地区
l口h 号削'1-

危 険

4， 332 

478 

1， 0 16  

32 

179 

101 

196 

2， 002 

67 

75 

6 ， 476 

要注意 調査済 計

3 ， 738 9 ， 289 17， 359 

2， 204 8， 827 1 1 ， 509 

985 4 ， 224 6 ， 225 

241 1， 726 1， 999 

389 1， 490 2 ， 058 

688 1 ，  776 2， 565 

1 37 751 1， 084 

4， 644 18， 794 25， 440 

793 2 ， 117 2 ， 977 

127 632 834 

9 ， 302 - 一 般 向 け 「 わ が家 の 耐震 診 断 講 習

会J の 開催等 兵庫県調べ (平成 7 年 2 月 9 [] 現役:)

0判 定士養成 目 標人数2， 500人

(1995年 度 は 1 ， 500人、 96 ・ 97年 度 は各500人)

O進捗状況

・ わ が家 の耐震診断講習会 ( 9 月 に県下 4 ヵ 所で 開催)

- 応急危険度判定士資格認定講習 会 ( 1 1月 に 4 ヵ 所で開催)

- 応急危険度判 定士認証式 (1996年 1 月 13 日 開催)

{宅地防災対策 ]

被災宅地の一次調査 と し て 、 宅地防災パ ト ロ ー ル の重点笛所 を 中 心 に 1 月 22 日 か ら 28 日

に か け て 、 延べ約350人で142地区約3， 700ha を 調 査 し た。 そ の結果、 被害程度大が54 ヵ 所、

緊急度大が54 ヵ 所であ っ た 。

被災宅地の二次調査 と し て 、 一次調査の結果 を 踏 ま え て調査箇所 を 抽 出 し 、 詳細調査を

2 月 3 臼 か ら 6 日 に か け て 、 延べ20人で、 37 ヵ 所 を 調査 し た 。

ま た 、 宅 地 に 被害 を 受 け た 県民か ら の 相 談等 に 対応す る た め 、 2 月 6 日 か ら 15 日 の 問 、

県 内 5 ヵ 所 (西宮市、 宝塚市、 芦屋市、 川 西市、 明石市) に宅地 防災相談所 を 設置 し た (相

談件数1， 389件) 。 な お 、 宅地防災相談所へ調査依頼の あ っ た も の に つ い て 、 2 月 6 日 �28

日 に か け て現地パ ト ロ ー ル を 延べ410人で実施 し た。

ま た、 安全な 宅地 の確保の た め 、 兵庫県 は 国 に対 し 、 「宅地防災工事等 に 係 る 住宅金融

公庫融資条件 の緩和J I連た んす る 危 険宅地の復旧 に対す る 助成制度創設J I危険宅地、 擁

壁雪等の解体及び除去 に係 る 費用 の助成j の 3 点 を 要望 し た。

こ の結果、 住宅金融公庫融資 に 従来の宅地防災工事資金融資 に 加 え 、 新 た に 災害復興宅
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地資金融資が創設 さ れる な ど制度の充実 ・ 緩和が図 ら れ る と と も に 、 市町が必要性 を 認 め

た場合は、 公費 に よ る 擁壁 の がれ き 除去が認め ら れた 。

さ ら に 、 被災宅地の復旧 を 目 指 し、 阪神 ・ 淡路大震災復興基金 を 活用 し て 、 住宅金融公

庫 や市の 宅地防災融資 に対す る 利子補給制度 を 創 設す る と と も に 、 こ れ ら 低利 の融資 も 利

用 で き な い等宅地復旧が不可能な場合 に 、 二次災害 を 防止す る た め 、 応急復旧工事への補

助 制 度 を 創 設 し た 。

(注 l l r平成 7 年版妨災 白書』 国土庁編 大蔵省印刷局 1995年 6 月
(注 2 ) r平成 8 年版防災 白 書j 毘 土庁編 大蔵省印刷局 1996年 7 月
(注 3 ) t住宅被災戸 数調査一調査の概要 と 住宅被害の特徴 J r都市住宅学第14号J 阪神 ・ 淡路大震災住宅復興

問題研究部会 WG 都市住宅学会 1996年 6 月
(注 4 ) r平成 7 年兵庫県溺部地震設終調査報告書j 建設省建築研究所 1996年 3 月
(注 5 ) r阪神 ・ 淡路大震災一兵庫県の I 年の記録j 兵庫県 19965ド 6 月
(注 6 ) r蘇る ま ち ・ 住 ま いj 兵庫県 1997年 3 Yl
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h三倍ーがれ き 等ゐ災害廃棄物の処理
1 . 処理方針の 決定

地震 は住家や事業所 だ け で な く 電柱 ・ 道路 ・ 鉄道 ・ 港湾 な ど、 あ り と あ ら ゆ る ハ ー ド を

破壊 し た た め 、 膨大な量のがれ き を 発生 さ せた 。 こ う し た がれ き を 含 む災害廃棄物の 処理

は、 震災復!日への第一歩で、 あ る と 同 時 に復旧事業の根幹を な す も の と な っ た が、 こ れ ら の

取 り 組み は次の 4 つ の段階で、行 わ れた O

)

 

唱ai注(
 同 段階 ( し尿処理)

仮設 ト イ レ の確保、 避難場所等への設置、 維持管理体制 の確保

第 2 段階 ( ごみ処理)

収集車の確保、 ごみ焼却の委託、 焼却施設等の早期復旧

第 3 段階 ( ガ レ キ対策①)

災害処理計画策定マ ニ ュ ア ル の作成、 災害廃棄物の 発生長予測

仮置場の確保、 処理体制 の確立、 災害廃棄物処理 ル ー ト の確保

1 第 4 段階 ( ガ レ キ②)

災害処理計画 の策定、 計画的解体、 災害廃棄物処理 ル ー ト の確立

広域的 ・ 計閥的処理 ( リ サ イ ク ル) の推進

災害廃棄物 は本来、 膨大な倒壊家屋等のがれ き 処理が中心 と な る が、 震災当初 は建物の

撤去 は ほ と ん ど進 ま な か っ た 。 解体に つ い て は私有財産制 に抵触す る こ と か ら 公的制度が

存在 し な か っ た こ と も あ る が、 な に よ り も 膨大 な 避難者対策が最優先 さ れ、 そ の一環 と し

て の仮設 ト イ レ の確保 ・ 設置等の 「 し尿処理j 対策や 「 ごみ処理」 機能の確保 に率先 し て

取 り 組む必要があ っ た。

従 っ て 、 こ の節 で は ま ず、 「 し尿処理」 と 「 ごみ処理J に つ い て 兵庫 県の 記録か ら そ の

概略を 記 し た 後、 がれ き 処理の処理方針の決定 と 推進体制 の確立及ぴ進捗状況 に つ い て述

べ る O

[ し 毘処理の状況 と 対蕗策] (注 2 ) 

仮設 ト イ レ の設置

被災地域で あ る 神戸市お よ び阪神 間 は 、 下水道整備 の 進 ん だ、地域で、 あ っ た が、 水道管が

被害 を 受 け 多 く の地域で、断水 し 既設の水洗 ト イ レ が使用 で き ず、 緊急的 な仮設 ト イ レ の設

置が求め ら れた 。 し か し な が ら 、 下水道 で ほ と ん ど対応 し て い る 地域であ る こ と も あ っ て 、

各市 と も し 尿処理に慣れて お ら ず、 仮設 ト イ レ に対す る 認識 も 甘 く 、 更 に 、 道路網の復旧

が予想以上 に遅れた こ と も あ り 、 設置 に 時 間 がかか っ た。
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そ の た め、 兵庫県 に お い て も 仮設 ト イ レ の確保 (最大時約9， 200基) を は じ め 、 各 市 の

設置 に つ い て 支援 を 行 う と と も に 、 県 自 ら 業者 に 仮設 ト イ レ の 設置 を 委託 し 1 月 27 日 ま で

に 必要基数を 設震 し た (県が関与 し た も の、 約3， 900基) 0 

避難所 の 数が ピ ー ク 時 に は1 ， 153 ヵ 所あ り 、 緊急かっ早急 な 対応 が求 め ら れ た た め 、 設

置 に あ た っ て は、 業者委託の ほ か 自 衛隊の協力 を 得て設置 し たが、 一 部 に つ い て は、 県の

職員 自 ら 設置 し た も の も あ っ た 。

仮設 ト イ レの維持管理体制の確立

こ の仮設 ト イ レ 維持管理 の た め 、 1 月 18 日 に県内市町 に応援要請 を 行 い 32 台 のバ キ ュ ー

ム 車 を確保 し 、 ま た 1 月 25 8 ま で に他府県 か ら の応援 を 含め221台のバ キ ュ ー ム 車 を 確保

し た 。 ド水道普及 率 の 高 い 神戸市及 び芦屋市 に つ い て は、 緊急的 に 県が (株) 兵庫県水質

保全セ ン タ ー に仮設 ト イ レ の維持管 理 を 要請 し対応 し た が、 他市町 につ い て は 市町の許可

業者及 び委託業者が対応 し た 。 そ の後、 2 月 4 日 を も っ て 、 県 と し て の 緊急対策 は終 了 し 、

市町に業務 を 移管 し た。

な お 、 ボ ラ ン テ イ ア 団体等 に よ る 仮設 ト イ レ の設置 も あ り 、 全体的 な仮設 ト イ レ の数の

把握が遅れた こ と に よ り 、 し 尿の計画 的収集が早期 に で き な かっ た こ と 、 更 に都市住民の

多 く が水洗 ト イ レ の快適性 に慣れす ぎ て い た た め 、 非水洗 ・ 汲み取 り 式の仮設 ト イ レ に対

す る 苦情が多 く 、 一時混乱 し た等 の 問題点 も あ っ た 。

[ ごみ処理の状況 と 対応策] (注 2 )

ご み収集 と 他市町 ・ 事務総合の収集応援

震災産後の 大混乱 の た め 、 各市で ごみ の収集が始 ま っ た の は 1 月 19 日 か ら であ っ た が、

神戸市及 び販神 間 で は交通事情が悪 く 、 1 月 末 ご ろ ま では通常の50%程度 し か収集で き な

か っ た。 ごみ収集 は 、 1 月 末 に通常の収集形態 に復帰 し た が、 災害 に よ る ごみ発生量が多

く 、 積み残 し があ る た め 一部の市で は他市町等の応援 を 求 め 緊急対応 し た。 収集運搬等 に

係 る 応援市町等 は 1 36団体延べ4， 155台 に お よ ん だ。

ごみ処理施設の被害 と 他市町へ の焼却依頼

ごみ処理施設関係で は、 20施設が被害 を 受 け た が、 本体に致命的 な 被害 を 受 け た 施設は

な か っ た。 ま た 、 断水に よ り 再稼働で き な い 施設が 6 施設あ っ た。 震災 1 週 間 後 に は 、 神

戸市ほ か 7 施設 を 除 き 仮復旧 に よ り 稼働 を 開始 し 、 そ の 後順次仮復旧が進み、 2 月 20 日 に

地下浸水 を し て い た神 戸市 の 東 ク リ ー ン セ ン タ ー を最後に すべての施設が稼働 し た 。 こ の

問 、 ごみ焼却の応援 を 求 め た他市町 ・ 事務組合 は44団体で、 そ の焼却j量 は 1 1 ， 620t に お よ

ん だ。

[ が れ き 処理方針の決定] (注 3 ) 

路地 を埋め道路にせ り 出 し た倒壊家屋等のがれ き は救助 ・ 捜索活動や緊急車両の通行 を
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解体の進 ま な い民家

阻 ん だ だ けで な く 慢性的 な 交通渋滞の 一 因 と も な っ た 。 ま た傾斜 し倒壊の怖れが高い 危 険

な建物が地震発生か ら 相 当 の 日 時 を 経て も 数多 く 残 さ れて い た。 延 々 と 続 く 倒壊家屋や傾

斜 し た り 中 間 階層 が破壊 さ れた ピ ル な ど に よ り 街並み は ゆ がみ、 廃嘘の 中 での 生活が今後

も 長 く 続 く よ う に 感 じ さ せた。

こ れ ま で の 災害 に お い て は 「全壊 し た建物 だ け 」 を 災害廃棄物 と み な し 、 収集 ・ 運搬 ・

処分に つ い て は市町村の事業 と さ れて い た が、 解体は鱈人の財産権 を め ぐ る 複雑 な 問題が

多 い た め 、 所有者の責任 と 分担で行 う こ と と さ れて き た。

し か し 家屋 や雑居 ピ ル等の所有者、 ま た そ の相続人等の多 く は死 亡や避難に よ り 不明 で

あ っ た り 経済 的 に も 緊急 の 出 費 に 対応 で き る 状態 で は な か っ た 。 こ の た め撤去の見通 し は

立 た ず復旧への 第一歩が踏 み 出 せ な い状態が続い て い た。

国の現地対策本部 と 被災 自 治体で緊急 ・ 応急対 策 を 協議す る 連絡会議で は、 こ の事態 を

憂慮 し た県 ・ 市町の首長か ら 財政支援や 自 衛隊の協力 を 含 む総合的 な対策が必要で あ る と

の 要請が強力 に 行 わ れた 。 現地対策本部か ら 強 い要請 を 受 け た 政府 は 内 閣 を あ げて対応 を

検討 し 、 2 日 間 と い う 異例の短期 間 で省 庁 間 の 合 意 を 得て統一方針 を 決定 し 、 東京 と 神戸

で、記者発表 を 行 っ た 。 発表さ れ た 資料 (注10) に よ る と 「…都市機能がマ ヒ し 、 社会的 ・

経済的影響が き わ め て大 き な も の と な っ て い る 。 こ の よ う な特別の事情 に鑑み、 損壊 し た

家屋等の が れ き 等 に つ い て は、 被災者の負担軽減 を 図 る た め …j 特別措置 を 講 じ る 、 と あ

る 。 つ ま り 、 我が国交通の要綱であ り 結節点であ る 阪神 ・ 神 戸地域の都市機能の停止が 日

本全国 に 大 き な社会不安 と 経済的損失 を 生 じ さ せて い る と い う 事情が考慮 さ れて 、 被災者

の 負 担軽減策が図 ら れる こ と と な っ た 。 細部 に つ い て は さ ら に推進協議会や部会で詰め ら

れて い く こ と と な る が、 公費負担 に よ る 実施 と い う 大枠が決定 さ れた こ と に よ っ て初 め て 、

被災地 に 発生 し た膨大な個 人住宅等の倒壊家屋の解体 と 、 解体後のがれ き の処理が本格的

に 動 き 出 す こ と と な っ た。
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l 時南部地震」 に … 一災害廃棄物�l!J!0) llX m:15it 01 4 ) 

<l.lL ，�.:! 月 1 7 H 'こ 発 札 た 「兵庫県闘地震J に よ る 被知 長大であ り 、 都 市機能がマ ヒ し 、 社会的、

経済的影響 が き わ め て 大 き な も の と な っ て い る c こ の よ う な特別 の事情 に鑑み、 煩壊 し た 家屋等の

がれ き 等 に つ い て は 、 被災存の負担の軽減 を 同 る た め 、 次の よ う な特別 の措置 を 講 ず る こ と と し た0

1 . 内容

m壊 した家服、 事業liJf�字の解体、 処理
- 解体は所1i".の 責任

現 状 - 解体後は廃棄物と して Ih罰j村が処士事
. r玉lは市町村が行 う 処i型に要する焚JHの 1 / 2 を補助

今[b]の拍]ï't - 廃棄物 と して llï符が解体 ・ 処f型
• VF[はその資mの 1 / 2 を補助 (解体に愛する貸別 も 合む。)

2 . 今回 の措置対象

( 1 ) 倒人住宅

( 2  ) 民間 マ ン シ ョ ン

①分譲

②賃貸 ( 中小事業者の も の に 浪 る 。 )

(:cl ) 事業所等 ( 中 小事業者の も の に 限 る 。 )

3 . 自 衛隊の協力

自 衛隊 は 、 市判 の行 う がれ き 等の処理に協 力 す る 。

2 . 災害廃棄物の処理体制の確立

{公費解体申請}

1 月 28 日 に 公費 に よ る 処理方針が決定 し た こ と を 受 け、 翌 日 の29 日 に は神 戸市等一部の

市町で倒壊家属等の処理の受付が始 ま り 、 翌30 日 に は早 く も 1 万件 に 達 し て い る 。 こ れ ら

の 処理 を 円滑 に 進 め る た め に 、 兵庫県が事務局 と な り 屈の 4 省庁連絡会議 (厚生省 ・ 運輸

省 ・ 建設省 ・ 警察庁) を 含 む 国 ・ 県 ・ 市町の 関係機関、 各鉄道会社、 そ の他関係団体か ら

な る 「災害廃棄物処理推進協議会J を 2 月 3 日 に発足 さ せた 。 こ れ以後、 搬 送 ル } ト 、 仮

置 き 場お よ び最終処分場 を 確保 し 、 適切 に処分す る た め に 具体的 な 処理計画の 策定が検討

さ れ る こ と と な っ た。 2 月 上旬 は倒壊家屋の解体が本格化 し た 時期 で あ り 、 2 月 6 日 に は

淡路島北淡町で 自 衛隊が大規模 に投入 さ れ所有者 と 町 ・ 地元業者 ・ 自 衛隊が一致協力 し て

倒壊家屋の撤去が行 わ れて い る O

2 月 9 日 に は処理受付 は 5 万件 に 達 し 被害戸数の多 い 阪神 ・ 神戸地 肢 に お い て は さ ら に

増加 し 続 け た 。
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(1惑 3 ) 各種競査 に よ る 被災状況報告の推移 (注 5 ) 

機 ・ 人 ・ 件数350. 000 r一一一一一一一

300. 000 I 

250. 000 

200. 000 
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1 00. 000 

50. 000 

宝犠棟敏

全焼練敏

がれき処理申絢件敵
oocoooooo輔副掛踊

半焼棟敏

選離所数 1. 200 

1. 000 

800 

600 

400 

200 

o I v 一 一一一一一 一 一守一一一一 I 0 
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長 主 豆 長 岳 民 包 主 民 g E 豆 長 長 豆 主 主 主 g s g 豆 豆 長 長 信 宗 広 豆 長 話 民 話

{兵庫県災害廃棄物処曙計画]

2 月 28 日 に は、 国 の復興対策本部の諮問委員 会であ る 復興委員 会か ら 、 がれ き 等の撤去 ・

倒壊家屋の処理に 関 し て 8 項 目 の提言がな さ れ た が、 こ の 中 に は、 収集 さ れた コ ン ク リ ー

ト 等 は、 破砕処理 し た 上で港湾整備事業 ・ 理立て事業 に 資材 と し て活用 す る こ と が明 記 さ

れ た O

ま た、 3 月 29 日 に は 地震対策担当 大 臣 ・ 兵庫県知事 ・ 神戸市長の三者会談後、 記者発表

が行 わ れた。 概ね1995年度中 に市街地か ら 仮置場 ・ 処分場への搬出 を 完 了 し 、 96年 度 中 に

焼却 ・ 埋立て な どの最終処分 を 完了 す る 方針の も と に 、 神戸市 に お け る 仮置 き 場の確保 ・

破砕 ・ 焼却施設の設置、 兵庫県災害廃棄物処理計画の策定、 解体戸数の多 い神戸市 と 阪神

間 6 市 に つ い て は 、 国 ・ 県 ・ 関係市で構成す る 「倒壊家屋処理推進部会j を 「災害廃棄物

処理推進協議会」 の 中 に設置 し て全体処理計画の進行管理を 行 う 、 な どの対策 を 推進す る

こ と と な っ た。

こ れ ら を 踏 ま え て 、 4 月 14 B に 「倒壊家屋処理推進協議会J の 第 1 国 会合が開催 さ れ、

各市の処理計樹の全体処理計画で あ る 「兵庫県災害廃棄物処理計画J が策定 さ れた。

[災害麗棄物の推定発生景}

「災害廃棄物発生量」 の推定は非常 に 回難であ り 、 解体必要家屋数等が次 第 に 判 明す る
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に 伴 い 適宜修正 さ れて い る O

ま ず最初 に 、 1 月 初 日 時点 で は厚生 ・ 運輸 ・ 建設省 3 省 に お い て、 「災害麗棄物発生量」

を 住居 ・ 建築物系 お よ び公共施設系 合 わ せ て 約 1， 100万 t、 800万ぱ程度 と 推定 し て い た 。

し か し、 こ の後、 住居 ・ 建築物系 の廃棄物発生量 に つ い て は解体必要家屋数の増加等 に 伴

い 、 相 当最が増加 し 、 2 月 28 日 に 開催 さ れた 第 2 回 災害寵棄物処理推進協議会で は 、 下 表

の よ う に推計 さ れて い る o (注 6 ) 

(表 6 ) 災害廃棄物の推定発生景 (注 6 ) 

さ ら に 、 そ の 後 に 判 明 し た解体家屋数の増加 等 に 伴 い 、 6 月 末 に住居 ・ 建築物系 が修正

さ れ総計で2， 000万 t と し て い る 。 兵庫県 の 1993年 度 の ごみ の 総発生量 は 、 236万 t であ る

こ と か ら 、 十数秒 間 の地震 に よ り 約 9 年 間 に 相 当 す る 鹿棄物が発生 し た こ と に な る 。

(表 7 l 災害廃棄物の推定発生量 (注 2 ) 

総 計 2， OOOJj t 2， 1 10万rrì

住居 ・ 建築物系 1 ， 450万 t 1 ， 760万rrì l
公共公訴 道路鉄道等 480万 t 300万ぱ

l 施設系 公団・公社 。 公常住宅等 70万 t 川ぱ |

{処理体制の確立}

処理体制 の確立 の 中 で も 緊急 的 で重要 な こ と は解体 し た廃棄物 を取 り あ え ず搬入 す る 仮

置 き 場の確保であ る O 幸 い神戸 ・ 阪神 間 に は未竣工 ま た は 未利用 の 海面埋立地があ っ た の

で、 兵庫県は 2 月 24 日 に淡路島関係市町、 神戸市及 び阪神 6 市 に お い て差 し 当 た り 必要 な

用 地 と し て被災地全体で46 ヵ 所、 合計面積125万 討 を 確保す る と と も に 、 国有地の利用 に

つ い て 国 の現地対策本部 に 要請 し た。

次 に最終処分場 と し て 、 l 月 19 日 に は、 販神 間 の不燃物 が フ ェ ニ ッ ク ス 埋立地 (大阪湾

フ ェ ニ ッ ク ス 事業尼崎沖埋立処分場) で処分 さ れ る こ と が決定す る と と も に 、 企業庁生穂

地 区理立地 (淡路島) への受け入 れ を 要請 し た 。

24 日 に は毘崎市、 伊丹市、 芦原市か ら フ ェ ニ ッ ク ス 埋立地への搬入が開始 さ れ、 ま た26

日 に企業庁佐野地 区埋立地 (淡路島) の仮置場へ一宮 町、 東浦町、 西淡町のが れ き 搬入が

開 始 さ れ た 。

災害鹿棄物の 搬送 に つ い て は、 他府県、 被災地以外の市町、 運搬業者 に も 応援 を 求め る
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と と も に 、 陸上及 び海上搬送ル ー ト を 確保 し 、 迅速かつ 円滑に処理で き る よ う 県道路補修

謀、 港湾課及 び県警察本部等関係者の協力 を 得て 行 わ れた 。

( 図 4 ) 神戸市及び阪神 6 市に お け る 災害廃棄物の処理処分の流れ (註 1 )
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3 . 進捗状況
廃棄物全体 の 過半 を 占 め る 神戸市 で は そ の膨 大 な ニ ー ズ に 物 理 的 に 応 え る こ と がで き

ず、 三者契約 の手法構築や港湾への埋立免許 申 請 な どの処理体系の 整備 に 時 間 を 要 し、 3

月 に入 っ て か ら よ う や く 解体作業が 自 に 見 え て進み 出 し た。

こ の た め 、 3 月 以降、 倒壊家屋等の解体が急 ピ ッ チで進む こ と と な る が、 リ サ イ ク ル処

分の必要か ら 膨 大 な 手作業 を 必要 と す る 分別作業が伴 っ た た め に仮置場 に 巨 大 な がれ き の

山が生 じ た 。 特 に初期 の段階 ( 2 ・ 3 月 頃) に お い て は 、 仮置場が完全に パ ン ク 状態 と な

り 神戸市及 び阪神 間 の 市 に お い て は非常手段 と し て 野焼 き が行 わ れた 。 こ の 点 に つ い て は 、

兵庫県の記録 に は 「仮置 き 場に搬入 さ れて く る 量があ ま り に膨大で、 あ っ た こ と 、 ま た 、 当

初域外処理で何 と か対応 で き る と い う 意識 を 持 っ て し ま っ た 上、 処分方法 に 行 き 詰 ま っ た

こ と か ら 、 少 し で も 量 を 減 ら し た い と の こ と で、 野焼 き を 始 め る 自 治体が続出 す る 結果 と

な っ て し ま っ た こ と は、 誠 に 残念 な こ と で あ る J と 記 さ れて い る o 4 月 以 降 は 新 た な 仮置

(表 8 ) 倒壊家屋の処理状況 (平成 8 年 3 月 末現在) (注 7 )
市町 名 全体処理 市町及ぴ 日 衛 隊 処理台計 解体 発生景の推計 処分量 処主分

A

率 I 仮問 仮置

対象家屋 自 己処環分 処理分 (棟) 進捗率 (1" t) 日 (千 tl f呆管量 処分量

〔棟〕 車) 〔棟〕 (%) A C 日+C焼却 Pi'I 珂l立 合計 (%) (1" t) (千 t)
神 戸 市 65， 503 57， 911  1 ，  039 58，950 90， 0 不燃 札 574 o 1 2，975 3， 254 6， 229 85， 7 o 1 6 ， 229 

尼崎市 5， 129 ι 636 43 

西宮市 18， 136 17， 105 

芦尾市 4， 662 4， 492 79 

伊丹市 2， 903 2， 797 69 

宝塚市 4， 686 4， 432 136 

1 1 1両市 1，  227 1， 227 。

束播草寺 2， 自5:1 2， 707 42 

地域

淡路 8， 287 自， 287 。

地域 (992) 

合計 113， 386 103， 594 1， 463 

(2， 455) 

4 ， 679 91. 2 

17， 160 94， 6 

4， 571 98， 0 

2， 866 98， 7 

4， 568 97. 5 

1， 227 100， 0 

2， 749 96， 4 

8， 287 1以1. 0

105， 057 92， 7 

東92. 3

可燃 1 ， 351 

ィ、燃 日5

可燃 169 

耳、燃 1， 

可燃 477 

ィ、燃 733 

可燃 291 

不燃 442 

ilT燃 73 

不燃 422 

可燃 193 

不燃 96 

ijT燃 19 

不燃 40:1 

可燃 89 

不燃 486 

可燃 175 

不燃 11. 238

可燃 2， 840 

203 0 1  361 564 642 

。 4 1 484 488 以)， 1 2 

由自 21 o 1 119  44  

o 1 164 524 688 40， 9 887 

144 9 。 153 324 

。 17 1 497 514 75， 4 75 

252 自 o I 258 30 

。 100 341 441 99， 6 。

39 14 19 72 。

。 115  286 401 96， 4 3 

138 15 39 1 1由2 。

。 I I  85 96 1 100， 0 。

17 。 2 19 。

。 36 1 137 17:1 52， 4  155 

37 3 43 8う 4 

o 1 465 21 1 486 100. 0 。

174 o l 175 。

。 3， 887 5， 62ヲ 仏 516 79， 2 1 ， 122 

1 ， 102 70 4日 1， 637 1， 044 

探73. 3

注 全体処j�対象家罵J I土、 修証 後 ( 3 Jj 31 け ) の棟数で あ る 。 なお、 解体完 f市町の棟数は、 実績値に修正 し て い る 。

2 : 市 町 及 び 自 己処理分 (棟) J、 「 自 衛隊処理分 (棟) J、 「処分量J ぴに 「仮置場保管量」 は 、 3 月 31 日 現夜の僚であ る 。

1 ， 206 

490 

163 

1. 575 

477 

589 

288 

441 

72 

404 

192 

96 

1 9  

328 

89 

486 

175 

1 0， 638 

2， 681 

仮置 ・

処分率

B+C/A 
(%) 
93， 8 

96， 9 

99， 9 

85， 6 

99， 6 

96， 9 

100， 0 

84. 8 

1 00， 0 

94. 6  

京以)， 5

月 刊 行 で 自 衛隊の処現はすべて終 了済。 な お 、 北淡町では9921車 を 町発注業者 と ほ 衛隊が共 同 で 施工 し て い る た め 、 自 衛 隊処理分の合

計は、 2， 455棟、 (2， 626戸) と な る 。

「発生長の推I汁J は 、 修工E後 ( 3 月 31 H ) の値で あ る 。

f発生f誌の推計 」 欄 の 「不」 は不燃物、 川IJ はi1]燃物 の 区分であ る 。

6 : 処分率」 と は 、 発生最 に 対 す る 災害廃棄物の処分済量の割合で、 「仮置 ・ 処分率」 と は 、 発生量 に 対 す る 現場か ら の 災害廃棄物の撤去

済量の割合であ る 。

月 :11 日 現在解体完 了市町は、 1 1 1商11)， '"' 木市、 洲本市、 津名町、 淡路町、 北淡町、 ♂宮 町、 五 色町 、 東浦町、 緑町、 西淡町、 三 原 町、

南淡町の 3 市10町で あ る 。

自 欄外の ※ は、 2 月 末現在の率 で あ る 。
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き 場の確保、 大型焼却炉、 破砕機の設置 な ど処理対策が)11夏次整備 さ れた こ と に よ り 解体作

業 は 時 間 の経過 と と も に 一 定の ベ ー ス で順調 に進み1996年 3 月 末現在で解体率 は92. 7% と

ほ ぼ当 初の計画 に 近 い 実績 を と げて い る 。 処分作業 も 6 月 以降、 急 ピ ッ チ で進み処分率 は

79. 2% に達 し て い る (表 8 参照) 。

な お 、 分譲マ ン シ ョ ン 等、 権利関 係 の調整が困難な建物 に つ い て は ほ と ん どが進捗 し て

い な い状況で あ る こ と か ら 、 公費負 担 の 期 限 (1995年度中) が 1 年 間 延長 さ れ る こ と と な

っ た。

4 . がれ き 処理に 伴 い 発生 し た 課題

{粉 じ ん ・ ア ス ベス ト 飛散] (注 2 ) 

倒壊家屋の解体 ・ 撤去工事が始 ま っ た ぎ初 か ら 粉 じ ん ・ ア ス ベ ス ト の 飛散が確認 さ れ、

被災地の震災ル ッ ク に マ ス ク が加 わ る こ と と な っ た。 兵庫県は市町そ 通 じ 避難所等 を 中心

に マ ス ク を 配付 す る 一方、 1 月 31 日 以 降解体事業 を 実施す る 市町や県建設業協会等の建設

業関係団体に対 し 、 散水や シ ー ト カ バ ー の使用 を 徹底す る 旨の 通知 を 出 す な ど飛散防 止対

策の周知徹底 を 図 っ た が、 神戸市の調査で は 同 市街の 1 5 月 の 降下 ばい じ ん は震災前の

1 . 7倍 と な っ て お り 、 健康 に は 問題が な い 数値 と す る も の の 、 解体工事や がれ き の 運搬な

ど を 原 因 と す る 市民か ら の 公害苦清 は こ の 時期急増 し て い た と 報告 さ れて い る 。 (注 8 ) 

{分別作業] (注 2 ) 

コ ン ク リ ー ト が ら に代表さ れ る 不燃物 の処理 に つ い て は大阪湾広域臨海環境整備 セ ン タ

ー ( フ ェ ニ ッ ク ス セ ン タ ー) が稼働 中 で あ っ た た め 、 尼崎沖、 泉大津沖 の 処分場で1， 500

万 ぱ の 容量が碍保 さ れ た ほ か、 神戸市等では海i考の埋立造成、 地盤のか さ 上げ等 に 有効利

用 さ れた 。

し か し 、 木 く ず を 中心 と す る 可燃物 の処理に つ い て は、 兵庫県 内 に 専 門 業者が少 な く 、

そ の処分 に は 困難 を き わ め た。 通常の解体工事 に お い て は解体現場での分別 は 当 然の こ と

で あ る が、 倒壊 ま た は倒壊途中 の建物の解体の分別 は よ り 困 難性 を 伴 う 上 に 、 当初Jの混乱

時期 は現場分別 の不徹底等 に よ り 不燃物 と の混合状態で搬入 さ れ る も の が多 く 、 ま た分別

し て搬入 さ れて も 仮置場での置場区分の不徹底 に よ り 、 混合状態 と な っ て し ま っ た も の も

あ っ た。 ま た、 市町 に よ る 直接解体の み の計画 で は膨大 な がれ き 量 に 対 応 で、 き ず、 や む を

得ず被災者、 解体業者、 市町の三者契約 と し て 、 市町の承認の も と に 民 間 ベ ー ス で解体が

進む こ と と な っ た 。 こ の た め 、 全国各地か ら の 「 に わ か解体業J が満 ち あ ふ れ、 廃棄処分

の 原則 で あ る 現場分別体制が困難な状態 と な り 、 仮置場 に 混合廃棄物が多量 に 生 じ た り 、

大規模な 不法投棄、 運搬途中 の落下物 に 伴 う 交通事故な どが発生 し た。

こ う し た仮置場への搬入の際の混乱状態 は 5 月 末 頃 ま で続い た が、 全体 と し て は処理ス
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ピ ー ド を犠牲 に し て で も 環境保全が優先 さ れ、 チ ッ プ化等の リ サ イ ク ル を 第一 義 と し 、 リ

サ イ ク ルで き な い も の は焼却す る と い う 基本方針の も と に 、 がれ き 処理は進 め ら れた。

し か し 、 混合物の破砕分別等 を 実施す る 中 で、 木 く ず に 土砂 ( カ ワ ラ 下の粘土、 壁土)

が多量 (重量比で半分程度) 混 ざっ て い る こ と が判 明 し た こ と か ら 、 仮置場 に 大量 に ス ト

ッ ク さ れ域内処理が困難 な市町で は 、 域外ル ー ト と し て西播磨地域への海 上輸送及び滋賀

県、 京都府、 大阪府及 び、和歌 山県等の近隣府県に 陸上輸送 し 、 関係市町等の 協 力 を 得 て 木

く ずの 処理が行 わ れた 。 ま た、 西宮市 及 び芦屋市の 木 く ず は 日 本貨物鉄道株式会社 (JR

貨物) が鉄道輸送 し 、 神奈川県川 崎市、 横浜市及 び埼玉県東部清掃組合の清掃工場で焼却

処理 さ れた 。

[課題}

課題の概要 と し て次の例 を あ げ る 。

o r大震災100 8 の記録j (貝 原俊民著、 ぎ ょ う せい、 1995年12月 )

反省点等

・ 大量のがれ き 放置が復旧の妨げに な っ た。

- 大差のがれ き の発生 に よ り 、 中 間処理や分別す る た め の仮置場、 最終処分場の篠保が必要 と な

っ た が仮援場が不足 し た。

・ コ ン ク リ ー ト 片 は埋立や道路建築資材用 に 、 金属 く ず は 製鱗涼料 に と 分別 し て活沼 を 居 っ たが、

機材 に つ い て は チ ッ プ に し てパ ル プ原料等への活用 が う ま く い かず、 野焼 き 処分せ ざ る を 得 な

か っ た 。

今後の対応方策

・ 速や か な復旧 に 向 け た がれ き 処理の 公費負担の制度化

・ 広域応援体制 に よ る 運搬、 処理計画の策定

. 処:Iltl.マ ニ ュ ア ル の確立

・ 有寄物資回収の た め の援助方策の検討1 o f災害廃棄物 フ ォ ー ラ ム 講演論文集j ( r災害時の廃棄物処理J 石谷隆史 廃棄物給 1996if 4 月 )

・ 相互応援体制 (都市跨、 民 間 団体等)

・ 職員 の確保 ・ 方策

・ 仮置場 (衛生、 発火、 粉塵、 近 隣対策) お よ び重機 ・ 車河の確保

・ 夜間収集、 中 継体制

・ 処分地の確保 (域外処理 を含む)

・ 避難所、 一時大量ごみ対策

- 不法投棄 ( に わ か処分地) 、 散乱 ごみ対策

. 務 ド物対策

・ 適切 な分別の実路

- 適切 な広 報活動 ( マ ナ … 、 ル ー ル の 乱 れ等)
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(注 1 ) 1兵庫 県 に お け る 災答廃棄物 と そ の対策j 春風敏之 『廃棄物学会第 6 図研究発表会講演論文集 II . シ ン ポ
ジ ウ ム 災害 と 震災廃棄物j 廃棄物学会 1995年10月

(注 2 ) r 阪神 ・ 淡路大震災 兵庫県の 1 年の記録』 兵庫県 1996年 6 月
(1主 3 ) r大震災100 日 の 記録』 貝 原俊民 ぎ ょ う せい 1 995年12月 、 及び 『震災大臣特命室j 小 里 貞 利 読売新

関社 1995年 8 丹 、 及 び 『阪神 ・ 淡路大渓災ーそ の と き 被災地で一政府現地対策本部74 日 の記録�j (財)
21世紀ひ ょ う ご創造協会 1996年 3 月 、 を 参考 に作成。

(淀 川 1995年 l 月 28 日 に 発表 さ れた 兵庫県南部地震J に お け る がれ き 等の処理 に つ い て』 中 の fl兵庫 県南
部地震J に お け る がれ き 等の災害廃棄物処浬の取扱方針j

(花 5 ) 1阪神 ・ 淡路大震災に お け る 住宅被害の状況 と ひ ょ う ご住宅復興 3 カ 年計画」 菅原康雄 『兵康県政学第 2
号i 兵庫県政学会事務局 1996年 3 月

(汀 6 ) 1阪神 ・ 淡路大渓災 に お け る 災害廃棄物処理対 策 に つ い て」 板倉信一郎 f 月 刊 建 設 95年 6 月 号j (社)
全 口 本建設技術協会 1995:iF 6 月

(注 7 ) f倒壊家屋処環状況についてj 兵庫県生活文化部 1996年 4 月 15 訂 発表資料
(注 8 ) 1995年 8 月 18 日 付産経新聞の 「神戸市 の平成 6 年 度の大気、 水質状況 と 震災後の環境調査結果」 の 報道

記事か ら
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i 第三節 応急仮設住宅の建設等につい て
1 . 初期の住宅対策

住宅 を 失 っ た被災者 に 対 す る 初期 の住宅対策 と し て は、 概ね次の 2 本柱 に よ り 推進 さ れ

た。 一つ は応急仮設住宅の建設であ り 、 も う 一つ は公営住宅等への一時入居 で あ る 。 そ の

他 に も 新た な措 置 と し て 民 間 ア パ ー ト 等賃貸住宅 を 一定の条件の も と に 災害救助法 に準拠

し た仮設住宅 と し て県が借 り 上げ、 家 を 失 っ た被災者の 中 で も 高齢者 ・ 障害者等健康面で

不安の大 き い者 を 中 心 に提供 し た り 、 受 け入 れ可能な企業の所有す る 社宅 ・ 保養所等の情

報 を 整理 し 、 被災者 に提供す る と い っ た取 り 組みや ホ ー ム ス テ イ の受入な ど も 行 わ れ た が、

こ れ ら を 合わせて も 数百戸単位であ り 、 万単位の 需要 を 満 た す も の で は到底 な か っ た。

従っ て、 前述の 2 本柱が初期 の住宅対策の 中心的役割を 担 う こ と と な っ た。

ま ず、 当 初 よ り 最重要課題 と さ れた応急仮設住宅の建設経緯 を 建設主体 と な っ た兵庫県

の記録 (注 1 ) を 中心 と し て概略す る 。

{応急仮設住宅の建設経緯}

ア. 様々 な 制約 の 中 で始 ま っ た建設作業

兵庫県で は震災初 日 か ら 、 倒壊家屋、 公背住宅の被害状況の把握 に 努め る と と も に 、 住

宅 を 失 っ た 被災者 に対する 住宅対策が緊急課題 と 認識、 翌18 日 に は 、 応急仮設住宅の建設

を 決定、 被災市町 に対 し こ の 旨 を 連絡す る と と も に 、 用 地確保の協力 を 要請す る 。 ま た、

建設大臣 を 通 じ 、 (社) プ レ ハ ブ建築協会 に 対 し 生産供給体制 の確立な ど全面的協力 を 要請、

翌19 日 に は、 2 ， 961戸の応急仮設住 宅 を 第 l 次分 と し て 発注、 翌20 日 に 4 地 区482戸分の工

事が着工 し て い る 。

こ の よ う に 、 震 災発生の初期段階か ら 、 家 を 失 い 、 行 く 当 て の な い 人 た ち の居住先 を 1

日 も 早 く 提供 し よ う と 応急仮設住宅の建設が即座 に 開 始 さ れた の で あ る が、 問 題 は そ の 量

があ ま り に も 多 い と い う 点 に あ っ た。 こ れ ま での 例 で は 長崎県の雲仙普賢岳噴火災害時の

仮設住宅供給戸数が約 1 ， 500戸、 北海道南商沖地震時が約400戸 で あ り 、 数万戸単位の経験

は な か っ た 。 ま た 、 資材の 点 か ら い っ て も 国 内在庫 は約2， 000戸で あ り 、 メ ー カ ー の供給

能力 は フ ル操業で 月 産 1 万戸弱 と 言 わ れ (注 2 ) 、 資材 調達 ・ 数万人 の作業員 及 び宿 泊 場

所の確保か ら 始め る こ と を 考 え れ ば生 産だ け で も 数 ヵ 丹 、 建設 に は さ ら に 日 数 を 要す る O

さ ら に 言 え ば、 そ も そ も 膨大 な 量の住宅 を 早期 に建設す る だ け の 用 地 は被災地域 に は存在

し な い ( 4 万戸 と 簡 略化 し て単純計算 し で も 約 12万人規模のベ ッ ド タ ウ ン を わずか 2 、 3 

ヵ 月 で建設す る と い う 前代未聞 の事業 で あ る ) 0 最大の被災地 で あ る 神戸市の市街地 は 六

甲 山系 と 大阪湾 に 挟 ま れた幅数 km の細長い高密度の大都市 で あ り 、 公園 の大部分は避難

所 と し て利用 さ れて い た 。
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阪神 ・ 淡路大震災 に お け る 応急仮設住宅の建設 に は、 英大な 予算 と 資材 及 び 上地が必要

と さ れた が、 予算措置ーっ と っ て も 、 避難者の 世帯数、 被災の程度、 等 々 、 し っ か り し た

基礎デー タ が存在す る 訳で は な く (被災市町 は膨大な 数の避難所対 策 に 子 A杯で あ り 、 そ

こ ま で手が凶 る 状況で は な か っ た ) 、 必要戸数の推計 さ え 困難で あ っ た 。 ま た 、 仮設住宅

の建設は災害救助法の規定に基づい て建設 さ れ る が、 建設戸数の 上限 ( 法 適用 市町 ご と に

全焼 ・ 全壊世帯数の 3 割以内) や、 入居者の所得制限 (生活保護世帯等、 経済的弱 者 に 限

定) な どの 条件が付 さ れて い た 。

こ の よ う に 様 々 な 制 約 と 未確定要素が充満す る な か、 供給能力 を 超 え る 膨 大 な量の応急

仮設住宅の早期建設が被災者救済の至 上命題 と し て取 り 紺 ま れ る こ と と な る 。

イ 賓 当初の 目 標 3 万戸の設定

応急仮設住宅 の必要戸数の把握 を め ざ し、 兵庫県 は 1 月 四 日 、 避難所726 ヵ 所で避難所

緊急パ ト ロ ー ル 隊 に よ る 開 き 取 り 調査 を 実施す る 。 ま た23 日 か ら 28 日 に かけ 、 応急仮設住

宅の供給体制 等 に つ い て建設省、 (社) プ レ ハ ブ建築協会 と 協議 を 行 う 一方、 厚生省 と 戸数、

予算、 制 度の解釈等 に つ い て折衝 を 続 け る な か、 25 日 に は 第 2 次発注分 と し て 、 8， 141戸

を 発注す る 。

こ れ ら の経緯 を 踏 ま え て 、 1 月 31 日 に兵庫県は 「応急仮設住宅へ は原則 と し て入居 を 希

望 さ れ る 方 々 全員 に提供す る J方針 を 決定 し、 当面必要 と な る 建設戸数 を 3 万戸 と 決定 し 、

翌 2 月 1 日 に は 第 3 次発注 と し て 10 ， 598戸発注す る 。

基礎デー タ が存在 し な い な か、 建設戸数は避難者数等か ら 次の よ う に推計 し た と さ れ る 。

(注 3 ) 

.避難所避難者数 ( ピ ー ク 時) 約 30万 人 一 3 人 ( 1 位帯平均家族数 避難世帯数 約 10万世千百二

. パ ト ロ ー ル隊 の 開 き 取 り 調査の結果

家屋の全壊 ・ 半壊 を 理 由 に 避難 し て い る 世帯

( う ち 、 な ん と か 自 力 で住宅確保 の 見通 し がつ き そ う な世帯)

約 7 割 約 7 Jj 世帯

(約 1 割) (約 l 万 l!t帯)

ラ イ フ ラ イ ン の不通や余震 に 対 す る 恐怖感か ら 身 を 寄せ て い る 世帯 約 3 割 約 3 万冊子奇

.住宅確保の見通 し が全 く な い世慨 は約 6 万世帯 ( 7 万世帝 I 万世帯) で あ る こ と か ら 、 必要戸数

を 約 6 万戸 と 推定 し 、

・県内外の公団 や 公営住宅等 の 空 き 家の確保戸数が約 3 万戸 あ り 、 こ れ を あ て る こ と が可能であ る こ

と か ら 。 実際に建設が必要 と さ れ る の は、 約 3 万戸 ( 6 万戸 - 3 万戸 3 万戸) と 推定す る 。

第 3 次 ま で の建設分の特徴 を み る と 、 第 1 次 は 緊急性 に 鑑み、 神戸市長田 区、 兵庫 区、

東灘区、 西宮市及 び淡路島 の各町な ど被害の著 し い地域 に 多 く 作 ら れて い る O 第 2 次以 降

は神戸市西区、 北 区 な ど被災地の郊外や神戸市中央区や東灘区 の人工島での大規模団 地 に

拡大す る と と も に 淡路島での建設が本格化 し て い る 。 第 3 次は 3 万戸 と い う 大量の仮設住

宅 の早期建設が決 ま っ た た め 、 加古川市他 7 市町へ と 被災地外市 町域 に 建設地が広 が っ て

い る O
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運動場 を埋め る 仮設住宅

ウ . 目 標達成への奮戦

2 月 9 日 に は 第 4 次発注 と し て8， 347戸 (米国 ・ 英国か ら の輸入住宅800戸、 大阪府 ・ 大

阪市か ら の建設支援 に よ る 1 ， 070戸 を 含む) を 発注 し 、 当 面 の 目 標 と す る 3 万 戸 の 発注 を

達成す る が、 3 万戸確保の根拠のーっ と な っ た 公団 な ど空 き 家の あ っ せん に よ る 3 万人入

居の見込み は 、 空 き 家が全 国 に 散在 し 希望者が限 ら れ、 実現 し そ う に な い こ と が明 ら か に

な っ て き た (注 3 ) 0 必然、 仮設住宅が不足す る こ と と な り 、 同 日 、 知事か ら 総理大 臣 に

1 万戸 の 追加 を 要請 し (総計 4 万戸) 即 日 了 解 を 得 て い る O こ の と き 、 小里地震対策担当

大 臣 は 1 3 月 末 ま で に 3 万戸、 4 月 ま で に 4 万戸 を 供給す る 」 と い う 方針 を 公表す る O

こ の よ う に 建設 目 標 は定め ら れ た が、 混乱状態が続 く 中 で の建設作業 は 圏 難 を 極 め た 。

建設の た め に は、 ま ず大量の用 地確保が求め ら れた が、 前述の 問題点があ り 、 最後の最

後 ま で難航 し た。 用 地確保 に あ た っ て は市町が主体 と な り 様 々 な 土地が活用 さ れた。 結果

と し て は 国 (各省庁) ・ 住宅都市整備公団 ・ 国鉄清算事業団 ・ 兵産県 ・ 市町 ・ 県住宅供給

公社及 び市公社等 ・ 民有地 ・ 県外要請 な ど多岐 に わ た る が、 大半は市街地等の 公有地で対

応 さ れ た 。 こ の理由 と し て は 「早期 に建設す る た め に は上下水道 そ の他の、 住宅建設 の た

め の基盤が整 っ て い る こ と が必要で、 あ り 、 ま た管理が長期化す る こ と も 予想 さ れた た め 」

(注 4 ) と さ れ る 。 ま た民有地 は 私立学校用 地や企業の グ ラ ン ド な どが供用 さ れた が、 個

人の所有 地 は 「仮設住宅は全額 国 費 で建 て る 公共用 施設であ り 、 ( 中 略) も し建 て ら れた

と し て も 、 抽選で入居 を 決め る の で、 本人が入居で き る と は 眠 ら な いJ (注 3 ) と さ れ供

用 さ れな か っ た。

次 に建設現場 に お い て も 最悪の交通事情、 軟弱地盤、 進入路が な い 、 近 隣住民の反対、

用 地 の 変更 な ど様々 な 障害があ っ た 。 こ の た め 、 1 2 月 も 末 に な っ た が、 応急仮設住 宅 の

完成戸数 は ま だ7 ， 000戸 と 低調 で あ り 、 3 月 末 ま で 3 万戸が本当 に で き る の か、 関係者の

聞 に不安感が漂 い 始 め たJ (注 2 ) 0 こ の た め 、 政府 は 3 月 1 日 に担 当 部局 と 建設会社代表
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に よ る 「応急仮設住宅建設推進会議j を 大 臣特命室で開催 し 、 建設 目 標 を 再確認す る O

建設 に 捺 し て は仮設プ レハ ブ専 門 メ ー カ ー だ け で な く 、 戸建住宅 メ ー カ ー を 含 む住宅産

業界の全面 的 な 支援が大 き な力 と な っ て い る O

以後、 建設現場では前述の様々 な 障 害 を 乗 り 越 え る た め に不 眠不休の取 り 組みが行 わ れ

る o 1 2 万戸 を 超 え た の は 3 月 27 日 、 月 末 ま で 4 旦 を 残す ばか り と な っ たJ (注 2 ) と の進

捗経過の記録か ら も 、 3 月 後半の突貫工事の切迫感 と 工事関係者の奮戦 を 垣 間見 る こ と が

で き る O

こ う し て 目 標 期 限で あ る 3 月 31 日 の夜、 3 万戸 (30， 047戸) が完成す る O

工 . 地域型仮設住宅の導入 と 外国製仮設住宅の輪入

3 万戸が建設 さ れて い る 最中 に お い て も 、 2 月 9 日 に 決定 し た 追加分 1 万戸の発注が行

わ れて い る 。

2 月 25 日 、 第 5 次分 と し て4， 550戸 を 発注、 こ の う ち 1 ， 207戸 は、 福祉サ ー ピ ス を 備 え た

1 室 ・ 設備共用 タ イ プの 高齢者 ・ 障害者 向 け地域型応急仮設住宅 と し て い る O

こ の高齢者 ・ 障害者向 け 地域型仮設住宅 に つ い て は 1 (前略) …住宅 タ イ プ は県 と プ レ

ハ ブ協会 と の協議に よ り 、 当初、 標準型 で平屋建 て 2 K (約26m) と さ れ た 。 し か し な が

ら 、 住み慣れた地域 に と ど ま り た い と い う 希望 も 多 く 、 ま た 、 高齢者 ・ 障害者等 に 対 し て

の対応が必要 と 判 断、 県 を 通 じ て厚生省 に 要望 し た結果、 地域型仮設住宅 が認め ら れた 。

こ れは、 高齢者及 び障害者が、 従前の居住地か ら 近 い 地域での生活 を 基本 に し 、 早 期 に 生

活改善 を 図 る と と も に ケ ア を 含め て安心で、 き る 対応 を 行 え る よ う にす る も の で、 仕様は 2

階建て寮形式であ る J (注 4 ) と あ る よ う に神戸市の嬰望 に よ り 設置 さ れた も の であ る 。

ま た 、 国 内 の供給能力 を 補 う た め外 国製仮設住 宅 の 輸入 も 行 わ れ た 。 「 ま ず、 イ ギ リ ス

と ア メ リ カ か ら 約800戸の 緊急輸入 を 決定 し、 さ ら に 各厨か ら の 申 し 出 は100社近 く に_t っ

た 。 と こ ろ が、 在庫 は な く 、 注文があ れば こ れか ら 生産す る と い う と こ ろ がほ と ん どだ、 っ

た 。 技術指導者の手配や輸送 に 長期 間 を 要す る こ と も 考 え る と 、 国 内調 達 に 比べて、 供給

を 早 め る 効果 は な か っ た。 結 局 、 兵庫県 で公募選定 し た 結果、 5 ヵ 国 か ら 約3， 000戸 を 輸

入す る こ と と な っ たJ (1主 2 ) と あ る よ う に 2 月 9 日 の800戸 に 続 い て 、 3 月 3 日 に は 第 6

次分 と し て 、 4 ヵ 国 9 社、 2 ， 355戸の輸入住 宅 を 発注す る O

第 7 次分は、 3 月 27 日 に 2 ， 289戸 ( こ の う ち 292戸 は 、 高齢者 ・ 障害者 向 け地域型応急、仮

設住宅) を 発注。

こ れ ら の追加分の完成 (総計39， 241戸) は 5 月 初 日 であ る O

オ " 入居の開始

仮設住 宅 の 入居 の 開 始 は 2 月 2 日 の 五色町が最初で あ る 。 こ れ以後、 阪神 ・ 神戸地域で

も 願次入居が始 ま っ た が、 兵庫県か ら 市 町 に 弱者優先 の 観点 か ら 入居者選考の優先順位が

示 さ れた た め 、 当 初 の 入居者は高齢者 ・ 樟害者 ・ 母子世帯が多 か っ た 。 こ の た め 、 高齢化

率 の 高い 仮設住宅団地が生 ま れて い る O
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神戸市 を 例 に と る と 優先順位 (注 4 ) は以下の と お り であ る O

第 1 順位 : 高齢者 (60歳以上) だ け の 世帯、 障害者 (締害者手帳 1 ・ 2 級、 療育手帳 ラ ン ク ) のい る

世帯、 母子散帯 (子供が18歳未満)

第 2 順位 : 高齢者 (65歳以 上) の い る 世帯、 乳幼児 ( 3 歳以下) の い る 世帯、 妊婦の い る 世帯、 18歳

未満の子供 が 3 人以上い る 世帯

第 3 順位 : 病弱 な まま ・ 被災 に よ り 負傷 し た 者 ・ 一時避難 に よ り 身体の衰弱 し た者 の い る 世帯

第 4 順位 : そ の他の世帯 (上記の 3 つ の 区 分に 当 て は ま ら な い世帯)

ま た、 2 次募集以降、 第 1 順位 の 障害者 に 、 精神 障害者 (障害年金 I 級受給者 ・ fl主主害 の 証明 に 潟 す

る 証 明書j の特別障 害者) が加 わ っ て い る 。

神戸市 に お い て は仮設住宅の募集 は 公営住宅の一時入居 と あ わせて行わ れ、 2 月 上旬 の

第 1 次募集 で は 約 6 万 人 か ら 応募 が あ り 、 第 1 順位 だ け で 2 万 人 を 超 え た た め (21 ， 581 

人) 、 抽選 ( 2 / 7 発表 : 2 ， 701戸が当選) は 第 1 順位だ け で行 わ れた 。

こ の よ う に 3 月 末 ま で は仮設住宅の入居 は全体か ら み れば ご く わ ず、かだ、 っ た 。

こ う し た 経緯か ら 仮設住宅の建設完成 臼 標が示 さ れ 3 月 末 に 当初 日 擦の 3 万戸が完成 し

入居が進む も の と 期待 さ れ た が、 4 月 10 日 の段階での入居者は、 わずか に 3 分の l の 1 万

戸 に す ぎ な か っ た 。 (注 3 ) 

こ れは 当 選 し で も 鍵 を 受 け取 り に こ な い 人や連絡の取れな い 人、 ま た鍵 を 受 け取っ て も

入居 し な い 人、 荷物置 き 場 に利用 し て い る 人 も い る と い わ れて い る O

こ れ ら の原 因 は 自 分で住居 を 探 し た 人が相 当 い た と 推測 さ れ る ほ か、 「遠 く て 不便j と

い う 理由 に よ り 敬遠 さ れた と も い わ れて い る 。 前者に つ い て は入居意思確認の徹底、 鍵渡

し 2 週間以後の入居実態調査な ど に よ り 空家の解消 を 国 り 、 後者に つ い て は 入屑希望者が

募集戸数に満 た な い 周縁部の仮設住宅団地 (市街地 中心部は数百倍の倍率で あ っ た) の 一

部 を 先蕃順で即入居で き る 常時募集 ( 4 月 7 日 開始) への切 り 替 え が行 わ れ て い る 。

カ . 仮設住宅の建設完了 と 避難所の解消

し か し 、 4 月 末 に な っ て も 避難所 に は 4 万人強の避難者が残 さ れ て お り 、 ま た公団等 の

空家 に 入居す る 戸数 も 12， 000戸程度 に 固 ま り かけ て き た こ と か ら 避難所解消 の た め に は仮

設住宅の必要戸数が さ ら に 増 え る 可能性がでて き た 。 「 し か し 、 理 由 は ど う あ れ、 未入居

の仮設住宅が多数あ る の に 、 さ ら に 増設す る こ と は、 一般の理解 を 得 る こ と が困 難で、 そ

れが決着 し た の は 5 月 末で あ っ たJ (注 3 ) と 記 し て い る よ う に兵庫県か ら 要望 の あ っ た

8， 300戸の 追加措置が発表 さ れた の は 5 月 23 日 の 関議後の小里地震対策担当 大 臣 の記者会

見 の 席 で あ っ た (注 5 ) 0 こ の措置 は早期 に 避難所の解消 を 凶 る た め 決 定 さ れ、 追加分の

完成 と 避難所の解消 を 同時 に 7 月 末 を 目 標 と し て 実現 を 日 指す こ と と な っ た。 ま た市街地

の用 地不足 と 相侯 っ て 、 少 し で も 多 く の世帯が市街地 に生活再建の拠点 を 築 け る よ う 戸数

を 確保す る た め に 1 K タ イ プのや や小振 り の仮設住宅 を 導入、 ま た ケ ア付 き の も の を 数多

く 建設す る こ と と な っ た (計画戸数は、 総計48， 300戸 と な る ) 。 併せて仮設住 宅 の 暑 さ 対
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(表 9 ) 仮設住宅への
入居状況の推移 (ぬ11)

平成 7 年

刊
2 2d 6

O

4
引引 1 

2 月 2 EI 
3 H 1 EJ 
4 月 1 [J 
5 月 1 日 23， 035 
6 月 1 R 32， 714 
7 月 1 B 37， 004 
8 月 1 El 41 ， 218 
9 月 1 臼 45， 932 
10月 1 0 46， 394 
1 1 月 1 H 46， 617 
12月 l 日 46， 513 

平成 8 年

2 月 1 日 46， 231 
3 月 1 日 45， 953 

策 と し て 自 力 設置が困 難 な 世帯 を 対象 と す る エ ア コ ン 設置 に

つ い て 国庫補助が認め ら れた の で 関係市で設置す る こ と と な

っ た (一部の市町 に お い て 自 治体予算で既設 置 分 も 国庫補助

対象 と な る ) 。

5 月 31 日 、 兵庫県 と 神戸市は、 第 8 次分 と し て6， 281戸 ( う

ち 386戸 は 高 齢者 ・ 陳害者向 け地域型応急仮設住宅) を 発注

す る O

6 月 20 呂 、 県 は 第 9 次分 と し て245戸 を 発注、 6 月 27 日 、

神戸市 は 第10次分 と し て2， 533戸 ( う ち 504戸 は 一般 向 け 地域

型応急仮設住宅) を 発注す る O

こ れ に よ り 、 建設計画戸数48， 300戸すべて の発注 を 終 え た。

当 初、 兵庫県 は 7 月 下旬 の完成 と 避難所解消 を 目 指 し た が、

48， 300戸のすべて の完成 は 8 月 1 1 日 に な っ た。 こ の た め 、 鍵

渡 し な ど仮設住宅への入居事務が考慮 さ れ災害救助法 に基づ く 避難所は 8 月 初 日 ま で開設

さ れ る こ と と な り 、 こ れ ら の時期 を 通 じ て 、 各地域の避難所 で は仮設住宅への 5 1 っ 越 し が

相 次 い だ 。

キ . 必要戸数 に つ い て

7 月 四 日 に 行 わ れた神戸市の最終募集 (第 5 次) の抽選結果の発表で も 抽選 に 漏 れ、 入

居先が決 ま ら な い世帯が多 かっ た た め、 避難所閉鎖直前の 8 月 17 日 、 県会震災復興特別委

員 会で仮設住宅の必要戸数に つ い て次の よ う な 質疑があ っ た と 報道 さ れて い る 。

「 同 委 員 会 で は 、 神戸市 に依然 と し て8， 000人 を 越す避難者がい る こ と な どか ら 、 『仮設

住宅の戸数が足 り な い の で は な い かJ と い っ た 指摘が さ れた 。 こ れ に 対 し て 県は、 現段階

で入居未決定戸数が約 1 ， 400戸あ る ほ か、 か ぎ渡 し後 も 未入居の住宅が約600戸あ る こ と を

挙げ、 現在の戸数で対応で き る と い う 考 え方 を あ ら た め て示 し た 。

県 に よ る と 、 17 日 現在、 神 戸 市 の 避難所に は約4， 000世帯が生活 し て お り 、 う ち 仮設住

宅 に 当 選 し て い る の が約 1 ， ooOf世帯、 応募 し た が入居の 決 ま っ て い な い の が約 1 ， 200世帯、

未応募が約1 ， 800世帯 あ る 。 県 は 、 未応募世帯 の う ち 住 ま い の め とマが立 っ て い な い の は約

800世帯 あ り 、 仮設住宅の提供が必要なi丘帯 を 2 ， 000世帯 と み て い る J (注 6 ) 

こ の よ う に 、 仮設住宅 は 関係者に よ る 日 夜 を 向 わ な い奮戦 に よ り 供給能力 を 超 え る 最が

比較的早期 に 完成 し た に も かか わ ら ず 、 空家が多 く 発生 し た 原 因 は ラ イ フ ラ イ ン の復 旧 時

期 と 仮設住宅 の 完成 の 時期 が 重 な っ た こ と な ど謙 々 な 原 田 が考慮 さ れ な け れ ば な ら な い

が、 次の論文 は 「被災者の ニ ー ズ、変1tJ に 端 を 発 し仮設住宅の 「需要」 と 「供給J と の 間

に タ イ ム ラ グ (時間的ずれ) が発生 し た た め であ る と 分析す る 。

f (前 略) 仮設住宅は被災者の把握 と 建設が同 時進行 し た こ と を 挙げな け ればな ら な い。

当初、 緊急性 を 鑑み、 被害の 著 し い 地域 に用 地 と し て市町が提供 し う る 公園や学校敷地 に
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小規模な仮設住宅が建設 さ れた。 さ ら に 、 大量 に かつ 緊急 と い う 課題の下、 特 に 神戸市の

場合は西区、 北 区 な ど郊外に大型の仮設住宅 を 建設す る に い た っ た。 そ の後 、 被災者ニ ー

ズ に合 わせて建設 さ れた仮設住宅 は、 高齢者率が低 く 1 人世帯が多 い。 避難所の早期解消

の た め ニ ー ズ に合 わ せた仮設住宅の設置が若年層 の入居 に つ な がっ た と 考 え ら れ る O

ま た 、 ア ン ケ ー ト 調査か ら は、 仮設住宅への入居者は避難所→仮設住主 と い う 経路 だ け

で は な く 、 肉 親 ・ 知人宅か ら 仮設住宅 に 入居 し た 人の多 い こ と 、 し か も 仮設住宅の完成か

ら 入居 ま で に 時間差 も 見 ら れ る O つ ま り 、 緊急 に仮設住宅への入居 を必要 と し て い る 被災

者の存在 と と も に 、 各人の生活条件 に 適 し た 仮設住宅 を 選択 し な が ら 、 我慢 し て待 ち 続 け

た被災者 も 少 な く な か っ た と も い え る o ( 中 略) こ う し た 点か ら 、 仮設住宅 の ニ ー ズ は 、

当 初 の 緊急性 に つ い て は被災者の ニ ー ズ と 行政の対応 は合致 し て い た も の の 、 大量の供給

が不可避 と な り 入居者の ニ ー ズ、 と の 聞 に希離が う ま れた 。 そ の後、 被災者の ニ ー ズ に合 わ

せ る の で あ る が、 そ の ニ ー ズ は 緊急性 と い う 側謝 よ り も 、 長期 的 な 入居 を 考慮 し た ニ ー ズ

に 変化 し て い た の であ る O 仮設住宅が余 っ て い る の で は な く 、 ニ ー ズ の変化 に 応 じ き れな

か っ た の で あ る 。 自 力 で借家 を 見 つ け た 世帯 で も 、 そ の 家賃負担が問題 と さ れて お り 、 仮

に ニ ー ズ の変化 に合致 し た 建設が進め ら れて い れ ば、 高 い 倍率 と い う 形で仮設住宅の必要

数 は 更 に大 き く な っ た こ と も 予想 さ れる J (注 7 )

こ こ でい う 被災者 と は、 応急仮設住宅の供 与の対象 と な る 者の 条件 と さ れ る 、

( ア ) 住家が全焼、 全壊 ま た は流失 し た者 であ る こ と

( イ ) 居住す る 住家 が な い 者 で あ る こ と

( ウ ) 自 ら の 資力 を も っ て し で は、 住 宅 を 確保す る こ と の で き な い者であ る こ と

を 満 た す被災者では な く 、 半壊 を 含め住家 に被害 を 受 け た被災者で希望す る 者全員 に ま

で拡大 さ れた 被災者 を い う 。 本来 は生活保護 i世帯の ほ か、 特定の資産の な い者 で あ る こ と

を 証明す る た め に 所得条件が課せ ら れて い る が、 今 回 の 震災 に つ い て は特例的 に 柔軟 な 運

用 が行 わ れて い る O 本来 は 、

( ア ) 生活保護法の被保護者並 びに要保護者

( イ ) 特定の資康の な い失業者

( ウ ) 特定の 資巌 の な い母子世帯

(注 8 ) 

(エ) 特定の資産 の な い老人、 病弱者並 びに 身体障害者

( オ ) 特定の資産 の な い勤労者

( カ ) 特定の資産 の な い小企業者

( キ ) 前各号 に準ず る 経済的弱者

と 例示 し て い る 者が対象 と な る 。 つ ま り 、 住家が損壊 し て も 相 当 額の預貯金又は不動産

があ る 者、 あ る い は親戚知人等か ら 一時的に借金を し 、 そ れ を 返済 し て い け ば住宅の再建
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がで き る 者、 自 力 で何 ら か の仮設住宅が建設で き る 者 は こ の 制度の対象 と な ら な い。

つ ま る と こ ろ 、 すべて の被災者の ニ ー ズ変化の全部 に 応 じ る こ と は物理的 に不可能で、 あ

る だ け で な く 、 上述の法の趣 旨 か ら す れば適法 な 対応 と は言い難い。 今 回 の 地震で は被災

地の混乱状態 と 緊急性の度合が考慮 さ れ、 ま た避難者の社会不安 を 未然 に 防止す る 意図 も

あ り 、 柔軟な運用 (所得要件 を 適用せず原則 と し て希望者全員 に提供) を 行 う こ と と な っ

た が、 法趣 旨 か ら は、 応急仮設住宅 は経済的弱者の避難所生活 を 短期 間 に 限定 し、 他の住

宅 に 転居す る ま での一時間住の場 と 位置付け ら れ る も の であ っ た。

従っ て 、 入居者選定の 際 に は 高齢者等の優先順位が示 さ れ、 戸数の追加決定 に 際 し で も

避難所解消が必要条件 と さ れた の で あ る O

最終的 (1996年 3 月 時点) に は 、 ラ イ フ ラ イ ン の復旧や 自 宅修繕の 完 了 に 伴 う 入居辞退

や退去な どが進 ん だ こ と に よ り 、 仮設住宅入居者 は、 後述の調査結果に示 さ れて い る よ う

に 、 高齢者等の経済的弱者が占 め る 割合が非常 に 高 く な り 、 法趣 旨 に 沿 っ た 形 と な っ た。

し か し、 前述の指摘 どお り 、 応急仮設住 宅 を 必要 と す る 被災者の ニ ー ズ と 実際 に建設 さ

れた供給量 (場所 も 合め て) と の 間 の タ イ ム ラ グ に起 因 し て 、 仮設住宅 に 空家が発生 し た

点 に つ い て は、 今田柔軟 な 運用 を 図 っ た こ と も あ り 、 避 け 得 な い現象であ っ たが、 今後の

防災対策 (特 に大震災の場合) を 考 え る 上で は 、 こ れ ら の経緯 を 踏 ま え て 、 市街地 内 の用

地確保等 に つ い て 地道 な検討 を 行 っ て い く 必要があ る と さ れて い る o (注 9 ) 

(関 5 ) 仮設住宅の跨取 り (älO)

. Z K タ イ プの例 (様様lJ'1)
72∞ 

27∞ 27∞ 

_ 1 _ _1 

高齢者 ・ 障宍者胤地域型仮設住宅 ( 1 階平面図)

g 

. 1 K タ イ プの例
�∞ 

27∞ 27∞ 

� 
8 
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{蕗急仮設住宅関連資料} (表12) 応急仮設住宅の従前状況
(i七14)

(表10) 市町区別応急仮設住宅建設戸数 (注12)

建設戸数の内訳

神戸市区別内訳

}" 崎 市

西 日 市

芦 民 ili

f弄 丹 市

塚 市

被 市

砂j ιj 市

見 ιt
津 名 町

地 世竺竺;
北 決 阿f

- 際J

五 色 町

東 浦 町

pq 淡 荷i

原 町

228 1 9， 780 

59 1 7 ，911  

86 1 4， 961 

1，  668 

50 1 5， 010 

185 1 17， 469 

634 1 48， 300 
92，ω5 1 1 ， 402 

公有地

32， 366 

43， 140 1 742 

70 

600 1 民有地 | 民 間

(県内合計 同2)376 

222 

，1， �r 1 44， 308 

7 1 神戸市 7 、 附 fti20

247 I 神戸市50， 西f:úti197

82 1 神戸 市82

356 1 356 

合 計

(表11) 供給メ ー カ -�rJ応急仮設住宅戸数 (注13)

会 社 名

イ ワ ム ラ ハ ウ ス側

ヱ ヌ ケ ー ホ ー ム鰍

大谷工業側

側iヒ111鉄 仁所

郡 リ ー ス鮒

コ マ ッ ハ ウ ス 附

大和 工商 リ ー ス繍

大相iハ ウ ス 工業品帯

立川 ハ ウ ス 工業世帯 問
問
問
捌

側内藤ハ ウ ス

5
 
6

 
2

 
2

 
7

 
幻
加
川山
内町

1
6
9
2

 

ー
閥単采工
州側

ス

業

側

ウ

T

ム

ハ

ド

側
一
ア

ン

ル

常

ス

、ン
ピ
E
シ

ツ

成

東

和

ニ

H

H

K

規格建築部会員14担
その他 (規格系 9 担 )

住宅部会員 9 社
その他 (住宅系10社)

輸入住宅

合 計
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21， 600 1 270 

(県外合計〉

669 1 3， 945， 161 1 48， 300 

(表14) 応車仮設住宅市町別 リ ー ス ・ 貫取戸数 (ìj'll)

所在地 リ ー ス 質 取 合 計

旧民 市発iì rp発ì1':' 市発注 員十
神 11î … 1， 500 12， 640 10， 385 6， 153 16， 538 29， 178 

(603 (603) (2， 552) (2，552) (3， 155) 

尼 崎 市 634 48 682 1 ， 536 o 1 1， 536 1 2， 218 

西 下f 市 2， 944 ! 176 3， 1 20 1， 781 o 1 1 ， 781 4， 引IIト一一一一芦 原 市 1 ， 514 140 1， 651 1 ， 246 0 1  1 ， 246 2， 900 

i川f�
丹長 市

市 380 。 380 2制) 。 2制 660 

1， 090 21 I 1， 1 1 1  453 。 453 1， 564 

}I I 也 市 620 0 1  620 。 。 。 620 ト
叩j {， 市 部6 1 。 856 。 。 。 856 

五日 。 94 。 。 。 94 

。 14 。 。 。 14 

泳 名 目I 230 。 230 30 。 30 260 トi一淡一一一路一 一
町
一→-

1 10  。 110 イト7L北一一一淡一 町 600 。 600 T '1;'1' 町 376 。 376 o I 0 I 376 

五 色 町 70 。 70 。 。 。 70 

東 浦 町 ! 216 。 216 6 。 6 222 

F百 y先 祖J 4 。 4 。 。 。 4 

原 町 4 。 4 。 。 。 4 1 

阪 市 244 。 244 。 。 。 244 

m名川町 48 。 。 。 48 

i 却18J 1 1市 1， 194 0 1  1 ，  194 。 。 0 1  ]，]94 

| 高 砂 市 412 。 412 。 。 。 412 

| 稲 長 田J 38 。 38 。 。 。 38 

出7i 。 !61 。 61 。 。 61  

569 。 569 。 。 。 569 

I 23， 462 1， 885 25， 347 15， 730 6， 153 21， 883 47， 23日

( ) 輸入住宅戸数、 内 数



[公営住宅等への一時入居] (注 1 )

応急仮設住宅の建設 と と も に 当初、 住宅対策の も う J つ の柱 と さ れた公営住宅等への一

時入居の 経緯 に つ い て も 兵庫県の記録 を 中 心 に み て み よ う O

震災当 日 、 兵庫県は住宅供給公社各事務所 と 連絡 を 取 り 、 県営住宅の 空 家状況 を 把握、

空家550戸 を 神戸市 ほ か、 被災各市 に 配分す る と と も に 、 近 隣 府 県 に 対 し て 、 空家住宅の

提供 を 依頼す る O

ま た 、 被災者が公営住宅へ の 入居 を 希望す る 場合 に は最大限の配慮 を す る 旨 を 内容 と す

る 1 月 刊 行 付建設省通達 「兵庫県南部地震 に 伴 う 公営住宅への一時入居 の 取 り 扱い につ い

てj に 基づ き 、 公営住宅の 目 的外使用 及 び家賃 ・ 敷金の徴収猶予 ・ 減免 な どの措置が各事

業主体に よ り 行わ れ る こ と と な る O

23 日 に は被災者か ら の一時入居の相談に対応す る た め兵庫県は専用電話10台 を 設置す る

と と も に 、 雇用促進事業団 が空家1， 733戸 を 被災者用 に確保 し 、 同 事業 団 兵庫雇用促進セ

(表15) 公営住宅等への一時入居状況 (注15)

都道府県 受入可能戸数 入問決定戸数 現在入居戸数
ミ字 (H. 7. 6. 1現在) (H. 8. 3. 6JJî在) (H. 8. 3. 6現在)

大 阪 府 1， 076 1 ， 194 315 
京 都 府 322 348 8 
奈 良 県 198 194 1 33 
滋 賀 県 207 181 83 
和歌山県 190 41 
北 海 道 73 41 10 
青 森 県 50 。 。
1i 手 県 55 7 6 
下f 城 県 70 I 19 2 
秋 i廿 県 52 2 。
山 形 県 戸JJ戸 6 3 
福 島 県 78 33 14 
茨 城 県 77 29 2 
栃 木 県 63 14 6 
群 馬 県 66 20 5 
埼 玉 県 95 53 25 
千 葉 県 105 56 39 
東 京 都 564 394 52 
神奈川県 278 208 80 
新 潟 県 60 13 3 
富 山 県 77 39 11 
石 川 県 92 54 34 
福 井 県 81 36 2 
山 梨 県 63 15  。
長 野 県 82 38 22 
岐 阜 県 79 36 8 

i 静 岡 県 119  72 5 
愛 知 県 316 337 2 10  
三 重 県 105 i 68 10 
鳥 取 県 175 131 11  

都道府県 受入時能戸数
号事 (五. 7 .6 . 1現在)

島 根 県 117 
岡 山 県 655 
広 島 県 275 
I J I 口 県 127 
徳 島 県 142 
香 川 県 220 
愛 媛 県 159 
高 知 県 1 10 
福 岡 県 256 
佐 賀 県 76 
長 崎 県 1 13 
熊 本 県 133 
大 分 県 100 
宮 崎 県 107 
鹿児島県 189 
沖 縄 県 129 

地都道肝県合計 7 ， 831 

公団住宅 2， 945 
雇 用 促 進 生 宅 1 ，  733 

公団等計 4， 678 

兵 庫 県 1 ， 098 
ゥ 市町営
公 社 57 

兵庫県計 2， 083 

f1込3 三ill 14， 592 

入居決定戸数
(H. 8. 3. 6現在)

81 
593 
263 
95 

123 
173 
131 
75 

241 
34 
75 
88 
70 
87 

181 
89 

6 ， 160 

2 ， 424 
1， 1 67 

3 ， 591 

992 
917 
55 

1 ， 964 

1 1 ， 715 

現在入居戸数
(H. 8. 3. 6現在)

63 
347 
73 
59 
97 
99 
33 
55 

102 
16 
14 
44 
61 
23 

112  
77  

2 ， 415 

1 ，  025 
1， 010 

2 ， 035 

574 
618 
53 

1 ， 245 

5 ， 695 
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ン タ ー (神戸 市内 ) に お い て 、 一時入居の募集 を 開始す る O

24 日 に は、 県庁内 に 関 山県 の 公営住宅への 4時入居現地連絡 窓 口 を 開設す る と と も に 、

住宅 ・ 都市整備公団 関西支社仮移転住宅特別対策班 ( 1 月 21 日 設置) か ら 近畿府県 に所在

す る 2 ， 172戸の 空家住宅の提供 を 受け、 各被災市 に 配分す る 。

26 8 に は全国の公営住宅等の一時入居 を 斡旋す る 「被災者用 公営住宅等斡旋支援セ ン タ

- J が建設省 の支援に よ り 大阪市内 に 設置 さ れる O

ま た、 27 日 か ら は住宅 ・ 都市整備公団仮移転住宅特別対策班 に お い て、 全 国 の 空家住宅

約3， 000戸の 一 時入居の募集が開始 さ れ る O

28 臼 現在、 一時入居受入可能戸数は25， 444戸、 入居決定戸 数 は 1 ， 987戸で あ っ た が、 31

日 に 「被災者用公営住宅等幹旋支援セ ン タ ー J が作成 し た全国の公営住宅等の 空家'1情報 リ

ス ト を 避難所等 に 500部配付 す る と と も に 、 2 月 9 日 に は、 斡旋周知用 ポ ス タ ー ・ チ ラ シ

を 5 万枚配付 す る 等 の情報提供 を 行 っ た結果、 10 日 現在、 一時入居受入可能戸数 は 29， 339

戸、 入居決定戸数は 5， 928戸 と な り 、 16 日 現在 で は 、 一時入居受入 可 能戸 数 は 29 ， 360戸、

入居決定戸数は6， 434戸 と な っ て い る 。

3 月 15 日 現在、 一 時入居受入可能戸数は29， 738戸、 入居決定戸数は9， 135戸で あ っ た が、

そ の後の入居決定戸数が微増であ る こ と や、 被災者か ら の相談件数 も 減少 し た こ と か ら 、

25 日 付 を も っ て大阪市内 に 設置 し て い た 「被災者用公営住宅等斡旋支援セ ン タ ーj を 県住

宅管理諜内 に 移転 し た。

震災100 H 後の 4 月 27 日 に は 、 一時入居受入可能戸数が29， 971戸、 入宿決定戸 数 は 10， 302

戸 と な っ た。 ま た建設省 と 協議 し た結果、 最近の入居希望者の漸減傾向、 一般空家募集対

象へ変更 を 求 め る 各事業主体の要望等 に かんがみ、 ま た今後の 一時入居見通 し の も と 、 6

月 1 日 以降の一時入屑受入可能戸 数 を 14， 592戸の確保 と す る こ と と し た (表15参照) 。

ま た、 被災者 を 公営住宅 に受 け 入 れて い る 事業主体に お い て は、 8 月 8 日 付 の 建設省通

知 に基 づ き 、 一時入居者 に 対 し て居住意向調査 を 行 っ て お り 、 正式入居 を希望す る 被災者

への対応 を 図 っ て い る O

な お 、 そ の後、 入居決定戸数は搬増傾向 で推移 し 、 ま た正式入居への移行や退去が進ん

だ こ と に よ り 、 入居戸数は 1996年 3 月 6 日 現在で5， 695戸 に ま で減少 し て い る (表15参照) 。

2 . 応急仮設住宅の居住環境の充実 借 り

兵庫県 で は応急仮設住宅 の 入居が進む に伴い、 入居者 に 対す る 支援サ ー ビ ス を 総合的 に

提供 し 、 安心で き る 生活 を 確保 し て い く た め 、 庁 内 に 「応急仮設住宅入居者等サ ー ピ ス 調

整推進本部」 を 設置 す る と と も に 、 県市町で構成す る nふ急仮設住宅対策会議J を 設置 し 、

応急、仮設住宅 の居住環境 の 充実 を 図 っ て い る 。

5 月 初 旬 に は、 慣 れ親 し ん だ地域か ら 離 れた独居老 人 ら が仮設住宅の 中 に 関 じ こ も る の

を 防 ぐた め に、 「ふ れあ い セ ン タ ーJ の 建設計画 を 決 め て い る 。 こ れは 、 仮設住宅地内 に
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洋室や和室、 相談室で構成 さ れた平屋建 て の仮設 プ レ ハ ブ を 建設 し 、 高齢者 ・ 障害者等の

自 立支援促進、 ボ ラ ン テ ィ ア 活動や コ ミ ュ ニ テ ィ 形成 の場 と し て様 々 に 活用 さ れ る こ と と

な っ た 。 当 初 は 100戸前後の仮設住宅地が設置基準 と さ れた が、 他 の 団 地 か ら も 要望が多

か っ た た め、 50戸以 上 に ま で対象 を 拡大 し て い る O 運営 は仮設住宅住民や ボ ラ ン テ ィ ア 等

に よ る 自 主 的 な 支援組織 に 委ね る こ と と し 、 1996年 1 月 31 日 現在、 173 ヵ 所で運営 を 開 始

し て い る O

5 月 末か ら 6 月 に か け て梅雨 に入 る 頃 に は孤独死が社会問題化 し た 。 ま た 、 壁の薄 さ ・

台所や風呂場の段差 ・ 外灯 ・ 騒音 ・ プ ラ イ パ シ ー な ど様 々 な 改善要望があ っ た 。 こ れ ら に

対 し て兵庫 県 は 6 月 中 旬 ま で に はエ ア コ ン と 併せて雨 よ け の ひ さ し を 全戸 に 取 り 付 け る こ

と を 、 ま た 同 時 に外灯 も 数千 ヵ 所 に 設置す る こ と を 決定 し て い る 。 ま た、 高齢者や 身体障

害者等が生活 し やす い よ う に 、 車椅子用 の手す り や ス ロ ー プ等 を 設置す る な ど仮設住宅の

改造 を 実施、 そ の他の住環境整備 に つ い て も 、 仮設住宅建設費 の予算の範 閉 内 で適宜、 管

理主体 と な っ た 各市町で対応 さ れて い る O

6 月 下 旬 か ら は入居者の実態 を 把握 し、 住宅、 福祉、 保健等 の 支援サ ー ピ ス の基礎資料

と す る た め 、 「応急仮設住宅入居者調査j を 継続実施 し 、 調査時に心や体、 福祉サ ー ピ ス

等の相談先や生活情報等 を ま と め た f こ ん な と き く ら し の か わ ら ばん j ( 6 万部作成)

を 各戸 に 配布 し て い る O

孤独死 に つ い て は、 警察官 ・ 保健婦等の巡回訪 問 の ほ か、 ボ ラ ン テ ィ ア や 自 助 グ ル ー プ、

自 治会 な どが 1 人暮 ら し 高齢者 に 対 し て 防犯ブザー や声かけ運動 な ど官民 互 い に様々 な 対

策が講 じ ら れて い る 。

特 に 、 避難所で生活 し て い る 人で、 身体的、 精神 的 に 虚弱 な 状態 に あ る 高 齢者 ・ 障害者

等 につ い て は、 従前の 居住地 に比較的近 い地域で、 福祉等の ケ ア を 受 け な が ら 生活で き る

「地域型仮設住宅J が設置 さ れ、 入居者 に 対 し生活指導、 介護等の ケ ア を 提供す る た め 、

生活指導員 や 介護職員 等 を 派遣 し、 安心 し て暮 ら せ る 体制 を 整備 す る と と も に 、 入居者の

自 立生活 を 支援 し て い る O

さ ら に 、 生活不安軽減 と 自 力 復興 を 支援す る た め 、 直接、 仮設住宅 に 出 向 い て 、 入居 さ

れて い る 方 々 の抱え て い る 悩 み や 問 題 に つ い て相談に応 じ た り 、 様 々 な情報 を 提供す る た

め 「応急仮設住宅巡回相談員J 45名 を 設置 し 、 1996年 1 月 か ら 、 巡 回 相 談事業 を 開始 し て

い る O 巡 回 相 談は保健婦 又 は看護婦、 福祉業務経験者及 び行政事務経験者の 各分野か ら 1

名 ずつ 3 人編成で 1 日 数 カ 所の応急仮設団地 を 借上パ ス 等で移動 し な が ら 実施 し て い る O

な 生活環境対策 を ま と め る と 以下の と お り 。

ア . 住環境の整備

① ひ さ し、 外灯、 エ ア コ ン の設置

②手す り 、 車いす用 の ス ロ ー プの設置

(iH6) 
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③す き ま 風対策

④ぬか る み対策

⑤床下排水対策等

イ . パ ト ロ ー ル の 強化

①ふれあ い セ ン タ ーへの立 ち 寄 り (1ふれあ い交委J ) 警戒の実施

②臨時警 ら 箱 の 設置

③ふ れあ い安全パ ト ロ ー ル 、 訪 問 活動の実施等

ウ . 保健 ・ 医療 ・ 福祉

①ふれ あ い セ ン タ ー の設置

50戸以 上の仮設住宅地 (設置予定数252 ヵ 所) に 設置予定

② こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー の設置 (13 ヵ 所)

cl 仮設診療所の設設 ( 9 ヵ 所)

②巡田歯科 診療車の配置 (10台)

ま た 、 仮設住宅の環境づ く り に は、 ボ ラ ン テ イ ア の担 っ た役割 も 大 き い。 踏 み台の無料

配布や仮設住宅の修繕の ほ か、 高齢者のサ ポ ー ト や様々 な生活支援及 び安否確 認 を 行 っ て

い る O さ ら に 自 治会 の 立 ち 上 げ を 支援 し た り 、 ふ れ あ い セ ン タ ー の 運営や イ ベ ン ト の 開催、

地元 自 治会 と の交流会な ど住民主体の仮設住宅 自 治 を 後押 し し て い る O

各市区 に お い て も 、 入居者への 生活備品 の提供か ら 、 公衆電話や 自 動販売機の設置、 パ

ス の乗 り 入 れ な ど住宅周辺の環境 を 整備 し た り 、 保健所 ・ 福祉事務所 と 合同 で訪 問活動 を

行 っ た り 、 生活情報 を掲載 し た 案 内 地 図 の 配布 の他、 子供の教育 ・ 上 下水道 ・ ゴ ミ 収集 な

ど多 く の業務 を 担 っ て い る O
仮設住宅備品一覧 (神戸市北区の例 注17)

[入居前か ら 設援 さ れ て い た備 品 ]

.畳 ・ コ ン ロ (一 口 ) ・ 湯沸器 ・ 照明器具 (住宅備 え付け) ・ カ ー テ ン

.毛布、 枕、 タ オ ル 、 手ぬ ぐい、 茶碗、 お 椀、 答、 血 ( 1 人 l セ ッ ト )

.鍋、 包丁、 ま な い た 、 し ゃ も じ、 お 玉 、 や か ん 、 塩、 醤油、 石鹸、 洗面器、 バ ケ ツ 、 こ たつ 、 ト イ

レ ッ ト ペ ー パ ー 、 ゴ ミ 袋 ( 1 世帯 l セ ッ ト )

[要望の あ る 人 に貸与 ・ 給付 し た備 品 }

.手す り ・ ス ロ ー プ (高齢者 ・ 障害者向 け) 設置

[入居後、 要 望 に 応 じ て 設置 し た儀 品 }

.エ ア コ ン 、 玄関側 ひ さ し

[ そ の他1

・電話機 当 初 は NTT か ら 無償提供、 各戸 に 設置 ( 第 5 次募集分に つ い て は 台 数不足 の た め 各戸 に

設霞で き ず)

.電化製品 すべて各 自 の所有物

・ そ の他 ボ ラ ン テ イ ア を 通 じ て 義援物資が配布 さ れて い る が詳細 は 不 明
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3 . 応急仮設住宅入活者実態調査 (注目)
兵庫県 で は入居者の実態 を 把握 し 、 住宅 ・ 福祉 ・ 保健等 の 支援サ ー ビ ス の 基礎資料 と す

る た め 、 概ね 3 次に わ た っ て 開 き 取 り 及 び郵送方式 に よ り 調査 を 行 っ て い る O こ こ で は調

査結果 を 概略す る 。

実 臨 時 期 等

第 1 次 平成 7 'f- 6 月 下旬 か ら 継続実施 ( 9 月 に取 り ま と め)

第 2 次 平成 7 年11月 1 日 か ら 15 13 、 住宅希望等 につ いて再調室

第 3 次 平成 8 年 2 月 か ら 3 月 、 収入状況等詳 し い実態 と 意識につい て

[第 1 次及び第 2 次調査]

ま ず、 第 1 次 ・ 第 2 次調査の主 な 概要 を み て み よ う 。

(表1 6) ①世帯、 年齢構成 (第 1 次調査)

世帯構成 (t世帯) 年齢構成 (人)

IJll答 世帯 高齢者 扱若干 独居高齢者世帯 言十 65歳以 トー 65歳未満

31， 299 5， 903 6 ， 234 61 ，  773 20， 054 41 ，  719 
(100%) (18. 9%) (19. 9%) ( l00%) (32. 5%) (67. 5%) 

(注 1 ) 高齢者 i珪帝 と は、 男性65歳以 ヒ、 女佼60主主以 J'，か ら な る 複数人数の世帯。
(注 2 ) 独活高齢者f世帯 と は 、 男 女 と も 65歳以上の世帯。

表16か ら は 高齢者世帯が38. 8% に 及ん で、お り 、 仮設住宅入居者に 占 め る 高齢者の割合は

非 常 に 高 い こ と がわ か る 。

(表17) ②健康別 、 介護別調査 (第 1 次調査)

健 康 別 (人) 介 護 泌 (人)

不 安 j 治療中 j 計 会部介護 全介護 計

8， 784 20， 915 3 ， 268 873 4， 1 41 
( 14. 2%) (19. 7%) (33. 9%) (5. 3%) (1 . 4%) (6. 7%) 

(注) ( ) 内構成比は、 被調査人数61， 773人 に対す る 比率。

表17か ら は仮設住宅入居者の 3 人 に 1 人 は健康 に 不安 も し く は治療 中 で あ り 、 介護 を 必

要 と す る 方 も 6. 7% と 少 な く な い こ と を 示 し て い る O

(表18) ③住宅について
旧住宅 と 今後の希望住宅の形態

調査世帯数 ! 持ち 家 公的賃貸住宅

!日住宅 31 ， 299 10， 966 3， 193 
( ]OO%) (35. 1%) (10. 2%) 

今後の 31 ， 299 7， 146 16， 729 
住宅希望 (100%) (22. 9%) (53. 4%) 

夜 間賃貸住宅

3， 434 
(42. 9%) 

1， 356 
(4. 3%) 

(第 1 次調査)

そ の他 無回答

1 ，  074 2 ， 632 
(3. 4%) (8. 4%) 

1 ， 055 5 ， 013 
(3. 4%) (16%) 
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(表18) ③住宅について
IB住宅と 今後の希望住宅の形態 (つづ き ) (第 2 次調査)

(i主) 持 ち 家 = 新規購入 ・ 自 宅改修、 公的賃貸住宅 = 巣 市町営 ・ 公団公社住宅、
そ の他 = 社宅 ・ 社 会福祉施設 ・ そ の他

表団か ら は 、 仮設住宅に は い る ま では民間 賃貸住宅 ま た は持 ち 家 に住 ん で、 い た 方が78%

で あ っ た が、 仮設住宅後の住居 は 1 次調査で は53. 4%、 2 次調査では67. 5% を 占 め る な ど

公的賃貸住宅の希望が顕著であ る 。 な お 、 i日住宅 と 比較す る と 民 間賃貸住宅の 希望が著 し

く 低い こ と が特異であ る O

(表19) 今後の住宅希望場所 (第 2 次調査)

表19か ら は住宅被害規模の大 き か っ た神戸市東部 ・ 西部地 区 及 び、阪神 間南部地区が合 わ

せて85. 7%で あ り 、 IU住宅地域へ復帰希望 の 強 さ が窺 え る O

(表20) 住宅の確保希望時期 (第 2 次調子を)

表20か ら は 1995年度 (1996年 3 月 末) ま での住宅確保の希望が20% に 満 た ず低調 で あ る

こ と か ら 、 入居者の多 く は 1996年度及 び1997年 度 に恒久住宅への移転 を 行い た い意 向 で あ

る こ と が読み と れる O ま た、 98年度以降の希望が12. 2%あ り 、 移転の 目 処が立 た な い世帯

が少 な か ら ず存在す る こ と が窺 え る 。

{第 3 次調査}

第 1 次 ・ 第 2 次調査結果 を 一言でい う な ら 、 仮設住宅か ら 恒久住宅への移転 は 、 ①従前

の居住地の 、 ②公的賃貸住 宅 に 、 ③1996年度以降、 行 い た い と い う こ と に集約す る こ と が

で き る が、 住宅 を 滅失 し た も の全てが、 無条件に都心部の公営住 宅 に 入居す る こ と は、 低

額所得者等の住宅困 窮 者の み を 対象 と し 、 収入条件や 世帯条件 な ど を 課す公営住宅の本来

の 法趣 旨 に は そ ぐ わ な い。
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し か し 、 地域全体が人的、 経済的 に打撃 を 受け た本震災に お い て は地域住民の 自 主 的 な

努力 だ け で は 民 間住宅の復興 は 困難であ り 、 公共の 支援が必須であ る と し て 緊急 立法 さ れ

た 「被災市信地復興特別措置法J (1995年 2 月 初 日 公布施行) の 第21条 に よ り 特例 が 設 け

ら れる こ と と な っ た 。 こ れ に よ り 、 住 宅 を 滅失 し た被災者は災害発生か ら 3 年 間、 収入条

件や世帯条件が撤!発 さ れ る こ と と な り 、 公営住宅の 門戸が広 く 開 か れる こ と と な っ た。

一方、 こ れ ま で避難所や仮設住宅用 地 に 供与 さ れて き た被災市街地 は、 さ ら に、 そ の う

え に公営住宅の建設用 地 ま で提供 し な け ればな ら ず、 用 地の確保は仮設住宅 の 用地確保.l2J、

上 に 難航 を 極 め た 。

ょ う や く 建設用 地の様保の 目 処がつ き は じ め た の は 1996年 2 月 � 3 月 に か け て で あ り 、

こ の こ ろ 兵庫県は、 応急仮設住宅か ら 恒久住宅への移行が円滑 に行わ れる よ う 仮設住宅入

居者の収入状況等詳 し い実態 と 意識 を 調査す る 。

そ の 主 な 調査結果 は以 下 の と お り 。

(注19)

ア . 入居者の概要

0神戸市 (特に 長 問 区、 灘区、 東灘医、 兵庫|又) に 住 ん で い た世帯が過半数を 占 め尼崎市、 西宮 市、

芦屋市 を 加 え る と 令体の 3 分の 2 を 占 め る 。

。入居者世，J行 の う ち 高齢者世帯 (世帯主65歳以上) が41 . 8%で あ る 。

0世子育の�又入状況は 年 金 ・ 恩給が36. 9%で ‘番多 く 、 次 に 給 与所得の33. 6%であ る 。 総収入額 は300

万 円 未満が 7 都税度 を 、 100万 円 未満が29. 3% を 占 め て い る 。

01日住宅は借家が54. 4 %であ り 、 中 で も 民 間借家が45. 0% で あ る 。

。従前家賃 に つ い て は 月 額 3 � 4 jj 円 の 層 が15. 9% と も っ と も 多 く 、 それ以 下が55. 9%であ る 。

O仮設住宅か ら の転居 に つ い て は、 予定があ る のが7. 1 % で あ る 。

. 入居世帯の新た な 住宅希望

0希摂す る 住宅 は公的借家が68. 3%で あ る 。

公的借家希望者の希望内容

。今後の住宅希望地の選択理由 と し て は 「被災前 に 住 ん で い た か ら 」 が53. 7% を 占 め る 。

。具体的 な 第 今希望地 と し て は神 戸 市 凶部地域が36. 6%、 神戸市東部地域が30. 0% を 占 め て い る 。

O 第 二希望地は 第一希望地 と 同様であ る が無 回 答が約 1 万世帯培加す る 。

入問者の健康等の実態

。現夜医療機関 を 利用 し て い る 世帯 は57. 8% で、 被災前住 ん で い た所の医療機関 を 利 用

帝がそ の 6 割で あ る 。

こ の調査で注 目 さ れる の は、 入居者世帯の う ち 、 ①高齢者世帯が40% を 越 え る こ と 、 ②

年収300万 円 以下 の 世帯 が全体の約 7 訴 を 占 め る こ と 、 ③従前家賃が月 額 4 万 円 以 下 の 世

帯が70% を 越 え て い る こ と 、 ④公的 な借家 に 住 む こ と を 希望 し て い る 人が 7 割近 く 、 ⑤被

災前 に 住 ん で、 い た街に住み た い と 思 っ て い る 人が半数以上 に達 し て い る 等 を 挙げる こ と が

で き る O
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(1主 1 ) r 阪神 ・ 淡路大震災 兵庫県の 1 年の記録j 兵庫県 1996年 6 月
(ä z ) 災大在特命室j 小型i貞利 読売新隠れ 1995年 8 月
(1t 3 ) 大震災100 Fl の記録j 貝 朕俊民 ぎ ょ う せい 1995年12月
(ì主 4 ) r神戸市 1 年の記録 1995年』 神 戸 市 1996年 1 月
Ot 5 )  r神戸新IjfJJ 夕 刊 1995� 5 月 23 1::1
(パ 6 ) 内111戸新開J 1995年 8 月 18 日
(1Ì' 7 )  r阪神 ・ 淡路大震災 に お け る 仮設住宅の課題J r兵庫大学論集 創刊号J H-l端和彦 ・ 舟場正滋共著 兵庫

大学 1 996年 3 J J 
(汀: 8 )  r災害救助の実務 平成 4 年版 J 厚生省社会均施設課監修
(が 9 ) r阪神 ・ 淡路大震 災 に お け る 仮設住宅の建設 と 課題』 都市住宅学会関西支部 1995年11 月
(110) r神戸市 1 年の記録 1995千川 神 戸 市 1996年 1 月 、 及 び 「阪神 ・ 淡路大震災被災地 “神戸" の記録，� 1 . 17 

神戸の記録を伝え る 会 ぎ ょ う せい 1996年 5 )]
o士11 ) r蘇 る ま ち ・ 住 ま いj Jミ主H県長[í 市住宅綿 1997f!ê 3 月
(注12) í市町別応急仮設住宅建設戸数J 兵庫県都市住宅部資料 1996fド 9 月 、 及 び 『神戸 市 l 年 の記録---1995年』

神戸市 1996if'. 1 H 
(注13) r阪神大震災)ふ急仮設住宅建設戸数 A覧j (社) プ レ ハ ブ建築協会応急仮設住宅管珂セ ン タ ー 資料 1996"F 

5 月
(注14) í阪神 ・ 淡路震災復興計画推進委員 会住宅部会 ワ ー キ ン グ会議 日. 8 .  5 . 20資料j 兵庫県都 市住宅部 1996 

年 5 月
(注15) r公営住宅への一時入居状況 H. 7 .  6 .  1 現在、 及 び H. 8 . 3 . 6 現在j 兵庫県都市住宅部資料 1995年

6 刀 及 び1996年 3 月
(注16) r阪神 ・ 淡路震災復興計画推進委員 会文化部会 H. 8 . 3 . 8 資料 j 兵庫県 1996:ff 3 JJ 
(注17) r阪神 ・ 淡路大震災彼災地 “神戸" の記録j 1 . 17神戸の記録 を伝 え る 会 ぎ ょ う せい 1996年 5 月
(注18) 阪神 ・ 淡路渓災復興計l酎推進委員 会住宅部会 H. 8 . 3 . 1 4資料 』 兵庫県‘都市住宅音1\ 1996年 3 月
(注19) r応急仮設住宅入居者訴]奇結泉速報』 兵庫県1996年 5 月 7 11 付記者発表資料 1996年 5 月
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rfi間 住宅復期ごついて一一一一一
震災か ら の復興事業 の 中 で も 特 に 被災者の生活再建の基盤 と な る 住宅再建 に つ い て は 、

緊急性が高 い こ と か ら 兵庫 県 は早期か ら 住宅供給計画の策定に取 り 組み、 応急仮設住宅 の

建設が完 了 し た 1995年 8 月 に 「 ひ ょ う ご住宅復興 3 カ 年計画J を 策定す る O こ の計画 に 基

づ き 、 震災 に よ り 失 わ れた大量の住宅ス ト ッ ク の早期回復 と 仮住 ま い の 解消 、 生活再建へ

の 支援が民 ら れる こ と と な る 。

1 .  I ひ ょ う ご住 宅復興 3 カ 年計画」 の 策定経緯 (注 1 )

大量の応急仮設住宅の 早期建設 を 呂 指 し て用 地確保等が模索 さ れて い る 最 中 、 兵庫県 は

恒久住宅の建設 と 支援施策 に つ い て の住宅復興計画 を 早急、 に 策定す る こ と を 決め た 。

応急仮設住宅 は あ く ま で も 本格 的 な 住宅 の 復興が な さ れ る ま で の い わ ば暫定的 な 措置

(法律 ヒの設置期限 : 建築工事が完 了 し た 日 か ら 2 年間 ) であ り 、 ま た住 宅 は県民生活の

基盤であ る た め であ る O

こ の た め 、 震災 に よ り 失 わ れた大量の住宅ス ト ッ ク を 早期 に 回復 し、 将 来 に 向 け て 災害

に 強 く 、 次世代 に繋が る 計画 的 で美 し い住宅市街地 を 復興 し、 高齢者等 に や さ し い安全 ・

快適で恒久 的 な 住宅の供給 を 進め る と の方針 を 決定 し 、 今後 3 ヵ 年 間 に 概 ね 1O�14万戸の

復興住宅が必要であ る と の 認識の も と に 、 2 1世紀初頭 を 展望 し た 県の新 し い住宅政策の総

合 的 ・ 体系 的 な 指針 と し て検討 を 進め て い た 「 ひ ょ う ご住宅マス タ ー プ ラ ン j の成果 を 前

倒 し し て 「住宅再生 3 カ 年計両J (後 に 「 ひ ょ う ご住宅復興 3 ヵ 年計画j と 名 称変更) を

策定す る こ と と し た 。 そ の た め 、 2 月 8 日 に は、 学識経験者 を は じ め 、 住宅関連の公的団

体や民 間 団体 ・ 事業者の代表、 行政機関代表や海外関係者か ら な る 「 ひ ょ う ご住宅復興会

議J (座長 : 巽和夫京都大学名誉教授、 委員48名) の 設置 に つ い て 方針 を 決定 し 、 同 月 16

日 に 第 1 回 目 の会議を 開催 し て 、 住宅復興 に か か る 県の基本的 な 考 え 方 を 提示 し 、 各委員

か ら 様々 な提言や意見が出 さ れた 。

2 月 28 日 の 第 3 回 阪神 ・ 淡路復興委員 会では、 第 1 次提言の -�つ と し て 復興住宅 3 ヵ 年

10万戸の建設、 高齢者 ・ 障害者等の入居条件 な ど に つ い て特別 の措置、 復興住宅の工期の

短縮化 ・ ロ ー コ ス ト 化に つ い て提言が行 わ れた O

こ れ ら を 踏 ま え て 3 月 9 日 に は兵庫県 は1995�96年度の 3 ヵ 年 で125 ， 000戸 の 住宅 を 建

設す る と い う 「 ひ ょ う ご住宅復興 3 カ 年計画 (案) J を 発表す る 。

つ ま り 、 125 ， 000μ と い う 計画戸数の算定 は 、 国 の 予算編成 と の兼 ね 合い か ら も 中ー急 に

必要 と さ れ、 眠 ら れた情報 し か存在 し な い 混乱状態が続 く 最中 (概ね 2 月 中 ) に 行 わ れ る

こ と と な っ た。

従 っ て 、 計画戸数の算定 に あ た っ て は 、 各種調査の分析 に よ り 、 「被災住宅戸数 ( 立 再

建が必要 と な る 戸数) J を 推計 し 、 被災家屋 の状況 を イ メ ー ジ し な が ら 住宅統計調査等 を
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活用 し て被災世帯 の 「被災時の 居住形態J を 推 定 し 、 「被災世替 モ デルJ を 想 定 し、 こ れ

に合わせた住宅供給計画 を 策定す る と い う 策定 フ ロ ー が採用 さ れた。 (注 2 ) 

被災住宅戸数の推計は、 地域的 に は 限 ら れた も の で あ っ た が物理的 に 使用 が不可能 と な

っ た住宅の被害戸数の実数を カ ウ ン ト し た 唯一の調査で あ っ た 、 ①都市住宅学会の住宅被

害状況調査結果 を 中心 に 、 ②震災直後 に 記録 し た 最大避難 世帝数、 ③災害対策本部発表の

住家被害状況等 を 勘案 し 、 被災地域全体の被災戸数を推定 し 、 全壊、 半壊そ れぞれに つ い

て空 き 家 を 除外 し て 、 全壊 に つ い て は すべてが建て替 え 、 半壊に つ い て は 一部 が建 て 替 る

も の と し て推計 し て 125， 000戸 を 算定 し た。 (注 2 ・ 注 3 ) 

(表21) 都市住宅学会の住宅被害警戸数競査 (注 3 ) 
(平成 7 ir 1 月 3 日 現在)

神 戸 市
(須磨i豆~東灘区)

凶 符 TÍi
(南 部)

芦 屋 市

合 計

計画 (案) は、 こ の後、 「 ひ ょ う ご住宅復興会議j 内 に 設置 さ れた総合政策 ・ 公共政策 ・

民間住宅 ・ 輸入住宅 の 4 部会 に お い て 、 各項 目 ご と に 詳細 に議論 さ れ る 。 こ こ で第 1 回 会

議 に 出 さ れ た 意 見 や県の提案等 に つ い て検討 を 行 い 、 そ の結 果 を 受 け て提言案 を ま と め る

こ と と な る O

一方、 3 月 17 日 神戸市は 「神戸市震災復興住宅 3 カ 年計画 (案) J を 発表す る 。

ま た、 政府 に お い て も 4 月 17 日 の復興委員 会の勉強会では住宅対策 に つ い て の概要説明

が行わ れ、 4 月 24 日 の復興委員 会では 国 ・ 県 ・ 市の取 り 組 み に 評価が得 ら れた 。 こ れ ら を

受 け て 、 政府 も 、 公的賃貸住宅の大量で早期 の供給 を 強 力 に 支援す る こ と と し 、 4 月 28 日

の 阪神 ・ 淡路復興対策本部で 「阪神 ・ 淡路地域の復旧 ・ 復興 に 向 け て の考 え 方 と 当面講ず

べ き 施策j を 決定す る 。 そ の 内 容 は 、 ①1995�96年度の 3 ヵ 年 に新 た に 1 1万戸の住宅 を 建

設す る 。 ②そ の う ち 77， 000戸 を 公的供給住宅 と し て、 所得制 限 を 取 り 外 し 、 申 し 込み の 一

元受付 ・ 登録 を 行 う 。 ③高齢者 ・ 障害者等 に対す る 優先入居 を 行 う 。 ④所得 に 応 じ た家賃

設定 を 行 うーーな どであ る 。

5 月 12 日 、 第 2 回 「 ひ ょ う ご住宅復興会議j が開催 さ れ、 提言案の審議が行わ れ、 同 月

29 日 に座長か ら 知事 に 対 し て提言が渡 さ れ る 。 こ の後、 県の総合復興計画 であ る フ ェ ニ ッ

ク ス 計画 の検討終 了 を 待つ と と も に 支援策が拡充 (16施策か ら 37施策へ) さ れ、 「 ひ ょ う

ご住宅復興 3 カ 年計 画 j が 8 月 に最終決定 さ れる こ と と な る O

244 第 三章8ft宅



建設戸数 に つ い て は 、 そ の 後 も 様々 な検証が続け ら れ、 1996年 3 月 に は被災者が市 町 に

出 し た 公費解体処理 申 請書 (棟数単位) を 兵庫県が再調査 し 、 戸数単位 に 集計 し た結果が

発表 さ れ る O こ の 集計 に よ る と 住宅解体戸数 は 次 の と お り 136， 730戸で あ り 、 こ の戸数か

ら 住宅統計調査に 基づ く 空家率10%分 を 差 し 5 1 い た建替必要戸数は、 123 ， 000戸 と な り 、

125 ， 000戸 の 妥 当 性 を 示す結果 と な っ て い る O

(表22) 公費解体処理申請に基づ く 住宅解体戸数 (注 3 平成 7 年12月 現在)

住宅解f恥二イ数 }王) 建替必要
一一一一一γ一一一一一「一一一一→ } í数

(A) x O. 9  
合 計 ( 戸建 . I 共同住宅

(A) 長屋建

136， 730 I 87， 289 I 49， 441 I 123， 000 

2 . 各種被害状況調査の 問題点、 (注 2 ) 
被災家屋 は調査が進 む に し た がっ て増大の一途 を た ど り 、 ま た そ の調査 自 体、 住宅計画

を 考 え る う え で は 問題の多 い調査であ っ た (表23参照) 。

今 回 の 震災 に お い て は、 様 々 な機関 ・ 団体が住宅等建築物の被害状況調 査 を 行 っ て い る

が、 い ずれ の 調査 も 倒壊 し て再建の必要性があ る ( = 物理的 に 徳用 がで き な い ) 戸数 を 明

確 に把握す る こ と は で き な か っ た。

(表23) 各種被害状況調査の問題点 (ä 2 )

調 査 穏 日Ij
建物被安状況調交

I :fJJ 
}羽 避難者数調査調子モ

応急危険度判定調査?
ぽ:災証明申請件数

次調査がれ き 処理11，前件数

参考阪神 ・ 淡路大震災住宅被災
戸数調査

調査主体 住宅被害の犯握の観点か ら 見た問題点
警警祭 ・ 消防 住宅系 と 非住宅系のlえ泌がない

棟数単位で、 被害戸数がでな い
各 市 田J 指定避難所だけが調貸対象

救援物資の支給を 目 的 と し た非被災者が含 ま れる
県 ・ rrî lHJ 4 階建て以 上の特殊建築物のみが対 象
各 ilí町 義招金等 と の関係か ら拡大傾向

住宅系 と 非住宅系の反別がない
! 所有者、 借受人な ど二重 二三重交付

各市町 被寄状況の全幸子 を把紅、で き る 時期が遅い
棟数単位で、 被安戸数がでない

一学怜会 l 実一印山……lぼ附閣ま討悶J犯巴握組し口て一 … が 調
査対 象が限定 さ れて い る

| 

「通常規模の災害で あ れ ば、 〈初期調査〉 の段階で被害の全容が把握で き る も の と 考 え

ら れ る O し か し な が ら 、 今 岡 の震災で は く初期調査〉 が終結す る 前 に 具体的 な 施策 に 繋が
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る く二次調査〉 が始 ま っ て し ま い 、 客観的 な 被害状況の把握 を 国難 に し 、 事態の混乱に 一

層 の拍車 を か け る 結果 と な っ た。

な お 、 被災 を 受 け た 板神 ・ 淡路地域 は も と も と 建設活動が活発な 地域であ り 、 被災者に

よ る 再建活動 の 他 に通常の建設活動 も 活発 に 行 わ れて い る 。 公費 に よ る 建物 解体 申 請の 分

析や法務局 に よ る 住宅の滅失登記の 分析が進 め ば、 今回 の震災に起 因 し て 除去 さ れた (住

宅 は継続 し て使用 可能 で あ る に も かか わ ら ず、 震 災が建替 え の 動機 と な っ て の 除去 を 含

む) 住宅の戸数は把握で き る と し て も 、 震災時 に どれだけ の住宅が倒壊 し て使用不能 と な

っ た の か 明 ら か に す る こ と は、 今後 と も で き な い の で は な い か と 思 わ れ る J (注 2 ) と 記

さ れて い る よ う に 、 大災害時 に お い て は、 住宅被害 の 詳細かっ網羅 的 な 実態 の 把握 は 国 難

で あ る と さ れて い る O こ の原 因 と し て は、 以下の よ う な 基本的 な 問題点 も あ る O 一つ は 阪

神 ・ 淡路大震災の よ う な都市直下型大規模災害の初期段 階 に お い て は、 自 治体職員 自 身被

災 し て い る 可能性があ り 、 ま た 出勤 で き た職員 も 被災者への 緊急対応 で手一杯 と な る こ と O

第 二 は 、 消 防 ・ 防災分野で は、 建築物の被害状況 と し て棟単位で把握 を 行 う が、 そ の調査

結果が被災 し た住宅戸数把握 に 直接的 に は結 びつ か な い と い う 問題であ る O

こ れ ら の 点 につ い て は、 被害状況調査 を 含む災害時 に お け る 広域 的 な 行政 支援体制の確

立や被害情報の 総合的 ・ 体系 的管理 シ ス テ ム の確立な ど を 通 じ 、 初期段階 に お け る 効率 的

な 被害状況調査 シ ス テ ム の確立 に つ い て検討 を 行 っ て い く 必要があ る 、 と い う 提案が行 わ

れて い る 。 (注 2 ) 

3 .  r ひ ょ う ご住宅復興 3 カ 年計画」 の概要 (注 2 ) 

こ の計闘 は 公的住宅の早期 ・ 大量供給 と 利子補給 を 中 心 と し た 各種支援制 度 に よ る 民 間

住宅再建 を 2 つ の 大 き な柱 と し 、 併せて各種の支援 ・ 誘導策 に よ り 、 災害 に 強 く 、 次世代

に つ な が る 計画 的 で美 し い 住宅市街地の復興 と 高齢者等 に や さ し い安全 ・ 快適で恒久 的 な

住宅供給 を 図 る 構成 と な っ て い る 。

具体的 に は 、 1995年度か ら 1997年度 の 3 ヵ 年 に 125， 000戸の住宅 を 建設す る こ と ( う ち

新規建設分は 110， 000戸) 、 及 び新規建設分の う ち 、 77， 000戸 を 公営住宅、 特定優 良賃貸住

宅、 公団 ・ 公社住宅等の多様な公的供給住宅 を 積極的 に建設す る こ と を 柱 と す る 計画 で あ

り 、 被災県民の所得階層 ・ 世帯構成 等 に 配躍 し 適正 な負 担 に よ る 良費で耐久性の高い住宅

の供給を 阿 る こ と を 目 的 と す る 。

ま た 支援策 は、 全被災者 に 対す る 基礎 的 な 支援の部分 と 、 ま ち づ く り への協力者等への

上乗せ の 支援の部分の 2 段階の構成 と し 、 1995年 3 月 の 中 間 と り ま と め 時点で緊急性の高

い 1 6施策が発表 さ れ、 8 月 の最終案で は37施 策 に 拡充 さ れ た 。 支援策 は、 阪神 ・ 淡路大震

災復興基金や既存 制 度 を 活用 し て多 様な メ ニ ュ ー が用 意 さ れた。 そ の 内容 は 個 人住宅や賃

貸住宅の再建 に 際 し て利子補給、 共 同 化 ・ 協調化事業や被災マ ン シ ョ ン の再建への利子捕

給、 被災宅地の二次災害 の 防止 な ど に対す る 利子補給、 住宅再建や ま ち づ く り に 関す る 相
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談業務 な ど多岐 に わ た っ て い る 。

さ ら に 臨海部、 内 陸部の新市街地や被災市街地 に お い て輸入住宅 ・ 規格型住宅等 を 導入

し た安価で 良 質 ・ 多様な住宅 を 大量 に建設す る こ と と し て い る 。

供給計画及 び主要施策 は次の と お り O

{供給計繭] (注 4 ) 

計画期 間 は 1 995年 度 か ら 1997年度の 3 ヵ 年 と し 、 97年度 ま で に 125， 000戸 の 住 宅 を 建 設

す る 計画 で あ る 。 そ の 内訳は、 94年度以前着工分が15， 000戸、 新た に 建 設 に 着手す る 戸数

が110， 000戸で あ る O 具体的 に は 、 県や市 町が供給す る 災害復興公営 住 宅が18， 000戸、 再

開発系住宅が6， 000戸、 国 の特定優良賃貸住宅制度 を 利用 し た 災害復興準公営住宅が18， 00。

戸、 公団 ・ 公社住宅が22， 000戸、 街づ く り 系住宅が13， 000戸 と な っ て お り 、 こ れ ら の公的

供給住宅総計は77， 000戸 と な っ て い る 。

{主要施策1

・ 災害復興 (賃貸) 住宅の A元的受付 ・ 選定
. 設計 ・ 建設 シ ス テ ム の合理化

- 住宅金融公庫融資等の活用

- 住宅復興助成基金の設置

- 阪神 ・ 淡路大震災復興基金の 設置

・ 災害援興 (分譲) 住宅

- 公団 ・ 公社分譲住宅等

- 被災者住宅再建支援制度
. 民 間住宅共 同化支援制度

e 持ち 家修繕助成

- 被災マ ン シ ョ ン 建替支援制度

- 定期借地権 に よ る 被災マ ン シ ョ ン 建替支援制 度
. 震災復興型の総合設計制度の創設

- 被災マ ン シ ョ ン 建替等支援事業

- 被災者向 け フ ァ ミ リ ー 賃貸住宅建設促進制度
. 学生寄宿舎建設促進制 度

- 賃貸住宅家賃等補助

- 面的整備事業の積極的推進

- ひ ょ う ご100年住宅の建設促進
. 応急危険度判 定士制度の創設
. 高齢者仕様の 標準化
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- 人生80年 い き い き 住宅補助制度

- 復興住宅 コ ミ ュ ニ テ ィ プ ラ ザの 設量
. 総合住宅相談所 の設置

- ひ ょ う ご都市づ く り セ ン タ ー の設置
. 住宅復興清報誌の発行

- ひ ょ う ご輸入住宅総合セ ン タ ー の 設置
. 輪入住宅復興街ほ の形成

- 輸入住宅導入の推進

- ひ ょ う ご県民住宅復興 ロ ー ン 制度等
. 県民住宅 ロ ー ン 既債務対策助成 制 度

- 住宅債務償還特別対策助成制度 ( ダ ブル ・ ロ ー ン対策)
. 宅地防災工事助成制度

- 被災宅地 に 係 る 二 次災害防止対策工事助成制度

4 . 計画の進捗状況

] 996年 3 月 末 ま での と こ ろ 、 民 間 住宅 を 中心 に住宅建設が進ん で い る 。

ま た、 公営住宅等の用地確保がか な り 進ん で き た こ と か ら 、 今後 は公的住宅の建設が拡

大す る こ と が予想 さ れ る と と も に 、 仮設住宅等か ら 恒久住宅への移行がス ム ー ズ に 行 わ れ

る よ う プ ロ グ ラ ム の検討が行わ れて い る 状況で あ る 。

(表24) 住宅復興の推進状況 (注 6 ) 

災害復興公営住宅 : ほ ほ用地 を確保
再開発系住宅 ・ 約 8 割の用地確保
災各復興準公営住宅 : 約290図地、 約7， 200Jiが事業着手
公団 ・ 公社住宅 約 5 t刊の用 地確保
1\\ 潤 住 宅 : 被災地での 、ji成 7 年 2 月 � 8 年 2 月 累計 の新設

住宅若工戸数は昨年同期上ヒ1. 9 

(51ε成 8 年 3 刀 末現在)

[災害復興公営住宅の推進状況}

用 地取得 に つ い て は、 神戸地域内 で不足が生 じ て い る も の の 、 「特定借上 ・ 買取公営住

宅制度J に よ る 民 間活力 の導入等 に よ り 、 1996年 3 月 末 に は、 ほ ほ用 地 が確保 さ れ る 見通

し が立 っ て い る 。 工事発注 に つ い て は、 一部 に つ い て は既 に 発注 を 終え て い る が、 地元調

整が進み次第、 そ の他の地域 も )1由次行 わ れ る 予定 と な っ て お り 、 建設計画 は着実に推進 さ

れて い る O

な お 、 供給に あ た っ て は、 災害公営住宅の直接建設及 び再建の ほか、 公 団賃 貸住宅の借

上、 買収 (神戸 市、 西宮市及 び芦屋市) 、 民 間賃貸住宅の 借 上 (伊丹市) を 行 う こ と に よ
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i�'I:守H 'むは た '.p 悠l没の必 変 があ る 治宝、 ['j itî体のft-t11 は 示 、 、

り 、 そ の 進捗が図 ら れて い る 。

{ 災害復興準公営住宅l

特定優良賃貸住宅制 度 を 被災者向 け に 活用 し

た制度であ り 、 災害 に よ る 特例措置が講 じ ら れ

て い る 。 こ の制 度 は 、 住宅供給公社が 自 ら 賃貸

住宅 を 供給 し 、 又 は 民 間 の土地所有者等が建設

す る 賃貸住宅 を 住宅供給公社等が借 り 上げ も し

く は管理 を 受 託 し て 公的 な 賃貸性宅 と し て供給

す る 制度で あ る 。 特例措需 と し て は 、 共 同施設

整備費 の補助率嵩上げや 認定戸数要件 の引 き ド

(表25) 災害復興公営住宅の
地域別計画戸数 (1ì 5 )

\ 災符復興公'卜?住宅
�t 件 dîlllH� 1 ，\十
戸 数 } ì 数 Jゴ 数

[ 東灘区 150 1 ， 156 1， 306 

灘区 341 613 954 I 

中央区 865 203 1， 068 

打。 兵庫医 106 188 591 

長田区 6 222 228 
} "  

j兵庫?区 89 228 31 7 

薪水|正 193 I 751 944 

西沢 259 445 704 

jヒ iメ 150 321 471 

副司令た中 90 3， 180 

神戸市;\1 2， 549 7 ， 217 9， 766 

)l:!.11i奇市 308 675 983 

商7守m 565 1 ， 740 2， 305 

芦屋 市 414 600 

伊丹 !打 519 192 711 

宮塚市 292 300 592 

) 1 1 両 市 464 102 566 

明イ{市 305 1 308 613 1 

淡 路 250 539 789 

被災地外 583 I 25 608 

調 核 1 (1 。 1 02 102 

J1 L1 毛ilt 6， 249 1 1 ， 800 18， 049 

げな ど従米 の 制度の拡充の他、 (財) 阪神 ・ 淡路大震災復興基金 に よ る 助成 制 度が創設 さ れ

て い る 。 同 の 子算措置 に つ い て は、 18， 000戸の 認定 に つ い てすべて措置 さ れ、 ま た建設費

に かか る 補助金に つ い て は総額が措置 さ れ、 年度毎の事業戸数に対す る 事業費が確保 さ れ

る 見通 し と な っ て い る 。 こ れ ら 予算結置 と あ わせて兵庫県では、 建設計画の 募集 ( オ ー ナ

ー 募集) 等 を 行 っ て お り 、 土地所有名‘や建設業者、 管理会社等へ の 説明 会 の 開催、 新聞広

告、 ポ ス タ ー の掲 示 な ど積械的 な 広 報 に 努 め 、 制度の普及 ・ 啓発 を 行 っ て い る O ま た 、 各

市 に お い て も 、 制度実施済みの市 に お い て は早期の募集、 制 度末実施の 市 に つ い て は 、 要
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綱等の整舗 を 行 っ て い る 。

{民間住宅等の建設状況]

ア 院 新設住宅着工戸数

被災地 (兵庫 県 内10市10町) の新設住宅着工戸数 は 、 震 災 Lr(f去の95年 1 月 、 2 月 は 前 年

同 月 比でム22. 0%、 ム42 . 4% と 落 ち 込ん だ も の の 、 3 月 以降は順調 に 回復 し 、 6 H に大幅

な増加 を 示す と と も に 、 7 月 以降は高止 ま り 状態が続い て い る つ ま た 、 着 [の ピ ー ク がl判

官市では 6 月 、 芦屋市で は 8 月 、 神 戸 市 で は 9 月 と 地域的 に ずれて い る こ と がそ の ぬ 同 と

も 考 え ら れ る O

一方、 95年 2 月 ~何年 3 月 ま で の 14 ヵ 月 を 合計す る と 101 ， 1 1 ljî と な り 、 被 災1 0rtî10町

の こ れ ま で の 実績 は 年 間 3 � 4 万戸で あ る こ と か ら 、 千年の約 2 1者 の新設住宅が震災以後

に着工 さ れた こ と に な る 。

こ の よ う に 、 新設住宅の着工が進 ん で、い る こ と に つ い て は、

「確か に震災後の住宅建設への動 き は活発 に 展 開 し た が、 そ の 内 容 は さ ま ざ ま であ る 。

被災 し た住宅の再建で は な い、 震災 を 契機 と し た 建て替 え や新築 も か な り 発生 し て い る こ

と が考 え ら れ る 。 震災前か ら 計画 さ れて い た マ ン シ ョ ン の 着 工 も か な り あ る よ う だJ (注

7 ) と の評価 も あ り 、 ま た 、 阪神 ・ 神戸地区 は元来、 住宅建設が活発な 地域 で あ る こ と を

考 え る と 、 新設住宅戸数 = 建替戸数 と な ら な い の は 当 然であ る 。 し か し 、 全般的 に は そ の

よ う な 建替 を 含 め て も 新設住宅の着工が民間住宅 を 中心 に 順調 に 進んで い る と い う こ と が

で き る 。

(凶 6 ) 災害救劾法指定市町 月 別着工戸数/前年同 月 比 (注 6 ) 
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(図 7 ) 被災市町全域での建築確認受理件数の推移 (注6) 凡例 : ・ ・平成 6 年 平成 7 年 一 一平成 8 年〕

i 刃 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 1 0月 1 1 月 12月

イ . 建築確認受理件数の状況

被災地 で の 1994年 と 95年及 び96年 1 月 � 3 月 の 期 間 の建築確認受理件数 を グ ラ フ 化す る

と 図 ? に な る 。 こ れを み る と 震災の あ っ た 1995年 1 月 こ そ前年 を 大幅 に下 回 っ た も の の 、

2 月 以降、 急 速 に 回復 し 、 4 月 に は前年の 2 倍、 6 月 か ら 8 月 に か け て は前年の 3 倍以上

に ま で拡大 し て い る O し か し 、 そ れ以後は漸減 し 96年 3 月 ま で は 6 年比 で 約 2 倍強の安定

し た推移 を 示 し て い る 。

従 っ て 、 1995年 6 月 か ら 8 月 に か け て建築開始の ピ ー ク があ り 、 そ れ以後 ピ ー ク は去っ

た も の の建築需要は依然 と し て 高水準 に あ る と い う こ と がで き る 。

{災害復興 (賃貸)住宅 の一元募集 と 自 力再建困難層 }

震災に よ る 甚大 な住宅被害 を 踏 ま え 、 兵庫県 は住宅 を 失 っ た被災者及 び被災市街地の復

完成がfF ち 遠 し い再建中の 白 'と

興 の た め の面的整備事業 の 実施 に 伴 い 移転

す る 従前居住者 に 対 し 、 安全で良質 な 賃 貸

住宅 を 早期 に 、 かつ大量 に 供給す る 必要性

か ら 入居者の募集等 を 一元的 に行 う 「災害

復興 (賃貸) 住宅の一元的管理」 制 度 を 建

設省 の指導 の 下 に 、 2 月 上旬 よ り 検討 を 始

め る 。 具体的 に は、 「災害復興住宅供給協

議会管理部会J (建設 省 、 県 、 住 宅 ・ 都 市

整備公 団 、 県住宅供給公社、 神戸市住宅供

給公社、 被災地内 の 8 市 7 町で構成) を 3

月 22 日 及 び 4 月 27 日 に 開催 し 、 制 度 に つ い

て の検討、 協議 を 行 い 管理部会報告案 を取

り ま と め、 5 月 9 日 の供給協議会及 び 5 月

1 2 日 の ひ ょ う こ、住宅復興会議 に 諮 っ て 承認

を 得 る O 一元的管理 を 円滑 に 実施す る た め 、

① 「災害復興 (賃貸) 住宅管理協議会」 を

設置す る と と も に 、 神戸 ・ 阪神 ・ 淡路 ・ 東
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播磨の 4 つ の実施 ブ ロ ッ ク を 設 け 、 そ れぞれに 「地域 ブ ロ ッ ク 管理協議会j を 設霞す る 。

②入居者選考 に つ い て 、 高齢者 ・ 障害者等社会的弱者に 配慮 し た優先入居者選考方針 を 策

定。 ③高齢者 ・ 障害者 に 係 る 住戸選定に つ い て は 、 低層 階住宅、 バ リ ア フ リ ー 住宅等への

入居 を 配鹿す る 等が報告案 の 内 特 であ る 。 以後、 9 月 下旬 ま で、 十数囲 の 管 理協議会及 び

地域 ブ ロ ッ ク 別 の実務担 当 者会議 を 開催 し 、 一括受付資格、 一括受付 窓 口 の 整備、 応募書

類等の書式の標準化、 事務体制 の整備等 に つ い て協議が重 ね ら れ る 。

こ れ ら を 経て 、 災害復興 (賃貸) 住宅一元的募集 の 第 1 回 募集が1995年10 月 31 日 か ら 11

月 15 日 ま で実 施 さ れ る 。 募 集 戸 数 は 、 新築2， 723戸、 空家3， 385戸、 計6， 108戸 で、 県 内 は

も と よ り 、 他府県 に避難 し て い る 被災者に も 、 新 聞 、 テ レ ピ を 通 じ て 周知 を 図 る 等の広報

が行わ れる と と も に 、 10月 9 日 に募 集 に つ い て の 記者発表が行 わ れ る O こ の 第 1 毘募集の

と き に 「災害復興 (賃貸) 住宅入居希望者登録書J が配布 さ れ、 希望者の実態が把握 さ れ

た 。 結果は以下の と お り 。

(表26) 登録状況 (注 5 ) 

公営住宅等 そ の他 l仁h1 ロi

仮設住宅入居笠録附帯 13， 657 3 ， 534 17， 191 
(79. 1%) (20. 6%) ( 100%) 

仮設住宅以外登 録 国:帯 11 ， 731 5 ， 040 I 16 ， 771 
(69. 9%) (30. 1%) l ( J OO%)

| 
登録世帯計 25， 388 

(74. 8%) (25��%) [ 000%) 

(表27) 災害復興 (賃貸) 住宅入居希望者登録者の現在居住地 (jì 5 ) 

(表28) 災害復興 (賃貸) 住宅入居希望者登録者の従前家賃 (iì 5 ) 

(表29) 災害復興 (賃貸) 住宅入居希望者登録者の収入 (汀: 5 ) 

主査録件数

l う ち世
が65歳以 上
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300:万円未満

(52. 6%) 

6 ， 682 
(67. 2%) 

300万円以上
400万 円 未満

6， 024 
(17. 7%) 

1 ， 496 
(15 . 0%) I 

100万 円 以 k 州l川1 1: |
600万 円 未満 1 ，  OOO!j 未満…ー

5， 584 2， 291 
06. 4%) (6 . 7%) 

803 295 
(8. 1%) (3. 0%) 



こ の調査に よ る と 、 仮設住宅以外の希望者 も 半数近 く を 占 め 公営住宅の 詰要が高 い こ と

(表26及 び表27) 、 従前家賃が 4 万 円 未満が55. 0%で あ る こ と (表28) 、 年 収300万 円 未 満

の世帯が50% を 越 え る こ と (表29) が分か る O 前節の仮設住宅入居者の実態調査結果 を 併

せ て 考 え る と 、 公営住宅の需要が非常 に 高 い こ と 、 家賃負担の軽減策の必要性が高 い こ と

が読み と れる 。 4 万数千戸 に の ぼる 仮設住宅 に 暮 ら す人 々 や 、 臨時的 な 住 宅 に 仮住 ま い を

余儀 な く さ れて い る 人 々 を 含 め 、 住 ま い を 求 め る 被災者に と っ て、 恒久住宅への 1 日 も 早

い入居 こ そ が、 自 立的 な 生活再建の第一歩で あ る O な かで も 仮設住宅の居住者は 高齢者や

低所得層 が占 め る 割合が高 く 、 融資制度の活用 等 に よ る 自 力再建は難 し い 、 ま た新 た な 賃

貸住宅の家賃増加 に は耐え ら れず、 恒久住宅の確保が困難 な状況 に あ る 。 こ の よ う な深刻

な状況で は 、 大量の仮設住宅が長期 に わ た り 存続 し、 公国 ・ グ ラ ン ド な どの都市機能の 回

復がは か れな い こ と に も 繋が る 。 こ の よ う な 認識 に基づ き 兵庫 県 は 、 仮設住宅等か ら 恒久

住宅への移行が円滑 に実施 さ れる た め の基盤整備 を 要望 し た結果、 新た に 政府 と 地元 自 治

体 と の定期 的 な連絡 ・ 協議の場が設置 さ れ る こ と と な っ た。 そ の 第 1 間協議は 1996年 2 月

28 日 に 神 戸市 内 で行 わ れ、 こ の 中 で、 復興の最重要課題で あ る 住宅対策の 基本的 な 考 え 方

が具体的 な 家 賃の低減方法 を 含め議論 さ れた。 住宅対策 に つ い て は、 引 き 続 き 政府関係各

省庁 ・ 地元 自 治体が一体 と な っ て検討 を 進め 、 で き る だ け早期 に 具体的 な 方策 を 明 ら か に

す る こ と と し て い る 。

5 . 住宅復興への 障害 と 課題

住居 を 失 っ た 人 々 は、 避難生活 を 送 り つ つ 、 住居の 修理 ・ 再築、 新た な確保 に迫 ら れた 。

白 力 再建が前述 の と お り 、 1995年 6 月 � 8 月 に か け て ピ ー ク を 迎 え る な ど順 調 に 進 む一方、

多 く の 障 害 に 直面 し て い る 被災者 も 多 い。 住宅再建 に つ い て は、 個 々 に 様 々 な 事情があ り 、

一概 に す る こ と は 困 難 で、 あ る が、 主要 な 問題 と 思 わ れ る も の に つ い て の み 、 新片的 に 記述

す る O

[借地 ・ 世家開題}

震災復興の ま ち づ く り の基本は、 都市施設建設 の た め の都市計両事業 の ほ か、 土地区画

整理事業、 市街地再開発事業等 に よ っ て行 わ れ る こ と に な る が、 大都市 圏 で あ る 阪神 ・ 神

戸地域 に は 多 く の借地人、 借家人がい る 。 特 に今 回 の震 災 に お い て は、 老朽木造賃貸住宅

に 住 ん で い た 人が大量 に被災 し て い る 。 こ れ ら 借家人の多 く は高齢の方であ り 、 も と 住 ん

で い た地域に戻 れ な い 人 の 問題が当初 か ら 懸念 さ れた。 そ こ で、 被災地の 復興 の た め に 、

借地人 ・ 借家人の権利 を 強化す る こ と を 内容 と す る 「催災都市借地借家臨時処理法J が適

用 さ れ る こ と と な っ た の であ る が、 ひ ょ う ご都市づ く り セ ン タ ー登録ア ド バ イ ザー ・ コ ン

サ ル タ ン ト 等の 活動 を 行 っ て い る 戎正晴弁護士 は 、 あ る 座談会で 同 法 に つ い て 次の よ う に

五音 っ て い る 。
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「被災地域 に は 2 月 6 R �こd罷災処理臨時処理法が施行 さ れ ま し た が、 ほ と ん と7支 に 立 つ

て な い と い う の が現場の感覚です。

臨時処理法 は令部滅失 し た借家 を 対 象 に 、 元の借家 人 に 主 と し て優先的借家権 と 優先 的

借地権 を保障す る も の です。 し か し 、 優先的借家権 と い っ て も 家主 に は建て る 義務は な い

し 仮に建て る 意志があ っ て も 高齢者の方が多 く 、 今の制度で は借金で き な い。 あ る 程度

の敷地面積があ れば助成があ り ま すが、 狭い 土地ですか ら 、 何の援助 も な い 。 家が建 た な

い か ら 入れ な い 。 ま た 、 仮 に 建 っ た と し て も 新 た な借家条件 と な り ま す。 と こ ろ が、 借家

人 も 高齢者が多 い 。 年金でや っ と 生活 を し て い た 人た ち ですか ら 、 家賃が高 く な っ た ら 入

居で き な い と い う こ と で、 優先的借家権 は実際 に は機能 し な い。

優先的借地権 も 同様です。 家主が建て な い の な ら 、 借地 し て 自 分が建て る な ど と い う の

は よ け い 無理です。 借地権の設定 に は か な り 高額の権利金が必要で、 そ ん な お 金があ る わ

けがな い。 仮に あ っ て も 再築 資金が借 り ら れ る か、 地代 を 払い続け ら れ る か と い う 問題が

あ っ て、 こ れ も ダ メ 。 結局、 も と の借家人は、 擢災処理臨時処理法が意図 し た と こ ろ と 離

れ て 、 保護 を 受け ら れ な い状況ですJ (注 8 ) 

こ の よ う に 、 同 法 に よ る 借地 ・ 借家問題は解決が国難であ る と と も に 、 同 法 は法的 に も

解釈上 の 問 題点が多 い と さ れ、 紛争 を 発生 さ せ る 原 因 と も な る と い う 意見 さ え あ る (注

9 ) 。

[被災 マ ン シ ョ ン 問題}

今回 の地震 は設が国初 の都市直下型で あ っ た た め 、 マ ン シ ョ ン の建 て替え ・ 補修等、 や

がて更新 を 迎 え る 我が国の高層 の 集合住宅の問題が先取 り さ れる 形で、 し か も 待 っ た な し

で取 り 組 ま ね ばな ら な く な っ た。 従 っ て 、 倒壊マ ン シ ョ ン の再建 は前例 の な い 国難 な 問題

を 数多 く 抱 え る こ と と な る 。

当 初か ら 問題 と な っ た の は 、 既存不適格の 問題であ る 。 つ ま り 、 マ ン シ ョ ン は都市計画

法 と 建築基準法の規制 を 受 け て 建設 さ れる も の で あ る が、 建設時に は適法で あ っ て も 、 改

築す る 場合 に は、 改正後の新 し い 基準が適用 さ れ、 従来 と 同 ー の居住 ス ペ ー ス が確保 さ れ

な く な る 、 と い う 問題であ る 。 こ の場合、 容積率や建ぺ い 率 な どが直接的 な 障害 と な る 。

そ こ で、 建築基準法に基づ き 、 敷地 内 に近 隣住民が 自 由 に 出入 り で き る 公開 空地 を提供 し

て も ら い、 そ の見返 り に 容積率 を あ る 程度緩和 す る 「総合設計制度」 が活用 さ れ る こ と と

な っ た 。 さ ら に震災復興の場合 に は、 許可条件 も 緩和 さ れ、 容積率の割増 し ゃ、 敷地面積

要件、 公関空地の最小規模 な ど に 工夫が凝 ら さ れて い る 。 こ れ以外に も 住民 の 合意 を も と

に 、 き め細 か な ま ち づ く り を 進 め る 「地区計画」 制 度 の 弾力 的運用が図 ら れて い る O

次 に 、 建 て 替え 決議を 行 う に 際 し て 、 居住者全員 の 用 意 と い う 要件 も 当 初 か ら 大問題 と

な っ た。 こ の た め 、 緊急虫法 と し て 「被災区分所有建物 の再建等 に 関 す る 等 に 関す る 特別

措置法J (以下、 「被災マ ン シ ョ ン 法J と す る ) が1995年 3 月 17 日 に 成 立、 24 日 に 公布 、 施
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行 さ れ た 。 こ の法律に よ り 、 再建決議は全員 同意で、 は な く 、 敷地持分権の価格の 5 分の 4

以 ヒの 多 数決 と な っ た 。

被災マ ン シ ョ ン の再建支援策 は こ の他 に も 、 ①各種の利子補給制度、 ②初期 の調責費補

助 、 ③ア ドバ イ ザー 及 び コ ン サ ル ト の 人材派遣 ・ 活動費補助、 な ど様 々 な 工夫や制度が取

り 入れ ら れる こ と と な る が、 被災 1 年 を 経て 1996年 3 月 ま で に 着工が見込 ま れ る の は数棟

を 数 え る の み で あ る 。 こ れ ら の 原 因 と し て、

①住民 た ち が意 見 を 交わ し て互 い の 事情 を 理解 し あ う ま での合議の場 を 設け る 問題

「避難 し て い て連絡が と り に く いJ

「住戸数が多 く 大世帯の た め 意見交換が し に く いj

「法律や制度 に対す る 理解が 卜分で な い」

「外部の情報に振 り 回 さ れて 議論が進 ま な い」

②管理組合の 運営が非民主的であ っ た り 、 不手際があ っ た り 、 あ る い は 一部の住民 の エ

ゴで組合 に ト ラ ブルが起 こ る と い っ た 運営 上 の 問題

③区分所有者の基本 的 な 利害の相違が表面化す る 例

「庖舗や オ フ ィ ス 部分 と 住居部分の意見の速い」

「複数f主戸の所有者や賃貸住戸所有者 と 一般的 な居住区分所有者の 意 見の対立j な ど

④復旧 の 方 向 を め ぐ っ て 、 「建 て 替 え J か 「補修j か に 住民の 意見が分かれて 合意形成

が難航す る 問題 ( こ の 意見 の 対立 に は住民 間 の 費用捻出 の条件の違い や住 ま い に 対す

る 考 え 方の相違が反映)

①部分被害の問題。 (連続棟の建物 で部分的 に被害の著 し い と こ ろ があ り 、 復興の方針

と 費用 負担 を め ぐ っ て意見が分か れ る )

⑥不動 産 に かかわ る 権利設定の不備 な どが原 因 で、意見対立が生 ま れた り 復興が進み に く

く な っ た り す る 問題

な どが指摘 さ れて い る 。 (注目 を 基 に作成)

こ の他 に も 、 「総合設計制 度適用 に よ り 容積 は 確保 さ れ た が、 公 関 空地 を と る た め に 階

数が増 え 高 さ 制 限が ク リ ア で き な く な る J I若 い 世代 は建て 替 え て 資産価値 を 上 げ よ う と

言 い 、 高齢者 は収入や新 し い ロ ー ン が ネ ッ ク と な り 、 補修 し て住 も う と 言 う こ と が多 いj

の よ う な 陛代格差 な ど現場では様 々 な 問題が障害 と な っ て い る 。 マ ン シ ョ ン の建 て 替 え や

復旧 に は 数 ト戸 に 及 ぶ 区分所有者の 合意形成が欠かせ な い も の であ り 、 そ の 合意形成 の 中

心 は 区分所有者が構成す る 管理組合 に よ っ て行 わ れ る が、 彼 ら は震災後の生活の混乱の 中

で、 自 ら の財 産 上 の ギ リ ギ リ の条件 を提示 し あ い な が ら 共通の方向 を つ く り あ げ よ う と し

て い る O 国 8 は マ ン シ ョ ン 復興の各ス テ ー ジ を 簡 潔 に示 し た も の であ る 。

ま た 、 マ ン シ ョ ン 被 害 につ い て も 各種の調査が行 わ れ て い る が、 構造材が破壊 さ れ る な

どの大被害 を 受 け た場合で も 話 し 合 い 等 の 結果、 建 て 替 え ず に 大規模 な 補修 に よ り 対応 す

る 場合 も 多 く 、 厳密 な 実態把握 は 難 し い。
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(凶 8 ) 被災マ ン シ ョ ン復興の各 ス テ ー ジ (注10)

復興の 各ス テ ー ジ

第 l ス テ ー ジ

第2ス テ ー ジ

第3ス テ ー ジ

YVì11tfl! 
w右 告1\分， 共用部分の l正日り

. T �r期間

第4ス テ ー ジ
「………一一一一一一総公で再生i山川

第5ス テ ー ジ

第6ス テ ー ジ

第7ス テ ー ジ

- 部似の{，)il'ilため
. 補助 金 の r[ ! i，占
. fltl!2.r1' 請のiJt備
. 解体撤去

I 事期間中の取 り 決め

工事着 手の見通 し完成
(公的補助の決定な ど)

工 事精子への準備

1:事着手

l 事進行

完成
人民

事業費の精鈴

な お 、 神戸 ・ 西宮 ・ 芦屋 ・ 尼崎 ・ 伊丹 ・ 宝塚の 6 市で全壊、 半壊の判定 を 受 け た マ ン シ

ョ ン は 172件 と さ れて い る 。

ま た 、 建 て 替 え に 向 か う マ ン シ ョ ン は 追跡調査を 行 っ て い る 専 門 家の 分析 で は 100棟 を

越す と 予測 し て い る 。 そ の 専 門 家 は 次の よ う に述べて い る O

「震災か ら 1 年続て96年 1 月 現在で、 建物 を 解体 し た か解体に着手 し た 分譲 マ ン シ ョ ン
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は82件 を 数え る o 9 月 時点で57件であ っ た か ら 2 ヵ 月 余 り でか な り 増 え た こ と に な る 。 今

後 さ ら に 増 え 最終的 に は 100棟 を 越 え る マ ン シ ョ ン が解体 さ れ撤去 さ れ る 可 能性があ る 。

他の住宅 タ イ プ に 比べて分譲マ ン シ ョ ン の被害状況は相対的 に 少 な く 、 大変安全で、 住 み

手 を 守 る 機能 を よ く 果 た し た と い っ て よ い の だが、 し か し 、 100余棟が解体 さ れ る と い う

の は 、 全 く 未曾有の こ と であ っ て今度の震災被害の特徴のーっ と い え る だ ろ う J (注11 )

{都市計画事業に よ る 面的市街地復興の課題}

今 回 の 震災で最 も 面的 に 被害 を 受 け た の は長田 区 の焼失地苦 を は じ め 木造賃貸住宅等が

密集 し た 市街地 (戦災で、焼失 を 免 れた 地域で、 も あ る ) で あ っ た。 こ の た め、 震災復興 を 進

め る 上で、 二 度 と 同 じ災禍 を 繰 り 返 さ な い た め に 、 防 災 に 強 い ま ち づ く り を 行 う こ と が意

図 さ れ区画整理や再開発 と い っ た面的整備 に 向 け て必要 な 施策が実施 さ れた 。

ま ず、 こ れ ら 事業実施の た め に 、 ま ず建築基準法 に よ り 1 ヵ 月 、 さ ら に 建築大臣の承認

を 得 て 、 も う 1 ヵ 月 、 区域内 に お け る 建築物 の建築が制 限 ま た は禁止 さ れ る こ と と な っ た。

私人がぱ ら ぱ ら に建物 を 再築す る の を 制 眼 し 、 そ の 期 間 内 に き ち ん と し た都市計画 を 練 り

上 げて 、 無秩序 な市街地が再現 さ れ る の を 防 ご う と い う のが法の趣 肯であ る O ま ず、 神戸

市 と 西宮市、 続 い て 宝塚市が 1 ヵ 月 の建築制 限 に 踏み切 り 、 芦屋市及 び北淡 町 に つ い て は 、

県が地 区指定 を 行 う と と も に 、 さ ら に 1 ヵ 月 の延長 を 図 っ て 3 月 17 日 ま で建築制 眼 を 実施

し 、 そ の 間 に 区画整理や再開発 と い っ た市街地復興の青写真 を 都 市計画決定 し て い く こ と

災直絞め火災で続けY'flか と ぞよ り 、
プ レ ハ ブがEl ，'， つ iと tl:1 Iベ

と さ れた 。

し か し 、 従来の土地利用 関係に大幅な変

更 を も た ら す都市計画決定 に 際 し て は 、 当

然、 対象地域に 居住 す る 土地所有者、 借地

権者、 さ ら に借家権者 を も 含め て そ れ ら の

人 々 の納得 と 合意が必要 で あ る 。 複雑 な権

利 関係の確認 ・ 関係者へ の 周 知 ・ 住民の合

意形成 な どの作業 は 、 今回 の よ う な大規模

災害の場合、 物理的 に不可能 に 近 い 。 そ こ

で、 政府 ・ 国会で も 、 こ う し た事態 に対処

し て 、 建築基準法 と は別 に長期 に わ た る 建

築制 限 と 事業実施 ヒ の特例 を 認め る 特別 立

法が検討 さ れ た 。 国会で超特急の論議が進

め ら れ、 急速1995年 2 月 初 日 に 「被災市街

地復興特別措置法Jが制定 さ れる 。 同 法 は、

被災地 内 の 復興推進地域 を 対象 に 、 災害発

生 の 日 か ら 最長 2 年 間 の賃貸住宅建築禁止
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を 含む 強い建築制 限が認め ら れ、 同 地 底 内 で区画整理や都市再開発の都市計画が決定 さ れ

た 暁 に は制 限が解除 さ れ る 、 と い う 仕組みであ る O

し か し 、 実際の事業計画の決定 に お い て は、 既存法 と こ の新法 と が、 以下 に 示 さ れる よ

う に並行 し て作用 す る こ と と な っ た 。

「震災後の市街地復興 の た め の土地区画整理事業 と 市窮地再開発事業の計画策定の取 り

組 み は 、 こ の法律 (被災市街地復興特別措置法) 制定作業 と 同 時並行 と い う よ り は、 む し

ろ 先行 的 に 進 め ら れた た め 、 既存法 に よ る 両事業の 運用 を 前提 に し て検討 さ れ た事業計画

の 内 容 を基本に し て、 ( 中 略) 震災特例 を 受 け る た め 最終的 な都市計画決定段階 で後 追 い

的 に 調整 さ れ (特例適用 を 受 け る こ と に な っ た事業 に つ い て は、 事業名 に 『 震 災復興J の

名称が冠 さ れて い る ) 、 こ の新 制 度 に よ る 地域指定が併せて 行 わ れた と み ら れ る O そ の た

め 、 こ の地域指定 に よ る 建築制限 に つ い て は今回 の復興都市計画では実質的 に は適用 さ れ

て い な いJ (1主18)

建築基準法 に よ る 建築 制 限が切 れ る 前 日 の 1995年 3 月 16 日 に兵庫県の都市計画審議会が

開催 さ れ、 先例の な い 2 段階方式で都市計瞬が決定 さ れ る こ と が明 ら か に な る O こ れは 、

第 1 次の都市計画 と し て 、 ま ち づ く り の大枠 を 決定す る に と どめ、 そ れ以降、 地権者や利

害 関係住民の参加 を 求め な が ら 徹底 的 な 議論を積み重ね、 住民の 意見や要望 を 反映 し た 具

体的な細部の計画 を 第 2 次計画 と し て 決定す る 。 ま た 、 住民 と 意見調整す る な かで、 当 初

に都市計画決定 し た大枠 を 変更修正す る 必要が出 て き た と き は、 弾力 的 に 対応 す る と い う

方式であ る O

土地 区画整理の よ う な都市計画 は、 地権者 を は じ め 関係者に と っ て は、 大 き な 利害が伴

う 難事業であ る O 進捗状況等 に つ い て は 第八章 「都 市計画 ・ ま ち づ く り 」 に 詳記す る が、

こ の よ う な 2 段階の都市計闘 は前例が な い だ け で な く 、 住民 と 行政 と の新 し い協力関係、

新 し い地方 自 治の在 り 方 を 占 う Aつの実験、 A つ の 試金石 と み る こ と がで き る 。

こ の よ う な 経緯 の 中 で、 柔軟で、新 し い枠組み に よ る 住民参加の ま ち づ く り の 必要性が強

く 認識 さ れて き た。 こ の点 に つ い て 、 貝 原俊民兵庫県知事 は あ る 座談会で次の よ う に 語っ

て い る 。

「行政は 、 今 ま で どち ら か と い う と 住民 同 士 の 話 し 合い に ま かせ た の で は 、 そ れぞれの

エ ゴが衝突 し て し ま う と い う 考 え方でや っ て き ま し た。 だか ら 行政が中 に 入 っ て 、 き ち ん

と 計画 を 立 て て 、 規制 も し て き た の ですが、 こ れか ら は、 そ う い う や り 方 を 少 し 変 え て 、

成熟社会 に ふ さ わ し い も の に し て い く べ き で は な い か と 思 い ま すJ (注目)

{ い わ ゆ る 白地地域の市街地譲興の課題}

復興促進地域の 約 8 割 が、 自 力 復興地域、 い わ ゆ る 白 地地域で あ る ( 図 9 参照) 。 被災

地 に お け る 住宅復興 は、 既述の と お り 、 新設住宅の着工戸数や建築確認受理件数の状況か

ら 、 民 開住宅の建築需要は震災 1 年後 も 高水準で、推移 し て お り 、 住宅復興が民 間住宅 を 中
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心 と し て 進 ん で い る 状況が窺 え る と 同 時 に 、 次の 1 年 は公

的 供 給住 宅 の 建設がか な り 進 む状況 に な っ て き た こ と か

ら 、 市街地復興 に は 一定の見通 し がた っ て き た と い う こ と

がで き る O し か し 、 被災地の 実情 を 個 別 に 見 て い く と 、 ま

(図 9 ) 白 地地域の割合 (注12)
(神戸市を例と し て )

白 地地域
(79. 2%) 

だ 多 く の 課題が存在 し て い る こ と が分か る O

次の 図 は、 震災以後 1 年 間 の 市街地の再建経過 と そ の状

況 を 複数の拠点調査か ら 概括 し た も の で、 神戸の 中 心 市街地 を は さ んで東部 ( 阪神 間 地 区)

と 西部 (兵庫 ・ 長田地区) と に分け、 市街地の復興経過の特徴 を 示 し て い る O

(図10) 市街地再建の経過 (注13)

l 月

修理
4 月 西部市街地 j 東部市街地
マすす育了 守河了 1持π7 場押す

し借家で修理が i
修理I! =南中斗品副 I�昏い ; 

生活が落ち 着 く 七応急的建物が j
一 修理が始 ま る 間 く 残 り そ う 16ヶ 月 頃に は

J・ ………;修理世話主む........・. 1...夜劃…………献雌.開業・主主 ・ コニごこここにここ・夜襲若宮古・M・M・..… 寸 ["" ..._....._.............. 1 
工場仮設操業 仮設止 ま る (そのま ま 移行 I非住宅の仮設

--- 仮設止ま る (9月 ) 附多 く 残る
{プレハブ・ コ ンテナ・テン ト ハウ ス等

底鎗再開 - 住宅仮設 仮設 ピ ー ク一一樹 以後は減少 田明 住宅仮設が，...I._ i:;..;':X".� t:.，t;.+滅金 三重豊丘"・貰瑠r.......... … …・宮地花j}i進展! 一一一一一一一一 - …一一一............................. 1 貰1: ほ更地花 :
本設i 本設が始ま る (専用伎!l':) == あ ま り 進ま な い ι- - - 一本設は戸建て j

l 孟 ら始ま っ た i更地化進展一一一 解体ほぼ終わ る 一一一 一一 同きは速い i一 一 一 岡 本設始� る 由 一 一 一 一 一 少 し進む (イlt-Im- \" -， � .�= . .  i 本設に地域宣告

--出立 西郷市街地
四回一 東部市街地

こ の 留 か ら 以 下 の こ と が分か る 。

臨 本殺進む (東部) 一 一 戸建ては進むがj共同住宅は速い
L一一一一一一一一一一一一一一一

第 一 に 、 震 災か ら 3 ヵ 月 を 経過 し た 4 月 前後か ら 自舗の再開や住宅の修理 ・ 工場の仮設

操業が始 ま り 、 半年後の 7 月 か ら 10月 に か け て 市街地の再建が本格化 し 、 当 面の生活の場

が決 ま り 生活が落 ち 着 い て き た こ と が分か る O

第 二 に 、 西部地区が東部地 区 よ り も 再建状況が遅い こ と が分か る O 西部市街地 は 「住工

蕗が混在 し 職住近接型の生活が多 い 。 市街地の復興は工場 ・ 商庖 の 再 開 と 生活再建が一帯

と な っ て い る 。 東部市街地 は イ ン ナ ー シ テ ィ 問 題 を抱 え る 密集市街地や良好な住宅地等多

様 な住宅地 に よ っ て構成 さ れ、 市街地再建 は 個 々 の 住 宅再建 に よ る と こ ろ が大 き いJ (注

13) 。 ま た 民 間 住宅等の仮設建 設 は 各 地 区 と も 10 月 頃 ま で に ピ ー ク を 終わ る が 「西部市街

地 で は 1 年 を 経過 し で も 本設があ ま り 進 ま な い 。 住商工混在地で は工場 ・ 庖舗等仮設の ま

ま 残 り 、 更地再建の 3 分の 2 を 仮設が占 め る 仮設都市の様相 を 示 し て い る O 東部市街地で

は戸建て住宅 を 中心 に 再建が進 む が、 共 同 住宅や賃貸住宅 の再建 は 遅いJ (注13) と 分析

さ れて い る 。

第三 に 、 震災 3 ヵ 月 白 か ら 半年 後 に か け て がれ き 撤去 と 更地化が進展 し た が、 本設があ
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ま り 進 ん で、い な い西部市f菊地 だ け で な く 、 関 じ東部市街地で も 本設が進ん で、い な い地 区 が

見 ら れ る 点で あ る 。 こ の原 国 に つ い て は 、 狭小宅地率が高 く 市街地帯皮が高 い 地区 で は 、

仮設の比率が高 く 1 年後の再建率 も 20%台 と 低い と し 、 敷地条件や地域特性 に よ っ て、 同

じ住宅地で も 再建状況 に 違 い が現れて い る 、 と 分析 し て い る o (注13)

白 地地域の復興 に は 、 都市計画事業等 に よ る 面的 な 復興 と は ま た違 っ た レ ベ ル の課題が

あ る O 再建者が個 々 に 抱 え る 問題か ら く る 課題 に つ い て 、 そ の い く つ か を 指摘 し てお き た

し 、 O

ア. 敷地条件か ら く る 問題

白 地地域の復興 に お い て 克服すべ き 課題の 一 つ が、 狭小敷地や 旗竿敷地 ・ 接道不良敷地

な どの敷地条件の改善であ る 。 そ れが未解決の ま ま 個 別 に 自 力再建が進行す る と 、 周 囲 の

再建が進 め ば進む ほ ど 「既存不適格宅地 に お け る 再建が益 々 関 難J (注 7 ) に な る と い う

状況が生 じ る 。

こ う し た 敷地条件の克瓶 に は、 共 同化や協調化に よ る 再建が J つ の 方法 と し て あ る が、

隣接 し 合 う 権利者同士の条件の違いや公的助成の イ ン セ ン テ ィ ブが弱 い こ と 等か ら あ ま り

進んで、い な い のが実情であ る 。 そ の結果 「密集 市街地 に お い て は、 共同化や協調化 も な か

な か進 ま ず、 違法建築 に よ っ て不良街区が再生 さ れる 可能性 も 出 て き て い る J (注13) 、 一

方で 「再建が進む市街地 の 中 に再建 さ れ な い 吏地が点在す る 状況J (注 7 ) が生 じ て い る O

こ う し た 震災空地の存続は被災地 に広 く 分布 し て お り 、 そ れ を 如何 に 取 り 扱 う か に 関 す

る 公的 な 方針 を 打 ち 出す必要があ る 、 と い う 意見 も あ る o (投 7 )

イ a 経済的条件 か ら く る 課題 (資金力 の不足)

兵庫県 で は 、 住宅復興 に 向 け て f ひ ょ う

ご住宅復興 3 カ 年計画」 を 策定 し た。

そ の特徴 と し て 、 一つ に は、 被災 し た{昔

家層 は も ち ろ ん の こ と 、 持家層 に 対 し で も

高齢で あ る 等 の 理 由 に よ り 再建が困難 な 人

の た め に 、 賃貸住宅の供給に重点 を 置 き 、

そ の 割合 を 全体の 6 割以上 と し て い る 点が

あ る 。 ま た 、 全体の 7 割の77， 000戸 を 公的

供給住宅 と す る 等公的主体の役割 を 大幅 に

高 め て い る 。

さ ら に 、 個 人で住宅 を 再建 し よ う と す る

者に対 し で も 多 く の施策が盛 り 込 ま れ て い

る 。 そ の 内容 は 、 低利の融資や利子補給の

ほ か 、 良好 な ま ち づ く り に 資す る も の等 に

つ い て は、 補助 制 度 も 設け ら れて い る 。 面
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的 整備事業 に 関連 し て行 わ れ る 住宅再建やマ ン シ ョ ン の建て替え 等 に つ い て は 、 10年 に わ

た る 長期 の利子補給が行わ れ、 そ の う ち 当初 5 年 間 は実質無利子 と す る 等手厚い助成制度

が設 け ら れて い る 。

し か し 、 現在の 日 本の 制 度ー に お い て は、 災害 に よ っ て 失わ れ た 個 人住宅の復興 は 、 あ

く ま で も 個人の責任 に お い て 行 う こ と が原 則 で あ り 、 被災者 自 ら の多額の資金負担が必要

に な る 。

こ う し た 多額の資金負担の 問題は、 被災各世帯の住宅 に対する 考 え 方、 家族構成、 経済

状態、 職業の有無等に よ り 様 々 な形態 と な る が、

- 持家 の 高齢者の多 く が住宅再建資金 を 調達す る 力 を 持た な い こ と

- 持家の若年!留 に も 被災家屋 の多額の住宅 ロ … ン が残 り 、 再建 ま での余力 を 持 た な い 人が

多 い こ と (二重ロ ー ン 問題)

- 民 間借家の所有者 に も 同様に再建能力 を 持た な い 人が多 く 、 被災前 の 借家 人 に 対 し て住

宅供給がで き な い こ と

- 被災 し た借家人 に お い て も 被災地 に代替の借家 は な く 、 あ っ て も 賃貸料が高鵠 し 子が届

か な い 人が多 い こ と

と い う ふ う に 、 住宅再建の 目 処 を 立 て る こ と がで き ず、 復興 の 歩み に取 り 残 さ れか ね な

い 人 々 が多数存在す る と い わ れて い る 。 (以 上、 注15)

そ こ で、 兵庫県では阪神 ・ 淡路大震 災の み な ら ずE大災害が発生 し た場合の最大の課題

で あ る 早急 な 住宅復興 に 対 し て は、 現行の 地震保険制 度や義援金、 災害救劫法や生活保護

制 度 な ど既存制度の枠組 ・ 延長上 に あ る も の で は不十分であ り 、 ま た そ れ以上の公的支援

は公平性の観点か ら 困難であ る と し て 1995年10月 「新 し い 住宅地震災害共済保険制度の創

設J を 提言 し 、 社会保険や 自 賠責保険 と 同様、 国民の全員 の加入 を 求 め る 制 度の実現に取

り キ丑ん で い る 。

〈住宅地震災害共済制度〉

阪神 ・ 淡路大震災 な ど大規模災害で 自 宅 を 失 っ た 被災者の救済 を 目 的 に 、 兵庫県が1995年

10月 に創設 を提唱 し た 制 度。 公的機関 を 含 め住宅所有者が全員加入 し 、 掛け金 は 自 治体が

固定資産税な ど と セ ッ ト で徴収 し て 、 l J î 当 た り 年12 ， 000 円 の 掛 け 金 で、 最大1， 700万 円

の保険金を 支給す る 。 事業は 関、 地方 自 治体 な どが出 資す る 機構で運営、 遡及 も 検討 す る

と し て い る 。

共 開通信社が実施 し た全国都道府県 ア ン ケ ー ト (注16) で は 、 こ の兵庫県案を埼玉 ・ 東

京 ・ 佐賀 が 「現時点で最 も 被災者救済の方向性が見 え る も のj な ど と 積極 的 に 評備 し た ほ

か、 25府県 も 趣 旨 に は 賛同 す る 等、 28都道府県が理解 を 示す と と も に 、 全国の約 7 割 に 当

た る 33都道府県が現行の地震保険で は不 ト分で共済保険な ど新 し い 制 度の 創 設が必要 だ と

し たが、 住宅所有者全員 の加入 と す る 点 に つ い て 「 国民的合意が不可欠j な ど と 慎重 な 意
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見が多 か っ た 。 ま た 、 16都道府県 は早急 な 創設 を 求 め た と さ れ る O

改善すべ き 点 と し て 、 販神大震 災 を 含 め た過去の災害への遡及措置や 強 制 加 入 の方式、

自 治体が;窓口 と な る 保険料の徴収方法な どが指摘 さ れて い る O

4方、 災害で失わ れた 個 人財産 を 公的資金で補償す る よ う な新制度の創設 に つ い て は、

こ の ア ン ケ ー ト で はい ず れ も 否定的であ っ た 。

最後の個人補償 の 問 題に つ い て は、 「最 も 基本的 な 問題の一つ で あ る 個 人 補 償 は ど う に

も な ら な か っ た 。 私有財産制 の も と で は 、 自 己の財産の管理は 自 己の責任 で あ り 、 た と え

震災で も 補償 さ れ な い 、 と い う の で あ る 。 倒 産 し た 金融機関の預金は、 取 り 付 け騒 ぎ な ど

が起 こ っ て金融秩序が乱 れ る と 、 国民経済全体 に 大 き な 影響があ る か ら 、 公金 を 使 っ て も

保護 し よ う と す る 意見 も あ る 。 な け な し の預金を 下 ろ し て建築 し た 家が、 今 回 の 地震 で損

壊 し た 人 と のバ ラ ン ス か ら は、 ど ち ら が救済 さ れる べ き か、 割 り 切れ な い思 い がす る o ( 中

略) 個 人補償の 問 題 は 、 国会の予算委員会で も 議論がな さ れ た が、 政府 は 『 今 日 ま で 日 本

で は 、 私有財 産 に かか わ る 個人補償 を 真正面か ら す る と い う 仕組 み に な っ て い な いj と の

見解を 越 え な か っ た。 家屋の解体や擁壁の修復等 に つ い て は 、 公共性 を 前面 に 押 し 出 し て 、

な ん と か こ の壁 を破 っ た例 も あ る が、 や は り 壁 は 厚か っ たJ (注17) と 記録 さ れ て い る O

(注 l l r阪神 ・ 淡路大震災 兵庫県の 1 {ドの記録j 兵庫県 1996年 6 月
(注 2 ) r阪神 ・ 淡路大渓災に お け る 住宅被害の状況 と ひ ょ う ご{主宅復興 3 ヵ 年計両」 菅原康雄 『兵庫県政学第 2

号』 兵庫県政学会事務局 1996年 3 ) J  
(注 3 ) r蘇る ま ち ・ 住 ま いJ 兵庫県都市{主宅部 1997{f' 3 fJ 
(1主 4 ) rひ ょ う ご住宅復興 3 ヵ 年計画』 兵庫県都市住宅部 1995年 8 月
(注 5 ) r阪神 ・ 淡路震災復興計幽推進委員会住宅部会 狂. 8 .  3 . 14資料』 兵庫県 1996年 3 月
(注 6 ) r阪神 ・ 淡路震災復興計画推進委員会住宅部会 ワ ー キ ン グ会議 H. 8 .  5 . 20資料j 兵庫県 1996年 5 月
(注 7 l r 第 V 章住宅後輿j 鳴海邦碩 f震災都市復興の 1 '年J 日 本都市計画学会関西支部復興都市づ く り 特別委員

会 1996年11 月
(注 8 ) r座談会 擢災住宅再建の視点 と 課題J í ジ ャ ス テ イ ス ー誰がた め の 法 と 行政治、』 シ ス テ ム フ ァ イ ブ 1996 

年 I 刃
(往 9 ) 大祭災 に伴 う 借地 ・ 借家の法律関係」 安永正昭 f ジ、 ユ リ ス ト NO. 1 070.l 有斐閣 1995年1 2 月 『大震災の

法 と 政策.1 P321 阿部泰隆 日 本評論社 1995年12月 な どを 参!!世
(注10) r合意形成抜 き に進 ま ぬ復興J 梶浦恒男 『更生る 11棟のマ ン シ ョ ン J 日 経 BP 社 1 997年 1 月
(注11) r分譲マ ン シ ョ ン 復興の現状 と 課題J 梶浦恒男 『大震災 1 年半 ・ 住宅復興の課題』 日 本建築学会建築経済

委員会 1996年 9 月
(注12) r康談会 復興計 画の推進 と そ の課題 ( I ) J í21 [世紀 ひ ょ う ご VOL. 67.1 (財) 21世紀ひ ょ う ご創造協会

1996if' 3 月
(注13) r都市復興の地l又別実態J 小浦久子 f震災都市復興 の 1 1f.l 日 本都市計企画学会際西支部震 災復興都市づ く

り 特別委員会 1996年1 1 月
(注14) r震災復興 l 年の実態か ら み た復興都 市計闘の今後の課題j 土井幸平 『者E市問題研究第49巻第 1 号通巻553

号J 都市問題研究会 1997年 1 月
(注15) r新 し い住宅地震災察共消保険制度の創設一被災地 か ら の提言 兵庫県 1995年10月
(注16) r神戸新関J 1996年 3 月 24 日
(注m í大震災100 日 の記録.1 �t原俊民 ぎ ょ う せい 1995年12月
(注18) r市街地復興の計画 と 事業 基本的枠組みJ 安田去作 f震災都市復興の 1 :fjôj B 本都市計画学会関西支部

震災復興都市づ く り 特別委員会 1996年1 1 月
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第四章

福 祉



l 第一館 生活保護
上 災害 に よ る 生活保護の 動 向 (注 1 )

[被f果護世帯等に対す る 援護}

高齢 ・ 母 子 ・ 傷病傷害等の要援護 世帯が多数被 災 し て い る こ と (1995年 6 月 23 日 現在判

明 分 = 死亡330入、 負傷261人、 全壊 (焼) 、 半壊 (境) 8， 780世帯) や生活基盤の喪失 に よ

り 多 数の県民が要保護状態 に 陥 っ て い る こ と が推測 さ れ、 兵庫県 に と っ て速やか な援護 を

行 う こ と が緊急の 課題であ っ た。

県は 1 月 18 日 に 、 災害程度の甚大 さ か ら 、 県知 事権限の福祉事務所への一時的委譲等 に

よ り 家屋補修費、 家具什器費 を は じ め と す る 一次扶助 を 実情 に即 し 迅速かつ 適正 に適用 す

る こ と に つ い て厚生省 と 協議 を 行 っ た ほか、 保護費の再支給や代替住宅入居 に 係 る 敷金の

支給等 を 穣極的 に 行 う こ と に つ い て確 認 を 行 い 、 1 月 四 日 に被災地福祉事務所 に 対 し 、 こ

れ ら の対応 を 指示 し た 。

被災地か ら 多数の被保護者L等の避難が予測 さ れ る こ と か ら 、 県 は 27 日 に な る と 被災地福

祉事務所 に 対 し て 、 避難所生活者か ら の保護 申 請の取 り 扱い指針等 に つ い て 、 個 々 の具体

的 な事情 に基づい て 適切 に 対処す る よ う に指導 し た。

以上の取 り 組みの結果、 兵庫県 下 に お け る 2 月 分の保護費の支給 も 混乱 な く 円 滑 に 行 わ

れ た 。

震災後 2 ヵ 月 経過 し 、 長期化す る 避難生活 に よ り 体調 を 崩 す被災者 も 多 く 、 安定 し た住

居の確保が緊急の 課題 と な っ て き た 。 県 は 3 月 下旬 に 、 仮設住宅への早期 入居指導、 住宅

扶助 の上位限度額の適用 等 を 図 る よ う 被災地福祉事務所 を 指導 し た 。

兵庫県は新年度 を 迎 え 、 生活保護法の 運営 に あ た り 「阪神 ・ 淡路大震 災 に よ る 被災者 に

対 す る 支援の充実J を 1995年度 に お け る 重点課題のーっ と し 、 4 月 1 7 日 に 、 県福祉事務所 ・

各市長 に 文書通知 し た 。

3 月 末 に も な る と 仮設住宅への入居が順次進 んで い っ た が、 高齢者、 障害者、 母子等の

要譲護世帯が擾先的 に入居で き る こ と と さ れた た め 、 仮設住宅 に お け る 生活支援対策が重

要 な 課題 と な っ て き た。 仮設住宅入居者 に は単身者 も 多 く 健康上の不安 も あ る こ と か ら 、

4 月 中旬 に 、 仮設住宅入居者 に対す る 巡 回相談等 を 実施 し ，Q、要 な 生活支援 を 行 う よ う 仮設

住宅所在地福祉事務所 を 指導す る と と も に 、 5 tl に は 、 当 該福祉事務所の 実施体制 を 強化

す る た め、 厚生省 に 財政的援助 を 要請 し た。

5 月 の 下旬 に な る と 、 要保護者の仮設住宅等へ の 入居 も 進み 当 面 の 落 ち 着 き 先が明確 に

な っ て き た こ と 及 び被災地の福祉事務所の機能が回復 し て き た こ と な どか ら 、 要保護者の

生活実態 に 応 じ て き め細か く 迅速 な 支援 を 行 う た め 、 仮設住宅 な とミ居住地の所在す る 福祉
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事務所 を 保護の実施機関 と す る 取 り 扱い を 行 っ た。

ま た 、 県 は仮設住宅 に お い て は 、 高齢者の 「孤独死」 な ど痛 ま し い 事故 も 発生 し た こ と

か ら 、 再度 6 月 15 日 に 仮設住宅入屠者 に対する 巡同相談等 の 強化 に よ る 生活状況の把握 、

及 び適切 な指導助言や他施策の活用 に よ る 生活支援の充実 を 隠 る よ う 仮設住宅所在地福祉

事務所 に 文書指示 し た 。

な お 、 震 災直後か ら 被災地福祉事務所等 と 頻繁 に連絡を と り 、 毎月 、 相談 ・ 申 請 ・ 開始

件数等の保護動 向 、 保護の運営状況 に つ い て報告 を 求め 、 現場の実態 を 把握す る と と も に 、

必要 に 応 じ て 実地 に福祉事務所 を 指導 し て き た。

震 災後の保護動 向 は 、 被災者の県外転 出 、 施設入所、 死亡、 親族 と の 同毘な ど に よ る 廃

止が開始 を 上 回 っ た た め、 1996年 1 月 に は震災前 の例年12月 に く ら べ1 ， 099世帯、 2 ， 127人

の 減 と な り 、 保護率 も 0. 2%。低 F し た 。 そ の 後は 陛帯数、 人員 、 保護率 と も 横 ばい と な っ

て い る 。

{被災市の謂祉事務所に対す る 人的支援}

被災市の福祉事務所 に お い て 、 多 く の職員 が災害関係業務 に 従事 し た た め 、 生活保護等

の福祉業務 に 支障 を 生 じ さ せ な い よ う 人的支援 に 努 め た が、 本来の福祉業務の遂行 に 支障

が出て き た た め 、 1 月 初 日 に は 、 県 は厚生省 を 通 じ て全国か ら 人的支援 を 求 め た。

こ の結果、 神戸市他 6 市 に 、 46都道府県 ' 11指定都市 よ り 2 月 1 日 か ら 2 月 16 日 ま で 1

日 当 た り 約 109人、 延べ7， 930人の支援 を 受け た 。

被災規模が最大であ っ た神戸市 に お い て は、 業務正常化 に 時 間 を 要 し た た め、 さ ら に 5

月 15 日 か ら 6 月 30 日 ま で 1 日 当 た り 約33人、 延べ1 ， 550人の応援 を 受 け 本 来 の福祉業務の

遂行 に 努 め た 。

2 . 生活保護法の も つ諸問題

以 上、 災害 に よ る 生活保護の動 向 に つ い て概略 を 述べて き た が、 大災害 に 直面 し た現行

の 生活保護法の も つ 諸問題 に つ い て 、 新間報道等 を 中心 に列記 し て み よ う 。

[震災原因 に よ る 生活保護申請]

「震災が原 因 で新 た に 生活保護の対象 と な っ た 世帯数が、 4 月 末現在で539世帯 に 上 る

こ と が、 兵庫県 の ま と め で1 1 日 分か っ た 。

震 災発生か ら 4 月 末 ま で に 、 県 内 で受 け 付 け た 生活保護 申 請 の 総数 は 1 ， 683件。 う ち 3

割以上が、 震災で、家や職 を 失 っ て 対象 と な っ た世帯で 占 め ら れて い た 。

生活保護の対象 と な る の は 、 国 が定め る 最低生活費 を 収入 が下 回 る 世帯。 539世帯の う

ち 、 保護対象 に 陥 っ た 理由 と し て は、 勤務先の倒壊に よ り 収入が途絶 え た と い う ケ ー ス が

152件 と 最 も 多 い 。 こ の ほ か に 震災 時 の 火災で財産 を 消 失 し た り 、 住家の倒壊で 4家が離
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(表 1 ) 震災後の生活保護開始状況 (平成 7 年 1 月 ~王子成 8 年 1 月 ) (注 2 ) 
平成 7 年 1 月 か ら 平成 8 年 l 月 ま で の 関始件数は8， 421件で、 う ち 2， 189件は仮設住宅等への入射に伴 う 被保護者
の転入に よ る も ので あ る 。
月 別で見る と 、 平成 7 年 1 月 に は346件であ っ た も のが徐々 に増加 し、 10月 に は928件 と 最大 に な っ た が、 そ の 後
は600件台で推移 し て い る 。
( 月 平均648件、 う ち新規分479件/前年同期の月 平均473件)

月 別 問始件数

地域別 H7年 1 月 2 R  3月 4月 5月 8月 9 fl i 10月 1 1 月 12月 H8{ド 1 月 ぷ口込舌口牛l 

新 規 115 175 297 156 164 237 213 253 243 261 184 211 234 2， 743 

転 入 。 。 。 。 。 92 2 19  264 328 375 188 178 129 1 ， 773 
神戸市

合 言| 115  175 297 156 164 329 432 517 571 636 372 389 363 4， 516 

前 年 同 期 175 159 229 184 211  259 226 200 187 240 206 215 1 1 5  2， 606 

新 規 141 151 1 69 178 230 253 213 199 184 1 70 140 183 170 2， 381 

被災市町 転 入 5 6 40 51 16 17 14 1 0  19  3 3 198 

(県所管) 合 計 146 157 209 229 246 270 227 209 203 175 149 186 173 2， 579 

前 年 |時期 140 194 208 208 177 211 202 186 176 184 192 219 146 2， 443 

新 規 85 72 96 80 84 110 76 81 62 104 96 95 日7 1 ， 108 

そ の他 転 入 。 2 6 9 1 25 60 42 40 1 3  1 3  4 3 218 

(県所管) 合 計 85 74 102 89 85 135 136 123 102 1 17 109 99 70 1， 326 

型 85 100 76 79 85 82 83 97 77 77 95 85 1 ，  104 

新 規 341 398 562 414 478 1 600 502 533 489 535 420 489 471 6 ， 232 

転 入 5 8 46 60 17 1 34 293 316 387 393 210 185 1 35  2 ，  189 
合計

ß、 三ロまt 346 406 608 474 495 734 795 849 876 928 630 674 606 8， 421 

前 年 時 期 398 438 1 537 468 467 戸555 510 469 460 501 475 529 346 6， 153 

散 し た ケ ー ス な どがあ る 。 通常は世帯主の 病気 に よ る 困 窮 と い う ケ ー ス が約 8 割 を 占 め る

が、 震災関連で は 失職、 住宅事情 に よ る 申 請が 目 立 っ て い る 。

県援護福祉課で は 震災後、 各福祉事務所 を 通 じ て民生委員 や保健婦 ら と 連携 を 取 り 、 生

活保護 を必要 と す る 世帯へ制度 の 周 知徹底 を 図 っ て い る O 同課では 『震災で、 失 っ た 生活用

品 や通院のパス 代 の 支給 な ど、 個 別 の 需 要 に も き め細かい対志 に努め て い る O 今後 も 失業

や入院の状態が長ヲ | い て 困 窮 し 、 保護対象 と な る 世帯 も 出 て く る は ずJ と 話 し て お り 、 制

度 を フ ル に 活用 し 、 生活 を 支援す る と い う J (神戸新聞 、 1995年 5 月 四 日 付)

[神戸市で生活保護申請急増]

「最大の被災地 に な っ た神戸市で、 市長か ら の生活保護 申 請が急増、 6 月 で前年 (1994

年) 同 期 の 4 割以上、 7 月 に は倍増 し て い る こ と がお 自 分か っ た 。 同市 に よ る と 、 こ の 10
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(図 1 ) 震災後 1 年間 と 震災前 1 年闘の生活保護開始件数の比較 (注 3 ) 

神戸市 被災市町
(漂所管)

そ の他
(県所管)

平成 6 年 1 月 ~
平成 7 年 1 月

平成 7 年 1 月 ~
平成 8 年 1 月 (新規)

平成 7 年 1 月 ~
平成 8 年 1 月 (転入)

年 、 申 請件数は減 る 傾 向 だ、 っ たが、 震災後数 ヵ 月 を 過 ぎ、 職 を 失っ た り 預貯金 を使い切 る

な ど、 生活困窮 世帯が増 え て お り 、 申 請増の傾向 は今後 も 続 く 見通 し と い う 。

生活保 護 は 、 病気や 高齢で仕事に 就け な い な どの理由で、 生活が困窮 し た世帯 に 最低生

活費 を 給付 す る 制 度。 岡 市 は こ こ 数年、 人 口 の 約 1 . 5%が受給対 象 と い う O 申 請件 数 は 月

平均350件だ、 っ た 1985年以 降、 年 々 減 る 傾向 に あ り 、 1994年 は平均230件だ、 っ た 。

震災後、 1 月 か ら 5 月 ま での 申 請件数は 1 ， 038件、 月 平均128�302件 と 、 昨 年 同 期 の 1 ， 032

件、 208�239件 と ほ ぼ変 わ ら ず、 5 月 時点での受給世帯 は 約 14 ， 000世帯 だ っ た 。 と こ ろ が、

6 月 に は412件 の 申 請があ り 、 前 年 同期 203件 を 45% も 上 田 っ た 。 さ ら に 、 7 月 に は437件

の 申 請 が殺到、 前 年 同 期 203件の 2 倍以上の 申 請 と な り 、 こ れ に 併せ保護 開 始件数 も 7 月

に419件 と 、 前年 同 期 の 21 7件 を 大 き く 上 回 っ た 。

こ の な か に は、 震災で同居の息子 と 別 屠状態 に な り 、 震災後 3 、 4 ヵ 月 で預貯金 を 使 い

果 た し た と い う 高齢女性や、 震災で、職 を 失い 郊外の仮設住宅 に移転 し た が、 新た な 仕事が

見つか ら な い 母子家庭の母親な ど、 震災の影響 を 受 け た ケ ー ス が 目 立 っ て い る と い う O

一方、 廃止 さ れた避難所暮 ら し の対象世帯 で は 、 食事の配給があ り 最低 限の生活保障が

あ る 、 生活保護法で は生活扶助 を f被保護者の居宅で行 列 と し て い る一ーと の理 由 で 、

保護開 始 の 適用外に な っ て い た 。 市 は 、 待機所 な ど に 残 る 保護対象の世帯 に は 、 今後、 仮

設住宅への移転 な ど住宅確保 を 促 し な が ら 保護 開 始 を 検討す る 方針。 市民生局 は 『個 々 の

事情 に よ り 、 判 断 し た いj と 話 し て い る J (神戸新聞 、 1995年 8 月 24 日 付)
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(表 2 ) 震災後の生活保護廃止状況 (平成 7 年 1 月 ~平成 8 年 1 月 ) (注 4 )
平成 7 年 1 月 か ら 平成 8 if 1 月 ま での廃止命件数は9， 692件で、 う ち2 ， 400件は県内の仮設住宅等への入居、 県外へ
の転居な どに よ る 被保護者の転出 に よ る も ので あ る 。
月 別でみ る と 、 平成 7 年 1 月 に は390件であ っ た も のが、 2 月 か ら 700�900件台で推移 し 、 10月 に は983件 と 最大
に な っ たが、 その後は500�600件台で推移 し て い る 。
( 月 平均746件、 う ち 純廃 ll-_分561件/前年同期j の 月 平均4571éj二)

月 別廃 止件数

地域別

純廃止

転 出
神 戸市 合 計十

前 年 I� 懇

純廃止

被災市町 転 出
(県所管) 合 計

前 年 間 期

純廃 止

そ の 他 転 出
(県所管) メ口〉、 三口jiト

前 年 同 郷

純廃止

転 出
総数 l日h 三ロ去十i 

前 年 同 期

日7{!二1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月

1 28 533 453 1 336 335 359 34il 

。 。 。

128 533 453 

188 17:1 225 

157 184 211 

12 64 124 

169 248 335 

143 1 66 209 

89 65 ! 108 

4 3 5 

93 68 i 1 13  

92 81 123 

374 782 I 772 

1 6  67 129 

390 849 901 

557 

0 1 。 77 196 

336 335 436 544 

229 230 189 21:1 

167 2叫 阿 川

138 108 78 40 

305 1 317 243 204 

213 207 199 159 

72 102 94 64 

4 J 戸 5 

76 107 99 67 

94 84 100 71 

575 646 618 576 

142 1 13 1 60 239 

717 759 778 815 

536 521 488 443 

8 月 9 月 10刀

:)19  1 94 368 

256 346 :)26 

575 540 694 

220 190 208 

136 1 80 161 

32 24 28 

1 68 204 189 

1 92 157 1 56 

73 ! 50 95 

10 5 5 

83 55 100 

90 83 77 

528 424 624 

298 375 359 

826 799 983 

502 430 I 441 

(凶 2 ) 震災後 1 年間 と 震災前 1 年隠の生活保護廃止件数の比較 (注 5 ) 
6000 I 

5000 

4000 

3000 

2000 

1 000 

。
件数
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神戸市 被災市町
(県所管)

そ の他
(県所管)

1 1月

216 

167 

383 

147 

1 20 

24 

144 

158 

83 

8 

91  

73  

419  

199  

618 

378 

1 2 J! H8年I 月 合計
261 20il 4， 058 

1 3il 11il 1， 624 

399 326 5， 682 

17:1 128 2， 513 

162 162 2， 178 

17 18 707 

179 180 2， 885 

I 160 1 69 2， 288 

80 81 1， 056 

9 3 69 

89 84 1， 1 25 

81 93 1 ， 142 

503 451 7 ， 292 

1 64 1 39 2， 400 

667 590 9 ， 692 

414 390 5 ， 943 

骨 平成 6 i'j:: 1 Fl �  
平成 7 $.手 1 月

ヴ 平成 7 年 1 月 ~
平成 8 年 1 月 (純廃止)

平成 7 年 1 月 ~
平成 8 年 1 月 (転出)



3 . 求め ら れ る 生活保護法の 柔軟 な 運用 (注 6 ) 

[生活保護受給者は わ ずか1 ， 000人余}

多 く の市民 の 人生 を 暗転 さ せた大震 災。 と く に倒産や解雇で職 を 奪 わ れた 被災者の悩み

は深刻 だ 。

全神戸避難者連絡会が95年 9 月 、 神戸市 内 の !日避難所、 待機所で、行 っ た生活調査 に よ る

と 、 8 月 の 収入が 「 な い」 と 答 え た世帝が22% も あ っ た 。 110万 円 未満」 も 15%で、 生活

の た め 義援金や貯金 を 取 り 崩 し て い る ケ ー ス が 目 立 っ た。 ま た 4 分の 1 の 世帯が震災後 に

借金を し て い た。

兵庫県 の ま と め で は 、 県 内 で震災が原 国 で新た に 生活保護 を 受給 し た 人 は何年10 月 末現

在で1 ， 050人 に の ぼ る 。 し か し 、 快活保護 を 申 請 し で も 、 さ ま ざ ま な 理 由 で対象か ら は ず

さ れて し ま う 人 も 多 い 。

神戸市 は 、 待機所や旧避難所、 テ ン ト 村 な ど は 「安定 し た住居で は な く 、 居住地 と し て

認 め がた いj と し て 、 短期 間 で仮設住宅 な どの安定 し た住居 を 確保 し 、 「真 に や む を 得 な

い事情の あ る 場合 に 限 っ て 、 生活保護 の 申 請 を 受理す る j と い う 方針 を 打 ち 出 し て い る 。

こ の た め、 仕事や子供の通学の関係で、 郊外の仮設住宅に転居で き な い 待機所の被災者

は 、 い く ら 生活が苦 し く て も 生活保護の対象か ら 排除 さ れて い る の が実情 だ。

生活保護 を 受給す る た め に は、 単 に 生活が苦 し い だ け で な く 、 個 人資産が ひ っ 迫 し て い

る こ と を 証明 し な け ればな ら な い 。 収入がな く て も 弘司ナ金や そ の他の財産があ れば、 そ れ

を 「運用 j し て生活費 に あ て 、 資産がほ と

ん どな く な っ て は じ め て生活保護 を 受 け ら

れ る と い う 考 え だ。

た と え ば、 本人受け取 り の 生命保険があ

れ ば解約 し 、 土地があ れ ば売 却 し て 当 面の

生活費 に 当 て な け れ ば な ら な い 。 震災で 自

宅が全壊 し 、 職 さ え 失 っ た場合で も 「 ま ず

は資産 を 活用 し な さ い」 と 、 窓 口 で追 い 返

さ れた ケ ー ス も あ る O

{時代に対応で き な く な っ た 生活保護法]

生活保護法 2 条で は 「すべて の 国 民 は 、

こ の法律に定め る 用件 を 満 た す 限 り 、 こ の

法律に よ る 保護 を 無差別平等 に 受 け る こ と

がで き る J と 定め 、 25条 は 「保護の実施機

関 は 要保護者が急迫 し た 状 況 に あ る と き 避難所生活はいつ ま でか
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は 、 す み や か に職権 を も っ て ( 中 略) 保護 を 開始 し な ければな ら な い J と し て い る 。

に も かか わ ら ず、 多 く の被災者が生活保護の対象 に な ら な い現実は何 を 意味す る のか。

あ る 専 門 家 は 、 「法律が時代 に 対応 で き な く な っ て い る 」 と 指摘す る O

生活保護法が施行 さ れた の は 1950年 5 月 O 戦後の混乱 し た社会情勢の 中 で 、 国 民 に 最低

限度の生活 を 保障 し、 自 立 を 助長す る こ と が 目 的 だ、 っ た 。 専 門 家 は 「 自 己資 産 を 使 い 果 た

せば、 永久に 自 立で き な く な る O 震災被災者の こ と を 真 に 考 え る な ら ば、 従来の法解釈の

ワ ク に と ら わ れず、 柔軟に j去 を 運用 すべ き j と 提言 し て い る O

(表 3 ) 人的被害状況 (注 7 )
(単位 : 人)

全体 被保護世帯
市町自社

推計人口 死亡者 被保護者 死亡者 負 傷省

神 戸 市 1 ，  520， 365 4， 484 22， 484 278 207 

東灘区 191 ， 716  1 ， 455 1， 158 45 22 
灘 区 124， 538 923 1 ， 704 48 24 
中央区 1 1 1 ， 195 2:j9 3 ， 368 36 40 
兵庫仮 117， 558 540 3 ， 844 45 50 
長8:112<: 129， 978 907 5， 692 78 50 
須磨区 1 88， 949 383 2， 027 26 17 
垂水区 237， 735 16 1 ，  897 。 。
北 区 217， 166 1 1  1 ，  834 。 4 
西 区 201 ，  530 10 960 。 。

尼 崎 市 492， 793 48 6 ， 905 4 。

博1 Æi iti 283， 668 8 2， 327 。 9 

凶 .-�?; f↑f 124， 101 1 ， 107 3 ， 063 36 38 

洲 本 rtï 42， 6 13  A ワハ3 。 1 

芦 I� r打 86， 862 133 172 5 l 

伊 丹 市 189 ， 767 19 765 。 1 

力fl f古 川 市 252， 599 2 857 。 。

宝 塚 rrî 206， 641 1 1 6  801 d 戸 2 

-* rfí 77， 801 235 。 。

川 丙 rl1 143， 588 2 718 。 。

淡 路 10 町 [ 120， 927 55 513 2 2 

D 、 3， 81 1 ，  725 6 ， 279 39， 043 330 261 

推計人r l は千成 7 年 1 JJ 1 日 現在、 兵庫県企阿部統計課発表数
被保護人 員 数は 、十三成 7 年 1 月 1 fl 現荘、 兵庫県福祉部援護福祉
課集計数
被保護世祥子死亡者数は、 兵庫県福祉部緩護福祉課集計数
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(表 4 ) 家屋の被害状況 (注 8 ) 
区 分 全壊 ・ 半壊 全体 被保護世帯

市 町 名 棟数 推計世帯(A) 全壊 ・ 半壊(B) 比率(B A) 被保護世帯(C) 全壊 ・ 半壊ID)

f漁 IH借 佐子 % 世 情 批帯神 戸 市 86， 732 580， 012 228， 412 39， 4 15， 024 6 ， 271 
尼 絡 市 30， 400 193， 337 43， 450 22. 5  4， 669 961 

明 石 市 5， 590 99， 243 9， 316 I 9. 4 1， 417 160 

西 宮 市 35， 800 163， 785 59， 869 36. 6 1， 909 849 

洲 本 市 672 14， 927 672 4. 5 163 8 

芦 屋 市 8， 604 33， 916 16， 708 49. 3 117 52 

伊 丹 市 8， 569 66， 992 17， 049 25. 4 533 179 

宝 塚 市 5， 057 73， 119 18， 706 25. 6 490 142 

三 木 市 122 23， 104 122 0. 5 179 。

高 砂 市 l 31 ， 193 1 0. 0 223 。

J I I 両 市 3 ， 119 47， 935 3， 929 8. 2 431 74 

播 磨 町 11 10， 455 15 0. 1 30 。

淡路10町 8， 029 37， 032 8， 088 21 . 8 383 84 
l口〉、 il十 192， 706 1， 375， 050 406 ， 337 I 29. 6 25， 568 8， 780 
(A)捻言I�tま帯数は王子成 7 年 1 月 1 日 現在、 兵庫県企凶部統計課発表数
(C)被保護世帯数は平成 7 年 1 月 1 �l現在、 兵庫県福祉部援護福祉課集計数
(B)全体の全壊 ・ 半壊棟数及び世帯数は平成 7 年 7 )'15 El 、 兵庫県警察本部発表数
(D)被保護世僚の全壊 ・ 半壊世帯数は兵康県福祉青�援護福祉課集計数

4 . 生活保護受給世帯の 死亡率 は約 5 倍

比率(D C) 

% 
41. 7 
20. 6 
11. 3 
44. 5 
4. 9 

44. 4 
33. 6 
29. 0 
. . . 

17 . 2 
. . . 

21. 9 

34. 3 

「神戸市内 の 生活保護受給世帯 の 4 戸 に 1 戸が震災で全壊や全焼の被害 を 受 け、 死亡率

は市民王子均の 約 5 倍 に 上 る こ と が、 神戸市東離区東神戸病院の大西和雄診療部長の調査で

わ か っ た 。 大西部長 ら は、 保護世帯の多 く が、 古 い 木造 ア パ ー ト な ど に 住 ん で い た こ と を

被害の 原 因 と し 、 所得の 違い か ら 生 じ た住宅格差が生死 を 分け た と 指摘。 強度の弱い住宅

を 、 公的機関が改善す る 制度の確立 な ど を 求め て い る O

大西部長 は 、 神戸市が発表 し た生活保護受給者の死者数や被災状況 の デー タ な ど を 基 に 、

保護世帯の 被災の特徴 な ど を ま と め た 。

調査に よ る と 、 神戸市内の保護世帯14， 951戸 (22 ， 41 1 人) の う ち 、 24. 2 % に 当 た る 3， 619

戸が全壊 ・ 全焼の被害 を 受 け た 。 こ の割合は、 同市全体の平均値10. 7%の約 2 倍 に も の ぼ

っ た。 ま た、 亡 く な っ た 人 は278人。 全受給者の1 . 24% に 当 た り 、 市民全体の平均値0. 25%

の 約 5 倍 に 達 し た。

こ の結 果 に つ い て 、 大西部長 は 『住環境の違いが生死 を 分 け た の で は な い か。 強度の不

十分な住宅 に 住 ま ざる を え な い 高齢者や生活保護受給者な ど経済的弱者に被害が集 中 し た
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(表 5 ) 神戸市の生活保護受給者の被害害実態 (お: 9 )  

保護吋 時受給者数 ! 死亡 (率) 全体の
組死亡率

神戸市 14， 951 3， 619 (24. 2) 22， 411 278 (1 . 24) 0. 25 

東灘灰: 750 361 (48. 1) 1 ，  158 45 (3. 89) 0. 67 

灘 区 1 ， 199 529 (44. 1) 1 ，  704 48 (2. 82) I 0. 65 

中央区 2， 54:) 622 (24. 5) 3， 295 33(1 . 00) 0. 16 

兵庫区 2， 997 834 (27. 8) 3， 844 15 ( 1 . 17) 0. 32 

長岡 l又 ; 3， 651 924 (25 . 3) 5， 692 79 (1 ， 39) 0. 53 

須磨氏 1 ， 165 323 (27. 7l 2， 027 28 (1 . 38) 0. 16 

垂水区 1 ， 023 24 ( 2. 3) 1 ， 897 。

北 区 1， 097 2 1 ， 834 。

西 区 526 。 960 。

と み ら れ る j と 分析 し て い る 。

調査結果 は 、 神 戸健康共和会が出版 し た震災記録集 『 い ま 神戸か ら J な どで報告 さ れ て

い る 。 報告書の 中 で、 早川和男 ・ 神戸大名誉教授は 『戦後 日 本の住宅政策 は 、 持 ち 家 を勧

め る 自 助主義が中心で、 低所得者 は老朽、 狭小 な住宅に住む こ と を 余儀 な く さ れたJ と し、

全壊 ・ 全焼率や死亡率の 高 さ は住宅格差が原 因 と 指摘。 保健所の環境衛生監視員 が町 を 巡

回 し 、 安全や衛生面で問題の あ る 『不適格住宅j の発見 と 改善 を 行 う イ ギ リ ス の例 を 紹介

し 、 『震災 を 教訓i に 日 本で も 確立すべ き 制度J と 指摘 し て い る J (神戸新問、 1995年11 月 8

日 付)

5 . ケ ー ス ワ ー カ ー の み た 生活保護世替の 動 向

震災に よ る 被害が甚大で、 と り わ け 被保護世帯が集 中 的 な打撃 を 受け た 神 戸 市長田 区 を

中 心 に 生活保護世帯 の 動 向 を 長 田福祉事務所の ケ ー ス ワ ー カ ー の記録か ら た と守 っ て み た 。

[神戸市長 田 区 内 で集 中 的 な 打撃]

長田福祉事務所の全生活保護 ケ ー ス ワ ー カ ー が1995年 8 月 1 日 か ら 10 日 ま での 聞 に行 っ

た 生活保護世帯 に 関 す る ア ン ケ ー ト 調査 (回答率 ・ 93%) (注10) に よ る と 、 被災率 は 神

戸市16. 2% に 対 し 長 田 区が40. 5% で 同 区 内 の被保護世帯が81. 1% と 集 中 的 な打 撃 を う け た

こ と カ宝わカミ る 。

被保護世帯 の多 く が、 老朽化 し た 文化住宅や ア パ ー ト に住 ん で い た 。 市営住宅 (改良住

宅含む) に 居住 し て い た世帯 も 多 い 。 市営住宅 は比較的老朽化 し た も の が多 く 、 1 棟が全 ・

半壊の 判 定 を 受け る と 、 そ の棟 に 居住 し て い る 世帯全て が、 同 じ判 定 に な り 数が増 え る と
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い う 事情があ る O 居住 し て い た住 ま い の事

情 に よ り 、 8 割以上の世帯が大 き な被害 を

受 け た の であ る 。

1 月 1 7 日 地震発生 当 日 の死亡者数 は 、 ア

ン ケ ー ト の 田答で は63人。 公式発表 に よ る

と 長 田 区の被保護者の死亡者数は 、 78人 と

な っ て い る (無回答があ っ た た め 公式発表

と 異 な る ) 。 長 田 区全体で 亡 く な っ た 方 の

総数は714人。 死 亡 者 の う ち 10%以上が被

保護者で あ る 。 こ の数字 を 、 地震当 日 の保

護44. 1 % と 比較 し て み る と 、 被保護者の死

亡率が高 い こ と がわ か る 。

被保護者の多 く が老朽住宅 に居住 し て い

た こ と 、 さ ら に 高齢者や障害者な どのハ ン

デ イ キ ャ ッ プ を 背負 っ て い る も の が、 被保

護者の 中 に多 い こ と も 一 回 と 考 え ら れ る O

ア ン ケ ー ト の結果では 1 月 17 臼 か ら 8 月 1

{反"ltH 'tの令官一引を土 J象に行 われた実千山科在

日 ま での 聞 に 100人亡 く な っ て い る (一般の疾病や事故 に よ る 死亡 も 含 ま れ て い る ) 。 地震

の 影響で、 病 院 も 多 大 な 被害 を 受 け て い た た め 、 入 院 中 の患者が亡 く な っ た 、 と い う ケ ー

ス も あ っ た。 ま た 、 地震直後、 寒 さ の た め避難所で の生活に耐え ら れず、 肺 炎等 を 起 こ し

た 高齢者が亡 く な っ た 、 と い う ケ ー ス も あ っ た。

{ 国 レ ベル で の封源確保 を }

注 目 すべ き は 、 前 の 家 に 戻 れ る 見込みの あ る 世帯が、 全体の半数以下 で あ る こ と だ。 逆

に 、 前 の 家 に 戻 れ な い 世苦 が、 入 院 ・ 施設入所 ・ 死亡廃止 ・ そ の 他 を 除 い て も 、 半数弱

( 1 ， 393世帯) も あ る O 半数近 く の 世帯が家 を 失 い 、 し か も 8 月 1 日 現在 で仮設 に 入居 で

き て い る の は 、 前 の 家 に戻 れ な い iま帝の う ち 3 分の 2 程度 な の であ る 。

仮設住 宅 に 入居す る 予定の 180世 帯 は 、 ま だ、 い く ら か の救いがあ る 。 し か し 、 未定 (入

院 ・ 施設入所 ・ 仮設入居済除 く ) が、 168 11t菅 も あ る 。 場所 を 選 ば な け れ ば入居で き る 仮

設住宅 も あ る が、 168世帯 の 中 に は、 長 田 か ら 離 れ ら れ な い 事情 の t止帯 も 多 数 あ る 。 8 月

20 日 以降 も 、 旧避難所 ・ 待機所 ・ テ ン ト 村 な ど に 残 っ て い る O ま た、 壊れた家か ら 離れ ら

れず、 20世帯が、 前 の 家 に住みつづけ て い る 。 ( 中 略) 仮設住宅の供給の反省 を ふ ま え て 、

ケ ア体制が な い と こ ろ に 要援護世帯 ばか り がか た ま ら な い よ う な 供給方法 を 検討 し て も ら

い た い。 ま た 、 家賃、 敷金の 問題か ら 低家賃の 公営住宅への 入居 を 望 む 人が多 い 。 民 間 住

宅の場合、 低家賃 で あ れ ば入居可能 で あ る が、 震災後の家賃 の 高騰 を 考 え 合わ せ る と 、 被
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(表 6 ) 8 月 1 B 現在の被災保護世帯の居住状況 Uìll) ( 1単位 ・ 世帯)

28 1 ， 159 20 

以4 l 24 860 

165 101 6 58 

182 36 9 90 

1 6 7  3 1 

275 11 12 208 

107 

i! ) 1 1 7� 8 l に廃 止 ・ 移11:に な っ た 国 d貯 を fì; む
l 17以降の開始 ・ 移管で受けた tll:'l苦 は 除 く

保護世帯 の 入民 は か な り 難 し く な る と 思 わ れ、 被保護世帯が と り 残 さ れ る 恐れがあ る 。 そ

こ で被保護世帯で も 入居で き る 公営住宅の増築、 あ る い は 家賃補助制度の拡充が必要であ

ろ う 。 最後 に 今 回 の よ う な 災害 は ど こ に で も 起 こ り 得 る こ と で あ る 。 そ こ で こ の震災 を 機

に 国 レ ベ ル で、の財源 を 伴 っ た復興施策が、 早期 に 策定 さ れ実行 さ れ る こ と が望 ま れる 。

6 . 生活保護制度 と 被災者の ギ ャ ッ プ (注12)

震災の約 2 週間後か ら は生活保護の初回相談業務 に 就 く こ と で、 直後の生活問題を 自 の

当 た り に し 、 数 ヵ 月 経過 し た 時点で は避難所での生活 を 継続せ ざる を 得 な い背景 も 知 っ た。

そ し て半年後か ら 仮設住宅 に 移 り 住 ん だ、人 々 の生活に触れ る な ど時間 の経過 と と も に そ れ

ぞれの段階で被災者の 中 に どの よ う な 問題が生 じ て い た か を 述べ る 。

{災害時 に お け る 生活保護の資産活用 に つ い て }

!日保健所の 5 つ の相談室 を 使 っ て生活保護の相談業務 を 開始 し た の は、 震 災後 2 週間 が

経 っ た 1 月 30 日 か ら であ る 。 隣 の 部屋 で は 同 日 よ り 災害援護資金の貸 し 付 け が始 ま っ て お

り 、 殺気立 っ た 喧騒の 中 での相談業務であ っ た。 被災者の方 々 の相 談 を 受 け る 中 で、 震災

前 と 震災後では 明 ら か に相談内容が異 な る O

国 3 か ら も わ か る よ う に 、 震災前 は病気に よ っ て収入が断た れ、 医療費が払 え な い と い

う 相談が、 約50% を 占 め て い た の に対 し 、 震災後は仕事先が倒壊 ・ 全焼 し た と い う 理由 で

の相談が約50% を 占 め た 。 つ ま り 、 震災直後に 生活保護の 相 談に 訪 れた 人 々 の抱え て い た

問題は、 震災で仕事 を 失 い 次の仕事 を 見つ け る ま でのつ な ぎ生活費が欲 し い と い う 内 容 だ
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(関 3 ) 震災前後 に お け る生活保護椴談渡砲の変化 (ä13)

麗災前 50. 5 

震災後 29. 4 47. 3 

(区1 4 ) 震災前後 に お け る生活保護申請受理率の変化 (注14)

震災前

震災後 22. 7 

っ た。

( 単位 ・ % )

口傷 病
白稼働者の離婚等
口稼働者の収入減少
口そ の他収入誠少
魁そ の他

(単位 : % )  

こ の よ う に 仕事がな く な っ た と い う こ と で、 1 ヵ 月 当 た り の相談件数は 3 倍 に増 え たが、

一方で 図 4 の よ う に 、 生活保護の Etl 請が受理 さ れた 世帯 の 割合 は 、 む し ろ 減少 し た (震災

前 : 33. 6%受理 震災後 : 22. 7%交理) 0 

理由 は生活保護 に は 「資産の活用 」 と い う 大原則が存在す る か ら で あ る 。 つ ま り 車や生

命保険 ・ 土地 な ど、 処分 し て利用 で き る も の はすべて処分 し て 先 に活用 し て く だ さ い と い

う のが生活保護の制度で あ る 。 と こ ろ が、 震災後 に 椙 談 に き た 人 は次の仕事が見つ か る ま

での 2 � 3 ヵ 月 のつ な ぎの資金が必要 と い う だ け で、 車や生命保 険 ま で処分 し て 、 丸裸に

な る こ と は 考 え て い な か っ た。 相談者の ニ ー ズ と 、 生活保護の制度の ギ ャ ッ プが受理率の

低下 と い う 結果 と な っ た。 一時的困窮 に 陥 っ た被災者 に 「何 も か も 処分 し て 下 さ いJ と い

う こ と は 次の生活再建 を 国難 な も の に し て し ま う だ ろ う 。

第四章@福祉 275 



し か し こ の資産活用 の 問題は、 何 も 震災時 に 限っ た こ と で は な い。 通常、 生 活保護の対

象 と な る 人々 に は、 傷病者 ・ 母子家庭 ・ 高齢者 ・ 障害者な どの世帯が多 く 見 ら れ る O 生活

保護の 目 的 は 「最低生活の保障 と 自 立助長j で あ る が、 こ れ ら の世帯 に と っ て の 「 自 立j

に は そ れぞれ違 っ た捉え方がで き る 。 傷病者や母子家庭 に と っ て は経済的 な 自 立 を す る こ

と だ と も 考 え ら れる O ま た障害者は社会参加 す る こ と に よ る 精神 的 自 立であ る か も し れ な

い。 経済的 な 自 立 を 主 な 呂 的 と す る 傷病者や母子家庭 に と っ て は 、 徹底的 な 資産活用 は む

し ろ 次の 自 立への機会 を 失 う こ と に も つ な が る 。

生活保護制度 に お け る “ 自 立 と 資産活用 " の 問題点が今回の震災度後 に 間 わ れた 。 こ こ

で明 ら か に し な ければな ら な い の は 、 国が災害時に生活保護制度の 資産保有 面 で、の弾力 的

運用 を 認め な い の な ら ば、 個 人 の 善意 で あ る 義援金な ど に 頼 ら ず、 雇用 を は じ め と す る 他

の 制 度 ・ 法律隔での規制緩和 を 行い 、 そ れ に 対 し て 国家責任 と し て も っ と 積極 的 な 財政支

援 を 行 う べ き で あ っ た。

{避難所か ら の保護 申 請 に つ い て }

次に示す関 5 の グ ラ フ は、 震災後 に うた所 し た相談者が ど こ に 住 ん で い た か を 示 し た も の

で あ る O

こ の 中 で iD 避難所」 の項 目 に注意 し て み る と 、 約 3 割 の 方 々 が避難所か ら 相談 に 来

所 し て い た こ と がわ か る 。 と こ ろ が厚生省が 「避難所 で は 、 災害救助法で最低限の生活需

要は満た さ れて い る ので、 生活保護で補足す る 必要 は な い と 判 断 し た」 と い う 見解 を 示 し

た た め 、 避難所か ら の相談に つ い て は、 そ の 内容 に かか わ ら ず、 ほ と ん ど相 談 を 断 ら ざる

を 得 な か っ た 。 こ の 点 に 関 し て マ ス コ ミ 等で は 、 避難所での生活保護適用 が な さ れ な か っ

た と の批判 があ っ た が、 他法優先 を 碁本 と す る 同法で は あ る 面や む を 得 な い 判 断であ っ た

(関 5 ) 住居別生活保護棺談状況 (注15)
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と 言 え る O そ の根拠 に つ い て 考 え て み る と 、 生活保護費 は 主 に ( 1 ) 生活扶助 ( こ れ も 一

類 : 食費 ・ 衣類費 な ど個人の生活費 二類 : 光熱水費 な ど世帯の生活費、 に 分か れ る ) 、

( II ) 住宅扶助 (住宅家賃) 、 ( ill ) 医療扶助 (医療費) の 3 つ か ら構成 さ れて い る O

こ の う ち 生活扶助の 二類 に つ い て は 、 避難所で は光熱水費等 は 支払い の 必要がな い た め

不要で あ る と 考 え ら れ る 。 次 に 医療扶助 に つ い て も 避難所 に生活 さ れ る 方 々 は 、 全半焼 ・

全半壊の被災 を さ れた 万 々 で あ る と 考 え ら れ、 そ れ ら の 世帯 は健康保険制度の一部負担金

免除が適用 さ れ る た め 医療費の支払い に 困 窮 す る 事は な い。 そ し て住宅扶助 に つ い て は家

を 失 っ た 世帯 に住宅家賃 を 支給す る 必要性 は な い と 考 え ら れ る O

こ の よ う に考 え て く る と 、 問題 と な る の は生活扶助 の 一類 に 関 し て で あ る 。 し か し こ れ

に 対 し て 、 神戸市の避難所 で は 1 U 1 ，  200 円 の食事 を 配食 し て い た た め、 1， 200 円 / 日 x 30 

日 = 36， 000 円 / 月 と な り 、 ほ ほ生活保護基準 の 一類 に 匹敵す る 援助がな さ れて い た と も 考

え ら れ る 。 こ れは到底健康で文化的 な生活 と は い え な いが、 計算 上 は避難所では生活保護

が保障すべ き 基準 は長低 な が ら も 満た さ れて い る た め 、 生活保護の適用 が認め ら れ な か っ

た と し て も や む を 得 な か っ た と い え る 。

避難所での生活保護適用 に つ い て 「冷た い 弁 当 ばか り で、 温かい食べ物 を 買 う お 金がな

か っ たJ r避難所 は憲法で う た わ れ る 健康 で 文化 的 な 生 活が保障 さ れて い な いJ な どの 報

道 も な さ れた 。 し か し前者に つ い て は食事の選択性がな い と い う 点が問題であ り 、 現物支

給でな く 相 当 額 の現金支給を 検討す る と い う 方法 も 考 え ら れる 。

ま た後者に つ い て も 事実であ る が、 避難所 は あ く ま で も 臨時 的 な も の で あ り 、 避難所の

居住環境改善 に 力 を 注 ぐ よ り も 避難所 を 出 ら れ な い 要 因 を 改善す る こ と 、 そ し て転居先の

仮設住宅の住環 を 改善す る こ と に論点 を 置 く べ き だ と 考 え る 。

こ の よ う に 考 え れ ば、 報道 さ れた よ う な 問題点 に つ い て は避難所 に お け る 生活保護の問

題で、 は な い こ と が理解 さ れ る 。

避難所 で の生活保護 の 問題点 を 挙 げる な ら ば、 ①上記の よ う な 理 由 で新 た な保護 申 請 を

受理 し な い 一方で、 同様の状態で避難 し て い る 以 前 か ら 受給者に は何故保護 を継続 し た の

か、 ② 8 月 初 日 に避難所が解j隠 さ れて 給食の 配給がな く な っ た が、 そ の 時点 で生活扶助 の

一類基準 さ え も 保障 さ れな く な っ た待機所お よ び!日避難所の被災者に 対 し て は、 生活保護

を 適用 す る の か、 と い っ た 問題が指摘 さ れ る だ ろ う 。

以上述べ て き た 「災害時 に お け る 生活保護の 資産活用 に つ い てJ 及 び 「災害時 に お け る

避難所か ら の保護 申 請 に つ い てJ の 2 点が、 被災直後の生活保護相談業務 に 携 わ る 中 での

問題点であ っ た 。

{避難所 か ら 出 ら れ ぬ理由}

図 6 は神戸市内 各 区 ご と に 、 どれだ け の 人が、 生活保護 を 受給 し て い る か を 示 し た グ ラ

フ であ る O こ れ を 見 る と 、 い わ ゆ る イ ン ナ ー シ テ ィ と 呼ばれる 中 央 ・ 兵庫 ・ 長 田 の 中央 3
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(図 6 ) 神戸市各区別保護率 (平成 7 年 3 月 現在) (ii16) 

(単位 :%0)
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区で生活保護 を 受給 し て い る 人が多 い こ と が理解 さ れ る 。 中 で も 長 出 区 で生活保護 を 受 け

て い る 人 の 割合 は神戸市の平均の 3 倍 に ヒ り 、 1 ， 000人 当 た り 45人が生活保護 を 受給 し て

い る 。

こ の保護率の 高 さ に つ い て は長 田 区 の地域構造か ら 説明す る こ と がで き る 。 同 区 では在

住の外国籍の 人 々 を 含め た地元の 多 く の住民が、 ケ ミ カ ル 関連の企業 に働 い て い る 。 し か

し そ れ ら の企業の約70% は 、 従業員 が 1 � 4 人 と い う 零細企業、 給料は 出 来高払い、 ま た

会社の 負 担 を 減 ら す た め に 鰭康保険や厚生年金等の社会保険が整備 さ れて い な い と こ ろ が

多 く 存在す る 。 そ の た め 、 そ こ で働 く 従業員 がー丘病気 に な れば、 収入がた た れ る と 同 時

に 医療費 の 支払い に 苦癒す る こ と に な る 。 ま た 同 時 に 年 を 取 っ て こ れ ら の企業 を 退職 し た

場合 も 年 金 を 受給で き な い こ と が多 く 、 老後の生活の見通 し が立 た な い こ と に も な る O 今

回 の震災で も 同 じ構凶か ら 生活保護の相談が 3 倍 に増 え た 。 つ ま り 就労先の ケ ミ カ ル 関 連

企業が倒壊 ・ 焼失 し た が、 雇用保険がな か っ た た め に 当面の生活が立 た な い と い う 相談で

あ っ た。

ま た長nl 区 に は低額家賃の家が多 く 、 生活保護 を 受 け る 人の多 く が、 そ の よ う な 家 に 住

ん で い た と 考 え ら れ る 。 こ の よ う な 人 々 が、 ①ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ 関 連産業が職住近接の 産

業構造であ る た め 「 い ま の と こ ろ を 離 れ る と ク ツ の 内職がな く な る J の 中 高年 の声が圧倒

的 ②朝鮮 ・ 韓国 の 人 々 と 二世 ・ 三世が多 く 、 神戸市 内 に 在住す る 朝鮮 ・ 韓国籍の 人 々 の

う ち 33%9， 200人が住み 、 民族の文化 ・ 伝統 を 守 り つ づ け て い る 。 ま た 長 田 限 内 に はベ ト

ナ ム 人約500人が住 ん で お り 「仲 間 と i離 れて生活す る の が不安だJ と 訴 え る ③多 く の 高

齢者が地域の 人 々 に 支 え ら れて生活 し て い る ④低額家賃住宅が多 い な どの理由 で速

く の仮設住宅 に は行 けず、 結局、 避難所か ら 出 ら れ な い と い う 現実があ る O
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{ 災害時に 「弱者j は 作 ら れ る }

こ の震 の 震 災 で は 、 「弱者j と い う 言葉が多用 さ れた 。 所得 ・ 国籍 ・ 職 業 な ど に よ っ て

居住の 選択性が限定 さ れ た 「住宅弱者」 、 避難所や 自 宅での生活困難か ら 避 難所肺炎 と い

っ た 二次被害 も 大 き か っ た 高齢者や 酷害者 な どの 「災害弱者ム 被災地 に な っ て生活情報

が得 ら れず混乱 し た 「情報弱者」、 震 災 を 理 由 に解雇 さ れ、 雇用保険す ら 受給で き な か っ

た 「労働弱者j 。 し か し 、 こ れ ら に 共通 す る 「弱者J と い う 言葉 に は 自 ら の力不足が原 因

の微力 の 人 々 と い う 、 当 人 に 責任 の大部分 を 負 わ せ る 響 き が感 じ ら れ る 。 し か し 実際 に は

そ う で は な く 「弱者J と 呼ばれる 人 々 は 、 周 囲 の 諸制度の不備 に よ っ て “ 作 り 出 さ れ る "

こ と を こ の震災で改 め て 思 い 知 ら さ れた 。 震 災直後 よ り 行政 に 携 わ る 者 は 、 未経験の事態

に全力 で対応 し て き た。 し か し 、 制 度 ・ シ ス テ ム の不備か ら 充分 な 働 き がで き ず、 市民 ・

マ ス コ ミ か ら は多 く の批判 がな さ れた 。 どれほ ど努力 し で も 批判 ばか り が 向 け ら れ、 無力

感 に さ い な ま れた事 も 度々 であ っ た 。 し か し行政に携わ る 者が市民か ら 評価 を 与 え ら れる

の は今 こ の 時点 で は な く 、 今回露呈 し た不備 を 改善 し 、 二度 と 「弱者J を 生み 出 さ な い新

た な 制度 ・ 施策 ・ シ ス テ ム を 形作 る こ と がで き た そ の時で あ ろ う 。

[被災が原因の生活保護受給 は 県 内 1 ， 1 1 9世帯}

「震災で体調 を 崩 し た り 職 を 失 っ た り し 、 新 た に 生活保護の対象 と な っ た 世帯が、 昨年

(1995年) 1 1 月 末現在で1， 1 19世帯 に の ぼる こ と が 9 日 (1996年 1 月 ) 兵庫 県 の ま と め で

分 か つ た 。 県外 に 転居 し た世帯 は含 ま れて い な い た め実際の件数が さ ら に 上回 る の は確実。

雇用保険の失業給付期 限 (最長 1 年) が追 っ て い る ほか、 民民健康保険の負 担金免除措置

が、 昨年末で打 ち 切 ら れた た め 、 さ ら に 対象世帯 は増 え そ う だ。 そ の 一方で、 待機所が?安

定 し た住居J と 認め ら れ な い な どの理由 で対象か ら 外 さ れ る ケ … ス も あ り 、 生活保護の規

定 と 現実 と の ずれが被災者 に の し かか っ て い る O

被災が原因 で生活保護 を 受 け は じ め た世帯 を 月 別 で み る と 次の通 り O

震 災 直 後 か ら 2 月 末 ま で ご 86、 3 月 = 155、 4 月 = 62、 5 月 = 133、 6 月 = 144、 7 月 2

105、 8 月 = 17 1 、 9 月 = 130、 10月 = 76、 1 1 月 = 77。 災害援助 法 に 基づ く 避 難所が!発止 さ

れ た 8 月 の 数字が 目 立つ。

生活保護が 開 始 し た 時 の 住 ま い は 、 仮設住宅が571世帝 (51%) で最 も 多 く 、 民 間 ア パ

ー ト 320 世帯 (29%) 有料公営住宅90世帯 ( 8 %) と つづ く O

方で震災後 に 生活保護が廃止 と な っ た の は 1 ， 594世帯。 県外転 出 が502， 死亡254-ー

な ど と な っ て い る 。

こ う し た 数字 の 陰 で 、 制 度 の 網 の 目 か ら も れて い る 人 は 少 な く な さ そ う だ。 対象 と な る

条件 に は 『安定 し た 住居J があ り 、 神戸市内 の待機所や !日避難所、 テ ン ト 村 は原則 と し て

対象か ら 外 さ れ る 。 『近 々 仮設 な ど に 移 る j と 意思表示 し 、 高齢や病弱 な ど 『真 に や む を

得 な い J と 判 断 さ れた場合だ け 申 請 を 受 け 付 け て い る と い う 。
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ま た、 収入がな く て も 預貯金や そ の他の個人資産があ る 程度あ っ た り 、 親族 に 経済的余

裕があ る 場合 な ど も 、 生活保護 を 受 け る の は難 し い。

生活保護世帯 な どの 支援に取 り 組ん で い る f兵庫県生活 と 健康 を 守 る 会連合会J に よ る

と 、 震災で 自 宅が全壊 し、 職 を 失 っ た場合で も 『 ま ず は預貯金な どの資産の活用 を J と 、

窓 口 で 申 請 を 断 ら れ る ケ ー ス も 多 い と い う O

震災で失業 し た40歳代の 日 の不 自 由 な 男性は f ま だ若 い の で就職で き る はず J と 、 1 ヵ

月 だ け の条件で保護 を 受 け た が、 な れな い仕事 に つ き 、 1 週間 で体調 を 崩 し て 退職 し て し

ま っ た。 同 連合会事務局の辻清二 さ ん は f被災者の こ と を 真 に 考 え る な ら ば、 従来の解釈

の枠 に と ら わ れず柔軟 に j去 を 運用 し て ほ し いj と 訴 え て い る 。

神戸市民生 地 で は 『個人資産の う ち 、 義援金や見舞金 に つ い て は生活再建の た め に必要

と の認識で対応 し て い る O た だ市民の税金 を 使 う た め 、 一定の基準 を 守 ら ざる を 得 な い 点

は理解 し て ほ し いj と 話 し て い る J (神戸新 開 、 1996年 1 月 10 日 付)

{ 自 力眼界も が く 被災者 公的支援拡大 を }

私存財産への補償 を 真正面か ら 行 う 仕組 み に な っ て い な いj 被災者の 生活再建 に 向

け公的資金に よ る 個 人救済 を 求め る 声 に 対 し 、 政府は拒否の姿勢 を 貫 い て き た。 ( 中 略)

公的資金 を 基 に し た 阪神 ・ 淡路大震災復興基金 (6， 000億 円) も 十分 と は い え な い。 住 宅

関連で は ロ ー ン の利子補給 と い う 間接支援 だ け だ。

昨年 (1995年) 8 月 、 最大時 に は約31万 人 に 食料 を 配給 し た 災害救助 法 に よ る 支援が打

ち 切 ら れた と き 、 多 く が生活苦 に 直面 し た。 し か し 、 生活保護 に は f個人資産の 活用 J な

どの カ ベがあ り 、 実際に適用 を う け た の は 約 1 ， 100世帯 に す ぎ な い 。

被災者の多 さ か ら ?広 く 薄 く j の対応 し かで き な い現行の義援金、 基金制度。 ト ー タ ル

で語 ら れ る 『復興j と 、 そ の 影で と り 残 さ れ る 個 人 と の か い 離が ま す ま す拡大す る 。 1 月

10 日 、 神戸新開社 な ど地元 マ ス コ ミ 3 社 を 含む兵庫県内 の 各界代表 は 、 政府 に f公的支援j

の拡充 を 求め る ア ピ ー ル を 発表 し た。 そ こ に は生活資金の支給や生活保護の 適用 拡大、 住

宅 ・ 庖舗の修復 と 自 力再建 を め ざす 人 々 への支援、 公的災害保障制度の立法化一ーな どが

含 ま れた。

発起人の ひ と り 瀬尾撮 ・ 県医師会長は 『義援金で は 十分救済で き な い以上、 政府が責任

を 持つべ き 。 住専処理 に 6， 850億 円 も つ ぎ 込み な が ら 、 被災地 を 支援で き な い 日 本の政治

は お か し い j と 指摘す る 。

f善意』 だ け に 頼 ら な い新 た な 『制度j の検討が求め ら れ る J (神戸 新 問 、 1996年 l 月

1 6 百 )

(j主 ・ 引用文献〉
J) W阪神1 ・ 淡路大震災 兵庫�Ijl，の 1 年の記録j 兵庫県 1996年 6 月
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2 )  r災災後の生活保護開始状況J (J 995年 I 月 �1996年 1 月 ) í 向 J
3 )  r渓災後 1 {j' 間 と 震 災前 1 年間 の 開始件数の比較J í 同 j
4 )  r震災後の生活保護廃止状況J (1995年 1 月 �1996年 1 月 ) í 同 J
5 )  r震災後 1 年間 と 震災前の 1 年間 の廃止件数の比較J r rliLj 
6 )  r先例 に 挑 む 誰がた め の 法 と 行政か 阪神大震災復興行政を検証す る j 神 戸新聞社会部 f ジ ャ ス テ ィ ス 』 シ

ス テ ム フ ァ イ ブ 1996'9 1 月
7 )  i1を車川 被害干の概裂 と 復 旧 の状況 人的被害状況 í阪神 ・ 淡路大震災 一 福祉の現場か ら - j
8 )  r家阪の被守状況J r 同 j
9 )  r震災死の分析J よ り 資料表 5 í い ま 神戸か ら 続 ・ 震災の真 ん 中 で 一 東神戸病院 ・ 4 診療所か ら の 報告j

医療法人科I} i健hli共和会
10) r生活保渡世';tf の被災状況 と 仮設住宅 一 ケ ー ス ワ ー カ ーへのア ン ケ ー ト か ら J 広 瀬 市 紀 子、 谷本山 貴子、 深江

菜椋 『 あ の 1 1 か ら 今 日 ま でそ し て 明 日 へ ー 長出福祉事務所の記録 j 長田 福祉事務所 1996年
11) rド引 資料表 2 H <iL l 
12) r避難所 ・ {tし没{主セ ・ そ し て再び長田 の ま ち へ~福祉の視点か ら 長 田 の ま ち づ く り を 考 え る �J 霜川卓之 r r可 j
1 3 )  r震災直後の出核家に座っ てj資料 ・ !諸表 1 I 1司 j
14) r問」 資料 . [?(J表 2 í 同 』
1 5 )  r同」 資料 ・ 凶友 3 í liiLl 
16 )  r生活保議受絵本の高 さ j資料 ・ 図表 8 m J  
他) 神戸新開の記事 に つ い て は本文 の 中 に挿入
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第二節 災害弔慰金等、 生活福祉資金、 義援金
1 . 生活資金対策の概要 (詑 1 )

兵庫県 は生活救援対策 と し て 、 震災直後、 ま ず当 面 の 「生活資金対策J に取 り 組んだ。

家族 を 亡 く し た 人及 ぴ家14の倒壊、 焼失等 に よ り 、 当 座の生活資金 に 困窮す る 被災者に 対

し て は、 「災害弔慰金の支給等 に 関 す る 法律」 に 基づ く 「災害弔慰金J 及 び 「災害障害見

舞金J の 支給並 びに 「災害援護資金」 の貸付制度があ り 、 ま た 、 兵庫県独 自 の制 度 と し て 、

「災害援護金J の 支給や、 社会福祉協議会 に よ る 「生活福祉基金j の融資制度があ る 。

し か し 、 法律に基づ く 「災害弔慰金」 ゃ県独 自 の 「災答援護金j の 支給 に は 、 り 災証明

な どの手続 き が必要であ り 、 今回 は、 り 災件数が非常に 多 い こ と か ら 、 事務処理 に 相 当 の

日 時 を 要 す る こ と が見 込 ま れ た 。

兵庫県 は被災者の 早期立 ち 直 り と 生活の安定化 の た め 、 一 日 も !{ い対応が求 め ら れた こ

と か ら 、 緊急的 な 措置 と し て 緊急生活資金の給付 を 政府 に 対 し 要望 し た 。 そ の結果 「生活

福祉資金特 別 貸付 (小 口 資金貸付) J と し て 認 め ら れ緊急の生活資金需 要 に 対 応 し た。 ま

た 、 法律に基づ く 「災害弔慰金J 及 び県独 自 の 「災害援護金J に つ い て も 、 市 町 の り 災証

明事務の進展 と と も に 、 順次支給が進んだ。

一方、 全国存地か ら 次 々 と 寄せ ら れ る 義援金 に つ い て は 、 募集、 配分に対す る 組織的 な

対応 を 即 時整 え た兵庫県南部地震災害義援金募集委員会が多 数の被災者の支援 の た め、 市

町の体制 の整備 を 待 っ て 1 月 31 日 に 第 I 次配分 を 行 う な ど早期配分 に 努 め た 。 さ ら に県 は

預金証書 を 紛失 し た 者等への対応 と し て 、 関係金融機関 に 対 し て弾力 的 な 取 り 扱い を 要請

す る な ど可能 な 限 り の き め細かい対応 を し た。

2 . 生活福祉資金 に つ い て (注 2 ) 

①生活福祉資金 (小 口 資金貸付) の貸付

兵庫県 で は 、 震災後直 ち に被災 し た住民 に 対 し て 一 時 的 な 生活費 を 給付す る 「緊急生活

資金制度J の 創 設 を 1 月 19 日 に 来県 し た村 山首相 ( 当 時) に 、 そ し て21 日 に は 井 出厚生大

臣 (当 時) に も 緊急要望 を 行 っ た 。 こ れは、 震 災 に よ っ て _._-�瞬 に し て家屋が倒壊 し た り 、

発生 し た 火災 に よ っ て何 も 持 ち 出す こ と の で き な か っ た被災者 に 対 し て 、 当 座 の 生活費 を

給付 し よ う と い う も の であ っ た 。 原生省 に お い て 検討の結果、 1 月 25 日 、 伊豆大 島 三 原 山

噴火災害 (198MI"'-) に 際 し 実施 し た 生活福祉基金の特別措置 と 同様の貸付が実施 さ れ る こ

と に な っ た。

兵庫県社会福祉協議会が実施主体 と な っ た が、 激甚災害の指定 に よ り 、 資金負担 は 国 4

分の 3 、 県 4 分の l と な っ た も の の、 予算措置が間 に 合 わ な い こ と か ら 、 ま ず貸付原資 の
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調達が課題 と な り 、 県社会福祉協議会が金融機関 か ら 融資 を 受け対応す る こ と に な っ た。

次 に 、 貸付事務 の 窓 口 と な る 各市町の社会福祉協議会の実施体制 の確保が問題 と な っ た。

そ こ で他府県 の社会福祉協議会か ら 120人、 県 内 の被災地以外の社協 か ら 90人の職 員 の 派

遣 を 依頼 し、 被災各市町の社会福祉協議会の応援 に あ た っ た。 貸付原資 は県社協か ら 災害

救助法適用 地域の市町社協へ、 総額41億 円 が送金 さ れた。

[ 受付開始 と と も に 窓 口 へ殺到}

1 月 27 日 午前 9 時、 各社協 の 窓 口 で 申 込み の受付が開始 さ れた。 申 込受付 の 開 始 と と も

に 申 込者が殺到。 同 時 に 、 県社協へ各市民 町社協 か ら 間合わせの電話が鳴 り 飴め た 。 多 く

は 貸付条件に 関す る も の で、 貸付原資の 迫力IJ に 関 す る 照会 も 寄せ ら れ た 。

受付初 日 で あ る 1 月 27 日 の 申 込受付件数は2， 591件、 金額は お よ そ 3 億7 ， 000万 円 だ、 っ た 。

翌 日 、 翌 々 日 は土曜 日 、 日 曜 日 だ、 っ た た め 2 日 間で220件、 2 ， 800万円 余 り だ、っ た が、 4 日

目 の 1 月 30 日 に な っ て 申 込件数は急激に増加 し た。

こ の 日 の 申 込み は 1 日 で5， 333件 7 億9 ， 000万 円 に の ぼ り 、 こ と に神戸市兵庫 K で は 1 ， 1 1 1  

件 1 億5， 000万 円 、 問 中央 区 で は 1 ， 099件 1 億7， 300万 円 に 達 し た。 そ の後、 翌31 日 は5 ， 699

件 8 億4， 400万 円 、 2 月 1 日 は5， 529件 8 億7， 070万 円 、 3 日 5， 014件 7 億4， 090万 円 と そ の

後 4 日 間 に わ た っ て 大量 の 申 込みが続い た 。 こ の た め 、 事前 に送金 し て い た貸付原資が枯

渇す る 可 能性がでて き た た め 、 県社協 は 、 そ の 後三 度 に わ た っ て金融機 関 か ら 貸付原 資 の

追加借入 を 行 っ た。

申 込み は神 戸 市 内 が非常 に 多 く 、 件数、 金額 と も 全体の 8 割以 上 を 占 め た (注21) 。 ま

た 、 連 日 長時 間 に わ た っ て 申 込者全て の 手続 き が国 難 と な っ て 、 整理券 を 発行 し翌 日 再度

申 込手続 き に き て も ら う 等の対応 を し た社協 も あ っ た 。

り 災証明 を 求めて詰めかけた被災者
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(表 7 l 小口資金貸付申込 (決定) 状況一覧 (注 3 ) ( 単位 : 件、 千円)

申込累計 申込累計
市rx:町名 市r:><:町名

イキ数 金額 {!t数 金額

神 戸 市 44， 514 6 ， 586， 870 姫 路 市 54 8， 400 

東灘区 3， 789 591 ，  600 豊 岡 市 100 

灘 区 4， 663 698， 500 加古川市 6 600 

中央i又 9， 357 1， 469， 400 赤 穂 市 2 200 

兵!京区 7， 635 997， 470 西 脇 市 2 200 

北 区 1，  807 290， 200 高 砂 市 1 100 

長 日1 1豆 8， 168 1 ， 123， 200 小 野 市 3 400 
J丸L、

須厚寺区 5， 663 864， 800 。〉 二 田 市 7 700 
他

垂水区 2， 436 383 ， 700 加 古 市 3 300 

jllJ 区 996 1 68， 000 市 川 町 100 

尼 崎 市 280 28， 400 福 rli奇 町 1 100 
�Z 明 石 市 369 36， 900 太 f 関J 2 200 
救

助商 宮 市 5， 959 893， 850 U，)�宮町 100 
法
適 洲 本 市 4 400 柏 原 町 100 月i
地 芦 屋 市 984 133， 950 篠 山 町 2 200 1或

伊 丹 市 6 15 93， 350 県外分 581 79， 905 

宝 塚 市 874 90， 360 小計 668 91 ， 705 

三 木 rfî 22 3 ， 500 

I J I I 酋 rIî 306 【 30， 600 

津 名 目J 10 1 ，  700 

淡 路 町 9 1 ，  300 [ 
北 淡 町 。 。

今 l'} 匝J 100 

IL 色 町 3 300 

東 itlì 目J 4 500 

[ilf 淡 担I 24 4， 300 

ノj、 ，jj- 53， 97R 7， 906 ， 3自0 OR5 

ヂ成 7 1f 4 月 初 日 現イ!っ
(iì ) 災';i�:救助法@m地域は、 、'í 初の@Jtl地域。 その後、 総田J、 三原町、 i宇J

淡 町Jが追加l適用 と な っ た コ
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[小口資金貸付の役割 を 終 え る ]

小 口 資金の 貸付 が行 わ れ る 一方で、 他の制度施策が順次実施 さ れつ つ あ っ た。 も と も と

小 口 資金貸付 は 、 他の公的援護措置等が実施 さ れ な い 中 で の 緊急 的 な 生活費 を 貸 し付 け る

と い う 制度 と し て実施 さ れた も の であ っ た 。

し か し、 そ の後、 義援金の 第 1 次配分が、 2 月 7 日 か ら 各市町窓 口 に お い て 開始 さ れ、

ま た、 弔慰金法 に よ る 弔慰金等の 支給や災害援護資金貸付の準備が進みつ つ あ っ た。 こ う

し た こ と を ふ ま え て 、 兵庫県 は厚生省 と も 協議の う え 、 2 月 9 日 を 目 処 に 小 口資金貸付 を

終 了 す る こ と に し た 。

そ の理自 と し て 、 小 口 資金貸付 は 、 今閣の被災 に よ っ て世帝員 の死亡 や 負 傷、 住居の損

壊等 に よ り 生活が凶窮 し 、 緊急 に 必要 な 資金の融通 を 他か ら 受け る こ と が、 困難であ る と

認め ら れ る 場合 に特例的 に 低所得者 に 限定せず、貸付 を 行 っ て き た が、 弔 慰金や見舞金 の 支

給、 災害援護資金の貸付等の公的 な措置、 義援金の配分等 も 開 始 さ れつ つ あ り 、 被災者に

緊急 に必要な 生活費 を 貸 し 付 け る と い う 小 口 資金貸付 の 当 初 の役割 を 果 た し た、 と い う も

の であ っ た。

兵庫県社会福祉協議会で は 2 月 7 日 付 で各市町社協 あ て 同趣 旨 の 通知 を 行 い 、 兵庫県 に

お け る 小 口 資金貸付 は 2 月 9 日 を も っ て終了 し た。

そ の結果、 1 月 27 日 の受付 開 始か ら 2 遊間 余 り の 間 に小 口 貸付資金の 申 込み は54， 646件、

79億9， 808万5， 000円 に の ぼっ た。

〈生活福祉資金特別貸付制度の概要〉

貸付対象 : 今回 の り 災に よ り 、 世帯員 の死亡や負傷、 住居の損壊等 に よ り 、 生活 に 困窮

し て い る 場合であ っ て 、 緊急 に必要 な 資金の融通 を 他か ら 受 け る こ と が困難

な世帯

貸付隈毘額 : 10万 円 以 内 (特 に 必要 と 認め ら れる 場合 は 、 20万 円)

貸付方法及 び利率 : 償還期 限 は据置期 間 ( 2 年以内) 経過後 3 年以内。 据置期 間 中 は無

利子、 据置期 間経過後 は年 3 %

災害時の 緊急対応で あ る た め 、 ( イ ) 特例的 に低所得者に 限定せず貸付 を 行 う 、 ( ロ ) 資

金交付 は 申 請受付 日 の 翌 日 と す る 、 (ハ) 貸付手続 き は極 力 簡 素化 を 図 り 、 添付書類 は特

に 必要 と し な い 、 ( ニ ) 特別 な 理 由 に よ り 、 保証人 が得 ら れ な い 場合 は 無 く て も よ い 、 等

の簡素化 を 囲 っ て お り 、 貸付金制度 と し て は 、 借受者の善意 に期待す る 部分が多 い 制 度 と

い え る 。

償還期 眼に つ い て は 、 貸付 開始時では 「据罷期 間 ( 1 年以内) 経過後 4 年以内j と 定め

ら れて お り 、 貸付 を 終了 し た 後 に 要綱 改正が行 わ れた た め 、 f昔受者へ通知 を 行 い 、 所要の

手続 き を と っ た 。
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{小口 資金賞付制度の課題]

小 口 資金貸付 は、 他の公的 な 諸施策の実施 に 先駆 け て 実施 さ れ、 被災 に よ る 混乱 の 中 で

生活困 窮 者 に 対す る 当 面の生活資金 を 貸 し 付 け 、 当 該世帯の生活の安定 を 図 る と い う 制度

の 目 的 は非常に重要であ り 、 ま た 、 果た し た役割は大 き か っ た と い え る O し か し 、 未曾有

の 震災 に 対す る 措賓 と し て短時 間 の 間 に準備 さ れた制度であ っ た た め い く つ かの 課題 を 抱

え な が ら の運営 と な っ た こ と も 事実であ る 。

ま ず第 A に f患の諸施策 に 先駆 け て 実施 さ れ大 き な役割 を 果 た し た が、 結果 と し て他制度

がな い こ と か ら 申 し込みが殺到。 し か も すべて を 貸付対象 と せ ざる を 得ず、 こ の貸付制 度

に過度の負担がかか っ た。

第二は制 度実施 ま での時間が大 き く 制約 さ れ、 受付、 審査体制が不十 分な ま ま 実施せ ざ

る を 得 な か っ た た め 、 ( イ ) 市町社協への周知徹底が国難であ っ た。 ( ロ ) 受付業務 を 行 う

職員 の確保が困難であ っ た 。 兵庫県 に お け る 小 口貸付 は全国お よ び県内社協 の 応援 に よ っ

て支え ら れた 。 (ハ) 窓 口 対応 に お け る 本人確認の た め の証患 を 持た な い 人 が多 か っ た 。

(ニ) 本人確認 と あ わせて貸付 限度額に お け る 「特 に 必要 と 認め ら れ る 場合J の確認 は 窓

口 に お い て は全 く 不可能で、 あ っ た。

{暴力団組員 ら に よ る 不正借畳}

1995年 3 月 15 口 、 新開各紙は 「組員 、 被災貸付 金 を 詐取、 13人 に逮捕状」 と 報 じ た。 こ

れは神戸市 内 の暴力 同組員が、 窓 口 の混乱 に乗 じ て 、 貸付金 を 詐取 し て い た疑 い で逮捕状

を と っ た も のO 中 に は 8 出 に わ た り 計150万 円 を 不 正 に 借 り た組員 も い た 。 県社協 で は 県

警か ら の控査協)J依頼 に 対 し 、 借入 申 込書、 借用 書の住意提出等に協力 し た ほ か、 併せて

詐取 さ れた 貸付金の 回収を 行 っ た 。

②災害援護資金の 貸付 (注 4 )

生活福祉資金 に つ い て は 、 兵庫県社会福祉協議会が実施主体 と な り 、 小 口 資金貸付 に つ

づい て 、 災害按護資金の貸付 を 5 月 1 日 か ら 各市 区 町社会福祉協議会 を 窓口 と し て行 っ た 。

災害援護資金は被災 に よ り 家屋や 家財 に 被害 (家屋 の 一部損壊、 家財の 3 分の l 未満の被

害 を う け た 地域) を う け た 低所得世帯 (表 8 ) を 対 象 に 、 150万 円 を 限度額 と し て 貸 し 付

け る 。 貸付金 に つ い て は特例 と し て据置期 間 3 年以 内 、 償還期 間 を そ の 後 5 年以 内 と す る

こ と で実質的 な 金利 の 引 き 下げが園 ら れた 。

こ の 災害援護金は、 7 月 31 日 を も っ て い っ た ん 受付 を 終 え たが、 被害が甚大であ る こ と

等 を 考慮 し て 、 「災害弔慰金の 支給等 に 関 す る 法律j に よ る 災害援護資金 と 歩調 を 合 わ せ

10月 2 R か ら 10月 31 日 ま での 問 、 貸付 申 請の受付 を 再 開 し た。

貸付実績 5 月 l 日 � 7 月 31 日 450件 4 億4， 851万6， 000円。 10月 2 1:3 � 10月 31 日 147件 1 億

5 ， 050万円 (1996年 2 月 末 日 現在の 決定件数) と な っ た。
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(表 8 ) 生活福祉資金 (災害援護資金) の低所得世帯の範盟 (注 5 ) 
貸付対象 と な る |止慌の総所得綴 (1吐ftT民全員 の所得の合計 額) は、
そ の世'M のfU[î保護)$、ill'綴の1 . 8f音の額以下であ る こ と 。 oiξ�，額
は、 以下の と お り であ る 。

世帝人員 蒸準客員

l 人 1 ，  800， 000ド]

2 人 2， 700， 000円

3 人 3， 600， 000ドj

4 人 4， 600， 000円

5 人 5， 400， OOOF' j 

* 世帯人民が 6 人以 1 .のj必介は、 5 人 !世帯の蒸準額 1 人 につ き 90
万円 を 加算 し た綴 を主主冷徹 と す る 。

* 世帯H の 中 に ド記の対象者が い る 場合は、 r. �己の恭準額に加算
し て下 さ い。

加

身体陪;??者手帳 f 57万円
又 は療官手帳保持者 }

3 . 災害弔慰金等

兵庫県 は災 害弔慰金等 の 支給 に 当 た り 、 重複支給や支給 も れ を 防 ぐ た め 2 月 2 日 に他都

道府県 あ て死亡者及び遺族の把握や災害弔慰金等の 支給の報道 を 依頼 し た。 ま た、 2 月 8

日 に は 、 県災害援護金の支給 に つ い て 、 被害件数が多 い こ と か ら 、 市町窓 口 に お い て対象

者 に 引 換券 を 交付 し 当該市町内の金融機関 窓 口 で現金 を 引 き 換 え る 方法 を と っ た 。 し か し

市町の事情 に よ り 口座振 り 込みや現金支給、 あ る い は市独 自 の引 き 換 え 券方式を と る と こ

ろ も あ っ た。

県災害援護金の予算措置 に つ い て は、 災害対策本部の把握が棟数か世帯数かの 区 別 が不

明確で、あ っ た り 、 被害程度が、 全壊、 半壊の 認定 を め ぐ っ て再調査が続出 し 、 被害件数の

把握 に 困難 を 極 め た こ と か ら 明確 な 見通 し を 欠い た 。 県 は と り あ え ず専 決処分 (第 1 次 2

月 6 日 57億3， 900万 円 、 第 2 次 2 月 20 B 102億 円) 及 び予 算 流 用 ( 5 億3， 500万 円 余) を 行

い 、 そ の 後 に 判 明す る 増加分につ い て は 1995年度予算で対応す る こ と と し 、 総額212億8， 900

万 円余が県生活文化部で予算措置 さ れ、 94年度分 に つ い て は 災害弔慰金 と 合わせ県福祉部

に 分任執行が な さ れた。

2 月 1 7 日 に は 、 l果医締会 に 対 し 、 災害弔慰金等 の 支給、 貸付 に あ た っ て 、 医 師 の診断書

や証明書が必要 と な る こ と か ら 、 証明書ゐの発行手数料の 無料扱い と 内 容確認に つ い て の協

力 要 請 を 行 っ た 。

災害弔慰金等の広 報に つ い て は 、 各市町の準備体制 や 処理方法が異 な る こ と か ら 県か ら
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は制度の周知 に と ど め 、 準備が整 っ た市町で、受付 開始の広報 を 行 っ た 。

そ の結果、 大部分の市町では、 災害弔慰金等の受付 は 2 月 中旬以降か ら 、 支給は 3 月 初

旬 か ら 順次 開 始 さ れ る こ と に な っ た。 被害の大 き か っ た神戸市で は 、 被害程度 の 再調査が

多 く 、 3 月 中旬 以 降 の 開始 と な っ た。

災害弔慰金の支給事務 に お い て 、 地震 と の 因果関係や遺族の特定 な どで専 門 的 な 医学や

法律の知識が必要 な こ と か ら 、 神戸市、 尼崎市、 西宮市、 芦尾市、 伊丹市、 宝塚市の 6 市

では 医 師、 弁護士 を 構成 員 と す る 災害弔慰金給付審査委 員 会等 を 設 け 、 専 門 的 見地か ら の

公正 な 判 定 を 得 た う え で、支給 を 行 っ た 。

94年度分の災害弔慰金の支給状況 は災害弔慰金4， 643人、 1 38倍(3， 250万 円 、 災 :ヰ援護資

金貸付金 (弔慰金法) 9， 126世帯、 192億7， 750万3， 800 円 、 県災害援護金 (全壊、 半壊) 287， 760

世帯、 212億9 ， 021万 円 と な っ た 。

95年度 に 入 り 県災害援護金の対象 と な る 全壊、 半壊世帯が更 に増加す る こ と が、 各市町

の調売で判 明 し た た め 、 予算流用 に よ り 95年度予算 と し て 、 1 16億三 ， 621万 円 を 確保 し た c

国 に お い て も 5 月 の 第 1 次補正、 10月 の 第 2 次補正 に よ り 、 災害援護資金貸付 に かか る 予

算措置がな さ れた 。 弔慰金法 に よ る 災害援護貸付 は (滅失、 全壊 ・ 全焼、 半壊 ・ 半焼、 家

財の 3 分の l 以上の被害 を 受 け た 世帯) に つ い て は、 5 月 1 日 でい っ た ん受付 を締め切 っ

た が、 震災後 の 混乱 や 、 住宅の被害認定の変更等 に よ り 、 借入が出 来 な か っ た 被災者 を 救

済す る た め 、 10月 に 申 請受付が特例 と し て再 開 さ れ た 。

95年度分の 支給実績 は 、 8 年 1 月 末現在次の と お り で あ る 。 災害弔 慰金1 ， 017人、 34億

3， 000万 円 、 災害援護貸付金 (弔慰金法) 15 ， 638 附帯、 339億293万 円 、 災 害 障 害 見舞金46

入 、 8， 000万 円 、 県 災害援護金 (全壊、 半壊、 139 ， 281世菅、 重傷者10， 743人 、 死亡者205

人) 95億5， 473万 円 。 今後の 支給見込分 と し て 、 災害弔慰金 に つ い て40人程度の 追加が見

込 ま れ る O

「災害弔慰金の支給等 に 関す る 法律」 の規定では、 災害 に よ り 死亡 し た場合 に は 「災害

弔慰金J が、 重度の 障害が残 っ た場合 に は 「災害障害見舞金」 が支給 さ れ る が、 家屋が破

損 し た 者 に 対 す る 見舞金 及 び災害 に よ り 身体的 に障害 を 受 け た者 に対す る 見舞金制度が欠

落 し て い る こ と か ら 、 こ の点 に 関 し て 、 兵庫県 は 1 月 17 日 に村山総理大臣 ( 当 時) に対 し 、

新 し い 制度 と し て 「 緊急生活資金制度J (給付金) の創設 を 緊急要望 し 、 そ の 後 も 機会 あ

る ご と に 要望 を つづけ て い る 。

{実態 に合 っ た 法改正 を }

15 ， 000 人 を 超す震災死亡遺族へ の 弔 慰金支給 を め ぐ っ て各 自 治体か ら 『受給資格 の あ

る 遺族がい な い j と し て 支給 さ れな い ケ ー ス が、 阪神 7 rh で545件 に の ぼ っ て い る こ と が

分か っ た。 独 り 暮 ら し で身寄 り がな か っ た り 、 ‘家全滅 と な っ た り し た場合の ほ か、 長年

助 け 合っ て き た 高齢者の兄弟姉妹か ら の受給申 請が退け ら れた ケ ー ス も あ る 。 現行法では、
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死亡者の兄弟姉妹は支給対象か ら 外 さ れて い る た め で、 被災者の法律相談 に 当 た っ て き た

大阪弁護士会 は 『被災の実態 に 合 っ た 法改正が必要J と す る 提言 を ま と め淳生省に働 き か

け て い く 方針だ。

な お 、 受給資格が あ る 遺族 に つ い て 『災害弔慰金の 支給 に 関 す る 法律』 は 、 f死亡者の

配偶者、 子、 父母、 孫、 祖父母j と 定め て い る J (朝 日 新 聞 、 1995年10月 23 日 付)

[外国人に対す る 弔慰金の関題] (注 6 ) 

「災害弔慰金等 に 関す る 法J に よ る と 、 災害弔慰金 と は 「市町村が条例 に 基づい て 災害

で死亡 し た 住民 の遺族」 に 支払 う と さ れて い る 。 自 治体向 け に つ く ら れ た 『災害弔慰金等

関係法令通知集j (1991年版、 厚生省社会部施設諜監修) に よ る と 、 「住民 と は、 そ の市区

町村の 区域内 に 住所 を 有す る 者j であ り 、 住所 と は各人の 「生活の本拠」 を 示す も の で あ

る か ら 、 災害弔慰金を 支給で き る か ど う か は 「生活の本拠があ る か ど う か で 判 断 さ れ る べ

き であ る J と し て い る 。 し た がっ て生活の本拠が認め ら れれ ば、 外国人の在留資格 に かか

わ ら ず支給 さ れ る と 考 え ら れ る O

今 回 の震災で は 、 弔慰金の 支給対象 と さ れな か っ た外国人死亡者が 3 人い る 。 一番在 日

期 間 の 長 い の は超過滞在 の 中 国 人男性で、 神 戸 に 7 年 間暮 ら し、 外国人登録 も あ る な ど「生

活の本拠j も 明 ら か に確認で き る が、 支給対象に な ら な い と さ れた。 ベ ル 一 人男性は震災

前 日 に 短期 ピ ザ、が切 れ た が、 「短期滞在者J で あ る た め対象か ら 外 さ れ た 。 留 学 中 の 夫 を

訪 ね て 来て 4 日 目 に震災に あ っ て 亡 く な っ た韓国人女性 も 同 じ理由 で対象外 と さ れた 。

そ ん な 状況 の一方で、 例年12月 に 来 日 し た ブ ラ ジ ル人親子が、 短期 間滞在で も 支給対象

と な っ た。 外国人登録がな く て も 支給 さ れ た ア ル ジ エ リ ア 人留 学生 も い る 0 1 7 年暮 ら し

て なぜ、住民で は な い と い う の か。 なぜ同 じ在留資格で も 支給 さ れた り さ れ な か っ た り す る

の か。 そ も そ も なぜ、 震災で死亡 し た すべて の 人の遺族に 弔 慰 を 表せ な い の か」 外国人被

災者支援連絡協議会 で は 、 同 じ被災者 と し て等 し く 救済 さ れ る よ う 、 関係機関 な ど と ね ば

り 強 い交渉 を 展 開 し て い る O

4 . そ の他の貸付制度

[母子葉婦福祉資金賞付}

1995年 1 月 25 日 政令 第 1 1 号 に よ り 、 母子寡婦福祉資金の貸付 に つ い て 、 f激甚災害 に 対

処す る た め の特別の財政援助 等 に 関 す る 法律第20条J が適用 さ れる こ と と な り 、 1994年度

と 95年度 に 被災者に 貸 し 付 け ら れ る 資金の原資の 4 分の 3 が国か ら 兵庫県、 神 戸市 に 貸 し

付 け ら れ る こ と と な っ た (通常の場合 は 原 資 の 3 分の 2 が固か ら 貸 し付 け ら れ る ) 0 こ れ

を 受 け て 兵庫県では県、 市福祉事務所に被災者に対す る 母 子寡婦福祉資金貸付 の取 り 扱い

に つ い て通知す る と と も に 、 広 報等 に よ り 被災母子家庭、 寡婦 に 制 度の 局 知徹底 を 図 っ た 。
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被災者貸付 は 、 兵庫県 1994年度実績 1 ， 000万7， 000円 (12件)

1995年度実績 7， 449万9， 000円 (136件)

な お 、 被災 し た 母 子家庭、 寡婦に対 し て は 、 償還金の支払い猶予、 据 え 置 き 期 間 の延長、

子 を 扶養 し て い な い寡婦の所得制 限の適用 の特例があ り 、 こ の こ と に つ い て も 県 は 、 関係

機関 に 周知徹底 を 図 っ た。

[介護揺祉士等修学資金貸付の特別枠設定}

県 は 県 内 の介護福祉士養成施設の就学 中 の学生の被災状況 を 調査 し 、 厚生省 と 協議 ( 7 

月 ) の う え 、 1995年度の介護福祉士等修学資金貸付 に 震災特別枠 を 設 け て 、 り 災者の修学

支援 を 行 っ た 。 な お 1 年生 に つ い て は 、 1996年度 も 継続す る 。

[ 中小企業勤労者共済制度災害見舞金及び生活費金賀付}

中 小企業勤労者共済制度 「 フ ァ ミ リ ー パ ッ ク J に お い て も 、 加入 中小金業の被災従業員

に 対 し て 災害見舞金 を 支給 し た。

支給額 は 、 全壊 ・ 全焼に つ い て は441件 ( 3 万 円 /件) で、 1 ， 323万円 、 半壊 ・ 半焼 に つ

い て は510件 ( 1 万 円 /件) で510万 円 に達 し た。

ま た 、 被災従業員 が必要 と し て い る 生活資金、 住宅補修資金等 に つ い て も 、 貸付限度額

50か ら 200万円 、 貸付利率年3. 3%、 償還期 間 3 � 7 年 以 内 の 条件で貸付 を 実施 し 、 1996年

1 月 末現在で住宅資金 9 件、 1 ， 370万 円 の 融資実行があ っ た。

5 . 災害義援金の募集、 配分

i募集委員 会の設置}

国 内 は も と よ り 世界各国の 同民や企業、 団体等か ら 寄せ ら れ る 災害義援金 は 、 被災者 に

と っ て大 き な 支え と な る 。 今 冊 の 災害 に寄せ ら れた義援金 は かつ て例 を み な い ほ ど巨額で

あ っ た。 震災発生 の 1 月 17 日 に 早速、 兵庫県あ て に 災害義援金の 申 し 出があ り 、 取 り 急 ぎ

県 と し て の取 り 扱 い 方針 を 検討 し た。 そ の結果、 18 日 兵庫 県 と し て 銀行 口座 を 開設 し て 災

害義援金 を 受 け付 け る こ と と し た が、 相前後 し て、 日 本赤十字社、 中央共同募金会、 各報

道機関 、 被災市町等 に お い て も 、 義援金の募集が始め ら れた 。 そ の後、 「兵庫県地域防災

計画j 第12款の 「災害義援金品募集配布計画j に基づ く 関係機関 と 協議 を 進め 、 1 月 25 日 、

兵庫県南部地震 に よ る 被災者、 被災施設そ の 他 に 対す る 義援金の募集及 び公正かつ適正 な

配分を 行 う こ と を 日 的 と し て 「兵庫 県南部地震 災害義援金募集委員 会J (注 7 ) を 発足 さ

せ た 。 用計画 に基づ く 構成団体 (兵庫県、 神戸市、 兵庫県市長会、 兵庫県町村会、 兵庫県

商工会議所連合会、 兵庫県商工会連合会、 神戸新開厚生事業団、 NHK 神戸放送局、 ラ ジ
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ボ ラ ン テ ィ ア が各地で義援金を 呼びかけ た

オ 関閥、 サ ン テ レ ビ ジ ョ ン 、 日 本赤 十字社兵庫県支部) に兵庫県共同募金会 を 加 え た 12機

関 に よ っ て構成 さ れた。

災害義援金の配分は、 統 一 的 な基準 に よ り 配分 し て い く こ と が望 ま れ る の で、 募集委員

会 で は 同 委員 会の 各構成田体及 び各市町 に お い て募集 し て い る 災害義援金 に つ い て も 、 同

委 員 会 に 集約 し 統一碁準 を 設け た う え で配分す る こ と と し 、 1 月 30 日 、 同 委員 会の各構成

団体及 び県下 の 令市圏I に 対 し そ の 旨の協力依頼 を 行 っ た 。

今 回 の 災害 は被災が兵庫 県 だ け で な く 大阪府等 に も 及 び、 全国 レ ベ ル で募集 し て い る 義

援金 ( 日 本赤十字本社、 中央共同募金会等) に つ い て は 、 大阪府へ も 配分す る こ と が妥 当

で あ る こ と か ら 、 兵庫県以外の都道府県の代表 と し て大阪府の 関係機関 (大阪府、 日 本赤

十字社大阪支部、 大阪府共 同募金会) が構成聞 に参加、 ま た各報道機関 に お い て も 、 そ れ

ぞれ全国 レ ベ ル の募金活動 を 行 っ て お り 、 こ れ ら の意見 を 反映 さ せ る た め 、 新開社 ( 9 社)

民 間放送会社 ( 4 社) に も 参加 を 依頼。 さ ら に被災市町の意見 を 反 映 さ せ る た め津名郡津

名 町が募金委員 会の構成 団体に加 わ っ た。

[ 災害義援金の受付 ・ 配分状況]

震災 1 ヵ 月 後の 2 月 17 日 現在の災害義援金の受付状況 を み る と 兵庫県が受 け 付 け た も の

は3， 174件、 約 1 36億 円 と な っ て い る O 日 本赤 十 字社、 中 央共同募金会、 兵庫県、 被災市町、

募集委員 会 が受 け 付 け た 総額 は 、 募集委員 会が把握 し て い る だ け で 2 月 17 日 現在886億 円

と な っ て い る 。

報道機 関 や 義援金の寄 託者、 被災者等か ら 第 1 次配分 は い つ か ら 始 ま り 、 どの よ う な 基

準で配分す る の か と い っ た 問 い合 わせが多 く な る な かで、 募集委員 会 で は 1 月 29 日 、 死亡

者及 ぴ行方不明 者 に対 し 1 人当 た り 10万 円 、 住家の全壊 ・ 全焼 ・ 半壊 ・ 半焼の 世帯 に 対 し

1 世帯 当 た り 10万 円 を 、 そ れぞれ一律に 見舞金 と し て 配分す る こ と を 決定 し た 。
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(表 9 ) 義援金の月 別募集状況 (it 8 ) ( 単位 : (j万 円 )

JJ 百Ij 金 領 倫 イ号

、ド成 7 {jô l Jl 42 ， 386 J/17�2/2 ま での'jミ絞

2 }J  67， 015 2/3�2/28 ま での'史認i

3 JJ 39， 6:"\:) 3/1 �3/31 ま での実績

4 Jl 8， 白17 4/1 �4/30 ま で、の実績

5 JJ 5. 759 5/1 �6/2 ま での実績

6 JJ 4， 047 I 6/3�6/:JO ま での実絞
7 IJ 835 7 /1 �7 /28 ま での実績

8 1J  916 7 /29�9/1 ま での'K綴

g fl  725 9/2�9/ぬま での実績

10月 1 ， 833 9/30�10/31 ま での'文績

nJJ 815 1l/1�1J/30 ま での実績

12月 299 12/1 �12/31 ま での実績

平成 8 1f� 1 月 572 J/l�J/31 ま での実績

2 月 311 2/1 �2/29 ま での実績

3 月 1， 574 3/1�3/31 ま での実績
Z仁�fti� 175， 537 

募集委員 会 で は 1 月 31 B ま で に 関係市町へ所要額 を 送金 し、 支給体制が整 っ た 市 町ー で は

2 月 1 日 か ら 被災者へ支給 を は じ め た 。 し か し被災件数が余 り に も 多 く 、 り 災証明書の発

行 に 相 当 の 時 間 を 要 し 、 最 も 被害 の大 き か っ た神戸市 で は 2 月 6 日 か ら 被災者への支給 申

請の受付が始 ま る な ど、 各市町に よ っ て 開始時期が異 な ら ざる を 得 な か っ た 。

ま た 、 り 災 の状況 を 認定す る 基準が明確 で な い た め 、 災害義援金の支給が始 ま る と 、 支

給の根拠 と な る り 災証明書の認定基準 を め ぐ っ て市町 と 被災者の 間 で混乱が生 じ 、 り 災状

況の再調査が相 当 数行 わ れ る こ と に な っ た 。

配分対象件数に つ い て は兵庫県災害対策総合本部が把握 し た被害状況 に基づ き 当初約 8

万件積算 し た が、 被害状況の把握が進 む に つ れ大 幅 に増 え 2 月 1 3 日 現在で17万件 と 見込 ま

れ、 さ ら に 2 月 17 日 現在、 市町か ら の報告に よ る と 29万件 に 達す る と 見込 ま れ、 最終的 な

配分対象件数の把握が極 め て 困 難 な 状況 に あ っ た 。

第 1 次配分で は 、 当 面の 生活 に 支障 を き た す被災者へ の 緊急 的 な対応が必要 と の考 え の

も と に 見舞金 と し て 配分 し たが、 つづい て の 配分 に つ い て は 、 被災者の生活の再建、 自 立

に 焦点 を 当 て て配分す る こ と も 検討 し て い く 必要があ っ た 。

義援金の 寄託が 3 月 分 で、約400億 円 と 未 だ減少傾 向 に な い こ と 等か ら 、 4 月 11 日 開催 の
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募集委員 会 に お い て 、 当初震災後 3 ヵ 月 と さ れて い た 義援金募集は期 限 を 設 け な い で、 当

分の 問 、 続 け ら れ る こ と と な っ た。

4 月 15 日 現在 の 義援金総額が1 ， 555億 円 に 達 し た こ と 、 世論や 日 本赤十 字社本社等か ら

も 義援金の早期支給 を 促 さ れて い る こ と 等か ら 、 4 月 2HI 、 募集委員 会 を 開催 し 、 第 2 次

配分 と し て 重傷者見舞金 ( 1 入、 5 万 円) 、 要援護家庭激励金 ( 1 世帯、 30万 円 ) 、 被災児

童 ・ 生徒教育助成金 ( 1 人、 1 万 円 � 5 万 円 ) 、 被災児京特別 教 育 金 ( ] 人、 100万 円) 、

住宅助成 ( 1 世帯、 30万円) の 支給 を 決定 し た。 こ れ を 受 け て 5 月 9 日 、 5 月 25 日 に被災

市町の義援金担 当 者 を 集め 、 支給手続 き 等の会議を 開催 し 、 周 知徹底 を 図 っ た 。

[義援金交付事務の 委託}

激増す る 事務量 に 対応 す る た め 募集委員 会 は 、 財 団法人阪神 ・ 淡路大震 災復興基金 (理

事長 貝 原俊民) と 義援金交付事務の委託契約 を 結 ん だ。 事務費 は復興基金が金額負担 し、

( イ ) 被災児童特別教育資金支給要領 に 基づ く 、 兵庫県下の 関係市町へ の 義援金の交付事

務、 ( ロ ) 住宅助 成 に係 わ る 義援金支給要領 に 基づ く 、 兵庫県干a の被災市 町への 義援金の

交付事務、 (ハ) 義援金の 管理、 運用 、 従 っ て 義援金 に 関 す る 関係市町 と の連絡 ・ 調整、

被災者か ら の照会等及 び兵庫県外分 に つ い て は、 従来通 り 事務局が担当 す る 。 預託金額 に

つ い て は 配分計両 の予定の範 囲 内 で預託す る 等の 内 容 と な っ て い る 。 (注 9 ) 

一方、 マ ス コ ミ を は じ め 、 世論の義援金 に つ い て の 関心が 日 増 し に 高 ま り 、 そ の透 明性

や 配分の公平性 に つ い て 論 じ ら れ る こ と が多 く な っ た こ と も あ り 、 募集委員 会 は 、 義援金

の処理 に かか わ る 監査や支給状況 の 公表に つ い て と り かか る こ と と し た 。

7 月 28 日 に 募集委員 会 に かか る 監査が、 日 本赤十字社兵庫県支部の監査委員 に よ り 実施

さ れた。 各市町 に お け る 支給事務 に つ い て も 9 月 中 に清算監査が実施 さ れた 。

1996年 1 月 末現在 に お け る 義援金の募集状況 は 、 受け入れ総額が1， 736億5， 200万 円 で、

内訳は兵庫 県428億5， 400万 円 、 各 自 治体147億3， 300万 円 、 日 本赤十字社912億7 ， 800万 円 、

中央共同募金会157億6， 700万 円 、 日 本赤十字社兵庫県支部90億2， 000万 円 であ る 。

ま た 、 募集委員 会か ら 被災者等への交付済額は 1 ， 516億9， 100万 円 で、 内 訳 は 、 死亡見舞

金 5 億8， 200万 円 、 住家損壊見舞金450億8， 700万 円 、 重傷者見舞金 6 億1 ， 800万 円 、 要援護

家庭激励金1 63億6， 400万 円 、 被災児童 ・ 生徒教育助成 金18億1 ， 200万 円 、 被災児童特別教

育資金 4 億300万円 、 住宅助成868億2， 300万 円 で あ る 。

な お 、 住宅助 成 は 1998年 3 月 31 日 ま で、 被災児童特別 教育資金に つ い て は99年 3 月 31 日

ま で を 支給対象期 間 と し て い る 。

さ ら に、 95年 1 1 月 に 被災市町の実態 に よ り 配分 さ れ る 義援金 と し て 、 総額150鰭 円 を 被

災各 市 町 に 配分す る こ と が決定 さ れ、 概ね96年 4 月 か ら 、 住宅再建助 成 な どの 申 請 の 受付

が開始 さ れ る こ と と な っ た。
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(表10) 災害義援金配分計画比較表 (iì:Z9)

配 分 対 象 単位

死亡者、 行方不明者 I 人
重傷 l 人
住所滅失、 全壊 1 戸
{主家半壊、 半焼 1 戸
俗芸i<' (全壊) 1 戸
11'i家 ( '1'壊) 1 戸
一部長Uii I 戸
床下泌水 l}'í 

; 入院 I 人
避難 ItUザ (刊文!峨) ; l F i  

(避難勧 ;frLKi或) 1 1 t ' 
避難家扶 1 ri 
要t孟"童家庭 1 戸
兇)事 ・ 生徒 (幼 児) 1 人

(小学λ長) 1 人
( 中 学生) I 1 人 ;
(高校生) l 人
(遺 児)

事業所 1 号i
務所

配分義援金総額

備 考

{義援金配分の か か え る 課題}

北海道南関沖地震災害 ( H 5 .  7 .  12) 

最終配分
(市町村への配分恭準)
(H 6 .  8 .  1 現在)

単価 件数 金額 比率
% 

3， 000 231 693， 000 11 . 60 
500 66 33， 000 i 0. 55 

4， 000 599 2， 396，ωo 40. 12 
2， 500 355 887， 500 14. 86 

500 3， 697 1 ， 848，500 30. 96 
500 227 1 13 ， 500 1. 90 

5， 175 5， 971 ， 500 

①義援金総客員 256億6， 600万円
②う ち 156億8， 300JjjlJは 、 市町村 の

基金に充当
③その他市町村に配分された義援会

は、 L記恭準を参考に独自の配分
蒸当主に よ り 被災者aへ配分

(単位 : 千円)

長崎県雲仙岳噴火災害 ( H 3 . 6 .  4 )  

最終配分
(H 6 .  11. 30現住)

単価 {牛数 金額
% 

1， 500 39 58， 500 9. 76 

2， 000 180 360， 000 60. 06 
1， 250 47 58， 750 9. 80 
300 
150 

500 
:020 5 1 ， 600 0. 27 
270 12 3 ， 240 I 0. 54 
60 891 53， 460 8. 92 

20 850 17 ， 000 2. 84 
583 17 ， 490 2. 92 

50 547 27 ， 350 4. 56 

200 10 2， 000 0. 33 

3， 164 599， 390 100 
①義援金総額 ・ 1701意8， 800万円
②上記者�ì牲に よ る被災者個人への自己

分のほか、 被災地への救援物資等
の購入に も充当

③基金に601立円 を充当
④合計1681)部， 700万円配分済

1， 700億 円 を 超 え る 巨 大 な 善意 (義援金) の 配分に つ い て は大 き な 課題 を か か え て い る 。

約200人の死者が出 た 北海道i諮問沖地震災害 (1993年 7 月 12 日 ) の と き は 総額256億6， 600

万 円 の 義援金が寄せ ら れ死者 1 人 に つ き 300万 円 、 全壊家屋 に400万 円 を 支給 し た 。 長崎県

雲1UJ岳噴火災害 (1991年 6 月 4 B ) で は 総額170億8， 800万 円 の 義援金が寄せ ら れ死亡者 に

150万円 、 全壊家屋 に 200万 円 を 支給 し た 。

マ ス コ ミ 各紙 は 阪神 ・ 淡路大震災での 1 人当 た り の 配分額が少 な い こ と が 「不公平J と

の 報道 を 行 っ た 。 し か し 、 被災の大 き さ か ら み て 、 募集委員 会 で は 当然の結果 だ と の 見方

カf強か っ た。
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日 本赤 十字社か ら は再 i、 募集委員 会 に 対 し 義援金の早期配分 に つ い て の 申 し 入れが行

わ れ た 。 「今次災害の大 き さ か ら 、 国 内 問外を 通 じ て 、 ま た 多 く の 窓 口 を 通 じ て 、 過去 に

例 の な い多額の 義援金が寄せ ら れてお り ま す。 し か し 、 被災者の 多 さ か ら み れ ば、 1 人 ひ

と り に お 届 け で き る 金額 は 、 奥尻や雲仙等の被災者 に比べ小 さ な も の に な る と 考 え ら れ ま

す。 そ れ だ け に事務の 困 難性 は理解で き る も の の 、 被災 fí-の立場及び、寄付者の意IÍIJ を 考慮

すれば、 一刻 も 早 く 第一線の 関係行政機関が募集委封 会の 方針 に 従い 、 そ の 総力 を あ げて

被災者の手元 に 義援金 を お届 けす る こ と が何 よ り も 大切 で あ り 、 そ れが寄付者の気持 ち に

そ う と 考 え ら れ ま すJ 0 (注1 1)

こ の ほ か、 7 月 初 日 に は、 日 本公認会計士協会か ら 募集委民 会 に 対 し 「 今後 と も 発生す

る と 考 え ら れ る 全国規模の救済義援活動 を 、 ひ と つ の社会 シ ス テ ム と し て 位置づけ、 台 該

シ ス テ ム に 対 し て職業会計専 門家集 団 と し て何 ら か の 貢献 を 果た せ る 可能性 に つ い て調査

研究 を 行お う と す る も の であ り ま す。 具体的 に は義援金の受入れ及 び分配 に 関す る 現状の

問題点 を 把握 し 、 義援金が迅速 ・ 公平 ・ 公正 に処理 さ れ る シ ス テ ム に つ い て 検討 を 加 え た

い」 と 義援金に 係 わ る 実態調査への協力依頼 も あ っ た 。

ま た 、 義援金の早期配分に つ い て大 き な カ ベ と な っ た の が 「公平 な 分配j であ る 。 募集

委員 会 は北海道南西沖地震や長崎県雲仙岳噴火災害 な ど の 対応 に 習 っ た 「慣例 的 シ ス テ

ム 」 を取 り 入れた。 義援金の配分に 関 し 、 被災者 の ニ ー ズ に応 じ た 「迅速配分j の諜題に

つ い て 国立総合研究大学院大学、 出 口 正之教授は次の よ う に 述べて い る 。

「義按金 を 含む寄付金一散は 、 寄付す る 行為 ばか り で な く 、 寄付額 そ の も の も 、 寄付者

の 自 発的 な意志に{壬 さ れて い る た め に 、 資金調達の段階で “ 公平性" の原則 は ま っ た く 存

在 し て い な い。 ( 中 略) 寄付金は公平性の原則 か ら 自 由 であ り う る 。 ( 中 略) そ れで は 被災

者の多様 な ニ ー ズ に 、 し か も 迅速 に応 え て い く に は い っ た い ど う す れ ばい い の だ ろ う 。 そ

の 答 え は 、 実 は ボ ラ ン テ イ ア 団体の活動 の 中 に存在 し て い る 。 寄付 と ボ ラ ン テ ィ ア と は実

際、 コ イ ン の去 と 裏であ り 、 資金や物資 を提供す る のが寄付であ り 、 労働力 を 提供す る の

が ボ ラ ン テ イ ア で あ る 。 両者 を合わせて フ イ ラ ン ソ ロ ビ ー と 呼ぶが、 両者の本質 に 差 は な

い。 ボ ラ ン テ ィ ア は で き る だ け 個 々 は独立、 多 元 的 に 対応 し て い っ た の であ る O こ れ は フ

イ ラ ン ソ ロ ピ ー に お け る ブ ル ー ラ リ ズ ム (多元主義) の 原則 に則 っ て い る 。 ( 中 略) 一般

的 に寄付の 世界 は ブ ル ー ラ リ ズ ム を 尊重すべ き だ と い う 声が世界的 な す う 勢 で あ る 。 そ れ

は公平性 の 呪縛 を も た な い “ 民 の 論理" で あ る 。 “ 民 の 論理" に 基づい た ブル ー ラ リ ズ ム

に 依 る べ き か、 “ 官の 論理" に 基づい た “ 公平 原 間 " に 期 すべ き か、 も う 少 し 、 論議 を 深

め て い く 必要があ る だ ろ う J と い う 意 見が代表的であ る 。 (注12)

〈注 . '1 IHJ 文献〉
1 )  I第 2 節 災害応急、 ・ 復旧対策 (震災後 1 年 ま で の期 間) m 8 ・ 生活紋援対策 I"Ilk判1 ・ 淡路大渓災 兵庫

県の 1 年 の記録j 兵康県 1996年 6 JJ
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2 )  1第三章 全国支援始 ま る ・ 生活福祉資金 (小 l J 資金貸付) 貸付事業への応援J r大震災 と 社協j 兵庫県社会
裕社協議会 一 阪神 ・ 淡路大震災社会福祉復興本部

3 )  1第四章 兵庫県会社会福祉協議会 を執 と し た活動②小 口資金貸付 申 込 (決定) 状況一覧J r 同 』
(注) 災害救効法適用地域は、 、当初の適用地域。 その後、 緑町、 三三原湾、 南淡町が追加!適用 と な っ た0

4 )  1第五章 阪神 ・ 淡路大渓災社会福祉復興本部の設置 と そ の活動 ・ 災害援護資金の貸付J r�百ijj
5 )  1生活裕社資金 (災ヂ;援護資金) の低所得世帯の範関J Hp] j  
6 )  1第 3 章 外kliJ 人の救援体制 2 ボ ラ ン テ イ ア . NGO と 外ドl 人被 災荷 ・ 外国人被災者支援の ネ ッ ト ワ ー ク J

f 阪神大震 災 と 外国人j 外凶 人地渓情報セ ン タ ー 編 明石害届 1996年
7 ) r兵庫県南部地震災努義援金募集委良会設置要綱.1 (兵庫県防災計 i圏第12款に基づ く )
8 )  1義援金の 月 別募集状況」 問委員会資料 よ り
9 )  1義援金交付事務委託契約書の概要」 同委員会資料 よ り
10) 1災害義援金配分計画i比較衣j 問委員 会参考資料
11) 日 本赤十字社副社長 ・ 近衛忠燦t'， で兵庫県南部地震災害義援金募集委 H 会 ・ 釜本貞男 会 長 あ て の 「義援金募

集委員会の早期潟僚 と 義援金の早期配分について ( 申 入れ) J 1995年 2 JlZ2 日
12) 1 2 章 公平牲 と 多様 な ニ ー ズ の は ざ ま で 義援余 と 助 成金J 山 口正之 f ボ ラ ン テ イ ア 革命j 本 間正明、 出 口

正 之編著 東洋絞済新報社 1996年
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[第三時おわー ピスー 一一
1 . 全 国 の 支援受け “福祉 の拠点 " 業務再開

[描祉セ ン タ ー の活動本格化}

災害で ダ メ ー ジ を 受け た 兵庫県福祉セ ン タ ー は震災直後、 一時、 兵庫県 総合 リ ハ ビ リ テ

ー シ ョ ン セ ン タ ー 内 に仮事務所 を 設置 し た が 1 月 24 日 、 元の場所で業務 を 再 開 、 福祉の拠

点 と し て救援活動 を 展 開 し た。 全国か ら 支援 に かけ つ けて き た福祉団体か ら 場所の提供依

頼が続出 し た 。

た だ ち に 障 害 を も っ た者や家庭で被災 さ れた 人 々 に 対す る 支援物資 の 配布 や相談業務 を

行 う 「障害者支援セ ン タ -J が設置 さ れた 。 ま た、 て んかん協会は、 投薬必要者への薬の

受渡 し と 相談 コ ー ナ ー を 設置。 朝 臼 新聞大阪犀生文化事業 団 は 、 救援ボ ラ ン テ イ ア 団体 と

被災者、 対策本部 な ど を つ な ぐ役 目 を 担 う た め 「朝 日 ボ ラ ン テ イ ア 基地J を 開設 し活動 を

開始。 2 月 1 日 に は兵庫県老人福祉施設連盟が、 ま た 2 月 10 日 に は兵庫県保育協会が、 対

策本部 を 設置 し 、 老人や児童の救援活動 を は じ め た。 救援物資の基地 と し て も 活用 さ れ、

福祉セ ン タ ー は文字 どお り 、 福祉サ ー ピ ス の拠点施設 と し て の役割 を 開 始 し た。 (注 1 )

一方、 兵庫県で も 1 月 22 8 か ら 「緊急生活救援部福祉サ ー ビ ス 班j を 設置 し 、 県社会福

祉協議会、 日 本赤十字社兵庫県支部等の 関係団体 と も 提携 を 図 り な が ら 、 市町及び福祉施

設への指導 を 徹底す る と と も に 、 厚生省や他府県等の協力 を 得 て 、 社会福祉施設 に お け る

入所者の処遇 と 職員 の確保及 び避難所や仮設住宅 を 含 む在宅要援護者の実態把握 と 福祉サ

ー ビ ス 提供 に 全力 を あ げて取 り 組 ん だ。 (注 2 ) 

{社会福祉施設の被災状況] (注 3 ) 

県内 の社会福祉施設が被 っ た被害 も 決 し て 小 さ く は な か っ た 。 施設内死亡が 1 件発生 し 、

神戸市兵庫 区 に あ る 神戸母 子寮の入所者 4 人 (母子 2 人、 子供 2 人) と 職員 1 人の計 5 人

が寮の倒壊 に よ り 亡 く な っ た 。 こ の ほ か 自 宅お よ び通所 ・ 通勤 途上で死亡 し た 人が施設利

用 者 (26施設、 34人) お よ び職員 ( 9 施設、 9 人) を合わせて43 人 に の ぼっ た 。 ま た 、 震

災 に よ り ケ ガ を し た の は 、 施設内負傷が、 5 施設10人、 施設外負傷が39施設46人で、 あ っ た。

施設建物 の破損状況 に つ い て み る と ほ ぼ全業種 に わ た っ て 大 な り 小 な り 何 ら かの被害 を

受 け て い る こ と がわ か る (表1 1 ) 。

全壊が12施設、 半壊15施設で、 一 部破損 は776施 設 に 及 ん で い る (1995年 3 月 21 日 、 兵

庫 県福祉部調べ) 。 こ の ほ か法外施設の う ち 、 小規模作業所の被災状況 を み る と 県下全施

設150 ヵ 所の う ち 全壊17、 全焼 1 、 半壊13の計31施設で、 被災地内 に あ る 小規模作業所105

ヵ 所の 実 に 29. 5%が致命 的 な 被害 を 受け て い る 。
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(表11) 社会福祉施設等業種別被災状況一覧 (注 4 ) 

施設種別

ヰ 救護施設
{来 更生施設

養護老 人 ホ ー ム
特別養護老人 ホ ムi 支 老人デイ サー ビス セン タ ー; 制ÿ�^*-ム |
�人福祉セ ン タ ー

身体防'，i;.:f'Í'f'受注lim，ìStl m側;倒産施設
If(l主身体問:g詩史午援護施設

|
身原 身体IIlX?�: fI-療護施設

身体隊'，i;: r， 託杓i セ ン タ ー
身体'\1}::fí デ イ サ} ピス 施設
問問h人 ホ ー ム
[lij \L神戸後JJ�章;ヰセ ン タ

精 神 薄 弱 r， 民i1f:，施，;主
f
薄
ii 精子ヰ1 ;専弱行授産施設

! 精神薄弱{í-福祉工場
! 精神薄弱者通勤寮

議選施設
精神薄弱児施設
精神薄弱児j盛岡施設
t設弱児施設
教護i涜
毒 症心身障fr児泌i設
乳児院
情緒隊答児短期治療施設
母 子寮
児童館
保管所
肢体不 I� 由 児施設
肢体不 自 由児通関施設l 総合 1) ー ン タ ー
社会事業授産施設
母子福祉セ ン タ ー
婦人保護施設
婦人相談所

具、 地域福祉 セ ン タ ーの
f也 老人休養 ホ ー ム

い な み野学園
児家相談所
隣保館l 地印刷(山等)
l県福十11 セ ン タ ー

J仁ミ3 計
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全県
施設数

7 
I 

43 
109 
132 
17  

104 

9 
8 
4 

12 
4 
J 戸

(]) 
56 
44 
1 

26 
10 
11 
2 
2 
5 
7 

16 
177 
815 

10 

6 
3 1  
8 
2 
1 
J 戸

2 
l 
5 

93 
43 

1 ，  811 

被災 人的被害(施設内) I 人的被害 (施設外

施設数 死亡者 負傷者 死亡者 負傷者

6 。 2 。 。
。 。 。 。

19 。 4 。 1 1 
53 。 2 。
26 。 。 。 。
9 。 2 。 。

15 。 。 。 。

5 。 。 l 
3 。 。 。
1 。 。 。 。
6 。 。 。 。
3 。 。 。 。
4 。 。 。 。
I 。 。 。 0 1  

(1 )  

16 。 。 。 。
21 。 。 3 2 

I 。 。
0 1

。 。
。 。 。

19 。 。 4 
6 。 。 。
7 。 。 。 。

。 。 。 。
2 。 。 。 。
1 。 。 。 。
J 戸 。 。 。 。 :
1 。 。 。 。

13 5 。 。 。
120 。 。 7 
367 。 i 。 j 32 31 

1 。 。 。 。
8 。 。 。

6 。 。 。 。
3 。 。 。 。
。 。 。 。 。
1 。 。 。 。

。 。 。 。
2 。 。 。 。
2 。 。 。 。
1 。 。 。 。
3 。 。 。

20 。 。 。 。
14 。 。 。 。

。 。 。 。

801 5 10 43 46 

施設被害

全 壊 半 壊 その他

1 4 
。 i 。 1 

。 18 
。 I 52 
。 。 26 
。 。 9 
。 。 15 

。 。 戸d 

。 。 3 
。 。
。 。 6 
。 O 3 
。 。 4 
。 。

( 1 )  

。 。 16 
。 0 1， 21 
。 。 1 
。 。

。 2 1 7  
。 。 6 
。 。 7 
。 。
。 。 2 
。 i 。 l 

。 4 
。 。 1 

。 12 
1 120 

5 9 353 
。 。 I 
。 。 8 

。 。 6 
。 。 3 
。 。 。

。 。 1 
。 。
。 。 ! 2 
。 。 2 
。 。 1 
。 。 3 
2 。 18 
。 ! 。 14 
。 。 1 

12 15  776 



{大阪府社協 に合同救援本部 を 設置]

震災直後か ら 福祉関係者の被災地へ 向 け て の救援の動 き も 急 で あ っ た。 と く に大阪府社

会福祉協議会 (以下、 大阪府社協) で は 1 JJ 2 1  H に 「兵庫県南部地震救援対策本部」 を 設

置 し、 ①被災地社協 と の連絡確保、 ②救援情報の収集 な ら びに救援方 策 の立案、 ①救援活

動の受入 れ な ら びに救援活動の組織化、 ④救援活動 に 関 す る 情報の提供 な どの救済方針 を

掲げた。 同 対 策本部は 1 月 23 日 に福祉関係者介 同 会議 を 開催。 こ の会議 に は厚生省社会 ・

援護局地域福祉課長、 大阪府福祉部福祉政策課長、 全[�l社会福祉協議会地域福祉部長、 全

国社会福祉施設経営者協議会会長等が出席 し 、 大阪府 下福祉関係者、 近畿府県 ・ 指定都市

社協関係者等 も 参加 し 「社会福祉関係者兵庫県 南部地震支援合 同対策本部J を 設置、 大阪

府社協 を 核 と し た ??で同規模の支援体制が と と の っ たc 合 同 本部で は救援の最重要事項 と し

て 、 ①被災市民の ホ ー ム ス テ イ 引 き 受 け、 ②高齢者、 障害者等の福祉施設へ の 緊急入所 を

決めた。

{前線基地 と し て 現地事務所 を 設置]

合 同本部で は 、 被災地の 中 に前線基地 と も い え る 現地事務所 を 設置す る 方針 を 決 め 、 1 

月 24 日 に 西宮現地事務所 (西宮福祉会館内) 、 2 丹 1 日 に加古川 現地事務所 (加古JI l 市 総

合福祉会館 内 と 神戸市須磨 区 の鷹 取 中 学校) 、 両 日 に 淡路島 ・ 一宮 町現地事務所 (一宮町

社協) 、 2 月 3 日 に 芦屋市現地事務所 (芦屋 市福祉会館) 、 2 月 8 日 に は神 戸市兵庫 区現地

事務所 (兵庫 区役所及 び湊川 公園内) の 開 設 を み た。 2 月 の初旬 に はすべて の現地事務所

が稼働 し は じ め 、 全国 か ら の 支援 を 分担 し て 受け入れた。 合 同 本部の活動 は 、 現地事務所

を 拠 点 に避難所への対応、 高齢者、 障害者への支護活動 に し ぼ り こ ま れて い っ た。

{合開対策本部事業の引 ぎ継ぎ}

社会福祉関係者兵庫県南部地震支援合 同 本部 を 主管す る 大阪府社協 は 、 震災以来全勢力

を 震災救援 に 注 ぎ、 府社協の事業 を 停止 し た ま ま で あ っ た。 こ の た め震災後 1 ヵ 月 を 過 ぎ

た 時点で、 地元での対応の見通 し も み え て き た た め 、 3 月 15 日 に合同本部の業務 を 兵庫 県

社会福祉協議会内 に 兵庫県 下 の 民 間社会福祉関係者 を 集結 し た 新 し い 受 け 皿 と し て 「阪

神 ・ 淡路大震災社会福祉復興本部j を 設置 し た 。 復興本部総括部 は事業推進 の た め 「地域

福祉推進部J I施設活動推進部J I ボ ラ ン テ ィ ア 活動推進部J の 3 つ の 専 門 部 を 設け 、 一層

の福祉サ ー ビ ス 推進 に 乗 り 出 し た。

2 . “社会的弱者押 老 人への対蕗

[災害犠牲者の 多 く は 高齢者}

今回 の 大災害 は 、 戦後の わ が国 に お け る 地震災害の 中 で最大の被害 を も た ら し た 。 人 口
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(図 7 ) 年齢階級( 3 区分)性別死亡数構成都合 (注 5 ) 
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(表12) 性 ・ 年齢階級 ( 3 区分)別死亡数及び構成割合

死 亡 数 構 成 割 合 (%)

総 数 男 女 総 数 男 女

総数 2 ， 211 100. 0 100. 0 100. 0 
。 �14戚 389 198 191 7 . 1 9 . 0 5 . 8 
15�64歳 2， 682 1， 200 1 ，  482 48. 9 54. 3 45. 2 
65歳以上 2， 399 803 1， 596 43. 7 36. 3 48. 7 
不 詳 1 8  10 8 0. 3 0 . 5 0. 2 

動 態 調 査 に よ る こ の 災 害 の 死 亡 者 は5， 488人 で、 男 性2， 2 1 1 人 (40. 3%) 、 女 性3 ， 277人

(59. 7%) で あ り 、 女性の死亡者が男 性 の 約 1 . 5倍 と な っ て い る O と く に65歳以上で は 女

性の 占 め る 割合は男性の約 2 倍で あ る (図 7 、 表12) 0

年齢 ( 5 歳階級) 別 に み る と 男性で は60歳�64歳、 女性で、70歳�74歳がそ れぞれ最 も 多

く 、 ま た 、 一部の年齢階級 を 除 き 女性の死亡者が多 い (圏 8 ) 0 r高齢社会型震 災j を 典型

的 に示す震災死 で あ る 。

一方、 震災発生後、 難 を 逃れ、 や っ と の思 い で避難所 に駆 け 込ん だ も の の、 避難所生活

を 送 る に つ れ て 衰弱 し 、 体調 を 崩 し た り 、 身 の 回 り の こ と が 自 力 でで き な く な っ た 高齢者

が急増 し た 。

神戸市 内 で も 最 も 被害の大 き か っ た 長 田 区 内 に あ る 高齢者ケ ア セ ン タ ー な がた 施設長の

中辻直行氏 は次の よ う な現地報告 (注 7 ) を 行 っ て い る 。

「震災に よ る 犠牲者の大半 を 高齢者が市 め た の は 、 被害の大 き か っ た 海岸沿い の !日市街

地か下町で、 高齢化率が20%前後 と 高 く 、 高齢者の多 く が老朽家屋で生活 し て い た た め で

あ る 。 避難所 は 、 い ずれ も 悲惨 と し か い い よ う の な い状況で ( 中 略) と く に 高齢者は逃げ
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(図 8 ) 性 ・ 年齢 ( 5 歳階級)買IJ死亡数 (注 6 ) 
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遅れ、 避難所の通路や 出 入 口 の コ ン ク リ ー ト の 上 で震 え て い た 。 ( 中 略) 混乱の 中 で 緊急

保護 を シ ス テ ム 的 に 行お う と し て も 行政機構がマ ヒ し て い た の で 1 月 四 日 夜、 独断で厚生

省 に 直訴 し た。 翌20 日 、 『老計第 7 号J に よ っ て 事務手続 き を 後処理 に す る 、 緊急一 時保

護の指示が さ れた 。 当 セ ン タ ー で は 、 24持 間体制 で緊急保護 を 行 う と と も に 、 中継ス テ ー

シ ョ ン と し て他施設 に転送 し 、 で き る だ け多 く の 要介護老人の保護 を 行 っ た 。 当 セ ン タ ー

が緊急一 時保護 を 行 っ た 高齢者 は86名 を 数 え た。 ( 中 略) 避難所の 高齢者 は 、 ょ う や く グ

ラ ウ ン ド の 隅 に 設置 さ れ た 甑時 ト イ レ に行 く こ と も で き ず、 水分を と ら ず に 脱水症状 を 起

こ し、 冷 た く 白 い 弁当 は の ど を 通す こ と がで き ず、 無理 に 食べれば激 し い 下痢 に 苦 し め ら

れ た 。 そ し て 、 イ ン フ ルエ ン ザが猛威 を 振 る い 、 救護斑が薬 を 与 え て も 、 休む場所 は 冷 た

い通路の コ ン ク リ ー ト の 上 や 階段の踊 り 場、 体育館の 床 し か な か っ た 。 日 がた つ に つ れ鰭

康 な 高齢者 ま でが、 肺炎や心疾患、 慢性疾患の悪化等、 と く に肺炎に な る 高齢者が非 常 に

多 く “ 避難所肺炎" と い わ れた J o 12月 末、 消 防庁が追加 し た震 災関連死亡者は806人 、 う
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(衣13) 高齢者緊急保護者数 (i主 9 ) 

実 入 所 者 数 突入所者数
日 付 口 1，J ; 言「県 内 県 外 県内 県外

1 .  24 火 530 39 569 2 . 26 Ll 1 ， 648 322 1 ， 970 

1 .  27 金 638 42 1， 680 2 . 27 月 1 ，  667 325 1 ， 992 

1 .  30 JJ 970 96 1， 066 2 . 28 火 1 ， 676 33 1  2， 007 

1. 31 火 1 ，  056 121 1 ， 1 77 3 . 1 水 1 ， 683 331 2 ， 014 

2. 1 ノk 1 ， 091 143 1， 234 3 . 2 木 1， 689 339 2 ， 028 

2. 2 ノド 1 ，  139 155 1， 291 3 . 5 1 1  1 ，  7 1 7  346 2， 063 

2. 5 日 1， 245 1 75 1 ，  420 3 . 6 月 1 ，  726 355 2， 081 

2. 6 バ 1 ，  272 1 92 1 ，  464 3 .  7 火 1， 736 I 356 2 ， 092 

2 . 7 火 1 ， 296 203 1 ， 499 3 . 8 水 1 ， 751 364 2 ， 1 15 

2 . 8 水 1 ， 334 218 1 ，  552 3 . 9 木 1 ，  761 366 2 ， 1 27 

2. 9 木 1 ， 352 240 1， 592 3 . 12  1 1  1 ，  760 373 2 ， 1 33 

2. 12 日 1 ，  37<1 257 1， 631 3 . 13 月 1 ， 772 375 2 ，  1;[ 7 

2 . 13 月 1 ，  420 258 1 ， 678 3. 14 火 1 ， 786 376 2 ， 162 

2 . 14 火 1 ， 439 263 1， 702 3 . 15 _Jj( 1， 791 381 2 ， 172 

2 . 15 7J( 1 ， 475 273 1， 718 I 3. 1 6 本 1 ，  802 384 2 ， 186 

2 . 1 6 木 1 ，  5 1 1  I 280 1 ， 791  3 . 19  H 1 ， 81 1  388 I 2 ， 199 

2 . 19 1'1 1 ，  536 296 1 ， 832 3. 22 7]( 1 ， 824 :j99 2， 223 

2 . 20 月 1 ， 561 306 1 ， 867 I 3. 23 木 1 ， 825 401 2 ， 226 

2 . 21 ヅt 1 ， 575 31 1  1 ，  886 3. 3 1 念 1， 340 283 1 ， 623 

2 . 22 水 1 ，  602 312 1 ，  914 1. 30 日 1 ， 083 109 1 ，  272 

2 . 23 木 1 ，  625 316 

(兵庫県高年福祉課調べ)

ち 60歳以上の高齢者 は 9 割 を 占 め て い る 。 未審査者は200人以上 を 数 え る 。

{在宅の高齢者へ の 援護}

兵庫県 は 1 月 18 日 か ら 翌19 B に か け 、 被災市 町 に 被害状況や 要援護高齢者や 障害者への

対応状況 を 確認 し た と こ ろ 、 多 く の職員 や ホ ー ム ヘ ルパ ー が被災す る と い う 困 難 な状況で

あ っ た が、 ホ ー ム ヘ ル パ ー や民生委員等の協力 を 得 て 、 要援護高齢者等の安否確認等 に取

り 組み 、 緊急 に 施設入所 を 必要 と す る 高齢者等が相 当 数見 込 ま れる こ と 等が判 明 し た。

並行 し て 、 県 は厚生省 と 協議 を 進め 、 1 月 29 日 付で摩生省 か ら 各都道府県、 指定都市 に

対 し 「 緊急一時入所措置j 等の弾力 的 な取 り 扱い に つ い て通知がな さ れ、 県か ら も 関係先

に立す し て協力 を >Jミめ た。
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さ ら に 、 老 人福祉施設 に つ い て は、 老 人福祉施設連盟 と 協議の う え 、 緊急一時入所 に 際

し コ ー デ ィ ネ ー ト を 担 当す る キ ー ス テ ー シ ョ ン 施設 を 13 ヵ 所設置 し た。

兵庫県老人福祉施設連盟 は 、 1 月 24 日 、 姫路市で緊急常任理事会 を 開催 し 、 緊急課題 と

し て、 被災 し た 要援護高齢者 を 県 下 の 老 人 ホ ー ム で最低900人の受 け 入 れ を 決定 し た 。 (注

8 ) 

高齢者 に と っ て避難所は居づ ら い場所だ け で な く 、 生命 を お びや かす場所で も あ っ た。

県下の老人 ホ ー ム で は 、 こ の よ う な避難所で暮 ら す高齢者や ラ イ フ ラ イ ン が途絶 え た 家で

暮 ら す高齢者 を 次々 に 受 け入 れ た が、 交通網が寸新 さ れて い た た め 、 県下各地の老 人 ホ ー

ム が、 神戸市長田 区 、 中央区、 難 区 な と守へ出迎 え の車 を 走 ら せ た 。

緊急入所 の 受 け 入 れ状況 (表13) を み る と 、 受 け 入 れ は統計上 1 月 24 日 の 569人 か ら 始

ま っ て い る が、 被災地内 の老 人ホ ー ム で は 1 月 17 日 の震災発生か ら 被災高齢者の受け入れ

を 開始 し て い る 。 ま た 、 最 高 時 は 3 月 23 日 に2 ， 226人 を 受 け 入 れ て お り 、 老 人 ホ ー ム が被

災高齢者の生活 と 生命 を 守 る 拠点 と な り う る こ と を 実証 し た。 全国 の 老 人 ホ ー ム か ら も 受

け 入 れ 中 し 出 が あ っ た が、 2 ， 226人 中 県 内 が1 ， 825人 (82 . 0%) 県外が401 人 (18. 0%) で

8 割が県内 の 老人ホ ー ム に 緊急入所 し た 。

家や家族 を 失 っ た 高齢者に と っ て、 住み慣れた 地域 を 離れ未知 の 老人 ホ ー ム へ行 く こ と

は大 き な 不安であ り 、 高齢者が住 む 身 近 な と こ ろ に も っ と 多 く の老人ホ ー ム があ っ た な ら 、

も っ と 多 く の 高齢者の受け入れ を 可能 に し 、 も っ と 多 く の 高齢者の生命 を 救 う こ と がで き

た の で は な か ろ う か。 こ の 度 の都市型大地 震 は 、 わが国 の福祉施設が市街 地 に建設 さ れて

い な い と い う 盲点 を 直撃 し た 。

県 下 の多 く の老人ホ ー ム が定員 を 超 え て被災高齢者 の 緊急受け入 れ を 行 っ た が、 緊急、か

っ 「一時的J で あ る た め職員 を 増 員 す る こ と が困 難 な 中 で全国各地の老 人 ホ ー ム か ら 介護

職 員 が派遣 さ れた。全国か ら の応援職員 は 3 月 末 ま で に県下の44施設へ1 ， 1 1 1 入、 延べ5， 840

人 に も 及ん だ、。

[介護支接チ ー ム活動}

ま た 県 は 避難所や在宅の要介護高齢者等への 支援の た め 、 市町 に 対 し て ホ ー ム ヘ ル プ活

動 の 充実 に 努 め る よ う 指導。 震 災後 1 ヵ 月 経過 し た こ ろ に は 約3， 100人 の 要介護高齢者等

に ホ ー ム ヘ ルパ ー が派遣 さ れ た 。 2 月 に 入 り 高齢者等の心身機能の低下が懸念 さ れは じ め

自 力 では入浴で き な い 高齢者等の入浴サ ー ビ ス の 要望 も 高 ま っ て き た 。

兵庫県老人福祉施設連盟で は 2 月 1 日 、 県福祉セ ン タ ー 内 に 現地救援対策本部を 設置。

同対策本部 で は 、 2 月 1 1 日 か ら 厳寒の 中 劣悪 な 環境 に あ る 避難所等で暮 ら す高齢者 と そ の

家族 を援助 す る た め 、 被災地 の 老 人 ホ ー ム を 拠 点 に し た介護支援チ ー ム を 編成。 支援チ ー

ム は阪神 間 の 6 市 ・ 7 ヵ 所の特別養護老人 ホ ー ム に 7 チ ー ム が誕生。

支援チ ー ム の最 も 大 き な 活動 は栢談援助活動で あ っ た 。 施設長や指導員 、 寮母 な ど 2 �
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3 人がチ ー ム に な っ て避難所 を 訪問 し て高齢者や家族へ声 を か け 、 福祉サ ー ビ ス の紹介や

話 の 中 に 出 て き た さ ま ざ ま な ニ ー ズ を 必 要 に 応 じ て 関係機 関 や 団体へ コ ー デ イ ネ ー ト し

た 。 7 つ の 支援チ ー ム で、 299 ヵ 所の避難所へ延べ688回 訪 問 し 、 訪 問 し た 職 員 等 は1 ， 2 1 1  

入 、 相談 ・ 援助 は延べ1， 676件 と な っ た 。

こ の よ う な 応急 の対応 は な さ れた も の の 、 地域 に よ っ て は 、 住民の被害が極 め て深刻で

あ り 、 ま た 、 被災後の時間経過 に 伴 い 、 在宅要援護者 を 取 り 巻 く 生活環境の悪化や 身体機

能の抵下、 余震発生時の対応 な どが懸念 さ れ た 。

こ の た め 県 は 2 月 15 日 、 民生委員 ・ 児童委員 、 ホ ー ム ヘ ルパ ー 及 びボ ラ ン テ ィ ア 等が中

心 と な り 、 必要 に 応 じ た サ ー ピ ス の提供 を 一層徹底 す る た め の “ 要援護者生活状況把握 ロ

ー ラ ー作戦" と 要援護者 を 施設等 に移送す る た め の “ 要援護者移送作戦" を 実施 す る よ う

関係市町 に 通知 し た 。

緊急一時入所者 に つ い て は、 介護者 を な く す等、 在宅での生活が引 き 続 き 困 難 な 人 も い

る た め県老人福祉施設連盟 で は 2 月 下旬 か ら 入所者の意向調査 を 始 め た 。 3 月 に入 り 特別

養護老人 ホ ー ム 等入所者の 意識調査の結果、 緊急一時入所 し た 高齢者の約 3 分の 1 が、 引

き つづ き 入所 を 希望 し て い る こ と が判 明 し た。 こ の た め 県 は厚生省 と 協議の う え 、 事態 の

長期化 を 勘案 し た 処遇体制 を 確保す る 意味か ら 、 定員 の 10%及 び シ ョ ー ト ス テ イ 空ベ ッ ド

の 1 / 2 を 限度 と し て 定員外措置 と す る こ と と な っ た 。 引 き 続 き 長期 に わ た っ て特別養護

老人ホ ー ム 等へ の 入所の必要 な高齢者 に つ い て は必要 な 職 員 の確保等、 施設備 の準備体制

を 整え た う え で、 順次、 正式入所措置 に 切 り 替え た。

加 え て 、 家庭復帰や仮設住宅入居 な どの 相談助言指導 に努め た結果、 3 月 下旬 ピ ー ク 時

に は2 ， 200人 を 超 え た 緊急一時入所屑 も 、 1996年 1 月 31 B に は 、 238人 と 激減 し た。

“ 要援護者生活状況把握 ロ ー ラ 一作戦" に つ い て は、 3 月 末 ま で に市 町が実態把握 し た

要援護者の件数は59， 357件あ り 、 こ の う ち 何 ら かの措置 を 必要 と す る 人 は 、 実態把握件数

の2， 875件 (4. 8%) で対象別 内訳は 高齢者2， 095件、 障害者537件等で あ っ た 。 各市町は要

措置者 に 対 し 、 保護指導1， 537件、 ホ ー ム ヘ ル パ ー 派遣653件、 緊急入所353件 等 の サ ー ビ

ス を提供 し た。

被災に係 わ る 各種費用徴収制 度等の取 り 扱い に つ い て は 、 1 月 25 日 付で厚生省 よ り 通知

がな さ れ、 施設への 緊急入所や ホ ー ム ヘ ルパ ー の利 用 等 に 際 し て は、 被害状況等 に応 じ 一

定の減免措置が講 じ ら れた 。 こ の取 り 扱い期 間 は 、 当初 3 月 末 と さ れて い た が、 その後、

数度 に わ た る 改正通知 に よ り 、 1996年 3 月 ま で延長 さ れた。

[地域型仮設住宅の設置}

仮設住 宅 の 関 係 で は 、 避難所等での生活者で\ 身体的、 精神 的 に 虚弱 な状態 に あ る 高齢

者、 障害者等 に つ い て は 、 従前の居住地 に比較的近 い 地域で、 福祉等の ケ ア を 受け な が ら

生活す る こ と の で き る 「地域型仮設住宅J の 設置 も 必要 と の厚生省 の指導 に よ り 、 県 は 被
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仮設住宅に 目 立つ高齢汗

災地市町 と 協議の う え 、 神 戸 市 及 び西宮市等の 板神 地 区 4 市 に 、 高齢者、 障 害者向 け地域

型仮設住宅し 915戸 を 建設 し た。 入居者 に 対 し 生活指導、 介護等の ケ ア を 提供す る た め 、

厚生省の特別助成 を 得 て 、 生活援助員 や 介護職員 等 を 派遣 し 、 安心 し て暮 ら せ る 体制 を 整

備す る と と も に 、 入居者の 自 な生活 を 支援 し て い る 。

ま た県 は被災地以外の仮設住宅 に入居す る 高齢者、 障害者等の 支援の取 り 扱い に つ い て

は 、 と く に 混乱が予想 さ れ る た め 、 援護の実施責任 を 明確 に し 、 原則 と し て被災前 の住所

地の市町 と す る と 共 に 、 住所地 と 仮設住宅建設地の 両 自 治体が連携 し な が ら 、 必要 な福祉

サ ー ビ ス を 適切 に提供す る よ う 指導 し た。

[ふ れ あ い セ ン タ ー の 設置]

一方、 被災 に よ り 心身両面 に わ た っ て大 き な打撃 を 受け た仮設住 宅 に 入居す る 高齢者、

障害者等 の 自 立 を 支援 し、 併せて ボ ラ ン テ ィ ア 活動や コ ミ ュ ニ テ ィ 形成 の 拠点 と し て 、 仮

設住宅地 内 に 「ふ れあ い セ ン タ ーJ を 設置す る こ と と し 、 4 月 か ら 整備 に 着手。 当 初 は 100

戸以 上の仮設住宅 に 設置す る 計画が、 9 月 の補正 に よ り 50戸以上 に 設置対象 を 拡大 し た0

1996年 1 月 31 日 現在、 設置 目 標252 ヵ 所の う ち 、 173 ヵ 所で運営 を 開始 し て い る 。 運営 は仮

設住宅住民や ボ ラ ン テ イ ア 等 に よ る 自 主 的 な 支援組織 に ゆ だね ら れて い る O

そ の他、 (財) 長寿社会開発セ ン タ ー 、 (財) 兵庫県高齢者生 き がい創造協会、 (財) 全国老

人 ク ラ ブ連合会、 (財) 兵庫県老人 ク ラ ブ連合会 等 に よ り 、 「被災高齢者元気 回復ふ れ あ い

事業」 が、 被災市町で展 開 さ れ た 。 ま た (財) 兵庫県老人 ク ラ ブ連合会 及 び (社) 兵庫 県 防

犯協会連合会 に よ り 、 仮設住宅入 肩 の 一 人暮 ら し 高齢者 に 対 し 「 ふ れ あ い 安心ベ ルJ ( 防

犯 ブザー) が配布 さ れ、 併せて 定期 的 な訪問活動が実施 さ れた 。

被災要護高齢者等 に 対 し て は、 福祉関係職員 、 保健婦、 ホ ー ム ヘ ルパ ー 、 民生委 員 等 に

よ る 、 各種情報の提供、 相談助言、 保健福祉サ … ピ ス の提供や、 老 人 ク ラ ブ、 各種福祉団
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体、 ボ ラ ン テ ィ ア 等 に よ る 、 友愛訪問、 安否確認、 ふ れ あ い 交流活動 な ど を 重層 的 に展 開

す る こ と に よ り 、 そ の 自 立支援に つ と め て い る 。

3 . 障害者へ の対応

{震災 に よ る 障害者の死亡}

震災 は健常者に も 障害者に も すべ て の 人 々 に容赦な く 襲 い かか り 悲惨 な 被害 を も た ら し

た。 な かで も 心身 に ハ ン デ イ キ ャ ッ プの あ る 障害者や高齢者が蒙 っ た被害 は甚 大 で あ っ た 。

障害者で死亡 し た の は兵庫県調査 ( 3 月 15 日 ) で は 120人で、 死亡者全体の2. 2%であ る 。

災害救助 法 に指定 さ れた 10市10町に住む 身体障害者手帳 を 持つ 人 は1994年 3 月 末 で、 10万

4， 042人、 知 的 障 害で療育 手帳 を 持 つ 人が l 万1 ， 715 人 い て 、 700人程度が両 方 の 手帳 を も

っ て い る O 数字の 上 だ け か ら は 障害者が よ り 多 く 亡 く な っ た と い う 結果 は み ら れ な いが、

多 く の 人が施設 に 入所 し て い た こ と と 考 え あ わせ る と 、 在宅で暮 ら し て い た 人 の死亡率 は

や や 高い と い え よ う 。 (注10)

被害の最大であ っ た神戸市で は 1 月 下旬 よ り ボ ラ ン テ ィ ア グル ー プ、 福祉事務所、 保健

所が連携 し て 訪 問 に よ る 安否確認 を 進 め た 。 こ の安否確認や手帳の返還届 け な ど を 通 じ て

把握 し た 震 災 に よ る 死亡者数 は 身体障 害者138人、 精神薄弱者1 2 人 (10月 1 日 現在) で あ

っ た。 (y主11 )

[ 障害者支援セ ン タ ー の開設}

1 月 22 日 、 兵庫県福祉セ ン タ ー に 、 障害者施設 ・ 団体で構成 さ れた f障害者支援セ ン タ

ー 」 が開発 さ れた。 構成団体は、 全国社会福祉協議会の構成 団体で、 あ る 全国授産施設協議

会及び全国 身体障害者施設協議会療護施設部会 と 共 同作業所全国連絡会で あ る 。 県福祉 セ

ン タ ー に は緊急 に 3 本の電話回 線 を 開設。 3 つ の 障害者施設 ・ 団体が各々 の ネ ッ ト ワ ー ク

で フ ァ ク ス や ワ ー プ ロ 等での情報収集、 伝達機器 を 整備 し 、 救援活動がス タ ー ト し た。

{小規模作業所に被害が集 中 }

障害者支援セ ン タ ー で は 、 直 ち に被災地の 障害者施設 を 対 象 に 「援護施設被災状況調査J

(衣14) 調査対象施設穣別 (注12)

身体障害苫授産施設
精神薄弱者授産施設
社会事業授京施設
身体障害者療護施設
小規模共同作業所
精神障害者共同作業所

B 入
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言十

3 カ 所
28 カ 所
3 カ 所
4 カ 所
60 カ 所
29 カ 所

133 カ 所

に取 り 組んだ。 当初の調査対象施設の種開 は 表14の と お

り で あ る 。

こ の調査時期 は 、 電話回線や交通手段が寸 断 さ れて い

た た め 、 自 転車 や バ イ ク 等で ひ と つ ひ と つ の施設 を 直接

訪 問 す る 調査 と な っ た。 調査期 間 は 1 月 23 日 か ら 2 月 4

日 ま で の 2 週 間 に 及 んだ。 大阪 ・ 近畿 を 中心 に全国の授

産施設 ・ 共 同作 業所関係者・や ボ ラ ン テ ィ ア 等 、 連 日 20 人



(表15 ) 小規模共同作業所被災状況一覧(i主13)
神戸市内

心身 精神 三口〉、壬lきI ι j 

障持者 障害者

全壊 10 6 16 
建

平壌 6 1 7 
物

会部損壊 2 

備品の み被害 12 4 16 

合 計 29 12 41 
(総数) ( 12) (46) 

兵庫県下 (神戸市外)

身体
障害者

全壊 2 
建

半壊 4 
物

ふ部損壊 4 

備品 のみ被害 7 

l仁hI、 i.iト 17 
(総数) (25) 

か ら 100人の調査ス タ ッ フ が訪 問調査活動 に取 り 組ん だ。

精神 精神 必1ゴ込三ロ子I
薄弱者 障拝者

3 。 5 

3 2 9 

8 4 16 

10 3 20 

24 9 50 
(58) (22) (105) 

こ の調査で顕著 に な っ た の は小規模作業所 に 被害が集中 し て い る こ と で あ っ た。 全壊 し

た 小規模作業所は 10 ヵ 所、 半壊が 9 ヵ 所で小規模作業所の 2 割が大 き な 被害 を 受 け 「認可

施設j は一定の 建築基準 に よ っ て建築 さ れて い る が、 小規模作業所は 、 賃貸の老朽化 し た

文化住宅等が大半であ り 、 こ れ ら の小規模作業所 に 被害が集中 し た (表15) 0 

{避難所、 在宅揮害者の訪問活動}

障害者支援セ ン タ ー で は 「援護施設被災状況調査」 が ほ ぼ終了 し た こ ろ か ら 、 神戸市内

600 ヵ 所の避難所 を 訪 問 し、 避難所で暮 ら す 障害者の生活の様子や 困 っ た こ と 、 要望等の

開 き 取 り 調査 に 取 り 組 ん だ。

家屋 の倒壊な ど環境 の激変 に方向す ら わ か ら な く な っ た視力 障害者。 手話誘導 も 表示 も

な く た だ人の流れに つ い て い く し か な い聴力障害 者J よヤ陣 に 身 を こ わ ば ら せ る 精神 薄弱者。

が れ き に 行 く 手 を 妨 げ ら れた 身体障害者一ーや っ と た ど り 着 い た避難所 だ、 っ た が。

震災後 1 週間 を 過 ぎた こ ろ か ら 、 避難所で生活 し て い た 障害者や そ の 家族がい な く な る

と い う 現象が起 き た。 ト イ レ が使 え な い、 移動がで き な い 、 情緒不安定 に な り 奇声 を 発す

る の で居づ ら い等 の 理 由 で、 ラ イ フ ラ イ ン が途絶 え 崩 れかか っ た 自 宅へ 「帰 る 」 と い う 事

態が相次 ぐ 中 で 、 地域で暮 ら す障害者の実態 と 要望 を 開 く た め 「地域 ロ ー ラ ーJ 活動 に も

取 り 組んだ。

避難所訪問 や 地域 ロ ー ラ … 活動、 電話 に よ る 相 談では、 生活す る 上での様々 な 要望や 問

い 合 わせが800件 に も 及 び、 障 害者支援セ ン タ ー で は 、 こ れ ら 偶別 ニ ー ズ 対 応 の 支援活動

に 全力 を 注 い だ。 支援の 主 な 内容は次の と お り O

生活物資搬送 ・ @ ・ ・ - 食料品、 日 用 品 、 衣類等

- 車椅子、 ポ ー タ ブル ト イ レ 、 補聴器、 fl杖等福祉機器搬送 ・

専 門機 関 の 紹介 ・

家 の後片付 け

・ 施設入所、 シ ョ ー ト ス テ イ 、 ホ ー ム ヘ ル パ 一 、 医療機関等
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[悲宅障害者実態調査の取 り 組み }

障害者支援セ ン タ ー で は神戸市か ら の依頼で、 神戸 市東灘民 ・ 灘区 ・ 兵庫 区 の 障害者実

態 調査に も 取 り 組 ん だ。 こ れは神戸 市が名 簿 と し て 整備 し て い る 65歳未満 の 身 体障害者手

帳 1 � 2 級、 療育手帳 A の在宅障害者 を 戸 別 訪 問 し 安否 を 確 認す る も の で あ る 。 調査対

象 は東灘区 1 ， 200入、 i難12<:660入、 兵庫 区730入、 合計2 ， 590人であ っ た 。 2 月 上旬 か ら 中旬

ま で、 2 人 1 組 に な っ て 多 い 日 は200人 を 超 え る 障害者施設の 職 員 や ボ ラ ン テ ィ ア が、 地

理に疎いj難区 ・ 東灘 区 ・ 兵庫 区 の 障害者宅 を 一軒、 一軒訪 ね て 歩 い た 。

震災後約 1 ヵ 月 を 経過 し た 時点で、 身障者の 4 割近 く が 「不明J 4 人 に 1 人 し か 自 宅で

生活で き な い と い う 厳 し い 現実。 ま た避難所で生活す る 割合 を み る と 身 障 者 は 知的樟害者

の 半数以下 と な っ て お り 、 身障者が避難所で生活で き な い 現実 を 浮 き 彫 り に し て い る 。

震災i官後の 1 月 22 日 か ら 2 月 25 日 ま で の 1 ヵ 月 に全国か ら 延べ2， 300人 の 施 設職 員 や ボ

ラ ン テ ィ ア が、 こ れ ら の支援活動 に 参加 し た 。

[敏速 な ニ ー ズ対応支援活動}

全国授産施設協議会 ・ 共同作業所全同連絡会 と 並んで、 障害者支援セ ン タ ー の も う ひ と

つ の構成団体で、あ る 全国 身体障害者施設協議会療護部会 は 、 障害者支援セ ン タ ーが開設 さ

れる 前 の 1 月 21 日 に 京都で緊急役員 会 を 開催 し 、 現地で支援体制 を 確 立す る こ と を 決定 し

た 。 こ れが契機 と な っ て 、 他の様 々 な 支援組織 に さ き が け て 時害者支援セ ン タ ー がス タ ー

ト し た の で あ る 。

寝た 主 り 患者はよ担 2 [ilJ1t信

308 第 [1司章@潟社

こ の ほか、 2 月 間 日 に は 第 1 回知的障害

者対策協議会が開催 さ れた 。 1 月 初 日 に は、

県精神薄弱者愛護協会臨時役 員 会が開催 さ

れ、 播恒地 区施設長会 ( 1 月 四 日 ) での取

り 決め事項 に つ い て確認がな さ れた。 支援

の具体的 な 内 容 は 、 ①救援物 資並 び に 活動

費 と し て 義 援 金 募 集 (第 1 次 目 標300万

円 ) 、 ②各施 設 に よ る 被災要援護者の シ ョ

ー ト ス テ イ (緊急 A時保護) 受 け入 れ態勢

の整備、 ③人材派遣要請の あ っ た施設への

派遣調整 な どであ っ た 。 こ う し た状況 下 、

各県の愛護協会や全国の施設か ら の 申 し 出

が相次 い で、寄せ ら れ、 県外の シ ョ ー ト ス テ

イ 受入 れ体制 も 整備 さ れて い っ た 。 2 月 に

入 る と 、 支援の体制 は さ ら に拡 大 さ れ県外

シ ョ ー ト ス テ イ 受入 れ体制が さ ら に整備 さ



れ る と と も に 、 人材支援の 申 し 出 も 500人 を 超 え た。
命方、 神戸市 は避難所生活に 適応で き な い被災障害児者の た め に 「 し あ わせの村」 内 に

「障害者緊急ケ ア セ ン タ -J を 設置 し て い た が、 こ の 緊急ケ ア セ ン タ ー で障 害児の介護等

に取 り 組む ス タ ッ フ と し て 、 県愛護協 会 に 人材支援の要請があ り 、 2 月 1 2 日 か ら 職員 2 人

が派遣 さ れ た 。

{各団体の活動活発化}

社団法人 H 本て んかん協会は 1 月 21 日 、 県福祉 セ ン タ ー に救護所 を 開 設 、 専 門 医 と ス タ

ッ フ を 配置 し て被災 し た て ん かん を も っ 人への診察、 投薬等の 医療支援 を 行 っ た。 こ の と

き の救護 は 1 日 の み の 開設であ っ た が、 1 月 初 日 、 IJEA 支援セ ン タ -J と し て再度開設、

日 本て ん か ん協 会 の 委託 を う け た ボ ラ ン テ イ ア 団体 「全国 VYSJ が運営 を つ づけ24時 間

体制 を 整 え た 。

こ の ほ か神戸市衛生局 で、は 難病患者に対す る 医療手続 き の簡略化 を 図 り 、 医療の確保に

つ と め た 。 こ れ ま で神戸市の助成事業 と し て 開 設 し て い た神戸難病相談室 も 被害 を 受 け た

た め 1 月 21 日 か ら 一時 的 に 難病団体役員 の 自 宅 を 「兵庫県難病患者等 (災害) 支援セ ン タ

ー J と し て 電話相談の受付 を 行 っ た。 2 月 6 日 か ら は兵庫県腎友会事務局 の 一 室 を 利用 し

て ホ ッ ト ラ イ ン を 設 け る こ と に な っ た が、 相談件数は 1 月 149件、 2 月 208件、 3 月 166件

に の ぼっ た 。 2 月 22 日 か ら は県腎友 会 に よ り 透析患者、 腎疾患患者の た め の生活福祉電話

相 談 を 行 っ た。 1 月 28 自 か ら は 日 本オ ス ト ミ ー協会近畿 ブ ロ ッ ク に よ り 人工紅 門 ・ 跨脱保

有者の相談室が設置 さ れた 。

同衛生局 で は と く に 医療情報や相談事業、 支援情報 を 入手 し た場合、 報道機関 と 難病 団

体 に た だ ち に情報提供 を 行 っ た 。 (注14)

{ アル コ ー ル依存症者への対応}

東神戸診療所、 東神戸病 院 で は 向 診療所の ア ル コ ー ル依存症が疑 わ れ る 外来患者 を 対象

と し て 「震災 に よ る 住居損壊や環境変化 に 伴 う ス ト レ ス が原 因 で、大量飲酒 に 陥 っ た の で は

な い かJ と の仮説の も と ア ン ケ ー ト 調査 (1995年12月 4 日 �18 日 ま で) を 行 っ た 。 (注15)

そ の結果 「避難行動 を と っ た 人 に飲酒量の増加がめ だ ち 、 12月 現在で震災 前 よ り 飲酒量が

増加 し た 人 は仮設 に 住 む 人が多 いj こ と がわ か っ た。 震災に よ る ス ト レ ス と し て、 ①家族

や 友人 の 喪 失 と 悲嘆、 ③居住環境の 変化 (避難所、 仮設、 居候生活 な ど) 、 ③先行 き の 不

安 (仕事、 金銭 な ど) 、 ④復興格差 (仮設入居 に 落選す る た びに飲酒 な ど) が挙げ ら れ る 。

ま た 、 震災後、 I 月 24 日 か ら 4 月 初 日 ま で、大阪府が行 っ た神戸市の灘民精神救護所支援

で、精神科診断 の つ い た 278例の う ち ア ル コ ー ル依存症 は25例 (8. 9%) で あ っ た。 他の疾患

の 初 回 診療相談が初期 に 集 中 す る の に対 し、 ア ル コ ー ル依存症 は初期か ら 救護所閉鎖時 ま

で継続的 に 少 し づっ上がる 傾 向 があ っ た (注16) と の報告があ る 。
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孤独死 と ア ル コ ー ル依存症の実態 に つ い て、 震災 7 ヵ 月 後の 8 月 12 日 、 神戸市の西神仮

設住宅の 中 に 、 兵庫県 と 県医師会の援助 の下 に個 人 開 業 し た 「 ク リ ニ ッ ク 希望j 院長伊佐

秀夫氏は次の よ う に 報告 し て い る 。 (注17)

「 ア ル コ ー ル依存症の問題に深 く かか わ る の が孤独死の 問題であ る O ま ず、 現場の 医療

に携わ る 者 の 立場か ら 、 孤独死 に つ い て 2 つ の傾向が見 ら れ る 。 第 u立高齢者の独 り 暮 ら

し が仮設住 宅 に 多 数い る こ と 。 高齢であ る た め 、 何 ら かの慢性疾患 を 抱 え て い る こ と は否

めず、 さ ら に 生活環境の激変 に 瀬応 で き ず、 日 常生活が ま ま な ら ぬ人が多 い 。 かか り つ け

の 医師 も 失 い 、 診療の 中 断が起 こ つ で も な すすべの な い 高齢者があ る 日 突然 、 死 を 迎 え て

い る の で あ る O 第 2 は ア ル コ ー ル依存症の独 り 暮 ら し の存在であ る O 近所 と の 交流 も 少 な

く 、 昼間働 き に い く こ と も な い た め、 食事 も 満足 に取 ら ず酒 に溺 れて い る 状態 で あ る O 多

く の場合ア ル コ ー ル性肝硬変の た め に 死 に 至 る と 考 え る J。 最後 に 同 院 長 は 、 ア ル コ ー ル

依存症問題は 、 付近の仮設住民 に 対 し 種 々 の事件 を 引 き 起 こ し て お り 住宅環境の 健全性 を

た も っ と い う 視点 か ら も 、 積械的 な 対策が必要。 具体的 に は ア ル コ ー ル依存症専 門 医 と 臨

床心理士 な どの確保であ り 、 孤独死 を な く す た め の基本は、 近所同士での声 の掛け合 い で

あ り 、 住民 と 医療機関 の提携だ と 強 く 訴 え て い る O

こ の 問題 は 、 震 災後の影の部分であ る が、 断酒会な どの援助 も 見逃せ な い 。

兵庫県 は 1995年 6 月 「兵庫県 障害者福祉新長期計画j を作成 し た が、 そ の骨 子の 中 に 内

部障害者 ( オ ス ト メ イ ト を 対象 と し た も の) に つ い て の 視点 を 初 め て打 ち 出 し た 。 と く に

「災害、 緊急時対策の充実j の 項 に は f障害者の使用 ・ 装着 し て い る 車椅子、 補聴、器、 ス

ト ー マ用装具等の補装具 に つ い て は災害 ・ 緊急時 に お け る サ ー ビ ス が出 来 る よ う 体制 を 整

備す る 」 な ど震災の教訓 を 生 か し た福祉サ ー ピ ス の 基本線 を 打 ち 出 し て い る 。

4 . 被災児童等への援護

[ ，被災児童禰祉相談j を 調設]

兵庫県の調べに よ る と 震災直後に 父母や保護者 を 失 っ た い わ ゆ る 震災孤児、 父子家庭 に

な っ た児童及び母子家庭 に な っ た児童 は403人 (254世帯) に の ぼる 。 こ の う ち 257人 (162

世帯) が神戸市 に 集 中 し て い る O

兵庫県 は被災児童の保護 ・ 養育 、 児童や保護者の こ こ ろ の 問題 な ど児童 に つ い て の あ ら

ゆ る 相談 に 応 じ る た め 、 1 月 19 日 県下の児童相談所 に 「被災児童福祉相談」 を 開設 し、 1994

年度431件、 95年度 (1996年 1 月 末現在) 753件の棺談指導 を 行 っ た 。 ま た96年 1 月 末現在

で養護施設、 乳児院等の児童福祉施設へ95件の 入所措置 を 行 っ た 。

ま た 、 保育所 に 入所 中 の児童や保育所 に 通 っ て い な か っ た 児童 を 一時 的 に 実家 や 知 人宅

に 預け る ケ ー ス が増 え た こ と に よ る 疎 開先での新た な保育ニ ー ズ に こ た え る た め 、 1 月 20

1 入所手続 き の簡素化や 緊急入所枠 (定員 の 15%増) の 活用 に つ い て県下各市町 に 通知
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(表16) 被災孤児 ・ 遺児の数 OU8)

jJJl 泥① 遺 児②
医 分 父母が死亡 し 、 孤 母が死 亡 し 、 新 た に 父 父が死亡 し、 新 た に 母

児 に な っ た児蒙 子 世帝 に な っ た 児意 子世帯 に な っ た児童

神戸市 (32世帝) 42 (79 世帯) 1 14 (51 ft上帝) 101 

1 姫路市 。 。 (2 世帯) 4 

尼崎市 。 ( 1世帯) 4 (2世帯') 3 

丙宵市 (14Ut管) (27t世帝) 47 I (191世帯) 27 

洲本市 (11佳子宮) 1 。 。

芦屋市 (3世帯) 3 (7世帯) 1 1  (5世帯) 7 

伊丹市 。 ( 1世帯) ( 1世帯) 1 

宝塚市 0 1企Fft子) 3 (4tH:帯) 8 。

jヒ淡町会 。 (3世帝) d 戸 ( 1世情) 2 

(122 j萱帝) 190 (81世帯) 145 
1ーSすh 68 

小 百十 (203世r借) 335 

〔説明〕
( 1 ) 調査方法

兵庫県 . 県児童棺談所 ( 中央 ・ 西宮 ・ 姫路) 、 家庭児童相談策調査に よ る 数字
神 戸 市 : T1H*健福祉局児童命家庭謀調査 に よ る 数字

( 2  ) 本表定義

孤児 ・ 遺児の
メ仁込1 語十

(① + ② z ③) 

( 1 62世帯) 257 

(2t世帯) 4 

(3世帯) 7 

(60世帯) 93 

(1世帯) 1 

(15t世帯) 21 

(2li上帯) 2 

(5世帯) 11 

(254tH:帝) 403 

孤児 : 震災 に よ り 両親 (片親家庭の場合 は そ の保護者) を 失い孤児 と な っ た 18歳未満 ( 'JZ成 7 年
1 月 17 日 時点) の児叢

遺児 震災に よ り 片 親家庭 (父母の A方) に な っ た 18歳未満 (平成 7 年 1 }] 17 H  時点) の児童

し 、 疎開先での保育所への迅速かつ柔軟な受け入れ を 開始 し た 。 ピ ー ク 時 に お い て 、 県内

保育所 に 678人、 県外保育所 に 2 ， 197人の 児 童 を 受け入れた。

さ ら に 、 被災児童の心理的不安 を 取 り 除 く た め の メ ン タ ル ケ ア と し て 、 被災地の学校、

保育所で青空 プ レ イ や相談活動 を 行 う 「啓発活動」ゃ 被災児童の こ こ ろ の 健康調査 を 行い 、

ケ ア を必要 と す る 児童 の 実情把握 と 必要な援助、 指導 を 行 う 「ス ク リ ー ニ ン グ訪問活動J

に取 り 組 ん だ。 啓発活動は 2 月 5 日 か ら 販神 ・ 淡路地域 の 10 ヵ 所で実施 し た。 ス ク リ ー ニ

ン グ訪問活動 は 2 月 か ら 開始 し 1996年 l 月 末現在で被災地、 諌開地の保育所、 小 中 学校等

1 ， 385 ヵ 所で32， 854人 を 対 象 に 調査 を 行い 、 96年 1 月 末 ま で に 調 査 を し た32， 854人 の う ち

2 ， 564人 に メ ン タ ル ケ ア の必要性が認め ら れた 。

神戸市 で は 4 月 17 白 か ら 被災 を 体験 し た こ と に よ り 精神 的 に不安定に な っ て い る 克童や

保護者 に 対 し 、 専 用 電話 に よ る 相談 に応 じ る と と も に 、 必要 に 応 じ て 訪 問 指導 を 行 う 「児

童 こ こ ろ の相 談1 10番J を 開 設 し た。

2 月 11 日 か ら 全国 の 児童相談所 に よ る こ こ ろ の 相談事業が開始 さ れ、 神戸、 阪神 間 の 避

難所529 ヵ 所 を 巡回 し 、 59件の 相 談指導 を 行 っ た 。
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こ の ほ か、 県 は被災見童の健全育成 を 凶 る た め 、 県立 こ ど も の館が1996年 1 月 末 ま で に

46 ヵ 所の小学校、 児童館、 保育所、 ふ れ あ い セ ン タ 一 等 に 職員 や ボ ラ ン テ イ ア グ ル ー プ を

派遣 し て 、 人形劇、 紙芝居や折 り 紙 な どの遊 び を 指導す る と と も に 、 被災児童 を 県立 こ ど

も の館 に招 待す る 被災児童交流 フ ェ ス テ イ パ ル を 開催 し た 。 ま た神戸市の養護施設 を は じ

め母子療 ・ 乳児 院 ・ 保育所等の児童福祉施設 と 協力 し 「お ~ い あ つ ま れ こ う べ っ 子 フ ェ

ス タ J を 開設 し た 。

5 . 外 国人県民への対応

[ “震災弱者" の外国人]

今 回 の 震 災 に よ り 外国 人 も 大 き な 被害 を 受 け た 。 災 害 の 犠牲 者 の う ち 外 国 籍 は 166人

(3. 0%) で、 そ の う ち 韓 国 ・ 朝鮮が108人 (2. 0%) 、 中 国 が41人 (0. 7%) と な っ て い る

(表17) 。

兵庫県 に 約 10万 人 い た と い わ れ る 外国人 も 、 や は り 震災弱者 に 数 え ら れる 。 最 も 打撃 を

受 け た 被災地 (神戸市の東灘区、 中央区、 兵庫 区、 長 田 区) で は外国 人登録者 数 は 人 口 の

約 4 % を 占 め て い た 。 外国人の死者数は、 被災地全体で も 死者の3. 4% を 占 め る 。 神戸市

での平均外国人登録数は 人 口 の2. 9%であ り 、 死亡者 の 率 は 、 そ れ よ り も 大 き い。 外国人

の 中 で も 、 留学生就学生、 ベ ト ナ ム 定住難民 な ど は 住居 を 失 っ た率が高い。 外 国人が、 震

災 に 弱 い物理的 ・ 社会的 11立置J に あ っ た こ と は 明確であ る 。 と り わ け 、 こ こ 10年�20年

(衣17) 性 ・ 国籍別死亡数及び構成割合 (注19)

総数

タトドi

牒11iJ ・ 朝鮮

フ ィ リ ピ ン

ア メ リ カ 合衆
l五i

ブ ラ ジル

その他 i
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総 数

5， 488 

5 ， 322 

1 66 

108 

41 

2 

2 

8 

戸。

タ巳

男

2211 

2144 

67 

44 

1 6  

I 

3 

3 

構 成 割 合 併)

女 総 数 男 女

3， 277 100， 0 40. 3 59. 7 
000. 0) I 

3， 178 100. 0 40. 3 59. 7 
(97. 0) 

99 100. 0 40. 4 59. 6 
(3 . 0) 

64 100. 0 40. 7 59. 3 
(2. 0) 

25 100. 0 39. 0 61 .  0 
(0. 7) 

2 100. 0 100. 0 
(0. 0) I 
100. 0 50. 0 50. 0 
(0. 0) 

ひ 100 . 0  37. 5 62. 5 
(0. 1 )  

2 60. 0 40. 0  
(0. 1 )  



の あ い だ に 来 日 し た ニ ュ ー カ マ ー と 呼ばれる 人 々 は 、 そ の文化的 な背景 や 法 的 な状況 の 中

で異 な る 種類 の 問題 に も 直面 し て い る 。 ま ず言葉の カ ベ に 直面 し た。 日 本語の不 自 由 な ニ

ュ ー カ マ ー に と っ て 日 本の新聞や テ レ ビ、 行政の広報な どの メ デ ィ ア は あ ま り 意味 を も た

な い。 ( I ド 略) ま た法的立場の 問題。 超過滞 在 な ど の た め 、 公的 な 避 難 所 に 行 き に く く 、

傾 い た 家 に残 っ た。 物資 も 友人 た ち と 融通 し合 う し か な か っ た。 ま た 、 医療費 も 問題であ

っ た 。 健康保険 に入 っ て い な か っ た 一部の外国人負傷者 は 、 医療費 の全額 を 請求 さ れ る 事

態 と な っ た。 (注20)

[外国人県民に対す る 救援 @ 支謹]

(財) 兵庫県 国際交流協会が行 う 外国 人 県民への 生活情報の提供 及 び相 談業務 に つ い て

は 、 所在す る 神戸交通セ ン タ ー ピ ル (三宮) の損壊の た め 、 震災直後 は 業 務不能の状況で

あ っ た 。

そ の よ う な 中、 1 月 四 日 に 兵庫県警が生 自 警察署 内 に 外国人相談 コ ー ナ ー を 設け 、 英語、

中 国語、 ハ ン グ ル、 ス ペ イ ン 語 に よ る 外国 人県民の安否 を 中 心 と し た 24時間体制 の 相 談 を

開 始 し た 。 20 日 か ら は、 災害時 に お け る 放送要請 に 関 す る 協定 に 基づ き ， Kiss - FM に お

い て英語に よ る 外国人県民向 け震災情報 を 提供す る こ と と し た 。

震災か ら 1 週 間 後 の 24 日 に は (財) 兵庫県 国際交流協会が、 通 訳 ボ ラ ン テ ィ ア の協力 も

得 な が ら 、 英語 ・ 日 本語 に よ る 「緊急外国人県民特別相談窓口J を 開設 し た。 ま た 、 外国

人県民が母国 の家族等 と の連絡がで き る よ う に KDD 神戸支庖の協力 に よ り 、 こ の 窓 口 に

海外向 け 無料電話 を 設霞 し た。 さ ら に27 日 に は 中 国語、 ポ ル ト ガ ル語、 ス ペ イ ン 語に よ る

相談体制 を 繋 え 、 ま た 、 2 月 6 日 か ら は と く に 専 門 的 な 対応 が要求 さ れ る 法律 と 労働 の 分

野 で の 専 門 相談 を 開始 し た 。 2 月 1 7 日 ま で の相談件数は645件で あ っ た。 3 月 15 口 以 降 は

兵庫県震災復興総合セ ン タ ー が設置 さ れた こ と に 伴 い 、 名 称 を 「外国人県民相談j と 改め 、

引 き 続 き 業務 を 行 っ て い る 。 1996年 1 月 ま で の 相 談件数 は4， 310件 ( 1 日 当 た り 約1 2件)

と な っ て い る 。

ま た 、 被災地域への NGO 活動 を 調 整す る 組織 と し て 「阪神 大 震 災 地 元 NGO 救援連絡

会議J が設立 さ れた 。 県 や (財) 兵 庫 県 国 際交流協 会 で は 、 こ れ ら の NGO 団 体 と も 提携

を 取 り な が ら 外国人県民 に かか わ る 情報の収集や通訳ボ ラ ン テ イ ア の紹介、 救援資材の提

供 な と々 の 支援 を 行 っ た 。

外国人県民 に 対す る 支援 に つ い て は 、 外国人地震情報セ ン タ ー ( 後 に 「多文化共生 セ ン

タ ー J と 改称、) 、 兵庫県定住外国人生活復興 セ ン タ 一 、 神 戸 YMCA、 YWCA を は じ め 、

ベ ト ナ ム 人の 支援 を 行 っ た カ ト リ ッ ク 鷹取教会、 フ ィ リ ピ ン 人や 韓 国 ・ 朝鮮人の生活 を 支

援す る 団体 な どが、 被災外国人県民 の 受 け入 れ、 外国語に よ る 生活相談、 i吉報提供、 貸付

金 の 支給 な ど 内外人平等の原則 に た っ て必要 な救援 ・ 支援 を 講 じ た 。

ま た被災者 と 救援活動 に 参加 し た NGO を 中心 に 、 震災か ら の 生 活 の 再建 を 目 的 と し た
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「市民 と NGO の 防災 同 際 フ ォ ー ラ ム j が12月 8 日 � 10 日 に か け て 開催 さ れ、 海外の NGO

や外務省が参画 し た 国際防災 シ ン ポ ジ ウ ム な ど各種 フ ォ ー ラ ム や音楽、 演劇 な どの イ ベ ン

ト が実施 さ れた。

6 . 必要 な福祉サ ー ピ ス 拡充 と ネ ッ ト ワ ー ク 構築

こ れ ま で福祉サ ー ビ ス の拠点で あ る 兵庫 県社会福祉協議会 の 支援活動 を 中心 に 兵庫県、

神戸市 な ど行政サ イ ドの救援活動 を 報告 し て き た。 だが、 f都市直下車地震J í高齢社会型

震 災J と い わ れ る 今回 の大地震 は 、 従来の福祉の視野 を 破壊す る 多 く の教訓 ・ 問題 ・ 課題

を 残 し た 。 「福祉サ ー ピ ス 拡充 と ネ ッ ト ワ ー ク 構築J (注21 ) は最大の課題 と な っ た。

「駁神 ・ 淡路大 震 災 ひ ょ う ご部生への提言J ( ひ ょ う ご創生研究会) は 次の よ う な 提 言

を 行 っ て い る O

[社会的 ケ ア シ ス テ ム の整備}

自 然災害 に よ っ て 顕在化 し た近代都市が持つ社会 シ ス テ ム の脆弱性 を 克服 し 、 地域の復

興 と 、 生活者の 自 立 を 目 指す努力 を サ ポ ー ト す る た め の新 し い シ ス テ ム づ く り が必要 と な

る 。 震災時、 ケ ア ・ ネ ッ ト ワ ー ク が機能 し て い た 地域での寝た き り 老人 な どの犠牲が少 な

か っ た 教訓 を 生か し 、 福祉ニ ー ズが急増 し て い る 高齢者、 障害者、 心 身 に 変調 を 示す乳幼

児 ら を 支援す る た め に小単位、 チ ー ム ワ ー ク 、 現場裁量 を 原則 と す る 、 行政 と 地域社会が

連携 し た ケ ア ・ ネ ッ ト ワ ー ク の継続性の あ る 活動が期待 さ れ る 。 市民の命 を 守 る 最終責任

は行政が負 う こ と を 前提 と し 、 行政が専 門職チ ー ム を 束ね、 ボ ラ ン テ イ ア 、 コ ミ ュ ニ テ ィ

ー が連動す る 。

1 ) 小学校 区 に 24時 間体制 の ケ ア拠点

高齢者、 障害者の支援の た め 、 宵民連携の ケ ア ・ ネ ッ ト ワ ー ク の組織化 を 急 ぐ。 平時、

非常時 を 問 わ ず、 県 下 1 ， 100小学校区 を 1 単位 と し て、 ス テ ー シ ョ ン を 設置、 24時間体制

で介護 を提供す る O 有料 ・ 登録制 で毎 日 一定時刻 に 電話で安否 を確認。 ポ ケ ッ ト ベ ル を 利

用 し て 双方 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 日 指す。

2 ) 地域子育 て ネ ッ ト ワ ー ク

情緒面 に 問題の あ る 子供た ち の増加が深刻化 し て い る O と り わ け被災地で は震災後遺痕

と も み ら れ る 退行、 夜泣 き 、 チ ッ ク 症 な どの 変 調 を 示す乳幼児が多 く 、 心 の ケ ア が緊急課

題 と な っ て い る 。 町内会 レ ベ ル の小単位で育見 に取 り 組む両親 を 輪 の 中 心 に 地域の医師、

看護婦、 栄養士、 幼稚 園教諭、 保母 ら の プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル チ ー ム と 定期継続的 に心身両

面の育児 に つ い て 語 り 合 う 場 を 設け る 。

3 ) ホ ー ム ヘ ルパ ー の大幅増 員

高齢社会 に 備 え た 国の新 ゴー ル ド プ ラ ン に よ る と 、 例 え ば神戸市の場合、 高齢者人 口 の

1 %、 2 ， 000人 のヘ ルパ ー を 必要 と す る こ と に な る が現実は常勤65人、 笠録1 ， 800入、 登録
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ヘ ル パ ー の 仕事量 を 常勤パ ワ ー の 1 割 と 換算 す れ ば245人 に 過 ぎ な い。 全国48都道府県、

1 1 政令指定都市合わせて59 岳 治体中 、 同 市 の ヘ ル パ 一 利用 順位 は 50位で あ り 、 都市部の福

祉サ ー ビ ス の レ ベ ル の低 さ が浮 き 彫 り に さ れた 。 20年後に は必ず到 来す る 超高齢社会への

備 え を 急 ぎ、 新 ゴ ー ル ド プ ラ ン の ガイ ド ラ イ ン の前倒 し 実施 に よ る 、 常勤者中心の大幅増

員 が必要だ。 家庭任せ、 コ ミ ュ ニ テ ィ ー 依存の福祉サ ー ビ ス の比重 を 「 私 的 な扶養」 か ら

「社会的 ケ ア j に転換 し て い く べ き であ る O

4 ) 精神障害者の住居の保障

精神 障害者の た め の グ ル ー プ ホ ー ム の 公的 な 設置が急がれ る O 精神時害者の住宅問題は

深刻 だ。 公営住宅への優先入居制度か ら も 除外 さ れて い る う え 、 作業所、 グ ル ー プ ホ ー ム

の建設に は地域 の 反対が付 き ま と う 。 コ ミ ュ ニ テ ィ ー全体で盲点 に な り が ち な 地域 メ ン タ

ル ヘ ル ス の あ り 方 を 考 え な け れ ばな ら な い。

ま た連綿 と 続 く 、 わが国の社会福祉の措置制度 を 早急 に 改め る 必要があ る と の提言 を 行

っ て い る O

こ の ほ か、 「 阪神 ・ 淡路復興委員 会J 委員 の 一 番 ヶ 瀬康子氏 は 「災害救助法 の 制 定 は 昭

和22年です。 日 本人の平均寿命が50歳 に な っ た そ の年です。 今 日 の よ う に 平均寿命が世界

最高 と い う と き に な お 、 50歳 に な っ た ばか り の 昭和 22年 に 制 定 さ れ た 災害救助法 を 引 き ず

っ て い く こ と 自 体に 、 基本的 に 問題があ る 。 と く に 介護の 問題は、 現在の災害救助 法 の 中

に は 出 て お り ま せん … … 」 と 災害救助法の改正が社会福祉の最 も 重要 な テ ー マ だ と 強 く 訴

え て い る 。 (注22)

(ü: ・ 引 用 文献〉
1 )  r第 牛 耳主 仮事務所の設置か ら 事務局 の 関 設 ま で 福祉の拠点 と し て の 業務再r，�J r大震災 と 社tZJd 兵庫県社

会福社協議会阪神 ・ 淡路大震災社会福祉復興本部 1996:tf 2 月 8 ! �  
2 )  r第二章、 第 て節 災害応急 ・ 復旧対策 (震災後 l 年の期間) 生活紋援対策 ・ 社会的弱者の援護J r阪神 ・ 淡

i路大震災 兵庫県‘の 1 年 の記録』 兵庫県知事公室消防防災課 1996年 6 月
3 )  r第一家 プロ ロ ー グ 兵庫県 ド被災状況 一 社会福布 施設の被災状況J r大渓災 と 社協J
4 )  r第一章プロ ロ ー グ 社会福祉施設号事業種別被災状況 一覧J (1996年 3 月 21 日 、 兵庫県福祉部調) í向J
5 )  í人口動態統計か ら み た 阪神 ・ 淡路大渓災に よ る 死亡の状況』 厚生省大目官房統計情報部

(注) 今回 と り ま と め た も の は 、 1995年 1 月 か ら 6 月 末 ま で の 問 に市12<:町村 に届 け 出 ら れ た死亡届 及 び死亡診
断書 を 蒸に作成 さ れた 人 口動態調在死亡票 に 「震災 に よ る 死 亡」 と 記載 さ れ た も の (外国 人 を 含む) に つ い
て 集計♂ し た も の で あ る 。

6 ) 問J j 
7 )  r阪神 ・ 淡路大震災 と 社会福祖 」 現地報告 「大震災があぶ り 出 し た 口 本の高齢者向題j 高齢者ケ ア セ ン タ ー な

がた施設長 ・ 中辻直行 f社会福祉研究j 第65号 鉄道弘済会社会福祉部 1996年 4 月
8 )  r第四章 兵庫県社会福祉協議会 を 軸 と し た 活動 一 施設連盟 ・ 箇休等の活動① 一 兵庫県老人福祉連盟J r大震

災 と 社協j
9 )  r高齢者緊急、保護者数J (兵庫県高年福祉課議) 行司j
10) r第 3 節 障害者 J I ! III奇医療福祉大学医療福祉学部教授 ・ 大谷強 『阪神 ・ 淡路大震災誌 1 995年兵庫県‘南部地

震 j 初 日 新 聞社編 1996年 2 月
11 )  r第 6 節 社 会的弱者、 外 国 人対 策 1 . 社会的弱者対策②障害者J 阪神 ・ 淡路大震災 一 神戸 市 の 記録1995年

第四章@箔社 3 1 5  



J 神戸 市 1996年 1 月
12) r 第 3 章 全国支援始 ま る 一 障害者支援セ ン タ ー の 開 設 調奈対象施設種別、 建物の被答状況J (共 同作業所

会関連絡会報告) r大渓災 と 社協j
13) r 第 5 章 阪神 ・ 淡路大震 災社会福祉復興本部の設置 と そ の活動 一 主 な事業の実施 一 各推進部の取 り 組み状況

②施設活動推進部 小規模共同作業所被災状況 恥覧J r 同 』
14) I第 6 節 社 会的弱者、 外向人の指示対 策 1 . 社会的弱者 ( 1 ) 難病患者J r阪神 ・ 淡路大 震 災 一 神 戸 市 の 記

録] 995年 j
] 5) I震災に よ る 住屑の変遂 と ア ル コ ー ル飲酒の相関関係 に つ い て ~ ア ン ケ ー ト 調斎 を 試み て �J 東 神戸診療所 ・

火河幸浩;、 石 f日幸恵、 看護婦ー 河 ・ 東神戸病院大同和雄 f阪神 ・ 淡路大震災 被災者の健康 ・ 生活 ・ 環境はj
兵康県民主i亥療機関連合会

16) I特集 阪神 ・ 淡路火震災被災 ドの精神医療 1 抄録 一 」 大阪府 吹 こ こ ろ の健康総合セ ン タ ー ・ 野田 哲朗 『精
神 科治療学』 怠和書庖 1996年

17) r ど う す る 震 災後の保検、 医療、 福干d: - 1 . 1 7 メ モ リ ア ル デー か ら 被災地医療報告 孤独 な 死 と ア ル コ ー ル依
存症の実態 J 神戸市山灰 ・ 伊佐 ク リ ニ ッ ク 希望院長 ・ 伊佐秀夫 『 月 刊 保同連1996{f 5 月 j 全|身保険!表団体
連合会 1996年

18) r被災孤児 ・ 遺児の状況』 兵庫県児童福祉課作成 1 996"1'- 7 月 17 日
19) r 人 行動態統計か ら み た阪神 ・ 淡路大震災に よ る 死亡の状況』 厚生省大臣官房統計 情報部
20) ilr;市 阪担11 ・ 淡路大渓災の 苫悩 と 希望J r阪神大震 災 と 外同人j 外国人地震情報セ ン タ ー編 1996年 1 月
21) I福社サ ー ビ ス 拡充 と ネ ッ ト ワ ー ク 1 . 社会的ケ ア シ ス テ ム の整備J r阪神 ・ 淡路大震災 ひ ょ う ご創生への提

百J ひ ょ う ご創生研究会1995年 6 月 28 日 提言
22) 特集 H 阪神 ・ 淡路大震災復興計 闘 に み る 社 会福祉の依置 と 課題 復興計画 に 残 さ れた 課題」 東洋大学社会学

部教授 ・ 4 番 ヶ 瀬康子 向上会福祉研究j 第65 号 (財) 鉄道弘済会社会福祉部 1 996iF 4 月

3 1 6  第四章@福祉



i 第四節 ボ ラ ン チ イ ア
1 . ボ ラ ン テ ィ ア 活動 の概要

1 月 17 日 の 災害発生の直後か ら 兵庫県内 は も と よ り 同 内外か ら 史 i二空前 の 人々 が被 災地

に駆けつ け 、 ボ ラ ン テ イ ア と し て救援物資 の搬出搬入、 避難所の運営、 安丙体認、 炊 き 出

し 、 水 く み 、 医療 ・ 看護、 介護 な ど各種の ニ ー ズ に対応 し た 多種多様な救援活動や 支援活

動 に参加 し た 。 兵庫県の推計 に よ れば、 そ の 人数は震災か ら 1 年 間 で、延べ138万人 を 数え 、

一部で は 1 995年 を 「 ボ ラ ン テ イ ア 元年」 と も 形容 さ れて い る 。

ま た 、 震災後 1 年 を 経て も 、 仮設住宅や待機所入居者への生活支援活動 な どが続け ら れ

て お り 、 ボ ラ ン テ ィ ア 活動 は 、 災害発生 当 初 だ け で は な く 、 行政に よ る 復 旧 、 復興支援策

と と も に被災者の生活 に な く て は な ら な い も の と な っ て い る 。 以 下 、 『阪神 ・ 淡路大震災

兵庫県の 1 年の活動の記録j (兵庫県) を 中心 に ボ ラ ン テ ィ ア 活動の動向 を さ ぐ っ て み た。

{ ボ ラ ン テ ィ ア活動の推進}

震災の発生 と と も に 、 救援物資の搬出 ・ 搬入や避難所の運営、 被災者の在宅支援な ど、

多種多様な ボ ラ ン テ イ ア 活動 の ニ ー ズ が生 じ た。 と く に被災地域が広範 囲 に わ た っ た こ と

や被害の甚大 さ か ら 、 ボ ラ ン テ イ ア の 活動範囲が、 広域に わ た る と と も に 、 ボ ラ ン テ イ ア

活動の ニ ー ズ、 も 日 ご と に増 え て い っ た 。

ま た 、 こ う し た 状況がマ ス コ ミ 等で大 々 的 に 報道 さ れた た め 、 県 内 は も と よ り 全国か ら

個 人 ボ ラ ン テ イ ア を 中心 に 企業や 団体等 に よ る ボ ラ ン テ ィ ア 活動の 申 し 出 が県関係機関、

市役所 ・ 区役所 な ど に 殺到 し た。

2 月 に入 る と 、 避難所の運営 も 軌道 に 乗 り 、 そ れ に 携 わ る ボ ラ ン テ イ ア の 活躍が新聞等

に 大 き く 報道 さ れた。 ま た、 被災者の立場 に 立 ち 、 何がで き る の か を 考 え 、 行動す る ボ ラ

ン テ ィ ア の姿 に 、 内外か ら 賞賛の声が上がっ た 。

こ の こ ろ に な る と ボ ラ ン テ イ ア セ ン タ ー や ボ ラ ン テ イ ア 団体 の ル ー ト 、 ま た は独 自 の ル

ー ト を 通 じ て 、 多 く の ボ ラ ン テ イ ア が活動 に 携 わ る よ う に な っ て き た こ と か ら 、 避難所等

の ボ ラ ン テ イ ア ニ ー ズ も 徐 々 に 減少 し 始 め た 。

と く に 、 東か ら の交通手段が残 さ れた 西宮市、 芦屋市 に県外か ら 多 く の ボ ラ ン テ ィ ア が

入 っ て き た こ と に よ り 、 ボ ラ ン テ ィ ア の不足 も か な り 解消 さ れ る よ う に な っ た。 反対 に ボ

ラ ン テ ィ ア 活動 を し た い と い う 希望者は、 日 を 追 っ て増 え 続 け て い っ た。

ま た 、 避難所等か ら の ボ ラ ン テ ィ ア ニ ー ズ も 高度化 し 、 長期 間 (最低で、 も 1 � 2 週間)

の ボ ラ ン テ イ ア を希望す る と こ ろ が多 く な り 1 日 、 2 日 と い っ た 短期 間 で 、 かつ単発的 な

ボ ラ ン テ イ ア は受 け入 れ先か ら 敬遠 さ れ る 傾向 が生 じ て き た。

さ ら に は 、 被災者 に 少 し で も 温か い 食事 を と っ て も ら お う と 、 避難所や公 園 な どで跡汁
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炊 き 出 し ボ ラ ン テ イ ア

や う どん、 焼 き そ ばな どの炊 き 出 し を 数百食、 数千食単位で行 う 炊 き 出 し ボ ラ ン テ イ ア が

各地か ら 続 々 と 駆け つ け た の も 、 こ の時期 の特徴で、あ っ た。

2 月 末 に な り 、 被災者が避難所か ら 仮設住宅等 に 移 り 始め る と 、 次第 に ボ ラ ン テ ィ ア 活

動 も 避難所 中 心 の 活動か ら 仮設住宅での活動が中心 と な っ て き た。

仮設住宅や待機所入居者、 あ る い は在宅の要援護者に 対 し 、 友愛訪問、 安否確認、 外出

介助、 買 い物 の手伝い 、 給食サ ー ピ ス 、 清掃活動、 日 曜大工、 茶話会 な どふ れあ い を 目 的

と し た イ ベ ン ト 、 コ ン サ ー ト な ど元気が出 る 催 し 物 、 自 治会づ く り 、 心 の ケ ア 、 各種相談

活動、 台風 に 備 え た ロ ー プ張 り 、 引 っ 越 し手伝い な ど実 に さ ま ざま な 活動が、 多 く の ボ ラ

ン テ ィ ア に よ っ て行 わ れて い る 。

[ ボ ラ ン テ ィ ア の 人数 と 活動内容}

兵庫県の調査 に よ る と 災害が発生 し た 1 月 1 7 日 か ら 2 月 1 7 日 ま での 1 ヵ 月 間 の 1 日 当 た

り の ボ ラ ン テ ィ ア の 人数 は 避難所12， 000人、 救護物 資 の 搬 出 ・ 搬入3， 700人 、 炊 き 出 し 準

備 ・ 地域活動等4， 300人で、 こ れ を 合 わ せ る と 、 1 日 平均20， 000人 に の ぼ っ た 。 ま た、 ボ

ラ ン テ ィ ア に参加 し た 人数の累計は、 1 月 17 日 か ら 1 ヵ 月 間 で延べ62万人、 3 月 16 日 ま で

の 2 ヵ 月 間 で延べ100万人 に の ぼっ た 。

震災か ら 1 年 を 経た 1996年 1 月 初 日 現在で も 、 仮設住宅や待機所等 を 中心 に 、 被災者 に

対 し さ ま ざ ま な 生活 支援活動 な どが続 け ら れて お り 、 そ の 数は 1 日 当 た り 平均700人 と 推

計 さ れ、 震災発生 当 初 か ら の 延べ人数は137万人 を 超 え て い る と 推計 さ れ る 。

[避難所 に お け る ボ ラ ン テ ィ ア活動調査]

震災に お け る 避難所の ボ ラ ン テ イ ア 活動 の 実態 と そ の 問題点 を探 る た め 、 兵庫県は避難

所 の ボ ラ ン テ ィ ア を 対象 に 、 活動内容、 活動の動機 な ど に つ い て調査 を 実施 し た (調査期

間 2 月 22 日 � 3 月 3 日 、 調査対象 : 1 ，  393人、 有 効 回 答 : 593人、 有 効 回 答 率 : 43%) 。

そ の結果、 性 別 でみ る と 、 男性が52%、 女性が47%で、 ほ ほ半 々 で あ っ た 。
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(表18) 活動別 ・ 期間別ボラ ン テ ィ ア活動人数 (注 1 ) 

1 日 平均の ボ ラ ン テ ィ ア 人数

期 間 日 数
物資の搬 炊 き 出 し 累 計

避難所 /H . 搬入 準備、 地
域活動等

1 /17� 2 /17 31 日 間 12 ， 000 4 ， 300 ! 20， 000 620， 000 
2 /18� 3 / 1 6  27 日 間 8， 500 1， 500 4 ， 000 14， 000 1， 000， 000 
3 /17� 4 / 3  18 日 間 4， 600 400 2 ， 000 7 ， 000 1 ，  130， 000 
4 / 4  � 4 /18 15 日 間 1 ，  600 100 1， 000 2， 700 1， 170， 000 
4 /19� 5 /21 33 日 l苛 750 10 340 1 ，  100 1 ，  206， 000 

5 /22� 6 /20 30 日 消 390 310 700 
I 6 /21� 7 /23 33 日 間 330 470 800 1 ，  253， 400 

7 /24� 8 /20 28 日 間 220 580 800 1， 275， 800 

8 /21� 9 /20 31 日 間 900 900 1， 303， 700 
9 /21�10/20 30 日 間 600 600 1， 321， 700 
10/21 �11/20 31 日 間 600 600 1 ， 340， 300 
1 1  /21 � 12/20 30 日 苅 500 500 1 ， 355， 300 
12/21� 1 /20 31 け 間 700 700 1， 377， 300 

(避難所緊急パ ト ロ ー ル 隊 に よ る 実態調資、 各 市町対策本部への電話照会、 活動間体への
電話照会 を も と に算出)

ま た、 年齢別 に み る と 、 20歳代が50% で最 も 多 く 、 20歳未満の23% と 合 わ せ る と 、 30歳

未満が73% を 占 め て い た。 以下、 30歳代10%、 40歳代 9 %、 50歳代以上 7 %で あ っ た 。

さ ら に 、 職業別 に み る と 、 年齢 と も 関 連す る が、 大学生 ・ 短大生 ・ 専 門 学校生 は が45%

と 最 も 多 く 、 次いで、 高校生以下12%、 主婦 9 %、 会社員 8 %、 自 営業 4 %、 定年退職者

1 %であ っ た 。 な お 、 そ の他 ( フ リ ー ア ルパ イ タ 一 、 無職等) も 21 % あ っ た。

住所別 で は 、 県内35%、 県外63%で、 県外か ら の ボ ラ ン テ イ ア が県内 の ボ ラ ン テ ィ ア の

比 率 を 大 き く 上 回 っ て い た。

経験の有無 に つ い て は、 今 回 の 災害で 「初 め て ボ ラ ン テ イ ア 活動 に 参加 し た」 人が69%

で、 「 ボ ラ ン テ ィ ア 活動 の 経験があ る j 人 の29% を 大 き く 上 回 っ て い た 。

活動の動機 (複数回答) に つ い て は 、 「何か役 に 立て そ う だか ら J 55%、 「 自 分 自 身 の 勉

強 に な る か ら J 53%、 「 い て も 立 っ て も い ら れな か っ た か ら J 43%が上位 を 占 め た。

ボ ラ ン テ イ ア 活動 に つ い て の情報収集の 方法 と し て は、 「直接、 避難所 に 来 た J が30%

で、 「市町 ボ ラ ン テ イ ア セ ン タ ー の 紹介J 8 %、 「 市 町災害対策本 部 の 紹 介J 7 %、 「県災

害対策本部の 紹 介J 2 % な ど と 比べ て か な り 高 か っ た 。 「 そ の 他J 42% は 、 大 学 関 係 、 会

社、 友人や知 り 合い か ら な どであ っ た 。

ボ ラ ン テ ィ ア 活動で 困 っ た こ と (複数回答) と し て は 、 「疲労が激 し いJ 21%、 「被災者

と の人 間 関係J 20%、 「何 を し た ら よ い の か わ か ら な いJ 16%、 「 ボ ラ ン テ ィ ア 間 の 人 間 関

係 J 15% な と守が多 か っ た 。
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{ ボ ラ ン テ ィ アの評価購査}

避難所 に お け る ボ ラ ン テ イ ア 活動調査 に あ わせ て 、 避難所の管理者 を対象 に 管理者側 か

ら み た ボ ラ ン テ イ ア の評価 な ど に つ い て 調 査 を 実施 し た (調育期 間 2 月 22 日 � 3 月 3 日 、

調査対象 : 127人、 有効回答 : 74人、 有効回答率 : 58%) 。

そ の結果、 避難所 に お け る ボ ラ ン テ イ ア の 人数は、 9 人以下が51%で最 も 多 く 、 次い で

10人�19人が31%、 20人以上が16%であ っ た。 ボ ラ ン テ イ ア の い な い避難所 は 7 %であ っ

た 、 「 ボ ラ ン テ ィ ア が足 り な か っ た こ と があ る か」 と い う 聞 い に対 し て、 53% が 「 あ っ た」

と 答え て お り 、 f な か っ た」 の43% を 上 回 っ た 。 ま た 、 「 あ っ た」 と 符 え た避難所管理者 に

「 そ の と き 、 ど う し た かJ (複数回答) と 尋ね る と 、 「市町災害対策本部 に 依頼 し たJ 41 % 、

「市町 ボ ラ ン テ イ ア セ ン タ ー に依頼 し たJ 26%、 「避難所パ ト ロ ー ル隊 に依 頼 し たJ 18% 

と な っ て い る 一方 でJ ど こ に も 頼 ま ず我慢 し たJ í ち ょ う どボ ラ ン テ ィ ア 希望者が訪れた」

と い う 回答 も そ れぞれ38%、 23%み ら れた 。

ま た、 「 ボ、 ラ ン テ イ ア に つ い て何か摺 っ た こ と は な か っ た かJ と い う 質問 に対 し て は、 「 な

か っ た j が46%、 fあ っ たj が42%で、 ほ ほ半 々 の 凶答 と な っ て い る 。 「あ っ た」 と 答 え た

者 に 「出 っ た こ と は何か」 と 尋ね る と 、 「突然来 る 、 帰 る J が68% で最 も 多 く 、 以下、 「指

示 さ れな い と 動か な いJ 35%、 「長続 き し な いJ 32%、 「必要 な 時 来 な い J 29% と い う 顕で

あ っ た 。

2 . 一般ボ ラ ン テ ィ ア 活動への 支援

[ 災害発生当初の布町社会補祉協議会ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー の現状}

兵庫県 で は 、 1983年度 ま で に県下の全市町 (神戸市 を 除 く ) 社会福祉協議会 に住民の ボ

ラ ン テ イ ア 活動 の 拠点 と な る ボ ラ ン テ イ ア セ ン タ ー を 設寵 す る と と も に 、 1988年度か ら 向

ボ、 ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー に ボ ラ ン テ イ ア コ ー デ イ ネ ー タ ー を 中心 に 災害時の対応 を 含め ボ ラ

ン テ ィ ア 活動 の推進体制 の 整備 を 図 っ て き た 。

し か し な が ら 、 今回の震災 に お い て 、 市町社会福祉協議会 ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー は 災害

当初、 一部の市町 を 除 き 、 平時 の ボ ラ ン テ ィ ア 推進体制 (需給調整機能) が十分に機能せ

ず、 大量の ボ、 ラ ン テ イ ア ニ ー ズ と ボ ラ ン テ ィ ア を 効果的 に 結 び付 け る こ と がで き な い状況

で あ っ た 。

そ の理由 と し て 、 ( イ ) 予想 を は る か に 越 え る 規模 の 災害 の 中 で、 史上空前 の ボ ラ ン テ

イ ア が活動 に 参加 し た こ と 、 ( ロ ) ボ ラ ン テ イ ア コ ー デ イ ネ ー タ ー の機能 に 今 回 の よ う な

大規模 な 災害へ の 対応 を 想定 し て い な か っ た こ と 、 (ハ) 市 軒福祉協議会 ボ ラ ン テ イ ア セ

ン タ ー が避難所 と な っ た ケ ー ス があ っ た こ と 、 ( ニ ) 地元の ボ ラ ン テ イ ア コ ー デ イ ネ ー タ

ー 自 身が被災者 に な っ た ケ ー ス があ っ た こ と 、 ( ホ ) ボ ラ ン テ ィ ア ニ ー ズ が大量でかつ短

期 間 に 変化す る た め 、 把握が出難であ っ た こ と な どが挙げ ら れ る 。
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{ ボ ラ ン テ ィ ア と 行政の連帯] (注 2 ) 

交通網が寸断 さ れた 阪神 間 の 各都市の 中 で も 、 な ん と かた ど り つ け た 西宮市役所 に は ボ

ラ ン テ イ ア が殺到 し た 。 初期 の救援活動 に お い て 、 市行政の不手際 を か な り 厳 し く マ ス コ

ミ な どで報道 さ れたが、 庁舎は半壊、 西宮市職員 も 家屋が倒壊 し 、 家族がな く な り 、 被災

し た 中 で市民の救援活動 を 続 け て い か な け れば な ら な い状態で あ っ た 。 そ の 中 で、 防 災計

画上動員 部であ る 人事課がボ ラ ン テ ィ ア の受付窓 口 と な っ た。 全国か ら の 救援の 申 し入 れ

は驚 く ほ ど早 く 、 どの よ う に 対処すれ ば よ い の か分か ら な い ま ま ボ ラ ン テ イ ア の受付 を 開

始 し た 。 し か し 、 市役所全体の機能が大混乱 し て い る 中 で、 ボ ラ ン テ イ ア に 的確 な 指示 を

出 す の は 非常 に 難 し く 、 市役所 に 押 し 寄せ る ボ ラ ン テ イ ア すべて に 適切 な 指示 を 出せ な か

っ た。 行政の対応 に 多 く の ボ ラ ン テ イ ア か ら 不満の声があ が っ た 。 し か し 、 市の職員 は不

眠不休で救援活動 に あ た っ て お り 、 電話対応、 受付業務、 仕事の割 り 振 り で精 十不で あ っ

た 。

被災 し た住民が何 を 一番必要 と し て い る か。 行政 と い う も の はすべて の 被災者の こ と を

考 え る 立場であ り 、 個 別 の対応 は 難 し く 、 ひ と つ の満足 を 満 た す た め に多 く の不満 を 生 じ

れ ば収拾がつ か な く な る 。 こ の行政に よ る 被災者の救済活動 は、 膨大かっ至急 と い う 使命

があ り 、 と て も 職員 の 数の み で は足 り な い状況で あ っ た。

そ こ で今 ま でであ れ ば行政 と 離れて行動 し て い た ボ ラ ン テ イ ア だが、 行 政 と 一体 と な っ

た形で被災者 を 救援 し て い く こ と が、 被災者に と っ て最 も 有意義 な ボ ラ ン テ イ ア に な っ た。

ボ ラ ン テ ィ ア の 中 に も し っ か り し た組織結成 の必要性が出 て き た。

ま ず、 ボ ラ ン テ ィ ア の こ と は ボ ラ ン テ イ ア に し て も ら う た め 、 受付業務 を ボ ラ ン テ イ ア

に ゆ だね る と 、 次か ら 次 に 来 る ボ ラ ン テ イ ア を 受け付け、 行政側 か ら の承諾 し た仕事 を テ

キ パ キ と 振 り 分 け た 。 ボ ラ ン テ イ ア の 中 に も 規律が必要 と な り 、 一定の ル ー ルが 自 然 と で

き あ がっ た 。

( 中 略) ボ、 ラ ン テ イ ア の側 に も 何 ら かの形で組織化すべ き であ る と い う 気運が高 ま り 、

西宮市で登録 し て い た ボ ラ ン テ イ ア 、 ボー イ ス カ ウ ト 、 西宮 YMCA、 関西学院 ボ ラ ン テ

イ ア 、 関 西 NGO ネ ッ ト ワ ー ク 医療 ボ ラ ン テ ィ ア 、 大阪府社会福祉協議会、 朝 日 ボ ラ ン テ

イ ア基地、 応援す る 市民 の会 な ど と 連絡 を と り 協力 体制 を と る 動 き が起 こ り 、 西宮 ボ ラ ン

テ ィ ア ネ ッ ト ワ ー ク (NVN) 治宝で き た。

西宮 ボ ラ ン テ イ ア ネ ッ ト ワ ー ク が、 そ れ ま で の ボ、 ラ ン テ イ ア と 違 う 最大 の 点 は、 行政 と

の 連携 に あ る 。 も ち ろ ん西宮 ボ ラ ン テ ィ ア ネ ッ ト ワ ー ク が、 西宮市の組織 に 組み 込 ま れた

わ け で は な く 、 そ れ 自 体は ボ ラ ン テ イ ア の 自 由 さ を 備 え な が ら 大 き な 視点 で救援活動がで

き る と い っ た 事庁 し い耳手 の ボ、 ラ ン テ イ ア グ ル ー プであ っ た 。

{新 し い ネ ッ ト ワ ー ク の誕生}

西宮市内 で活躍す る 約3， 000人の ボ ラ ン テ イ ア が íNVNJ を 結成 、 2 月 4 日 、 行政の協
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力 を 求め る 趣意書 を 馬場頼三市長 に手渡 し た。 こ の ネ ッ ト ワ ー ク に は ボ ラ ン テ イ ア 十数団

体が参加。 配給部、 情報部、 総務部 に分か れ、 パ ソ コ ン も 導入 し て情報の収集 ・ 伝達 を 図

る O ま た倒壊 を 免 れた市内15万戸すべて に 自 治会 を 通 じ て救援物資の配布。 高齢者や け が

人 の い る 世帯 に は ボ ラ ン テ イ ア が直接配達す る な ど全国か ら の善意 を 市民全員 に 行 き 渡 ら

せ る の と 、 余 り 気味の冬物衣料、 毛布 な ど を 希望 に 応 じ て全戸 に 配 り 、 他の物資の保管場

所 を 確保 し た。 被災地全戸への救援物資 の 配布 は こ れ ま で に例 は な い。

iNVNJ は 、 そ の後、 さ ま ざ ま な 救援活動 を 展 開 し た。 こ の ボ ラ ン テ ィ ア 運動 の 最 大

の特徴は行政 と の連携 に あ る O と く に最初 の 2 ヵ 月 を救援期、 そ れ以後 を 復興期 と し て 組

織 と 活動 を 大幅 に 変更 し て ボ ラ ン テ ィ ア の撤退 を 図 っ た 。 こ れ と 同 時期 か ら 政府や各行政、

各種企業 ・ 団体 と の諜触が始 ま り 1995年 8 月 に は ホ ワ イ ト ハ ウ ス や FEMA (米国連邦 危

機管理庁) な ど と も 連携 を と る に 至 っ た 。 一連の活動 は行政の そ れ ま での 防災計画 に は存

在せず、 近い将来 に 再 び起 こ る であ ろ う 大災害 に 対す る 新 し い方策 と し て多 く の識者の評

価 を 得 た 。

神戸大学 ・ 渥 美公秀助教授 は iNVN の 姿 勢 は 、 実 際 に 行 政 の 立 ち 直 り を 早 め 通常業務

に 戻 る こ と で、 被 災者救援 は 言 う に 及 ばず、 被害地の早期復 旧 、 復興 に 寄 与 し た。 一方、

NVN は、 ボ ラ ン テ ィ ア 団体、 個 人 を コ ー デ ィ ネ ー ト し た た め に 、 “ ボ ラ ン テ ィ ア 難民 "

を 出 さ ず、 各 ボ ラ ン テ イ ア の 善意がム ダ に な ら な し トーー と い う メ リ ッ ト は あ っ た」 と NVN

発足の意 義 を 強調 し て い る 。

ま た 、 「西宮市 と 協力 し な が ら 、 防災 と い う 観点 か ら 地域の 活性化 を 支援 し 、 住民主導

型の豊かな社会形成 を 促進す る 。 広域活動 と し て は、 災害時 に 災害 ボ ラ ン テ イ ア あ る い は

コ ー デ イ ネ ー タ ー と し て被災地 に駆けつ け被災地 の 行政 と 連携 し な が ら 、 被災地の 自 立 を

最終 日 的 と し 、 必要 と さ れる 救援活動 の 円 滑化 を 支援す る 」 と い う NVN 宣 言 の 意義 と 目

的 を 述べて い る o (註 3 ) 

さ ら に 、 NVN 代表の伊永勉氏 は 「多 く の マ ス コ ミ がボ ラ ン テ ィ ア 元年 と 称 し て い る が、

今後の啓発が肝要で、あ り 、 経験 を も と に行政 (市 ・ 県 ・ 国) は も ち ろ ん、 福祉関連団体さ

ら に は市民組織のすべて が、 い ざ と い う 時の た め に何 を し て お く の か の 結 論 を も た な け れ

ばな ら な いo NVN は 経験か ら 『 言 わ れ な く て も す る が、 言 わ れた ら で き る j を 基本 と し

て き た 。 ( 中 略) 全国 に は多 く の 民 間 で運営 し て い る 活動 団体や篤志家 の 集 団 、 ま た 多 く

の 意識あ る 市民がい る 。 そ れ ら の 人 々 を い か に リ ン ク し て お く か に つ い て 、 組織 を ま と め

よ う と す る 動 き も あ る が、 む し ろ 彼 ら を 白 由 に活動 さ せ る 基盤の ほ う が大切 で、 は な い だ ろ

う か。 い ざ と い う と き の組織 を 作 っ て お く こ と に よ り 、 つ ね 臼 ごろ どん な こ と で も 活動 で

き る 自 由 と ワ ク を は め な い行政側 の ス タ ン ス が一番重要で、 は な い の だ ろ う か。 隣 人愛、 相

互精神 は毎 日 の心の触れ合い か ら 始 ま る 一一 こ れ こ そ が、 緊急時 に 活動す る ボ ラ ン テ ィ ア

養成 に つ な が る はずで、あ る J (注 4 ) と 訴 え る 。
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[ ボ ラ ン テ ィ ア支接の新 し い動 き }

震災翌 日 の 1 月 18 日 に神戸市が、 そ し て 19 日 に は西宮市が、 ボ ラ ン テ イ ア の登録受付 を

始 め た 。 し か し こ の:登録 シ ス テ ム は、 最 も ボ ラ ン テ ィ ア の助力が必要で、あ っ た 災害直後 に 、

十 分機能で き な かっ た 。 わずか数 日 でパ ニ ッ ク 状態 に な っ て し ま っ た か ら だ。 災害地の 人 々

を 応援す る 「市民の会J 幹事 を つ と め た早瀬昇大阪ボ ラ ン テ ィ ア 協会理事 ・ 事務局長 は 「混

乱の 原 田 は登録 と い う 仕組み に あ る J と 指摘す る o í登録J と い う 仕組 み は 、 登録ボ ラ ン

テ イ ア を 「指示待 ち j に し て し ま う O こ れで ボ ラ ン テ ィ ア は指示がな け れ ば動 け な く な る 。

行政側 は登録者の受入れ準備 に 追 わ れ る 。 平時 な ら と も か く 、 大災害時 に 登録者 に 、 そ れ

ぞれ遣 し た活動 を 準備 し指示す る こ と は不可能だ。 待 ち き れず に 電話 を か け て く る ボ ラ ン

テ イ ア の対応 に 追 わ れ、 パ ニ ッ ク 状態 と な っ た の は 当 然の結果 と い え る 。 (注 5 ) 

こ の よ う な設録 シ ス テ ム を た っ た 2 日 間 で放棄 し た 「市民の 会」 の決断の速 さ は注 目 に

値す る 。 同会では 「事前登録な し 、 朝 9 時か ら 10時 ま で に 現地事務所 に 来 て く だ さ いj と

い う も の だ、 っ た 。 集 ま っ た ボ ラ ン テ イ ア は事務所に 貼 り 出 さ れた求人票の i二 に 自 分の名前

と 参加 回 数 を 記入 し た ポ ス ト イ ッ ト (貼 り 直 し の き く メ モ用 紙) を 貼 る O 必要人員 に 達す

れ ばチ ー ム を 編成。 活動 ご と の 詳 し い 説明 を う け た の ち 出発す る 。 活動終了すれば事務所

に 戻 っ て 自 分の ポ ス ト イ ッ ト を 求人票か ら はが し 、 活動報告書の記入 を す る 。 こ れ を [ポ

ス ト イ ッ ト 方式J と 呼んだ。 こ の方式は主主録 シ ス テ ム が抱 え て い た 問題点 を 克臨 し た 。 -

( 図 9 ) r市民の会」 受付ボラ ン テ ィ ア累計 (口二 6 ) 
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つ は、 登録シ ス テ ム よ り も 格段 に作業効率が高い こ と O も う 一つ は ボ ラ ン テ ィ ア の 自 発性

を 誘発す る シ ス テ ム であ る o (詫 7 )

ま た 「市民 の 会」 は被災者 の ニ ー ズ を 待 っ て い る ばか り で な く 、 「訪問 お 手伝 い 隊J を

編成 し て 、 仕事 を 探 し て歩 い た 。 新 し い仕事 を みつ け て 、 ボ ラ ン テ イ ア を 送 り 込ん だ。 こ

の ほ か、 ボ ラ ン テ ィ ア の特技や 関心、 気付 き や こ だ わ り に よ り 実 に多様な活動 が登場 し た。

中 に は被災ベ ッ ト の 「里親を し ま すj と い う ボ ラ ン テ ィ ア も 出現 し話題を よ ん だ 。

行政サ イ ド で も 従来の発想、で は な く 思 い き っ た対応 を し た の が宝塚市であ る O 同 市 で は 、

市 ボ ラ ン テ ィ ア 本部 の 下 に 避難所、 保育 ・ 子供、 洗濯、 引 っ 越 し な ど15の担 当 部 門 を設置

し た 。 そ れぞれに 1 人か ら 3 ， 4 人が張 り 付 き 、 さ ら に 突発的 な 要 求 に 対応 で き る 人員 手

配係 も 準備 し た 。 ボ ラ ン テ イ ア を 求め る ニ ー ド (需要) を 28 に 分類 し 、 ボ ラ ン テ ィ ア を 派

遣。 28の ニ ー ド は炊 き 出 し、 物資の仕分け、 安否確認、 保育な ど広範鴎 に わ た り 、 依頼件

数は災害発生後 1 ヵ 月 で17 ， 441件 に の ぼ り 、 派遣 し た ボ ラ ン テ イ ア は43， 936 人 に 達 し た。

混乱 も せず仕事 を 割 り 振れた の は、 非常時 と 割 り 切 っ て数十人の担 当 者 を 各部 門 に 張 り 付

け た か ら だ。 (注 8 )

[地元ボ ラ ン テ ィ ア 団体の奮闘] (注 9 ) 

被災地 を 本拠地 と し て 活動 し て き た地元の ボ ラ ン テ イ ア 団体 も 、 陰 に な り 日 な た に な り

大 き な役割 を 果 た し て い た 。

神戸 YMCA で は被害の特 に 激 し か っ た 神戸市長 田 区 の西神 YMCA (西神戸 ブ ラ ン チ )

と 西宮 YMCA (西宮 ブ ラ ン チ) を 前戦基地 に 、 そ し て 神 戸市 中 央 区 の 神 戸 YMCA を 後

方支援本部 と し 、 全国 の ボ ラ ン テ ィ ア の受入:窓口 に な っ た。 そ こ に は 、 米 国 、 台湾、 タ イ

か ら の ボ ラ ン テ ィ ア も 来た 。

団体に よ っ て は既存の ボ ラ ン テ イ ア 組織が立 ち 上がれず、 別部隊が急、拠、 編成 さ れた ケ

ー ス も あ る 。 コ ー プ こ う べで は 2 月 初旬 に 「 コ ー プボ ラ ン テ イ ア 本部」 を 発足 さ せ、 兵庫

県下 8 地区 に 「 コ ー プボ ラ ン テ イ ア セ ン タ ーJ が整備 さ れた 。 こ う し て、 震災 を 契機 に 、

従前 は組合活動 と し て い わ ば内輪で、行 っ て き た ボ ラ ン テ イ ア 活動が、 組合員 以外の住民 ま

で巻 き 込ん だ、大 き な グ ル ー プ と な っ た。 被災地での買 い 占 め や パ ニ ッ ク な どが最小限 に と

どめ ら れた A図 と し て、 コ ー プ こ う べの働 き が注 目 さ れて い る O

日 本赤十字社兵庫県支部 も 1 ヵ 月 に 延べ約5， 000人の ボ ラ ン テ ィ ア が駆 け つ け た。 駆 け

つ け た 医療救護班 員 は 、 延べ5， 698人。 赤 十 字病 院で の 業務や救援物資 の 配送、 外 国 か ら

の安否調査の ほ か赤十字の仕事 を 全面 的 に 支 え た の が 「赤十 字 ボ ラ ン テ ィ ア J であ っ た 。

こ の ほ か、 多 く の ボ ラ ン テ イ ア が 自 然発生的 に 生 ま れた。 ベ ッ ト の お 世話 ボ ラ ン テ ィ ア 、

洗濯 ボ ラ ン テ イ ア 、 足場ボ ラ ン テ イ ア な ど市民の 自 発 的 な 活動 な ら で は の き め 細 か い 、 ユ

ニ ー ク な 活動 も 無数 に あ っ た。

一方、 専 門 家 の ボ ラ ン テ イ ア と し て 「 関 西建 築 家 ボ ラ ン テ イ ア J iAMDA ア ジ ア 医療
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連絡協議会J ISVA (曹洞宗国際ボ ラ ン テ イ ア ) J な どの活躍があ る 。 共通 し て い る の は、

専 門 的知識 と 訓 練 に 裏付 け ら れた事態 の推移 を 見守 る 冷静 な 眼 と 、 地域社 会 に 対す る 温か

い 関 心 を 持続 さ せ て い る 点で あ る O

3 . ボ ラ ン テ ィ ア コ ー デ イ ネ } タ ，- (注10)

NGO (非政府組織) や NPO (非営利組織) を 促進す る 機能 の ひ と つ に 「 ボ ラ ン テ イ ア

コ ー デ イ ネ ー ト J と い う も のがあ る O こ れは 「 ボ、 ラ ン テ イ ア の応援がほ し いj と い う 要請

( = ボ ラ ン テ イ ア の需要) と 「 ボ ラ ン テ イ ア 活動 に 参加 し た いj と い う 人 び と ( = ボ ラ ン

テ イ ア の供給) と の 閣 を つ な ぐ、 つ ま り ボ ラ ン テ ィ ア の需要 と 供給 を 結 びつ け る 機能 だ。

今回の大震災で爆発的 な 規模 を 記録 し た ボ ラ ン テ ィ ア のすべてが被災地で 活躍出来た か と

い う と 決 し て そ う で は な か っ た。 ボ ラ ン テ イ ア の意欲 と 現地 での ニ ー ズ の ミ ス マ ッ チ は い

た る と こ ろ で生 じ る こ と に な っ た。 こ の ボ ラ ン テ イ ア コ ー デ イ ネ ー ト を 主 な事業活動 と し

て い る の が例 え ば 「 ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ーJ であ る O ポ ス ト イ ッ ト 方式 で注 u さ れた 「市

民の会」 も 震災 を 契機に新た に 形成 さ れた 間体であ る O こ の 団体は大阪市北区 に事務所 を

持つ 「社会福祉法人大阪ボ ラ ン テ ィ ア協会J が中心 に な り 、 捜数の ボ ラ ン テ イ ア 団体の協

力 の も と に 、 震災 2 日 後の 1 月 19 日 、 い わ ば 「震災 ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー」 と し て 発足 し

た 。 事業活動 の 中 で最 も 大 き な柱 と な っ て い る のが、 ボ ラ ン テ ィ ア コ ー デ ィ ネ ー ト 事業で

あ る O 活動の継続性が求め ら れ る コ ー デ イ ネ ー タ ー を は じ め現地事務所 を 運営す る ス タ ッ

フ の確保は、 こ れ ま で に大阪ボ ラ ン テ ィ ア 協会 を 中 心 に つ な が り の あ っ た 多 数の 団 体、 企

業、 個 人 か ら 資金的援助 を 得 る こ と に よ り 実現 し た 。

災害 ボ ラ ン テ ィ ア の 「善意j を 「成果j に 結 びつ け る こ と は 、 …般に考 え る ほ どに は簡

単では な い。 事実、 市役所ーへ問い合わせた多 く の ボ ラ ン テ ィ ア の 「善意」 は 、 活動す る こ

と す ら で き ず に 終わ っ た し 、 行 き 場の な い救援物資 は被災地救援活動 の 負担 と さ え な っ た。

「善意J を 「成果J に つ な ぐ た め の努力 は 、 当 然 ボ ラ ン テ ィ ア ひ と り ひ と り の努力 に 求 め

ら れる O し か し 、 そ れ だ け で は 「善意の空転j の 問題は解決 し な い。 ボ、 ラ ン テ ィ ア コ ー デ

イ ネ ー タ ー と い う 媒介機関 の存在が、 必要不可欠 な 要素の一つ であ る こ と は 「市民の会J

の活動 の 実態 か ら も 明 ら かで あ る 。

今回の震災では 「市民の会J を は じ め多 く の ボ ラ ン テ イ ア 団体がボ ラ ン テ イ ア コ } デ イ

ネ ー タ ー と し て の役割 を 担 っ た が、 被災地で は コ ー デ イ ネ ー タ ー は ま っ た く 不足 し 、 あ る

い は コ ー デ ィ ネ ー タ ー と し て 十分な ス キ ル を 持 っ た も の は ご く 一握 り で あ ち こ ち で ボ ラ ン

テ ィ ア と 応援ニ ー ズ の ミ ス マ ッ チ が生 じ た と い わ れて い る O

ま た 、 多 く の NPO (非営利組織) が、 こ の コ ー デ ィ ネ ー ト 機能 を 維持 し て い く た め の

人件費 な どの維持 コ ス ト が大 き く 負担 と な り 、 資金難で活動の継続 自 体が危ぶ ま れ る 団体

も 数多 く あ っ た と い わ れて い る O
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[地先救護団体の ネ ッ ト ワ ー ク ] (注12)

神 戸 市 に拠点 を 持つ (財) PHD 協会 (PEACE . HEAL TH . HUMAN DEVELOPMENT) 

の代表 と し て長年、 活躍 し て き た草地賢一氏 は今回 の震災に 大規模な 救援活動が必要 だ と

考 え 、 た だ ち に 震災 ボ ラ ン テ イ ア 活動 を ネ ッ ト ワ ー ク 化 し た組織が 「阪神大震災地元 NGO

救援連絡会議J であ る 。 ボ ラ ン テ ィ ア 団体の調整機能 を い ち 早 く 認識 し て の立 ち 上が り で

あ っ た 。 1 月 19 日 に 神 戸 NGO 協議会 を 母体 に 、 神戸三宮 の 神 戸 YMCA 内 に 「地元市民

(NGO) 救援連絡会議J を 発足 し 、 1 月 28 日 に 事務所 を 毎 日 新 聞 神 戸 支局 内 に 移 し 「阪

神 大震災地元 NGO 救援連絡会議j と 改称 し た 。 当 初 、 同 連絡会議 は 、 物 資供給、 外人支

援、 情報サ ー ビ ス 、 ま た 行政への 申 し入 れ な どの共通の課題の た め の 調 整役や ま と め役で

あ っ た。 3 月 末 ま で に 5 個 の救援連絡会議 を 開 き 、 1 、 2 の参加!団体で始 ま っ た のが、 会

議 を 重 ね る ご と に ネ ッ ト ワ ー ク が広が り 約 160団 体 と か か わ り を 持つ よ う に な っ た。 被災

地 に お い て実績 を 持つ NGO が中心 に な り 、 震 災 ボ ラ ン テ イ ア 団体の ま と め役 と し て、 行

政や経済団体ほ か各種団体 と の交渉窓 口 の役 目 を 果 た し た意義は け っ し て小 さ く は な い。

{電子 ネ ッ ト ワ ー ク と 情報ボ ラ ン テ ィ ア]

も う 一つ の ネ ッ ト ワ ー ク と し て電子 ネ ッ ト ワ ー ク が活躍 し た。 震災直後か ら 、 パ ソ コ ン

通信や イ ン タ … ネ ッ ト 上で、 被害状況 の 詳細 な 速報、 安否情報、 交通情報、 生活情報 な ど

き め こ ま かい情報が流 さ れ、 そ の 量 は膨大だ、 っ た。 ネ ッ ト 上で活動 し て い た 仲 間が手 を 組

み あ っ た のが イ ン タ ー ボ、ラ ン テ イ ア ネ ッ ト ワ ー ク (IVN) であ る 。 2 月 4 日 に は神戸市中

央 区 の 神 戸電子専 門 学校内 に 事務所 を 置 い た。 神戸大学国 際文化学部 チ ー ム 、 IVN J I I 村

班、 パ ソ コ ン 通信 ボ ラ ン タ リ ー ネ ッ ト ワ ー ク (PVN) な ど1995年 2 月 28 日 時点 で26団 体

(個人) と な り 、 そ の活躍ぶ り は全国 ま た世界の 人 々 の 関心 を 集 め た。 こ れ ら の活動 は 「情

報 ボ ラ ン テ ィ ア j と 呼ばれ る 、 こ の 度の震災で生 ま れた新 し い ジ ャ ン ル の ボ、 ラ ン テ ィ ア と

も い わ れて い る 。

4 . 新 しい ボ ラ ン テ ィ ア 活動支援 シ ス テ ム の検討

県 で は 、 こ の た びの 震災 に お け る ボ ラ ン テ ィ ア 活動の一層の推進 を 図 る た め 、 有識者に

よ る 「新 し い ボ ラ ン テ イ ア 活動支援 シ ス テ ム 検討委員 会J を 設 け て 、 ボ ラ ン テ イ ア 活動へ

の 参加 を 促進す る た め の 条件整備、 災害時 を 含 め た行政の ボ ラ ン テ ィ ア 活動への支援方策

に つ い て検討 を 行 っ て お り 、 1 1 月 17 日 そ の 中 間報告が ま と ま っ た。

中 間報告で は 、 新 し い ボ ラ ン テ ィ ア 活動 の 基本理念 を 「主体的 ・ 能動的市民参加j と と

ら え 、 ボ ラ ン テ ィ ア 活動 を福祉分野 に と ど ま ら な い 幅広 い 分野の市民公益活動 と し て位置

づけ る 考 え 方 が示 さ れ た 。 ま た 、 県民の こ の よ う な 活動 を 支援す る た め に、 ボ ラ ン テ イ ア

活動支援セ ン タ ー (仮称) を 住民 に 身近 な コ ミ ュ ニ テ イ レ ベ ル、 市 区 町 レ ベ ル 、 全県 レ ベ

ル で整備 し 、 こ の セ ン タ ー を 核 に 各種 の 支援策 を 行 う こ と が望 ま し い と い っ た提言がな さ
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れ た O

5 . 震災直後か ら 3 月 末 ま での県の取 り 組み

兵庫県 で は 、 市 町社会福祉協議会ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー の需給調整機能 を 支援す る た め

1 月 22 日 、 県災害対策本部緊急生活救援部の 中 に ボ ラ ン テ ィ ア推進班 を 設置 し た 。 ボ ラ ン

テ イ ア推進班 は 、 県 に お け る 一般 ボ ラ ン テ ィ ア の推進担 当 部署 で あ る 福祉部長寿社会政策

局す こ やか な社 会づ く り 推進室 と 県社会福祉協議会ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー と の 職員 で編成

さ れた 。

ボ ラ ン テ イ ア推進班 で は 、 ボ ラ ン テ イ ア活動に係 わ る 県、 県社会福祉協議会 ボ ラ ン テ ィ

ア セ ン タ 一 、 市 町社 会福祉協議会ボ ラ ン テ イ ア セ ン タ ー の役割 を 明確 に し た う え で、 県 と

し て は市町 レ ベ ルでの取 り 組み に加 え 、 県社会福祉セ ン タ ー と 一体 と な っ て 、 ボ ラ ン テ イ

ア 活動の広域的 な 調 整や ニ ー ズ把握 な ど を 中 心 に支援 を 行 う こ と と し た 。 ま た 、 こ の支援

体制 に つ い て 、 庁 内 の 各部局課案 及 び県 内 の各市町社会福祉協議会 に 周知 を 図 っ た。

{関係機関 と の ネ ッ ト ワ ー ク の形成]

ボ ラ ン テ イ ア ニ ー ズ と ボ ラ ン テ ィ ア の 円滑 な コ ー デ ィ ネ ー ト を 図 る た め 、 ボ ラ ン テ イ ア

セ ン タ ー 、 県 内 の 被災 し て い な い地域の市町社会福祉協議会ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー な ど、

関係の ネ ッ ト ワ ー ク の形成 を はか っ た 。

[広域調整 と 惜報提供]

ボ ラ ン テ ィ ア推進班では県社会福祉協議 会 ボ ラ ン テ イ ア セ ン タ ー と …体 と な り 、 広域的

な ボ ラ ン テ ィ ア 活動 の登録、 斡旋、 相談、 指導な ど を 行 っ た 。 特 に 、 広域的 な ボ ラ ン テ イ

ア ニ ー ズ に つ い て は、 ボ ラ ン テ ィ ア 推進班で取 り ま と め を 行い 、 報道機関への 資料配布 を

通 じ て全国 に ボ ラ ン テ イ ア を 募集 し た。

そ の 主 な も の は 、 1 月 22 日 の 日 本赤十字社兵庫県支部か ら の救援物資の 配送車の道路案

内 、 救援物資の搬入搬出の補助、 西宮市及び宝塚市の社会福祉協議会 ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ

ー に お け る 救援物資 の整理等 を 皮切 り に 、 1 月 23 日 日 本赤十字社兵庫県支部か ら の外国人

の 安否確認、 1 月 24 日 兵庫 県南部地震聴覚瞳害者対策本部か ら の手話通訳、 兵庫県社会福

祉事業団か ら の被災者の介護、 施設の応急復旧作業、 1 月 27 日 兵庫県企画部か ら 被災者ホ

ー ム ス テ イ のパ ソ コ ン 入力 事務等、 1 月 30 日 「神戸 ゅ う ゅ う の里j か ら の運転手 ボ ラ ン テ

イ ア 、 マ イ ク ロ パ ス の提供等、 2 月 14 日 兵庫県企画部か ら の ミ ニ FM 放送 局 の ア ナ ウ ン

サ ー 、 ア シ ス タ ン ト の募集 な どで あ っ た 。

こ の よ う な新 開 ・ テ レ ビ ・ ラ ジ オ 等報道機関 を 通 じ た募集 は 、 非常 に 速効性があ り 、 ほ

と ん どの場合、 一両 日 中 に 必要 な ボ ラ ン テ イ ア が確保で き た。
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(表19) 被災市町ボラ ン テ ィ ア セ ン タ 一 等に お け る ボ ラ ン テ ィ ア 申 し 出状況 (電話照会) (注13)

(対象 - 災寄救助法指定市町10市10町、 兵庫県災替対策総合本部緊急生活救援部ボ ラ ン テ ィ ア 推進J!10

{ ニ ー ズ及び活動実態 の 把揮}

ボ ラ ン テ ィ ア 活動 を 支援す る に あ た っ て は、 ニ ー ズ の把握が重要であ る こ と か ら 、 ボ ラ

ン テ ィ ア 推進班で は 、 避難所緊急パ ト ロ ー ル隊や救護対策現地本部の活動 等 を 通 じ て ニ ー

ズ の把握 に 努 め 、 市町社会福祉協議会ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー に情報 を 提供 す る な ど、 市町

社会福祉協議会 ボ ラ ン テ イ ア セ ン タ ー の活動 を 側 面か ら 支援す る こ と と し た。

ま た 、 県 内 の ボ ラ ン テ ィ ア 活動 の 実態 を 把握す る た め 、 避難所、 救援物資 の搬入搬出拠

点等 に お け る ボ ラ ン テ ィ ア の 人数 を 把握す る と と も に 、 被災市町社会福祉協議会 ボ ラ ン テ

イ ア セ ン タ ー に お け る ボ ラ ン テ ィ ア の 巾 し 出状況 を ま と め た 。

さ ら に は、 全国か ら の ボ ラ ン テ ィ ア の活動 に 関 す る 各種 の 問 い合わせへの対応、 連絡調

整 も 行 う こ と に な っ た。 こ の ほ か、 県 内外各地 に発生 し た ボ ラ ン テ イ ア 団体の ネ ッ ト ワ ー

ク 組織の把握 に も 努め 、 ボ ラ ン テ ィ ア に対 し ネ ッ ト ワ ー ク 組織の紹介な ど も 行 っ た。

ボ ラ ン テ イ ア推進班 で は 、 1 月 25 日 �27 日 に か け て 、 避難所緊急パ ト ロ ー ル隊の協力 を

得て、 避難所 に お け る ボ ラ ン テ イ ア ニ ー ズ の 調査 を 実施 し 、 各避難所の ボ ラ ン テ イ ア の要

望状況 を 把握 し た。

そ の結果、 物資の搬入 ・ 整理、 清掃、 医療救護 な どの活動 に携 わ る ボ ラ ン テ ィ ア を 派遣

し て ほ し い と い う 希望が多 く 、 ほ と ん どの避難所が ボ ラ ン テ ィ ア の不足 を 訴 え て い た 。 そ

の た め 集約 し た 要望 に つ い て は、 各市町社会福祉協議会ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー に 連絡 し 、

県 と 市町 と が連携 を と り な が ら 、 需要調整 に あ た る こ と に し た 。 つ づい て 、 第 2 回 目 の調

査 を 1 月 31 日 � 2 月 2 日 に か け て行 っ た 。

避難所 に お け る ボ ラ ン テ イ ア ニ ー ズ は 、 住民 に 最 も 身近 な 市町社会福祉協議会ボ ラ ン テ

イ ア セ ン タ ー が把握 し て い る と 考 え ら れ る が、 各市町では住民の緊急 の生活救援 に 追 わ れ、

ボ ラ ン テ イ ア ニ ー ズの把握 に ま で は手が回 っ て い な か っ た た め 、 県が情 報 を 把握 し、 各市

町 に 情報提供す る 方式 を掠 っ た 。 災害当 初の混乱期 に あ っ て は、 こ の方法が有効 に 働 い た

と 考 え ら れ る O

そ の後 も 、 避難所緊急パ ト ロ ー ル隊や救護対策現地本部の活動、 あ る い は市町社会福祉

協議会 ボ ラ ン テ イ ア セ ン タ ー 、 ボ ラ ン テ イ ア 団体等の協力 の も と に ボ、 ラ ン テ イ ア ニ ー ズや

ボ、 ラ ン テ ィ ア の 人数等 を 把握 し た 。

[ í あ り が と う ボ ラ ン テ ィ アの集いj の開催}

県の 主催で 3 月 17 日 、 震災 に お い て 活躍 し た多 く の ボ ラ ン テ イ ア に 感謝す る と と も に 、
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ボ ラ ン テ イ ア が一 堂 に 集 ま り 、 自 立復興 に 向 け た 今後 の ボ ラ ン テ ィ ア の あ り 方 に つ い て 考

え る た め “ ふ れあ い 白 立 ・ ネ ッ ト ワ ー ク " を テ ー マ に 「“ 阪神 ・ 淡路大震 災" あ り が と う

ボ ラ ン テ イ ア の集 いj を 開催 し た 。 神戸市 内 の 会場の ほ と ん どが被災 し た り 避難所 と な っ

て い た り し た た め、 県庁中 庭 に テ ン ト 張 り の特設会場 を 設 け て 開催 し た。 会場 に は県民や

ボ ラ ン テ イ ア か ら の 一言メ ッ セ ー ジ を 掲示 で き る 「ふれあ い メ ッ セ ー ジ ボー ドJ を 設置 し 、

参加者相互の交流が出来 る よ う 配慮 し た。 当 日 は寒風が吹 き す さ ぶ天候であ っ た が、 約300

人が参加 し た 。

{ ボラ ン テ ィ ア 推進班の 業務の他機関への引 き 継ぎ}

3 月 五 日 、 県 に お い て は県震 災復興総合相談セ ン タ ー を 開催 し、 こ の セ ン タ ー に お い て

震 災 に係 わ る ボ ラ ン テ イ ア の相談 ・ 情報提供 な ど を 行 う こ と に な っ た 。

ま た 同 日 、 県社会福祉協議会 に お い て も 、 県 内 の 自 立復興 を め ざ し て 「阪神 ・ 淡路大震

災社会福祉復興本部J を 設け 、 そ の 中 に ボ ラ ン テ イ ア 活動推進部 を 設置 し 、 大 阪府社会福

祉協議会 に 設置 さ れた 「社会福祉関係者救援合同対策本部」 の活動 を 引 き 継い だ。 そ し て 、

被災 し な か っ た 市 町 の ボ ラ ン テ イ ア 推進班の業務 も 、 「阪神 ・ 淡路大震災社会福祉復興本

部j の ボ ラ ン テ ィ ア 活動推進部が引 き 続 き 行 う こ と と な っ た。

6 .  4 月 以降 に お け る 兵庫県の取 り 組み

{被災者震災復興支援に係わ る ボ ラ ン テ ィ ア活動実態の把握}

県 に お い て は、 4 月 以降 も 避難所緊急ノt ト ロ ー ル 隊や救護対策本部が終了す る 7 月 初 日

ま で定期的 に 、 避難所緊急パ ト ロ ー ル隊や救護対策本部の活動等 を 通 じ て 、 ボ ラ ン テ イ ア

の 人数 を 把握す る と と も に 、 ボ ラ ン テ ィ ア の 充足状況等 を 市町社会福祉協議会 ボ ラ ン テ イ

ア セ ン タ ー に 情報 を 提供 し た。

ま た 、 市 町社会福祉協議会 ボ ラ ン テ イ ア セ ン タ ー や ボ ラ ン テ ィ ア 団体等 を 通 じ て 、 仮設

住宅入居の要援護者 を 対象 に 活動す る ボ ラ ン テ イ ア の 人数 を 定期 的 に把握 し 、 そ の状況 を

と り ま と め た 。

{ 災害復興ボ ラ ン テ ィ ア活動への助成}

兵庫県 は 長期化す る 被災者の避難生活及 び 自 立 を 支援す る ボ ラ ン テ ィ ア 活動 の 円滑 な 継

続 を 関 る と と も に 、 活動の ネ ッ ト ワ ー ク 化 を 推進す る た め 、 ボ ラ ン テ ィ ア グ ル ー プ に 対 し

(財) 阪神 ・ 淡路大震災復興基金 を 活用 し て助 成金 を 交付す る こ と と し、 6 月 9 日 か ら 受

付 を 開始 し た。 翌何年 1 月 末現在の助成件数は一一般活動費助成が311件、 1 ， 770万 円 、 特別

活動費助成が72件、 890万3， 000円 と な っ て い る 。

ま た 、 全 国社会福祉協議会が 「 ボ ラ ン テ ィ ア 団体活動支援 の た め の 基金J ( 当 初 目 標10
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(表20) ボ ラ ン テ ィ ア活動助成金の概要 (注14)

区 分 助成の対象 と な る 経費 構成人数 助 成 額 等

骨量 ボ ラ ン テ ィ ア グ ル ー プが活動 5 人以上の • /tfニ間活動 日 数が 6 日 以上の場合

活動費 を 行 う た め に要す る A般的経 グ ル ー プ 年額 3 万円

効 成 費 (交通費、 通信費、 ボ ラ ン - 年間活動 日 数が24 B 以上の場合
テ ィ ア 保険掛金等) 年額 6 万円

特 別 当 該 ボ ラ ン テ イ ア 活動固有の 5 人以上の . 1 事業 当 た り 15万円以内
活動費 経費 (原材料購入費、 活動機 グ ル ー プ ( 3 万 円 未満の場合は対象外)
助 成 器、 機材の借 り 上げ費等) . 1 グル ー プ当 た り 年間 2 回 を 限度

億 円 ) を 創 設 し 、 1996年 2 月 末で、 2 億1 ， 839万 円 を 集め 、 1 1:意3， 827万 円 を 293団体に 100

万 円 を 上限 と し て配布 し た 。

大阪府が資金援助 し 、 大阪府社会福祉協議会が、 畳録事務 を 行 っ た ボ ラ ン テ イ ア 保険登

録者は37， 000人 に 上 っ た 。 大阪市立大学社会揺祉学研究室 は そ の ボ ラ ン テ イ ア 登録者 に 対

す る 調斎への 委託 を 受 け た 。 そ の う ち 105 グ ル ー プ に 対す る 調査の う ち 「活動 中 の 間 題点j

に 関 し て は次の よ う な 結果であ っ た。

〈活動 中 の 問題発生の有無> = 有84. 8%、 無15 . 2%0 <発生 し た 問題点 の 内容> (複数回

答) I資金が少 な いJ 67. 9% I事故 な どが心配J 34. 8% I交通 時 間 が長 いJ 25. 8% I通信

手段がな いJ 21. 3% I技術、 知識が な いJ 20. 2% と な っ て い る O そ の 問題点の 第 1 位の 「資

金が少 な いj に 関 し て 〈かか っ た 費用 〉 と そ の入手方法 を み る と 〈活動資金の入手方法〉

(複数回答) ロ 「 メ ン バ ー の 自 弁J 57. 4% I支援者か ら J 38. 2% I募集J 26. 5% I グ ル ー

プの 資金J 25. 0% と な っ て お り 、 くかかっ た費用> (推計) で は 125万 円 以下J 32. 4% 150 

万 円以下J 18. 1% 1100万 円 以下J 9. 5% 1300万円 以下J 10. 5% 1500万 円 以下J 4. 8% 1501 

万 円 以上J 7 . 6% と な っ て い る O

震災ボ ラ ン テ イ ア の課題の 一つ に ボ ラ ン テ イ ア 活動資金の確保があ げ ら れ る 。 グ ル ー プ

調査に お い て も 問題点 の 第 1 位 は 「資金不足」 で あ る O 全国社会福祉協議会 ・ 全国 ボ ラ ン

テ イ ア 活動振興セ ン タ ー が1995年 3 月 に行 っ た 「 ボ ラ ン テ イ ア 団体実態調査結果」 に よ る

と 、 「 ボ ラ ン テ イ ア 団体が活動 ・ 事業 面 で 因 っ て い る こ と J の 第 1 位 も 「人件費や事務所

維持費等の事務局運営 に 必要 な 資金の調達が困難であ る J 51%であ る O

{ 県民総ボ ラ ン テ ィ ア キ ャ ンベー ン 麗開 }

県民の ボ ラ ン テ イ ア 活動への参加 を 促進す る た め兵庫県は毎年県民総ボ ラ ン テ イ ア キ ャ

ン ベ ー ン を 展 開 し て き た が、 特 に95年 度 は 、 期 間 を 6 月 1 日 「善意の 日 j か ら 96年 1 月 17

日 ま で と 前年度 ( 3 ヵ 月 ) よ り 大幅 に 延長す る と と も に “ 自 立復興ボ ラ ン テ イ ア キ ャ ン ベ

ー ン " と し て震災 に お け る 被災者の避難生活や 自 立 を 支援す る ボ ラ ン テ イ ア 活動の推進 を

図 っ た。
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〈主な 内容〉

( イ ) I善意の E:l J の 行事

「善窓の 日 J 記念 “ あ り が と う メ ッ セ ー ジ" “ が ん ばろ う メ ッ セ ー ジ" の 募 集 (震災

I 周年 に あ た り メ ッ セ ー ジ集 を作成 ・ 配布)

・ 被災者へ の 生活支援や 災害復興に 向 け て の 地域ふ れ あ い 交流事業の実施 (東加古川仮

設住宅 に お け る 「ふれあ い の つ どいJ ほ か)

- 阪神 ・ 淡路 ボ ラ ン テ イ ア フ ォ ー ラ ム の 開催

( ロ ) ボ ラ ン テ イ ア 交流大会 の 開催 ( 8 月 5 目 、 兵庫県公館 ほ か)

(ハ) ひ ょ う ごボ ラ ン テ イ ア 賞の 表彰 ( 8 月 5 日 表彰)

(ニ) ボ ラ ン テ イ ア 活動の体験談 ・ 提案、 標語の募集 ( 11 月 18 日 表彰)

( ホ ) 震災関連の ボ、 ラ ン テ イ ア 活動の体験 を 盛 り 込ん だ ボ ラ ン テ ィ ア 入門 講座 の 開催 な ど

{ “防災 と ボラ ン テ ィ ア" を 考 え る シ ン ポ ジ ウ ムの開催}

震災 1 周 年記念事業 と し て 、 ま た 「防災 と ボ ラ ン テ イ ア 週 間J 制定記念事業 と し て 「 “ 防

災 と ボ ラ ン テ イ ア " を 考 え る シ ン ポ ジ ウ ム 」 を 1996年 1 月 20 日 、 21 日 の 2 日 間 に わ た り 、

県公館及び神戸朝 日 ホ ー ル で開催 し た 。 こ の シ ン ポ ジ ウ ム は 、 震災 1 周年 を 迎 え 、 さ ま ざ

ま な ボ ラ ン テ ィ ア 活動 の 実態 と 今後 の あ り 方 を 学 び、 あ わせて災害時の救援活動 を よ り 迅

速かつ 的確 に行 う た め 、 災害救援ボ ラ ン テ ィ ア 活動 の 課題 と 方向性、 支援体制 な ど に つ い

て考 え る こ と を 目 的 に 、 国土庁、 兵庫県、 神戸市、 日 本赤十字社、 全 国社会福祉協議会、

兵庫県社会福祉協議会 、 神戸市社会福祉協議会の主催 に よ り 開催 し た も の で あ る O

1 日 目 の 「阪神 ・ 淡路大震災 と ボ ラ ン テ ィ ア 活動 シ ン ポ ジ ウ ム 」 で は 、 特 別講演、 国 内

の シ ン ポ ジ ス ト に よ る シ ン ポ ジ ウ ム を 行 い 、 2 日 日 の 「災害救援ボ ラ ン テ イ ア 活動 シ ン ポ

ジ ウ ム j で は 、 基調講演、 海外報告 ( ア メ リ カ 、 ド イ ツ 、 フ ィ リ ピ ン の 3 ヵ 国) 、 海外及

び閏内 の シ ン ポ ジ ス ト に よ る シ ン ポ ジ ウ ム を 行 っ た 。 全国か ら ボ ラ ン テ イ ア 、 ボ ラ ン テ イ

ア 活動推進団体、 行政関係者な ど 2 日 間 で述べ950人が参加 し た。

シ ン ポ ジ ウ ム で は海外 を 含 め た 多様 な 視点か ら 、 災害時 に お け る ボ ラ ン テ ィ ア 活動 に 関

す る 課題 に つ い て 貴重 な 講演や報告が行 わ れ る と と も に 、 活発な 議論が展開 さ れた。 ボ ラ

ン テ イ ア と 被災者 と の 関係、 ボ ラ ン テ ィ ア 活動の コ ー デ ィ ネ ー ト の あ り 方及 び ボ ラ ン テ イ

ア と 行政 と の 連携、 協力 の あ り 方 な ど さ ま ざ ま な課題が提起 き れ、 共生社会の 実現 に 向 け、

ボ ラ ン テ イ ア 活動 の 輪 を 一層 広 げて い く 上で有意義な シ ン ポ ジ ウ ム と な っ た。

7 . 兵庸県社会福祉協議会の 取 り 組み

{震災車後 か ら 3 月 末 ま での取 り 組み ]

同社協 に お い て も 、 震災痘後か ら ボ ラ ン テ イ ア の 申 込み が殺到 し た の で 1 月 24 日 、 「兵
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庫 県社会福祉協議会震災対 策 プ ロ ジ ェ ク ト 」 を 発足 さ せ、 そ の 中 に ボ ラ ン テ イ ア に 関 す る

専 門 部 を 設け た 。 そ し て 、 被災地の南町社会福祉協議会 ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー と の連携 を

図 り な が ら ボ ラ ン テ ィ ア の相 談、 調 整 を 行 っ た 。 と く に 県社会福祉協議会 ボ ラ ン テ イ ア セ

ン タ ー に お い て は、 個 人 か ら の ボ ラ ン テ ィ ア の 申 し 出 に加 え 、 各団体か ら の 問 い合わせが

多 か っ た 。

2 月 に入 る と 、 被災地の各市町社会福祉協議会 を 訪問 し て、 現場の活動状況 を 把握 し 、

県下の被災地以外か ら 被災地への ボ ラ ン テ イ ア 派遣 シ ス テ ム を構築す る な ど、 広域的 な ボ

ラ ン テ イ ア の支援体制 を 組織 し た 。

ま た 、 1 月 23 日 、 厚生省全国社会福祉協議会、 近 畿 ブ ロ ッ ク 府県社会福祉協議会、 大阪

府等が中心 と な り 、 大阪府社会福祉協議会内 に全国 的 な救援組織 と し て 「社会福祉関係者

救援合同対策本部」 を 設置 し 、 県外か ら の全国的 な ボ ラ ン テ ィ ア の登録、 コ ー デ イ ネ ー ト

な ど を 行 う こ と に し た 。

そ し て 、 1 月 24 日 に 大阪府社会福祉協議会が責任者 と な っ て、 西宮市 に 現地事務所 を 設

置 し た の を 皮切 り に、 2 月 1 日 に加古川市、 津名郡一宮町、 2 月 3 日 芦屋市、 2 月 8 日 神

戸市兵庫 区 に 次 々 と 近 隣府県等の社会福祉協議会が責任者 と な っ て現地事務所 を 開設 し 、

地域の福祉 ニ ー ズ に対応 し た き め細かい活動 を 展 開 し た 。

兵庫県 に お い て は、 ボ ラ ン テ ィ ア 自 身が け が を し た り 、 第三者の 身体に損害 を 与 え た り

し た場合 に 金銭 的 な 補 償 を す る ボ ラ ン テ イ ア 保険制度 と し て 、 従来か ら 県社会福祉協議会

に お い て 「兵庫 県ボ ラ ン テ イ ア 災害共済」 等 を 設 け て い た 。 し か し な が ら 、 こ れ ら の保険

制 度 は 、 震災等 の 天 災 に よ る 事故 は不担保 と な っ て い る た め 、 余震 に よ る けが等は対象 と

な ら な か っ た 。

そ こ で、 1 月 初 日 、 損害保険会社 と 協議 し て新た に 余震 に よ る け が を 補償対象 と す る 「天

災危険担保付行事用保険j 制 度 を 設 け る と と も に 、 特別措置 と し て 、 電話連絡の みで加 入

で き る 方式 を 採用 し た。 な お 、 2 月 1 日 か ら (社) 日 本損害保険協 会 で は 、 被災地 の 自 治

体がボ ラ ン テ イ ア保険 (余震 に よ る け が等 も 対象) を 掛 け る 場合、 保険料の 1 ヵ 月 分 を 自

治体に 代 わ っ て協会が負 担 し 、 各 自 治体への 義援金 と す る こ と と し た 。 こ の結果、 神戸市、

沼崎市、 芦原市、 伊丹市、 宝塚車、 北淡町が、 そ れぞれ協会 に 申 し 出 を 行 い 、 こ れ ら の市

町 に お け る ボ ラ ン テ イ ア 登録者 は こ の保険の対象 と さ れた 。

[ 4 月 以降の取 り 組み ]

3 月 15 日 に 「 阪神 ・ 淡路大震災社会福祉復興本部j の 中 に ボ ラ ン テ イ ア 活動推進部 を 設

置 し、 以 時 は こ の ボ ラ ン テ イ ア 活動推進部が中心 と な っ て取 り 組ん で い る 。

6 月 1 日 「 ボ ラ ン テ ィ ア の い ま 、 そ し て 、 こ れか ら J と 題 し た ボ ラ ン テ ィ ア フ ォ ー ラ ム

を 神戸海洋 博物館 で 開催 し た。 約300人が参加 し、 こ れか ら の ボ ラ ン テ イ ア 活動 の あ り 方

に つ い て 意見 交換 を 行い 、 ボ ラ ン テ ィ ア ネ ッ ト ワ ー ク の重要性が提起 さ れた 。
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ま た 、 夏休み を 中心 と し た学生ボ ラ ン テ ィ ア の被災地への支援活動 を 円滑 に 進め る た め 、

県福祉セ ン タ ー に 「学生ボ ラ ン テ イ ア セ ン タ ー J を 8 月 1 日 か ら 9 月 30 B ま で 開 設 し た 。

学生に よ る 事務局 の ス タ ッ フ を 3 人記置 し 、 情報提供、 大学 ボ ラ ン テ イ ア ゼ ン タ ー と の連

絡な ど を 行 っ た。 開設期 間 中 の相談件数は406件、 コ ー デ イ ネ ー ト 件数は222件 であ っ た 。

そ れ以 降 は 、 各大学の ボ ラ ン テ イ ア セ ン タ ー代表者に よ る 「学生 ボ ラ ン テ ィ ア 連絡会議J

を 月 1 回 開催 し 、 情報交換相互支援活動 を 行 っ て き た。

さ ら に 県 内 の グ ル ー プや 個 人 で活動す る 学生 ボ ラ ン テ イ ア が互 い に 連携 ・ 協力 し あ っ

て 、 震災で芽生 え た活動の輪 を 広 げて い こ う と 「兵庫県学生 ボ ラ ン テ ィ ア協議会J の設立

準備 を 支援 し 、 1996年 1 月 1 5 日 、 同協議会 を 発足 さ せ る と と も に 、 ボ ラ ン テ ィ ア ネ ッ ト ワ

ー ク ・ フ ォ ー ラ ム を 県私学会館で開催 し た。

8 月 か ら は、 養父郡、 氷上郡 内 の 町社会福祉協議会 ボ ラ ン テ イ ア セ ン タ 一 、 大工 ボ ラ ン

テ ィ ア と 共 同 し て、 同宮市、 神戸市西 区 な どで仮設住宅の段差解消、 手す り の 設置、 風 呂

場の改善な ど に 取 り 組んでい る O

こ の ほ か、 被災地支竣 に 関 わ る 地元 ボ ラ ン テ ィ ア 団体、 NGO 等 の 連携 を 図 る た め、 連

絡会議 に 出席 し 、 情報交換、 相互支援活動 の促進 を 図 っ て い る 。

8 . 県下の青少年 団体の ボ ラ ン テ イ ア 活動

{県内青少年面体の活動}

県内 の ほ と ん どの青少年団体が、 活動 の本拠 を 被災地 に お い て い る た め 、 多 く の 団 員 や

施設が大 き な 被害 を 受 け た に も かか わ ら ず、 従来か ら 習得 し た野外活動の技術 と ネ ッ ト ワ

ー ク を 生 か し 、 様 々 な 形で ボ ラ ン テ ィ ア 活動 を 展 開 し た。

と く に 日 本 ボー イ ス カ ウ ト 兵庫 連課、 ガ ー ル ス カ ウ ト 日 本連盟兵庫支部、 神 戸 YMCA、

神戸 YWCA、 兵庫県子 ど も 会連合会、 (財) 兵庫県野外活動協会 の 活躍 は め ざ ま し か っ た 。

そ の他、 兵庫県連合青年 団 や ユ ー ス ホ ス テ ル協 会 な ど の 青年 団 も (財) 兵庫県 青少年本部

を 中心 に 各団体の連携の も と に、 様 々 な 活動 を展 開 し た。

[ 1 こ こ ろ 豊 か な 人づ く り 500人委員会J 等の救援活動}

さ ら に 兵庫県の こ こ ろ 豊か な 人づ く り 施策であ る 「 こ こ ろ 豊か な 人づ く り 500人委員会J

「兵庫県青年洋上大学J rふ る さ と 青年協力 隊」 等 に参加 し た 青年 ・ 育成者で構成す る OB

会 も 、 そ れぞれの学習 し た 知識を 生か し 、 様 々 な 救援活動 を 展 開 し た 。

[ 1ボ ラ ン テ ィ ア活動助成金制度」 の創設等i

(財) 兵庫県青少年本部で は 、 数多 く のサ ー ク ル や グ ル ー プが被災地 に お い て 実施す る 、

多様な ボ ラ ン テ イ ア 活動 を 支援す る た め 、 全国の青少年育成 団体か ら 寄せ ら れ た 支援金を
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活用 し 「 ボ ラ ン テ ィ ア 活動助成金制度J を 創 設 し て 、 団体の活動経費の一 部助成 ( 1 団体

当 た り 3 万円 、 47団体に助成) を 行 っ た ほか、 被災 し た子 ど も た ち の保護者 向 け リ ー フ レ

ッ ト 「 こ こ ろ の理解 と ケ ア J を 30万部作成 し 、 県 内 の保育園 、 幼稚菌、 小 学校等 に 配布 し

た 。

今後 は 、 兵庫県青少年部 を 中心 に 、 各青少年 団体 ・ サ ー ク ル等 の ネ ッ ト ワ ー ク 化 を さ ら

に 進 め て 、 長期的視点 に 立 っ て、 被災 し た子 ど も た ち を 対象 に し た継続的 な ボ、 ラ ン テ イ ア

活動 に取 り 組む と と も に 、 活動 を 支え る 青年 た ち の 育成事業 を 進め る こ と に し て い る O

r rひ ょ う こ。 つ 子 き ょ う だ いづ く り 事業J の麗閲]

ま た 、 地域 ぐ る み の 青少年育成事業で あ る 「 ひ ょ う ごっ 子 き ょ う だ い づ く り 事業j の展

開 の 中 で、 被災地や周辺地域の小学校区の実践組織が中心 に な っ て、 さ ま ざ ま な 元気づけ

イ ベ ン ト や救援活動 を 行 っ た 。

[今後の青少年ボラ ン テ ィ ア活動の推進につ い て ]

兵庫県青少年 問題協議会では従前 よ り 「青少年の ボ ラ ン テ イ ア 活動の推進 に つ い てJ を

テ ー マ と し て審議 を つ づけて き た 。 震災 を 契機 に ボ ラ ン テ イ ア の イ メ ー ジ は大 き く 変 え ら

れ、 若者の 間 に も ボ ラ ン テ イ ア に対す る 新た な 意識が生 ま れ た た め、 同協議会 は若者 を ボ

ラ ン テ イ ア活動へ と 駆 り た て た も の は何であ っ た か、 震災での若者の活動 を 今後 に つ な げ

る 方策 は何か な ど、 震災で新 た に 生 ま れた現象や課題 を 踏 ま え て の審議 を 行い 、 そ の結果

を 中 間報告案 と し て取 り ま と め た。

中 間報告は 、 大震災 を 契機 に 、 人 間 に や さ し い 、 生活 し や す い 地域づ く り が課題 と な っ

た が、 こ の 点 で の 青少年への 期待 は大 き い。 こ の観点か ら 、 ボ ラ ン テ イ ア の心であ る “思

い や り " や “ 助 け合 い " の心の養成 に 重点 を お き 、 青少年 の ボ ラ ン テ ィ ア 活動の環境づ く

り の た め に、 幼 い こ ろ か ら の発達段階に応 じ た様 々 な ふ れあ い 体験を 通 し て、 青少年が主

体的 に成長 し て い く “ み ち す じ" を 社 会全体で確保す る た め の方 策 を 示す提言内容 と な っ

て い る O

{ “ こ こ ろ 豊 か な 兵庫" を め ざ す県畏運動の麗開]

兵庫県 に お い て は、 かね て か ら 「 こ こ ろ 豊か な 人づ く り J rす こ や か な 社 会づ く り J r さ

わ や か な 県土づ、 く り 」 の 3 つ を推進課題に “ こ こ ろ 豊か な 兵庫 " を め ざす県民運動が展 開

さ れ、 そ れぞれの団体に よ り 様々 な 実践活動が展 開 さ れて い る 。

こ の た びの 、 震災 に お い て も 一般 ボ ラ ン テ ィ ア に よ る 広範 な 支援活動が、 展 開 さ れた こ

と や青少年凶体に よ る 支援活動 と と も 被災地内外の 自 治体、 婦人会、 老人会、 大学 を は じ

め と す る 様々 な 実践団体や 個 人 に よ り 、 救援物資の搬送、 募金、 炊 き 出 し な どの支援活動

が展 開 さ れた こ と は “ こ こ ろ 豊か な 兵庫 " を め ざす県民運動の理念 と 実践が、 広 く 県民 に
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定着、 浸透 し て き た こ と の成果であ る と も い え そ う だ。

9 . 災害救援専 門 ボ ラ ン テ ィ ア 制度の創設

今回の震災 に お い て 、 応急災害対策 と ボ ラ ン テ イ ア 活動 と の か か わ り が非 常 に 重要であ

る と い う こ と を 改め て認識 さ せた 。 と く に、 臣師、 看護婦等 の 医療 ス タ ッ フ 、 建築物危険

度判定ス タ ッ フ 、 倒壊家屋 を 掘 り 起 こ す土木工作機器や救援物資輸送 に係 わ る 企業ボ ラ ン

テ イ ア な ど専 門 的分野の ボ ラ ン テ イ ア の活躍が、 多 く の被災者 を 勇気づけ、 応急対策 時 に

行政の パ ー ト ナ ー と し て も 重要 な 役割 を 果 た し た 。

こ の 史 上空前 と も い え る ボ、 ラ ン テ ィ ア 活動 を 維持、 発展 さ せ る と と も に 、 国 内外か ら 寄

せ ら れた ボ ラ ン テ イ ア の支援 に 対 し て 、 末永 く 感謝、 返礼 し て い く た め 、 兵庫県は県内外

(表21) 兵庫県災害救援専門ボラ ン テ ィ アの概要 (注目)

分野

救急 ・ 救助
ボ ラ ン テ イ
ア

医療ボ、ラ ン
テ ィ ア

i 介護ボ ラ ン
テ ィ ア

建物判定ボ
ラ ン テ ィ ア

ボラ ン テ イ
ア ・ コ ー デ
ィ ネ ー タ ー

輸送ボラ ン
テ ィ ア
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活動の内容 資格要件

被災者の救急 ・ 数助活 消 防 ・ 弊雲寺業務 に知識、
動その他避難誘導等の 経験を 有す る 者
支援活動 に 当 た る

発災直後の 医療活動や チ ー ム
病 院等 に お け る 医療支 i援活動 に 当 た る 阪締及び 看護職 3「Iji l l  

看護織等 事務職 1

偶人

避難所等 に お け る 姿介 介護福祉 七、 寮母等
護者への対応、 手般ボ
ラ ン テ イ アへの介護指
導等 に 当 た る

建物の倒壊、 外壁等落 応急危険度判定士
ドの危険度を調査 し、

建物使用 の可否の判定
に 当 た る

災害発生時の避難所等 ボ ラ ン テ イ ア 団体や青少
に お け る ボ ラ ン テ イ ア 年間体等で リ ー ダー 等 と
の指導調整等 に 当 た る し て A定の活動経験 を 有

す る 者

- パス 及 び船舶 に よ り ト ラ ッ ク (貨客兼用車 を
専 門 ボ ラ ン テ ィ ア等の 合む)
要員 の搬送 に お た る

ト ラ ッ ク に よ り 資機 パ ス

材 、 義援物資等の輸送
に 当 た る 船舶

; 受録 予定人員 募集 " 研修 ・ 主主録 ・ 派
遂 に 、月 た る 所管 間 体

340名 県消防協会
県警友会

12チ ー ム 県私立病院1協会
60名

|主 目指 66名 県医師会
看護 31 4名 l呆'1i 護協会

187名 県社会福祉協議会

173名 県住宅建築総合
セ ン タ ー

74名 �\" 青少年団体連絡協議
ぷZ〉3、E 

県社会編祉協議会

116台 県 ト ラ ッ ク 協会

10台 県パス 協会

2 隻 日 本 ク ル ー ズ客自前お



で大規模 な災害等が発生 し た 際、 緊急 に救援活動 に 赴 く 兵庫県災害救援専 門 ボ ラ ン テ ィ ア

( ひ ょ う ご ・ フ ェ ニ ッ ク ス 救援 隊 一 IHERT - PHOENIXJ ) の 笠録 ・ 派 遣 制 度 を 創 立 し

た 。

10月 11 日 か ら 11 月 2 日 に か け て 、 救急 ・ 救助 ボ ラ ン テ ィ ア 、 医療ボ ラ ン テ ィ ア 、 介護ボ

ラ ン テ ィ ア 、 建物判定ボ ラ ン テ ィ ア 、 ボ ラ ン テ ィ ア ・ コ ー デ ィ ネ ー タ ー 、 輸送 ボ ラ ン テ イ

ア の 6 分野 に つ い て募集 し た と こ ろ 、 約 1 ， 400件の応募があ っ た。

兵庫県災害救援専 門 ボ ラ ン テ ィ ア の設録 に あ た り 、 1 1 月 18 日 か ら 応募者会員 を 対象 に 、

「 ボ ラ ン テ ィ ア の こ こ ろ 構 え J I災害の現状J I災害現場 に お け る 自 己管理 と 白 活j な ど、

専 門 ボ ラ ン テ イ ア のすべて の 分野 に 共通 に 必要 と さ れ る 内 容 に つ い て 、 共 通研修 を 実施す

る と と も に、 救急 ・ 救助、 医療、 介護 な ど分野 ご と に 、 そ れぞれの県所 管団体等が災害時

に 特 に 必要 と な る 知識 ・ 技能 に つ い て専 門研修 を 実施 し、 そ の資 質 の 向 上 と 専 門 ボ ラ ン テ

イ ア と し て の 防 災意識の高揚 を 囲 っ た 。

こ れ ら の研修 を 経て 、 震災か ら 1 周 年 で あ る 1996年 1 月 17 日 に 兵庫県災害救援専 門 ボ ラ

ン テ イ ア ( ひ ょ う ご ・ フ ェ ニ ッ ク ス 救援 隊 IHERT … PHOENIXJ) を 発足 さ せ た 。

「阪神 ・ 淡路大震災 一 兵庫県の 1 年 の 記録J (兵庫県) は 第 3 章 「ボ ラ ン テ ィ ア の活動」

の締め く く り と し て 「 共 に 生 き る 心 に 支 え ら れて 近 隣共助活動 と ボ ラ ン テ ィ ア 活動 を振

り 返っ て - J と 題 し次の よ う に ボ ラ ン テ イ ア 活動 を 位置づけ て い る O

I (中 略) かつ て な い規模の ボ ラ ン テ ィ ア が、 被災者の生活の救援や救護 の た め に 実 に

さ ま ざま な活動 に 参加 し 、 被 災者 と 心 を 一つ に し て復興 に 向か つ て 立 ち 上 が ろ う と 懸命の

支援 を し た こ と は、 共 に 生 き る と い う 考 え 方 を 基 本 と し て 、 “ こ こ ろ 豊 か な 兵庫 " を め ざ

し て き た 県政の理念 を 、 多 く の 人 々 と 共有 し合 え て い る と い う 証左 で あ り 、 21世紀の輝け

る 兵庫 の 復興 に と っ て 明 る い希望の灯 を と も し た。 こ う し た ボ ラ ン テ イ ア の溢かい奉仕 の

「防災 と ボ ラ ン テ ィ ア遊間J

「震災では6， 300人 を 超 え る 多 く の 尊 い 命 を 失い ま し た 。 そ し て 、 そ の こ と に 対 し 、 私 ど も は 防

災体制 を は じ め と し て 、 い ろ い ろ な 分野 に つ い て 反省 し ま た 多 く の教訓 を 学 ん だ と 思 っ て お り ま す。

し か し な が ら 、 ま だ ま だ表面的 な観察に と ど ま っ て い る 部分 も あ り 、 こ れだ け 多 く の犠牲者の み震

に こ た え る た め に は、 し っ か り と 検証 し、 そ の対 策が実効あ る も の と す る よ う 努力 す る 必要があ る

と い う こ と を 深 く 認識 し て お り ま す。

政府の方で、 1 月 17 日 を 『 防災 と ボ ラ ン テ ィ ア の 日 .1 1 月 15 日 か ら 21 日 ま で を 『 防災 と ボ ラ ン テ

イ ア 週 間 j と 決め て い た だ き ま し て の で、 私 ど も と い た し ま し て は、 今年 に 限 ら ず、 少 な く と も

後10年間 ぐ ら い は 、 こ の週 跨 に 紡災 と ボ ラ ン テ イ ア に つ い て考 え る い ろ い ろ な 会議、 あ る い は シ ン

ポ ジ ウ ム 、 研究会 な ど を 続 け て い こ う と 決意 し て お り ま すJ ( 1996年 1 月 20 8 r 勺坊災 と ボ ラ ン テ

イ アグ を 考 え る シ ン ポ ジ ウ ム J で の 貝原県知事の あ い さ つ よ り )
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心 に こ た え る た め に も 、 今後、 本県 と し て は ボ ラ ン テ ィ ア 活動の輪を 一層広 げ て い く 先導

的 な役割 と 責任があ る も の と 考 え て お り 、 ボ ラ ン テ ィ ア 活動 に つ い て 関係者の 幅広 い 意見

や提言 を 聴 き な が ら 、 震 災 に お け る ボ ラ ン テ ィ ア 活動 の 高 ま り を 県民 の 文化 と し て 定着 さ

せ、 兵庫県が真の 『 ボ ラ ン テ イ ア先進県J と な る よ う 、 県民の ボ ラ ン テ イ ア 活動 に対 し 積

極的 に 支援 を 行 っ て い く こ と に し て い る J

〈注 ・ 引 用文献〉
1 )  r活動7J1j ・ 期間 別 ボ ラ ン テ ィ ア活動人数表J (県災害対策本部避難所緊急パ ト ロ ー ル隊 に よ る 実態認査、 各市

田J対策本部への電話照会、 活動団体への電話照会 を も と に算出 さ れた も の) í阪神 ・ 淡路大 震 災 一 兵庫 県 の
1 if三の記録j 兵庫県 1996年 6 月

2 )  r第 2 部 NVN の活動報告 ボ ラ ン テ イ ア と 行政の述帝」 西宮市 人事部 ・ 松本博 『震災60 日 も う ひ と つ の 奴
神大震災記録 「 ボ ラ ン テ ィ ア はい か に活動 し たかJj 西宮ボ ラ ン テ ィ ア ネ ッ ト ワ ー ク NHK 出 版 1995年10
月

3 )  r 同 2 部 NVN の活動報告 NVN 発足の4意義 と 目 的J 神 戸大学 . �屋美公秀助教授 『 同 J
4 )  r阿 3 部 ボ ラ ン テ ィ ア元年J NVN 代表 ・ 伊永勉 HPJj
5 )  1阪神大震災 と ボ ラ ン テ イ ア J 121世紀の 日 本づ く り への ボ ラ ン テ イ ア 活動 の実践 と 実験に 学 び、 今後の 展 郊

を 考 え る 」 干士会福祉法人大阪ボ ラ ン テ イ ア 協会理事 ・ 事務局長 ・ 早瀬昇 f阪神 ・ 淡路大震災 記録 ・ 提言集j
( 1995年 1 月 17 日 か ら 7 月 間 日 半年 間 に ま と め、 企曲i編集 = 近畿ブロ ッ ク 身体障害者施設長 ・ 身体|筆答者吏

正相談所長協議会 後援 = 全国社会福祉協議会) 1995年 8 月
6 )  r第 1 章 市民の会成fLの背景 ボ ラ ン テ ィ ア を 指示待 ち 化 さ せた設録J r震災 ボ ラ ン テ イ ア 阪神 ・ 淡路大

震災 「被災地の人々 を応援す る 市民の会」 全記録j
7 )  1 7 章 ボ ラ ン テ イ ア ・ コ ー デ イ ネ ー タ ー、 四 ポ ス ト イ ッ ト 方式J r ボ ラ ン テ イ ア 革命 大震災での経験 を 市

民活動へj 本間正明、 出 日正之編著 東洋経済新報社 1996年 1 月
8 )  1第 I 節 総論 4 行政、 ボ ラ ン テ イ ア の対応 で き ず」 よ り ?阪神 ・ 淡路大震災誌 1995年兵庫県南部地震j

朝 日 新聞大級本社 f阪神 ・ 淡路大渓災完封 編集委員会編 朝 日 新防社 1996年 2 月
9 )  1 3 章 イ ニ シ ア テ イ ブは ボ ラ ン テ イ ア の 手 に (被災地の ボ ラ ン テ イ ア ) 地元団体の響詩J r ボ ラ ン テ イ ア 革

命 J 本間正明、 出 口 正之編著 1996'4' 1 月
10) r 7 章 ボ ラ ン テ イ ア コ ー デ イ ネ ー タ ーJ r 同 J
1 1 )  1 同 章 市民の会 誕生の項同表J ( 出所 ・ 大阪 ボ ラ ン テ イ ア 協会) r 河 J
1 2 )  r第 3 章 イ ニ シ ア テ イ ブ は ボ ラ ン テ イ ア の 手 に ネ ッ ト ワ ー ク の仕掛け人J r 向 J
13) 1河節 2 ー ( 3 ) ニ ー ズ及び活動実態の把採図表J r 同 』
14) 1同節 3 - ( 3 ) 災寄復興ボ ラ ン テ イ ア活動への効成図表J r 同 J
15) 1阪神大震災 と ボ ラ ン テ ィ ア 2 ボ ラ ン テ イ ア グ ル ー プの調査」 大阪 市交大学生活科 学 部 ・ 秋山智久教

授 円上会福祉研究 第65号j (財) 鉄道弘済会社会福祉部編集 1996年
16) 1第 3 主主 ボ、 ラ ン テ イ ア 活動 第 3 節 災害救援専 門 ホ、 ラ ン テ ィ ア 制度の創設図表J r阪神 ・ 淡路大震 災 一 兵

感県の I 年 の 記録』 兵庫県
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第一節 医療機能
1 . 災害へ の 備 え

今 回 の 兵産 県南部地震 は丈字 どお り の大震 災 を 阪神 ・ 淡路地域に も た ら し た が、 保健医

療の現場 に あ っ て も そ の混乱 は言語 を 絶す る も の で あ っ た。

兵庫県 に お い て も 従前 か ら 「兵庫県地域防災計画」 が策定 さ れ、 災害に備 え る た め 防災

訓 練 も た びた び実施 さ れて き た。

兵庫県阪神 ・ 淡路大震災復興本部保健環境部医務課が1995年 3 月 2 日 か ら 15 日 ま で を 調

査期 間 と 定め 実施 し た 「災害医療 に つ い て の 実態調在結果J (注 1 ) に よ り 、 医療機関 に

お け る 災害医療へ の 備 え が如何な る も の で あ っ た か を 見て み よ う 。

な お、 調査区域 は被災地域の10市10町で、 調査対象 は 同 10市10町 内 の 病 院224、 診療所

2 ， 999、 計3， 223の 医療機関。 郵送 に よ る 調査方法で囲収数 (率) は2， 027 (62 . 9%) 0 内 訳

は病院182 (81 . 3%) 、 診療所1 ， 845 (61 . 5%) であ っ た。

{建物の構造 }

建物の構造 は、 回 答 し た 病 院 の う ち 「鉄筋 コ ン ク リ ー ト 造 り 」 が129病 院 (71 . 3%) で

最 も 多 く 、 以下 「鉄骨鉄筋 コ ン ク リ ー ト 造 り 」 が45病院 (24. 9%) 、 「鉄骨造 り j が 6 病 院

(3. 3%) 、 「木造J が 1 病院 (0. 6%) であ っ た (表 1 ) (注 2 ) 。 ま た、 診療所で は 「鉄筋

コ ン ク リ ー ト 造 り 」 が741診療所 (41 . 0%) で最 も 多 く 、 以下 「木造」 が528診療所 (29. 2%) 、

「鉄骨鉄筋 コ ン ク リ ー ト 造 り J が281診療所 (15 . 5%) 、 「鉄骨造 り 」 が238診掠所 (13 . 2%) 、

「 レ ン ガ造 り j が 2 診療所 (0. 1%) 、 「 そ の 他」 が18診療所 (1 . 0%) であ っ た (表 2 ) 。

い わ ゆ る 耐震構造 を 有 し て い た 病 院 は96. 2% ( 内耐震基準が強化 さ れ る 以 前 の 病 院 は

68. 3%) 、 診療所 は56. 5% ( 同63. 8%) であ っ た。

(表 1 ) 建物の構造 (病院)

選択肢 問答数 i 比率 | 
災 181

鉄骨鉄筋 コ ン ク リ ト i去 り 45 24. 9% 

鉄筋 コ ン ク リ ト j去 り 129 71 .  3% 

鉄骨造 り 6 3. 3% I 
レ ン ガj返 り

木造 1 0. 6% 

そ の他

181 1 00. 0% 

( r災寄i裟療 に つ い て の実態調査結果j よ り )
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(衣 2 ) 建物の構造 (診療所)

選択絞 回答数 比率
N 1， 808 

鉄骨鉄筋 コ ン ク リ ー ト 造り 281 15. 5% 

i 鉄筋 コ ン ク リ ー ト 造 り 741 41 . 0% 

鉄骨造 り 238 13 . 2% 

レ ン ガ造 り 2 0. 1% 

木j丘 り 528 29. 2% 

その他 18 1 .  0% 

計 1 ，  808 100. 0% 



5 階が崩壊 した病院

[ 紡災計画等}

防災計画の う ち 「初期 消 火 等 防 災措置J が169病 院 (94. 4%) 、 652診療所 (74. 4%) で

最 も 多 く 、 以 下 「避難誘導計画J が167病 院 (93. 3%) 、 289診療所 (34. 0%) 、 「通報連絡

計画j が162病院 (90. 5%) 、 215診療所 (24. 5%) 、 「防災活動の任務分担J が130病 院 (72. 6%) 、

151診療所 (17 . 2%) 、 「情報の収集 ・ 連絡J が67病院 (37. 4%) 、 1 33診療所 (15 . 2%) 、 「災

害防止措置J が66病 院 (36. 9%) 、 145診療所 (16 . 6%) であ り 、 98. 4%の病 院 お よ び47. 5%

の診療所が何 ら かの 防災計画 を 立 て て い た こ と が分 か る (国 1 ) (注 3 ) ( 図 2 ) 0 

[ ラ イ フ ラ イ ン と 情報の穣保、 医薬品の備蓄]

ラ イ フ ラ イ ン の う ち 最 も 良 く 整備 さ れ て い た電力 に つ い て も 自 家発電装 置 を 備 え た 病 院

は全体の74. 6%、 診療所 に い た っ て は わずか3. 2% に 過 ぎ な い。 ま た 、 水 の確保 に お い て

も 病院では備蓄 タ ン ク に よ る も の が46 . 7%、 地 下水 に よ る も の が17 . 8% で あ り 、 診療所で

(関 1 ) 紡災計菌 (病院)

防災活動の任務分担

間 た て て い た
口 た て て い な か っ た

避難誘導計画
7% 

情報の収集・ 連絡 62.6% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0% 
( r災害医療 に つ い て の 実態調盗結果j よ り )
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圏 たてていた
日 た てていなか っ た

防災計酒 (診療所)

災害防止措登

防災活動の任務分担

初期消化等防災措置

通報連絡計画

避難誘導計画

情報の収集 ・ 連絡

(以1 2 ) 

l∞% 

は備蓄 タ ン ク に よ る も の が10. 2%、 地下水 に よ る も の が5. 9%であ っ た。

L P ガ ス の 備蓄 タ ン ク を 存 し て い た の は病 院で9. 9%、 診療所で は4. 9%であ っ た。 入 院

患者用 の食料備蓄 も 不十分であ り 、 負傷者た ち を 処置す る に も 必要 な器材や 医 薬 品が十分

整 っ て は い な か っ た こ と が分か る O 患者の食料 を 備蓄 し て い た病院は29. 3%で供給期 間 は

80% 60% 40% 20% 0% 

平均4. 4 日 であ り 、 iま薬 品 を備蓄 し て い た の は33. 7% で供給可能期 間 は平均9. 3 日 であ っ た 。

消 防本部等 と の ホ ッ ト ラ イ ン を 有 し て い た 病 院 は24. 7%、 診療所 は2. 4%で あ っ た ( 図

3 )  ( 図 4 ) 0

こ の よ う に 震災以前の 病 院、 診療所 に お い て は 十分に 災害医療対策が整 え ら れて い た と

し か し 、 今 回 の 震 災が行政の二予想、 を は る か に 超 え た も の で あ り 、 「災害対策

と な る べ き 県庁が被害 を 受 け る 事態 は ま っ た く 想定 さ れ て い な か っ た

は言い難い。

(注 4 ) 。 防本部」

l i ;; l 
ラ イ フ ラ イ ン等の確保 (病院)(図 3 ) 
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l r | 
ラ イ フ ラ イ ン等の確保 (診療所)( 図 4 ) 
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災計画 上 は 医療 に 関 し て は 県 は 医 師等への 出動要請 を 、 市 町 は そ れ に加 え て傷病者 と 死体

の収容 を 行 う よ う 定め ら れて い る 。 ま た、 医療関係者の 出 動 に つ い て は、 知事が県 内 の 医

療機関 に 対 し て f救護班」 の 編成 を 依頼 し派遣で き る こ と に な っ て い る も の の、 今回の震

災 は こ れ ら 救急 医療 に 関 わ る すべての機関、 す な わ ち 、 県、 市町、 そ し て 医療機関が被災

し 、 そ の 中 で救護活動が行わ れ た 、 わが国初 め て の経験であ っ た 。 こ の点 を 考慮 し て 、 よ

り 高度で充実 し た 災害医療対策が検討 さ れは じ め た 。

医療機 関 の被災状況

震災の17 日 昼 に発表さ れた死者数は約200人。 1 週間 後 に は5， 000人 を 超 え 、 負 傷者 も 2

万6， 000人以上 を 数 え た。 近 隣 の 医療機関 に は多 く の 重軽傷者が運 び込 ま れ、 医療現場 は

ま さ に 野戦病院の様相 を 呈 し て い た。 こ の よ う な 混乱の 中 で、 人 々 が頼 る べ き 病院や診療

2 . 

所、 そ し て 医師や看護婦た ち も 被災 し て い た。

兵産県 底 師会会員 の死亡数は 9 入、 全壊全焼 は病 院 8 、 診療所199、 半壊苧焼 は病院15、

診療所247 、 診療機能喪失医療機 関 は 1 ， 000以上 (震災直後) と い う あ り さ ま で あ っ た 。 そ

の う え 診療 ・ 治療 に 欠かす こ と の 出 来 な い水、 電気、 ガス 、 電話、 交通 な どの ラ イ フ ラ イ

ン が途絶 し 、 医療現場の混乱 に拍車 を か け た 。

兵庫県 は午前 7 時 に 「県災害対策本部J を 設置、 間 8 時20分、 第 1 回 災害対策本部会議

を 開 き ①被災状況等、 災害情報の全体的掌握 に 全力 を 挙げ る ②人命救助 に 全力 を 尽 く す ー

な ど を 決め た 。 こ の よ う な 状況下 で医師 た ち は、 次 々 と 運ばれて く る 被災者の生命 を 守 る
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18 日 朝、 兵庫県 医 師会が災害対策本部 を 設置、 19 E:I に は宝塚、 伊丹、 川 西 市で救護活動

が開始 さ れ、 20 日 に は神戸医師会 も 対策本部 を 設 け 、 災害医療 に 対ーす る 構 え が整 っ て き た。

震災一週間 で対応 し た 患者数は病 院で50， 655人、 う ち 入 院が8， 167人、 診療所 は患者数

103， 440人、 う ち 入 院が1， 718人に も 及 ん だ。

[建物の被害]

医療施設の受け た 被害は甚大な も の があ っ た。 施設 ・ 設備 に か な り の補修 を 要す る か、

そ れ以上の被害 を 受け た 病 院 は61 . 1 % 、 診療所 は41 . 9% に も 及ぶ。 そ の う ち 完全 に 倒壊や

焼失 し 建 て 直 し が必要 な 病 院 は 4 (2. 2%) で あ る が、 診療所 の場合 に は、 101 (5. 6%) 

に も 及 ん で い る 。 被害がな か っ た 病 院 は わ ず か に 4 (2. 2%) に 過 ぎず、 診療所 に い た っ

て は皆無であ っ た (表 3 ) (表 4 ) 0 

(表 3 ) 施設 ・ 設備等の被害 (病院)

選択肢 rm答数
N= 180 

完全に倒壊や焼失 し 、 建て直す必要があ る 4 2. 2% 
半壊や半焼 し て お り 、 危 険 な た め 、 建て直す必要があ る 1 2  6 . 7% 
部分的 に改築す る 必要があ る 1 3  7. 2% 
改築 ま で行かな いが、 か な り 補修す る 必要があ る 81  45. 0% 
軽微な補修が必要で、あ る 66 36. 7% 
損傷がな か っ た 4 2. 2% 

削 [ 川%

(表 4 ) 施設 ・ 設備等の被害 (診療所)

選択肢 回答数 比率
N= I， 845 

完全に倒壊や焼失 し 、 建てl白:す必要があ る 1 0 1  5 . 6% 
半壊や半焼 し て お り 、 危 険 な た め 、 建てi在す必要があ る 92 5. 1 %  
部分的 に改築す る 必要があ る 153 8. 5% 
改築 ま で行かな いが、 か な り 補修す る 必要があ る 410  22. 7% 
軽微な補修が必主主 で あ る 761 12. 2% 
損傷がな か っ た 289 1 6. 0% 

言十 1 ，  809 100. 0% 

地震 に よ る 庶接 的 な破壊で は な く 、 そ の直後に起 き た火災 に よ る 被害 に も 見逃せ な い も

のがあ る o 180病院 の う ち ま っ た く 被害がな か っ た の は 149 (82 . 8%) で 、 残 り の約 4 分の

1 が何 ら かの 火災 に よ る 被害 を 受け た 。 そ の 内訳 は 、 全焼が 1 (0. 6%) 、 半焼が 2 (1 . 1%) 、

一部損壊が28 (15 . 6%) であ っ た 。 ま た、 1 ， 760診療所の う ち 被害な しが1 ， 484 (84. 3%) 、

全焼が14 (0. 8%) 、 半焼が 7 (0. 4%) 、 白日損壊は 255 (14. 5%) に も 達 し た (表 5 ) (表 6 ) 。
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(表 5 ) 火 災 に よ る被害 (病続) (表 6 ) 火災によ る被害 (診療所)

選択肢 回 答数 比率 選択肢 [ 凶答数 比率
お = 180 珂= 1， 845 

全焼 し た l 0. 6% 全焼 し た 1 4  0. 8% 
半焼 し た 2 1 . 1% 半焼 し た 7 1 0. 4% 

ゐ高官被害 を 受 け た 28 15. 6% 一部被害 を 受 け た 255 14. 5% 
被害は な かっ た 149 82. 8% 被得は な か っ た 1. 484 84. 3% 

計 180 100. 0% 言十 1 .  760 100. 0% 
L 一一

こ れ を 被災地区 に お け る 家屋被害 に つ き 地 区全体な ら び に 医療機 関 の 全壊 (焼) 、 半壊

(焼) 状況 に つ い て み る と (表 7 ) の よ う に な る O

激震地 区 で あ っ た 神戸市東灘区、 灘区、 中央区、 兵庫 区、 長 田 区、 須 磨 区 、 芦屋市の 医

(表 7 ) 家庭 (全体 ・ 医療機関) 被害状況

家 ì，\ (全体) 医 療 機 関

全 壊 (焼) 半 壊 (焼) 令 壊 (焼 ) 半 壊 (焼)

被災
b

地区全 被災率 被 災
b

地区会 被災、本
a 被災数

地 区 被災準
a 被災 数

地長〈 被 災率
a

棟 数 体様数 (a/b) 
a

棟 数 体棟数 (a/b) 
b

全体数 (a/b) 
b

全体数 (a/b) 

% % % % 
神戸 市 74，396 535， 466 (13. 9)  55， 486 535， 466 (10 .4)  291  1 ，  436 (20. 3) 288 1， 436 (20. 1)  

東灘区 1 4， 021 65， 483 (21.  4) 5 ， 571 65， 483 (8. 5)  52 195 (26. 7) 39 195 (20. 0) 

灘 区 13， 223 45， 150 (29. 3) 5 ， 770 45， 150 (12. 8) 56 167 (33. 5) 44 167 (26. 3) 

中央区 6， 411 46， 838 ( J 3 . 7) 6， 680 46， 838 (14. 3) 53 253 (20. 9) 75 253 (29. 6) 

兵庫 区 10， 47:1 44， 467 (23. 6) 8， 170 44， 467 (18. 4) 41 171 (24. 0) 5 1  171 (29. 8) 

北 区 272 78， 987 (0. 3) 3， 142 78， 987 (4. 0) l 122 (0. 8) 4 122 (3. 3) 

長 IH I疋 20， 280 48， 898 (41 . 5) 8， 356 48， 898 (17. 1 )  60 162 (37. 0) 41 162 (25. 3) 

須磨|正 8， 103 56， 411  (]4. 4) 5， 637 56， 41 1 (10. 0) 23 123 ( 1 8. 7) 18  123 (14. 6) 

垂水 区 1， 177 72， 200 ( ] . 6) 8， 897 72， 200 (12. 3) 4 153 (2. 6) 1 5  153 (9. 8) 

西 区 436 77， 032 (0. 6) 3， 263 77， 032 (4. 2) 1 90 (1 . 1 )  1 90 (1 . 1 )  

尼崎市 4， 888 155， 808 (3. 1 )  25， 520 155， 808 (16 .4)  。 460 (0) 4 460 (0. 9) 

伊丹市 1 ，  370 46， 871 (2. 9) 7， 200 46， 871 (15. 4) I 123 (0. 8) 3 123 (2. 4) 

川内rlí 536 48， 346 (1 .  1 )  2， 583 48， 346 (5. 3) 。 91 (0) 3 91 (3. 3) 

宅塚市 1， 341 50， 815 (2. 6) 3， 718 50， 815 (7. 3) 125 (0. 8) 戸d 125 (4. 0) 

西宮市 19， 550 90， 880 16， 302 90， 880 (17. 9) 26 1 379 (6. 9) 63 379 (16. 6) 

芦屋市 4， 672 27， 331 3， 944 27， 331 ( ] 4 . 4 )  13  90 ( ] 4. 4) 20 90 (22目 2)

明石市 2， 210 87， 165 3， 380 87， 165 (3. 8) 3 195 (1 . 5) 17  195 (8. 7) 

洲本市 17 32， 732 655 32， 732 (2. 0) 。 43 (0) 43 (2. 3) 

津名郡 3， 2 1 1  56， 644 (5. 7) 4. 228 56. 644 (7. 5)  1 41  (2. 4) i 5 41  (]2. 2) 

1 12， 191  川 町8 1 (9. 9) 1 123， 016 1， 132， 058 (JO. 9)  336 2， 983 ( J 1 . 3) 1 409 2， 983 (13. 7) 

家屋 (全体 地 区全体操数 神戸市 = 1995年 1 月 段階の棟数 (神戸市固 定資産税凍調)
そ の他の地区 = 1993年兵康県統計書 (課税対象棟数) よ り

医療機関 : 地区全体数 1994年12月 末現在医療機関 数
( í震 災 と 医療j よ り )
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療機関 で は 、 地 区全体の被災率 に比べ、 か な り 高率の被害率 と な っ て い る 。 こ の地域の 医

療機関被害の甚大 さ が分か る (注 5 ) 0 

{施設 ・ 設備の被害]

医療現場 に お い て そ の機能が著 し く 低下 さ せ ら れた 第二 の 要 因 は 、 建物本体への被害 に

加 え 、 そ の 中 に あ る 施設や設備 に も 多大な被害 を 受 け た こ と が挙げ ら れ る 。 先の調査に よ

れ ば、 被災に よ り 使用 で き な か っ た施設は病院では、 「病室j が18. 7%、 「診察室J 12 . 6%、

「検査室J 19 . 2%、 「手術室J 39. 2%、 「調剤所J 13. 4%、 「消毒施設J 20. 6%、 「 レ ン ト ゲ

ン 室J 24. 7%、 「洗濯施設J 24. 4%、 「分娩施設J 17 . 5%、 「事務室J 13. 3%、 「給食施設」

28. 6%、 「ス プ リ ン ク ラ ー 施設J 32. 4% だ、 っ た 。 手術室 の 被害が大 き か っ た こ と か ら 、 救

急処理等 に か な り の 影響があ っ た こ と が推測 さ れ る (表 8 ) 0 診療所に お い て は そ の被害

(表8 ) 施設の被害 (病院)

区 分 病室 診療 検ヲま 手術 調剤 消毒 レ ン ト 洗濯 分娩 事務 給食 ス ブρ リ ン ク ラ
公ニ泳三L 室 室 所 施設 ゲ ン 室 施設 施設 言〈 施設 一施設

施設 を有する 182 182 177 15:) 179 病院数 180 182 176 57 181 182 74 

被害があ っ た 34 23 34 60 24 病 院数 37 45 43 10 24 52 24 

被 災 不 18. 7 12 . 6 19 . 2 39. 2 13. 4 20. 6 17. 5 1 13. 3 28. 6 32. 4 

は病院以上 に 大 き く 、 「病室j が5. 0%、 「診察室J53. 7%、 「検査室J21 . 5%、 「手術室J8. 9%、

「調剤所J 39. 8%、 「消毒施設J 18. 8%、 「 レ ン ト ゲ ン 室J 55 .  3%、 「洗濯施設J 11 .  9%、 「分

娩施設J 3. 5%、 「事務室J 34. 8%、 「給食施設J 4. 3%、
(表 9 ) 施設の被欝 (診療所)

選択肢

病室
診療室
検査官室
手術家
調剤所
消毒施設
レ ン ト ゲ ン室
洗濯施設
分娩施設
事務窓
給食施設
ス プ リ ン ク ラ ー施設

計
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回 全手数

41 
439 
176 
73 

325 
154 
452 
。7
29 

284 
35 
1 6  

2 ， 121 

比率
N=817 

5 . 0% 
53. 7% 
21 . 5% 
8. 9% 

39. 8% 
18. 8% 
55. 3% 
1 1 .  9% 
3 . 5% 

34. 8% 
4. 3% 
2. 0% 

「 ス プ リ ン ク ラ ー施設J 2 . 0%であ っ た (表 9 ) 0 

近代医学 を 支 え る 様々 な 医療設備 に も 大 き な被害が

見 ら れ る O そ れ ら を 列挙 す る と 、 病 院 に お い て は被災

に よ り 使用 で き な か っ た 設備 は 「単純 X 線 装 置j が

22. 0%、 iCT ス キ ャ ン J 29. 9%、 iMRIJ 70. 0%、 「血

管連続報影装置J27. 4%、 「 人工透析装置J37 . 0%、 「 緊

急 ま た は 患者 運 搬 自 動 車J 2 . 1%、 「 白 家 発 電 装 置J

20. 0%、 「通信 設 備J 19. 6%、 「受 水 槽J 30. 9%、 「 高

架 水 槽J 36. 5%、 「給 水 管J 56. 7%、 「厨 房 設 備J

30. 8%、 「エ レ ベ ー タ ーJ 40. 9%で あ っ た 。 高度診療

機器、 人工透析等の被害が大 き か っ た こ と か ら 、 治療

に か な り の 影響があ っ た こ と が推 測 さ れ る ( 図 5 ) 0 



診療所の 設備 に つ い て は 、 「 単純 X 線装置J が64. 5%、 iCT ス キ ャ ン J 1 .  0%、 「人工透析

装置J 1. 6%、 「 緊急用 ま た は患者輸送用 自 動車J 0. 8%、 「 自 家発電装置J 0. 3%、 「通信設

備J 24. 9%、 「受水槽J 14. 9%、 「高架水槽J 1 1 .  8%、 「給水管J 33. 4%、 「厨房設備J 9. 8%、

「エ レ ベ ー タ - J 14. 4%であ っ た ( 図 6 ) 0 

(凶 5 ) 設備の被害 (病院)

O.0 % Z0.0 % 40.0 % 60.0 % 80.0 % ∞.0 % 
I")jjj"，，，，>，，>}�j 

単純X線装震

CTス キ ャ ン
刷 ト物-物� 70.0 %

血管遠鏡撮影装置

人工透析装置

緊急用 又は患者輸送用自動車
白書震発包装置

通信設備 (コンピ r徒会む)
受水糟

高架水槽

給水管

E苛房設備
エ レ ベー タ ー

(図 6 ) 設備の被害 (診療所)
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q鳥 W/Æ.併側部M抑制1/Æ勿部� “ 5% ' 
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MRI lO.O% 
血管連続識影装撞

人工透析装置
緊急用 又 は患者輸送用 自動車

自 家発電装置
通信設備 (コンヒ. ;1.-' を 含む )

受水槽
高架水槽

給水管
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エ レ ベ ー タ ー
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{人的被害}

震災か ら 3 日 間 の 院 内 で の 人 的被害 は 、 「入院患者が死亡 し たj が 3 病 院 ( 1 . 6%) 、 1 

診療所 (0. 1%) 、 「入院患者が負 傷 し た 」 が 7 病院 (3. 8%) 、 「職員 が死亡 し た J が 1 病 院

(0. 5%) 、 3 診療所 (0. 2%) 、 「職員 が負 傷 し た 」 が27病院 (14. 8%) 、 91診療所 (4. 9%)

であ っ た (表10) (表11 ) 0 

(表10) 人的被害 (病続) (表1 1 ) 人的被害 (診療所)

選択肢 炉i答;数 比率 選択肢 回答数 上七不
N 182 日= 1 ， 845 

入院患者が死亡 し た 3 1 . 6% 入続忠、宥が死亡 した l 0. 1 %  
入院患者が負傷却 し た 7 3. 8% 入院患 ?fが負 傷 し た
職員 が死亡 し た 1 0. 5% 職員が死亡一 し た 3 0. 2% 
職員が負 傷 し た 27 1 4. 8% 職 員 が負 傷 し た 91 4. 9% 
被害な し 1 48 8 1 .  3% 被害な し 1 . 750 94. 9% 

員十 1 86 五「 1 .  845 1 00% 

3 . 医療機 関 の 復興

震災直後 に お い て は、 医療機関 の建物、 施設、 設備等 に甚大な被害が生 じ、 そ れ に 加 え

て ラ イ フ ラ イ ン 、 交通通信網の途絶 に よ り 、 多 く の 医療機関が診療不能の状態 に 陥 っ た 。

平成 7 年 1 月 25 日 に は973件の 臣療機関が休診 を 余儀 な く さ れて い た 。

し か し 、 医療関係者の不眠不休の努力 に よ り 、 医療機関 は着実 に復興 し て い っ た が、 ラ

イ フ ラ イ ン 後興 の 遅 れ も あ っ て震災発生か ら 約 1 ヵ 月 後の 2 月 初 日 に お い て も 294件 の 医

療機関 が休診 を 余儀 な く さ れ て い た 。 し か し、 1 月 25 日 か ら の 1 ヵ 月 足 ら ずの 聞 に700件

近 い 医療機関がその機能 を 回復 し た の は、 J極め て 速 や か な 復 旧 であ っ た と 考 え ら れ る O

そ の 後 の 医療機関 の休診状況の推移 を 見 る と 、 3 月 6 日 で は205件、 4 月 4 臼 に は180件

と な り 、 6 ヵ 月 後の 9 月 1 日 に は81件 と 約100件 の 機 関 が底療活動 を 再 開 し た。 そ の 後 医

療機関 の休診数は残存 し て い き 、 震災発生か ら 約 1 年 た っ た平成 8 年 l 月 9 日 に は62件 と

な っ た。 62件の診療所が休診 を 余 儀 な く さ れて は い た も の の (病院の休診数は 0 ) 、 震 災

直後 に 約 1 ， 000件 を 数 え た 休診 中 の 診療機関 は 、 そ の90%以上が一年 を 待 た ず し て復旧 し

た こ と に な っ た ( 図 7 ) 。

ま た、 1995年 1 月 25 日 か ら 7 月 14 日 ま での被災地 ご と の一般診療所 の 開 設状況の推移 を

見 る と 震災直後の火災の被害が大 き か っ た神戸市長 田 氏 と 兵庫 区 で は 、 1 月 25 日 時点 で の

開設数 は そ れぞれ 7 (4. 9%) と 13 (8. 7%) に 過 ぎ な か っ た も の の 7 月 14 日 に は 132 (91 .  4%) 

と 138 (92 . 6%) ま で復 旧 し た 。 し か し 、 地震 に よ る 被害が大 き か っ た東灘区 と 灘区 に お

い て は、 1 月 25 日 時 点 で そ れ ぞ れ43 (23. 4%) と 13 (8. 5%) で あ っ た も の が、 7 月 14 日

に お い て も 167 (90 . 8%) と 137 (89. 5%) と 幾分復!告が遅れて い る の が分か る 。

そ の 他 の 市 域 に つ い て 見 て み る と 、 芦 屋 市 の 復 旧 の 遅 れ が 目 立 つ 。 1 月 25 日 に は 10
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(件) 露翻 体 齢
亡コ 復 旧
( )内数字 病 院

( 1 1 .  9%) で あ っ た も のが、 7 月 14

日 に お い て も 77 (91 . 5%) ま で し か

復旧 し て お ら ず、 そ の他 の市 に お い

て は100、 も し く は そ れ に 近 い と こ

ろ ま で復旧 し て い る の と 比較 し て そ

の復旧 の 困難 さ が う か が わ れ る (表

1 2) 0 

(民 7 ) 医療機関の復!日 ・ 復興状況
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(表12) 被災地の一般診療所開設状況の推移

区域別 関設診療所数 (下段 : 開設率%)
診療所数
(地震前) 1 /25 2 / 1  2 /13 2 /28 3 /17 4 /24 7 /14 

神戸市 982 1， 078 I 1 ，  192 1 ， 187 1， 2 1 1  
1 ，  287 00. 3) I (49. 3) (76. 3) (83. 8) (92. 6) (92. 0) (94. 1 )  

東灘区 43 1 43 1 63 165 167 
184 (23. 4) (77. 7) (88. 6) (89. 7) (90. 8) 

灘区 13 81 1 1 1  127 129 137 
153 (8. 5) (52. 9) (72. 5) (83 . 0) (84. 3) (89 . 5) 

中央区 13 60  174 216 204 206 
220 (5. 9) (27. 3) (79. 1) (98. 2) (92. 7) (93. 6) 

兵!車区 7 1 1 5  126 134 131 132 
144 (4. 9) (79. 9) (87. 5) (93. 1) (91 .  0) (91. 4) I 

長 田 区 13 10 1 11 124 126 
149 (8. 7) (6 . 7) (74. 5) (83 . 2) (84. 6) (92. 6) 

須磨区 26 38 100 106 1 10 1 1 1  
1 1 6  (22 . 4) (32. 8) (86. 2) (91. 4) (94. 8) (95. 7) 

6 区小言十 1 15 347 765 870 865 891 
966 ( 1 1 . 9) (35. 9) (79. 2) (90. 1 )  (89. 5) (92. 2) 
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(衣12) 被災地の…般診療所関設状況の推移 (つづ き )

区域別 開設診療所数 ( 下段 : 開設率%)
診療所数
(地震前) 1 /25 2 / 1  2 /13 2 /28 3 /17 4 /24 7 /14 

西:宮市 356 222 243 307 317 343 347 
(62. 4) (68. 3) (86. 2) (89. 0) (96 . 3) (97 . 5) 

芦屋市 84 10 39  64 67 74 75 77 
( 1 1 . 9) (46. 4) (76. 2) (79. 8) (iì8. 1 )  (89. 3) (91 .  5) 

宝塚市 123 75 1 12  1 13 121  122 
(61 .  0) (91 .  1) (91. 9) (98. 4) (99. 2) 

淡路地域 107 107 
(100. 0) 

尼崎市 432 419 432 
(97. 2) 000. 0) 

伊丹市 115  1 15  l4 1 15 
(100. 0) (99. 

川 西市 88 85 88 
(100. 0) ( 100. 0) 

明石市 172 170 171 
(99. 4) (99 . 4) 

二三木市 47 48 
(97 . 9) ( 100. 0) 

2 .  812 I 1 似1 I 1 .  526 I 2. 1 91 I 2 川 2 術 2 ぺ 2. 718
(48. 2) I (63. 7) I (84. 5) I (89. 5) I (94. 8) I (95. 4) I (96. 7) 

〈注 ・ 引 用 文献〉

(1阪神 ・ 淡路大震災 に お け る 医療の流れj 後藤武
同支急 医学第19巻第12 号 j よ り )

( 1 )  r災察医療 に つ い て の実態調査結果J 兵庫県 1 995年 6 月
( 2  ) 以降の表は特に記載の な い場合に は、 T災害医療 に つ い て の実態調査結果j か ら の引用 に よ る
( 3  ) 以降の閣 は特に記載の な い場合に は、 f災害医療 に つ い て の 実態調資結果j か ら の引 用 に よ る
( 4 )  1阪神 ・ 淡路大震災に お け る 灰療の流れj 後藤武 『救急医学第19巻 2 号j 1995年10月
( 5 )  r震災 と 医療』 兵庫県医師会 1996年 3 月
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ド三時 医嬢活動
1 . 発生直後の 医療活動

[生への戦い}

震災が発生 し た 1 月 17 日 正午現在 を も っ て警察庁 な どが発表 し た被害者数は、 死者数203

人、 行方不明331人、 けが人71 1人であ っ た が、 そ の 数字は 日 ご と に 激増 し た。 18 日 正午 に

は死者、 不 明 を 合わせ2， 800人 に 、 19 日 に は死者は3， 000人 を 超 え 、 20 日 に は死者4， 000人

を 超 え る と 発表 さ れ た 。 そ し て 、 発生後 1 週 間 に は死者5， 000人 を は る か に 超 え る 大惨事

と な っ た の であ る O

こ の 間 、 被災地 で あ る 10市10町 は も と よ り 、 そ の 近隣の医療機関 は大混乱 を極め た 。 被

災地 に あ っ て、 多 く の 医療機関 がか ろ う じ て 全壊、 全焼は免れた も の の 診療機器は壊れ、

薬剤 は散乱、 ほ と ん ど診療不能の状態であ っ た。 ま た水、 電気 な どは供給 さ れず交通網の

途絶の た め 医 師や看護婦が出勤で き な い状況 下 に お い て 、 さ な が ら 野戦 病 院化 し た災害医

療の現場で不眠不休の奮闘が続 け ら れた。 震災か ら 1 逓 間 に 扱 っ た患者数は病院で 5 万人

を 、 診療所で は 10万 3 千人 を 超 え た。

そ こ で は 生 を 求 め て死のi閣 を さ ま よ う 被災者 と 命 を 慈 し む 医療関係者、 回 復 を 祈 り 見つ

め る 肉 親 や 友人 た ち の壮絶 な ド ラ マ が何千、 何万 と な く 繰 り 広 げ ら れた 。 多 く の 人 々 が亡

く な り 、 そ し て … 生 き 延 びた 。

「診療室が使 え な い の で廊下 ・ 予備 室 な どで妻 と 二 人 き り で縫合、 処理な ど を 繰 り 返す。

そ の う ち 従業 員 がい つ も よ り 早 く 駆け つ け て く れ た 。 全員 が半壊の家 を 、 お びえ る 子 ら を

後 に 出 て 来 た と い う O 頼 も し く 感動。 … (中 略) … こ こ も 危険 だ か ら 他病 院へ と 勧め る も 、

そ の 時 は A緒に死ぬ と 口 を そ ろ え る 。 共 に頑 張 る こ と に な る 。

病 人 の 妻 を かばい屋根の 下敷 き に な っ た夫、 一 日

び、家 に 入 つ て余震の犠牲 に な つ た 嫁O いずれ も 美談 で あ る O 毛布 に く る ま っ て 、 あ る い は

戸板に乗せ ら れた ま ま 動か な い。

小学生の男 女二人。 校医 と し て 顔蹴染み、 先刻 ま で息を し て い た の に と の 家族 に 人工呼

吸、 心マ ッ サ ー ジ を 止 め ら れな い。 挿管 し 、 家族 と 交互に 1 時間 余 り 手 当 て を 続け る 。 廊

下 で 一 人 の 父親 は 「 も う 仕方 な い わj と 悲 し げに 肢 い た 。 J ( 1 そ れで、 も 桜 は二分咲 い た J

小 山幹人 f災害 と 底療j 兵庫県医師会 1996年 3 月 )

「 当 院 も 建物の倒壊は免れた も の の 、 手術室等総て の機器は ガ ラ ス 片共 に 飛散 し、 修羅

場 さ な が ら の有様 を 呈 し 、 電気、 水道、 ガ ス も 用 を な さ ず、 通信 ・ 交通 も 絶 た れ た 医 院 は

孤島の廃虚であ っ た。 … (中 略) … 午後 5 時30分、 送電が断 ち 切 ら れた 時 間 の手術室で、

3 本の 懐 中 電灯、 手動血圧計、 蓄電式心電図 を 頼 り に帝王切 開 を 行 っ た が、 看護婦の 照 ら
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す懐中電灯の光は澄み き っ た神 秘 な輝 き を みせ て い た 。

全員 がか た ず を の む 中 で、 手術室 い っ ぱい に オ ギ ャ ー と い う 元気 な 産声 は 、 地 震の恐怖

に お びえ て い た ス タ ッ フ 全員 を 勇気づけ る こ の上 も な い 天 の 声 で あ っ た。 3 ， 470g の 女 児

誕生の瞬間 であ る O … ( 中 略) … い ま 、 平成時代 を 騒然 と さ せ た未曾右の大災害の 中 、

元気に こ の世 に 生 を 受け た 3 人の 赤 ち ゃ んの 限 り な い幸せ を 祈 ら ず に は お ら れ な い。

匙れ神戸 頑 張 ろ う 神戸 ! J ( 1ー産婦人科 医 の 地 震 当 日 J 大谷恭一郎 『震J 神 戸

市医師会 1995年 9 月 )

{震災車後 か ら の医療の流れ }

震災の発生 と 同 時 に、 非常 に 困 難 な 状況 下で、懸命に 行 わ れ た 医療の流れは ( 図 8 ) に見

ら れ る ご と く で あ っ た。

{災害当 日 の 出勤状況]

お びた だ し く 家屋が偶 壊 し 、 高速道路は崩壊、 あ ら ゆ る 交通機関 は寸断、 途絶 し 、 さ ら

(図 8 ) 阪神 ・ 淡路大震災 に お け る 医療の流れ

兵庫 県 南 部地震発生 当日
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に 大火災が追い打 ち を か け た 。 医療機関の従事者 も 多 く が被災 し た 。 県災害医療実態調査

に よ れ ば、 麓災当 日 の 出勤状況 は 、 病 院 で は 医 師58. 4%、 看護婦44. 2%、 診療所 で は 医 師

65. 6%、 看護婦39. 3%。 匡療機 関 の 全壊 (焼) 、 半壊 (焼) の 被災率 は 神戸市が40. 3%。

中 で も 長 田 区62. 3%、 灘 区59. 9%、 兵療 区53. 8%、 中 央 区50. 6%が 5 割 以 上 で、 東 灘 区

46. 7%、 須磨亙33. 3% と 続 き 、 芦屋市 は36. 7%、 商宮市23. 5%、 津名郡14. 6 % 、 明石市10. 3%

だ、 っ た。

こ の よ う な壊滅的 な状況の も と で医 師 た ち は、 特 に震災か ら 3 呂 開 は不 眠不休で献身的

な 災害医療 に あ た っ た。

< 病焼>震災当 日 の職種 ご と の常勤者数に対す る 出務状況 は 、 常勤者が必ず し も 震災 当

日 に勤務すべ き マ ン パ ワ ー の数 と は 限 ら な い が、 「医師」 に つ い て は 、 回 答 し た172病 院で

58. 4%、 「歯科 臣 師j は 13病 院で34. 9%、 「看護婦J は 163病 院 で44. 2%、 「薬剤 師j は 141

病院で51 . 6%、 「診療放射線技師J は 120病 院で66. 3%、 「 そ の 他 コ メ デ イ カ ル」 は 139病院

で69. 5%、 「事務職員 」 は164病院で31. 0%で あ り 、 震災当 日 に 医療従事者が不足 し て い た

こ と が う かが わ れ た (表13) 。

(表13) 震災当 日 の出務状況 (病続)

出1奇数 常勤者数 11:\務比率

医 師 1 ，  810 3， 098 58. 4% 
歯科医師 2臼 83 34. 9% 
看護婦 5， 987 13 ， 551 44. 2% 
薬剤師 474 918 51 .  6% 
診療放射 線技附 483 728 66. 3% 
その他 コ メ デ イ カ ル 1 ，  754 2， 524 69. 5% 
事務職員等 2， 435 7， 849 31. 0% 

< 診療所>震災当 日 の職種 ご と の常勤者 に対す る 出務状況は 、 常勤者数が必ず し も 震災

当 日 に勤務すべ き マ ン パ ワ ー の 数 と は 限 ら な いが、 「 医 師J に つ い て は、 回 答 し た 1 ， 008診

療所で65. 6%、 「看護婦」 は381診療所で39. 3%、 「歯科医師j は 3 診療所で25. 0%、 「薬剤

師」 は72診療所で51. 6%、 「診療放射線技師」 は23診療所 で38. 3%、 「事務職員 j は462診

操所で24. 4% で あ り 、 震災当 日 に 医療従事者が不足 し て い た こ と が う かがわ れた (表14) 。

(表14) 震災当 日 の出務状況 (診療所)

出;務数 常勤者数

医eijî 1 ，  008 1， 659 
歯科医師 4 16  
看護婦 849 2 ， 160 
薬部 師 79 153 
診療放射線技師 23 60 

! その他 コ メ デ イ カ ル
事務職員 等 922 3， 772 

出務比率

65. 6% 
:�. �� I 39. 3% 
51 .  6% 
38. 3% 

24. 4% 
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[震災直後の診療機能}

< 病院>震災当 日 対応で き た診療部門 は、 「手術J が43. 1%、 「救急外来 (軽症) J が97. 5%、

「救急外来 (重症) J が67. 9%、 rrcu/ccu 等J 83. 7%、 「人工透析j が47. 1 % 、 「周 産 期

医療J が77. 8%、 「全診療部門j が43. 5%であ っ た (表15) 。

(表15) 診療可能状況 (病院)

診療機能 回答病院数 主主 災 日 2 H 目 3 日 付

1 1 6  5 0  I 59 63 
(43. 1 )  (50. 9) (54. 3) 

救急外来 120 1 17  1 19  1 19 
(車辛主u (97. 5 )  (99. 2) (99. 2) 

救急外来 112  7 6  78 81 
(重症) (67 . 9) (69. 6) (72. 3) 

ICU ・ CCU 43 36 37 37 
等 (83. 7) (86. 0) (86. 0) 

人工透析 34 16 20 21 
(47. 1 )  (58. 8) (61. 8) 

}司産期医療 18 14 15 15  
(77. 8) (83. 3) ! (83. 3) 

全診療部門 138 60 64 68 
(43. 5) (46 . 4) (49. 3) 

4 日 目 5 日 日

66 67 
(56. 9) (57. 8) 

1 1 9  1 19 
(99 . 2) (99. 2) 

83 83 
(74. 1) (74. 1 )  

37  37  
(86. 0) (86 . 0) 

22 23 
(64. 7) (67 . 6) 

15  15  
(8:j. 3) (83. 3) 

72 77 
(52. 2) (55. 8) 

上段 : 施設数
F段 (率)

6 0 EI 7 B 11 

67 75 
(57. 8) (64. 7) 

1 1 9  1 19 
(99. 2) (99. 2) 

84 90 
(75. 0) (80. 4) 

;j7 37 
(86 . 0) (86. 0) 

23 25 
(67. 6) (73. 5) 

15 15  
(83. 3) (83. 3) 

(55. 8) I (60. 1 )  

か な り の 部 門 が震災当 日 か ら 対応 で き た が手術、 人工透析部門 は水 な どの ラ イ フ ラ イ ン

の途絶 に よ り 対応 で き な か っ た と 考 え ら れる O こ の傾 向 は 震災 7 日 目 に お け る 診療可能状

況 に も よ く 現わ れて い る (密 9 ) 0 r救急、外来 (軽症) J が99. 2% ま で 回復 し た の を は じ め 、

rrcu/ccu 等」 が86. 0%、 「周 産 期 医 療j が83. 3%、 「救急、 外 来 (重傷) J が80. 4% と い

ずれ も 80%台 の 回 復 を 果 た し た に も 関 わ ら ず、 「手術j が64. 7%、 f人工透析」 が73. 5%の

水準 に と ど ま っ て い る O

< 診療所 > こ の傾向 は診療所 に お い て は い っ そ う 著 し い。 震 災 当 日 に 対応 で き た 診療部

門 は、 「手術J が26. 1%、 「救急外来 (軽症) J が66. 0%、 rrcu/ccu 等」 が7. 3%、 「 人 工

透析j が21. 7%、 「周 産 期 医療」 が37. 1%、 「全診療部 門 j が36. 0% で あ っ た (表16) 。 し

か し 、 7 日 目 で も 「救急外来 (軽症) J の みが91. 9% ま で 囲復 し た も の の 、 日cu/ccu 等J

が9. 1%、 「救急外来 (重傷) J が27. 4%、 「手術J が41 . 9%、 「 人工透析j が44. 7%、 「周 産

期 医療J が45. 7% と いずれ も 50%以下であ っ た ( 図10) 0
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( 図 9 ) 診療可能状況 (病院)
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震災 日 2 日 目

(表16) 診療可能状況 (診療所)

区 分 震 災 日 2 fl ! 1 
手 術 26. 1 28. 9 

救急 66. 0 77. 9 

救急外来 (重症) 13. 4 21 .  0 
ト一一一 一
ICV ' CCU 等 7. 3 7. 7 

人工透析 21. 7 31 .  0 

!畜産期医療 37. 1 33. ;) 

そ の他 15. 2 27. 6 

全診療部門 36. 0 48. 1 

{診療機能 を低下 さ せ た主要因]

3 日 目 4 日 目

3 日 目 4 fl 日 5 日 目

31 .  1 34. 4 37. 6 

84. 2 87. 6 89. 5 

20. 3 2 1 .  9 26. 0 

4. 3 4. 5 4. 5 

38. 5 39. 5 39. 5 

38. 8 39. 1 40. 0 

32. 6 42. 4 46. 3 

58. 4 64. 2 65. 9 

6 B 目

38. 5 

90. 4 

29. 2 

13. 0 

41 .  0 

44. 7 

47. 5 

65. 4 

一--{ト一一 救急タト来 (軽症)
一一←一 救急、外来 (重症)
一一←- rcu、 ccu等
---4--- 人工透析
一--1::r-ー・ 周 産期医安一一・一一 全診療部門

5 日 自 6 臼 自 7 日 目

単位 : %

7 [ 1  ! 1  
4 1.  9 

91 .  9 

27. 4 

9 . 1 

44. 7 

45. 7 

53. 7 

72. 1 

こ の傾 向 は 際療機能 を 低 下 さ せ た 主要 因 と し て も 確認 さ れ る と こ ろ で あ る ( 図 11 ) ( 図

12) 。 こ れ ら 主 要 因 は病院、 診療所 の 区別 な く ほ ぼ同 じ傾向が見 ら れ る 。 「上水道の供給不
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診療可能状況 (診療所)(図10)
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診療機能を低下 さ せ た主要因 (診療所)( [立112)
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足J は120病 院 (73. 6%) 、 1 ， 137診療所 (74. 4%) と 病 院、 診療所 の lR別 な く 最 も 多 い。

ま た 、 [ ガ ス の 供 給不能j が88病 院 (54. 0%) 、 791診療所 (51 . 8%) と い ず れ も 50% を 超

え て い る 。 た だ、 病院では 「電話回線の不通 及 び混乱j が98病院 (60. 1%) と 「上水道の

供給不能J に つ い で 第 2 位 の 原 因 を 占 め 、 「 ガ ス の供給不足」 が第 3 位、 以 下 「医療従事

者の不足J 72病 院 (44. 2%) 、 「施設 ・ 設備の損壊J 68病院 (41. 7%) と な っ て い る の に対

し 、 診療所 に お い て は、 第 2 位 に [ ガ ス の供給不能J が、 そ し て 第 3 位以 下 と し て 「施設 ・

設備の損壊J 754診療所 (49. 3%) 、 「電話 回線の不通及 び混乱J 732診療所 (47. 9%) 、 「医

療従事者の不足J 311診療所 (40. 9%) と な っ て い る 。 相対的 に 見 て 診療所 よ り は病 院 に よ

り 多 く の 患者が殺到 し た状況が う かがわ れ る 。

[監揮の提供場所i

震 災 当 日 に 医療提供場所 と し て、 院 内 で診療 し た病 院 は 167病院 (99. 4%) 、 診療所は693

診療所 (97. 1%) 、 野営で診療 を 行 っ た 病 院 は 5 病 院 (3. 0%) 、 診療所は28診療所 (3. 9%) 、

患者用輸送車 で の 巡 回 診療 を 行 っ た 病 院 は 1 病 院 (0. 6%) 、 診療所 は 7 診療所 ( 1 . 0%) 

で あ っ た 。 ま た 、 震災 日 か ら 7 日 間 の 医療の提供場所 は (表17) 及 び (表18)
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(表17) 診療場所 (病院)

震 災 日 2 日 目 3 日 日 4 日 目 5 行 日

院内での診療 167 168 1 69 168 168 

野公での診療 d 戸 4 2 3 3 

巡回診療 1 I 2 3 4 

無回答 14 13 12 13 13 

有効凶手手数 1 68 169 170 169 169 

震災 rl 2 日 目 :) H H 4 [j t 1 5 [1 日

院内て、の診療 99. 4% 99. 4% 99. 4% 99. 4% 99. 4% 

野付での診療 3. 0% μ% I 1. 2% 1 . 8% 1 . 8% 

巡凶診療 0. 6% 。 川 1 . 2% 1 . 8% 2. 4% 

(主主 1 ) 上表の比率 は、 有効回答数に対す る 比率で あ る 。
(有効回幸子数) = (全数 182) - (無担j答数)

6 日 日 7 日 日

167 1 67 

3 3 

4 8 

14  14 

168 168 

6 f! t j 7 R 1 1  
99. 4% 1 99. 4% 

1 . 8% 1 . 8% 

2. 4% 3. 6% 

(注 2 ) マ ル チ ア ン 叶 ー で あ る た め に比率を足 し合わせる と 100% を 超 え る 。

(表18) 診療場所 (診療所)

震災 日 2 日 目 3 R 日 4 行 自 5 日 目 6 日 目 7 日 目

院内での診療 693 836 940 1， 012 1 .  016 905 1 . 074 

野営での診療 28 16 16 14  1 2  15  13  

巡 回診療 7 8 7 8 7 7 1 1  

無 回 答 1 .  131 993 891 820 819 928 761 

有効罰答数 714 852 954 1 ， 025 1. 026 917 1 .  084 

震災 H 2 日 目 3 日 目 4 日 日 5 日 目 6 R [1 n H l 

院内での診療 97. 1% 98. 1% 98. 5% 98. 7% 99. 0% 98. 7% 99. 1% 

聖子営での診療 3. 9% 1 .  9% 1 .  7% 1 . 4% 1 . 2% 1. 6% 1 .  2% 

巡回診療 1. 0% 0. 9% 0. 7% 0. 8% 0. 7% I 0. 8% 1 . 0% 
L一一

(注 1 ) 上表の比率は、 有効回幸子数に対す る 比率であ る 。
(有効[fí]答数 余数 : 1 ， 845) 無 回答数)

(注 2 ) マ ル チ ア ン サ ー で あ る た め に比率を足 し合わせる と 100% を 超 え る 。

{治療内容}

震災 日 か ら 7 日 間 に取 り 扱 っ た 延べ患者数は、 病 院 で軽症47， 280入、 重症2， 658入、 重

篤717人、 計50， 655人であ っ た。 そ の う ち 入 院患者数は8， 167人であ り 、 平時 と 比較す る と

外来患者は必ず し も 多 い と は推定で き な か っ た が、 入 院患者 は 明 ら か に 多 か っ た 。 ま た 、

手術 を 行 っ た 患者数は、 外来手術3， 819人、 手術室での手術141人 で あ っ た (表19) 。
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(表19) 治療内容 (病院)

震 災 日 2 日 目 3 R fl 4 日 日 5 日 日 6 日 g 7 B H 

取扱患者 事王痕 9， 213  7 ， 4 1 1  6 ， 926 7 ， 311  5 ， 536 2 ， 559 8， 324 

重症 1 ， 004 477 346 261 207 159 204 

重篤 304 68 43 38 176 44 44 

入院患者 1. 750 1， 251 1 ， 1 48 1 ， 051 995 942 1 ， 030 

手術 外来 1 ，  838 684 474 208 92 244 

手術室 30 23 10 15 6 32 

(表20) 治療内容 (診療所)

震災 日 2 日 目 3 日 日 4 日 目 5 口 日 6 日 目 7 日 目

取扱患者 軽疲 7， 303 12， 713 13 ， 107 1 9 ， 566 1 7 ， 713 7 ， 191 23， 732 

重傷 590 195 254 310 221 75 249 

重篤 121 30 17  21  11  8 13  

入院患者 334 236 221 223 241 280 

i 外来
戸

967 244 202 190 166 
ト一一一一一

手術宗 8 4 1 3 一

一方、 診療所 で は 軽症101 ， 325人、 重症1 ， 894入、 重篤221人、 計103 ， 440 人 で 、 こ の う

ち 入院患者数 は 1 ， 718人で あ り 、 平時 と 比較す る と 外来患者は必ず し も 多 い と は推定で き

な い。 ま た、 手術 を 行 っ た患者数は、 外来手術2 ， 1 12人、 手術室での手術24人 であ っ た (表

20) 0 

{主な疾病i

な疾病別 に み た 震災 日 か ら 7 日 間 に お け る 取 り 扱 い延べ患者数は 病 院 で は (表21 ) 、

(表21) 主な疾病 (病院)

頭頭部

胸 部
単

腹 部

タト 独 骨 折

傷 タキ 同 庄J坐傷
裂 (切) 創

傷 日支 打 撲
その他

患者数 う ち 死亡者数

5， 085 戸リ

I 1 ， 1 93 2 

864 47 

1， 297 14  

1 ，  195  13  

3 ， 608 1 

3 ， 264 4 

1 ， 025 15  

死 亡率

0. 1% I 
0. 2% 

5. 4% 

1 . 1% 

1 . 1% 

0. 0% 

0. 1% 

1 .  5% 
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(表21) 主な疾病 (病院) (つづ、 き )

患者数 う ち 死亡者数 死亡率

日良霊長 十 胸 + 腹 + 四肢 192 27 14. 1% 

ぷ$ 頭重百 十 絢 + 腹 181 11 6 . 1% 
外 vプむv 

傷
頭重自 十 絢 十 問肢 155 。 0. 0% タト

{霧
胸 + 腹 + 四肢 189 15  I 7. 9% 

腹 + 凶紋 + 鎖頚 47 10 21 . 3% 

来院a� CPR 実施 170 1 64 96. 5% 
'L、腕停止 CPR 未実施 348 311 89. 4% 

感 冒 6， 535 70 1 . 1% 

肺 炎 798 40 I 5. 0% 

(表22) 主な疾病 (診療所)

患者数 う ち 死亡者数 死亡率

蝋頚部 2， 288 19  0. 8% 

胸 部 864 9 1. 0% 
単L

腹 部 268 5 1. 9% 
タ宇 独 骨 折 708 1 1  1 .  6% 

タトト 圧授f易 753 24 3. 2% 
四

裂 (切) 創 1 ， 623 。 0. 0% 
傷 日支

打 撲 2， 063 10 0. 5% 

その{也 681 1 1  1 .  6% 

頭霊長 十 腕 十 腹 + 凶肢 105 6 5. 7% 
多 l 頭頚 + 胸 十 )復 73 1 2  16 . 4% 傷 マ丸モ♀一

長員頚 + 胸 + 四肢 91 。 0. 0% タト
傷 胸 + 腹 + 凶肢 99 5 5. 1% 

Jl童 十 四肢 十 �JÏjjj 24 I 。 0. 0% 

来院時 CPR 実施 43 35 
心腕{亭 i上 CPR 未実施 66 70 106. 1% 

!惑 冒 51 .  871 203 0. 4% 

肺 炎 631 19  3 . 0% 

診療所 で は (表22) に 見 ら れ る と お り であ る 。

{搬送]

患者転送の必要
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患者転送の 必要があ っ た 病 院 は 103病 院 (65. 5%) 、 診療所 は 163診療 所 (32 . 3%) で あ

っ た。 ま た、 被災前 の 患者 に つ い て は52病 院 (33. 3%) 、 20診療所 (15 . 7%) が必要 だ と

し て い る 。

後送病院の確保

震災 日 か ら 7 日 間 に 患者転送の 必要 の あ っ た 病 院の 後送病 院確保状況 は 、 「難 し か っ た

が確保で き たJ が53病院 (67. 1%) 、 「確保で き たJ が22病 院 (27 . 8%) 、 「確保で き な か っ

たJ が 6 病院 (7. 6%) であ っ た 。 ま た、 診療所で は 「確保で き た」 が80診療所 (54. 1%) 、

「難 し か っ た が確保で き た」 が66診療所 (44. 6%) 、 「確保で き な か っ た J が 2 診療所 (1 . 4%) 

で あ っ た 。

6 割以上の病院 と 3 割以上 の 診療所で患者転送の必要があ っ た が、 後送病院の確保がで

き な か っ た 病 院や診療所があ る こ と か ら 、 患者搬送お よ び後送病 院 に つ い て の情報提供や

指示 を 行 え る シ ス テ ム の 整備が必要で、あ る 。

転送出来 な か っ た原因

転送で き な か っ た 原 因 と し て は、 「電話 回 線の混乱等 に よ り 市町、 消 防本 部 に 連絡が と

れ な か っ たj が病 院65. 4%、 診療所65. 3% と 最 も 多 く 、 「救急車 に 連絡 し た が、 な ん ら か

の 理 由 で 到 者 し な か っ たj が 8 病 続 (30. 0%) 、 1 9診 療 所 (18. 8%) 、 「 多 忙J が 4 病 院

(15 . 4%) 、 1 6診療所 (15 . 8%) 、 「そ の他」 が 8 病 院 (30. 8%) 、 26診療所 (25. 7%) と な

っ て い る 。

患者転送数

震災 当 日 か ら 7 日 間 に 転送 し た 患者数 は 病 院 で は 1 ， 896人 (県 内 1 ， 231 入、 県外665人)

で あ り 、 診療所で は925人 (県内554人、 県外371 人) であ っ た (表23) (表24) 。

(表23) 患者転送数 (病院)

県 内
区 分 回 答数

救命救急セ ン タ ー その他

震災 日 46 56 245 

2 日 目 36 3 355 

Hlfl 36 5 186 

4 1:::1 B 37 2 131  

5 B El 33 。 87 

6 [] [J 24 8 90 

7 日 目 26 7 56 

計 238 81 1 ， 150 

県 タト
救命救急、セ ン タ ー 大学病院

6 18 

18  29 

15 29 

2 1 6  

2 24 

10 

1 4 

45 130 

その他

47 

86 

1 1 1  

92 

71 

36 

47 

490 

単位 : 人

372 

491 

346 

243 

184 

145 

1 15  

1896 
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(表24) 患者転送数 (診療所)
単位 : 人

県 内 県 タ十
区 分 回 答数

救命救急セ ン タ ー
計

そ の f也 救命救急セ ン タ ー 大学病院 その他

震災 汀 77 34 189 1 。 36 260 

2 f:1 臼 53 6 120 I 87 215 

3 日 目 39 5 49 。 。 77 131  

I 4 日 目 42 10 36 1 1 64 I 1 12 

5 [1 1] 36 26 27 。 i 2 47 102 

6 日 13 15 3 1 0  1 。 9 23 

7 日 目 12 33 。 42 

計 301 90 464 5 362 

「神戸市消 防局 は 、 阪神 ・ 淡路大震災 ク ラ ス の大規模な 災害や事故 に備 え 、 救急車 を 運

行す る 市内 の民 間業者 3 社 と 患者搬送 の 協 定 を 結ぶ こ と を 決め た 。 非常時 に は、 こ れ ら 3

業者の救急車計 7 台が、 市消防局 の救急車27台 と 協力 し 、 けが人 を 運ぶ。 民 間救急業者 と

の協定締結 は 、 東京消 防庁 に つ い で、全国 2 例 目 で あ る J o (r神戸新開j 1996年 1 月 17 日 )

2 . 避難所での 医療活動

10市10町 に及 ぶ被災地 で は 、 倒壊や焼失で住む家 を 失 っ た 人た ち が避難所生活へ追い や

ら れた。 避難所は 、 学校、 体育館、 公民館等 に と ど ま ら ず病院、 寺院、 公園 な どの広域に

散在。 そ の 数は 地震 1 週間 目 の 1 月 23 日 を 最高 と し て 、 1 ， 153 ヵ 所、 31万6， 678人 に 達 し た 。

冬空の劣悪 な 環境下で の 国窮生活が始 ま っ た 。 6 日 目 に震災後初 め て雨が降 り 、 31 日 に は

雪が舞 う 寒波 に 見 舞 わ れ た 。 避難所 で の 医療 は 、 被災地 区 の 医師会員派遣 と と も に 、 県下

の被災地外匿師 会、 日 本医 師会、 近畿医師会連合会 を 中心 と し た全 国 の 医 師 会 の 力 強 い 支

援 に 支 え ら れた。

被災地域 の 医療機 関 は徐 々 に 立 ち 上が り 、 地域医療の機能 を 回復す る に伴 っ て 地元 医 師

会が順次引 き 継 ぎ、 震災100 i=J を め ど に 避難所、 救護所での診察 を 廃止す る 方 向 に 向 か っ

た 。

[避難所への盟師等監揮従事者派遣数}

震災発生か ら 7 日 の 問 、 被災地 内 の 多 く の 医療従事者 も 避難所での医療に献身的活動 を

続 け た 。 震 災 九 百 、 野営で診療 を 行 っ た 病 院 は 5 、 診療所 は 280 避難所へ の 医 師派遣 は 7

日 間 で病 院903人、 診療所2 ， 450入、 看護婦 は病院2， 135人、 診療所 1 ， 984人等 で あ る (表25)

(表26) ( 図13) ( 図14.) 。
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(表25) 避難所への派遣数 (病院)

医 自市 歯科医師 看 護 婦 薬 剤 師 そ の 他

震 災 日 71 3 180 17 139 

2 日 ロ 87 4 238 1 9  140 

1 3 日 包 120 4 317 22 159 

4 日 日 143 4 347 23 170 

5 日 目 152 4 370 24 190 

6 日 目 137 5 329 23 99 

7 日 目 1自3 5 354 29 122 

計 903 29 2， 135 157 

(注) 第 6 H 日 に避難所派遣数が減少するのは、 第 6 日 目 が 日曜 日で
ある ためである。

410 
488 

622 

687 
740 

593 
703 

( ij震災 と 医療』 よ り )

(表26) 避難所への派遣数 (診療所)
一一一丁i実 自市 歯科医師 看 護 婦 薬 剤 師 そ の 他

震 災 H 281 5 172 1 4  267 

2 日 日 293 5 221 18 313 

3 日 日 347 9 271 17 396 

4 R 日 383 10 328 ! 2:) 444 

5 日 目 385 10 328 20 456 

6 日 日 351 11 295 13 369 

7 [Hî 410 8 369 20 520 

百十 2， 450 58 1 ， 984 125 2， 765 
u主) 第 6 日 目 に避難所派遣数が減少する のは、 第 6 H Iヨが H 曜 日 で

ある ためである 。

計

739 

850 
1 ， 040 
1， 188 
1， 199 

1 ， 039 
1， 327 
7 ， 382 

( r震災 と 医療J よ り )

(凶13) 避難所への派遣数 (病院)

人
400 

200 

O 
震災自 2 臼 自 3 日 目 4 日 目 5 日 目 6 8 目 ア 自 由

一一世一一 歯科医師 |
一一企一一 薬剤師
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(図14) 避難所への派遣数 (診療所)

人
600 

500 

400 

300 

200 

1 00 

O 

一--0一一 復節 一一脅一一 歯科医師

一一ο一一 看護婦 一一合一一 薬剤師

一---.ーー その他

震災日 E 目 白 3 日 鼠 4 日 呂 5 臼 自 6 日 包 7 8 自

{救護所、 避難所救護セ ン タ ー 設置状況}

震災 に よ る 一般診療所の被害が予想外に大 き く 、 市 町 に 設置 さ れた 「救護所」 での診察

と 避難所巡回診察 の み で は不十分 と の判 断で、 1 月 22 日 か ら 「救護セ ン タ -J が順次設置

さ れた 。 23 日 に は 「厚生省現地対策本部J を 設置、 以後、 救護班の派遣事務 は 同本部が行

う こ と に な っ た。 救護所、 救援セ ン タ ー は 2 月 上旬 に ピ ー ク に達 し 計222 ヵ 所 に 及 ん だ。

医療 内 容 は 、 初期 の外傷か ら 慢性疾患へ と 漸次移行す る と と も に 医療件数は減少 し て い

っ た。 同 時 に 地域医療機関の復活等、 医療環境の変化に応 じ て 、 かか り つ け の 医療機関 に

引 き 継がれ、 3 月 末 を も っ て 、 神戸市 に 常設救護所 を 2 ヵ 所残 し、 すべて終息 し た (表27)

(表28) 0 

(表27) 避難所救護セ ン タ ー

地域 施設の名称

神戸市東灘区 野守子公閑

十中}J 干n灘区 i兵回全王国

神戸市中央|哀 兵庫県福祉セ ン タ

神戸市兵庫医 久遠寺

神戸市長田区 県立文化体育館東側
西宮市 安井小学校
芦尾市 芦屋公関

宝塚市 宝塚第 …汁、学校
光明小学校
限公民館
宝塚市立東公民館
宝塚市立総合福祉セ ン タ ー
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(表28) 救護所 (常設)

地域 設置数 地域 設置数

神戸市 135 同下f f↑f 4 

(東灘区) 33 芦屋市 3 

! (灘区) 20 宝塚市 I 

( 1 11央i疋) 26 i干名誌はじ炎11fT 3 

(兵f市反) 13 4官同I

(長田区) 31 計 147 

(須磨i幻 12 
2 月 2 日 � 2 J H 日 設i?t ピー ク 時数

( í震災と 医療J よ り )



(表27) 避難所救護セ ン タ ー (つづ き )

地域
北淡町

施設の名称

北淡束中小校
育波小学校

計14 ヵ 所
1 月 29 [1 � 2 月 1 [1 設置ピー ク 時箇所

(r震災と 医療J よ り )
[監擁救護班派遣状況]

震災当 日 よ り 匿師 1 名 、 看護婦 4 名 を 標準 と す る 救護班 を 構成 し 、 救 護 セ ン タ } 、 救護

所 に 常駐す る と と も に 、 避難所 を 巡回 し て 医療 に あ た っ た。 そ の 数は 2 月 上旬 に 1 日 当 た

り 346班 に 達 し た。

日 本医 師会 は全国都道府県 医 師会 に 呼びか け て救護班 を 編成 し 、 兵庫県 医師会の要請 に

こ た え て被災地の 医療活動 を 支援 し た。 撤退が完了 し た 4 月 末 ま で に 派遣 さ れた救護班は

延べ 1 万5， 387班 に 達 し 、 人 数 に 換算 し て 7 万 5 千人以上 の 医療従 事者の 応援が得 ら れ た

こ と と な っ た (表29) 0

(表29) 救護班数推移

i 市町名 救
1 /17 1 /19 1 /20 I 1 /26 

十申戸市 17l!1f 57斑 80班 206班

(126) 

(17)  (57) (80) (80) 

西宮市 43J!1 43班 65班

(13) ( 1 3) (15) 

(30) (30) (50) 

宝塚 市 1 Hl上 12班

(1) (4) 

(10) (8) 

芦原市 17班

(7) (9) 

(10) (8) 

淡 路 9J!f 9班 15班

(5) 

(4) (4) I (8) 

百十 17長t 109班 160斑 315到E

(18) (26) (161)  

(91)  ( 134) (154) 

主要 却時 数
2 / 2  2 / 6  2 /24 3 /14 

227斑 229f1t 205斑 90班

(162) (162) ( 1 65) (79) 

(65) (67) (40) ( 11 )  

63J31 59封f 39Jlj 22到E

(13) ( 13) (8) (6) 

(50) (46) (31)  ( 16) 

5JíII HJl oJíII Ofjt 

(5) (1) (0) (0) 

(0) (0) (0) (0) 

16斑 16斑 1H且 6f1t 

(11 )  ( 1 1 )  (6) (6) 

(5) (5) (5) (0) 

15班 i M 11 滋 6班

(4) 

(8) I (8) ! (6) (2) 

326fJI 酬 j m哨 叫
(198) (川 (1M l ω

(128) (126) I (82) I (29) 

4 / 1  4 / 24 

16J11 2fJl 

(16) (2) 

(0) (0) 

。淡 OJiJl 

(0) (0) 

(0) (0) 

。斑 ofJ] 

(0) (0) 

(0) (0) 

。班 。班

(0) (0) 

(0) (0) 

。斑 。班

(0) (0) 

(0) (0) 

16fJ] 2経

(16) (2)  

(0) (0) 

標準救護班構成 班あた り i支師 l 名、 看護婦等 4 cf， (  ) 上段 : 救護セ ン タ ー ・ 救護所
( ) 下段 : 巡回救護班

{避難所での イ ン フ ルエ ン ザ予防接種]

1 /17� 4 /24 

累計

1 1 ，  020班

(8， 228Jlfl 

(2， 792斑)

2， 728f!I 

(587fJf) 

(2， 141班)

169班

(82fJf) 

(87斑)

7， 020J五

(458fJf) 

(244到上)

764到i

(368fJt) 

(396別 )

15 ， 383封f

(9， 723班)

(5， 660fJf) 

被災者 は 厳 し い寒 さ の 中 、 避難所で集団生活 を 強い ら れた。 例年 1 、 2 月 は イ ン フ ル エ

ン ザの 流行期 で あ り 、 1994年末、 県 内 で A 香港型 ウ イ ル ス が検 出 さ れ、 全 国 的 に 大流行
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(表30) イ ン フ ルエ ンザ予防接種実施状況 の兆 し が あ り 心 配 さ れた。 集 団生活での流行 を 未

然 に 防 ぐ た め 、 主 と し て高齢者 を 対象 に l 国 の み

の予防接種が実施 さ れた。 地元医 師 会員 の協力 で

1 月 29 日 か ら 2 月 17 日 ま で、 72避 難 所 で2， 627人

が接種 を 受 け た 。 幸 い避難所 に お け る 大流行は見

ら れな か っ た (表30) 。

市区均一名 実施場所数 媛種者数

神戸市 25 1 ， 649 

東灘医 3 305 

灘 区 3 311 

中央区 。 231 

兵庫[ベ 4 241 

長関区 8 428 

須磨区 2 133 

尼崎市 7 115 

西宮市 16 314 

芦屋市 5 166 
宝塚市 12 255 

伊丹市 2 40 

川丙市 2 15 

明イîrtーj 2 3 

北淡町 3 70 
メ仁込1 舌ロ1ト 72 2 ， 627 

期間 1 月 29 FI � 2 月 17 H 、 医務課調主そ
( r震災 と 医療J よ り )

{避難所等 に お け る 巡回健康相談]

避難所生活の 支援の た め に 、 生活環境 の整備 と

と も に 、 特 に 高齢者 と 乳幼児の健康の 把握、 イ ン

フ ルエ ン ザ等の予防、 高血圧症、 糖尿病等、 治療

の確保が緊急の課題で あ っ た。

こ の た め 1 月 四 日 、 保健婦 に よ る 避難所への巡

回 健康相談の実施 を 決定、 う がい 薬 、 マ ス ク 、 体

温計、 カ ゼ薬 を 配布 す る と と も に 自 覚症状の あ る

人 に は、 早期 に 救護班、 救護セ ン タ ー へ受診す る

よ う 指導 し た 。 県 内保健所か ら 保健婦 を 派遣 し 、

大阪府、 向 山県か ら 応援 を 得て 20 日 か ら 県内 7 保

健所で}II貢次開始 し た。

2 月 に 入 り 余震 も 減少 し、 被災者 も 落 ち 着 き を

取 り 戻 し た が半面、 肉 親 の死や避難所で の 人 間 関係 な ど疲労が噴 き 出 し 、 心 の 問 題が表面

化 し た 。 そ の た め 保緯婦 に 「 こ こ ろ の ケ ア J に 関す る 指導 を 行い 、 9 日 よ り 巡 回 健康相談

で不安、 不 眠 な ど心の ケ ア の状況把握 を 行 っ た 。

2 月 4 好 か ら は 芦屋保健所で 一般家庭への健康相談 を 開始、 西宮、 伊丹、 明石保健所で

は結核患者、 難病患者、 精神障害者等の住民 を 対象 に 家庭訪問、 救護セ ン タ ー 、 救護班や、

かか り つ け 医 師 と の 連携の も と に福祉サ ー ビ ス に 努 め た 。

避難所で は震災後 1 ヵ 月 ごろ か ら 仮設住宅の入居が始 ま り 、 避難者が減少 し て き たが、

区画整理の 説 明 会 な ど外出 が増 え 、 心 身 と も に 疲労が蓄積 さ れて き た。 ま た希望す る 仮設

住宅 に 当 選 し た 人、 し な か っ た 人の精神 的 な 差異 も 大 き く 、 当 選者 も 新 し い環境への不安

や孤独感 な ど さ ま ざ ま な葛藤が生 じ た 。 さ ら に生活意欲減退の入、 ア ル コ ー ル 依存の人、

運動不足の 人が 目 立つ よ う に な っ た 。 対応 と し て有病者や障害者への個別援助 の 強化 に 加

え 、 健康体操 の 集団 指導や住民の 話 を 傾聴す る よ う に心がけた り 、 要援護者 は本人や家族

の 意 向 を 尊重 し 、 施設入所等の処遇決定 に 務 め た 。

巡回健康相談は避難所が閉鎖 さ れ る ま で、 ほ ほ継続 さ れ、 西宮市 を 最後 に 8 月 で終了 し

。た
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3 . 仮設住宅への 医療活動

神戸 ・ 阪神 間 の ト ッ プ を 切 っ て 2 月 6 日 、 宝塚市 と 伊丹市で仮設校宅の入居が始 ま っ た。

被災者 は避難所か ら 仮設住宅へ と 移 っ て い っ た 。 被災地域の公園や グ ラ ウ ン ド な ど に 造 ら

れ た 仮設住宅。 住み慣れた土地 を 離れ、 耐久生活 を 余儀 な く さ れ た被災者への 医療の提供

は、 医 師会 と し て の大 き な課題 と な っ た 。

{復設診療所の配置}

仮設住宅の 設置僧所 は669、 戸数は48， 300で あ っ た 。 仮設住宅の被災者 に 対 す る 匿療は、

居l辺 に 医療機関があ る こ と が前提に な る が、 兵庫県医師会は会員 の協力 で 9 カ 所 に仮設診

療所 を 設 け 、 仮設住宅地域の住民 に 医療 を 提供 し た。

ま た地 区医 師 会 は 、 健康診断や健康相談に協力 、 適切 な 医療機関 を 紹 介す る な ど体制 を

と っ て い る 。

[仮設住宅への訪問指導 ・ 健康相談}

一方、 保健活動 は 2 月 20 日 か ら 保健婦に よ る 仮設住宅への家庭訪問 を 実施、 13保健所館

内 11市12町へ と 広 げて い っ た 。

仮設住宅の保健活動 は 、 全 く 異 な る 環境下の入居者 に 対 し て、 で き る だ け早期 に 全戸別

訪 問 を 行 っ た が、 実 際 に 面接 で き た の は 、 9 月 末で全体の約 6 割 だ っ た 。

{被災世帯健康調査}

1 995年 6 9 月 に県13保健所 (西宮、 芦展、 伊丹、 宝塚、 J I I 西、 三 回、 明石、 加古川 、

三 木、 高砂、 洲本、 津名、 三原) に お い て 、 仮設住宅居住者4， 446人、 自 宅問住の被災者

482 人 に 面装調査 を 実施 し た 。

仮設住宅の 中 に設け ら れた仮設診療所

第五:章@保健 ・ 医療 367 



- 健康状態が 「 あ ま り よ く な いJ I よ く な いJ が25. 2%で、 1992年 の 国民生活基礎調査

11 .  9% に比べ高率 だ、 っ た。

「夜 よ く 眠れ な いJ I普段 よ り 疲れやすいJ I気分がす ぐ れずす っ き り し な い J I気分

が沈みがち で 、 ゅ う う つj と い っ た精神 的 ス ト レ ス に起 国す る も の と 思 わ れ る も の は 、 50

歳代が ピ ー ク と な っ て い る O

- 仮設住宅入居者の治療が必要 な 疾病 は 、 高血圧症が16. 9% と 最 も 多 く 、 整形外科疾患

16. 2%、 心臓病7. 6% と 続い た 。 高血圧症、 整形外科疾患、 心臓病 は 、 年齢 と と も に 高 い

値 と な っ て い る O

現在困 っ て い る こ と は、 高齢者ほ ど 「買 い物等 呂 常生活が不便J I医療が確保 し に く いj

や 「孤独j で あ る と 答え て い る o I今後 の 見通 し が立 た な いJ I経済的 に 困 っ て い る 」 は50

歳代が ピ ー ク で、 「 プ ラ イ バ シ ー が保て な いJ I家族 ・ 近隣 と の 関係が悪い」 は 30歳代が ピ

ー ク と な っ て い る 。

「神戸市衛生局 は 、 平成 7 年 3 月 か ら 神戸 市内 の仮設住宅の入居者 を 対象 と し た健康調

査 を 行 っ て き た が、 こ れ ま で に市 内 の仮設住 宅 の 7 割 に あ た る 2 万904戸 に つ い て面接調

査 を 終 え た 。 調査対象の23%が65歳以上の高齢者世帯で、 独居世帯 も 全体の46% を 占 め た 。

同 局 は調査結果 を平成 8 年 3 月 12 日 、 市会予算特別委員会でデー タ を 公表 し た。

そ れ に よ る と 仮設入居者の約 1 割 に あ た る 3， 257人が、 成 人病 な どの た め に 継続的 な 健

康診断 を 受 け な け れ ば な ら な い 「要指導者J で あ る こ と が分かつ た 。

病気の内訳は、 高血圧や糖尿病、 心臓病 な どの成人病が約 4 部で肝臓病 な ど他疾患 も 約

2 説。 心神 障害、 精神疾患 も あ わせて 2 割 を 超 え た 。 寝た き り ま た は寝 た ま ま の恐れの あ

る 人 も 289人で、 結核106入、 難病52人 と な っ て い る J o (W神戸新聞j 1996年 3 月 13 日 )
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l不信設災者のご乙 ろの健康
1 . こ こ ろ の ケ ア

{被災者の こ こ ろ のケ ア事業]

震 災 に よ る 精神的 シ ョ ッ ク や長期の避難所生活に よ る ス ト レ ス 、 今後の 生活 の め どが立

た な い不安な どか ら く る 不眠、 イ ラ イ ラ 、 頭痛、 め ま い な どの精神的、 身 体的変調 を 発症

す る PTSD (心的外傷後ス ト レ ス 症候群) への対応 は重要な 開題であ っ た。

こ の た め 、 兵庫県 で は f こ こ ろ の ケ ア 支援連絡会議j に お い て検討 を 始め る と と も に 、

有識者の 意 見 を 得 て 、 ①被災 者 の PTSD に 関 す る 情報提供、 ②後援 会 の 実施、 ③ フ リ ー

ダ イ ヤ ル に よ る 電話相談の実施、 ④専 門家の養成研修等か ら な る 事業体系 を ま と め 、 こ れ

ら を も と に し た様;々 な 施策 を 行 っ た 。

被災者の 災害の後の気持 ち の変化や 身体の変調 と そ れへの対処の方法 を 説 明 し たパ ン フ

レ ッ ト 「災害の後、 こ れだ け は 知 っ て お き た い こ こ ろ と か ら だの Q&AJ を 北海道 よ り 寄

贈 を う け、 こ れ を 兵庫県版に 内容改訂 し た も の を 10万部印刷 し 、 主 に被災世帯 を 対象 に 配

布 し た。 精神保健福祉セ ン タ ー が、 被災者が関心 を 持つ心理状態、 行動パ タ ー ン 等 に 関す

る 事項 に つ い て ニ ュ ー ス レ タ ー 「 こ こ ろ の ケ ア 通信」 を 作成 し 、 避難所、 保健所等 に掲示、

配布 し 、 「震災ニ ュ ー ス j に も 10 回 に わ た っ て こ こ ろ の ケ ア に 関 す る 記事 を掲載 し た。

ま た 、 保健所が中心 と な っ て 講演会や相談 を 行 っ た り 、 精神保健棺祉セ ン タ ー や県震災

復興総合相談セ ン タ ー に お い て電話等 に よ る 相談 を 行 っ た (表31 ) (表32 ) 0

(表31) 保健所のこ こ ろのケア事業 (1996年 l 月 31 日 現在)

区 分 実 績

講演会 ・ 康談会 実 施 回 数 138同
(被災者対象) 参 加 人 数 6， 695r牛

教 育 ・ 研 修 実 施 回 数 81凶
(関係者対象) 参 加 人 数 3， 214f牛

精 神 保 健 棺 談 精神保健相談 22， 778人

訪 問 指 導 5 ， 405人
( r阪神 ・ 淡路大震災 兵庫県の A年の記録J よ り )

(表32) 相談電話等の相談状況 (1 996年 1 月 31 日攻守生)

精神保健福祉セ ン タ … ( こ こ ろ の健康相談電話) ( 2 /14-) 
県震災復興総合相談セ ン タ ー ( こ こ ろ の相談) ( 3 1 1 -) 

( r阪神 ・ 淡路大震災一兵庫県の一年の記録j よ り )
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リ フ レ ッ シ ュ体操を 楽 し む高鈴者 た ち

[ こ こ ろ のケ ア セ ン タ ー の活動}

県立精神保健福祉 セ ン タ ー 及 び保健所 を 拠点 と し た活動 を推進 し て い く な か で 、 被災者

に対す る PTSD の 予 防 に 関す る 長期 的 な 対応 の必要性が認識 さ れ、 こ れ ら に 対 処す る と

と も に 、 被災精神障害者の地域での活動 を 支援す る た め 、 地域に 根 ざ し た精神保健活動の

拠点 と な る 「 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー」 が設置 さ れ る こ と と な っ た。

運営 は精神保健協会が行 う こ と と し 、 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー事業の 中心 と な る セ ン タ ー

を 1 995年 6 月 1 日 に 県荒田庁舎内 に 設置 す る と と も に、 各地域の こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー を

お お む ね被災地の保健所単位 (12 ヵ 所) に 設置 を 進 め た 。 ま た、 仮設住宅の 設置状況 を 考

慮 し 、 地域 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー の増設 も 行 っ た。

こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー 及 び地域 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー に は 、 約80人の精神科医、 精神科

ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー 、 心理職等の専門職員 を 配置 し て 業務 を 行 っ て い る O

こ の事業は99年 度 ま で継続す る こ と と し て い る O

(表33) 事業内容

こ こ ろのケアセ ン タ ー 土議士或こ こ ろのケアセ ン タ ー

①関係職員の教育研修 ①講演会、 座談会等の開催
②啓発用資材の作成 ②パ ン フ等の配布
③PTSD 等に関する調資研究 ③こ こ ろのケア相談
④地域こ こ ろのケアセ ン タ ーの 任仮設住宅等への巡回訪問指導
運営企画及び技術指導 ⑤紛らいの場の遥営

⑤ボラ ン テ イ アの確保 ⑤被災者向士の自助グループの育成
⑥地域こ こ ろのケアセ ン タ ー設置以外の被 ⑦グル…プホーム 、 小規模作業所の

災地保健所のこ こ ろのケア活動の支援等 運営等
(W阪神 ・ 淡路大渓災 兵庫県の l 年の記録j よ り )

(表34) 相談事業の実績 (1995年 6 月 �96年 l 月 )

( r阪神 ・ 淡路大震災一兵庫県の 1 年の記録』 よ り )
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2 . こ ど も の 心理的影響
阪神 ・ 淡路大震災は多 く の子 ど も の心 に も 深い 傷 を 残 し た 。

兵庫県下公立学校 ・ 園 の 園児 ・ 児童 ・ 生徒で大震 災 に よ り 父母や 肉 親 を 失 っ た者は、 両

親38人、 片 親245人、 他の家族607 人 に も の ぼっ た 。 そ の う え 、 家屋の被害 に よ り 震災直後

に は数多 く の 子 ど も た ち が避難所生活 を 余儀 な く さ れ、 約 3 万人 の 児童 ・ 生徒が県外に 避

難 し た。

こ の よ う な被災に よ る 大 き な環境の変化は、 子供た ち の心 に どの よ う な 影響 を 与 え た で

あ ろ う か。 以 下、 震災後 1 年 時 の 間 に 子供 た ち を 対 象 に 行 わ れた調査に つ い て の結 果 を 述

べ る こ と と す る 。

[兵庫県下児童相談所調査 被災地児童編 ( 1 995年 6 月 "" 7 月 ) ] 

特 に被害が集 中 し て い る と 思 わ れ る 市町 (尼崎市、 明石市、 西宮市、 芦屋市、 伊丹市、

宝塚市、 津名 町、 一宮町、 北淡町の 6 市 3 町) を 対象 と し 、 そ の地域 に あ る 保育所 (113

カ 所) 、 幼稚園 ( 2 ヵ 所) 、 小学校 (24 ヵ 所) 、 中 学校 ( 7 ヵ 所) 、 児童ホ ー ム (46 ヵ 所) に

在籍 し て い る 児童の保護者 を 対象 に調査 し 、 12 ， 465名 か ら の 回答 を 得 た 。

被災者の 「心の ケ アj が課題で あ る が、 こ の調査で は、 震災 6 ヵ 月 後 に 初 め て心の変化

を 示 し た 子供 も 少な く な い こ と がわ か っ た 。

震災直後 に 「 こ こ ろ の 健康度要注意児童 (以下 「ハ イ リ ス ク 児意J と い う ) J は全体の

1 1 . 6% で、 6 ヵ 月 後 に は5. 9% ま で減少 し て い る O 震 災 に よ る 影響 は 、 女 子 の 方が症 状 を

出 しや す い と い う 結果 と な っ て い る (表35) 。

(表35) 性別と こ こ ろの健康の関係 直 後 の み 症状 を 出 し た 児 童 は 全体 の

区分

男 子
女子

計

分析対象 直後ハ イ リ ス ク
6， 348 658 (10， 4) 

6， 095 787 (12， 9) 
12 ， 443 1 ， 445 ( 1 1 . 6) 

単位 : 人 ( ) 内 は% 58. 3% で、 宣後か ら 6 ヵ 月 後 ま で症状が
6 ヵ 月 後ハ イ リ ス ク

358 (5， 6) 
377 (6， 2) 

735 (5， 9) 

持続 し て い る 克童 は全体の23. 7%、 6 ヵ

月 後 に 症状が現れた児童は全体の18. 0%

と な っ て い る O 直後、 多 数の症状 を 呈 し

たハ イ リ ス ク 児童 も 半数が一時 的 な 反応
(W被災児童こ こ ろの健康調査結果報告秀j よ り ) で こ こ ろ の健康 を 間復す る と い え る が、

そ の一方で数 ヵ 月 経 っ て か ら 症状 を 出す児童 も 多 く 、 長期 的 な 日 で こ こ ろ の ケ ア が必要で

あ る と 言 え る (表36) 。

(表36) 時間経過と こ こ ろの健康の関係
単位 人 ( ) 内 は%

区 分 ハ イ リ ス ク 児童 直後のみ症状 直後か ら 6 ヵ 月 後 まで 6 ヵ 月 後
を出 した児童 症状が持続している児童註 症状が現れた児tt

男 子 825 (100. 0) 467 (56. 6) 191 (23. 2) 167 (20. 2) 

女 子 937 (100. 0) 560 (59. 8) 227 (24. 2) 150 (16. 0) 

言十 1 ， 762 (100. 0) 1， 027 (58. 3) 418 (23. 7) 317 (18. 0) 
げ被災児童こ こ ろの健康調釜結果報告番j よ り )
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年齢別 に ハ イ リ ス ク 児童の 出現率 を み る と 、 震 災直後、 6 ヵ 月 後 と も に 0 � 5 歳児が最

も 高 く な っ て お り 、 幼児への影響が大 き く な っ て い る O こ れは、 幼克 は恐怖 や 不 安 を 解消

す る た め の手 だ て が容易 に持て な か っ た り 、 先の見通 し を持つ力が弱 い こ と や 親の不安 を

そ の ま ま 受け て し ま う こ と が影響 し て い る と 思 わ れ る O

11歳以上の子供 に つ い て は、 出現率 は低いが、 6 ヵ 月 後 も 症状 を 有 し て い る 割合が高 く

な っ て い る O こ れは 、 不安や恐怖 を 内在化 さ せや す い 思春期 の性格的特徴 と 関係 し て い る

と 思 わ れ る (表37) 。

被災地 と こ こ ろ の 関係 で は 、 淡路地域、 明石地域 に 比べ、 阪神地域の方がハ イ リ ス ク 児

童 の 出現率が高 く な っ て い る O こ れは、 淡路地域が普段か ら 人間 関係 のつ な が り が濃 く 、

孤立す る こ と も 少な く 、 精神 的 な安定が得 ら れや す か っ た こ と が要 国 の ひ と つ と な っ て い

る と 思 わ れ る (表38) 0

被害の 大 き さ と こ こ ろ の健康 に 及 ぼす影響 に つ い て は、 人的 ・ 物的 と も に そ の影響が大

き い ほ ど強い影響 を 及 ぼ し て い る (表39) (表40) 0

避難所生活の影響 は、 避難生活が 1 ヵ 月 を 越 え る と ハ イ リ ス ク 児童の 出 現率が上昇 し て

お り 、 長期の避難生活が こ こ ろ の 健康 に与 え る 影響が大 き い こ と が う かがえ る (表41) 0

震災後の生活場所 と ハ イ リ ス ク 児童 の 出現率 と の 関係 で は 、 自 宅以外で生活 し て い る 児

童 の 出現率が高 く な っ て お り 、 自 宅で生活 し て い る こ と が気持 ち の安定につ な がる こ と が

う かがえ る (表42) 0

[兵庫県下児童相談所調査 疎開児叢編 ( 1 次髄査 1 995年 2 月 ...... 3 月 、 2 次調 査 1 995

年 6 月 ...... 7 月 ) 1 

震 災 に よ っ て神戸市 を 除 く 兵庫県 内 に 疎 開 し た 児童の う ち 、 保育所、 幼稚 園 、 小学校、

中 学校 に在籍 し て い る 児童 を 対象 に 実施 し、 分析対象 は 1 次調査3， 100名、 2 次調査818名

と な っ て い る O

性 別 と こ こ ろ の 健康 の 関 係 で は、 ハ イ リ ス ク 児 童 の 出 現 率 は、 1 次調 査 で は 男 子 が

10. 1%、 女子が7. 0%で、 震 災 6 ヵ 丹 後の 2 次調査で は、 男子で12 . 9%、 女子で8. 9% と な

っ て い る o 1 次調査 と 2 次調査の比較で は、 2 次調査の方がハ イ リ ス ク 見童 の 出現率が高

く な っ て い る O こ れは、 謀関生活が長引 く こ と が子供の ス ト レ ス を 高 め る こ と を 示 し て い

る と 言 え よ う (表43) 0

誰 と 一緒に疎開 し た か と い う こ と と ハ イ リ ス ク 児童の 出現率 は 、 両親 と 一緒に疎開 し た

場合 と 、 片 親 だ け と 疎開 し た場合で は 、 片 親 だ け と 疎開 し た児童の方が出現率が高 く な っ

て い る (表44) 0

家族に 人的被害があ っ た場合、 ハ イ リ ス ク 児童 の 出現率が高 く な っ て お り 、 被災地 を 離

れて生活 し て い て も な お 、 恐怖体験、 喪失体験が こ こ ろ の健康度 に 強い 影響 を 与 え て い る

こ と が う かがわ れ る (表45) 0
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(表37) 年齢と こ こ ろ の健康の関係
単位 . 人 ( ) 内 は%

性別 ・ 学年 分析対象 直後ハイ リ ス ク 6 ヵ 月後ハイ リ ス ク

男 子 2， 287 362 (15. 8) 197 (8. 6) 
。 � 5 歳 女子 2， 164 401 (18. 5) 205 (9. 5) 

計 4， 451 763 (17. 1 ) 402 (9. 0) 

男子 606 71 01 .  7) 30 (5. 0) 
6 歳 女 子 523 76 04. 5) 20 (3. 8) 

計 1， 129 147 (13. 0) 50 (4. 4) 

男 子 520 45 (8. 7 ) 29 (5 . 6) 
7 歳 女子 479 5802. 1) 22 (4. 6) 

言十 999 103 00. 3) 51 (5. 1 ) 

男子 450 40 (8. 9) 18 (4. 0) 
8 歳 女子 446 44 (9. 9) 21 (4. 7) 

計 896 84 (9. 4) 39 (4. 4) 

男 子 377 29 (7. 7) 10 (2. 7) 
9 歳 女子 381 46 (12. 1) 1 6 (4. 2) 

計 758 75 (9. 9) 26 (3. 4) 

男 子 382 33 (8. 6) 17 (4. 5) 
10歳 女子 359 39 00. 9) 18 (5. 0) 

言十 741 72 (9. 7) 35 (4. 7) 

男 子 388 21 (5. 4) 10 (2. 6) 
11歳 女 子 381 25 (6. 6) 8 (2. 1) 

言十 769 46 (6. 0) 18 (2. 3) 

男 子 426 17 (4. 0) 13 (3. 1) 
12歳 女子 425 30 (7. 1) 21 (4. 9) 

計 851 47 (5. 5) 34 (4. 0) 

男 f 424 25 (5. 9) 22 (5. 2) 
13歳 女子 431 34 (7. 9) 20 (4. 6) 

言十 855 59 (6. 9) 42 (4. 9) 

男 子 480 13 (2. 7 ) 12 (2 . 5) 
14�15歳 女子 496 31 (6. 3) 25 (5. 0) 

計 976 44 (4. 5) 37 (3. 8) 
( r被災児童こ こ ろの健康調査結果報告書j よ り )
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(表38) 被災地 と こ こ ろ の健康の関係
単位 : 人 ( ) 内は%

主出 士或 分析対象 直後ハ イ リ ス ク 6 ヵ 月 後ハイ リ ス ク

男 子 2， 370 355 (15. 0) 213 (9. 0) 
阪神地域 女子 2， 253 416 (18. 5) 219 (9. 7) 

百十 4， 623 771 (16. 7) 432 (9. 3) 

男 子 1 ，  483 126 (8. 5) 56 (3. 8) 
明石市 女子 1 ， 431 147 (10. 3) 55 (3. 8) 

2， 914 273 (9. 4) 111 (3. 8) 

男 子 2， 495 177 (7. 1 ) 89 (3. 6 ) 
淡路地域 女 子 2， 411 224 (9. 3) 103 (4. 3) 

言j' 4， 906 401 (8. 2) 192 (3. 9 ) 
c r被災児童こ こ ろの健淡調査結果報告書j よ り )

(表39) 物的被害 と こ こ ろ の健康の関係

物的被害

� 子

家屋全壊 女 f

男 子

家屋半壊 女子

計

男 子
家屋
一部損壊 女子

計

男子

家具散乱 女子

計

男 子

被害な し 女 子
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分析対象
単位 - 人 ( ) 内は%

( 直後ハイ リ ス ク 6 ヵ 月 後ハ イ リ ス ク

572 92 (16. 1) 43 (7. 5) 
537 97 (18. 1 ) 61 (11. 4) 

1， 109 189 (17. 0) 104 (9. 4) 

1， 214 171 (14. 1) 91 (7. 5) 

187 (15. 1 ) 87 (7 . 0) 

2， 451 358 (] 4. 6) 178 (7. 3) 

2， 470 217 (8. 8) 115 (1. 7) 

2， 317 2870 2. 4) 1 28 (5. 5) 

4， 787 504 (10. 5) 243 (5. 1 )  

1 ，  602 156 (9. 7) 。3 (5. 8)

1 ， 537 川2. 4) I 87 (5. 7) 

3， 139 346 (11 . 0) 180 (5. 7) 

461 21 (4. 6) 16 (3. 5) 

444 23 (5. 2) 12 (2. 7) 

905 44 (4. 9) 28 (3. 1 )  
(í被災児童 こ こ ろの健康誠査結果報告書j よ り )



(表40) 人的被害 と こ こ ろ の健康の関係
単位 人 ( ) 内は%

人的被害 分析対象 直後ハイ リ ス ク 6 ヵ 月 後ハ イ リ ス ク

男子 417 81 (19. 4) 42 (10. 1 ) 

あ り 女子 377 82 (21. 8) :38 (10. 1 ) 

794 163 (20. 5) 80 (10. 1 ) 

男子 5 ， 770 558 (9. 7 ) 3 1 1 ( 5 . 4) 

な し i;:子 5， 528 681 (12. 3) 322 (5. 8) 

詰十 11 ， 298 1， 239 (11 . 0) 633 (5. 6) 

男 子 200 32 (16. 0) 15 (7. 5) 
けがを 女子 188 31 (16. 5) 13 (6. 9) 
した

針。 388 63 (16. 2) 28 (7. 2) 

男 子 35 7 (20. 0) 2 (5 . 7) 
亡 く 女 :r 26 6 (23. 1 )  4 (15. 4) 
な っ た

計 61 13 (21. 3) 6 (9. 8) 
( r被災児童こ こ ろの健康調査結果報官書』 よ り )

(表41) 避難民 数 と こ こ ろ の健康の関係
単紋 人 ( ) 内は%

避難 日 数 分析対象 直後ハ イ リ ス ク 6 ヵ 月後ハイ リ ス ク

男 子 278 59 (21. 2) 26 (9. 4) 

l 週間未満 女子 339 72 (21 . 2 ) 39 (11 . 5) 

言1- 617 131 (21. 2) 65 (10. 5) 

男 子 145 22 (15. 2) 16 (11 . 0) 
1 ;昼間以上
2 週間未満 女 子 172 30 (17. 4) 17 (9. 9) 

言十 317 52 (]6. 4) 33 (]O. 4) 

男 子 107 16 (15. 0) 7 (6. 5) 
2 遜間以上;
3 週間未満 女 子 94 13 (13. 8) 7 (7. 4) 

言「 201 29 (14. 4) 14 (7. 0) 

男 子 14 。 (0. 0) 。 (0. 0)

1 ヵ 月 米満 女 子 14 2 (14. 3) 1 (7. 1 ) 

28 2 (7. ] ) 1 (3. 6) 

男 子 56 11 C19 . 6 ) 7 C12 . 5) 

2 ヵ 月 未満 女 子 71 21 (29. 6) 11 (15. 5) 

127 32 (25. 2 ) 1 8 (]4. 2) 
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(表41) 避難 日 数 と こ こ ろの健康の関係 (つづ き )
単位 : 人 ( ) 内は%

避難日 数 分析対象 直後ハイ リ ス ク 6 ヵ 月 後ハ イ リ ス ク

男 子 39 8 (20. 5) 1 (2. 6) 
3 ヵ 月 未満 女子 35 8 (22. 9) 5 (14. 3) 

言十 74 16 (21 . 6) 6 (8. 1 ) 

男子 1 7 5 (29. 4) 5 (29. 4) 
3 ヵ 月 以上 女子 20 6 (30. 0) 5 (25. 0) 

言「 37 11 (29. 7) 10 (27. 0) 
([被災児童こ こ ろの健康調査結来報告書』 よ り )

(表42) 住居と こ こ ろ の健康の関係
単位 : 人 ( ) 内は%

区 分 分析対象 夜後ハイ リ ス ク 6 ヵ 月後ハイ リ ス ク

男 子 3， 645 269 (7. 4) 123 (3. 4) 
肉 'Bよー， 女子 3， 547 326 (9. 2) 1 32 (3. 7) 

言十 7， 192 595 (8. 3) 255 (3. 5) 

男子 236 31 (13. 1 ) 18 (7. 6) 
自宅以外 女子 220 37 (16. 8) 25 (11. 4) 

百十 456 68 (14. 9) 43 (9. 4) 
( r被災児主主こ こ ろの健康調査結果報告書j よ り )

(衣43) 性別 と こ こ ろ の健康の隠係
単位 : 人 ( ) 内は%

第 1 次調査 第 2 次司書斎
区 分

分析対象 ハ イ リ ス ク児童 分析対象 ハイ リ ス ク 児童

男 子 1 ，  568 159 (10. 1 ) 434 56 ( J 2. 9) 

女 子 1 ， 532 108 (7. 0) 384 34 (8. 9) 

言十 3， 100 267 (8. 6) 818 90 (11. 0) 
( r被災児童こ こ ろの健康調査結果報告書j よ り )
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(表44) 一緒に疎開 し た人 と こ こ ろの健康の関係
単位 : 人 ( ) 内は%

第 1 次調査 第 2 次調斎
一緒に疎開 した人

分析対象 ハ イ リ ス ク 児家 分析対象 ハイ リ ス ク児塗

男 子 560 64 (11 . 4) 298 38 (12. 8) 
両親 と

友子 40 (7. 4) 17 (7. 1) 一緒に疎開 540 241 

計 1， 100 104 (9. 5) 539 55 (10. 2) 
男 子 501 159 (31， 7) 92 14 (15. 2) 

父か母 と
女子 108 (21. 7) 12 (12. 1) 一緒に疎開 498 99 

五f 999 267 (26. 7) 19l 26 (13. 6) 
男 子 116 1 1 (9 . 5 ) 5 1 (20. 0) 

本人のみで
女子 l O (9. 3) 0 (0. 0) 疎開 108 7 

224 2l (9. 4) 12 1 (8. :)) 
男 子 246 28 (11 . 4) 9 1 (11 . 1) 

兄弟のみで
女子 1 8 (8. 0) 2 (14. 3) 疎開 224 14 

470 46 (9. 8) 23 3 (13. 0) 
( r被災児童こ こ ろの健康調査結果報告書j よ り )

(表45) 人的被害 と こ こ ろ の健康の関係
単位 : 人 ( ) 内は%

第 1 次調査 第 2 次調査
区 5、J 

分析対象 ハイ リ ス ク 児主主 分析対象 ハ イ リ ス ク児童
人的被害あ り 185 24 (13. 0) 55 10 (18. 2) 
人的被害な し 2， 915 266 (9. 1) 817 90 (11 . 0) 

( r被災児童こ こ ろの健康調査結果報告書、J よ り )

(参考文献〉
『阪神 ・ 淡路大震災 兵庫県の 1 年の記録j 兵庫県知事公室消防防災課 1996年 6 月
f被災児家こ こ ろの健康調査結果報告書j 兵庫県児設相談所 1996年 3 月
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| 第四節 災害医療の強化に 向けて
1 . 県下41公立病院が災害医療協定

1996年 1 月 16 日 、 兵庫県 内 の41公立病院が 「災害医療協定」 を 締結 し た。 神 戸新 聞 の報

じ る と こ ろ に よ る と 、 「兵庫 県内41 の 自 治体病院でつ く る 「県 内 自 治体病院 開設 者協議会J

(会長 : 笹 山幸俊神戸市長) は 16 日 、 都道府県 レ ベ ル で は 初 の 「災害応援協定j を 締結 し

た 。 大規模災害時 に は、 被災病院か ら の応援要請がな く て も 、 被災地 に 隣接 す る 病 院が医

療救援チ ー ム を 派遣 し た り 、 患者 を 受け入れる こ と が特徴。 震災か ら の I 年 後 の 1996年 1

月 17 日 に発効 し た。

阪神 ・ 淡路大震災では、 神戸市立酉市民病院の本館が倒壊 し 、 同市立中 央市 民病 院 も ポ

ー ト ア イ ラ ン ドへの交通が寸断 さ れる な ど、 被災地の基幹病院が十分機能 し な か っ た。 し

か し、 災害救助法では、 被災病院の あ る 自 治体が県知事 を 通 じ て他の 自 治体 に応援要請す

る のが原則 で 、 震災では迅速 に対応で き な か っ た。

災害応援協定で は 、 災害発生時、 被災地 に 隣接す る 病 院が被災地や被災病院 の情報収集

を 行い 、 キ ー ス テ ー シ ョ ン の神戸市立 中 央 市民荊 院 ( 同病 院が被災 し た場合は西宮病院や

東播、 但馬地方の基幹病 院) に報告、 被災病院か ら の要請がな い場合で も 、 中 央市民病院

か ら 各病院への応 援 を 依頼 し 、 初動時の 医療の確立 を 関 る O

ま た、 各病院が医療援護チ ー ム を 派遣す る 際、 匿薬品、 食料の確保、 宿 泊 の 準備 な ど は

自 ら 行 う 。 災害が広域に わ た る 場合 に は、 兵庫県 と 調整 し て対Eちす る J 。

2 . 医薬品確保 に 分業施設活用

「厚生省 の 「大規模災害時の 医薬品等供給 シ ス テ ム 検討会J (座長 : 渡辺徹 日 本薬剤 師

会専務理事) は 1996年 1 月 16 日 、 各地の薬剤師会が運営す る 医薬分業推進支援 セ ン タ ー な

ど を 利用 し て、 そ れぞれの地域で緊急用 医薬品の備蓄 に努め る べ き だ と の報告 を ま と め た 。

同 セ ン タ ー は、 医 師が処方 し た 薬 を 病院外の薬局 で購入す る 医薬分業 を 進め る た め に 、

利用量の少 な い 医薬 品 を 一括保管 し 、 他地域の薬局の需要 に こ た え る た め の施設で あ る O

同 報告 に よ る と 、 阪神 ・ 淡路大震災の経験地震発生後、 3 B 開 ほ ど は被災地の外か ら の

医薬品 の供給が円滑 に 行 わ れず、 現地の医薬 品 に頼 ら ざる を 得 な か っ た。 こ の た め 、 検討

会 は セ ン タ ー の利用 を 提案 し た も の であ る O

備蓄すべ き 緊急処置用 の 医 薬 品 と し て 、 大量出 血 に 備 え た代用血 し ょ う 液や血液製剤、

けがに よ る 二次感染 を 予 拐す る た め の抗生物質 な ど を あ げて い る O

さ ら に 、 医薬品搬送用 車 の 緊急車両扱い や避難所生活の長期化 に よ る 不眠症の治療用 向

精神薬 な どの管理の徹底 な ど を 提言 し たJ o (r神戸新聞j 1996年 1 月 17 日 )
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3 . 災害救急 医療 シ ス テ ム の構築

阪神 ・ 淡路大震 災 で は 、 1996年 3 月 初 日 現在、 6， 281 人 の 尊 い 命が失 わ れ、 34， 900人が

負 傷 し 、 数多 く の 医療施設が被災 を 受 け た 。 県 で は 医療機関 の 被災状況 の 把握 に 努め る 一

方、 被災地への救護班、 医療 ボ ラ ン テ ィ ア の受 け 入れ、 手術や 人工透析 な ど の 医療活動の

た め の水、 医薬品、 プ ロ パ ン ガス 等の供給、 マ ス コ ミ を 通 じ た入 院、 転送、 診療 な どの情

報提供 な ど各種措置 を と っ た が通信網の 途絶、 職員 の不足、 交通網の 断絶 に よ る 混乱 な ど

数 々 の陪答 を 経験 し た。

全医療機関 に対す る 実態調査で も 、 ラ イ フ ラ イ ン の確保や 医薬 品 の備 蓄 な ど十分な事前

の備 え を と っ て い た 医療機関 は少な く 、 災害 に よ る 医療の急増 に対応で き る 体制、 施設な
せ九、 じ ゃ く

どが不十分だ、 っ た こ と が明 ら か と な っ た。 さ ら に 交通渋滞や 通信 シ ス テ ム の脆 弱 さ な ど

の た め 、 救急車やヘ リ コ プ タ ー の患者搬送が有効活用 で き な か っ た こ と も 明 白 と な っ た。

こ の震災か ら 、 医療機関 が災害 に 強 い建物であ り 、 医薬品の備蓄、 ラ イ フ ラ イ ン の確保、

医療機関相互、 あ る い は行政 と の ネ ッ ト ワ ー ク 、 災害 に 関 す る 情報把握 な ど総括 的 に 行 え

る 施設の整備 と い っ た事前の備え と 、 交通、 通信網が途絶 し で も 、 被災地の 医療 を 確保で

き る 救急医療 シ ス テ ム の重 要 さ を 学ん だ。 そ の た め、 1995年 2 月 に 災害医療 シ ス テ ム 委員

会 (会長、 川 崎匿科大学小漬啓次教授) が設置 さ れ、 審議が重ね ら れた結果、 同年 7 月 に

兵庫県・災害救急医療 シ ス テ ム の あ り 方が提言 さ れた 。

三木市 に建設予定の 「兵庫県防災セ ン タ -J 内 に 「災害医療情報 ・ 指令 セ ン タ ーj を 設

置、 そ の も と に 二次医療圏域 ご と に 地域セ ン タ ー を 設け 、 指令セ ン タ ー と 各地域セ ン タ ー 、

医療機関、 消 防本部等 の 間 を 専 用 電話、 衛星通信等複数の通信手段で結ん で情報の提供、

収集の ほ か患者搬送、 医療従事者の派遣等の指令 を 行 う こ と 。 ま た iWHO (世界保健機

関) 神戸セ ン タ ーJ が誘致 さ れ る 神戸市東部新都心 に 、 医療品等の備蓄や ヘ リ コ プ タ ー に

よ る 搬送体制 を 確立 し 、 高度救命救急医療 を 提供で き る 「災害医療セ ン タ -J を 整備す る

こ と 、 な どが主 な 内容 と な っ て い る 。

以下で 同提言 の概要 を 述べ る O

[兵庫県災害救急医療 シ ス テ ムの基本的 な 考 え 方 }

現行の救急医療 シ ス テ ム を ベ ー ス に 、 平時 は救急医療 シ ス テ ム と し て稼動 し 、 か つ 災害

時 に も 対応 で き る シ ス テ ム と し て構築す る 。

二次医療 圏域 ご と に 、 災害医療情報の 収集 ・ 提供、 医療機関や搬送機関への指令、 救命

救急医療 の提供、 患者の搬送、 医薬品等の備蓄等 に つ い て総合的 な シ ス テ ム を 整備 し 、 そ

の 中核 と し て災害医療セ ン タ ー を 整備す る O

隣接 し あ う 二次医療 閏 間 の相互支援 ・ 補完 を 考慮 し て シ ス テ ム を 整備す る と と も に 、 災

害規模に よ っ て は、 近 隣府県等の 支援が得 ら れ る も の と す る 。
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そ

現1f県 に お い て検討 さ れて い る 各種の事業計両 と 組離 を き た さ な い シ ス テ ム と し て構築

す る O

[兵藤県災害救急匿療 シ ス テ ム の あ り 方}

災害医樺情報 ・ 指令シ ス テ ムの整備

兵庫県災害医療情報 ・ 指令セ ン タ ー

兵庫県 に お け る 災害救急医療 シ ス テ ム の拠点 と し て、 国際防災セ ン タ ー と の連携の も と 、

県立防災セ ン タ ー の一施設 と し て整備す る O

災害時 に 、 二次医療圏 ご と の地域医療情報セ ン タ ー 、 医師会等 を 通 じ て被災地の医嬢 に

か か る 総合 的 な情報収集 を 行 う O

情報通信手段 と し て は、 一般需話罰 線以外に も 専用 回線、 衛星通信、 救急、無線等 の 中 か

ら 複数の も の を確保 し 、 災害規模に応 じ て救護班の派遣、 患者の搬送が円滑 に 行 え る よ う

医療機関、 搬送機 関等関係機関 に 適切 な指示 を 行 う 。

地域医療情報セ ン タ ー

二次医療圏 に 1 ヵ 所ずつ災害医療情報の収集 ・ 提供 を 行 う 地域医療情報セ ン タ ー を 整備

し 、 医療機 関 の空床情報、 対応可 能 な 診療科 目 、 手術の可否等診療応帯情報等の収集一元

化 を 図 り 、 災害時 に は、 医療マ ン パ ワ ー の派遣要請等 に お い て 行政機関 と つ な ぐ救急医療

機関の災害 医療統率者 と 保健所長が協力 し つ つ 、 円 滑な搬送等の業務 を 行 う O

[広域災害震嬢清報ネ ッ ト ワ ー ク の構築]

災害医療情報 ・ 指令セ ン タ ー と 地域底療情報セ ン タ ー 、 近 隣府県、 国 の 機 関 、 搬送機関、

自 衛隊等関係機 関 間 を 複数の通信手段で結び、 患者の搬送 を 円滑 に行 え る よ う 広域災害医

療情報ネ ッ ト ワ ー ク を構築す る O

[災害医療セ ン タ ー の整備]

高度救命救急罷癒の提供

平時 に お い て は、 兵庫県 に お け る 救急医療の 中核施設 と し て、 総合病 院 と の 連携の も と 、

多発外傷、 脳血管障害、 循環器疾患の ほか、 広範囲熱傷や急性 中毒等の特殊疾病患者 を 対

象 と し た 高 度の救命救急 に 対応す る O

ま た 、 災害時 に は、 被災地 に お い て 収容 し き れな い患者の た め の病床 を 確保 し 、 手術 を

は じ め挫滅症候群患者に 対す る 血液透析等救命医療 に あ た る と と も に 、 医 師 の 派遣 を 行 う

な ど被災地 の 医療 ニ ー ズ に 対応す る 。

搬送基地

災害医療セ ン タ ー の敷地内 に ヘ リ ポ ー ト 、 駐車場 を 有す る 搬送基地 を 整備 し、 搬送用 車

両 に よ る i陸上輸送 を 加 え 、 ヘ リ コ プ タ ー に よ る 航空輸送や船舶 に よ る 海上輸送 等の確保 を
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関 り 、 被災地か ら の患者 を 受 け入れる と と も に 、 他府県等の 医療 関係機関への患者の転送

を 行 う O

備蓄セ ン タ ー

災害直後 に 必要 な救急、用 医薬品、 一般常備薬、 慢性疾患用 の 医薬品等、 さ ら に は食料、

水、 L P ガ ス 等 を 備蓄す る 備蓄 セ ン タ ー を 整犠 し 、 大規模災害時 に は 、 搬 送基地 の 車両 、

ヘ リ コ プ タ 一 等 に よ り 必要 と す る 被災地の 医療機関等 に 搬送す る O

{地域に お け る 救急援癒機関の整備}

初期救急医癒機関の整備

小 中 学校区 を 単位 に保険医療福祉ザ ー ピ ス の提供、 住民のふ れ あ い 、 交流や ボ ラ ン テ イ

ア 活動の拠点 と し て整備 さ れる コ ミ ュ ニ テ ィ ー セ ン タ ー と と も に 、 医薬 品 等 の 備蓄機能 を

備 え た 災害 に 強 い 医療機関 の 配置 を 検討す る 。

広域救急医療機関の整備

一次医療機関 圏 ご と に 、 現在二次あ る い は三次救急医療 と し て 機能 し て い る 救命救急セ

ン タ 一等地域基幹捕 院 を 防災都市 に ふ さ わ し い備蓄施設、 貯水施設、 自 家熱源、 搬送手段、

通信手段等 を 備 え た 災害医療の拠点 と し て複数 カ 所整備す る 。

{搬送シ ス テ ム の整備]

救急患者や救援物 資 の搬送 に つ い て は 、 救急車、 鉄道輸送 に 限 ら ず、 巡視船等 に よ る 海

上輸送やヘ リ コ プ タ ー に よ る 空路輪送の確保 を 圏 る O そ の た め 、 お お む ね市町区域に 1 カ

所ヘ リ ポ ー ト を 整備す る O

[医薬等備蓄 シ ス テ ム の整備}

匿薬品等の備蓄 に つ い て は、 災害医療セ ン タ ー 内 に広域備 蓄 セ ン タ ー を 整備す る ほ か二

次医療圏域 ご と に広域救急医療機関 に 地域備蓄 セ ン タ ー を 整備す る O

{ そ の他}

災害医樺の研究

国立施設 と し て誘致 を 計画 し て い る 国際防災セ ン タ ー 内 に、 災害 に よ る 樟害の予防、 挫

滅症候群 な ど災害に特徴的 な疾患の診断 と 治療、 長期の避難所生活 に お け る 慢性弛緩対策、

PTSD (心的外傷後ス ト レ ス 症候群) 等 に対 す る メ ン タ ル ヘ ル ス ケ ア 等 に つ い て研究す る

災害底療研究所 を 整備す る こ と が望 ま れ る O

災害医療訓練

救急i去療機 関や搬送機関 と の連携の も と 、 初動医療ス タ ッ プ の確保やヘ リ コ プ タ ー に よ

る 搬送等大規模災害 を 想 定 し た 、 災害医療訓 練を 実施 し う る 施設、 設備 を 整備す る O
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[ 委員会構成 メ ン バ ー ]

災害医療 シ ス テ ム 検討委員会委員名 簿 は (表46) の と お り であ る 。

(表46) 災害警医療シ ス テム検討委員会委員名簿

所 総 等 氏 名 備 考

川崎医科大学教授 小 演 啓 次 会長
日本医科大学教授 山 本 保 1専

兵庫県医師会救急担当理事 前 田 1�士火

兵康医科大学教授 丸川i征i川郎 i

厚生省健康政策局指導課長 磯 部 文 雄
宮 本 包 厚 日7. 3. 31 ま で

神戸市{衛生局長
坪 井 修 平 H7. 4. 1均、 ら

兵庫県立西宮病院救急医療セ ン タ 一部長 小 林 久

兵庫県保健環境部長 } I I 村 E手
( r兵隊県災害救急医療システムのあ り 方についてJ よ り )
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は じめ に

学校な ど地域の教育施設 も 、 被災直後の混乱 は例外で は な い。 仮設や設備 の 損壊は も と

よ り 、 被災地 の 多 く で学校 ・ 園 が避難所 と な っ た。 “ 地域" がそ の ま ま 学校へ な だれ込ん

だ、 と も 言 え る O

日 ごろ は、 さ ほ ど密接で、 な か っ た 学校が、 緊急非常 の 際 に 、 避難所 と し て “ 近所 の学校"

の 認識 を 呼び覚 ま せ た 。 震災後 1 週間 の 1 月 23 日 に は316 ， 678人が避難所 に 身 を 寄せ、 そ

の約 6 割が最寄 り の学校へ集 中 し た 。

当 然、 学校 は避難所 と い う だ け で な く 、 救護、 遺体安置、 救援物資 の保管、 警察 ・ 自 衛

隊 と の応、接、 ボ ラ ン テ イ ア の宿泊、 擢災証明 の 会場 な ど多機能 を 強 い ら れた 。 子 ど も た ち

(園児、 学童、 生徒) の安否や通学路の状況確認に駆けず り 回 っ た教職員 に と っ て は、 地

域社会 の 世話役 と し て の苛酷 な 条件が重 な っ た。 水 も 電気 も ガス も l上 ま っ た 中 で、 校長 を

は じ め教職員 の冷静な対応がな か っ た な ら 、 全体がパ ニ ッ ク を 起 こ し かね な い状況だ、 っ た 。

そ れ を 被災者の 自 主的 ・ 組織的 な 活動へ、 導 い た の は教職 員 の 努力 と し て 高 く 評価 さ れて

い る O も ち ろ ん多 く の場合、 地域住民の リ ー ダ ー シ ッ ブが 再 主組織 を組み上げたが、 そ こ

に 至 る ま での教職 員 の 物理的 ・ 心理的 な サ ポ ー ト は大 き かっ た。 被災 し た 自 宅 を 放置 し て

学校 に 泊 ま り 込ん だ教師が、 い か に 多 か っ た こ と か。

園児 ・ 児童 ・ 生徒 の 被害 も 大 き い。 だが、 立 ち す く ん で い ら れ る 状況で は な い。 と い う

よ り 、 当 面 、 何 を 、 ど う すべ き か。 い つ 、 学校 を 再 開 で き る の か。 そ の た め に は何 を 、 ど

う す ればい い の か、 な ど と 学校側 は 考 え 込ん だ と い う O し か し 、 日 常の実態 は 厳 し い 。 数

人の教員 がい う “ 無我夢中 " だ、 っ た。

し か し 、 そ う し た対応が、 子 ど も を 持つ 父母の学校への信頼 を 高 め 、 日 ご ろ は無縁の地

域住民 に 、 学校 を 見i在す機縁 と な っ た事実は 否定で き な い。 こ う し た物心両国か ら 教育施

設 を 見直す作 業 は 、 被災地 だ け で な く 、 今後起 こ り 得 る 日 本の 災害 に 備 え て 、 避 け て 通 れ

な い重要課題の一 つ だ ろ う 。

各学校 を 、 地域の避難所 と し 、 現実 に救急 ・ 避難の場 と な っ た が、 震災以前 に 災害時の

多機能 な 受 け入 れが見込 ま れて い た だ ろ う か。 そ の反省 と 点検が、 “ 地域 の 中 の 学校 ・ 園 "

を 再検討す る 一つ の切 り 口 だ ろ う O

し か し 、 こ の大震災が問 い か け た 人 間 的 な 課題 は 、 余 り に も 大 き い。 全 く 予想 も 出 来 な

か っ た 、 と い う の は言い訳で、 防災体制 も 皆無 に 等 し か っ た。 地域の避難所 と い い な が ら

避難者に応接す る 設情 も 人員 も な か っ た 。 そ の 実体験を 踏 ま え て 、 防災機能 を ど う す る か、

防災都市の核 と し て 学校の そ ノ と 人 を ど う す る か、 さ ら に 、 生命 を み つ め る 防災教育 を ど
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う 進め る か。

学校 は今、 大 き 過 ぎ る 問題 を 抱 え て い る 。 だが、 そ の 中 で も 地元の研究機関 を リ ー ダ ー

と し て 、 学校 を よ り 高度 な 防災拠点 と す る た め 、 ハ ー ド 、 ソ フ ト 両面か ら 検討が進め ら れ

て い る 。 ま た、 避難所 と な っ た学校の教員 、 住民 グ ル ー プ ら に よ っ て 、 震災時 に発揮 さ れ

た 学校の コ ミ ュ ニ テ イ 機能の再評価 と 、 新 た な 関 わ り を 考 え る 動 き も 広がっ て い る 。 そ れ

は ま た “ 共生社会" を構築す る 道筋 の 一つ で も あ る O
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節 児童生徒 @ 教育施設等の状況
1 . 子 ど も た ち と 教員 の被害状況

こ の震災で、 小学校見童165人が死亡 し た。 内訳は公立で神戸108、 西宮35 、 芦屋12、 宝

塚 2 、 伊丹 1 、 淡路 4 、 私学は合わせて 3 人 と な っ て い る 。

中学校生徒で、 は死亡者85人。 内訳は公立で神戸47、 西宮20、 芦屋 7 、 宝塚 4 、 淡路 3 、

私学 4 人 だ、 っ た 。

高校生 は 合計65人が亡 く な っ た。 盲 ・ 聾 ・ 養護学校生 は 4 人。 幼稚開 児 は 38人。 専修 ・

各種学校生14人。 大学 ・ 短大生 は合計110人 に 及 ん だ。

こ れ は、 い の ち の 問題であ っ て 数最 の 大小 で は な い。 公立の学校 ・ 園 だ け で も 両親 と も

に 失 く し た子 ど も 38人、 片 親 を 失 っ た子 ど も は245人、 兄弟姉妹や祖父母 を 失 く し た 子 ど

も は607人 を 数え た 。 そ の心の傷手は癒 え る こ と がな い。

た と え死 を ま ぬがれた と し て も 、 負 傷者の何人が子 ど も た ち であ っ た か は確かで、 な い 。

果た し て 、 体 と 心 に 傷 を 負 っ た子 ど も た ち が、 どれほ どい る のか、 外か ら は見 え な い。

(岡 1 )

| 公立小中学校児童 ・ 生徒の死亡者数 i
(兵庫県教育委員会調べ)

三木市

/ ノ
/ノ 淡路地区 '

./ 6 名
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(表 1 ) 児童 ・ 生徒等の死亡者状況 (兵庫県)

幼稚園児 小学校 中学校 高校生 富・豊・養護学校生 専権'各種学技生 大学 ・ 短大

神 戸 市 立 4 108 47 17 3 

jJtj 宮 rti 立 1 35 20 

芦 屋 市 立 3 12 7 

伊 丹 市 立 。 1 。 24 l 

宝 塚 市 立 。 2 4 

淡 路 地 区 。 4 3 

私 寸出lーL 30 3 4 24 
J仁h1h 38 165 85 65 4 14 110 

注) 兵庫県教育委員会調べ

(表 2 ) 教職員の死亡状況 (兵庫県)

神戸市立 阪神地[正: 淡路地区 私 十主f， 之仁当3、 言十
戸ナ当 校 7 2 2 11 

可1 学 校 2 1 3 

高 等 学 校 3 4 

盲 ・ 聾 ・ 主主主詳校 I 

幼 稚 図 l 2 4 

専修 ・ 各穂学校 3 1 2 6 

大 学 ・ 短 大 11 

言十 40 
注) 兵庫県教育委員会調べ

学校教職 員 と て例外で は な い。 兵庫県下全域で40人が犠牲 と な っ た。 内訳は、 小学校教

職 員 1 1 、 中 学校 3 、 高校 4 、 盲 ・ 聾 ・ 養護 1 、 幼稚園 4 、 専修 ・ 各種学校 6 、 大学 ・ 短大

1 1 と な っ て い る O 生 き 残 っ た 人 た ち も 、 自 宅が全半壊 し た 人 は多 い 。

「 わ が家 は 半壊 ( I 年後 に 建て 直 し ) で し た が、 自 転車 だ け使 え た の で 、 学校へ 向 か い

ま し た 。 だが、 倒壊家屋で道がふ さ がれ、 歩 い て 子 ど も た ち の安否 を確認で き た の は 2 日

後の夕 方 で し たJ o (西宮 の小学教員)

教職員 の “震災後" は 、 こ こ か ら 始 ま る O

2 . 学校施設の被災状況

学校施設の被害状況 に つ い て は 「県立学校174校の う ち 152校に 被害があ り 、 中 で も 改築

が必要 な 学校 は 7 校あ っ た。
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(表 3 ) 兵庫県の公立文教施設等の被害状況について

被 害 状 況 被害額 (概鍔)J2<. 7.ì 、
単位 . 百万円 備 考

全体数 被害数 割合%
県 立 1 74 152 87. 4 14， 1 00 

学 校 市町 立幼稚i菊 1 ， 830 944 51. 6 170， 500 

計 2， 004 1， 096 54. 7 184， 600 

県 立 6 6 100. 0 2， 400 
社会教育
施 設 市町îI 735 153 20. 8 33， 800 

741 159 21. 5 36， 200 

県 立 10 4 40. 0 5 ， 400 
体育施設 市町立 400 85 21. 3 7， 100 

言1- 410 89 21. 7 12， 500 

文 化 財 1， 256 97 7. 7 9， 900 問、 県指定文化財

県関連施設 1， 400 教職員住宅 六甲荘
fに込Z 244， 600 I 

j主) 兵康県教脊委員会調べ

(表 4 ) 府県51IJ文教施設等被害数

区 分 兵庫県 京都府 大阪府 その他 {J泳 三i\l

国 立 学 校 施 設 4 4 4 10 22 
学
校liiri 公 立 学 校 施 設 1， 122 311 341 I 3， 038 

設 私 立 学 校 施 設 454 100 279 8 1 841 

1， 580 415 1 ， 547 359 3， 901 

町会開設 l
社 公立社会教育施設 167 256 
ノユろ《、

公 ι山教
fI面f 

127 I 
国 立 文 化 施 設 4 

公 立 文 化 施 設 | 44 1 34 1 2 1 80 

計 276 1 3 1  174 1 15 1 468 

文 化 財 46 1 59 1 44 1 24 1 173 
542 

J上) 文部省前lべ。 1995年 5 月 22 H 現在

市町立学校、 1 ， 830校 中 、 21市錦町の944校に 被害があ り 、 う ち 大規模な被害校は69校で

あ っ た 。
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私学では、 小 ・ 中 ・ 高等学校で49法人、 幼稚鼠210圏、 専修 ・ 各穂学校で 157校 (外国入

学校16校 を 含 む) 、 大学 ・ 短大で44校 に 被害が出 た 。 こ の う ち 全壊 を 含 む 大規模被害 を 受

け た学校は、 小 ・ 中 ・ 高校 8 法人、 幼稚閑16園、 専修 ・ 各種学校19校 (外国人学校 2 校 を

含む) 、 大学 ・ 短大 9 校の計40法人 ・ 校であ っ た 。

さ ら に 、 2 月 18 日 以降の調査に よ り 、 改築が必要 と な っ た学校は 、 県立学校で は 4 校増

の 11校 と 判定、 ま た、 市町立学校では大規模被害校69校の う ち 43校が改築 と 判定 さ れた。

な お 、 危 険 な 校舎 に つ い て は、 早急 に取 り 壊 し が行 わ れたJo ( r版神 ・ 淡路大震災一兵

庫県の 1 年 の 記録j 兵庫県)

そ れ ら 学校被害の分布 に つ い て、 兵庫教育大学の 徳 山 明教授 に よ る 調 査は興味深 い 。 同

教授 は、 建物被害の様式 を 広 域 的 に 調べ、 被害分布 と 地盤 と の 関 係 を 割 り 出す た め 、 指標

建築物 と し て 学校建築 を 選 ん だ。 理由 は

①学校建築 は比較的新 し い 耐震基準 を 厳格 に 適用 し て建て ら れて い る た め、 強度の点で

ほ ぼ 一定 と 考 え て よ い こ と 。

②校舎は普通 3 - 4 階建 て で大 き さ が一定で、 かつ、 一定規格の教室 が 同 じ よ う に 配置

さ れて お り 、 向 じ よ う な構造 を 有す る こ と O

③学校 は 一定 の人 口 の学区 ご と に 分布 し て い る の で、 特 に 都 市部 で は 分布 の 密度がほ ぼ

一定 と 考 え ら れる こ と O

そ の上で、 大規模被害校 を 訪 問調査 し た結果、 「被害校は 西宮、 芦屋、 東灘、 御影、 灘、

長 田 等 に 問 ま っ て分布 し て お り 、 当初多 く の研究者が発表 し て い た よ う に 被害が断層 に 沿

っ て �i1'[線に 並んで い る と い う も の で な い こ と が判 明 し た J 0 ( r報告書j 徳 山 ・ 西村)

さ ら に 、 開発以前 の 原型地 と L地利用 な どの状況 を 復元す る た め 1884� 1886年測 図 の 仮

製地形同 を 作成。 そ の 上 に 大明被害校 を 重ね合わせる と 「甚大 な 被害 を 受 け た学校の ほ と

ん どが、 も と も と の 扇状地末端、 河 川 ! の後背湿地 ・ 沼地の場所や、 池 ・ 沼地等 を埋め立て

た場所 に 建設 さ れ た こ と がわ か っ た 。 … … ほ と ん どの学校での大 き な被害 は 、 軟弱地盤 と

建物 と の 共振 に よ る 大 き な 震動 に よ っ て も た ら さ れた と 考 え ら れ る J o ( 向 tJ

こ の調査は、 期 間 が短時 [1 で あ っ た に も 関 わ ら ず、 精椴を き わ め て い る O こ こ で は 「大

破 を 被っ た学校の分布j の、 ご く ‘部分 を 引 用 す る に と どめ る O

〔湧水地や 、当 時の j留 池 を 煙 め て建設 さ れた学校) 夢野台高、 丸 山 中 、 布 引 中 、 美野丘小、

大橋�f 1 、 御誠小、 鷹 匠 ft1 、 西古市 立高校。

〔河川 脇の 後背湿地 ・ 縮粒沖積層 の部分に建て ら れた学校) 原 田 中 、 灘小、 烏帽子中 、

鷹 匠 中 、 御影高、 御影小、 神戸商高、 本 LlJ 第二小、 本 山 中 、 本山 第三小、 魚 崎 中 、 本庄 中 、

本Jt:小、 東瀧小 (以 }二神戸 = 内ーか ら ) 、 芦区高、 宮 J 1 1 小 (芦屋) 、 大社中 、 上 ヶ 原 中 、 上 ヶ

原市小、 中 陵 中 、 �ll:楽関 rfl 、 西宮 市高 (丙宮) 、 宝塚小 (宝塚) 、 伊丹北高 (伊丹) な ど。

そ れぞれ に 、 なぜ大破 し た のか、 古地形図 と 現在 の 地盤 を 比較 し な が ら 具体的 な 分析が

な さ れて い る 。 そ の 中 で、 一例 だ け取 り 出す と f夢野台高校で は、 昭和 2 年建設の本館 に
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は全 く 損傷がな か っ た が、 昭和47年 に継 ぎ足 し た特別教室棟で は、 1 階家庭科調理室 ・ 試

食室の柱 に 大 き な男鹿�割 れ 目 が生 じ た 。 … …古 い建物 は柱 の 開 の 窓が小 さ く 陪が厚 い た め

に 損傷 は な か っ た が、 新 し い建物 で は 、 柱 の 間 が全部窓 と な っ て お り 、 柱の 間 の壁の有無

が両者の損傷 の惹 と な っ て 表れた。 軟弱地盤に対応す る 対策 と し て は、 柱 の 強 度 を増す よ

り も 壁 で支 え る 構造 の 方が、 よ り 安全な こ と がわ か り 、 校舎再建 に 大 き な 示唆 を 与 え て い

る J。

こ の報告書 は、 事実の み を デー タ と し て学校施設の建て ら れた地盤 を 冷静 に 分析 し、 防

災以前 に 行 わ れた 学校建設 を 、 基本か ら 問 い直す。

3 . 避難所 と な っ た学校

震災発生直後か ら 、 被災住民は、 地域の学校へ、 な だれ込ん だ。 学校施設 自 体が必ず し

も 安全地帯 で は な い。 に も かか わ ら ず、 被災者は着のみ着の ま ま で、学校へ、 難 を 避 け よ う

と し た 。 日 ごろ 「避難場所」 と い う 意識が潜在 し て い る か ら だ ろ う か。

「子 ど も た ち を 、 と に か く 学校へ逃が し て や り た く て 。 逃げ込 ん だ限 り は 涼者 に い ら れ

る ス ペ ー ス が欲 し く て 、 恥ずか し い こ と ですが “ 陣取 り " で し たJ 0 (間宮 . 34成 ・ 主婦)

「何 も 考 え な ん だ。 ま わ り も 壊れて何人 も 下敷 き に 埋 ま っ と る O う ち は つ ぶ れた け ど、

ばあ さ ん と 2 人は 無事。 こ わ な っ て 、 み ん な と み者 に な り た か っ たJ 0 (芦屋 ・ 76歳 ・ 自 営)

1 4 人家族で家 は半壊。 母が “ 火事が来 と る さ かい 、 学校へ走れ ! " い う て。 ガ ッ コ は

私 の母校の こ と な んですJo (神戸 . 24歳 ・

事務員 )

ケ ー ス は さ ま ざ ま 。 受 け 入 れ る 学校側 も 、

教職員 は 同 じ く 被災者だ。

「竜車 や パ ス で 勤 務校 に 来 る 人 は 足 止

め 。 自 転車かバ イ ク で来 た 人 も 、 普段の 道

を ふ さ がれて 遅 く な り 、 直後か ら 歩 い て 来

た 人が着い た の は 9 時30分。 も う 、 そ の 頃

は 、 満員 で し た J o (神戸 ・ 32歳 ・ 教員 )

学校は、 た ち ま ち 避難所そ の も の に な っ

た 。 と い う よ り も 、 遺体安置、 救護所、 そ

し て避難者の 生活 ス ペ ー ス 、 救援物資の保

管場所、 し ば ら く し て ボ ラ ン テ イ ア の指泊

場所 に も な っ た。 そ の 機能転用 の 実 態 に つ

い て は、 神戸大学工学部の安田研究室が、

神戸市の公共施設 に 於 け る 震災時の利用実

態調査 を 通 じ て 、 報告書 を ま と め て い る O

390 第六主主@教育

学校へ避難 し た被災者 ( 1 )J 17H 須磨 ド 松下f小学校/



(表 5 ) 緊急避難場所 と し ての学校の避難 ヵ 所 ・ 人数 (1995年 4 月初 日現在)

避 難 箇 所 数 避 難 者 数
じ〈 分

ピー ク H寺 4 /28現在 ピー ク 時 4 /28琉在

県立学校 11 ヵ 所 8 ヵ 所 10 ， 454A i 2 ， 093人
公立学校 市町工工学校 371 ヵ 所 206 ヵ 所 170， 608人 25， 878入

小言十 ( a ) 382 ヵ 所 214 ヵ所 181， 062人 27， 971)、

その他 (公立学校以外) 771 ヵ 所 394 ヵ 所 135， 616)、 17 ， 002人
/仁斗1 計 ( b )  1 ， 153 ヵ 所 608 ヵ 所 316， 678人 44， 973人

公立学校の受入割合 ( a / b ) 33% I 35% I 57% 62% 
※公立学校での避難者受入れ数が最大と なっ た 1 月 23 日 を ピー ク 符 と した。

そ れ に よ る と ①普通教室で は全室が転用 さ れた施設が多 い。 ②特別教室 は全室 と い え な

い ま で も 高 い 割合で転用 さ れた施設が多 い 。 ③管理詰宰の転用 面積比 は 全体的 に低い。 ④

特別教室が全室転用 さ れて い る 施設では、 普通教室 も 全室転用 さ れて い る 。 ⑤廊下が80%

以上転用 さ れて い る 施設の半数以上で、 普通 ・ 特別教室の全室が転用 さ れて い る O

こ れ を 用 途別 に見 る と 、 ①普通教室 は避難者収容が主 と な っ た 。 ②特別 教 室 は 、 普通教

室 に 比べて救援物資保管の割合が高 く 、 教室の不足時 に は普通教室への転用 がみ ら れた。

③管理諸室 は他の空間 に比べて多様な転用 がみ ら れた。 ④廊下 は避難者収容 の ほ か救援物

資の保管 に転用 さ れた 。

だが、 震災発生の 1 月 1 7 日 と 翌18 日 は 特 に 混乱 し た 。

「 肉 親の遺体を毛布 で く る んで来 ら れて 、 畳 の あ る 家庭科教室へ案 内 し た の ですが、 家

族 も 一 緒 に そ の 教室 を 離 れ よ う と さ れ な い。 そ こ へ次 々 と ご遺体が並 ん で、家族の 方 に は別

の 教室へ移 っ て も ら っ た の ですが、 教 員 が 出 来 る こ と は そ こ ま で。 ご遺体の そ ば を 離れな

か っ た 人 も お ら れた よ う ですJ o (神戸 ・ 37歳 ・ 教員)

避難 し て 来 た 人 た ち に 負傷者が多 か っ た 。 だが、 どの病院が、 ど ん な 状態 な の か、 誰 も

つ か め な い。 余震 に お び え て 、 と り あ え ず学校へ避難 し た 人た ち も 多か っ た 。 し か し 、 保

健案で受 け入 れ ら れる 人数 は 限 ら れ、 た と え 保健室へ運ん で、 も 、 医療機 関 と の連携は切れ

て い る 。

「 医 師 を 呼ぼ う に も 電話 は 通 じ な い 。 そ の場 し の ぎ で “ ケ ガ を さ れた 方 は保鰭室でお待

ち 下 さ い " と は い っ た け れ ど、 養護の先生 も 学校 ま でた ど り 着 け な い。 そ ん な 混乱 の 中 で

遺体を 運 ばれて も 、 ど こ へ安置で き る の か、 も う 、 パ ニ ッ ク 状態 で … … J o (神戸 ・ 51歳 ・

小学校教頭)

何 し ろ 、 緊急避難所 と し て 学校へ 身 を 寄せ た 人 は 、 兵庫県 の 公立 ・ 私立合わせて ピ ー ク

時 ( 1 月 23 日 ) で316， 678人。 すべてが満足 に い く 状況 ・ 条件で は な い 。

f一種の ノ 、 ィ な状態 に あ っ た 2 、 3 日 は 、 ま だ よ か っ た の です。 電気が戻 っ て か ら テ レ
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ピ で、各地の情報 を 知 っ て、 被害者は 自 分た ち だ け で な い こ と が分か っ て い ま し た か ら O そ

れが、 食 う ・ 寝 る ・ 住む と こ ろ か ら 八つ 当 た り が始 ま っ た の ですJo (西宮 ・ 42歳 ・ 教員 )

「食糧 と い っ て も 当 初 は パ ン と 午乳、 し ば ら く し て 弁 当 で し た が、 そ の 数量 は市 に 申 請

し な い と い け な い。 き っ ち り 届 け て も ら う の だが、 朝 の数量で は 、 夜 は 超不足。 と い う の

も 、 水 も ガ ス も 出 な い近所の 人が、 弁 当 だ け取 り に 来 る か ら です。 学校が地域 の避難場所

だ と キ ッ チ リ 位置づけ ら れて い た ら 、 こ そ く な こ と を 考 え ず に 堂 々 と 弁当 を 要 求 し て持 ち

帰 っ て も ら え た の に … … 。 反省 し て い ま すJ o (宝塚 ・ 64歳 ・ 元幼稚園 長)

予想 も し な か っ た大震災で、 学校は 、 地域社会の基本的 な機能 を 一手 に 引 き かぶ る 存在

と な っ た。

被災者は反射的 に 、 身 を 守 れ る 空開 と し て学校へ 向 か っ た 。 あ る い は 、 地域の誰か と 会

え る と い う 期待 も あ っ た ろ う O 安心 と 期待。 そ れがなぜ学校へ 向 か わせ た の か。 日 ごろ は

学校教育に何の興味 も 示 さ な か っ た 人 た ち が、 ど う し て 学校へ、 な だれ込ん だ の か。

そ れは 、 小 ・ 中 学校 を 地域 の 防災拠点 と す る ヒで、 重要な カ ギであ る 。

地震発生i直後 は 、 た だ避難所 と し て 学校や体育館へ逃げ込む人、 避難勧告で学校へ誘導

さ れた 人 が集 中 し た 。 そ の 間 も 、 余震が続 い た 。 「 な お も マ グ ニ チ ュ ー ド 6 程 度 の 余震が

あ る か も 知れ な いJ と い う 大阪管区気象台の見方が伝 わ る に つ れて 、 無事だ、 っ た 人 た ち も

学校へ 向 か っ た 。

「 し か し 、 午前 6 時過 ぎ と い え ば、 管理員 だ け で、 管理員 も 、 何 を 、 ど う し て い い か動

転 し て い た 。 ま ず校長室 を 開 け て 、 校長に電話 し よ う に も 、 電話機が転が り 落 ち 、 探 し て

掛 け て も つ な が ら な い。 と に か く 校舎入 口 に近 い教室 を 開 け た が、 負 傷者が運 び込 ま れる

と 、 と っ さ に保健室 を 開 け て し ま う O だが、 次 々 に負傷者の数が増 え 、 廊 下 に 寝かせて “ 早

く 医者 を 呼ん で く れ" と 家族の悲痛 な声が飛 び交 う O 管理員 1 人 の 手 に 合 う 状態では全 く

な か っ た。 各教室 は 次 々 と こ じ 開 け ら れて 、 私や校長が駆 け つ け た 時 は 、 戦場そ の も の だ

っ たJo (神戸 ・ 53歳 ・ 小学校教頭)

こ の 時点 で は 、 避難所 と い う よ り 、 救護所そ の も の だ、 っ た 。 し か し 、 医 師 も 看護婦 も い

な け れ ば、 保健室 に 医薬が常備 さ れて い る わ け で も な い。

「 お 医者 さ ん は 、 い ら っ し ゃ い ま せ ん か。 看護経験の あ る 方 は … … と 、 メ ガホ ン で呼び

か け た が!必答 は な く 、 立 ち す く む ほ か な か っ た 。 避難者 も 、 打撲や ス リ 傷の 人 が保健室へ、

わ れ先 に 詰 め か け て 、 寸秒 を 争 う 他の けが人 を 振 り 向 か な か っ た 。 私 た ち が、 どれほ ど制

止 し、 対応 で き る 限界 を 説明 し で も 、 そ れが現実の 姿 だ。 た だ、 こ れだ け は い っ て お き た

い。 教員 も 被災住民の 1 人だ。 避難 し て 来 ら れ た 人 が児童 ・ 生徒の親た ち だか ら 、 と い う

認識で働 い た の で は な い 。 人 間 と し て 、 自 分は今、 何が出 来 る の か。 少 な く と も 、 当 た り

前 を 必死 に 努め て い たJ 0 ( 前同 )

ま た 、 地域に よ っ て、 各校 に よ っ て 、 避難所 と し て の学校の条件 ・ 形態 は 違 っ た。
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①住民 自 治型

校 区 の 白 治会 と 学校 PTA が 「子 ど も た ち の先 生 に 、 子 ど も た ち を 見 て も ら う た め J に

避難所の運営一切 を 自 主的 に 運 ん だ学校 も あ る 。 散乱す さ ま じ い教案の整理 ・ 掃除 に 始 ま

り 、 米 ・ 塩 ・ 砂糖 ・ ベ ッ ト ボ ト ルの水、 冷蔵庫 に あ っ た食品 と プ ロ パ ン ガス な ど を 持 ち 寄

り 、 調理室 に 山積 み し た 。 2 、 3 日 な ら 、 こ れで し の げ る 、 と い う 主婦 の 知 恵だ、 っ た。 2

ヵ 月 後、 卒業式 は体育館でや ら せ た い 、 と 、 住民が 自 発 的 に 半壊の 自 宅や 公民館へ退去 し

た 。 被害が比較的軽い地域で は あ っ た が、 「校区 に は新 し い住宅 も 増 え 、 日 ご ろ か ら コ ミ

ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 心がけ た こ と も あ る が、 新!日住民 に 遠慮 の壁があ っ た の が震災で一体 と

な っ た こ と も 幸 い し た。 学校 と し て も 考 え る べ き ポ イ ン ト J (西宮 ・ 小 学校教頭 . 53歳)

と い う の は、 体験的 な 証言の一つ。

②協力分担型

無秩序 に や っ て 来 る 避難者 を 、 な す が ま ま に し て、 秩序 は保て な い。 だ か ら 、 い ち 早 く

学校へた ど り 着 い た教員 が、 そ の 人 た ち の誘導 を つ と め た 。

「 と に か く 、 ケ ガ人 と か歩行 も 困 難 な お年寄 り 、 乳幼児 を かか え た 母 親 を 優先 し たつ も

り だが、 気持 ち だ けが先走 っ て 、 ど う な っ た こ と や ら 。 誰で も い い。 は た に お っ て く れ、

と 思 っ た J o (西宮 ・ 教員 ・ 40歳) 。

し か し 、 避難者は、 若 い先生の思 う ま ま 行動 し た 。 日 ごろ の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン で、 こ

の先生 な ら 、 と い う 信頼があ っ た か ら だ。 そ の 学校の避難所 を み ご と に攻 り 仕切 っ た の は、

一教師 だが、 自 主管理を し た の は、 教師の指導 に よ っ て つ く ら れた 自 治的 な 無形の組織だ

っ た 。 教 師の リ ー ダー シ ッ プが、 う ま く 地域 と 結 びつ け ば、 有機的 に働 く 例証で も あ る 。

③学校依存症
日 ごろ は互助精神 の 強 い 商庖街だ、 っ た震災激甚地では、 学校へ逃げ込む のが精一杯で、、

自 治組織そ の も の が分断 さ れて い た。 家 は全壊 し、 家族を 失 っ た 人 た ち は正然 自 失。 子 ど

も た ち は、 お びえ を 引 き ず っ て い た。

「国 っ た の は、 ま だ軽 い 部類の被災者で し た。 酒 を 飲 ん で は “ お 前 も 公務員 の端 く れや

ろ 、 わ し ら の税金で食 う と る んや 。 こ ん な 時 ぐ ら い働 け " と わ め く んです。 救援物資の配

分が不公平 だ、 と か、 ト イ レ の掃除がいい加減だ と か、 八つ 当 た り し た い気持ち は分か る の

ですが、 僕 ら は 限界 ギ リ ギ リ で し た 。 避難者の 中 に誰か一入、 そ の 人 を 制止 し て く れ る 人

が い た ら 全体の空気 も 変わ っ た と 思い ま す。 自 分の 力 不足 を 痛切 に 思 い 知 ら さ れ ま し たJ。

(神戸 ・ 39歳 ・ 小学校員)

い う ま で も な く 、 こ れは ホ ン の 1 例で し か な い 。 だが、 決 し て 少数例 で な い こ と も 、 ま

た 事実で あ る 。
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住民 自 治型 で は 、 学校が地域の 中心であ る こ と に 改 め て気付か さ れた 、 と 語 る 人が多か

っ た。 協力分担担 で は 、 先生 の指揮下 に 入 る が活動 は わ れ わ れがや る O た だ、 行政か ら の

情報は、 そ の つ ど知 ら せ て 欲 し い 、 と 要望 さ れた 。 ま た学校依存型で は 、 マ ス コ ミ 報道が

あ る 地域 に 集 中 し た た め 、 ボ ラ ン テ ィ ア が詰 め か け、 助 か っ た 反面、 教員 は 応 対 に'忙殺 さ

れ た 、 と い う O

し か し 、 そ う し た 混乱状態 の 中 で も 、 子 ど も た ち は 、 し っ か り 現実 を 見 て い た 。

「… … 2 日 ぐ ら い過 ぎ る と 急 に 活気が出 て き た 。 避難所 に い る 人 々 が 、生 き る グ 、生 き

て い る グ と い う 言葉 を 見つ け 出 し た か ら だ。 お 互 い励 ま し 合 っ た り 、 助 け合 っ た り 、 息苦

し さ が消 え た 。 み ん な が知 恵 を 出 し合 っ て 、 議かい も の も 食べ ら れ る よ う に な っ た。 -

で も 、 1 週間 を 過 ぎ る と 、 さ すが に ど う し よ う も な い現実が見 え て き て 、 考 え る 時 閣 が多

く な っ た 。 そ し て 、 ま た息苦 し く な っ た 。 大人や老人 は 急 に た め息 と た く さ んの グ チ を こ

ぼす よ う に な っ た 。 その声 は 日 に 日 に 大 き く な っ て 、 夜 中 に 突然 ど な り 声が開 こ え る こ と

も あ っ た 。 … … 色 々 な こ と が分か つ て い る つ も り だ け ど、 誰 に も 、 ど う に も で き な いJ 。

神戸市立鷹 匠 中 3 年 だ、 っ た (当 時) 竹間知世 さ ん は 、 避難者が現実 を 受 け 入 れ て 、 ス タ

ー ト 地点 を 見つ け 出 さ ね ば な ら な い 、 と つづ っ た 。 彼女が こ れ を 書い た の は震災 2 ヵ 月 目 。

未だ、 学校 と 地域が重な り 合 っ て い た こ ろ の、 一人の 少女の実感であ る O

む し ろ 、 子 ど も た ち の方が冷静だ、 っ た 、 と い う 教員 の報告 も 少 な く な い 。

見知 ら ぬ老婦 人 に 食べ物 や お 湯 を 運 び続 け た小学 5 年生、 食べた あ と の片 付 け に 回 っ た

中学 1 /9:生、 給水車か ら バ ケ ツ で水 を 運 ん だ小学 4 年生 … … 、 表 し 方 は 、 さ ま ざ ま な が ら 、

子 ど も た ち は 計算抜 き で働 い た 。

当 時 「被災者 し と る j と い う 言葉があ っ た。 お 互 い が被災者な の に 、 自 分だ け が被災者

と 思い 込ん で、何の 協力 も し よ う と し な い 人の こ と を 指す。

「い わ ゆ る イ ン テ リ 層 に そ れが多 か っ た 。 動 い た の は職人 さ ん や 商庖 の 人 た ち 。 同 じ よ

う に子 ど も た ち も 、 イ イ 子 は被災者 し て い て 、 ワ ル と い わ れた ツ ッ パ リ が頑張 っ て く れ ま

し た 。 私 の 、 子 ど も た ち を 見 る そ ノ サ シ が狂 っ て い た こ と を 気付かせて く れた の が、 彼 ら

ワ ル ガ キ です J o (西宮 ・ 38歳 ・ 教員)

非 E 常の状況 の け1 で、 学校 と 地域の 関係、 大人 と 子 ど も の 人 間 と し て の見直 し な ど、 震

災があ ぶ り 出 し た 問題 は 多 い 。 そ れ を 、 人間教育 に ど う 生かすか、 も 重要 な課題の 4つ だ

ろ う 。

実例 を あ げれ ば キ リ が な い 。 し か し 、 被災者た ち が、 い か に 「近所の学校」 を 無条件で

信頼 し て 避難 し た か。 受 け 入 れ た 学校サ イ ドが、 い か に 改 め て 地域 と の か か わ り を 認識 し

た か。 そ こ か ら “ 地域の学校" の 再構築の茅が見 え る 。

4 . 教職員 の果た し た役書官

地域の住民が学校へ な だ れ込 ん だ時、 教員 自 身 も 被災者だ、 っ た 。 し か し、 自 宅 は全半壊
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で あ ろ う と 、 けがの な か っ た教員 は職業的 と い う よ り 本能的 に勤務校 に 向 か っ た 。

ま ず、 子 ど も た ち の 安全 を 確認 し 、 保護 し た い と 願っ た 。 だが、 避難所 と 化 し た学校で

は 、 住民の救護、 住 空 間 の 整備、 寝具や衣類の調達、 食料 と 水の確保、 ト イ レ の 清掃、 引

き も 切 ら ぬ避難者の応対、 医療機関への連絡な ど 「戦場 さ な が ら j だ、 っ た 。

1993年1 1 月 に修正 さ れた 「兵庫県地域防災計画」 で も 、 )直下型震度 7 の 地 震 は 予測 さ れ

る 災害 に入 っ て い な い 。 そ の 中 で も 各市 町長が避難所 と し て 指定す る 第 1 )11町立 に 公立小 ・

中学校があ げ ら れて い る O だ か ら と い っ て 、 緊急避難所 と さ れた 学校 に は 、 そ れ に 見合 う

備 え は何 も な い。 つ ま り 妨災計画 は 「計画 l で し か な か っ た、 と い う こ と に な る 。

ま た 、 1994年 に 神 戸 市 が策定 し た 防災計掛 の地震編で は 、 最大震度 5 を 想 定 し住民の避

難 に つ い て も 、 行政 に よ る 広 報 と 誘導が行 わ れ る 、 と 楽観 的 な 観測 を 出 な か っ た 。 学校 を

避難所 と し て指定は し た も の の 、 そ の た め の 資材 ・ 食料 ・ 水 ・ 救護要員 な どの備 え は一切

な か っ た 。

そ ん な と こ ろ へ、 何 の 指示 も 情報 も な い ま ま に 、 地域住民が殺到 し た。

た と え ば、 神戸市立鷹 取 中 学校の ケ ー ス 。

1 1 月 17 目 、 7 時45分に は生活指導の教師が門 を 開 け て い る 。 体育館 に 避 難者が流 れ こ

ん で き た 。 9 時 ま で に校長、 教頭が到 着 し た が、 当 日 、 学校 に 到 着 で き た教職員 は 4 分の

l の約10人。 停電で 開 か な い シ ャ ッ タ ー を 数人で こ じ 開 け た 。

… ・ 高橋病院が被災 し 、 入 院患者 と も ど も l 階 の 4 教室へ引 っ 越 し て 来 た 。 夕 刻 、 行政

か ら 遺体を 100体収容 し て ほ し い 、 と 言 っ て き た 。 そ の 後、 200体 と い う 連絡があ り 、 急 き

ょ 4 階の椅子や机 を 片づ け た 。 結局、 70体 く ら い だ、 っ た が、 教職員 も 手伝 い 、 線香 を 買 っ

て き た り し て安置 し た。

そ の 問 、 教職員 は 手分 け し て 地域の 自 治会 に 、 学校へ避難す る よ う 呼びか け た 。 校 区 内

を 教 員 が 回 り 、 自 治会 に は鷹取駅前 に い た 長 田 区民 に も 呼 びかけ て も ら っ た 。

街中、 家屋 は倒壊 し 、 ガ ス 臭い。 鷹 取商庖街あ た り は 火 も 出 て い た 。 卒業生が生 き 埋 め

に な っ て い る の を 救出 し よ う と し た が、 ど う し よ う も な か っ た 。 こ の 卒業生 は 2 日 目 に 遺

体 と な っ て 収容 さ れた。

初 日 の 夕 刻 、 広 島 か ら 赤十字のチ ー ム が毛布 を 持 っ て 到 着 し た 。 こ の救急医療の な か で

も 何人かが亡 く な っ た。 夜 に な っ て 発電機が動 か な く な 仏 教員 が家か ら 持 っ て き た キ ャ

ン ブ用 の ラ ン タ ン で検屍す る と い う 状態 だ、 っ たJ 。

こ の 学校で は最 大避難者数お よ そ2， 100人。 た ち ま ち 困 っ た の は、 食料の確保、 情報の

収集、 ト イ レ の始末だ、 っ た 。

「初 日 は夕 方 に な っ て 、 い く つ か の新興宗教団体か ら 差 し 入 れがあ り 、 2 人 に 1 つ く ら

い の お に ぎ り やパ ン を 配 る こ と がで き た 。 そ れで も 50以上の教室すべて に 手が回 ら な い 。

次 の H か ら 、 物 資 は ど ん どん 来 る の に 世話 を す る 人 は な く 、 結局、 教職員 がすべて を 引 き

受 け ざる を 得 な か っ たJ。
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こ う し た場合の地域の対応 は 、 学校に よ っ て さ ま ざ ま だ、 っ た。 地域の 自 治会が素早 く 立

ち 上が り 、 男 性 は 居住 区の状況確認 と 救援、 女性 は子 ど も の安全確保 と 避難所での下働 き 、

と 分担 し て 、 学校 と 連携 し た 例 も 決 し て 少 な く な い。

「初 日 は 電気 も 電話 も 通 じず、 情報は ラ ジ オ だ けが頼 り だ、 っ た 。 学校の ラ ジ オ や キ ャ ン

プ用 の ラ ン タ ン を 教案 の 避難者に 配 っ た り し た 。 … … 2 日 目 に 北陸電力 の救援で発電がで

き る よ う に な り 、 校内放送が可能 に な っ た」。

外部の情報が途絶 え た 時の不安は計 り 知 れ な い 。 ま し て や余震が続 き 、 燃 え さ か る 火の

も 見 え る 中 で は 。

「初 日 、 ま だ ガ ス が出 て い る と き 、 管理人室 の ボ イ ラ … の タ ン ク に た ま っ て い た水 を わ

か し 、 食物 を か き 集 め て提供 し た。 そ れ以後、 水 も な く 、 特 に ト イ レ 掃除 に 苦労 し た 。 校

長 も ト イ レ 掃 除 に 加 わ っ たJ。

どの学校 も 、 当 初 は水の確保に 悩 ま さ れた 。 学校 プー ル か ら のバ ケ ツ リ レ ー も 水量 に 限

度があ り 、 ト イ レ 掃 除の た め だ け に!日や池か ら バ ケ ツ で汲み上げた と こ ろ も あ る 。 だが、

足の踏み場 も な い ほ ど推積 し た汚物の処理 を ど う す る か。 近 く の 山 地 に 深い 穴 を 掘 り 下 げ

て処分 し た 例 は 、 む し ろ 少数 の 部類。 想定 も さ れ な か っ た事態 だ け に 、 す べ て が行儀 よ く

処理 さ れた と 言 い 難 い 。 排、准 は 人 間 の 生理現象で あ る O 当 然 な が ら 、 今後の備 え に は 、 そ

の こ と に も 思 い 及 ぼす必要があ ろ う 。

1 2  B 日 か ら バ イ ク で校 区 の避難所 を 回 っ た り 、 子 ど も た ち の状況確認が始 ま っ た。 全

校生700人 の う ち 400人の家庭が全半壊で、 当 初80%以上が 自 宅 を 離れて い た 。 3 日 目 以 降

は電話 に よ る 問 い 合わせや、 被災者 を 尋 ね る 訪問者の対応 に 追わ れた O ず、 っ と 放送 し っ 放

し だ、 っ た放送設備 も パ ン ク し たj 。

こ う し た 混乱状態 は 、 被災地 の ほ と ん どの学校で 見 ら れた と こ ろ で あ る O

5 . 外国籍避難者 と の共生

各学校そ れぞれが苛酷 な 条件 を 背負 っ て い た 中 で、 あ え て 神戸市立鷹取中学校の ケ ー ス

を 取 り 出 し た の は 、 と も す れ ば被差別 に つ な が り がち な 問 題 を 赤裸 々 に つづ り 、 共生社会

への芽 を 懸命 に 見つ め て い る か ら だ。

「校 区外か ら も 避難 し て き て い た 。 全体で1， 600人の う ち 3 分の l は在 日 韓 国 ・ 朝鮮人、

ベ ト ナ ム 人が120人、 ベ ル ー の 出 稼 ぎ の 人 も い た 。 当 初 は ベ ト ナ ム 人 に 対 し て流言 の よ う

な も の も あ っ た。 学校 に も fベ ト ナ ム 人ばか り に物資 を や っ て ど な いす る ね ん J と い う よ

う な苦情や脅 し の 電話がか か っ て き た 。 『ベ ト コ ン は 出 て行 け J と い う 落書 も あ っ たj 。

I (だが、 本校 に は) 各学年 1 人 ほ どベ ト ナ ム 人生徒が在籍 し て お り 、 教 師 も 生徒や 保

護者 と 普段接 し て い た の が よ か っ た 。 ベ ト ナ ム 人の卒業生、 太 田 中 、 駒 ヶ 林 中 の生徒た ち

が通訳な ど で意思疎通 に 参加協力 し て く れた。

ど も が学校に 通 っ て い た り 、 日 本人 と の 交流 も あ っ て共 同 生活がで き る 人 は避難所 に
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残 っ て い たが、 今 ま で に 差 別 を 受 け た 人や 、 日 本人 と は ・緒に住 め な い と い う 感覚 の 人 は

駒 ヶ 林公 園 な どで孤立 し生活 し て い た 。

生活習慣、 言葉の樟襲、 南北ベ ト ナ ム 人の 間 に あ る 対立感 な ど、 微妙 な と こ ろ で種 々 問

題があ っ た。

共 同 生活 を す る た め に は 、 み ん な で、作 っ た ル ー ル を 守 っ て ほ し い 。 日 本人や在 日 の 人 た

ち に は 、 生活感覚が違 う こ と に寛容であ っ て ほ し い、 と 双方 に お 願 い し た 。

fみ ん な 同 じ被災者 じ ゃ な い か、 関東大震災の と き の朝鮮人虐殺の よ う な こ と を す る の

かj と 、 班長会で教職員 が真剣 に 訴 え た こ と も あ っ た 」 。

“在 日 " 社会 も 世代交代 に よ っ て 、 今や 3 世、 4 世が コ ミ ュ ニ テ イ の 中 心的 な 担 い 手 に

な っ て い る O 関東大震災で、 デマ に踊 ら さ れた民衆が多数の罪 な き 朝鮮 人 を虐殺 し た 事実

は 、 た と え 知 識 と し て知 っ て い る と し て も 、 今 回 の 震 災で 同様の悲劇が起 き る な ど思 い も

し な か っ た ろ う O し か し 、 2 世 な ど多 く の 差別 に耐 え て き た 高齢者 に警戒感が な か っ た と

は い い き れ な い。 日 ご ろ 協力 す る 機会の少 な い在 日 本韓 国民団 と 在 日 本朝鮮人総連合会が、

そ れぞれ に 入手 し た 死亡者名簿の交換 を す る と い う 交流の素地 に 同砲 を 守 る 共通の患いが

あ っ た一一民 団 の役員 は こ う 言 う 。

だが、 「在 日 」 つ ま り 定住外国 人 と 日 本 人 と の 際立 つ た ト ラ ブ ル は な か っ た 。 つ ね 日 ご

ろ の 人 間 づ き あ い 、 民族理解が、 垣根 を 引 き 下 げた こ と の 、 一つ の表れだ ろ う O

東神戸朝鮮初 中級学校、 西神戸朝鮮初 中級学校で は炊 き 出 し が行 わ れ、 近 隣住民 に振舞

われ た。 明 石朝鮮初級学校で は 、 壊れた塀の修復 を 市 に頼み込んで も 取 り 合 わ れず、 近隣

住民が 一緒 に な っ て市 に掛け合 っ た。

大震災 と い う 非常事態 だ か ら 力 を 合 わ せ ら れた 、 と い う 見方 も あ る O し か し 、 日 ごろ 、

隣人意識が な か っ た ら 、 非常の 中 で、 こ う も 一体感が働 い た だ ろ う か。

後 に 触 れ る 「防災教育j で は 、 イ ザ、 と い う 時 の 助 け合 い を 生み 出 す 人権意識がカ ギ に な

る 。 「共生社会の 実現J と 言 い換 え て も よ い 。

6 . 学校再 開 ま で

避難所 と 化 し た 施設の運営で、 被災地の教職員 は 睡 眠 3 時間 と い う の は ザ、 ラ O ま さ に不

眠不休の状態が続い た 。 本来の学校業務が手 に つ き 始め た の は 、 ボ ラ ン テ ィ ア を積極的 に

受 け入 れて か ら で あ る 。

だが、 マ ス コ ミ 報道が特定地 区 に 集 中 し た こ と か ら 、 「救援物資 も ボ ラ ン テ イ ア も 、 神

戸市長 田 区、 東灘区 と 芦屋 市 に 集 中 し 、 西宮では 市立中央体育館 の避難風景、 宝塚に 至 っ

て は 人の い な い 歌劇 の大劇場だ け だか ら 、 被災の 実態は伝わ ら な か っ た 。 彼 ら は足場の い

い と こ ろ と 、 被害が “ 絵 に な る " と こ ろ し か行 か な か っ た。 “ そ の 時" 障 害 児 は ど う な っ

て い た の か、 養護学校 に 足 を 運 ん で 開 き 出 す ぐ ら い の、 学校か ら 地域 を 見 る と い う 視点 も

姿勢 も な か っ た 。 こ の ヤ ジ馬 的 な ミ ス リ ー ド が、 どれほ ど大 き く て マ ス コ ミ への信頼 を そ
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こ ね た こ と か … … J o (間宮市 . 49歳 ・ 小学校教員)

マ ス コ ミ が頻繁 に取 り _t. げた芦屋市立精道小学校の場合

「 マ ス コ ミ へ の 対処 に は 困 惑 し た 。 ( 中 略) 同 じ こ と を 何 回 も 話す 時 間 的 な 余裕 も な い

し、 避難者の生活や健康の た め の 対応 に 追 わ れて い る の に 、 少 し待 た せ た だ け で、怒 っ て し

ま う 記者 も い た 。 3 人の 子 ど も が亡 く な っ た ク ラ ス に 集 中 的 に取材 し に や っ て き た り 、 テ

レ ビ も 1 度放送 し た こ と の続番 を つ く っ た り 、 迷惑 も は な は だ し い場合があ っ たJ o ( r 阪

神 ・ 淡路大震 災 と 学校一一教育の現場か ら の発信j 兵教組)

と に か く 学校業務 に戻れる と こ ろ か ら 事務 に つ い た 。 上記、 精道小 で は 、 8 人の見童が

死亡 し た が、 教職員 が葬儀 に 参列 で き た の は堺市 での 1 人 だ け だ、 っ た。 何 し ろ 「児童の在

籍移動、 学籍移動 で の 手続 き が大変 な 負 担 だ、 っ た。 親 は芦屋市 に い な い と 仮 設住宅や、 そ

の他の情報が入 ら な い か ら 、 子 ど も だ け を 親戚 に あ ず け る 場合が多 く て 、 低学年の子 ど も

に は不安で あ っ た と 思 う j 。

幸 い 、 こ の学校に は ボ ラ ン テ イ ア が各地か ら 駆 け つ け、 物資の仕分け、 食料の配布、 電

話の取 り 継 ぎ な ど、 多 い 時で50人、 常時10人がや っ て 来 て 、 2 月 上旬 に は 自 治会が組織 さ

れた。 た だ、 情報 も 少 な 過 ぎた し 、 市 の 常駐者 も な く 、 市 の広報車は 「精道小学校 に 行 け

ば青い シ ー ト があ り ま すJ と か 「 カ セ ッ ト コ ン ロ があ り ま すJ と 流 し た が、 教職員 に は初

耳で、 物 資 も 届 い て い な い こ と も あ っ た 。

い か に予期せぬ事態 と は い え 、 日 常的 に組織だ、 っ た情報ネ ッ ト ワ ー ク が整備 さ れて お れ

ば、 限 ら れた 市域で、 ち ぐ は ぐ な 対応 は 生 じ な か っ た はずで、 あ る O

と も あ れ、 3 学期 も 始 ま っ て 関 も な い 時期 だ、 っ た 。 卒業、 進学が 目 前 に控 え て い る o r兵

庫県の 1 年 の 記録j に よ る と 、 市町立学校で、 は 1 1 月 18 日 以降、 学校への避 難者受 け入れ

を優先 し な が ら 、 東播!語、 淡路両地域か ら 徐 々 に授業再 開 が進ん だが、 神戸市立小 ・ 中 学

校は全校休校。 阪神地域 で は 西宮市、 芦 屋 市 の 全校 と 他ltfの 官E小 ・ 中学校が休校 し て い

た。

1 月 30 日 の 時 点 で は 、 芦屋 市の全校 と 神戸 市 の 109校、 さ ら に 西宮 市 の 一 部小 ・ 中 学校

を 除 き 、 他の 市で は短縮授業 を 含め て 再 開 し て い た 。 校舎の被害が大 き い学校で は 、 臨時

校舎の建設や周辺学校への 分散等 に よ り 授業 を 再 開 し た。

2 月 17 日 時点 で も 、 神戸市 の 19/J、学校、 1 高等学校、 3 養護学校 と 西宮の 1 養護学校が

休校 だ、 っ た が、 2 月 24 日 、 全校で授業が再 開 さ れ る に 至 っ た J 。

各校の教職員 に と っ て 、 再 開へ こ ぎつ け る ま で文字通 り の苦労は、 想像を遥か に超 え る O

避難所 の 管理 ・ 運営 に し て も すべて を ボ ラ ン テ ィ ア 任せ に 出 来 な い。 さ り と て 自 治組織 を

形成す る に も 「 リ ー ダー シ ッ プ を と り す ぎ る と 頼 り かか ら れ、 離れてみ て い る と “ 先生 ど

な い し ょ " と 判 断 を 求め ら れ る O 本 当 は結論が出 て い る 問題で も 、 や は り 教員 を “緩衡地

帯 " と し て 置 い と き た い んや 、 と 感 じ さ せ ら れ る と 、 学校の仕事は教職員 で 、 避難所 は住

民 自 治 で、 と 割 り 切 れ な か っ た J と い う o (神戸市灘区 ・ 小学校教員 ・ 45歳)

398 第六業@教育



多少の不安は あ っ て も 、 避難所の運営は責任分担で き る 。 中 で も 他府県か ら の教員 グ ル

ー プが ボ ラ ン テ ィ ア と し て 来て く れた 時 は 、 電話の応対か ら ト イ レ掃除 ま で、 さ すが同業

と 思 わせ る 心配 り と 手際良 さ が何 よ り の救援だ っ た 、 と い う O

自 分に で き る こ と を 持 ち 寄 っ て 、 少 し で も 多 く の 人 の 困 難 を 手助 けす る の が ボ ラ ン テ イ

ア な ら 、 地域住民の 自 主的 な 動 き も 、 世話 を か け た 感謝 を 精一杯表わ し て ボ ラ ン テ ィ ア に

勇 気 を 与 え た 高齢の人た ち も 、 すべて が ボ ラ ン テ イ ア だ。 避難者 同 士 で い た わ り 合 う 場面

も し ば し ば。 与 え る 人 と 与 え ら れ る 入、 と い う 関係 で は ボ ラ ン テ イ ア は成 り 立 た な い 。 子

ど も た ち も 水運 びゃ救援食料の配布 な ど を 手伝 っ た 。

「み ん な 、 自 然 に 役割 を 、 身 に 合 っ た形で分担 し て い た。 そ れ を 見 て 、 私 た ち (教職員)

だ け が シ ン ド イ と い う の は思い上が り で、 い ま 、 何 を し な け ればな ら な い の か、 冷静 さ を

取 り 戻せ た 。 実 際 は 、 す ん な り と 本務 に 集 中 で き な い状態が続い た け れ ど も … …J 0 (神戸 ・

小学校教員 ・ 42歳)

児童 ・ 生徒の 生命の安否 は 、 と り あ え ず集約で き て も 、 生存者で、全国各地へ転 出 す る 者

が相次い だ。 そ の 数28， 000人 を 超 え た ( 3 月 24 日 現在) 。 前述の 「転校手続 き に 追わ れたJ

と い う の は、 学校に よ っ て 差があ る に し て も 、 並の事務量 で は な い 。 と い う の も 、 転 出 し

た 児童や保護者 に 、 帰 れ る 状況 に な れ ば元 の学校 に 帰 り た い と い う 希望が強か っ た こ と も

あ り 、 そ の 関 に も 児童 ・ 生徒の安否や被災状況の確認 に 追 われて転出 に 伴 う 事務がふ だ ん

の よ う に は か ど ら な か っ た 。

少数例か も 知 れ な い が、 転 出 児 童の 受 け 入 れ校 ( 島根、 広 島、 山 口 な ど) と 連絡 を と り 、

子 ど も た ち の心の状態 に気配 り し た教員 も 数人 に と ど ま ら な い。 こ う し た ア フ タ ー ・ ケ ア

が、 どれだけ子 ど も た ち の励 ま し に な っ た こ と か。 4 � 5 ヵ 月 後 に “ 帰 っ て き た子 ど も "

た ち が、 口 を そ ろ え て 「元気づけ ら れた J I両親 も 、 何 と か し て神戸へ帰 ろ う 、 と 頑張 っ

て く れた」 と い う O

県教育委員 会 も 、 現場の 事情 を 知 っ て 、 2 月 10 日 、 「兵庫県南部地震 に お け る 被災地域

等の 学校運営 に つ い て」 通知 を 発 し 、 各市町教育委員 会 に 、 指導要録、 卒業証書 な どの弾

力 的 な扱 い に つ い て具体的 な 方針 を 示 し た 。 公立小 ・ 中学校に 限れば、 転 出 者数は徐 々 な

が ら 戻 っ て き た。 ピ ー ク 時 のお， 000人 か ら 、 8 年 1 月 1 日 現在 で9， 977人、 8 年 1 月 12 日

現在で は 9 ， 818人 と な っ た。 教員 に と っ て は 「帰 っ て 来 ら れ な い 子 ど も が一 番気がか り だ

っ た」 。

続 け て 『兵庫県 の 1 年 の記録J か ら 、 学校再 開への足 ど り を 引 用 す る と O 

県立高等学校の場合。 「公共交通機関や水道 ・ ガ ス 等の復18 に 作 い 、 被害 の 大 き か っ た

学校で も 短縮授業や分校方式 な どの}j法 を 採 り 入 れ な が ら 授業 を 再開 し て い っ た。 2 月 10

日 、 湊川高校の授業再 開 に よ り 、 県立高校の休校は な く な っ た」 。

ま た、 県立盲 ・ 聾 ・ 養護学校の場合。

「神戸 ・ 仮神地域の 県立富 ・ 聾 ・ 養護学校 9 校 は 、 数 臼 閣 の休校や短縮授業 を 行 っ た が、
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校舎の損壊状況が授業 に 支障 を き た す程の も の で な い こ と が判 明 す る に 伴 い 、 1 月 初 日 、

すべて の 学校が授業 を 再 開 し たj 。

だが、 あ え て 1 例 を あ げる 。

神戸市立青陽東養護学校 (灘 区) は 、 避難所 に指定 さ れて い な か っ た。 こ の 地域で指定

さ れ た 避難所の閥灘小学校へは2， 000人が詰 め か け、 こ の養護学校に も 最大1， 500人がな だ

れ込ん だ。 教職員70人の う ち 当 日 の 出勤者 は校長 を 含 む 8 人。 う ち 単車で来 た 4 人 は子 ど

も の家 を 見 て 回 り 、 学校 内 は 4 人 で対応 し た。

避難所 に 指定 さ れて い な い か ら 、 忘 れ ら れた り 後 回 し に さ れた ら 図 る 、 と 考 え 何度 も 区

役所 に 水、 毛布、 食料 を 依頼 し た。

午後 5 時 ご ろ 電気が通 じ、 暖房が作動 し た。 環境がい い と い う 口 コ ミ で次 々 と 避難者が

や っ て 来 た 。 が、 1 月 末 ま で は教職員 7 、 8 人が交代で泊 ま り 込み、 休 む 間 も な く {動 い た 。

1 月 末 に な っ て、 避難者の 自 治会づ く り が進み、 ト イ レ の 問題に 始 ま っ て 水 の 当番、 救

援物 資 の 受 け取 り ・ 配布、 名簿づ く り な ど生活全般 に わ た っ て積極的 に働い た 。 こ れで教

職員 の負担 は よ う や く 軽減 さ れた 。

子 ど も 86 人全員 が無事 と 確認で き た の は l 月 23 日 o 2 月 8 日 に は保護者 同 伴 で 自 由 登校

が始 ま っ た。 養護学校は校区が広 い 。 東灘区 の 深江幼稚関 に 10 日 ほ ど間借 り を し たが、 2

月 22 日 に 学校 を 再 開 し た 。

木工室 は機械が引 っ く り か え っ て い て 危 験 な た め 人 も 入 ら な か っ た の で、 学校再 開 に は

そ う し た 部屋が 当 て ら れた。 そ れで も 、 避難者 に 教室 を 空 け て も ら わ な け れ ば な ら な い。

次の証言 は 、 学校側 のつ ら い立場 を 物 語 っ て い る O

「 … …入 る 時か ら 一つ の フ ァ ミ リ ー がで き て お り 、 す で に各部原の な じ み が 出 来て い て

場所 を 移 り た が ら な い。 完全倒壊のマ ン シ ョ ン ぐ る み で、入 っ て い る 部屋 も あ っ た。 教室 を

空 け て も ら う に も そ れがネ ッ ク に な っ た が、 最後 は気持ち よ く 教案 を 空 け て く れた。 し か

し 、 そ の 集 団 に 他 の 人 を 混ぜる の は 難 し い こ と だ、 っ た 。

教室 を 空 け て く れ と は 直接 い わ な か っ た 。 自 治会が状況 を 調べて処理 し て く れた。 し か

し 、 本校 は PTA と 地域 は 関係がな い の で他の学校 と 条件 が ち が い 、 や り に く い面 も あ っ

たj。

む ろ ん、 こ れ は 、 ま だ し も ス ム ー ズ に 運 ん だ例 で あ る 。

家 を 失 い 、 行 く あ て も な い 人 た ち か ら 、 何 も 状況 は 変 わ っ て い な い の に 追 い 立 て る の か、

と い っ た抗議 も 各校であ っ た。 だが、 地域の 自 治会 が ま と ま っ て い る と こ ろ は 「子 ど も た

ち に学校 を 返そ う 」 と 自 主 的 に教室 を 空 け た け れ ど、 被害が甚大で校区外か ら の避難者が

多 い と こ ろ は摩擦が生 じ た 。 学校は 再 開 し た も の の仮設住宅が校庭 の 半 分 を 占 め 、 ト イ レ

は 共用 と い う 状態 で不 自 由 を か こ っ た学校 も 少 な く な い。

小学 6 年生の私学受験や、 中 学 3 年生の進路指導 な ど、 教員 の仕事は 山積み し て い た。

卒業式 も 近づい て い る O 体育館 は避難所 に な っ て い て使 え ず、 会場 を ど こ に す る か、 悩 ん
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だ。 避 難者 に そ の こ と を 告 げた教職員 の 識 も が「身 を 切 ら れ る よ う な 思 い だ、 っ た」 と い う 。

久 保健室一一心 の ケ ア ヘ

学校の再 開 に 伴 っ て 、 子 ど も た ち の査校数 は徐 々 に 増 え た 。 被害の比較的軽か っ た 子 ど

も は 、 友 だ ち と 恐怖体験 を 語 り 合い 、 無事 を 喜 び合 い 、 友 だ ち を 亡 く し た 子 ど も た ち は共

に泣 き 合 っ た 。 学校 だ け が、 何 も か も こ だ、 わ り な く 自 分 を 解 き 放て る 場 だ、 っ た の か も 知 れ

な い。

だが、 激変 し た環境 の 中 で、 心の傷 を 受 け な か っ た 子 ど も は 少 な い 。 子 ど も た ち が顔 を

そ ろ え 出 し で も 、 そ こ か ら 苦 闘 が始 ま っ た の が養護教諭た ち で あ る 。

震災直後、 各学校の保健室 は “ 野戦病 院" と 化 し た 。 ほ と ん どの学校で保健室 は備品が

散乱 し て足の 踏み場 も な い状態 だ、 っ た 。 と う て い 医務窓 と し て使 え な い 。 そ れ で も 、 避難

者で重症 の けが人、 老人、 妊産婦、 乳幼児 は保健室へ殺到 し た 。 学校に よ っ て は遺体安置

所 に な っ た と こ ろ も あ っ た。

と も か く 避難者の 中 か ら 医師や看護婦の有資格者 に 呼びかけて応援 を 求 め た も の の 、 水

も 医薬 品、 紙お し め な ど皆無に 等 し い。 「す り 傷、 切 り 傷 の 薬 は ア ッ と い う 開 に な く な り 、

ガ ー ゼ も 包帯 も た ち ま ち 品切 れ。 近 く の 薬 局 庖 主 が f う ち は潰れた け ど、 ク ス リ は取 り 出

せ る か も し れ んj い う て 3 、 4 人で、走 り 出 し た が、 し ば ら く し て 『ベ シ ャ ン コ で ア カ ン わ J

と 帰 っ て こ ら れた 。 た っ た 一つ の救い は 、 恐怖感が な ま な ま し く て 誰 も 大声 を 出 さ な か っ

た こ と か な あJ o (神戸市兵庫 区 ・ 養護教諭 . 49歳)

そ れが、 学校再 開 に 伴 い 、 子 ど も た ち と 直接 向 か い 合 う よ う に な る と 、 さ ま ざ ま な 問題

が見 え て き た 。 兵庫県養護教諭研究会連盟の 記録集 r 95悲 し み の ふ ち か ら 愛 と 希望 と

大い な る 未来へJ に は 、 そ れぞれの実践が報告 さ れて い る 。

「震災後、 体育館が避難所 と な り 、 中 に本校の児童 も 数人 い た 。 そ の 中 に 幼児退行 (赤

ち ゃ ん返 り ) し た子があ り 、 お ね し ょ を し た り 、 授業中 に お 漏 ら し を し て し ま い 、 そ の た

び に 保健室で着替え を さ せ る 日 が数 日 続い た … … 。 ト イ レ に 行 け な い 原 因 が分か る ま で 出

来 る だ け 叱 ら な い よ う に 保護者 に も お 願 い し た 。 こ の よ う な 指導 を 続 け る う ち に 、 住み慣

れ た 部屋へ戻 る と 、 お 漏 ら し も し な く な っ た 。

い つ も と 違 う 場所で の 生活か ら 精神 的 に 不安定 に な っ て い た こ と 、 ま た 学校の ト イ レ に

一 人で行 く の が怖 か っ た こ と が原 因 だ、 っ た よ う で あ る (尼崎市立成徳小 ・ 北 口真理)

ほ か に も 、 ふ だ ん は あ ま り 話 を し な い子が 「眠れな い J と 訴え た り 、 不 定愁訴で保健室

へ A 日 に何 回 も 来 る 子 も い た 。 北 口 先生 は 、

ト … ・子 ど も な り の 理 由 を 話 し やすい雰囲気 に し た り 、 時 間 を ゆ っ た り 取る と い う よ う

な 細 か い 配患 に 欠け て い た の で は な い か。 地震 に よ っ て 、 日 ご ろ 、 子 ど も た ち へ の対応の

仕 方 を 振 り 返 る き っ か け と な っ た J 。

と 反省 す る 。 日 ご ろ 手抜 き し て い た ら こ の 反省 は 生 ま れ な い 。 原 点 に戻 る 謙慮 さ は、 他
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の養護教諭 に も 共通す る 思 い だ ろ う O

震災は、 子 ど も た ち に と っ て 、 ま さ に 悪夢 に似 た体験だ、 っ た 。 多 く の子 ど も は 暖衣飽食

を つ ね と し て い た 。 そ れが電気 も ガス も 水 も な い 上 に 、 当 初 は 乾 い た 食パ ン を 分 けて 食べ

る “異次元体験" を 強い ら れ た。 中 に は生 ま れて初め て遺体 と 並 ん で、横た わ っ た恐怖 を 5 1

き ず り 、 夢 を 見 る の が怖 い 。 と 不 眠症 に な っ た子 も い る O

1 " ・ . " 再 開 後の 保健室 は 閑散 と し て い た 。 全校生 の減少 の た めか、 2 部制 授 業 の 限 ら れ

た慌た だ し い 時 間 の た め か、 そ れ と も プ レ ハ ブ住宅 の建つ運動場の使用 制 限 の た め か、 い

ろ い ろ 原 因 を 考 え な が ら も 、 保健室 か ら み た 子 ど も た ち は 元気であ る と 捉え ら れたJo (西

宮市立広 田 小 ・ 和 問美枝子)

と こ ろ

I r母親に く っ つ き 甘 え がひ ど く な っ た j r夜、 一人で眠れず母親が抱い て 眠 る よ う に な

っ たj r震災後ず っ と 下痢が続 い て い た が仮設 に 移 り 、 落 ち 着 い て き たj 新学期 5 月

の 家庭訪問 で得 ら れた心 の ケ ア を 要す る 子 ど も の様子 で あ る 。 学校で は友 だ ち ゃ教師 と の

かか わ り に よ っ て 頑張っ て い る 子 ど も た ち も 、 家 の 中 で は 、 経験 し た恐怖 を 記憶の 中 に 抱

え 、 震 災後の さ ま ざ ま な 家 庭 の 問 題 を 目 の 当 た り に し て い る わ け で、 改 め て 子 ど も た ち を

見直す必要牲 を 感 じ た J o (同前)

甘 え た い 、 受 け と め て ほ し い 、 と い う 子 ど も た ち の心情 に ど う 符 え る か。 養護教諭 は 真

剣 に 子 ど も た ち と 対い 合 っ た 。

う わべで、見れば屈託の な い よ う に 見 え る 子 ど も た ち が、 人 に は見せ な い心 の傷。 そ れ を

癒 さ ぬ 限 り 、 学校 は 再 開 し で も 、 教育の再 開 は あ り 得 な い。 そ ん な 熱い 思 い が、 今 な お 続

い て い る 。

た だ 、 心 の 傷 は 簡 単 に 癒せ な い 。 震災か ら 2 ヵ 月 半後 の 4 月 か ら 、 神戸市児童相談所が

開 設 し た 「 こ こ ろ の電話相談J に は毎月 約50件 の棺談が寄せ ら れた 。 6 月 の 相談件数は73

件。 1不主主校J 1粗暴化」 に つ い て の相談が増 え た o朝 日 新聞 j 1995年 7 月 15 日 ) と い う 。

た と え ば、 神戸市内 の小学校 3 年 の 男 児 は 、 震災後 3 ヵ 月 間 に 2 回転校 し た 。 最初の大

販府内 の 学校 で は ク ラ ス の友 だ ち がで き ず、 先生 に も 「被災者」 の気持 ち を 理解 し て も ら

え な か っ た 。 ク ラ ス に な じ め ぬ ま ま 不登校 に 。 そ の 後、 神戸市 内 の 別 の学校 に 再登校 し た

も の の 、 登校 を 渋 る 日 々 が続い た と い う O

ま た 、 小 学校 6 年生 の 男 児 は 、 震災か ら 何 ヵ 月 か た っ て突然、 母親 を た た い た り 、 汚 い

言葉 を 浴 びせ る よ う に な っ た 。 同相談所の村上英雄主査 は 「震災後 の 人 間 関係 や 家庭環境

の 変化 に よ っ て引 き 起 こ さ れた 二 次 的 ス ト レ ス j だ と 分析 し た 。 保健室が再 開 さ れ、 い か

に優 し く 受 け入 れ よ う と し て も 、 こ う し た不登校児や、 家庭 内 での 反抗的 な 態 度 ま でっ か

む こ と は 難 し い。

同 4 月 、 兵庫県教委 は 、 被災地の小 ・ 中 学校 に 震災復興 と 防災教育 の 担 当 教員 計143人

を 配置 し た 。 子 ど も た ち の心 の ケ ア に 加 え 、 県外に疎開 し て い る 子 ど も と の連絡に 当 た る

402 第六章@教育



の が任務 だ、 っ た 。

上記の新聞記事 を 、 そ の ま ま 引 用 す る 。

「神戸市須磨区の千歳小学校で 防災教育担 当 の西尾雅史教諭 は 、 受 け 持 ち の ク ラ ス の児

を 対象 に 、 定期的 な 心の ア ン ケ ー ト 調査 を 続 け て い る 。 一見普通 に 見 え て も 、 家庭で は

ふ ろ や ト イ レ の ド ア を 開 け た ま ま に し て い た り 、 A 人 に な る と 恐怖感 に 襲 わ れ る と い う 子

は 多 い 。

父親 を 震災で、失 っ た小学 3 年生の男 兇がい た。 個別指導はせず に 、 ク ラ ス の 中 で の 自 然

治療 を 願 い な が ら 見守 る こ と に し た 。 数 ヵ 月 た ち 、 男 児 は 『 そ っ と し て く れ て よ か っ た j

と も ら し た 。 r 肉 親の 死 を 自 分の 心 の 中 で消化 で き た の で し ょ う O 積極的 に か か わ ればい

い と い う も の で は あ り ま せ ん 心 。

傷 む 心 に 踏み込 む こ と も 、 か と い っ て 、 間 を と り 過 ぎ る こ と も 出 来 な い 。 実 に 難 し い 。

し か し 、 予 を こ ま ね い て い ら れ な い 。

「理解か ら い え ば、 子 ど も と 親 と 学校の 三者が協力 し て … … と い う の が本来の形 だが、

子 ど も よ り 先 に 、 親の心の ケ ア が必要 な ケ ー ス も 多 く 、 し ば し ば限界 に 突 き 当 た っ た」 と

語 る 教員 も 少な く な い。 施設や設備の 回復 よ り も 、 人 間 と し て 普通の精神活動 を 取 り 戻す

こ と が先決、 と す る 教員 の努力 は 、 今 も 続い て い る O
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�-節 教育施設の防災機能
1 . 地域時災拠点 と し て の 学校

「地震列 島j と い わ れ る 日 本で、 い つ 大地震があ っ て も お か し く な い こ と は、 誰 し も 知

識 と し て は知 っ て い た はず で、 あ る 。

し か し現実 に 、 大地震 に 見舞 わ れ た 時、 マ ニ ュ ア ル も な か っ た し、 た と え あ っ た と し て

も 事態 の 対応 に役立た な か っ た。 震 度 7 と い う 想定外の衝撃 を 実体験 し て 、 改め て諸問題

に 直面 し た 、 と い う の が本音で、 な か っ た ろ う か。

に も かか わ ら ず、 各学校 ・ 留 は否応 な く 地域の 防災拠点 と な っ た。 防災拠点 と い う よ り

生活拠点 と い う べ き 実態 だ、 っ た 。 被災地の 人 た ち が “ 近所の学校" へ、 な だ れ込 ん だ の だ

か ら 。

当初 の 1 � 2 週間 は、 教職員 が無休の状態 で働 き 、 地域の協力 者 と 共 に コ ミ ュ ニ テ ィ を

形成 し た 。 今で き る こ と を や る し か な い 、 と 「前後左右が見 え な い状況の 中 で動 い て い た 」

(酉宮市 . 46歳 ・ 教 員 ) も の の 、 I (地震発生が) 早朝だ、 っ た か ら 、 ま だ救 わ れ た 。 も し、

子 ど も た ち が登校 し て い た ら 、 地域 も 何 も な か っ た だ ろ う J と 振 り 返 る 。

も し 、 子 ど も た ち が登校 し て い て 、 大地震が発生 し た ら 、 そ の 子 ど も た ち を 守 り き れ る

防災拠点 で あ り 得た か。 建物被害の大 き か っ た学校の思い は深刻 で あ る 。

ま た 、 こ の 地震の経験に よ っ て 、 地域の

人 び と は 、 今後、 突発的 な 災害時に は最寄

り の学校へ避難す る こ と に な る だ ろ う 。 震

災以前 は 「近 く の 学校j ぐ ら い に し か考 え

ら れ な か っ た 人た ち が、 卒業生 で あ る な し

に かか わ ら ず学校へ 身 を 寄せ、 学校 を コ ミ

ュ ニ テ ィ の核 と し て 見直 し た。 学校 を 、

校教育 の施設 に と ど ま ら ず地域の社会教育

の場に活用 し て も ら お う と す る 方向 か ら す

れば、 l顕 つ で も な い チ ャ ン ス で あ る 。

ひ と く ち に コ ミ ュ ニ テ ィ と い っ て も 各地

域 ・ 各校 さ ま ざ ま 。 我勝ち に ス ペ ー ス を と

り 合 っ た り 、 救援物資 を と り 込 ん だ り 、 精

神 の 動揺そ の ま ま に振舞 っ て ト ラ ブル が続

い た学校 も あ る 。 そ れ を 、 な だ め に 行 っ た

の が、 学校の教員 だ、 っ た 。

「 当 初 は 、 み ん な が被災者だ、 っ た。 が、
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時 間 がた つ に つ れて我が出 て き て、 自 治組織の 人 に バ ト ン タ ッ チ し な い と 治 ま ら な い よ う

に な っ た 。 そ こ か ら です。 先生が頼 ん で、 き た か ら 、 わ し ら で解決 し よ う 、 と 自 治組織の 人

た ち と 私 ら が結 びつ い た の はJ o (神戸市 ・ 41歳 ・ 教員)

も し 、 こ の時、 教員 の 主体的 な 行動がな か っ た ら一一一

「学校 は 単 な る 一 時的避難所で し か な か っ た で し ょ う O し か し 、 先 生 た ち が率先 し て活

動 さ れた か ら こ そ “ こ こ は学校な ん だ " と い う 意識が絶 えず離れな か っ た し、 同 時 に 、 地

域の防災拠点 な の だ と い う 思 い を 新 た に 出 来 た と 、 私 は確信 し て い ま す (神戸市 ・ 59歳 ・

自 治組織代表)

そ う し た 中 で 、 防災機能の 見直 し が始 ま っ た 。 便宜的 に 指定 さ れ た 名 ばか り の 「避難所J

を 、 実態の伴 っ た 防災拠点 と す る た め に 、 何 を 、 ど う す る べ き か。 そ れ は 、 子 ど も た ち が

在校 中 に 震災 に 見舞わ れた場合 を 想定すれば、 ま さ に 緊急 の課題だ ろ う O

だが、 実 際 に児童 ・ 生徒の在校時 に 災害が起 き た と き 、 果 た し て 学校施設へ無差別 に 地

域住民 を 受 け 入 れ る こ と は可能であ ろ う か。 そ の場合 に 予想 さ れ る 人的被害やパ ニ ッ ク 状

態 は 、 は か り 知れ な い。 学校 と 教職員 の 第一義的任務 は、 子 ど も た ち の 緊急救護 と 安全の

確保で あ っ て 、 避難住民 と の対応 は二次的 な も の に な ら ざる を 得 な い 。

と すれ ば、 当 然、 学校 ・ 関以外の地域防災セ ン タ ー な どの建設 も 重要 な 検討課題だ ろ う 。

そ の こ と も 視野 に 収め な が ら 、 い く つ かの課題 を あ げて お き た い 。

2 . 学校 @ 圏 の 紡災管理、 そ の 課題

神戸市教育委員会の 『 阪神 ・ 淡路大震災 神戸市立学校震災実態調査報告書j の 中 で、

佐古秀一氏 (鳴門教育大学) ・ 植 田義幸氏 (大阪大学) の両氏 は 、 学校 ・ 菌の被害 と 防災

管理の課題 に つ い て 、

①講堂 ・ 体育館 の 天井 の 落下 あ る い は損壊 は40%以上の学校 ・ 園 に 及 ん で い る 。 そ の 安

全性 に 関 し て 点検を 行 う と と も に 、 損壊状況の事例 を 収集 し た 上で、 そ れ ら の場所で被災

し た場合の避難方法 に つ い て も 検討 を 加 え る べ き で あ ろ う 。

②校舎 出 入 口付近や運動場の被害が少 な く と も 30% を 超 え る 学校 ・ 国 で は 地震の揺れが

お さ ま っ た後、 教室か ら 校庭への避難 を 想定 し て 避難計画が立て ら れて い る 。

今 回 の 地 震 は授業時 間外だ、 っ た か ら 現実 の 問題 と し て は顕在化 し な か っ た が、 校舎出 入

口 の破損や運動場の亀裂 な どが生 じ た 場合 を 想定 し て 、 避難方法 を 再考す る こ と が必要だ

ろ う 。

③設備 ・ 備品 類の 落下、 転倒数でみ る と 、 各種の書棚、 書架の合計 は2， 500 を 超 え 、 ロ

ッ カ ー 、 テ レ ビ は1 ， 000 を 超 え て い る 。 コ ン ピ ュ ー タ ー も 800余の転倒 、 落下が報告 さ れて

い る 。 ま た危険物が収め ら れ て い る 理科準備室 の 薬 品棚 の 転倒 も 100 を 超 え た ( こ れ ら の

数字 は 、 校舎の被害が甚大で確認す ら 困 難 だ、 っ た時 点 で の も の で、 被害総数は か な り 上回

る と 見 ら れる ) 。
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た と え 不測 の事態 と は い え 、 こ れほ ど膨大 な 数の転倒 、 落下が生 じ た こ と に 関 し て 、 こ

れ ま で の 防災対策 に 不備 は な か っ た か、 再点検す る 必要があ る O

先の 一調査報告書 は 、 再検討の必要性 に つ い て 、 さ ら に 次の よ う に 指摘 し た 。

「例 え ば、 1982年 に 実施 さ れた 『学童 に対す る 防災教育 の あ り 方 に 関す る 研究j (研究

代表者 ・ 金子照基) で は 、 全国 6 都道府県 の 防災対策 を 比較 し て い る O

こ れ に よ る と 、 “ ロ ッ カ ー 、 戸棚等 の 落下 ・ 転倒 ・ 移動の防止" を 実施 し て い る 比率 は

兵庫県 で は お よ そ 24% に す ぎ な い 。 こ れに 対 し て 静 岡 で は約70%、 東京で も ほ ぼ60% の 実

施率 と な っ て い る 。 こ の調査結果 は府県単位の 集計 な の で、 神戸の状況 と は相違 し て い る

と こ ろ も あ ろ う O し か し な が ら 、 地震災害 を 想定 し た対策が、 関東 ・ 東海地 方 と 比べて こ

れ ま で手薄 で あ っ た こ と は 考 え ら れ る J 。

ま た 、 兵庫教育大学 の 徳 山 明教授 は、 地域 コ ミ ュ ニ テ イ の核 と し て学校の役割が再確認

さ れた 、 と い う 前提 に た っ て

「今後の 学校で は 、 本来の教育機能の 強化 と 共 に 地域の コ ミ ュ ニ テ イ への 開放 を 園 り 、

防災機能 を 強化 し た 新 し い コ ン セ プ ト の学校 を 構築す る 必要があ る J 。

そ の た め に 、 今後の 方 向 を 、 ハ ー ド、 ソ フ ト の両面か ら 検討 を 重ね 、 次の提言 を 行 っ た 。

ま ず、 ハ ー ド の 面 で は 、 すべて に優先 し て 学校の倒壊 は ほ と ん どな か っ た も の の 、 池の

埋 め 立 て 地 な ど軟弱地盤への対応 を 考 え る と 、 必ず し も 万全で は な か っ た 。 今後の基本設

計 は 、 こ の体験 を 踏 ま え た も の で あ り た い 。 盲学校 な どの 障害者 を かか え る 学校 は 、 な お

さ ら で、 飛散防止 ガ ラ ス な ど、 特別 に安全強化 を 図 る 必要があ る 。

内部施設 と し て は、 救命救急医療の設備が完備 さ れて い た ら 、 よ り 多 く の 人命が救 え た

か も 知 れ な い 。 が、 教育施設 に 、 そ こ ま で求め る に は 限度 を 超 え る 。 そ れ よ り も 、 避難所

と な っ たすべて の 学校で、 い ち ばん 囲 っ た の が ト イ レ だ、 っ た 。 こ と さ ら 説明す る ま で も な

い 。 小学校の ト イ レ に 、 し か も 水、 電気の 1上 ま っ た と こ ろ へ1 ， 000人�1 ， 500 人が詰 め か け

れ ば、 ど ん な 状況 に な っ た か。 だ か ら 「災害に も 強 い 自 家j争化の シ ス テ ム j を 、 い か に 導

入 す る か、 こ れ は 重要課題で あ る O 現 に 、 ト イ レ へ行 く の を 我慢 し た こ と に よ っ て心身 と

も に変 調 を き た し た人が、 長期 に わ た っ て体調 を 崩 し た例 は 、 決 し て 少 な く な い 。

避難所 と い う 居住環境は精神的 に も 不安定であ る 。 し か し、 排便 ・ 排尿 と い う 生理 的 な

欲求が満 た さ れ な い状況での、 我慢 な ら な い 苦痛 は 、 き わ め て 人 間 的 で、 あ る O

「生理的 な 欲求 は 、 精神以前の も の で、 た だ ト イ レ へ行 き た い 、 と い う 思 い で何 も 目 に

入 ら ず、 間 こ え な か っ た。 だ か ら と い っ て 仕切 も な い と こ ろ で用 も たせず、 6 、 7 人が固

ま っ て物陰で、 お 互い に 見張 り を し な が ら 穴 を 掘 っ た ら 、 そ こ へ30人 ぐ ら い 女性 ばか り が

殺到 し て 、 用 を 足 し た あ と 話 し 合 っ た 。 と に か く 自 分 ら で掃除 し よ う 、 そ し て 倒 れて い な

い 家 に 消毒液があ っ た ら 持 ち 寄 ろ う 、 と J 0 (神戸市兵庫 区 ・ 52歳 ・ 主婦)

こ う し た 生理的 な 発想が避難者で あ る 以前 の 、 人 間 的 な 要求 を 考 え る 時 の ベ ー ス に な る

の で は な か ろ う か。
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た だ、 突発的 な 災害 に 対 し て 、 学校に は救命救急医療の設備 は な い 。 救急衣料品や器具

を 常備す る こ と も 、 そ れ を 活用 で き る 医 師や看護体制 か ら 考 え て 、 有効 と は 思 え な い 。 現

「避難所で は あ っ て も 、 医 師 も 看護婦 も い な い保健室 に 、 救急セ ン タ ー の機能を 求め ら

れで も 、 私 た ち に は ど う し よ う も な い。 保健室 は 、 子 ど も た ち の心の居場 所 で あ っ て も “ 救

護所" で は な い んです。 だか ら 、 地域の 医療 セ ン タ ー と 絶 え ず連絡を し て 来 た の ですが、

イ ザ震災で、 電話 も 通 じ な い 、 と な れ ば頼 み は 、 けが人 ・ 病 人 と そ の 家肢の 生 き ょ う と す

る こ と し か な い。 つ ら か っ た です ね ェ J o (西宮市 ・ 47歳 ・ 養護教員)

学校の 保健室 と 地域 の 医療 セ ン タ ー と の 役割 を 認め合い な が ら 、 相 互 の 連携 を も っ と 密

に し た い、 と い う 教員 の思 い は 、 各地 に 共通す る は ず で あ る O

関東 ・ 東海地方で、大規模 な 地震が起 き かね な い と さ れた 4 、 5 年前 に “ 震 災 グ ッ ズ" が

売 れ た 。 懐 中 電灯 と 電池、 ラ ジ オ 、 ト ラ ン シ ー バ ー 、 無線電話、 あ る い は 常備薬 も 含 ま れ

て い た O だが、 阪神大震災の被災地で は 、 切迫感が な か っ たせいか、 多 く の 学校で、 そ う

し た備品 に 意 を 用 い た と こ ろ は少 な い と い う 。 油 断 と い う だ け で は 済 ま さ れな い。 何が起

き る か分か ら な い と い う 前提で、 子 ど も た ち を 災害か ら 守 る 、 と い う 基本姿勢があ っ た か

ど う か。 教育 シ ス テ ム の根幹 に も 関 わ る 課題で あ ろ う 。

徳 山 明教授の提言 ・ そ の 2 は、 ソ フ ト 出 での避難所の管理 ・ 運営 に つ い て であ る 。

重要 な こ と は、 緊急時の役割分担 を す る ま での指揮系統 を ど う す る か、 だ。 避難所 と な

っ た場合の 責任 は福祉課な ど行政の側 に あ る 。 だが、 こ の震災で は 、 学校施設に行政職員

が駆 け つ け た事例の方が少 な い。 と っ さ の対応 に つ い て は校長 あ る い は教頭の指示で教室

や校庭 の 活用 が始め ら れた 。 行政職員 だ け で は 、 お そ ら く 判 断 も つ かず、 か え っ て混乱 し

た か と 思 わ れ る 。 や は り 施設の全体 を 把握 し た 校長 も し く は教頭 に 判 断 を ゆ だね、 や や 落

ち 着 い た時 点 で、 行政へ の 引 き 継 ぎ を す る 手順の方がス ム ー ズ に 運ぶ の で は な か ろ う か。

次 い で、 教職員 の役割 に つ い て 。 学童の在校時 な ら 何 を お い て も 避難誘導 し 、 学童の安

全 を 図 ら な け れ ば な ら な い が、 今同 の よ う な 発生時刻 な ら 、 交通事情 に よ っ て 、 す ぐ に は

出 勤で き な い 場合 も あ る O そ う し た 際 に は 、 勤務校 に と ら わ れず、 住居 に 近い学校への暫

定 的 な 振 り 替 え 勤務が出来 る よ う な シ ス テ ム を 作 る 必要があ る 。 特 に養護教論は避難所 に

欠かせ な い の で、 災害時の機能的 な勤務体制 を 確立 し て お き た い 。

そ の 上で、 前述 し た救急救命地域医療体制 の重要性が改め て 問 わ れ る 。

確 か に 、 学校の保健 室 に 、 救急セ ン タ ー の役割 を 担 え 、 と い う 条件 は な い。 校医 と い っ

て も 自 宅や 医 誌で、 の 治嬢 に 追わ れ て 、 学校か ら の電話 も 途絶。 重患 を どの病 院に 運ぶべ き

か惜報 も つ かめ な い。 こ う な れば、 養護教諭が頼 り に な る 。

「 … … 自 分の 日 の前 の こ と し か考 え ら れ な い状況で は あ っ たが、 せ め て 電話が通 じ る よ

う に な っ た段 階 で は 、 養護教諭同士、 も っ と 連絡 を と り 合 う べ き だ、 っ た 。 ラ イ フ ラ イ ン の

状況、 薬 の こ と や 開 い て い る 医療機関 の情報、 ど こ の学校で24時 間 医療体制 を 組 ん で、 い る
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の か・ ・ ・ ・ ・ ・ 。

今後、 い ろ い ろ な備蓄 も 大切 だが、 各学校段階 だ け で な く 、 養護教諭の組織 と し て市、

県段階 ぐ ら い ま での ネ ッ ト ワ ー ク 作 り 、 マ ニ ュ ア ル作 り が出 来れば、 と 思 う J o (西宮 ・ 北

夙JI I 小 ・ 稲 田 恵美教諭)

こ の震災で、 養護教諭 の行動が、 心 に 痛手 を 負 っ た子 ど も や避難住民 に と っ て、 い か に

励 ま し を 与 え たか 、 に つ い て は 多 く の記録があ る 。 む し ろ 、

「 医 師 で な い養護の先生が、 限 ら れた 医薬品 で懸命 に 手 当 を し て い る 時、 ほ かの先生 は

知 ら ん顔 ゃ っ た 。 校医の指示 を 受 け に 行 く か、 ぬ り 薬 を ぬ っ て包帯 を 巻 く か、 何 な り と

助 け は 出 来 た はずや。 あ ん な 非常の 時 に 備 え て 、 教職員全員 が救急の イ ロ ハ を研修 し て も

ら わ ん と … … ム (宋塚 ・ 72歳 ・ 元教諭)

と い っ た 教員全体 に チ ー ム ワ ー ク を 求め る 意 見 も あ る O 直後の現場 を 歩 い た 限 り に お い

て は、 後者の元教諭の見方 に 共鳴す る と こ ろ が大 き い 。 も ち ろ ん、 そ れぞれの事情 に よ っ

て 、 一律 に正 否 で 片付け ら れな い に し て も 。

し か し 、 い か に教員 が救急医療の基礎知 識 を 修得 し た と し て も 、 そ れ は あ く ま で初動段

階での話。 重症者 こ そ救急救命の対 象 と な る O そ の た め に は 、 医療機関 の ネ ッ ト ワ ー ク 化

が何 よ り も 優先 し て 同 ら れる 必要があ ろ う 。 そ の i芙療機関 の ネ ッ ト と 、 養護教諭の ネ ッ ト

を 、 う ま く 組み合わ せ る こ と が出 来 れ ば、 地域防災計酎 も 、 よ り 充実す る に 違 い な い 。

3 . 学校 と 地域 と の連携

地域の 防災体制 は 、 学校 を 中心 と し て も 、 学校だ け で成 り 立つ も の で は な い 。 防災体制

と は い え 、 災害 を 未然 に 防止す る すべ は な い に ひ と し い。 た だ、 災害が起 き た 時、 死傷者

が一人 で も 少 な く な る よ う 万全 を 期す こ と は 、 知 恵 を も っ 人 間 の 、 最低の義務で も あ る 。

学校 に お け る 防災体制 と は 、 建築設計 ・ 構造上の 防災機能 も 含め て 、 避難所 と な っ た場

合の 自 治組織が開題 と な る O

徳 山 明教授の 「 … … 行政 を 中 心 と し た 町内会、 婦人会等 の組織、 学校 を と り ま く PTA、

学校開 放 な どの組織があ り 、 こ れ ら が学校 と 有機的 に 関連 し て避難所 を 動か し て行 く 必要

があ る 。 そ の 中 に ボ ラ ン テ イ ア も 位置づけ る 必要があ る 」 と い う 指摘 は 、 素 直 に 受 け と め

る べ き だ ろ う 。

た だ、 今回 の震災で は、 行政は行政の枠 を 越 え る こ と な く 、 町 内 会 は 、 そ れぞれの 区域

の 対 応 に 追 わ れ た 。 PTA は “被災市民" と な っ て PTA 活動 に 思 い 及 ばず、 婦 人 会 も 組

織的 に 動 け な か っ た 。 民生委員 さ え つ か め な か っ た 逃 げ遅れの高齢者 を 、 戸別 に 訪ね あ て

た の は 「高齢者 ネ ッ ト ワ ー ク J な ど民 間 の ボ ラ ン テ ィ ア 団体で あ る 。 そ れ も 、 日 ごろ の 交

流 の 中 で名 簿があ っ た か ら こ そ の 地道 な 作 業 だ、 っ た 。

行政 を 頭 に す る 既成 の 団体 に 、 果 た し て 日 常的 な 人の つ な が り があ っ た か ど う か。

し か し 、 地域 ・ 地 区 そ れぞれの状況 に よ る と は い え 、 障害者や病人、 高齢者、 乳幼児 に
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対す る 特別 な 配慮が必要であ る 。 実 際 に 、 あ る 学校で は避難者の 中 で屈 強 な 人か ら jllfî に居

心地 の い い場所 を 占拠 し、 時害者や病人が廊 下 に は み 出 た ケ ー ス も あ る 。 こ れは 日 ごご、ろ の

人権感党 の 写 し 絵か も 知 れ な しいミ、 O そ ん な 場合の

出 し、 避難校 では校長 も し く は教頭が状況 を 判 断 し な が ら 指示 を 出 す し か、 他 に 実効性の

あ る 方法 は 見つ け 難い の で は な か ろ う か。

震災か ら 1 年 白 。 1996年 1 月 17 日 付 の 『神戸新開 j は 、 地域防災拠点 と し て の学校 に つ

い て 、 横浜市の事例 を あ げた 。

引 用 が少 々 、 長 く な る が、 こ の機会に紹介 し て お き た い 。

「関東大震災 を 経験 し た横浜市 で は 『 白 分の 身 を 守 る に は 最低 3 日 分の備蓄が必要J と

親か ら 子、 子 か ら 孫へ と 言い伝 え ら れて い る 。 猛威 を 振 る っ た 火事が鎮圧 さ れ る ま で 3 日

間 を 自 力 で し の げば、 応援 も 来て く れ る J ( 同 市地震対策強化担当 ・ 立花誠課長) と 。

横浜市 は 、 広域避難所 と し て 公 園 な どオ ー プ ン ス ペ ー ス 112 ヵ 所、 備 蓄場所73 ヵ 所 な ど

を 持 っ て い た。 だ が、 阪神大震 災後、 市内 の 全小 中 学校442 ヵ 所 を 「地域 防災拠点」 と し

て避難所に 指定。 各住居 区 ご と に避難す る 学校 を 割 り 振っ た 。

学校 に は 「 防災備薬庫J を 設け、 児童生徒が減少 し た 学校 で は 空 き 教室 を 利用 。 教室 に

余裕がな い学校で は 、 敷地内 に新 た に鉄骨造 り の備蓄庫 を 建 て る こ と に な っ た 。 ' 98年度 (平

成 10年度) ま で に全小 中学校で整備 を 終 え た い と い う O

備 蓄 は 発電機、 担架、 ス コ ッ プ、 ロ ー プな どの救助 用 品 。 リ ヤ カ ー や毛布、 簡易 ト イ レ

な どの救護用 品。 粉 ミ ル ク やお か ゆ 、 乾パ ン な どの食料。 情報収集 の た め の携帯電話やパ

ソ コ ン の 配備、 と い っ た ふ う に 必要最低限度で、 し か も 心 く ば り が行 き 届 い て い る 。

ほ か に 、 ヘ リ コ ブ タ ー の救援 ・ 救命 を “ 円 滑" に す る 屋上への サ イ ン 表示 も 検討。 すべ

て に 前 向 き で あ る 。 関東大震災の恐ろ し さ は 身 近 に 残 っ て い た。 地震予知体制 の 中 で も 関

東 は 地震帯 の 中 に あ る O そ こ へ阪神大震災。 兵庫県南部 に は 「 ま さ か地震が… …J と い う

油 断があ っ た 。 �方、 横浜 は 「明 日 は わ が身J と 身 を 引 き 締め た 。

だか ら 横浜市 は、 1995年 9 月 、 地域防災拠点 と な る 各学校で運営委員 会 を 発足 さ せた 。

住民代表、 正副校長、 区役所職員 の 三 者で構成 し 、 共 同 生活の ル ー ルづ く り や炊 き 出 し 訓

練 も 行 う 。

ま た i可 市 は 1 5年 も 前 か ら 各地 に 循環式地下貯水槽 を 設置 し て き た 。 1000ぱ と 700rrì の大

型貯水槽 の ほ か、 小 ・ 中 学校 な ど に 100rrì、 60rrì の貯水槽計45基 を 整備、 今後 も 年 間 6 基

程度の増 設 を 進め る と い う O

阪神大震 災 で は 、 交通網の寸断で給水運搬 さ え 、 ま ま な ら な か っ た 。 横浜市の立花誠課

長が 「普段か ら 下地 を つ く っ て お く 必要があ る j と 、 神戸で、 の 印 象 を 語 っ た が、 防 災 と い

う 漠然 と し た概念 は あ っ た と し て も 、 震度 ? な い し 6 を 想定 し た 具体的 な シ ミ ュ レ ー シ ョ

ン と 、 そ の備 え に 欠 け る と こ ろ があ っ た事実 は 否 め な い 。

横浜 で は 今 も 、 各区役所では係長以上が最低 l 人 は 当 症 を 務 め 、 学校長や 区 長 な ど の 人
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事異動 も “ 職住接近" を 配慮 し て い る と い う 。 引 き 比べて神戸市な ど被災地 自 治体は r200

年 に 1 回 と い わ れ る 大震災。 今は復興計画 に 防災 を 取 り 入れ、 同 時 に 仮設住宅 か ら 災害復

興住宅へ、 生活基盤の切 り 替 え を す る こ と が急務J と “ 目 先 " を 追 う ほ か な い こ と を 強調

す る O

し か し、 だ か ら と い っ て 、 震 災体験 を 生 か し た学校づ く り に 手抜 き があ っ て は な ら な い。

さ き に述べた さ ま ざま な 課題 は 、 ノ ド元 を 過 ぎれば… … の格好で積み残 さ れて い る 。

あ の 、 震災体験 は 、 生 き て い る の だ ろ う か。

〈参考文献〉
『阪神 ・ 淡路大震災 神戸ilI立学校震災実態調査報告書j 神戸市教育委員会 1995'1'- 8 月
f1995'f'兵庫県南部地震災害における学校 ・ 教員の役割 と今後の学校防災体制並びに紡災教育のあ り 方に関する

緊急研究j 兵庫教育大学地震災害調脊班 1995年 3 月
『神戸新聞j 1996年 1 月 17 日
1 '95悲 しみのふちから 愛と希望 と大いなる未来へj 兵庫県養護教諭研究会連盟 1996年 1 Jî
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| 第三鮪 防災教育の推進
1 . 学校 に お け る 防災教育の見寵 し

も し今 回 の地震が発生 し た と き 、 児童 ・ 生徒が登校 ・ 園 し て い た ら 、 現場の混乱 は極 限

を 超 え て い た だ ろ う 。 人的被害 も 机 ヒの計算 を 上 回 っ て い た と 思 わ れ る O

現実に 「 防 災教育J が行 わ れて い た と し て も 、 子 ど も た ち の認識に は 、 避難調練 し か な

か っ た の で は な い だ ろ う か。

「小学校か ら 数え て 2 出 ぐ ら い あ っ た か な あ 。 火災が起 き た か ら 、 す ばや く 先生 の あ と

に つ い て校舎 を 出 ま し ょ う 、 と 予告があ っ て座ぶ と ん を 頭 に つ け て 出 た の は 。 で も 、 実際

に今度の よ う な 地震があ っ た ら 、 先生 も マ ニ ュ ア ル は な か っ た で し ょ う J 0 (市立芦屋 高 3

年 ・ 女子)

防災教育の現状 は、 学習指導要項 に も と づ き 、 特別活動 を 中 心 に 、 学校教育活動全体 を

通 し て指導す る こ と に な っ て い る O

し か し 、 多 く の場合、 当 面 の 防災 と い う 観点 に留 ま り 、 継続かっ徹底 し た 指導に な っ て

い な い。 そ の こ と を 予測 し て か、 文部省 も 、 た と え ば小学校特別活動 に お い て 、

「避難訓練 に つ い て は 、 表面的、 形式的 な指導に終わ る こ と な く 、 火災や地震 な どの発

生 を 具体 的 に 想定 し て 適切 に行 う こ と が必要で、あ る 。 な お 、 こ の 訓練に 関 連 し て 、 集 団 宿

泊 な どの宿舎、 も し く は乗 り 物 の事故発生時の 避難の仕方 に つ い て も 適宜指導 し て お く こ

と が望 ま し い J o ('89) 

と 添 え 書 き し て い る 。 そ れ は そ の通 り だ ろ う O 現 に 、 日 常 の避難訓練が成果 を あ げた兵

庫 県立古学校 の 実 例 も あ る 。 同 校 は 101 人 の 生徒が在籍す る が、 震 災 当 日 は 連休 明 け で17

人が寄宿 舎 に 戻 っ て お り 、 3 人 の 寮母が泊 ま っ て い た 。 同校で は 年 間 5 国 の夜 間 の避難訓

がれ き の 問 を 通学す る 小学生 (兵康区内)
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練 を 行 い 、 う ち 1 回 は地震 を 想 定 し て い た。 そ のせいか、 寮母 も 子 ど も た ち を 安全に誘導

で き 、 子 ど も た ち も 落 ち 着 い て行動 し た と い う 。

こ の場合、 目 が不 自 由 だか ら 入念 に 訓練 を し た 、 と い う “特殊事情" で片付け ら れな い 。

や は り 自 分の 生命 を 自 分で守 る 、 と い う 共通意識が、 冷静な行動 に つ な が っ た と い え る だ

ろ う 。

現行の学習指導要項 で は 、 防災教育 は 学校安全教育 の一環 と し て位置づけ ら れて い て 、

特別活動 を 中心 に 授業展 開 さ れる こ と に な っ て い る 。

小学校の 「健康で安全な 生活態度の 形成j の 中 で は 、

「 自 分の 健康状態 に つ い て 関心 を 持たせ、 身 近 な 日 常生活 に お け る 健康 の 問 題 を 自 分で

判 断 し 、 処理で き る 能力 や態度の育成 に かか わ る 保健指導 の 内容 と 日 常生活 に お け る 安全、

交通安全 な ど、 自 分や他の生命を 尊重 し 臼 常生活を 安全に保つ た め に 必 要 な 事柄 を 理解 さ

せ … … 」 と い っ た抽象論 を つづっ て い る O 自 他 と も に生命は大切 だか ら 、 そ れ を 尊重す る

行動 を 、 と い っ た 方が分か り やす い の に 。

し か も 、 そ の特別活動 に は、 学級や児童会、 ク ラ ブ活動、 学校行事 な ど も 含 ま れ、 小学

校低学年 で は 逓 に 1 時 限 (45分) 、 高 学年 で は 週 2 時 限 し か 与 え ら れ て い な い 。 こ う し た

日 常の、 ど こ に 「防災教育j の 割 り 込む余地があ る だ ろ う か。

兵庫県教職 員組合 ・ 兵庫教育文化研究所編 『阪神 ・ 淡路大震災 と 学校一一教育現場か ら

の発信j は 、 以上 の よ う な流れ を 踏 ま え て た 上で、 次の よ う に い う 。

「 も し、 防災教育 の 目 的 を (①地震等の 自 然 災害発生時、 学童 (幼 ・ 小 ・ 中 ・ 高) が 自

ら の生命 ・ 家族 ・ そ の他の 身 の 回 り の人 々 の 命 を 守 り 、 さ ら に 第二次以降の 災害の発生 と

拡大 を 抑止す る 対処行動 を 行 う こ と を 可 能 に す る 。 ②教育言11練の経験が成長後 も 持続 し 、

日 常生活 に 定着 し 、 防災に対す る 社会的 コ ン セ ン サ ス を 形成す る > ( 1防災 と 学校J 林知 己

夫、 『 自 然災害の 行動科学j 阿部社夫編所収) と い う こ と に あ る と す れ ば、 こ れ ま で の 防

災教育 は 、 根本的 に見直 さ れ な け ればな ら な い だ ろ う J 。

こ の 限 り に お い て は、 異 を 唱 え る 人 は 少 な い だが、 た と え ば① に つ い て幼稚 園児や小

学校低学年 に 、 そ れ を 求め る に は無珂があ る 。 小学校高学年 や 中 学 生 に し て も f第二次以

降の災害の発生 と 拡大 を 抑止 す る 対応行動」 と は 、 具体的 に何 を 、 ど う し よ う と い う の か。

こ の こ と に し ぼっ て現場教討 の 怠 見 を 開 く と 、

11是 1: 1 の稜極性 は 理解で き る が、 地震、 台風、 洪水、 山津波 な ど災害の規模や学校の立

地 に よ っ て 対応 は 異 な る 。 少な く と も 夜校時 に は 、 教は が と っ さ の判 断 を す る 責任があ り 、

子 ど も た ち に は 、 教 員 の指ぷ を信頼 し て も ら う 日 常的 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が、 よ り 重要 に

な る J 0 ( 明行 ・ 小学教員 )

II ど も た ち に 、 n 分や 友 だ ち の 生命 を 守 る 、 と い う 意識 を 植 え つ け る こ と は 大切 だ、。

今回 の大震災で は 、 大人た ち に も “ ま さ か" と い う 油 断があ り 、 そ の た め子 ど も た ち も 生

ま れて初 め て パ ニ ッ ク 状態 に な っ た 。 し か し 、 こ の体験 を 、 ど う 生か し て 生命の 問題 を い
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か に 考 え 直 さ せ る か。 地域の教育改革 の 出 発点 な の に 、 あ ま り に も 着手が遅いJo (明石 ・

小学校教 員)

いずれの指摘 も 、与 た っ て い よ う 。

震災は 「過 ぎ去 っ た こ と 」 で は な い 。 い つ ま た や っ て く る か、 自 然災害の 多 い 日 本で、

こ れ ま で 「防災教育J が確 立 し て い な か っ た こ と の方が正常 な ら ざる 状態 だ、 っ た。

も ち ろ ん 「防災教育J は学校だ け の 教育で な く 、 社会全体 に 欠かせ な い教育であ る 。

「 こ れ ま で、 火災が発投 し た と い う 想定で子 ど も た ち を 校庭 に 誘導す る 形ばか り の避難

訓 練 は あ っ た が、 災 に よ っ て は外へ出 て は危険な ケ ー ス も あ る O 今 回 の 体験で、 ひ と ま

ず地域の 紡災セ ン タ ー と し て の体育館 に 入れ、 地域の各組織 と 合流す る こ と を 考 え た い J。

(神J î ・ 小学校教頭)

も し 、 地域の 防災教育 と 深 く 関 わ る 人 た ち が増 え れば、 必然的 に 学校や 自 分た ち の居住

地 の足 必 を 見直す作業 に も 及ぶ に 違い な い。 そ こ で学校が溜油を埋め立て た軟弱地盤の上

に 建 っ て い る こ と を 知 れば、 あ る い は崩 落 の 多 い 山 地 に建 っ て い る と 分か れ ば、 防災に対

す る 考 え 方 も 広 がる だ ろ う 。

f防災教育j の正 し い位置づ、 けが求 め ら れ る の は、 こ う し た背景があ る か ら であ る 。

2 . こ れか ら の 防災教育

康ぶ と ん を 頭 に 乗せ て 、 整然 と 避難す る 訓練が、 現実の災害発生時 に は何の役に も 立 た

な い こ と は 、 教育関係者 も 知 っ て い る 。

当 然、 体験に も と ず く 防災教育 の再構築が求め ら れ る 。 だが、 何 を 、 ど う 学 び合 う こ と

が防災教育 な の か。 識者が答 え を 出 す前 に 、 子 ど も た ち が体験か ら 何 を 学習 し た のか、 を

あ げて お き た い 。

「 こ の 震災 で5， 000人以上 も の死者が出 た 。 そ の 中 に は 、 私 の 母 も 含 ま れて い る … …地

震が起 こ る 前 ま で は 、 命の大切 さ を 分か ら な か っ た 。 今、 一番大切 な も の は 、 と 間 か れ る

と 私 は “ 自 分の命" と 答 え る だ ろ う 。 … …今 は 母 な し で生 き る の に 、 私 は 精一杯だJ 0 (西

宮市立平木中 2 年 ・ 安 田仁美 さ ん)

「 … … 5 ， 000人分の命 を 奪 っ た こ の 大震 災で、 奇跡的 に 生 き て い る 私 た ち は、 命の な く

な っ た5， 000人分、 何 か を 得 な き ゃ い け な い と 思 い ま し た 。 そ の何か を 見っ け な く ち ゃ 5， 000

人 の 命がむ だ に な っ ち ゃ う と 患 っ た か ら です。 こ れか ら の 人生 の 中 で、 そ の何かは大切 な

役割 を 果た し て く れ る は ず だ と 思 い ま すJ o (西宮市立苦楽 閏 中 2 年 ・ 大仲理子 さ ん)

肉 親や友人、 あ る い は他人の死 を 通 し て 、 生命 に つ い て真正面か ら 考 え た こ と が、 彼 ら

に こ れ ま で あ っ た ろ う か。 生命の尊厳 に つ い て 考 え 、 自 ら の 生 き 方 の 中 に 据 え 産す姿勢 こ

そ 、 防災教育 の 原点 と い え な い だ ろ う か。

i ( 自 転車で地域の惨状 を 見 回 っ た あ と ) 昼 は食べた く な い気分だ、 っ た 。 そ の 時 だ。 部

屋 に 光が も ど っ た 。 夜 は ホ ッ ト プ レ ー ト と コ ン ロ でバ ー ベ キ ュ ー を 作 っ た 。

第六章@教育 4 1 3  



次の 目 、 水 く み生活がは じ ま っ た。 み ん

な は “ 電気 さ え つ い て く れ る と い い の に "

と い っ て い た の に 、 電気がつ く と “ 水 さ え

出 て く れ れ ば" な ど と 口ず さ む 。 人 間 と は、

い っ た い何 な ん だ。 水 く み生活は20 R 用 の

ポ リ タ ン ク を 学校 か ら 家 ま で運ばな く て は

な ら な い。 し か し 、 そ れ も 1 ヵ 月 ぐ ら い で

終 わ っ た 。 つ い、 い つ も の く せで蛇口 を ひ

ね る と “ ジ ャ ー " と 水が 出 た O こ の 時の感

動 は 、 今 日 で も 忘、れて い な い J o (神戸市立

御影中 1 年 ・ 霞塩直史君)

震災か ら 時 間がたつ に つ れて 、 身勝手 な

欲 望 が 自 他 共 に 表面 化 し て 「 人 間 と は 何

か」 と い う 率直 な 問 い か け も 決 し て 少 な く

な い。

こ の こ と も 、 重要 な教育 的課題だ ろ う 。

あ る い は、 こ ん な例 も あ る 。 ほ と ん どf皮

害の な か っ た 子が書い て い る O

Jj!L&'d/j'jー を だ勺3� し て 避難訓練 宇 る 児 た た ( 9 )j 1 FJ 兵
除 [メ I�Jよ民Ij、�{てやえ)

「学校が始 ま っ て し ば ら く た っ て か ら 先 生が r 3 �A の 山 神 が テ レ ビ に 出 る ぞj と お

っ し ゃ い ま し た 。 僕 は そ れ を 聞 い て 山神 の と こ ろ へ 行 っ て ち ゃ か し ま し た 。 す る と 山神 は

暗 い 顔 を し て と守っ かへ行 っ て し ま い ま し た 。 … … と こ ろ が昨 日 PTA の 集 ま り か ら 帰 っ て

き た 母 は 『被害 に あ っ た 子 は 、 み ん な の前 で は 明 る く 振舞 っ て い る け ど、 今 ま で住 ん で、 い

た 家が急 に壊れた り し た ん だか ら 悲 し い に 決 ま っ て い る で し ょ う j と 言 い ま し た 。 そ の 言

葉 を 開 い て 僕は 罪悪感 を 感 じ ま し た。 み ん な が 自 分み た い に 地震 の こ と を 受 け止め て い る

と 思 っ て い ま し た が、 そ ん な わ け な い の です。 こ れか ら は、 相手の こ と を よ く 考 え て 言葉

を 選 ん で話 さ な い と 友達 を な く す事 に な る な ぁ と 思 い ま し た (関問学院中学部 3 年 名

田 尚紘君)

あ る い は ま た 、

「 … … 僕 の 家 は つ ぶれて も い な い し死 人 も な い 。 翌 日 か ら (奈良の) お ばあ ち ゃ んの 家

で不 自 由 な く 2 ;Ì昼 間 く ら し た 。 ( そ の 後 は ) 友人の 木下君宅で、お 陛 話 に な っ た 。 恵 ま れす

ぎ て い る の で は な い だ ろ う か。

僕 に 出 来 る こ と は、 や は り ボ ラ ン テ ィ ア だ、 っ た が、 そ れ さ え 出 来 な か っ た 。 … … “ 中 学

部生活 を 振 り 返 っ て " と い う プ リ ン ト に “ 積極性が足 り な い " と 書い た が、 積極性で は な

く 人間性が足 り な か っ た よ う に 思 え る ( 関 西学院中学部 3 年 西窓雅史君)

不用 意 な 言葉で、友人 を 傷つ け た 反省 か ら く る 痛 み。 ボ ラ ン テ イ ア に 参加 し た い の に 踏み
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切 れ な か っ た 自 分 を 「 人 間性 に 欠 け て い た J と 責 め る 純粋 さ 。 と も に勇 気 あ る 人間 的 な 告

白 であ る 。

も し 「 妨災教育J が、 人 間教育の範囲 で位置づけ ら れ る と す れ ば、 こ う し た 肉声の証言

こ そ格好の教材 に な る の で は な い だ ろ う か。 も ち ろ ん受 け 止め方 は さ ま ざま だ ろ う O だか

ら こ そ論議 も 起 こ り や す い 、 と 思 う 。

兵教組 の 『板神 ・ 淡路大震災 と 学校一一教育現場か ら の発信J の 中 に 、 「防災の観点 に

立つ教育の改革j と 題す る 提吉があ る 。 そ こ で

①防災教育 を よ り 充実 さ せ る た め に 、 各学校の教育課題 に そ れ を 位置づけ、 地域社会の

課題を 共 同 で取 り 組 む 、 「総合学習 」 と し て 展 開 し て い く 必要があ る O そ の 際、 特 に 参加

型授業形態 を 追求すべ き で あ る 。

(い ま 一 つ 具体的 で な く 、 文意不 明 な 部分 も あ る が、 要 は 、 命 と は何か、 命 を 守 り 合 う

た め に何が大切 な の か、 総合学習 で学び合お う と い う の だ ろ う ) 。

②す ぐ れ た 学級経営 の 中 で、育 っ た子 ど も た ち が、 震災に よ る 転 出 先 の 学校で も た く ま し

く 活躍 し 、 救援活動へ と 人 々 を 動かす)] を 発揮 し た。 こ の こ と か ら 、 学級活動や児童 会 ・

生徒会 ・ ク ラ ブ活動 な ど教科書外の 自 治 的活動 ・ 学校行事 を さ ら に 活性化 す る と と も に 、

余暇等 を 活用 し て 自 発的 に 参加す る ボ ラ ン テ ィ ア 活動 を 推進すべ き で あ る O

ま た 、 子 ど も た ち に 自 立 と 連帯 を 育 て る た め に 、 現在、 兵庫県で実施 し て い る 「 自 然学

校」 を い っ そ う 充実 さ せ る こ と が望 ま れ る 。

③今回 の大災害の体験か ら 、 子 ど も た ち も 、 人 間 と し て の あ り 方、 生 き 方 につ い て 深 く

考 え る 機 会 を 持 っ た。 そ う し た被災体験 を 生命や環境の 問題、 人権や平和 の 問題 と 結 びつ

け て 、 防災教育 を 多 角 的 に展 開す る 必要があ る 。

ま た、 災害特性、 災害対策、 地域防災体制 に つ い て 充分 に 理解 し 、 的確 な 防災行動が と

れ る よ う に す る た め 、 教職員 の 防災訓練 と 研修が必要 で あ る 。 さ ら に 、 児 童 ・ 生徒 に対す

る 防災教育 ・ 訓練 を 生活科、 特�Ij活動 ・ 総合学習 と し て効果的 に 実施す る た め 、 副読本の

作成や、 防災指導の技量 ・ 力 量 を 高 め る 研修が行 わ れ な く て は な ら な い。

④ 日 本 の 学校 の み な ら ず、 外国人学校 に お い て も 、 外国 人 と 日 本人が共 に 避難生活 を 送

り 、 かつ て な い 民族共生体験 を 得 た 。 日 常的 な 交流 を 推進す る と と も に 、 日 本の学校に在

籍 す る 外国 人 の 子 ど も た ち の 母国語学習 を 保揮 し 、 豊 か な 多 文化教育 を 展 開 す る 必要があ

る 。

⑤障害児 (者) は 、 今同 の大震災で ラ イ フ ラ イ ン を 切 断 さ れ、 極 め て 苛 酷 な 状況 に 置かれ

た 。 こ の こ と か ら 地域社会 の 自 立生活支援 ネ ッ ト ワ ー ク の重要性が再確認 さ れたが、 地域

の 学校 で の障害児 (者) と の 共生教育 を い っ そ う 推進す る こ と が大切で、あ る 。 ま た 、 地域の

社会教育施設な ど公的施設 に 、 障害児 (者) や 高齢者が安心 し て利 用 で き る 強化基準 を 適用

し 、 施設 ・ 設備の点検 ・ 改善 を 加 え る 必要があ る 。

こ の④、 ⑤は こ と さ ら 防災教育 の 中 に位置づけ る ま で も な し こ れ ま で人権教育 に つ い
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て の提言で、 常 に 指摘 さ れて き た 。 し か し、 震災の 中 で は在 日 外国 人 と の共生の芽生 え は

あ っ た が、 共生体験 と い え る ほ ど熟成 し な か っ た 。 障害児 (者) と の 共生 に つ い て も 多 く の

場合、 日 ご ろ の支援ボ ラ ン テ イ ア が悪条件 を 乗 り 越 え て救援 し た に 過 ぎ な い 。 震 災 は 、 そ

う し た現実 を 写 し 出 し た。 こ れ を 機 に 、 ス ロ ー ガ ン よ り も 、 い か に 具体的 に 人権教育 を 進

め る か、 も っ と 論議が高 ま っ て 当 然 だ ろ う 。

⑥災害緊急時 に お い て は、 学校 も 地域社会の避難施設 と し て 活用 さ れ る こ と は避 け ら れ

な い 。 ま た 学校施設が、 地域住民の 防災教育 ・ 訓練の場 と な る こ と も 予想 さ れ る O そ う し

た 防災活動 の 実施 に 際 し て は、 子 ど も ・ 保護者 ・ 教職者で構成 さ れ る 「学校協議会 (仮称) J

を 活用 し 、 開 か れた学校づ く り の 一環 と し て取 り 組 むべ き で あ る 。

⑦地域社 会 に お け る さ ま ざ ま な 人 と 人 と のつ な が り を 重視 し、 活性化 し て い く 視点が、

都市復興 に お い て も 学校教育の改革 に と っ て も 、 大切 な課題 と し て 追求 さ れな け れ ば な ら

な い。

⑧学校 5 臼 制 と 週休 2 日 制 の完全実施 を 追求す る と と も に 、 自 然や地域社 会 の 生 活 に ふ

れ、 そ の 余暇活用 の ・っ と し て、 地域防災の観点 に 立つ教育活動 を 組織すべ き で あ る O

一一こ う 見 て く る と 、 兵教組の 問 題提起 に も 取 り 上げる べ き 点が少な く な い こ と は 、 了

解 さ れやす い だ ろ う 。

し か し、 「教育 の 改革」 と は、 具体的 に 何 を 、 ど う す る こ と な の か。 こ の項 の 冒 頭 に あ

げた 子 ど も た ち の作文か ら 何 を 学ぶべ き か。 被害の な か っ た子が、 友人の心の痛み に 考 え

が及ばな か っ た 自 分 を 責 め た 。 ボ ラ ン テ イ ア に 参加 し な か っ た 自 分を [人間性 に 欠 けて い

た」 と 反省 し た。 そ の

だだ、ろ う O む し ろ 、 震 災後の 子 ど も た ち か ら 学 ぼ う と し な か っ た管理的発想 の 教 師が 目 につ

か な い か。 生命尊重 と 人権重視 は 、 人 間教育 の基本で あ る 。 震災は、 そ の基本がゆ る がせ

に な っ て い た こ と を 証明 す る 結果 と な っ た 。 教育 目 的 の根本 を な い が し ろ に し て 、 手段や

方法 を 論ず る こ と は 無意味で し か な い。 総合的 な 防災教育 よ り 以前 に 、 息、の 長 い “ 人間教

育 " を 見直す こ と が先決 だ ろ う 。

3 . 人 間教 育 の原点へ

1995年 1 1 月 、 神 戸市教育委員 会 は 副 読本 と し て f し あ わせ、 は こ ぼ う J 小 学校 1 � 3 年

用 、 4 � 6 年用 、 f幸せ運 ぼ う j 中 学生用 を 発行 し 、 全児童 に 配布 し た 。 逓刊 誌大 (A 5 

判 ) 50ペ ー ジ。 ピ ジ、 ユ ア ル な 編 集で親 し み や す い 。

小学校 1 � 3 年用 は 、 巻頭 に 「 し あ わせ は こ べ る よ う に 」 と い う 臼 井真 さ ん作詞 ・ 作

曲 の歌が楽譜付 き で載せ ら れた 。 日井 さ ん は 岡市 内 の小学校教諭。 自 宅が全壊 し た被災者

で あ る O

「 じ し ん に も ま け な い つ よ い 心 を も っ て な く な っ た か た がた の ぶ ん も ま い に ち を

た い せつ に い き て い こ う き ずつ い た こ う べ を も と のすがた に も どそ う さ さ え あ う こ こ
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ろ と あ し たへの き ほ う を む ね に … …J

次 は 、 子 ど も の詩。

か い じ ゅ う だ

か い じ ゅ う がお そ っ て き た

み ん な

か い じ ゅ う は

何 を 考 え て い る の だ

か い じ ゅ う の

パ カ ー ッ

燃 え 続 け る 市街地の写真 を パ ッ ク に子 ど も の 、 や り き れ な い 叫 びが伝 わ る 。

3 は 「 ど う し て 地 し ん は、 お こ る の ? J と 地震 の し く み を 説 き 、 活断層 と 地震 と の つ な

が り を 理解 さ せ た 上 で 「 ゆ だ ん」 を い ま し め 、 「地 し ん がお き た ら ど う す れ ば よ い の かj

と 問 い か け て い る 。

4 は 「 そ の B の あ さ 」 、 地 し ん がお こ っ た と き 、 ど う し た か。 い の ち を 守 る た め に何

に気 を つ け た ら よ い と 思 う か、 を 考 え さ せ る O

5 は 「が っ こ う の ま わ り は 、 ど う な っ て い る の か な 」 と 実地 を 歩い て調 べ る よ う 促 し 、

6 の 「 く ら し が か わ っ たj で は小学校 3 年女子 の作文 を も と に 、 そ の女 の 子 の 表面 と は

違 っ た 内面 に つ い て 考 え さ せ る 。

7 は 「水が な い ! こ ま っ た な 、 ど う す れ ばい い の ? J 。 水 だ け で な く 電 気 や ガス も 止 ま

っ た 大多数の子 ど も に と っ て は 初 の 体験で は な か っ た か。 ト イ レ 、 洗濯、 入浴が国 難 だ、 っ

た 時 ど ん な 工夫 を し 、 水や電気の大切 さ に つ い て 、 い か に 思 い 新た に し た か。 改 め て振 り

返 ら せ る O

8 の 「 お じ い ち ゃ ん ぼ く に も で き る よ j も 小学校 3 年男 子の作文。 震災で妻を 失 っ た

老人の 仮設住宅へ の 引 っ 越 し を ボ ラ ン テ ィ ア と し て 手伝 っ た母親に連れ ら れて 、 こ の 男 の

子 は老人 と 出会 っ た 。

「ぼ く は一人で、 と き ど き お じ い ち ゃ ん の い え へ あ そ び に い く よ う に な り ま し た。 お じ

い ち ゃ ん と さ ん ぽを し た り 、 お か い も の に つ い て い っ た り し ま す。 お じ い ち ゃ ん は 、 ぼ く

があ そ び に い く と 、 と て も よ ろ こ び ま す。 … … ぼ く に で き る こ と があ っ た ら 、 も っ と お 手

つ だい し た い なJ 。

男 の子 が し た こ と は ボ ラ ン テ イ ア で、 ボ ラ ン テ イ ア と は 決 し て 難 し い作 業 で は な い 。 心

の ふ れあ い な ら 、 だ れで も で き る よ 、 と い う さ り げな い さ そ い で あ る 。

9 の 「生 き も の は み ん な た い へ ん だ、 っ た 」 は王子動物 園 や 須騰水族国 の併 を 引 き な

が ら 、 動物や魚 た ち への心 く ば り に 触れて い る 。 i (職員 た ち ゃ フ ァ ン の 人た ち の) 気 も ち

に こ た え て 、 ど う ぶつ や魚 た ち は 、 こ れか ら も き っ と わ た し た ち の心 を な ご ま せ、 明 る く

や さ し い 気 も ち に し て く れる こ と で し ょ う j と 、 人 の や さ し さ が 自 然の 生 け る も の と の交
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流 に よ っ て保 た れ る こ と を 語 り か け る O

10の 「 い き て い て よ か っ たJ は 1 月 17 日 5 時46分の “ そ の 瞬 間 " を 2 年男 子の作文で

描 き 、 家族の幹の大切 さ を 訴 え て い る 。 家族 を 失 っ た 子 ど も に はつ ら い 思 い 出 、 家族崩 壊

を 起 こ し て い る 子 ど も に は淋 し い 記録か も 知 れ な い が、 そ れ ら を 超 え て 、 生 き る と い う 意

味を 問 う 。

1 1 の 「 も う 一つ の小学校への 手紙J は 、 被災 し て 岡 山 の祖父宅へ避難 し た 少年が、 現地

の小学校での ほ の ぼの し た 交流 を 思 い 出 し な が ら 、 お干しの手紙 を 書 く O 地震 の 時 、 人 に し

て も ら っ て う れ し か っ た こ と や心 に残 っ た こ と な ど思 い 出 し て み ま し ょ う 、 と い う すす め

であ る 。

1 2 は 「お ひ な さ ま J o 3 月 の あ る 日 、 子 ど も た ち が設校 し て く る と 掲示板 に か わ い い お

ひ な さ ま が張 っ て あ っ た 。 春 に な っ た こ と も 、 ひ な ま つ り を 祝 う こ と も 忘れ て い た 子 ど も

た ち に と っ て 実 に う れ し い贈 り 物 だ、 っ た。 そ れ は 1 階 の ト イ レ の横の廊 下へ避 難 し て い た

3 年生の お ばあ ち ゃ んが、 ひ と 針 ひ と 針、 心 を こ め て ぬ い あ げ、 先生 に そ っ と 手渡 し た も

の だ、 っ た 。 こ の お ばあ ち ゃ んの 1 B は玄 関 ロ ビ ー や校 内 の ま わ り の掃除か ら 始 ま り 、 そ れ

がす む と 冷 た い水で米 を と い だ。 寒 さ と 疲れで支給 さ れ る 弁 当 がの ど を 通 ら な い お年寄 り

の た め に 、 早 く 温か い お か ゆ を 作 ろ う と 懸命だ、 っ た 。

被災者の お ばあ ち ゃ んが、 今、 人 の た め に何が出 来 る か、 を 自 ら に 問 い 、 骨 身惜 し ま ず

実践す る 。 こ の構 図 は 、 被災者 と ボ ラ ン テ ィ ア と い う 形で捉え ら れや す い ボ、 ラ ン テ イ ア 活

動が決 し て 特 別 の 活動で は な く 、 人への思 い や り に 根 ざ し て い る こ と を 表 わ す。

途方 に く れた “ あ の 日 " 全国各地、 世界の 国 々 か ら の応援の手が差 し伸べ ら れた 。 そ の

時の思 い 出 か ら 口 を つ い て 出 た のが、 13 Iや さ し さ を あ り が と う j で あ る 。

14の 「 ま ほ う の あ く 手j は 、 「一年生の み ん な は、 な か よ し に な れ る “ ま ほ う の あ く

手"大す き です と 書 き 出 し、 学校 に避難 し て い る 住民 と 会 話 を 交 わ す 。 一部の 中 学校 で は 、

子 ど も た ち と 避難者 と が理解 し あ え な か っ た 例 があ る だ け に 、 地域の 人た ち と の 交流 は 欠

かせぬ課題だ ろ う 。

15 I花い っ ぱい さ く せん」 は全国各地か ら 送 ら れて き た朝顔や ひ ま わ り の種子か ら 全校

生で苗 を つ く り 「花い っ ぱい の 明 る い ま ち に 戻 っ て ほ し い J と 配 っ た話。 16 I ぼ く の 町 ・

わ た し の 町J は 「 あ な た は新 し い 町 を どん な 町 に し た い J か と 問 い か け て い る 。

17は 、 秋田県か ら 20時 間 か け て や っ て き た 医嬢チ ー ム 代表が、 長 田小学校の児童 に あ て

た 励 ま し の 手紙 「小学校が元気 に な っ た 日 j 。 そ し て終章の18 I い つ も こ こ ろ を ぜ、 ん

かいj で 「 こ こ ろ に つ よ く か ん じ た こ と があ れば、 も う 一度、 し っ か り み つ め て み ま し ょ

う 。 も っ と も っ と こ こ ろ に ひ び く お と が大 き く な る で し ょ う J と 呼びかけ る 。

「小学校 4 ・ 5 ・ 6 年用 J も f 中 学生用 」 も 編集の基本ス タ ン ス は 変 わ っ て い な い。 し

か し 、 高学年 に な る に つ れて ボ ラ ン テ ィ ア 、 地震発生 の メ カ ニ ズ ム 、 町の復興計画 な どが

増 え 、 心 の 問題の比重は相対 的 に 減 っ て い る 。 在 日 外国人や障害者 と の 共 生 につ い て も 触
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れ ら れず、 人権教育 と い う 側 面 は 、 き わ め て稀薄 で あ る O

だが50ペ ー ジの副読本が教育 のすべて で は な い 。 日 常の学習 で差別 の な い 共生社会 を っ

く り 出 す プ ロ グ ラ ム を い か に 組 む か。 あ る い は社会教育 と 連動 さ せ る に は 、 ど ん な 方法が

あ る か。
いや

震災 に よ る 心 身 の 障害か ら 立 ち 直れ な い子 ど も も 、 ま だ多 い 。 そ の子 ど も た ち を “癒せ

る " の は 、 精神科 医 だ け で は な く 、 養護教諭だ け で も な い。 精神科医が a様 に指摘す る 家

族の存在が大 き い と す れば、 そ の 家族 の 生活の建て 直 し と 精神 の安定が前提 と な ろ う 。

震 災 は 、 こ れ ま で教育上、 重要 な ポ イ ン ト と さ れて き た こ と が、 ほ と ん ど不十分だ、 っ た

事実 を 露皇 し た。

『震災体験 を 生かす神戸の教育創造j (神戸市教育懇話会) は 、 情報伝達 の 大切 さ を 痛

感 し た と し て 、 イ ン タ ー ネ ッ ト を 視野 に い れた 「学校 ・ 園 ネ ッ ト ワ ー ク 」 の構築が重要だ

と 述べて い る O ま た 、 今後の課題 と 対策 に つ い て は 、 ボ ラ ン テ イ ア 教育 の充実、 国 際理解

教育 の推進、 他地域 ・ 他国 と の 交流、 環境教育 の 充実 な ど を あ げた 。

一般 に 、 学校 を 地域の 防災拠点 に す る た め地域 と の 関 係 を 再構築す る べ き だ と い う 論調

が多 い。 そ れ な ら 、 現実に 「地域 と 共 に 生 き 、 共 に 学ぶJ 姿勢があ る の か。 と い え ば、 や

は り 学校 と い う “ 聖域" の 閉 鎖性が今の と こ ろ 、 開 か れ た と い い 難 い 。 震 災 を 体験 し て 、

教師が子 ど も た ち ゃ地域の 人 た ち か ら 学 ん だ こ と も 少 な く な い 。 そ の共 同 学 習 か ら 、 学校 ・

社 会教育 を 見査す作業 こ そ 、 教育の改革 と 創造 に つ な が る の で は な か ろ う か。

(参考文献)
『阪神 ・ 淡路大震災 と 学校一教育現場か ら の発信j 兵庫県教職員組合 ・ 兵庫教育文化研究所編 1995年1 1 月
fお母ち ゃ ん 神様がお こ ら は っ た ん け 汐文社 1995年 3 月
れま ん ぱ じ ゃ な か っ た、 め っ ち ゃ 恐 か っ た、 生 き て て よ か っ た 中 学生が見て、 感 じ てつづ っ た 阪神 ・ 淡路大震

災』 大和 出 版 1995年 7 月
『震災体験 を 生かす神戸の教育 の創造j 神戸市教脊懇話会 1996年 1 月
『 し あ わせ、 は こ ぼ う 小学校 1 - 3 年用 j 神戸市教育委員会 1995年11 月
『 し あ わせ、 は こ ぼ う 小学校 4 - 6 年用 J 神戸市教育委員会 1995年1 1 月
『幸せ運ぼ う 中学生用j 神戸市教育委員 会 1995年 1 1 月
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第七章

産業 ・ 雇用



I�一節 産業復興の概要
1 . 兵庫県及び被災地域の 産業の概要

[兵庫県及び被災地域の主要経済指標}

兵庫県の震災以前 の主要な 経済指標の全国 シ ェ ア は概ね 4 %程度 と な っ て お り 、 そ の う

ち の被災地域 に つ い て は概ね60%程疫 を 占 め て お り 、 県内経済 に お い て 主要 な 地位 を 占 め

て い た 。

(表 1 ) 主嬰経済指標

項 日

人 総面積 (knl)
口 2 総人口 (千人)
企寸企才 3 人口密度 ( 人 / knl)

純 4 純生産 (億円)
生 I 5 仏I (県) 民所得 (億円)
産

所

事
業

工

業

商

業

6 A人当 り 国 (県) 民所得 (千円)

7 事業所数 (民営)
8 従業者数 (民営 ・ 人)
9 一事業所当 り 従業者数 (人)

10 事業所数 ( 4 人以上)
11 製造品 出荷額等 (1怠円)
12 付加価値額 (億円)
13 付加俄値率 (%)
14 事業所当 り 製造品 出荷額等

(億円)

15 卸売商庄数
16 卸売年間販売額 (億円)
17 一応去 り 卸売販売綴 (億円)

18 小売商広数
19 小売年問販売額 (億円)1 20 ー肘 り 小売販売額 (億円)

(出所)

年

H 7  
日 7
H 7  

H 5  
H 5  
H 5  

H 6  
H 6  
H 6  

H 6  
日 6
H 6  
H 6  
H 6  

H 6  
H 6  
日 6

H 6  
H 6  
日 6

全国 : 国土地理続雨積調 (II6. 10. 1 ) 

全国依 兵庫県 (全国 シ ェ ア) 被災地域 (県内 シ ェ ア )

377 ， 819 8， 387 (2. 22%) 1 ， 658 (19. 8%) 
125， 569 5 ， 402 (4. 30%) 3 ， 442 (63. 7%) 

337 644 2 ， 077 

3， 734， 847 156， 109 (4. 18%) 101 ， 1 73 (64. 8%) 
3 ， 588， 945 1 6 ， 105 (4. 49%) 1 0 ， 918 (67. 8%) 

2 ， 878 2 ， 934 3 ， 172 

6 ， 550， 245 270， 380 (4. 13%) 1 69 ， 443 (62. 7%) 
54， 366 ， 015 2， 415 ， 546 (3. 95%) 1， 374， 714 (64. 1 %) 

8. 30 7. 94 8. 1 1  

16 ， 925 (4. 37%) 9 ， 052 (53. 5%) 
3 ， 005， 1 68 146， 061 (4. 86%) 82， 013 (56. 1 %) 
1， 129， 886 59， 797 (5. 29%) 33 ， 588 (56. 2%) 

37. 6 40. 9 41 .  0 
7. 76 8. 63 8. 92 

429， 300 15 ， 566 (3. 63%) 10， ] 67 (65. 3%) 
5， 143， 166 119 ， 539 (2. 32%) 90， 506 (75. 7%) 

11. 98 7. 68 8. 90 

1， 499， 923 4 1 ， 348 (62. 1%) 
1 ，  433 ，  254 60， 645 (4. 23%) 39 ， 947 (65. 9%) 

0. 85 0. 97 

(注)

県 : 被災地域 み ち し る べJ 兵庫県統計課
2 � 3 推計人口調奇j 総務庁統計局

こ こ で の被災地域 と は、 震災に よ り 災害救助法が適用
さ れた県内の 10市、 10町 を 指 し て い る 。
神戸市、 尼崎市、 西宮市、 芦屋市、 伊丹市、 宝塚市、
川 西 市、 明石市、 三木市、 洲本市、 東浦町、 淡路町、
北淡自I、 」符町、 五色町、 津名町、 三原町、 緑町、
溺淡町、 頭淡町

「みち し る べ」 兵庫県統計課
4 � 6 r県民経済計算年報」 経済余爾庁

f国民経済計算年報」 経済企爾rl'
「市町内生産所得J 兵庫県統計課

7 � 9 事業所名簿整備調査J 総務庁統計局
1O�] 4 工業統計速報J 通高産業省

「兵庫の工業J 兵庫県統計課
15�20 蕊業統計a表」 通薦産業省
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[産業の特徴}

純生産 及 び従業員数か ら 見た兵庫県の産業構造 は 、 全国平均 に比べ、 第 2 次産業、 特 に

製造業の ウ ェ イ ト が高 く 、 工業県 と し て の性格が強 い が、 被災地域に お い て は 、 第 3 次産

業の ウ ェ イ ト が高 く 、 中 で も 卸 ・ 小売業、 運輸 ・ 通信業の割合が全国及 び県平均 と 比べて

高 く な っ て い る 。

( I� 1 )  純生産 (名 目 ) の産業別構成比 (1993年度)

第1次産業 製造業
↓ ↓  

建設業 ・ 鉱業 卸 ・ 小売 業 運輸 ・ 通信業 サ ー ビ ス 業
↓ ↓ ↓ ↓ 

そ の他
↓ 

O 10 20 30 

20.3 

18.9 17.9 

22.2 1 9.9 

第3次産業

40 100 (%) 50 ハリ6
 

70 80 90 

(注) 投除項 目 であ る 帰属利子 を 表示 し て い な い た め、 構成比 は基礎デー タ 編の 数値 と 今致 し な い。
資料 : !系統計課 「平成5年度市町内純益ミ注 ・ $1町民所得j 、 絞済企阿(f 県民総済計 算年報」

(W平成8年度溺工郊の概要j よ り )

( 図 2 ) 従業者数の産業別構成比 (民営 ・ 1994{f皮)

第i次産業 製造業 建設業 ・ 鉱業 卸 ・ 小売 ・ 飲食業
↓ ↓ ↓ ↓ 

サ ー ビ ス 業 逆転7 ・ 通信業 その他
↓ ↓ ↓ 

被災地域 34.2 

\ \ 

兵庫県 32.1 

全国 31.5 

第 第:以;戸主 JK

O 30 ハリfo
 

10 20 10 70 80 90 lOO (%) 
資料 : 総務庁 I 'j�業所統，\t調*J
( r平成8ir皮肉工郊の概要J よ り )

50 
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2 . 被害の概要

[被害総額}

今回 の 大震 災 は 淡路島北部 を震源地 と し、 神戸 を は じ め 洗練 さ れた文化 と 個性豊 か な 生

活 に溢れて い た 阪神 間 の 諸都市や淡路島 を 直撃 し た。

販神地域 は 、 1867年の神戸港開港以来、 欧米諸 国や ア ジ ア と の 交易 、 交流の 窓 口 と し て 、

歴代政府 に よ っ て わ が国 の社会経済発展 の 中枢 と し て 位霞づけ ら れて き た 。

そ し て 、 戦災後興 を 経て高度 な 都 市基盤 と 多 彩 な 産業集積 を 常 々 と 築 き 上げて き た我が

固有数の 人 口 集穣地域であ り 、 鉄鋼、 造船等の重厚長大産業か ら 江戸時代か ら の伝統 を も

っ酒造業、 ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ 、 ア パ レ ル な どの フ ァ ッ シ ョ ン 産業、 観光関連産業 等 を 合 わ

せ持つユ ニ ー ク な 凶 器三経済都市 と し て 、 国民経済の発展 に 重要 な 役割 を 果た し て き た。

ま た 、 全国有数の貿易 港で あ る 神戸港 は 、 商 日 本 と 東 日 本 を 結ぶ交通の結節点 に な る こ

と の み な ら ず、 我が同 と 世界 と の 人、 物、 情報の 交流拠点 と し て 同土政策上 で も 極め て 重

要 な 役割 を J旦 っ て き た。

そ の 阪神 ・ 淡路地域 を お そ っ た 今 回 の 大震 災 は 、 多 く 経済的蓄積 を も っ 当 該地域の産業

基盤に甚大 な る 被害 を も た ら し た。

兵庫県 の 試算 で は 宣義被害 の 総額 は 約 9 兆9， 268億 円 に も の ぼ っ た 。 こ の う ち 蕗工関係

の被害額 は 、 「産業復興計画J に よ る と 約 2 兆5， 400億 円 と 推計 さ れて い る 。

ま た 、 1995年度版経済 白 書 で は建築物、 交通基盤等への被害額 を 約 9 兆6， 000億 円 と し 、

失 わ れ た 富 は 土地 、 対外資産 を 除 い た全 出 ス ト ッ ク の 約0. 8% に 相 当 す る と し て い る 。 こ

れ は伊勢湾台 風 の 1 . 9%や 関東大震災の 10. 5% に比べれば小 さ い も の の ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ

等の生産基盤が一 瞬 に 失 わ れた こ と を 思 う と そ の被害 は甚大で あ っ た。
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※ 1  ス ト ッ ク の被害額の推計戸方法
「被災!支別建物分布状況i究]J (震災復興都市づ く り 特別委 員 会作成) を ベ ー ス に 産業復興会議が被災

率 を 推計 し、 そ れに市町毎の同定資産税評価額等 を 乗 じ て 、 試算 し た 。
※ 2  項 目 別被害額推計

( ])建築物 約 1 兆4， 200億円 (非木造家庭の固 定資産税評価額 × 被災率)
(2)設備関係 約5， 600億円 (機械 ・ 装積等の同定資蔑税評価額 × 被災率)
(3)工場の在庫 ・ 原材料関係 約3， 000億円

( (製造品在庫額 十 半製品仕掛品在庫額 十 原材 料 ・ 燃料在庫額) x 被災率)
(訂版舗等の{J二I京 ・ 原材料関係 約2， 600億円

( (製造品夜療者百 十 半製品仕掛品在庫額 + 原材料 ・ 燃料 在庫額) x 被災率) ) 
計 約 2 兆5， 4001:意円

[被害の影響}

( 産業復興計画 よ り )

被災地域 の 産業は、 震 災 に よ っ て被災地域 内 の 年 間 の純生産 額 に 匹敵す る ほ どの 直接被

害 を 受 け た だ け で な く 、 間接被害の面で も 大 き な も の で あ っ た 。

水道、 電気、 ガス 、 電話等の ラ イ フ ラ イ ン の停止、 神戸港の港湾機能 ま ひ 、 道路の大停

滞、 公共交通機 関 の 途絶等 に よ り 産業活動 は停止状態 と な っ た 。

こ の た め 、 建物、 設備の被害が軽微だ、 っ た 企業 も 影響 を 受 け な い わ け に は い か な か っ た 。

兵庫県が1996年 1 月 に 発表 し た 「阪神 ・ 淡路地域 に お け る 産業復興 の 実 態 に 関す る ア ン

ケ ー ト 調査結果j に よ る と 、 宣義被害 に つ い て は 、 「全壊 に 近 い被害があ っ た 」 と の 回 答

が全体の 19. 3%、 「半壊 に 近 い 被害J が17. 9%、 「一部損壊程度の被害j が31. 9%で多 く の

事業所で甚大な被害が生 じ て い る O

「全壊 に 近 い被害j があ っ た と 回答 し た事業所 に つ い て は 、 地域別、 業種別 及 び従業員

規模別 に 見 る と 、 地域別 で は 、 神戸市、 西宮市、 芦屋市で高 い割合 と な っ て お り 、 こ れ ら

の 地域で は被害が一層大 き か っ た も の と 見 ら れ る O 業種別及 び従業員規模別 で は 、 い ず れ

の 業種 ・ 規模 に お い て も 15�20%前後 で全壊 に 近 い被害 を 生 じ て お り 、 業種 ・ 規模 を 問 わ

ず大 き な 被害が生 じ て い る O ま た 、 施設の種別 を 見 る と 、 庖舗 ・ 工場等が最 も 多 く 、 全体

の 半数以上 を 占 め て い る O

間接被害 に つ い て は 、 「非常 に 大 き い影響 を 受け て い る j と の 回答が15. 8%、 「大 き な影

響 を 受 け て い る J が29. 5%、 「比較 的軽微」 が33. 2% と な っ て お り 、 全体の45. 3% で 大 き

な 影響 を 受 け て い る 。

間接被害の 内 容 に つ い て は、 「道路事情の 悪化 に よ る 悪 影響J 、 「震災 に よ る 域内 消 費 の

落 ち 込みム 「取引 先の被災 に よ る 悪影響j と の 回答が多 い。

こ れ ら の 間接被害 に つ い て は 「産業復興計画J に よ る と 約 2 兆 6 千億 円 と 推計 さ れて お

り 、 現在 に 至 る ま で大 き な 影響 を 及 ぼ し て い る 。
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「被災度)jlj建物分布状況凶」 と 「平成 3 年度事業所統計に 関す る メ ッ シ ュ統計J を 重ね合わせ、 ブ ロ ッ ク 毎 ・
産業大分類毎の被災度 を 求め、 被災度 に応 じ た操業停 止期 間 を 以下の と お り 設定 し、 そ れ に 当該市町の 1 人当
た り 出街額 (売上額) を 乗 じ て 試算 し た。

全壊 ・ ・ ・ ・ ・ 4. 0か月 半壊 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 . 0か月
一部損壊 ・ ・ ・ 1 . 0か月 外観上被答無 ・ ・ 0. 5か月

なお、 こ れ ら の、 ス ト ッ ク 被害に伴 う 操業停止 に よ る 直接 的 な営業損失等 に加 え 、 自社が操業 を 開始で き て
も 、 取引先の被災に よ り 、 実際 に生産がで き な か っ た り 、 物流の停滞に よ り 稼働率が低 下 し た り す る な どの間
接的な被害 も か な り の 額 に な る と 思 わ れ る 。

※ 2  項 目 別被害推計
(1)工業の機会綴失関係 約9， 400億円
(2)商業の機会損失関係 約 1 兆6， 600億円
言f 約 2 兆6， 000億円

3 . 復興計画

{復興へ 向 け た構想づ く り ]

腫産業復興会議の概要

(産業復興計画 よ り )

1995年 2 月 2 日 、 産業界 自 ら が復興 に つ い て 考 え 行動す る 場 と し て 「産業復興会議J (座

長 : 牧 冬彦兵庫 県商工会議所連合会 ・ 神戸商工会議所会頭、 委員52名、 学識経験者及 び

行政関係者13名 は顧 問 と し て参加) の設置が決定 さ れた 。

同会議の内容 と し て は

( 1 ) 被災産業等の事業再 開 支援 と 兵庫産業の早期 回復に 向 け て の取 り 組み と 国等

への要望の取 り ま と め

( 2 ) 兵庫産業の再生方針 (短期、 中期、 長期) に つ い て計画の策定

( 3 ) 計画の推進方策

の事項 を 主 と し て協議す る と し た 。

ま た 、 会議 を 円 滑 に 進め る た め 、 学識経験者等 を 加 え た 産業再生計画策定委員 を 置 い た 。

2 月 5 B に 第 1 回 目 の会 議 を 開催 し て 幅広 い観点か ら の 意見 ・ 提言 を得 て 論議 を 行 う と

と も に 、 間 会議 と し て 国 に対す る 緊急要望 を 行 う こ と を 決定 し た 。

同への 緊急要望事項 は 、 特別法の制定 を は じ め 、 産業基盤の早期復旧 、 ラ イ フ ラ イ ン の

早期復旧 と 公益事業の復旧 に 対す る 財政支援、 工場等制 限法の撤廃等規制緩和 の促進、 そ

し て 、 被災企業 の 円 滑 な 事業復旧 の た め の 金融、 税制 を 中 心 と し た 支援措置 な ど と な っ て

お り 、 2 月 6 日 に 座長か ら 村 山首相 に 要望 を 行 っ た 。

3 月 22 日 に は 第 2 出 産業復興会議 を 開催 し議論 を 深め 、 6 月 21 日 の 第 3 回 産 業復興会議

に お い て 産業復興計画の 原案が提示 さ れた 。

第 3 国 産業復興会議の後、 牧会頭 (座長) は 産業復興計画 に 関 し て 「地元の叡智 を結集

し て今考 え う る 最善 の経済復興 プ ラ ン を ま と め る こ と がで き た と 思 う 。 J と コ メ ン ト し て
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い る O

置産業復興計麗の概要

ア B 的

① 既存産業活動の一 日 も 早 い復旧 ・ 復興

② 21世紀の成熟社会 に 向 け て持続的発展 を 可能

イ 位置づけ

被災地域の産業界 を 中心 と す る 民 開 活動の行動指針で あ る と と も に 、 県、 関係市町

の行政運 営 に 資す る も の と し て 策定す る O

ウ 対象地域

兵庫県 内 の災害救助法対象地域 110市10町」

復興事業の 内容 に よ っ て は、 こ れ ら 被災市町 を 超 え た 地域 も 含む。

エ 複興 の 目 標

① 中 期 的 目 標 「事業再建 ・ 回復j

概ね 3 年以内 に 、 純生産 を 震災前の水準 に 回復 さ せ る O

② 長期的 目 標 「本格的復興J

概ね10年以 内 に 、 純生産 を 震災の無か っ た と し た場合の元の成長軌道への復帰 あ る

い は そ れ を 凌 ぐ復興 を め ざす。

オ 復興対策

① 緊急的 な取 り 組み

a 産業関連基盤の早期復旧整備

港湾、 道路、 鉄道等の重要 な 産業 関 連基盤の早期復旧 を 図 る O

b 被災企業の早期事業再開 支援

- 被害実態 の把握 と 相談指導 ・ 支援体制 の確立

・ 緊急低利 融 資 の実施や税の減免等金融 ・ 税制面の支援

・ 仮設工場 ・ 共 同仮設庖舗等の設置支援等事業 の場の確保

- 雇用 調整助成金の特例措置等雇用安定等への支援 な ど

② 本格的産業復興の重要課題

〔重点課題〕

a 新産業創造 シ ス テ ム の形成

新産業創造の た め の制 度、 機能 (施設) 、 人材等が舗 わ っ た シ ス テ ム の形成

b 高 度集客都市群の形成

集客機能の 整備 と そ の積極 的 な 活用 を 通 じ た 集客型産業都市群 の 形成

C 国 際経済文化機能 ネ ッ ト ワ ー ク の形成

囲 内 外か ら の投資や外国企業の誘致 を 促進す る た め の機能 ネ ッ ト ワ ー ク の形成

〔本格 的 産業復興 を リ ー ド す る 重点 プ ロ ジ ェ ク ト 〕
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a 新産業創 造支援セ ン タ ー の整備推進

b 国 際 ビ ジ ネ ス エ リ ア の整備推進

C イ ン ボー ト マ ー ト 等集客施設の整備推進

d エ ン タ } プ ラ イ ズ ゾー ン の 設霞

e コ ン ペ ン シ ョ ン セ ン タ ー構想、の推進

f 兵庫 国 際 セ ン タ 一 等 の 国 際交流 ・ 協力 ゾー ン の整備推進

g 東播磨情報公園都市構想の推進

h 神 戸 国 際マ ル チ メ デ ィ ア 文化都市 (KI抗EC) 構想、の推進

高度商業集積基盤施設 (三宮地区)

③ 中長期的取 り 組み

a 産業関連基盤の さ ら な る 高度化

- 陸 ・ 海 ・ 空 に わ た る 多元 ・ 多重の 総合交通体系 の整備推進

. 総合物流拠点 と し て の神戸港の機能強化

- 神戸空港の整備 と 関 西 国 際空港、 大販国際空港 と の機能分担

. 新エ ネ ル ギ一 利用 シ ス テ ム の導入 な ど

b 既存産 業 の 高 度化

・ 製造業… … … … …集団化等 の促進、 新分野への進出支援 な ど

. 商業 … … … … … … 商庖街再整備計嗣策定指導な ど

- 集客型産業 … … …観光大学 な どの誘致、 イ ベ ン ト リ レ ー の 開催 な ど

・ サ ー ビ ス 業、 業務機能 … … … 悶際会館の早期再建 な ど

C 成熟社会 に 相応 し い新産業の創造支援

- 新産 業創 造 キ ャ ピ タ ル制度の創設

- 新産業部造 プ ロ グ ラ ム の充実

- 産学官 に よ る 共 同研究開発の推進

- ウ ェ ル フ ェ ア テ ク ノ ハ ウ ス の 整備推進 な ど

d 高 度情報通信基盤の整舗 と 情報通信 関連産業の振興

- ひ ょ う ご産業情報化促進セ ン タ ー の 設置

- 光 フ ァ イ パ ー 網 の先行整備

- 情報パ ッ ク ア ッ プ シ ス テ ム の整備推進 な ど

e バ ラ ン ス の と れた産業配置 と 広域的連携

- 被災地周 辺 に お け る 産業団地の整備促進

. 神戸市東部新都心の整備計i闘の推進

- 尼崎 臨海西部開 発整備構想の推進

・ ポ ー ト ア イ ラ ン ド 2 期の 整備促進

- 被災地域 に 対す る 工場等制 限法の適用 除外
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f 世界都市機能の 充実

- 外資系企業 ・ 外国企業の誘致

- ひ ょ う ご輪入住宅総合セ ン タ ー の設置

. 淡路島 国捺公園都市の整備推進

' WHO 神戸セ ン タ ー の設立 な ど

g 地域産業の高度化に対応 し た 人材育成 と 豊か な 勤労者生活の実現

- 就職 能力 開発支援拠点 の整備構想の推進

4 . 産業復興 3 カ 年計画

「産業複興計画」 の 趣 旨 を 踏 ま え 、 かっ 「阪神 ・ 淡路大震災復興計画 ( ひ ょ う ご フ ェ ニ

ッ ク ス 計画) J の う ち 、 産業 に 関 す る 部分 に つ い て 、 1997年 度 ま での 3 ヵ 年 に 取 り 組 む も

の を 「産業復興 3 ヵ 年計画J と し て 1995年 8 月 に と り ま と め ら れた 。

こ れ は 、 震災 に よ り 壊滅的 な 打撃 を 受 け た 阪神 ・ 淡路地域 を 中 心 と す る 既存産業の早期

再 開 ・ 再建 と 新た な 産業構造の構築等の基礎囲 め を 行 う た め 、 民 間 の 自 主 的 な 産業復興活

動 を 支援す る た め の県行政並 びに 関係市町行政の指針 と し て 策 定 さ れた も の で あ る 。

輔産業復興 3 カ 年計画の概要

I 計画策定の背景

被災地域の輸送機械、 鉄鋼、 酒造業、 フ ァ ッ シ ョ ン 産業、 観光関連産業等多彩 な 産業 の

ス ト ッ ク が、 わずか20秒で大 き く 破壊 さ れた。

し か も 、 ス ト ッ ク の被害 に 加 え 、 操業停止や低稼働 と い っ た 直接的 な フ ロ ー の損失が拡

大 しつ つ あ り 、 事業再 開 が遅れれば遅れる ほ ど、 こ う し た フ ロ ー の被害 は 増加 し続け る と

考 え ら れる O

さ ら に 、 産業面の被災は 、 間 接 的 に 全 闘 の 産業 に も 影響 を 及 ぼ しつ つ あ る 。

こ の た め 、 一 日 も 早い 産業復興 を 的確 に 進 め る こ と が必要であ り 、 ま た 復興の初期段階

に お け る 計画j的 な推進が必要 で あ る 。

E 計画策定 の 趣 旨

1 目 的

既存産業活動の A 日 も 早 い復旧 ・ 復興 を 図 る と と も に 、 21世紀の成熟社会 に 向 け て持続

的発展 を 可龍 に す る 新 た な 産業構造 を 構築す る O

2 位置づけ

本計画 は 、 民 間 の 自 主的 な 産業復興活動 を 支援す る た め の県行政並 びに 関係市町行政の

指針。 と し て 策 定す る O

ま た、 計画の 実現の た め に は、 国 の 的確 な 協力 ・ 支援 を 求め て い く も の と す る O
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3 計画期 間

被災地域の本格復興 を め ざす10 ヵ 年計画の う ち 、 既存産業 の 早期 再 開 ・ 再建 と 新た な 産

業構造の構築等の本格復興 に 向 け て の基礎固 め を 行 う 1997年度 ま で の 3 ヵ 年 を 計画期 間 と

す る O

4 対象地域

本計画の 対象地域は 、 兵庫県 内 の災害救助法対象地域で あ る 下記の 110市10町J と す る O

神戸市、 尼崎市、 明石市、 西宮市、 洲本市、 芦屋市、 伊丹市、 宝塚市、 三 木市、 J I I 頭市、

津名 町、 淡路町、 北淡町、 品宮町、 五色町、 東浦町、 緑町、 西淡町、 三 原 町、 南淡町

復興事業の 内容 に よ っ て は 、 こ れ ら 被災地域 を 超 え た 地域 も 含む。

彊 復興の視点

1 産業復興の基本方針

長期 的 な 円 高基調 と 構造変革の必要性 に 迫 ら れて い る 中 、 震災か ら の克服 と 次世代型産

業モ デル 地域 と し て の新生 と い う 認識 に 立 っ て 、 新 た な 産業発展 を 導 い て い く O

2 計画の 目 標

概ね10年以内 に 純生 産の、 震災が な か っ た と し た場合の成長軌道への復帰、 あ る い は そ

れ を 凌 ぐ復興 を 実 現 し 、 21世紀への 長期 的 、 持続的 な 発展 を 確 か に す る 新 し い 産業構造の

形成 を 図 る た め、 産業構造の 本格復旧 と 各分野での事業再建等 を 通 じ て 、 本計画 の期 間 中

に 純生産 を 震災前の水準 に 面復 さ せ る こ と を 目 指す。

lV 復!日 の 状況

1 操業再開 の状況

被災企業等 の懸命の 自 助 努力 や 緊急 的 な 取 り 組みの実施等 に よ っ て 、 産地、 業界への ヒ

ア リ ン グや大企業 に 対 す る ア ン ケ ー ト 結果 に よ る と 、 製造業 に つ い て は、 9 割程度が操業

を 再 開 し て い る と 考 え ら れ る O

商!苫街 ・ 小売 市場 な ど に つ い て は被災地商庖街 (約650) の 内、 約 4 分 の 1 が全半壊す

る な どの壊滅 的 な 被害 を 受 け た が、 共 同 仮設届舗の建設が進 む な ど、 復旧 に 舟 け て 懸命の

努力 が続 け ら れて い る O

2 抜本的対策の必要性

し か し 、 観光業界等 に お い て は 、 ま だ ま だ本格復興 に 向 け て は、 多 く の 課題があ り 、 今

後 の状況如何で は 、 復興がか な り 長期 に わ た る 危険性があ る O

ま た 、 震災前か ら の 円 高等の状況 を 考 え る と 、 再建 は か な り 厳 し い も のが あ り 、 被害か

ら の復興の 遅れ に よ る 空洞化懸念への対応 も 視野 に 入れて、 今後の本格的 な 復興 を 進 め て

い く に あ た っ て は 、 抜本的 な 対策が不可欠で、 あ る O
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V 復興対策

1 早期事業再 開 と 本格的産業復興の重点課題

( 1 ) 新産業創造 シ ス テ ム の形成

被災地域 に は 、 明治以来、 映画、 ゴ ル フ な ど 日 本で最初 に 神戸が先駆 け た も の が数多 く

あ る 。 現在 も 、 神 戸 は 、 新高品 の テ ス ト 販売が行 わ れ る な ど、 い わ ゆ る 日 本 に お け る テ ス

ト マ ー ケ ッ ト 的 な役割 を 果 た し て い る O 今後の復興 に あ た っ て も 、 こ の特性 を 活か し て い

く 必要があ る O

こ の た め 、 単 に イ ン キ ュ ベ ー シ ョ ン セ ン タ ー の整備や ベ ン チ ャ ー キ ャ ピ タ ル 制 度等 の 単

体の施設や 制 度 の 創 設 に と ど ま ら ず、 都市全体が イ ン キ ユ ベ ー タ と し て機 能 す る よ う な シ

ス テ ム を 作 り 上 げ て い く O

被災地域 の 豊 か な 観光資源や フ ァ ッ シ ョ ン 産業の存在 と 一体 と な っ た 良好 な イ メ ー ジ を

活か し 、 生活関連型の新た な サ ー ピ ス 業や観光関連の新産業 な ど、 製造業の 範 囲 に と ど ま

ら な い新 た な 展 開 も 図 っ て い く 。

( 2 ) 高 度集客都市群 の 形成

被災地域 は 観光資源 に 恵 ま れ、 観光客が年 間 に6， 000万 人 を 超 え る な ど、 国 内外か ら 数

多 く の 人 々 が訪れて い る 。

こ う し た地域特性 を 活か し 、 集客都市 と し て の賑わ い を取 り 戻 し、 さ ら に 充実す る た め 、

被災地域内 に 集客 の コ ア を 持 っ た 高 度集客都市群の形成 を 図 る O

こ の た め 、 既存の観光施設 に 加 え 、 淡路島 国 際公圏都市 (淡路夢舞台) 等新た な 観光資

源 の創 造 に 努 め る と と も に 、 観光の核 と な る よ う な 大規模テ } マ パ ー ク な どの施設 を 整備

し、 被災地域の集客力 を 高 め て い く O

( 3 ) 国 際経済文化機能 ネ ッ ト ワ ー ク の形成

被災地域 は 、 従来か ら 神戸港 を 中心 と し て 、 外国 と の 窓 口 的 な役割 を 果た し て き て お り 、

国 際都市 と し て の地位 を 確保 し て き た 。

本格復興 に 向 け て は 、 こ う し た 地域特性 を 最大限 に 活か し、 エ ン タ ー プ ラ イ ズ ゾー ン 、

国 際 ビ ジ ネ ス エ リ ア 、 イ ン ポ ー ト マ ー ト 、 国際会議場 や 国 際展本場等 を 備 え た コ ン ペ ン シ

ョ ン セ ン タ ー の 設置等 を 行 う と と も に 、 こ れ ら の諸機能が右機 的 に 連携す る 国 際経済文化

機能 ネ ッ ト ワ ー ク を 形成す る こ と に よ っ て 、 輸入の促進 と 外国企業 に よ る 投 資 を 促 し 、 ま

た外国企業の事業所開 設 に よ り 、 海外 と の経済交流の活発化 を 図 る O

2 復興対策事業

上記重点課題 を 踏 ま え 、 復興対策事業 を 総合的 に推進す る こ と に よ り 、 本格復興 に 向 け

た足取 り を峰 かな も の に し て い く O

1997年度 ま で の 3 ヵ 年 は 、 早期事業再 開 の た め の 緊急的復旧段階か ら 、 本格的 な復旧段

階への 円 滑 な 移行 を 園 る 基礎 固 め 時期 と し て 位置づけ、 計画 的 な 産業後興の取 り 組み を 推

進す る 。
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( 1 ) 産 業 関 連基盤の早期復 旧 及 び本格的整備 ・ 高度化

港湾 ・ 道路 ・ 鉄道 ・ 情報通信基盤等産業関連基盤の一 日 も 早 い復旧 に 努め る と と も に 、

代替手段の確保や使用可能な 産業基盤の有効活用 を 図 る O

ま た 、 本格復興 に 向 け 、 神戸港の大型岸壁の整備や耐震性の 強化等 に 加 え て 、 超高速船

ネ ッ ト ワ ー ク の拠点港 と し て の 整備、 EDI (電子 デー タ 交換) の 整備、 代替牲 を 備 え た格

子型高規格道路網の形成や新都市開 発等 と 連携 し た 太陽光発電等 自 然エ ネ ル ギ ー 及 び廃熱

利 用 等未利用 エ ネ ル ギ ー な ど環境調和理新エ ネ ル ギ ー 利用 シ ス テ ム の 導入 を 促進す る な

ど、 産業関連基盤 の 高度化 を 凶 る 。

( 2 ) 被災企業 の早期事業再 開 支援及び既存産業の再建 ・ 再構築

産業復興 に あ た っ て は、 ま ず何 よ り も 被災企業の 働 日 も 早 い 立 ち 上が り が必要 で あ る が、

同 時 に こ の 震災 を 機 に 大企業、 中 堅 ・ 中小企業 と も に 、 新 し い事業手法 ・ 形態や新時代 に

対応 し た施設整備等 に 果敢 に 挑戦 し、 新 し い産業群 と し て 発展す る た め の 道 を 切 り 聞 く と

と も に 、 将 来 の 発展の基礎間 め を 図 る 。

① 被害実態 の把握 と 相談指導 ・ 支援体制の確立

事業再 開 ・ 再建の た め の棺談や 指導、 復旧 ・ 復興支援等 に 関 す る 各種情報提供、 イ

メ ー ジ 国 後の た め の復興 キ ャ ン ベ ー ン や 復興 イ ベ ン ト 等 の 実施 に 対す る 支援 を は じ

め 、 き め細 かで総合的 な 相談指導 ・ 支援 を 行 う 。

② 金融面、 税制面の支援

各種の低利融資制度の創 設 ・ 強化、 震 災 に よ る 間接被害に対す る 資金支援の充実 と

と も に 、 各種利子補給に よ り 、 被災事業者の負担軽減 を 図 る 。

ま た 、 大企業 も 含め た 産業界全体 に 対す る 支援 と し て 、 日 本 開発銀行 の 融 資制 度 に

よ る 支援や、 税の減免等 に よ る 被災企業の負担軽減等 を 実施す る 。

③ 事業の場の確保等

中小製造業者 に 対 し て は 、 仮設工場 を 整備 ・ 提供 し 、 商庖街 ・ 小売市場等 に対 し て

は 、 共 同 仮設庖舗の建設や ア ー ケ ー ド等共同 施設の復旧 に 対 し て補助等 を 行 う 。 ま た 、

各穂事業用 地等 に 関 す る 情報提供 ・ 斡旋等 を 実施す る 。

④ 既存産 業 の 高 度化 ・ 新分野進出支援

震災後 も 、 従来か ら の 高 度化、 新分野進出 と い っ た取 り 組み に 対す る 支援 を さ ら に

強化 し 、 既存産業 の 再構築 を 図 る O

(製造業)

研究開発力 ・ 技術力 ・ デザイ ン 力 の 強化等 に よ っ て 、 競争力 、 新分野進出 の 強化 を 図 る 。

特 に 中小 ・ 零細 の 下 請企業や 、 酒造 ・ ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ ・ 粘土瓦等の地場産業 に つ い て は 、

集 団化や経営体制 の 共 同 化及 び取引 の 多 角 化等 を 進め る O

(商業)

従来か ら の 高齢化、 後継者不足、 空庖舗等の増加 と い っ た構造的問題を 踏 ま え 、 こ れ を
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機 に 各地域の大胆 な 再編 を め ざ し て い く 。

ま た 、 三宮 ・ 元町周辺 に つ い て は、 新 た な街づ く り の核 と し て ア メ ニ テ ィ の 高 い 次 i世代

型 の 商業集積 と し て の発展 を 目 指す。

(集客型産業)

既存の 産業資源の再生 と と も に 、 明石海峡大橋の完成 を 契機 と し た 海 峡公 園 や観光の核

と な る 大規模テ ー マ パ ー ク の整備 な ど新 た な 集客資源の創造 を 図 る O

さ ら に 、 各種 イ ベ ン ト の リ レ ー 開催等 を 穣極的 に進め、 被災地の マ イ ナ ス イ メ ー ジの払

拭 に 努め て い く 。

( サ ー ビ ス 業、 業務機能)

研究開発支援サ … ピ ス や情報通信 関連サー ビ ス 、 リ ー ス な どの 産業支援型 サ ー ビ ス 業の

立 ち 上が り を 支援 し て い く た め、 業務用 ピ ル の早期再建 と イ ン テ リ ジ ェ ン ト ピ ル の建設な

ど高度化 を 困 る 。

ま た 、 生活支援サ ー ビ ス 等 の支援 も 重要 で あ り 、 特 に 阪神 間 に 集積す る こ れ ら の サ ー ピ

ス 業の 一 層 の 発展 を 図 っ て い く O

( 3 ) 成熟社 会 に 相応 し い新産業の導入 ・ 育成

新産業創 造 プ ロ グ ラ ム の 充実 ・ 拡充等 に よ っ て 、 次世代型産業の基盤 を 担 う 清報通信関

連産業、 新素材関連産業、 福祉関連産業、 健康関連産業、 新エ ネ ル ギー シ ス テ ム 等 の導入

に 伴 う エ ネ ル ギー ・ 環境関連産業、 災 害 に 強 い ま ち づ く り に 貢献す る 紡災 関 連産業等 の成

長性 の 高 い新産業の導入 ・ 育成 を 進め る 。

さ ら に 、 ベ ン チ ャ ー キ ャ ピ タ ル制 度等 の 新産業創 造支援方策の シ ス テ ム 化 を 進 め る と と

も に 、 こ れ ら の諸機能 を 統合 し た 新産業創造支援セ ン タ ー の 整備 を 推進 し 、 世界 に 開 かれ

た新産業の 育成拠点 と す る こ と に よ り 、 イ ン キ ュ ベ ー シ ョ ン コ ン プ レ ッ ク ス の形成 と 関連

施設 と の 広域的連携 を 図 っ て い く 。

( 4 ) 高 度情報通信基盤の整備 と 情報通信 関 連産業の振興

光 フ ァ イ パ ー 縮、 広 域 ISDN(B - ISDN) な ど高度情報通信 基盤 の 先 行 的 ・ 面 的 整 備 の 促

進 を 契機 と し て 、 先導的 な情報 シ ス テ ム の 整備、 情報サ ー ピ ス 産業の振興等 を 園 る O

さ ら に 、 こ れ ら の産業や研究 開 発機能等の 集積 を 通 じ て 、 新た な都市づ く り を 行 う 東播

磨情報公園都市構想や KIMEC 構想、 を 総合的 に推進す る 。

( 5 ) 産業配置 と 広域的連携

臨海部 や 内 陸部 に 建設 さ れ る 新 し い都市核 と の 適正 な 機能分担及 び連携 に よ り 、 既存企

業 の 円 滑 な 移転や新規企業の誘致 を 進め 、 都市核相互の交通 ネ ッ ト ワ ー ク 型 の 産業拠点の

配置 を 進 め る 。

こ の た め に 、 内 陸 部 で は研究 開 発型生産機能 を 中心 と し た産業 を 重点 的 に 配置 し 、 阪神

間 の 臨海部で は既存産業の高度技術化、 高付加価値化 に 併せ て 、 ソ フ ト 化す る 産業構 造 に

対応 し た 産業配置 を 図 る O ま た 、 地域の 実情 に 応 じ て 、 住工共存の新 し い ま ち づ く り の推
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進 と ニ ュ ー フ ァ ク ト リ ー化の推進 な ど適切 な 手法 を 講 じ て い く 。

( 6 ) 世界都市機能の拡充

諸外国 と の交易、 投資等国 際経済交流の さ ら に活発な舞台 と し て い く た め に 、 既存の 制

度の活用 と そ の拡充に よ っ て 、 神戸の貿易 ・ 国際物流拠点 ゾー ン と し て の魅力 を 高 め、 都

市の賑わ い を 生 み 出 し て復興の 牽 引 力 と し て い く 。

ま た 、 外国企業 と の融合化促進 の た め の拠点施設等 の 設置 に よ る 貿易機能の 向上、 海外

への情報発信機能の 強化、 コ ン ペ ン シ ョ ン 施設や集客施設等の整備 を 通 じ た 国 際交流拠点

機能の充実等 を 図 る 。

( 7 ) 雇用 安定への支援及 び産業の復興 と 高度化 に 対L包 し た 人材育成

雇用維持奨励金、 原用 調整助成金制 度の特例措置等 に よ り 、 事業主 の雇用 の 維持 を 支援

し 、 労働者の雇用 の安定 と 事業再開や 復興 に 向 け て の 人材の流出 防 止 を 図 る O

ま た 、 拡充 さ れた雇用保険制 度 に 基づ き 離職者の生活安定 を 図 る と と も に 、 離職者 に 対

す る 職業能力 開 発、 合 同 就職面接会の 開催、 被災者雇 用 奨励金制度の活用 等 を 通 じ て 再就

職 を 支援す る 。

さ ら に 、 生涯能力給付金等の活用 に よ り 、 企業の 自 主的 な 人材育成、 と り わ け港湾技能

者、 ホ ワ イ ト カ ラ 一 層 の職業能力 開 発 に 重点 を 置 い た 総合的施策の検討 を 進め る O

5 . 産業復興へ 向 け て

i復興対策の擁嬰i

I . 金融対策

ア . I 緊急災害復旧資金J の創設 (県 ・ 神戸市)

イ . I災害復旧貸付制度J の充実強化 (政府系 中小企業金融機関 )

ウ . I緊急特別 資金」 の 融 資対象者の拡大 (県)

エ . I小企業等経営改善資金融 資 (マ ル経融資) J の 貸付限度額の 引 き 上 げ ( 国民金融公

庫 )

オ . 中 小企業設備近代化資金等の新規借入金に 係 る 償還期 間 の延長 (県)

カ . 既往債務の負担軽減 (県 ・ 政府系 中小企業金融機関等)

- 県の 中小企業融資制度の償還期 間 の延長

・ 中小企業近代化資金の償還免除

- 中小企業近代化資金の償還猶予

- 政府系中 小企業金融機関の既往債務の負担軽減

・ 中小 企業事業団 の 中小企業高度化融 資の 償還期 限の延長

II . 事業再 開 の場の確保 ・ 提供

ア . 仮設工場、 共 同 仮設宿舗等の整備
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イ . 災害復旧高度化事業の拡充

ウ . 事業協 同組合等 の 共 同 施設の災害復旧事業

盟 . 総合相談の実施

ア . I 中小企業総合相談所J の 開設 ・ 運営

IV . 阪神 ・ 淡路大震災復興基金 に よ る 支援

ア . 中小企業金融機関 災害復旧貸付 に 係 る 利子補給

イ . 緊急災害復旧資金利子補給

ウ . 産業復興ベ ン チ ャ ー キ ャ ピ タ ル制 度の創設

エ. 高庖街 ・ 小売市場共同仮設屈舗の整備

オ . 地域産業の活性化支援

{ 阪神 ・ 淡路産業復興推進機構の設立 }

産業復興計画 に基づ く 復興事業 を 効果的かつ 円滑 に 実施す る た め 、 地元 自 治体及び民間

が復興 を 支援す る 内外の企業及 び民 間 の有識者 と 連携 を はか り な が ら 、 復興事業の性格や

段 階 に 応 じ た 的確 な 支援 を 行 う こ と に よ り 、 産業復興 を 加速 的 に推進す る た め 、 (財) 阪

神 ・ 淡路産業復興推進機構が1995年12月 25 日 に 設立 さ れた。

掴阪神 ・ 淡路産業復興推進機構の概要

(設立年月 日 )

(基本貯産)

1995年12 月 25 日

133百万円 ( 設立時は県、 市 の 出招 に よ る 1 億円)

出指割合 県 : 市 : 民間 = 2 1 1 

(組 事

事

問

理

監

顧

①

②

③

 

織 43名 (経済団体の長、 地元企業の長、 行政等)

3 名 (県、 神戸市、 民 間 )

12名 (学識経験者等)

④評議員 76名 (被災地の市町長、 商工会議所商工会の長、 大 口 賛

助会員等)
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(図 3 ) 産業復興推進機構組織図

(組織図)

監 土よロ? 顧 問

.f!H事長
副瑚!事長 評議員

専務理事
事

(主な事業) ①産業復興 プロ ジ ェ ク ト の具体化 (事業家促進) 支援事業
(神戸東部新都心、 尼崎臨海凶部地域 に お け る 産業復興ブ ロ ジ、ェ ク ト

やエ ン タ ー プ ラ イ ズ ゾー ン の整備 を 目 指すボー ア イ E 期 に お け る 各種
プロ ジ ェ ク ト の具体化支援等)

②既存産業の復興 ・ 高度化 ・ 新産業創造促進事業
(ベ ン チ ャ -1託業等の誘致促進 の た め の フ ォ ー ラ ム の企画 ・ 運営や池

場産品販売促進のため の見本 !有の開催 等)
③企業誘致促進事業

(企業誘致セ ミ ナ ー の 開催、 海外への ミ ッ シ ョ ン 派遣 等)
④集客促進事業

(京阪神 での イ ベ ン ト リ レ ー の企爾 ・ 運営、 ひ ょ う ご百名所づ く り の
企画 ・ 立案 等)

⑤復興 に関する 情報発信 (復興情報奈組の提供)
⑥渓災地区産業高度化 シ ス テ ム 開発実証事業

(既存産業の活性化、 新情報産業の域内への誘致活動、 災害に強い街
づ く り を 行 う た め の ソ フ ト ウ ェ ア 閣発、 シ ス テ ム 開発)

{産業復興の状況}

兵庫県 は 19955fll 月 中 旬 か ら 12 月 中 匂 に か け て 「阪神 ・ 淡路地域 に お け る 産業復興の 実

態 に 関す る ア ン ケ ー ト 調査結果j を 実施 し 、 調査対象 と な っ た被災地域 内 の 48， 300事業所

の う ち 7 ， 765事業所か ら 自答があ り (回答率16. 1%) 、 1996年 1 月 26 日 に そ の 内 容 を 発表 し

た 。

向調査 に よ る と 、 事務所、 庖舗、 工場な ど建物 関係の復旧状況 に つ い て 、 従業員 規模別

の 建 て 替 え の 進行状況は 、 全般 に 従業 員 規模が大 き い事業所 ほ ど立 て 替 え が進 ん で、い る 傾
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(表 2 ) 被災建物建て替えの進行状況
(従業員規模別)

完了 し 現在進 現在計
て い る 行 中 画 中

1 � 4 人 19 . 5 2 1 . 1 23. 8 

5 �19人 21 .  0 24. 3 29. 4 

20�49人 27. 5 2 1 .  3 33. 8 

50�99人 25. 7 3 1 .  4 22. 9 

100人以上 23. 0 39. 3 41. 0 日子一一一一L一一一一

(%) 

予定が
立たず

38. 8 

30. 4 

30. 0 

40. 0 

19 . 7 

(表 3 ) 被災建物建て替えの進行状況 (業種別)
(%) 

完了 し 現在進 現在計 予定が
て い る 行 中 画 中 立たず

製 造 業 24. 1 25. 9 29. 4 31 .  1 

非 製 造 業 19. 2 22. 7 26. 5 19 . 7 

(表 4 ) 現在の営業状況 (地域別) (%) 

震災前 よ 震災前 と 室主 災前 よ 営業停止
り 増加 同程度 り 減少 中

全 体 12. 8 31 .  0 53. 8 2 . 4 

神 戸 市 13. 4 25. 9 57. 1 3 . 6 

尼 崎 市 14. 5 42. 1 42. 5 

西 宮 市 12. 7 25. 6 58. 4 3. 3 

芦 屋 市 14. 6 16 . 6 65. 0 3. 8 

伊 丹 市 14. 6 38. 2 47. 1 0 . 0 

宝 塚 市 9. 0 33. 8 55. 9 1 . 4 

川 西 市 12. 0 48. 1 39. 2 0. 6 

明 石 市 20. 3 40. 9 38. 3 0. 5 

三 木 市 8. 0 54. 9 36. 7 0 . 4 

淡路地域 10. 1 30. 5 57. 5 1 . 9 」

向が見 ら れ、 業種別 で は 、 非製造業で立 て 替 え が遅れて い る 傾向 が見 ら れ る O

震災前 と 比較 し た現在の営業 (生産、 販売) の状況 に つ い て は 、 全体の 53. 8%が 「震災

前 よ り 減少j と 回答 し て い る ほ か、 「営業停止 中j と の 同 答 も 2. 4% あ り 、 一方、 「震災前

よ り も 増加J と の 自 答 も 12. 8%あ る O

地域別 に 見 る と 、 神戸市、 西宮市、 芦屋市、 淡路地域で は 「震災前 よ り 減少J 及 び 「営

業活動停止 中 J の割合が特 に 高 く 、 経済活動の 回復が遅れて い る 。

従業員 規模別 で は 、 全般 に 規模が小 さ い事業所 ほ ど震災前 よ り も 営業状況が悪化 し て い

る 傾 向が見 ら れ る O

業種別 で は 、 非製造業 は 製造業 よ り も 災前 よ り 増加J の 割合が高 い も の の 、 f営業

停止中j の 割合 も や や 高 く な っ て い る 。

生産、 販売等が 「震災前 よ り 減少j し た と す る 事業所 に 減少の程度 を 聞 い た と こ ろ 、 震

災前の 120% 以上50%未満の 減少J が43. 6 % に も 達 し、 120%未満の減少」 が42. 4%で、 150%

以上の 減少J が14. 0% と な っ て い る 。

「震災前 よ り 減少J し た と す る 事業所に対 し減少の理由 を 聞 い た と こ ろ 、 製造業 で は 「景

気の 影響J が75. 8% と 最 も 多 く 、 次 い で 「 間接被害J が46 . 3% と な っ て い る O

非製造業 で は 、 「景気の影響」 が65 . 0% と 最 も 多 い が、 「閤接被害J が52. 3% と 製造業 よ

り も 一 層 高 く 、 非製造業 に お い て 間接被害 の 影響が よ り 大 き い こ と が う かが わ れ る O
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(%) 

震災前 よ 震災前 と 震災前 よ 合業停 止
り 増加 間程度 り 減少 i十1

1 � 4 人 9. 1 25. 5 61. 6 3. 8 

5 �19人 17. 1 33. 1 49. 3 0. 5 
20�49人 18. 4 37. 4 44. 1 0. 1 
50�99人 15. 2 43. 7 41. 1 0. 3 
100人以 ヒ 11 . 2 44. 9 43. 6 0. 3 

現在の営業状況 (従業員規模別)(表 5 ) 

(%) 

震災前 よ 震災前 と 震災前 よ '8'業停止
り I国力日 同程度 り 減少 中

製 造 業 7. 7 34. 4 56. 0 1. 8 

非 製 造 業 14. 7 29. 8 52. 9 2. 6 

現在の営業状況 (地域別)(表 6 ) 

(%) 

震災前の20%未満

42.4 

減少の程度(図 4 ) 

減少の理由 (複数回答)(図 5 ) 
(%) 80 

40 

20 

60 

そ
の
他

景
気
の
影
響

間
接
被
害

建
物
・

設
備
等

の
直
接
被
安
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ま た 、 兵感県が1997年 2 月 17 fI に 「復興指数J を 発表 し た が、 こ れ は 、 産業の後!日 ・ 復

興状況 を 把握す る に あ た り 、 被災地域活動の水準 を 純生産ベー ス で評価す る た め 、 被災後

の 月 別純生産 を 推計 し、 震災前 (1994年同 月 ) と 比較す る こ と を 目 的 と し て 算出 さ れた も

の で 、 被災地域の業種別 (鉱業 ・ 製造業、 電気 ・ ガス ・ 水道業、 卸売 ・ 小売業、 金融 ・ 保

険業、 不動産業、 運輸 ・ 通信業、 サ ー ピ ス 業、 及 びそ の他業種の計 8 業種) 純生産額 に つ

い て 、 鉱工島業生産指数、 観光客入 り 込み 数等代表的かつ最 も 推計適合度 の 高 い 指標 を 用 い 、

重 回帰 分析 の 手法等 に よ り 震災前後の 月 額 を 推計 し 、 震災後の 月 額 を 震 災前 (1994年 同 月

= 100) と 比較す る 方法で、 産業の復興度合い を 示す指数を 算 出 し た も の であ る 。

(表 7 ) 復興指数の推移

復 興 指 数

震災後の 各 月 の推定純生産 1995. 1 76. 1 

復興指数 (業種別) = x 100 
2 72. 8 
4 80. 3 

1994年各 月 の推定純生産 7 87. 0 
10  93. 7 

1996. 1 92. 6 

な お 、 建設業 に つ い て は、 震災で損失 し た ス ト ッ ク の復旧 と い う 側面が強 く 、 復興指数

の 測 定対 象は フ ロ ー面 の 産業活動水準で、あ る と の観点か ら 、 除外 し て い る 。

こ の 「復興指数J に よ る と 、 震災の起 き た 1995年 1 月 の 時点 で76. 1 で あ っ た の が、 1 年

後 の 1996年 1 月 の 時点 で93. 7 と な っ て い る O し か し 、 純生産が震災前 の 約 1 割減 と い う こ

と は 、 企業経営 に と っ て 、 例 え ば売上高や 営業利益 に 置 き 換 え て考 え る と 、 依然最 し い状

況 に あ る と 言 え よ う 。
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[第二節 工粟J製造業 ;地場産業の復興状況一
1 . 工業の特徴

兵庫県 の 製造品 出荷額等の全国 に 占 め る シ ェ ア は減少傾 向 に あ り 、 1990年 度 以 降 は4. 8%

税度で推移 し て い る 。 被災地域の全県 に お け る シ ェ ア は こ こ 10年程度低下す る 傾 向 に あ り 、

平成 6 年 度 は 56 . 1% と な っ て い る 。 (表 1 参照)

業種構成 に 関 し て は 、 兵庫県全体で は全国 に 比べ、 鉄鋼、 化学、 金属等の恭礎素材型 が

多 いが、 被災地域 に お い て は 、 食料品 の比率が高 く な っ て い る 。 (図 1 参照)

(表 1 ) 製造品出荷額の推移

(千{窓円)
150 
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(図 1 ) 製造品出荷額の業種別構成比 ( 1 994年度 ・ 上位 8 業穣)

兵庫県

被災地域

そ の他
23.5 

令 l:li] そ の他
28.3 

。 20 ハりdo

 

80 日UハU1
 

(l2<J 2 ) 製造品出荷擦の業種別構成比 ( 1 994年度 ・ 3 分類別)

兵庫県

己基礎素材型産業
被災地域

[ゴ力IJ工組立型産業

警護生活関連 ・
その他型産業

うそ |五l

。 20 40 60 品。 100 (%) 

(表 2 ) 被災地域の業種別特化計数 ( 1994年)

業 f電 ;f1 \'1l， 対 l玉i 業 干草 対 県 対同 業 干重 対 県 対 |五l

繍素材腕業 I 0. 8 0. 9 生 活 弱 速むIIT*，ll ù:型産業 1.  1 I 1 .  0 1 1 そ の他型産業
1. 2 ! 1 . 2 

ゴム製品 2. 8 A般機械 1 . 1 1 . 7 食料 品 1 . 3 1 . 7 
非鉄金属 1. 3 1 . 3 電気機械 1. 5 O. 7 飲料 ・ 飼料 1 . 5 1 . 9 

1 . 1 1 . 3 輸送用機械 0. 9 0. 9 な め し皮 ・ 河製 O. 7 2. 8 
金属製品 1. 1 1 . 2 精特J機械 口

n
口

鉄鋼 O. 7 1 . 4 上
* 特化計 数 ' 被災地域の産業別構成比 を 県 な い し令国の構成比で除 し て算 出 さ れ る 比系で、 1 . 0基準 に

し て特化の程度 を 示すO
資料 : 県統計課 「兵庫の工業」、 j虚弱Jff�業省 「 工業統計速報j

( r平成 8 年度断て部の概要j よ り )
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2 . 製造業の状況

口製鉄

神戸市 に 本社 を 置 く ;神戸製鋼所 は 、 製造業 の i ド で は最大の被害 を 受 け た 。

生産設備 に つ い て は、 i高炉 を 持つ 加 古 川 、 神戸両製鉄所が被災地 の 兵庫県 内 に あ り 、 大

き な打撃 を 受 け て 一 時休 l上 と な っ た。 加古川 製鉄所で、 は 、 原料岸壁の -#�が陥没 し 、 原 料

運搬 ク レ ー ン 5 基 の う ち 4 基が倒壊す る ほ どの被告 を 受 け た 。

神戸製鉄所 は震源地 に 近 い こ と も あ っ て 、 さ ら に被害が大 き く 、 第 7 線材工場の煙突折

損、 コ ー ク ス サ イ ロ の倒壊、 製鉄工場の ク レ ー ン の 落 下 な ど生産設備 だ け で な く 、 神戸本

社 ピ ルが倒壊 し 、 体育館、 記念館、 神鋼病院 も 被害 を 受 け た 。

神戸製鋼 所 で は 生 産減 に よ る 損失 を 最小 限 に押 さ え る た め 、 他の鉄鋼 メ ー カ ー に 対 し て

ク レ ー ン 等 の 設備供給の要請や水の確保 を 依頼す る な ど し た ほ か、 生産面で も 肩代 わ り 生

産 を 依頼 し た。

特 に 、 i司社 の 製 造す る 自 動車用の特殊 な 部 品 は 世界 シ ェ ア の半分 を 握 っ て お り 、 そ の供

給 に 支障が出 れば全世界 の 自 動車生産 に 影響 を 及 ぼす恐れがあ っ た。

神戸製鉄所 の 設備、 機械損失 を 合め た 被害総額 は 1 ， 020億 円 に 達 し た 。

) 1 1 1崎製鉄で は 、 神 戸 市 中 央 区 の本社 ピ ル が使用不能 に な り 、 ス テ ン レ ス 鋼板の西宮工場、

カ ラ ー 鏑板の神戸工場が被容 を 受 け操業休止 と な っ た 。 こ の う ち カ ラ ー鋼板 に つ い て は 、

震災前 か ら 需要低迷 な ど を 理 由 に撤退の 怠 向 を 表明 し て い たが、 震災の被害 に よ り 3 月 末

の 予定であ っ た 撤退時期 を前倒 し す る こ と を 決定 し た 。

口造船

川 崎重工業で は 神戸工場の岸壁が一部焔没 し た ほ か、 造船用 ク レ ー ン が傾 き 工場の床面

が隆起 し た 。 播磨工場 で は 岸擦が不等沈下 し た。

神戸工場 で は 商船用 の 第 4 船台が大 き な 被害 を 受 け、 翌 日 に 進水式 を 控 え て い た LPG

船が震災で、16m も 下降 し 、 横 に も 1 m ずれた状態 で停止 し た。

川 崎重工業 で は神戸工場での商船建造 を 断念 し 、 機能 を 生産調整で休止 中 だ、 っ た 四 国 の

坂出工場 に移管す る こ と を 決め た 。 し か し 、 神戸工場 で は 引 き 続 き 潜水艦 と 高速船の建造

や 修繕機能 は 残存 す る ほ か、 第 4 船台で も 船首や船尾 部 な ど複雑な 形状の商船 向 け ブ ロ ッ

ク を 生産す る 。 ま た、 10数億 円 を か け て 潜水離の最終組立工場 を新設す る 。

川 崎重工業神戸工場の被害総額 は80億 円 と な っ た 。

三菱重工業神戸工場 で は 造船用 ク レ ー ン 16 台の う ち 2 台が倒壊 し 、 う ち 1 台 は建設中 の

コ ン テ ナ 船 に ぶつ か っ た ほ か、 ク レ ー ン の レ ー ル も 曲 が り 、 岸壁や構内道路 も 数 カ 所 に わ

た っ て 陥没 し た り 亀裂が生 じ る な どの被害 を 受 け た 。 被害総額 は340億 円 に も 達 し た が、

1996年 3 月 に は 総額260億 円 を か け て 工場や倉庫 を 一 部集約す る こ と に よ り 効 率 的 な レ イ

ア ウ ト に よ る 再構築がな さ れた 。
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3 . 地場産業等の 状況

兵庫県 の 産 業 は 、 阪神 、 播磨の二大工業地苦 に お け る 鉄鋼 ・ 造船 ・ 機械 ・ 化学産業等 を

根幹 と し て発展 し て き た。 し か し 、 一方で は 、 郷土の歴 史 と 伝統に培わ れ 、 地域社会 と 密

着 し た 地場産業が県「下各地 に 形成 さ れて い る O

今 回 の 震 災 は 、 酒造業、 ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ 、 瓦 な どの全国有数の生産規模 を 誇 る 地場産

業の 産 地 も 直撃 し た 。

口酒造業

神戸市瀧区か ら 西宮市 ま での海岸線に帯状に広がる 灘五郷 (魚崎郷、 御影郷、 西郷、 今

津郷、 西宵郷 の 総称) は 、 江戸時代か ら の歴 史 と 伝統 を 有 し 、 「灘の生 一本J と 呼ばれ全

国 的 な 産 地 と し て 酒造業界 を リ ー ド す る 存在 で あ っ た 。

震災前 の 1993年度の灘五郷の状況 は 企業数50社、 従業員 数3， 580人、 生 産 出荷量は 196， 650

kl、 課税出荷量427， 492kl、 同 生産金額4， 036億2， 100万 円 、 で課税出荷量で は全国の約30%

を 占 め て い た 。 50社 の う ち 大手が約20%、 準大手が約 10%、 中小が約70% と い う 状況であ

っ た。

大手、 中小 と も 鉄筋蔵、 木造蔵 を 併用 し て い る が、 伝統的 な 酒造 り に こ だ わ っ て 木造蔵

な ど古 い 設備 を 使い続け て き た 中小 メ ー カ ー の被害が特 に 甚大で、あ っ た。

灘五郷一帯 に は約50社の 酒蔵が立 ち 並ぶが、 江戸時代末期か ら 明治時代 に 建 て ら れ た酒

蔵 の ほ と ん どが崩 壊 し た。 古‘い酒蔵 を 利用 し た記念館、 資料館等 も 大 き な 被 害 を 受 け た 。

商 品倉庫が傾 い た り 、 酒 の タ ン ク に亀裂が入 っ た り し た ほ か、 一升 ピ ン の ガ ラ ス の破片が

散乱 し た。

地震の 起 こ っ た 1 月 は 、 灘五郷の酒蔵 に と っ て は新酒の仕込み の季節 で 、 醸造、 貯蔵中

の 酒が流 出 し 、 周 囲 に は ア ル コ ー ルの に お い が強 く 漂 っ た。 水道、 ガス 、 電気 な どの 途絶

で震災直後 は 製 造 も 出荷 も で き な い状態 と な り 、 被害総額は 1 ， 123億 円 に も の ぼっ た 。

被害 は 大 き か っ た が、 大手 メ ー カ ー の復旧への動 き は極 め て 早 く 、 早 い と こ ろ で は 、 水

を 使 わ ず に 酒 を 詰め ら れ る 紙パ ッ ク の 瀬 中 心 に 商 品 の 出荷 を 1 月 下旬 か ら 開 始す る な ど、

す ばや い 立 ち 直 り を 見せ た 。 1 月 中 に は生産 は ほ と ん と守出 来 な か っ た が、 2 月 末 に は設備

を 修復 し 、 3 月 頃 に は 四季醸造蔵 で酒の仕込み を 再 開 し 、 出荷数量、 商 品構成 と も 平常体

(衣 3 ) 震災前の灘五郷の産地分布

函誌\\立竺 今津郷 西宮郷

ι A 業 書士 3 17 

従 業 員 数 664 1 ， 010 

生 産 数 量 ( kl ) 21 ，  375 74， 726 

魚崎郷

11 

235 

9 ， 083 

御影郷 西 郷 ノ仁〉3、 寺日 1-

12  7 50 

1， 081 590 3 ， 580 

63， 043 28， 423 196， 650 

(W平成 7 年度版兵庫県の地場産業J よ り )
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(表 4 ) 清酒の生産数量の推移 (単位 ; kl) 

灘五郷課税
年 次 全 協! 指 数 灘五郷 指 数 出荷数主i: 指 数

87 1， 142， 300 100. 0 206， 409 100. 0 412 ， 692 100. 0 

88 1 ， 138， 000 99. 6 201， 003 97. 4 4 1 1 ，  760 99. 8 

89 1， 143， 280 100. 1 208， 234 100. 8 415， 504 100. 7 

90 1， 075， 930 94. 2 200 ， 374 97. 1 419 ， 304 101. 6 

91 1 ，  081， 908 94. 7 197， 956 95. 9 399， 210 96. 7 

92 1 ，  072 ， 870 93. 9 199， 153 96. 5 413 ， 349 100. 2 

93 1 ， 060， 000 92. 8 196， 650 95. 3 427 ， 492 103. 6 

94 990 ， 000 86. 6 140， 958 68. 2 358， 005 83. 7 

95 179 ， 274 86. 9 367， 272 89. 0 

※ 生産数主i : 酒造主ド度 : 7. 1�6. 30、 課税/:l'，荷 : 4. 1�3. 31 

(衣 5 ) 県内の清酒庫出数量

h±: 数 量

( 千 kl) 前年Jt (%)

91年 421 ム 5. 0 

92年 432 2. 6 

93年 433 0. 2 

例年 413 I ム 4. 5 

95;r� 381 ム 7. 7 

95年 lJj 1 1  ム 45. 5
2 )J 30 ム 21 . 3 
3 月 37 I ム 29. 6
4 月 29 ム 12. 3
5 月 23 45. 3 
6 )i 23 9. 3 
7 ß] 21  5. 5 

18  ム 2. 3 
32 ム 4. 6 

月ハHV114

 

40 I ム 5. 4
O. 1 

ム 2. 1

制 の 戻 っ た と こ ろ が多 く 、 全体 と し て は夏 頃

に は生産量がほ ぼ回復 し た。

し か し 、 被害 の 集 中 し た 中小 メ ー カ ー で は 、

復旧 ・ 復興 に は厳 し い 状況があ っ た。 味や 品

賞 に こ だ わ る 中小 メ ー カ ー で は 、 冬場 に 酒 を

造 り 、 季節 を 問 わず濁醸造で、 き る 四季醸造蔵

な どの近代的 な 設備 を 保有 し て い な い と こ ろ

が多 く 、 そ の た め寒い 2 ・ 3 月 中 に 仕込み を

し な け れ ば な ら な いが、 生産設備 に壊滅的 な

打撃 を 受 け 、 後片づけ も 進 ま な い よ う な状態

で、 当 年 の 酒づ く り を 断念 し た メ ー カ ー も あ

っ た 。 こ の よ う な 困 難 な 状況の な か で、 大 き

な 被害 を 受 け た 中 堅 メ ー カ ー の 「世 界 長 酒

造j が 7 月 末 に は廃業す る こ と と な っ た 。

一方で、 7 月 に は 、 新調鑑評 会で金賞受賞

の 実績 を 持つ 中 堅 メ ー カ ー 5 社 に よ っ て 、 共

同 で PR し て復興 を 目 指す こ と を E 的 に し て

「神戸地酒金賞会J が結成 さ れ る と い っ た動

き も み ら れた。

灘五郷の清酒業 は 、 大手 メ ー カ ー を 中心 と

し た生産量の回復 は素早か っ た が、 中小 メ ー

56 
12月 63  

1 7  
2 月 32 
3 月 39 

54. 2 
8. 1 
5. 6 

(兵庫県酒造総合連合会議べ)
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カ ー に と っ て は厳 し い状況が続い て い る 。

口ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ

神戸の代表的 な 地場産業で あ る ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ産 業 は 、 戦後、 ゴム 製 履 き 物業界が ゴ

ム 原料 の 入 手困 難 な な か で ア メ リ カ か ら 塩化 ビ、 ニ ー ル 等 の 合成材料が輸入 さ れ た こ と か

ら 、 こ れ ら を 靴の材料 と し て使用す る こ と を 考 え 1952年 頃 よ り 始 ま っ た。

そ の後材質の改良、 接着剤の 開発、 加工技術の研究等の積み重ね に よ り 、 1955年 頃 に 商

品 と し て の基礎が確立 さ れた 。

ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ製造業者は、 須磨 区 ， 長 田 区 に 集 中 し て お り 、 そ の 理 由 と し て 「平成

8 年度版兵庫県 の地場産業j に よ る と

①商品 の性格が、 デザ イ ン 、 材質、 機能の面で手下.業的であ り 、 流行 に左右 さ れや す い

点 で他品種少量生産であ り 、 大手 メ ー カ ー の参入が 困 難 な う え 、 多 額の 資本 を 必要 と

し な い。

② こ の 地 区 が ゴ ム 製履 き 物 の 大生産地で あ り 関連業者 も 多 く 、 ド詰業者が組織 さ れて お

り 、 ケ ミ カ ル シ ュ ー ズの 製造 の 効率 的 な 経営が可能であ っ た 。

の 2 点 を あ げて い る O

し か し 、 そ の 製造業者の 8 割が集中 し て い た 長 田 区、 須磨 区 は 、 震災 と 大火災 に よ り 、

あ た り に 集積 し て い た 約500社 の う ち 、 全焼 ・ 全壊が約70%、 半壊が約20%、 一部壊が約

10%で被害総額は2， 000�3， 000億円 と い う 極め て 大 き な被害 を 被 っ た 。

ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ産業の被害が大 き く な っ た の は 、 材料、 薬 品 等引 火 し や す い 物 品 が工

場 内 に 多 く 存在 し て い た こ と や 、 あ た り 一帯 に 木造住宅が密集 し て い た こ と や、 水不足で、

消 火活動が十分に 出 来 な か っ た こ と な どがあ げ ら れ る O

ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ業界は震災前 よ り 業況 と し て は低迷 し て お り 、 そ の 理 由 と し て は、 急

速 に 進 ん だ 円 高 に よ っ て 大量 に ア ジ ア か ら 安舗 な 製品が輸入 さ れて い た こ と や、 バ ブ ル崩

焼け野原 に な っ た長田 氏一帯。 18 日 に な っ
て も 煙が残 り 、 ケ ミ カ ル の街は大打撃を 受
け た
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(表 6 ) 県内のケ ミ カ ル シ ュ ース生産状況

X 生産!冒: ノ立、え 額

(千足) (百万円) 前年比 (%)
[前々 年比]

91if 40， 879 82， 035 I ム 5. 3 

924ミ 34， 353 71， 495 ム 12. 8

93年 32， 282 68， 436 ム 4. 3 

94年 31 ， 313  65， 987 ム 3. 0 

95年 14， 1 64 28， 514 ム 56. 8

95:1ド l 月 686 1 ， 231 ム 72. 0
2 月 592 1， 060 ム 79. 3
3 月 993 1， 774 ム 67. 6
4 月 1 ，  354 2 ， 499 ム 57. 3
5 月 1 ，  436 2 ， 705 ム 48. 0
6 fJ 1， 284 2 ， 434 ム 53. 7 
7 JJ 1 ， 172 2 ， 335 ム 59. 2
8 月 1 ， 197 2 ， 498 ム 56. 6
9 月 1 ，  267 2 ，  703 ム 55. 4
10月 1 ，  412  3， 087 ム 51. 4 
1 1 月 1 ，  447 3 ， 243 ム 47 . 3
12月 1 ，  324 2 ， 945 ム 36 . 7

96年 l 月 1 ，  102 2 ， 387 [ム45. 7J 93. 9 
2 月 1 ，  295 2 ， 796 [ム45. 4J 163. 8 
3 JJ  2 ， 841  [ム48. 0] 60. 1  

( 日 本ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ工業組合調べ)

壊後の個 人消 費 の 伸 び悩 み な どが原 因 と さ れて い た。 こ の よ う な 厳 し い状況 の 中 で震 災 に

よ る 大打撃 を 受 け た。

1995年 8 月 末現在で、 日 本 ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ工業組合加盟 の218社 の う ち 98%が営業 を

再開 し た が、 1996年 3 月 末現在で も 生産額は前 々 年の 半分程度 に 止 ま っ て い る 。 こ れ は 、

操業再 開 し た も の の生産規模が縮小 し て い る も の と 考 え ら れ、 業界の復興への道の り は厳

し い状j兄 に あ る 。

方、 こ の よ う な 厳 し い状況の な かで、 日 本ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ工業組合で は 、 1995年 5

月 に 業界の 主 な 同体に 呼びか け て 「 ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ 産業復興研究会J を 設立 し 、 1995年

6 月 に 「 “ く つ の ま ち : な が た " 後興 プ ラ ン j を 発表す る な ど、 業界の復興へ の 活動 を 続

け て い る 。

口瓦

兵庫県 に お け る 粘土瓦製造の歴 史は深 く 、 占 く は奈良時代 よ り 始 ま っ た と 推定 さ れて お

り 、 淡路瓦 は 、 寛永年 間 に は現夜の西淡/fIT津 r下 を r11 ，(.、 に 発展 し 、 明 治 に 入 っ て か ら 急速 な

需要の伸 びに 支 え ら れ産地 を 形成 し た 。

現在で は 、 三 州 (愛知県) 、 石川、I (島根県) 、 淡路で う大産地 と 呼ばれてお り 、 1993年の
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出荷枚数で見る と 、 こ の 三大産地で全国の約74% を 占 め 、 そ の 中 で淡路は 第三位 と な っ て

い る 。

瓦 に は 窯で焼成 し 表 面 に粕薬 に 炭素 を 付着 さ せ る 「 い ぶ し瓦」 と 糊薬 を 塗 っ て焼 く 「陶

器瓦J があ り 、 淡路は 「 い ぶ し 瓦」 の 出荷枚数で は全国第一位 を 占 め て い る 。

淡路の粘土瓦業界の特鍛 と し て は 、 第 一 に企業数が約220社 と 多 く 、 ま た 企業規模格差

が大 き い。 中 で も 小規模企業 (従業員 数 4 人未満) の割合が他の三大産地 と 比べて も 高 い

こ と があ げ ら れ る 。

第二 に 、 「 い ぶ し瓦J に特化 し て い る こ と があ げ ら れる O

以前 は 、 「 陶 器瓦」 の 生産 も 多 く 、 「 い ぶ し 瓦J í陶器瓦」 と も 三ナトi に続 い て全国第二位

で あ っ た が、 「陶器瓦J は1983年 に 石 州 に抜かれて か ら 現在 に 至 る ま で 第 三位 と な っ て お

り 、 産 地 内 の業者の多 く は 「 陶 器瓦j か ら 「 い ぶ し 瓦J への転換 を 図 っ て お り 、 「 い ぶ し

瓦J の 生 産 は 安定的 に 延 びて い る O

淡路の 瓦製造業 は 、 淡路島南部の西淡町、 南淡町 を 中心 に 三原町、 緑町、 五色 町な ど に

集 中 し て お り 、 震?JJ京地 の 北淡町か ら は距離が離れて い る た め 、 窯への影響 は小 さ か っ た も

の の 、 炉 に 半製 品 を セ ッ テ イ ン グす る た め の棚板が多数損傷 し た た め 、 生 産 が停滞 し た。

ま た 、 積み上げて い た 製品在庫が崩 れ落ち て壊れ る な どで大 き な損失 を 生 じ た 。

兵庫県商工部の調べに よ る と 、 全半壊 5 社、 一部損壊70社 の ほ か設備の 損壊や在庫等の

被害な ど、 約90%の企業 に 被害があ り 、 被害総額 は約20億 円 に の ぼっ た 。

震災の後、 木造家屋が倒壊 し た 原 因 を 重い瓦のせい だ と す る 報道がな さ れた。 そ の後、

原 因調査 に よ り 瓦 自 体で は な く 土葺 き の重量や、 上台や建築方法、 シ ロ ア 1) に よ る 薦朽 な

ど様々 な 理 由 が重 な っ た こ と が原 因 で あ り 、 瓦 の みが原 因 で は な い と の結果が発表 さ れた

が、 消費者の瓦 に対す る イ メ ー ジ は大 き く ダ ウ ン し た 。

こ れ に 対 し 、 1995年 3 月 2 目 、 全 日 本瓦工事連盟 と 全国陶 器瓦工業組合連合会 は 、 素屋

根 と 瓦の 間 に 粘 土 を 敷 き 詰め る 「土茸 き 工法j の 中止 を 決定 し 、 屋根の 桟 に 突起が付い た

瓦 を 引 っ か け 、 一部の 瓦 を 釘で打ち 付 け て全体 を 回 定 し 、 重量 を 「土葺 き 工法J に比べ半

減で き る と い う í� 1 っ か け桟工法j の PR に取 り 組ん だ。

震災か ら 半年 ほ ど は修理関係の需要が堅調 だ、 っ た も の の 、 新築 に 関 し て は大手メ ー カ ー

に よ る プ レ ハ ブ住宅、 新素材 な どの売 り 込みが激 し く な っ た た め 、 そ れ に 伴 い 、 需要が低

迷 し始 め 、 在庫増加 に よ っ て生産調整 を 余儀 な く さ れて い る O

口 そ の他

兵庫県の調べに よ る と 、 そ の他 の 主 な 地場産業の被害 は 、 フ ァ ッ シ ョ ン 関連 で は 、 ア パ

レ ル業が、 本社 ピ ル が全半壊 し た企業が 4 社ほ どあ る も の の 、 生産機能 に 支障 は な く 、 被

害 は軽微だ、 っ た 。 真珠に 関 し て は、 半壊が 5 社あ る も の の全体 と し て は直接被害は軽微で

あ っ た。 し か し 、 流通面での 間接被害は大 き か っ た。

ゴム 製 品 に 関 し て は 、 全半壊が 5 社、 官E損壊が70社 の ほ か設備や在庫等の被害 な ど、
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約90% の企業 に 被害があ り 、 被害総額 は約150億 円 に も の ぼっ た。

ク リ ス マ ス 用 品 で は、 被災地域内12社 の う ち 9 社 に全 半壊の被害があ り 、 被害総額 は 約

18億 円 に 達 し た。

線香 に 隠 し て は、 全体の90%の企業が何 ら かの形で被災 し 、 生産 さ れて い た 製 品 の約 半

分が騒棄処分 に な り 、 被害総額は 10億 円 であ っ た 。

下請企業 の被害 は 、 機械金属業界 に 関 し て は、 神 戸市 内 に あ る 407社 の う ち 57杜が全焼

又 は全壊 し 、 約90%の 企業が建物、 設備等 に 何 ら かの被害 を 受 け 、 被害額推計 は 約400億

円 以上 と な っ た。

下請企業組合 で は 、 組合企業250社 の う ち 、 全壊又 は 半壊 の 企業が 5 %、 一 部損壊の 企

業が40%で、 被害額推計は約581:意 円以上 と な っ た。

団地企業組合 で は 、 神戸鉄工同地 (協) で全壊が 1 社、 半壊が 4 社で機械設備損壊等の

被害 を 受 け た 企業が多数あ っ た ほ か、 尼崎市内の工業団地では、 地盤沈下、 機械設備 の損

傷等があ り 、 再宮市内 、 伊丹市 内 の工業国地では大 き な被害 は な か っ た 。 被害総額 は約48

億 円 以上 と な っ た 。

口仮設工場

兵庫県 と 神戸市 で は 、 被災産後 よ り 仮設工場の建設 を そ れぞれで構想 し て お り 、 そ れ に

よ っ て 過去 の 全国 の 災害復旧 で も 例 の な い仮設工場の建設が進め ら れ る こ と と な っ た 。

仮設工場設置計画 に つ い て 、 国 に 対 し て兵庫県 と 神戸市で協議 を 進 め た 結果、 国 よ り 仮

設工場設置 に 対す る 中小企業高度化資金 を 活用 し た新 た な 制 度が創設 さ れた 。

こ の制 度 を 利用 し て神戸市 内 の 6 ヵ 所 に 3 月 末か ら 6 月 末 に か け て 170戸 の 仮設工場が

建設 さ れ、 募 集 を 第 一次、 第二次の 2 回 に分 け て 行 い 、 第一次は 1995年 2 月 25 日 か ら 市街

地分に つ い て 行 わ れ、 第二次は 1995年 3 月 23 臼 よ り 西 神 地 区 に つ い て 行 わ れ、 240社 も の

食業が入居 し 営業 を 再開 し た 。

(表 7 ) 仮設工場応募結果

募 集 場 所 所在地 建設戸数 申 込数 倍率 対象業種

イ ン ナ ー 第 4 1 ‘業団地 長凶f3<: 1 6  182 1 1 .  1 機械令属等
十一一

えiI 藻 島 長出i叉 。 32 6. 4 ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ

!お 駒 栄 長田区 3 1  448 14. 5 ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ

f中 J î ハ イ テ ク パ ー ク 同 区 53 86 1. 6  機微金属号事

lJ"�. 噴1 j也 公 園 凶 反 30 31  1 . 1 ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ

高 塚 台 剖 l又 35 74 2. 1 ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ等

�t 1 70 5. 0 

(神戸市産業振興局調べ f震災復興の理論 と 実践』 よ り )
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(表 8 ) 仮設工場当初入居状況

募 集 場 所 所在地 建設戸数 入民企業数 対象業種
イ ン ナー第 4 工業団地 長日j 1豆 16 21 機械金属等
メリ 藻 島 長 田 氏 5 11 ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ
i$í 馬句 栄 長 田 区 31 59 ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ
神 戸 ハ イ テ ク パ ー ク 西 区 53 61 機械金属等
興 :i!P: ìlB 公 園 rllî [又 30 38 ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ
主I司主r 塚 F口L、 商 夜 35 50 ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ等

言十 170 240 
(神戸市産業振興局調べ 『震災復興の理論 と 実践j よ り )

4 . 鉱工業指数の推移

兵庫県 に お け る 震災前の 1994年 に お け る 鉱工業生産指数は、 前年比で1. 9%の 上 昇 で あ

っ た。 し か し 、 1995年 に 入 り 、 年 当 初 に 起 き た 販神 ・ 淡路大震災 に よ っ て大 き な 影響 を 受

け た 。 被災地 内 の生産がほ ぼ全面停止 し た影響 を 受 け 、 1995年 1 月 に お け る 鉱工業生産指

(表 9 ) 鉱ヱ業生産指数 (季節
調整済) の比較

全 国 兵庫県lXT 90if 100 90年 = 100 
92年 95. 5 92. 7 
93什: 91. 2 88. 3 
例年 92. 0 90. 8 
95年 95. 1 88. 5 

95年 1 月 94. 4 80. 1 
2 95. 7 85. 8 
3 95. 7 87. 1 
4 95. 7 90. 1 
5 95. 6 96. 4 
6 95. 0 93. 7 
7 93. 0 88. 6 
8 87. 9 
9 94. 1 85. 7 
10 95. 3 89. 2 
1 1  95. 8 87. 4 
12 96. 6 89. 6 

1 何年 ; 凡 97. 2 87. 5 
98. 8 95. 1 
92. 9 92. 8 

(Æi産省、 兵庫県統計課調べ)

数は、 前 月 比約 10%減少 し た 。 と く に ゴム 製

品 、 電気機械工業、 化学工業の減少が著 し か

っ た。 こ の後、 港湾 ・ 道路の 復 旧 工事の進展

や住宅着工戸数の増加等 に よ り 、 2 月 よ り 4

ヵ 月 連続で上昇 を 示 し 、 5 月 に お い て は全国

平均 を 上 回 っ た が、 6 月 か ら は減退 し て い る 。

結 局 、 1995年 の 鉱 工 業 指 数 は 前 年比1. 7%減

の88. 5 と 、 全国平均 を 大 き く 下 回 っ た 。
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(表10) 年平均鉱工業指数の推移

ふ〈 生 産

91年 92年 93年 94年 95ip 

年平均

庫兵
県

指数 100. 4 92. 7 88. 3 90. 0 88. 5 

対前年比
増減(%) 0. 4 A7. 7 企4. 7 1 . 9 A1 . 7 

年平均
近 指数 102. 3 94. 9 89. 8 89. 3 89. 8 

畿 対前年比
増減(%) 2. 3 A7. 2 A5. 4 AO. 6 0 . 6 

年平均
ノ寸、三 指数 101 . 7  95. 5 91 .  2 92. 0 95. 1 

河 対 前年比
増減州 i A4. 5 3 . 4 

年平均鉱工業指数の推移 (つづ き )

l:トて 宿: 庫

例年 92Ó手 93年 94年 95年

年平均
兵

庫
県

指数 108. 4 1 1 1 . 0 110 . 6 105. 2 106. 6 

対前年比
増減(%) 8. 4 2 . 4 AO. 4 A4. 9 1 . 3 

年平均
近 指数 11 1 . 9 1 1 8 . 5 114 . 0 107. 4 108. 3 

畿 対 前年比
増減(%) 1 1 .  9 5. 9 A3. 8 A5. 8 0. 8 

年平均
ノゴ\二 指数 107. 6 112. 9 108. 7 104. 2 106. 6 

国 対前年比
増減(%) 7 . 6 4. 9 A3. 7 A4. 1 2 . 3 

(1平成 7 年兵庫県鉱工業指数 (年報) よ り )
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(1990年 100)

出 荷

91 年 92年 93年 94:4: 95年

99. 2 92. 0 88. 6 90. 0 89. 0 

AO. 8 A7. 3 A3. 7 1 . 6 A1 . 1 

101. 9 95. 4 90. 9 90. 3 91 .  3 I 

1 . 9 A6. 4 A4. 7 AO. 7 1 . 1 

101 .  5 96. 3 92. 7 93. 9 96. 4 

1 . 5 A5. 1 A3. 7 1 1 . 3 



(表11) 兵庫県 に お け る鉱工業生産指数 (季節鵡整済) の推移 0990 = 100)  

i 業 f霊
鉱 工業

製造工業

鉄鱗業

非金属工業

金属製品工業

機械工業

一般機械 工業

電気機械工業

輸送機械 仁業

精管機械工業

窯業 . -tÆ製品工業

化学工業

{j，由 ・ 石炭製品 て業
ト一一一

プ ラ ス チ ッ ク 製品 工業

パ ル プ ・ 紙 ・ 紙加工品工業

織統工業

食料品 工業

その他の 工業

ゴ ム 製品 工業

1支車製品 J:業

家具工業

木材 ・ 木製品工業

そ の他製品工業

鉱業

〈参考文献〉

91. 12 

90. 6 

90. 6 

86. 2 

95. 3 

88. 9 

9 1 .  1 

79. 1 

108. 7 

88. 6 

65. 0 

9 1 .  8 

105. 4 

1 06. 1 

88. 1 

1 04. 9 

82. 5 

89. 2 

71. 3 

75. 4 

74. 0 

1 16 . 8 

70. 2 

52. 3 

54. 0 

95. 1 95. 3 

80. 1 87. 1 

80. 1 87. 1 

77. 3 77. 9 

72. 9 93. 8 

77. 1 88. 1 

83. 0 品9. 7 

80. 7 日5. 4

88. 0 98. 1 

80. 9 83. 1 

6 1 .  8 77. 1 

80. 9 86. 9 

9 1 .  5 106. 7 

1 04. 6 I 102. 5 

81. 5 

94. 0 107. 0 

80. 4 82. 2 

75. 1 69. 8 

59. 4 62. 0 

44. 0 56. 0 

68. 7 65. 3 

1 13 . 2 126. 0 

66. 9 52. 9 

52. 5 51 .  5 

56. 0 60. 9 

『平成 8 年度1'2百七吉1\の概!史j 兵庫県商 工 部 1996年 5 月
下F-成 7 ir皮樹工部の概Wj 兵庫県街 [剖r\ 1 995年 7 月

95. 6 95. 9 95. 1 2  96 . 3 

93. 7 85. 7 89. 6 92. 8 

93. 7 85. 7 89 . 6  92. 9 

85. 8 8 1 .  2 83. 0 

9 1 .  8 93. 6 94. 4 83. 4 

88. 4 89. 8 92. 5 98. 9 

98. 8 86. 1 92. 6 95. 9 

85. 0 82. 2 89. 1 74. 7 

1 15. 9 94. 0 101 .  1 1 38. 5 

96 . 0  83. 1 91 .  1 79. 6 

67 . 1 I 66. 6 64. 7 73. 2 

9 1 .  3 50. 1 56 . 5  73. 3 

104. 6 106. 6 1 1 1. 8 1 12. 1 

103. 6 88. 5 95. 8 9 1 .  9 

93. 4 86. 4 9 1 .  9 92. 2 

106. 8 I 103. 6 104. 7 106 .  7 

75. 5 I 74. 1 

92. 5 91 .  5 87. 9 90. 0 

63. 5 6 1 .  1 62. 2 63 . 0 

56. 5 5 1 .  1 56. 2 5 1. 0 

62. 7 6 1 .  0 63. 7 7 1 .  7 

122. 3 1 16. 8 1 16 . 7 127 . 7 

70. 1 78. 1 60. 3 62. 4 

5 1 .  5 49. 1 49. 8 I 52. 7 

60. 1 59. 6 57. 2 / 58. 9 

( 1兵庫県鉱工業生産指数」 よ り )

f阪神 ・ 淡路大震災 兵庫県の 1 ヵ 月 の 記録J 阪神 ・ 淡路大震災兵庫県対策本部 1995年 7 月
f 阪神 ・ 淡路大震災 一 兵庫県の 1 年の記録j 兵庫県知事公主主消防 防災課 兵庫県 1996年 6 月
『震災復興の理論 と 実践j (財) 神戸都市問題研究所編 効草書房 1996年12月
『 、子成 7 年版兵庫県の地場産業 地場産業実態報告書j (財) 兵庫県中小企業振興公社 兵庫県産業情報セ ン タ ー

1995年 3 月
『平成 8 {FJ仮兵庫県の地場産業 地場産業実態報奇書j (財) 兵庫県中小企業振興公社 兵庫県産業情報セ ン タ ー
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1 996年 3 月
f阪神 ・ 淡路地域の戦略的産業復興方策 に 関す る 調査報告書j (財) 関西産業活性化セ ン タ ー編 1996年 3 月
f地場産業の経常戦略 (その 3 ) I粘土瓦製造業JI (財) 中小企業総合研究機構編 1995年 3 月
『阪神 ・ 淡路大震災 被災地 “神戸" の記録一 安全な社会づ く り に 向 け た 市民か ら の メ ッ セ ー ジ j 1 .  17神 戸

の教訓 を 伝え る 会編 (株) ぎ ょ う せい 1996年 5 月
『阪神大震災 そ の 時企業はj 口 本経済新間社編 日 本経済新聞fj: 1 995年 4 月
n波神 ・ 淡路大震災誌 1995年兵w県南部地震j 初 日 新開社編， 朝 日 新防社 1996年 2 月
f阪神 ・ 淡路大震災記録集 復興への槌音 渓災なんかに負 けへんで』 兵庫県商工会連合会 1995年11 月
『季刊 都市政策j 第8] 号 (財) 神戸都市問題研究所編 効草書房 1995年10Jj
『 ひ ょ う ご綬済戦略J 通巻180号 (財 ) 兵庫県中小企業振興公材 兵庫県産業情報セ ン タ ー編 1996年 6 刀
f季刊 兵庫経済j No. 48 (財) 兵庫経済研究所編 1995年 7 月
Pf成 7 年兵庫県鉱 工業指数 (年報) ，J 兵庫県生活文化部統計課 1996年 1 1 月
f阪神 ・ 淡路大震災 神戸の記録1995年 一 J 阪神 ・ 淡路大震災神戸市災害対策本部編 (財) 神 戸 都 市問題研究所

1996年 1 月
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い三節 貿易 ・ 港湾の復興状況
1 . 神戸港の特徴 と 歴史

震 災前 の神戸港 は 、 入港船舶数及 び コ ン テ ナ取扱貨物量で 日 本 4 で あ り 、 国 際 的 に も コ

ン テ ナ取扱貨物量で世界第 6 位の 国際的 な貿易港であ っ た。

神戸港の神戸経済 に 対す る 依存度は大 き く 、 「神戸港 と 市民経済J (1987年調査) に よ る

と 港湾 関 連 及 び港湾依存産業の就業者数は約11万人で、 市内全就業者 の 約 17% を 占 め 、 所

得の面では約 1 兆3， 000億 円 で、 市内所得の約40% を 占 め て い る O

そ の後 の産業構造の変化に よ り 、 港湾関連及び港湾依存産業の市民経済への ウ ェ イ ト は

相対的 に低下 し て は い る も の の 、 依然 と し て 神戸港の役割 は 大 き い も の で あ っ た。

ま た 、 神戸港は 「神戸港大観J (神戸市港湾整備局) に よ れ ば天然の 良 港 と し て 次の よ

う な特徴 を も っ て い る O

① 酋 は高取、 鉄拐、 鉢{犬山 に 、 北 は六 甲 山脈 に 図 ま れ、 し か も 和 田 紳 に よ っ て西方 よ

り の波浪 を 防い で、い る の で、 将来の発展 に つ い て も 、 東南 二方に 防波堤 を 築造すれば

港が拡大で き 、 築設設備上経済的であ る 。

② 港 内 の水深 は近代的大型船舶 の i白地 と し て最適で あ る O

③ 海底土質 は船舶の投錨、 浮標の設置 に 最適であ る 。

④ 背後 に 六 甲 山脈が東西 に 沿 っ て 走 っ て い る の で、 毎年10 月 頃か ら 4 、 5 月 頃 ま での

北西 の 強風が防がれ る 。

⑤ 干満の売が少 な く 、 多 い 時 で も 1 . 8m を 超 え な い。 ま た港 内 の 潮 流 は 1 時 間 1 海里

以 内 で適度であ る 。

⑥ 風光明婦 の景勝地 に 配 る ので、 長途の航海 を 終 え た 船員 や旅客 に多大の慰安 を 与 え

る 。

神戸港は 、 奈良時代 に 行基 j二 人が制定 し た と い う 「五泊 の 制j に お い て 「大輪田泊j と

し て現れ、 さ ら に 平清盛が 日 宋貿 易 に 利用 し 、 埋立地 「経 ヶ 島j を築造 し て 整備す る な ど

し て発展 し た。

そ の後、 源平の 乱 に よ っ て 大 き な被害 を 受け た が、 重源上人 に よ っ て修築 さ れた。

鎌倉時代 に は 「兵庫 の津」 と 呼ばれる よ う に な っ た が、 元冠以来、 大陸貿易が途絶 え 一

時衰退 し た。

室町時代 に は足利義i請が 日 明貿 易 を 開始す る と 再 び賑 わ っ たが、 応仁の乱 (1467年) の

余波 を 受 け大打撃 を 被 っ た 。 し か し 豊 臣秀吉の時代 に は再 び繁栄 を 取 り 戻 し た 。

1596年 (慶長元年) に は大震 災 の た め壊滅的被害 を 被 っ た。 し か し 豊臣秀吉が直 ち に復

興 に 力 を 入 れ た た め 、 速やか に再興す る こ と がで き た 。

江戸時代 に は 、 鎖国政策 の た め外国貿易 は 途絶 え た も の の 、 西 国 九州、i や北陸、 東北の物
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資 を 運ぶ船の大半が寄港す る な ど 日 本で も 有数 な 商業港 と し て 栄 え た 。

ま た鎖 国 中 に も 通臨関係の あ っ た 、 オ ラ ン ダや朝鮮の江戸渡航 の 際 に 利用 さ れ る こ と が

多 か っ た 。

1853年 (嘉永 6 年) の ペ リ ー 来航 を き っ か け と す る 開 国 に よ り 、 1868年 1 月 1 日 (慶応

3 年12月 7 日 ) r兵庫港」 と し て 開港 し た。

1906年 (明治39年) か ら の 第 1 期修築工事、 1919年 (大正 8 年) か ら の 第 2 修築工事 に

よ り 港湾施設 を 整 え 、 日 本 を 代 表す る 貿易港 と し て の地位 を確立 し た。

太平洋戦争 中 の大空襲 に よ っ て神戸港の港湾施設の ほ と ん どは焼 き 尽 く さ れ、 占領 と と

も に 連合軍 に接収 さ れ た 。

1950年 (昭和25年) 5 月 に 「港湾法j が制定 さ れ、 翌1951年 (昭和26年) 4 月 に 屈 に 代

わ っ て神戸市が港湾管理者 と な る と 、 港湾管理者 と し て港湾施設の接収排除運動 を 起 こ し 、

そ の結果、 1959年 (昭和34年) 2 月 に は全て の施設が接収解 除 と な っ た。

そ し て 、 1952年 (昭和 27年) の 第 7 突堤の建設に始 ま る 港湾施設の 整備 に 努 め 、 い ち 早

く コ ン テ ナ化への 対応 を 図 っ て 1967年 (昭和42年) に は摩耶埠頭 に コ ン テ ナ パ ー ス を 竣工

さ せた 。

ま た、 1966年 (昭和41年) に は 人工 島 「ボ ー ト ア イ ラ ン ドJ の建設 に 、 1972年 (昭和47

年) に は 「六 甲 ア イ ラ ン ド」 の建設 に 着手 し 、 前者 に つ い て は 1981 年 (昭和56年) に 、 後

者つ い て は 1992年 (平成 4 年) に完成 し た。

「 ポ ー ト ア イ ラ ン ドj に つ い て は 1987年

(昭和62年) よ り 第 2 期 E事に着手 し た 。

神戸港は こ の よ う に 、 幾度 と な く 衰退、

被災 を 繰 り 返 しつ つ そ の 度 に 日 本の 主 要 な

港湾 と し て 匙 っ て き た。

阪神 ・ 淡路大震災 は そ の神戸港 に何度 目

かの壊滅的 な 被害 を 与 え た 。
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2 . 貿易 ・ 港湾関連業者の状況

口貿易商社

神戸港 の 周 辺 に は貿易商社が多 く 存在 し、 中 に は創業年次が明治時代の も の も あ る な ど

そ の盤 史 は古 い 。

神戸の貿易業の特徴 と し て 中小企業が多 く 、 そ の た め 小 回 り が き き 、 経済情勢の変化に

敏感 に対応で き る と さ れて い る が、 一方で そ の 資金力 及 び ネ ッ ト ワ ー ク の弱 さ か ら 国 内 販

路の拡大 に 支障 を き た し て い る と の指摘 も あ る O

神戸市が1948年以来毎年行 っ て い る 「神戸市貿易実態調査」 の 「第羽田報告書j に よ る

と (調査対象期 間1994年 4 月 � 1995年 8 月 ) 、 取扱商品 を 商社数でみ る と 輸 出 で は 「機械J

を 輸出 し て い る 商社が46社 と 最 も 多 く 、 つづい て 「食料」 が31社、 「 そ の 他j が29社、 「金

属j が24社、 「雑貨」 が23社 の 順 と な っ て お り 、 神 戸貿 易 業 の 主 力 輸 出 品 は 「機械j と な

っ て い る O

(表 1 ) 取扱務晶君IJ寵社数

資

\

本金
\\輸\

出入
\

取
\

扱

\
納

\

品 輸 出

雑 貨 繊 維 食 料 化 学 金 属 [ 機 械 その他
個人 2 2 1 5 4 
1 00万円未満 I 

1007j� 500万円 少 2 3 3 5 l 
500万�1 ， 000万円 ク 1 1 3 1 3 3 

1 ， 000万�3， 00071円 ク 1 1  8 1 1  8 10 16 10 
3 ， 000万�5， 000万円 ク 3 4 5 4 5 6 4 

5， 000万� 1億円 ク 3 2 3 1 2 5 5 
11志向以上 1 2 6 戸J 3 5 2 

言「 23 19 31  20 24 46 29 
(%) (17 ， 6) ( 14. 5) (23. 7) ( 15 . 3) ( 18. 3) (35. J) (22. 1 ) 

前 回結果 I 19. 1 16 . 4 19 .  1 14. 2 12. 0 35. 5 25. 1 

\ 

資

\

本
\
金
\阜河内

\
入収
\
扱

\
尚山

\

1 輸 入
雑 貨 繊 維 食 料 化 学 ; 金 属 機 械 その他

個人 3 1 2 
1 1007J円未満 1 1 

100万� 500万円 ク 4 3 3 2 2 
500万�l ， 000万円 ク 2 1 3 1 4 

1 ，  000万�3， 000万円 ク 23 13  1 7  5 3 12 7 
3 ， 000万�5， 000万円 ク 6 7 10 3 3 7 6 

5， 000万� 1億円 今 3 5 8 1 2 7 4 
H意向以 上 2 6 7 3 1 6 2 

43 37 50 1 6  9 36 24 
(%) (27. 6) (23. 7) (32. 1) (10. 3) (5 . 8) (23. J ) ( 15 . 4) 

lÌÍJ回結果 29. 1 19. 8 34. 1 7 . 7 5. 5 18. 7 16 . 5 

( r第48回神戸市貿易実態調査報告書J よ り )
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(衣 2 ) 神戸港品 回 55IJ輸出入額

品 1] 別輸出額 品 目別輸入額
口口u 日 1994年 1995年 i仁I口Z 日 1994年 1995年

総額、 46， 703 28， 953 総額 24， 325 1 4 ， 494 
食料品 534 335 食料品 5 ，  762 3 ， 562 
繊維 ・ 同製品 5 ， 262 3 ， 135 肉類 ・ 同調製品 565 435 
合成維織物 1 ，  535 930 魚介類 ・ 問調製品 1 ，  239 765 
化学製品 4 ， 882 2 ， 292 え び 704 364 
有機化合物 1 ， 425 581 穀物 ・ 同調製品 589 222 
プ ラ ス チ ッ ク 1 ， 595 852 果 実 野 菜 1 ， 086 665 
非金属鉱物製品 835 517 I ア ル コ ー ル飲料 326 212 
金属 ・ 陶製品 2， 389 1 ， 354 た lまこ 927 512 
く校属製品 1 ，  372 721 繊維原料 154 19R 
機械機溶 28， 9R3 19 ， 123 綿花 198 122 
」車交機械 13 ， 536 9 ， 003 金属原料 222 236 
原動機 1， 616 })1(キ:h日1 (そ のf也) 1， 749 1 ， 226 
事務問機器 1， 172 512 I パ ル プ 234 1 90 
繊維機械 ・ 同部分品 1， 377 883 鉱物性燃料 159 43 

工業機械 6 ， 639 4， 496 化学製品 2， 172 1， 1 1 5  
電気機器 11， 208 6 ， 931 有機化合物 616  274 
VTR 類 1 ， 046 380 機械機器 3， 170 1 ， 988 
テ レ ピ カ メ ラ 558 272 電気機器 1 ，  452 877 
半導体等電子部品 2， 118 1 ， 883 自 動車 116  50 
輸送用機務 3 ， 563 2 ， 848 その他 10， 636 6 ， 126 
自動車 749 453 織物用糸 ・ 繊維製品 1 ， 673 889 
科学光学機器 633 321 非金属品 470 323 
そ の他 3， 819 2 ，  1 68 衣類 ・ 向付属品 4， 541 2 ， 624 

(神戸税関調べ)

輪入では 「食料J を 輸入す る 商社が最 も 多 く 50社で、 つづい て 「雑貨J が43社、 「繊維」

が37社、 「機械J が36社、 「 そ の 他」 が24社のJII員 と な っ て お り 、 神戸貿易業の主力輸入品 は

「食料」 と な っ て い る O

取扱商品 を 品 目 別i輸出入金額でみ る と 、 輸 出 で は 商社数 と 同 じ く 「機械J が最 も 多 く 、

つづい て 「食料J 、 「金属 」 、 「化学J 、 「繊維j、 「そ の他j 、 「雑貨J の)11巨 と な っ て い る 。

輸入で は や は り 商社数 と 同 じ く 「食料」 が最 も 多 く 、 つづい て 「繊維ム 「雑貨」 、 「機械J 、

「そ の他J、 「化学」 、 「金属j と な っ て い る O

神戸の貿易商社 の 被害状況 は 前 出 の 「神戸市貿易実態調査」 に よ る と 囲 答の あ っ た214

社の う ち 212社 (99. 1%) が被災 し て い る 。

こ れ に よ れ ば、 直接的被害 は 「商社」 であ る た め に 「生産設備への被害J は 少 な い も の

の 、 「社屋等の損傷J I事務機器の損傷j の程度が大 き く 、 前者で は58社 (27. 1%) が、 後

者では49社 (22. 9%) が被害が 「甚大j と 回答 し て い る 。

ま た 、 「取扱商品 の損傷J が生 じ た も の が130社 (60. 7%) と 、 極め て 大 き な も の と な っ

て い る O

間 接 被 害 に つ い て も 、 「甚 大j な 被 害 を 受 け た と の 回 答 が 「交 通 網 の 寸 断J で80社
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(表 3 ) 貿易高社被害状況

被害
\
の
\
内
\
容
\ 1被

\
害
\

。
\

: 程度

( 1 ) 従業員等への人的被害

(2) 社屋等へのJ負傷

(3) 事務機器への損傷

(4) 生産設備への被符

(5) 取扱商品のi'I�傷

(6) 取引先被安 に よ る 科'業 k
の被答
(7) 港湾機能麻湾 に よ る 営業
上の被害
(8) ラ イ フ ラ イ ン 、J"[1!Jfに よ る
被害
(9) 交通網 寸断に よ る被害

な し

138 
(64. 5) 

39 
(18. 2) 

39 
(18. 2) 

178 
(83. 2) 

84 
(39. 3) 

83 
(38. 8) 

38 
( ] 7 . 8) 

46 
(21. 5) 

21 
(9. 8) 

少 々 中程度 甚 大 計

45 18 13 214 
(21 . 0) (8. 4) (6. 1 ) 000. 0) 

76 41 58 
(35. 5) I (19. 2) (27. 1) (100. 0) 

82 44 49 214 
(38. 3) (20. 6) (22. 9) (100. 0) 

22 9 戸d 214 
( ]0. 3) (4. 2) (2. 3) (100. 0) 

24 25 214 
(37. 8) (11 . 2) (11 . 7) (100. 0) 

69 44 18 214 
(32. 2) (20. 6) (8. 4) (100. 0) 

49 69 58 214 
(22. 9) (32. 2) (27 . 1 ) (100. 0) 

56 67 45 214 
(26. 2) (31. 3) (21. 0) 000. 0) 

43 70 80 2 1 4 
(20. 1 ) (32. 7) (37. 4) 000. 0) 
( r第48阪神戸市貿易実態誠査報告書j よ り )

(37. 4%) 、 「港湾機能の麻埠」 で58社 (27. 1%) 、 「 ラ イ フ ラ イ ン の寸断」 で45社 (21 . 0%) 

に も の ぼっ て い る 。

こ の よ う な 大 き な被害 を 受 け た 結果、 震 災 に よ る 事務所の移転 に つ い て は 209杜か ら 回

答があ り 、 う ち 54社 (25. 8%) は 「移転 し たj 、 1 2社 (5 . 7%) は 「移転 し て い な い が、 今

後移転 を 予定 し て い る 」 と 回答 し て い る 。

移転及 び移転予定の66社 に つ い て移転先 を 尋 ね た と こ ろ 、 56社 (84. 8%) が 「神戸市内」

での移転で、 「神戸市以外の兵庫 県 内 」 が 7 社 (10. 6%) 、 「大阪府j が 2 社 (3. 0%) 、 「兵

庫 県 ・ 大阪府以外の 関 西 国j が 1 社 (1 . 5%) と な っ て お り 、 大部分が 「神戸市 内 で の 移

車えj と な っ て い る 。

営業の再開状況 に つ い て は210社か ら 回答があ り 、 前記調査時点 (1995年 8 月 ) で206社

(98. 1 %) が営業 を 再 開 し て い る が、 「再開 の 目 処がた っ て い な いJ も の が 3 社 (1 . 4%) 

存在 し て い る O

同調査に よ る と 、 調査表配布の時点で 「廃業 し た J と の連絡があ っ た も の 4 社、 調査票

に 「閉 鎖 ・ 廃 業 し たJ と 回答 し て き た も の が 7 社 あ り 、 「 こ れ ら 十数社 に と っ て地震が廃

業 を 決意せ し め る き っ か け と な っ た こ と は想像に か た く な い 。 」 と 記 し て い る 。
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口海事関係事業者

神戸港 は 、 西 日 本 に お け る フ ェ リ 一 輪送 の ・大基地 と し て、 ま た、 淡路島 と 阪神 間 を 結

ぶ基地 と し て機能 し て い た 。

神戸港内 に は レ ス ト ラ ン 船、 港内遊覧船、 交通船等 も 数多 く 存在 し て い た が、 神戸港の

被災 と と も に 各旅客船事業者の保有す る 施設 も 大 き な 打撃 を 受 け た 。

そ の被害状況 は神戸海運管理部の調べに よ る と 、 表 4 の と お り であ る 。

東神戸 フ ェ リ ー埠頭、 六 甲 ア イ ラ ン ド フ ェ リ ー埠頭、 中 突堤カか、 ら 発着す る 中 . 長距離 フ

エ 1リj 、}…e“…一一一一叩叩叩…一叩叩叩叩句-司句-句
等へ発着地 を 変更 し た O

内航海運事業者の被害状況 に 関 し て は神戸海運管理部の調べに よ る と 、 表 5 の と お り で

あ る 。

港湾運送事業者の被害状況 は神戸海運管理部の調べに よ る と 、 表 6 の と お り 従業員 に 多

(表 4 ) 旅客船事業者の被災状況

(11 1 ) 調査対象事業者は、 神戸市、 明石市、 阪神地区、 淡路地区において、 社屋、
常業所号事を設けている者、 f苧唆 ・ 関連施設等において神戸港、 西宮港、 明石
港、 淡路島各港を発積地、 若 し く は�:i，岳地 と している 国内旅客事業者を対象
と した。

(注 2 ) 調査対象事業者は、 34社 (神戸海運監理部所管事業者23社、 他局所管事業
者11社、 なお、 神戸海運監理部所管の神戸港発務事業者は、 14社) である 。

(注 3 ) 調査は、 王F成 7 {ド 3 月 末現在で'支施した。
(iì: 4 ) 被害金額は、 {調査中 j の も の も あ り 、 かつ、 概算で計上されている ため、

全体では上記金額上凶る も の と 考え ら れる 。 ま た、 公共施設の被害について
は、 計上 されていない。 (f季刊 都市政策J 第85号 よ り )

(衣 5 ) 内航海運事業者の被響状況

船舶 建物等 事務所筋設及
(使用不能及び移転を強い られた者) ぴ備品等

被災事業者数 1 社 1 隻 10社 22;社

被災金額 600万円 61 ， 300万円 118， 080万円

(内訳) 1 社 9 社
自社所有事務所 52， 000万円 11 1 ， 900万円
貸借事務所 9 社 13社

9， 300万円 6， 180万円
(注 1 ) 調11'対象と した業種i又分

激震指定地域に事務所を 置 く 内航運送業許可事業者 OOOGT 以上) で、 支配 下船
舶を含む。 (52社全社から被災状況を剰資)
なお、 貸渡事業者1ま 自宅を事務所と している場合が多 く 、 実質的な業務がないこ
と か ら調査対象か ら除外 した。

(注 2 ) 被害金績は、 見込みを も�め概算で計上 している 。
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く の犠牲者 を 出す と と も に事務所、 港湾施設に も 多 く の被害 を 出 し て お り 、 被害額 は 表 7

の と お り 約233億 円 に も の ぼっ て い る 。

倉庫事業者の被害状況 は神戸海運管理部の調べに よ る と 、 表 8 の と お り で、 被害総額は

約664億 円 と 、 海事関連事業者で、最大の被害だ、 っ た。

保管貨物 の 被害 は 、 1 月 17 日 現在 に 被災倉庫 が保管 し て い た 貨物161万 t の う ち の 約

7. 4% に あ た る 1 18， 800t で、 被害額 は 普通倉庫 で2， 350， 500万 円 、 冷蔵倉庫 で668， 000万 円

で、 総額3， 018， 500万 円 に も の ぼっ た 。

(表 6 ) 港湾運送事業者の被災状況

調査状況 事務所の被害

種 対象 凶答 -部事業 事業 損壊 半壊 よと壊
者 者

.�史港湾迷送事業者(無限定) 16 16 29 5 1 1  

一般港湾運送事業者 (その他限定) s 9 7 2 1 

時空港湾運送事業者 (海貨無限定) 1 3  1 3  2 

‘般港湾運送事業者(j毎貨限定) 27 26 12 5 

港湾荷役事業者(船内 +沿岸) 1 1  1 1  6 戸J 。

港湾荷役事業者(沿岸限定) 40 :j5 8 1 0  6 

は しけ運送事業者及び 1 9  18 2 3 

いかだ運送事業者

尼崎 ・ 西宮 ・ 芦廃港事業者 15 1 3  7 1 。

東播磨港事業者 17 5 。 。 l 
1 込I 167 146 79 27 29 

(表 7 ) 神戸港の港湾運送事業者の被害金額

業 種 事業者 建ぷ被害 建屋被害
書士 延床面積 立ノ、乙、 客員、

1宣港湾遂送手業者(無限定) 16 525 ， 700m 12， 695百万円

一般港湾運送事業者 (その他限定) 9 40， 586ぱ 915百万円

般港湾運送事業者 (ì毎貨無限定) 1 3  87， 369m 3， 116百万円

込町主港湾運送事業者 (海貨限定) 26 92， I72m 2， 056百万円

港湾荷役事業者(船Iλj + 沿岸) 1 1  4， 532m 123百万円

港湾イ荷役事業者(沿岸限定) 37 115 ， 388m 3， 425百万円

は しけ運送事業 (いかだ含む) 18 6041討 110百万円

1コ込 130  866， 351m 22， 440百万円

港 湾 施 設
従業 上 屋 は し
員死 岸壁 荷役 け等
亡者 機械音E 損傷 被害

損壊 半壊 全壊 領傷

。
1 

5 
。
4 

2 

1 

2 

被宍荷役
機械台数

49 
6 

56 
20 
15 

41 
。η 

1 90 

42 17 8 32 38 
6 1 I 7 2 

2 1  1 1  l 27 5 
18 4 1 1  1 0  1 6  

1 2 。 3 。
1 1  4 7 5 12 

2 

5 4 。 3 1 0  

4 。 。 1 6 

48 28 88 89 2 
( í季刊 都市政策』 第85�ー よ り )

荷役機械 被害額 備 一考
被害金額 総 百十

21， 300万 円 12‘ 908百万円

6， 035万 円 975百万円

23， 000万 円 3， 346 白万円

18， 950万円 2， 245百万円

1 ， 850万 円 141百万円

12， 750万円 3， 552百万円

1 ， 030万円 120百万円 建屋被安面
積 2 社不明

84， 915万円 23， 287百万円

( f季刊 都市政策j 第85号 よ り )
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(表 8 ) 倉庫事業者の被災状況

:l�生

建

物
補
修笥:

設

備

メ口ミ‘

1字通倉庫

冷蔵倉庫

普通倉庫

冷蔵倉庫

五十

普通倉庫

事 業 者 数
(社)

33 
14 
47 

普通， 冷蔵重複事業者 2 
突事業者数 15 

105 
41 

146 
普通 冷蔵葉複持者 ロ
実事業二皆数 134 

138 
令 、i主壊， 補修�s-;重複ff 22 
主主事業主数 116 

55 
冷蔵倉庫 全半壊， 補修寺主主主複者 4 

I 3主事業者数 51 
167 

:許通， 冷蔵重複事業者 16 
[ 実事業者数 151 

倉 庫 数 被 安 額
(棟， 碁， 区) (百万円)

817 19， 545 
19 6 ， 545 

836 56， 090 

570 9， 000 
87 1 ， 283 

657 1 0， 283 

1 ， 387 58， 545 

106 7， 828 

1 ， 493 66， 373 

(お 1 ) 神戸市， 阪神地区， 淡路島， 明石市， 加古郡に所在する事業者200社 (普通倉
庫事業者 1 47社， 冷蔵it療事業者= 74社， 重複 21社) か ら の倉庫業法に基
づく f臨時報告よ を集計 し た も のである 。

(注 2 ) 被害額は ， 営業倉庫の立替え費用， 補修nl;えび設備機器の額であ る 。 こ の他
に ， 保管貨物被害額は， 30， 185百万円である 。

(r季刊 都市政策j 第85 号 よ り )

3 . 貿易 ・ 港湾関連指標の推移

神戸港の輸出入額及び取扱貨物量の推移 を 見 る と 、 震 災の影響 に よ り 1995年の 2 月 、 3 

月 に 激減 し て お り 、 1996年 3 月 現在、 対 1994年 同 月 比 で輸 出 額が約78. 5%、 輪 入 者自 が約

83. 1%、 耳文扱貨物量が約73. 3% と 、 被災後 1 年以上 た っ て も 回 復の 歩 み は遅 く 、 多 く の貨

物が神戸港 を 離れ て し ま っ た ま ま と な っ て い る O

神戸港 と し て も 随時復旧 し て い く 港湾施設の有効利用 の た め、 1995年 4 月 1 1 日 の労徳間

合意 に よ り 、 コ ン テ ナ タ ー ミ ナ ル の 暫定復旧 か ら 本格復興 ま での 問 、 本船荷役及 びゲー ト

作業 に お い て 、 24時間体制 ( 日 曜、 祝 日 を 含む) が と ら れて い る 。

他 に 、 通開業務取扱時間 の延長、 港湾施設使用料の減免等の特例措置 を 行 っ て い る O

コ ン テ ナ 貨物 量 の 回復が遅れて い る 原 因 と し て は、

①神戸港の施設が完全に復旧 し て い な い

②定期航路の船会社が一部寄港地 を 変更 し た
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③国内他港湾で新設航路が開設 さ れ、 神戸港の シ ェ ア が喰 わ れ て い る

④背後の 高速道路網が完全復!日 し て お ら ず一部貨物が他港 に 逃げて い る

③荷主が利用港湾 を 地震後変更 し た

⑥背後閣 の輸出入関連産業が回復 し て い な い

等が考 え ら れ る 。

(表 9 ) 全国及び神戸港の輸出入状況

総 出 人 j犬 j兄

指標 ノふ全日、 国 (億円) 神 戸 港 (億円)
車命 11:\ 輸 入 輸 日i 輸

年月 前年比 前年比 ! 前年比
(%) (%) (%) 

92/1' 430， 123 I 1 . 5 295， 274 ム7. 4 55， 345 1. 9 24， 620 

93年 i 402， 025 ム6. 5 I 268， 264 ム9. 1 I 48， 769 ム11 . 9 22， 480 

94iF 404， 976 O. 7 281， 043 4. 8 46， 703 ム4. 2 24， 325 

95年 415， 309 2. 6 315 ， 488 12. 3 28， 953 ム38. 0 14， 494 

何年 1 月 27， 253 ム6. 2 24， 114 9. 7 1 ，  582 ム49. 3 1， 174 
2 34， 945 8. 4 23， 750 16. 3 738 ム79. 5 406 
3 40， 109 4. 5 27， 138 14. 1 1 ， 477 ム68. 1 421 
4 31， 680 0. 9 25， 375 11. 3 1 ， 471 ム62. 1 586 
J 戸 29， 830 2. 8 23， 910 I 7 . 4 1 ， 824 ム44. 5 850 
6 34， 140 ム2. 9 24， 216 3. 7 2， 669 ム35. 8 1， 079 
7 32， 584 ム5. 0 24， 472 10. 6 2， 606 ム32. 3 1 ，  316 
8 31 ， 950 2. 5 26， 58告 5. 8 2， 880 ム23. 3 1 ，  622 
9 38， 177 6. 4 i 26， 98 1 12. 8 3， 322 ム19. 5 1， 737 
10 35， 607 3. 9 30， 1 94 20 . 2  3 ， 274 i ム17 . 7 1 ， 934 
1 1  36， 049 7. 5 29， 314 16. 2 3， 361 ム11. 2 1 ，  739 
12 40， 087 6. 9 28， 990 18. 2 3， 749 ム14. 7 1 ，  633 

96iF 1 月 30， 280 1 1 . 4 29， 667 21 4 1 2， 623 I 71 . 1 1， 855 
2 36， 249 3. 7 29， 769 25. 4 3， 273 344. 0 1 ，  904 
3 41 ， 109 2 . 5 29， 907 10. 1 3， 635 146. 1 1 ，  665 

資料出所 大 蔵 省 神 戸 税 関
L… 

入

前年比
(%) 

ム5. 4
ム8. 7 
4. 7 

ム40. 4

ム39. 9
ム77. 3
ム79. 0
ム70. 9 
ム55. 6
ム44. 5
ム29. 4
ム25. 7 
ム22. 0
ム14. 8
ム19. 2
ム18. 9
58. 0 
372. 1 
295. ;3 
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(表10) 神戸港の入港船舶指標

X 
92年

93年
例年

95年
95{ド 1 月

2 
3 
4 
戸" 

6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 

96年 1 月
2 
3 

入浴船舶隻数 (隻)

外航 内航

11 ， 071 72， 480 
10， 935 72， 424 
10， 836 76， 872 
6 ， 833 63， 351 
383 4， 936 
180 3， 913 
351 5 ， 039 
430 5， 159 
573 5 ， 130 
627 5， 301 
663 5， 255 
673 5， 556 
695 5 ， 342 
755 5， 832 
733 5， 574 
770 5， 781 
676 4， 824 
691 5， 326 
752 5， 909 

(表11 ) 神戸港取扱貨物議

l;:11 
I 92"1ド
93年
94年

95/f. 
95Ó[ê 1 月

2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 

何年 1 月
2 
3 

し ………

外国貿易
輸出 輸入
26， 751 25， 708 
25， 910 27， 567 
25， 860 29， 368 
13， 510 15 ， 871 

6 1 1 974 
225 117 
388 292 
589 546 

l， 0;)2 l ，  316 
l ，  305 1， 488 
1 ， 388 1 ， 8 12 
1 ，  128 1 ， 832 
1 ， 557 1 ， 854 
1 ， 552 l， 940 
1 ， 518 1 ， 956 
1， 910 1 ， 745 
1， 386 1 ， 893 
1， 494 1 ， 824 
l， 647 1 ， 903 

し 一…
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計

52， 459 
53， 508 
55， 228 
29， 380 
1 ， 585 
342 
679 

l， 135 
2， 348 
2， 792 
3， 199 
3， 260 
3， 41 1 
3， 492 
3， 473 
3， 655 
3， 278 
3， 318 
3， 550 

入港船舶総 ト ン数 ( 千 ト ン )

d十 外航 内航 う ち
ブ ェ リ

83， 55 1 165 ， 702 13l ， 105 1 1 1， 129 296， 806 
83， 359 166， 577 135， 826 1 16 ， 581 302， 403 
87， 708 161， 846 138， 592 1 17 ， 030 303， 439 
70， 184 96， 609 76， 721 63， 027 173， 333 

5 ， 319 I 5， 591 10， 875 9， 740 12， 6 1 6  
4， 093 1 ， 672 10， 106 8， 923 6， 249 
5， 390 2， 902 9， 895 8， 404 
5， 589 4， 115 5 ， 857 1 ， 939 10， 002 
5 ， 703 7 ， 839 5 ， 952 5， 063 13， 791 
5， 928 9， 1 09 5 ， 949 4， 860 15 ， 057 
6 ， 188 10， 103 6， 258 4， 991 16， 361 
6 ， 229 10， 488 7 ， 223 5 ， 916 17， 7 12 
6， 037 10， 197 6， 747 5， 4;'8 1 7， 241 
6 ， 587 1 1 ， 521 7 ， 776 6 ， 205 19， 297 
6 ， 307 1 ] ， 250 7 ， 251 5 ， 9 1 1 18， 501 
6， 5 1 1 1 1 ， 491 7， 610 6 ， 312 19， 101 
5 ， 500 1 1 ， 1 1 3 7 ， 479 6 ， 500 18， 592 

]1 ， 308 7 ， 282 18， 591 
6， 661 1 1 ， 931 9， 355 7 ， 879 21 ， 286 

(神戸市港湾局調べ)

内 [3il貿易 計
う ち ( 千 ト ン )フ ェ リ ー

1 17 ， 187 98， 379 169， 645 

1 15， 186 96， 281 168， 694 

1 1 5， 774 97， 203 17l ， 002 
62， 322 49， 100 9l， 702 

4， 558 4， 026 6， 143 
2， 871 2， 527 3， 213 
4， 087 3， 375 I 4， 767 
1， 620 3， 534 5， 756 
4， 712 3， 781 7， 090 
4， 874 3， 694 7， 667 
5， 047 3， 745 8， 246 
6， 275 5 ， 070 9， 535 
5， 761 4， 489 9， 172 
6 ， 541 5 ， 145 10， 032 
6 ， 589 5 ， 194 10， 063 
7， 105 5， 563 10， 760 
6 ， 332 5 ， 064 9， 6 1 1 
6 ， 764 5， 343 10， 082 

6 ， 030 1 1 ， 211 
(神戸市港湾局調べ)



(表12) 神戸港船舶乗降人員

)?!? 内 航 員十
う ち フ ( 千人)エ リ ー

92年 65 8， 122 6 ， 680 8， 186 

42 8， 134 6， 659 8， 176 

94年 47 8， 235 6， 193 8， 283 

95年 14 4， 424 2， 647 4， 438 

95年 1 月 1 554 344 556 
2 443 108 443 
3 344 152 344 
4 236 154 236 
5 。 303 209 304 
6 。 254 139 254 
7 2 294 187 296 
8 3 597 425 600 
9 2 331 213 333 
10 l 379 255 380 
11 I 386 263 387 
12 2 347 241 349 

96年 1 月 2 398 295 400 
2 月 l 328 230 329 
3 月 l 445 320 446 

(神戸市港湾局調べ)
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第 七 章@産業 雇用 463 



第四節 観光の復興状況
1 . 被害の概要

今同 の 震 災に よ っ て 、 数多 く の 文化財 は も と よ り 、 ホ テ ル、 旅館等 の 観光施設 も 大 き な

被害 を 受 け た 。

被災地 の 中 で も 神戸市 は 、 ハ イ カ ラ で異 国情緒あふれ る 街 と い う 独特の個性で も っ て 多

く の観光客が訪れ る と と も に 、 県 内 の 主 要 な 観光地であ り 、 集客観光産業 は 市内事業所数

の約 3 割、 従業者数の約 2 割 を 占 め て い た 。

1995年 8 月 の I1攻神 ・ 淡路大震災芸術文化被害状況調育研究 プ ロ ジ ェ ク ト 委員 会j の調

査に よ る と 、 兵庫県 内 で は 、 国指定の丈化財 (国宝 ・ 主要文化財の他に民俗文化財含む)

が43件、 県指定文化財54件が被害 を 受 け 、 被害額 は 約100億 円 と 推定 さ れて い る O ま た 、

美術館 ・ 博物館で は神戸市立博物館、 兵庫県立近代美術館、 間宮市大谷記念美術館等が大

き な被害 を 受 け た 。

2 . 観光資源の状況

口異人館 ・ 西洋建築

神戸観光の柱 と も 言 え る 神戸北野の異人館街 で は 、 国 の 重要文化財 に指定 さ れてお り 代

表的 な異人館であ る 「風見鶏の館 ( 18 ト ー

マ ス 邸) J が何 カ 所 か大 き な 亀裂 が入 り 、

3 本の煙突の う ち 2 本が倒 れた の を 初 め と

し て 、 地 区 内 の全異人館が被害 を 受 け た 。

こ の煙突の落下が異人館の被害 を 大 き く し

た。

ま た 、 i日屑留 地 で は 、 国 の重要文化財 に

指定 さ れて お り !日居留地の代表的 な建築物

であ る I 1日神戸居留 地十五番館J が全壊 し

た の を 初め と し て 、 周 辺 の 多 く の建築物が

大 き な 被害 を 受 け 、 取 り 壊 さ ざる を え な く

な っ た 。

口酒蔵

地域の文化遺 産 で あ り 、 貴重 な 観光資源

で あ っ た 灘五郷の酒蔵や資料館、 記念館 は 、

「沢 の 鶴資料館J 1 菊 正宗 酒 造記念館j が

全壊 し た の を は じ め と し て 、 そ の全 て が大
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き な被害 を 受 け 、 資料館、 記念館 に展示 さ れて い た 、 昔の製造工程 ・ 手法や道呉、 器具 な

どの貴重 な 資料が失 わ れ る な ど し た 。

口神戸港

ク ル ー ジ ン グ蛤等 に は被害がな い も の の 、 中 突堤、 メ リ ケ ン パ ー ク 、 ポ ー ト タ ー ミ ナ ル

等の岸壁が大 き く 損傷 し た た め神戸港の機能 自 体が大 き な 制 限 を う け た た め 、 観光的魅力

が大 き く 損 な わ れた 。 神 戸港巡 り が再 開 し た の は 3 月 下旬 で あ っ た。

口淡路島

淡路島 は、 瀬戸内海国立公鴎の東端に位置 し 、 震源地 に 最 も 近い 島北部の北淡町、 津名

町、 一宮 町が大 き な被害 を 受 け た 。 し か し 、 南部の洲本市、 南淡町等 で は 被害 は比較的少

な か っ た 。

津名 町の 「お の こ ろ 愛 ラ ン ド公園J で は 、 被害 を 受 け た がい ち 早 く 修復 し 、 3 月 1 日 に

は オ ー プ ン し た 。 ま た洲本市の旅館 を は じ め南淡路の ホ テ ル はすべて健在で、あ っ た 。 島 内

の 国道、 県道大部分 も 無事であ っ た。 し か し 、 震災以降、 淡路島 は震源地 に 近い こ と も あ

っ て イ メ ー ジが悪化 し 、 1 � 3 月 の 来島客は ほ と ん どな く 、 そ の 後 も 客足 が大 き く 落 ち 込

ん だ ま ま と な っ て い る O

口宿泊施設

神戸市内 の ホ テ ル オ ー ク ラ 神戸の場合、 新耐震基準 で建て ら れて い る こ と も あ っ て 、 建

(表 1 ) 主要異人館 ・ 商洋建築の被害

種別 所在地 建物名称 指定 建設年

近代 神戸市 !日神戸居留地 国指定重文 M. 14 
建築 中央区 十五番館

近代 神戸市 i日ハ ッ サム邸 国指定重文 M. 35 
住宅 中央区
近代 神戸市 旧小寺邸厩舎 国指定重文 M . 40 年
住宅 中央区 1"t 
近代 神戸市 旧ハ ン タ ー邸 国指定重文 M. 10 
住宅 灘区

近代 神戸市 シ ュエケ邸 国指定伝建 M. 29 
住宅 中央iズ 地区
近代 神戸市 門邸 国指定{云建 M. 28 
住宅 中央区 地区

近代 神戸市 キ ャ サ リ ン部 国指定伝建 M. 32 
住宅 地区

近代 神戸市 旧アボイ 邸 国指定{云建 T. 
住宅 中央区 地区
近代 神戸市 ラ イ ンの館 国指定{云建 T. 4 
住宅 中央医 地区

構造

木造 +

煉瓦
木造

煉瓦

木造

木造

木造

木造

木造

木造

被災レベル 被災状況
全壊

部分破壊 煙突落下屋根に穴、 原根破t員

部分破壊 煉瓦塀亀裂、 内接破損、 屋根 自ß
損壊

半壊 煙突落 下屋根に穴、 外墜剥離

半壊 屋根大般、 内壁 ・ 天井落下、 ブロ
ッ ク塀崩壊

半壊 煙突落下、 内壁天井F喜 子、 煉瓦塀
崩壊

半壊 煙突落下尾根大破、 内壁洛 下多

部分破壊 西面外機 一部落下

部分破壊 l 煙突落下屋根に穴 バー一柱
移動、 屋根瓦落 F
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(表 1 ) 主要異人館 ・ 西洋建築の被害 (つづ き )

種別 所子主j也 建物名称

近代 神戸市 レ イ ン邸
住宅 中央区

近代 付jJゴfrJ 寺西邸 (新)
住宅 中央[ベ

近代 判Jr'i r!J !日 ト セ ン邸
住宅 中央rì<:

近代 神戸市 ペルシ ャ館
{t'1:: 1 中央lベ

近代 祈1げ It; サスー ン邸
1 1主宅 中央iポ i

近代 神戸市 英国館
{ì ，t; 中央[:{

近代 神戸市 洋館長原
住宅 中央lベ

近代 神戸市 111 フ ェ レ邸
住宅 中央反

近代 神戸市 オノfー ラ イ ン
住宅 中央区 Jl;1\ 

近代 神戸市 !日 ト ーマス邸
住宅 中央区

近代 〔 情住宅(1
住宅 中央区 ハ ン タ 一部)
近代 神戸市 " 1 1日 正1\
住宅 中央区

近代 神戸市 片桐部
{主宅 中央区

近代 神戸市 フ タ レ フ 丘1
住宅 中央|渓

近代 神戸市 林NI
住宅 中央lえ

近代 神戸市 鄭邸
住宅 中央区

神戸市 神戸華僑総会
住宅 中央医

近代 神戸市 丹生i耳目
{t宅 中央区

近代 神戸市 ボ リ ピヤ領事
{t'-È 中央限 鉱:

近代 神戸市 レ ス ト ラ ン クザ
[ 住宅 I 中央医 フ ン ア ニ
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指定 建設年 [ 構造

目指定伝建 M. 33 木造
地反

l吋指定伝建 M. 1翌日 木造
地い:

向指定伝建 M. * 木造
地区
fliI指定伝建 T. 木造
地区

I liJ指定伝建 M. 25 木造
地七〈一
同指定伝建 孔1. 42 t.:i去
地[x

1 ，1指定伝建 M. 41 木造
I Jt!l [メ:
i盃l指定{云建 M. 末 木造
地|又

国指定伝建 M. 32 木造
地い<:
向指定重丈 孔1. 42 煉]i

国指定伝建 M. 36 木造
地区

i 国指定伝建 孔1. 40 木造
地ぷ:

国指定伝建 T 木造
地反

国指定伝建 M. 34 木造
地区

国指定伝建 M. 33 木造
地区

l斗指定伝建 M. 木造
地区

間指定{云建 M. 42 木造
地区
l五l指定伝建 M. 39 木造
地I:{
国指定伝建 I M. 30 木造
地反

同指定伝建 M. 41 木造
地区

被災レベル 被災状況

部分破壊 ;憾突落 下屋根破損、 外様亀裂多

軽微

軽微 区桜鉄板葺損傷、 外壁吹i�損傷、
内部不明

I 'jé壊 東側燃3結E紋J員、 壁亀裂、 外壁 ム
部務 ド

部分破壊 内円望組Uî存多数、 南面白ガラ ス破損

主1"壊 焼失落下屋根火、 外壁亀裂多、 r};J
�\H存 ド

'f.�衷 M根崩壊、 瓦屋根落下

部分破壊 東而外壁一 �D'何日落、 外壁亀裂、 東
lIlU レ ン ガJl再崩J:1�

半壊 煙突洛下屋根火、 内型産科落多数、
亀裂

部分破壊 屋根の煙突 2 本m傷

部分破壊 民根の煙突 2 本1M傷、 M根破損

在日分破壊 岡崎落 下、 内墜落 ド多

部分俄壊 外按亀裂多、 内墜落下

軽微 E塁線五L損傷、 煙突やや傾斜 、 外壁
下見板損傷

軽微 屋根瓦一部不陸、 外壁雪吹付亀裂

部分破壊 煙突落 下屋綬火、 外壁剥離、 塀破
J員

、1"壊 屋根大破、 石積み擁壁 A部崩壊

軽微 外壁 ゐ部落 卜\ 尿根 自[1損傷

部分破壊 煙突 2 1左折綴、 屋根損傷、 内俊夫
弁剥落

部分彼壊 間j属屋屋根破損、 石塀 A音11崩壊、) 土台のずれ、 瓦法 子
( r阪神大震災歴史的建造物被災調貸手li-f:出 よ り )



(表 2 ) 酒蔵の被害

種別 所1'1'地 建物名称 指定 主主設"fó 構造 被災レベ 被災状況

j酉 iiz 神戸市 1 1 1 邑酒造 県指定文化 寛政 4 木造 全壊 甲 、 乙、 内企蔵、 住宅、 全壊
東灘l玄 財 ( ] 792) 

j酒;21 神戸市 沢の鶴資料館 県指定文化 19c ' 1 '頃 木造 全壊
[ 灘夜 | 財 (民族)

( f阪神大震災歴史的建造物被災調交報告j よ り )

(表 3 ) 神戸市内の宿泊施設の営業状況 (施設数)

95年 3 月 4 月 3 月 6 月 7 月 日 月 9 月 10JJ 1 1月 12}] 何年 l Jj 2 月 3 月

i 常業再開 54 58 63 65 68 69 71 73 74 71 71 74 74 
(64. 3%) (69. 9%) (75.0%) (78. 3%) (81 . 9%) (83. 1%) (85. 8%) (総. 0%) (88. 1%) (88目 1%) (88. 1%) (88%) (88%) 

部分1:t業 ・ 6 6 4 3 2 2 2 2 2 2 2 l 
仮1;�'業 (7. 1%) (7. 1%) (4.8%1 (3.6%) (2ι 4%) (2. .1%) (2. 4%) (2. 4%) (2. 4%) (2目 4%) (1. 2%) (]%) (]%) 

近々営業 6 3 3 2 。 3 2 。 。 。 。 。 1 
内閲予定 (7. 1%) (3. 7%) (3. 6%1 (2. 4%) (0%) (3. 6%) (2. 4%) (0%) (0%1 (0%) (0%) (脱) (]%) 

長期休業 ・ 1 8 I 16 I 11 I 13 I 13 I 9 I 8 I 8 I 8 ! 8 I 9 I 9 I 8 
持部未定 '1 (21. 4%) 1 (19. 3%) ! (]6. 7%) 川

(神戸国際観光協会調べ)

物 自 体の損傷 は 大 き く は な か っ た が、 各棟 を 結ぶ ジ ョ イ ン ト 部分のパ イ プ類が切断 さ れ、

ラ イ フ ラ イ ン が使用不能 と な っ た 。 し か し、 震災産後は ラ イ フ ラ イ ン ス ト ッ プの 中 、 報道

関係者、 工事関係者、 銀行、 損保関係者が宿泊 し た 。 3 月 1 日 よ り 通常営業 を 再 開 し たが、

当 初 は観光客 の 姿 は ほ と ん ど な く 、 観光客の 回復の兆 し が見 え て き た の は 7 月 頃 に 入 っ て

か ら だ、 っ た と い う 。

ポ ー ト ア イ ラ ン ド に あ る 神戸 ボ ー ト ピ ア ホ テ ル の場合、 ポ ー ト ア イ ラ ン ド と 市街地 を 繋

ぐ新交通 シ ス テ ム ・ ボ ー ト ラ イ ナ ー が停止 し 、 神 戸 市 内か ら の ア ク セ ス ・ 神戸大橋 も 不通

に な っ て 陸の 孤島 と な っ た。 建物、 館 内 配管等 は無事だ、 っ たが、 客足 は 途絶 し た 。 1 � 2

月 中 は報道関係者、 工事関係者、 近 憐企業勤務者の宿泊が多 か っ たが、 2 � 3 月 は市 内 の

利用者は な く 、 4 � 6 月 も 前年比30%程度の利用 客 であ っ た。 ポ ー ト ラ イ ナ ー の 開通後、

ょ う や く 近隣客の足が伸 び始め たが、 観光客 は低調 な ま ま と な っ て い る 。

震災時は 7 月 15 日 の オ ー プ ン を 目 指 し て工事中 だ、っ た神 戸 メ リ ケ ン パ ー ク オ リ エ ン タ ル

ホ テ ル は神戸港中突堤の先端部に位置 し て い た も の の 、 地下深 く ま で打 ち 込 ま れた基礎や

液状化対策が施 さ れて い た こ と も あ っ て、 建物 自 体の損傷 は な く 予定 どお り に 開業 し た。

一方、 !日 オ リ エ ン タ ル ホ テ ル は 地震 に よ る 被害が大 き く 、 取 り 壊 し と な っ た。

口 そ の俄

六 甲 ケ ー ブル ・ 六 甲 有 馬 ロ ー プ ウ ェ イ が駅舎、 軌道等 に 大 き な 被害 を 受 け た が、 復旧作

業 に よ り 7 月 、 10月 に そ れぞれ営業 を 再 開 し た。 六 甲 ú1 ヒ の 遊戯施設等 は被害が軽微であ
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っ た 。

有馬温泉 で は 、 被害の大 き な旅館 も あ っ たが、 修復作業が早か っ た こ と に よ り ほ と ん ど

の旅館が早急 に営業 を 再 開 し た が観光客 は大幅 に減 っ て い る O

神戸市立須磨水族国 で は 、 循環設備等の損傷 に よ り 約半数の水族が死亡 し た が、 全開各

地の水族館の協力 に よ り 4 月 20 日 よ り 再開 し た。

神戸 ワ イ ン 城や フ ル ー ツ ・ フ ラ ワ ー パ ー ク な どは建物の被害 は軽微であ っ た が、 道路 ・

交通機関 の被害や 自 粛 ム ー ド に よ り 利用 客が減少 し て い る O

3 . 復興対策 ・ 復興 千 ベ ン ト

己観光復興キ ャ ン ベ ー ン 事業

震災に よ り 多 大 な 影響 を 受 け た 観光産業の早期復興 を 図 る た め 、 観光連盟や 業界団 体 と

行政が一体 と な っ た復興対策の必要性か ら 、 1995年 7 月 初 日 に “ 観光 ひ ょ う ご" 復興キ ャ

ン ベ ー ン推進協議会が設立 さ れ、 官民一体 と な っ て 、 全県的 な 観光 イ メ ー ジ の 回復、 被災

地等への観光客の誘致促進 な どの 観光復興キ ャ ン ベー ン を 推進す る こ と と な っ た 。

事業内容 と し て は以下の と お り であ る O

① テ レ ビ CM の放映

観光の復興 と 安全性 を 全 国 に 印象づけ る た め に 、 「女子 き な 人 と 一緒 に 来 て く だ さ

い j を テ ー マ に 、 プ ロ テ ニ ス プ レ イ ヤ ー の 沢松奈生 子 を 起用 し た テ レ ピ CM を 10

月 の 1 ヵ 月 間 、 関東、 関西、 福 開 で放映 し た。

② 会議 ・ 大会等誘致奨励金交付事業

被災地の観光客 の 回 復 を 促進す る た め 、 各種会議 ・ 大会等の誘致 に 取 り 組む こ と

と し、 そ の推進策 と し て宿泊 を 伴 う 会議、 大会等の 開 催 に 対 し 、 経費 の 品 部 を 助 成

す る 鰐度 を 設け た 。

③ 観光復興 リ レ ー イ ベ ン ト 開催支援事業

(表 4 ) “銃光ひ ょ う ご" 復興キ ャ ンペー ン推進協議会の構成

区 分
広域観光i視体

経済協体
宿i白 ・ 飲食業関係|司体

物産関係
運車車業者
行i攻機関

関係肉体
15- 言十
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地域の祭 り や イ ベ ン ト を 観光復興 イ ベ ン ト と し て位置づけ、 統 一 的 な イ メ ー ジ で

連続的 に 開催 す る こ と に よ り 、 被災地域の 観光客の 回復 と に ぎわ い の創 出 を 図 る た

め 、 宣伝広告費 の一部 を 助 成 し た。

口神戸 ル ミ ナ リ エ

震災犠牲者の鎮魂の意 を 込め る と と も に 、 都市の 復興 ・ 再生への夢 と 希望 を 託 し て 1995

年12月 15 日 か ら 25 日 ま で神戸の 旧居留地一帯で開催 さ れた 「神戸 ル ミ ナ リ エJ は、 被災地

に復興への勇気 と 希望 を 与 え る と い う 意味で予想以上の好評 を博 し た。

「神戸「 ル ミ ナ 1) エ」 開催に あ た っ て は、 観光産業の復興を 目 指 し 、 兵庫県、 神戸市、 県

観光連盟、 神戸商工会議所等 を構成メ ン バ ー と す る 「神戸 ル ミ ナ リ エ実行委員会」 を 組織

し た。

「ル ミ ナ リ エj と は、 イ タ リ ア 語の rrLLUMINAZIONE PER FESTEJ (祝祭の た め の

イ ル ミ ネ ー シ ョ ン) が語源で、 ヨ ー ロ ッ パ のバ ロ ッ ク 時代 (16世紀後半、 ル ネ ッ サ ン ス 時

代) に 感 ん に 創 ら れた祭礼 ・ 装飾芸術の ひ と つ と し て誕生 し た光の 魅力 を 駆使 し た建築物

がその起源 と さ れて お り 、 そ れがイ タ リ ア 南部 に お い て電気照明 を 使用 し た幻想的 な光の

彫刻 と し て変化 を 遂 げ、 現在の よ う な 形態 と な っ た 。

さ ま ざ ま な デザ、イ ン様式の 木製 ア ー チ の構造体に色 と り ど り の電球に よ る 彩色が施 さ れ

た こ の光の彫刻 は、 そ の設置デザ、イ ン に よ っ て 三次元的 な 芸術空間 を 創 造 す る も の で、 ア

ー チ型構造体 を 道路上 に 設置 し た iGalleria ( ガ レ リ ア ) J と 呼ばれる 遠近感 の あ る 回蔀 と 、

ア ー チ 型構造体 を 横 長 に 連結 し て設置 し た iSpalliera ( ス パ ッ リ エ ー ラ ) J と よ ばれ る 光

の壁掛け な どで構成 さ れて お り 、 近年では少 な い も の の 、 イ タ リ ア 南 部 の 地方都市では今

も 時折、 夏季 ( 6 � 9 月 頃) に 小規模で 開 催 さ れて い る と い う 。

「神戸 ル ミ ナ リ エ」 は 、 イ タ リ ア の建築家、 ヴ ァ レ リ オ ・ フ ェ ス テ イ 氏が lDei Sogni e

della Luce (夢 と 光) J を テ ー マ に デザ イ ン を 行 い 、 設置に は 1 2名 の イ タ リ ア 人 ス タ ッ フ が

来 日 し 、 25 日 間 を か け て 、 約 15万個 の 電球 を 使用 し た 総延長790m の 大規模 な 「ル ミ ナ リ

エJ が旧外国人居留 地 に 設置 さ れた。

当 初 は 1 1 日 間 で約70万 人 の 来場 を 予想 し て い た の が、 予 想 の 3 倍以上 の 延べ254万 3 千

人 も の見物客が全国か ら 訪れ、 ロ マ ン チ ッ ク な神戸の夜 に 灯 さ れた荘厳な 光の芸術 に 連 日

感嘆の声があ がっ た 。

経済的 に も 大 き な波及効果 を 残 し た 「神戸ル ミ ナ リ エj 閉 幕後、 地元産業界や市民 な ど

か ら 継続 開催 を 求め る 強 い声が寄せ ら れた 。

4 . 観光動態の推移等

制 臼 本観光協会が1995:fド 8 月 に実施 し た 「大震災 を 受 け た 地域の観光復興 に つ い て の調

査研究J に よ る と 神戸 ・ 淡路地域 に 「両方 と も 行 っ て み た く な い」 が43% と 最 も 多 く 、 そ

の理由 と し て は 「復興の妨げに な る か ら J が16% も あ り 、 震災 に よ る イ メ ー ジ低下が う か
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(表 5 ) 神戸 ・ 淡路地域の観光 イ メ ー ジ

�点 H

訪問希望 Oiiliî方 と も行っ てみた く ない 584 (43%) 
011向j引こ行っ てみたい 141 (32%) 
。神戸に行ってみたい 256 (19%) 

回答数 : 1 ， 362 。淡路に行っ てみたい 6 9  ( 5  % )  

行 き た く ない理rJl 。休みがとれない 139 (24%) 
。絞済的に余1告が無い 134 (23%) 

i可答数 : 584 。復興の妨げになるから 93 (16%) 

観光行動が被災地域の後 Oどち ら と も いえない 626 (46%) 
。貢献する と は忍わない 431 (32%) 

回答数 : 1， 362 。貢献する と思 う 285 (21%) 
( 日本観光協会調べ)

(表 6 ) 神戸市内 の友重要観光施設等の営業状況 (協設数)

195年 3 丹 1 }] 5 月 6 月 7 丹 8 1l 9 月 lofl 1 1月 1 2月 96{j. 1 月 2 月 3 丹

営業再開 60 98 101 106 109 1 1 2 113 115 116 11 6 1 1 7 
(44%) (58%) I (71%) (71%) (74%) (77%) (79%) (82%1 (83%1 (83%1 (84%) (84%1 (85%) 

近々公業 23 1 2  。 I 5 4 2 4 2 。 3 4 
再開予〉主 (17%) (附) (附) (4%) I (3%) (1%) (3%) (1%) (1%1 (1%) (附) (2%) (3%) 

営業再開 54 46 40 34 32 29 24 23 22 22 22 20 1 7  
未定 (39%) I (33�も) (29%) (25%) I (23%) (22%1 (18%1 (17%1 116%1 I (16%) (16%) I 114%) I (叫

間 I 13布F137 137 I 137 137 137 137 
(神戸[五l際綴光協会調べ)

がわ れ る 。

兵庫県が毎年発表 し て い る 「観光客動態調査報告書」 で被災地 の観光客入込動 向 を み て

み る と 、 震災前の 1993年度では被災地の全入込客数は県内の総入 込客数の約64% を 占 め て

い た のが、 1995年度では約53% と 大 き く 減少 し て い る 。 ま た 、 被災地の 1995年度の全入込

客数は1993:年度の約65% と な っ て お り 、 厳 し い状況 と な っ て い る 。

1995年度の形態別 内 訳 を み て み る と 、 宿泊客が1993年度の約49% と 、 大 き く 落 ち て お り 、

宿泊業 の お か れた 厳 し い状況が う かがわ れ る 。

交通機 関 別 で は 、 貸 し切 り パ ス に よ る も の が1993年度の約45% と 非常 に大 き く 落 ち 込ん

でお り 、 こ れ は 阪神高速道路の崩壊 と そ れ に よ る 慢性的 な 交通停滞が大 き く 影響 し て い る

も の と 思 わ れ る 。

観光客が な か な か回復 し な い 原 因 と し て は 、

① 震災直後 の 衝撃 的 な 映像 に よ っ て神戸が壊滅 し て し ま っ た イ メ ー ジが形成 さ れた こ

と 。

② 神 戸 に 行 く こ と が復興の妨げに な る の で は な い か と い う 、 自 粛 ム ー ドが あ る こ と 。
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(表 7 l 形態別観光動態の推移 (単位 ・ 千人 )

\

羽
\

fl
\\

対

\
比

1993句二IJt

全県 被地地言|

総入込数 112 ， 955 72， 561 

係
日 宿i白 日 帰 り 客 94， 009 60， 591 
り 別 f百 j自 客 18， 946 1 1 ， 970 

f
f
地

f巨 5]1] 県 タト 't，: 52， 836 34， 586 

mt 内 客 60， 119 37， 975 

春 ( 3 月 � 5 月 ) 29， 816 18， 873 

Fヰ 夏 ( 6 月 � 8 月 ) 32， 630 20， 6 ] 1  
ヰーてゴ? 
5]1] 秋 ( 9 n �1 1 月 ) 26 ， 602 17 ， 496 

冬 (]2月 � 2 月 ) 23， 907 15， 580 

手日 JR ' 私鉄 ・ 路線パス 39， 591 30， 298 
片父j 貸 し 切 り パス 18， 415 12， 464 
j虚
機
関

自 家 用 49， 239 25， 324 
百リ 」、弘 !l) 5， 710 4， 475 

\ 項\\\目\\対\\\\
比
\ 全県 対前年

総入込数 88， 882 81. 64% 

帰
日 宿I白 日 帰 り 客: 76 ， 210 83. 67% 
り 別 f百 i白 't，: 12 ， 672 71. 25% 

府住別 県 タト 客 : 40， 432 80. 75% 
地 県 内 王子 48， 450 82. 40% 

春 ( 3 n � 5 月 ) 20， 025 73. 65% 

�I.J 夏 ( 6 1J � 8 月 ) 25， 258 71. 52% 
季
別 秋 ( 9 月 �1 1月 ) 20， 867 75. 13% 

冬 (12月 � 2 月 ) 22， 732 122. 31% 

平日 JR ' 私鉄 ・ 路線 パ ス 29， 592 82. 68% 
!ヨlζi 貸 し切 り パ ス 11 . 609 69. 53% 
j雨
機 自 { 靖丈沼 42， 767 85. 38% 
関
百リ 具、 の f也 4， 977 79. 1宮%

1 994年度

対全県 全県 対前年 被災地計 対全県 対前年
64. 24% 108， 868 96. 38% 64， 921 59. 63% 89. 47% 

64. 45% I 91 ， 083 96. 89% 55， 128 60. 53% 90. 98% 

63 1 8% j 17 ，m 93. 87% 9 ， 793 55 附 81 別

65. 46% 50， 068 94. 76% 30， 613 61 . 14% 88. 51% 

63. 17% 58， 800 97. 81% 34， 308 58. 35% 90. 34% 

63. 30% i 27， 188 91 . 19% 15 ‘ 134 55 . 66% 80. 19% 

63. 17% 35， 31 8  108. 24% 2 ] . 188 59. 99% 102. 80% 

65. 77% 27， 77G 104. 41 % 1 7， :i23 62. 37% 99. 01% 

65. 17% 18， 586 77. 74% 11 . 276 60. 67% 72. :，7% 

76. 53% 35， 79:1 90. 41% 26， 340 73. 59% 86. 94% 

67. 68% 16 ， 697 90. 67% 10， 542 63. 1 4% 84. 58% 

51. 43% 50， 093 101. 73% 23， 176 46. 27% 91. 52% 
78. 06% 6 ， 285 110. 07% 4， 863 77. 37% ド08. 67

1995年度

対前々年 被災地計 対全m 対前年 対前々年
78. 69% 47， 109 53. 00% 72. 56% 64. 92% 

81. 07% 4] ， 280 54. 17% 74. 88% 68. 13% 

66. 88% 5， 829 46. 00% 59. 52% 48. 70% 

76. 52% 22， 144 54. 77% 72. 34% 64. 03% 

80. 59% 24， 965 51. 53% 72. 77% 65. 74% 

67. 16% 9， 803 48. 95% 64. 77% 51. 94% 

77. 41% 12， 407 49. 12% 58. 56% 60. 20% 

78. 44% 10， 914 52. 30% 63. 00% 62. 38% 

95. 09% 13， 994 61 . 56% 24. 10% 89. 82% 

74. 74% 20， 620 I 69. 68% 78. 28% 68. 06% 

63. 04% 5 ， 645 48. 63% 53. 55% 45. 29% 

86. 86% 17 ， 055 39. 88% 73. 59% 67. 35% 

87. 16% 3， 789 76 附 77. 91 % 84. 67% 
(1"兵庫県観光零動態調子長報告書:j よ り )
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③ 1995年 4 月 に ]R 全線が開 通 し た が、 阪神 高速道路が開通 し て お ら ず、 慢性的 な 交

通停滞が発生 し て い る こ と O

④ 全国各地の道路情報表示版装置 に 、 自 家用車の阪神地鼠乗 り 入れ 自 粛 を 呼びかけ る

表示があ る こ と O

な どがあ げ ら れ る 。

神戸国際観光協会の調べ に よ る と 、 神戸市 内 の主要な観光施設の営業再開状況 は 1996年

3 月 現在で85% と な っ て お り 、 願調 に復興 し て い る が、 客足の復興は な か な か進 ま な い と

い う の が現状で あ る O

〈参考文献〉
PiZ成 5 年度兵庫県観光客動態調査綴告表』 兵庫県商工部商業観光課 1994年
十r成 6 年度兵庫県観光客動態調交報告者』 兵庫県商工部商業観光課 1995年
十子成 7 年度兵庫県観光客動態調育報tt子i J 兵庫県商工部商業観光課 1996年
『阪神大震災!経史的建遊物被災調査報;号表j (社) 日 本建築学会建築歴史 ・ 意匠委員会編 (社) 日 本建築学会近

畿支部 1995年 4 月
『渓災復興の理論と実践j (財) 神戸総市問題研究所編 勤草書房 1996年12月
『平成 8 年度商工部の概要j 兵庫県潟工部 1996年 5 月
f平成 7 年度商工部の概要j 兵庫県商工部 1 995年 7 月
『月 干Ij観光j No. 352， 357 (社) 日 本観光協会 1996年
『ひ ょ う ご経済戦略』 通君主182号、 183号 (財) 兵庫県中小企業振興公社 兵庫県産業情報セ ン タ ー編 1995年 9

月 ・ 10月
f季刊 都市政策j 第81号 (財) 千41戸都市問題研究所編 効草苦手IJ:} 1995年10月
円申戸市内主要観光施設等営業状況j (財) 神戸I五l際観光協会 1995年 3 月 -1996年 5 月
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I mlii� 商業の復興状況
1 . 商業の特徴

通産省 の 「商業統計j に よ る と 、 兵庫県の小売販売額の全国 に 占 め る シ ェ ア は概ね 4 %

強で、 そ の う ち 被災地域の全県 に 占 め る シ ェ ア は66%前後 と な っ て お り 、 い ずれ も 人 口 の

比率 に 近 い 数値 と な っ て い る 。

ま た 、 品 目 構成 に つ い て は、 全国、 兵庫県、 被災地 と も ほ ぼ同様の傾 向 で あ り 、 飲食料

品 の シ ェ ア が最 も 高 く 、 つ い で、各商品等 と な っ て い る 。

(図 1 ) 小売販売額の推移

兵庫県の全国 シ ェ ア (左 目 盛)
' 被災地域の県内 シ ェ ア (右 目 盛)
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2 . 商届街 ・ 小売市場の状況

口商!日軒 ・ 小売 市場の被害

被災地 の 高庖街 ・ 小売市場 は、 震災前か ら 、 大型庖 と の競争や、 バ ブル経済の崩壊、 消

費者行動 の 変化等の流通市場 の 大 き な 変化 の 中 で低迷 を 余儀 な く さ れて い た と こ ろ も あ

り 、 多 く の課題を かか え て い た。 そ の商庖街 ・ 小売市場 を 震災が襲 っ た 。

商宿街 ・ 小売市場の被害状況は 、 震災直後の兵庫県の外観 的 な 損壊 に 関す る 調査 に よ る

と 、 神 戸市 に お い て全壊、 半壊、 一部損壊 を 併せて60%以上の被害で あ る の を 始 め 、 西宮
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(関 2 ) 小売業 品 目 別販売額構成比 ( 1 994年)

衣服 ・
身の周
り 品

各種
飲食料品

自動 t手 家共 ・
建J! ・

n転車 イ |結 その他

23.5 

21.4 

全 [li[ 25.5 

し一一一一一……_L___ L_ ....L... L_______ 一一一一一」

。 ハUI
 

20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%) 
資料 ・ 通商産業省 「商業統言rJ ( r平成8年度商 仁部の概要』 よ り )

市、 芦屋 市、 宝塚市、 淡路北部地域 に つ い て も 大 き な被害 を 受 け て い る 。 (表 1 参照)

な お 、 こ の調査は外観か ら の調査で あ っ て 、 建物 内 部 に 致命的 な 被害 を 受 け て い る 場合

も あ る の で、 実際の被害 は さ ら に大 き い と 考 え ら れ る O

神戸市 と 神戸商工会議所が継続的 に 行 っ て い る 神戸市内 の 「被災地区商屈街 ・ 小売市場

調脊J (表 2 参照) に よ る と 、 調ヨモ対象 と な っ た 6 医全体の 出 舗 数 は 1 1 ， 651届舗 で あ り 、

そ の う ち 全損庖舗数 は4， 1 18出舗 と 全体の35. 3% に も の ぼ っ て お り 、 外観 よ り も 実際の被

(表 1 ) 簡庖街 ・ 小売市場の被害状況

地域名 i萄)副長 全 壊 半 壊 一i:古壊 主な被災尚m街 ・ 小光市場
等 数

神戸市 323 22% 14% 28% 灘区、 東灘夜、 長問|ベを中心に多大な被宍

尼崎市 96 。 % 。 % 5 %  新三和蕗応街、 塚L Jの一部に被害

明石市 51 i 。 % 。 % 6 %  大 き な倒壊、 焼失はない

阿下nli 65 11% 14% 35% 阪神凶宮駅前便利市場等
L一一

0 %  I JR 芦尾駅前ラボルテ、 ) l ljJ可尚T�i街待;芦屋市 23 38% 31% 1 
伊丹市 16 6 %  6 %  6 %  伊汁タ ー ミ ナルデパー ト 等
宝塚市 3<1 21% 11% 21% 阪急宝塚駅周辺の商脂容J等
川 両 市 25 0 %  4 %  1 %  J l lj!il ジ ャ ス コ等

淡 路 1 6  25% 13% 31% 郡家商)占街 ( ふ宮町) 等
最古 言十 61\9 15% 11% 21% 

iì:l 1 . 神戸市は西氏、 北区を 除 く 。 淡路は津名町 、 淡路町、 北淡町、 A宮町、 五色町、 東
浦問 についてのデー タ 。

2 . 全壊はrlììm街及び、ノj、売 dJJ易の )占舗の倒損壊の割合が概ね80%以 上、 半壊は概ね40%
以 ヒ、 官5損壊は概ね 5 %)..:.1、 kを基準で分類。

c r平成 8 年皮肉工部の概要J よ り )
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(表 2 ) 被災地区蕗底街 ・ 小売市場調査

被災前会員数
l豆

帥 [ 庖舗数
数

l 商都J 同体 応
東 灘 9 626 

灘 34 1 ， 137 I 
i fP 央 85 4， 428 

兵 庫 33 I 1 ， 371 

長 Hl 33 1 ， 186 

須 浴 22 852 

小 計 216 9， 603 

小売市場 |司イ本 m 

東 灘 18 424 

灘 14 358 

I q ' 央 9 322 

兵 康 15 I 417 

長 田 13 364 

須 磨 11 1 163 

小 計 80 2， 048 

被災状況

全J員 全扱
)，Ìi舗数 率

!占 % 
182 29. 1 
621 • 54. 6 

1， 074 24. 3 
325 23. 7 
737 62. 1 
249 29. 2 

3， 188 33. 2 

)占 % 
210 49. 7 

250 69. 8 
43 13. 4 
122 29. 3 
279 76. 7 
26 16. 0 

930 . 45. 4 

前削除↑ j 同体 m )占 % 
} 

東 灘
灘

'1' 央
兵 庫
長 lH
須 磨
辺「、I 三�1ト

27 I 1 .  050 392 37. 3 I 
48 
94 
48 
46 

33 
296 

1. 495 871 58. 3 

4， 750 1， 117 23. 5 

1， 791 447 25. 0 

1， 550 1 ， 016 65. 5 

1， 015 275 27. 1 

11 ， 651 4， 118 35. 3 

内 I現 状 j兄

96. 1 . 19 95. 7. 17 

再)(ii舗iJfl数 再率開 i 再防総開数 再学開 fIJ IHJ 
Jij-t �;語数 ネ m舗数 率

足i % )�i % 1 % 広 % 
477 76 . 2 41 6 66. 5 :)6:) 58. 0 342 54. 6 
731 64. 3 601 52. 9 269 23. 7 102 9. 0 

3， 457 78. 1 2， 647 59. 8 1， 甘 1 5 . 43. 1 i 674 15. 2 

1 .  104 80. 3 1 ， 081 • 7;0，. 7 957 65. 5 634 • 46. 1 

809 . 68. 2 6 1 5  51 . 当 :)62 30. 5 125 1 0. 5 
738 86. 6 671 7仏 l 567 . 66. 6 356 11. 8 

7 ， 316 76. 2 6 ， 034 62. 8 4， 1133 46. 1 2 ， 233 23. 3 

J，5 % )占 % [，ì; % )，5 % 
279 65. 8 254 59. 9 92 21. 7 39 9. 2 

266 74. 3 216 68. 7 i 129 36. 0 10 2. 8 

265 82. 3 242 75. 2 199 61 . 8 112 34. 8 
331 79. 4 298 71 . 5 193 46. 3 
245 67. 3 213 58. 5 I 157 43. 1 43 11 . 8 

137 84. 0 134 82. 2 125 76. 7 83 50. 9 

1， 523 74. 4 I 1， 387 67. 7 972 47. 5 480 23. 4 

1ム % !百 % 爪ー % 広 % 

756 72. 0 670 63. 8 455 43. 3 381 36. 3 

997 66. 7 847 56. 7 389 . 26. 6 112 7. 5 

3， 722 78. 4 2， 889 60. 8 2， ]]4 41. 5 786 16. 5 

1， 435 80. 1 1 ， 379 77. 0 1 ， 227 68. 5 827 46. 2 

1 .  054 68. 0 828 53. 4 519 33. 5 168 10. 8 

875 86. 2 808 79. 6 692 68. 2 439 43. 3 

8， 839 75. 9 7 ， 421 . 63.� 附 46. 4 2， 713 23. 3 
(ネIjlp市、 神戸商工会議所調べ)

害が大 き か っ た こ と が う かがわ れ る 。

ま た 、 小売業 に つ い て は 、 庖舗の設備被害以外に も 、 水道、 ガ ス 、 電気の供給停 止、 鉄

道、 海運、 道路交通網の崩壊等 の物流機能の寸断に よ る 事業継続への影響が大 き い も の で

あ っ た。 し か し 震 災直後 よ り 、 少 な く な い 商店が商 品 であ る べ き 在庫 を 放 出す る な ど し て 、

被災者を 支 え る 一助 と な る な どの積極的役割 を 果 た し た ほ か、 可能 な 限 り の営業再開への
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(表 3 ) 災害関係の制度

制 度 内 ι壬'f

共同仮設店舗の号室係 地方公共団体や第 3 セ ク タ ーが実施する共同仮設応舗の
設置}Ji業に対 し、 中小企業高度化資金事業 (事業授の90%
無利二子) を活用

災拝復i日高度化事業の拡 事業協同組合等が実施する被災共同施設等の復旧 ・ 復興
充 事業について、 中小企業事業団の 「災害復旧高度化事業」

(I許業費の90%を無利子貸付) の貸付e条件等の特例待置を
実施
事業 主体 : 現行の事業協同組合等に第 3 セ ク タ ー を追加
採}!ri期間 : 5 !rfミ (現行 3 in
事業.i/̂ 画の'Z'付 : 'ITOとから 3 年 (現行 I 年)

事業協同組合等の共同施 被災 した事業協liiJ組合等の協同施設について、 復旧に要
設の災害復旧事業 する経費の →部を効成

補助対象組合 : 事業協同組合、 協業組合、 商工組合等
補助キ : 3 /4 (国2/4 ・ 県14)

商業蒸稼施設整俄事業 尚応街振興組{fiJ'被災 したアーケー ド、 カ ラ ー舗装等の
商業主主数施設を新設する事業に対 し助成
補効対象組合 : I浦康街振興組合
補助率 : 112 (国1/4 ・ 県1/4)

(表 4 ) 共同仮設定舗に対する祷助制度

実 施 主 体 被助率 補 助 限 度 額
(財) 阪神 ・ 淡路 1/4 (1) 建設等の場合 10， 000千円
大震災復興基金 (2) リ ース の場合 5， 000千円 ( 2 年以内)
11jJ 戸 市 1 /4 ( l ) 建設等の場合 10， 000千円

(2) リ ー スの場合 5， 000千円 ( 2 年以内)
西 宮 市 1 ' 3 (1) 建設等の場合 10， 000千円

(2) リ ース の場合 5， 000千円 ( 2 年以内)
芦 屋 市 13 ( 1 ) 1 戸あた り 500千円

(2) リ ース の場合は 2 年限度

宝 塚 市 13 (l ) 建設等の場合 10， 000千円
(2) リ ース の場合 5， 000千円 ( 2 年以内)

宮 田] 1 4  (1) 建設等の場合 3， 000千円
(2) リ ース の場合 1， 500千円 ( 2 年以内)

北 淡 町 1: 4 ( l ) 建設等の場合 5， 000千円
(2) リ ース の場合 5， 000千円 ( 2 年以内)

努力 が各地で な さ れ、 被災者支援の 「特別価格J で の 販売、 庖頭での 臨時営業、 早急 な仮

設庖舗の建設 な どの様々 な努力がな さ れた。

一方で、 あ ま り に も 大 き す ぎ る 被害 に営業の再開 を 断念 し た例 も 少 な く な か っ た 。

前 出 の 「被災地区 商応街 ・ 小売市場調査」 に よ れば営業再開状況 は 、 1995年 2 月 1 日 現
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在 で2， 713宿舗 で23. 3%、 3 月 12 日 現在 で5， 405庖舗 で46. 4%、 7 月 17 日 現 在 で7， 421 庖 舗

で63. 7%、 震 災 l 年 後 の1996年 1 月 19 日 現在 で8， 839応舗 で75. 9% と 、 徐 々 に 営業 再 開 店

舗が増 え て は い る が、 被害の 大 き な 地域ほ ど大 き く 人 口 が減少 し て お り 、 営 業 を 再 開 し た

も の の 震災前 よ り 大 き く 売 り 上げが落 ち た状態 と な っ て い る 庖舗 も 多 く 、 商 菌 人 口 の 回復

が大 き な課題 と な っ て い る O

行政に よ る 商庖街 ・ 小売市場の復旧支援の た め の取 り 組み は 震災直後 よ り 始 ま っ た。 被

害状況が徐々 に 判 明 す る に つ れて 、 早急 な 対策への取 り 組みが始 ま っ た。

兵庫県 で は 共 同仮設宿舗 の 設置 に 対す る 補助制度の創 設 を 国 に 要望 し て い た が、 補助制

度の創設は認め ら れな か っ た。 し か し 、 中小企業事業 団 の 高度化資金貸付制 度 に 、 第三 セ

ク タ ー 等が貸 し 庖舗 を 設置す る 場合 に建設費等の90% ま でが貸 し付 け ら れ る 制 度や事業協

同組合等が小売商業庖舗等共同化事業等の本格高度化事業等 を 予 定 し て い る 場合 に 仮設庖

舗 の建設費用が貸 し 付 け 対象 と な る 制度が創設 さ れた 。 ほ か に 災害復旧 高 度化事業の制度

の拡充が な さ れた。

被災市町 に お い て も 被災 し た 商業者 5 人以上が共同仮設庖舗 を 設置す る 場合 に 対す る 補

助制度が創 設 さ れ、 県 で は 市 町が補助 す る 場合 に 、 (財) 阪神 ・ 淡路大震災復興基金か ら

捕助す る こ と と な っ た。 こ れ ら の制 度 を 利用 し て 、 高度化資金では 2 団体 ・ 27届舗が、 補

助制度で は羽田体 ・ 518届舗が共 同仮設庖舗 を建設 し た 。

ま た 、 高自衛の組合が行 う ア ー ケ ー ド等の商業基盤施設の 災害復旧 に つ い て は こ れ ま で

は補助制度が な か っ た が、 閣 に よ り 新た に補助制度が創設 さ れた 。

( 表 5 ) 1 995年 度 災 害 復 旧 関係 高 度 化
事業実績

事 業 名 貸付 件数

事業協同組合等 共同施設
7 件施設復旧補助 (補修)

商業恭鮭施設主主 共同施設
3 件備補助 (新設)

災寄復旧高度化融資
4 件(単独)

之n込 言十 14科三

(表 6 ) 1 995年 度 共 同 施 設 の 災

害復旧 事業実績

地区 種 類 団体数

商庖街振興組合 26 

神戸 事業協同総合 21  

小 計 47 

商応街採興組合 4 

阪神 事業協同組合 7 

小 言1- 1 1  

商庖街振興組合 1 

東J喬 挙業協同組合 1 

小 ilt 2 

事業協河組合 2 
i 淡路

小 計 2 

商底i!f振興組合 31 

合計 ; 事業協同組合 31 

62 
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3 . 大規模小売唐舗等の被害

大規模小売宿舗の大 き な被害 に と も な い 、 兵庫県 で は 通産省 に 対 し て今後の大規模小売

庖舗法 (大屈法) の運用改善 に つ い て 申 し 入 れた と こ ろ 、 通産省 よ り 被災地 に お け る 消 費

者利益保護の観点、か ら 大庖法の震災特例措置が発表 さ れた 。 そ れ は 、 被災地 に 眠っ て大型

屈 の仮設庖舗設置 を 調整対象外 と す る こ と や 、 関 庖 時 間 の 延長、 年 間 休業 日 数の 削 減 に つ

い て も 原則 自 由 と す る も の で あ っ た 。 こ れ ら の措置は多 く の大型庖 よ っ て利 用 さ れ、 被災

庖舗の早期営業が 可能 と な り 、 物資不足の解消 に 寄与 し た と い え る 。

口百貨脂

そ ご う 神戸屈 は 、 1933年 に 建設 さ れ、 神戸大空襲 に も 焼け残 り 、 増築 を 重 ね て震災前 ま

で神戸の玄関 口 ・ 三宮の顔 と し て百貨庖で は神戸最大の売 り 上げ高 を 誇 っ て き た。

ま た、 そ ご う グ ル ー プで も 神戸屈の売 り 上げは ト ッ プに位置 し て い た 。 そ の そ ご う 神戸

出 は 、 地震 に よ っ て建物 に 大 き な亀裂が入 札 立入禁止 と な っ た 。 こ の た め 、 専 門家 に よ

る 安全確認が済 む ま で は 商 品 の 運 び出 し も で き な か っ た 。

し か し 、 2 月 1 口 よ り そ ご う 神 戸 屈 の 近 く の物流セ ン タ ー 1 惜の約400rrl を 特設売場 に

し て生活必需 品 等 に 商 品 を 絞 っ た営業 を 再 開 し た 。

そ の後、 被害調査の結果、 建物の主要構造部分に 大 き な損傷 を 受 け て い る こ と が判 明 し

3 月 8 日 よ り 被災部分の撤去が始 ま っ た 。

そ ご う の発表で は神戸屈の被害額は 1 ， 105， 000万 円 に も 達 し た。

4 月 16 1=1 よ り 損害軽微の新館 と 本館地下の一部 を 使 っ て 、 震災前の約 3 分の 1 (売場面

積15， 300rrí) で営業 を 再 開 し た 。 再 開 当 日 に は約90， 000人 も の 来庖客数 を 数 え た 。

再開 に あ た っ て は 、 新館地下 1 階 に 集 中 レ ジ、方式で、 デ イ リ ー性 を 高 め た 生鮮食品 コ ー ナ

ー を 設置す る な ど し て魅力 を 高 め る 工夫 を し た 。

1 年後の1996年 4 月 の全館復興 オ ー プ ン ま で は 、 狭 い売場面積で営業 を 続け る こ と と な

っ た 。

大丸は被災地 内 に 直営の神戸庖、 新長田f占及 び グル ー プの ダ イ マ ル芦屋席、 ダ イ マ ル須

磨庖の 4 }苫舗 を 持 っ て い た 。

そ の う ち 神戸庖が大 き な 被害 を 受け、 !日館の 1 階の柱が押 し つ ぶ さ れて建物が中央 に 向

か つ て た わ ん だ状態 の た め 、 立入禁止 と な り 2 月 ま で商 品 の搬出 も で き な か っ た 。 決算で

は 103億円 の 災害損失 を 計上 し た。

4 月 8 日 よ り 本館南側 と 南館 を 使 っ て 、 震災前の約 3 分の 1 (約15 ， 000ぱ) の 面積で営

業 を 再 開 し 、 再 開 初 日 の 米 届者は約53， 000人 と 、 震災前の パー ゲ ン 持 と 同 じ く ら い の盛況

さ だ、 っ た。

神戸自の本格再 開 は、 1997年度 を 目 標 に 再建 さ れ る こ と と な っ た。

周辺の住宅が火災で焼け野原 と な っ た新長 田 庄 で は 、 ス プ リ ン ク ラ ー の誤作動 に よ る 商
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品 の水浸 し程度の被害で済ん だが、 営業 を 再 開 し た の は 2 月 16 1::1 に な っ て か ら であ っ た 。

ダ イ マ ル須磨屈で は 被害 は 少 な く 、 震災の翌 EI か ら は部分的 に 営業 を 行 っ た 。

阪急百貨自 は 、 阪急三宮駅 ピ ル の三宮屈 と 神戸 ハ ー パ ー ラ ン ド に神戸阪急の 2 JI占舗 を 持

っ て い た が、 神戸販急、 は被害が少 な か っ た も の の 、 三宮!占 は建物が崩壊 し 、 閉 鎖 と な っ た。

神戸市 出 資 の 第三 セ ク タ ー 「神戸都市振興j が1965年 に 日 本初の 再 開 発事業で建設 し た

神戸デパ ー ト は、 震 災に と も な う 大火で焼かれ屋 内 の 柱 は あ ち こ ち で鉄骨が む き 出 し な り 、

全壊判 定 と な っ て取 り 壊 し が決 ま っ た。 「神戸都市振興」 は こ れ ま での 累 積 赤字 に 加 え 、

神戸デパ ー ト の全壊 に よ り 、 7 月 に は神戸市 の 第 三 セ ク タ ー と し て初 め て 精算 さ れる こ と

と な り 、 神戸デパ ー ト も そ の歴 史 に 幕 を 閉 じ る こ と と な っ た。

こ れ ら 百貨屈の被害総額 は、 日 本百貨高 協 会 に よ る と 1 ， 000億 円以上 と 推定 さ れて い る 。

ロス ー パ ー

流通業 界 ト ッ プの ダ イ エ ー は 、 17 日 、 18 日 は多 く の庖が定休 日 であ っ た が、 地震発生後

の 午 前 7 時 に は、 東京本社 に 「災害対策本部J を 設置 し 、 午前 8 時 に は 定休 日 を 返上 し て

の営業が決定 さ れた。 ま た 東京 と 福 岡 か ら 360人が現地応 援 に 派遣 さ れた 。 午後 3 時 に は

庖舗の21時 間営業の指示がな さ れ、 と に か く 屈 を 開 け る こ と に よ り 「安心 を 売 る j こ と を

優先 し た 。 ま た 、 ヘ リ コ プ タ ー や タ ン ク ロ ー 1) 一 、 フ ェ リ ー な ど を 次 々 と チ ャ ー タ ー し て

物資の輸送確保 を 手配 し て い っ た 。

兵庫県下 に あ る 49宿舗の う ち 神戸市‘ 中 央 区 の セ ン タ ー 街付近の 6 席舗が壊滅的 な被害 を

そ ご う 解体

受 け る な ど、 数多 く の庖舗 が大 き な被害 を

受 け た た め 、 震災当 日 に営業で き た の は24

庖舗の み であ っ た 。 し か し 、 震 災 当 日 に営

業不能だ、 っ た 庖舗 も 復旧 に 努 め 、 3 日 後 に

は85%の庖舗が営業 し た。

グ ル ー プ企業の コ ン ビ ニ エ ン ス ス ト ア の

ロ ー ソ ン も 、 兵庫 県南部 に 展 開 す る 273庖

舗 の う ち の 約 7 割 に あ た る 194庖舗が18 日

に営業 し た。

被害額 は ダ イ エ 一 本体 だ け で500億 円 に

も の ぼ り 、 1995年 2 月 期 の 赤 字額 は260億

円 と 創業以来、 初 め て の 赤字 と な っ た 。

ダ イ エ ー で は 会 員 制 の 安 売 り 届 Kou's

( コ ー ズ) ポ ー ト ア イ ラ ン ド 宿 で24時 開 年

中 無休営業 を 開 始 す る な ど の 動 き も あ っ

た 。

他の ス ーパ ー の被害額 は そ れぞれ、 ニ チ
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イ が47億 3 千万 円 、 ジ ャ ス コ が60�70億 円 、 イ ズ ミ ヤ が18億 円 、 西友が 8 億 1 千万 円 と い

ずれ も 甚大 な 被害 を 受 け て お り 、 被害総額 は 日 本チ ェ ー ン ス ト ア 協 会 に よ る と 3， 000i意 円

以 ヒ と 推定 さ れて い る 。

口生協

阪神 ・ 淡路大震災に よ っ て 、 日 本最大の生協 で あ る 生活協 同組合 コ ー プ こ う べは、 神戸

市東灘 区 に あ る 1962 年 に 建 て ら れ築後30年 を 越 え て い る 本部 ピ ルが倒壊 し た の を 始め 、 大

き な 被害 を 被 っ た 。

駆 け つ け た 役員 た ち を 中心 に 、 直 ち に 「緊急対策本部J の設置が決定 さ れた 。 し か し 震

災の 中心部で あ る 東灘 区 は 、 水道、 ガ ス 、 電気 は む ろ ん の こ と 、 交通網 も 電話 も 寸断 さ れ

た状態 で あ り 、 情報収集 も ま ま な ら な か っ た 。

そ こ で、 バ イ ク や 自 転車で駆 け つ け た 職 員 が各地毘への伝令 と な っ て 「可能 な 限 り 間 庖

を J r庖内が無理 な ら 庖頭や近隣で、 緊急物 資 中 心 に 供 給 を J r当面営業休 日 は 開 庖」 と い

っ た 緊急指示事項が伝 え ら れる と と も に 、 各庖舗の状況や他社 の 庖舗の状況、 道路状況 な

どの事態の把握 に 努め た 。

本部 ピ ル の倒壊で、 ホ ス ト コ ン ビ ュ ー タ ー が大 き な ダ メ ー ジ を 受け 、 庖舗や協 同購入の

受注 シ ス テ ム が ダ ウ ン し、 商 品 の 受発注デー タ な どすべて手作業、 手計算で の処理 を 余犠

な く さ れた。 兵庫県下 に 155あ る 庖舗 の う ち 7 出舗が全壊 し 、 1 1庖舗が半壊 ・ 重度損傷 の

被害 を 受 け た 。 し か し多 く の庖舗では可能 な 隈 り の 関 宿への努力 が な さ れ、 1 7 日 に は97庖

舗が営業 し 、 20 日 に は ほ と ん どの庖舗がな ん ら かの形で オ ー ブ ン す る こ と がで き た。 ま た

震災当 日 に は 、 ほ と ん どの協同購入セ ン タ ー が、 交通停滞の 中 を ぬ っ て 、当 日 配達予定だ、 っ

た も の を 可能 な 限 り 配達 し た。

被災 し た コ ー プ こ う べ を 支援す る た め 、 日 本生協連で は17 日 午前10時 に 「支援対策本部J

が設置 さ れ、 南 は コ ー プお き な わ か ら 北 は コ ー プ さ っ ぽろ ま で に よ る 全国 の 各生協 に よ る

物資の供給や 職 員 派遣 に よ る 人的支援な どの組織的 な 支援活動がお こ な わ れ た 。 人的支援

の延べ人数は 3 月 10 日 ま で に9， 258人に も お よ ん だ。

コ ー プ こ う べは 1 980年 に神戸市 と 「緊急時 に お け る 生活物資確保 に 関 す る 協定j を 結 ん

でお り 、 こ の協定に も と づ き 、 被災直後た だ ち に職員 を 神戸 市の対策本部 に 派遣 し被災者

の救援活動 に取 り 組 ん だ 。 さ ら に 向様の協定 を 結 ん で い た尼崎市 と 、 緊急対応 の た め被災

地であ る 宝塚市、 商宮市、 芦屋市、 明石市、 淡路島 の 各市町の対策本部 と も 連絡 を と り 、

救援物資の提供 を 申 し 入 れた。 各 自 治体 に 送 ら れた救援物 資 は 、 金額で は約 2 億円 近 く に

の ぼっ た 。

地震 に よ る コ ー プ こ う べの被害額は施設損壊分の300億 円 を 含め総額で500億 円 に も の ぼ

り 、 コ ー プ こ う べで は復興へ む け て の構想委員 会 を 設 置す る こ と と な っ た。

兵庫県 で は コ ー プ こ う べ を 含 む被災 し た消 費生活協 同組合 に対す る 貸付金の震災特例錯

置が予算化 さ れた 。
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(表 7 ) コ ー プこ う べ被害施設一覧

ノゴ二、 壊 半
r，吉 舗 7 l 10 18 

共同購入 1 2 セ ン タ ー

その他 4 4 4 12 

言十 12 6 14 32 
u阪神 ・ 淡路大震災 コープこ う べ活動の記録』 よ り )

(表 8 ) コ ー プこ う べの緊急物資行政区別表

行 政 金額 (千円) 商 lll日I 名
神戸市 169， 898 ホ カ ホ カ カ イ ロ 、 寿司、 パ ン 、 毛布、 電池、 飲料水等

兵庫県 532 豚肉、 イ カ 、 守二肉 、 紙ボウ ル、 う どん等

宝塚市 1， 937 紙コ ッ プ、 ラ ー メ ン 、 お に ぎ り 、 チーズミ字

f巳 崎 市 816 ウ ロ ン茶、 菓 子パ ン等

西宮市 5， 711 毛布、 欽料水、 ラ ー メ ン 、 お に ぎ り 、 主主子、 ゴ ミ 袋�;

明石市 1， 351 羊毛飢布団、 ビニールシ ト 、 U ノf ッ ク 、 ス タ ッ プ ノt ッ グ
メ仁注3、 ;ロヨ，1ト 180， 245 

( r阪神 ・ 淡路大渓災 コープこ う べ活動の記録j よ り )

(表 9 ) 消費生活協同組合の育成指導

制 度 内 tíιマ-

消費生活協同組合対策資 貸 付 枠 : 100， 000千円
金の貸付 貸付対象 : 兵庫県生活協同組合連合会

(連合会から被災組合に貸付)
貸付利率 : {ド2， 5% (単位組合年2， 5%)
貸付期間 年間 ( う ち 6 ヵ 月 間指積)

消費生活協同組合設備資 貸 付 枠 : 6， 000 千円
余の貸付 貸付対象 : 消費生活協同組合 (単位組合)

貸付利率 : 年 5 %
貸付期間 7 年間 ( う ち 2 年間据置)

消費生活協同組合設備 貸 付 枠 : 846， 000千円
貸付金 震災特例措置 貸付対象 : 阪神 ・ 淡路大震災で被災 した消費生活協同組合

( 単位級合)
貸付利率 : 年2， 5%
貸付期間 ・ 7 年間 ( う ち 2 年問符置)

ま た震災後、 コ ー プ こ う べ と 神戸市 と 結ん で い た 「 緊急時 に お け る 生活物資纏保 に 関す

る 協定J に 全 国 の 自 治体か ら 注 目 が集 ま り 、 各地で 同様の協定 を 結ぶ動 き が活発 に な っ て

い る 。

な お 、 県下生協 の被害状況 に つ い て は 表10の と お り で あ る 。

第 七章@産業 雇用 48 1 



(表10) 生協別施設 ・ 備品 (蕗品 を 徐 く ) 被害状況一覧

コープこ う べ

都市生活

関西学院
神戸大学

甲南大学
神戸商船大学
神戸薬科大学
神戸親和女子

神戸市外大
神戸尚科大学
大手前女子大学
神戸事業連合

兵庫県学校生協
西宮市職員生協
全日海生協神戸
地方法務局

神戸医療生協
尼崎医療生協
板神医療生協
宝塚医療生協
灘区療生協
兵康医療生協
神戸市民生協
西宮市民生協
尼崎市民生協
兵庫労働共済
県民共済
兵庫ユーザー

兵庫福祉生協
住宅生協
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損壊事業所数
全壊 ・ 全焼 半壊 品き財投渓

1 8  6 14 

3 

3 
1 

1 1 
3 

2 
1 

1 

1 
l 

l 

備品のみに 損害額概算
被害 (万円)

+ α  3， 000， 000 
500 
50 

l 305 
70 

2 1 ， 030 
15 

1 1 
45 
170 

l 1 
1 200 

300 

1 

6 13， 000 
2 2， 000 

255 

1 50 
7 ， 600 

1， 565 
13， 700 

100 

軽微
3， 470 



(表10) 生協加施設 ・ 備品 (商品を 除 く ) 被害状況一覧 (つづ き )

兵庫生協 100 
。"也ネ、 メI』コ 三ロ1" 24 6 30 22 + α  3， 041， 537 

兵庫労働金庫 l 

兵庫経済連
*全壊、 全焼には、 当而の立入が禁止さ れている建物を含む。
* コ ープこ う べは、 関連会社の被害を含む。
* 大学生協の建物は、 大宇の所有のため、 損害額には含んでいない。
* コ ープこ う べをのぞく 建物は、 いずれも賃貸物件のため、 損害額には含んで、いな

し、。
*被災地内で被筈のなかっ たつ ぎの生協は徐いた。

(佐脅利主主協、 建設一般、 尼崎信用金庫戦災、 住友電気伊丹生協)
( r淑神 ・ 淡路大震災 コ ープこ う べ活動の記録J よ り )

4 . 百貨脂販売額の推移

兵庫県 内 の百貨届販売額は震災以降、 大 き く 落 ち 込んでお り 、 特 に神 戸 市 内 は県下平均

よ り も 大 き く 落 ち こ ん だ ま ま と な っ て お り 、 大丸、 そ ご う の 2 大癌舗の縮小の影響の大 き

さ を 示 し て い る O こ の 落 ち 込み の 回復は、 届舗の完全復旧 のみ な ら ず被災外へ流出 し た 人

口 が戻 っ て こ な い と 難 し い と 思 わ れ る O

(表11) 百貨底売上高

百 貨 宿 売 上 高
ノこ土\ニ 国 兵 康 Yfì，.

(億円) 前年比 (億円) 前年比
(%) (%) 

92年 1 19， 303 ム 1 . 3 3， 474 3. 5 
93 1 1 2， 636 ム 6. 2 3 ， 477 0. 1 
94 � ��' �:� I ム 2. 6 3 ， 375 ム 2. 9
95 108， 248 ム 2. 1 2 ， 262 ム40. 0

95年 1 月 8， 419 ム 5. 2 164 ム35 . 0
2 7 ， 045 ム 3. 2 74 ム63. 9
3 9， 208 ム 2. 6 1 1 1  ム59. 0
4 8， 492 ム 2. 5 160 ム39. 8
5 8， 419 ム 2. 0 180 ム33. 4
6 8， 414 ム 1 . 4 175 ム29. 5
7 1 1 ， 41 6 ム 2. 2 291 ム24. 7 
8 7 ， 195 ム 0. 8 162 ム22. 8
9 7 ， 675 0. 5 182 ム17. 6
10 8， 933 ム 2. 5 201 ム23. 4
1 1  9， 040 0. 1 202 ム24. 1
12 13， 995 ム 2. 2 361 ム19. 9

96年 1 月 8， 778 4. 3 188 15 . 8 
2 7 ， 326 4. 0 152 104. 7 
3 9， 618 4. 6 202 82. 2 

出所 通産省 兵庫県百貨庖協会

神 戸 市
(億円) 前年比

(%) 
3， 262 ム 2. 0
3， 225 ム 1. 1
3， 1 54 ム 2. 2
1 ，  998 ム36. 7 

137 ム42. 8
50 ム74. 3
89 ム65. 0
1 50 ム40. 1
161 ム35. 2
157 ム34. 9
261 ム29. 7 
152 ム26. 7 
166 ム23. 1
176 ム30. 0
177 ム30. 5
323 ム24. 2
1 63 18. 7 
132 162. 0 
180 102. 3 

通産省
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i 第六節 金融の復興状況
1 . 金融機関の状況

地震 に よ っ て 三菱信託銀行 ピ ル や 明治生命 ピ ル を は じ め 、 金融機関が所有 ま た は入居す

る ビ、 ル の 多 く が被害 を 受 け た。

神戸銀行協会の調べに よ る と 、 社員 銀行43行 (各行母屈の43匝舗) に つ い て 、 1 月 17 日

か ら 18 日 に か け て の ヒ ア リ ン グで は 、 全 ・ 半壊が 9 ヵ f呂、 営業の 目 処た た ずが全 ・ 半壊 を

含めて37 ヵ 属、 停電が解消すれば可能が11 ヵ 屈、 訪 日 か ら 20 日 に は再 開 可 能が 5 ヵ 屈 と い

う 状況 で あ っ た 。 社員 銀行全庖舗 (神戸市内224 ヵ 庖) の19 日 の営業状況 は 、 フ ル営業が

52 ヵ 庖、 機械化 コ ー ナ ー の み は は ヵ 自 で あ っ た 。 震災10 日 後の 1 月 27 日 に は 、 社 員 銀行 は

全届舗が営業再 開 し て い た が、 自 分の 出舗が使用 さ れて い な い ケ ー ス が5 2 ヵ 応あ り 、 そ れ

ら の届舗が臨時窓 口 を 設霞 し た先の 内訳は、 日 本銀行 7 、 さ く ら 銀行 4 、 自 行の近隣席舗

41であ っ た。

日 本の 中央銀行であ る 日 本銀行の神戸支屈で は 、 中央銀行の機能 を 維持 し 、 通貨価値の

安定 と 金融 シ ス テ ム の安定を 図 り 、 社会的混乱 を 回避す る た め 、 迅速な 緊急対応がな さ れ

た。

日 銀神戸支屈 は 堅牢 な 建物 は 無事だ、 っ た も の の 当初 は 自 家発電が故障 し 、 日 本銀行本宿

と オ ン ラ イ ン で結ぶ 日 銀 ネ ッ ト が ダ ウ ン し た状態 で あ っ たが、 通常 どお り 午前 9 時 に は営

業 を 開始 し た 。

周 酉 の状況か ら 、 迅速な 金融特別措置の発動が必要 と 判 断 し 、 大蔵省銀行局 や 日 銀本庖

と 連絡 を 取 り 、 「今般の地震災害 に 伴 う 金融特別措置」 と し て以 下 の 内容 を 決め た 。

1 . 預金証書 ・ 通 帳 を 紛 (焼) 失 し た場合で も 預金者であ る こ と を確認 し て払い戻‘ し に

応 じ る こ と 。

2 . 届 出 の 印鑑の な い場合に は揖印 に て応ず る こ と 。

3 . 事情 に よ っ て は定期預金の期 限前払い戻 し に応 ず る こ と 。 ま た 、 こ れ を 担保 と す る

貸付 に も 応ず る こ と 。

4 . 今 国 の地震 に よ る 障害 の た め 支払期 日 が経過 し た 手形 に つ い て も 関係金融機関 と て

適宜話 し 合 い の う え 、 取 り 立てがで き る こ と と す る こ と 。

5 . よ ごれた紙幣の 引 換 に応 ず る こ と 。

6 . 国債 を 紛失 し た場合の相談 に!必ず る こ と 。

7 .  1 � 6 に かか る 措置 に つ い て 実施庖舗 に て 応頭掲示 を 行 う こ と 。

8 . 本取扱 い は 、 平成 7 年 (1995年) 1 月 17 日 か ら 平成 7 年 (1995年) 1 月 20 日 ま で と

す る こ と O

こ の措置 は20 日 ま で と さ れて い たが、 そ の 後 も 長期 に わ た っ て 適用 さ れ、 金融不安 を 紡
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(表 1 ) 臨時窓 口顧客受入状況等の推移

臨時窓口顧平等受入状況 窓 口

対 応 ナム ，'1"， 照 会 支払金額 開 設 金融機関名等
人 数 人 数 人 数 (万円) 行座数

1 !20 tl (金) 223 93 130 4， 215 13 第一勧銀、 東銀、池問、 中E号 、三井 T、 三
21 日 (土) 182 83 99 3， 601 14 変 T、 中 央 T、 住友T、興銀、 あ さ ひ、 安

巨l T、 東洋 T、 日 長銀(20 日 �) 、 農 中 (21
22 日 ( 日 ) 53 30 23 1 ， 282 14 日 �) 、 以上臨時:窓口、 中 小金庫 (�26

FJ ) 、 隊中 (�24 1::1 ) 、 以上棺談窓口

23 日 (月 ) 234 118 116 16， 086 12 あ さ ひ、 安田 T が臨時窓口移設
24 日 (火) 186 117 69 14， 947 1 1 第一勧銀 イシ

25 臼 (水) 202 106 96 13， 313 1 1  

26 日 (木) 170 95 75 7 ， 908 10 東洋 T イシ

27 8 (金) 183 114 69 8， 594 9 東銀 タ，

28 日 (上) 50 29 21 3， 031 8 I i也閏 イシ

29 日 ( 日 ) 47 26 21 2， 198 8 

30 日 (丹 ) 191 I 139 52 15， 396 4 中医、 住友 T、 日 長銀、 農中 イシ

31 日 (火) 152 96 56 8， 054 4 
2 1 日 (水) 95 69 26 7， 772 3 三菱 T づ'

2 汀 (木) 92 46 46 4， 288 3 

3 日 (金) 77 51 26 1， 918 3 臼銀神戸支!白内の臨時窓口は終了

4 日 (土)

5 日 ( 日 )
6 R ( 月 ) 。 三井 T、 中央 T、 興銀が臨時窓口移設

累 計 2， 137 1 ， 212 925 1 12， 608 

(段) T {ま信託銀行の略。 ( r阪神大震災 日銀神戸支!吉長の行動日記 』 よ り )

い だ。

19 日 に は損傷銀行券等の 引換業務 を 開始 し 、 20 日 に は特別措置 を 発 出 し で も こ れ を 実施

す る 金融機関 の 窓 口 が閉 鎖 し て い て は ど う に も な ら な い と い う こ と で、 建物が損壊 し て営

業 で き な く な っ た 銀行 の 支庖等 に営業場所 を 貸 し て 臨時 窓 口 を 設置 し た 。 臨時窓 口 は 2 月

3 日 ま で設 置 さ れ、 そ の 間 の 来 応 客 は約3， 000名、 う ち 半数が預金等 を 引 き 出 し 、 金額は

15億 円 に も の ぼっ た 。

さ く ら 銀行 で は 、 被災当 日 の朝 8 時15分 に神 戸本部 に 到着 出 来 た の は在籍600名 の う ち
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(表 2 ) 1 F.J 1 7 B  (震災) 以降 8 F.J 31 B ま での銀行券受払状況

受入額 同前年 A-B 受入額
A B 

(.&) 率 A 

1 /17� 億円 億円 i意円 % 億円
1 /31 405 1 ， 358 .&953 .&70. 2 

<'&1. 0) 11 
2 月 中 2， 688 】 2 ， 659 + 29 ート 1 . 1 1 ， 361 

<.&9. 5) 
3 月 中 2， 372 3， 388 .&1， 016 .&30. 0 2， 266 

( 十 0. 3)
4 月 中 2， 575 2， 732 .&157 .&5. 8 2， 948 

( 十 1. 1)
5 月 中 3， 424 3， 617 .&193 .&5. 4 2， 590 

<.&2. 0) 
6 月 中 2， 740 2， 962 .&222 .&7. 5 3， 586 

<.&2. 0) ! 
7 月 中 3， 229 3， 659 .&430 .&11 . 8 2， 998 

< + 0 . 1 ) 
8 月 中 3， 251 3， 627 .&376 .&10. 4 2， 855 

合 計 20， 684 24， 002 .&3， 318 .&13. 8 20， 655 

( ) 内全唇lの培減 (.&) 率

|可前年 A-B 
1ヨ 増減 (.&) 本

i意円 億円 % 
1， 725 + 326 + 18. 9 

<.&8. 4) 
2， 750 .&1， 389 .&50. 5 

<.&0. 7) 
3， 155 .&889 .&28. 2 

<'&5. 8) 
2， 994 .&46 .&1. 6 

< + 5. 9) 
2， 458 + 132 + 5. 4  

〈 十 0. 5)
3， 550 + 36 十 1. 0

<'&4. 2) 
3， 421 .&423 .&12. 4 

(.&0. 8) 
3， 029 .&174 .&5. 7 

23， 082 .&2， 427 .&10. 5 
( 1阪神大震災一日銀神戸支出長の行動 日 記-j よ り )

わずか10名 であ っ た。 本部内 も 停電で、 中 は書類が散乱 し、 ス プ リ ン ク ラ ー の作動や水道

タ ン ク の破裂で、水没 し の フ ロ ア も あ っ た。 8 時半 に は対策本部 を 設置 し て 東京本部 に 連絡

し 、 全員 で営業庖への電話確 認 を 始 め た 。 し か し、 ほ と ん ど電話が通 じず、 電話の通 じ た

支庖 に は近 隣 の 支屈の 様 子 を 連絡す る よ う 指示 し た 。

午後 に は約30名が集 ま り 、 夕 方 ま で に は神戸 尼崎開 の営業庖が被災 し た こ と 、 コ ン ビ

ュ ー タ は無事 だが電話回線の分断に よ る オ ン ラ イ ン の一部不通 な ど を 確認 し た。

結局、 17 日 に は 119庖舗が窓口営業で き な か っ た 。

翌18 日 に は1前 日 に休業 し た 119庖舗の う ち 75庖舗が窓口 を 開 け た 。

数 日 間 は現金が枯渇す る こ と の な い よ う 通常の 3 倍 の 量 を 準備 し た。 し か し交通停滞の

た め 現金搬送車が走 れ な い た め 、 6 ヵ 所の大型庖 に 現金 を キ ー プ し、 近 隣の 庖舗か ら 行 員

が受 け取 り に 行 く よ う に し た 。 庖舗 に よ っ て は行 員 が 自 転車や徒歩で現金 を 持ち 帰 る こ と

も あ っ た。

2 1 ・ 2 2 日 の休 日 に は一部の癌舗では営業 を 行い 、 23 呂 に は端末機器や 備 品等 を 調達 し て

仮営業 も 含め全屈 で営業 を 再 開 し た 。

そ し て 1995年 9 月 に は全て の 庖舗 に お い て正常 な営業体制 に復旧 し た 。
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兵庫銀行 で は 、 神戸市中央区三官 に あ る 本庖の損傷が激 し い た め 、 本庖近 く に あ る 中央

区伊藤町の事務セ ン タ ー に本部機能 を 移 し 、 本脂営業部 は新神戸支庖 内 に仮出 自 し た。

17 日 中 に 災害対策本部 を 設置 し、 行 員 の 安否確認や庖舗の擢災状況の確認 を 実施 し た 。

同行で は振動で コ ン ビ ュ ー タ の位置がずれ、 関線の接続部分が損傷 し た た め 、 全庖舗の

ATM ' CD が稼働不 能に 陥 っ た 。 ホ ス ト コ ン ビ ュ ー タ が回 復 し た の は20 日 だ っ た 。

兵庫県 内 に は法務大臣指定の手形交換所が 6 ヵ 所 (神戸、 姫路、 尼崎、 明 石 、 西宮、 加

古 川 、 高砂) あ り 、 こ の う ち 神戸手形交換所 で は 1 月 17 日 か ら 23 日 ま で、 西宮手形交換所

では 1 月 17 日 か ら 20 日 ま で、 明石手形交換所 で は 1 月 17 日 か ら 18 日 ま で、 そ れぞれ手形交

換業務 を 休止 し た 。

他の 3 ヵ 所の手形交換所 で は手形交換業務 を 停止す る こ と は な か っ たが、 1 7 日 ・ 18 日 の

両 日 は交換開始時刻 を 繰 り 下 げた 。

神戸手形交換所の被害 は軽微であ っ た が、 東西 に 隣接す る ピ ル が全壊状態 で、 し か も 断

続 的 に 発生す る 余震 に よ り 手形交換所側 に傾 き 始め て お り 、 万が Aの危険 を 避 け る た め に 、

さ く ら 銀行栄町支庖の 3 階会議室 を 借用 し て 1 月 24 日 よ り 手形交換業務 を 再 開 し た。 ( 4 

月 25 日 に 現交換所 に 復帰)

再開 当 日 は74行中犯行の参加 で再 開 さ れ、 全行が参加で き る よ う に な っ た の は27 日 であ

っ た。

1 月 24 日 か ら 31 日 ま での交換枚数お よ び交換高 は、 前 年 同 期 に 比べて半減 し て い た が、

2 月 以降 は徐 々 に 同復 し 、 4 月 に は前 年 同 月 比80�90% ま で 回復 し た。

第 1 号不渡届 数 は 、 1 月 中 は3， 716枚で通常月 の20倍以上 に 達 し 、 う ち 震 災 関 連不 渡届

数は3， 465枚で、 交換枚数に 占 め る 割合は2. 41% に達 し た 。

そ の後、 震災関連不渡届 数 は 翌 2 月 に は交換枚数 に 占 め る 割合 は0. 56% と 急落 し、 6 月

に は0. 05% と 通常 月 に近い数字 と な っ た。

震災関連不渡手形 と は、 原則 と し て地震発生前 に振 り 出 し た手形 ・ 小切手 を 支払人が決

裁で き な い場合、 そ の 原 因 が震災 に基づ く も の と 支払銀行 に よ っ て認定さ れ た不渡手形 を

い う が、 神戸銀行協会 に よ る と 、 1 月 1 7 日 か ら 8 月 2 日 ま での 累積枚数は8， 912枚に達 し 、

金額で98億 円 、 人 員 数で1 ， 079人 と な っ た。

(表 3 ) 手形交換参加銀行数の推移

5 日 間 休 止

1 /24 37 
1/25 40 
1 /26 50 
1/27 52 

合 計

58 
61 
72 
74 

げ阪神 ・ 淡路大震災に学ぶ銀行の事務対応』 よ り )
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(衣 4 ) 手形交換枚数 ・ 交換高 (枚、 総円、 %)

1995年 1994年: 前年比増減f千i
枚 数 交換高 枚 数 交換お 枚 数 交換高

111 �31 321， 256 7 ， 362 502， 441 1 1 ， 399 ..... 36. 1 ..... 35. 4 
(117�31) (143， 852) (2， 853) (300， 005) (6， 181) (..... 52. 1 )  (..... 5 :). 6) 
2i1�28 353， 256 6 ， 243 481 ， 486 9， 644 ..... 26. 6 ..... 35. 3 
31�31 402， 190 9， 503 545， 032 12， 226 ..... 26. 2 ..... 22. 3 
4/l�30 362， 928 8， 132 461， 791 9， 429 ..... 21， 4 ..... 13. 7 

(4/1 �5/1) (41 6 ， 075) (9， 970) (524， 606) ( 1 1 ， 525) (..... 20. 7) (..... 1:1 . 5) 
5 11 �31 458， 100 10， 937 551 ， 771 12， 081 ..... 17 . 0 ..... 9 . 5 
(5 /2�31) (405， 003) (9， 099) (488， 956) (9， 985) (..... 1 7 . 2) (..... 8. 9) 
ふ 1�30 425， 136 9， 425 503， 508 1 1 ， 384 ..... 15 . 6 ..... 17 . 2 
7il�31 468， 782 9， 123 505， 342 9， 199 ..... 7 . 2 ..... 0. 8 

(71 �8/2) (514， 444) (10， 248) (594， 456) ( 1 1 ， 739) (..... 13. 5) (..... 12. 7) 
( f阪神 ・ 淡路大震災に学ぶ銀行の事務対応』 よ り )

(表 5 ) 第 1 号不渡扇数 (交換 日 ベー ス ) (枚、 億円、 %)

1995'手 1994{ド

不 渡 届 数 内地災関連不渡IEll数 不 渡 Iftl 主主

i 枚 数 交換枚数比 枚 数 交換枚数比 金額 交換高よじ ; 枚 数 交換枚数l七
11 �31 3 ， 716 1 ，  1 6 3， 465 1. 08 32 0. 43 207 0. 04 

( 1 ! 17�31) (3， 532) (2. 46) (3， 465) (2. 41) (32) (1 . 12) (52) (0. 02) 
2/ 1 �28 2， 482 O. 70 1 ， 993 0. 56 23 0. 37 2 1 1 0. 04 
3/1 �31 1 ， 798 0. 45 1 ， 353 0. 34 17 0. 18 201 0. 04 
4. 1 �30 648 0. 18 528 0. 1 5 7 0. 08 169 0. 04 

(U�5 / J) ( 1 ，  192) (0. 29) (1 ， 052) (0. 25) (12) (0. 12) (279) (0. 05) 
5 1�31 1 ，  273 0. 28 1， 173 0. 26 13 O. 12 361 0. 07 
(5. 2�31) 729 ) (0. 18) ( 649) (0. 16) (8) (0. 09) (251) (0. 05) 
6 1�30 279 0. 07 228 0. 05 4 0. 04 1 94 0. 04 
7 1�31 204 0. 04 161 0. 03 2 0. 02 102 0. 02 

(7 1 �8 2) ( 221) (0. 04) ( 1 72) (0. 03) (2) (0. 02) (156) (0. 03) 
1 17�8 2累計 10， 233 8， 912 98 1 ， 344 

( r阪和jl ・ 淡路大震災に学ぶ銀行の事務対}，t，;j よ り )

「不渡処分猶予J の特別措置 に 関 し て 、 地震関連不渡手形の認定 は 、 支払人の事情 を 最

も 知 り う る 立場 に あ る 支払銀行 の 判 定に委ね ら れた 。

こ の特加措置 は、 手形交換所規則 の 運用 上の措置であ っ て 、 手形法等法律 を 規制 し た り

手形決済 を 猶予す る も の で は な い が、 混乱が落 ち 着 き 始め た 2 、 3 月 頃か ら は、 不渡処分

猶予 を 決済猶予 と 誤解 し た 等の手形受取人か ら の苦清が増加 し 始 め た 。

「不渡処分猶予j の特別措置の廃止 に つ い て は 、 4 月 頃 よ り 「廃止すべ き j と の声が寄

せ ら れる よ う に な り 、 6 月 に は地震関連不渡手形の枚数が激減 し 、 震災前 に振 り 出 し た手

形 は ほ ぼ出尽 く し た と 思 わ れ た た め 、 当 該措置の役割 は終わ っ た と 考 え 、 金融当局や産業

界の了解 を 得 て 、 8 月 2 日 の 交換提示分を も っ て廃止 し た。
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口金融機関預貸出金残高 の推移

全国及 び兵庫県、 神戸市の預貸出金の残高 を 比較す る と 、 表 6 の と お り で あ る O

6 月 頃 よ り 貸 出金額が増加 し て お り 、 こ れは住宅の建て替えや損壊 し た設備の修護資金

需要等が原 因 と み ら れる が、 企業の大口復興資金需要は盛 り 上が り に 欠 け て い る と い っ た

状態であ る 。

2 . 復興金融の状況

口緊急災害復旧 資金、 緊急特別 資金等

震災に よ る 被害 は 事業規模の大小 を 関 わ ず大 き な も の であ っ たが、 特 に 中 小企業に と っ

て は、 自 力再建の 道 は 険 し く 、 早期 の事業再 開 に は行政に よ る 支援が不可欠 で あ っ た 。

そ こ で兵庫 県 で は 、 長期低利融資制度の創設の検討 に取 り かか り 、 被災企業 の最 も 多 い

神戸市 と 歩調 を 合わ せ る こ と と し、 1 月 21 日 に神戸市 と 融資限度額、 利率、 融資期 間 、 融

資 目 標額等 に つ い て の具体的 な協議 に 入 っ た 。

一方、 中小企業設備近代化資金の利用企業 に 対 し て は、 償還免除措霞及び償還猶予措置

を 行 う こ と と し た 。

(表 6 ) 金融機関預貸出金残高 (各年末、 各 月 米現設)

ヘ4十5月 時\ i 金 融 機 関 預 貸 出 金 残 高 (10億刊)

全 国 銀 行 兵 庫 県 (合計) 神 戸 市 (合計)

預 金 貸出金 預 金 貸出金 預 金 貸出金
92年 41 1 ， 608 471 ， 821 

93年 418， 567 477， 581 

94年 426， 993 478， 277 

95年 1 月 418， 502 472， 618 
2 420， 856 472， 880 
3 438， 576 475， 877 
4 432， 471 472， 500 
b 432， 701 467， 260 
6 462， 501 470， 429 
7 426， 304 470， 746 
8 459， 078 473， 255 
9 480， 303 
10 465， 544 475， 048 
1 1 470， 380 477， 140 
12 478， 489 486， 163 

96年 1 月 467， 981 480， 550 
2 461 ， 816 481 ， 927 
3 471 ， 535 482， 399 

資料出所 { 全国銀行協会
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19， 931 17 ， 327 8， 391 8， 394 

20， 471 17 ， 692 8， 430 8， 373 

21 ， 488 17 ， 780 8， 793 8， 264 i 
21 ， 543 17 ， 587 8， 875 8， 163 
21 ， 656 17 ， 456 8， 898 8， 028 
22， 096 17 ， 636 9， 315 8， 082 
22， 551 17 ， 697 9， 537 8， 064 
22， 653 17 ， 581 9， 617 8， 070 
22， 646 17 ， 801 9， 457 8， 189 
22， 599 18， 013 。， 401 8， 408 
22， 423 18， 060 9， 318 8， 448 
22， 289 18， 685 9， 244 8， 878 
22， 418 18， 593 9， 390 8， 887 
22， 388 18， 696 I 9， 311 8， 872 I 
22， 764 19， 065 9， 402 9 ， 026 

22， 524 18， 467 9， 332 8， 599 
22， 487 18， 515 9， 288 8， 605 
23， 004 18， 546 9， 776 8， 516 

H 本銀行神戸支広 神戸銀行協会



(表 7 ) 制度の概要 (融資)

干重 類 内 � 廿
災害復旧資金 1 1 . 融資対象者 市町長が発行の事業所の建物の 「催災註明j を受け

た中小企業者
2 . 融資条件
①限度額 企業5. 000万円 (組合 l 億円)
苦 手iJ 来 2. 5% 
a期 間 10年 (据置 5 年)
<I 信用保証 必ず必要
([利子補給 事業所が、 全壊 ・ 半壊 (全焼 ・ 半焼を含む。 ) し た中

小企業者に対 しては、 融資額の う ち 2. 000万円以下の
部分について、 年2. 5%の利子補給を当初 3 年間実施
する。

3 . 取扱期間 平成 7 年 2 月 15 日 � 7 月 31 日 (実行分)

緊急特別資金 1 1 . 融資対象者 l 月間 以降の 1 ヶ 月 隈の売上額が、 前年同月 と 比
較 して20%以上減少し、 かっ、 その後の 2 ヶ 月 間を含む 3 ヶ 月 間の
売上額が前年同期比較 して20%以上減少 (見込み) している 中小企
業者。

2 . 融資条件
①限度額 2， 000万円
②利 率 2. 8%
③期 間 5 年 (据置 l 年)
④信用保証 原則必要

3 . 取扱期間 平成 7 年 2 月 15 日 � 7 月 31 日 (実行分)

制度の実施 に あ た っ て は多額の 資金需要が見込 ま れ る こ と か ら 、 国 に 資金の助成 を 要望

す る と と も に 政府系 中小企業金融 3 機関 が実施 し て い る 融資制度 に つ い て の 、 融資条件の

改善 を 要望 し た 。

そ の結果、 兵庫県 と 神戸市が実施主体 と な っ て 国 の 支援の も と 、 こ れ ま で に 例 を 見 な い

低利の 緊急災害復!日資金 を 創 設 し た の を は じ め 、 償還期 間 の 延長制度や利子補給、 緊急特

別 資金 (震災貸付) と い っ た制 度が創 設 さ れた 。

2 月 1 5 日 よ り 受付が開 始 さ れ る と 申 し込みが殺到 し 、 申 込件数は、 緊急災害復旧資金に

お い て は33， 555件、 4， 701億 円 に達 し 、 緊急特別資金 (震災貸付) に つ い て は、 4， 904件、

653億 円 に も 達 し 、 融 資実績は、 資金に お い て は33， 551件、 4， 222億円 に 達 し 、 緊急特別 資

金 (震災貸付) に つ い て は、 4， 631件、 573億円 に も 達 し た。

ま た 、 政府系金融機 関 の 災害復旧貸付 制 度 に つ い て も 改善 さ れ、 融 資限度額が、 国民金

融 公療 が3， 000万 円 を 6， 000万 円 に 、 中小企業金融公庫命が1. 5億 円 を 3 億 円 に 引 き 上 げ、 取

扱 い期 間 も 1996年 7 月 31 日 ま で延長 さ れ、 金利 も 引 き 下 げ ら れ、 制 度の拡充が図 ら れた 。

ほ か に 大企業への金融 支援 と し て 、 日 本開発銀行 に お い て 、 電力 、 ガ ス 、 鉄道、 通信等

の ラ イ フ ラ イ ン の復 旧 、 大規模小売出舗、 製造業生産 ラ イ ン 等 に 対す る 復旧 に必要 な 資金

を 対象 と し た 、 通常金利 を 大幅 に 下 回 る 長低利の災害復!日融資制度が 2 月 17 日 に 創設 さ れ

た 。
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2 月 15 日 よ り 受付が開始 さ れ る と 申 し込みが殺到 し 、 申 込件数は、 緊急災害復旧資金に

お い て は33， 555件、 4， 701億円 に 達 し 、 緊急特別 資金 (震災貸付) に つ い て は 、 4， 904件、

653億 円 に も 達 し 、 融資実績 は、 至 近 に お い て は33， 55 1件、 4， 222億 円 に達 し 、 緊急特別資

金 (震災貸付) に つ い て は、 4， 631件、 573億 円 に も 達 し た 。

(表 8 ) 制度の概要 (償還期間延長等)

種 類 i土j � 廿
償還期間の延長
(返済猶予)

県中小企業融資制度を利用 し 、 池袋に よ る権災のため返済資
金の調達が附難な中小企業者等に対 し、 償滋期間jを延長 し、 1 
年間返済のj尚 子を行う こ と に よ り 、 資金繰 り の緩和を図る 。
1 .  J!'Z扱期間 平成 7 年 2 月 1 5 L! - 7 月 31 日

i 中小企業設備近 1 1 . 償法免除
代化資金、 地場 | ①対象企業 貸付 ・ 貸与設備が滅失 し た企業
産業等振興近代 1 (]:特別指置 王子成 7 年 1 月 1 7 1] 現在の貸付 ・ 貸与残高の全部
化資金、 中小企 | ま たは 一昔Eの償還を免除する 。
業設備貸与及び I 2 . 償還猶予
先進機器 . 1îエ I (1)対象会業 事業所、 主要事業用資産が余 ・ 乎壊等の損害を
ネルギ一等設備 | 受けた企業
貸 与 の 償 還 免 [ ②特別措置 平成 7 年 l 月 17 日 現夜の貸付 ・ 貸与残尚につい
除、 償還積 子及 i て、 償還期間の 2 iF以内延長を行う 。
び償還期間延長 I 3 . 償還期間延長

①対象企業 事業所、 主要事業出資産が全 ・ 半壊等のm害を
受けた企業

②特別措置 平成 7 年 1 月 17 Ll 以降の新規貸付 ・ 貸与の償還
期間を次の と お り 延長する 。

・ 中小企業設備近代化資金
通常 5 年 → 特例 7 年

. 地場産業等振興近代化資金
通常 5 年 → 特例 7 年

・ 中小企業設備貸与 ( ー般貸与)
通常 4 年半 → 特例 6 {f半

(表 9 ) 兵庫県 ・ 神戸市緊急災害復旧 資金融資実績 ( 単位 : 倍、円)

地 域 別 業 模 別
地 域 i'� 数 金 額 i 業 種 件 数 金 額
伸}5T↑J 24. 645 2， 997 製造業 5， 654 768 

阪 神 6， 758 938 建設業 3， 228 400 

束播磨 1， 069 133 I 運送 ・ 倉庫業 490 83 

淡 路 855 121 

そのfむ 224 33 
33， 551 4， 222 

\~ \ \ \ \ 
\ 

\ 
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小売サ} ビ ス 16 ， 108 1， 702 
卸売業 3， 175 I 157 

不動産業 4， 841 808 I 

その他 55 4 
33， 551 4， 222 

従業員規模別
従業員 件 数 金 額

。-4人 22， 953 2， 374 

5-20人 8， 233 1， 315 
21-30人 851 180 
31-50人 786 170 

51-100人 487 1 16 
101-300人 i 229 

300人超 12 4 

33， 551 I 4， 222 



(表 9 ) 兵庫県 ・ 神戸市緊急災害復!日資金融資実績 (つ づ き ) (f判立 : 1，意円)

地 域 別 業 種 別 従業II規紋別
資金使途別 金融機関íJU 金 ÏlIi 別

使 途 I f牛 数 金 額 業 態 件 数 金 額 金 額 件 数 ( 金 額
9， 470 1 ， 904 者f\ îN 1 1 ， 676 1 ， 782 500万円以 下 11 ， 304 477 
14， 901 1 ， 977 地 銀 2， 147 290 501�1 ， 000 9， 357 863 

運転 ・ 設備 9， 附 I ] ， 151 ; 第 2 J世銀 8， 064 843 1 ， 001 �1， 500 2， 221 315 

百十 33， 551 4， 222 ノf三口会 ペ仇込 10 ， 000 I 1 ，  091 1 1 1， 501 �2， 000 I 8， 346 1 ， 659 
l \\ \

\ 

信 組 1， 450 

政府系 211 

33， 551 

(表10) 兵庫県緊急特別資金 (震災貸付) 融資実緩

地 域 別 業 種 別
地 域 ( 件 数 余 綴 業 種 件 数

神戸市 913 105 製造業 1， 173 

阪 神 778 1 106 建設業 886 

東J長Jr! 1 ， 005 1 1 9  運送 倉庫業 ! 200 

)古橋!怒 477 68 小売サー ビス 1 ， 608 

1.13. 馬 449 52 卸売業 719 

丹 j皮 1 1  1 不動産業 42 

淡 路 998 122 1 1  その他 3 

計 4， 631 573 I 4， 631 

資金使途別 金融機関別
イ史 よ主 件 数 金 綴 業 態 件 数
逆 転 4， 618 572 都 銀 1， 269 

設 備 6 1 地 銀 584 

運転 ・ 設備 7 1 第 2 地銀 753 

言十 4， 631 573 1.:1 1i主 l ， 6 1 7 1 

\\ 
\\\\\ 

イ三 組 355 

政府系 53 

4， 631 

171 

45 
4， 222 

金 額
149 

1 1 9  1 1 

30 1 
167 1 1  
99 I 
6 

3 
573 

金 額
176 

70 
84 

193 
41 ! 
9 

573 11 

2， 001 �5， 000 2， 316 902 
5， 001�1億円 6 

33， 551 ふ 222
UU)j(ljふ潟べ)

( ìji.1.占 : 1.針'J

従業H規模íJU
従業H f牛 数 金 手\(!

0�4人 1 ，  835 1 60 

5�20人 2， 098 293 
21�30人 293 48 

」
31 �50人 265 47 

51�100人 1 10 19 
101�300人 29 6 

300人超

計 4， 631 573 

金 額 別
金 額

500万円以、 T
501 �1 ， 000 

1 ，  001 �1 ，  500 

1， 501 �2， 00 
2， 001 �5， 000 
5 ， 001�1億円

言十

件 数 金 額
1， 117 46 
1 ， 431 133 
402 58 

1， 681 336 

1， 631 573 
(兵庫県誠べ)
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(表11 ) 政府系金融機関の貸付制度

中小企業金融公庫 商工組合中央金庫
国民金融公燦災寄貸付 災害復旧貸付 災害復旧貸付 特別利率貸付

直接ま たは間接的に被 同1c : 被害を受けた中小企業 直接ま たは間接的に被
害 を 受 け た 中小企業 者 (同金庫所属団体お 7有?を受けた中小企業者

象 災筈貸付は 被 ( よ びその構成団体) で、 被害の程度が甚大
害 の程度が甚大な も な も の
の)
6000万円以内 3 億円以内 - 組合 - 組合

貸付金額 ( う ち 特別 災害貸付 ( う ち 特別 災害貸付 200億円以内 300ü)J円以内
3000万円以内) 3000万円以内) - 組合員 - 組合H

20億円以内 1000万円以内

償還期間 10年以内 10年以内 - 設備資金20年以内 ( 3 年間据置可)
( 2 51'採H賀町) ( 2  :(j三据霞百J) - 運転資金10年以内 ( 3 年間指南河)

①直按被待費で特別被害証明書提出の と き 当初 基準金利 ①主主接被得者で特別被
5 年間手IJi手軽j成 (当初10年間。 1 1年 同 筈?説明書提出の と き
6 年 目 以降));;準金利 以降 5 年 日 ごと に見直 当初IJ 5 年間利家軽減
(3000万円以内) し) 6 ::ド H 以降基準叩金利

全壊又は半壊の り 災証明書の提出に よ り 当初 (3000万円以内) 会
3 年間利子補給あ り (実質年2. 5%) 壊又は半壊の り 災証
②上記以外で特別被害証明書又は被害証明書提 明書の提出に よ り �Ií

貸付利率 出の と き 初 3 年間利子補給あ
当初 3 年間利子軽減 り (実質年2. 5%)
4 年 目以降基準金利 ②j二記以外で、特別被答
(1000万円以内) 説明書又は被筈証明

書提出の と き 当初 3
年間利子軽減 4 年 日
以降基準金利 (1000
万円以内)

受付期r"� 平成 時 7 月 31 0 ま で i 平成 8 年 7 月 31 日 ま で 平成 8 年 7 月 31 日 ま で
(11995 ・ 1 ・ 17阪神 ・ 淡路大震災 商貨の記録j よ り )

(表12) 日 本開発銀行の災害害復旧融資

日 的

電力 ・ ガス等の
ラ イ フ ラ イ ン
復 10 支 援
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事f 応、 事 業

送電、 変電、 自己電施設な ど

発電所
ガス輸送導管 (需用者への配管部分)
女鉄道施設 (駅舎を除 く )
〔鉄道軌道整備法第 8 条の補助を受けた場合〕

代替総送lこ必要なパス施設
第一種電気通信事業に係る電送路施設な ど
CATV 事業に係る電送路施設な ど

戸ヨZ、 手IJ

当初 5 年間 6 年 目 以降

3. 0% 3. 65% 

3. 15% 

3. 0% 1 3 . 65% 

3. 0% 3. 65% 
[3. 15%J 
3. 65% 3. 65% 

3. 0% 3. 65% 

3. 65% 3. 65% 



(衣12) 日 本開発銀行の災害復旧融資 (つづ、 き )

金 手IJ
日 的 士す ÞiS 事 業

当初 5 年凋 6 年 !! 以降
生活恭盤イ ン フ ラ の 大規模小売応鋳及び生協!苫告書 (生鮮食料品を取 3. 65% 対象事業の
復旧支援 り扱 う も の) 放びに これ らの流通のための港湾 内容に応 じ

関連施設等 て A般の融
食料品関連産業に係る施設及び食料品の流通の 3. 65% 資制度の金

利 を適用ための港湾関迷施設等 3. 65% 
経済機能復!日支援 広範な取引先や関連企業を布する製造業主?の製 3. 65% 

造設備等で、 その早期の復IEIが被災以域の経済
機能の復興に資する も の U11該製造業の港湾問
逮施設を合む)

一般の開銀融資制度の対象事業及び被災区域内の産業 ・ 都市閣の機能 対象事業の内容に応 じてー
重要備等経済の復旧 ・ 発展、 国民生活の安定回復に資する挙業

l 融資対象者 火企業
2 対象事業 表の と お り
3 融資比本 対象事業費の40%程度 (*については50%)

(通11;は30�50%)
4 取扱期間 7 月 31 R ま での融資手続分

般の融資制度の金平Ij を適用
3. 65% 

(金利は、 1995年 6 月 7 日 現在)

5 貸付期間 ・ 据置期間 個別相談に応 じ、 弾力的に対応する 。 (通常 I 年�30年)
(f平成 7 年度商工郊の概要J よ り )

〈参考文献〉
「平成 8 年度商工部の概要J 兵庫県商工部 1996年 5 月
『平成 7 年度商工部の概要j 兵庫県商工部 1995年 7 月
『阪神 ・ 淡路大震災一 兵庫県の 1 ヵ 月 の記録J 阪神 ・ 淡路大宣言災兵庫県災害対策本部 1995年 7 月
『阪神 ・ 淡路大震災 兵庫県の 1 年の記録J 兵庫県知事公家消防防災課、 兵庫県 19961J三 6 月
f阪神大震災 日銀神戸支応長の行動 日記』 迷藤勝裕 日本信用調子E株式会社出版部 1995年12月
『阪神 ・ 淡路大震災に学ぶ銀行の事務対応J さ く ら銀行編 社団法人金融財政事情研究会 1996年 1 月
r1995 ' 1 . 17阪神 ・ 淡路大震災 丙営の記録J 商宵市総務局行政資料宿 1996'ì二 1 1月
『阪神 ・ 淡路大震災誌1995年兵庫県南部地震』 朝 日新聞社編 朝 日新聞社 1996if 2 月
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i五一F 雇用の復興状況
1 . 雇用の現状

兵庫県下の雇用情勢 は 、 長ヲ i く 経済の停滞 に よ り 厳 し い状況が続い て い た が、 震 災 に よ

り さ ら に厳 し い状況 に 陥 っ た 。

兵庫県 の 行 っ た雇用状況調査に よ る と 、 震災以降1995年 1 1 月 ま で に事業活動の拡張 ・ 充

実 の た め 生産設備の拡充等 を 実施 し た事業所は被災地内 、 被災地外 と も 10%で、 事業活動

の縮小、 休止、 f也事業所への業務移管、 他地域への転出 等 を 実施 し た事業所 は 、 被災地 内

で17%、 被災地外で 6 % あ り 、 震災の影響の大 き か っ た 地域で縮小等が多 く 行 わ れて い る 0

1995年 1 1 月 ま での実施状況 を 業種別 に 見 る と 、 建設業で拡充等が多 く 、 縮小等が皆無であ

る の に 対 し 、 運輸 ・ 通信業及びサ ー ピ ス 業で は縮小等 を 実施 し た と こ ろ が多 く な っ て い る 。

何 ら かの雇用調整 を 実施 し て い る 事業所の 割合 は 、 被災地内 で は震災直後で33%、 1995

年 8 月 �1 1 月 で31% と な っ て お り 、 被災地外で は 1995年 8 月 � 1 1 月 で28% と な っ て い る 。

業種別 でみ る と 、 製造業、 卸売 ・ 小売業、 サ ー ビ ス 業で多 く な っ て お り 、 建設業 及 び金融 ・

保険業 は比較的少な く な っ て い る 。 従業員 別 で は 、 概ね規模が大 き く な る ほ ど雇用調整を

実施す る 事業所が多 く な る 傾向 に あ る O

ま た 、 雇用調整の 内容別実施状況 を み る と 、 被災地 内 で は 、 震災直後では 「一時休業」

が20% と 最 も 多 く 、 次いで f残業規制J が12%、 「採用 の抑制」 が 7 % と な っ て お り 、 1995

年 8 月 �1 1 月 時点 で は 「採用 の抑制」 が16%、 「残業規制」 が14%、 「配置転換J が 9 % と

な っ て い る 。 被災地外では、 1995年 8 月 � 11 月 時点 で は 「採用 の 抑制j が17%、 「残業規

制j が16%、 f配置転換J が 6 % と な っ て い る o 1995年 8 月 �1 1 月 の 雇 用 調 整 の 実施状況

を 業種 別 で見 る と 、 「採用 の抑制j が建設業及 び金融 ・ 保険業 を 除 く 業種で約20% と な っ
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て お り 、 「残業規制J も 製造業及びサ ー ピ ス 業で約20% と な っ て い る 。

従業員 の 過不足感 に つ い て 1995年 1 1 月 時点で は 、 被災地 内 で は 「 ち ょ う ど よ いj が47%

と 最 も 多 く 、 「職種 に よ り 過不足感があ る J が28%、 「年齢に よ り 過不足感があ る 」 が 9 %

と な っ て い る 。 不足 し て い る 職種 と し て 最 も 多 い のが 「専 門 ・ 技術職j で 1 7% と な っ て お

り 、 特 に建設業で61% と 多 い 。 過剰 と な っ て い る 職種では最 も 多い の が 「管理 ・ 事務職」

で 9 % と な っ て い る O

従業員 の 不足感への対応 は、 建設業で は 「中 途 ・ 新規採用 等 に よ り 正規 職 員 を 補充す る J

が81% と 非常 に 多 く な っ て い る O

被災地内 の事業所 に お け る 雇用 面 で の 開 題点 に 関 し て は 、 「必要 と な る 職種 ・ 技能 を 持

つ 労働者の採用 難」 が28% と 最 も 多 く 、 次 い で 「必要 と な る 年齢層 の労働者の採用難J が

19%、 「賃金の高沸」 が15% と な っ て い る O

こ れ ら の 内容か ら 、 復興事業 関 連 の建設業 に お い て は従業員 が不足 し て お り 、 被災地 内

の雇用 の ミ ス マ ッ チ は か な り 大 き い と 思 わ れ る 。

ま た、 復興基金の被災者雇用 奨励金の対象 と な っ た 労働者 に 対す る ア ン ケ ー ト 調査では、

「以前他の企業等 に勤務 し て い た 者」 が46%で、 そ の う ち 震災 に よ り 離職 し た者は56% と

な っ て い る O 他の企業 に勤務 し て い た 者の う ち 、 前勤務先の従業員 数別 に 離職の理由 を 見

て み る と 、 小規模 な 事業所ほ ど震災関係の離職が多 く な る 傾 向 に あ る O 震災関係の離職等

の具体的 な 理 由 で は 、 「事業所の 閉鎖Jが33% と 最 も 多 く 、 以下、 「家屋等の被災j が31%、

「事業所か ら の解雇J が18%、 「給 与等労働条件の悪化J が13%、 「通勤手段 の途絶」 が10%

と な っ て お り 、 震災 に よ っ て受 け た 事業所の被害 と 雇用への影響の大 き さ が う かが え る O

口雇用状況の推移

雇用 関係指標の推移 を み る と 、 兵庫県の雇用指数は震災以前 か ら 全国平均 を 下 回 っ て い

た が、 震災直後の 2 月 、 3 月 に は著 し く 悪化 し、 4 月 に は や や持 ち 直 し た も の の 5 月 以降

に は 開 き が大 き く な っ て い る 。

有効求人倍率 に つ い て は、 雇用指数 と 同 じ く 震災以前 か ら 全国平均 を 下 回 っ て い た が、

震災以降 も あ ま り 変化 は な い。 神戸市内 の 状況 を 見 る と 、 1995年 9 月 以降上昇 し て お り 、

復興関 連事業の 本格化に よ る も の と 思 わ れ る O

雇用保険受給実人員 は 、 震災以降大幅 に増加 し 5 月 を ピ ー ク に 減少 し 続け て い る O

口労働災害

震災前の 兵庫 県 内 の建設業 に お け る 労働災害 は長期 的 に 減少傾向 に あ っ た が、 震災か ら

の復旧工事が進 む に つ れて労働 災害が増加 し て き た。 特 に 、 死亡災害の増加 は著 し く 、 復

侶 工事の み な ら ず、 そ の他の工事 に お い て も 前年 を 上回 る ベー ス で発生 し た 。

こ れ に 対 し 、 兵庫労働基準監督署で は 2 月 1 臼 よ り 被災地の ピ ル解体現場等で、安全パ ト

ロ ー ル を 実施 し た 。 し か し 、 労働災害の増加 はお さ ま ら ず 3 月 1 日 に は 「復旧工事等労働

災害防止緊急会議j を 開催 し、 労働災害防止団体等の代表者 に 対 し 労働災害防止対 策 の 強
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(表 1 ) 雇用指数 ・ 有効求人倍率 ・ 雇用保険受給実人員の推移

[:i11 房用指数 (産業計) 有 効 求 人 倍 率

92年

93年
94{ド
95:qô 

95年 1 月
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
1 1  
1 2  

96年 1 月
2 
3 

出 所

全 国 兵庫県
(90年 = 100) I (90年 = 100) 

105. 5 104. 5 
106. 7 103. 9 
106. 7 101. 3 

106 . 2 98. 6 
107. 1 100. 3 
107. 0 98. 4 
106. 8 98. 0 
105. 5 100. 0 
105. 6 99. 6 
105. 7 98. 8 
105. 7 99. 0 
106. 1 98. 2 
106 . 0  98. 1 
106 . 1 97. 7  
106 . 1 97. 6 
106. 2 97. 8 
106 . 4  97. 9 

労働省 兵庫県

ノ二l\二 国 兵庫県

1. 09 O. 78 
O. 77 0. 46 

0. 65 0. 45 
0. 63 0. 48 
0. 66 0. 44 
0. 66 0. 5 1 
0. 66 0. 49 
0. 65 0. 49 
0. 63 0. 47 
0. 6 1 0. 46 
0. 6 1 0. 47 
0. 6 1 0. 47 
0. 60 0. 48 
0. 6 1 0. 5 1 
0. 63 0. 50 
0. 64 0. 51 
0. 67 0. 5 1 
0. 67 0. 54 
0. 67 0. 58 

兵康県 兵庫県

(表 2 ) 1 995年度 6 月 建設業労働災警防止強化月 間
…斉監督実施結果 (件)

違 反 内 符 内 訳
安全衛生管理体制関係
際 洛 ・ 転 落 関 係
崩 壊 ・ 倒 壊 関 係
Z童 機 関 係

飛 来 落 下 関 係

資 争各 関 係

作 業 主 任 者 関 係
粉 じ ん 関
てマ 。〉
1コ、
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係
他

言十

災害復旧工事 災害復旧工事以外
11 20 
13 57 
1 4 
6 36 
2 3 

3 10 

5 8 

1 3 
33 59 
75 200 

(兵庫労働基準局調べ)

神戸市

0. 55 
0. 37 

0. 34 

0. 42 
0. 32 
0. 40 
0. 40 
0. 39 
0. 33 
0. 32 
O. ;34 
0. 38 
0. 44 
0. 46 
0. 45 
0. 45 
0. 47 
0. 52 
0. 57 

神戸市

兵庫県内援用保険 (一般
労働者) 受給実人員

(千人) 前年比
296 12 . 1 
331 11. 8 
446 34. 8 
594 33. 2 
35 ム 0. 1
43 23. 4 
55 57. 0 
59 70. 9 
60 67. 5 
57 48. 4 
54 39. 7 
52 27. 0 
48 23. 7 
47 21 . 2 
43 13. 4 
40 8. 7 
39 12 . 1 
37 ム 13. 1
35 ム 36. 7 

兵庫県



化 を 緊急 に 要請す る と と な っ た。

ま た、 6 月 を 「建設業労働災害防止強化週間J と し て①陸落 ・ 転落災害 の 防止、 ②崩壊 ・

倒壊災害 の 防止、 ③重機災害の 防止、 ④飛来 ・ 落下災害の 防止、 ⑤交通労働災害の 訪止、

を 重点 目 標 と し た取 り 組み が な さ れ、 期 間 中 に 県下346現場 (災害復旧工事116現場 ・ 災害

復 旧 工事以外230現場) 、 498事業場 (災害復旧工事158事業場 ・ 災害復旧 工事以外340事業

場) に つ い て 監督指導 を 実施 し 、 そ の う ち 144現場 (災害復旧工事44現場 ・ 災害復旧工事

以外100現場) 、 225事業場 (災害復IS工事62事業場 ・ 災害復IS工事以外163事業場) で労働

安全衛生法違反が認め ら れた 。 違反率 は、 現場単位で42% (災害復旧工事38% ・ 災害復旧

工事以外43%) 事業場単位で45% (災害復旧工事39% ・ 災害復旧工事以外48%) であ っ た 。

そ の後 も 労働災害は増 え続け、 労働省 では震災復!日 ・ 復興工事に お け る 労働災害 の 防止

を 目 的 と し て 8 月 に は建設業労働災害防止協 会 に 委託 し て 「建設 防安全衛生支援 セ ン タ

ー 」 を 開 設 し 、 9 月 13 日 に は 「死亡労働災害多発緊急事態宣言」 を発 し 、 建設業の労働災

害防止に監督指導 を 強化 し て い る O

な お 、 労働 白 書 に よ る と 1995年 に お け る 災害復!日工事等 に 係 る と み ら れ る 労働災害の発

生状況は 、 死亡者数40人、 負傷者は904人 と な っ て い る O

2 . 雇用対策

被災地域 に お い て は、 震災に よ り 多 く の事業所が事業活動の 閉 鎖や縮小 を 余儀 な く さ れ

る な ど、 相 当 の 長期 間 に わ た る 事業活動への深刻 な 影響が 予想 さ れ、 そ こ に働 く 労働者の

生活 と 雇用 につ い て も 重大 な 影響が懸念 さ れた 。

こ う し た 中 で、 失業者が多数発生す る こ と が懸念 さ れた こ と か ら 、 兵庫県 で は雇用 の維

持 と 失業 の予 防 を 当面の最 も 重大 な 問 題 と 位壁づけ、 雇 用 の 維持 に 向 け た 様 々 な 対 策 に取

り 組ん だ。

1 . 雇 用 の 維持 ・ 確保対策

① 雇用調整助成金の特例措置の積極 的 な 活用

震災 に よ り 事業活動の 縮小 を 余儀 な く さ れ、 休業等で従業員 の雇用維持 を 図 ろ う す る 事

業 主 に 対 し て 、 賃金等の ・ 部 を 助成す る 雇用調整助成金制 度の特例措置 を 積極的 に 活用 す

る O

ア . 地域指定に よ る 特例措置

従来か ら の指定業種 に 加 え て 、 災害救助法適用 地域 を 管轄す る 公共職業安定所管内 (1 1

市12町) の事業 主 に 対 し で も 、 雇用調整助成金 を 支給す る O

。適用 期 間 1995年 1 月 23 日 � 1996年 1 月 22 日

0助成率 出 向 ・ 休業の場合 2 / 3  ( 中 小企業 3 / 4 )

教育訓練の場合 3 / 4  ( 中小企業 4 / 5 ) + 訓練費 1 人 1 日 当 た り

3 ， 000円
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イ . 被災地域外に 所在す る 下請事業所への特例措置

被災地域 内 の被災 に よ り 事業活動の 縮小 を 余儀 な く さ れて い る 事業所 と 取引 関係

があ る 下請事業所の事業 主 に 対 し て 、 雇用調整助成金を 支給す る 。

0適用 対象者 ・ 期 間

・ 一次下詰事業所 (総事業量等の 1 / 3 以上の取引 等) の事業主

1995年 2 月 24 日 � 1996年 1 月 22 日

- 上記の一次下請事業所 と 取引 関係があ る 二次下請事業所 (総事業 量 等 の 1 / 2 以

上の取引 等) の 中 小事業主

1995年 2 月 24 日 � 1996年 1 月 22 日

O助成率 上記ア と 同 じ

ウ . 新規学卒等 に 係 る 特例措置

被災地域に 所在 す る 事業所の新規学卒内定者の就職 を 確保す る た め 、 新卒者 を 含

め継続 し て雇用 さ れ た 期 間 が 6 ヵ 月 未満 の被保険者 に つ い て も 、 雇用調 整助成金 を

支給す る O

0適用 期 間

O支給額

1995年 3 月 1 日 � 1996年 1 月 22 日

休職の場合 日 額2， 900丹 (中小企業3， 200円)

教育訓練の場合 日 額4， 000円 (中小企業4， 300円)

出 向 の場合

+ 訓練 日 1 人 1 日 あ た り 3， 000円

賃金学の 2 1 3 ( 中小企業 3 / 4 )

(表 3 ) 雇用 調整助成金実施計画局 受理状況 (被災地安定所、 被
災 に よ る 地域指定分)

計画対象期間 実施計画事業所数 延べ日数 対象人員
1 月 23 日 � 2 月 28 B 2， 234所 919， 427人 日 84， 323人

3 刃 23 日 � 3 月 31 日 1 ， 493所 510， 161入 日 49， 519人

4 月 23 日 � 4 月 30 1::1 1 ，  475所 495， 410人 目 47， 657人

5 月 23 B � 5 月 31 日 1， 462所 402， 174人日 46， 812人
(注) 1 月 23 R � 2 JJ 23 口 の対象人員 1 人あた り の休業 口数は、 平均約11 日

3 月 23 日 � 3 月 31 日 の対象人員 1 人あた り の休業日 数は、 平均約10 日
4 月 1 日 � 4 月 30 日 の対象人員 l 人あた り の休業 日 数は、 平均約10 B
5 月 1 日 � 5 月 31 日 の対象人員 i 人あた り の休業 日 数は、 平均約 9 日
( r平成 7 年度事務概要/兵庫県労働部 ・ 兵療県地万労働委員会J よ り )

②雇用 維持奨励金の 支給 (阪神 ・ 淡路大震災復興基金)

事業所 に お け る 休業等雇用維持の措置 に 要 し た経費 の一部 を 助 成す る こ と に よ り 、 事業

主の雇用維持 に 向 け た取組み を 支援 し、 事業活動の再開等 に 際 し て の 人材確保 に 向 け た 雇

用 の維持確保 を 図 る た め 、 雇用維持奨励金 を 支給す る O
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0対象者

1 . 災害救助法適用 地域 を 管轄す る 公共職業安定所管 内 (11司112町) に 所在す る 事業

主 の う ち 、 震災に よ り 事業活動 の 縮小 を 余儀 な く さ れ、 雇用維持 の た め の措置 (休

業、 出 向 、 教育訓練) を 実施 し た事業主

II . 災害救助法適用 地域 を 管轄す る 公共職業安定所管 内 (11市12町) の 親事業所の影

響 に よ り 、 事業活動の縮小 を 余儀 な く さ れ、 雇用維持の た め の措 置 を 実施 し た 前

記公共職業安定所管外に所在す る 兵庫 県 内 の 下請事業主

0期 間 1995� 6 年度 (1995年 4 月 1 日 �1996年 3 月 31 日 の 間 に行 わ れ る 雇用 維持

措置 を 対象 と す る )

O支給率 休業手当 等 の 1 / 9 ( 中小企業 1 / 8 ) 

③生涯能力 開発給付金制度の特例措置の 活用

被災地 の事業主がその雇用 す る 労働者 を 対象 と し て、 事業内職業能力 開 発計画 に 基づい

て 職業訓練等 を 行 っ た場合 に 、 そ の実施 し た経費や訓練受講中 に 支払っ た 賃金の一部 を 助

成す る 生涯能力 開発給付金制度の特例措置 を 活用 す る O

ア 被災事業主への特例措置

被災地域内の事業主がそ の雇用 す る 労働 者 を 対象 と し て 、 配置転換等 に よ り 新た

な 職務 に就かせ る た め の職業訓練を 行 っ た場合 に 、 生涯能力 開発給付金の助成率 を

引 き 上 げ支給す る O

。適用対象 1995年 7 月 1 日 �1996年 1 月 22 日 ま での 聞 に の 行 わ れ る 職業訓練

O助成率 1 / 3  ( 中 小企業 1 / 3 ) 

イ 採用 内 定者 に 係 る 特例措置

被災地域内 の被災 し た事業主が採用 内 定取消 し を 防止 し、 採用 内 定者の 円 滑 な 入

職 を確保す る た め 、 採用 繰延べ内定者 に つ い て 職業訓練 を 行 っ た場合 に 、 生涯能力

開発給付金制度 に 基づ き 、 給付金 を 支給す る O

0適用対象 1995年 4 月 1 日 以 降 に 開始 さ れ採用 の 日 の前 日 (1996年 3 月 31 日 ま で に

限 る ) ま で に 終了 す る 職業訓練

0助成率 1 / 4  ( 中 小企業 1 / 3 )

④中小企業事業転換等能力 開発給付金制度の特例措置の活用

被災地域内 の 中小企業事業主が、 事業転換又は事業多 角 化 を 円滑に推進す る た め 、 そ

の雇用 す る 労働 者 を 対象 と し て職業訓練 を 行 っ た場合 に 、 その実施 に要 し た経費や訓練

受講中 に 支払 っ た 賃金の一部 を助成す る 中小企業事業転換等能力 開発給付金の助成率 を

引 き 上 げ支給す る O

0適用対象 1995年 7 月 1 日 �1996年 1 月 22 日 ま での 間 に 行 わ れ る 職業訓練

O助成率 3 / 4  

2 . 離職者等の 生活安定 と 就職支援対策
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①雇用保険制 度 に よ る 生活支援

ア 失業給付 の特例支給

1 . 災害救助法適用 地域の事業所 に 雇用 さ れて い た被保険者 に 対 し て は、 離職前事業

主 に 再雇用予約があ る 者 に つ い て も 、 基本手当 を 支給す る o (1995年 1 月 17 日 �)

II . 激甚災害指定地域の事業所に雇用 さ れて い る 被保険者に 対 し て は、 事業所の休業

に よ り 賃 金 を 受 け ら れ な い場合 に つ い て も 、 基本手 当 を 支給す る o (1995年 1 月

17 日 � 1996年 1 月 間 日 )

イ . 雇用保険給付 日 数の延長

激甚災害指定地域 に居住す る 受給資格者で就職困難 な も の に つ い て は 、 雇用保険

の給付 日 数 (年齢、 被保i演者であ っ た期 間 に応 じ て90�300 日 ) を 60 日 間延長 し 、

基本手当 を 支給す る o (支給終了 日 が1995年 1 月 1 7 日 �1996年 1 月 16 日 の 者)

(表 4 ) 雇用保険受給資格者決定状況 (被災安定所中心)

区 5) \ 激甚災害法に よ る 災害特例 ( ー時 その他の職業 言十
特例 (休業) 的高u哉)

* 1 * 2 * 3 

95. 1. 17�1 . 31 79 * 27 * 2， 081 2， 187 

95年 2 月 6， 367 * 755 * 1 1 ， 182 18， 304 

955ド 3 月 2， 066 * 28] * 1 1 ， 721 14， 068 

95年 4 月 426 * 48 * 10， 570 l1， 044 

95年 5 月 148 * 18 * 6， 379 6， 545 

例年 6 月 5， 495 5 ， 495 

(1J) * 印は、 震災に よ る特例であ り 、 被災地以外の安定所扱いを合む。
* 1 一事務所の休業等に伴い、 賃金等が支払われない者 (履月j関係あ り ) に対

する支給
'2 : 事業所のI'fl鎖等に伴い、 弱震取を約して 時的に離職する者に対する文

給
本3 : 上記特例措置に係る者以外の離職 ( こ の う ち震災に よ る影響は不明)

(r平成 7 年度事務概要/兵庫県労働部 ・ 兵庫県地方労働委員会』 よ り )

②被災者雇用 奨励金の支給 ( 販神 ・ 淡路大震災復興基金)

被災者の 早期 就職 と 生活の安定 を 確保す る と と も に 、 人材の地域内定着 を 図 る た め 、

震災 に よ り 家屋が被災 し た被災者 を 雇 い入 れた事業主 に 対 し 、 被災者雇用 奨励金 を 支給

す る O

0対象者 災害救助法適用 地域 を 管轄す る 公共職業安定所 (ll市12町) に 所在す る 事

業所で、 被災者 を 常吊 雇用労働者 と し て 6 ヵ 月 以上継続 し て 雇い入れた事

業主

0期 間 1995� 6 年度 (1995年 4 月 1 日 �1996年 3 月 31 日 の 聞 の被災者 の 雇 い 入 れ

を 対象 と す る )
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0支給額 雇 い 入れ た被災者 1 人当 た り 50万 円

③特定求職者雇用 開発助成金制度の特例措置の活用

高年齢者、 障害者等の 就職が罰難 な 者 を 公共職業安定所の紹介に よ り 、 事業主が継続

し て雇用 す る 労働者 と し て雇 い入 れ た場合、 雇 い入れた労働者の賃金 の 一 部 を 助 成 す る

特定求職者雇用 開発助成金 に つ い て 、 被災求職者 を 雇 い入れた場合 に 限 り 、 年齢要件 を

45歳以 上 に 緩和 し 、 助 成 率 を 引 き 上げ支給す る O

0適用 期 間 1995年 7 月 1 日 � 1996年 1 月 22 日

0助成率 ・ 従来か ら の対象者であ る 被災離職者 1 1 2  (中小企業 2 / 3 )

う ち 重度障害者 2 1 3  (中小企業 3 / 4 )

・ 45歳以上55歳未満の被災離職者 1 1 3  ( 中小企業 1 / 2 )

④被災離職者 に対す る 職業能力 開発の実施

被災離職者等の再就職 を 促進す る と と も に 、 災害復興 を 担 う 人材 を 育成 す る た め 、 特

別 訓 練 を 実施す る O

①職業訓練の受講支援

ア 公共職業訓練の受講指示の拡充

兵庫県南部地震災害指定地域 を 管轄す る 公共職業安定所管内で、 被災に よ り 離職

を 余儀 な く さ れた 自 営業者、 内 定取消 し 未就業者等 に 対 し で も 、 公 共職業訓練受講

中 は、 訓 練手 当 を 支給す る 。 ( 1 月 30 日 か ら 実施。 た だ し、 内 定取消 し 未就職卒業

者 は 4 月 1 日 か ら )

イ 被災地域訓練生の授業料の免除

県立職業能力 開発施設 に お け る 訓 練生 の う ち 、 被災地域 に お い て住居が半壊又は

半焼以上の被害 を 受 け た者又は離職等 に よ り 世帯収入が減少 し た 者 に つ い て は、 授

業料 (1995年度分) を 免除す る O

⑥求職活動等への支援

災害救助法 の 適用 地域 を 管轄す る 公共職業安定所 に お け る 、 災害に よ る 離職者、 災害

に よ る 内 定取消 し 未就職卒業者等 に対 し て も 、 広域的 な 求職活動等 を 支援す る 広域求職

活動費及 び移転費 を 支給す る O

⑦求人確保、 職業紹介等

(表 5 ) 織業紹介等隠催状況

区 分 1994年度 (95年 2 � 3 月 ) 1995年度 (95年 4 � 6 月 )
開 催 回 数 8 図 5 回

求 戦 者 数 8， 393人 1 ， 423人

求人企業数 684社 (求人数3， 683人) 173社 (求人数850人)
(1'平成 7 年度事務概要/兵庫県労働部 ・ 兵療県地方労働委員会j よ り )
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求人確保 に 努め る と と も に 、 早期就職希望者 に は、 そ の 就職 ニ ー ズ を 踏 ま え 、 公共職

業安定所 開 の ネ ッ ト ワ ー ク を 活用 し た職業紹介の ほ か に 、 合同就職面接会及 び管理選考

会 を 開催す る な ど被災求職者の就職の促進に 努め る 。

⑧被災失業者に対す る 雇用 の場の確保

被災地域 に お い て 計画実施 さ れ る 公共事業 に つ い て、 一定割合の被災失業者の雇用 を

義務づけ る 公共事業就労促進法に基づ く 措置の活用 を 関 り 、 被災失業者の公共事業 に お

け る 麗用 の場 を 確保す る 。

0対象地域 災害救助法適用 地域 (10市10aIJ)

0被災失業者 1995年 1 月 17 日 以後 に 失業 し た者で、 上記地域内 に居住 す る 失業者

及 びそ れ以外の失業者で上記地域 内 で行 わ れ る 事業 に従事 し て い た 者

。失業者の吸収率 40%以上

0対象職種 比較的技能 を 有 し な い土木、 人夫、 雑役等簡易 な仕事

3 . 勤労者の生活支援 と 相談体制 の 充実

①既存融資制度の条件緩和

1 . 育児休業生活資金、 労働福祉施設等整備資金、 障害者雇用事業所施設整備資金償

還期 間 を 1 年延長

II . 勤労者住宅資金

償還期 開 を 5 年以内 で延長 (延長期 間 の利率 を 1 . 5%以内 で 5 1 き 下 げ)

②融資制度の充実

1 . 勤労者住宅資金災害特別融 資

融資 目 標室長 32億 円 、 融資 限度額 : 800万 円

融資利率 ( ア ) 1 � 5 年 間 3. 0% (半壊以上の者で住宅 を建設 ・ 購入 し 、

かっ元金据置 を希望す る 者〕

3. 5% (上記以外の者〕

( イ ) 6 �25年間 3. 5% 

II . 中小企業従業員 共済被災者向特別融資

融資 目 標額 175百万円

融 資 限度額 生活資金 (50万 (表 6 ) 業務取扱件数 (1 995年 1 月 238 - 6 月 308 )

円 ) 、 特別生活資金 (100万 円 ) 、

住宅資金 (200万 円 )

融資利率 各3. 3%

③雇用特加相談 窓 口 の 開 設

設置場所 県下17公共職業安定所
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区 分 事業主 求職者 その他

雇m調整助成金関係 14， 282 197 1 ，  241 15 ， 720 

助成金 ・ 雇用保険関係 11 ， 900 21 ， 055 887 33， 842 

そ の 他 3， 649 7 ， 279 1， 489 12 ， 4 17 
29， 831 28， 531 3， 6 1 7  61 ， 979 

(r平成 7 年度事務概要/兵庫県労働部 ・ 兵庫県地方労働委
良会j よ り )



④総合労働相談の実施

実施場所 神戸、 阪神、 淡路地域

棺談件数 498件 ( 1 月 25 日 � 6 月 30 日 )

3 . 個 人業種の状況

前 出 の復興基金の被災者雇 用 奨励金の対象 と な っ た 労働 者 に 対す る ア ン ケ ー ト 調査 で

は 、 事業 ( 自 営) ・ 内職活動等 を 中止 し た 理由 と し て 「震災 に よ る も の」 が76% を 占 め て

お り 、 個 人業種への震災の影響の大 き さ が う かがえ る O

零細事業者、 個 人業種の場合、 い ま だ に事業再開 で き て い な い も の が 多 数 に の ぼる が、

そ の 正確 な 実態 は把握で き て い な い の が現状であ る O ま た 、 事業再開 し た場合で も 人 口 の

減少 に よ り 収入 は激減 し 、 業績不振に よ り 事業継続 を 断念す る 例 も あ る な ど、 住民が元の

街 に 戻 っ て こ な い 限 り 復興への道の り は速 い と い え る だ ろ う O

〈参考文献〉
f平成 7 年度 事務概要一震災 と 雇用動向に対応 した涙応対策の推進、 経済社会の変ぷに対応 した労働政策の推

進』 兵庫県労働部 兵庫県地方労働委員会 1995年 7 月
『平成 8 年度 事務概要 一震災と 雇用動向に対応 した雇用対策の推進、 経済社会の変革に対応 した労働政策の推

進』 兵庫県労働部 兵庫県地}j労働委員会 1996年 5 月
f阪神 ・ 淡路大震災 被災地 “神戸" の記録 一安全な社会づ く り に向けた市民か ら の メ ッ セー ジ j 1 .  17神戸

の教訓を伝える会編 側ぎ ょ う せい 1996年 5 月
『絞神 ・ 淡路大震災一 兵庫県の 1 ヵ 月 の記録j 阪神 ・ 淡路大震災兵康県災害対策本部 1995年 7 月
『阪神 ・ 淡路大震災 兵庫県の l 年の記録j 兵庫県知事公室消防防災課 1996年 6 月
『平成 8 年版労働白書J 労働省編 日本労働研究機構 1996{1' 6 月
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市計画の始動
1 .  4 日 目 か ら 動 き 出 し た都市計画

{酒田大火 を 参考 lこ }

避難者がお万 人 を 超 え 、 さ ら に ピ ー ク に 向 か っ て い た 1 月 20 目 、 建設省の 小 沢一郎区画

整理課長 ら が大混乱の神戸市役所 を 訪れ、 鶴来紘一都市計画局 長 ら と 数時 間 に わ た っ て話

し合い を 続 け た 。 都市計画 局 は 、 4 日 前 ま で は 市役所 2 号館の 7 階 に 区画整理部、 8 �皆 に

計画部 を 置 い て い た の だが、 6 階が崩壊 し 、 立 ち 入 り 禁止 に な り 、 ご く 一部 の機能が 1 号

館 の 片 隅 に 移転 し て い た。 デス ク を 失 っ た 都 市計画局491人の職員 の大半は 「 当 面 は都市

計画局 の仕事 はで き な い 。 被災者救援 に 当 た れj と い う 指示 を 受 け て 長 田 区 内 を 中心 に し

た避難所の応援 に 出 て い た 。 本来の職務 に従事 し て い た の は、 継続 し て い る 事業 区域の被

災調査な ど を 担当 し た三分の ー に も 満た な い 数の職員 だ、 っ た。

建設省 は前 日 、 山形県酒 田市の大沼昭市長 に復興都市計画事業の手順 につ い て、 ノ ウ ハ

ウ を 問 い 合 わ せ て い る O 沼 田 市 は、 1976年、 市 の 中 心部22. 5haを 大火で焼 失 し た。 大沼

市長 は 当 時 の 酒 田 市建設部長 で あ っ た。 沼 田 市 は 、 鎮火後 3 日 B に 土地区画整理事業案 を

決定 し 、 建築基準 法 に 基づ く 建築 制 限 を か け た 。 「 ま ず網 を か け 、 そ の あ と 住民 に何度 と

な く 説明 し 、 合意 を 得 る j と い う 手法 だ っ た 。

大沼 昭市長は 「建設省、 山形県 も ま た 、 大火翌 日 に は技術陣 を 派遣 し た 。 そ の夜か ら 図、

県、 市のチ ー ム が復興計画 を 練 り 、 大火後 3 日 日 に は早 く も 復興原案、 資金計断、 今後の

ス ケ ジ、 ユ ー ル を 策定 し たJ ( 1阪神復興 と 酒 田 の 経験j 読売新聞 /95年 2 月 16 日 ) と 述べて

し 、 る O

そ の と き 建設省 に い て 酒 田市復興 に かか わ り 、 建設事務次官 も 務め た 高秀秀信横浜市長

は 、 酒 田市の事例 を 「基本的 な 方向性が概ね 3 日 間 と い う 短期 間 で ま と ま っ た こ と か ら 、

成功 し た 復興事業 と し て 名 高 いJ 1復興計画 の 策 定が遅れれば遅れ る ほ ど、 市民生活や地

域経済の 立 ち 直 り が遠 く な る だ け で な く 、 復興そ の も のへの障害要因 も 増 え て く る O 復興

計画 に は ま ず 迅 速性が要 求 さ れ る の で あ る J ( r 大 震 災 市 長 は 何 が で き る かj ASAHI 

NEWS SHOP/何年 5 月 30 日 ) と 、 土地 区画整理事業の素早 い 策定 を 評価 し て い る 。 た だ

酒 田市の場合 は 、 「住民 と の合意 を 形成す る に あ た っ て 、 市議会 と の往復が頻繁 に と ら れ、

住民への情報提供 も か な り 入念 に な さ れた。 今 回 の 阪神 ・ 淡路大震災 に お い て は、 こ れ と

は か な り 状況 は 異 な っ て い る J ( 1復興 ま ち づ く り と 住民参加」 安本典夫 ・ 立命館大学法学

部教授 f ジ ュ リ ス ト j 臨時増刊 /95年 6 月 初 日 ) と い う 指摘 も あ る 。
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[参加 な き 事業決定}

神戸の復興都市計画事業は、 建設省 区画整理課長が市役所 を 訪れた こ の 1 月 20 8 に 事実

土始 ま っ た。 前神戸市市長室参事であ っ た 高寄昇三 ・ 甲南大学教授は、 建 設省 と 神戸市 と

の話 し 合 い に つ い て 「数時間 に わ た る 両者の交渉の結果、 事業化 を 決定 し て い る O 建設省

が事実上 ゴー サ イ ン を 出 し た事業 を 府県が否決す る こ と は か な り 勇気が求め ら れる J U板

神大震災 と 自 治体の対応J 学陽書房/何年 2 月 ) と 、 神戸市が建設省 の 申 し 出 を 受 け 入 れ

た 経過 を伝 え 、 被災 自 治体が被災市民の 反発 を 承知 で、計画決定 を 焦 っ た の は、 行政側 に や

む を 得 な い 内 部事情があ っ た か ら であ る 、 と 4 つ の理由 を 挙げて い る 。

①住民 と の対話 を 基本 と す る プ ロ セ ス を 順守 し て い け ば、 計画決定 は い つ に な る か予想

で き な い。 話 し 合 い は泥沼 に 陥 る 恐れがあ る ②早期若工 に よ っ て早期復興 を は か る た め に

時 間 と の 闘 い があ る O 走 り な が ら 事業実施 し な け れ ば頓挫 し かね な い③ 自 治体に は復興事

業の放棄、 中 断 は許 さ れ な い と い う 使命感があ る O 官庁主導型 と 罵倒 さ れ よ う と も 事業化

を 急 ぎ、 事業の足掛か り を 築 か ざる を 得 な か っ た③ 自 治体は権限な き 復興事業体 と い う 不

安定な行 政体で あ る 。 都市計画 の決定は住民 に も な く 市町村 に も な い と い う 法体系が問題

で あ る O

被災都市が置かれて い る 状況 は 「 オ ー ル オ ア ナ ッ シ ン グの選択 しか な か っ た」 と い う の

で あ る O

高寄教授は、 こ う し た 行 政側 の や む を 得 な い 内 部事i育 を 認め な が ら も 、 「 そ れ に し て も

神戸市 を は じ め と す る 被災市町は、 住民参加 に よ る 復興 と い う 千載一遇の チ ャ ン ス を 逃 し

て し ま っ た。 現在、 復興地域では住民 と の対話が続け ら れて い る が、 “ 参加 な き 事業決定"

は被災市 町 に 、 心の負 い 白 と な っ て重 く の し かか っ て い る j と 述べ、 「世界が注 目 す る 大

震災の復興事業が住民 と の 対 立 で ス タ ー ト し た と い う 不名 誉J (前掲書) だ と 悔い を 表 し

て い る O 住民参加の ま ち づ く り 、 住民主体の ま ち づ く り 、 あ る い は 「協働 の ま ち づ く り j

の理念 は 、 早 く も 出発点で断層 を 生 じ て い た の だ。

笹 山 幸俊神戸市長は、 住民 と 協議 し て か ら 都市計画 を 決定す る べ き で は な か っ た か と い

う 市議会での 質 問 に 答 え て 、 「 こ う い っ た 一連の作業は、 戦 災 を 受 け た 時代 で も そ う で ご

ざい ま すが、 今 回 の 震 災で も 起 こ っ て く る 問題は権利 の調整で ご ざい ま す。 … 例 え ば境界

ひ と つ に し て も 、 こ れは後で紛争の種 に な る O … 第 3 者的 な 方 々 がそ こ に介入 し て く る と

い う こ と も 現実 に あ る わ け で ご ざい ま す の で、 こ う い っ た 一連の作業 は、 地域の権利者の

方 々 の権利保護 に つ な が っ て お る 、 こ う い う ぐ あ い に 解釈 を い た し て お り ま すJ (神戸市

第 1 回 定例市会本会議/何年 3 月 15 日 ) と 、 迅速な都市計画決定は地権者の権利保護で も

あ る と 強調 し て い る O
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[走 り な が ら の都市計画}

都市計画事業 は、 実務担 当 者の 間 で は 「計画 に 10年、 実施に 10年」 と 言わ れて い る O し

か し大震災の ま ち で は事情 は 異 な る 。 「私 た ち こ う い う 事業 に携 わ る 者 と し ま し て は、 一

日 も 早い 復興 を 第 A義に 考 え て お り ま す。 そ う い う 状況で ご ざい ま すの で、 ゆ っ く り 考 え

て計画 を つ く っ て そ れ に 基づ き 事業 を や っ て い く と い う 状況では ござい ま せんで、 い ま 現

在 も 走 り な が ら 考 え て い る と い う 状況 で ご ざい ま すJ (大釜透 ・ 神戸市都市計画局復興区

画整理課長の何年 7 月 不動産鑑定 シ ン ポ ジ ウ ム での講演。 「土地区画整理事業上の諸問題J

日 本不動産鑑定協会鮫修 f震災 と 鑑定評価』 所載/96if 3 月 ) と 行政の担 当 者 は行政側 の

独走 を 告 白 し て い る 。

「住民 と の対立でス タ ー ト し た不名誉J に つ い て 、 関係修復 を 図 ろ う と す る 行政側 の悩

み も 大 き か っ た。 土地区画整理事業地区 に指定 さ れた神戸市東灘区森南地 区 の 「森南町 ・

本 山 中 町 ま ち づ く り 協議会j か ら 出 さ れた 「都市計画決定 を 待 っ て ほ し い」 と す る 陳情 に

対 し、 笹 山 幸俊神戸市長は 3 月 13 日 付 け で異例 の 回答 を し て い る 。

「確か に 、 ご指摘の よ う に 今 回 の 計両案の提案 は急であ り 、 提案か ら 決定 ま での プ ロ セ

ス は時 間 的 な ゆ と り の な い も の に な っ て い る こ と は事実で あ り ま す。 『 も う 少 し待 っ て ! j 

と い わ れ る 皆様方の お気持ち は い た い ほ ど判 り ま すが、 同 時 に 一 日 も 早い復興の た め に今

回 の 計画決定は ど う し て も 必要であ り 、 ご理解 を い た だ き た い と 切 に 願 う 次 第 ですJ と “ 行

政側の独走" を 認 め て 、 さ ら に 「都市計樹決定後 も 従来 に こ だわ る こ と な く 、 皆 さ んの言

わ れ る 『 地 区 の 人 々 の ま ち づ く り に参加で き る J 状況の も と で、 皆様方 と と も に ま ち づ く

り を 進 め て い く こ と を確約 い た し ま す。 住民の皆様方の合意の な い ま ち づ く り は あ り 得 ま

せんJ と 言い切 っ た。

「発表 し た ら 変 更は な い」 と い う こ れ ま での都市計画 の前例 を 一気 に ひ っ く り か え す 、

計酬の修正可能 を 認め た言 明 だ、 っ た 。

2 . 異例 の f 2 段階方式J 都市討画

[付帯意見 を つ け決定}

3 月 14 日 、 神戸市都高計画審議会 (会長 ・ 小 J l I 卓海 同市助役) が、 反対住民が押 し か け

会場付近で市職員 と も み あ う 騒然 と し た 雰圏気の 中 で 開 かれ た 。 ;意見書は約2， 000件提出

さ れて い た 。 5 時 間 あ ま り か け て 審議が行 わ れた結果、 原案 どお り 承認 さ れた も の の 、 採

決で は 出 席委員23人の う ち 2 人は 「市の や り 方 は 強 引 J と 反対 し た 。 賛成委員 か ら も 「住

民への説明 は やや 不十分J と い う 指摘があ り 、 市長への答 申 に は 「今後住民 と 十分話 し 合

い を すべ き だJ と い う 要望が付 け加 え ら れた 。

15 日 に は、 芦屋、 西宵、 宝塚市で各市の都計審が開 かれ、 芦屋市では公開 を 求め る 住民
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と こ れ を 拒 も う と す る 市職員 と の 開 で浪乱があ っ た が、 いずれ も 都市計画案 を 原案 どお り

認 め た 。 そ の 翌 日 、 16 告 に 兵庫県都市計画地方審議会 (会長 ・ 田 中茂神戸大学名誉教授)

が 開 か れ、 神戸、 芦層、 西宮、 宝塚市 と 淡路島の津名郡北淡町の 5 市 町 の都市計画案 に つ

い て 審議 し た 。 審議会 に は3， 565件 の 意 見書が提 出 さ れ、 神戸、 芦屋市 の 計画案 に 反対 す

る 住民た ち 7 人が意見陳述 し た が原案 どお り 可決 し 、 貝 原俊民知事に 答 申 、 17 日 に正式決

定 し た 。

県 の 審議会で は 、 今 回 の都市計画案は、 幹線道路の建設 と 5， OOOrrl以上の公園新設 な ど

の大枠 を 示す 「骨格J と 位置付 け ら れ、 細部の具体的 な計画案 は 今後追加決定す る と い う

異例の 1 2 段階方式」 が採用 さ れた 。 「今後、 住民 と 十 分意見交換す る こ と J と い う 付帯

意見 も 異例 の こ と であ っ た。

田 中茂兵庫県都市計闘地 方 審議会会長 は、 「現時点で住民の理解 は得 て い る と 考 え て い

ま すか」 と い う 質問 に 「 は っ き り い っ て理解は得 ら れて い な い と 思 う 。 だ か ら 、 都計審 と

し て は可決す る 際 に 、 f今後、 住民 と 十分 に 話 し 合 う こ と を 約束 し て ほ し いJ と い う 付帯

条件 を 出 し た 。 そ も そ も 、 都市計画決定 に は住民 と 十分に 話 し合い、 理解 を 得 て い る こ と

が条件 に な っ て い る O そ れ を 決定後に話 し合い を 約 束 さ せ る の だか ら 、 異 例の こ と です。

合意 を 得 た 、 と 判 断 し た市や県が計画 を 強引 に 進 め る の で は な く 、 事業の 最終段階 ま で住

民 の 意向 が尊重 さ れる 形に な っ た と 理解 し て ほ し い。 行政側 に と っ て は、 む し ろ 大 き な 課

題 を 背負 っ た の で は な い かJ (特集 「阪神大震災か ら 3 カ 月 J 朝 日 新聞 /何年 4 月 17 日 )

と 述べて い る O

[ r  3 ・ 1 7J を め ぐ る 論議}

1 3 月 17 日 都 市計画決定J の ス ケ ジ、 ュ ー ル は、 建築基準法第84条の 第 1 項 と 、 1 カ 月 を

こ え な い範 囲 で延長 を 認め た 第 2 項 に よ る 事業 予 定地 の建築制 限が 3 月 17 日 で切 れ る た

め 、 都市計画法第53条 に よ る 建築 制 限 に 移す こ と に ね ら い があ っ た 。 こ の ス ケ ジ、 ュ ー ル は、

建築制 限 区域が発表 さ れた 2 月 1 日 か ら ほ ぼ決 ま っ て お り 、 審議会 ま で の 手}II夏、 日 程 は

1 3 ・ 17J に 向 けて進め ら れて き た。 そ れ は ま た 国 の 補正予算編成 に 間 に合 わせ る た め で

も あ っ た。

倒壊 し た 家屋か ら 生存者の救出 が行 わ れ て い る 緊迫 し た状況の 中 で土地区画整理事業 を

含む都市計画 を 素早 く 決定す る のが よ か っ た の か、 住民 と じ っ く り 話 し合 っ て煮詰め て か

ら の方が よ か っ た の か、 都市計師事業の立案手}II互に つ い て の 評価 は 、 専 門 家 の 間 で も 大 き

く 別 れた。

日 本都市計画学会 は い ち 早 く 1 月 31 日 か ら 会員 か ら の提案 を 求め て い る が、 こ の 中 で も 、

「被災後の 3 週間 あ た り 大 き な 転換点 で あ る …平時の都市計画の論理 を 、 議会の承認の も

と f非常時の大権 ・ 上位政府への権眼集 中 j と い う 非常時の論理 に 組み か え f復興計画の

基本方針j を 確立 す る 期 間 で あ る O こ の成否が復興事業全体の 質 を 決定 的 に 決め る O 今罰、
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こ の 『非常時の権限集中J は、 中 央政府の都市土木官僚の手で よ く 管理 さ れ て い たJ ( 1 こ

れ し か打つべ き 手は な いJ 西 山康雄 ・ 東京笥機大学教授) と い う 評価 の 一方 に 、 跡地 に 仮

設都市 を 建設 し 「地権者 を 中心 に 集 ま っ て 3 年 間 過 ご し な が ら わが町の復興 を 懇話 し、 夢

を 諮 り 、 互 い に 支 え あ う J ( 1 ま ち づ く り 仮設都市の建設J 中林一樹 ・ 東京都立 大学都市研

究所) と 時間 を か け た都市計画案づ く り の提案 も あ る 。 ( r 阪神大震災の復旧 ・ 復興への提

都市計画学会/95年 3 月 15 日 )

建築制 限 を 延長す る た め に は、 都市計画決定 を し な く て も 、 2 月 26 日 に 施 行 さ れた被災

市街地復興特別措置法 に よ っ て復興推進地域 に 指定す れば 2 年間 の建築制 隈が可 能 な の だ

が、 こ の手法 に つ い て は塩崎賢 明 ・ 神戸大学工学部助教授の提案 (朝 日 新聞 「論壇U /95 

3 月 14 日 ) があ っ た ほ か は余 り 論議 さ れな か っ た。

神戸市都市計画審議会が開 か れ る ま での手続 き に つ い て 、 塩崎賢明助教授 は 次の よ う な

問題点 を 指摘 し て い る 。

「 第 1 は、 計画案周知 の 方法、 被災地の現状 を あ ま り に 無視 し た も の であ っ た。 …j難匿 ・

六 甲 南 地 区 で は 9 割、 東灘阪森南地区ではお よ そ 7 割 の 人 々 が疎開 し 自 宅 を 離 れ て い る 。

… 行政側 は、 市外に転出 し た住民 に 対 し て は可能な 限 り 郵便 な どで知 ら せ た と い う O し か

し 実 際 に 、 そ れぞれの疎開 先 ま で正式の縦覧図書 を 郵送 し た わ け で、 は な い。 」

「第 2 に 、 縦覧方法 も 、 法律が求め る 最小 限の も の で、 お よ そ、 住民 に 内 容 を 知 ら せ よ

う と い う 姿勢 で は な い。 縦覧場所 は市役所 に 近 い サ ン ボー ホ ー ル 1 ヵ 所だ け で あ る O 各地

区 に 説明会場が設 け ら れ た が、 そ こ に は都市計画案 の 図 書は な く 、 新 聞 折 り 込み の チ ラ シ

程度の も の し か な い 。 …縦覧そ の も の が一般庶 民 に 理解 し や すい も の と は到 底 言 え な い 。

…住民は座 っ て見 る だ けで、 コ ピ ー は許 さ れ な い。 一 人 の人が転記 し て写 し 取 る 問 、 次 の

人 は ひ た す ら 待 た な け れ ばな ら な い。 都市計画の大 き な 図面 を 広 げれ ば、 隣 の 人 は書類が

見 え な く な っ て し ま う O … こ れ ら は法令の要 求 に 最低限か な っ て い る も の の 、 多数の人が

見 に く る こ と を 妨 げ る 方法 と 言っ た 方 が よ い く ら い で あ る 。 J

「第 3 に 、 市や県の都市計画審議会は、 当 初 か ら 十分 に 審議 を 尽 く す こ と の で き な い ス

ケ ジ、 ユ ー ル で 行 わ れ た 。 … 審議会で は、 市民か ら 出 さ れた 意見書の 要 旨 を 資料 と し て提 出

し な け れ ばな ら な い が、 数千 に 及ぶ意見書 を ま じ め に 検討で き る 日 程で は な い 。 …つ ま り

審議会 は一事実上、 案件そ の も の や住民の意見書 を ま っ と う に検討す る こ と が は じ め か ら 放

棄 さ れて い た こ と を 示 し て い る 。 」 と 縦覧か ら 決定 に 至 る 状況 を く わ し く 記 し、 「合法 的 だ

が理不尽 な 手続 き J だ と 指摘 し て い る 。 ( 1住民参加 に 逆行す る 復興 ま ち づ く り J r週刊 金

曜 日 .1 /何年 4 月 21 日 )

5 12 第八君主@都市計画 ま ちづ く り



3 . 論議遅れた マ ス タ } プ ラ ン

{ 身体感覚 と のズ レ i

1 3 ・ 17J の 時 点 は 、 ま だ道路 も 鉄道 も す断 さ れて い た 。 市民 は救援物 資 を 入れ た リ ュ

ッ ク を 背負 い 、 ピ ル解体か ら の粉塵 を 避 け る マ ス ク を 着 け た 「被災者ル ッ ク J と 呼ばれる

ス タ イ ル で ま ち を 歩 い て い た 。 変 わ り 果て た ま ち の 中 で 自 分の 立 っ て い る 位置 を確認す る

こ と さ え 困難 だ、 っ た。 かつ て の ま ち の姿 を 思 い 浮かべ、 い ま の変わ り ょ う を 理解す る こ と

だ け でせ い い っ ぱいの市民の心象 と 、 行政側 が発表 し た 熱反射ガ ラ ス に 覆 わ れた高層 ビ ル

や広 い道路が真 っ す ぐ走 る 新 し い ま ち の完成予想図 と の 間 に は感覚の上 で 大 き な 落差があ

っ た 。 新 し い ピ ルや住宅 を 思 い描 く よ り 、 顔見知 り の 人 々 と と も に衝撃 を 語 り 合 っ て気持

ち を い や す こ と で、精一杯 だ っ た 。

「倒壊 し た 高速道路 は 、 か た わ ら で全壊家屋か ら 生存者 を 捜す救出作業が続け ら れて い

る と い う の に い ち 早 く 片付 け ら れて い っ た 。 そ の ス ピ ー ド に 人 々 の頭が整理で き な い ま ま

に 、 コ ト だ け が どん どん進んで い っ た。 物事の ス ピ ー ド と 人 々 の気持ち の 間 に ズ レがあ っ

て 、 そ れがス ト レ ス と な っ た。 J 1体の 中 に 流れ る 時間 の感覚 と 〈復興作業〉 の時 間 の 間 に

ズ レ があ る J ( r ガ レ キ = 都市 の記憶 ポ ス ト 震災 の ア ー ト ス ケ ー プj ガ レ キ 100編 ・ 樹花

舎/何年 5 月 ) と 建築家や前衛造形作家 た ち が語 っ て い る が、 こ れは そ の 時期の市民の多

く の気持ち を代弁 し て い た。

ま ち の歴 史や温 も り が、 カ ニ ば さ み の ク レ ー ン で引 き ち ぎ ら れ、 弔 い も な い ま ま に埋葬

さ れて い く 、 と 感 じ た の は芸術家た ち だ け で は な か っ た で あ ろ う 。 避難所や公園で は た き

火 を 囲 ん でお瓦 い に励 ま し合い な が ら 、 復興の方向が模索 さ れて い た 。

元国土事務次官だ、 っ た 下河辺淳 ・ 阪神 ・ 淡路復興委員 会委員 長 も 、 避難所 を ボ ラ ン テ ィ

ア と と も に訪ね歩い た後、 ま ち づ く り の在 り 方 に つ い て 国土事務次官の こ ろ と は考 え 方が

変 わ っ た と い う o 1防災的 な 視点 と か土地 の 資 産 と い う テ ー マ で 考 え が ち だ け ど、 神 戸 を

見 て い て そ れが開違い だ と 気が付 き 始め ま し た 。 ま ち の イ ン フ ラ ス ト ラ ク チ ャ ー と し て、

人 と 人 と の付 き 合いがむ し ろ優 先 し て い る の で は な い か と 思い始め た の です。 お互い助 け

合 っ て い る ま ち があ る O そ う い う と こ ろ は、 不動産問題や 防災問題であ る よ り も 、 人 と 人

と の紳 を 大切 に し て い る 。 そ れ は ま ち づ く り の基本か も し れ な い です ねJ (浅井信雄対談

「長江の雑 踏 を 港町神戸へJ r 月 刊神戸っ 子j /何年 1 月 ) と 語っ て い る O

{将来像浮 か ばな い ま ま に ]

1992年 に都市計画法が改正 さ れて い る O 改正の 大 き な ね ら い は 、 市町村 に 「都市の マ ス

タ ー プ ラ ン J (市町村の都市計画 に 関 す る 基本的 な 方針) を 作 る こ と を 義務づけ る こ と だ

っ た。 20年 く ら い先 の 将来像 を 、 市民が徹底 的 に 議論 し て市民主体の ま ち づ く り 案 を 作 る
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こ と 、 そ れ を 市の都市計画審議会が認 め て 決定す れば、 都市計画地方審議会で は ほ と ん ど

自 動 的 に 認 め る と い う 、 ま ち づ く り の基本を 住民主体に移す改正だ、 っ た。

「役人 と い う の は、 い ま あ る ル ー ル を ま も る こ と に かん し て は プ ロ だ け ど、 イ マ ジ ネ ー

シ ョ ン を 大 き く 働 かせ告 を 変 え て い く 知 恵 は 出せ な い の ですj と 改正 に か か わ っ た 伊 藤

滋 ・ 都市計画 中 央審議会委員 は、 住民 と 都市計画専 門 家の対話で復興計画 を 作 ろ う と 提言

し て い る ( r提言 ・ 都市創造J 品 丈社/96年 2 月 ) 0 

伊藤氏 は 阪神 ・ 淡路復興委員 会 の 委 員 で も あ る が、 「手間 ひ ま か け て 話 し て い た ら 、 時

間 ばか り かか っ て、 な か な か計画が ま と ま ら な い の で は な い か、 と 心配す る 人 も い る で し

ょ う O で も わ た し は、 あ え て そ れで も い い と 思 っ て い ま す。 結論は急がな く て も い い の で

す。 …神戸が完全 に 元 に戻 る ま で に 10年以上 はかか り ま す。 話 し合い を 続 け る 気力 を 失 い 、

と り あ え ず、 む か し と 同 じ よ う な 住 宅 を 建 て て し ま う と い う よ う な ケ ー ス も で て く る で し

ょ う 。 そ れで も い い の です。 た と え 話 し合いが う ま く い か な か っ た と し て も 、 専 門家 と い

っ し ょ に 、 住み よ く 安全 な 街 を つ く る に は ど う す れ ば い い か と い う 協議 を し た結果は残 り

ま す。 次の建て 替 え の と き に は、 そ の事実 を も と に も う 少 しす ぐれた街づ く り が進むか も

し れ な い」 と 述べ、 都市の マ ス タ ー プ ラ ン を 、 民 間都市計画家 と 住民が話 し合 っ て ま と め 、

役所が受 け入 れて い け ば 「地方分権型都 市計両 の 画期 的 な ス タ ー ト に な る の で は な い で し

ょ う か」 と い う 期待 を 神戸復興 に 込め て い る 。

「復興マ ス タ ー プ ラ ン 」 の策定 を い ち 早 く 提案 し た の は、 弁護士 グ ルー フ。 だ、 っ た。 95年

2 月 1 日 、 都市問題研究会弁護士有志 (代表 ・ 坂和 章平弁護上) は 「被災地全体 を 『震災

地域j に 指定 し た う え で、 こ れ ら の 地域 に つ い て 、 自 治体の手に よ り 、 中 長期 的視点 に た

っ た 『復興の た め の マ ス タ ー プ ラ ン j が策定 さ れ る べ き であ る 」 と い う ア ピ ー ル を 発表 し

た 。

こ の 中 で 「都市計画的視点か ら み て重要な の は あ く ま で 中 長期 的 視点 に た っ た 施策 な の

であ り 、 決 し て拙 速 に 走 っ て は な ら な いJ と し て 、 再 開発、 区画整理、 共 同 建 て 替 え な ど

の地医設定 を 求め な が ら 、 「復興の方針は住民の合意 を 尊重 し て 定 め 、 コ ミ ュ ニ テ イ の維

持 ・ 強化 を 基本 と すべ き で あ る j と し て 具体的 な 万針 を 提案 し た。 (坂和章平 な ど 『復興

ま ち づ く り への模索j 都市文化社/何年 8 月 )

し か し実際に は復興都 市計画 は、 20年先の将来像が市民の 間 で議論 さ れ る こ と な く 決め

ら れた 。 20年先の ま ち の将来像が住民 の 心 に 浮か ばな い ま ま 、 わ ずか 2 カ 月 で、 住 み 方 に

義務が課 さ れ、 権利が制 限 さ れた の だ。

大震災発生直後 に 兵庫県災害対策本部内 に 設置 さ れた新都市再生戦略 ビ ジ ョ ン ワ ー キ ン

グチ ー ム は、 10 日 日 の 1 月 27 日 に 「新都市再生戦略 ビ ジ ョ ン 作成方針 案j を 取 り ま と め、

こ れ を も と に都市再生戦略策定懇話会が設置 さ れ た 。 3 回 の 会合 を 経て 、 3 月 30 日 に il現

神 ・ 淡路震災復興戦略 ビ ジ ョ ン : ひ ょ う ご フ ェ ニ ッ ク ス 計画 に む け て j が兵庫 県 に 提言 さ

れた。 兵庫県 は 「戦略 ビ ジ ョ ン J を 受け継 い で こ れ を 具体化 し た 「阪神 ・ 淡路復興計画J
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を 取 り ま と め、 7 月 8 日 に新開発表 し 、 被災各市 と の調 整 を 経て 8 月 4 日 に正式 に 決定 し

た 。 こ の 中 の 「阪神 ・ 淡路都市復興基本計画J がマ ス タ ー プ ラ ン と 見 な さ れて い る 。 し か

し 、 市街地の 面 的 な 整備事業が中 心で、 「復興 の 手)11& と 目 標 を 示す こ と よ り も 、 予算要求

優先の復興計 調J と い う 指摘が生 ま れて い る o ( f兵庫県 に お け る 震災復興計画策定の 経緯

と 課題j 鳴 海邦碩 ・ 大阪大学工学部教授 f都市計画j NO. 200， 20]合併号/何年 5 月 )

復興方針の議論が住民の 間 で起 こ ら な い ま ま 、 個 別 の事業計画 だ けが先行 し た 。 事業の

利 害 を め ぐ っ て 、 住民は細かい議論に は詳 し く な っ たが、 全体を 議論す る ゆ と り がな く な

っ て い た 。 こ れが後 に な っ て、 中 央か ら 「神戸は ど う い う 復興 を め ざ し て い る のか 見 え て

こ な い」 と 批判 さ れ る こ と に も な る O

異例ず く め で は あ っ た が、 大震災発生後か ら 2 ヵ 月 日 に ま ち づ く り の大枠は決定 さ れた。

神 戸 ・ 阪神 間 ・ 淡路の 各市 町 は 3 月 末 ま で に そ れぞれ震災復興緊急整備条例 を 成立 さ

せ、 震災復興地域 と 、 特 に重点的 に住宅供給や市街地整備 を 進め る 重点援興地域 を 指定 し

た 。 重点復興地域の う ち 16地区、 254. 8ha で復興都 市計闘が決定 さ れた。 土 地 区画整理事

業10地 区 、 市街地再開発事業 6 地区 で あ る o (95年 8 月 8 E-J に 尼崎市築 地 地 区 13. 7ha で 区

画整理が追加決定 さ れ、 17地 区 に な っ た) 。 こ れ ら は行政主導で進め ら れ る 地 区 で、 「黒地

地区j と 呼ばれる O

「灰色地域」 と 呼ばれ る の は、 都市計樹地 区以外の重点復興地域で、 住 宅市街地総合整

備事業 (住市総) ・ 密集住宅 市街地整備促進事業 (密集事業) な どの適用 が想定 さ れ る O

「 岳 地 区域J は、 そ の ほ かの復興促進区域で、 任意事業の優良建築物等整備事業の活用 な

ど に よ る 民 間 の 自 力 再建が期待 さ れて い る 区域だ。

こ こ か ら 住民 と 行政の、 そ れぞれの苦悩が生 ま れ苦 闘 が始 ま る 。 各地 区 の 復興 ま ち づ く

り の概要 と 住民 の対応 を 次 に見 て み よ う 。
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i 第二節 神戸市の復興都市計画
( � 阪神 淡路大震災 神戸市 の記録郎年j 9卯 月 間神戸市街。 )

『神戸市都市計両局事業概要J 平成 7 年度、 8 年度版などに よ る。 ノ

1 . 都市計画
‘
策定 ま での経過

神戸市は95年 2 月 1 目 、 建築基準法第84条 第 1 項 に よ る 建築制 限 を 復興都市計画事業実

施予定の森南、 六 甲 道駅周辺、 三宮、 松本、 併菅、 新 長 田 駅周 辺 の 6 地 区、 計約233haで、

2 月 17 日 ま で実施 し た。 ( そ の後 3 月 17 日 ま で延長) 。 中央区のサ ン ボー ホ ー ル に相談所 を

開設 し た 。

2 月 訪 日 、 震災復興緊急整備条例 を 制 定。 こ れ に基づい て 東灘区か ら 須磨 区 ま での 六 甲

山南側 の 市街地約5， 887haを 「震災復興促進 区域J に 指定、 3 階建以上の建物 の建築 は 建

築確認 申 請の 30 目 前 ま で に 計画の概要 を 崩 け 出 る 事前届 出制 を 実施 し た 。 2 月 2 1 日 、 森南

な どの土地 区画整理事業案、 六 甲 道駅周辺地 区 な どの市街地再開発事業案、 三 宮地 区 の 地

区計画素案 を 発表 し 、 22 日 か ら 4 地 区 で現地相談所 を 開設 し た。 2 月 28 日 、 都市計画案の

縦覧開始 ( 3 月 13 日 ま で) 。

3 月 14 日 、 神戸 市都市計画審議会開催。 都市計画 案 を 承認。 3 月 16 日 、 兵庫県都市計画

地方審議会が開かれ計樹案 を 承認。 3 月 17 日 、 土地区画整理事業、 市街地再 開 発事業 を 都

市計画決定。 建築制 限 を 実施 し た 6 地 民 を 含め た 24地域、 1 ， 225ha を 「重点 復興地域J に

指定 し た。

4 月 28 日 、 三宮地 区 の 地 区計画 を 、 神戸市、 兵庫県 の 審議会の審議 を 経て都市計画決定。

6 月 16 日 、 復興計断案の 地域別計画、 シ ン ボル プ ロ ジ ェ ク ト を 発表。

2 . 都市計画の 基本方針

1 ) 災害 に 強 い ま ち づ く り を め ざす。 そ の た め に 防災広場 な どの地域防災拠点 を 形成 し 、

安全な 道路、 公園 を 整備 し 、 建築物の不燃化 ・ 耐震化 を 図 り 、 共 同溝等の整備 で ラ イ フ ラ

イ ン を 確保す る o 2 ) 快適で潤 い の あ る 市街地 の形成の た め に 、 歩行者空 間 の 充実 と ネ ッ

ト ワ ー ク の形成 を 図 り 、 高齢者等 に 配慮 し た ま ち づ く り 、 土地利用 の適正 な 配置 と 高度利

用 を 図 る 。 3 ) 生活関連道路や 身近 な 公園 を 整備 し て住環境 を 整備 し 、 共 同住宅の建設、

賃貸住宅の供給 を 進 め 、 高齢者等 に や さ し い住 ま いづ く り を め ざ し た住宅供給 を 進め る O

4 ) 商宿街、 市場な どの再生 と 充実 を 図 り 、 工場等生産機能の復興 を 進 め て 商工業 を 復興

さ せ る o 5 ) 住民の参加 と 対話 に よ る 協働の ま ち づ く り で事業 を 推進 し 、 地域文化、 コ ミ

ュ ニ テ イ の再生 を 図 る O
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都市計額決定 さ れ た 各地区 の事業概要
「一一一一 i 

地区 ・ 事業手法 ・ 世帯数

[森街地III (東灘区)
土地区画整主主事業16. 7ha 
反災前棟数 520 
倒壊棟数 320 
倒壊率 62% 
従前人口 3， 300人

1， 600世帯

[六甲道駅周辺地以J (ì難民)
i JR 六甲道駅の北西部 と 南西
部の J部で土地区両整理事業
が行われ、 南東部で市街地再
開発事業が行われる。
女六甲道駅北西部、 六甲道駅
南西部
!:地区画絵理事業9. 7ha

従前人口 5， 400人
2， 500世帯

倒壊率 59% 

女六甲道駅員j東部
第 2 種市街地再開発事業
5. 9ha 
従前人口 1 ，  400入

700世帯
震災前棟数 220 
倒壊棟数 150 
倒壊率 70% 

{松本地区1 (兵庫 i又)
土地Ix:酒整理事業8. 9ha
震災前棟数 520 
倒壊棟数 390 
倒壊率 75% 
従前人口 2， 400人

1 ， 200世11f

I御菅地l友1 (長日区)
土地区画整理事業10. lha
震災前棟数 270 
倒壊棟数 240 
倒壊率 89% 
従前人口 2， 000人

900世帯

整備:J:ì�1 . 公共施設計ーi画な ど
塁突備方針 : 生活中心と しての拠点の形成及び良好な住宅市街地の再生を図る 。
こ のため、 新議尺予知ーに交通広場を整備 し、 防災機能を も っ た広幅討の道路、 身近
な公閣の整備を行い都市IW災拠点の形成をl刈 る 。 安全性の言
凶 るため1生i主ミ寸j活吉:道若路を整俄し、 安全で快適な歩行者道の整備を進める 。 建築物の
共同化、 不燃化、 耐震イとへの誘導を進める 。
主な公共施設の計両 : 都市計耐l道路 (森本11 1線、 深江幹線、 本庄本山線)

都市計画公民 (街区公図 ・ 森公園)

整備方針 : 東部副都心の核にふ さ わ しい機能の導入及び拠点の形成を図る 。 こ
のために六甲道訳周辺の市街地再開発事業と連携 した安全で、快適な副都心の形
成をめざし、 防災機能を持っ た広報れの道路、 防災性の高い公園 と 身近な公開
の整備を行い、 都市防災拠点の形成を i苅 る 。 建築物の共同化の促進に よ る安全
で活気のある 「阿佐みj を整備する と と も に、 安全性の高い住環境の彩成を凶
る ため生活道路を幣備 し、 安令で快適な歩行者退路を整備する 。 建物は共同化、
不燃化耐震化へ誘導する 。
主な公共施設の計画 : 都市計!両道路 (神芳線、 花園線、 六甲町線)

都市計画公関 (近隣公園 ・ 六甲道北公園)
整備方針 : 東部副都心の核にふ さわ しい機能の導入及ひ、拠点の形成を図る 。 こ
のため避難、 救後活動の拠点 と なる空間 (地域妨災拠点) を務備する 。 防災広
場を i刻む街反構成と 良質な住宅を供給する 。 道路を拡幅整備 し、 歩行者ネ ッ ト
ワ ー ク の形成を図る 。
主な公共施設の計酒 : 都市計画道路 (阪神国道線、 八l際線、 六甲道駅南線、

六甲道三宮線、 六甲道駅前線、 桜口深町線な ど)
都市計l曲i公鼠1 (近隣公闘 ・ 六甲道南公陸J)

整備方針 ・ 生活基般の整備及び、住 環境の終備を図る 。 このため防災機能を も っ
た広幅員の道路、 身近な公閣の弊備を行い、 都市防災拠点を形成 し、 生活道路
と安すそで快適な歩行者選を繋備 し安令ttの高い{主主景境の形成を図 り 、 便利でに
ぎわいのある商応衡を再生 ・ 活性化する と と も に建築物の共同化、 不燃化、 耐
渓化への誘導を進める 。
主な公共施設の計画 : 都市計i凶道路 (塚本線、 松本線)

来高備方針 : 都千七主主盤の整備及びま ちづく り 協議会 と の連携に よ っ て住環境を整
備する 。 紡災機能を も っ た広幅員の道路、 身近な公園の整備を行い、 都市防災
拠点の形成を以 内 、 安全'主の高い生活道路を整備する 。 広場と ー体にな った使
利でに ぎわいのある市場、 尚J，5街の再生と活性化を[菊 り 、 建築物の共i司化、 不

る 。
都 rlj�t函道路 (長IH線、 細回線、 兵庫駅鷹取線)

第八章@都rtî計 画 ・ ま ち づ く り 5 1 9  



都市計間決定 さ れ た 各地区 の事業概要
「一一一一一一一一一一一一一一一 l 

地区 ・ 事業手法

{新長田 ・ )鳥取地Ix: J
長ml2<:南青11 と ;Ji焼以丙音:ßの
部を合む。 [)<:幽整湾事業と再
開発事業の 2 地bくがある 。
女新長田駅北部 ・ 鷹取東部

(長田灰 ・ 須磨区)
土地区画整域事業地区
69. 2ha 
従前人口13， 500人

5， 800HH昔

事骨新長fH駅南部 (長田区)
第 2 穂市街地再開発事業地区
20. 0ha 
従前人口 4， 600人

1 ，  600t世帯

[三宮地区1 (中央区)
地区計画地[)(

事き備方針 ・ 公共施設計画など

務備方針 : 頭部副都心、の核にふ さわ しい機能の導入及び拠点の形成並びに住環
境の整備を図る 。 新長!日駅南の市街地再開発事業と 逮携 した安全で快適な副都
心の形成をめざし、 紡災機能を も っ た広中副長の道路、 防災性の向い公閣 と 身近
な公園の繋備を行い、 都市|坊災拠点の形成を図る 。 さ ら に建築物の共同化の促
進に よ る安全で活気のある 「街並み」 を準備 し、 に ぎやかな商業地の形成及び
工場等牛産機能の復興を図る 。 生活道路を整備 し安全性の高い住環境の形成を
図る 。 建築物の共同化、 不燃化、 耐渓イとへの誘導を進める 。
主な公共施設の計i画i 都市計画道路 (中央幹線、 五{立池線、 板宿線、 細回線

神楽四代線、 神楽御t�数線、 松野御1宅敷線、 兵庫駅鷹
取線、 新長m駅須Jf\'線)
都 flî ，jtl由j公偉j (近隣公除] . 水笠公園、 千歳公園)

整備方針 向部副都心の殺にふ さ わ しい機能の導入及び拠点の形成並びに住環
境の務備を�x] る 。 避難、 救緩活動の拠点と なる ヤ間 (地域紡災拠点) を整備 し、
ft商工の適正な配世に よ る i拘業 ・ 業務 ・ 生産機能を復興する と と も に、 多様な
事業主体を活用 した良質な住 宅を1t'-悶jに供給する 。

主な公共施設の計画 : 都市計画道路 (浜子幹線、 五:f立池線、 新長田駅東線、
新長田駅西線、 新長田南側線、 新長凶器た須磨線な ど)
都市計画公滋j (近隣公園 ・ 若松公園)

女!日居留地池尻22. 1ha 繋備 日襟 安全で活力ある 中枢管理業務地l又の充実を図る 。 歴史的環境に配慮
解体ピル22棟 ( j日居留地連絡 j した風格ある都市景観を形成 しながら 、 防災機能を強化する 。
協議会調べ)
女税関線沿道南地区 ( フ ラ ワ | 整備日襟 : シ ン ボルロー ド と しての安全性と魅力の向 とをめざす。 都心業務 ・
ー ロ ー ド沿道) 11 . 2ha 行政機能の強化と安全性を確保 し、市民が交流する安全な歩行者空間を充実し 、

風格ある都市景観を形成する 。
女三1g西地反 (セ ン タ ー街な I 1察備 ÉI t禁 : 安全で魅力的な広域交流地反の形成を図る 。 広域磁業機能の拡充 ・
ど) 7 . 3ha 強化を図 り 、 狭小ピルを解消 し、 避難動線を確保する 。

女税関線東地区
11 .  5ha 

中長1n留 目標 : 安全で快適な都心業務地区の形成を阿る 。 業務サー ビス機能を強化
し荷業 ・ 文化機能をfë実する 。 オープ ンスペース の確保に よ る市民交流、 避難
空間を創出する 。

3 . 東部新都心計画

[復興 シ ン ボルプロ ジ ェ ク ト }

神戸市中央 区 と 灘 区 の 臨海部 に あ る 川 崎 製鉄所、 神 戸 製 鋼 所 の 跡 地 を 中 心 に し た75ha

と 、 ]R 神戸線か ら 阪神高速道路 に か け た周辺の既成市街地 を 合わせた 計120haの 地 区O 臨

海部地 区 に 国 際 的 な緋究 ・ 研修機関、 文化 ・ 教育施設、 防災拠点、 住宅街区 な ど を建設す

520 第八章@都市計 爾 ・ ま ち づ く り



束郡新都心計画の概婆

地区 ・ 事業手法 整備方針 ・ 主な計画な ど 主な経緯
{東部臨海部地区} 宅整備方針 : ①魅力ある水際交流空間の銭出 (水際 主な経緯 : 1993年 9 月 、 神戸市東

事業手法 : 土地区画 広場、 ハーパー ウ オー ク な ど) ②国際文化 ・ 研究 部臨海部土地利用計画策定委員会
整理事業、 港湾繋備事 交流拠点を形成 (WHO 神戸セ ン タ ー ピル、 閉鎖 が報告書提出。 95ifô 2 丹 、 神戸港
業、 港湾環境整備事業 性海域の環境保全を研究する国際エ メ ッ ク ス セ ン i巷i考古i幽を改定。 6 月 、 復興計画
75ha タ ー 、 東ア ジア際性雨モニ タ リ ン グネ ッ ト ワ ー ク の シ ン ボル事業 と して位償づけ

セ ン タ ー 、 兵庫国際セ ン タ ー、 災害!玄療セ ン タ ー 、 る 。 8 月 、 神戸港港湾計画の一部
県立美術館な ど) ③j巷{ぢの防災づ く り (緊急時の 変更。 WHO 神戸セ ン タ ー設立総
物資輸送 ・ 避難用スペース 、 臨時ヘ リ ポー ト 、 浮 印。 12月 、 土地区i由j繋理事業の都
き桟橋な ど)(吾被災者のための住宅建設をは じめ、 市計画決定。 港湾環段?整備事業に
ウ ォ ー タ ー フ ロ ン ト に立地 した都市居住空間 と し 着手。 96年 2 丹 、 JjJ途地域主手の都
てのモデル笹jlXの主主備。 市計l属変更。 地l玄lì! 匝IÎの都市計画
土地利用計画 : 公共用地 (道路、 公闘な ど) 24ha 決定。 土地区画整湾事業の事業計
(32%) 、 業務 ・ 研究 用 地llha (15%) 、 文 化 ・ 画決定。 3 月 、 国際健康開発セ ン

教育用地llha (15%) 、 居住用地29ha (38%) タ ー ピル (WHO --t ン タ ー ビル)
主な公共施設 : 道路 (東部新都心東西線組員40 整備計甑i (港湾文化交流施設) の

m な ど) 、 水際広場 (4. 4ha) 、 係留締役な ど 運輸大臣認可。
施 仁r，- : 神戸市、 兵庫県、 都市 . {主官公開
施工期間 : 95{ドから 6 ヵ 年
事業安 : 580億円

{主rr都，心周辺地区} 終備方針 : ①災害に強 く 、 安全で快適な市街池を
事業手法 : 住宅市街地 形成す る ためのお度な基盤施設を繋備する②業
総合整俗事業 務 ・ 研究機能、 文化施設な どの立地を促進 し、 多
168. 1ha 彩な生活を展潟でき る魅力的な都市空間を創mす

る③i萄活j!j機能を強化 ・ 高度化に よ っ て商業環境
を再生する④12， 800戸の良好な住宅 ・ 住環境を整
備する 。
公的住宅の計画 日 出町地反] 神戸市580戸 ( う
ち 災害公'営278J'1) 、 兵庫県 (災害公常) 286戸、
住都公団1， 020戸。 [筒井町地[;ZJ 神戸rtí575)i ( う
ち 災害公常203戸) 0 [脇浜町地区]住都公団292戸。
[脇浜海洋通地区] 神戸市、 兵康県、 住都公団が

計画中。

る 計画。 神 戸市復興計画 の シ ン ボル プ ロ ジ ェ ク ト と さ れて い る 。 三宮 を は さ んで、 西の ハ

ー パ ー ラ ン ド に 対 し 、 東の新都心 と 位置づけ ら れて い る 。 居住人口 は 3 万人、 従業人口 4

万人、 利 用 人 口 15万人 と 見て い る o WHO 神戸セ ン タ ー ピ ル、 被災者 向 け 住 宅 の 一 部 は 建

設が始 ま り 、 98年 に利用 を 開始す る 。

臨海部地区 は土地区画整理事業、 周辺地区 は住宅市街地総合整備事業の 手法で進め ら れ

る 。

東部新都心計一両 は、 神戸製鋼、 川 崎製鉄が リ ス ト ラ で生産拠点の移転 を 表明 し た こ と か

ら 、 兵庫県、 神戸市が以前 か ら 再整備 を 検討 し て き て い た 。 1993年 に は神 戸市東部臨海部

土地利用計繭策定委員会が流通 ゾー ン 新設 を 中 心 に し た 報告書 を 提 出 し て い た。 95年 2 月

に 被災者用住宅建設、 防災拠点、 国際交流 ・ 研究 セ ン タ ー の建設 に 重点 を 移 し 、 新都市計

画 の 策 定が進 め ら れた 。
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4 . 神戸市地域腕計画

6 月 16 日 に 神戸市復興計画案の地域別計画 と シ ン ボ、 ル プ ロ ジ、 ェ ク ト が発表 さ れた。 こ れ

ら を 含 ん だ1 0 カ 年計隔が 6 月 30 日 に 決定 さ れた 。 こ の う ち の地域別計画 は 、 「都心地域J i東

部市街地J i西部市街地J に分け ら れ、 18の事業 を 挙 げて い る 。

宮崎地域別計画

{東部市街地復興計画] ①大学の あ る ま ち づ く り の推進②住吉川 河川緑地軸 の 整備③東部

副都心軸の整備④酒 を 生かす ま ち づ く り の推進⑤ な ぎ さ 海道 (臨海緑地軸) の 整備

[都心地域復興計画} ⑥灘文化軸 の整備⑦生 田 川 河川 緑地軸の整備⑧新港突堤東地区の再

開発⑨魅力 あ る 都心中心部の創造⑮歴史的地 区再生 プ ロ グ ラ ム ⑪都心 ウ ォ ー タ ー フ ロ ン ト

の整備

{ 両部市街地復興計画} ⑫湊川 公園 ・ 新開地周辺の整備⑬新湊Jl I 河川緑地軸 の 整備⑭地下

鉄海岸線の整備 に あ わせた ま ち づ く り ⑮ 「 く つ の ま ち な がた」 構想、⑮西部副都心軸の整備

⑫国際 ボ ラ ン テ イ ア 文化交流セ ン タ ー の整備⑬妙法寺川 河川 緑地軸 の整備

* シ ン ボル ブ ロ ジ、 ェ ク ト

①東遊 園 地 を 震災復興記念公開 と し て 整備、 国際公募 に よ る モ ニ ュ メ ン ト を 設 置②東部新

都心の建設③ ボ ー ト ア イ ラ ン ド E 期 に エ ン タ ー プ ラ イ ズ ゾー ン の整備

〈参考文献〉
『阪神 ・ 淡路大震災 神戸市の記録1995年J 神戸市 1 996年 ] 月
『神戸市復興計画ガイ ド ラ イ ン J 神戸市 1995年 3 月
『神戸市復興計凶j 神戸市震災復興本部総括局 1995年 7 月
f事業概要J 神戸市都市計幽局 平成 7 年度、 8 年度
f震災復興ま ちづく り ニュース j (第 1 号- 8 号) 神戸市住宅局 ・ 都市計測局 1996年 2 月 - 7 月
f震災復興土地区i国i整湾挙業によ る ま ちづ く り j (神戸市都市計両局広報紙) 1995年 5 月~
1都市計爾 (神戸市職労機関紙) j 神戸市職労都市計画支持fS 1995年 2 Jq z9 B -
f真野 ま ちづ く り と震災からの復興j 阪神復興 NPO 編 自治体研究社 1995年 5 月
「阪神 . 淡路j大℃震災被災地
f干神中戸黒書 : 阪神火震災と神戸市政J 市民がつ く る神戸市白書委員会編 労働旬報宇社土 1996イ年ド 1 月
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| 第三節 神戸の復興 ま ちづ く り の立ち上が り
復興都市計画の網がかぶせ ら れ、 土地区画整理事業や市指地再開発事業が行政主導で進

め ら れ る 神戸市 内 の 「黒地地区j と 呼ばれる 6 地区 は 、 計画の 内容、 事業手法、 事業の手

順、 義務 と 権利 に つ い て理解す る 努力 か ら 始 ま り 、 住民の合意 を 形成す る 作業 に苦 関 し て

い る 。 都市計画の必然性そ の も の を 疑 い 、 拒百す る 姿勢で ま ち づ く り を独 自 に考 え よ う と

し て い る 地 区 も あ れば、 資金が投入 さ れ る プ ラ ス 面 を 評価 し て積極的 に 軌 道 に 乗せ よ う と

し て い る 地 区 も あ る O

「灰色地域」 と 呼ばれ る 都市計画地区以外の重点復興地域 と 、 こ れ ら に比べて行政の支

援が薄 い 「 白 地 区域j と 呼ばれ る 復興促進地域は、 ま た 別 の 困難 に悩 ん で、 い る 。

こ こ で は 、 主 に都市計画決定 さ れた 「黒地地区」 の ま ち づ く り の経過 を た ど り な が ら 、

住民が直面 し た 問題、 乗 り 越 え る た め の試行錯誤、 明 ら か に さ れた課題な ど を 探 り な が ら 、

何年 3 月 ま での復興 ま ち づ く り の 1 年 2 カ 月 の状況 を 描 い て み た い。

1 . 東灘区 の ま ち づ く り の 状況

浮かんで き た 「 白 地区域j の課題

神戸市 内 で最 も 多 く の犠牲者が 出 た 東灘 区 は 、 森南地区が土地区画整理事業地区、 深江

地 区が密集住宅市街地整備促進事業 に指定 さ れた も の の 、 他の青木、 関本、 魚崎、 住吉な

どの地区 は復興促進区域で、 い わ ゆ る 「 白 地 区域」 に な っ て い る O こ れ ら の地域で も 、 コ

ン サ ル タ ン ト や ボ ラ ン テ ィ ア の協力 で ま ち づ く り 協議会が結成 さ れ、 あ る い は結成 に 向 け

て準備が進 ん で い る O

{深江地 区 } 重点復興地域、 密集市街地整備促進事業毘域

国道 2 号線か ら 南、 芦屋市に接す る 深江地 区 は 、 1985年 に 木造賃貸住宅総合整備事業地

区 に指定 さ れ て い た 。 90年 に 「深江地 区 ま ち づ く り 協議会j を 発足 さ せ、 阪神深江駅前再

開発、 国道43号線公害問題な ど に つ い て ア ン ケ ー ト 調査 を 行 っ て 、 93年 に は市 に ま ち づ く

り 案 を 提案す る 段階 に ま で進んで い た 。

大震災で、 9 ， 277世帯で259人の犠牲者 を 出 し 、 4， 230戸が倒壊 し た (協議会調べ) 。 協議

会 は 、 5 月 に 震災復興委員 会 を 発足 さ せ、 GU 計画研究所 を 中 心 と し た コ ン サ ル タ ン ト の

支援で ま ち づ く り 相 談会 を 開催 す る と と も に 、 ま ち づ く り 協定 を 見直 し 、 復興 ま ち づ く り

構想 を 作成 し た 。

「庶民的 で住み よ い街への改善J を 目 標 に 、 公的住宅の供給、 道路 ・ 公 園 の整備、 神戸

商船大学の移転促進 と 跡地利用 な ど を 課題 に 掲 げ、 深江駅周辺再開発構想、 国道43号椋整

備構想、 旧 西国街道歴史 の道整備構想 を ま と め る と と も に 、 地鼠計画 を 策定 し て95年 1 1 月
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に 「深江地 区 ま ち づ く り 協定J を 神戸市 と 結 ん だ。

[ 関本地 区 } 都 市景観形成地域

]R 摂津本 山 駅 と 阪急岡本駅の 間 の 、 関本、 本 山 北 町 の 一 部 は 、 1983年 に 「 美 し い街 岡

本協議会j を 発足 さ せ、 88年 に ま ち づ く り 協 定 を 結 び、 地 区計画が告示 さ れ た 。 90年 に は

「岡本駅南部都市景観形成地域J に 指定 さ れ、 92年 に 岡 本駅南 A 地 区 市街地再 開発準備

組合 を 設立 し た。

こ の地 区 の 被 害 は 、 家屋総数350戸 の う ち 死者 5 人、 全半壊38戸 だ、 っ た。 協 議 会 は、 復

興 ま ち づ く り 言打倒の 中 で、 南北道路 を 見直 し 、 山手幹線、 キ ャ ン パ ス 通、 開本坂な ど を 景

観形成道路 と し て新 し い 整備構想、 を 提案 し て い る 。

[魚崎地 区 i

国道 2 号線か ら 海岸 ま で の魚崎地認 は 落 ち 着 い た住宅街 と 酒造地帯が位置 し て い る が、

6 割近 く の家屋が全壊 し た。 魚崎地区災害対策本部 と 関西建築家ボ ラ ン テ イ ア は、 魚崎小

学校校庭 に 設寵 さ れた カ ナ ダ政府か ら 贈 ら れた 大 き な テ ン ト で95年 4 月 か ら 3 固 に わ た っ

て魚崎地 区 ま ち づ く り シ ン ポ ジ ウ ム を 開 い た。 歴 史 的 な 町並 み や建造物 を 残 し て い こ う と 、

井戸、 地蔵の所在地の調査、 酒蔵の道の再生 な ど を 検討 し な が ら 地 区計画づ く り へ向 け 、

「 白 地 区域J (復興促進区域) で の ま ち づ く り 協議会の結成が準備 さ れて い る 。

[住吉地区i

住吉神社 を 中 心 に 、 本町、 宮町、 東町、 南 町の20lllT丁 か ら な っ て い る 広 い 地域で、 こ の

う ち 宮町か ら 南側 は倒壊棟が50% を 超 え た 町丁が半分以上 に な っ て い る 。 木造賃貸住 宅 は

113棟の う ち 75棟が倒壊 し 、 725世帯 中 約500 t止帯が被災 し 、 古 い 木造 ア パ ー ト に 被害が集

中 し た (神戸大学重村研究室、 い る か設計集 団 の調査) 。 し か し 、 こ の 区域 は 再建 は民 間

の力 に ゆ だ、ね ら れた 「 白 地 区域J (復興促進区域) で、 立 ち 上が り は 遅 く 、 支援 も 後手に

回 っ た。

地 区全体 を ま と め る 復興住民組織 は何年 3 月 の 時 点 で は ま だ正 式 に は 生 ま れ て い な い

が、 阪神住吉駅北東部の住之江地 区 を 中心 に 、 い る か設計集団、 林空間研究所や ボ ラ ン テ

イ ア 組織の情報セ ン タ 一 、 神戸復興新 聞 な どで結成 し た住吉地 区復興支援 グ ル ー プの働 き

か け で 「住吉第 1 ・ 住宅復興 ・ ま ち づ く り 協議会J の 結成準備が進め ら れて い る 。 住之江

地 隠 は 、 世帯数の48%が地院外に疎開 し て い る こ と か ら 、 ま ず元の ま ち に戻 っ て住 め る た

め に住宅促進委員会 を 結成、 続 い て 協議会結成 を め ざ し て い る 。 支援 グ ル ー プ は さ ら に 第

2 、 第 3 の ま ち づ く り 協議会結成 を 提案 し て い る o í 白 地 区域J の課題を 集 中 的 に抱 え て

い る 区域の… 品つ で あ る 。

524 第八章@都市計i凶 ま ちづ く り



ク ロ ー ズア ッ プ瞳森南地区 (地区の概要、 事業概 要 は p.519 を 参照)

「 わ が町 ・ 森村」 を 基盤 に ま ち づ く り

[60年前に耕地整理}

森南地 区 は 、 ]R 神戸線の 南 で 国 道 2 号線 の 問、 芦屋市 に 隣接 し、 森南 町 1 � 3 丁 目 、

本 山 中 町 1 了 日 の 一 部 を 含 む 。 ]R 摂津本 山 駅 と 芦屋駅の 中 間 に位 置 し 、 以前か ら 新駅の

開 設が計画 さ れ て い た 。 新駅は 後 に 「 甲 南 山 手J と い う 名前がつ け ら れ 開 業す る の だが、

こ こ の土地区画整理事業 は、 そ の 多 く の部分が駅前広場 と し て の 「交通広場J の用 地確保

と 連絡道路に 関係 し て い る O 釈がで き れば人の流れの方向 も 量 も 変わ る 、 基盤整理 を す る

必要があ る 、 と い う 都市計画行政の判 断 と 、 「駅の た め に ま ち を い じ ら れ る の は ごめ ん だ」

と い う 住民の気持ち は最初 か ら かみ合わ な い と こ ろ があ っ た。

森南 は 、 昭和 9 年 に 耕地整理が行わ れ、 6 メ ー ト ル幅の道路が格子状に 整備 さ れて い る O

震災前の居住者 は1 ， 626世帯、 3 ， 280人。 住宅の被災 は、 権災証明 に よ る と 全壊51. 8%、 半

壊19. 8% で全半壊率 は70% を 超 え て い る o -�gß損壊25 . 4% を 入 れ る と 96. 9%が損傷 を 受 け

た 。 犠牲者は81 人 に の ぼっ て い る 。

世帯主の職業は、 経営 ・ 管理職 と 事務 ・ 技術職が合わせて46% を 占 め る O サ ラ リ ー マ ン

森I有地[:{街づ く り の修正案の住民説明会。 避難先か ら も 多
く の住民が詰めかけた ニ95年12月 16 EI 、 東灘区

が多 い住宅街で、 こ れ ま で 自 治会は な く 、

人 々 は ほ ど 良 い 距離 を と っ て 生 活 し て い

た 。 平均居住年数は22年 を 越 え 、 定住傾向

が強い地域だが、 大地震の あ と こ の 地 区 に

留 ま っ て い る 人 は わ ずか 2 割程度だ っ た 。

{ 立 ち 上 が っ た女性 た ち }

都市計画 の 網 を かぶせ ら れた こ と に対す

る 反発は、 神戸市 内 で は 森南地区が最 も 早

く 、 強か っ た 。 そ の 中 心 に な っ た の は、 女

性た ち だ、 っ た 。 2 月 22 司 、 森公園 に 開設 さ

れた現地相談所 を 訪 ね た轟直子 さ ん は担当

者 か ら 「 区 画 整 理 で す か ら 減歩 は あ り ま

す」 と 開 い た が、 加 の 人 々 に は減歩 に つ い

て説明 し な い様子 を 見て 「 み な さ ん、 だ ま

さ れる よ j と 、 そ の場 の 主婦 た ち に 叫 ん だ。

「生 ま れて 初 め で あ ん な 大 き な 声 を 出 し
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たj と 轟 さ ん は後で 自 分の取 っ た行動 に 驚い て い る 。

主婦た ち の呼びか け で直 ち に 医画整理事業 を勉強す る 集 ま り が関 か れ、 2 月 23 日 か ら 計

画 の 見直 し を 求 め る 署名 運動 を 開始 し た 。 24 日 に は400人が参加 し た住民集 会 が 開 か れ、

土地区画整理事業の 備がかぶせ ら れた こ と に 「 こ れは 地震以上の災害 だ I災 害 フ ァ シ ズ

ム だJ い う 声が沸 き 上が り 、 そ の 日 「森南 ・ 本山 中 町 ま ち づ く り 協議会J が結成 さ れた 。

呉服庖 を 営み な が ら 社会福祉協議会委員 を し て い た加賀幸夫 さ んが会長 に推 さ れた。 加賀

さ ん も 孫娘の桜子ち ゃ ん を 失 い 「孫が亡 く な っ た場所が道路に さ れ る の は許せ な い」 と 怒

り の声 を 上げて い た。

批判 の矛先 は-r!îの担当 者 だ け で な く 、 補助金制度の 向 こ う に あ る 政府や建設官僚 に も 向

け ら れた 。 「現地で震災 を 体験 し た 者 は 無 力 感 を 抱 き な が ら 、 そ れ に も かか わ ら ず地道 な

復旧 を 考 え る も の だが、 外か ら 震災 を 見 る 者や震災後 に 現地入 り し た都市計画 の 専 門 家 の

多 く に は、 強権願望が見 え か く れす る O 建築家や都市計画専 門 家 の 『今こ そ 、 こ れ ま で に

で き な か っ た都市部造 を J と い っ た 主 張 は枚挙に い と ま がな い。 J (野田正彰 『 わ が街 一 東

灘区森南町の 人 々 j 文塞春秋社/何年 7 月 ) と 指摘 さ れ る よ う に 、 都市計画 区域に指定 さ

れ た 地 区 は 、 防災都市づ く り の 実験地の よ う に 見 ら れて い た 。

区尚整理の都市計画 の見直 し を 求 め る 陳情書 に 2 月 28 8 ま で2， 080入が署名 し た。 計額

案の縦覧が始 ま り 、 そ れ に 対す る 協議会 と し て の意見書 に は、 3 月 の都市計画審議会 ま で

に 地 区 内 の住民2， 402人、 地 区外 に 避難 し て い る 25， 798人、 計28， 200人の署 名 が添 え ら れ

た。 短時 日 に こ れ ほ どの運動が進 ん だ の は 、 地元 に と ど ま っ て い る 主婦 を 中 心 に し た グ ル

ー プの 力 だ、 っ た 。 主婦た ち は ま ち を 歩 き 囲 り 、 避難所 を 尋ね、 住民の疎開先 を 開 き 出 し て 、

情報や署名用 紙 を 郵送 し た。

[市長 か ら 異例の回答}

3 月 13 日 、 市長か ら 「都市計画決定後 も 従来 に こ だわ る こ と な く 、 管 さ ん の 言 わ れ る f地

区 の 人 々 の ま ち づ く り に 参加 で き る j 状況の も と で、 皆様方 と と も に ま ち づ く り を 進 め て

い く こ と を 確約 い た し ま す。 住民の皆様方の合意の な い ま ち づ く り は あ り 得 ま せんJ と い

う 回答書が届 い た 。 都市計画決定後 も 変更 は あ り う る と い う の は、 都 市計画行政に と っ て

前例 の な い画期 的 な 内容であ っ た 。 し か し 、 区画整理事業そ の も の は 、 意見書 の 内容 を 反

映す る こ と な く 17 日 に 決定 さ れた。

ま ち づ く り 協議会は、 市への 陳情や抗議の運動 と と も に 、 こ の ま ち の ど こ が弱 か っ た の

か を 検証 し 、 改 め る と こ ろ 、 残す と こ ろ を 考 え る 作業 を 始め た 。 「がれ き の 下 に あ る 元の

ま ち を 見つ め 直す こ と か ら ま ち づ く り を 考 え よ う と し た の ですJ と 、 こ の ま ち に{主む建築

家伊東朗子 さ んが話 し て い る O

森南の 地名 は、 JR 線北側 の 森北 町 と 合 わ せ た 「森村」 か ら 来て お り 、 か つ て 住 吉 の 津

を 守 っ て い た津守連 (つ も り の む ら じ) が住ん で、 い て 、 そ の津守が 「森J と な っ た、 あ る
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い は稲荷神社の森が広 がっ て い た か ら 、 と 言 わ れて い る 。 地下水が豊富で、、 井戸 も 多 い 。

し か し 、 水市地帯であ っ た め地盤は悪 く 、 建築 に は し っ か り し た 基礎が必要であ る O

こ う し た考 察 に 立 っ て 、 伊東 さ ん た ち は 「森村 緑の森の大地」 か ら ま ち を 再生 さ せ よ

う と 呼びかけ た 。

「使わ な く な っ た井戸 を 見直 し 、 せせ ら ぎ の水源 に し た り 、 災害時 に は公共上水道 に 代

わ る 水源 に す る O 小公闘 を 配置 し 、 緑道の ネ ッ ト ワ ー ク でつ な ぐ。 ブ ロ ッ ク 塀 を や め 生 け

垣 に 替 え る 。 盆踊 り や神社の行事 な ど を 継承で き る 空 間 を 設定す る 。 J ( 1住 み続 け る 住民

の決意J 伊東朗子 f造景j NO. 1 /96年 1 月 )

住民の 意識調査 も 、 大阪教育大学岸本研究室の協力 で、行われたo 5 月 末 の 時点で も 45%

が疎開 し て い た が、 こ の 地 区 に住み続け た い 人 々 は89%、 東西の都市計画道路に は79%が

反対 し て い る こ と な どが明 ら か に な っ た。

こ う し た作 業 を も と に 、 8 月 に 「復興 ま ち づ く り 憲章」 が発表 さ れた 。 ま ち づ く り の原

則 の 第 1 条 に は 「い ま 、 ガ レ キ と 化 し た ま ち は単 な る 土地 で は あ り ま せ ん 。 そ こ に は私 た

ち の生活の記'憶が埋 ま っ て い ま す。 私 た ち は、 過去 を捨て去る 都市計画で は な く 、 震災前

の生活 と 亡 く な っ た80余名 の 人 々 の記憶 を 大切 に し な が ら 、 う る わ し い ま ち の復興 を め ざ

し ま すj と 、 こ れ ま での腫史 と 暮 ら し の記憶 を 忘 れ な い よ う に す る と い う 決意が掲 げ ら れ

て い る 。 ま ち は道路でで き て い る の で は な く 、 暮 ら し の歴 史 を 共有 す る こ と に あ る と い う

の で あ ろ う O

ま ち づ く り 協議会 は 、 基本姿勢 に 、 1 ) 地 亙 内 の 道路は現状の ま ま o 2 ) 交通広場は不

必要。 3 ) 減歩 は ゼ ロ の 3 点 を かかげて、 市 と 交渉 を 続け、 減歩2. 5% と い う 他 の 地 区

に は な い 最少の 数字 を 引 き 出 し た。 市 は 95年12月 に 、 17 メ } ト ル道路 を 計画 か ら 削 り 、 南

北道路の ・ 部 を 拡幅す る 修正案 を 示 し た。

し か し 、 こ の数字 を め ぐ っ て 、 協議会 内 部 に 、 市 の 譲歩 を 十分引 き 出 し た 、 と い う 声 と 、

減歩ゼ ロ の原則 は崩せな い と い う 意見が対立 し 始 め 、 協議会 は組織 内 の新 た な 問題に直面

し て い る 。

2 . 灘 区 の ま ち づ く り の 状況

高業 と 住宅の協力 を 追求

灘 区 は 六 甲 道駅周辺地 底 に土地 区画整理事業、 市街地再開発事業の都市計画が決定 し て

い る 。 重点復興地域 に は都賀周辺、 新在家南、 河原問、 味泥、 六 甲 が指定 さ れて い る 。 そ

れぞれの地域 に は ま ち づ く り 協議会が結 成 さ れて新 し い ま ち づ く り が進 め ら れて い る が、

「 白 地 区域j の 水道筋 を 中心 に し た灘中央で も 、 商岩街 と 住宅地が一体に な っ て活力 を 取

り も どす事業が計画 さ れて い る 。
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{六 甲 道駅北地 区 } 土地区画整理事業

8 つ の 町丁 の 16. 1haの678棟 の う ち 53%が倒壊 し た。 住 民4， 200 人 の う ち 6 舗 は 仮設住

宅 な ど に 転 出 し た 。

区画整理の綿がかぶせ ら れて最初 に立 ち 上がっ た の は 、 六 甲宮前臨席街の 園 芸庖主広瀬

正幸 さ んた ち の数人の グ ル ー フ。 だ っ た。 2 月 20 日 に 「六 甲 の新 し い ま ち づ く り を 考 え る 会J

を 結成 し 、 復興の 万 戸] を 話 し 合 っ た。 都市計画の縦覧 を 見 に行 っ た が、 な か な か理解で き

な か っ た た め 、 専 門 家 を招 き 区画整理 に つ い て の勉強会 を 重ね た 。 5 月 に は 「神戸市 に 対

し て モ ノ 申 す会J を 各 町丁 ご と に 開催、 市の担当者 と 質疑 を 重ね、 そ の結果 を 住民 向 け の

パ ン フ レ ッ ト に ま と め、 事業の ス ケ ジ、 ユ ー ル か ら ま ち づ く り の全体構想、 減歩、 換地、 借

地借家 問 題 な ど詳 し く 解説、 合意形成 に役立 て た 。

こ の 「考え る 会」 がベ ー ス に な っ て 、 8 月 か ら 9 月 に か け て 次 々 に ま ち づ く り 協議会が

結成 さ れ、 連合の組織 も 生 ま れた。 広 瀬 さ ん は、 「考え る 会」 の基本的 な ス タ ン ス を 「行

政 と 緊張関係 を も ち な が ら い い と こ ろ を 利用 す る J I み ん な で一 つ の 方 向 を 見 つ め 、 ま ち

づ く り を 早 く 進め る O 流 れが生 ま れ る と 人は 集 ま っ て く る j と い う 考 え に あ る と い う O

区画整理事業計画 で最 も 問 題 に な っ た の は、 1 ha の 近 隣公園 に つ い て だ っ た が、 何年

3 月 に は住民が検討 し た ま ち づ く り 構想が ま と ま っ た 。

{ 六 甲 道駅西地 鼠} 土地区闘整理事業

六 甲 道駅南西部の琵琶町 1 丁 目 、 2 丁 目 は60余人の犠牲者を 出 し、 従来の 自 治会は機能

し な く な っ て い た 。 2 月 中 旬 か ら 避難所の 中 で 自 治会 に代 わ る 組織が模索 さ れて い た が、

残習 し て い た 自 治会役員 に よ っ て 自 治会活動の凍結が決め ら れ、 3 月 初 日 に住民大会 を 開

い て 「琵琶町復興住民協議会」 を 結成 し た。 協議会は ブ ロ ッ ク 別 集会、 ア ン ケ ー ト 調査 な

ど を 行 っ て ま ち づ く り 提案 を ま と め 、 1 1 月 24 呂 に 市 に提 出 、 こ れ を も と に何年 3 月 初 日 に

事業計画が決定 さ れた。

[ 六 中 道駅南地 区 } 市街地再開 発事業

9 割以 上の住民が避難所や地 区 の外に疎開 し て い る 状況で決め ら れ た都市計樹 に対 し て

の 反発 は厳 し か っ た 。 残 っ て い た50 殴帯の 人 々 と 神戸大学支援チ ー ム が 3 月 21 日 か ら ワ ー

ク シ ョ ッ プ を 始 め 、 ま ち の将来像 を 描 き 始 め た 。

6 月 に な っ て 各町了 で ま ち づ く り 協議会が誕生、 住民 と 市 と の話 し合いがかみ合う よ う

に な り 、 コ ン サ ル タ ン ト の支援 も 軌道 に 乗 っ た 。 4 つ の ま ち づ く り 協議会 は 7 月 9 日 に 連

合協議会 を 発足 さ せ、 1 ha の 公関 の あ り か た 、 灘区役所 を 再 開 発地 区 内 に 誘致す る 案、

中 高層 ピ ル の 配置 プ ラ ン な ど を 検討 し た 。 何年 3 月 17 日 に公園、 道路計画案 を ま と め、 4 月

か ら は街 医 ご と の ま ち づ く り 基本計画の検討 に 入 る O
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{新在家南地区] 重点復興地域、 住宅市街地総合整備事業

国道43号線、 販神高速道路か ら 南 の、 酒造工場が多 い準工業地域で、 面積27ha、 1 ， 000 

世帯。 家屋の 8 割が倒壊 し 、 死者39人 を 出 し た。

1990年 に 「清潔で住み良 く 働 き 良 い 街j を め ざ し て新在家 ま ち づ く り 委 員 会が発足 し 、

ま ち づ く り 提案 を ま と め 、 94年 に は ま ち づ く り 協定 を 検討す る 段 階 に 進 ん で い た 。

95年 8 月 に総会 を 開 き 、 協定案の検討 を 再開 。 共 同再建や 酒蔵 の み ち の復興な ど を 検討

項 目 に取 り 入れた。 住在日公団 も こ の地区 に建設す る 賃貸マ ン シ ョ ン 新在家南町団地の建物

の デザ イ ン を 、 切 り 妻の瓦屋根 に 白墜、 格子の 窓 な ど、 酒蔵 を イ メ ー ジ し た デザイ ン に す

る こ と を 発表 し て い る O

[味泥 (者屋) 地区} 重点復興地域、 群集住宅市街地整備促進事業

阪神 電車西灘駅か ら 国道 2 号 線 を 挟 ん で43号線 ま で の24ha。 従前居住者3， 782人。 老齢

化、 核家族化が進む イ ン ナ ー シ テ ィ 問題の典型的 な 地 区 の ひ と つ で、 1990年 か ら 神戸 い き

い き 下 町推進委員 会 が ま ち づ く り 支援 に 入 札 味泥下町活性化委員 会が結 成 さ れて い た 。

こ れ ま で に 観音寺川 せせ ら ぎ事業、 西求女塚古墳公園化事業が行 わ れ て い た が、 一 時 中 断

し 、 95年 2 月 14 日 に 活性化委員 会 を 「味泥復興委員 会J に切 り 替 え た。

復興委 員 会 は 4 月 に復興マ ス タ ー プ ラ ン 、 6 月 に い え な み コ ー ド を 作成 し た。 小規模敷

地や接道不良敷地が多 か っ た が、 共同建て替え で改善 を 図 り 、 何年 3 月 ま で 3 ヵ 所で共同

再建計画が ま と ま っ て い る 。

[灘中央地 区 } 一部で密集住宅市街地整備促進事業

阪急電車王子公園駅か ら 東の水道筋商宿街 と 南側 の住宅地の地区。 以前か ら 若い商宿主

た ち が中 心 に な っ て 商席街の活性化 を 検討 し て き て い た が、 震災後、 地域の復興は地域の

居住者 と と も に 考 え よ う と 、 自 治会、 婦人会、 老人会に 呼びかけ、 被災調査、 ア ン ケ ー ト

調査、 コ ン サ ル タ ン ト の助 言 な ど に よ っ て 地 区 の 後興構想の検討 を 始 め た。

95年11 月 21 日 に 「灘中央地 区 ま ち づ く り 協議会」 を 設立、 に ぎ わ い の 通 り や河川 を 利 用

し た 親水公 園 の 整備 な ど、 商業 ・ 住宅環境の 整備 を め ざ し て い て 、 「 白 地 区域J での復興

ま ち づ く り の モ デル と し て期待 さ れて い る O

3 . 中央区の ま ち づ く り の 状況

地区計画で属格 を再生

神戸 の 業務、 商業、 行政の 中板であ る 三宮周辺 を は じ め 、 山 手の住宅街 な ど 中 央 底 は 大

き な被害 を 受 け た。 地 反計画制 度 を 適用 さ れる !日居留 地 を 含め た 三宮周 辺 と 住宅市街地総

合整備事業が適用 さ れる 神戸駅周辺の一部の重点復興地 区 を 除い て他は復興促進地域、 い
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わ ゆ る 「 白 地地区J であ る O

中 央 区の ま ち づ く り の住民組織は 、 以前か ら 活動 し て い る f l日居官地連絡協議会」、 「 み

な と 元 町 タ ウ ン協議会j 、 「北野 ・ 山本地区 を ま も り そ だて る 会j な どの 他 に 、 震 災後 に 新

し く 「 中 山手 3 丁 目 地 区復興検討会j、 「 中 山手 4 丁 目 地 区復興街づ く り 研究会j 、 「 ト ア ロ

ー ド地 畏 ま ち づ く り 協議会j な どが結成 さ れた。

[ I日居留 地 } 都市景観形成地域、 地 区計画地域

神戸港開港 と と も に外国人居留 地 と し て建設 さ れ た22. 1 ha の 地 区 に は、 大正時代か

ら 昭和初期 に か け て の洋風近代建築が残 り 、 神戸の風格あ る 中枢 ピ ジ ネ ス セ ン タ ー を 誇 っ

て い た が、 国 の重要文化財の15番館が崩壊 し た の を は じ め 、 ピ ル2 1棟が解体 さ れた 。 こ の

地 区 の 中 に 事業所 を 置 い て い る 企業103社 で構成 し て い る f l日居留 地連絡協 議 会」 は95年

4 月 に復興委員 会 を 設置 し 、 建設、 環境の二つ の グ ル ー プで復興計耐 を 検討 し た 。

10月 に ま と め ら れ た復興計画 は 、 に ぎ わ い の あ る 中枢業務地の地位 を マ ル チ メ デ ィ ア 機

能 を 導入 し て維持す る と と も に 、 ス カ イ ラ イ ン を 統一 し 、 洗練 さ れた 意匠 に 留 意 し 、 高級

感の あ る 材質 を 使 っ て歴史的環境 に 配慮 し た都市景観 を 形成 し 、 ま ち 全体が ミ ュ ー ジ ア ム

に な る こ と を め ざ し て い る O

安全な ま ち づ く り の た め に建物 の耐震性の 向上、 水害対策 を 充実 さ せ る と と も に 、 大災

害の と き に は 三宮地区 の 「通勤難民j な ど50万 人 を 一時収容で き る よ う に、 各 ピ ル に地下

に備蓄庫、 防火水槽 を 設置す る よ う 協力 を 求 め て い る O 風格あ る ま ち づ く り の た め に は、

建築内広場の設置 を 求め 、 道路 に 沿 っ た 部分は ポ ル テ イ コ (街廊) に す る こ と を 望 んでい

る O

96年 3 月 末での再建状況は 、 着工 し た のが15番館、 第一楼、 大丸神戸高、 明 海 ピ ル 、 海

岸 ピ ル な ど 9 棟。 オ フ ィ ス ピ ル の 多 く は、 移転 し た かつ て の テ ナ ン ト の う ち 5 割程度 し か

戻 っ て こ な い と み ら れ、 テ ナ ン ト の 回復が大 き な 課題 に な っ て い る O

{北野 ・ 山 本 地 区 i 都市景観形成地域、 重要伝統的建造物群保存地区

国指定の 重要文化財 の 「風見 鶏 の館J ( 1日 ト ー マ ス 邸) な ど80棟 と い わ れ る 異 人舘が集

ま っ て い た 地域で、 う ち 24棟が公開 さ れて い た が、 ほ と ん どの建物が損傷 を 受 け 、 95年 5

月 ま で に 再 開 し た の は 9 館 に す ぎ な か っ た 。

1981年 に 結成 さ れた 「北野 ・ 山 本地 区 を ま も り そ だ て る 会」 は、 異人館 の解体撤去 を 避

け修復 を 進 め る た め に 「異人館基金」 を 創設、 募金活動 を 全 国 に 展 開 し 修復 を 援助す る と

と も に 、 ま ち の履 史 を 掘 り 起 こ し 記録す る 「 ま ち の記憶 を 5 1 き 継 ぐ運動j を 続 け て い る 。

{ 中 山手 3 ・ 4 丁 目 地区 ]

元町 ・ 鯉J l I 筋 の坂の上の 品部商)苫 を 含 む住宅街は 8 割が全半壊 し た 。 3 丁 目 で は死者33
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人 ( う ち 外国籍17人) の被害が 出 た 。 何年 2 月 か ら 復興 の 方 向 が模索 さ れ て い た が、 「 白

地地域J で 立 ち 上が り が遅れて い た。 8 月 に最初 の仮設庖舗がで き 、 ま ち づ く り 研究会の

事務所 も 併せ て 開 設 さ れた。 3 丁 目 、 4 丁 目 は そ れぞれ別 々 に復興 ま ち づ く り を検討 し て

い た が、 何年12月 ご ろ か ら 歩調 を 合わせ、 ミ ニ土地 区画整理事業 の 自 主施行の可龍性 を 探

っ て い る O 区画整理 に つ い て の住民の;意向 は 、 8 月 段階で は賛成、 反対がそれぞれ15%

程度だ、 っ た が、 何年 1 月 の段階では、 4 丁 目 で は個別 ヒ ア リ ン グの結果、 積極的賛成が半

数 を 超 え 、 条件付 き 賛成 を 加 え る と 7 割が賛成 し て い る 。 共 同化事業 に も 賛成が半数 を 超

え 、 現状維持 を 望 ん で い る の は 4 割 と な っ て い る o 1 4 丁 目 地 区 復興 ま ち づ く り 研究会j

と 1 3 丁 目 地 区復興検討会」 は、 土地区画整理組合結成へ向 け て の準備 を 始め て い る 。

[ ト ア ロ ー ド 地 区 ]

神戸外国倶楽部か ら 大丸神戸屈 ま ?の 、 長 さ 940メ ー ト ル、 標高差42 メ ー ト ル の坂道の

沿道。 かつ て は北野町の異人館 と 居留 地 を 結ぶ通 り で、 外国人 向 け の生活用 品、 食料品 の

庖舗や理髪、 診療所な どが並 び、 現在 も そ の 面影 を 残 し て い る が、 4 割の ピ ルが全半壊す

る な ど大 き な 被害 を 受け た 。

95年 5 月 か ら 、 3 つ の 商庖会が 中 心 に な っ て 共同化、 景観形成 を 主 な テ ー マ に研究会 を

開催、 何年 1 月 17 日 に 「 ト ア ロ ー ド地 区 ま ち づ く り 協議会j を 結成 し た 。 協議会の会長 に

鶴 田 勝次神戸大名誉教授 を推 し 、 顧問 に 画家、 彫刻家 を 招 く な ど独 自 の講成 に な っ て い る O

廃校 に な っ た 北野小学校、 解体 さ れ る !日 NHK 神戸放送局 の跡地利用 な ど を 含 め 、 国際

交流の場の 創 出 、 f主j路樹 の あ る 美 し い坂道の歩道、 お し ゃ れ な 庖構 え の庖舗再建 な ど を 日

標 に 、 景観形成 の た め の復興市民協定 を 結ぶ こ と を 視野 に お い て い る 。

4 . 兵庫 区 の ま ち づ く り の状況

柔軟 に行政の力 を利用

兵庫 区 内 の重点復興地域 に は、 火災で、地 区 の大半 を 失 っ た松本地 区、 4 割が全半壊 し た

新開地周 辺 と 大関駅周辺、 土地底画整理事業が進め ら れて い た 浜 山 地 ほ の 4 地 区が何年 3

月 に指定 さ れた 。 「 白 地 区域j だ っ た 湊} l 1 1 ・ 2 丁 目 で は ミ ニ 区 画整理事業 を 取 り 入 れ た

復興方針 に 住民が合意 し、 96年 1 月 、 重点復興地域 に 追加指定 さ れた。 神戸市が当初の指

定の後、 「地域の将来像が住 民 の 手で ま ち づ く り 提案 と し て ま と ま れ ば、 必 要 に応 じ て 重

点復興地域 と し て指定 し て い き た い と 考 え て い ま すj と い う 呼びか け に応 じ た 第 1 号 で あ

る 。

{新開地周辺地区] 重点復興地域、 住宅市街地総合整備事業

大正時代か ら 昭和 に か け て神戸最大の繁華街だ、 っ た新開地は、 市制施行 当 時 に は こ の ま
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ち に あ っ た市役所が三宮へ移転 し た こ と な どに よ っ て さ びれ、 そ の 再生が1980年代 か ら 課

題 に な っ て い た 。 84年 に 「新開地周辺地区 ま ち づ く り 協議会」 が結成 さ れ、 例年 に ま ち づ

く り 構想 を 策定、 89年 に は 「 コ ー ポ ラ テ イ ブハ ウ ス 神 戸 1 J が完成、 90年 に 「新開地 ア ー

ト ピ レ ッ ジJ が構想 さ れた 。

ま ち づ く り 構想の新 し い展 開 も 検討 さ れ、 92年 に は 「光 と かい わい横 f の あ る ま ち 」 と

い う コ ン セ プ ト が打 ち 出 さ れた 。 「 ア ー ト な ま ち J Iデザイ ン タ ウ ン 宣言j と も う た わ れ、

ア ー ト ピ レ ッ ジ を I十I 心 に 、 住 ま い と 意欲的 な 芸術が融合 し た ま ち づ く り が進ん で、 い た 。

全半壊が 7 割 に達す る 被害 を 受 け た が、 大震災発生直後の何年 2 月 1 日 に は 、 早 々 と コ

ン サ ル タ ン ト の協力 を 得て 「光 と かい わ い横了」 の あ る ま ち づ く り 構想に 「災害 に 強い安

全な ま ち づ く り j を 加 え 、 応急対策、 短期 的復興か ら 10年先の 中 長期復興 ま で 見据 え た新

開地再生 プ ラ ン (素案) を 発表 し た 。 神戸市内では最 も 早 く 住民 に よ っ て作 ら れた復興 プ

ラ ン で あ る だ ろ う O

以前か ら の各種の事業 に 加 え て 、 震災後 に 新 た に協調建て替 え 、 共同再建が 3 カ 所で検

討 さ れて い る 。

{湊川 1 ・ 2 丁 目 地 区} 重点復興地 区

戦前 か ら の 古 い 住宅、 長屋が密集 し た 地域で、 400戸の う ち 半数が全壊 ・ 全焼 し た。 3

月 21 日 に 「復興勉強会j が 開 か れ、 4 月 22 日 に 、 4 丁 目 ま で を 含 め た 「湊J I I 1 � 4 丁 目 ま

ち づ く り 協議会J が結成 さ れた 。

150戸 ほ どが全焼 し た 地域 を 中 心 に 共同住宅再建案が提案 さ れ、 7 割 の 賛成 が あ っ た が、

反対意見 も 強 く 、 協議会 と は別 に 「一戸建住宅 を 建て る 会j がで き 、 協議会分裂の事態 に

な っ た 。 こ の た め 、 協議会 は 、 共 同 化 を 希望す る 人 と 一戸建て再建 を 望 む 人 と が土地 を 交

換 し合 え る よ う な 区画整理事業の導入 を 提案、 数度の ア ン ケ ー ト 調査 を 重 ね て 8 月 27 日 に

全体住民集会 を 開 き 、 9 割 の 賛成 を 得 た 。 こ の結果か ら 、 地権者 に よ る 「再建準備会j を

10月 10 日 に 結成、 土地利用 計画案や配置計画 案 を 何種類 も 検討す る 作業 を 始 め た 。

し か し 「 白 地 区域j で、 建築制 限がかか っ て い な い た め個 別 に 再建工事 を 始 め る 地主 も

あ り 、 足並みがそ ろ わ な か っ たが、 一 人一 人 を 説得す る 努力 で ほ ぼ全員 の 一致 を 取 り 付 け 、

市 に重点復興地域 と し て の 追加指定を 要請、 何年 1 月 17 1=J に 追加指定が内 定 し た。 こ れに

よ っ て 、 密集住宅市街地整備事業、 住宅市街地総合整備事業 な ど国 の 補助事業の対象 に な

っ た 。

{ 浜 山 地 包 } 土地亘画整理事業、 密集住宅市街地整備促進事業

f主工商 の 混在 し た 下町で、 大正末期 か ら 昭和初期 に建て ら れ た 長屋が 4 割近 く 残 っ て い

た住環境 に 課題が あ る 地域で、 若年層 の 転出 に よ っ て 人口 の減少、 高齢化が進 ん で い る O

地下鉄海岸線の 建 設 に 合 わせ、 都市計画道路高松線 を 幅 員 21m か ら 30m に 拡 幅 す る こ と
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に な り 、 1993年 に27. 7ha の土地区画整理の都市計画 と コ ミ ュ ニ テ ィ 住環境整備事 業 の 合

併施行が決 ま っ て い た 。 周 辺地域の大規模 プ ロ ジ ェ ク ト と 関連 さ せて ま ち づ く り を 進 め る

「 リ ー デ イ ン グ ・ プ ロ ジ ェ ク ト の導入 に よ る ま ち づ く り 」 であ る 。

地震の被2害喜 は倒壊家屋 は 1 害割t程度で

象地 区 に指定 さ れ た o 89年 に 結成 さ れ て い た 浜 山 地 区 ま ち づ く り 協議会 は 95年 4 月 か ら 空

き 地 に コ ン テ ナハ ウ ス を 置 き 「浜 山 地 区 ま ち づ く り ハ ウ ス j と し て勉 強 会や情報発信の基

地 に し て い る 。

ク 口 一 ズア ッ プ瞳松本地区 (地 医 の概況、 事業概要 は p. 5 19 を 参照)

決定は拍手で ゆ る や か に 合意形成

[状況に し た た か な計算}

地医の 大半 を 火災で焼失 し 、 士地区画整理事業の網がかぶせ ら れた た松本地 区 は、 最初

の厳 し い 反発の後、 新 し い ま ち づ く り への住民の合意形成が進み、 何年 3 月 に事業計画が

決定 し て い る 。 長 田 区鷹取東地 区 に続 く 早 い進展であ る 。

こ の地 区 の 人 々 の 民画整理に対す る 姿勢 は 、 支援 コ ン サ ル タ ン ト に よ っ て 「感情的 に拒

否す る ばか り で な く 、 復興の た め の 資金の導入予段であ る と と ら え 、 自 ら の復興の た め に

利用 す る と い っ た し た た か な計算の も と に 区画整理 を 受 け 入 れ る 態 度 を 示 し て い る J (1住

民 の し た た か な 対応」 辻信一 ・ 環境緑地設計研究所 f造景j NO. 1 何年 1 月 ) と 述べ ら

れて い る よ う に 、 状況 に 対 し て現実的 な 判 断 を 下す一方で、、 状況 を 固 定 し て と ら え な い 柔

軟 な 姿勢が見 ら れる 。 そ し て ま た こ れが住民 の合意形成の方法に特徴 を 生み 出 し て い る 。

松本地 区 は 、 条里制遺構 に 基づ い た 直交す る 街路の あ る 下町的 な住宅街で、 一部に商業、

食品工業が立地 し て い る 。 震災直後、 住民か ら 火災保険の支払い を 求め る 運動が始 ま り 、

95年 2 月 17 日 に 「火災保険会社 を 糾弾す る 会j を 結成 し た。 こ れが母体 に な っ て 3 月 4 日

に 「松本地 区復興委員 会」 が結成 さ れ、 火災保険支払い要求 に加 え て 、 がれ き の撤去や仮

設住宅建設 な ど を 市 に 要望す る 応急対策 を 中心 に活動。 こ の 「復興委員 会」 が発展 し て 5

月 7 日 に 「松本地 区 ま ち づ く り 協議会J が結成 さ れた 。

[ r飯の決定J を積み重ね]

結成集会に は260人が出席 し た が、 従前の 1 ， 200世帯か ら 見れ ば ご く 一部の数であ っ た 。

選出 さ れ た 執行部は 「住民の 総意 に よ る 協議会の設立 と は い えず、 暫定的 な も の であ る 」

と 認識 し て 、 そ の後 の 活動 に つ い て も 「 当 面 の 対応 策J 1仮の決定j と 言い 続 け て い た。

賛成、 反対の判 断 も 、 投票や挙手に よ る の で は な く 、 拍 手 に よ っ て表す方法が と ら れて い

る 。 手 を た た い た振 り を し て音 を 出 さ な け れば反対の意志が表明 で き 、 匿名性が保た れ る
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の で あ る 。 こ う し た ゆ る や か な会議の運営方法 に つ い て 中 島克元 ・ 松本地区 ま ち づ く り 協

議会会長 は次の よ う に話 し て い る 。

「ぼ く は集団 の 意志決定の方法 に 、 ち ょ っ と 違 っ た 考 え 方 を も っ て い ま す。 戦後民主主義

の教育で、 投 票 に よ る 多数決、 少数意見の尊重 と い う こ と を 教 え ら れて き ま し た。 それが

基本であ る こ と に は異議あ り ま せ ん。 し か し、 神戸市内 の あ ち こ ち で、 多 数が 賛成 し て い

る の に 少数 の 反対で復興事業が進 ま な い地 広がた く さ ん あ る の を 見て い る と 、 少数意見の

尊重の仕方 に は別 の 方法があ る の で は な い の か な 、 と 思 う よ う に な り ま し た 。 あ く ま で反

対す る の で あ れば、 多 数派工作 を 行 っ て メ ン バ ー を 説得す る か、 そ れがで き な い の で あ れ

ば、 別 の組織 を 作 っ て対抗 し な さ い よ 、 と そ う い う 方向 を 示す こ と で し た 。 こ こ の協議会

は、 投票、 あ る い は挙手 に よ る 採決 と い う 決定方法 を 極力採 ら な い 会議運営 を 進め る こ と

に し て い ま す。 賛成 は だ れ、 反対は だ れ、 と い う こ と がは っ き り す る と 、 あ の と き は 反対

だ、っ た け ど、 い ま に な っ て 考 え が変 わ っ た と い う こ と が言 い に く く な る 。 あ の と き お れ は

反対 し た の だか ら 、 反対 し続け な あ かん、 と こ だ、 わ っ て し ま う こ と があ る で し ょ う O です

か ら 、 ぼ く ら は拍手の青の大 き さ に よ っ て決め て い く 方法 を と っ て い ま す。 j

そ し て 、 「何度 も 相談 し て 、 話が ぐ る ぐ る 同 り を し て 、 最後 に み ん な が言 う の は 『 ま あ

こ ん な と こ ゃ な。 し ゃ あ な い でふ そ う い う こ と ですJ と い う 。 自 ら の努力 に 納 得す る 、

そ れがそ の時点の決定だ、 と す る 方法 な の で あ る 。

し た が っ て 、 そ の 時 々 の 決定 は 、 常に仮の も の であ る 、 固 定 さ れた も の で は な く 変わ る

も の であ る 、 と い う 認識であ り 、 区画整理 に つ い て も 「大震災か ら 立 ち 上 が る 方法 と し て 、

ベ ス ト で は な いがベ タ ー だ と は言 え る J と と ら え て い る 。

{提案も 「 そ の 1 J … } 

協議会は、 各町丁 ご と の小委員 会の討議 を 積 み 重 ね て 、 12月 10 日 に 総会 を 聞 き 、 改 め て

役員 を 選任 し た。 こ れは信任 を 得 る こ と で も あ っ た が、 こ の総会で、 コ ン サ ル タ ン ト の協

力 で作成 し た 「松本地 区 ま ち づ く り 提案 そ の 1 J を 住民 に は か り 、 拍手で決定 し 、 神戸市

に提出 し た 。 都市計画 の 中 心 を な す 幅員 17m 道路 を 認め る が、 車道 は 7 m に せ ばめ、 緑

道 を 10m に 広 げ、 そ の 中 に せせ ら ぎが流れ る 水路 を 作 る と い う 案 だ。 総会で は、 緑道や

せせ ら ぎがあ る と 掃 除が大変 だ、 と い う 疑問が出 た が、 「や っ かい も の に な る 面 も あ り ま

すが、 こ う い う も の を わ た し た ち 住民がみ ん な で引 き 受け 、 共有 し 、 利用 す る こ と に よ っ

て こ そ あ た た かい ま ち づ く り がで き て い く と 考 え ま す。 J ( r松本地 区 ま ち づ く り 協議会ニ

ュ ー ス J 第 3 号/何年12月 ) と 答え て い る 。 住民が集 ま っ て掃i訟を す る 作業 が コ ミ ュ ニ テ

ィ を 育 て て い く と 考 え て い る の であ る 。

住民か ら の ま ち づ く り 提案 を 「 そ の 1 J と し て い る の も 、 事業の進み方 に合わせて 「 そ

の 2 J í そ の 3 J を 提案 を し て い く の だ と い う 含み を 表明 し て い る O こ こ に も 、 ゆ る や か

な 方法で合意形成 を 進め て い く 姿勢が現れて い る O
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松本地 区 ま ち づ く り 協議会の も う 一つ の特鍛は、 「激甚災害復興基金J (仮称) の設立運

動 を 、 他の協議会 に も 働 き かけ て展 開 し て い る こ と で あ る 。 こ れは、 大震災直後の 「火災

保険会社 を 糾弾す る 会」 か ら 発展 し た 運動で、 阪神 ・ 淡路大震災で効果 を 発揮で き な か っ

た 火災保険 に 代 わ る 制 度 と し て考 え 出 し た。 松本地 区 は 、 復興 に 至 る ま で の 手順や方法は

「仮の も のJ であ る と と ら え な が ら 、 修正 を 重ね て 本物 の地域社会 を 作 り 出 そ う と し て い

る 。 し た た か さ は、 こ う し た 柔軟 さ に裏付 け ら れて い る O

5 . 長 田 区 の ま ち づ く り の状況

( ※ 都市計j滋i地区 の概 要 は p. 5 19 を 参照)

焼け跡に大テ ン ト 市場 を 開設

[ í長由人」 の発見}

長 自 区 の南部市荷地 は火災で、焼失 し た地域が広 く 、 区 の 人 口 13万人が10万 人 を 切 る な ど、

深刻 な状況が続い て い る が、 復旧 ・ 復興への立 ち 上が り は早 く 、 エ ネ ル ギ ッ シ ュ な 姿 を 見

せ て い る O

新長田駅南地区の久二塚復興 ま ち づ く り 協議会は、 解体跡地 を 集約 し て独 自 に仮設住宅

を 建 て 、 巨 大 な テ ン ト に 100Jî5舗 と ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト を 集約 し た仮設市場 「パ ラ ー ルj

を 建設、 運営 し て い る O 鷹取東第 1 地 区 は 、 市 と 精力 的 な 交渉 を 行 っ て 95年 9 月 に 土地 区

画整理の事業計画 を ま と め 、 被災地で最初 の事業実施 に踏み 出 し た 。

長 田 区 の都市計画地域の な か に は減歩 を め ぐ っ て 住 民 の 対 立 が起 き て い る 地 区 も あ る

が、 全域で ま ち づ く り 協議会が結成 さ れ、 そ の ほ と ん どが コ ン サ ル タ ン ト の 支援 を 得 て 、

何年 3 月 ま で に ま ち づ く り 提案 を ま と め 、 市 に提 出 し て い る 。

長 留 の 人 々 の き わ だ、 っ た積極性、 多彩 な 人材、 た く ま し さ を 評 し て 、 森栗茂一大阪外大

ま ちっ く り ニ ュ ー スの発行を考える協議会
の会合=95年10月 6 日 、 長田区御蔵、 菅原
3 、 4 1 白復興対策協議会
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助教授 (都市民俗学) は 「長 田 人j と い う 概念 を 提案 し た 。 職住近接の暮 ら し 、 多国籍の

在住外国人 と の 日 常 的 な付 き 合い な どが、 長 田 を 国際的 な 下 町 に し 、 自 由 な発想 を 生 み 出

し 、 本音で話 し 合 い 、 腹 を わ っ た 交渉 を す る 習性がで き て い る と い う の であ る 。 ( 1長 田 人

の発見j 神戸新聞/95年 4 月 18 日 )

[ 1森の下町J へ 5 項 目 を 提言}

個 々 の地域や街 区 に つ い て の コ ン サ ル タ ン ト や研究者の支援 も 活発 に 行 わ れ て い る が、

長 旧 区全体 を 見つ め 、 長 田 の 特色 を 回復 し 、 ふ く ら ま せて い こ う と す る 活動 も 広がっ て い

る 。 そ の Aつ に 、 大学研究者、 コ ン サ ル タ ン ト 、 ジ ャ ー ナ リ ス ト や ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ事業

者、 商庖経営者、 福祉医療関係者 な どの住民が 自 由 に 集 ま っ て報告、 討論す る 「長 田 の よ

さ を 生か し た 街づ く り 懇談会J (代表 ・ 水野武神戸大学名誉教授) があ る O

「懇談会」 は毎 月 1 、 2 回 開 か れ、 30人か ら 100人が参加 し 、 長 田 の 歴 史、 産 業、 ま ち

づ く り 、 文化、 福祉か ら ア ジ ア タ ウ ン構想、 さ ら に 映画 「 男 は つ ら い よ J の 神 戸 ロ ケ 誘致

ま で話 し合 っ て き て い て 、 何年 3 月 ま で に 発行 さ れ た 会報 は 26 号 を 数え て い る O

神戸市の復興計両策 定 を 前 に 、 95年 6 月 15 日 に は市 に 対 し て 「長田 の潜在力 は住工商業

が相乗効果 を 生み 出せ る 街で、 21世紀 に 開 花す る であ ろ う 長田 の将来像は、 お 年寄 り と 子

供が遊ぶ森の下町j だ と し て 、 次 ぎの 1 5 項 目 提 言」 を 行 っ て い る O

1 ) 災害 に も 強い森の下町 道路拡幅や大公園 に 片 寄 ら ず、 緑 と 水の循環 を 重視す る 。

森の 下 回I は 、 低 コ ス ト で発展性を も っ骨太 な都市基盤であ る 。

2 ) 高齢者 も 戻 っ て こ ら れ る 街 必要 な 数の低家賃 の 公営住宅、 特別養護老 人 ホ ー ム を

建設 し て地域 コ ミ ュ ニ テ イ を 復活 さ せ る 。

3 ) 神戸 シ ュ … ズ の復興 ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ企業 を 集約 し た複数の工場街 を 整備 し 、 集

客型小売機能 を 併設す る 。 見本市f、 訓練 ・ 研究開発、 情報セ ン タ ー な どの機能 を 備 え た振

興セ ン タ ー の建設。

4 ) 長 rH ア ジ ア 通 り 長 田 区 に は神ド千五住の外国 人の 3 分の 1 の数、 28 カ 国 の 人 々 が住

ん で い る 。 ア ジ ア 通 り は 、 与民族の共同体 を 基盤に し て 11: い の 文化や生活の 交流 を 区! る と

と も に、 各 国語の教育機関や 生活支援機能 な ど を 備 え る

5 ) 海浜 を 復活 さ せ る 海浜部を 占拠 し て い る わ油 タ ン ク を 撤去 し て 、 元の海浜 と 松並

木 を 復活 さ せ、 [ 1 常 の 憩 い の場 と し 、 I*î部地域の活性化 に も 役立 て る 。

こ の よ う な捉 i j は 、 個 々 の ま ち づ く り 協議会の議論が、 と も すれ ば減歩や道路幅な どの

個 人 の権利やf'i肢 に か ら ん だ こ ま か い部分 に 地没 し 、 ま ち 全体の将来像 を 描 く こ と を 忘れ

が ち に な る の を 救 っ て い る J 前年 1 J J  に な っ て 「刊の副都心 ま ち づ く り 協議会j の 「 ノ ー

ス ア ジ ア 部会J が中心 に な っ て 、 ドー ム 状の テ ン ト を 張 っ た 「 く つ の ま ち ・ な がた f復興j

ア ジ ア フ リ ー マ ー ケ ッ ト j の構想 も ま と ま り 、 ア ジ ア タ ウ ン構想へ具体的 な 動 き が始 ま っ

て い る c
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ク ロ ー ズア ッ プ醒真野地区

都市計画 を 拒否 し 「人づ く り j

長 田 区東南部の真野地 区 に は全国か ら の研究者、 コ ン サ ル タ ン ト が集 ま り 、 さ ま ざ ま な

援助 を 行 っ て い る 。 長期 間 に わ た っ て研究者が常駐 し た り 、 東京 を 中心 に ( 真野地区蘇生

ま ち づ く り 後方支援活動」 の応援団組織 も で き て い る 。 「真野モ デルj と よ ばれた ま ち づ

く り が大震災の 中 で どの よ う な働 き を し た か、 どの よ う な 新 し い方向へ進み始め た か な ど

は 7真野 ま ち づ く り と 震災か ら の復興j (延藤安弘 ・ 熊本大学教授 ら 、 販 神 復興 NPO 編、

自 治体研究社/95年 5 月 ) 、 7震災 ・ 神戸 都 市計画の検証H広原盛 明 ・ 京都府立大学長、

自 治体研究社) な どに発表 さ れて い る 。

{ ま ち づ く り 協議会第 1 号]

真野地区 の ま ち づ く り は 1965年 ごろ か ら の 公害追放運動 に 始 ま っ た。 工場跡地 を 公園、

保育所、 老人い こ い の 家 な ど に 実現 し て い く 過程で、 78年 に 「真野地区 ま ち づ く り 検討会

議J を 結成 し 、 神戸市の ま ち づ く り 政策 の 中 で 「住民主体の ま ち づ く り j と し て 「真野モ

デルj が公認 さ れた。

79年 に 「真野 ま ち づ く り 構想-20年後 を め ざす将来像の提案J が ま と め ら れ、 ま ち づ く

り の 3 目 標、 ま ち づ く り の 2 原期 、 地 i天 空 間 の 将来像、 実施計画 な どが発表 さ れた。

81年 に は 「真野 ま ち づ く り 推進会」 が神戸市 ま ち づ く り 条例 に基づ く 「 ま ち づ く り 協議

会j の 第 1 号 に 認定 さ れ、 82年 に は ま ち づ く り 協定 を 市 と 締結、 地 底計画が決定 さ れた。

こ れに よ っ て工場の 建 て 替 え 、 共 同住宅の建て替え な どが 「推進会J と の協議で進め ら れ

て い る 。 広原盛明教授は78年か ら 90年 に かけ て を 「真野モ デル形成期」 と し 「真野地 区 と

神戸市が互 い に パ ー ト ナ ー シ ッ プ を 発揮 し て輝か し い成果 を 打 ち 立て た 黄金時代 と い う べ

き 期 間 で あ っ た 。 J と 述べて い る 。

し か し 、 91年以降、 高齢者 世帯が多 い 老朽長屋が集 ま っ て い る 街区 の 面的整備が停滞 し 、

地 区 単独での修復 ・ 改 善 は 子法の上で難 し く な っ た と 見 ら れて き た。 広 原教授 は、 こ れ を

「真野モ デルj 相対化期 と よ び、 神戸市 は修復 ・ 改善 よ り 更新促進、 住民主体か ら 行政先

導へ重点 を 移 し 、 「真野モ デルj か ら 「 ポ ス ト 真野モ デルj を 生み 出 す 方 向へ傾い て い っ

た 、 と 述べ て い る 。 地域単独の ま ち づ く り 事業の進行が限界 に 近づ き 、 周 辺の市街地再開

発事業や地下鉄路線新設事業 な どに 関連 さ せて 引 っ 張 る 「 リ ー デ イ ン グ ・ プ ロ ジ、 ェ ク ト j

に 打 開 の 方 向 を 求め 、 「真野モ デルJ は過去の も の と さ れつ つ あ る 、 と い う の であ る 。

大震災発生か ら 間 も な く 、 真野 ま ち づ く り 推進会庶務部長で、 そ の と き は真野地区災害

対策本部事務局長の 山花雅ー さ ん の と こ ろ に 、 神 戸市都市計画局 か ら 、 真野地 区 も 東灘区

の森南地 区や事Ir長 田駅毘辺地区 と 同 じ よ う に都 市計画事業地 区 に 指定 し た い、 と い う 連絡
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があ っ た。 こ れに 対 し て 山花 さ ん は次の よ う に 話 し 、 都市計画指定返上の い き さ つ を 明 ら

ヵ、 に し て い る O

「私は、 真野 に は い ら な い と 言 っ て 反対 を し た ん で、す。 真野が都市計繭 さ れた ら 人がバ

ラ バ ラ に さ れて し ま う O こ の 地域でお年寄 り に 開 い た ら 『真野だ、っ た ら 生 き て い け る 。 他

に 行 っ た ら 、 わ し ら は弱 い か ら ょ う 生 き て い け ん わ j と 言 う の です。 真野は、 貧 乏 は 貧乏

な り に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を は か り な が ら や っ て い る ん です。 … 家 と い う の は 人が住ん で、

家 な んですね。 モ ノ だ け だ、 っ た ら 、 お か ね を 出せば立派な のがで き る O だ け ど ま ち と い う

の は す ぐ に は で き る も の で は な い ん です。 モ ノ づ く り は簡 単 だ け ど ま ち づ く り は 難 し い 。

コ ミ ュ ニ テ ィ がな い と ま ち は住 め る も の で は あ り ま せん 。 J (前掲書 『真野 ま ち づ く り と 震

災復興j 所載何年 3 月 9 日 の対談) 。

真野の ま ち づ く り の基本方針 は、 初代推進会会長の毛利芳蔵 さ んが30年前 か ら 口癖 に し

て い た 「 ま ち づ く り は 人づ く り 」 を い ま も 引 き 継い で い る O

[真野モデル で再生]

真野は、 都市計画 の網 を 拒否 し た 唯一の ま ち であ る o 30年 間 に 及ぶ ま ち づ く り の体験 と

自 信が、 再 び 「真野モ デルj に よ る 復興 ま ち づ く り に 立 ち tが ら せ た の だ と 言 え よ う O

こ う し た真野の ま ち づ く り と そ れ を 支援 し て い る 人 々 の様子 は 、 他の都市計画事業決定

地 区 か ら は理想的 な 姿 に 見 え て い る よ う だ。 森南地 区 を 詳 し く 見て い る 野田 正彰氏は 「真

野の再建 に かか わ っ て い る 建築 家 た ち は、 強権願望 の 専 門 家 の よ う に 、 都市創 生 の プ ラ ン

に 人 間 を 合わせ よ う と は し て い な い。 住民 と と も に居 る こ と を 楽 し み つ つ 、 そ こ か ら 再建

の プ ラ ン を 発案 し て い る J ( r災害救援j 持波新書/何年 7 月 ) と 述べて い る 。

広原教授 も 、 重点復興地 区 で は 、 「 ポ ス ト 真野モ デルJ と し て の 「 プ ロ ジ ェ ク ト リ ン ク ・

モ デルjが都市計画事業 と 連動 し て 今後強力 に推進 さ れ る 可能性が大 き い 、 と み な が ら も 、

森南地 区 の よ う に都市計画決定 そ の も の の見車 し を 迫 る だ け の 力 量 を 有 す る 地域で は、 た

と え 重点復興地域 と い え ど も 「真野モデル」 が再生す る 可能性 は十分あ る 、 と 予想 し て い

る 。 (前掲書 ?震災 ・ 神戸 都 市計画の検証，D

都市計画 の 指 定 を 拒否 し 、 あ く ま で住民主体で ま ち づ く り を 進め て い る 真野 の 人 々 の 中

に は、 こ れか ら の神 戸 の ま ち に つ い て 別 の不安があ る o I 白 地 区域j の 人 々 の ほ と ん ど は

ま ち づ く り の 知識 も 経験 も 少 な い。 自 力 だ け で は 限界があ り 、 復旧 は で き て も 復興、 そ し

て ま ち づ く り は 困 難 な の で は な い だ ろ う か、 と い う 心配だ。

宮西悠司 ・ 真野地医 ま ち づ く り 推進会相談役 は、 行政 に 対 し次の よ う な 期待 を 寄せて い

る 。

「行政は ま ち づ く り 協議会方式で も っ ぱ ら 住民か ら の提案が出 る の を 待 っ て い る と い っ

た消極 的 な 姿勢 に な っ て い る の で は な い か。 ま ち づ く り に 素人の地域住民 は何 を し た ら よ

い の か途方 に 暮れ、 も う し ば ら く し た ら く た びれ て 、 ま ち づ く り に そ っ ぽを 向 く の で は と 、
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心配 し て い る O 震災復興促進地域の た っ た 5 % だ け で し か市街地環境整備が行 わ れ な い と

い う 結果 だ け に は終わ ら せ た く な い。 そ の他の市街地の環境整備 に行政 か ら の積極的 な提

言 と 責任 あ る 指導性が求め ら れて い る の で は な い だ ろ う かJ (r造景j No. 1 /96年 2 月 )

ク 口 一 スcア ッ プ鵬鷹取東第 1 地区

苦難乗 り 越 え 事業の 「第 l 号」

[焼け 残 っ た集いの場所}

]R 鷹取釈の南、 長 田 区 の 西 部 に位置 し 、 須磨 区 に 接 し て い る 鷹取 東 第 1 地 区 は、 10 カ

月 間 の住民間士、 住民対市の激 し い議論 を 経て 、 95年1 1 月 30 日 に復興土地区画整理事業の

事業計画が決定 さ れ た 。 被災地で最初の決定であ る 。 96年 3 月 に は地医計画の縦覧 も 行 わ

れ た 。 区画整理事業 1 号 に な っ た鷹取の ま ち づ く り が進 ん だ要因 に は どん な も のがあ る の

だ ろ う か。

8 つ の町了で帯成 さ れ る こ の 地 区 は 、 国道 2 号線沿 い で寺院の境内が大 半 を 占 め る 海運

町 4 了 日 の全壊が約 5 割であ っ た の を 除い て 、 他 の 町丁 は95%が全壊 ・ 全焼 し て い る 。 死

者は88人 を 数え る o 95年 6 月 の 時点で も 元の場所 に 住ん で い る 人 は近 く の 仮設住居 を 含 め

て 1 2 % に と ど ま っ て い た 。

こ の地 区 の 区画整理事業への取 り 組み は 3 月 四 日 の勉強会か ら 始 ま っ た 。 ま ち は ほ ぼ焼

失 し た が、 地 区 に 近接 し て旭若松公会堂が残 っ て い た。 公会堂 は、 住民の勉強、 議論の場

所 と し て 大 き な役割 を 果 た し て い く 。 カ ト リ ッ ク 鷹取教会は礼拝堂 を 焼 失 し た が、 敷地に

全国か ら 寝袋 を 背負 っ た ボ ラ ン テ イ ア が集結 し た。 焼失 し た鷹取高応答J の ほ ぼ中 央 に あ る

銭湯 「幸せ湯j が早 く 再興 さ れ、 地 区外に疎開 し た 人 々 が元の ま ち に帰 っ て く る 気持ち の

よ り 所 に な っ た。 そ し て 、 地 区 の西端 に あ る 大国公園 は、 火止 ま り の緑地空間 と し て重要

な役割 を 果た し た だ け で な く 、 炊 き 出 し基地 に も な っ た。 慰霊祭、 復興夏祭 り な ど も こ こ

で行 わ れ、 復興への シ ン ボル ス ペ ー ス の役割 を 果 た し て い る 。 鷹取東部の ま ち は失 わ れ た

が、 助 け合 い 、 話 し合 う 場所が確保 さ れて い た こ と が、 そ の 後の ま ち づ く り の進展の 大 き

な基盤 に な っ た と 言 え る だ ろ う O

95年 3 月 か ら 住民 の 会 合 に 参加 し て き た 徳 田 剛氏 (神戸大学文学研究科修士課程) は、

都 市計画決定か ら 行政 と の 合意 に 至 る 経過 を 次の よ う に位置づけ て い る ( 1 区画整理事業

第 1 号地区への住民の歩みJ 神戸大学 『社会学雑誌j NO. 13) 。

[勉強会開催 ・ 市担当 課 と の対決] がれ き 撤去 が ま だ続い て い る 3 月 19 呂 の勉強会で、 森

崎建築設計事務所の 森崎輝行氏がほ画整理事業 に つ い て の概要や基本的 な 用 語 を 説明 し

た 。 森崎氏 は、 以前か ら こ の 地 区 の西部の、 野 田 北部 ま ち づ く り 協議会の コ ン サ ル タ ン ト

と し て コ ミ ュ ニ テ ィ 道路の建設に携わ っ て き て い た 。 4 月 6 tJ に住民は神戸市都市計画局
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の担当 者 を 呼んで疑 問 を 質 し た。 激 し い 口 調で行政批判 や注文が出 た 。

{ ま ち づ く り 協議会への準備 開 始} 勉強会は毎週間かれ、 4 月 24 日 に は ま ち づ く り 協議会

結成へ 向 け て 準備会 を 開 い た 。 そ こ で は ま ず、 協議会 は 区画整理 に 対応す る だ け で は な く 、

そ の先 に あ る 建物 や 町並 み 、 商}古街の活性化、 地域福祉 な ど も 検討 し て い く 方 向 が確認 さ

れたO

[各自Iの議論開始 と 協議会設立総会へ] 3 同 の準備会 を 経て 、 5 月 23 日 、 第 1 回役員 会が

開 か れ、 規約や役員 が決め ら れた 。 協議会の設立総会の 日 程 も 議題 に 上 っ た 。 だが、 野 田

北部の道路や公園 な どの コ ン サ ル タ ン ト 案が新開 に掲載 さ れた こ と か ら 、 他 の 町丁か ら 、

こ の案がその ま ま 自 分た ち の ま ち に適用 さ れて は 困 る 、 と 猛反発が起 こ り 、 そ れぞれで独

自 の案 を 検討す る 活動が始 ま っ た。 協議会の構成 に つ い て も 各町で話 し 合 わ れ、 住宅、 道

路、 商業、 権利調整、 マ ン シ ョ ン の 5 部会 を 作 る こ と に な っ た。 7 月 2 日 、 鷹 取東復興 ま

ち づ く り 協議会の設立総会が開 かれ、 300人以上が参加 し た。

{行政 と の 交渉 ・ 合意形成へ] 7 月 7 R か ら 9 月 9 日 に か け て 8 屈 の役 員 会 が 開 か れ る

が、 市 と の交渉 は 激 し い ぶつか り 合い を 繰 り 返 し て い る 。 7 月 7 日 の 会合で市 は 道路 ・ 公

園 の 図 を 示 し 、 「本 日 中 に どの 町が住民の合意 を 得 ら れ る か を 確認 し て郎 時 に 事業 を ス タ

ー ト さ せ た い J I そ う す れ ば 1 月 に は本建築が建て ら れ る 」 と 話 し 、 住民 の 反発 を 押 し 切

っ て 野 田北部の 4 カ 町 を 施工街区 と し た 。 幹部役員 は後 日 、 市 に 「 あ く ま で 8 ヵ 町が足並

み を そ ろ え て進 み た い 」 と 申 し 入 れ た が、 行政の決定 を い っ た ん は 認 め て し ま っ た役 員 会

の運営の在 り 方 に 住民の批判が集 中 し た。 市側 は、 後 に 7 月 7 日 の決定 を 、 早急 で、 あ っ た

と 陳謝 し、 先 に 示 し た 1 ， 000ぱ の公園 を 500rrlづっ 2 ヵ 所 に分け る 案 に 変 え た。 新 し い提案

を め ぐ っ て 各 町 ご と に説明会、 検討会が開 かれ、 7 月 26 日 に は 「事業進行 に は基本的 に 賛

成j と い う 方 向が出 さ れた 。 住民の要求 を 集約 し た付帯条件の最終案 も 決定 し 、 市 に 申 し

入 れ た 。 付帯条件 に つ い て の市長か ら の 回答の検討、 再交渉、 補足回答、 擁認書の作成 な

どが進め ら れた。 9 月 9 日 の役員 会 は 、 一部か ら は住民の 要求が満 た さ れて い な い と い う

声 は あ っ た も の の 市の確認書 を 了承 し 、 被災地で は最初 の事業計画の縦覧開始 を 認 め る こ

と が決定 さ れた。

こ の 間 の市 と の 交渉で、 減歩率 を 平均10%未満 と さ れて い た の が、 口 頭で の 回 答で は あ

っ た が最大 9 % と な り 、 傾斜減歩、 移転補償や受け 凱住宅建設、 私選認定 な ど さ ま ざ ま な

分野で住民の 要望が前進 し た。

徳 呂 鰯氏 は 、 事業第 1 号地 区 に な っ た 要 因 を 次の項 目 に ま と め て い る 。

1 ) 震災時に個性的 な リ ー ダ 一 、 �上話人の結集があ っ た 。 そ の熱意が コ ン サ ル タ ン ト や学

者に伝わ り 、 連帯が発展 し て い っ た 。 2 ) 多 く の住民が復興へ強い願望 を も ち 、 最初か ら

8 つ の ま ち が一つ に な っ た ま ち づ く り 協議会 を 結成 し た 。 3 ) 行政 に 対す る 憤 り を 住民 が

要求 に転化 し て い っ た 。 4 ) 各町の 自 主性 を 尊重 し な が ら 、 足並み を そ ろ え て 行政 に 対処

し て い っ た 。 5 ) 碕庖街、 老 人 な ど さ ま ざ ま な住民の立場、 利害 を 考慮 し つ つ 、 包括的 な
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ま ち づ く り 活動へ展 開 し て い る こ と な どで あ る O

[行政 ・ 住民の役割 を 明確 に }

事業計画決定後 も 、 協議会 と 市 と の交渉は激 し く 続け ら れて い る 。 減 歩率 を め ぐ っ て市

か ら 1 9 % は上 限で は な く 平均J 1減歩の他に清算金 を と る j と い う 発言 が 出 た こ と か ら 、

協議会は市の態 度 を 疑い 「事業 日 程の一時ス ト ッ プ」 を 求 め る こ と も あ っ た。 市の 内部で

も 、 担 当 部長が協議会 に 表明 し た 見解 を 普脳部が 「部長表明 の 内容 は 認 め ら れな いj と 撤

回 し 、 区画整理審議会の議員 選挙公告 を 取 り 消 し 、 事業 日 程 を 凍結 し た 。 96年 2 月 段階の

協議会 は 、 こ う し た混乱か ら 内部的 に も 対立が起 こ り 、 市 は 1 8 町全部で は な く 、 分割施

工 も あ り 得 る J と 強行策 を 打 ち 出 し た 。 協議会 は、 分裂 を 避 け る た め 、 説 明 会 を 各町で開

き 、 市 と 交渉の結果、 市か ら 「面積一律の減歩で は な く 、 比例評価方式 を ベ ー ス に す る J

「区画整理審議会で、の議論の 内容 は協議会へ フ ィ ー ドパ ッ ク し て議論 し て も ら え ば良いj

な どの 約 束 を 取 り 付 け 、 交渉は軌道 に 戻 っ た 。

研究者や コ ン サ ル タ ン ト か ら こ の地 区 の 運動 に つ い て 、 い く つ かの評価、 感想が明 ら か

に さ れて い る O

コ ン サ ル タ ン ト の 森崎輝行氏 は 「 ま ち づ く り に お い て は、 地元協議会、 専 門家、 区役所

等の地元密着型行政の果 た すべ き 役割 は 、 重要で あ る O 震災後、 神戸の他の地区 に比べて

ま ち づ く り が進 ん で い る 鷹取東、 と り わ け野田北部地 区 は 、 そ の役割分担 が う ま く 機能 し

た と い え る 。 ・ ・ ・住民参加 の ま ち づ く り 勉強会で は、 常 に 区役所 ・ 専 門 家 が参加 し 、 緊急 を

要す る 問題、 将来の ま ち づ く り に 関す る 問題が整理 さ れ、 議論 さ れた。 住民個 々 の再建 を

第一義 と し た こ と で、 復興の ま ち づ く り と 結 びつ い た。 J 1<個 か ら 全体へ〉 の構想 と 方針

が 早期 の 対応 を 実現 さ せた と い え る 。 J (特集 ・ 神戸復興 「土地 区画整理事業 ま と ま る J r造

景j NO. 1 /何年 2 月 ) と 報告 し て い る O 森崎氏 は 、 こ の地 区 を校区 に も つ 千歳小学校出

身 で、 同 級生、 先輩、 後輩が こ の ま ち に 多 い 。

岩崎信彦 ・ 神戸大学文学部教授は 「 区画整理事業 に指定さ れた被災住民の気持 ち の 中 に

は 『早 く 戻 っ て 来 た い』 と い う 気持 ち と 『都市計画決定 を住民ぬ き でや り 、 し か も 減歩 ま

でや る J と い う 憤憩 ゃ る かた な い気持ち が背 中 あ わせ に な っ て い る 。 こ の矛盾す る 気持 ち

を 自 己克服す る に は、 r'l貴濃j r怒 り J を 要求 に 実現 し て い く 以外に は な い であ ろ う O 住民

間士が腹の嵐 か ら 討議で き る 協議会、 市 と 正面か ら 交渉で き る 協議会が、 復興 ま ち づ く り

の何に も ま し て大事 な も の と な る 。 鷹取東 ( 第 1 ) は試行錯誤の 中 で そ れ を 行 っ て き た 。 J

( \鷹取東 (第 1 ) な ど に お け る 医画整理事業 の 展 開 と 課題J r検証阪神 ・ 淡路大震災 1 年j

兵庫県震災復興研究 セ ン タ ー /96年 5 月 ) と 、 下町の 協議会 ら し く 本音 を ぶつ け あ う 議論

が真剣 に 行 わ れ、 し か も 分裂す る こ と な く ま と め て い っ た協議会の力 を 高 く 評価 し て い る O
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{環壌 と 鍵藤 を 買 う }

野田北部 ま ち づ く り 協議会 の 浅 山 三郎会長 は 、 「住民が早 い 復興 を 真剣 に 望 ん で い た こ

と が最大の 要 国 だj と 言 う 。 「 こ の ま ち は 高齢者が多 く 、 助 け合 っ て 暮 ら し て き た。 よ そ

に い っ て暮 ら せ る か ど う か、 不安があ り 、 な ん と か も と の ま ち で生活 し た い と い う 気持 ち

が強い。 わ た し 個 人 は 、 ち ょ う ど孫が生 ま れて 、 そ の孫 に も の ご こ ろ がつ く こ ろ ま で も が

れ き や焼け跡の ま ち を 残 し て置 き た く は な い と い う 思い があ っ た 。 問 時 に 、 弱者が一緒 に

住 め る ま ち を 作 り 出 す に は 区画整理 し か な い と 考 え た 。 環境 と 健康 を 亙画整理で買お う と

役員会で何度 も 確認 し た」 と 話 し て い る 。

被害調査、 ま ち づ く り ア ン ケ ー ト 調査、 協議会の議事録作成 な ど に果 し た ボ ラ ン テ イ ア

の力 も 大 き い。 神戸大学、 信州大学、 早稲 田大学な どの学生た ち が こ の地域 を 継続 し て 支

援、 活動 し 、 記録に 残 し て い る 。 ( r 生活 と ま ち 復興の記録』 野 田北部復興 フ ロ ン テ イ ア 、

早稲 田大学理工学部建築学科佐藤滋研究室/97年 9 月 )

鷹取の ま ち の復興への 背 闘 の 姿 は 、 カ ト リ ッ ク 鷹取教会の ボ ラ ン テ イ ア 基 地 に 腰 を 据 え

た 「野田北部 を 記録す る 会」 に よ っ て 記録映像 f 人 間 の ま ち 野田北部 ・ 鷹取 の 人 び と j

(監督 ・ 青池憲司) の連作 に 克明 に収め ら れて い る 。 既に何年の記録が 4 部作 に な っ て い

る が、 青池監督 は 1 5部 ま で制作 し た い と 語っ て い る 。 ( 1 人 間 の ま ち づ く り ・ 映像 フ ォ ー ラ

ム 」 船橋市 印 内 2 - 5 - 22) 

6 . 須磨区の ま ち づ く り の状況

50年前の街路計画が動 き 出す

須磨 区 内 の 重点復興地 区 で土地 区画整理事業 地 区 の 大 田 町、 寺 田 町、 大池町、 千歳町、

常藤町は、 隣長 し た 長 田 区 の新長田駅周 辺地 区 の 中 に入 っ て い る 。 西須磨地 区 は、 50年前

の都市計画道路の事業着手が発表 さ れ、 道路公害、 環境整備が課題 に な っ て い る O

[西須磨地区 ] 衛路事業

海岸部の須磨浦通か ら 須磨寺商!日吾、 離宮道、 月 見 L1J に か け て の西須磨小学校校 区 の 住

宅の被害 は 、 全壊39%、 半壊25% (近畿大学 ・ 安藤元夫 ら の調査) で極め て 大 き いが、 こ

の地域で最 も 問題 に さ れて い る の は 中 央幹線や須磨多 間線な どの 3 本の街路事業着手で あ

る O

中 央幹線は 、 幅 員 27�36m、 延長910m の 都市計画道路で、 1946年 に都市計画 決定 さ れ

て い た 。 須磨多 間 線 は 、 離宮公園前か ら 中 央 幹椋 ま で、幅員 27�36m、 延長520m を 住宅地

の 中 に 通す道路で、 68年 に都市計i可決定。 さ ら に 、 46年 に 決定 さ れて い た 国道 2 号娘千守

交差点 か ら 須磨寺前 ま で、 の 幅 員 22m、 延長430m の千森線の事業着手 も 決定 さ れ た 。 こ の
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3 本の道路は、 用 地 買 収方式で進 め ら れ る が、 約600戸 の立 ち 退 き が必要 に な る と 見 ら れ

て い る O

月 見 山 自 治会連合会、 西須磨東部 自 治会、 須磨西部連合 自 治会会員有志 は 、 事業若手が

発表 さ れる 以前 は 緊急住宅確保や学校教育再開支援 に 立 ち 上がっ て い た が、 3 本の 道路の

事業着手が明 ら か に な る と 、 活動の重点 は道路問 題 に 移 っ た 。 2 月 1 1 日 の 住民集会で 「西

須磨 ま ち づ く り 会議J を 発足 さ せ、 3 月 17 日 の神戸市議会総務財政委員 会 で 150年前の計

画 は住民の意見が反 映 さ れて い る と は言 え な い。 事業 を 凍結せ よ J と 意見 を 述べた。

7 月 に は8， 647人の署名 を 集 め 、 ま ち づ く り 懇談会 に 市 の 出席、 街路事業計画 に住民の

意見 を 聞 く こ と 、 すべて の被災者 に 当 面 の住 ま い を 確保す る こ と を 求 め た 。

10月 1 日 に 「 ま ち づ く り 会議」 は 「 ま ち づ く り 懇談会」 に組織 を 改め 、 豊 中や尼崎 な ど

の道路行政 を 研究 し 、 事業が実施 さ れれ ば須磨多間線に流れ込む と 思 わ れ る 日 最 4 万台 ク

ラ ス の 天井川線の環境 ア セ ス メ ン ト を 神戸大、 近畿大、 商船大の研究者 の指導で 自 主的 に

行 い 、 道路公害 を 地 区全体で考 え る 方 向 に 進 ん だ。

こ う し た活動か ら 「懇談会J は 、 「須磨 多 聞 線 は南北の 通過車両の た め の も の で反対。

中 央幹線 と 千森線は 地 区 内交通 を 基本的 な役割 と し た補助幹線 に す る 条件 付 き で賛成J と

い う 基本方針 を 決め た 。 南北交通の住民案 と し て 、 天井川 線の踏切 の立体交差、 離宮公園

石垣の セ ッ ト パ ッ ク に よ る ネ ッ ク の解消 な ど を 提案、 沿道 を 防災緑地 に す る こ と な ど を 提

案 し て い る O
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[需品各市町ゐ復興れづ く り 計画
1 . 芦屋高の復興都市討踊

芦屋市 は 、 死者429人で人 口 の0. 5% に 近 く 、 家屋の倒壊 も 3 割 に達 し た。 人 口 ・ 棟数の

市全体の比率で は神戸市、 西宮市 を 上 回 る 被害であ る O こ と に西部地 区の津知 町、 清水町

で は 全半壊率が80%以上、 市役所周辺 の 中 央地 区 で60%以上 に な っ た。

市は何年 2 月 8 日 に復興本部 を 設置 し 、 翌 9 日 に は 中央地区、 西部地 区 の 2 地 15{ に建築

制 限の網 を かぶせ、 七地 区画整理事業の都市計画 を 打 ち 出 し た 。 こ れに 対 し て 西部地区、

中央地区 の住民が反対運動 を 起 こ し 、 市 と 激 し く 対立 し た 。

繰 り 返 さ れ た 住民 と の対立

{公開め ぐ っ て漉乱i

西部地 区 の {主民は 3 月 5 日 ま で に 区画整理反対の会 を 結成、 芦屋市都市計画審議会 に413

通の意見書 を 提 出 し た。 3 月 15 tJ に 開 かれた審議会 に は住民多数がつ め か け 、 審議会 の 公

開 を 求 め 、 会場周 辺 は住民の入室 を 阻止命 し よ う と す る 市側 と の あ い だで混乱が起 き た 。 審

議会は公開 を め ぐ っ て協議 し 、 多数決で非公開 を 決定、 代 わ り に 住民 2 人の意見陳述 を 認

め た。 審議会 で は 「計画 の見直 し を 含 め て 住民 と 話 し合い を 続け る べ き だj と い う 意見 と 、

「今後事業計画 を 策定す る に あ た っ て住民の意見 を ト分聞 き 、 コ ン セ ン サ ス を 得 る と い う

付帯意見 を つ け て承認す る j と い う 意見が対立 し た が、 僅少差で後者が採択 さ れ た 。 行 政

と 住民、 ま た 住民 間 で そ れぞれの 関係がそ の後 ぎ く し ゃ く す る 始 ま り で あ っ た。

西部地 i天 の 川 西町住民の 会 は 、 都市計画審議会の後、 都市計画決定取 り 消 し 訴訟の提起

を 表明 し 、 都市計画決定 を 急 ぐ理由 の 説明 を 求め た 。 こ れに 対 し 市 は 、 1 ) 仮設住宅の入

居期 間 2 年 以 内 に 被災地 区 を 復興 し 、 住民 を 仮設住宅か ら 移転 さ せ る た め に は来年の 3 月

ま で に仮換地指定を す る 必要があ る 。 そ れか ら 逆算 し て都市計画決定の ス ケ ジ ュ ー ルが決

ま っ た。 2 ) 被災者の多 く は早急 に 家屋の再建 を 希望 し て い る ーな ど と 回答 し た 。

一方、 芦屋市議会は 3 月 27 日 の 本会議で、 復興事業 を 盛 り 込ん だ予算案 を 賛成 9 、 反対

14で百決 し た 。 市長 ・ 市会議員選挙 を 前 に し て い る と い う 状況 も あ る が、 反対の理由 に は

「住民の 意 向 を 蕪視 し た 区画整理事業 は認め ら れ な いJ な どがあ げ ら れ、 都市計画の扱い

は市議会 も 巻 き 込 ん だ複雑 な構関 に な っ て い っ た 。

中 央地 区 で は 8 月 に市の働 き かけ で [震災復興街づ く り 協議会j が発足 し 、 区画整理に

取 り 組み始め た が、 こ れに 対 し て別 の住民の 開 か ら 「協議会 は住民の声 を 市 に伝 え て い な

い。 十分に 時 間 を か け て ま ち づ く り を 検討す る べ き だJ と 「 中 央地区住民 の 会J が結成 さ
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95'9: 7 JJ に r!iが イ メ ー ジ[立i を提
示。 住民の な は を 受けて 12月 に修
正 し た 事業計針 案 を 「最終案j と
し て説明。 96咋， ;) JJ 9 [ 1 、 者�rlîí(f
!ifil審議会で承認 さ れ た。

住民の総織は 95年 8 Jl 6 fl 、 ili
の働 き かけで 「まさ災復興街づ く り
協議会j が発足( 弁譲 t: を Hl l" 、 て
勉強会や罰J)JI] ブ ロ ッ ク 会議で住民
の ，g見の集約 を 凶 り 、 12 }j に llî に
対 し て rrx:同i寺実用事業 を 与��Z�、 に始
め て も ら い た L リ と 768 人 分 の 署
名 を 添 え て 安喫 し た。 ム 万、 協議
会は1tl'6のyむ を 十分に は 反映 し て
い な い と して 10JJ 1 fJ fこ 「 中 央地
[>Z住民の会」 が結成 さ れ、 12月 に
「 十分時間 を か け てüJ\; と 訴 し 合

っ て ほ し し リ と 465人 の 箸 名 を 添
え て 市 の 事業計l同案 に 反対す る 読
阪 を し たっ

{西部地区 国道 2 号 線沿いに 広舗が立地す る ほかは、 戸建 ( 畔 りj 川 、 「西 部 地 区 住 民 の
第 1 地区 (清水町、 前 | て住宅 を 中心に rF'扇共同ü→宅が点在 し て い た 。 戦 | 会j が市長 と 話 し合い。 2 号線、北
回 目J) 10. 3ha 災復興事業等に よ り 基盤務備が一部 さ れて い る も 1 1llU の 前 図 書了は 3 月 に 「前田町 ま ち
第 2 地i又 (津知町及 び ( の の全体的 に は未整俄な状況。 土地区画整現事業 [ づ く り 会議J を 結成 した。 市 は 7
! I / 西町の各一部 に よ り 、 防災施設と し て 活問 で き る 公閥及び道路 j 月 に 「 ま ち づ く り イ メ … ジ 3 案J
10. 9ha を は じ め と す る 公共施設の整備 を 千子 う と と も に土 | を説明。 12月 f住民の会J が近畿
計21. 2ha 地 の整形化等 を 行い、 住民が安心 し て 定住で き る j 大学支援チ ー ム の協力 で作成 し た
95年 1 月 1 臼 現在 ! 良好な住宅市街地の再生 を 図 る 。 ま ち づ く り イ メ ー ジ笑」 を 市 に
1 ，  430世帝 [ 地区内 に街区公闘 を 配置 し そ れ ら を 連結する ! 提出。 市 も 「 ま ち づ く り イ メ ー ジ
3， 220人 | 補助幹線道路や 灰画道路等で地区住民の利便 を確 ! 素案」 を提示 し た。 12}j 24 日 「住
全半壊率 は 第 1 地区で | 保 し 、 防災施設 と し て も 役立 て る 。 優良な住宅地 ( 民の会j が総会 で 区画絵理撤回要
は66%、 第 2 地 区 は ! と し て の土地利用 を 図 る こ と を 基本 と し 、 国道 2 I .求 を 決議。 3 月 17 日 、 1ft民の会J
84% 号沿い は建物の不燃化、 共同化に よ る 住商復合の | が 「前 田 町 ま ち づ く り 会議」 と と

防災に強い沿道利用 を 目 指す と と も に、 土地建物 l も に 「芦屋西部地区 ま ち再興協議
の共同化等に よ り 土地の有効利 用 を 促進す る 。 I 会」 を 結成。 T1l も 協議会に参加 し、

施工 予定者 第 1 地区 住宅 ・ 都市公団 | ま ち再興 計画 案 を 協議する こ と に
第 2 地区 芦屋市 | な っ た。 協議会は幹事38人で構成。

ア ドバ イ ザー に 近畿大学小島孜教
授、 !潟村康郎弁護士 ら が加わ っ て
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言r13. 4ha 
95年 1 月 1 日 現在
760世帯
し 770人; 附以上の建物が全半
壊

状況 ・ 整備 Jj針 ・ 施行主体な ど

区域の 中央に 務応街があ り 、 A部中尉建物があ
る が全体 と し て は低尉住宅で\ 地iえの南部分は戦
災復興事業 な ど に よ っ て終備 さ れて い る も の の、
全体的 に は米整備な状態だ っ たじ こ の た め i 地 以
画整坪日手業 に よ り 、 防災施設 と し て 活用で き る 公

; 園 及び道路 を は じ め と す る 公共施設の整備ー と と も
に土地の整形化等を行い、 住民が安心 し て 定住で
き る {主尚複合都 市の再生 を l立i る つ

公共施設 は、 地以内の 中 央部に 2 ヵ 所のí!fI>Z公
園 を 配置 し 、 総i立で連結す る の 地iベの南北 を つ な
ぐ幹線道路の川 来線や [;{ l曲i整F主任iflí1と字 を 配 演 し て
地 区 住民の 日 常の利便 を 絡{来 し な が ら 紡災施設 と
し て の活用 を 以l る

優良な住宅地 と し て の 七地利用 を 閃 る こ と を 暴
本 と し 、 さ ら に r .八隊応itiJ な どの商業ゾー ン
は従米の市街地点開発の考 え 万 を やか し な が ら 商
業地 と し て土池利用 を 閃 る 。

施 工予定者 : 住宅 ・ 都 rTí終備公同

t な 終過

い る 。

[若宵地区 ]
若官接写の西 部 と れ 出
小槌置Iの一部
2. 4ha 
何年 1 月 1 臼 現在
267世帯
557人

阪神電鉄打出釈の南西部で、 駅周辺 に 隊広があ
る ほ かは戸建て住宅 を 中心に し た低層住宅街。

195棟の う ち 127棟が全半壊 し た 。 全半壊率65%。
復興住環境終備事業の手法で、 共 同 ・ 協調住宅

再建を め ざす。
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れ た 。 両 部地 区 で も 「西部地 反住民の会j が、 「 ど こ に で も あ る 街で は な く 、 芦屋 ら し い

街 を つ く り た いj と 萌究者の協力 を 得 て 、 区画整理 を 前提 と し な い ま ち づ く り プ ラ ン を作

成、 rtî に 提 出 す る と と も に、 10月 に は 区画整理事業 の撤回 を 求め 、 住民 た ち 約300人が手

を つ な い で市役所 を 取 り 圏 むデモ を 行 っ た 。

「芦屋市都市計画審議会の公荷 な ど を 求め
て 市 職 員 に 詰 め 寄 る 市 民 ら =96年 3 月 9
日 、 芦E雲市役所 |

中央地区で、 区画整理事業 を め ぐ っ て推進 を 望 む住民 と 反対の住民の対立が鮮 明 に な る

中 で、 市 は 中 央 地 毘 の 区 !出j整理事業計画案 な ど を 審議す る 都市計画審議会 を 、 96年 3 月 9

日 の土曜 呂 の 閉庁 日 に 設定 し た。 混乱 を 避 け る と い う 理由 だ っ た。 し か し 、 会場 に は審議

会の公開 を 求め る 市民約100人がつ め か け、 こ れ を 拒 む 市側 と 激 し い や り 取 り があ っ た。

審議会は 、 今回 限 り と い う 条件 を つ け、 賛成、 反対各 3 人の住民の傍聴 を 認め 、 3 時関 連

れで開会 し 、 6 時 間 の 審議の後、 「住民 と の話 し 合い を 進 め な が ら 実施す る J と い う 付帯

意見 を つ け て原案 どお り 承認 し た 。

市が、 反対派住民が傍聴 を 要求 し て押 し か け る こ と を 予 測 し 、 職員 20人 を 玄関 に 配置 し

た り 、 審議会委員 の う ち 反対 派 に 近 い と 見 ら れる 委員 に は連絡 し な い で委員 の 集合場所 を

変更 し た こ と な どが明 ら か に な り 、 住民 と の 間 の溝 は さ ら に 深 ま っ た。 前年 3 月 の審議会

の と き と ほ ぼ同 じ 混乱が繰 り 返 さ れ、 「中 央 地 区 住民 の 会J は 区画 整理事業 に 対す る 態 度

を さ ら に硬化 さ せた 。

{専門家の少 な い響議会委員 ]

芦屋市の復興都市計画の 問題点 につ い て 、 市の都市計画審議会の 委 員 の 一 員 で も あ る 山

村恒年 ・ 関西学院大学総合政策学部教授 は 、 「被災各 市 は復旧対策 に 追 わ れて 市 の都市計

画担当 職 員 だ け で は対応 し き れず、 住宅 ・ 都市公団等 の 職 員 約200人が各市 の 計 画 策 定 に

派遣 さ れて 支援 を し たが、 地 区の実情や特質 を 知 ら な い こ と か ら 問題が生 ま れた こ と も あ

る J と 指摘 し た う え で、 都市計画審議会の 内情 に つ い て 「委員 の う ち 法律家 は筆者 一人。
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他に土地 区画整理士の資格 を も っ委員 が一人。 他は法的 な 手続 き に つ い て は ほ と ん ど知 ら

な い。 一年前 に 市 は委員 に都市計画ハ ン ド ブ ッ ク の小冊 子 を 配布 し た が勉強 し て き て い る

委員 は み ら れな か っ た。 こ れでは 十分な 審議がで き る はずが な い J と 手厳 し く 批判 し て い

る o ( 1兵庫県復興都市計画 芦屋市 を 中心 と し てH ジ、 ユ リ ス ト j 臨時増刊 / 95年 6 月 20 日 )

さ ら に 、 復興都市計画決定の あ り 方 に つ い て 、 山村教授 は 、 1 ) 施設や建物づ く り 計画

が前面 に 出 て 人 間 中心の都市づ く り の理念が押 し 流 さ れた。 2 ) 住民の理解 と 協力 を 求め

る 努力 が不十分で、 今後住民の創意 と 工夫 を 取 り 入 れ る べ き だ。 3 ) 芦屋市の基本方針、

環境計画が検討途上で、 マ ス タ ー プ ラ ン と 都市計画が関連 し て い な いー な どの計画策定初

期 の 開題点 を 指摘 し て い る O

行政 と 市民、 ま た住民河士の対立は、 そ の後 も 厳 し い局 面 を 見せ る こ と があ る が、 西部

地区で は96年 3 月 17 日 、 組織 を 一本化 し て 、 行政 も 加 え た 「芦屋西部地区 ま ち 再興協議会j

が発足 し た 。 設立総会 に 出 席 し た 北村春江市長 は 、 住民の意 向 を 尊重 し て再興計画 を 検討

し て い く 、 と 述べた。 発起人会は 「都市計画決定が一方的 に な さ れた こ と に は ま だ怒 り を

感 じ、 市への不信感 は ぬ ぐ え た わ け で は な い が、 ま ち を こ の ま ま 放置 で き な い。 J と 苦 し

い 思 い を 表明 し 「 自 分た ち の手で地域 を 復興す る と い う 原点 に返 り 、 住民の総意を 十分受

け止め た う え で市 と の交渉の テ ー ブル に着 き た いj と 設立 の趣 旨 を 説明 し て い る O

い ま の 行政は信用 で き な い が、 し か し い ま の ま ち を 再興 し た い と い う 住民の思い を つ な

ぎ合わせ た の は、 専 門 家 に よ る 助言 と 支援だ、 っ た 。 商部地区の住民 は95年 8 月 に 「近畿大

学復興 ま ち づ く り 支援チ ー ム J に 区画整理 を 前提 と し な い ま ち づ く り プ ラ ン の作成 に協力

を 求め た 。 支援チ ー ム は 「区両整理 を し な い と い う こ と も 前提 に し な い」 と い う 条件で協

力 を 約 束 し た。

{ イ メ ー ジ掘 り 起こ し て合意形成]

チ ー ム を 率 い た小島孜 ・ 近畿大学建築学科教授 は、 「住民が潜在的 に も っ て い る 街 イ メ

ー ジ を 掘 り 起 こ す こ と だ けが利 害 を 越 え て合意の形成 を 図 る 唯一 の 道J I住民 の大多数が

望 ん で い る の は どん な イ メ ー ジ の 街な の か を ま ず明 ら か に し 、 そ れ を 実現す る た め に どの

よ う な事業手法 を 使 う の か を 後で考え る 」 と い う プ ロ グ ラ ム で臨 ん だ。 住民の思 い や 願い 、

ま ち の歴 史や風格 を ま ち づ く り の核 に し た正攻法の ま ち づ く り 案策定方法 な の だが、 行政

が打ち 出 し た 「初め に道路あ り き 」 と い う 都市計踊 と は ま っ た く 反対 の 方 向 か ら の ま ち づ

く り 案の積み上げであ っ た。

行政 と 住民の溝は、 い わ ゆ る ボ タ ン の掛け違 い だ、 けで は な か っ た 。 「仮設住宅は 2 年 問。

そ の期 限 ま で に 仮換地 し な け れ ばな ら な いj と 、 国 の 法令や基準 に 沿 う こ と ばか り を 念頭

に 置い て い た行政 と 、 津知公園で長期 間 テ ン ト 村 を 設営 し、 自 立生活 し な が ら 「 自 分た ち

の ま ち の将来像 は じ っ く り 考 え た いj と 話 し合 っ て い た住民の思い と がぶ つ か る の は 当然

だ、 っ た。 行政は法規に し ば ら れ て い た が、 住民 は た き 火 を 囲 ん で夢 を 語 り 合 っ て い た。
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住民の思い と 夢 を 掘 り 起 こ し て描 き あ げ ら れた 案が基 に な っ て 、 行政側 の 区画整理事業

案が作 ら れる こ と に な っ た。 大震災発生か ら ほ ぼ 1 年近 く 続い た行政 と 住民 の 不信 と 対立

が、 西部地 区 で は対話の方向 に 向か う こ と に な る O

思 い や夢 を 語 る こ と は、 非現実的 な 将来像 に 結 ぴ付 く わ けで は な い。 小 島教授は住民か

ら の ヒ ア リ ン グの 結果が現実的 な ま ち の あ り か た を 具体化 し て い っ た 、 と 次の よ う に記 し

て い る 。

「かつ て の ま ち の生活空間 と し て の 魅力 を 掘 り 起 こ し た結果、 広 い道路、 大 き な 公園 を

無条件 に よ し と す る 近代的 な価値観 こ そが、 人 間 味の な い 画 一 的 な ま ち を つ く っ た 原 因 で

あ る こ と に気づ き 、 い ま ま で欠点だ と 思 っ て い た不合理 さ が、 か え っ て地域の個性 と し て 、

住民の心の拠 り ど こ ろ と し て 意味を も つ こ と を 確信 し た と き 、 意外に す ん な り と 総論 と し

て の合怠形成がな さ れて い っ た J ( 1震災復興 ま ち づ く り 考J r新建築j 96年 4 月 ) 。

そ し て さ ら に 、 「公共J と 「私j の概念 に 触 れ て 、 「公共J は 「公」 と 「共J に切 り 離 し

て 考 え る べ き で、 「共J は 「私」 の 領域 に 属 す る が、 そ こ か ら 放 た れ、 ま ち の 魅力 を つ く

る 担い 手 に な る 、 芦屋西部地 区 は屋敷林 を 道路の景観要素 と し て生か し 、 井戸 を 地域 に 開

放 し て 「共」 の 空 間創 出 の た め の ル ー ルづ く り を 始め て い る 、 と 新 し い ま ち づ く り の萌芽

を 位置づけ て い る O

2 . 西宮市の 復興都市計画

西宮市南部市街地の家屋被害調査は、 何年 1 月 31 日 か ら 3 月 10 日 ま で、 大学の研究室、

コ ン サ ル タ ン ト 事務所な どか ら 集 ま っ た約50人の専 門 家 を 中 心 に 行 わ れ、 町了 ご と の綿密

な 被害状況が ま と め ら れた 。 (住宅 ・ 都市整備 公 団 関 西 支社 『西宮市震災住宅復興基礎調

査j )

こ れ に よ る と 、 全壊家屋 は32， 593世帯、 半壊家屋 は27， 276世帯、 計59， 869世帯 に 上 っ て

い る 。 家屋の全半壊率の 高 い と こ ろ は、 香炉圏地区45. 6%、 広 田 地 区37. 1 % 、 阪神間宮地

区34. 8%、 北 口 地 区29. 3%、 段上地区26. 5%な どであ る O

西宮 市 は 、 こ の う ち 阪急西宮北口 駅北東部の3. 3ha を 震災復興市街地再 開 発事業、 そ の

周辺の31 . 2ha と 、 阪神香櫨関駅北 側 地 区 10. 5ha を そ れぞれ震災復興土地区画整理事業 と

し て都市計爵決定 し た。 阪神西宮駅南、 阪急西宮北 口駅南 な どでは以前 か ら の 市街地再 開

発事業が継続 し て い る 。

4 月 1 日 に は 「西宮市震災 に 強 い ま ち づ く り 条例J を 施行、 2 階建 て 以上 の 建築物 は事

前 に建築内容 を 市 長 に届 け 出 る こ と を 義務づけ た 。 市 は 、 こ れに よ っ て建築主 に 建築物 の

耐震化 な どの情報 を 提供 し 指導 を 始め た 。

西宮市 は 、 復興の 埋念 を 「安全J 1安心j そ し て 「希望J に 満 ち た 文教住宅都市ー と し 、

復興計画達成 目 標年 次 を 2005年 と し て い る O
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西宮市の復興都市計甑事業概要

地区 ・ 世帯数 ・ 被害

{西宮北口駅
北東地区i

安西日北口北京地区
第 2 稀市街地持開 発事
業
北口町、 高木凶町 、 長
岡 町

整備方針 ・ 計i理l ' 事業費 な ど

整備方針 : ::Ul自の高度手Jj汗! と 都市機能の
更新 を は か る と と も に、 各施設の適正 な
配震 と 防災性の高い都市型住宅等 を供給
し、 紡災安全街区 と し て早期復興 を 目 指
す。

計'3. 3ha I Hh函 の 概要 : 5， 200mの 交 通広 場、 阪急、
従前人口 720人、 280 I 線の南北を 地下道でつ な ぐ幹線道路を建
世 帯 ( う ち 被 災 世 帝 | 設れ こ れ を挟んで地 上 19階建ての ビ ル 2
210) 棟 を 建設c 各 械 に 住 宅 そ れ ぞ、れ170戸 の

ほか、 街業施設、 公共総設、 ，!1iÌ:車場 な ど
を i汁i由rîo 97Ójô 4 月 にぷ二工予定。 2000年 3
Jl に峻 [ を予定〆
総事業費 : 約530億円
総 r 主体 : 住宅 ・ 都市現在備公団

安西日北口駅北東地区 j 整備 }j針 道路、 公 除! な ど公共施設 を整
土地区画j}整珂事業 1 1蔵す る と と も に 、 災特 に 強 い、 安全で快
北口町、 高木P耳目]\ 高 I i患な 都市型住宅地への再生 を はか る 。
木東町、 長出町、 薬 師 i 総 事業資 5231意円
町 | 施行主体 : I雪宮市
言1'31. 2ha 
従前人口4， 000人、
1 .  700世 帯 (被 災 世 帯
860) 

事業経過 ・ 住民組織

事業の経過 : 1985年ーか ら 再開発の た め の説l
売 を 開始。 92任、 再 開 発準備組合発足。 94
年、 住宅 ・ 都 市整備公団が住宅計画の調査
に協力。
95主f: 2 月 1 日 、 再開予告す1 業 予 定l天城 と し て
建築制限。 :J } j  17 [ ] 、 総 lîi ，汁耐決定， 4 J l 、
再開会事務所うを足、 説 明 会 を 開催 持 }j 、
11:都公l'ii�見地事務所開設c 10刀 、 基本設ijf
素案説明会 96年 j}j 、 随行規程 及 び事業
計約j案を 縦覧に 2 月 、 大型量販応、 核r，l;舗
を 募集わ
111"':の総織 : 95 "!' 4 }j 25 fI 、 同îl:r北口駅北
東Jtl!.1ズ渓災復興第 2 穂市街地再開発事業促
進協議会が:没 点

lJt :tKの経過 : 95{ド 3 月 17 日 、 都 rtí ，llïil可決定。
4 月 17 El か ら事 業計計i素案 を 地 Jl:説明。 6
月 、 復興共 rplit'� に つ い て説明会ο
12月 、 2 段階都 市計画案 と 事業計的j設計図
に つ い て説明会。
96:f[õ 1 月 12 日 か ら 2 段 階部 市 計 断 案 を 縦
覧。 1 月 26 日 か ら事業言i凶案の縦覧。 3 Jj
22 日 、 県都市計画地方審議会 で 2 段階都市
計樹案、 事業計画家が、 ひと r I ・ 尚木 ま ち
づ く り 協議会」 か ら の要 望 を 受けた西宮市
都市計画審議会の棚上げ要請で審議保留。
住 民 の 総織 : 何年 3 月 11 臼 、 「関官 北 口 駅
北 東 渓 災復興土地 K 画 整期事業対 策 委 長
会」 設 立。 何年11 月 3 日 、 「北 口 ・ 高 木 ま
ち づ く り 協議会j 設立。

[森具地 区 ]
土地区画整殺事業
松下町 、 屋敷町、
弓場町、 川 西 田]
言十10. 5ha

1i1凶の概望書 : 地 区の大部分を 占 め る民敷 | 事業の経過 : 95;'ド 3 月 17 日 、 都 市計 画決定。
町 は ほ ぼ戦前の 旧 集落の ま ま で、 都市恭 I 3 月 30 EI か ら 医 l函整理事業素 案 を 地 元 説
盤 は未整備で細街路が多 く 、 公/li!l は な か | 明。 9 月 22 れ か ら 設計悶案 を 説明。 12月 22
っ た。 こ の た め 、 A待避難の拠点 と し て | 日 か ら 事業計画家 を説明。 12月 27 日 、 2 段
の機能 を も っ公園 を 地区 の 中心に置 く 。 I 階都市計画案を 縦覧。

従前人rl1 ， 840人
830世帯 ( う ち 被 災 f世
帯560世殻)

良好な住環境作 り 出す た め に住宅地r<:内 I 96年 1 月 、 仮換地意向調査を 実施。 事業計
の通過交通 を 排 除 し 、 快適な歩行者道路 | 画案を縦覧。 2 JJ 29 日 、 事業計 画 を 決定。
の ネ ッ ト ワ ー ク を 図 る 。 I 住民の組織 : 95{f 4 月 16 日 、 自 治会 を 母体
整備方針 : 道路、 公園な ど公共施設 を 整 | に 「香機関 ・ 森JL地区 ま ち づ く り 協議会」
備す る と と も に、 災答に強い、 安全で、侠 | が発足。 9 月 、 ま ち づ く り 地元案 を提示。
適 な 都市型住宅地への再生 を は か る 。 I ] 0月 、 共 同化添備会 を 結成。

第八章@都市百十関Î ' ま ち づ く り 549 



3 . 培崎市の復興地区整備計画

尼崎市 は 95年 2 月 3 日 に 災害復興本部 を 設置 し 「震災復興基本計画J と こ れ に 基づ く

災復興計画」 を 策定 し た 。 「復興計画」 で は住宅、 地 区整備、 公共土木施設、 公共建築施

設、 上 ・ 下水道等の 5 分野での 3 ヵ 年 の復興計画 を 示 し て い る 。 こ の う ち 、 地 試 整備復興

計耐 は次の よ う に決め ら れた 。
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扶
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Jlìi兄 ・ 'W� J J 的 ・ 'ií�1号 な ど 主 な経i邑

:t 地手IJIII : HJri}系70%、 1 "" 業系14%、 商業系 6 % I 経過 : ()5守 2 J J  26 日 、 築地地区復
公共用 地本 : '"0也75%、 道路 ・ 公�tl ・ そ の他25% I 興委H 会党足。
事業 I I 的 tJl主J>(州事告理事業 と 住宅地以改良事業 6 Jj 24 [ 1 か ら 第 1 次都市計両案
を 介併施行 し 、 災;与に 強 く 、 下町 のすよJt�気 を 残 し | を縦覧ハ 7 刀 7 目 、 111都市計画税
た 町 立企みのお1] 11\ を 以内 、 il J:の分離 を 図 り 、 住環 | 談会。 7 JJ 25 EI 、 都 市 計i隔地方審
境 と 繰業.f)立境の IflLL を め ざす。 I 談会ニ S J] 8 E1 、 第 L X 都市 計帥j
'j� "tr， : 上地以前j務時事業、 住宅地氏改良事業 I ( 'I� "t V城、 幹線道路な ど) 決定〈
施 r:行 : 尼崎市 1 9 J1 14 l J 、 住宅地区改良 事業地区
事業費 ・ L地12< 1面i整浬191 億円、 住宅地区改良243 I 指定 10 1 ] 18 [] 、 復興委 役会がま
依 ドj 、 部lIì rít尚道路17億円 ; ち づ く り 業 を 市 長 に 提 出 1 l !J 8
繋鍛復興 目 標年次 : 2005年 | 日 か ら 第 2 次都市計阿茶:縦覧。 12

月 28 [J 、 第 2 次都市計両 (道路、
公園) 決定。 96年 3 月 、 一筆iØ�訟
を 開始。
住民組織 . 築地地区復興委員会

(代表安川 太一
築地の町づ く り を み ん な で考 え る
会 (代表中 島 ー樹)

t 地利用 : 1七術系60%、 工業系12%、 商業系 2 % I 地区の現況 : 1950年代 か ら 住宅が
公共用地率 : 宅地78%、 道路17%、 公園 5 % 多 く 建設 さ れ、 50年代後半か ら 町
事業 名 : 住宅地|玄改良事業、 密集住宅市街地終俄 I J:場が進出 し て き た。 そ の後 も 、
促進事業 | 住宅のうど集、 老朽化 と 住工滋夜、 i 
移備計雨 : ま ち づ く り 協議会 に よ る 「 ま ち づ く り | 通過交通訟のI即UII な ど環境の窓化 l
，i十柄提案j を取 り 入れ、 良質な住宅の建設 を 行 う | が深刻 に な っ て い る 。 こ の た め78 i 
と と も に 、 民間 に よ る 多様な住宅供給 を 誘導 し 、 | 年か ら 住宅地区改良事業が順次進
復興 を 限 る 。 工場の再配釣 を 行い、 住 工 を 分離 し | め ら れて い る 。
た 良好な住宅街12<: を 形成 し 、 道路、 緑地等の都l官
基盤の整備 を 進 め る 。
事業費 : 62億円 (改良住宅55戸供給、 不良住宅民
収除去等の 3 if:計両)
事き俄復興 行 襟年次 : 2005{t' 

[東関陣地反 土地利用 : 伎民系89%、 [業系 1 %、 商業系 8 % I 地rx: の現況 : 1967年か ら 民間会社
東 閥 問 田町 8 了 目 | 公共用 地率 : 宅地96%、 道路 4 % が開発 し た賃貸住宅地で あ る が、
2. 5ha 事業名 : 密集住宅 市街地整備促進事業 青山こ住 | 部が持 ち 家 に な り 、 現夜は狭小
被災状況 : 地区 内戸数 l 宅地区改良事業の導入 も 検討 ! な 戸建て住宅が密集 し て い る 。

[築地地rx:l
:Ifl {( 1.!l興地域
築地北浜 1 - 5 ]" [1 、
築地本町 1 - 5 丁 目 、
築地中通 5 T H 、
築地点#U - 4 丁 目 、
築地丸島町、 東向島東
之町、 F可松ぬ 町、 尚域
内 計13. 7ha

(添工業地域)
人 口 ・ 世 帯 数 2， 400
人 1 ， 050泣4帝
被災状況 . 全壊10戸、
半 壊292戸、 全 JずL壊 本
27. 5% (地区内 ほ ほ全
域で液状化現象が起 こ
る )

卜一一一
[戸/ 内地|又 ]

重点復興地域
地 区 函穣 37ha 
被 災 状 況 : 1， 500戸 の
う ち全壊31戸 (23棟) 、
半壊218戸 (94棟) 0 J EI 
猪名 川、 干!神奇川沿いで
池盤が液状化 し、 家犀
の傾斜、 倒壊、 地盤沈
ドが起 こ っ た。

760戸 の う ち l 棟 ( 4 I 整備計凶Û : コ ミ ュ ニ テ ィ 住宅建設、 民 間共同建替
戸) が全壊、 430戸 (75 I 支援 な どで賃貸住宅240戸の供給 を 図 る
棟) がJ半壊 | 終備復興 目 標年次 1998年

事業費 : 88億円 ( 3 ヵ 年)
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尼崎市の復興地区整備計関

地 区 ・ 面積 . t世帯数 現況 ・ 事業 目 的 ・ 事業費 な ど È な 経過

[]R 尼崎駅 土地利用 : 住宅系67%、 工業系 1 1% 、 商業系 7 % 地区の現iJè : 都 市[主主盤が未終備な

北部地区i 公共用地率 : 宅地77%、 公 間 3 %、 道路20% 状態で、 高 度 成 長 期 に 長屋 や 文化

地 区諏積 : 71. Oha 事業名 : 住宅 市街地総合整備事業、 市街地再 開発 住宅が火ぷ: に 建 設 さ れ、 人 口 が急

被 災 状 況 : 地 区 内 事業、 情 集住宅市街地終備促進事業 増 し た 住宅密集地区。 地 区 の 中 央
4. 250戸の う ち 20戸 (12 事冬備計画 : 駅前広 場 を 繋備 し 、 TTî、 住宅 ・ 都市終 は 、 東の都市核 と し て市街地再開

棟) が全壊、 372戸 (266 {路公f北 県1ì 乞供給公社、 民 間 に よ っ て都市型賃 発事業が行 わ れ て い る 。

棟) が半壊。 11'、 分譲住宅 を 建設す る
整備復興 I j �、年次 : 2005年

'j�業費 951，立 円 ( 3 ヵ il')

{昭和通 ・ 西大物 上地手iJm : 住民系63%、 工業系 12%、 荷業系 10% 地 予〈 の 況j兄 : 阪神電 車尼崎釈及 び

地 区 ] 公共用地本 宅地77%、 公;章1 1 %、 道路22% 大物駅に 近 く 交 通 の 干Ij{I更 に 恵 ま れ
地反面積 : 15， Oha 整備;1l 1函 : 地 以 の凶1l!1H土、 者11心4整備の �:[誌 と し て て い る c 狭小 な 道路 に 戦前 に 建設

被 災 状 況 : 地 区 内 市街地再 開 発事業、 f守 宅地氏改良事業、 優良建築 さ れ た 長屋建住宅が多 く 、 こ と に

1 .  350戸 の う ち 全壊 は 物等整備事 業 お よ び町並み ・ ま ち づ く り 総合 之援 西大物地 区 は 老朽狭小木造賃貸住
な か っ た が192戸 (57 卒業 な どの 手法で多 様な住宅供給等 に よ っ て復興 宅が密集 し て お り 、 1，1;-住水準や11

棟) がJ半壊 し て い る 。 を 凶 る o jlIí大物地[>( f立後集1:1:七 市街地整備促進 'jÇ 環境 に 多 く の課題 を 抱 え て い る 。

業 に よ り lH子なf主環境 を 終協iす る 。 ド1)立 2 号線沿

い は都 市 防 災不燃化促進事業 で 防 災ITrî の 向上 を 図
る じ

整備復興 日 標年次 : 2005年

事業費 ・ 32億 円 ( 3 ヵ 年)

ク ロ ー ズア ッ プ置築地地匿

急 が な か っ た都市計画決定

尼崎市 の 臨海部 に あ る 築地 地 区 は350年前 ご ろ に 尼崎城の南の砂ナ1'1 を 埋 め 立 て て作 ら れ

た城下町で、 運河が周 囲 を 取 り 巻 い て い る 島状の木造住宅密集地だ。 全半壊率 は27. 5% だ

が、 全域 に 液状化現象が起 こ り 、 ほ と ん どの建物が傾 い て し ま っ た。 阪神尼崎駅 ま で徒歩

10分以 内 で行 け る 交通の便の 良い と こ ろ だが、 国道43号線 と そ の 上 を 走 る 板神高速道路で

市街地か ら 分断 さ れ て い る O 古 く か ら の住民が多 く 、 高齢者の割合 も 高 い が、 こ の ま ち は、

阪神 間 の 中 で最 も 早 く 復興区画整理事業が進んでい る 。 住民 と 行政が、 一定の緊張関係 を

保 ち つつ協力 し て新 し い ま ち づ く り が展 開 さ れて い て 、 他の 区画整理地 区 の住民や、 コ ン

サ ル タ ン ト 、 研究者た ち か ら 、 復興 ま ち づ く り の モ デル ケ ー ス だ と 評価 さ れて い る O

築地地区の復興計画が他地 区 に比べて順調 に 進 ん だ 要 因 は 、 1 ) 尼崎市が都市計画決定

を 急がず、 7 月 ま で 5 カ 月 間 の 話 し合い の時間があ っ た。 2 ) 地元の組織が し っ か り し て

お り 、 住民の交流が活発で あ っ た。 3 ) 液状化で大 き な 被害があ る も の の傾 い た家で生活

が続け ら れ、 仮設住宅 も 地区 の 近 く に 建 て ら れて 、 住民組織が壊れな か っ た 。 4 ) 過去 に

都市計画事業の提案が何度かあ り 、 そ の た びご と に 住民 と 行政 と が激 し く 交渉 し て き た経

緯が記憶 に 残 っ て い た。 5 ) 尼崎市 は長年 に わ た る 土地区岡整理事業の 実績があ り 、 行政

担 当 者 に 経験 と ノ ウ ハ ウ の 蓄積が豊富であ っ た こ と ーな どがあ げ ら れ る 。
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築地地 区の住民で組織 さ れて い る 社会福祉 協議会は 、 地域福祉や 親睦交流 を 活発 に 行 っ

て き て お り 、 地 肢 の 入 り 口 で あ る 橋の た も と に福祉会館 も 建て て い る 。 1 月 18 日 に は役員

が集 ま り 、 市 長 に避難場所の確保や水道の補修 な ど 5 項 目 の 要望事項 を ま と め る な どの 素

早 い立 ち 上が り を 見せ た 。

[ ひ と 患つ い て か ら ]

2 月 20 日 に 、 尼崎市幹部が、 社会福祉協議会 を 母体 に 結成が進め ら れて い た 「築地 を 考

え る 会」 を 訪 れ、 土地区画整理 を 前提 に 「復興特別措置法の適用 を 受 け て ほ し い。 こ れに

乗 ら な い と 築地の復興 を 子助 け で き な い こ と に な る j と 申 し入れた。 こ れに 対 し て住民か

ら 激 し い 口調 で 「復旧作業 に 追 わ れて や っ と 一息つ い た と こ ろ だ。 い ま す ぐ決め ら れる こ

と で は な いJ 1 こ ん な 重要 な こ と は み ん な に 話 し て か ら で な い と 答 え ら れな い J 123年前 に

も 市か ら 再 開 発事業が押 し 付 け ら れ た が、 住民の反対でつ ぶ れ た で は な い か 」 と い う 反論

が出 さ れ 「他の地域 よ り 2 、 3 ヵ 月 遅れて も 良 い の で は な い か。 他の地域 と 一緒で な け れ

ば復興推進地域 に指定で き な い と い う の か。 県 と 相談 し て も ら い た い J と 申 し 入 れた。 2

日 後、 尼崎市 は 「県か ら 築地 地 区 は他地 区 と は 別 に 考 え る 、 と い う 回答があ っ たj と 伝 え

た 。

「考 え る 会J は こ れ を 受 け て住民組織の確立 を め ざ し 、 規約作成、 役 員 選 出 の根回 し を

進 め 、 2 月 26 日 に は 「築地地 区復興委 員 会j を 結成 し た。 「復興委員 会J は 町会 別 の ブ ロ

ッ ク 委員 会 と と も に 、 地権者、 借地 ・ 借家人、 持家な ど の権利別 の分科会、 商 業、 工業の

業種別 分科会 を 罷 き 、 そ れぞれの分野で、土地 区画整理事業の勉強会、 検討会 を 聞 い て い っ

た。

品方、 「住み続け る こ と を 希望す る 住 民 は す べ て 残 れ る た め にJ と い う ス ロ ー ガ ン を 掲

げた 「築地の ま ち づ く り を み ん な で考 え る 会J も 5 月 に発足。 会員 は復興委員 会 と 重 な り

な が ら も 行政への注文 の ほ か に 「水 と 祭 り の復興 ま ち づ く り 案J を 提案す る な ど ま ち づ く

り の思考の幅 を 広 げて い る 。

復興委員会 の勉 強会が、 ま ち づ く り の方 向 、 道路計画、 公園計画な ど に つ い て ひ と と お

り 終わ っ た と 考 え ら れ る 6 月 に 、 市 は土地区画整理事業区域、 幹線道路の 第 1 次都市計画

案 を 縦覧 し 、 7 月 7 日 の 市都市計画審議会 に か け た 。 「み ん な で考 え る 会」 は 16 メ ー ト ル

道路な ど に つ い て 意見書 を 提 出 し 、 審議会は 「今後の事業推進 に あ た っ て は、 意見書 な ど

要望等 を 十分酪酌 し 、 住民の 合意形成 に 努力 し て 進め る こ と J と い う 付荷意見 を つ け て 了

承 し た。 8 月 8 日 に 区画整理事業区域 と 幹線道路が都市計画決定 さ れた。

{改良事業 と 合併施行}

続 い て 市 は 9 月 に築地地 区 を 住宅改良事業地 区 に指定、 全国で初 め て の 合併施行が行 わ

れ る こ と に な っ た。 行政の担当者が 「築地の住民が築 地 に 残 れ る 方法j と し て 考 え 出 し た
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独 自 の手法で あ る O

復興委 員 会の コ ン サ ル タ ン ト と し て ま ち づ く り 計画案の作成 に かかわ っ て き て い る 「 ま

ち 景観計顕 ・ 出 口研究室」 の IlJ 口 憲 二 氏 は 、 「最初 こ れ を 開 い た と き 、 ま あ 、 な ん と 大胆

な こ と を や る も のか と お も っ た。 なぜな ら 、 区 嗣整理事業 区域の一 部 に 改 良事業 を 組み合

わす 例 や、 改良事業 よ り も う 少 し ゆ る やか な 事業 (住環境整備 モ デ ル事業) を 重ね合わす

例 は あ る O し か し 、 全域 に わ た っ て 、 強力 な 法定事業 を 重 ね合わせた 例 を 夜、 は知 ら な い か

ら だj と 率直 に驚 き を 表 し て い る 。 そ し て 、 住宅改良事業 に よ る と 地 区 の 土地利用 は公的

住宅 に 限 ら れ、 い き お い 団 地 に な っ て し ま う が、 尼崎市 は 土地利用 を 「住宅地」 と は せず、

「そ の他用 地J と す る こ と で、 戸建て を 含 め て 民 間住宅が建 て ら れる よ う に し た こ と に つ

い て 、 「 あ 然 と し、 法 を 運用 す る 人 の 賢 さ に 一 本取 ら れた な と 思 い つ つ 、 ひ と 安心 し た 」

と 述懐 し て い る 。 ( 1築地復興 ま ち づ く り 計画J rTOMORROW j 第37号/財 団 法 人 あ ま が

さ き 未来協会/何年12月 )

土地の 基盤整備だ け で な く う わ も の (建物) も 同 時 に 建設 し て い く 事業の進め方 は住民

に 安心 を 与 え 、 公開や 区画道路 を 決定す る 12月 の 第 2 次都市計画案 の 審議 会 に は 反対 の 意

見書 は 出 な か っ た。 行政の、 区画整理だ け を 推 し 進め る の で は な く 、 生活相談所 を 設 け た

り 、 都市計画事業 に 関連 し て近接 し た場所 に 特別 養護老人施設 を 計画 し た り す る な どの、

暮 ら し の全般 に わ た っ て の措霞が、 築地地区の住民 に 安心感 を 生み 出 し 、 行政への信頼感

を 酉復 し た結果だ と い え る で あ ろ う O

行政側 の 努力 は 、 例 え ば「県 や 国 が認め ん と い う 状況で も 何 と か押 し 込 ん で い く んです。

現場サ イ ド の 自 治体職員 の 熱意 で、 県 を 動かす、 国 を 動かす と い う よ う な 状況 を 作 り 上げ

て い く ん ですj と 森野 昌 英 ・ 築地土地 区瞬整理事務所 員 が話 し て い る よ う に 、 住民の要望

を 引 き 受 け 一体 と な っ て 動 い て い る と こ ろ に も 見 ら れる O

住民側 も 、 何年 2 月 末 ま で に復興委 員 会 1 1 回 、 常任委員 会勉強会1 6 回 、 ブ ロ ッ ク 会議 8

回 な ど を 開 い て延べ1 ， 782人が参加 し た こ と に あ ら わ さ れて い る よ う に 努力 が見 ら れ る 。

「み ん な で考 え る 会J の ワ ー ク シ ョ ッ プや勉 強 会 に 延べ876人 が参加 し た と 報告 さ れて い

る 。

コ ン サ ル タ ン ト の側 か ら も 、 「 わ ず か 1 年余 り で こ れ ほ ど進展す る と は だ れ も 予想 し ま

せ ん で し た。 …通常の ま ち づ く り で は 計画 に 5 �10年かか る と こ ろ を 短期 間 で ま ち の骨格

で あ る 道路、 公関、 そ し て 地 区のすべて の宅地 を 再改造す る 都市計樹事業 を 決め、 そ の 後

も 行政 と 地元が一定の 緊張感 と 信頼感 を 築 き な が ら )11質調 に進め ら れて い る こ と の 中 に は 、

こ れか ら の ま ち づ く り の進 め 方 や在 り 方 を 考 え る う え で貴重 な 内容や教訓が含 ま れて い る

と 患 い ま す。 J (浅野弥三一 ・ 地域環境計画研究所 『学んで、語 っ て 結 ん で j 震災復興 ・ 関 西

環境 NGO ネ ッ ト ワ ー ク /何年 8 月 ) と 高 く 評価 し て い る O

こ れか ら の 課題が、 「住宅地 区 改 良事業 に よ っ て500�600戸 の 高層 住宅が建設 さ れ ま す

が、 築 地 の 良 さ と 助 け 合 い の 精神 が こ の 高層住宅 に どの よ う に 引 き 継がれ る の で し ょ う か。
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… 今後の課題 と し て 築地 の 良 さ を ど う 新 し い ま ち づ く り の 中 で創造的 に 発展 さ せ る のか、

地元で の研究 と 運動の躍 り 上が り が期待 さ れて い ま す。 J (安 田義 ・ 尼崎都市 ・ 自 治体問題

研究所研究専 門 委 員 、 前掲 『 学 ん で、語 っ て 結 ん で .1 ) と 語 ら れて い る ほ ど、 他 地 区 か ら 見

ればは る か に 先の こ と が話題 に な っ て い る O

築地の 活動か ら 引 き 出 せ る 教訓! の ー っ と し て 、 塩 川 i 賢 明 ・ 神 戸 大学工学部助教授 は 、

r 3 ・ 17都市計画決定再考」 の 論文 ( r検証 ・ 阪神 ・ 淡路大震災 1 年 生活再建への課題j

兵庫県震災復興研究 セ ン タ ー /何年 5 月 ) で、 r 3 ・ 17J を 担否 し た 築地地 区 を 取 り 上 げ

「公費解体 に 安易 に乗 ら な い よ う 適切 な ア ド バ イ ス を 行 っ た ボ ラ ン テ イ ア の コ ン サ ル タ ン

ト 活動」 があ り 「行政は 医画整理の必要 を 感 じ て い た が、 地元合意 を 得 る こ と が先決 と の

強 い確信 を抱 い て い た」 点 な ど を あ げて 、 神戸市 な どで 一 斉 に 強行 さ れた都 市計画決定ス

ケ ジ、 ユ ー ル に疑 問 を 投 げか け て い る 。

「築地地医 で は 住民 と の話 し合 い に 、 決 し て 2 年 も かか っ て い な い し 、 そ の 間 に不法建

築が乱立 し て震災ス ラ ム に な っ た わ け で も な い 。 現時点で は行政 と 住民 の 関 係 は 良好 で あ

り 、 さ ま ざ ま な 事業展 開 が は か ら れつつ あ る 。 少 な く と も そ う い う 地 区が実 例 と し て存在

す る と い う こ と は 、 3 月 17 日 に 全地 区 一 斉 に 強行決定 し な け れ ば な ら な か っ た 理 由 は な い

こ と を 示 し て い る 。 お そ ら く は、 決 定 さ れ た 地 区 の 中 に も 、 築地 の よ う な コ ー ス を た ど り

得 た 地 医 が相 当 数あ る はずであ る 」 と 、 行政は住民 を 信頼 し 、 話 し合い を徹底 的 に行 う べ

き で あ る と 求 め て い る 。 そ し て 、 い ま 多 く の 地区 で見 ら れ る 状況 に つ い て 「 計画 が地域 に

そ ぐわ な い も の で あ る 場合 は 、 廃止 も 可能な仕組み に す る べ き で あ る O 昨年 の都市計画決

定の是非 を 問 う 意 義 は 、 過去の経験 を 将来 に お い て生かす こ と に存在す る 」 と 問題 を 提起

し て い る O

築地の ま ち づ く り は、 被災地で は 例 の 少 な い 明 る い 経過 を た どっ て い る 。 心 配 は 、 新 し

い 高 中 層 の住宅がで き た段階で、 築地明神 や お 地蔵 さ ん な どの祭 り が どの よ う に継承さ れ、

城 下町の歴史 的 な 生活の味わ い が受け継がれ て い く だ ろ う か、 と い う と こ ろ に あ る O

山 口 憲二氏 は 、 コ ン サ ル タ ン ト と し て 、 築地 と の こ れか ら の か か わ り に つ い て次の よ う

に 記 し て い る O

円也 区 に よ り ま ち づ く り の あ る べ き 内 容や万法 は多様であ り 、 住民等の条件 は千差万別

であ る 。 築地地 区 で は、 こ れ に 応 え よ う と す る 市担 当 者の熱意があ る 。 し か し 、 国庫補助

制 度 な どか ら 限定 さ れる 事業運営 の 実 際 は 従来 の枠組み を 大 き く 越 え る の がむずか し い 。

事業の 遂行 そ の も の が 自 己 目 的化 し て し ま わ な い よ う に 注意す る 必要があ る O 今後の事業

展 開 の な かで、 幾分かで も 新 し い 道が 開 か れ る こ と を 期待 し た い。 ま た 、 住民 な ど ま ち に

かかわ る 人 間 の視点か ら 点検 し 、 提案や要望 を 積み重ねて い く 必要があ る と 思 っ て い る 。 j

(前掲書 rTOMORROW.I )
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4 . 宝塚市の復興都市討画

圃策定 ま での経過

宝塚市 の 家屋 の 被 害 は 、 全壊3， 800棟、 半壊8， 881棟 (被災証 明 に よ る ) 、 焼失 2 棟 だ っ

た 。

何年 2 月 8 日 に復興基本庁針 を 決め、 基本理念 を 「人 間性の尊重 を 基本 と し た安全で快

適 な都市づ く り J に 置 き 、 2 月 15 日 、 重点復興 3 地区 の 再 開 発計画 を 発表 し た。 3 月 27 日

に 「震災復興緊急条例J を 施行 し 、 市 内 の 8 地域495ha を震災復興促進 区 域 に 、 馬 区域内

の 4 カ 所32. 1ha を 重点復興地域 に 指定 し た 。 促進lベ域 で は 、 建物の 再 築 に 対 し 補 助 制 度

や融資制度の 関 す る 情報 を 提供す る と と も に 、 ま ち づ く り の専 門 家 を 派遣 し て 住民 と の 共

働 に よ る 安全で快適 な ま ち づ く り を め ざ し て い る 。

重点復興地域の う ち 、 ヰl 筋 JR 北 地 K で、 土 地 区 画整理事業、 仁 川 地 区 な ど 3 地 区 で市街

地再開発事 業 を 進め る こ と に し た 。 It1 筋 JR 北 地 区 の 区 画整理事業 は 、 95年 7 月 の 市都市

計画審議会 を 前 に 地元 自 治会か ら 反対意見が提 出 さ れて 、 事業案 は 審議会 に か け ら れな か

っ た 。

市の都 市復興部の人員 は 、 95年度 は89人、 96年度 は 岡 崎、 岐阜、 岡 山 市 な どか ら の応援

職員 を 含め95人に な っ て い る 。

宝塚市の復興都市計画

地 l辻 ・ 面積 ・ |陛帯数 現況 ・ 71業 目 的 ・ 事業費 な ど

[ 中 筋 JR 北地区} 整備)j 針 : 地場産業の花井植木業が盛 ん な 11 1 集 落 だ
中 筋 1 、 2 丁 tl の 白日 が、 生活道路 ・ 公痢が狭院で未整備で あ る た め 、 道路
と 中筋 3 、 4 Hl  の 整備 、 た め池の機能 を 生 か し た 地域防災公開 の 務備
24. 3ha 警 に よ る 災害 に 強 い ま ち づ く り を め ざす と と も に 、 生
被 災 状 況 : 地 反 内210 産緑地 な どの機能 を 1上か し た 緑住 環境の形成 を |主! る 。
棟の う ち 全壊751東半壊 事業方法 1:地 医幽整理事業 (未決定)
54棟 権利者229人

{仁川駅前i : 整備方針 : 宝塚)同川 関 に ふ さ わ し い都市景観づ
仁川北 2 T [J の → .øß く り と 、 緑化計画 を 進 め 、 市南部の 市民の文化 ・ 交流
1. 6ha の拠点 を 生み Il\ し 、 地元商m施rt生の活性化 を 図 る i段奴j
権利者数9 1 人 ( う ち 士 な 施 設づ く り を 進め る 。
地所有者45人、 借家人 事業手法 阪神間都市計阿 第 2 種 市街地再開発事業。
44人) 住宅都市整備公同が路行。

建 物 な どの計画 地 以 面 積 の20% に 当 た る 3， 320r討 を
新設の駅前交通広場 に 当 て る 。 広場 を は さ ん で街 医 を
2 つ に 分け、 そ れぞれ応舗 ・ 住宅 ・ 駐車一場 を 備 え た ビ
ル を 建設、 2 棟、で計約110戸の住宅 を 供給す る 。

主 な 経過

95年 7 fl の都市計画決定前 に
ft災ア ン ケ ー ト で過半数の反
対が分か り 都市 計 画審議会へ
の諮問jが見送 ら れた 。 9 月 の
市 に よ る ア ン ケ ー ト で も 賛否
が コ 分 し 合 意 に 至 っ て い な
し 、 。

93年、 市 が仁川駅前池灰整備
計阿研究会 を 設置す る 。 94年、
地区終備基本構恕1誌 を 提示。
何年 2 月 17 日 、 再 開発事業の
地元説明会 を 開催。 3 月 17 日 、
住宅 ・ 都 市整備公団 に よ る 脳
行が決定。 9 月 、 仁川駅前 ま
ち づ く り 協議会 世話人会が発
足。 12月 、 rtrの現地事務所を
開設。
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宝塚市の復興都市計画 (つづ き )

地 区 ・ 言語積 ・ 世帝数 現況 ・ 事業 日 約 ・ 事業費 な ど

{宝塚駅前
(花のみ ち 周 辺 ) ]

栄町 1 丁 目 の A 部
0. 9ha 
被災状況 全壊10棟、
半 壊 5 t東 ( 全 半 壊 率
65%) 

[売布神社駅前]
売布 2 了 目 の 一 部
1 . 6ha 
権 利 行 数165人 ( う ち
土地所有者56人、 f持家
権者等80人)

き安j蔚方針 : 花 の み ち は 可i の 玄 関 Ll で あ る 絞急宝塚駅の
再 開 発 ピ ル 「 ソ リ オ 京塚」 と 歌劇場を 結 び、 手塚治虫
記念館 に 主 る 宝塚歌劇場前線に接す る ゾー ン で、 観光
立地 を 形成 し て い る 地区。 都市機能の再生、 災害 に 強
い ま ち づ く り と と も に 、 花 の み ち に ふ さ わ し い 商業施
設、 性七施設の務備 を 附 る 。
事業 手 法 : 阪神間都ltî;lt雨第 2 穂市街地再 開発事業。
宗主治!f施行。 総事業 費120億 円
建 物 な ど の 計伸î : IPhi H l 8m の 花 の み ち の 北 側 に 、 95
年 に 完成 し た 宗主袋駅前 再開予告すE業に追加す る 7訟で、 14
階建の ビ ル 2 棟 を 慾設す る c 地 下駐 車場、 3 陪 ま で は
広告慮、 H 符か ら は H ちで、 1 53; i を 供給す る

終儲Mt : 阪急lj�:塚線交耳石島氏の駅前 丘地を Il:�かす合理
的で有効 な 土地利用 と 、 災;ヰに強 い ま ち づ く り を 進 め
る 都 市型{主 主 を 建設 し 、 周辺の近隣 セ ン ゲ ー 的 な 役
割 を は た し 、 日 常生活の利便性の 向 上 と 地域 文化の場
を提供す る 。
毛布 業 f 法 ・ 阪神 間都市計画 事業，/�布神社駅前地区第 2
種 市街地再開 発事業。 住吉 ・ 都 Ilf事整備公開施行。
建物 な どの 計 凶i 阪急支塚線 と klil近176号線 に 挟 ま れ
た 街以 を 商 業 ゾー ン と し 、 6 階建 ど ル を 建設。 庖舗、
駐 車場、 公主主施設 に 当 て る 。 尚道176 号線南側 の 街 区
は12階建 の ビ ル で、 l 、 2 階 を 1t5舗、 3 階以上を住宅
に 充 て る 。 駅前交 通 広 場2， 5201討 を 新 設 し 、 地 下 に 駐
輪場 を 設 け る 。

5 . 伊丹市の ま ち 復興計画

圃策定 ま での経過

主 な 経過

95年 5 月 、 地 元説 明 会 を 開 始C
1 1 月 、 再 開発 ピ ル の 基本 l没討
を 地元説明。 何 年 l 刀 、 事業
計画縦覧。 3 月 25 日 、 事業計
画決定。

89{手、 rtfが地ゃく再生 計 画1案 合
作成。 94{f 2 }j 、 住民が 「売
布神社駅前地区街づ く り 研究
会」 を 結成 。 95年 6 }J  24 t! 、
研究会がほ体に な っ て 「街づ
く り 協議会J が発足。 7 fl 、
市 と 公 凶 が 全 体説 明 会 を 開
催。 96年 3 月 2 9 LI 、 公団が事
業計闘 を 申 請。

伊丹市 は何年 3 月 24 日 に震災復興緊急整備条例 を 施行 し 、 駅舎が倒壊 し た 阪急伊丹駅屈

辺 と 古 い 家屋 、 細街路が残 る 荒牧地 区 な ど!日村落 4 地 区 を 震災復興促進区域 に 指定 し、 こ

の う ち 阪急伊丹駅周 辺地区 を 重点復興地域 と し た 。

担 当 部局 : 都 市 開発部震災復興推進班

瞳重点復興医域の事業概要

{ 板急伊丹駅周辺] 2. 1ha 

阪急伊丹駅の駅舎が崩壊 し 、 交通機能の大幅 な低下、 中 心市街地 と し て の機能 と 魅力 の

減少 を も た ら し た 。 こ の た め復興の基本計画 に 、 鉄道駅舎の再建、 駅前広場の再整備、 商

業 ピ ル の再編、 訪 災機能の整備の 4 点 を 置い て検討 し た 。 駅前広場 を 従来 の 南側 か ら 北棋Ij

に移す案、 鉄道 を 地 下 に す る 案 な ど を 検討 し た結果、 鉄道の地下化案は事業費、 工期 の 点

か ら 断念 し 、 従来通 り の高 架 に し 、 駅前広場 は 空 間利用や景観な どか ら 北側 に移す 「駅舎

高架の駅前広場北側案」 を 採択 し た。

556 第八章@都市計画 ・ ま ち づ く り



市 は 、 市施工の市街地再開発で駅 ピ ル 建設 を 計画 し て い たが、 阪急側 は 自 社 ピ ル の 単独

再建 を 主張。 両者の交渉が続い た が、 95年12月 、 市 は再開発 を 断念 し た 。 代 わ り に 、 市 は

駅舎のバ リ ア フ リ ー化 な ど駅ピ ル に 関す る 協定 を 結 び、 駅周 辺街路整備 を 行 う こ と に し た 。

駅 ピ ル 、 パ ス タ ー ミ ナ ル な どの街路事業は98年春の完成 を め ざ し て い る 。

聞復興促進区域の事業概要

復興促進区域 : 荒牧地区9. 1ha、 酉野地区6. 1ha、 鴻池地 区5. 9ha、 池尻地 区8. 2ha

整備方針 : 復興道路 と し て整備 を 図 る 道路 は 、 集落の骨格 と な る 道路 と す る O 幅員 は 5 m

以上で、 消 防活動の範囲 を 考慮 し 、 お お む ね1 50m 間 隔 で配置す る が、 地元住民 の 意 向 を

踏 ま え弾力的 に検討す る 。 狭極道路の整備 に 当 た っ て は 、 沿道建物 の 更新 時 に 敷地 の 後退

を 指導 し 、 後退敷地 の 買 い取 り 等 を 行 う O 復興道路の 整備 に あ わせて沿道 の 生 け垣緑化 を

推進す る 。

公園 な どの オ ー プ ン ス ペ ー ス が不足す る 地 区 は 、 村 落 内 及 び周 辺 に ポ ケ ッ ト パ ー ク 等 を

整備す る と と も に 、 耐震性防火水槽 を 設置す る 。

「辻の景観j や伝統 的 な 家屋 な ど歴史 的 な趣 を 伝 え 、 高 い 評備 を 受け て い る 地区が多い

こ と か ら 、 地 匿計両制度等の活用 に よ り 、 村落景観の保全や良好な住環境の 保全 を 図 る こ

と も +食言す し て い く 。

こ の う ち 、 鴻池地 区 は 、 95年 6 月 に全地権者92人で震災復興促進委員 会 を 結成、 住民 ア

ン ケ ー ト や 説明 会 を 重ね て 、 10月 に 、 高 さ 12 メ ー ト ル を 超 え る 建築物 を 規制 す る な ど、 景

観 を 配慮 し た低層住宅地 を 維持す る 地区計画案 を ま と め た 。

6 .  J I I 西市の復興事業

J I I西市の被害は、 全壊16件、 半壊87件、 一部破損465件 (郵送 に よ る ア ン ケ ー ト 調査)

だ、 っ た。

J I I 西市 は95年 7 月 、 被災住宅の共同 建替支援事業制度の要綱 を 作成 し た 。 支援の 内 容 は 、

コ ー デ ィ ネ ー タ ー の派遣、 現況灘量、 基本計画等の 費用 を 市が負担 し 、 中 高 層 の耐火建築

物 ま た は準耐火建築物への建て 替 え を 誘導す る こ と に し て い る 。

7 . 明石市 の 災害 に 強 い ま ち づ く り 計画

明 石 市 の 住 宅 の 被 害 は 、 全壊2， 938棟 (4， 209世帯) 、 半壊6， 668棟 (10 ， 919世帯) 、 一 部

損壊21 ， 092棟 (34， 833世帯) で、 避難者 は3， 369人 (28 カ 所) に 及 ん で い る 。 被害 は全市

に 及 ん で い る が、 こ と に 東 部 は 木造家屋の倒壊や ラ イ フ ラ イ ン の破壊 な ど未曾有の被害が

あ っ た 。 市民の犠牲 は24人だが、 う ち 市 内 での死者は 8 人。 16人 は神戸、 芦屋市、 津名郡

第八章@都市計I同 ・ ま ち づ く り 557 



で犠牲 に な っ た。

5 月 に 「災害 に 強い ま ち づ く り 検討委員 会」 を 設宜 し 、 12月 に 「災害 に 強 い ま ち づ く り

計画」 を 策定 し た 。

こ の計画の基本方針 は、 市民の生活の広が り に応 じ た生活圏 ご と に 「防災 コ ミ ュ ニ テ ィ

ー 圏J の 形成 を め ざ し 、 コ ミ ュ ニ テ ィ ー セ ン タ ー 、 公園 な ど を 活用 し た 防災拠点 を 整備 し 、

防災 コ ミ ュ ニ テ ィ ー づ く り を 進 め る O

8 . 淡路 ・ 津名郡の復興 ま ち づ く り

淡路島 1 市 10町の被害 は死者57人、 全壊3， 432棟、 半壊5， 312棟 (95年 6 月 、 淡路県民局

調べ) に な っ た。 こ の う ち 、 都市計両事業 を 行 う 津名郡北淡町 と 、 密集住宅市街地整備事

業 な ど を 行 う 一宮町、 東浦町の復興 ま ち づ く り の概要 を 見 る 。

園北淡町の都市計画

北淡町は死者38人、 全壊603棟、 半壊1， 208棟で、 島 内 で最 も 大 き な 被害 を 受 け た。 町 内

で も 中心部の 富 島 地 区 は 、 全壊308戸、 半壊198戸、 被災率84%で、 死者25人 を 出 し、 甚大

な被害であ っ た 。

北淡町 は 、 明石海峡大橋に よ っ て 四 国 淡路 本州 を 結ぶ本州 四 国連絡道路の北淡 イ ン

タ ー チ ェ ン ジが設け ら れる こ と な どか ら 都市化が進む と み て 、 震災前 か ら 都高計画区域の

設定 を 準備 し 、 95年 4 月 に 町 内 の大半の地域を 「北淡都 市計画 区域」 と し て 指定す る 予定

であ っ た 。

大震災後、 こ の 指定 を 2 月 7 日 に操 り 上 げ、 富 島 地 区 の 20. 5ha を 被災市街地復興推進

地 i互 に 指定、 土地区嗣整理事業 を 実施す る こ と に し 、 3 月 17 日 に 反画整理事業区域 と 幹線

道路の都市計画が決定 さ れた。

こ の 問 、 2 月 18 日 か ら は町内会別 に 地元説明会が聞 か れ、 2 月 下旬 か ら は住民 ア ン ケ ー

ト 調査が行 わ れ、 3 月 4 日 か ら は地区別 の説明会が聞 かれた。 土地区画整理事業区域決定

と 幅員 15 メ ー ト ル の幹線道路の都 市計画決定後、 関I は 地 区の各種団体役員 を 中心 に 3 月 26

日 に 「富島地区震災復興協議会」 を 発足 さ せ、 事業計画案の作成 に は い っ た 。 こ れに 対 し

て 「復興協議会J と は別 に 5 月 ごろ か ら 「富島地区 を 愛す る 会J r富島地 区 を 考 え る 会J r富

島 ま ち づ く り 勉強会」 な ど住民組織が生 ま れ、 区画整理事業 を め ぐ っ て推進意見か ら 白 紙

撤囲要求 ま で さ ま ざま な色合い の 主張 を 繰 り 広 げ、 町 と 住民、 住民間 で緊張関係 を 生 み 出

し た 。

{富島土地区画整理事業}

位置 : 北淡町富 島 東 ノ 了、 中 ノ 了、 西 ノ 丁 20. 4ha 
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従前世帯数 : 602世帯 ( 1 ， 670人)

権利者 : 土地所有者約730入、 借地権者約50人、

借家権者約1 20人

総事業費 : 1 78億円

担 当 部局 : 北i炎町都市整備事務所

職 員 25 人 ( う ち 兵庫 県aか ら 2 人、 他府県か ら 10人)

整備方針 : 詰島地区 は北淡町の行政及 び交通 の 中心地で あ る が、 老朽住 宅 や細街路が多 く

都市基盤が未整備で あ っ た。 こ の た め 防災に重点 を 置 い た 道路計樹 な ら び に 防災拠点 と な

る 公園 を 配置 し 、 災害 に 強い ま ち づ く り を め ざ し 、 都市機能 と 生活環境 の 整 っ た北淡町の

中 心市能地 を 創 出す る 。

公共施設の整備方針 : 地 区 中 心 に 近 隣公園 を 配置す る と と も に 、 街区公園等 を 配置 し、 そ

れ ら を ネ ッ ト す る 補助 幹線道路及 び区画道路 を 配置す る こ と に よ り 、 地 区住民の 日 常の利

便 を確保 し つ つ 、 防災施設 と し て活用 を 回 る 。

土地利用 の方針 : 富島幹線以北 の 臨海部 を 業務及 び準工業地 、 富 島立道総 及 び富島 中 道線

の 交差点付近 を 沿道商業地 と し て、 そ の他 は住居系 と す る 。

事業の進捗状況 : 用 地先行買収 (96年 6 月 現在)

契約済み件数 63件 約 13， 900ぱ

契約見込み及 び交渉中 約 18， 000rrl

災害復興公営住宅 167戸 を 計嗣

量一宮町の復興 ま ち づ く り 計画

一宮町の被害は、 死者10人、 全壊765棟、 半壊736棟で、 淡路島では北淡町 に 次 ぐ大 き な

被害 に 見 舞 わ れ た 。 こ と に 町の 中 心 部 の 郡家 地 区 は 、 400世帯 の う ち 8 割 が全半壊 し た。

こ の た め 町 は 、 95年 1 月 末 に総合住環境整備事業 に よ る 復興 を 決め 、 の ち に こ れ を 密集住

宅市街地整備事業 と 名称 を 変 え て 3 月 31 日 に事業承認 を 受 け た 。

[郡家地 区密集住宅市街地整備事業}

事業区域面積 : 15. 5ha。

整備計画 の 主 な 内容 : 1 ) 地 区 内 の 中心軸の道路 を 輯員 7 メ ー ト ル か ら 10 メ ー ト ル に拡幅

す る o 2 ) 菌庖街の南端 に 復興拠点 ゾー ン を 設け 、 庖舗10戸、 コ ミ ュ ニ テ ィ 住宅51戸 の ほ

か防災機能 を も っ た 公 園 、 図書館 な ど を 建設す る o 3 ) 他 に 2 カ 所の コ ミ ュ ニ テ イ 住宅計

30戸 を 建設す る O

事業の進捗状況 : 95年 4 月 に 復興拠点 ゾー ン の地権者 に 計画説明。 5 丹 、 事業説明会 を 開

催。 6 月 に コ ミ ュ ニ テ ィ 住宅用 地 の 交 渉 を 開始。 何年 2 丹 、 コ ミ ュ ニ テ ィ 住宅 の 地元説明

会、 3 月 、 入札。

事業期 間 : 2014年 ま で。
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総事業費 : 57億 円 。

闇東浦町の復興 ま ち づ く り 計両

東浦町の建物 の被害は、 全壊319棟、 半壊459棟だが、 全壊の う ち 280棟が仮屋 地 区 に 集

中 し て い る O 仮屋地豆 は東浦町の 中心部で も あ る が、 漁村集落の機能 も 残 し て い る と こ ろ

か ら 、 1l1T は 漁業環境 の 整備 を 図 る と と も に 、 住環境の整備 を 進め る た め に 「漁業環境整備

事業」 と 「密集住宅 市街地整備事業J の二つ の事業手法で復興 を 進め て い る O

{仮屋地 底密集住宅市街地整備事業i

事業地区面積 : 36. 8ha 区画道路 : 延長1， 510m 

公園 ・ 緑地 4 ヵ 所 (3， 270ぱ) コ ミ ュ ニ テ ィ 住宅 : 49戸

集会所 7 ヵ 所 事業年次 白 標 : 2000年

ク 口 一 ズア ッ プ瞳富島地区

対立で コ ミ ュ ニ テ ィ が危機 に

北淡町富 島 ( と し ま ) 地 区 は、 1 月 1 7 日 、 全半壊506戸、 死者25人 を 出 す 大 き な 被 害 を

受 け た が、 救出作業 は そ の 日 の う ち に 終わ り 、 地 区住民の全員 の安否が確認 さ れた。 「町

内 の どの家 は何人家族で、 だ れが どの 部屋 に 寝て い る か ま で町 内 の 人た ち は知 っ て い る 」

と 言わ れ る ほ ど、 近 隣 同 士 の 結 び付 き は密接で、 こ ま や か だ、 っ た。 そ れが救援 ・ 救出 の場面

では大 き な カ を 発揮 し た の だが、 都市計画 区域指定、 土地区両整理事業の決定 に よ っ て 、

ま ち づ く り の在 り 方の議論 と と も に利害関係が表面化 し 、 コ ミ ュ ニ テ ィ が ぎ く し ゃ く し 、

町 内 の 人 間 関係が複雑 な か ら み を 見せ始め た 。

{漁村に都市計顕]

山裾か ら 海 ま で広 い と こ ろ で300 メ ー ト ル ほ ど の 富 島 地 区 は北淡町の 中 心 地 区 だ。 役場

の 鱗 に は好漁場の播磨灘 ・ 鹿の 瀬 を 前 に し た富 島漁港、 明石 と 結ぶ連絡船の踏着 き 場があ

る 。 海岸沿い の パ ス 通 り の ほ か は 、 集 落 内 に 車 が よ う や く す れ違 い で き る 旧 街道があ る だ

けで、 浜へ出 る 道 は住民が 「傘 も 広 げ ら れな いj と 言い 表す 「志向道j と 呼ばれ る 幅 1 メ ー

ト ル足 ら ずの路地だ、 っ た。 かつ て 「富島千軒J と 呼ばれた漁村 の 面影 を 濃 く 残 し た 集落は、

東 ノ 丁、 中 ノ 丁、 西 ノ 丁 と い う 地 医別 の ま と ま り と と も に 、 代 々 伝 わ る 網元 と 網子の縦の

つ な が り も 強 く 、 重層 的 な 地域社会 を構成 し て き た。

行政側 は、 震災前か ら 過疎化 に 歯止 め を かけ よ う と 、 明石海峡大橋の建設 と そ れ に つ な

が る 本四 連絡道路 の 北淡 イ ン タ ー チ ェ ン ジ 開 設 に併せて住宅団地 (定住促進団 地) の建設

を 進め 、 将来の市街化 に 備 え都市計画 区域指定 を 準情す る な ど、 町制40周年 を 前 に 、 意欲

的 な 町行政 を 進め て い た。
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土地区画整理事業で示 さ れた道路計画 は 、 幅 員 1 5 メ ー ト ル の 幹線道路 を 新設 し 、 !日街道

を 14メ ー ト ル に 拡幅、 浜へ通 じ る 南北の路地 は 幅員4. 5 メ ー ト ルか ら 9 メ ー ト ル の 道 路 に

す る と い う 、 阪神 間 の都市 と ほ ぼ同 じ基準の計画だ。 平均減歩率 は約10% と さ れて い る が、

こ の事業計画 を め ぐ っ て住民か ら 激 し い議論が沸 き 起 こ っ た。

町 は 3 月 末 に 結成 し た 観光協会長、 商工会役 員 、 漁業組合役員 、 関I 内 会役 員 、 地元町会

議員 な どに よ る 「震災復興協議会J を 地元 と の協議団体に し て い た が、 5 月 に は 区画整理

の 白 紙撤囲 を 要求す る 「富島地 区 を 愛す る 会j が発足。 そ の後、 独 自 の ま ち づ く り 案 を 検

討す る 「富 島 ま ち づ く り 勉強会j、 都市計画決定 ・ 区 画整理事業 に抗議す る 「富島地 区 を

考 え る 会J 、 事業の促進 を 求め る 「束 ノ 丁街づ く り 会J な どの組織が次 々 に 発足 し 、 一 時

は 7 団 体 を 数 え た 。 そ の後、 団体の勢力 拡張運動や 自 然衰退な ど も あ っ て 5 団体に な っ た

が、 そ れぞれの 団体が同 じ テ ー ブル に つ く こ と は な く 、 緊張 ・ 対立関係が続 い て い る O

こ の た め 、 昔か ら の コ ミ ュ ニ テ ィ は ほ と ん ど崩壊 し 、 町内会の機能 は 失 わ れ、 町会議員

も 調整 に動 く こ と は で き な い状況 に な っ て い る O 町 内 で は 、 事業 に つ い て 近所同士で、 も 表

立 っ て話 し合 う こ と がは ばか ら れ る 空気が支配 し て い る と 言い 、 ま ち づ く り の 将来像が描

け な い でい る 。

浦野正樹早稲 田大学教授 (社会学) は復興 ま ち づ く り 事業 を め ぐ っ て紛糾 し て い る 地域

に 共通 し て 見 ら れ る 問題 と し て 、 次の 4 点 を 指摘 し て い る 。 (復興市民 ま ち づ く り 支援ニ

ュ ー ス f き ん も く せい J 第28号)

1 ) 前提的 な現状認識や活動条件の理解のずれ。 2 ) 議論 を 煮詰 め て い く う え で の ル ー

ル の 未確定。 3 ) 地域住民の代表性 と 地域住民組織 ( ま ち づ く り 協議会等) の 決定権の不

安定性。 4 ) 地域問題の課題解決のパ タ ー ン の違 い。

こ れ を 富島 地 区 に 当 て は め る と 、 北淡町に は こ れ ま で都市計画 区域 は な く 、 建築基準法

に よ る 敷地 の接道義務、 建ぺい率、 i高 さ 制 限 な ど に つ い て の制 限 を 感 じ て こ な か っ た こ と 、

旧 来 の 町内 会が行政 と のパ イ プ役 を 果 た し て き て い て 自 立的 な住民組織の経験がな か っ た

こ と 、 こ れ ま で地元組織は行政か ら の委任 に よ る こ と が多 く 、 対話の蓄積がな い こ と 、 決

定 に つ い て は有力者への権限委譲 に よ っ て い た こ と な どがあ げ ら れ る O こ と に 、 65歳以 k

の 人 口 が全国平均 の 2 倍近 く の26% を 占 め て い る こ と が、 現状認識や将来像 の描 き 方 に 影

響 し 、 対 話 を 硬直化 さ せて い る も の と 思 わ れ る 。

{ 閉鎖 を 打開す る 試み }

こ う し た 中 で 、 地 区 を 代表す る 形で は な く 地 元 の 人 間 関 係 を 基盤 に 組織 し て 5 月 に結成

さ れた 「富島 を 愛す る 会j は 町 に 対 し 「富島地 区 だ け に 区画整理事業 を 導入 し た理 由 、 15

メ } ト ル の 幹線道路が必要 な 理 由 、 住民の意見の反映の さ せ方」 の 3 項 目 に つ い て説明 を

求 め た 。 そ の後 の 町 の 地 区説明会な どで行政側が描い た 「本四連絡道 に 関 連 し た 開発計画

の推進、 北淡町の都市化、 都市計画 区域の指定、 土地区画整理事業の必要性」 に疑問が広
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が り 、 さ ら に 区画整理事業案が復興予算の獲得 を 中央 に働 き か け や す い 案で あ る こ と な ど

が浮か ん で、 き て 、 住民の反発を 強 め る 結果 に な っ た。 「愛す る 会」 は 8 月 に 対象 地 区 内 の

65%の署名 を 集め 、 区画整理事業 の 白 紙撤回 を 求め る 申 し 入 れ を 行 っ た が、 署名運動 は 会

員獲得の側面 も あ り 、 「考え る 会j と 競合 し た り 、 事業推進 を 望 む住民 と の対 立 を あ ら わ

にす る こ と に も な っ た。 一方、 「富 島 ま ち づ く り 勉強会」 は独 自 の ま ち づ く り 案 を作成 し 、

そ の模型 を 町民 セ ン タ ー で展示す る な どの活動 を し て お り 、 町 は 事業計画案の第 2 次説 明

会開催 に つ い て 、 ど ち ら か と 言 え ば協力 的 だ と 見 ら れて い た 「勉強会j に 協 力 を 求め た と

こ ろ 「事業計画案 は住民の意見 を 反映 し て い な い」 と 抗議書 を 突 き 付 け ら れた 。 「勉強会J

は抗議の 理 由 を 「住民が望ん でい る の は、 昔 な が ら の富島 の 良 さ を 生 か し 、 かつ将来の展

望 を も 視野 に 入 れ た 暮 ら し や すい環境の プ ラ ン であ っ て 、 道路ばか り が優先 さ れた プ ラ ン

で は あ り ま せ ん」 と 述べて い る 。

富 島の 中 で も 被害が大 き か っ た 東 ノ 丁 の 「東 ノ T1*Tづ く り 会」 は一刻 も 早 く 家 を建 て た

い か ら 事業 を推進 し て ほ し い 、 と い う 立場 を と り 、 遅れた の は 町の初期 の手順が誤っ て い

た か ら だ と 批判 し て い る 。 こ う し た 複雑 な住民模様は、 「富島復興協議会」 の 形骸化 を 招

き 、 会合へ の 委員 の 出 席 も 少 な く な っ て 影響力 は 薄 ま り 、 「復興協議会」 に 代 わ っ て 町が

例年 3 月 か ら は各町内会の小 ブ ロ ッ ク ご と に説明会 を 行 う 方法 を と っ て い る O

富島地区 に 入 っ て い た研究者た ち も 、 コ ミ ュ ニ テ ィ が崩壊 し 、 対立が先鋭化 し て き た こ

の 地 区 に つ い て は指導や助言 も 困 難 に な っ て き た と 感 じ て い る の か 、 「基礎 自 治体が地域

住民の 亀裂 を 生 み 出 し、 住民 間 に鋭い対立が惨着化 し て い く 限 り 、 被災地住民 と 被災地外

住民 と が リ ア リ テ ィ を も っ て 連携で き る ロ ジ ッ ク と 仕掛 け を 創 造す る 可能性 は 薄 いJ (浦

野正樹早稲 田 大学教授 「復興 ま ち づ く り 再考J r き ん も く せい j 第29号) と 富 島 か ら 身 を

引 く こ と を 示唆 し て い る 。

「復興協議会J の ア ドバ イ ザー に推 さ れて い る 田 原 産樹 姫路工業大学助教授は 「 目 下最

大の問題は、 今後の復興 ま ち づ く り を 担 う 主体が形成 さ れて い な い こ と であ り 、 そ れ ゆ え

に あ る べ き 将来像が な か な か見 え て こ な い こ と であ る 。 し か し 、 展望がな い わ け で は な い」

( r き ん も く せ い J 第四号) と 、 秋 の 町議会議員 選挙で選出 さ れた 地元 出 身議員 3 人が調

停役 を 果た す 可能性があ り 、 住民組織 に も 同 じ テ ー ブル に っ こ う と す る 動 き を 模索 し て い

る こ と な どに 期 待 し て い る 。

96年 3 月 に な っ て、 北淡町都市整備事務所 は 、 全戸 を 対象 に戸別訪問 し 、 面 談に よ る 復

興 カ ル テ づ く り を 計画 し て お り 、 こ れ も 住民の合意形成への大 き な礎石 に な る も の と 考 え

ら れ る 。 ま た 、 整備事務所の所長 を 含め 半数近 く が兵庫県や東京、 千葉、 名 古屋 、 京都 な

どか ら の応援職 員 で、 地 区 の複雑 な利害関係や人間 関係か ら 中 立であ る こ と に よ っ て住民

の信頼が し だい に 深 ま っ て お り 、 こ う し た 人 々 が媒介に な っ て 話 し 合い の ル ー ル が生 ま れ、

地域社会の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が再生す る 可能性 も 芽生 え て き て い る 。
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第五節 公園 @ 緑化の効果
1 . 隣災効果 を 発揮 した公園

都市計闘 は 、 幹線道路の建設 と と も に 公園 の新設、 拡 充 を 基幹 に し て い る 。 都市計画の

中 の公 園 は 、 防災拠点 と 位置づけ ら れて い る 。 で は、 既専の公閣 は大震災 で ど ん な 役割 を

果た し た の だ ろ う か。

{住民に よ る 管理 ・ 運営が効果}

日 本造園学会阪神大震災調査特別委員 会 は 、 95年 1 月 25 日 か ら 2 月 13 H に かけ て神 戸 、

芦屋、 西宮、 尼崎な ど 7 市の都市公園1， 278 カ 所 の う ち 752 カ 所 を 現地調査 し 、 公開 の 被災

状況、 利用実態、 被害軽減効果 な ど を 明 ら か に し て い る 。 ( W 販神大震災緊急調 一長報告こ吉J

95年 4 月 )

地盤崩壊や液状化 な どで利用 で き な か っ た 公 開 は752 カ 所の う ち 6 カ 所 (0. 8%) だ け で、

他の 土木 ・ 建築施設に比べ軽微で、あ っ た 。 た だ 、 周辺の建物が崩 れ落ち て き た り 、 公開 に

出入 り す る 道路が通行不能 に な っ た ケ ー ス が見 ら れ、 公 園 の 「全体の30%程度が潜在的 な

危険 に さ ら さ れて い た」 と 判 断 さ れて い る 。

ðln 火 を 食い 止め た公[長1 <7)樹木 と 雫問。 「 防災都市」 に公爾
を ど う 組み込むか=主主111[乏の大国公関
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公園の利用 の さ れ方 は 、 避難所 と し て使

わ れ た の が85 カ 所 で 全 体 の 13%で 最 も 多

い 。 次い で麗棄物の 置 き 場 と し て使 わ れ た

の が61 カ 所、 9 %。 こ の ほ か 自 衛隊の駐屯

基地、 ヘ リ ポー ト 、 復旧用重機 ・ 工事用 車

両基地、 救援物資 の配給基地 、 給水拠点、

家財道具の一時保管場所、 さ ら に仮設住宅

の建設用 地 な ど多様 な 利用 が見 ら れ る O

避難地、 救援復旧基地、 仮設住宅用 地 な

ど と し て 高度利用 さ れた 公 園 を種別で見る

と 、 地 区 公 園 が15 カ 所 の う ち 10 カ 所

(67%) 、 近 隣公 園 は40 カ 所 の う ち 20 カ 所

(50%) 、 1 ， 000rrl以 上 の 街 区 公 園 は29 3 カ

所の う ち 89 カ 所 (30%) 、 1 ， OOOrrl未満の街

区公園 は247 カ 所の う ち 22 カ 所 ( 9 %) で、

公 園 の 面積が少 な く な る ほ ど利用率 は低下

し て い る 。 た だ し 、 調査時点 では利用 さ れ



て い な く て も 、 た き 火の跡や ビ ニ ー ル シ ー ト な どが残 さ れて い る 公園が見 ら れ、 大震災発

生直後に 一時利用 さ れた 公闘 は さ ら に多 い と 推測 さ れて い る 。

公園の避難地 と し て の 課題は次の点が指摘 さ れて い る 0 1 ) 大 き な 街 区 公園 よ り も 居住

地 に近 い 距離での -次避難地の 設定 を 検討す る こ と が必要。 2 ) ふ だ ん か ら よ く 住民 に 寵

い 込 ま れ て い る 公園 は、 避難地 と し て の立 ち 上が り も 迅速であ っ た こ と か ら 、 住 民 に よ る

公 開 の 管 理 と 運営 を 取 り 入 れ た 公 園 計画 が重要 で あ る 。 3 ) 公 園 の 施設構造 は、 6 m 以

上の道路 に 面 し 、 隣地 と の境界 に は 十分な大 き さ の樹木 を 配置 し 、 隣接建物 の倒壊防止 と

防火機能 を も たせ、 水飲み用設備 は上水だ、 け で、 な く 井戸 を 活用 す る こ と O

植物が被害 を 軽 く す る 効果 に つ い て は、 建物 の 倒壊 を 防い だ例が57 カ 所報告 さ れて い る O

樹木に も た れかかっ て い る 例が多 い が、 1 階が座屈 し で も 2 階部分が樹 木 に 支 え ら れて倒

壊 し な か っ た ケ ー ス も あ り 、 人命保護 に役立 っ た と 思 わ れ る 。

{生け壊が延焼跡止]

火災の延焼 を 防止す る 効果 に つ い て は、 22地 区 の 調査 を 基 に 、 「市街地火災が大 き な 被

害 を も た ら し た と こ ろ は も と も と 植物がた いへん少な く 、 し た がっ て震災 に お い て植物が

果た し た役割は絶大 と は い え な い。 し か し わず か に 存在 し た樹木は そ れ な り に 明 ら か な 被

害軽減効果 を も っ て い たJ I特 に 生 け 垣 は 幅射熱の 防止や低減 に 効 果 的 で\ 避難路の確保

と い っ た 意 味か ら も そ の効果は大 き か っ たJ と 判 断 さ れて い る 。

樹木が火災の延焼 を 止 め た効果 に つ い て は、 神戸市長 田 区大橋 8 丁 目 の交差点付近で焼

け止 ま り と し て残 っ た街路樹の ア ラ カ シ を 赤外 ピ デ オ で調べた結巣 を 次の よ う に述べ て い

る 。

「た と え接炎 に よ っ て葉が燃 え て も 延焼 し な い こ と 、 木の 一部は生 き 残 る こ と が判 明 し

た 。 ア ラ カ シ は接 炎 し な い か ぎ り 着 火 し な い し 、 着 火 し で も 燃 え 広 が ら な い と 考 え ら れ

る 。 」

そ し て 、 都市緑地の ネ ッ ト ワ ー ク の意義を 「規模の大 き な ま と ま り と し て の緑地の重要

性 と と も に、 規模が小 さ く て も 身 近 な 植物が避難経路確保 と 延焼防止 に役立つ事例があ る

こ と が指摘で き た。 こ れ ら を 総合すれば、 従来 よ り 提言 さ れて き た民地の保存樹木、 生態

学的 リ コ ド ー 、 都市林、 緑の ネ ッ ト ワ ー ク 、 な ど、 緑の存在形態 の 階層構造の 意義が再確

認で き る も の と 考 え る J と 報告 し て い る 。

こ う し た 調査は、 兵庫県樹木医会 (松元広美会長) に よ っ て も 行わ れ、 そ の結果が95年

6 月 に 青森県弘前市 で 聞 かれた 「全国桜管理技術研修会j で報告 さ れ、 松元会長 は 「地震

で樹木は ほ と ん ど倒 れて い な い。 防災上、 都市計画 に樹木の配量 を 積極的 に 導入す る 必要

性が阪神大震災で実証 さ れた」 と 述べて い る 。
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2 . わ き あ が っ た 緑 を 取 り 戻す運動

廃嘘の大地 に花の穣を ま き 、 心 を い や そ う と す る 活動 は 、 被災地の 各所で わ き あ が っ た 。

そ れぞれの地域の住民や ボ ラ ン テ ィ ア に よ る も の、 組織的 な 運動で広範に活動 し て い る も

の な ど、 活動の形態、 参加者は多様であ る O 被災地外か ら の苗や樹木の提供 、 労力奉仕 な

ど も 活発で、あ る O 組織的 な活動の 中 に は次の よ う な 運動が継続 し て い る O

{ ガ レ キ に花 を ] 阪神大震災復興市民 ま ち づ く り 支援ネ ッ ト ワ ー ク 事務局 を 拠点 に 、 さ ら

地 に 草花 を 育 て 、 咲かせ る 運動。 何年 5 月 に ス タ ー ト し 、 須磨、 長 田 、 灘、 東灘区や芦屋

市 な どの各地で、 ヒ マ ワ リ 、 コ ス モ ス 、 ベチ ュ ニ ア な どの種 を ま い て い る 。

{立木 ボ ラ ン テ イ ア 基金} 立 木 ト ラ ス ト 運動で環境保護 に取 り 組む 「環瀬 戸 内 海会議J

(61 団体、 阿部悦子代表) は何年 6 月 、 神戸で開 い た 第 6 回 総会で被災地 に ウ パ メ ガ シ や

ク ヌ ギ な ど の 苗木 を 糟 る 1-立木 ボ ラ ン テ ィ ア 基金J を 設立 し た。

[ ド ン グ リ ネ ッ ト 神戸] 何年 5 月 に、 神戸市西区の マ ス ダ マ キ コ さ んが、 香 川 県林務課が

中 心 に な っ て行 っ て い る 「 どん ぐ り 銀行」 に ヒ ン ト を 得て提唱。 香JII の 「銀行J の援助 で

開設 し た。 「銀行J は、 ド ン グ リ の 実 を 集 め て 持 ち 寄 る 「 ド ン グ 1) 預金者J と 、 育 て て 苗

木 を提供す る 「 プ ラ ン ト マ ス タ ーJ で作 ら れ、 学校や幼稚園 に ナ ラ 、 カ シ な ど ド ン グ リ の

な る 木の ほ か に 、 カ エ デ や マ ツ な ど の 苗木 を 植 え る o r神戸の街 に 森 を つ く ろ う j と い う

のが 目 標。 「預金者J は何年 4 月 現在492人 ( う ち 学校 ・ 幼稚園が19校) 、 「マ ス タ ーj は神

戸、 福井、 長野、 京都、 静 岡 な どで苗木 を 育て て い る 18人。 96年 3 月 、 第 1 回 の植樹が東

灘区本山 第 3 小学校、 兵庫 民兵庫北部幼稚顕 で 行 わ れ た 。

{ ラ ン ド ス ケ ー プ復興支援会議] (通称 ; 阪神 グ リ ー ン ネ ッ ト O 近藤公夫代表) 例年 2 月

に発足。 メ ン バ ー は コ ン サ ル タ ン ト 会社、 造園施工会社、 研究者 な ど。 ま ち づ く り 協議会

と 公園 、 街路 な ど に つ い て話 し 合 っ た り 、 生 けま亘づ く り の相 談 に応 じ た り 、 花 の 苗 を 広場

や仮設住宅 に 配 っ て い る 。 事務局 は兵庫県立人 と 自 然の博物館内 。

{ ひ ょ う ごグ リ ー ン ネ ッ ト ワ ー ク ] 96年 3 月 、 被災地 に 緑 を 取 り 戻そ う と 建築家安藤忠雄

さ ん た ち の呼びか け で結成。 募金 と 自 治体 を 中 心 と し て 全国 か ら 寄せ ら れた 萌木 な ど に よ

っ て復興住宅や広場、 街路に 植樹 を し よ う と い う も の。 白 い花 を 咲かせ る コ ブ シ やハ ク モ

ク レ ン な どの シ ン ボル ツ リ ー を 中心 に神戸市 中 央 区北野町 な ど を は じ め と し て被災地への

植樹が始 ま っ た。 事務局 は阪神 ・ 淡路震災復興支援10年委員 会内。

(参考文献〉
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い均一コ ン サル タ ン トな どの組織
95年 1 月 17 日 以 降、 こ れ ま で神戸、 阪神 間 の ま ち づ く り に かかわ っ て き た 都市計画専 門

家 、 大学研究者、 建築家、 弁護士 な ど を 始め 、 全国の 関係者の 中 か ら 復興 ま ち づ く り を 支

援す る ネ ッ ト ワ ー ク や研究組織、 支援組織が数多 く 結成 さ れ た 。 こ う し た 組織 は 、 復興 を

総合的 に と ら え る も の、 特定専 門分野 を対象に し た も の、 基金 を 設定 し て経済的 に 支援 を

図 る も の、 主 に調査 を 担 当 す る も の、 イ ベ ン ト を 企画 し援助す る も の な ど に 分け ら れ る が、

こ こ で は何年 3 月 ま で に 立 ち 上げた、 ま ち づ く り に 関係 し た 主 な 組織 を 紹介す る O

名 称 ・ 連絡先

阪神大震災復興市民 ま ち づ く
り 支援 ネ ッ ト ワ ー ク

迷絡先/ ま ち づ く り 附 コ ー ・
プ ラ ン (天川、 中 一月二)
TEL 078 - 842 - 2:'1ll 

活動の概袋

以前 か ら 神戸 の ま ち づ く り に かかわ り の あ っ た 部 市計 樹家、 建築家、 大学研
究符た ち が連絡 を 取 り 、 何年 1 Jl 27 i  I ま で に 約50人が結 びつ い て で き あ が っ た
ネ ッ ト ワ ー ク 。 神戸市内の東部、 岡部、 都心の 3 地 区 に そ れ ぞ れ 世話 人 を お き
述'J:\7 ・ 統お に 当 た っ て い る
定常の活動 は、 }j 1 回程度の ネ ッ ト ワ ー ク 述絡会談、 ネ ッ ト ワ ー ク ニ ュ ー ス 『 き

; ん も く せいj (昨 日j 川 創刊) 叫1 2 [(il先行、 各地区の ま ち づ く り 協議会な
どの ニ ュ ー ス を 収録 ・ 合本 し た 『復興市民 ま ち づ く り j の 編 集 (発行 ・ 学芸 出

FAX 078 842 - 2203 版社、 第 1 之さ は何年 5 月 発行) な ど。 こ の ほ か、 阪神 ・ 淡路 ル ネ ッ サ ン ス フ ァ
神戸大学工学郎建i没学科 (大 [ ン ド の事務対、 こ う べ ・ す ま い ま ち づ く り 人材 セ ン タ ー の相 談 担 当 、 コ ン サ ル
西 タ ン ト 派遣や各種の シ ン ポ ジ ウ ム 、 フ ォ ー ラ ム 、 イ ベ ン ト の 開催 な と守 に 協 力 し
TEL 078 803 1017 
FAX 078 881 3921 

て い る 。
ま た 学会や ボ ラ ン テ イ ア グ ル ー プ と 協力 し て、 被害実態緊急調査、 被災度目日

建物分布状況凶作成 (復興実態 調 査 ネ ッ ト ワ ー ク に 発展) を 行 っ た り 、 緑化や
花壇づ く り の f ガ レ キ に犯 を 」 巡動 (阪神 グ リ ー ン ネ ッ ト に 発展) 、 コ レ ク テ イ
ブハ ウ ジ ン グ (共同居住型集合住宅) の事業の推進 を 比、援 し て い る 。

復興市民 ま ち づ く り 逮絡会 | 市民中心の ま ち づ く り を 考 え よ う と 、 都 市 ，i↑ 爾 決定 の 前 の何年 3 月 9 日 に 大
; 学研究者、 プ ラ ン ナ ー、 建築家 の ほ か、 宝塚、 凶官、 芦医、 神 戸、 淡路 ・ 北淡

連絡先/ 生活空間研究所 (竹 j 町の住民組織の メ ン バ ー た ち が集 ま っ て 発足 し た。 毎 月 1 、 2 ID] の 会合 を 開 く
山 ほか シ ン ポ ジ ウ ム な ど も 開催 し て い る 。 資料 集 1住民参加 の 復興 ま ち づ く り j
TEL 078 272 6872 を作成 し て い る 。

i FAX 078 - 272 6898 

神戸東部市街地白 地地域復興 I 95年10月 か ら 、 神 戸 市東部の、 取点復興地域以外の い わ ゆ る 「 白 地地域j で
支援チ ー ム i 被災実態の 調 査や復興方策 の 立 案 な ど を 受 け 持 ち 、 住民 と シ ン ポ ジ ウ ム や フ ォ
連絡先 /Gじ 計画研究所 (後 [ ー ラ ム を 開 い て い る 。 資料集 『住民参加の復興 ま ち づ く り J を 発行。
藤
TEL 078 251 - 3593 
FAX 078 251 3590 

凶宮復興 ま ち づ く り 支援 ネ ッ | 西宮市 内 の 「被災度別建物分布状況凶」 を 作 っ た 専 門 家 や学生が95年 2 月 25
ト ワ ー ク 連 絡先/GU 計 画。f I r Hこ 結成。 毎週の連絡会議をへて、 9 月 に 「西宮復興地区別 ま ち づ く り 計画」
究所 (後燦 を ま と め た。 白 地地 区 の 「安井 ま ち づ く り 協議会」 の設立に協力 し て い る ほか、
TEL 078 25 1  - 3593 ま ち づ く り ニ ュ ー ス f明 日 の西宮j を 発行 し て い る 。
FAX 078 251 3590 
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名称 ・ 連絡先 j舌動の概安

芦髭市民街づ く り 連絡会 I 94年12月 に fl/íl\\ に よ る ま ち づ く り J を 掲 げ て 発足。 第 l 限 例 会 の 前 に 災 災
連 絡 先/TEL&FAX 0797 - I に あ い、 そ の 後、 三 八通 り 泌応衡のm�市跡地 に 池の あ る 小公留 を 作 り 、 95年11
31 - 0989 (藤原 I JJ か ら 「み ん な でデザイ ン し よ う 、 楽 し い井戸 端 を 」 と パ ー ク シ ョ ッ ブ を 関 い

た 。 ま ちづ く り 情報誌 『 び ゅ う ViewJ を 発行 し て い る 。

長問 の よ さ を 生か し た ま ちづ j 長 田 区の ま ち づ く り 、 ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ な どの地場産業な ど に 関係 し て き た
く り 懇談会 ! 大学研究者、 コ ン サ ル タ ン ト 、 事 業者、 商市経営者、 福 祉 ・ 医療 関 係者、 ジ ャ
連 絡 先/TEL&FAX 078 - I ー ナ リ ス ト な どが集 ま っ た ゆ る や か な ネ ッ ト ワ ー ク 。 何年 4 J] 25に 第 I 問 の 会
621 - 3875 (三谷 合 を 開 き 、 そ の後、 ま ち づ く り 、 産業、 療 史、 文化 な ど幅広 い テ ー マ で ほ ぼ橋
TEL 078 794 6161 週 毎 に報台、 討 論 を 行 っ て い る 。 何年 6 月 15 日 に は、 神 戸 市 の 復 興 計画 策 定 に
FAX 078 - 794 6166 (北野 対 し て J長 Hl を 森 の 下 町 に し よ う J と い う 5 項 目 の提言 を わ っ た。 ア ジ ア タ ウ

ン構想 を ま と め た り 、 映画 『男 はつ ら い よ J の ロ ケ を 誘致する な どユ ニ ー ク な
成 * を 1'， げて い る c 怒談会の記録は 『長田 ら し い ま ち づ く り j と い う ニ ュ ー ス
に ま と め ら れて い る 。

関商建築家ボラ ン テ ィ ア j 何年 1 JJ 25 fl に 点都、 公良、 大阪、 神 戸 な どで事務所 を 開 い て い る い わ ゆ る
連総先/遊飛間 工房 (野崎) I ア ト リ エ 派の建築家 た ち に よ っ て 結成 さ れ た 。 略祢 「 関 ボ ラ J と Ilt ん で い る o
TEL 078 - 261 - 0337 I 2 月 ぶか ら 神 μ 市 東灘[;<f�\的地 1>( の ま ち づ く り 活動 に 参加、 復興提案 を 行 っ て
FAX 078 272 1941 い る c 灘の消成長在誌の復興、 木構造の改良研究、 fli場の再建、 íì:fèの共 同再建、

こ う べす ま い ・ ま ち づ く り 人
材セ ン タ ー
こ う べ ま ち づ く り 会館内 (中
水流)
TEL 078 - 361 - 4377 
FAX 078 - 361 4584 

マ ン シ ヨ ン flf建 な ど に も かか わ っ て い る や 何年末、 現地基地 と し て 「 ま ち づ く i

り ハ ウ ス j を 設 訳、 住民 と のH ち fTわせ、 会議な どの場所 と し て 使 っ て い る c

95年 7 刃 7 Il 、 M f.fjy1;人神J î 11T都 市勢1路公社 こ う べ ま ち づ く り セ ン タ ー に 開
設 さ れた。 地域住民 グ ル ー プか ら の共I，;J . 協j鴻住宅建築、 マ ン シ ョ ン建て替え、
ま ち づ く り 計画 な どの相談に応 じ て 、 f復興 市民 ま ち づ く り 支援 ネ ッ ト ワ ー ク j
の 協 力 で、 ま ち づ く り コ ン サ ル タ ン ト 、 悠 築家 な ど を 派遣 し て い る o 登録専 門 ;
家は300人以 Uこ ヒっ て い る 。

ひ ょ う ご都 市 ( ま ち ) づ く り I 10市10町の復興 ま ち づ く り を 支援す る た め 阪神 ・ 淡路大震災復興蒸 金 に よ る
セ ン タ ー | 補助事業 と し て何年 9 月 18 日 に 発足。 ま ち づ く り ア ド バ イ ザー の 派遣、 共 同 ・
迷絡先/財団法人兵涼県者ßítJ I j協調 内建やマ ン シ ョ ン 建 て 替 え な ど に つ い て の コ ン サ ル タ ン ト 派遣、 ま ち づ く
主主 備 協 会、 TEL 078 232 り 活動の効成な ど を 行 っ て い る 。 95年 度 に は 、 神戸市内の ほか、 阪神間、 淡路 ・
9671 津名 町、 北淡町 な ど に 141件の支援 を 行 っ た。

ひ ょ う ご創生 ま ちづ く り 研究 | 兵庫県立 4 大学の教只有志が 「 ひ ょ う ご創生研究会J (新野幸次郎会長) の提
セ ン タ ー | 言 を 受 け て95年 5 月 10 日 に 設 在 し た。 代 表 l世話人は小森星児 ・ 神 戸 商科大学 名
迷絡先/TEL078 842 2311 I 誉教授。 「震災復興 ま ちづ く り の よ う に い ま だ学問的 に 体系 化 さ れず、 現場の 知

阪神 ・ 淡路 ル ネ ッ サ ン ス ブ ア
ン ド (HAR 基金)
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がな に よ り も 求 め ら れて い る 分野では、 わ れ わ れの よ う に大学 自 体が被災 し 、
研究者 自 身 も 被災者 であ る 研究組織に も | 分存任意義があ る で あ ろ う 」 と い う
趣意で、 1 ) 建築 ・ 都市計画 部 門 、 2 ) 環境情 報 部 門 、 3 ) 行動科学部門 な ど
の研究テ ー マ を 支援 し て い る 。

社 同 法 人 日 本 青年会議所が1991年 に設立 し た 財 団 法人 ま ち づ く り 市民財 団 の
i 特別恭 金 と し て 95年 9 月 28 日 に 設立。 際リ と し て 「 白 地 地 区j の復興に取 り 組

む地元組織や専 門 家 を 経済 的 に 支援 し て い る 。
95年12月 ま で に 、 次の1 1件が助成対象 に選ばれた。
ひ ょ う こ怠Ij生 ま ち づ く り 研究セ ン タ ー / コ レ ク テ イ ブ ・ ハ ウ ジ ン グ事業推進

応援団/阪神大渓災復興 市民 ま ち づ く り 支援 ネ ッ ト ワ ー ク /商須磨 ま ち づ く り
懇談会/ コ ミ ュ ニ テ イ ・ テ、ザ イ ン ・ チ ー ム / 防災 を 弱 る 会 / 関 西 建 築 家 ボ、 ラ ン
テ ィ ア /坂茂建築設計/住吉地 区復興支援 グ ル ー プ /野田北部 を 記録す る 会/
多 文化共生セ ン タ ー



| 第七節 復興 ま ちづ く り 住民組織
震災復興 に 立 ち 上がっ て い る 神戸 ・ 阪神 間 の住民組織は、 1996年 3 月 末 ま で に 結成準備

中 も 併せて96 団体で、 神戸市灘区 と 長 田 区が き わ だ、 っ て 多 い 。 神 戸市 内 の 「 ま ち づ く り 協

議会j は、 1981年12月 に 制 定 さ れ た 「地区計画 及 び ま ち づ く り 協定等 に 関す る 条例J (82 

年 2 月 施行) に 基づい て い る 。 協議会の構成 は 「地区住民等の大多数に よ り 設置 さ れて い

る と 認 め ら れ る も のJ I構成 員 が住民等、 ま ち づ く り に つ い て 学識経験 を 有す る も の、 そ

の他 こ れ に準ず る も のJ I活動が地 区住民の大多数の支持 を 得 て い る と 認 め ら れ る も のJ

に よ る と 規定 さ れて い る O

95年10月 に 策 定 さ れ た 第 4 次神戸市基本計画 の 中 で、 ま ち づ く り は 「 さ ま ざま な 地域住

民組織な どの地域横断組織であ る 協議会方式 を 推進す る 」 と 位置づけ て い る 。

ま ち づ く り 協議会が条例 の 条件 を 満 た す と 、 条例 に基づ く 協議会 と し て 市長が認定 し 、

市か ら 活動助成金が支給 さ れ、 ア ドバ イ ザー 、 コ ン サ ル タ ン ト が派遣 さ れ る 。 協議会 は 「 ま

ち づ く り 構想J を ま と め、 「 ま ち づ く り 提案J と し て 市 に 提 出 す る O 市 は こ れ に 基づい て

基本計画 を 作成 し、 「 ま ち づ く り 協定J を協議会 と 締結す る 。

注 ・ 0 は認定協議会

区画務理 = 土地 i玄画整理事業

街路事業 = 街路事業

再開発 = 市街地再開発事業

改良事業 = 住宅地区改良事業

f主可i最古 = 住宅市街地総合車整備事業 密集事業 = 密集住宅市街地整備事業

地 区計雨 = 地 区計雨制度 禁観地域 = 景観形成地域指定

伝 建地 区 = 伝統的建築物群保存地区

幽神戸市東灘区

地 区 名 組織の 名 称 代 表者 発足 位置づけ 事業手法

深江地i玄 ま ち づ く り 磯野 正三 90年 7 重点復興 I �色C集事業
l 深江地 区

協議会O 月

2 森南地区
森南 ・ 本 山 中 町 ま ち 加賀 幸夫 何年 2 重点復興 区岡整湖

づ く り 協議会 月 24 日

3 岡本地区
美 し い街河本協議会 西約敬四郎 82-qミ 復興促進 景観地域

O 地区言1-1睡

4 本 LLJ 地 区
保久良再建協議会 復興促進

5 
住吉第 1 復興 ・ ま ち 何年 6 復興促進

づ く り 協議会 月
トーー

住吉地区
JR 住 吉 駅 南 地 区 内一 89年 3 重点復興 再開発

開 発準備組合 Yl 
jR 住 吉 駅東 地 医 再 90年 1 重点復興 再 開 発

澗 発準備組合 月

�)奇地区
魚崎地区 ま ち づ く り 復興促進

協議会準備会

活動 の概要

43号線沿道問題、 駅前再

開 発 に 取 り 組む

区凶整理事業指定の見直
し 、 住 民 に よ る 構想作成

市街地再 開 発ホ備組合 を
設立

市場の再建 を 共同 化 で検

討

共 同 ・ 協調住宅建 設 を め
ざす

シ ン ポ ジ ウ ム 開催 、 ま ち

づ く り 憲章 を 発表
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聞神戸市灘区

地区11 組織の名称

6 
森後 3 T [J ま ち づ く

り 協議会
ト一一

7 
六 'P 開T l rEl ま ち づ

く り 協議会
ト一一

8 
六 Ijl 町 2 丁 目 ま ち づ

く り 協議会
ト一一一

9 
六 甲 田T 3 T 臼 ま ち づ

く り 協議会
ト一一一 六 甲 道駅北

10 地 区 六 [fl 町 4 ・ 5 丁 目 ま

ち づ く り 協議会
ト一一

1 1  
]R 六 Ifl !道 駅 前 ・ 永
手 5 丁 目 ま ち づ く り

トーー
協議会

12 稗JJ;� 附 I 丁 目 ま ち づ

く り 協議会
トー一一一

13 
稗 原 町 2 ・ 3 ・ 4 了

日 ま ち づ く り 協議会

六 甲 道駅北地区 ま ち

づ く り 連合協議会

14 
六 甲 道駅西 琵琶町復興住民協議

地 区 之エミ〉、

j栄 l:lJ 4 j有 ま ち づ く り
15  

協議会

16 
深備 5 ま ち づ く り 協

六 甲 道駅南
三持母主苅宰 メヱミミ

地 区 桜係 4 ま ち づ く り 協
17 

議会

18 
桜 LJ 5 ま ち づ く り 協

議会

六 甲 道駅南地 区 ま ち

づ く り 連合協議会

桜 LJ ・ 備後 3 丁 目 ま
19 

ち づ く り 協議会六 Ej3 道駅南
ト一

地 区
2 0  I 南八幡復興委員 会

21 
新在家i菊池 新在家地区 ま ち づ く

区 り 委員会O

570 第八章@都市百十阪 ・ ま ち づ く り

代 表 者守 発足 位置づけ ; 事業手法 活動の概要

樋 口 1専翰 95年 8 重点復興 区商事整理

月 19 日 f主市総

柳井 太 ・ 8 月

26 日

四茂野尚樹 8 月

6 日

大塚 日吉弘 8 月

20 日

浜 田 勝彦 8 JJ  

5 El 

寺西 崎 1 1 Jl 

5 日

村 田 正 次 9 月

30 日

竹場 繁 9 )4 
17 日

8 協議会の役員 か ら な る
連合協議会

若林 俊夫 3 Jl  重点復興 区画務理 96/<jõ 3 月 26 日 、 区 治i整期
26 El 事業計画 を 決定

内藤 二三郎 4 月 重点復興 再 開 発

22 日

猪塚 博 6 月

18 日

木村 晴夫 6 月

18 8 

原 因 定男 6 月

18 臼

7 月 4 協議会の役員 に よ る 連
9 日 合組織

吉 田 俊 明 1 1 月 重点復興 f主市総
23 日

阪本 正彦 4 月

17 日

見掛 武 91年 重点復興 密 集事業 96年 3 月 、 ま ち づ く り 協

定案 を 検討



B神戸市灘区

地 氏 名 組織の 名 称

神前 町 ま ち づ く り 協

議会

水道筋地区 灘中央地区 ま ち づ く
22 り 協議会

味泥地区 味泥下町活性化委長
23 � 、

瞳神戸市中央区

地区名 組織の 名 称

24 三rl&r 0 J己目I !日居留 地迷絡協議会

地 区トー一一
25 神戸南京町ー景観形成

協議会
ト一一一

26 み な と え町 タ ウ ン協

議会一
27 三宮町復興 ま ち づ く

り 協議会

28 三宮 町 3 丁 目 ま ち づ

く り 協議会

29 北野 ・ 山 本 北野 ・ 山本地 区 を ま

地区 も り そ だ て る 会

30 山 手地 区 中 iJj手 3 丁 目 地 区復

輿検討会

31 中 山 手 4 丁 目 地 区復

興 ま ち づ く り 研究会
ト一一

32 ト ア ロ ー ド 地区 ま ち

づ く り 協議会

E神戸市中央区/兵庫医

地 区 名 組織の 名 称、

33 
新開地地区 新潟地周辺地区 ま ち

づ く り 協議会O

東日 1 �I奇地 区 西出 . J1:[，'ll ・ 東) 1 1 崎
34 地 区 ま ち づ く り 協議

会O

代 表者 発足 位置づけ

吉 閃 正一 96:fj:'. 1 重点復興
月 28 FI 

三浦利炎 95年 1 1 復興促進
月 21 日

松絞太賀 志 93fド 重点復興

代表者 発足 [ 位置づけ

野湾太一郎 81'年 重点復興

坂東 経 90年

関 ー土産 91:fj:'. 

i支木 陵 子 81年 復興促進

下浦 康司 95年 8

月 26 日

水野 義男 4 月 1

日

嶋 田 勝次 96年 1

月 17 13

代表者 発足 位置づけ

三 笠 友三 84年 重点復興

後藤 実 85年

事業手法

密 集事業

密 集事業

事業手法

景観形成

地 区計画

景観形成

景観形成

伝建地区

事業手法

住市総

再開発

活動 の概要

水道筋商庖衝と 住宅街が

共 河 で、商業活性化、 i住宅

再建 に 取 り 組む

い き い き 下 町推進協議会

の支援で協調 ・ 共 同 f主宅

の 再建 を 進 め る

活動 の概要

95年12 月 、 復興計画 を 作

成

異 人館修復基金運動 を 展

関

合 同 で ミ ニ 区画整潔事業

を f食言す

イ メ ー ジ形成や共同建て

替 え を 研究

活動の概要
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阻神戸市兵庫区

地[;{名 組織の名称 ; 代表者 充足
35 1 湊川地区 湊川町 1 � 4 丁 目 ま l 篠原 元古 町

ちづく り 協議会 月 22 日

一
36 淡菊10丁 目復興協議 ;

メ一日〉、
トー一一
37 淡川町10 丁 目西部自

1、H、JZ〉工、

38 松本地区 松本地i友 ま ちづ く り 中島 克元
協議会

39 上沢地区 f'.沢地区ま ちづ く り 柏田 被 :
i生絡協議会

10 浜山地区 ì�úl地[x: ま ちづ く り 今ìt 成生
協議会C

41 和田岬地区 和岡山甲 ま ちづ く り 協 坂口 俊 夫

議会

峰神戸市長罰 区/須磨区

地区名 組織の名称 代表者

42 丸山地以 丸山をすみた く な る
ま ち にする会O

長Ef] . 大関 長聞東部地i玄ま ちづ 柳 輝美
43 駅地区 く り 協議会

御菅 3 ・ 4 丁 目 復興 ; 合田千太郎i 対策協議会11 

御菅地区
御蔵 5 ・ 6 丁 呂 町 づ

45 く り 協議会

46 尻j也北部地 JJU也北部ま ちづ く り
rx: 協議会O

47 真野地区 真野ま ちづ く り 推進
会。

S72 第八主主@都市計画] . ま ちづ く り

白 崎 弘て

福井 市松

F宇野 賢治

畔 8 I 
月

95年 5
月 7 日

89年

85年

発足
70年

95年
5 ]1 
27 臼

95年
6 月
18 El 

95年
4 月
23 口
89年

80:if 

位jnづけ 事業手法 活動の概安
民間医両絵理を計画

重点復興
に指定

復興促進

重点復興 区画整理 何年12月 10 区 、 ま ちづ く
住市総 り 提案その I をi丸山っ 3

月 22 El 、 事業計画家承認

l 区画制1 従前から 医商務f型事業を

I重点復興 lベ両者実用 ド鉄新設な どに関連 し
-'F業実施

位置づけ 事業手法 ; 活動の概要

重点復興 常集事業 7 月 29 11 に ま ちづ く り 中
間素案を発表。 10月 21 El 、
共同協調再建を打ち出す
554ifl:帯の 9 割が倒壊焼
失。 96年 3 月 、 将来像を
発表後、 区柄整理反対が

重点復興 区i助j整;li41 高ま り 活動休止O
331世帯の 7 舗が倒壊焼
失。 共同再建を呼びかけ
ている 。

君主点復興 住市総

密集事業
地!玄計爾
常集事業



-神戸市長岡 区/須磨区

地医名 組織の名称 代表者

48 大道通ま ちづ く り 協 小倉 二ミ郎
羽;曳ゑ メ��、

49 大道 i!昼 間 辺地 区 C
大道地以 持i.t也v共同化 ま ちづ

く り 協議会
50 大道通周辺地 区 D

街地以共liiJ化ま ちづ
く り 協議会

51 1 ) 1 1昭 ・ 大道 (南) 生 11:綴 充弘

Hl ま ちづ く り 協議
メZ〉ミ、

52 川河j透 ;， r 日 ・ 大道 小JLi 隆司

通 5 T [ 1 ま ちづ く り
協IÎ.義会

53 組I EH IUJ 4 ・ 5 丁 目 ま 堅持J 勝
ちづ く り 協議会

54 か ぐ ら復興協議会 出 研泰

�� 神楽町 4 丁 目 ま ちづ 野I!J 守功
く り 協議会

l 神楽町 5 . 6 H J ま
ちづ く り 協議会

中 島 宇IJjミ

57 御屋敷通 1 丁 目 ま ち 松浦 太
新長m駅北 づ く り 協議会
地区

58 御屋敷通 2 Hl ま ち 東町 昭 :
づ く り 協議会

59 御原敷通 4 r 日 ま ち 花関 正人
づ く り 協議会

60 御屋敷通 5 J 日 ま ち
j
浜谷 由 一

づ く り 協議会
御屋敷通 6 T 討 ま ち 大橋 可朗61 づ く り 協議会

ト一一一
62 水設通 1 f l=l ま ちづ | 渡辺 定雄

く り 協議会
トーー
63 水二 ま ちづ く り 協議 平野 和 美

之ι〉五、; 

ト一一一
64 水笠通 3 丁 目 ま ちづ i 松本 恒河

く り 協議会
ト一一一
65 水

�、
1m ま ちづ く り 協議 I 漆原 茂

一一一「ー
発足 位置づけ

93年

;
重点復興

951ド
12JJ 
24 日

95'!二
1 1 )j 
12 r 1 
95{r 
10}J 
1 H 
9501' 
6 JJ 
l l ll 

5 }J 
13 EI 
7 刀
1 U 

何年10
月 29 口
951，ド 9
JJ 3 日 重点復興
11月 12
fj 
1 1月 12
EJ 
7 月
8 U 

4 月
23 口

2 月
24 日

11月
26 H 
7 月
Z3 1J 
5 月
9 日

事業手法 l 活動の概要l mで.Jt肱替えを
協議。

1t市総

区i刻整玉里
住市総

9601' 2 月 9 H 、 ま ちづ く
り 提案山で市に提出 i

96年 2 月 9 13 ま ちづ く り
案を市に提出
96年12月 27 日 ま ちづ く り
案を市に提出

12月 25 日 、 1 ha の 水 ミ�:
公開な どの案を市に提出
北地[:;<:初の協議会。 12月
10 日 、 ま ちづ く り 案提出

第八章@都市計両 ・ ま ち づ く り 573 



地区;jj 組織の名称

66 j 水 5 ま ちづ く り 協議
ぷZ三〉〈、

ト一一
67 水笠通 6 T Fl ま ちづ

く り 協議会
ト一一一
68 松一ま ちづ く り 協議

新長田駅北 Z三三込〈

ト一一一 地区 松野通 2 l ゐ お ま ちづ69 く り 協議会
ト一一一

70 松野通 3 n:J ま ちづ
く り 協議会

ト一一
71 松野通 4 丁 目 ま ちづ

く り 協議会
新長行i釈北地区ま ち
づ く り 逮合協議会
神戸シューズ復興協
議会
新長田駅南大若復興
協議会

73 新長田駅前地区復興
ま ちづ く り 協議会

74 日 吉 2 了 目 ま ちづ く
り 準備会

75 久二塚地区復興ま ち
づ く り 協議会

76 久二:塚 6 ま ちづ く り
新長田駅南 協議会
地区

77 日耳の副都心 ま ちづ く
り 協議会O
紛が林ま ちづ く り 協78 議会
大橋 7 ま ちづ く り 協79 議会勉強会

卜一一一
腕塚町10丁目周辺地

80 区 ま ちづ く り 推進協
議会

574 第八章@都市計画 - ま ち づ く り

代表者 発足 位置づけ 事業手法 活動 の概要

横田 強 6 月 12月 19 日 、 ま ちづ く り 案
15 日 を市に提出

山本 箆可 6 月 12月 27 日 、 ま ちづ く り 案
4 日 を市に提出

浮 能11 11月 96年 4 月 16 日 、 ま ちづ く
23 日 区画整坪 り 提案を市[に提出

重点復興
住市総

田中 勉 96年 I
月 13 日

佐竹 主税 95年12
月 25 日

吉国嘉明 96年 6 新長隠駅北21協議会の代
月 22 日 表手?に よ る連合組織

I者 信吉 ケ ミ カ ル工場街の復興を
課題に している

稲垣 芳雄 95年 3
月 24 日

伊丹 雄 7 月
13 8 

重点復興 再開発

稲 岡 貞 治 2 月
15 日

松平奈良男 9 月
3 日

友光喜代子 84年
密集事業

中本 正 91主ド {主市総

山下 仁美 95年 4 復興促進 「白地J 地区で共同 ・ 協
月 12 日 調再建に努めている 。 ニ

ユ ー ス 「鉄腕 ATOMJ
を発行



地区名 組織の名称

81 野田北部ま ちづ く り
野田北部地 協議会
区

82 鷹取東復興 ま ちづ く
り 協議会

83 戸崎通 3 丁 目 ま ちづ
く り 協議会

84 鷹取東地区 西代通 4 丁 目 ま ちづ
(長田区) く り 協議会

85 大田町 1 丁 目 ま ちづ
く り 協議会

86 寺田 1 ・ 2 了 目 ま ち
づ く り 協議会

87 大池町 1 ・ 2 丁 目 ま
ちづ く り 協議会

88 千歳田J 1 ・ 2 了 目 ま
ちづ く り 協議会

89 鷹取東地区 常盤町 1 ・ 2 T 日 ま
ちづ く り 協議会(須謄区)

90 千歳 ・ 常盤町 3 丁 目
ま ちづ く り 協議会

トーー
千歳密J ' 常盤町 4 T

91 日合同 ま ちづ く り 協
議会
千歳地区連合ま ちづ
く り 協議会

西須磨地区 西須磨ま ちづ く り 会
92 議

93 北須磨地区 北須磨ま ちづ く り 推
進会O

代表者 発足 f立援づけ
浅山 三郎 93年

小林伊三三郎 7 月 2
日

田 口 恵三 10月 22
日

重点復興
佐々木照雄

宮元 誠次 12月 10
日

平 井 正二 9 月
24 日

鏑山 嘉次 10月
1 日

出 口 敬三 8 月 27 I 
日

東 朝彦 7 月
30 日 重点復興

凶凋 功兆 9 月 3
日

西原基一郎 9 月
15 日

批LJ 嘉次 ! 凶
19 日

岡 本 碩也 2 月
11 臼

石井 一一 85主ド

事業手法

r>Z画務理
住市総

区画整理
住市総

街路事業

活動の概婆
95年11 月 30 B に 市第 l 号! の事業計画を決定

i 聖子回北部 と と も に鷹取東
I 地区 と して活動

11月 5 日 、 ま ちづ く り イ
メ ー ジ図を作成

千歳田J 4 丁 目 は 7 月 9 日
に発足。 常盤町 4 丁 目 と
合同
寺田、 大池、 千歳、 常盤
の 6 協議会の連合

幅員50m都市計画道路事
業着工に反対 し、 8647人
の署名 を集めた
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A般の住民 に と っ て電気 ・ ガス ・ 水道 な ど、 い わ ゆ る ラ イ フ ラ イ ン の壊 滅 ほ ど生活 に 影

響 し た も の は な か っ た 。 光 と 火の 気 を 失 い 、 水の手 を 切 ら れ、 そ し て通勤 ・ 通学 ・ 買物 の

足 を 奪 わ れ、 あ ら ゆ る 都市活動が長期 間、 停 止 さ せ ら れた の で あ る 。 多 数の 死傷者や建造

物の被害 と と も に 、 阪神大震災の 災害 を 特散づけ た も のが、 こ の ラ イ フ ラ イ ン の壊滅で、 あ

っ た 。 そ し て 、 緊急対応や復旧過程、 防災対策 な ど に 多 く の 問題点 を ク ロ ー ズ ア ッ プ さ せ

た。

上 電気

[260万戸が停璽}

関西電力 は、 近畿一円約2， 000万 人 に 電力 の供給 を 行 な っ て お り 、 約 3 万 MW の供給力

を 持 っ て い る 電力 会社であ る 。 阪神大震災に よ る 被災はすべて 関西電力 の管轄 内 で起 き た。

1 月 17 口 の 地震発生 に よ り 、 関西電力 の21 ヵ 所 (64ユ ニ ッ ト ) の火力発電所の う ち 、 10 ヵ

所 (20ユ ニ ッ ト ) が損傷 を 受 け た 。 幸 い な こ と に 原子力 発電所、 水力 発電所 に被害は な か

っ た 。 地震発生の 直前、 管 内 の 発電所で は 原 子力 8 、 火力 24ユニ ッ ト が運転 中 で、 1 1ユニ

ッ ト が運転準備 中 であ っ た 。

地震が発生す る や 、 姫路か ら 大阪湾岸 に

か け て 運転 中 だ、 っ た 8 ユ ニ ッ ト 、 起動 中 の

4 ユ ニ ッ ト 言j'12ユ ニ ッ ト が 自 動停 止 し 、 そ

の{也の発電所 に も 被害が出 た。 こ の た め、

淡路島か ら 神戸市南 部 を 経て 大 阪 市北部 ま

で の 260万 戸 が停電 し た。 運転 を 中 断 し た

発電所の う ち 、 姫路第 2 発電所 l 、 3 、 5

号機 と 高砂発電所 2 号機の 4 ユ ニ ッ ト は、

主要設備 に被害がな く 、 そ の H の う ち に運

転 を 再 開 し た 。 主要設備 に損傷 を 受 け た の

は、 大阪、 堺港、 三宝、 姫路第 2 発電所 2

号機な どの 8 ユ ニ ッ ト であ っ た 。

討 第九主主愈都 rfi イ ン フ ラ
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{東灘ガス タ ー ビ ン発電所が最大の被害}

最大の損傷 を 受 け た の は、 震源地 に 近 い東灘 ガ ス タ ー ピ ン 発電所 と 尼崎 の 2 発電所で あ

る O 給電停止 中 だ、 っ た 東灘 ガ ス タ ー ビ ン 発電所は 、 神戸市東灘区の埋立地 に 立地 し て い る

た め 、 強 い 震動 や 液状化現象 に ま と も に 襲 わ れ た 。 発電所 の護岸継 ぎ 自 に 最 大60cm の ズ

(表 1 - 1 ) I地震に よ り 運転に影響 を 受 け た火力発電設備」 阪神 ・ 淡路大震災復!日記録 関西電力株式会社

区 分 発 電 所 ユ ニ ッ ト

1 

東灘 ガ ス
タ ー ビ ン

2 

主主
口t也， 
〉欠，仇九<\ 

f物t 
大阪 3 

カf
相I
を�句乙， 4 
ft 
た
も
の

堺滋 2 

三宝 l 

姫路第 二 2 

i-R品えFL ziEEなFc E 

被
Eをi�:

工f物乍 尼約束
受 以
け 外
た の 2 

稼 動 状 態

地反後

f寺機'(1

(給'(tt 同右:
停止)

起動中 I BCP 

(井速 i; )j 低
i 前) 自。 動{事

戦振動

大
運転中

自 動f亭
l上

起動中

(昇速 ; イシ

中 )

全火災

そ う 失
運転中

自 動停
止

起動巾 軸振動

事故発生 の
被 害 の 状 況 Fl ß寺

o 1 ， 2 号?P気圧縮機i吸気 ダ ク ト エ キ ス パ ン
シ ョ ン 損傷

- 燃料 タ ン ク 恭礎杭露 出 お よ び機器基礎不等 II 7 . 1 . 17 

i尤 ド 05 : 46 

- 建物弓��:lf沈下、 護岸損傷お よ び構 内地盤焔

没、 亀裂

O ボ イ ラ ー ク ー リ ン グ ス ペ ー サ 管 ( 2 次

SH) 損傷 タ，

- ボ イ ラ ー倶IJ墜管変形お よ びボ イ ラ ー振れ止 * ( 05  : 56) 

め装窓変Jl三

O ボ: イ ラ ク リ ン グ ス ペ ー サ 管 ( 2 次

SHl 損傷 イシ

- ボ、 イ ラ 一 例j幣管、 中 間 隔壁管変形お よ びボ * (05 : 47) 

イ ラ ー振れ 1上め装置変形

O ボ イ ラ ー ク ー リ ン グ ス ベ ー サ 管 ( 1 次

SH ' RH お よ び 2 次 SHl 損傷 イシ

- ボ イ ラ ー 倒壊管、 中 間 隔壁管変形お よ びボ * (05 : 47) 

イ ラ ー振れk.め装置変形

O ボ イ ラ ー節炭器入 口管寄 ド レ ン 符損傷
- ボ イ ラ ー ク ー リ ン グ ス ペ ー サ 管 ( 1 次 S豆、 ク

2 次 SH 、 RH) 変形 * (05  : 50) 

O ボ イ ラ ー 節炭器管損傷
ク

(昇速 大 白 ・ ボ イ ラ ク ー リ ン グ ス ベ ー サ 管 ( 1 次 * (05 : 47) 
中 )

運転中

起動 ιjJ

(界迷
前)

試運転

巾

(定検
中 )

動停 止 SH) お よ び振れ止め装置変形

タ，

イシ

ク

。 ボ イ ラ 一 過熱器安全弁 シ ー ト も れ タ，

- 主蒸気管防振器変形 * (05 : 47l 

- ボ イ ラ ー振れ止め装置 お よ び主蒸気管、 降

水管防振器J員傷 ク

- ボ イ ラ ブ ロ ー排水側溝損傷、 放水路 ( カ * (05 : 47) 

ルパー ト 奇心 部主 ぎ 目 損傷

- ボ イ ラ ー振 れ 11:.め装置 お よ び主蒸気管、 |峰

水管 防磁器損傷 ク; ボ イ ラ ブ ロ ー排水俣IJ溝損傷、 放水路 ( カ * (05 : 47) 

ルパ ー ト 古15) 継 ぎ 目 損傷
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(表 1 - 2 ) r地震に よ り 運転に影響 を 受 け た 火力発電設備J 阪神 ・ 淡路大震災復 旧 記録 関商電力株式会社

稼 動 状 態 事故発生の
区 分 発 電 所 ユニ ッ ト 被 子干 の 状 況 u 時地震主前 地震後

- ボ、 イ ラ ー振れ止め装i買お よ び主蒸気管、 千耳
熱蒸気l'ì�妨振器損傷 日 7 . 1 . 171 - ボ、 イ ラ ー鉄骨 (プレー ス部) 変形 * (05 : 47) 

長期休
備ヨロ又'" 攻，会伐ォ 主

L 
てる 尼崎第三 戸;Jj，仁 - ボ イ ラ ー振れ止め装置m傷2 転 中 ろ，

- ボイ ラー鉄十l' ( ブ レー ス部) 変形
カミ 1 :  
被
;
を
ヰ

f
物よt1 

' ;F、 イ ラ ー振れ止め装置お よ び主蒸気管妨振
3 器損傷 " 

受 外 - ボイ ラ ー鉄骨 (ブレース締) 変形
け の
た - ボイ ラ ー過熱器管付着念物脱落
も イシ

の 長期休 - 主蒸気管、 主給水管防効<�if損傷
春 日 出

転 中 河 1i'

2 - ボイ ラ一過熱器連絡管妨振器損傷ゐ イシ

試運転 - ボ イ ラ ー ク ー 1) ン グ ス ペーサ管 ( 2 次 SH、
; 南港 中 3 次 SH、 2 次 RH) 変形

(定検 j 同ft イシ

中 ) - 主蒸気管、 低温再熱蒸気管妨振器変形
開放点 - ボ イ ラ ー ク ー リ ン グ ス ペ ー サ 管 ( 1 次
検中 SH ' RH お よ び 2 次 SH) 変形車1 J変 大i攻 2 I"J左 I ・ ボイ ラ ー側壁管 ・ 中間隔機管変形お よ びボ

イシ

fな読 欠む (定検
中) イ ラ ー振れ止め装置変形被 工

i - ボ イ ラ ー ク ー リ ン グ スベーサ管 ( 1 次 SH、を
作
物 l j豆転中 l司左 ろ，

交 が 2 次 SH、 RH) 変形
け
た 起動中 - ボ イ ラ ー ク ー リ ン グス ベーサ管 ( 1 次 SII、
も 堺i巷 4 (昇速 |己11i 2 次 SH、 RH) 変形 クの 前)

7 運転中 同左
- ボ イ ラ ー ク ー リ ン グ スベーサ管 ( 1 次 S在、

ィシ
2 ;j( SH、 RH) 変形

?l高砂 � 亀 裂 タ，

* ( ) 1村は 「 タ ー ビ ン軸振動大j 等lこ よ り 自動停止 した時刻を示す。

レ や 関 口 が生 じ 、 構 内 道路や地盤 に は 陥没、 亀裂が入 っ た ほ か、 地盤沈下 に よ っ て貯油 タ

ン ク の基礎杭が最大60cm も 露出 し た。

自 動停 止 し た尼崎東発電所や 、 長期停 止 中 だ、 っ た足崎第 3 発電所 も 構内地盤の 陥没や ボ

イ ラ ー 、 蒸気配管の振れ止め装置の損傷 な どの被害 を 受 け た が、 中 で も 尼崎東発電所 は 、

市 内 の水道配管の損傷 に よ り 発電用水が確保で き な く な り 、 脱硫装置の 停止 と 燃料の切 り

替 え が必要 に な っ た。 姫路第 2 発電所の 2 号機、 大阪発電所 1 、 3 、 4 号機、 堺発電所 2

号機、 三 宝発電所 1 号機 も 、 ボ イ ラ ー チ ュ ー ブ な ど主要電気工作物 に 損傷 を 受 け 、 春 日 出
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(表 2 ) r発電支障を 生 じ た 発電設備J 阪神 ・ 淡路大震災復旧記録 関西電力株式会社

稼動状況 事故発生
復 旧 ( ま

発泡支
区 分 発 電 所 ユニ ッ ト 被千?の状況 の 日 時 た は 並 防:電力地震前 地24後 71J ) 臼 時

軸振動
大 H7. 1 . 17 日7. 1 . 17l 遂転 r1' 230MW 7 時間19分n 動休 05 : 47 1 3 : 36 
止

7気5 姫路第二
ク

3 そシ そ〉 イシ 300MW 2 時時37分被 工 08 : 24 
の 物作

ク
570MW 時間065)'な に 。 イシ イシ イシ

し 、 09 : 53 
も
。コ 運転中

ク
高砂 2 (並列 イシ イシ 25MW 2 時間59分

; 直後) 08 : 46 

ボイ ラ 一過熱�:): H7. 1. 18 姫路第 2 i宝転中 イシ 安全弁 シ ー ト も ろ， 310対W 25時間43分

れ 他 07 : 30 

全火災 ボイ ラ 一節炭器 日7. 1 . 20ろ，
堺i苓 2 ク 喪 失 詞 入[]計二寄 ド レ ン 235YlW m�間45分

動停止 管損傷 他 05 : 50 05 : 35 

起動中 BCP ボ イ ラ ー ク リ ー
H7. 1. 23 差圧低 ン ス ペー サ符損 イシ(界迷 自 動停 傷 他 O MW 

(144時際的分)l 前) 05 : 56 06 : 05 
止

軸振動
内�ß 大阪 大 イシ H7. 1 . 27 

被 気 3 運転中 自 動停 同 ヒ 05 : 47 I ]7 : 1 0 55MW 25Hff，ij23分

伝 工そ 詰受 ド
川間42分

け 」
!ü] 1. H7. 1 . 22 

た 4 (芥速 ク イシ O MW 
も 中) 05 : 36 
。〉

ボ イ ラ ー節炭器 II7. 1 . 23 イシ問 'q;: I イ〉 管損傷 他 イシ O MW (注) 06 : 15 (]44時間28分)

起動中 ボイ ラ ー ブロ ー
I (タ! 速 イシ 排水側溝J員傷 イシ 35MW 

!Ì，j) f也 1 2 : 00 (54待問13分)

尼崎 試i主車ム
中 (定 狂7. 1 . 182 イシ 向 上 イシ (35MW) 検中) 08 : 30 (26時間43分)

」一

(注) 昇速前であ る が タ ー ビ ン 保'友装 置が使用 中であ り 、 「報i振動大J で 臼 動停止 し た も の。

発電所 1 、 2 号機の 7 ユ ニ ッ ト も ボ イ ラ ー振れ止 め 装 置 な どが傷み、 南港、 堺港、 大阪の

各発電所 で は ボ、 イ ラ ー チ ュ ー ブ に変形を 生 じ た 。
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861 あ る 変電所 の う ち 、 50変電所の設備 に 被害が出 た 。 変圧器 な ど 主要機器 に 大 き な 損

傷 を 受 け た の は伊丹、 新神戸、 神戸、 酉 神 戸 の 4 ヵ 所 の275kV 変電所 と 、 茸 合 な ど13 カ

所の77kV 変電所であ っ た。 被害は変圧器の基礎 ア ン カ ー ボ ル ト 破断 に よ る 本体の滑動、

高電圧導体の絶縁 ・ 支持装置の破損 な どで、 変圧器23台、 遮断機 9 台 な どの変 電設備 に 損

害が出 た 。 変電所建物 は倒壊 こ そ し な か っ た が、 構 内地盤の地割れや法師陥没、 道路舗装

ク ラ ッ ク な と守所内 土木設備が各地で、壊れたO

震度 7 の 地域 に あ る 29の変電所の う ち 48% に あ た る 14 ヵ 所で被害 を 受 け た が、 そ のすべ

て は 1974年以前 に 建設 さ れた も ので、 75年以降に建設 さ れた 7 ヵ 所の 変電所 に 被害 は ま っ

た く な か っ た 。 (注 1 )

{神戸支j吉管内 は被害率31 % だ っ た ]

送電施設 で は 、 架空送電線の 総線路数1， 065線路の う ち 、 23線路が被害 を 受 け、 鉄塔 も

淡路島で 5 、 神 戸 ・ 伊丹で13基の被害、 電線断線が 3 径関 、 碍子損傷が 3 基あ っ た。 地 中

送電線で は総繰路数1 ， 217線路の う ち 、 102線路が被害 を 受け 、 マ ン ホ ー ル、 管路、 ケ ー ブ

ル な ど に も f員傷があ っ た。

配電設備で は 、 6 ， 000V の高圧配電娘総回線数12， 109回線の う ち 、 649 回 線に 被害が出 た 。

特 に 神 戸支庖管 内 は、 1 ， 795 回線中551 回線が断線の状態 で、 被害率は31% に 達 し 、 三宮営

業所管内 に 至 っ て は被害率 は 100% と い う 惨状であ っ た。 こ の う ち 架空配電設 備 は 、 電柱

(凶 J) r地震発生直後の停電範囲」 阪神大震災記録 関西電力株式会社
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の折拐、 倒壊、 焼 失 な どが11 ， 289基、 電線の 断線、 焼 失 な ど7， 760径 問 、 変圧 器 の破損、

焼失な ど に 5 ， 346台の被害が出 た 。 寄柱 の被害 は、 地長の振動 に よ る ヒ ピ 割 れや 液状化 に

よ る 傾斜 も あ っ た が、 家屋の倒壊、 電線への家屋 ・ 煙突の寄 り 掛か り 、 倒壊家屋 の 引 込線

に 電柱が引 き ず ら れ た な ど、 原 因 の 大学は家屋等の倒壊に 巻 き 込 ま れた ケ ー ス であ っ た。

震災は神戸、 芦屋、 西宮 を 激震地 と し た か ら 、 地 中 配電設備の被害 も 神戸支庖管 内 の 三

宮、 兵庫、 西宮の 3 営業所 に 集 中 し た。 3 営業所の ケ ー ブ ル 施設数12， 7 1 6 条 の う ち 1 ， 913 

条、 3 ， 936待 問 の 管路中437径 問 、 2， 683 ヵ 所の マ ン ホ ー ル ・ ハ ン ド ホ ー ル で294 ヵ 所の異常

が確認 さ れた。 「損傷 の ケ ー ブル の 約66%が家屋倒壊等 に よ る 電柱 の 損壊、 お 客 さ ま 設備

の損壊 に 起 因す る も の であ り 、 当社の設備そ の も の に起 因 し て送電不能 と な っ た ケ ー ブル

被害は少 な いj と 報告 (注 2 ) さ れて い る 。

阪神 間 の 電力 は 六 甲 山 の背 後 に あ る 変電所か ら 供給 さ れて い る か ら 、 500kV の 碁幹系

統 で は 、 ほ と ん ど影響 は な か っ た 。 し か し275kV 以 下 の 送電 ・ 変電系統が随所で送電不

能 に な り 、 供 給 に 支障 を 生 じ た 変電所数は861 ヵ 所中 50 ヵ 所 に 及 ん だ。 こ の 結果、 明石市

か ら 京都府南西部 ま で の 広 範囲が停電 と な り 、 最大停電件数は約260万戸 に 達 し 、 初期被

害 は ガス ・ 水道 よ り も 大規模であ っ た。

関西電力 は、 初 め上位の変電所か ら 復旧 を 開始す る 方針 だ、 っ た が、 調査の結果、 275kV

変電所の被害が大 き い こ と が分か つ た た め 、 77kV 系統の健全な系統か ら 復旧 す る 方 向 に

変更、 2 時 間 後 に停電戸数は神戸、 岡宮市 な ど の 100万戸 に 減少 し た 。 需 要 の 少 な い 時 間

帯 であ っ た こ と 、 送電可能 な笛所か ら 復旧 し た こ と 、 被害の影響で負荷 自 体が減少 し て い

た こ と に加 え 、 -時停止 し て い た 火力発電所 4 ユ ニ ッ ト が、 そ の 日 の う ち に 運転 を 再 開 で

き た こ と ーな どが大 き な 要 国 で あ っ た。

[ 5 自 以内 に重嬰施設 に送電 を }

電力 は 人命救助 や 医療、 防災活動 に 欠かせぬ も の であ る が、 被災地の社 会不安緩和 の た

め に も 復旧 は 一刻 を 争 っ た 。 関西電力本庄で は 、 午前 7 時30分に 副社長 を 本部長 と す る 非

常災害対策本部が設置 さ れ、 設備復ILJ、 総務、 広 報 な ど 7 班が設備被害情報の収集、 復旧

方針の検討、 要 員 や 資 ・ 機材の動員 ・ 調達、 協 力 会社や メ ー カ ーへの動員 要請、 他電力 会

社への応援要請、 支援物資の調達 ・ 輸送 な どの分担が決 ま っ た。 被災地 の 中心で復旧活動

の指揮 を 執 る 神戸支屈の対策本部 も 午前 7 時 に つ く ら れ、 各営業所 に対策支部が置かれ、

設備復旧 と 顧客対応 に 当 た っ た 。 同 支屈管内 の事業所 に勤務す る 社 員 の う ち 約75%が本来

の勤務地か、 最寄 り の事業所 に 出社 し た 。

技術系復!日要員 が17 日 中 に神戸支出以外か ら も 投入 さ れ、 全国 の 電力 会社 、 協 力 会社か

ら の支援 も あ っ て 、 そ の 数 は ピ ー ク 時 に は6， 000人 を 超 え た。 そ の 日 午後 に は 本出 と 神戸

支庖の対策本部がテ レ ビ電話で結ぼれた。 関西電力 は 1 5 日 以内 に被災地全域の重要施設

及 び、生活用 電力への応急送電 を 完了す る j と い う 復旧 B 標 を 立 て 、 方針 も 決 ま っ た。 病 院、

第JL単@者15 司J イ ン フ ラ 583 



避難所、 役所 な ど重要施設へ の 緊急送電、 被災者の生活用 電力 の応急送電 を 最優先す る こ

と 、 応急送電 に必要 な 工事量 は最小限 と し 、 要員 ・ 工事車両の投入 は最大限 に す る こ と ー

な どであ っ た 。

給電状況 は 、 原子力発電所が無事であ っ た こ と 、 そ の 日 の う ち に 姫路方出の 火力発電所

4 ユ ニ ッ ト が復帰 し た こ と 、 揚水式発電所 を 運転 し た こ と 、 地震 に よ り 電力 需要その も の

が減少 し た こ と 、 さ ら に残 り の火力発電所の復旧 が!順次進ん だ こ と な どか ら 、 18 日 以 降の

供給力 に 問題 は な か っ た 。 変電所の復旧 も 、 隣接変圧器や他の系統 に切 り 替 え る こ と で救

済措置が取 ら れた が、 葺合変電所 だ け は 、 大阪、 姫路か ら 移動用変圧器 3 台 を 搬入 し て応

急復旧。 すべて の 変電所の送電体制が整っ た の は、 18 日 午前 8 時で あ っ た 。 こ の時点での

停電戸数は約40万戸 ま で に 減 り 、 地震発生直後の停電戸数の約85%が回復 し た 。

[ 大動員 で家躍 に明 か り を }

い よ い よ 残 さ れて い る の は、 変電所か ら 需要者 ま で を 結ぶ配電設備の 復旧 で あ る 。 復!日

作業 に は 関西電力 は も ち ろ ん、 他電力 会社、 協力会社の応援 を 合わせ、 ピ ー ク 時の21 B に

は4， 700人の要員 、 2 ， 000台 を 超 え る 復旧用車両が投入 さ れた。 17 日 深夜か ら 早朝 に か け 、

東北、 中 部、 北降、 中 園 、 四 国、 九州 の各電力会社か ら 発電機車52台 と そ の 要員 が到着、

関西電力 の 8 台 と 合わせ、 も っ と も 被害の大 き か っ た 三宮、 兵庫、 西宮の 3 営業所管 内 に

配置 さ れ、 防災拠点 で あ る 警察署、 、消 防署、 病 院、 避難所 に な っ た学校、 公民館 な ど56 カ

所の施設へ の 緊急送電 に 当 た っ た。

復 旧 は 昼夜 を 徹 し て行 な わ れた が、 余震が続 く 中 での 高所作業 な ど環境 は苛酷で、 加 え

て倒壊家屋や交通渋滞が作業車の進路 を 阻み難航 し た 。 損壊設備 を切 り 離 し 、 故障の な い

設備か ら 送電 を 再 開 し て 行 っ た ほ か、 バ イ パ ス ケ ー ブル な ど を 利用 し て仮のf共給ルー ト を

つ く る 方法 な どが採用 さ れた 。 利用可能 な 電線 は 出 来 る 限 り 活用 し、 折 れ た 電柱 は根元 を

取 り 除 く か、 鋼管 な どで補強 し て再利用 す る な ど、 臨機応 変 な 措置 を 行 な っ た。 倒壊 し た

家屋 の 引 込線や電力量計端子 は切 り 離 し 、 そ れ以外の家屋 は、 安全を 確認 し な が ら 順次、

送電 を 再 開 し て い っ た。

18 日 、 停電は神戸、 芦屋、 西宮、 宝塚の 4 市 の20万戸 に 、 19 B に は神戸、 凶宮、 宝塚の

3 市 の11万戸 に 減 っ た が、 最大の被災地神戸市の 長 田 、 中 央 区 で は全世昔の停電が続 い て

い た 。 し か し 20 日 に は神戸市の東灘、 灘、 中央、 兵庫、 長 田 、 須磨区 の 一部 と 宝塚市北部、

西宮市南部の 4 万戸 に な り 、 22 日 に 西宮、 宝塚市全域がほ ぼ復旧 し 、 神戸市の 3 万戸 を 残

すの み に な っ た 。 そ し て 、 損壊や留 守 な どで送電 を 留保 し た 家屋 を 除 き 、 応急送電が完了

し た の は、 6 日 後 の23 日 午後 3 持 で あ っ た。

{立 ち 車 り は早 か っ た が]

被災地 の 電気 の 立 ち 直 り は迅速であ っ た 。 し か し 、 そ の 陰で 関西電力 は 、 一刻 も 早 い 供
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(関 2 ) r供給支障エ リ アの時間推移」 阪神 ・ 淡路大震災復!日記録 関西電力株式会社

① 

1 月 1 8 日
8時
現在

② 

1 月 1 9 筒
7持
現夜

③ 

尉m
p
協
@
町古斗円
、「
町
11
中

1 月 20 E!
S時
現在

出∞山明

停電轍渦1 1万軽

④ 

1 13 2 1  B 

g時
現在

⑤ 

1 13 22 日
9時
現在

⑥ 

1 月 23 E!
9時
現在

害電轍約2万新

特許数約2千新



関西電力株式会社「関西電力 か ら の お詫び と お願いj 阪神 ・ 淡路大震災復旧記録(図 3 ) 

掲載

給 を 求 め る 被災者の要望 と 、 安全性 と の 閤 で一斉送電の決断 に 悩 ん だ。 地震 に よ っ て配線

が傷ん だ電気器共 な ど に 通電す る と 、 抵抗熱が発生 し て 「火災 に つ な が る 恐れがあ る 。 通

電前 に 利 用 者 に 通告す る こ と が前提 な の だが、 避難 し て ほ と ん どが空 き 家 と い う 状態 の 中

1 月 1 9 日
毎 日 ・ 日 経 ・ 神戸は統合版
朝 日 ・ 読売 ・ 度経は セ ッ ト 版

朝刊/五大紙+神戸新聞

関
西
電
力
株
式
会
社

と い う 問題で あ る 。 出 火原 因 が通電火災 と 思 わ れ る ケ ー スど こ ま で徹底 出 来 る か J で、

二次火災の 防止 も 今後の課題 に な っ た。

電力 の 同復が迅速であ っ た の は

①宮城県沖地震の教訓 な どで設備の耐震化が進 ん で い た

②地 下埋設設備が少 な く 被害発見 と 修理が容易 であ っ た

が神戸市消 防 局 の 資料 に 報告 さ れ て お り 、

③仮配電線 の 架設 に よ る 応急配電が 可能で、あ っ た

こ と な ど だが、 何 よ り 停電 は 都 市機能 を 完全 に 喪失 さ せ る こ と を 教 え た 。 重要施設の停

電対策で あ る 蓄電池や 自 家発電機は長時間停電 に 耐 え ら れず、 装 置そ の も の が破損 し た ケ

ー ス も 多 い 。 神 戸市 内 の NTT 8 局 の 交換所で は 、 バ ッ テ リ ー の倒壊や過放電 な どで30時

間 の 通信機能麻痔の 原 因 と な っ た 。

自 家発電が断水 に よ る 潤滑油の 冷却水が得 ら れず有効 に作動 し な か

高層 マ ン シ ョ ン で は 高架水槽への ポ ン プア ッ プが不能 と な っ た上 に 、

被災地の病 院 で は 、

エ レ ベ ー タ

ー の不通か ら 、 重 い ポ リ タ ン ク 入 り の水 を 持 っ て 階段 を 運ぶ と い う 難行 も 発生 し た。 ま た

神 戸市 内 に は 、 地 中 線の ケ ー ブル を 納 め る 約1 ， OOOkm の 管路が;走 っ て い る が、 そ の う ち
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半分が損傷 し て い る と 見 ら れ、 そ の 対応 も 問題 と 言わ れ る O 秋 山喜久 ・ 関西電力社長は 震

災後の 23 日 に 開 い た 記者会見で 「架空線で応急送電 し た こ と が早期復興 に 役立 っ た 。 こ れ

ま で地下 は 安全 と 言わ れ た が、 今度の 地震 で は 地 下鉄な どの被害 も 大 き か っ た と こ ろ か ら 、

地 中 線の復 旧 だ、 っ た ら 2 、 3 ヵ 月 かか っ た か も 知 れ な いj と 述べ、 「今後の都市づ く り で

は壊れ な い 施設づ く り だ け で な く 、 壊れた時の対応 を 念頭 に 置 く 必要があ る j と 述べ、 兵

庫県、 神 戸市 な どの復興計画 の 中 で電線地 中化の長所短所 を 見直す意向 を 示 し た 。

(注 l ) r阪神 ・ 淡路大震災誌j ラ イ フ ラ イ ン 向Hlセ郎、 l 'lff淳 子 朝 日 新開社編 19961f 2 }j 
(注 2 ) r阪神 ・ 淡路大震災復旧記録j 関西屯力株式会社 1995'f: 6 }j 

2 . ガス

{供給停止の断が下 っ た }

阪神大震災は ガス 事業 に も 、 かつ て な い 規模の被害 を も た ら し た 。 大 阪 ガ ス で は地震発

生後、 た だ ち に本社、 各 地 収 に 地震対策本部 を 設置 し 、 被害状況の把握 に 努め た 。 そ の 結

果、 rt1圧導管の一部 と 低庄導管網 に被害が大 き い こ と が分かつ たc 各地か ら ガス 漏 れ情報

が殺到 し 、 こ の ま ま ガ ス の供給 を 続 け た状態での漏洩修繕 は 国難で あ る こ と 、 周辺の火災

発生で二次災害の恐れがあ る こ と な どか ら 、 供給停 止の断が下 っ た 。 ガ ス は、 い っ た ん供

夜 間 も 行 わ れ た ガ ス 復 旧 工 事 = 2 月 17 日 、 tlIîH rll

給 を i上め る と 、 再送す る の に 数千人の人員

と 、 数 ヵ 月 の 時 間 が必要 に な る と い う 、 大

き な リ ス ク を 背負 つ て の 厳 し い判 断 だ、 っ た

の で あ る 。

地震発生 6 持間後の午前 1 1 時50分、 神戸

第 2 ブ ロ ッ ク (芦屋市の一部、 神戸市東難、

灘、 中 央 |ポ の 一 部) 、 第 3 ブ ロ ッ ク (神 戸

市兵庫 、 長 田 、 中央、 須磨区 の一部) を 、

次 い で 午 後 4 時30分 に 大 阪北 7 ブ ロ ッ ク

(宝塚、 伊丹、 剖官、 川 西各市の 一部、 猪

名 川 町、 池 田 市木部町 の 一 部、 豊 能 町) 、

同 7 時30分に神戸 1 ブ ロ ッ ク (宝塚、 西宮、

芦 屋 各 市 の 一 部) 、 同 9 時 5 分 に 神 戸 4 ブ

ロ ッ ク (神戸市垂水区 、 西 区 の 白日、 明石

市 の 」部) 、 さ ら に 翌日 日 に 神 戸市北 区 の

唐植台、 有野台、 東大池の 3 団地 な どで も

ブ ロ ッ ク バ ル ブが関 じ ら れ、 神戸 を 中心 に
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大阪ガス株式会社「供給を 停止 し た フ ロ ッ ク J 震災被害 . m:IB記録(図 4 ) 
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(図 5 ) [" ガ ス の製造供給設備の被害概要j 阪神 ・ 淡路大震災 神戸市の記録 1 995--

ガス構器の横審日誌の被害

- け次暫証斗

阪神 間 の約86万戸への供給が停 止 さ れた 。 地震発生時の供給停止戸数 と し て は過去最 高 だ

っ た 昭和53年 の 宮城県沖 地震 の約16万戸 を 一気 に 抜 き 去 り 、 日 本の ガ ス 事業 に と っ て初 め

て経験す る 出 来事 と な っ た 。

ガ ス の 供給 シ ス テ ム は、 LNG (液化天然 ガ ス ) を 気化 し て 製造 さ れ た ガ ス が、 高)玉、

中圧、 低圧の 3 つ の 導管 を 通 っ て 各家庭 ま で送 ら れ る O 大阪ガス の泉北、 姫路一二つ の 製造

所で製造 さ れた ガス は 「高圧導管J を 通 り ガパナ (減圧装置) で圧力 を 下 げて か ら 「中庄

導管」 網へ送 ら れ る 。 ガ ス は圧力 の 高 さ に よ っ て 中圧 A と 中圧 B の 二種類 に 分類 さ れ、

いずれ も 各都市への ガ ス 輸送や、 大規模病 院、 ホ テ ル、 工場等への供給に利用 さ れて い る 。

ガス ホ ル ダー と い う 一 日 の需要、 供給量 を 調整す る 設備 も 、 こ の 11 圧 に 繋 がっ て い る 。 中

圧か ら 再 び、カ、、パ ナ を 通 っ て圧力 を ド げた ガ ス が 「低圧導管J 網 を 通 じ 、 中小規模の商工業

者や 一般家庭 に 送 ら れ る の で あ る O

[ I日式ガス管がや ら れ た }

日 本 ガ ス 協 会 は 、 地震発生当 日 、 高 ち に 先遣隊 を 派遣 し た が、 19 日 以降 も 、 A般事業者

か ら の応援隊 を 送 り 込む。 最大時3， 7 12人の派遣部隊 は大阪ガス の復旧作業員約6， 000人 と

合わせ 1 万人体制j で、復1 1:1作業 を 行 っ た 。 点検の結果、 震源地か ら 距離の あ っ た 製造所で は

主要設備 に被害がな く 、 通常の製造 ・ 供給 に 入 っ た 。 ガス ホ ル ダー も 、 震源地近 く に西宮、

神戸、 明石、 北神戸供給所が あ っ た が、 い ずれ も 損傷 は な く 、 管 内490km に 渡 っ て 設 置
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ガスの供給再開

大阪ガス株式会社

お客 さ ま宅の
ガス管 ・ 排気筒

等の点検
ガス本支管の

点検 ・ 修理

「復旧作業の手j瞭」 阪神 ・ 淡路大震災復旧記録

復IB地域の
セ ク タ ー化

お客 さ ま 宅の
メ ーターガス栓

の閉止

(1苅 6 ) 
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さ れて い る 高圧 導管 に も 被害 は な か っ た 。 中圧導管網 で は 106 ヵ 所 に ガス 漏 れ が発生 し た

が、 大 手 は バ ル ブ継手部分か ら の軽い漏れで、 IT1期に復旧 し た 。 Iド圧 ガス を 使用 し て い た

宝塚 市 立病院、 市 立 川 西病 院 の供給 も 22 日 ま で に 再 開 し た。

被害の 大半 を 占 め た の は低圧導管 で あ っ た。 こ の導管網 に は、 1982年 に 決 め ら れた 「 ガ

ス 導管耐震設計指針J 以前 の基準で、 そ の 後の新設工事で は使われて い な い ネ ジ継手 を 用

い た導管が残 さ れて い た の で あ る 。 こ れが損傷 を 受 け た O 都市ガス 会社 は 、 !日式の ガ ス 管

か ら 、 継手部分に “ 遊 び" の あ る メ カ ニ カ ル継手や伸縮性 に 富 む ポ リ エ チ レ ン 管への転換

を 進め て い た 。 東京 ガス の供給地 区 で !日式 ガ ス 管 の 占 め る 割合は約15%。 大 阪 ガス も 計画

的 に ポ リ エ チ レ ン 管への転換 を 進め て い た が、 旧 式 ガス 管が低圧管 の 3 訴 を 占 め て い た (注

" 

。)
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1994年 の釧路沖地震で、

震災で も 柔軟性 に 富み地震 に 強 い ポ リ エ チ レ ン 管の被害は、

規模 な 液状化現象が発生 し 、 地盤が沈下 し た ポ ー ト ア イ ラ ン ドや 六 甲 ア イ ラ ン ドで、

配管の破損が ま っ た く な か っ た の は、 建物への引 き 込み部分 に 設置 さ れた 耐震性の あ る 伸

縮継手が破損 を 防 い だか ら で あ る 。

電気の復旧 は 、 壊れた電柱 に 電線 を 張 る な ど応急措置があ る が、 ガス の復旧 に は、 こ の

応急措置がな い。 復旧 は ガ ス の流れに 従 っ て 中圧、 低圧の!II貢で了寧 に 行 な わ れ る O 中圧導

管の復旧 は 、 ま ず低 い 圧力 の ガス を 流 し て ガス 管 を 点検す る 。 異常が見つ か れ ば修理 し 、

段 階 的 に 圧 力 を 上 げ な が ら 点検 と 修理 を 繰 り 返 し 、 最終的 に 通常の圧力 の ガス を 通 し て も

異常が な い こ と を 確認後、 初 め て路線を 開 通 さ せ る 。 幸 い 中)玉導管の被害は軽 く 、 材料の

交換、 管の取 り 替え な どで復旧 し た 。 低圧導管の復旧作業 は 図 6 の と お り であ る 。

第九予言@都市 イ ン フ ラ
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[一戸一戸保員 が訪ね た }

作業 は 、 顧客の メ ー タ ー ガス 栓 を 閉 め、 道路に埋設 さ れた ガス 本支管の 修理 中 に 、 ガス

が顧客 の 建物 内 に 入 ら な い よ う に す る こ と か ら 始 ま る O 次 に 本支管 を 切 断 し て3， OOO� 

4， 000戸の 復 旧 セ ク タ ー (単位) を つ く り 、 復旧作業地 区 と 未復 旧 地 区 を 分け る O セ ク タ

ー ご と に 本支管 を 検査 し、 漏 れ る 箇所が発見 さ れた場合 は修理 を 行 い 、 管 内 に水や砂が入

っ て い る ケ ー ス に は 、 修繕 に 先 立 つ て そ れ ら を 排 出す る O 本支管の修理が終わ る と 、 係員

が一戸一げ を 訪ね、 顧客の立合い の も と で建物 内 の ガス 管の漏れの有無、 風 呂 、 給湯器な

どの設備 を 検査 し 、 異常がな け ればメ ー タ ー ガス 栓 を 開 き 、 ガス の供給 を 再開 す る O 復旧

セ ク タ ー ご と に 、 こ の作業手)1援 を 繰 り 返 し復IEI を 進 め た 。 供給停止 し た 5 つ の ブ ロ ッ ク に 、

220余 り の セ ク タ ー が設け ら れた。

し か し作業は難航 し た 。 予想以上 に損傷が多 い た め 、 最初の ブ ロ ッ ク 分 け で は損傷箇所

を 特定出 来ず、 さ ら に ブ ロ ッ ク を 細分す る た め にバ ル ブ を 関 め る 必要が出 て き た。 そ の 度

に 、 人 間 が 2 人 入 れ る ほ どの 深 さ 1 m の 穴 を 掘 る の で あ る 。 釧 路 沖 地 震 の 体験か ら 、 1

セ ク タ ー 4 � 5 日 間 で復旧 は完 了 と い う 想定は、 ガ ス 管 内 に流入 し た大量の水 ・ 士砂の排

出 に も 手 間取 り 、 1 セ ク タ ー の復旧 に 1 週間以上かかる ケ ー ス も し ば し ばで あ っ た 。

阪神 間 で は 六 甲 山系 と 海 に 挟 ま れた坂の 多 い 街並みが続 き 、 高 い 場所 で、入 っ た水 は ガス

管 内 を 通 っ て低い場所 に溜 ま っ た。 こ の た め 、 顧客の ガス メ ー タ ー を外す と 水が吹 き 出 し

た り 、 1 t 以上の水を抜い て も 、 ま だ水が出 る 現場 も あ っ た 。 あ ま り の水 の 多 さ に 、 吸引

式の水抜 き 機 を 急、速、 開発 し て使用 し た。 液状化現象の影響で管 内 を 土砂が塞い で い る 現

場 で は 、 下水道の洗浄 に 使 う 高圧洗浄機 と バ キ ュ ー ム カ ー ま で動員 し た 。 震 災後 1 ヵ 月 半

で、 全地域に 供給す る 当 初予定は、 導管への予想以上の水の侵入、 家屋倒壊 ・ 道路の損壊

や瓦蝶に よ る 復旧隊の移動や道路掘 削 の 困 難、 多 数の路上駐車 に よ る 道路掘削 の遅れや交

通渋滞、 地 中埋設導管の被害状況の把握や漏洩箇所の特定修繕 に費やす多 大 な 時 間 な ど

で遅れ に 遅れ た 。

復旧作業が長引 く に つ れ、 大阪ガス に は顧客か ら の復旧時期 の 問 い合 わ せ な どの電話が

殺到 し 、 2 月 中 旬 に は 1 日 5 ， 000件 を 超 え たc こ の 間 大阪 ガ ス か ら は、 神戸、 宝塚、 芦屋、

明石、 西宮、 川 西、 伊丹、 尼崎の 各 市 の 災害対策本部 に 、 避難所用 と し て カ セ ッ ト ガス コ

ン ロ 17万 8 千台、 ガス ボ ン ベ 117万本が提供 さ れた 。

[85 日 72万人で復 旧 i

伊丹市が 1 月 初 日 に 、 猪名 ) [ 1 町 も 31 日 に復!日 し 、 2 月 に 入 る と 復旧地域 は 拡大 し た 、ド面、

作業は神戸市中心部 に進む に つ れ倒難度が増加 し た 。 大阪ガス は 、 新た に 令ド! の ガ ス 会社

に 増援 を 求 め 、 8， 300人体制 を 取 っ た 。 2 月 10 日 に 川 西 市、 13 日 に は 尼崎 市 、 神戸 市北区

に ガ ス が供 給 さ れたが、 16 日 ま で、の復IEJ〆数は約28万戸で復旧率 は33% に 過 ぎ な か っ た 。
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3 月 1 日 か ら は、 さ ら に9 ， 700人体制 を 取 り 、 1 7 日 に 神戸市垂水区、 25 Jj に 宝塚市で供給

再 開 、 3 月 10 1=1 に は復旧対象 の80%が復旧 し 、 残 る の は激震地のみ と な っ た 。

し か し 、 こ の地域で、 は管 内 の水、 土砂 に 加 え 、 倒壊家屋や瓦礁が道路 を 覆 い干の付け ら

れ な い状態が続 き 、 引 込線 を 本管か ら 切 り 離す作業 な どで復旧効率 は大幅 に 落 ち た。 引 込

管切 り 離 し の専 門 部隊 も 編成 し た が、 倒壊家屋の解体や整地作業 と の 工程調整 に 苦労 し た 。

水、 瓦燥、 交通渋滞 に悩 ま さ れ続 け た厳 し い作業環境 の 中 で、 ょ う や く 4 月 11 日 に 、 物理

的 に作業が着手 出 来 な い 地域 を 除 き 99. 9%が複i目 、 大阪ガス は 「復旧作業 は 瓦擦の堆穣 に

よ る 道路封鎖の た め 、 作業に取 り 掛かれな い約1 ， 000戸 を 除 き 、 本 日 を も っ て完 了 し ま す。

未復旧 の 約 1 ， 000戸 に 対 し て は復旧作業 に取 り 掛かれ る 状態 と な り 次第、 速 や か に対応す

る 。 ま た復旧 ま での 開 は、 代替手段の提供等 を 含 め て 個 別 に 対応す る 」 と 復旧 完 了 宣 言 を

行 な っ た。 復 旧 に乗 り 出 し てお 世 呂 、 作業 に 従事 し た作業員 は延べ72万 人 に 達 し た 。

大手都市 ガ ス 会社 で は大規模地震 に 備 え 、 火災な どの て次災害を 防 ぐ た め 、 被害の大 き

い地域 を ブ ロ ッ ク 化 し て供給 を 停止す る O 供給 を 一度 止め る と 復旧 に 時 間 を 要 す る た め 、

被害状況 を 正確 に把握 し て停止す る 地 区 を 的確 に 選 出 す る 必要があ る か ら で あ る O 東京 ガ

ス で は供給地域 内 に 356の地震計ー を 設置 し'情報 を 無線で本社の 防災 ・ 供給セ ン タ ー に 送 る

体制 を 取 っ て い る 。 セ ン タ ー で は地盤の 強弱、 ガ ス 管 、 需要家件数な ど の デ ー タ ベー ス と

組み合わせて コ ン ピ ュ ー タ ー処理 し 、 供給地 区 を 13 に 分 け た ブ ロ ッ ク 毎 に被害状況の予測

を 1O�20分で描 き 出す。 大阪ガス の地震計設置 は 10数 カ 所であ っ た (注 2 ) と 指摘 さ れ

て い る O

(注 I 、 2 ) 阪神大震災 そ の時企業は』 日 本経済新情j社 1995者二 4 月

3 . 上水道
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[断水 は 1 27万戸 に ]

ラ イ フ ラ イ ン の一 つ 、 水道に も 大 き な被害が出 た 。 地震直後、 兵庫県下の 9 市 5 町で全

戸数の90% に あ た る 127万戸が断水、 水道管 を 中心 に し た損傷 は簡単 に は復 旧せず、 住民

に 数週 間 以上 に 渡 る 断水生活 を 余儀 な く さ せ た 。 貯水 ・ 取水か ら 配水 ・ 給水 ま で多 く の施

設が損傷 し た が、 被害 は神戸、 西宮、 芦屋市 に 集 中 し た 。 3 市 は 自 前の 水源 を 十分に持た

ず、 か な り の部分を 阪神水道企業 団 の淀川 か ら の給水に頼 っ て い た た め、 企業団 自 身が被

災 し た こ と に よ る 送 ・ 配水量の低下の影響 も 大 き く 受け た 。

県下の被災状態 は、 貯水施設で、 は 西宮市の ニ テ コ 貯水池の堰堤が崩壊寸前 に な る な ど 4

市 1 町の 9 施設で、 取水施設で は芦宇原市の PJt� J I I 取水口が土砂崩 れの た め 全壊、 取水不能

に な っ た ほ か 5 ヵ 所で、 浄水場 は 大 き な 損害 は lH な か っ た も の の 、 神戸市の 上 ヶ 原j争水場

が漉過池の構造物や 配管が破損 し 、 一時的 に 機能停止す る な ど 9 事業所10 ヵ 所 に被害が出

た。 ま た 、 ポ ン プ ・ 電気 . wt装 な どの設備が破損 し た が、 広範囲、 長期 間 に 渡っ て 断水が

続い た最大の 原 因 に な っ た の は 、 給 ・ 配水管 な ど管路の破壊で あ る O

神戸市 で は総延長約4， 000km の 配水管が1， 439 ヵ 所で、 給水管11 ， 823 ヵ 所 に 宅地 内 の被

害50， 828 ヵ 所 を 加 え 討64， 090 ヵ 所の被害が報告 さ れた。 水道局本局 の あ っ た 市役所 2 号館

6 階部分が圧壊 し、 市 内 の水道配管 図、 施設図 な どの 資料が失 わ れ た た め 、 状況把握 と 分

析、 対策の立案な どが困難 に な っ た 。 ま た 東部材業所、 西部セ ン タ ー な どが被災 し た こ と

も 早期復旧 の 支障 に な っ た 。 芦屋市 で、 は 総延長約183km の 配水管の 340 ヵ 所 に 損壊が確認

さ れ、 西宮市で も 総延長約966km で892 ヵ 所の 配水管が損傷 し た 。

{困難 だ っ た配水管の毎回}

配水管 で は 、 折れた り 亀裂が生 じ る 被害 よ り 、 継手部分や器具 な どへの接続部分の損傷

を 原 因 と す る ケ ー ス が多 か っ た 。 伸縮可 と う 管や耐震継手 に は被害 は少 な か っ た。 配水管

の場合、 被害は大半が地 中 で発生 し た か ら 肉 眼での発見が難 し く 、 被害場所の確認 に 時 間

が掛か っ た 。 配水管路の復旧 は

①水道管 に付 け ら れた 弁 を 閉 め て 区 間 を 区切 る

②そ の 中 を 試験的 に 通水 し て漏水 を調査 し

③発見 し た破損街所 を 修理す る

と い う 、 ガ ス の復旧作業に似て地味な作業の連続な の で あ る 。 撒か な 漏水 iT を 探 る 漏水

探知器 を 配水管 の 上 に 付 け て漏水 を 調べ る の だが、 漏水筒所が近接 し 過 ぎ て 、 大 き な 漏水

音が他の 小 さ な 漏水音 を 消 し た た め、 大 き な箭所の修理後 に 再 び調査が必要 に な る ケ ー ス

も 出 た。 ま た破損箇所が多 過 ぎ、 水圧が上が ら な い た め 、 地上に水が吹 き 出 さ な い こ と も

発見 を 遅 ら せた 。 そ の半面、 漏水筒所 を 修理す る と 水圧が上昇す る こ と か ら 、 当 初漏水 し

て い な か っ た 箇所か ら 新 た な 漏水が発生、 修理の た め に再度新水す る ケ ー ス が出 て 、 住民
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か ら の苦情 を 招 い た 。 こ の ほ か作業が進 ま な か っ た 原 因 は、 あ ま り に も 膨大 だ、 っ た被害の

ほ か に 、 ガ ス の復旧工事 と 同様、 道路の損壊 ・ 交通渋滞 に よ り 復旧調査 ・ 作 業の遅れ、 道

路幅員 が狭 く 工事用 車両が入 り 難い こ と も 余分 な 時 間 を 要 し た 、 道路上の 倒壊家屋で被害

調査が難 し か っ た な どであ る 。

[断水は 1 ヵ R 後で も 1 7万戸]

118 日 一神戸市の約58万 世帯、 西宮市の約16万世帯 に 芦屋市 な ど被災地全域で新水、 明

石 市の70% も 。

19 日 一神戸、 西宮、 芦屋市の全域に 淡路島 を 含 め た95万世帯で、断水、 給水車が頼 り 。 公

開 に残 っ た 噴水やJ l I か ら 花瓶や鍋で汲む被災者 も 。 火炎の消火 に 手 を 焼 く 。

21 日 一神 戸 市 の 約46万戸 に西宮、 芦原、 伊丹、 尼崎、 宝塚、 明石市 に淡路島で34万戸が

断水。 伊丹、 尼崎は数 日 中 に は ほ ぼ復!日の見込みc

22 日 断水は約66万戸 に。 宝塚の北部高台、 明石市東部高台で、復旧 が難航 し て い る 。

24 日 断水 は約63万戸 と な か な か減 ら な い。 海 ヒ保安庁が巡視船 を 使 い 100t の水 を 運

ん だJ (注 1 ) と 、 新 聞 が復!日報道 を 続け る 中 、 1 月 24 日 に 淡 路 島 の 淡路 町 ・ 東浦町が復

旧 、 25 日 に 川 両市、 30 日 に 淡路島の津名町 ・ 一宮町、 31 日 に尼崎市、 明石市が、 2 月 に 入

り 2 日 に伊丹市、 7 日 宝塚市、 1 1 日 に は淡路島 の 北淡町の仮復旧が完了 し た 。

(関 7 ) r水道断水戸数の推移J 月 刊建設1995年 6 月 号

( 単lf立 . 千 戸 )
1 ， 200 

1 ， 1 00 

1 ， 000 

900 

800 

700 

600 

500 

400 

300 

200 

1 00 

。

回 神J-i m
口 問下3・ 市
圃 芦尾 市
固 定塚市

1 7  
595 
157 
33 
50 

1 8  19  20  
595 595 495 
157 157 157 
33 33 33 
50 45 33 

21  22 23 24 25 26 27 
457 393 385 373 367 360 347 
157 133 133 133 133 133 133 
33 33 33 33 33 31  29 
33 30 30 26 22 22 19 

28 29 30 31 2 /J 2 
339 321 303 287 268 254 
1 3 3  1 3 3  1 3 3  133  1 14  1 14 
28 27 27 25 23 22 
7 71 7 4 4 4 

� そ 竺些 364136411651ロ711 221 741 7 11 671 631 621 561 461 .  361 28L�JllUJl 
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3 4 5 6 7 
245 239 232 2 16  201 
62 62 62 62 32 
21 19 1  1 8  17 1  15  
4 2 2 2 
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震災発生 1 ヵ 月 の 2 月 17 日 で の 断水地域 は 、 神戸、 西宮、 芦原市 の 約 17万5 ， 000戸 に な

っ た。 3 市 は 、 主要 な 給水源で、 あ る 阪神水道企業 団 か ら の送水が、 導水管の 破裂 な ど に よ

り 送水量 を 増やせず、 水道管路の漏水 も 激 し か っ た た め 、 l 日 の復旧戸数が数 百戸単位 に

と ど ま る 状況が続 き 、 給水量の確保が カ ギであ っ た 。 こ の た め 、 神戸市西部地区 に は県営

水道の送水量 を 増や し 、 神戸、 西宮市 に 対 し て淀川 、 武庫川 か ら の 緊急取水 を 始め 、 給水

量不足の恐れ を 解消 し た。 こ う し て 2 月 28 呂 、 神戸、 西宮、 芦屋 3 市で も 家屋倒壊な ど に

よ る 復旧 困難地域 を 除い て仮復!日 し 、 設旧率は97% に な っ た。

だが断水家屋 は 3 市で 4 万4， 000戸 を 上 回 り 、 し か も 倒壊家屋 の た め止水栓 を 止 め る こ

と が不可能な こ と な どか ら 、 復旧作業は難航 を 極 め た 。 全戸通水が完了 し た の は、 芦屋市

が 3 月 22 日 、 西宮市が28 8 、 神戸市 は地震発生 3 ヵ 月 後の 4 月 17 日 であ っ た。

[水が足 り な い ]

一方、 緊急、給水活動 は 、 自 衛隊の災害派遣や、 応援に駆け付 け た全 国 の水道事業体に企

業 ・ 民 間 の ボ ラ ン テ ィ ア も 加 わ り 、 2 月 23 日 ま で に 給水車755台、 ポ リ タ ン ク 10万個 、 水

運搬用 ポ リ 袋21万袋の救援が行 な わ れた 。 特 に 医療用水 に つ い て は、 1 月 2 1 日 � 3 月 8 日

に 、 被害が大 き く 断水 も 長期 間が予想 さ れた神戸、 西宮、 芦屋市の 病 院 に 医療用 の給水が

行 な わ れた 。 ト イ レ や洗濯 に 使 う 生活用水 も 1 月 22 日 � 3 月 9 日 ま で 、 県下の建設業界 な

どの支援で、 生 コ ン 車、 散水車 ま で利用 し 、 避難所 に な っ た学校の ブー ル な ど に 給水 し た 。

緊急給水活動の拠点 は各地の浄水場の ほ か に 、 支援要請 を 受け て 駆 け付 け た 海上 自 衛隊、

海上保安庁、 大阪市港湾局 の船柏 も 使わ れた。

1 月 27 日 に は一大阪府水道部 に水道復旧支援本部が設置 さ れ、 被災地応援 に 関す る 資材 ・

人材等の 支援受 け入れ、 市町への割 り 当 て な ど を 行 な っ た 。 こ の 間、 緊急給水 に 関す る 支

援 は 、 給水車 の 数だ け で、 も 自 衛隊 か ら 250台、 建設省 お よ び全国都道府県の水道事業体か

ら 866台、 そ の他民間 102団体か ら も 多数の参加があ り 、 ピ ー ク 時の 1 月 25 日 に は、 地元市

町 を 含め835台の給水車、 2 ， 136人の給水事業者が活動 し た 。 船舶 を 使用 し た 給水 に は海上

自 衛隊11隻、 海上保安庁 4 隻、 大阪市港湾局 1 隻 と 民 間 7 団体の船舶 も 使用 さ れた。

民 間 の協力 も 数多 く あ っ た。 神戸市東灘 区 の 酒造会社 は 、 自 社生産 に 欠かせ な い “宮水"

を 地域の 人 に 配 っ た し、 臼 常の生産 を 止 め て 飲料水の ベ ッ ト ボ ト ル を 大量 に 生 産 し 被災地

に 寄贈 し た飲料水 メ ー カ ー の ほ か、 給水に必要 な タ ン ク 、 車両 を 提供 し た企業 な ど枚挙 に

暇カす な い 。

{深刻 だ っ た 監嬢現場l

水の供給停止 は 、 市民 に と っ て 生 き る た め の飲料水の 欠如か ら 始 ま り 、 風呂や洗濯 な ど

生活の た め の 用水不足 に至 る ま で、 多方面 に 影響 を 与 え た 。 水不足が深刻 な 影響 を 与 え た

の は 医療活動 で あ る O 兵庫県保健環境部が県 下 9 市 の224病院、 2 ， 999診療所 を 対象 に 行 な
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(表 3 ) ["災害医療についての実態調査」 兵庫県保健環境部鵡査

実 施 行 1995年 3 月 1 討 -15 日
士、f 象 兵庫県下 9 市

配 布 数 |りI �X 数 [iJl �x. 学
配布回収数 病続 224 173 77. 2% 

; 診療所 2. 997 1 . 01 6  33. 9% 

壊 半 壊 一部破損 被'l�:無 し
①建物被害

2. 3% 6. 9% 86. 8% 4% 

②主要被災設 キ{:氷:r'( 人 工透析装煎 エ レ ベ ー タ ー 向架水糟
備 55% 45% 37% 36% 

③ 1 遊 間の忽 長ま 数 重傷者 入[f;Li皆、{í-
者数(病院) 71， 517人 7， 653人 (10. 7%) 20， 814人 (29. 1%)

病 i淀 関 係
④診療機能へ 子郁Jイミ能 人 仁透析不能

の影響 74% 55% 

⑤機能低下の ヒ水道の供給不能 電話割線の不通 ガス 供給の停止 施設設備の損傷
原因 67% 55% 50% 39% 

断水 itlî水
⑥潟水の確保 l 月 17 日 86% 14% 

3 月 上旬 26% 74% 

っ た 「災害医療 に 関す る 実態調査j に よ る と 、 手術不能76%、 人工透析不能55%が上 げ ら

れ、 機能の低下 し た 原 因 は 「電話 回線の 不通J I ガ ス 供給の停止J が50% 台 な の に 「上水

道の供給不能j は67% を 占 め た。 断水に な っ た病院 は86%、 自 家発電装 置 は70% の病院が

持 っ て い た が、 冷却水不足か ら 停電 に な っ た病院が多 い 。 人工呼吸装置 を 維持す る た め に

職員 が手押 し ポ ン プ を 使 い 、 冷却水 を 浄水場か ら 歩い て 運ぶ ケ ー ス も あ っ た 。 大型高架水

槽 を 備 え て い る 病院 も 多 か っ た が、 耐震性 に比べ余 り に も 大 き 過 ぎた 災害の た め 、 貯水槽

の水は有効 に 利用 で き な か っ た 。 消火栓の水圧が下が り 、 ほ と ん どの消火栓が機能 し な か

っ た。 神戸市 内 で は 東灘、 中 央 区 で 4時的、 部分的 に 使用 で き た 以外、 消火栓 は使えず、

西宮、 芦屋市 で も 同様で、 あ っ た。 消火栓が使用 出 来 な い場合に備 え て用 意 さ れた 防火水槽 は 、

西宮市 で も っ と も 有効 に 使 わ れ、 大火の抑制 に 役立 つ た。 し か し 、 用 地不足 な どで100t

水槽や耐震性水槽 の 整備が遅れた神戸市で、 は 、 火災発生直後 に水槽の水が底 を つ い た 。 長

田 区 な どで は狭い道路上 に 家屋が倒壊 し た た め 、 消 拐車が近付 け な か っ た 防火水槽 も 多 い 。

水 を 求 め て最後 に は95台の消 防車が、 海岸 ま で1500本以上の ホ ー ス を 連結 し て 海水 を 放水

し た 。
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; 被災者がF生i主:ì，引;目j水 を どの よ う に し て確{保呆 し たか。 コ 一 ブ こ う べが震災直f後走lにこ突施 し た調査結巣があ る O
; 水道がそ の ま ま 使用 出 来 た 人 は7. 5%、 平均断水 口 数は22 日 、 家庭内 に あ っ た飲料水 (牛乳 な ど を合む) や

浴槽、 給湯�if l々 の水な どの r ß 家水j は、 欽料水の貯蔵が結構i窃 く 、 風呂 の残 り 湯 も 有効手IJ Jll さ れ た。 水の
入 手 に 困 難 をj緩め た震災直後 (同窮期) と その後 (安定期) に 分け る と 、 平均 は 困窮期が 7 日 、 安定期40 日
で、 1 世帯 1 日 使沼水量 は 闘窃期18 R 、 安定期]41 E であ っ た。

(図 8 ) r 自 家水の利用実態」

ペ ッ ト ボ ト ル等の 自 家水

利 防 で き 寸 事11糊 し た な か っ た

風呂の残 り 湯

利 用 で き ず 制崩 L た 作 水 し た 蟹 し

住民は休!窮WJ に どの よ う に し てぶを 子 に 入れたかυ
水i原は突に 多様で、 入 手先 は 口 コ ミ に よ る が90% を 超え 、 情報の少な い 中 で被災者が水 を 求め て、 い か に 苦
労 し たか が よ く 分かる。 水源 と し て 「その他J が多いのは、 被災地外の親戚や知人か ら の 入手 か、 電車やi卓
な どを 使い途方か ら購入 し たのであ ろ う 。 「その他J の運搬Mti維が飛びJ友けて長いの も 、 こ の理由であ る 。

井戸は件数、 水量 と も 比較的多い。 海岸部付近 を 除いて飲む こ と が/1'，米た し 、 彼損 し た例 も 少な か っ たO
家屋が全壊 し 家人不在の井戸水が、 近所の 人の命の;J， と な っ た。 水道漏;J， も 場所に よ っ て は貴重な水源 に な
っ た。 汚染が少 な ければ直接飲む こ と も 出 来た し 、 水量 も 35 R 近い。 河川水は 主 と し て ト イ レ への使用 で あ
ろ う 。 井戸、 河川、 漏水は近 く の も の を 利用 し た た め か距離 ・ 時 間 と も 短か か っ た が、 給水車 は321'午、 待 ち
時間は約 1 時間であ っ た。

(表 4 ) r水源別の取得水量、 運搬距離、 所要時間j

*i原 [PJ 答 数 取 得 水 量 運 搬 距 離 取得に要 し
(人) U / 日 ) (m) た時間 (分)

自 家水 80 12. 6 4 12 

井)' 32 I 18. 5 I 410 I 15 

河川 1 . 勇水 14 I 20. 0 I 650 I 15 

水道漏水 19 I 34. 7 I 317 I 16  

Jr!fH丘 28 I 7. 3 I 590 I 43 

給水車 32 15. 6 57 I 
避難所 11 5. 2 29 

; その他 20. 0 13. 000 I 45 

水の運搬は徒歩が多 か っ た ため、 運搬容器は手軽なペ ッ ト ボ ト ルが群を抜いたが水量 は 少 な く 、 逆に重い
が10 R 以 |二人る ポ リ タ ン ク は、 確保水量では も っ と も 有効であ っ た。 (注 2 ) 

注 1 r朝 日 新聞j
注 2 r都市問題j 第87巻 7 号 都 市 と 水一災害時の用水確保を考え る 。 山 田幹 ム 東京市政調査会 1996年 7 月
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4 . 下水道

[下水管の被害は31 6km]

公共下水道 の被災は、 神戸、 定崎、 明石、 西宮、 芦屋、 伊丹、 宝塚、 川 西 の 8 市の18下

水処理場、 47 ヵ 所の ポ ン プ場の設備機器 ・ 配管類の破損、 建築物 の亀裂 な ど で あ っ た。 被

を 受 け た管渠の延長は316km、 マ ン ホ ー ル や路面の異常、 管路の破損 ・ 関塞 、 液状化減

少 に よ る 土砂の流入 ・ 堆積 な どであ っ た 。

処理場で被害の大 き か っ た の は、 神戸市の東灘 ・ 中部 ・ 西部の 3 処理場、 商1?;市の枝川

浄化セ ン タ ー 、 毘崎市東部第 1 、 東部第 2 の 2 浄化セ ン タ 一 、 そ れに 芦屋 市 下水処理場 と

兵庫県武庫 川 上流浄化セ ン タ ー の 8 処理場で、 下水の送水管の破損、 処理施設の損傷、 機

械 ・ 電気設備 の冠水に よ る 損傷 な どで、 特 に 水処理施設で は、 最終沈殿池の汚泥か き 寄せ

機が走行 レ ー ルか ら はずれる 被害が数 カ 所で見 ら れ た 。 東瀧処理場が処理機能 を 完全に停

止 し た の を 始め 、 そ れぞれ大 き な損傷 を 受 け た 。

1 月 22 日 に は、 西宮市枝川 浄化セ ン タ ー で水処理施設の ク ラ ッ ク を 急結セ メ ン ト で処置

し 、 焼却設備の破損 も 鋼材で補強す る な ど応急修理で仮復旧 さ せ、 最低限の処 理機能 を 保

(表 5 ) r主な被災状況と復!日状況J 月 刊建設

都市名 施設名

神戸市東灘処f理場

中部処理場
西部処理場

務符市校川
i争イヒセ ン タ ー

尼崎 市東部第一
i争化セ ン タ
東部第二
;争イヒセ ン タ ー

芦屋市芦墜
下水処理場

兵庫県武嫁J l U :.流
j争イヒセ ン タ ー
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主 な被災状況

導水管破煩
流入管渠破断
水処理施設損傷
管浬棟傾斜
管廊i受水

水処理設備損傷
地下ポ ン プ室浸水

流出実破償
沈砂掻上げ機11'1傷

消化檎損傷

汚泥J釜寄せ機損傷

終沈への送水管破J'l\J.

場内送水管破損
H土口被t員

汚泥掻寄せ機損傷

対応 ・ 復旧状況
. 1 月 17 日 よ り 滅関処理
. 2 月 7 日 よ り 仮設ìt澱

i也に よ り 簡易処珂
. 3 月 初 日 凝集剤沈澱処
理開始 (高級処JIll並)

. 5 月 1 日 高級処理再開

. 1 月 24 日 仮復I IJ

. 1 月 24 日 仮復旧

. 1 月 22 日 仮復i日

. 2 月 1 日 仮復旧

. 1 月 25 日 仮復旧

. 1 月 30 FI 仮復旧

. 1 月 21 日 仮復1 11



持 さ せ た 。 25 日 に は尼崎東部第 2 浄化セ ン タ … で処理槽の ズ レ に よ る ク ラ ッ ク を 急結セ メ

ン ト で処置、 30 日 に は芦屋 F7J'(処理場が汚水返送管の破断部分を 仮配管す る こ と で処理場

機能 を 復活 さ せ た 。 2 月 2 日 に は尼崎東部第 2 浄化セ ン タ ー が汚泥か き 寄せ機の破損 を 応

急措置 し 、 神戸市 を 除 く 県下全処理場での高級処理が可能 に な っ た 。

こ の よ う に 7 処理場は、 1 � 2 週間 で復旧 を 終 え たが、 神戸市の復旧 は 遅れた。

[ 大幅 ダ ウ ン し た神戸の処理機能}

東灘処理場は東部第 3 工区 と 呼ばれる 海面理立地に建設 さ れて い る た め、 液状化現象な

ど に よ っ て壊滅的 な損傷 を 受 け た O 地盤の液状化 と 側方流動 に よ っ て処珂施設の北側 の 護

岸が最大2. 5m 横 ズ レ し 、 施設周辺の地盤は最大 2 m 沈下 し た り 、 側方移動 し た。 魚崎運

河 を 挟 ん で対岸に建設 さ れ て い る ポ ン プ場か ら 、 汚水 を 処理場 に 送 る 海底 の 管渠が継手部

分で完全 に破断 し、 送水不龍 に な っ た ほ か、 管理棟、 発電機棟、 脱水機棟、 濃縮 タ ン ク 、

ガ ス タ ン 夕 、 砂鴻過施設の基礎杭が破壊 し、 そ れぞれの施設が傾斜 し 、 構造物の安定性が

失 わ れ た 。 場 内 の道路は完全に破壊 さ れ、 設置 さ れて い た 配管類は大変形 し て機能 し な い

状況に 陥 り 、 通常の処理機能 はすべて 失 わ れ た 。 同 じ神戸市の西部処理場の 処理機能 は20%

に 、 中部処理場 も 50% に ダ ウ ン し た。

(衣 6 ) I処理場の被害害状況j 阪神 ・ 淡路大震災 神戸市の記録-1 995一

処 理 場 名 ト 処坪!機能の
(現有処理能力) 川 度待状況

東 灘 処 玉県 場 げ 処理機能が ! 流入水路彼壊、 処現施設 ・
(225， 000rrl Fl ) I 停 止 j 水処理設備水没 と 被街、

ボー ト ア イ ラ ン | 機能低 1" I 
ド処浬場 | な し | 放流渠破鎖、 施設不等沈 ド、 場内舗装破損、 渡 り 廊 F 破損、 ìfji}iJ，脱水機破損
(20， 300rrl H )  

中 部 処 殿 場 ! 処測機能が け 直 下 室大量漏水、 施設不等沈 下、 処理施設 ク ラ ッ ク 、
(77， 900rrl 1 1 )  I 50% に低 下 | ト 破壊、 ガス タ ン ク 傾斜

鈴蘭介処理場 1 ，機能低 下 な |l トエ レベー タ ー棟ずれ、 場内舗装破煩(43， 825rrl H )  I し ト

I ，." ，"， ''''. J" ， ， .- I .初'Jì沈流入 ・ 流出水路破損、 エ ア タ ン 流入管彼銀、西 部 処 理 場 l '処理機能が |-，__---，- "...，. ， ，， <.-< <w ッ ク 、 場内舗装大級、 放流渠破担、 汚水ボ ン(161 ， 500ぱ 日 ) 1 20%に低下 |I '"-' '--' ' "  ， - ' 0._" I 沈汚泥か き 寄せ機変形脱落

君主 水 処 理 場 | 機能低 下な jI '
:
� " W '�. ， - I 護岸破損、 施設 ク ラ ッ ク( ] 33， 890rrl B )  I し 1

:f. 津 処 理 場 | 機能低下な� I 施設 ク ラ ッ ク 、(75， 000rrl .  D ) し
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復旧工事 は翌 18 日 か ら 精力 的 に 展開 さ れ、 東灘処理場では、 完全に破断 し た 最初沈殿池

流入管 を 、 耐震性 に 富 む鋳鉄管 に 答 え て埋設、 地下配管廊 の 漏水積所の止水工事 を 行 な っ

た が、 応急復 旧 に も か な り の 時 間 を 要す る こ と が予想 さ れた 。 そ こ で、 公共用水域の水質

保全 を 考慮 し て 幅40m の運河 を 長 さ 300m の 民 間で締め切 り 、 仮設の沈殿池 を 建設す る こ

と と し、 21 日 か ら 着工、 2 月 7 日 に完成 さ せ簡易沈散処理 を 開始 し た 。 さ ら に 効 率を よ く

す る た め 沈殿池内 に フ ェ ン ス を 設け 、 流入水 と 流出水の水質状況 を 見 な が ら 、 よ り 高度 な

凝集沈殿処理がで き る 施設 も 増設す る な ど、 機能の復旧 に 努 め た 。

[処理場、 ポ ン プ場の回復は辛か っ た }

復旧は遅れた。 50% ダ ウ ン に な っ た 中部処理場は、 最終沈殿池 に 多 く の 落下物があ っ た

ほ か、 神戸市[で も っ と も 古 い処理場で老朽化 し て い た た め 、 施設に も 、 か な り の ク ラ ッ ク

が発生 し た 。 し か し 、 修理 を 進 め な が ら 被害の 少 な か っ た施設 を 利用 し 、 2 月 9 fJ に は処

理機能 を 完全 に 回 復 さ せた。

西部処理場 は、 第 l 系列 の エ ア レ ー シ ョ ン タ ン ク 流入管の破損 と 送気配管廊 に 多量の浸

水があ り 、 こ の汚水が汚水ポ ン プ室 に 逆流 し、 ポ ン プ な とマが水没 し た 。 こ の影響で第 2 系

列 し か運転 出 来 ず に 処理能力 は20% に 落 ち た が、 第 1 系列 の汚水ポ ン フ。室の 水替 え、 ポ ン

プ類 の整備、 最初沈殿池流入管の漏水の止水工事な ど を 24 日 ま で に 完了 さ せ、 第 1 系列 の

運転 を nJ能 に し た た め 、 処理機能は50% ま で、 に 戻 っ た 。 た だ、 エ ア レ ー シ ョ ン タ ン ク への

流入管 の破損修復 に 時 間 が掛か り 、 2 月 7 日 に 60%、 3 月 3 日 に70%が戻 り 100%復旧 は

3 月 7 日 だ、 っ た。 一方、 東灘処理場の応急復旧が完成 し た の は 5 月 1 日 で、 本格的復!日 は

l 年以 内 に は実 ら な か っ た 。

神戸市 内 の 下水ポ ン プ場は20 ヵ 所の ポ ン プ場が被災 し た 。 魚崎ポ ン プ場 で は運河水管橋

の半倒壊、 吐 き 出 し 口継子部の破断、 汚水 ・ 雨水ポ ン プの芯がずれ、 ボー ト ア イ ラ ン ド の

第 1 �第 3 ポ ン プ場 は周辺地盤の液状化で汚水管渠が破断 し 、 流入 し た泥水に よ り 機械 が

水没、 機能が停止 し た 。 神 明 ポ ン プ場 も ポ ン プの吐出管が破損 し 送水不能 に な っ た が、 断

水 な ど に よ り 流入水が な か っ た た め 、 問題は生 じ な か っ た。 そ の他の ポ ン プ場 は 、 ポ ン プ

の芯ズ レ や舗装の沈 下 な どが起 き た が、 機能 に 直接影響する よ う な発生 は な く 、 1 月 18 日

か ら 2 月 7 日 の 間 に復旧 し た。

{管の調査に は テ レ ピカ メ ラ を使 う }

兵庫県 は23 日 か ら 管渠の本格調査に乗 り 出 し た 。 調査の ス タ ー ト が遅れた の は、 被害が

甚大で人命救助や被災者の保護 を優先 し 、 家屋倒壊、 交通輯轄 に よ る 制約 や 、 電気 ・ ガス ・

水道の復旧が先行 し た こ と な どであ る 。 24 日 に は大阪 に建設省 の 「下水道地震対策連絡会

議前線基地本音15J が設け ら れ支援体制が確立、 2 月 初旬 を 目 標 に他府県、 市町職員 の 派遣

を 得 て 第 1 次調査が行 な わ れ、 27 日 か ら は 2 次調査に 入 っ た 。
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(図 9 ) r汚水枝線 2 次調査区域」 阪神 ・ 淡路大震災 神戸市の記録-�1 995�
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調査は難航 し た。 管渠が地 中 深 く に理設 さ れて い る た め 、 地表か ら 簡 単 に 判 断す る こ と

が難 し く 、 被害の把握 に 時 間 が掛かっ た の であ る 。 特 に 人 間 が入 る こ と の で き な い小 口 筏

の管渠 で は、 テ レ ビ カ メ ラ を 使 っ た。 被 災管渠の延長が長 い 上 に 、 交通が輯轄 し て い る 現

場での作業 で あ る 。 閉塞箇所 な どの応急措置 も 併せて行 な う の で、 カ メ ラ 車の ほ か に洗浄

車、 給水車、 バ キ ュ ー ム 車 な ど を 同 時 に 配置す る 必要があ っ た。 作業は不慣れ も 加 わ っ て

思 う よ う に は か ど ら ず、 西宮、 芦屋市は 4 月 ま でズ レ こ ん だ。 応急、復!日 を 必要 と す る 約260

km の管渠の仮復旧が、 家屋倒壊な どで調査不能 の 地域 を 除 い て完 了 し た の は 4 月 中旬 だ

っ た。

一方、 神戸市 で は震災翌 日 の 18 B か ら 5 日 間 、 第 1 次謂査が行 な わ れ た 。 市職員、 土木

工事業者、 管路維持協会の設計 コ ン サ ル タ ン ト な どが、 一斑 4 、 5 人編 成 で、東難区~垂水

区の5 ， 270ha の 地表面、 主要道路交差点 の マ ン ホ ー ル 内 を 目 視 に よ っ て調査 し た 。 引 き 続

き 被害の想定 さ れ る 区域 に つ い て は 、 1 月 23 日 か ら 3 月 10 日 ま で詳細 な 第 2 次調査が行 な

わ れ た o 5 ， 390ha、 市 内 に 張 り 巡 ら さ れた延長1 ， 194km を 、 東京都 を 初 め 、 名 古屋、 京都

の政令都市や 関 山、 倉敷な どは 市の応援で、 1 日 最大33 台 の テ レ ビ カ メ ラ を 投入 し て の調
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査であ っ た。 管渠の破損、 亀裂、 蛇行、 土砂 に よ る 閉 塞、 取付け管や排水設備の破損な ど

があ っ た が、 土砂の 除去、 仮配管 な どの応急措置で、通水性の確保が図 ら れた。

陶管の大部分が破壊 し て い たが、 管本体の被害は、 管継手の離脱や管本体の ク ラ ッ ク が

多 く 、 マ ン ホ ー ル と 管 と の動 き の違い に よ り 、 マ ン ホ ー ル付近で管体な どが破損 し た マ ン

ホ ー ル異常 (浮…}二、 沈下、 ブ ロ ッ ク の ズ レ な ど) や、 路面異常、 管路の破損 ・ 閉 塞、 土砂

の流入 ・ 堆積 な どが確認 さ れた。 ま た 各家庭の排水設備 は埋没深度が浅 く 、 し か も 建物 と

併設 さ れて い る た め 、 地震の揺れや地盤破壊 な どで大 き な 被害 を 受 け た。

排水設備の修理業者 の 問 い 合わせや棉談が市 に 殺到 し た こ と か ら 、 排水設備業者の 団体

に よ る 業者紹介や相談窓口 も 設置 し た 。 被災の 激 し か っ た 東灘~垂水区では、 汚水を各家

庭 の排水設備 を 通 じ て 公共下水道 に早 く 取 り 込む た め 、 神戸市土木協力 会70社の応援で、

各戸の接続桝 と 取付 け管 の 総点検 を 実施 し た 。 下水道台帳図 を 元 に接続桝の蓋 を 開 け 、 取

付 け 管 は 手鏡 な ど を 使い、 日 視で被害状況 を 確認 し 、 被害笛所 を 応急修理 し た 。 2 月 1 日

か ら 作業 を 開始、 1 2万 ヵ 所の う ち4， 298 ヵ 所の応急復旧 を 行 な い 、 3 月 10 日 に ほ ぼ完了 し

た 。 調査、 復旧が完全終了 し な い 地域 も あ る が管渠の通水率は100%近 か っ た 。

震災で は、 各 地 の 避難所で簡易 ト イ レ 設置 の遅れ、 し 尿 の処分が課題 と し て 浮かび上が

っ た。 ま た 家屋の損壊 を 免れた 人 々 も 、 飲料水 と 同 じ く 水洗 ト イ レ用 の水の確保が重要 な

課題 と な っ た 。 し か し下水道の破断に よ り 下水が流せ な い と な れば、 避難所 の 運営の面か

震災直後 3 日 間で使の山
被災 し た 人々 が大量 に駅け込ん で く る 避難所 に ま ず必要な の は、 水、 食料品 に毛布だ。 同 時 に ト イ レ の 手配

も 緊急の重要事。 こ れが後回 し に な っ た。 避難者は最初 こ そ余渓 に 渓 え て い たが、 やがて排i!!J:の姿求が待っ た
な し に な っ た。 だが断水、 停電 と ラ イ フ ラ イ ン が断たれた 中、 神戸í J/J-には中:のつい た移動 ト イ レ が 4 基 し かな
かっ た。 水の出ない水洗 ト イ レ はみ る み る 使の 1 [ J  �こ。 人 [j につかな い 木陰や校庭のすみで用 を足す人が出始め
る 。 避難所に仮設 ト イ レ が設霞 さ れた の は 早い と こ ろ で も 3 日 目 以降。 遅い と こ ろ では 1 月 28 日 の 中央区の春
日 野小学校の例 も あ る 。 仮設 ト イ レが来る ま で避難所で は 自 分た ち で工夫 し始末す る 以外に なす術がなかっ た。

プー ルゃれiJ) [ J の 水 を 利用 で き た と こ ろ は、 そ の 円 か ら A応、 水洗 ト イ レ が使 え た 。 水の な い と こ ろ は新関紙
に用 を 足 し 、 く る ん で ゴ ミ 袋に入れた。 だが、 初 め か ら う ま く 運 ん だ わ け で は な い。 「紙 を 流 さ な い よ う に」
の連絡が徹底せず、 汚れた ト イ レ は ま す ま す汚れ、 手のつ け ら れ な い状態 に な っ た。 そ れ を 嫌 っ て飲食を控え
る 人 ま で出た。 そ の ギ リ ギ リ の状況か ら ま ず 立 ち 卜今がっ た の が、 校長や教職員、 被災者 リ ー ダー だ っ た。

水の あ る と こ ろ で も バ ケ ツ で運ぶので少量 し か使 え な い。 詳段通 り 量の ト イ レ ッ ト ペー パ ー を 流 し て す ぐに
詰 ま らせて し ま い、 新聞紙に用 を 足す方法 と 並行 さ せ な が ら 手!日討 し た と こ ろ が多 か っ た 。 使用ずみの紙は ト イ
レ 内 に つ る し た ポ リ 袋に入れる [ 夫 も その後、 生 ま れた。

兵庫区の浜 111小学校で は震災当 日 に詰 ま っ た。 リ ー ダー と な っ た被災者が手で汚物 を 取 り 除 き 、 詰 ま り を 直
し た あ と 、 そ れ を 手に取 り 皆の前で、 「見て く れ、 水が不足 し て い る の に 今 ま で どお り 紙 を 流 し た た め だ。 こ
れから は注意 し て使い、 掃除当設 も ブー ルの水汲み も 皆でやろ う j と 呼び掛けた。 こ の発気あ る 訴 え で、 その
1& は ト ラ ブルカすな く な っ た。

中央区の二符小学校の よ う に ブー ル の な い避難所は、 使の入っ た ボ リ 袋の保管場所に 凶 り 、 自 衛隊 に校庭の
隅 に 穴 を 掘 っ て も ら っ て埋めた。 市役所の ゴ ミ 収集車に 出 し た避難所 も あ っ た。 パ ッ カ ー卒に入れた途端、 袋
が破裂、 作業員 が汚物 を 浴びた例 も あ る 。

そ の ほ かマ ン ホ ー ル のふ た を 開 け足場 を つ く り 、 ふす ま な どで聞 い を し た 、 18 f! 入 り 石油空 き 缶 を埋めて使
槽代 わ り に し た、 校庭や公園 に穴 を掘 り 廃材で聞 い を し た な ど。

水の 出 な い水洗 ト イ レ、 使い慣れな い仮設 ト イ レ 、 老人や身体障害者に 使いやすか っ た と い う 手作 り ト イ レ
を 使 い わ け、 被災地の 人 々 は水道の復旧 を 待 ち なが ら ト イ レ ス ト レ ス を 切 り 抜け て い っ た の で あ る 。
( r 阪神大震災 ト イ レパ ニ ッ ク 神戸市環境対 ボ ラ ン テ ィ ア の奮戦記j よ り )
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ら も 上水道給水停止以上の深刻 な 問題 と な っ た であ ろ う O ま た 各地で汚水があ ふ れ る 事態

と な っ て い れば、 疫病の発生 を 含め衛生面の対策 も 必要 と な っ た。 被災の激 し い地域では、

水供給の再開 の遅れた こ と が、 下水道 に 関 わ る 様々 な 問 題 を 少 な く し た と も 言 え る と い

う 指摘 も あ る O

『仮神 ・ 淡路大震災誌j ラ イ フ ラ イ ン 高 田至郎、 上野淳 ゐ 朝 日 新聞社 1996年 2 月
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| 第二節 交通イ ン フ ラ
神戸市周 辺 は 、 北側 に聾 え る 六 甲 山系 の 山並み が海岸線近 く ま で追 り 、 5 � lOkm 幅 の

細長い平野部 に 市街地が東西 に 広 が る 。 そ の狭臨 な 場所 に ]R の新幹線 ・ 在来線、 私鉄の

阪急、 ・ 販神 ・ 山 陽電鉄、 そ し て 名 神 自 動車道 ・ 阪神高 速道路 な どの主要道路がひ し め く あ

う よ う に横切 っ て い る 。 東海道の静岡県庵原郡由井町 と 並 び、 災害時の混乱が も っ と も 危

倶 さ れ て い た 地域で あ っ た 。 販神大震災は 、 ま さ に こ の不安 を 的 中 さ せ る 結果 と な っ た。

1 . 道路

{高速道路が倒 れ た i

名神 ・ 中 国 . w 暢 自 動車道、 阪神高速神戸線 ・ 湾岸線の高速道や、 第二神 明 、 姫路バ イ

パ ス な どが全線ス ト ッ プ し た の を 初 め 、 国道 2 ・ 43号線 の ほ か 均党県道 ・ 市道 も 髄所で不

通 に な る な ど、 道路網は寸断状態 で あ っ た 。 一方、 被災地 で は 、 避難や家族 ・ 知人の安否

を 気遣 う 車両が被害 の 少 な い道路 に 集 中 し 、 各所で交通渋滞 を 引 き 起 こ し た 。

高速道路 は 、 名 神 自 動車道の商宮市瓦木高架橋で 3 本の鉄筋 コ ン ク リ ー ト 円 柱 の橋脚が

損傷 し た た め 、 上 り 橋が落橋、 下 を 走 る 一般道が遮断 さ れた の を 筆頭 に 武庫 川 橋、 久寿川

高架橋な ど25橋 に 、 中 国縦貫道 は 、 宝塚高架橋の 中 央の橋脚 にせん断破裂が生 じ る な ど、

13橋で床板の沈下や コ ン ク リ ー ト 橋脚 の破壊、 ひ び割 れが発生 し た 。 高速道路で最大の被

害が出 た の は 阪神 高 速神戸様であ る O 国道43号線の 上 に 建設 さ れた た め 、 単柱形式が多 い

の が特徴だが、 武庫川 ~ 月 見 山 間27. 7km に 1 ， 1 75 あ る 橋桁 の う ち 637が損傷 し た。 い ず れ

も 昭和40年代に建設 さ れた も の で あ っ た が、 象徴的 な の は神戸市深江地区で、 ピ ル ツ 形式

( ド イ ツ 諾で茸の意味) の鉄筋 コ ン ク リ … ト 単柱橋が635m に 渡 り 、 北側へね じ り 倒 さ れ

604 第九章@都市 イ ン フ ラ

kiò600m に波 り 横倒 し に な っ た阪神高速道
路=神〆市東灘以深江南町



(図10) r兵庫県南部地震におけ る高速道路の構造物の主な撰傷箇所」
土木学会 ・ 阪神大震災震害調査緊急報告会資料

一ー一一 陽道
糊搬轍轍 高速道路
一一一目 鉄道

る よ う に 倒壊 し た 。 高速道路の安全神 話が崩壊 し た 瞬 間 で あ っ た。 ピ ル ツ 橋脚 の高架橋は、

ス パ ン 22m の 鉄筋 コ ン ク リ ー ト 桁 を 35m お き に 置 か れ た 支柱 に よ っ て 支 え ら れて い た。

こ の形式 は 自 動車走行時の振動 と 騒音が低減 さ れ、 工費が安い代わ り に コ ン ク リ ー ト 特有

の 重 さ が問題で、 頭 の 部分が特 に 重 く な る 構造 (注 1 ) であ っ た。 こ の 区 間 で は全橋脚 の

4 分の 3 に あ た る 約800本が こ の タ イ プ。 だ っ た が、 橋脚基部の座屈 及 び ヒ ピ割れの発生、

橋脚 中 部 に お け る 曲 げ と せ ん 断 ヒ ピ 割 れ、 せ ん 断破壊 な どで600本が損傷 し た 。 二本足 タ

イ プ。や鋼鉄製 の損傷 は少 な か っ た が、 こ の被害で神戸線は全面通行止め に な っ た 。

1989:f!'.10月 17 日 、 マ グニ チ ュ ー ド6. 9の直下型地震がサ ン フ ラ ン シ ス コ を 襲 っ た。 当 時、

建設省 は 「 日 本は世界一厳 し い耐震設計基準 を 設定 し て い る O こ の程度の地震で は大被害

は 出 な いJ と 胸 を 張 っ た 。 そ の 6 年後、 高速道路が次 々 に倒壊 し 落橋 し た 。

「高速道路橋が広範囲 に 渡 っ て 落 ち る な ん て 考 え た こ と も な か っ たJ 一地震直後、 建設

省道路局 の 担 当 官 は絶句 し た 。 倒壊 ・ 落橋 し た場合の危機管理マ ニ ュ ア ル な ど用 意 さ れて

い な か っ た か ら 、 事後処理は も たつ き 、 交通渋滞 を 招 い て現場の犠牲 と 混乱 を 増幅す る ば

か り と な っ た 。 阪神大震災は安全規準 に対 す る 「過信」 と 長年 に 渡 っ て 大都市で大 き な 地

震がな か っ た こ と か ら く る 「油 断J を 浮 き 彫 り に し た 。 (注 2 ) 

湾岸線で も 366の橋脚 の う ち 57基が破損 し 、 西宮港大橋で は桁が落下 し た ほ か、 橋脚 も
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傾斜 し た。 六 甲 ア イ ラ ン ド大橋で も 上 り 車線の橋桁が台座か ら はず れ て ズ リ 落 ち 、 東神戸

大矯な どで も 損傷がでた。

第二神 明道路 も 橋脚 に亀裂が入 り 支承が損傷す る な ど、 大 き な被害 を 受 け た ほ か、 全線

で路面 に 亀裂や段差が生 じ た 。 大哉谷 イ ン タ ー の D ラ ン プで は 盛土が崩壊 し 、 埋設 さ れ

て い た水道管が切 断 さ れ、 あ ふれ た 水が感土の崩壊 を 一層助長 し た。

{借れ た家躍が道 を 塞 い だ ]

阪神 間 の動脈で あ る 一般国道43号線は、 そ の上 を 阪神 高速神戸線が走 っ て い る た め 、 高

架の倒壊箇所周辺 の 数 カ 所で 仁下線 と も 通行不能 に 陥 っ た。 往復 8 車線の幹線道路の機能

停止で、 こ の後、 阪神 間 の 交通マ ヒ は極 限 に 達す る o 4 車線 の 同 2 号線 も 、 同 じ く 阪神 高

速の橋脚損傷 に よ る 浜手バ イ パ ス の全面交通止め の ほ か、 道路を ま た ぐ岩尾高 架橋の落下

や、 神戸新開会館前で神戸新交通ポ ー ト ラ イ ナ 一線の橋桁落下 な ど に よ る 部分的 な交通止

めが行 な わ れた 。 両 国道 と も 、 道路そ の も の に も 絹没、 段差、 ク ラ ッ ク が数多 く 見受 け ら

れた。

そ の他の 幹線街路で も 立体交差 し て い る 鉄道や高速道路の倒壊 に よ る 影響 で不通箇所が

出 た 。 国道171号線は、 阪急電鉄今津線 を ま た ぐ跨線橋 ・ 門戸道路橋や、 国 道43号線が国

道 2 号線 を 横切 る 岩屋高架橋 の 落橋 に よ り 、 不通部分 を 増 や し た。 ポ ー ト ア イ ラ ン ド な ど

埋立地の道路で は 、 液状化 に よ る 噴射現象が出 た し、 神戸市街地 の東部 で は 倒壊 し た 家尾

が街路 を ふ さ ぎ、 地 1友道路の ほ と ん どが使用不能 と な っ た。

神戸市土木局 の 調 査 に よ る と 、 i司 局 が管理す る 2， 170橋の う ち 何 ら かの被害 を 受 け た橋

は74、 特 に市街地東部の埋 在地東部第 l 、 2 、 3 、 4 工区 と 市街地 を 結ぶ 5 つ の橋すべて

が大 き く 損傷 し た ほ か、 市街地西部で 山 陽電鉄の 上 を 渡 る 西代跨線橋の被害が交通の流れ

を 大幅 に 阻害 し た 。

他の構造物 に よ る 被害では、 国道48号線 (大開通) が、 地下 を 走 る 神戸高速鉄道の大関

駅の損壊 に よ り 、 路面が大 き く 陥没 し た の を 始 め 、 ]R、 阪神 電 鉄 な ど の 高 架橋 の 落 橋 に

よ り 市街地束、 中 部 の 南北幹線道路が各地です断 さ れた 。 国道、 県道、 市道 を 問 わず、 亀

裂、 段差、 歩道の損傷が見 ら れた 。

阪神 間 の 主要道路の平常時の 1 日 交通 量 は 、 43号線6. 5万台、 2 号線 3 万 台 (12時 間 )

販神高速神戸娘11 . 5万台、 同 湾岸線 3 万台 (24時間) であ っ た。 12時 間 に平均す る と 約20

万台が 2 号線 に 集 中 し た の で あ る 。 倒壊 し た建物や、 そ の恐れの あ る 建物が主要道路沿い

に 多 か っ た の で、 通行止め に な っ た 歩道か ら 溢れた 自 転車 ・ 歩行者は車道 に は み 出 し 、 二

輪車 と 合 わ せ渋滞 に拍車 を 掛 け た。 「すべて の 鉄道 や 高 速道路の 通行不能が発生 し た に も

かかわ ら ず、 主要道路の交通規制が、 た だ ち に 実 施 さ れた形跡 は な い。 そ の 問 、 救援、 避

難の た め の 緊急車両の行動が、 渋滞 に よ っ て制 限 さ れた の で は な い か と 危慎 さ れ る 」 と 、

初期規制 の遅れ を 土木学会は 「 緊急報告」 で訴 え て い る O
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(表 7 ) r鵡査対象橋梁及び被害状況の一覧j 土木学会 ・ 阪神大震災震害調査緊急報告会資料

�者 資 地 点 被 安 状 況 周辺地盤の 護岸か ら 橋脚 周辺護岸の
液 状 化 ま で の 距 離 )山j)j 壊

西安港大橋 ( 甲 子 閑浜) 立高音I1に連結する桁の 落下 ム どと込 ム
何宮港大橋 (jJ耳慣浜) 支承の彼損 O 乙込 L込

新夙} J I橋 (西宮浜) 支永の彼J員、 街胸j の傾斜 ム O ム
新夙川橋 (芦屋浜) 支承の破損 ム O ム

新芦屋川橋 (芦屋ìm 支永の破J員、 橋脚の傾斜 。 X ム
新芦屋川橋 (深江浜) ム 海 中 O 
東神戸大橋 (深江j只) ム O O 
束神戸大橋 (魚崎ìm 支承の破損 O ìliÞ ，+， O 
六 甲 ア イ ラ ン ド大橋背後の高架橋 支永の破損 ム O 乙』

(魚崎浜)
六 甲 ア イ ラ ン ド大橋背後の高架橋 支承の破損 ム O O 

(六 印 ア イ ラ ン ド)

六 甲 大橋背後の六 甲 ラ イ ナ ー 高 架 ; 桁の落 下、 橋脚の傾斜 。 O O 橋 (六 甲 ア イ ラ ン ド)

神戸大橋 (神戸港) 支;永の移動、 破J員 × O 。
神戸大橋背後のお架橋 (神戸港) 支承の破t員 。 X 

橋脚の破損、 沈下、 傾斜
神戸大橋 ( ポ ー ト ア イ ラ ン ド) O O O 
1餐耳日大橋 (小野j兵) 支永の破損、 者iの傾斜 ・ 移動 ム 。 O 

; 第 二摩耶大橋 (小野浜) 橋脚の彼猿 ム O O 
摩耶大橋 (摩耶埠頭) 支承の破J員、 桁の傾斜 ・ 移動 O 。 O 
第 会 E李総大橋 (摩耶埠頭) 橋脚の破損及び移動 。 O O 
第 て摩耳I1大橋背後の高架橋 (摩耶 橋脚 の橋車由直角 方的jへの移動 O O O 
土車頭)

灘浜大橋 (摩耶埠頭) 端部に お け る 桁の移動、 O i毎 中 O 

灘浜大橋 (灘浜側)
| 訓告の破損

端部に お け る 桁の移動 。 海 中 。
注) 1 周辺地般の液状化 : 0→地盤の沈下、 ひ び割 れ、 噴砂の痕跡が顕著、 ム→l噴砂の痕跡があ る 、 × →認め

ら れな い
2 護fぶか ら 橋脚 ま での距離 : 0→護岸近傍、 ム→護岸か ら 30-40m の範閥、 × →護 岸 か ら40m 以 L、 海

巾→海中 に位置 し て い る
3 }対辺護岸の崩壊 : 0→護岸の移動及び背面の 陥没が顕著、 ム→護岸の移動の み

{緊急車両以外は全面規制]

18 tl に 入 っ て 兵庫県警は交通規制 を 決め 、 山 陽 自 動車道、 尼崎~姫路 の 国道 2 号線、 神

戸市道 山 手幹線、 姫路 ・ 加古川バ イ パ ス 等 を 緊急輸送 ル ー ト に 指定、 翌日 日 に は市道 山 麓

バ イ パ ス な ど も 加 え 、 全国 の都道府県公安委員 会が緊急輸送車両 に 交付 し た 除外標章 を 掲

示 す る 車両以外の通行 を 全面禁止 し た。

20 日 に は 、 一般車の乗 り 入れ対策 と し て 、 主要迂回 ル ー ト の選定作業 を 始 め 、 国道 9 ・

176号線や県道三木三 田 線 を 選択 し 、 被災 し て い な い 中 国 自 動車道 (西宮北 イ ン タ ー 以西) 、
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(表 8 ) r神戸市管理道路の被災状況j 阪神 ・ 淡路大震災 神戸市の記録 1 995一
被災内容 舗装の陥没、 う ね り 、 亀裂、 側溝破損、 縁石倒壊、 法函崩壊その他 (平成 7 ino月 末現在)

(単位 m、 百万円)

橋 梁 災 道 路 災
道路規格 j 街所数 被災延長 復旧金額 箇所数 被災短長 復!日金額

毘 道 l 43 14 1 5  3 ， 626 1， 654 

道 9 1 ， 240 783 102 29， 1 34 5， 678 
(2) (65) 

市 道 64 8， 616  16 ， 123 843 648， 530 
(3) (5 ， 830) 01， 282) (37) (6 ， 561)  

メ口込 74 9 ， 899 16 ， 920 960 681 ， 290 72， 597 
(3) (5 ， 830) (山82) (39) (6， 626) 

i主 : 1 .  ( ) 内舎は新交通 シ ス テ ム 高架軌道、 地 下駐*場、 がれ き 撤去。
2 . 街J9í数は公共土木施設災容復旧事業 に お け る 先定筒所1't-数 を 表示。

慾所数

III 
(2) 

907 
(40) 

1， 034 
(42) 

ぷ仁1込 計
被災延長 復!日金額

1 ，  668 

30， 374 6 ， 461 
(65) 

山46 81 湖
(5， 830) (17 ， 843) 

691 ，  189 89， 517 
(5， 830) 07， 908) 

近畿 自 動車道舞鶴線への ル ー ト を つ く り 、 誘導 を 始 め た 。 23 日 か ら 主要迂回 ル ー ト の マ ッ

プ を 書記布 し た ほ か、 国道176号線 な ど主要交差路 に67 ヵ 所148の案 内板 を 設置 、 さ ら に市 町

の広報車 な ど を 活用 し て、 神戸阪神地域への一般車乗 り 入れの 臼 粛 を 促 し た 。 迂 回 ル ー ト

の混雑 は23 日 か ら 激 し く な り 、 25 日 に ピ ー ク を 迎 え た が、 27 日 に は 中 国 日 動車道の供用 に

よ り 国道173 ・ 372号線の渋滞箇所が解消 さ れ、 中 国 自 動車道の 4 車線が確保 さ れた 2 月 12

日 に は、 ほ ほ通常の 交通量 に な っ た。

26 日 に は JR、 阪急、 阪神 3 社合 同 の代替車通パ ス の 運行が決め ら れ、 28 日 か ら 国 道43

号線で、パス 擾先 レ ー ン の運用 が始 ま っ た。 2 月 1 日 か ら は 、 緊急輸送ル ー ト の 第二次見直

し 区 間 と し て 国道43号線 を 追加指定 (規制時 間午前 6 時~午前 O 時) す る と と も に 、 国道

2 号線、 阪神 高速北神戸線 (藍那~箕脊) を 延伸 し 、 被災地への車の流入 を 強力 に抑制 し

た 。 25 日 か ら は復興物資、 生活 ・ 関 連物資輸送ル ー ト の指定を 次の通 り 行 な っ た 。

①復興物資輸送 ル ー ト

国道43号線 (武庫川 2 丁 呂 か ら 岩屋、 規制時 間 6 : 00�23 : 00) 

阪神高速湾岸線 (府県境か ら 魚崎浜 RW、 規制時間 終 日 )

名神高速道路 ( 下 り 線尼崎 IC か ら 西宮、 規制時 間 終 日 )

②生活 ・ 復興物資 関連輸送 ル ー ト

国道 2 号線 (西大島か ら 岩屋、 規制時 間 6 : 00�23 : 00) 

第二神 明道路 (東行 き 全区 間、 規制時 間 6 : 00�23 : 00) 

阪神高速北神戸線 (東行 き 全区 間 規制時 開 6 : 00�22 : 00) 
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(表 9 ) r高速道路の復旧経過J 阪神 ・ 淡路大震災ー兵庫県の 1 年の記録

中 国 自 動車道 1 月 17 日

1 月 19 日
1 月 23 日

1 月 27 H
2 月 12 日
7 月 21 日

名神高速道路 1 月 17 日
1 月 20 日

1 月 25 日
1 刀 31 日
2 月 1 日
2 月 17 日
4 月 20 H
7 月 29 日

山 陽 自 動王手道 1 月 17 lJ
1 月 20 日

舞鶴 自 動車道 1 月 1H1
1 月 1 9 日
1 月 23 日

太子竜野 BP l 月 17 日
姫路 BP l 月 17 日

1 月 22 日
2 月 25 H

第二神明道路 1 月 22 E1 
1 月 28 B

2 月 25 日
阪神高速湾岸線 1 月 20 十i

1 月 21 R 
1 月 23 B
1 月 28 EI 
4 月 1 日
4 月 10 1=l
7 月 1 R 
9 月 1 日
1 1 月 7 汀

阪神高速神 戸線 2 月 25 日
8 年 2 月 19 討
8 年 8 月 末

8 年10月 末
阪神高速北神戸線 1 月 19 日

1 月 22 1::1
2 月 5 R 
2 月 25 R

西宮北道路 2 月 28 日
播{旦連絡有料 道路 1 月 19 日
新神戸 ト ン ネ ル 1 月 17 日
ハ ーノ fー ハ イ ウ ェ イ 9 )] 28 日

1 1 月 1 日
8 {f. 8 月 末

束行 津 山 以西
西行 山w奇以商
東行 LlJ l崎以西
東行 豊中以来 古川以西
西行 活符jヒ以西
全線応急、復IEI完 了 (雨宮北 IC�池 田 IC 暫定片 側 1 車線)

A吉E区間i復旧完 了 (西宮北 IC�宝塚 IC 暫定片側 2 車線)
全線復旧完了
京都南以東
東行 吹間以東
同行 吹田以東
東行 豊中~吹田
西行 豊中~吹田

1 *行 尼崎~穀中 (暫定片側 1 車線)
西行 尼崎~壌中
全線応急復旧完了 (jJ可官~尼崎暫定片側 l 車線)
会総復旧完 了
凶行 111 陽姫路東以笥
東行 I LJ 防姫路東以西
泰 子l 以北
丹南篠 山 口 以北
全線復旧完 了
通行止め解除
中地~姫路四
同行 高砂、北~姫路東
全線復旧完 r
部行 伊川谷~明石西
丙行 須謄~伊川谷
東行 須磨� l寄丸
全線復旧完 了
天保山以南
東行 尼崎末広~天保山
東行 鳴尾浜~尼崎末広
東行 中 島~天保 LJ l
鳴尾浜~ 中 島、 深江j兵~南芦屋浜
魚崎i兵以東
魚崎i兵~六 i子 ア イ ラ ン ド (暫定片側 l 車線)
全線復旧完 了

[ 魚崎浜東行 ラ ン プ完成
武庫川以東
摩耶~京橋
若宮~京橋復旧完 了見込み
摩耶~深江復IlJ完 了 見込み
全線復旧完了見込み
凶行 捺那~永井谷
両行 永井 谷~伊)1 1 谷
商行 箕谷~藍那
全線復旧完 了
全線復旧完 了
全線復旧完了
通行止め解除
六 甲 ア イ ラ ン ド~高羽 ラ ン プ
高羽 ラ ン プ~摩耶 ラ ン プ
全線復旧完 7見込み
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第二新神戸 ト ン ネ ル (南行 き 全区 間 規制時 間 6 : 00�22 : 00) 

競艇 は復旧 に つ れて 4 月 1 目 、 29 日 に規制 区 間 、 時 間 が短縮 さ れ、 8 月 7 日 か ら は規制

時 間 は 午前 6 時� 9 時 ま で に 減 り 、 12月 30 日 か ら は規制 区 間 も 大幅 に 短縮 さ れ た 。

復興物資輸送 ル ー ト と し て 国道43号線鳴尾~岩屋 (規制時間 6 : 00�19  : 00) 阪神高 速

湾岸線の 下 り 鳴尾浜 1 丁 目 ~ 向洋町東 3 丁 目 ( 同 ) 名 神 高速道の尼崎~西宮 ( 6 : OO� 9 : 

00) 、 生活 ・ 復興物資 関 連輸送 ル ー ト は 国道 2 号線札場筋~岩屋 ( 同 ) だ け に な っ た。

{早い復 旧 に規制 も 解除 に }

地震発生後、 各道路管理者 は た だ ち に通行止 め の 処置 を 取 る と と も に 、 安全点検作業 を

始め、 1 I 1 陽 自 動車道、 第二新神戸 ト ン ネ ル な ど被害の軽微な路線を 開放 し た 。 復旧 は予想

以上の早 さ で進み、 1 逓間 後 に は 中 国 自 動車道 (神戸三 国~古川 ジ ヤ ン ク シ ョ ン ) 名 神 高

速道 ( 上 り 、 京都南~吹田 ジ ヤ ン ク シ ョ ン ) 阪神高速北神戸線 (伊川 谷~藍那) な どが開

放 さ れた。 そ し て 27 B に は 中 国 自 動車道、 28 日 に は 第二神明道路が全面 開 通 す る O

1 月 末で落橋な ど大 き な被害の残る 区 間 を 除 き 、 高速道路の応急復 旧 は 、 ほ ぼ完了。 中

国 自 動車道、 名 神 高速道は 7 月 、 販神高速湾岸線は 9 月 に復旧 を 完 了 し た。 1 年後の 1996

年 1 月 現在、 未復旧 の路線 は 、 販神高速神戸線 (月 見 山 ~武庫川) と ハ ー バ ー ウ ェ イ (摩

耶~ポ ー ト ア イ ラ ン ド) で、 そ の う ち 神戸線の京橋~摩耶 は 2 月 19 日 に 開通 し た 。

17 日 震災当 日 の県の管理道路の通行規制状態 は、 全面通行止め15路線18 ヵ 所、 片側通行

規制15路線20 ヵ 所で、 翌18 日 に は全面通行止め 18路線23 ヵ 所、 片鱒通行規制14路娘14 ヵ 所

と な っ た。

30 日 に は 規制状況 は全両通行止め 14路線16 ヵ 所、 片側通行規制 5 路線 8 ヵ 所 に な り 、 震

災 1 ヵ 月 の 2 月 16 日 で は 全面12路線13 ヵ 所、 片 側 7 路線10 ヵ 所 に 、 そ し て 震 災100 日 目 の

4 月 27 日 に は全面 7 路線 7 ヵ 所、 片側 6 路線 9 ヵ 所 に 、 1 年後の 1996年 1 月 に は神戸市 内

の道路崩 壊 に よ る 全面通行 止 め 1 路線 1 ヵ 所の み に な っ た。

(注 1 ) r阪神 ・ 淡路大震災の記録』 消紡庁 (株) ぎ ょ う せい 1996'1' 1 月
(注 2 ) r阪神大震災 その時企業 は』 日 本経済新聞社編 1995年 4 月

2 . 鉄道

[45万人の足が、輩 わ れ た }

大震災 は 、 阪神 間 の 交通網 も 壊滅 さ せ た 。 地震発生時、 不通区 間 は約640km に 及 ん だ。

被害 は 六 甲 山 系 の 南部の海岸線に 集 I=j1 し 、 そ こ を 横 断す る ]R 問 日 本の 東海道 ・ 山 陽線、

阪急電鉄神戸 ・ 宝塚線、 阪神電鉄本線、 山 陽電鉄に 、 神戸市の南北 を 繋 ぐ神戸電鉄、 さ ら

に市営地下鉄、 神 戸新交通 シ ス テ ム な どが大 き な痛手 を 受 け た 。 各路線 に 高架橋の倒壊 (JR

六 甲 道駅付近、 阪急西宮北口 ~夙川 、 阪神石屋 J l I �閥灘) や地下構造物の崩壊 (神戸高速
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お架が崩壊 し脱線 し た 仮神電車。 周回の建
物 も 押 しつぶ さ れた 口 l 月 18 日 、 神戸市灘
阪 大石東町

大 関駅付近) な ど、 今 ま で に前例の な い大損壊が発生 し て お り 、 神戸の市街地 を 中 心 に 鉄

道網は ズ タ ズ タ に な っ た。

特 に 大 阪 と 神戸 を 結 ぶ ]R、 板急、、 阪神電鉄がすべて不通 と な っ た た め 、 3 線の 合計交

通量 1 日 45万人 、 ラ ッ シ ュ 時最大 1 時間12万 人 の 人 々 の足は完全 に 奪 わ れ、 被災者の避難、

物資購入手段、 救援の た め の機能 も 失 わ れ、 大販~神戸間 は完全に麻庫状態 に な っ た 。 た

だ、 死者が6， 300人 を 超 し た大災害 の 中 で、 乗客、 旅客 に死者が 1 人 も 出 な か っ た の は不

幸 中 の 幸 い で あ っ た。

当初、 「梅 田 ~三宮が開通す る の は早 く て も 、 あ と 1 年半か 2 年 は かか る J ( 山 口益生 ・

阪急電鉄専務) と い う 交通の復興予 測 は 、 そ の後の懸命な複!日努力 で 7 ヵ 月 後の 8 月 23 日 、

神戸新交通ポ ー ト ア イ ラ ン ド線住吉~魚崎の 開通 に よ り 、 すべて の鉄道 は震災前 の姿 に 回

復す る の で あ る O

地震 で も っ と も 大 き な 被害 を 受 け た の は、 道路 で の 被害 と 同 じ よ う に 橋梁 で あ る 。 ]R

山 陽新幹線で 8 、 在来鉄道や神戸市の新交通 シ ス テ ム な どで24、 計32 ヵ 所の橋が落 ち た 。

被害の大 き い高架橋で は 、 山 陽新幹線神戸市西部の伊川橋梁 な ど を 「橋台 の柱が圧壊 し た

かの よ う な激 し い破壊状況で、 鉄筋 は全方 向 に 変形 し、 柱の原寸法が ま っ た く 判 ら な い ほ

どであ っ たj と 士木学会の調査班 は報告 し て い る 。 ト ン ネ ル の被害は神戸高速商代~高速

神戸、 神戸市営地下鉄新長 田 ~三官が大 き く 、 被災箇所 は 中柱や側壁の上 ・ 下端 部 に 集 中

し た 。 ま た神戸周辺の鉄道 は 、 ほ と ん どが明治、 大正時代 に建設 さ れた盛土や土留擁壁 な

とマ土の構造物の 上 を 走 っ て い た た め 、 こ れ ら の損壊 も 目 立 っ た。

9 つ の駅で、駅舎の破壊、 大損傷の被害が出 た ほ か、 各地でホ ー ム の破壊、 損傷があ っ た。

特 に顕著だ っ た の は ]R 西 日 本東海道線六 甲 道駅、 向 山 陽線新長 田駅、 神戸高 速鉄道大開

訳、 そ し て 阪急 電鉄伊丹線伊丹駅で あ る O 六 甲 道駅 は 駅付 近 の 高架橋が約2. 2km 損壊、

駅舎 も 倒壊、 新長 田駅は盛土の崩壊に よ っ て東口駅舎が全壊 し た 。 大 関 駅で は ホ ー ム 階の
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中 間柱の大 半が壊れ、 真 上の 国道28 号線が幅30m、 長 さ 90m に 渡 り 陥没、 三宮駅で も 余震

が来た場合、 間辺の 七地が陥没す る 危険あ り と 見 ら れたc

近畿の鉄道 は 、 そ れぞれ地震の影響 を 受け た が、 大阪以東、 姫路以西 は損害 は軽微で、

1 7 EJ 中 に は ほ と ん どが運行 を 再 開 し た 。 地震当 日 中 に 開通出 来ず不通が続い た 区 間 は 以 下

の 通 り で あ る 。

]R 問 日 本… 山 陽新幹線 岡 山~新大阪、 東海道 . Ll J 陽 線尼崎~姫路、 福 知 山 線尼崎~広

野、 和 田紳線

i夜急電鉄…神戸線、 甲 i湯椋、 今津線、 伊丹線、 宝塚線油田 ~宝塚

阪神電鉄・ ・ ・全線

山 陽電鉄・ ・ ・ 全線

神戸電鉄・ ・ ・全線

神戸高速鉄道 ・ ・ ・全線

神 戸 市常地下鉄・ ・ ・全椋

神戸新交通 ( ポ ー ト ラ イ ナ ー 、 六 甲 ラ イ ナ ー ) …全線

北神急行電鉄・ ・ ・全線

六 甲 摩郡鉄道 (六 甲 ケ ー ブ ル、 摩耶 ケ ー ブル) …全線

[線路が宙 に浮い た }

余震 の続 く 中、 各社の精力 的 な 点検作業が行 な わ れた。

]R 西 日 本で は 、 震災発生の 朝 、 新幹線 は始発列車がホ ー ム 留 置 、 出 庫前 で あ っ た た め

乗客に対す る 被害 は な か っ た 。 直 ち に 被災状況 を 把握す る た め 、 地 上 は徒歩で 、 空か ら ヘ

リ コ プ タ ー を 使 っ た調査が行 な わ れ、 阪神 ・ 須磨地域の被災が大 き い こ と が確認 さ れ た 。

山 陽新幹線の こ の 区 間 の60% を 占 め る 高 架橋 は 、 約700本の柱の 大半がせ ん 断損壊 し 、 8

ヵ 所で落橋 し 、 中 で も 武庫 J I I 橋梁 は 10橋脚 のすべて に損傷 を 受 け た 。

一方、 在来線で は不通電車、 貨物列 車 な ど約100本が運行 中 で 、 8 列車56両が脱線 し た

が、 約6， 000人の乗客 に 被害 は な か っ た 。 た だ、 線路や駅舎の被害は大 き か っ た。 住吉~

瀧 間 の 高 架橋2. 2km で は 1 ， 1 70本 の 柱 の う ち 950本が被害 を 受 け 、 三宮~元 軒 開 高架橋 の

一部 と 加納 町 第 1 架道橋 も 損壊 し た 。 加納 町架道橋 は 三 百 駅 ホ ー ム を 受 け る 幅42m の 架

道橋だが、 下 り 線 ホ ー ム 桁が大 き く 水平 に 移動 し、 軌道桁 と と も に 中央で折れた状態 に な

っ た。

盛土区 間 での最大の被害は新長 田駅付 近 で あ っ た。 約500m が盛土路盤上 に 設置 さ れて

い た が、 地震 に よ る 路蟻沈下で駅ホ ー ム にせ り 上が り な どが生 じ た た め 、 線路の一部が宙

に 浮 い た状態に な り 、 駅舎は全壊 し た 。

停車場命施設 は 甲 子関 口駅か ら 西 明石駅ま で、 ほ と ん どの駅に被害が出 た が、 被J害が大 き

か っ た の は 、 芦屋、 住吉、 六 甲道、 三宮、 そ し て新長田 の 各駅であ っ た。 芦屋駅は木造上
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(表10) r在来線の主な被害寄J よ み が え る鉄路

事京区 場所 状況 (・駅被害 [> 民 間被安)

福知 宝塚

rlJ 中 山寺 b 電化柱倒壊傾斜
線 川商池田

立花

EfI�子i翠口
四ノ宮

進線 I 住吉
六 甲 道

ー ノ 4ば
元町

トー一寸 神戸
兵庫
新長閃
鷹取

麻樹同只，，ぅ，~
山

陽

線
明石

b 橋 り ょ う 変状
.上 下 ホ ー ム 字み
置ホ ー ム 沈 下， 地下道J員世話

b の り 面一部崩壊
幽橋 ヒ駅J員{努， 上 F ホ ー ム . J:.屋倒壊， 芦屋川跨線橋破損

b 盛土j定 ド ， 上手雪機君主崩壊
.上 ド ホ ー ム 崩壊， 犀根崩壊

圃橋 ヒ駅舎損壊， 上 下ホ ー ム . .1-.犀崩壊 [> 高架橋桁洛 ド， 橋脚 ・ 柱破損
b の り 而 '#1\崩壊

阪高架橋 A部破損
屡ホ ー ム 1 .尿傾斜 I [> 高架橋一部雌
圃 ホ ー ム 上屋傾斜i

.来日獄舎倒壊寸前， ホ ー ム 変状， ホ ー ム ヒ屋傾斜， ホ ー ム 盛 L沈下 ， 擁壁傾斜
踊盛士式 ホ ー ム 損傷

b 阪神 高速跨線橋橋脚綴傷 ・ 桁沈 下
・橋 l:駅舎床桁変;伏

b 明石川橋梁 ・ 列 車線桁す、れ
西明石 1 1眼下 り ホ ー ム 一部陥没

屋がホ ー ム と と も に 倒壊す る な ど、 使用不能の状態 に な っ た 。

駅本屋 の 鉄骨桁 を 受 け る ブ ラ ケ ッ ト も 圧壊 し 、 階段 は倒壊す る 危険 を は ら ん だ 。 住吉駅

で は盛土式 ホ ー ム が倒壊、 神戸新交通駅舎の振動で駅本屋の外壁が破損 し て ホ ー ム 土 に 落

下、 梁が湾 曲 し た。 六 甲道駅で は高架橋 の 落橋 に よ り 、 桁式 ホ ー ム が落 下 ・ 倒壊、 駅本屋

と ラ ミ 六 甲 が全壊 し た 。 旅客 上屋 も 高架橋の落橋 に 追随 し た形で変形 し て お り 、 修復は不

可能であ っ た。

1 月 18 日 に社長 を 本部長 と す る 「復旧対策本部」 が設置 さ れ、 本社機能 を 全面 的 に 震災

復旧体制 に切 り 替え 、 復旧 に乗 り 出 し た 。

{阪急会館は 企盟撤去 に i

阪急電鉄は 、 京都総 を 除 く すべての路線で被害が出 た 。 被害箇所は、 橋梁70、 停車場64、

軌道31 、 電気19、 民家倒壊な ど に よ る 支障25 ヵ 所で、 脱線な ど に よ る 被災車両 は92両 に 達

し 、 全線開通 ま で に 146 日 を 要 し た 。 最大の被害 を 受 け た の が西宮北 口 ~夙川 間2. 7km の

路線で、 そ の う ち 1 . 6km を 占 め る 西宮 高 架橋 ( 1 線 1 柱式鉄筋 コ ン ク 1) ー ト ラ ー メ ン 高

架橋) で は 、 昭和42年 に完成 し た 高架橋の512本の柱の う ち 490本が何 ら かの損傷 を 受 け 、
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品目
ム

判明
いP
M判
@
談
斗吋
4
い\
パ日
中

(差是11) 阪急電鉄の「運転再開区間 と 運転方法についてJ よ み が え る鉄路

営業 iキ ロ 1 1菊i盛時刻
言訂守百忌J 1 

運転方法の概略 運転 ダ イ ヤ

・ 1 月 18 日 普通運転

・ 1 月 23 日 急行逆転再開

• 2 月 9 日

・ 3 月 1 1 日

上 下35km/h以 F
上 下lOkm /h以 下
上 下25km/h以 下

- 西g北仁l .�R神戸方主義士 上下70km /h);ÁT
- 夙1 1 1 駅大 阪 方感土 上 下70km /h以 下

5.1 1 4 月 7 臼
5 :  18 

- 夙I I I �芦屋川駅湖 上 下30km/h以 下

{日

彩 I 2.2 I 6 月 1 日 1 ・
4 :  48 

• 6 月 1 日 券通運転 ラ ッ シ ュ 時
長mJ II!j間帯

・ 6 月 1 2 日 神戸線全通 に f'l' ぃ ダ イ ヤ 改正実施
- 朝 ラ ッ シ ュ H寺 に 通勤急行、 通勤特急、新設等

. {主計1 1 1 橋 梁

3.6 I 2 月 1 3 日 i ・
6 :  00 



却制
山「
時
@叫明司
斗叫
ム、
幻
JU
中

. jllf下f北口~門戸f[神駅間 .10km 'h以下

1 1 1  I 1.9 I 2 月 5 日 1 ・
6 :  30 

t: I I I �宝 塚 I 4.5 I 1 月 30 日
5 :  00 

伊丹線 | 塚 口 ~新 伊 丹 2.2 I 1 月 21 El 
5 :  00 

新 伊 丹~ 伊 丹 1 0.9 1 3 月 1 1 日

甲 陽線 1 1)\ 川 ~ 甲 陽 園 1 2.2 1 3 月 1 日
5 :  53 

宮~花 隈 1 1.3 1 6 月 1 El 
4 :  48 

普通 終 日
普通 ラ ッ シ ュ 時

昼間時間待
神戸線全通 に 1'1' い ダ イ ヤ改正実施

- 徐行夜 間 な し

品目
凶



特 に52本 (延長350m) は完全に横倒 し の状態 で破壊、 基礎部 も 亀裂、 折損、 破断が見 ら

れ た 。 駅舎で は三宮駅周辺で “ 三宮の シ ン ボル " と 言わ れた神戸販急 ピ ル ( 阪急会館) が、

上層 階 に 大 き な被害 を 受 け全面撤去せざる を 得 な く な っ た。 伊丹駅 も 駅付 近 の 高架橋が約

440m に 渡 り 被害 を 受 け た 。 柱135本が損壊 し 、 う ち 駅部84本が完全 に破壊 し た た め 、 3

階の軌道 階 に 停車 し て い た 2 編成の車両 と も ど も 、 全面撤去 を 余儀 な く さ れ た 。

当 日 午前 9 時30分に 、 本社内 に常務取締役鉄道本部長 を 本部長 と す る 「兵庫県南部地震

対策本部J を 設置、 全社揚げて未曾有の被害 を 受 け た鉄道の復旧 に 乗 り 出 し た 。

阪神電鉄は 「神戸地下線 を 濁水が満 た し た 昭和 1 3年 の 板神 大水害、 停車場22 ヵ 所 と 車両

99台が焼損 し た ほ か、 全線に 渡 っ て軌道、 車両基地 な どが焼失 し た 昭和20年の 空襲 に よ る

被災、 高潮 に よ り 全線路の 3 分の 1 が浸水 し全車両の 3 分の 2 が使用不能 に な っ た 昭和 25

年の ジ ェ ー ン 台風 に よ る 被害 な ど、 会社の 浮沈 に 関 わ る よ う な 大災害 に遭遇 し た が、 今 回

の被害は過去 の そ れ ら を 上 回 る 非常 に 大 き な も の で あ っ た J (注 1 ) だ け に 、 阪神 間 の 鉄

道路線 の 中 で最大の被害 を 受 け た 。

高架橋、 車両基地、 軌道設備 や車両126両の全半壊 な ど広範聞 に 及 ん だが、 被害の も っ

と も 大 き か っ た の は御影~西灘 間 だ、 っ た。 架道橋が 8 ヵ 所で落下 し 、 高架橋が約 2 km の

全区 間 で崩壊 ま た は損傷 し た 。 高架橋 を 支 え る 657本の柱の う ち 355本の コ ン ク リ ー ト がせ

ん 断破壊 さ れ、 主鉄筋が柱 の 断面外 に 湾 曲 ・ 突 出 し 、 柱上部 と 下 部 の 心が 2 � 3 m も ズ

レ て梁、 ス ラ ブが落 ち 込 む な ど、 致命的 な 被害 を 受 け た 。 線路 も ほ と ん どの 区 間 で軌 き ょ

う が飴の よ う に 曲 が り 、 溶下 し た架道橋で は梯子状に な っ た。 ま た 、 西灘駅東の 船寺 陸橋

~阪神 国 道 陸橋 と 石屋 川 駅付近 の 中 道 陸橋~東明陸橋の土留擁壁が、 そ れぞ れ40m、 270

m に 渡 っ て 倒壊、 傾斜 し 、 擁壁の 一部がせん 断被壊 し 、 盛 土上 に あ っ た プ ラ ッ ト ホ ー ム

や駅舎に 大 き な被害 を 与 え た 。 石屋川 駅付近では留置線 に あ っ た 36両の車両が転落、 転関

し た 。

震災直後、 鉄道事業本部が被災施設の復旧 に あ た っ たが、 1 月 初 日 、 本部内 に 阪神大震

災復旧 部が設置 さ れ、 復!日 に全力 を 投入 し た。

山 陽電鉄は、 明石の西方 は軽微だ、 っ た が、 東}j に 大 き な被害が出 た 。 停車場で本線42駅

の う ち 20駅で被害が出 た が、 特 に 板宿、 UJ 楊須磨、 山 陽塩屋の 3 1釈がひ どか っ た。 板宿駅

は ホ ー ム が沈下傾斜 し、 舗装の縁端笠石 ブ ロ ッ ク が崩 落、 駅舎な どが倒壊 し て駅設備 は使

用 不能 と な っ た 。 飽 の 2 駅 も ホ ー ム が高 さ 4 � 5 m の 盛土路盤上 に あ り 、 そ の 上 に 石積

み ま た は RC ス ラ ブ式の ホ ー ム が建て ら れて い た た め 、 路盤が沈下、 側方流動 を 起 こ し て

崩壊、 ホ ー ム は 1O�50cm 沈下 し 上屋 が倒壊、 駅舎 な どが壊 れ た 。 軌道 も 商代~須磨寺で

線路内 に倒壊、 ま た は倒壊 し そ う な 家屋が各所 に 見 ら れ た が、 須磨寺~塩屋の架道橋、 橋

梁 の 前後で路離 の 陥没 に よ り 60�110cm も 軌道が沈 下 し 、 継 日 部 の 関 口 も 12 ヵ 所 あ る な

ど、 全区 間 で、軌道狂いが発生 し た 。

神 戸電鉄で も 広範 囲 に被害が 出 た が、 有馬娘の被害が大 き か っ た 。 湊J 1 1 � 長 田 で石積み ・
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阪神電鉄の 「地震後の運転再開状況」 よ み が え る鉄路

変更 日 反 間 ダ イ ヤ の 内務

梅田駅~ 甲 子 園駅 始発 よ り 急、行， 誇通12分間隔
1 月 18 日

* 西大阪線全線 17 : 30 よ り 普通24分間隔

1 月 19 日 梅m駅~甲 子病患代 ラ ッ シ ュ 時 に準急、運転、

1 月 24 日 梅問駅~ 甲子関駅 午前 ラ ッ シ ュ 時に上 り 区 間急行， 下 り 特急運転

梅田駅~青木駅 急行， 、持通12分!間隔， さ ら に ラ ッ シ ュ 時は特急， 準急

1 }J 26 日 * 商火阪線 幸子j盈18�24分間隔

* 武庫川線 普通16�20分間隔

梅 問駅~青木釈 昼間待 も 特急、運転
2 月 1 H 

三宮駅~高速神戸駅 単線， 普通20分間隔

梅田駅~青木駅 変更な し

2 月 6 H i12釈~新開地駅 後線， 普通 6 �1O分間隔

* 丙大阪線 普一通17分伺隔

梅間駅~御影高R 急行， 普通12分部隔， さ ら に ラ ッ シ ュ 時 は特急、 ( ヒ り 芦屋，

2 月 11 El 下 り 青木駅~梅出馬0 ， 準;tf-t、

三宮駅~新開地駅 変更な し

梅田駅~御影駅 変更な し
2 月 20 日

宕尾駅~新開地駅 幸子通 8 �10分間隔

梅 RJ駅�í，主1I彩駅 特急、は御影駅~梅田駅に変更
3 月 1 H 

凶灘駅~新開池駅 普通 8 �10分間隔

4 月 9 日 本線， 丙大阪線， 武庫川 線 は ほ ぼ震災前 ダ イ ヤ に変更

4 月 17 日 梅{汀駅~御影駅 午 前 ラ ッ シ ュ 時 に 反 問急行を 願次運転

6 月 26 日 梅田駅~新開地釈 平 日 、 休 B 、 土畷 ダ イ ヤ を 設定 し て ダ イ ヤ改正

8 月 1 3 1J 機田駅 上記 ダ イ ヤ を 須磨浦公園駅 ま で乗 り 入れ~須磨浦公関駅

(表12)

* 西大阪線， 武庫J l I線は変更の と き のみ記載
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「開通状況図j よ み が え る鉄路

[桔)一両 国 同 開 両 極一関 陣|

(注) ( ) 内は不通 u数
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一
線
一
阪
υ一
大
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///
剛
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(表13- 1 ) 山陽電鉄の 「震災後の鉄道開通の推移」 よ み が え る鉄路

月 日 時 出j

月 18 日 18 : 30 

1 fj 19 口 初発

1 月 23 Fl 
l 月 27 日 1 7 :  15  

I 1 月 28 H 初発

1 月 30 [1 1 8 : 00 

1 月 31 11 初発

2 月 11 日 8 : 00 

2 月 20 1 1 初発

2 }] 21 l:J 初発

2 月 27 日 初発

3 月 1 0 LJ 1 7 : 00 

3 月 13 H 初発

3 月 24 日 : 初J発

I 3 月 27 [1 初発

4 月 9 U 初発

4 月 10 U 初発

4 月 18 H 初発
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鉄道開通区間

明石~姫路
飾磨~総干

明石~姫路

霞 ケ 丘~明石

i竜の茶屋~
後 ヶ 「王

i竜の茶屋~
姫路

東須磨~
須磨守

板宿~東須磨

須磨寺~須磨

須磨~
須磨浦公開

運転状況 振替輸送区間

普通列車のみ30分間隔
上 下26本

tZE通列車のみ15�20分
間隔で運転
上 F146本
霞 ケ lí:�ll月七 [lJj

30分間隔 tT22本 JR 
十
i 霞

一一
ケ
一

Iî:�明 石30分 間
須磨~明石

繍 ・ 明正l �姫路 15� 
20分間隔 146本

I 30分間橋 上下124: ]R 
神戸~明石

特急、 は滝の茶犀 ~妓路
fM1 15�20分潤陥
普通は霞 ケ I王~姫路間 i
15�20分間隔 JR 
特急、 上 下135本 神戸~垂水
務j盈 上下1604三

普通列車のみ15�20分
JR 

潤F踊
i難~章一水

上 下 1 :)2本
神戸 市常地下
欽 振替開始
板宿�ì奈川 公
関 隠一

普通列車のみ12�20分
間隔
1-. f-1 52:.!\( 

jR 
タ， イシ

神戸~垂水

明 石~高 砂 問 に S 特
急、 2 本運転

板宿~須燦j志公園間普
通事リ '1"-
12�20分間隔
上下1524:

代替パ ス 輸送 {鵡 考

遂行な し

東秀:水~西代間
6 : 30�20 : 00 
30分間隔で遂行
所要60分
281.下復

8 :  00�18 : 00 
30分間隔 で運行
所要60分

i 19往復

丙代~季;J<.問
7 : 00�19 : 00 
30分間隔
所要�60分
231主後

須磨寺~垂水間
6 : 35�22 : 00 
15�20分間隔
所要:)0分
49往復 fï;柊パ ス 遂行総
須磨浦公開~雫 果
ノ1<.澗 l 汀 31 E3 � 6 月
6 :  35�22 : 00 15 fl 
15�20分間隔 136 日 間
所要30分 輸送人気
49往復 40， 368人



(表13- 2 ) 山陽電鉄の 「震災後の鉄道弱通の推移」 よ み が え る鉄路

月 日 時 間 鉄道開通区間 運転状況

6 月 16 日 初 発 須磨浦公閤 板宿~姫路間， 飾磨~

特急 上下1 35本
S 特急 上下10本
替通 f二下3302ド

6 月 18 臼 初 発 西代~板宿 U I 陽全線開通 ダ イ ヤ
(高i室長 田 改正

~西代) 特急、 と下135本
S 特急 上 下10本
普通 上 下3:)5本
神戸高速東西線

高速長田~西代開通
6 月 22 日 初発 単線運転で特急E転乗 り

入れ

8 月 13 Fl 初発 神戸高速東一阿 高速全線開通 ダ イ ヤ
島忠 改言ミ
高j室長田 特急 上 下137本

~新開地 S 特急 ヒ下16本
野通 上下358本
相互直通運転 再開

(図12) r復!日状況路線図」 よ み が え る鉄路

粟生
ノノ? に

リ々!s 
\、 \

振替輸送区間 代替パ ス 輸送 4結 考
]R 代替パ ス 輸送 中 遂行本数
神戸~須磨 j上

]R 線 振 替 中

神戸市営地 ド
鉄線振替中 止

代子宇ノfス
1 汀 1 9 ト1� 2 J) 1 7  1I 

5 ， 181往復

i 振替輸送結果
]R 線
1 月 23 日 �6 月 21
日

150 11 間
輸 送 人 員
266， 629人

神 戸市営地 下鉄
線
2 月 27 日 �6 月 21
B 

1 15 日 間
輸送人員

12， 300人
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擁壁 の 崩 壊 に よ り 2 ヵ 所で線路 上 に民家が倒壊、 会 下 山 踏切道付近で は寺院の倒壊に よ り

軌道が完全に埋没 し た し 、 土留壁の崩壊 に よ り 軌 き ょ う だ け の梯子状態 に な る 箇所 も あ っ

。た

神戸 高速鉄道 は 、 1960年代 に 建 設 さ れ、 全線7. 2km の う ち 6. 6km が ト ン ネ ル と い う 路

線 を 持 っ て い る O 被害 は 高速長 田 ~新開地 に 集 中 し、 特 に大 関駅で は 中 間柱35本の う ち 31

本が完全 に破壊 し 、 残 っ た 4 本 も 破壊寸前 に な る な ど駅全体が大 き く 被災 し た 。 そ の結果、

駅の真上 を 走 る 国道が大 き く 陥没 し た 。 高速長田 駅で も 中 間柱41本の う ち 16本が破損 し た

が、 西代~新 開 地2， 650m で は 、 先 の 2 駅の柱 を 除い た 中 間柱総数810本の う ち 311本が破

損 し た 。

神戸市営地下鉄では市街地 開 削 ト ン ネ ル9. 1km の う ち 三宮、 k沢、 新長 田 駅周 辺約1 . 4

km で コ ン ク リ ー ト 中柱 の損壊が集 中 し た。 被 災 中 柱 は457本 で、 板宿~新神 戸 の 中 柱 の

総本数の 10% を 超 え た。 耐震性に優れて い る と 思 わ れ て い た地下構造物 に被害が出 た こ と

は、 今 ま で に な か っ た こ と だ け に 大 き な 話題 を 呼ん だ0 ・方、 神 戸新交通で は ポ ー ト ア イ

ラ ン ド線、 六 甲 ア イ ラ ン ド線 と も 大 き な被害に見舞われた。 ポ ー ト ア イ ラ ン ド線では神戸

新開会 館前 か ら 貿易 セ ン タ ー ピ ル ま で の 国 道 2 号線 上 (約700m) の コ ン ク リ ー ト 橋脚 の

大半が座屈破壊 し 、 桁が半落下 し た と こ ろ も あ っ た 。 貿 易 セ ン タ ー 南側 で は 2 径関 連続桁

の 自 由 支点側 で脱沓 し て 宙づ り に な り 、 明 治 ・ 大正時代 に築かれた護岸の上 に 建 て ら れ た

新港第 4 突堤部で は 、 地盤変動 に よ り 線路部 の 12本の橋が西側へ傾斜、 駅舎 を 含め構造物

全体が傾 き 、 ポ ー ト タ ー ミ ナ ル釈で も 駅舎全体が傾斜 し た 。 六 甲 ア イ ラ ン ド 総 で は 、 住吉

駅で軌道桁が、 六 甲 大橋南側 で上 り 糠の軌道桁が、 と も に 落橋 し た 。

[30 日 に は JR 山陽線が全線復!日 i

復旧 は 着 々 進 ん だ。 18 日 に は ]R 西 日 本が山 陽線姫路~西明石、 福 知 山 線尼崎~塚 口 を 、

阪急電鉄が神戸線梅田 ~西宮北 口 、 宝塚線池田 ~雲雀丘花屋敷、 阪神電鉄が梅 田 ~ 甲 子 園

を復旧、 山 陽電鉄 も 明石以西 を 、 神戸市営地下鉄が板病以北 を 、 北神急行 は 全線 を 開 通 さ

せた。

19 日 に は ]R 東海道線が大阪か ら 甲 子 関 口 ま で を 結 び、 福 知 山 線 も 宝塚~広 野 で運転 を

再 開 、 阪急宝塚線は 全線 を 開 通 さ せ た 。 神戸電鉄 も 鈴蘭台以南 と 有馬 口 ~有馬温泉 を 除 く

全線で運行 を 再 開 さ せた。

20 8 に な り ]R 新幹線が新大阪 ま で を 再 開 。 不通 は新大阪~姫路 だ け 。

21 日 に は福知 山 線が全面開通、 阪急伊丹線 も 塚 口 ~新伊丹 を 結 ん だ。

23 日 に は ]R 西 日 本が西か ら の 開 通 区 間 を 須磨 ま で延 ば し 、 阪急 も 今津総今津~ 門戸厄

神 を 繋 ぐ な ど、 復 旧 は予想以上の速 さ で進んだ。

25 日 に は ]R 東海道線が甲 子 園 口 か ら 芦屋 ま で を 開 通。

26 日 に 阪神 が開 通 区 間 を 青木 ま で延 ば し 、 大阪か ら 初 め て神戸市内 に鉄道が通 じ た 。 同
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じ 目 、 阪神武庫川 線 も 復旧。 27 日 に は 山 陽電鉄滝の 茶屋 ~ 山 陽 明石、 30 日 に は ]R 須磨~

神戸が開 通 し 、 山 陽線 は よ う や く 全線復旧 し た 。 阪急今津線仁川 ~宝塚 も 開通 し た 。

[代替パ ス が走 っ た }

震災霞後か ら 、 代替交通が検討、 実施 さ れた 。 ま ずパ ス が17�19 日 に ]R 西 日 本東海道 ・

福 知 山 ・ 山 陽の 各線、 阪急宝塚 ・ 今津 ・ 伊丹線、 神戸電鉄有馬線の不通区 間 に代替パ ス が

運行 さ れた。

]R 福 知 山識は17 日 の み 、 東 海道 ・ 山 陽線の運行 は 18 日 の み。 阪急宝塚 線 は 19 日 に 開 通

し 、 今津線は道路が通行止め に な っ た た め18 日 運行のみ。 伊丹線は21 日 に塚口駅~新伊丹

駅の運行が再 開 し た た め 、 区 間 を 新伊丹駅~伊丹駅間 に 短縮、 神戸電鉄 の み 20 日 以降 も 運

行 を 続 け た 。

急務だ っ た 大阪~神 戸 聞 の代替パ ス は 、 国道 2 号線が開通 し た 23 日 か ら 同 国道や 山 手幹

線 を 使 っ て 実施 さ れた 。 ]R 西 日 本 は 三宮駅~ 甲 子 園 口駅、 阪急、 は 三宮 駅~西宮北 口 駅、

阪神 は三宮駅~ 甲 子園駅で、 パ ス の前面 に 「代替パ ス 輸送車j の ス テ ッ カ ー を 張 り 、 停留

所 に は も よ り の 駅名 を 表示 し た。 運賃 は ]R、 阪急、 阪神 の 乗車 区 間 の 定期 券、 回 数券 の

所持者 は 、 いずれのパス に も 乗車で き る こ と と し、 一般の利用者は、 乗車区 開 の切符 を 購

入 し て乗車 し た 。 初 日 早朝の運行は比較的順調 だ、 っ たが、 2 号線の大渋滞が始 ま っ た 午後

( 一表14) ["震災直後の代替パス の実施状況j よ み が え る鉄路

日 付 代替民間 遂行待問等

1 . 17 ]R 凶 日 本福知山線 篠山口発12 : l () 1 往復篠111 口駅~京都駅 京 都 党17 : 15 
1 . 18 阪急、宝塚線 6 : 36�21 : 20 

宝塚駅~川西能勢口駅 往17回， 復131H1

阪急、伊丹線 6 : 30�22 : 30 
伊丹駅~塚口駅 往33同， 復32回

阪急今津線 6 : 36�12 : 05 
宝塚駅~河宮北口駅 役111IT/ ， 復11同

]R 西 日 本東海道線 ・ 姫路発9 : 00
山陽線
姫路駅~大阪釈
]R 西 日本ilj湯線
平日気駅~松生釈 3 Úで対応
有ijõ駅~相生駅 2 Úで対応
有fド駅~姫路駅 2 台で対応

1 . 19 阪急伊丹総 6 : 40�22 : 00 
伊丹駅~坂口駅 主主90[凶 ， 復92同

神鉄千i泌総 15 : 00�24 : 00 
有馬口駅~有馬温泉駅 30分ヘ ッ ド
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(表15) I阪神間代替パスの実施状況J ( 1 月 28 1l 時点) よ み が え る鉄路

ノ ン ス ト ッ プf史 各観�停車使

阪急、 ]R同行本 阪神電鉄 阪急、 ]R河IJ本 阪神電鉄

路線 阿宮北口 芦屋 青木 丙1ヰ北口 芦原 青木
�43号 � 2 号 �43 号 � 2 号 � 2 号 � 2 ぢト
--- 2 "0 �43号 � 2 号 �III千幹線 ~山下幹線 �---:: 'fÇ 
��1f_f コ:_1 --- 2 0' 宵 � 2 サ � 2 号

~ー ノ 符 ム abfT ~二i ノ 宮

キ ロ 1P 17. 0km 12. 7km 9. 0km 18. 0km 13. 5km 9. 0km 

運転間隔 ( 日 安) 3 分 ; J。 ノ7J、 3 ノ)]、 10分 ひ ノノ、J 10分
10分 5 5 犬J、 10分 20主士 10分 10分

便数 ; 約165使 約430使 約3401更 : 約1 10使 j 約1 60使 iヲ190使

台数 55雨 601河 27l<1iJ 35雨 231M I 14両

; 所要時間 (見込み) 80分 60分 40分 110分 80分 60分

O 

(注) 運転向 阪 の械の上段は7 : 00�9 ・ 00、 18 : 00�21 : 00 を 、 下手交 は そ れ以外の時間帝を
表す。

に な る と 運行時 間 は ]R、 阪急が約 2 時 間、 坂神 は 3 、 4 時 間 に な っ た。 そ ん な 中 で初 日

の運行使数、 乗客数は 3 社合わせて486使、 32， 020人で あ っ た 。

]R 西 日 本は25 8 か ら 東海道線が芦屋 ま で 開通 し た こ と を 受 け て 、 代替パ ス の 運行 区 間

を 芦屋駅~三宮駅に 、 阪神電鉄 も 青木 ま で の 開 通 に よ り 青木駅~三宮駅に変更 し た。 ま た 、

28 日 か ら 国道43号線が開通、 西宮~岩屋 にパ ス 専用 レ ー ン が設 け ら れ、 従来の路線に加 え 、

新た に43号線経由 の ノ ン ス ト ッ プ シ ャ ト ルパ ス が運行 さ れた。

西側 か ら の代替パ ス は、 ]R 西 日 本が30 日 に ]R IJI 陽線須磨~神戸が開通 し た こ と か ら 神

戸駅~三宮釈 を 、 阪急電鉄 も 高速神戸駅~三宮駅でそ れぞれ運行 を 始 め た 。 3 1 日 か ら は 、

(凶13) I板神間代替パス運行経路」 よ み が え る鉄路
i'L 仔IJ

H・H・.. 作車t十/ '/(I民

阪急、神} ， 線

ド円
(
ヒ
l

JV'h
!イ11l

噌由時和司和 鉄道イ'ì!!í lメ rilI
""'"碩�担個

メl ，Hl J l 1

パ ス呼!日 レ ー ン設定 ( I 1 . 5 km)
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山 陽電鉄が不通 に な っ て い た東垂水駅~西代駅に代替パ ス を 走 ら せ た 。 ま た神戸新交通 も 、

24 1::1 か ら ボー ト ラ イ ナ ー 、 六 甲 ラ イ ナ ー の代替パス の 運行 を 開始 し た。 ポ ー ト ラ イ ナ … は

神戸税関前~市民病院前 駅、 六 甲 ラ イ ナ ー は御影本町 3 丁 目 剣菱酒造前 ~ ア イ ラ ン ド北 口

駅で、 運賃 は 乗車 ご と の 運賃 と し 、 ラ イ ナ ー の 定期券、 回数券は払い戻 し を し た。 そ の後、

代替パ ス の み 利用 で き る 定期券、 回 数券 を 発行 し た 。

阪神 間 の代替パス は、 最盛期 に は 1 日 4， 000便、 約23万 人の乗客 を 運 び、 鉄道の完全復

旧 ま で、 累計で利用 者 は 1， 453万 人 に 達 し 、 震 災復興、 市民の生活維持 に 大 き な役割 を 果

た し た 。

{迂罰jレー ト も利用 さ れ た }

残 さ れ た 路線で大阪~姫路 を 繋 げ な い か-JR 西 日 本 は 迂 回 を 希望す る 乗客 に迂 回 乗 車

の取 り 扱い を す る こ と を 決め 、 23 日 か ら 福知 山 ~ 山 陰~播恒線、 福 知 山 ~加古川線の 2 ル

ー ト を 設 け 、 姫路 と 大阪 ・ 新大阪 を 結 ん だ。 混雑 に 備 え 山 陰~播但総ル ー ト に新大阪か ら

姫路 ま で 1 日 1 往復の 直通快速 を 走 ら せた 。 播但線姫路~和 田 山 に は ノ ン ス ト ッ プ快速 を

運行 し 、 和 田 山駅で特急、 急行 に接続 さ せた 。 同 駅 と 、 加 rtî川 線 と の接続駅の谷川駅に は、

すべて の特急が臨時停車 し た。 不 通 区 間 の乗車券 を 持つ乗客は迂出 ル ー ト に 乗 車で き る し 、

急行 と 特急 も 自 由 席 は 無料で利用 出 来 た 。 た だ し 三 目 、 粟生駅以外は 途 中 下車は 出 来 な か

っ た。

2 月 1 日 、 阪神電鉄 ・ 神戸高速が地下総内 に 残 さ れた車両 を 利用 し て 阪神 三百~高速神

(凶14) r迂図ルー ト j よ み が え る鉄路

①福知山線~山陰:線~播{旦線ルー ト
� 福知山線~加古川線ノレ ー ト
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(関15) r迂回乗車の案内」 よみか、え る鉄路

d竜 JR西日本からのお知らせ

録車券舗のお取掻い

田園田一 う 留経路 ……… 鉄道不通区間

・平通区間を富む畢車審をお持ちのお曹樺Ii:、上陸の車患の経路をう臨して量車することがで曹ますe
※ う感量車中に量q，下車はできません。(三原娘、車生駅を除きます。)
@ う飽量車中は、特車列車専の富由揮がご科用できます。この場昔、特車料金、普通量行料金は必聾畠りません。
※ただし、京都~新士盟縄互関で特車列車噂(新幹線および在来櫨)をご科南になる場舎は除きます。
.東海道・山簿斬幹線の特車暑の聾亮については、輯大飯~姫路隠を通過してご利用になる場合、止の1>%
のうち畦顕となる方量で艶轄します。
工不畢区間{軍部・軒大阪~蟻路)前韓のご利用区間(2区関)のそれぞれの特量料壷の吉計額。
Z不聾区間(京都・新大顕~緩路)査官晶た新幹線の童利用謀略の特車料金。 (ただし檀障環始聾に
特車料金の払い直しをされないことを量件に聾発いたします。)

・ う閤遭転の蹟詩寝台特車列車をご利用の暗合11、列車の轟転経路にかかわらす〈車海道・出樽本韓緩由の軍
費・料金でご量車できます。
※上It聾車普舗の取揖いについては、櫨旧誼現によ相藍わる場合が晶りますL
こ'利用の際l立、眠.Ti S(路行也ンヲー)111び兵車畢甫部地震JR商E本テレホンセンヲーでおたずねください。

戸 を 単線で結 び、 間側 か ら 三宮 ま で初の鉄道輸送がi確保 さ れた。 5 日 に は阪急門戸厄神 ~

仁川 が繋が り 今津線の全線が開通、 6 日 に は 高速神戸花隈~新開地が、 7 日 に は神戸電鉄

長田 ~鈴蘭台が運転再 開 し た が、 残 る 不通 区 間 は ト ン ネ ル損傷 な どで長ヲ i く 見 込み と な っ

た。 8 日 に は ]R 東海道線芦屋~住吉、 1 1 日 に は 阪神青木~御影、 13 日 は i夜急神戸線御影

~王子公閣が開通。 15 日 に は ]R 和 田 岬線が動 き 出 し、 16 日 に は神戸市営地下鉄が途 中 の

新長田 、 上沢、 三宮の 3 駅を 通過 し 自i は徐行運転 と い う 形で板指~新神戸 を 開通、 全線

を !日 に戻 し た 。 20 日 に な る と ]R 東海道線灘~神戸、 阪神岩屋~三宮が開通。 ]R 住吉~灘、

販神電鉄御影~岩屋 は依然不通だ、 っ た が、 こ の 区 間 を 並行 し て走 り 出 し た 阪急御影~王子

公園の駅に 歩 い て 乗 り 継げば、 震災後、 初 め て 鉄道 の み で大阪~神戸 を 往復す る こ と が可

能 に な っ た 。 こ の 結 果、 ]R、 販急、 阪神 の 3 社 い ず れ か の 定期 券、 回 数券 を 持つ 人 は 、

どの線で も 乗 り 継い で、利用 出 来 る こ と に な っ た。 21 自 に は 山 陽電鉄須磨~須磨寺が開通。

3 月 1 日 に は 阪急が中 陽線、 1 1 日 に 伊丹線新伊丹~伊丹、 13 日 に は神戸線王子公冨� 三

宮が運転再開 。 阪神 も 1 日 に 酉瀧~岩屋 を 、 山 陽電鉄 も 24 日 に 板宿 ~ 東須磨が、 3 ] 日 に は

神戸電鉄 も 有馬 口 ~有馬 を そ れぞれ再 開 さ せた 。 代替パ ス の 路線が変更、 短縮 さ れ る 中 、

624 第九章@都市イ ン フ ラ



4 月 に 入 る と 1 日 に ]R 住吉~灘が開通、 大阪~神戸が鉄道 で直結 し た 。 震 災後、 75 日 B

で あ っ た 。

]R 西 日 本の代替パ ス は 3 月 末で運行 を 終 え た が、 そ の 問、 13万使、 約 7 1 5万 人 を 運 ん だ0

9 日 に は 山 陽電鉄須磨寺~ 山 陽須磨、 18 日 に 山 陽須磨~須磨浦公菌が開通 し た。

i つ い に 全線護18 ]

6 月 1 日 に は 阪急が岡本~御影、 12 日 に 西宮北口 ~夙川 を 復旧 さ せ、 震 災 か ら 146 日 目

で全線が開 通 し た。 26 日 に は 阪神が最後の不通区 間御影~西灘 を 復旧 さ せ全線開通。 こ れ

で震災発生後160 日 目 で 阪神 間 の 鉄道 3 線が完全復旧 し た。 一方、 山 陽電鉄 も 16 日 に 須磨

浦 公 園 ~ 滝 の 茶屋、 18 日 に 西代 ~板宿 で運転 を 再 開 、 152 日 目 に 、 神 戸 電鉄 も 22 臼 に 長 田

~湊} I [ を 結 び、 震災か ら 156 臼 白 で、 そ れぞれ全線 を 復旧 さ せ た。 神 戸 高 速 も 、 こ の 日 、

商代~ 高 速長 田 、 22 日 に 湊J I I �新開地 を 開通 さ せた 。

神戸新交通 は 6 月 5 日 ま で に 島 内 の運行 を 始 め て い た が、 7 月 初 日 、 六 甲 ア イ ラ ン ド線

が魚崎 ま で を 開通 さ せて 販神電鉄 と 結 び、 ポ ー ト ア イ ラ ン ド線 も 31 日 に 三宮 ま で連絡、 す

べ て 開 通 し た 。 8 月 13 日 に は、 神戸高速が駅施設の被害の大 き い大関駅を 通過す る 形で高

速長田~新開地 を 繋 ぎ、 23 日 に は神戸新交通の魚崎~住吉が復旧、 こ の 開 通 に よ り 阪神 間

の鉄道 は 2 18 白 日 で、震災前 の 姿 に戻 っ た 。 な お 、 神戸高速の大関駅が営業 を 再 開 し た の は、

震災か ら 丸 1 年後の1996年 1 月 17 日 であ っ た 。

な お 、 神戸か ら ボ ー ト ア イ ラ ン ドや大阪 ・ 明石への旅客用 の臨時船便が就航 し 、 大い に

役 立 つ た 。

(注 1 ) r よ みがえ る鉄路」 阪神 ・ 淡路大震災鉄道復興記録編纂委員会 1996年 5 月

(表16- 1 ) r阪神 ・ 淡路大震災下の臨時旅客航路開設状況」 阪神 ・ 淡路大震災ー兵庫県の 1 年の記録

航 路 運航事業者 運航期間
神戸 ( メ リ ケ ンパー ク ) 早駒運輸体制 1 月 19 臼

~神戸 (KCAT) � 2 月 28 日

神戸 ( メ リ ケ ンパー ク ) 神戸観光汽船側 1 月 20 日
~ 神戸 (ボー ト ア イ ラ ン � 5 月 18 汁

ド北公園)
青史
旅 神戸 (中突堤) 神戸一観光汽船側 1 J4 20 日

~ 神戸 (ボー ト ア イ ラ ン � 5 月初 日
客 ドjヒ公園)
骨古

科IJ:î ハーパー ラ ン ド) 共同汽船側 1 月 20 日
~ 大阪 (天保L11) � 3 月 31 日

1119 
1/21 
1/29�2/8 
1!20�24 
1 /26�28 
2/ l�3 
3/1 �5/18 
l/20�24 
1/26�28 
2/7�10 
2/13�17 
2/20�23 
2/27�28 
4/29�5/26 
1/20 
1/23�3/31 

運 航 便 数
211更、 1/20 3使

4. 5使、 1/22�28 5. 5使
5使、 2/9�2/28 4. 51更
6使、 1/27 7便
8使、 1/29�31 1 1使

11 . 5使、 2/4�28 1 1便
6{1史
61更、 1 125 7使
8使、 1I29�2ノ 6 1 1 イ史

1 1 . 5使、 2/1 1�12 1H更
11 . 5使、 2/18�19 11使
11 . 5使、 2/24�26 11便
11 . 5使、 311�4/28 611更

M更
3使、 1/21�22 9便
12使
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(ま"<:16- 2 )  r阪神 ・ 淡路大震災下の臨時旅客航路開設状況」 阪神 ・ 淡路大震災 兵庫県の 1 年の記録

航 路 1 運航事業者 ;室航期i笥 運 航 便 数

神戸 (ハーバー ラ ン ド) 徳島高速船掬 1 月 20 日 1/20 2使、 1/21 -22
~ 大阪 (天保111 ) - 3 月 31 1 1 1/23-3/31 4�史

! 姫路 家島汽船掬 l 月 21 日 11史
~ 神戸(メ リ ケ ンパー ク - 2fJ 5 日 :

大阪 (天保 1 11 ) ! 大阪水 土パス鮒 1 月 21l:1 ]/21-28 l使
~ 神戸(ハーパー ラ ン ド) - 2 月 26 臼 1/29-2/26 2�更

神戸 ( メ リ ケ ンパー ク ) 淡路フ ェ リ ーボ l 月 22 日 1122 4使
~ 明石 ト側 - 1 月 30 日 1/23-1/30 4. 5使

神戸 ( メ リ ケ ンパー ク ) 明!i :'�毎自史フ ェ リ I 1 月 22 8 1/22 4使、 1123-1130
~ 明石 …側 - 1 月 31 日 1/31 3使

姫路 境が浜マ リ ン ア 1 ri 23 [! 2使
~ 大阪 (天保山) ン ド ク ルーズ日*l - 2 月 21 日

l高松 加藤汽船側 1 月 23 EI 1 /23-2/19 21'更
~ 神戸 ( メ リ ケ ンパー ク ) - 2 ) J 28 日 2 /20-2/28 11便

神戸 ( メ リ ケ ンパー ク ) - 徳島高速船側 1 月 24 LI (徳島~西宮) 1 24-25 
西宮 (今津) ~ 徳島 - 3 )J 31 口 1/26-

青史 (神戸~商官) 1/24-25
旅 1/26-2ノ26

2ノ 27-3/31
王手
骨骨 神戸 (KCAT) J毎 kア ク セス 体制 1 JJ 24 日 1/24-2/1 6使

~ 大阪 (天保l!J) - 4 月 21 日 2 /2-4/21 6. 5使

神rî ( メ リ ケ ンパー ク ) J悉i炎聯絡汽船側 1 月 26 日 41'更
~ 明石 - 1 月初 日

;京;烏 ~ 岩屋 燃J河j炎路ラ イ ン 1 月 26 口 21吏
~ 神}i ( メ リ ケ ンパー ク ) - 2 )']5 日 I

神戸 ( メ リ ケ ンパーク ) 浜中興業側 1 FJ 26 口 使数不詳
~ 大阪 (天保山) - 3 月 31 日

神戸(六甲ア イ ラ ン ド北公伺) 側宇中}î ヨ ッ ト 1 月 28 日 2使
~ 大阪 (弁天埠頭) - 2 月 4 R 

十申Jî (ハーパー ラ ン ド) 関fILî急行 フ コ リ 1 月 29 R I 21更
~大阪 (南港) 一側 - 3 月 24 1 J

神戸 ( メ リ ケ ンパー ク ) 淡路迷絡汽船側 1 月 31 日 11史
~大阪 (南港)

神}T (六甲 ア イ ラ ン ド北公園) I 早駒運輸関 5 Jl 22 日 18. 51'更
~ 神戸 (住吉物揚場)

神戸 (KCAT)
フ - r苅丙凶際空港
コニ

I Y 淡路 (城)
~ 泉大津
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- 7 月 19 日
関空カ ー ゴア ク 1 月間 l l お-2/19 4使
セス体制 - 8 月 31 R I 2/20-8/31 5使

淡路フ ェ リ ーボ 3 月 21 日 J 3 21~5 11'更
ー ト側 - 5 月 25 日 5/10-5/25 2flJ! 

3使

5使

0. 5便
1使

5. 5使 l
61'史
31'更



(表17- 1 ) r事業者別 ・ 線別の開通区間および開通 日 時j よ み が え る鉄路

事業者名 線名 区 河

]R 西 日 本 山陽新幹線 新大阪~姫路
山陽新幹線 姫路~岡山
山陽新幹線 凋 LlJ�t専多
東海道線 米原~京都
東海道線 京都~高槻
東海道線 高槻~大阪
東海道線 大阪~尼崎
東海道線 Jt，約~叩 子関口
東海i直線 ヰl 子関口~芦屋
東海道線 芦原~住吉
東海道線 住吉~灘
東海道線 灘~神戸
LIJ陽線 神戸~須磨
山陽線 ; 須廃~開明石
山陽線 問明li�姫路
LL!陽線 姫路~上郡
1 1 1陽線 (和田 ; 兵康~和田附i
岬線)
北陸線 :tミ原~近江梅津
淑 [!Il線 山手4�近江梅津
福知山線 尼崎~塚口

1 福知山線 I jぷ口~宝塚
福知1 I 1線 宝塚~広野
福知山線 広野~福知rJJ
大阪環状線 大阪~弁天町~天王寺
大阪環状線 ; 天王寺~京橋~大阪
桜島線 商九条~桜島
111陰線 京都~園部
1 I1 1委線 国部~浜坂
舞鶴線 綾部~束舞鶴
小浜線 東舞鶴~敦賀
奈良線 京都~木津
片 田I線 片 町~四条畷
片 町、線 四条畷~木津
阪和線 天王寺~胤
阪和線 胤~和歌山
ヨ;J衣支線 鳳~束羽衣
隠河空港線 日根野~関官官空港
紀勢線 | 和歌山~向Il"持
草津線 柘植 草津
関 西線 亀山~奈良

! 関西線 奈良�JR 難波
桜Jj 奈良~高出
和歌山線 和歌山~五条
和歌山線 五条~王寺
加古川線 加古川~厄神
加占J I I線 【 厄村l�谷川
赤穂線 相生�1時前福河
縦新線 姫路� r.月

上月~中国勝IL!
J器但線 | 姫路~和田 Ll I

営業 km 開通日 時
91. 7 4 月 8 E3 始発
88. 6 1 月 18 日 立ム"発

447. 1 1 月 17 日 13 : 14 
67. 7 1 月 17 R 18 : 09 
21. 6 l 月 17 日 20 : 44 
21. 2 1 月 18 E3 始発
7. 7 1 月 18 日 始発
5. 2 1Jí1 9 日 始発
6. 3 1 月 25 日 始発
4. 5 2 月 8 日 始発
4. 5 4 月 1 E1 始発
4. 9 2 月 20 日 始発
7. 3 1 月 30 臼 始発
15. 5 1 月 23 日 始発
32. 0 1 月 18 H 7 : 50 
34. 8 1 月 17 日 21 ・ 1 5
2 .  7 2 月 15 fJ 始発

31. 4 1 月 17 日 17 : 47 
74. 1 1 月 17 H 18 : 20 
2. 5 1 月 18 R 台発
15. 3 1 月 21 日 始発
21. 9 1 月 19 日 14 : 49 円 1 月間 13 : 1 5 
11 . 0 ! 月 17 日 18 : 15 
10. 7 
4. 0 
34. 2 
163. 7 
26. 4 
84. 3 
41. 7 
13. 3 
32. 0 
15. 1 
46. 2 
1 . 7 
11 . 1 
74. 9 
36. 7 
74. 0 
41. 0 
29. 4 
52. 1 
32. 8 
8. 1 
45. 3 
16. 4 
50. 9 
72. 9 
65. 7 

1 Jj 17 日 13 : 25 
1 月 17 日 16 : 20 
1 月 1 7 日 12 : 35 
1 月 17 13 18 : 40 
1 月 17 日 10 ・ 50
1 )J 17 日 10 : 50 
1 H 17 日 19 : 00 
1 月 17 日 17 : 00 
1 月 17 日 20 : 00 
1 月 17 FI 1 1 : 30 
1 月 17 日 12 : 30 
1 Ji 17 日 11 ・ 42
1 月 17 日 14 : 43 
1 月 17 t:l 10 : 55 
1 月 1 7 日 1 5 : 09 
1 月 1 7 日 8 : 09 
1 月 17 [] 15 : 30 
1 月 17 日 12 : 02 
1 月 17 臼 9 : 19 
1 月 17 臼 12 : 02 
1 Jí 17 日 11 ・ 30
1 月 17 日 12 : 30 
1 月 17 日 18 : 15 
1 月 17 日 17 : 40 
1 月 17 R 10 : 40 
1 月 17 日 14 : 35 
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(表17- 2 )  r事業者別 ・ 線別の勝通区間および開通 臼 時j よ み が え る鉄路

事業者名 線名

]R 東海 東海道新幹線
東海道新幹線

]R 貨物 東 海 道 線 (神 戸 港
線)
東海道線

近畿日本鉄道 大阪線
要性波線
1，l1'i線
奈良線
東大絞線
'-È駒線
京都線
機原線
天理線
EH原本線
南大阪線

吉野線
長野線
道明寺線
御所線

京阪電気鉄道 全線

市j海電気鉄道 南海本線
高野線
潟両空港線

阪急電鉄 神戸線
神戸線
神戸線
神戸線
神戸線
神戸線
伊丹線
伊丹線
伊丹線
今津線
今津線
今津線
今津線
rr陽線
宝塚線
宝塚線
宝塚線
i王国線
京都線
主主者目線
嵐山線
千塁線
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区間
名古屋~京都
京都~新大阪
東灘信号場~神戸港

吹田信号場~大級貨物 タ
ー ミ ナル

上本町~予言生口大野
上本町~難波
河内山本~信貴山口
布施~近鉄奈良
長国~生駒
王寺~斗ゐ話相
京都~大和同大寺
大和商大卒�l雪原神官前
'F端~天理
西国Jjjí>fs:-新 王寺

[ 大板阿倍野橋~橿原神
'点前
橋原神符前~古里子
台市~河内長野
柏原~道明寺
尺土~御所

難波~和歌山市
汐見橋~極楽橋
泉佐野~関丙空港
梅田~丙筏北口

i 西宮北口~夙)1 1
夙) 1 1-河本
岡本~御影
御影~王子公関
王子公開~ て官
塚口~新伊丹
新伊丹~伊丹 (仮駅)
伊丹 (仮駅) -伊丹
今津~西宮北口
西宮北口~門戸厄神
門戸厄神~仁川 i 
UI I-宝塚
夙)1 1 -甲陽園
梅田~池田
池田~雲雀Iî:花屋敷
室主主主Ji花屋敷~宝塚
石橋~箕面
梅市~淡路
淡路~河原町
桂~嵐山
天神橋筋六了 日 ~北千 里

営業 km 開通 R H寺
147. 6 1 月 17 日 18 : 14 
39. 0 1 月 20 H 12 : 30 
3. 4 4 月 1 汀 始発

8. 7 1 月 21 H 始発

57. 3 1 月 17 El 18 : 04 
2. 0 1 月 17 日 6 : 35 
2. 8 1 月 17 13 6 : 35 

26 . 7 1 月 17 [J 6 : 55 
10. 2 1 月 17 日 16 : 39 
12. 4 1 1 JJ 17 日 6 : 55 
34. 6 1 月 17 日 7 : 00 
23. 8 1 月 1 7 日 7 : 00 
4. 5 1 月 1H l 7 : 00 
10. 1 月 17 日 7 : 18 
39. 8 l 月 17 日 6 : 48 

25. 2 1 月 17 日 6 : 48 
12. 5 l 月 1 7 1 1 6 : 48 
2. 2 1 月 17 日 11 : 00 
5. 2 1 月 17 日 11 : 00 

63. 1 1 月 1 7 1ヨ 8 : 05 
64. 2 1 月 17 El 11 : 00 
65. 1 1 月 1 7 日 1 0 : 57 
8. 8 1 月 17 lJ 14 : 50 

15. 6 1 月 1 8日 5 : 1 5  
2 .  7 6 月 12 日 まム口ダブヤじ
5. 1 4 月 7 日 始発
2. 2 6 月 1 日 合発
3. 6 2 月 13 日 自発
3. 1 3 月 13 日 始発
2. 2 1 月 21 日 始発
0. 5 3 月 11 日 始発
0. 4 未 定
1 . 6 1 月 23 日 17 : 04 1 
1. 3 1 月 23 8 6 :  30 
1 . 9 2 月 5 日 始発
4. 5 l 月 30 日 始発
2. 2 3 月 1 汀 始発
15. 9 1 月 17 日 19 : 20 
2. 3 1 月 18 日 始発
6. 4 1 月 19 日 台予告
4. 0 1 月 17 日 20 : 20 
6. 6 1 月 17 日 16 : 16 

41. 1 l 月 17 日 14 : 00 
4. 1 l fJ  17 日 14 : 15 
13. 6 1 月 17 [] 14 : 40 



(表17- 3 )  r事業者別 ・ 線別の開通区間および開通 臼 時J よ み が え る鉄路

事業者名 線名 区間
阪神電気鉄道 本総 締出~甲子医!

本線 甲子関~青木
本線 青木~御影
本線 御影~西灘
本線 商灘~岩屋
本線 岩屋~三宮
本線 三宮~元町
酒大阪線 西九条~尼i総
武庫川線 武庫川~武庫川団地前

京都市交通局 お丸線 北i1 1�竹仔!

大阪市交通向 1 号線 (街J:l主筋線) 江坂~新大阪
l 号線 ( ク ) 新大阪~中ì4t
l 号線、 ( ク ) 中ì;J!:�中百舌烏
2 号線 (谷町線) 大 H �八尾南
3 号線 ([刈つ橋線) 商梅田~住之江公療i
4 5f線 (中央線) 大阪j巷~長FH
5 号線 (二1'- 11前線) 野町阪神~蔚巽
6 -fJト線 (堺筋線) 天神橋六 JîJ �天下茶犀
7号線 (鶴見緑地線) ;京橋~鶴見緑地
市ìJiliボ… ト タ ウ ン線 中j:�\頭~住之江公園

神戸市交通局 西神延伸線 西神中央~名芥
両神線 名寄~板宿
丙神線 板宿~新長回
山手線 新長田~新神戸

神戸新交通 ポー ト ア イ ラ ン ド線 二三宮~中公閑
ボー ト ア イ ラ ン ド線 j 中公関~北埠頭
ボー ト ア イ ラ ン ド線 北J:Jjl頭~中公園
j〈甲 ア イ ラ ン ド線 住吉~魚崎
六甲ア イ ラ ン ド線 魚崎~ア イ ラ ン ド北口
六 IjJ ア イ ラ ン ド線 ア イ ラ ン ド1C口~マ リ ンパーク

大阪都市開発 泉北高速鉄道線 ri'百舌烏~光明治

北大阪急行 尚北線 千里中央~緑地公園
電鉄 I�ヨ北線 緑地公園~江坂
神戸電鉄 有馬線 湊Jl I�長田

有馬線 長田~鈴蘭台
千子馬線 鈴i菊台~有馬11
有馬線 1î潟r l�有馬温泉
二三f日未来 有馬 I J�=:rH
公関都市線 横山~フ ラ ワー タ ウ ン
粟生線 鈴蘭合~粟生

神戸高速鉄道 東凶線 商代�I高速長FH
高速長出~新開地
新開地~花隈
花j袈~三宵 (阪急)
言語速神戸~元釘 ( 1波神)

南北線 i奏} I I�新開地

営業 km 潟通灯 時
14. 4 1 月 18 日 立ム日抗ブじ

8. 5 l 月 26 日 台発
2. 5 2 月 11 汀 始発
3. 1 6 月 26 日 始発
0. 6 3 月 1 日 始発
2. 4 2 月 20 日 始発
0. 9 2 月 1 R 日発
6. 3 I 月 1 8 13 17 : 30 
1. 7 1 月 26 日 始発

11. 1 1 月 17 日 11 : 03 
2. 9 1 fl 18 1::l 23 : 10 
2. 5 1 月 17 日 19 : 20 
19. 1 1 月 17 日 14 : 40 
28. 1 1 月 17 日 14 : 00 
1 1. 4 1 月 17 日 13 : 20 
15. 5 1 月 17 日 13 : 00 
12. 6 i 1 月 17 8 12 : 25 
8. 5 1 月 17 日 11 : 15 
5. 2 1 月 17 日 11 : 15 
6. 6 1 月 1 8 日 始発
9. 4 1 月 18 日 1 5 ・ 33
4. 5 l 月 18 日 15 : 33 
1. 2 2 月 16 日 始発
7. 6 2 刃 16 日 始発
2. 8 I 7 月 31 日
2. 7 1 5 月初j

始発
始発

0. 9 ! 6 月 5 日 始発
1. 2 
2. 3 
1 . 0 

1 2. 1 

4. 0 
1 . 9 
1. 9 
5. 6 
12. 5 
2. 5 
12. 0 
2. 3 
29. 2 

0. 9 
2 . 0 
1 . 5 
1 . 3 
1 . 5 
0. 4 

8 月 23 日 始発
7 月 20 日 始発
5 月 12 日 始発
1 月 17 日 11 : 05 

1 月 17 R 22 : 11 
1 月 18 0 23 : 10 

6 月 22 11 日発
2 月 7 日 始発
1 月 19 日 15 : 18 
3 月 31 臼 始発
1 月 19 日 15 : 10 
1 月 19 日 15 : 13 
1 fJ 19 日 15 : 07 

6 月 18 日
8 月 13 日
2 月 6 日
6 月 1 0 
2 月 1 臼
6 月 22 E:I 

始発
始発
始発
始発
始発
始発
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(表17- 4 ) I事業者51!] ・ 線別の館通区間および開通日 時j よ みが え る鉄路

事業者名 線名 医間

III陽電気鉄道 本線 西代~板宿
板宿~東須磨
東須磨~須廃寺
須磨寺�Uj l湯須磨寺
山陽須磨~須磨浦公悶
須磨浦公園~滝の茶屡
j竜の茶屋~霞ケ丘
霞ヶ f王� ll l陽明石
山陽明石�W陽姫路

網干線 飾磨�Ujl湯網ニjニ

�t神急行電鉄 北神線 新神戸~谷上

阪堺電気軌道 阪堺線 恵美須跨�ì，兵ミ子駅前
上岡T�泉 天王寺~住吉公園

信楽高原鉄道 イiî楽線 貫生JI I �信楽

二木鉄道 二木線 !記神~三木

能勢電鉄 妙見線 J I I丙能勢口~妙見口
日 生線 山 下~ 日 生中央

北近畿 タ ン ゴ 宮福線 官ì4t�福知山
鉄道 宮津線 関舞鶴~主義岡

大阪高速鉄道 大波モ ノ レール線 柴原~千里R中央
千里中央~南茨木

六甲摩耶鉄道 六甲ケーブル線 ; 六甲ケ ブル下~六甲ケ j
(鋼索) 一ブル上

員長耳11ケー ブ ル線 摩耶ケーブル f�摩耶

神戸市都市整 六甲有馬ロープウェー (表六甲線)
備公社 六甲有馬ロープウ ェ ー (裏六甲線)

ま やロープウ ェ ー
新神戸ロープウ ェー

阪急電鉄 宝塚フ ァ ミ リ ー ラ ン ド ロープウ ェ イ

山陽電気鉄道 ; 須磨浦ローフoウ ェ イ

営業 km 開i忌 日 H寺
1. 0 6 月 18 日 始発
0. 8 3 月 24 日 始発
1. 5 2 月 21 日 立ム口門Yじ

0. 4 4 月 9 日 始発
始発

2. 7 1 6 月 16 日 始発
2. 9 1 月 30 日 18 : 00 
5. 0 1 月 27 1::1 17 : 15 

39. 0 I 1 月 1 8 H 18 : 30 
8. 5 1 1 月間 18 : 30 
7. 5 1 月 18 1::1 始発
14. 1 1 月 17 日 7 : 00 
4. 6 1 月 17 日 7 : 00 
14. 7 1 月 17 日 8 : 38 

6. 6 1 J1 17 日 11 : 30 

12. 2 1 f1 17 日 1 7 : 00 
2. 6 1 月 17 日 17 : 00 

30. 4 1 月 17 Fi 10 ・ 20
83. 6 1 月 17 [] 1 0 : 20 
3. 6 1 fl 18 1::1 12 : 30 
6. 6 1 月 18 日 7 : 20 

1. 7 1 7 月 21 日 始発

0. 9 未 定

2. 2684 10月 7 日 始発
2. 7642 4 月 10 日 始発
0. 8565 未 定

1 .  4713 3 月 16 11 始発

0. 5355 3 月 l 日 始発
0. 4456 3 月 19 日 始発

(ä) ・ 阪急電鉄伊丹駅は， 仮駅舎 (400m 手前) において駅業務を行っ ている .
- 神戸高速大関駅は， 平成 8 年 1 月 17 日常業再開.
- 開通時点に仮駅舎で営業を行っていた駅の本駅舎開業 H
]R 両 日 本 新長田駅 平成 8 年 4 YJ 3 日
阪神電気鉄道 石原川駅 平成 8 ifô 3 Jj 20 日
山陽電気鉄道 山陽塩屋駅 平成 8 {ド 3 月 13 日
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3 . 港湾

{被害は神戸港に集中}

港湾 は、 姫路港か ら 毘崎港 ま で県下の広範囲 の湾岸施設が影響 を 受 け た が、 大 き な 被害

は神戸港 に 集 中 し た。 神戸港は慶応 3 年 (1868) に 開港 さ れて以来、 次 第 に港の形態 を 整

え 、 明 治40年 (1907) か ら 始 ま っ た 第一期修築工事な ど に よ り 、 新港第 1 � 第 6 突堤、 兵

庫 ・ 中 突堤 な どが完成、 戦後 に新港第 7 ・ 8 突堤、 摩耶埠頭 な どの建設 に よ り 港湾機能 を

充実 さ せ た 。 さ ら に 昭和35年か ら の ポ ー ト ア イ ラ ン ド、 六 甲 ア イ ラ ン ド の埋め立て に よ り

近代港湾 と し て発展 し た 。 現在、 東商20km に 渡 る 神戸港港湾区域 に は 、 ポ ー ト ア イ ラ ン

ド 27、 六 甲 ア イ ラ ン ド41 を は じ め 、 兵庫港 2 、 神戸新港 8 、 摩耶 3 の各埠頭な ど大型岸壁

239パー ス が展 開 す る 日 本五大港の 一 つ で、 北米西岸、 欧fナ州外、t十札iト、

世界135 カ 国、 500余 の 港 と 結 ん で、 い る 。 1994年 の 入港船舶 数 は87， 708隻、 総 t 数 3 億240

万 t、 総取扱貨物 量 1 億7， 000万 t、 う ち コ ン テ ナ 取扱貨物量 は4， 200万 t で、 入港船舶、

コ ン テ ナ 取扱貨物量 は 日 本ーであ っ た 。

今度の 震 災 で、 は神戸港の116km に 及 ぶ水際線の こ と ご と く が被害 を 受 け 、 一部 は壊滅

し た 。 特 に酷 い の は 岸壁で、 総延長26， 299m の80%が陥没 し 、 239のパ ー ス の う ち 10 日 後

に 使用 可能 な の は僅か30パ ー ス に 過 ぎ な か っ た 。 物揚場 も 大半が岸壁の傾斜や沈下 な どで

使用不能 と な っ た。 さ ら に 、 そ の背後 に あ る 上屋、 野積場、 荷役機械、 民 間 倉庫 な ど も 多

く が使用 不能 に な り 、 物流の 一大拠点 は 一 瞬 の う ち に 崩壊 し 、 被害総額 は 1 �1S4， 000億 円

と い わ れた 。

被害形態 は、 岸壁の前面への移動、 沈 ド、 背面エ プ ロ ン 部の沈下 ・ 陥没 及 び コ ン テ ナ ・

ク レ ー ン の脚 部座屈 ・ 倒壊 な ど様々 だが、 岸墜の 被害 は 、 液状化 し た砂 に よ り 岸壁が陸側

か ら 大 き な 圧 力 を 受け、 そ の結果、 岸壁そ の も のが、 海側 に 大 き く ズ レ 出 す側 方流動 に よ

る も の で あ っ た 。 岸壁 に 設 置 さ れて い る ク レ ー ン な どの工作物への 被害 は そ れに伴 っ た も

の だが、 施設の耐震対策の不十分 さ に 加 え 、 地盤の液状化 な ら びに予想以 との地震動が作

用 し た こ と が考 え ら れ る o (注 1 )

{ 髄所で岸壁が海没]

神戸港 に は 新 !日様 々 な 建造物が見 ら れる が、 被害 は施設の構造 に よ っ て異 な っ た。 神戸

港の係船岸 は、 ほ と ん どが床掘置換砂 に よ り 基礎地盤が改 良 さ れ た 重力 式構造であ る 。 こ

れ は 海底面付近の軟弱 な 土層 を 砂 に 置 き 換 え て 強度 を 増 し 、 そ こ に石材の マ ウ ン ド を 築造

し 、 そ の 上 に ケ ー ソ ン と 呼ばれ る 鉄筋 コ ン ク リ ー ト 製の箱状の も の を 用 い士官め壁 と す る

構造 ( ケ ー ソ ン 式岸壁) で あ る O ケ ー ソ ン 内部 は 土砂 な ど で 中 詰 め さ れ、 構造物の 自 重で

土圧 な どの外力 に抵抗す る 。 水深の比較的浅い小型の岸壁 で は ケ ー ソ ン の代 わ り に コ ン ク
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リ ー ト ブ ロ ッ ク を 積み上げて 築造 し た も の ( ブ ロ ッ ク 式岸壁) も あ る 。 第三港湾建設局 の

調査に よ る と 、 こ の方式で建設 さ れ た の は ポ ー ト ア イ ラ ン ド、 六 甲 ア イ ラ ン ド の埋立地 に

新港 ・ 兵庫両突堤 で あ る O

ポ ー ト ア イ ラ ン ド では北 ・ 中 ・ 南の 3 埠頭が岸壁の滑動 ・ 沈 下 で傾斜 し 、 背後のエ プ ロ

ン と ヤ ー ド は液状化で陥没、 荷役機械 に 大 き な 被害 を 受け た 。 六 甲 ア イ ラ ン ド で は コ ン テ

ナ ヤ ー ド の 護 岸 の 大規模 な 側 方流動が起 こ り 、 南端護岸で、 は岸擦が200m に 渡 り 深 さ 2 m

以上陥没 し 、 ク レ ー ン が倒壊 し た。

新港突堤 で は 第 1 、 第 3 突堤の被害 は 少 な か っ たが、 第 2 突堤西側岸壁が滑動 に よ る 被

害 を 受 け 、 第 4 突堤で、 は 南端岸壁 の 海側への滑動が激 し く 、 神戸大橋の橋脚 を 支 え る 移動

シ ュ ー が海慨 に50cm ほ どズ レ た。 岸壁 そ の も の は 海没 し な か っ た も の の、 ハ ー パ ー ラ ン

ド か ら 第 4 突堤 ま で各突堤 間 の付 け根の岸擦 は 崩 れ 落 ち て 海没、 岸時上 に駐車 し て い た車

両が海 中 に転落 し た 。

兵庫突堤 で は 、 各突堤基部の護岸が!日式の ブ ロ ッ ク 石積み護岸形式で、酎震性が皆無 だ、 っ

た た め 、 ブ ロ ッ ク は完全に 崩壊 し て お り 、 駐車 し て い た多 く の車両が水没 し た 。 第 1 . 2 

突堤先端部の ケ 一 ソ ン 岸壁 は 海側 に 押 し 出 さ れて沈下 し 上屋 ま で

一 ク でで、 は 中 突堤の四側付根が崩壊 し 、 客船着岸用 の ケ ー ソ ン 岸壁が滑動 し、 背後は大 き く

陥没 し た。

摩耶埠頭 は セ ル式係掛岸だが、 重力式 と 同 じ よ う な被害 を 受 け た 。 第 l 突堤東岸壁 は破

壊 さ れエ プ ロ ン 舗装 は 液状化で陥没、 第 2 突堤で も エ プ ロ ン 陥没の た め ク レ ー ン が陸側 に

傾斜 し た 。

神戸港の岸壁の水平設計震度 は0. 1O�0. 18の設計であ っ た。 し か し 東京、 横 浜の設計震

度は0. 20に設定 し て あ っ た。 日 本の主要港の岸壁 は 、 通常岸壌 と 耐震強化岸壁 に 分類 さ れ、

運輸省が整備 を 進め て き た が、 神戸港で も 、 間 じ摩耶埠頭 第 1 突堤 の 第 3 岸壁 は 災害 時 な

どの 緊急物資搬入 を 呂 的 に 、 鋼管杭 な どで水平設計震度 を 0. 25 ま で高めて耐震強化 を 囲 っ

た岸壁 だ、 っ た た め 、 震災に よ る 被害 は な か っ た。

{ 国際港復興へi

震災直後の神μ港での使用可能パ ー ス は 、 239パ ー ス の う ち 僅 か 9 パ ー ス に 過 ぎ な か っ

た 。 貿易港 と し て の機能の ほ か、 震災救援の物資搬送の輸送船や 自 衛艦の係留、 マ ヒ し た

陸上交通 に 変 わ る 海上 ア ク セ ス の確保な どの た め に も 、 一刻 も 早 い岸壁復旧 が急務であ っ

た 。 神戸市は 「災害対策本部J を 設置 し 、 組織的 に 湾岸 ・ 海岸施設の被害の把握 を 開始、

同 時 に 危 険筒所 な どへの立 ち 入 り 禁止処震 を 取 っ た。 救援物資や緊急人員輸送の船舶 の 受

け 入 れ な どの た め 、 被災が少 な い簡所 に 応急措置で緊急復旧 を 図 っ た。 1 月 25 日 に は行政、

業者、 港湾労働者で組織す る 「神戸港復興連絡会議j が設置 さ れ、 国際貿易港 と し て の 神

戸港の利用確保の検討が行 な わ れた。 30 日 に 開 かれた港湾審議会で、 新 し い 港湾計画案が
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認め ら れ、 復興の手法、 復旧 の ス ケ ジ、 ュ ー ルが明確 に さ れた 。 神戸港の復興計画 に 関 す る

動 き は表18の と お り であ る 。

こ う し て震災10 日 後 に は30パ ー ス が館用可能 と な り 、 震災 2 ヵ 月 後 に は 貨物用93パ ー ス 、

旅客用 14パ ー ス の 計107パ ー ス が使用可能 に な っ た。 一方、 本格的復旧 工事が 3 月 末 か ら

開始 さ れ、 神 戸港の各埠頭で は 、 岸堅の暫定供用 と 本格復旧工事が並行 し て 進め ら れ た 。

3 月 中 旬 に は、 公共岸壁150パ ー ス 中107パ ー ス が応急復旧 し 約70% の施設が暫定使用 可能

に な っ た。 コ ン テ ナ パ ー ス で は 、 3 月 20 日 に ガ ン ト リ ー ク レ ー ン に よ る 荷役作業 を 再 開 し

た摩耶埠頭岸壁 に続 き 、 4 月 30 日 に は ボー ト ア イ ラ ン ド 及 び六 甲 ア イ ラ ン ド の コ ン テ ナパ

ー ス 6 パ ー ス を 暫定供用 開始。 6 月 末 ま で に 応急復旧 に よ り コ ン テ ナ パ ー ス 21 中 8 パー ス 、

9 月 末 ま で に は 10パ ー ス が暫定供用 さ れた 。 フ ェ リ ー パ ー ス も 7 パ ー ス ヰ1 2 パー ス を 8 月

か ら 供用 開始 し た。 ま た震災時55基あ っ た コ ン テ ナ ク レ ー ン も お基が稼働 し 、 コ ン テ ナパ

ー ス の供用 開 始 に 伴 い 、 コ ン テ ナ ク レ ー ン に よ る 荷役が可能 に な っ た。 軒定供用 パ ー ス を

使い な が ら 、 隣接す る パ ー ス の 本格的復旧 を 行 い 、 完成後、 暫定供用 パ ー ス の復旧 を 図 り 、

平成 7 年 毘 中 に 三分のー を 完成 さ せ た 。

[定期航路も 平常運航 に }

こ れ ら の暫定供用 に よ り 、 神戸港の定期航路 も 震災前 に 201 あ っ た外航定期航路の う ち 、

8 月 17 日 ま で に 約140航路で運行が再 開 さ れ、 外航船の 入港 は 8 月 で前年 同 月 比 の 約90%

ま で に 回復 し た 。 外航 コ ン テ ナ貨物 の取扱量 も 6 月 で前 年 同 月 比の約50% ま で回復 し た 。

フ ェ リ ー も 震災直後か ら 運行 し て い る 高松航路が、 8 月 1 日 よ り 神戸港最初の本格復旧 終

了 施設で あ る 東神戸 フ ェ リ ー 埠頭 第 4 パ ー ス で運行 を 始 め た 。 J 1 1 之江 ・ 新居浜航路 も 従来

通 り の 運行 を 再 開 し た 。 六 甲 ア イ ラ ン ド フ ェ リ ー埠頭第 1 パー ス の暫定復旧 に よ り 新門 司

航路 け更、 大分 ・ 松 山 航路 2 使 の 運行が再開 し た 。 中 国 と の 国際航路 も 、 天津航路が 5 月

か ら 、 上海航路が 7 月 か ら 平常運行 に 入 っ た 。

(注 1 ) I安全 [学 阪神 ・ 淡路大渓災特集号その 2 J 港湾施設の被害と対策 高閃主郎、 李騰雁 安全工学協
会 コ ロナ社 1996年 2 月

4 . 空港

[空港は無傷 に近い}

空港、 ヘ リ ポ ー ト に は 、 大 き な 影響 は な か っ た。 開港開 も な い 関西国際空港は 、 誘導路

や整備エ プ ロ ン に ク ラ ッ ク が入 り 、 海上ア ク セ ス 船の岸壁 に 僅か の ズ レ が 出 た程度であ っ

た 。 大阪国際空港 と と も に 、 鉄道 ア ク セ ス が途絶 し たが施設そ の も の の被害は少な く 、 地

震発生後、 安全確認の た め 、 た だ ち に滑走路の点検を 実施、 一時、 航空機の離発着 を 止め

た が、 当 日 中 に 安全が確認 さ れた た め 平常通 り の運杭 を 行 な っ た 。
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(表18) r神戸港復興計画に隠す る 動 き J
神戸市の記録--1 995--

月 日 内 ι壬'f

1 月 25 日 神戸港復興対策迷絡会議を設置

l 月 30 日 神戸港港湾審議会を開催 (港湾計
i到の改訂)

2 月 12 日 神戸港復興計画委員会を設置

2 月 17 日 神戸港港湾計画の改訂を承認
(中央港湾審議会)

2 月 20 日 公有水面埋立免許の出願 ・ 埋立承
認の申誌 (摩耶、 六甲南)

3 月 31 日 公有水面埋立免許取得 ・ 埋立承認
(摩耶、 六甲南)

4 月 11 口 神戸港労使、 365 El ・ 24時間街役
を確認

4 日 19 日 公有水面埋立免許の出願 ・ 埋立承
認の申請 (新港東 ・ 兵!車)

4 月 28 日 神戸港復興計幽委員会報告書ま と
ま る 。

但馬空港、 播磨ヘ リ ポ ー ト 、 湯村温泉ヘ リ ポ ー ト は施設、 ア ク セ ス 道路 と も 大 き な被害

は な か っ た が、 神戸ヘ リ ポ ー ト だ け は、 滑走路の一部 ヒ ピ割 れや液状化 に よ り エ プ ロ ン が

泥水に浸か っ た 。 ヘ リ コ プ タ ー の離発着 に 支障 は な か っ た が、 唯一の ア ク セ ス であ る 神 戸

大橋が緊急車両の み の通行 と な っ た た め 、 利用者の “足" が奪 わ れた 。

翌18 日 に は、 陸上交通の途絶 ・ 渋滞 に よ る 被災地への 緊急物資輸送の遅れ を 防 ぐ た め 、

自 衛隊や民間 ヘ リ コ プ タ ー に よ る 緊急輸送 を 実施す る こ と と し 、 兵庫県 は大版国際空港、

大坂航空局 と 協議、 19 日 に は運輸省 と 調整 し、 民 間 ヘ リ コ プ タ ー に よ る 緊急物資輸送対策

を 20 日 か ら 始め た 。 21 日 に は救援資材備蓄基地 と し て グ リ ー ン ピ ア 三 木が、 緊急物資 を 集

積す る 臨時ヘ リ ポ ー ト と し て県立消 防学校、 王子競技場、 西宮市民 グ ラ ウ ン 1ぐ な どが決 ま

り 、 23 日 か ら 供用 を 開始 し た 。 2 月 8 日 に は大阪空港 の !日 国 際線の貨物 ピ ル を 緊急物資 の

ス ト ッ ク ヤ ー ド と し て使用 す る こ と を 決 め た 。

県域通過対策 と し て 、 陸上交通か ら 航空機への転換 問題 に つ い て運輸省 な ど と 検討 し た。

対策の一環であ る 大阪国際空港の運用 時間延長 も 、 ダ イ ヤ を 午後 9 時以 降 1 時 間延長 し 、

7 日 か ら 1 ヵ 月 間、 東京、 広 島 、 福岡への臨時便の運航 も 行 な っ た。 時 間延長、 臨時便の

運航は 山 陽新幹線の 開通 託 宣後の 4 月 14 日 ま で続 け ら れ、 こ の 間 1 ， 793使で52万5， 540人の

旅客が利用 し た。
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大潤釈での被災 山陽電鉄 T ' U
神戸高速東西線大関駅(地下駅) を通過 してす ぐ、 激 しい突 き kげを感 じて 、 íJ(ち に非常制動を と り ま した。

列車が停車する ま では、 ま るでデコボコ道を走っ ている よ う な感 じで、 身体が運転台から飛び出 しそ う に な り 、
必死でブレーキハ ン ドルを振 り ま した。 列車が停車した後、 列車無線で、地震発生を知 り ま し た。 降車する と 第
1 号車 と 第 2 号取が目見線していま した 。
す ぐに車掌 と協力 して旅客を避難誘導 し ま したが、 池下線内は粉塵のため、 ま る て、鈴がかかっ ているかの よ

う に、 と て も視界が慈 く 、 駅に近付いて、 初めて柱が折れて、 天井が弓な り に零れ 下 っているのをえま した 。
引 き 返そ う かと も思い ま したが、 早 く 地 ヒに脱出 したほ う が安全であ る と 思い、 足早に池上へ と 向かい ま し

た。 避難 している時に も 断続的に地震があ り 、 柱は揺れ、 天井か ら も ひび割れしたコ ン ク リ ー ト が落ちて き て、
生 き た心地がし ませんで した。

やっ と の思いで地上lこ出て 、 旅客を全員無事に避難させる こ と がで き た時は、 発生か ら30分程経ってい ま し
たが、 恐怖と 焦 り のために 、 と て も 長 く 感 じ られま した。 ( r よ みがえる鉄路j よ り )

〈参考文献〉
『阪神 ・ 淡路大震災 神戸市の記録 1995-j 神戸市 1996年 1 月
『阪神 ・ 淡路大震災 兵庫県の 1 年の記録J 兵庫県 1996年 6 月
『絞神 ・ 淡路大震災誌j 財開法人 円 本消防協会 1996年 3 月
『阪神 ・ 淡路大震災の記録』 消防庁 (株) ぎ ょ う せい 1996年 l 月
f近代消紡j 6 月 臨持増 fiJサ 1995年 6 月
『 よ みがえる鉄路J 阪神 ・ 淡路大震災鉄道復興記録編纂委員会 1996年 5 月
『阪神 ・ 淡路大震災震安調査緊急報告会資料j 社団法人 土木学会 1995年 2 月
『安全工学 阪神淡路大震災特集号その 2 j 安全工学協会 1995年 2 月
『阪神大震災 その時企業はj 日 本経済新聞社 1995f!二 4 月
『阪神 ・ 淡路大震災誌j 朝 円新聞社 1 996年 2 月
f阪神 ・ 淡路大震災に よ る神戸港の被害と復!日 ・ 復興状況j 第三港湾建設局 1995年l l J]
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い三節 情報イ ン フ ラ
台風や大火 な ど巨 大 な 災害発生 時 に 、 い ち 早 く 求め ら れ る も の は情報であ る 。 阪神 ・ 淡

路大震災で は 、 こ の情報の発信側、 受 け手側双方が、 壊滅的 な 被害 を 受 け た 。 本社 ピ ル が

大損傷 し新開発行が不可能 と な っ た新聞社、 機能 を 失い かけ た ラ ジ オ 局。 一 方 、 受け手側

も 受像器、 受信機 は な く 、 新 開 は 配達 さ れ る べ き 家 を 失 っ て い た 。 そ ん な 中 、 誕生以来初

の大災害 に直樹 し た 地元の放送 ・ 通信機関 は 、 そ の対!之、能力が関 わ れ た 。 し か し、 新 聞 が

市民 に 災害の全体像や ラ イ フ ラ イ ン の復旧状況 を 伝 え れば、 ラ ジ オ はf主民 の安否情報 を 素

早 く 流す な ど、 そ れ ぞれの特性 を 生か し た報道の在 り 方が再認識 さ れ る 結果 を 生 ん だ。

1 . 電話

{安否電話が混乱 を 招い た }

震災は、 都市生活 を 大 き く 支 え て い る 電気通信サ ー ビ ス に も 大被害 を も た ら し、 神戸、

大阪 を 中 心 に し て情報伝達の大混乱が続 い た 。

地震発生時、 NTT で は神 戸地域144万 回線の20% に あ た る 約28万5 ， 000回 線が不通 に な

っ たo NTT 以外 を 加 え る と 30万 を 超 え る 加入電話 な どが通信不能や、 ダ イ ヤ ル し で も 掛

か り 難い状態 に な っ た。 原 因 は、 加入電話 と 交換機 を 結ぶ通信ケ ー ブ ル の損傷 と 交換機の

故障であ る 。 加入者設備 で は 、 通信ケ ー ブルが家屋の倒壊 ・ 焼失、 電柱の倒壊 ・ 傾斜、 さ

ら に 火災な ど に よ っ て約19万3， 000本 の 同 線に 障害が出 た 。

中継系の伝送路 で は 、 NTT の 大阪~神戸大 関、 大板淡路~広 島仁保、 同 ~神 戸 大 問 、

神戸大関 ~姫路の長距離伝送 4 路線 に 、 日 本テ レ コ ム の大阪~西宮、 日 本高速通信の大阪

~ 岡 山 に 障害が出 た が、 自 動的 に迂 回 ル ー ト に切 り 替 え ら れた た め混乱 は 回避 さ れた 。

交換機 に は 、 地 震 に よ る 損傷がほ と ん とマ な か っ た か ら 、 故簡の大半は、 商用 電源の停止

と パ ッ ク ア ッ プ電源の被害が原 因 で あ っ た 。 神戸市の場合、 電話か ら 直接繋がっ て い る 加

入系交換機が10個以上 ダ ウ ン し た 。 交換機 に はパ ッ ク ア ッ プ電源が設置 さ れて お り 、 停電

時 な ど に 自 動 的 に作用 す る の だが、 長ヲ i く 停電 に よ り パ ッ ク ア ッ プ電源が欠乏 し た の で あ

る O こ れ に拍車ー を か け た の が、 地震発生直後か ら 被災地 に殺到 し た膨 大 な 量 の 通話であ っ

た。 通話量 に 対応 し て、 交換機 は設計時 に想定 さ れ た 以上の電力 を 使用 し、 パ ッ ク ア ッ プ

電源 を 瞬 く 間 に使 い 切 っ て し ま っ た の で あ る 。

[震災 当夜は5011告のi童話]

神戸市周 辺 に は地震発生直後か ら 安否 を 気遣 う 電話が殺到 し た 。 当 然 、 不通状態が増 え

た が、 電話が繋が ら な い と 利用者 は 頻繁 に掛け直す。 い っ た ん、 こ の 司融引 が発生す る

と 、 不通状態 は加速度 的 に 深刻化 し て い っ た 。 NTT は午前 8 時40分に 大阪で通話規制 を 、
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(表19) I電話回線被災状況」 銀神 ・ 淡路大震災
神戸市の記録1995

行 政 名 被災回線数 行 政 名 被災同線数
明石市 1， 400 兵

時{
神戸市 121， 950 県

兵 芦屋市 9， 200 1 1  1 Æl: r:f! jH 1 ， 690 

庫
西宮市 34， 000 大 吹田市 10 

時tf I 7 ， 1∞ … 
県 J l I荷rf1 3， 150 府 tî:.ITiiT11 I 20 

伊丹市 3， 200 大阪市 320 

尼崎市 4 捌 合 計 l 川00

同 10時50分か ら は全国的 に r07J r06J で始 ま る 市外局番への通話の規制 措 置 を 取 っ た 。

防災機関 な どの 緊急電話 と 公衆電話か ら の 通話 を 優先 さ せ る た め の も の だ っ た。 NTT の

加入電話 は、 通常通話量の 1. 5� 2 倍の 通話が集 中 す る と 、 自 動 的 に そ の 地域 に 通話規制

が掛か る 仕組み に な っ て い る 。 震災当夜、 両市への通話は通常の50倍 を 超 え る 「車前奏J で

あ っ た。 1 7 日 夜、 神戸市の 中 央 区 の 6 万5， 000回線、 東灘区 の 5 万9， 000回 線がス ト ッ プ し

た が、 18 日 に な っ て も 、 神戸市 に は通常の ピ ー ク 時の20倍近 い通話が集 中 し 続 け た の で あ

る 。 こ の た め 通話件数 を 95% カ ッ ト す る 規制 を 実施 し た 。 加 え て被災地の 公衆電話の う ち

約3， 500台が使用不能 と な っ て い た 。

通話の掛か り 難い状況が 3 日 間 ほ ど続 き 、 消防、 警察、 行政な ど災害対 策 の 関係機関で、

連絡や情報収集 に 多 大 な 支障 を き た し 始 め た o NTT で は、 兵庫県 の 間 線 を 緊急 に 5， 000

回線増設、 さ ら に車載式の衛星通信設備 を 導入 し て 回線の確保 を は か る 一方、 被災者用 に

無料特設公衆電話の設置 を 決め 、 1 月 初 日 に 特設公衆電話約2， 800台 (FAX 約350台 を 含

む) を 被災 地 内 の760 ヵ 所 に 置 き 、 緊急通話の確保 に 努 め た 。 ま た KDD も 、 1 月 20 日 か

ら 2 月 28 日 ま で、 イ ン テ ル サ ッ ト な ど を 利用 し た 国際専用 無料公衆電話40台 を設置 し た。

交換機 の 故 障 に は移動電源車 を 出動 さ せ、 18 日 午前 中 ま で に 回復 さ せた 。 電話回線の損

傷が原 因 の 故 障 は 、 家屋全壊 ・ 焼失以外は約10万 国 線 を 1 月 31 日 ま で に 復!日 さ せた。

NTT は 震 災発生後、 午前 8 時半 に 東京本社、 関 西支社 に 災害対策本部 を 、 各支社、 関

連 グ ル ー プ会社 に 支援本部 を 設置、 復 旧 に 取 り 組んだ。 被災回線が膨大で広範囲 に 渡 っ て

い る た め 、 被害の把握が困難 な状況だ、 っ た が、 全国か ら の応援4， 000人 と 現地3， 000人 と の

計7， 000人体制 で復!日活動 を 行 な っ た 。 全国 に 配備 し て い る 災害対策用 機器の 出動、 大量

の復旧要 員 の 派遣、 非常用電源車 な ど資 ・ 機材の輸送 に 努 め た 。 道路の渋滞 で陸路の輸送

に 限界があ る と 判 断す る と 、 ヘ リ コ ブ タ ー 、 海底ケ ー ブル敷設船 を 動員 し 空 ・ 海路か ら の

輸送 も 図 っ た。 必死の復旧作業 に よ り 、 交換機 を 1 月 1 8 日 中 に 回復 さ せ、 加 入者系通信ケ
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一 ブル も 、 家屋 の倒壊な どで復旧見通 し の立 た な い も の を 除 き 、 1 月 末 ま で に復旧 を 完 了

し た。

NTT 以外で は 、 例 え ば第二電電 で は パ ラ ボ ラ 用 鉄塔が被災地近 く に な い た め、 被 害 は

ほ と ん どな く 、 E 本テ レ コ ム も ]R 山 陽新幹線の椋路脇 に 敷設 し た 光 フ ァ イ バ ー ケ ー ブ ル

が損傷 を 受 け ず、 山 陽本線に 敷設 し た ケ ー プγレ の芯線の一部断線 も 17 日 中 に復 旧 し た 。 日

本高速通信 は 、 高 速道路の 中央分離帯 な ど に 光 フ ァ イ パ ー ケ ー ブル を 敷設 し て い た た め 、

販神高速道路の倒壊で使用不能 に な っ た。 し か し、 パ ッ ク ア ッ プ機能 を 使 う 一方、 回 線 を

NTT な どに 振 り 替 え 、 さ ら に 中 国 自 動車道 に ケ ー ブ ル を 新た に 設置、 3 月 20 百 か ら 運用

を 始 め た。 NTT-DOCOMO や ツ ー カ ー ホ ン な ど、 携帯電話の 「移動体通信業者」 は 、

県内 に持つ基地局448の う ち 145局 に 障害が起 き た 。 基地局 と 交換尚 を 繋 ぐ光 フ ァ イ パ ー ケ

ー ブル な どへの被害、 停電に よ る 基地局 の機能マ ヒ な どで、 基地局や交換機そ の も の の 被

害は 1 局 の み で あ っ た 。

2 . ニ ュ ー メ デ ィ ア (パ ソ コ ン 通信、 イ ン タ } ネ ッ ト )

i活躍 し た 「 あ じ さ い ネ ッ ト J ]

今度の震災報道 で は TV ・ ラ ジ オ 、 新聞、 電話、 携帯電話 な ど、 あ り と あ ら ゆ る 情報 メ

デ ィ ア が活躍 し た が、 パ ソ コ ン 通信、 イ ン タ ー ネ ッ ト な ど、 い わ ゆ る ニ ュ ー メ デ ィ ア が、

初め て情報戦争 に 本格的 に 参戦 し、 マ ル チ メ デ ィ ア 時代の幕開 け を 告げたの で あ る O

(表20) r神戸市災響関連 長新情報の抜粋J
防災都市 ・ 神戸の情報網整備

平成 7 年 1 月 29 日 ( 日 )
メ ニュ ー 1 . 生活情報
( 1 ) 水道 一応急復旧状況、 通水調査作業
( 2  ) ガス 供給停止地区、 復旧活動の現状

メ ニュー 2 . 住宅情報
( 1 ) 被災者用 時使用住宅入局申込

メ ニュー 3 . 医療 ・ 福祉情報
( 1 ) 生活福祉資金特別貸付
( 2  ) こ う べ地震災害対策広報第 3 号

メ ニュー 4 . 交通関連情報
( 1 ) 市バス遂行復旧状況
( 2  ) こ う べ地震災実対策広報第 2 {子

メ ニュー 5 . 環境 (ごみな ど)
( 1 ) 廃棄物処理の現況

メ ニュー 6 . その他各種制度
( 1 ) 市内ゴル フ場の浴場一般無料開放

メ ニュー 7 . 各問い合わせÃ; o覧
メ ニュー 8 . こ う べ地震災害対策広報
( 1 ) 第 1 号 一時使用住宅入肘募集ほか
( 2  ) 第 2 号 一 市バス利用で き る路線ほか
は ) 第 3 号 一生活福祉資金特別貸付ほか
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(表21) r神戸市災害関連情報のメ ニ ュ ー一覧j 紡災都市 ・ 神戸の情報網護官官

( 2  ) ガス ー復旧地区、 復旧活動の現状、 復旧状況、 作業手順、 お知 らせ
( 3 )  ト イ レ 、 掛水パイ プな とずの排水設備修繕貸付金
( 4  ) 電気 関西電力からのご案内

メ ニュ ー 2 . 住宅情報
( 1 ) 被災者用 →時使用住宅入居申込 (二次募集)
( 2  ) 既成宅地紡災 [事貸付金制度の改正
( 3  ) 神戸市災害復興住宅特別融資 (個人向け)
( 4  ) 神戸市住宅融資償還期間の延長
( 5  ) 分譲マ ン シ ョ ン補修 ・ 建替相談笠録セ ン タ ーの設置

メ ニュー 3 . 医療情報
( 1 )  I ど も たちの心のケ ア事業
( 2  ) 医師会急病診療所、 休 日急病電話相談所の体制j
( 3  ) 被災者の心の電話相談

メ ニュ ー 4 . 桜祉情報
( 1 ) 兇事館における救援物資の配布
( 2  ) 義援金の交付の対象拡大
( 3 ) 義緩金の交付
( 4  ) 国民年金保険料免除申請、 年金受給者の現況届け、 凶民年金口座振勢

メ ニュー 5 . 交通関迷情報
( 1 ) 市バス遂行復旧状況
( 2  ) 市バス ・ 地下鉄の定期券販売i9í
( 3  ) 公共駐車場の開場
( 4  ) 神戸シ、エ ツ ト シ ャ ト ル 「神戸 ・ 大阪 (天保山) 航路」 の遂行時間の延長
( 5 ) 道路のすAな規制状況
( 6 ) 運輸省 交通運行状況 FAX情報サー ビス

メ ニュ ー 6 . 合同慰霊祭、 環境、 その他
( 1 ) 阪干ljl ・ 淡路大震災犠牲者 神戸市合同慰霊祭
( 2  ) 震災に よ る被害者に対する神戸市税の減免な ど
( 3  ) 被災企業用仮設賃貸工場の入版企業募集
( 4  ) 営業中の公衆浴場、 浴場を 1支開放 している純設、 官業中の コ イ ン ラ ン ド リ
( 5 ) 渓災特報No. 1 暴力団追放)
( 6  ) 中小企業融資制度における渓災復旧対策の実施
( 7 ) り 災証明書の発行

メ ニュー 7 . 各問い合わせ先 ‘覧
( 1 ) 各向い令わせ先一覧
( 2  ) 高齢者百三災法律 ・ 税務相談の実施
( 3  ) 了神戸市震災関連情報コ ーナー」 の設置

メ ニュ ー 8 . こ う べ地震災害対策広報
( 1 )  3 月 1 F1 号 広報こ う べ地渓災害対策特別 号
( 2 )  2 月 28 日 号 (13号) 一 被災企業用仮設賃貸工場入居募集ほか
は ) 2 月 24 El 号 (J 2 号 ) 一時使用住宅の入居 2 次募集ほか
( 4 )  2 )1 21 日 号 (11号) 一 神戸市合1，，1慰霊祭ほか
( 5 )  2 )]17臼号

大災害の時、 も っ と も 因 る の は デマ情報、 誤報の蔓延であ る O 早 く 正確 な情報を 市民へ

ー神戸 市 は 新 聞 、 放送 を 通 じ て の 情報提供 を 続 け た が、 そ れ に は 眼界があ る O そ こ で動 き

出 し た の が 「 あ じ さ い ネ ッ ト J の活用 であ る 。 平成 4 年 に 運用 を 始 め た 「神戸市地域サ ー
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(関16) r災害関連情報サー ビスの利用状況」
板神 ・ 淡路大震災 神戸市の記録-1995

件数 /月 I H 干均件数
45， り00

1 . 1011 
411， 0110 

35， 0付。
1 .  200 

:lfi. Oり。 1 ， 001) 

25. 000 8011 

20. 000 
600 

1 5. 000 
400 

1 0. 000 

5. 000 

1 -2月 3 fl 1 月 5 月 6 月 7 月 8 Fl

ピ ス 情報 シ ス テ ム j の愛称で、 神戸市の市民向 け の最新の地域サ ー ビ ス 情報 (施設 ・ 講座

情報 な ど) を 電話、 フ ァ ッ ク ス 、 キ ャ プテ ン 端末、 パ ソ コ ン 通信 な どの メ デ ィ ア で市民 に

提供す る ほ か 、 ス ポ ー ツ 施設の利用 申 し 込み な ど を シ ス テ ム 化 し た も の であ る 。

提供す る 情報 は 、 文化 ・ ス ポ ー ツ イ ベ ン ト 、 求人、 各 区 の お 知 ら せ な どの 「市政情報j 、

ごみ処理、 上 ・ 下水道、 住宅や 年金、 健康保険 な どの 「制度情報」 、 ゴル フ 場、 野球場、

宿泊施設 な ど の 案 内 、 利用 中 し 込み な どの 「施設情報j 、 種 々 の 講座 、 教 室 の 案 内 の 「講

座情報」 な どであ る O 利用者は毎 日 午前 6 時~午後日時 ま でパ ソ コ ン 通信、 キ ャ プテ ン 端

末で情報 を 検索で き る o 1 7 日 の震災当 日 、 神戸ハ ー パー ラ ン ド情報セ ン タ ー ピ ル に あ る 「 あ

じ さ い ネ ッ ト J の ホ ス ト コ ン ピ ュ ー タ ー は無事であ っ た 。 そ こ で FAX を 使 っ て 災害 関 連

情報の提供が出 米 な いか、 検討に入 っ た が、 9 日 後の26 日 に 「 あ じ さ い ネ ッ ト 」 の テ レ ホ

ン サ ー ビ ス を 改良 し た新 し い シ ス テ ム 「災害関連情報サ ー ビ ス 」 の シ ス テ ム が完成、 29 日

か ら フ ァ ッ ク ス サ ー ビ ス を ス タ ー ト さ せた 。

表20、 2 1 の よ う な メ ニ ュ ー コ ー ド で 、 内 容 は 少 しずつ改良 し て い っ た 。 当 初 7 回線で始

め た が、 開 始 2 日 目 に は最 高 ア ク セ ス 件数2， 598件 を 記録 し、 電話 は 1 日 中 話 し 中 の状態

に な っ た た め 、 2 月 2 日 か ら は1 5 回 線 に 増 や し 、 24時 間 サ ー ビ ス に し た。 し か し 、 広報誌

の郵送サ ー ピ ス が普及 し 、 復旧が進 む に つ れ提供情報が少な く な り 、 ア ク セ ス 件数 も 減少

し 、 10月 に は 1 日 平均利用 は50件程度 に な っ た。 2 月 6 日 か ら は 「 あ じ さ い ネ ッ ト J の キ

ャ プ テ ン 端 末 を 利用 し た 災害関連情報の提供 を 開始、 13 日 か ら はパ ソ コ ン 通信 を 利用 し た

情報の提供 を 始 め た 。

神戸市役所 に は 「近所 に 多 く の被災者の方がい ら っ し ゃ る の で、 自 分がパ ソ コ ン 通信 で

必要な情報 を 探 し て 適宜伝 え た いJ Iパ ソ コ ン 通信で収集 し た情報か ら 自 分の 団 地 内 に 関

係す る 情報 を ま と め た か わ ら 版を 作 っ て 配 っ て い ま すJ な ど と い う 市民か ら の メ ッ セ ー ジ

が伝 え ら れた 。
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[パソ コ ン通信が地震情報を }

一方、 わが国 の 最大商用 ネ ッ ト ワ ー ク の一 つ であ る ニ フ テ ィ サ ー ブ は 、 震 災で神戸の ア

ク セ ス ポ イ ン ト が ダ ウ ン し た が、 当 日 午後 に は 「地震情報 コ ー ナ ー j を 特設、 翌18 日 に メ

ニ ュ ー (掲示板、 地震関連ニ ュ ー ス ) を 無料化、 19 日 か ら は 「義援金 コ ー ナ ー J も 開設 し

た 。 コ ー ナ ーへの ア ク セ ス 件数は 1 月 初 日 だけ で、14万件 を 超 え た。 コ ー ナ ー に 設け ら れた

「被害交通情報J r教 え て 下 さ いJ r安否 関連J 救援ボ ラ ン テ イ ア」 の 4 つ の掲示板 に

き 込 ま れた件数は、 2 月 1 7 日 ま で の 1 ヵ 月 間 で6， 813件で、 そ の う ち 、 も っ と も 多 か っ た

の が、 安否情報の45%で あ っ た 。 書 き 込み件数の増加 に 伴い 、 掲示板 を 増設、 1 月 26 日 か

ら は 「公的機関 か ら の お 知 ら せJ r震災 ボ ラ ン テ ィ ア フ ォ ー ラ ム 」 を 、 3 月 1 日 に は イ ン

タ ー ネ ッ ト を ベ ー ス に 様 々 な パ ソ コ ン 通信 を 結ぶ情報共有 の ネ ッ ト ワ ー ク 「 イ ン タ ー V

ネ ッ ト J を 開設 し た 。 地 震 コ ー ナ }への ア ク セ ス 時間 は 1 月 270万分、 2 月 140万分、 3 月

で も 57万分に 達 し た。

PC VAN は 、 商用 電源が停電 し た が午前 7 時50分 に 電源が復旧 、 そ の他の被害 は な く 、

震災 1 週 間 後 に 「兵庫県南部地震情報J を 設置 し 無料化、 コ ー ナ ーへ の 書 き 込み は 1 月 末

ま で に8， 000件 を 数え た 。

震災産後か ら ニ フ テ イ な どで活動 し て い た ボ ラ ン テ ィ ア グ ル ー プが、 2 月 4 日 に情報ボ

ラ ン テ イ ア 組織 IVN を 発足 さ せ、 神戸市 に全面的 に 協 力 し た。 2 月 8 日 に は 、 兵庫県 も

パ ソ コ ン 通信 を 生か し た 「兵庫県南部地震災害対策パ ソ コ ン 通信 シ ス テ ム 」 の設立 を 決め

た 。 県、 自 治体、 避難所、 A 般加入者な ど を パ ソ コ ン 通信で結んで住宅、 援助物資、 ボ ラ

ン テ ィ ア な どの情手長 を提:供す る シ ス テ ム であ る 。

[ イ ン タ ー ネ ッ ト で世界 に発信i

今度の震災で ク ロ ー ズ ア ッ プ さ れた メ デ ィ ア の 一つ が、 イ ン タ ー ネ ッ ト であ る 。 震災当

日 、 神戸市広報課で は 「神戸市か ら 情報発進で き る 可能性が 1 % で も あ る な ら 、 ど ん な メ

デ ィ ア で も 能お う J と 検討が続い て い た 。 普段の神戸市の広報手段 に は、 テ レ ピ ・ ラ ジ オ 、

広報誌 な どがあ っ た 。 すべての情報伝達手段が破壊 さ れ た 今、 報道機関 を 通 じ た情報伝達

し か手段がな か っ た の だが、 パ ブ リ シ テ ィ ー を 介 し て の情報提供 だ けで な く 、 直接広 報 し

て 行 く 手段の復活 も 急務であ っ た。 イ ン タ ー ネ ッ ト に つ い て も 論議 さ れ た が 「我 々 が一番

情報を伝 え た い市民に イ ン タ ー ネ ッ ト が役 に 立 つ の かJ と 懸念す る 声 も あ っ た。

し か し 、 「 イ ン タ ー ネ ッ ト を 介 し て神戸市の ホ ー ム ペ ー ジ に ア ク セ ス し て く る 人 は 基本

的 に は外部の 人 間 であ ろ う か ら 、 現状把握 の た め の情報 を 流す こ と が先決だ。 間接 的 で も

情報伝達手段があ れば、 そ れ を 使 う べ き だJ .と の意見が多数 を 占 め た。 国 内電話や 国際電

話 を 通 じ て の 問 い合わせの 中 に 「神戸 の全部が燃 え て い る の かj な ど と い う のがあ っ た 。

情報の 空 白 点 も 独 自 の 清報発信 を す る こ と で明確 に 出来 る し 、 ア ク セ ス し た 人 を 通 じ正確
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な情報が回 り 回 っ て住民に伝達 さ れ る こ と を 期待 し て 、 イ ン タ ー ネ ッ ト に よ る 発信 を 決め

た 。 (注 1 )

震災当 日 、 神戸市外留語大学 の サ ー バが無事で、 職 員 が予備電力 に切 り 替 え復旧 し て い

た の も 好条件だ、 っ た 。 18 日 午ftÍf10時、 ホ ー ム ペ ー ジ の 内容が震災情報に切 り 替え ら れ、 発

f言カ宝ス タ ー ト し た。

被災夜後の 凄 ま じ い被害状況、 犠牲者の名簿、 余震の デー タ な どの 生 々 し い 映像が全世

界 に 向 け て 送 り 出 さ れた 。 反響 は大 き か っ た。 ア ク セ ス は 欧米 は じ め 世界60 ヵ 国、 件数は

1 月 初 日 だ け で 4 万件、 1 月 末 ま でで45万件 に 達 し 、 2 月 末 に は60万件 を 超 え た。 現在 も

港湾復興、 経済復興ニ ュ ー ス な ど最新ニ ュ ー ス を 定期 的 に掲載 し 続 け て い る O 震災 1 問年

に は、 世界の 人 々 に サ ン ク ス メ ッ セ ー ジ を 発信 し た。 ホ ー ム ペ ー ジ は 日 米 2 ヵ 国語の表記

を 基本 と し 、 200点の震災状況の写真 を 収容 し 、 i詞{象デー タ ベ ー ス に も な っ た 。

(注 1 ) r紡災都市 ・ 神戸の情報網整備j 神戸市広報課 1996年 5 月

3 . 放送

阪神大震 災 は 平穏 に 明 け た 1995年 の 日 本列 島 を 驚博 さ せ、 在神放送局 は 未曾有の被害 を

受け る が、 各放送局 は、 放送史上最大の災害報道 を 展 開 し た の で あ る 。

[震災発生の瞬間 、 全世界 に }

17 日 午 前 5 時46分、 神 戸 市 中 央 区 の

NHK 神 戸 放 送 局 の 3 階 に あ る 放 送 部 で

は、 宿直の記者が、 突然の凄 ま じ い 震動 に

放 り 出 さ れ る よ う に ベ ッ ド の 上で弾んだ。

照 明 器具が ち ぎ れ ん ばか り に揺れ、 ロ ッ カ

ー が倒 れ、 機材が走 り 、 机の上の本や書類

が宙 を 飛 ん だ、。 こ の瞬 間 を 、 放送部 に 設置

さ れて い た ス キ ッ プパ ッ ク レ コ ー ダ} が鮮

明 に記録 し た 。

当 日 、 神 戸放送局 に い た の は、 他 に編集

マ ン ら の 3 人。 こ の歴 史 的 な 映像 を ど う や

っ て全国へ流すか。 技術職員 は お ら ず、 放

送部の 部屋 の 中 は、 あ り と あ ら ゆ る も のが

引 っ く り 返 り 足の 踏み場 も な い。 編集機は

倒 れ、 耐震ベ ル ト も 吹 っ 飛ん で、 い た 。 6 時

過 ぎ、 出 勤 し て き た技術職員 ら と 力 を合 わ
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(表22) fNHK の 2 ，EJ 1 B ま での放送時間J 災害時 に お け る 情報
通信の あ り 方に関す る研究

l勾 容 対象 放 送 時 間

最古 l口込 ニ ュ スお よ び関逮番組 全 [lij 188時間34分
近 畿 224時間24分

衛星第 1 ニュースお よ び関連番組 全 i玉j 30日寺問48分
衛星第 2 づ' 会 問 11:)時間07分

教 育 安否了情報 全 国 12時間00分
会 @J 158時間45分

ラ ジオ第 1 ニ ュース お よ び関連番組 全 倒 258時濁09分

F M 安存情報 全 国 126時間55分
近 畿 162時間30分

せ る が、 配線は切 断 さ れ、 肝 腎の コ ン ピ ュ ー タ ー の あ る 場所 ま で は 、 倒壊 し た機械類 が さ

え ぎ り 辿 り 着 け な い。 悪戦苦留 の 末、 6 持45分、 映像の 大阪放送局送 り に成功す る O モ ニ

タ ー に 映 っ た 映像 を 見 た 大阪局 の ス タ ッ フ は、 思 わず怠 を 欽 ん だ。

7 時 1 分、 日 本全 国 に 、 さ ら に衛星回離を 通 じ て全世界 に 流 さ れた こ の 映像 は 「震度 7 J 

の地震の 凄 さ を 圧倒 的 な 迫力 で、伝 え た の で あ る 。

神戸放送局 の 職員 は、 ほ と ん ど全て の市民 と 同様、 突然の物凄い揺れで叩 き 起 こ さ れ、

揺れが収ま る と 、 散乱す る 家具で無残 な 姿 に な っ た 我が家 を 見 て 、 い っ た い何が起 き た の

か分か ら な い ま ま 、 と に か く 家族の安否 だ け確かめ て 、 飛び出 し た。 交通 は ス ト ッ プ し、

局への電話が通 じ な い状況 の 中 で 、 徒歩、 自 転車、 バ イ ク 、 通 り 掛か り の車への 同 乗 な ど、

様 々 な 手段 を 使 っ て 局 に 辿 り 着い て い た 。 放送設備 に 大 き な被害 は な く 、 停電 も 自 家発電

で対応 し 、 地震発生直後か ら 総合テ レ ビ、 衛星第 2 、 ラ ジ オ 第 1 の 3 波で 連続26時 間 を 趨

え る 報道が行 な わ れた O

神戸放送局 の 建物 も 大損傷 を 受 け た 。 外観は 壁 に ヒ ピが入 札 ガ ラ ス が割 れた程度だが、

内部 は会館 の柱40本の う ち 2 階部分で約10本が損傷 し 、 自 重 に よ り 亀裂が拡大す る と 判定

さ れる な ど惨'憎 た る も の だ、 っ た 。 余震の続 く 中 で の 会館業務は 困難で、 放送継続の た め 会

館開辺 に 仮設ス タ ジ オ を つ く る こ と 、 事務部 門 は市 内 に 入居ス ペ ー ス を 確保す る こ と が決

め ら れた 。 会館近 く の小学校の校庭拡張用 の用 地 を 借 り て仮設ス タ ジ オ がつ く ら れ、 5 月

連休明 け の1 5 呂 、 JR 神 戸駅前の HDC (ハ ウ ジ ン グ ・ デザイ ン ・ セ ン タ ー ) 神 戸 ピ ル に 移

転す る ま で約 3 ヵ 月 、 こ の仮設ス タ ジ オ か ら 放送 が続 け ら れた 。

総合 テ レ ビ で は深夜 に 発生す る 余震 に 備 え て 、 通常の放送終了 後 も 高感度 カ メ ラ に よ る

神戸 市 内 の 映像 と ス } パ ー を 表示 し な が ら 、 深夜放送 を 実施 し た 。 ラ ジ オ 第 1 では神戸市

役所 に仮設ス タ ジ オ を 設 け 、 生活関連情報や交通情報 な ど を 放送 し た 。 安否情報 も 約 3 万

2， 000件 を 放送 し た が、 1 ， 000人 を 超 え る 視聴者か ら 「連絡が取れたj と の 報告があ っ た 。
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{ サ ン テ レ ピは 具体的 な生活情報}

民放 も 苦闘 し た 。 ポ ー ト ア イ ラ ン ド に本社施設 を 持つ サ ン テ レ ビ は、 摩耶 山 送信所の 鉄

塔が歪み、 2 中継局 に損害 を 受け 、 本社建物は全面 的 な 補修が必要 に な っ た が、 送出機能

は無事で あ っ た。 震災直後、 本社 に は平常放送 を 準備 中 の技術部員 2 人がい た 。 突然の、

し か も 長い簡撃 の 後 の社 内 は 、 NHK と 同様の大混乱 で あ っ た 。 懸 命 に 放送体制 を 整 え た

が、 報道部員 も ア ナ ウ ン サ ー も 局 に到着 し て お ら ず、 午前 6 時半、 通常の 「お 天気予報J

か ら 放送 を 開始 し た。 7 時 を 回 っ て 、 液状化で泥海 に な っ た 島 内 を 徒歩でア ナ ウ ン サ ー や

報道部員 ら が駆 け 付 け 、 通常番組 と CM を 中 止 し 、 すべて を 震災報道 に切 り 替え た。

「 こ こ で地震 に 関す る ニ ュ ー ス を お伝 え い た し ま す。 ご承知の通 り 、 け さ 6 時前、 淡路

島付近 を 中 心 に 強い地震があ り ま し た 。 近畿地方 に 強い地震があ り ま し た 。 震源地 は淡路

島付近 と み ら れて お り ま す。 神戸では震度 6 と い う こ と です。 被害の ほ う ですが、 現在、

市 内数 カ 所で、火の手が上がっ て い る と い う こ と です … J 8 時18分、 第一報が流 さ れた。

手 当 た り 次第、 電話を か け ま く っ て 、 通 じ た ら そ の ま ま 、 生で流そ う ー情報が途絶 え た

中 、 一般市民や被災 し た社員 た ち か ら の生 レ ポ ー ト を 放送 し た 。 そ し て 、 こ の時か ら 23 日

午前 8 時 ま で の 6 日 間、 CM 抜 き で地震情報の み を 放送 し 続け た の で あ る O 内 容 も 、 19 日

か ら は被災者 向 け の 生活情報中心 に 切 り 替え た。 径J撃的 な 映像 を 各社が放送す る 中 で 「 い

つ 、 ど こ で、給水 し て い る かJ I救援物 資 は ど こ に届 け ら れ る かj な ど具体的 な 生活の情報

を流 し た。 半 月 後 に は ス タ ジ オ 収録 も 再開、 通常番組 に戻 し た の は、 2 月 6 日 で、 あ っ た。

大震災か ら 1 ヵ 月 経過 し た 2 月 17 日 に は テ レ ピ朝 日 系 の 「 ニ ュ ー ス ス テ ー シ ョ ン 」 が午後

9 時か ら 2 時 間 20分の拡大版 を 、 サ ン テ レ ピ の ス タ ジ オ か ら 全国 に生放送 し た。

[安否情報にパ イ リ ン ガル も ]

須磨海岸 に 本社 設備 を 持つ ラ ジ オ 関西 (現 AM 神戸) が、 阪神大震 災 で は 最大の被害

を 受 け た 。 そ の 時、 朝一番の放送 中 で あ っ た。 震災で、 12階建て公団 ピ ル の し 2 階 に あ

る 社屋 は崩 壊状態 に な り 、 停電で放送 は ス ト ッ プ。 ガ ス 漏 れ な どで混乱が続 く 中 、 た だ ち

に機器点検 を 行 い 、 自 家発電装置で供給 さ れた 電源 に よ り 、 午前 6 時か ら 放送 は 再 開 さ れ

た 。 し か し 、 情報 を 収集す る 手段 は 2 台の電話の み で 、 中 継 に 出 る 人員 は足 り ず、 や む な

く 社員 へ の 電話や、 出勤 し て き た社員が途 中 で見 た 情報 を 流 し た。 階上の住民が避難 し た

1 週間後、 ピ ル に倒壊の怖れがあ る こ と が判 明 し た。 そ の上、 4 つ の ス タ ジ オ の う ち 3 つ

が使用不能 に な っ た た め 、 隣接 ピ ル に 放送本部 と ス タ ジ オ 1 つ を 移 し、 駐車場 に ス タ ジ オ

マ ス タ ー 室 な ど仮事務所 を 建設 し て対応 し た。 こ う し て 17 B 午前 6 時か ら 、 20 日 朝 ま での

3 日 間 CM 抜 き の 地震報道 は継続 さ れた 。

安否情報は 1 7 日 午前 8 時過 ぎか ら 始め ら れた 。 電話 リ ク エ ス ト 用 の 電話 7 台が使え る こ

と が分かつ た た め 、 そ れ を 使 っ て情報を 呼び掛 け た と こ ろ 、 そ の後、 電話の ベ ル は鳴 り 止
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む こ と が な か っ た。 NHK も 教育、 FM で受け付 け た が、 簡 単 に 持 ち 運 びで き る 中 波 に よ

る 放送 は AM 神 戸 だ け で、 反響 は大 き く 1 月 末 ま で に 6 万件の情報提供 が あ っ た。

キ ッ ス FM (兵庫 FM) は入居 ピ ルが倒壊の怖れは あ っ た が、 放送設備 に被害は な か っ

た。 そ の 時、 午前 1 時か ら 7 時 ま での録音番組 を 放送 中 であ っ た 。 停電で中 断 し た が、 す

ぐ 自 家発電装置が作動 し 、 放送は再 開 、 7 時過 ぎ か ら 震災報道 を 始 め た 。 音 楽 ・ ト ー ク 番

組 を 主 と し て い る 局 の た め、 独 自 の報道体制 は持っ て お ら ず、 ニ ュ ー ス は 新聞社か ら の情

報 に よ っ て い た。 が、 提携新聞社が被災 な どで情報が届 か な い状態 に な っ た た め 、 NHK

の 了解 を え て 同放送のニ ュ ー ス を リ ラ イ ト 放送 し た 。 担当 DJ が出社で き な い た め、 制作

ス タ ッ フ が、 生 ま れて 初 め て の マ イ ク に 生放送で 臨 ん だ。 安否情報は AM 神 戸 が 開 始 し

て い る こ と か ら 「 そ れ な ら 被災地 に 住 む在 日 外国 人 に 向 け た メ ッ セ ー ジ を 」 と 午前 8 時か

ら 英語は勿論、 中 国、 韓 国 、 ボ ル ト ガル 、 フ ラ ン ス 、 ス ペ イ ン 、 タ ガ ロ グ語 に よ る パ イ リ

ン ガル放送 を 実施 し た 。 24時 間生放送 は 1 月 い っ ぱい 続 い た 。

地の放送局 は大阪 に 本社 を 持 っ て い る た め 、 数社 の社屋 に ヒ ピ割れが生 じ た ぐ ら い で被

は軽 く 、 放送業務 に 支障 は ま っ た く な か っ た 。 そ し て 、 そ れぞれが未曾有の震災 を 、 全

力 で放送 し た。

全国 に 例 を 見 な い 災害情報 を 専 門 に 放送す る 臨 時 の 放送局 と し て 「復興通信 FM796 フ

ェ ニ ッ ク ス 」 が 2 月 15 日 に 開局 し た 。 県庁内 に 親局 を 設置、 そ の後、 阪神地域の聴取状態

を 改善す る た め に 伊丹中継局 を 、 明石 ・ 淡路北部 を エ リ ア と す る 明石中継局 を 設け、 神戸、

(表23) rテ レ ビ各社の震災取材体制」 放送 レポー ト 1 34号

取材 ・ 放送体制 (ピー ク 時)
地震発生直後の

局 名 報道特番の時間 ス タ ッ プ数 中継車 ヘ リ コ ブ タ ー

SNG 車

毎日放送 17 日 6 : 30�
(大阪) 19 B 10 : 00 約420人 15台 1H:幾

(51 時間30分)

朝 日 放送 17 日 9 : 30�
(大阪) 19 日 19 : 00 約230人 15台 12機

(57時間30分)

関西テ レ ビ 17 日 5 : 55�
(大阪) 19 日 1 : 40 約170人 9 台 6 機

(41時間51分)

読実テ レ ビ 17 日 1O : 55�
(火阪) 19 日 1 : 00 約330人 12Éi' 5 機

(37B寺伺35分)

サ ンテ レ ビ 17 日 8 : 14�
(神戸) 23 日 8 : 00 約100人 1 M  l 機

( J43時間46分)

CM抜 き
放送時間

46時間

41ß寺陀

:)0持潤

32時間

144時間

第九章@都市イ ン フ ラ 645 



芦犀、 西宮、 尼崎、 宝塚、 伊丹、 J I I 西、 明石市 に 淡路、 北淡、 東浦町の 8 市 3 町 を カ バー

し た 。 困、 県、 市 町発表の 災害情報や避難所の レ ポ ー ト 、 そ れに 医師、 弁護士 ら の協力 に

よ る 生活密着情報な ど を 、 毎 日 正午~午後 8 時 に 放送 し た。

番組の制作 ・ 放送 は プ ロ の ア ナ ウ ン サ ー 、 学生な どの ボ ラ ン テ イ ア を 中 心 に NHK や 他

舟県か ら の応援職員 が担 当 し た。 ボ ラ ン テ イ ア は一 日 平均20人 を 数え た 。 ま た、 家電メ ー

カ ー か ら 1 万8， 000台 の携帯 ラ ジ オ 、 東京 の FM 放送 局 か ら 700台 の カ セ ッ ト ラ ジ オ の 寄

贈があ り 、 ボ ラ ン テ イ ア や 団体 に 配布 さ れた 。 3 月 31 日 午後 8 時 に 開局 す る ま で、 45 日 間、

360時間 の震災復興支援情報 を 流 し た。

と にか く 放送 しなければ、 こ の災手?の状況を視聴-tHこ伝えなければ、 と f兵庫県南部地震情綴」 を 開始 した
のは、 発生か ら お よ そ 2 時間半後の午前 8 時14分の こ と で した。 情報が入っ て き ません。 報道ì'ißの電話やフ ァ
ッ ク ス は、 倒れた机や椅子、 書類な どに埋ま ってい ま した。 少 しずつ被害状況や交通情報が入 り だ したのは、
午前 9 時過ぎか らです。 未曾有の大地震に災害報道のマニュ アル も 吹っ飛びま した。 それで も正午過 ぎに は ミ
ニ中級車が出動 し、 神戸 ・ 三宵や長田区か らの映像が送 られて来ま した。
地震情報の放送体制がなん と か整っ たのは 、 発生から 12時間後のタんーの情報からです。 l 凡 17 日 は、 被害を

伝え る の に精一 十手だっ た、 と い う のが正夜な所です。 こ の 臼 か ら22 日 ま での 6 日 間は CM を一切流 さず、 24
時間 「地震情報J を伝え続ける こ と にな り ます。
地震情報 も 18 日以降少しずつ内容を変えてい き ま した。 私たちが意図 した と い う よ り も 、 被害の拡大がき め

細かな生活情報を要求 した 、 と い っ たほ う がj巨体で し ょ う 。 被待状況や交通情報から 、 �気、 水、 ガスの ラ イ
フ ラ イ ン情報へ、 そ して買物ができ る屈は、 銭湯は どこが入れるか、 ま た 、 学校はいつから始 ま る か、 等々
行政や機関からの情報に加えて、 フ ァ ッ ク スでの情報提供を呼び掛けたこ と も あ り 、 被害者か ら も続々 と情報
が集ま っ て き ま した。
それは被災者である私たち報道部員 に と っ て も 、 必要な も ので した。 「被災者に役立つ情報を分か り やす く

伝える 」 こ と を心がけ、 生活情報に徹底で き たの も 、 送 り 予 と受け手 とい った垣綬を越えた、 問 じ被災者の 一
体感だっ たのです。 も ち ろん伝えなかっ た も の も 数日良 り な く あ り 、 反省点や重い宿題を背負っ た震災報道で も
あ り ま した。
神戸市や阪神間の各i1Jが、 f:地区両整理主J�業や再開発の計画iをIlftl)市計雨審議会に諮 り 、 兵庫県の審議会が

承認したのは 3 月 17 ト! の こ と で した。 建築基準法84条 に よ る建築制限が切れる1 7 ll ま での計匝IÎ決定を急いだの
です。 説明会 も ない ま ま の計画決定に住民の反発は強 く 、 「早急な計画j と 見直 し を求める戸が相次いでい ま
す。 私たちがこの震災報道に取 り 組む中で申 し合わせたこ と の 《つが 「 ま ちが元のに戻るのではな く 、 どの よ
う に良 く な っ てい く かを凝視 し よ う j と い う も ので した。 1 El も 早い復興を fl 指す行政の立場も わか り ますが、
相 も変わ らぬ住民無視の姿勢に務胆 も し 、 怒 り も覚え ま した。 こ れでは 「 ま ちが良 く なってゆ く j わけがあ り
ませんO
家族や住民や報告と失っ た被災者、 い ま だに避難生活を送る 多 く の人々 に、 詳細な情報を伝え絞ける こ と は も

ち ろんですが、 住民が自 ら立ち上がる姿を見据えていこ う 、 と思 う のです。 行政の力で、 ま ち はJ己に戻るで し
ょ う が、 震災以前 よ り 良い ま ち にっ く り 上げる のは往弐だ と信 じ ます。
こ の よ う に壊滅的な被害を受けたま ちの明 日へのさドみを 、 一 日 も休まず 「虫の限J で視聴者に送 り 絞ける こ

と 、 こ れが私た ちの局の使命だと思います。
(月刊民放 6 月号 よ り 「住民要求に応えて報道が変化j サ ン テ レ ビ報道制作局報道部長 ・ 八[[J慎 一)

4 .  CATV 

{連 日 、 災害情報 を 流す }

ケ ー ブル テ レ ビ神 戸 (CTK) は、 ヘ ッ ド エ ン ド が停電で止 ま っ た が、 非 常 用 電 源 で 復

旧 し た 。 明石大橋の 電波障害で約 3 万世帯の 一部が停波 し た が、 19 R 夜 ま で に復旧 し た 。
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神戸市か ら の災害情報 を 文字放送で流 し た 。

こ う べケ ー ブル ビ ジ ョ ン (チ ャ ン ネ ル K) は被害 は な く 、 自 主放送の 中 で災害対策本部

か ら の情報、 交通情報な ど を テ ロ ッ プで流 し た。

六 甲 ア イ ラ ン ド ケ ー ブ ル ビ ジ ョ ン (RICV) は、 バ ッ テ リ ー な ど に 被 害 が 出 た 。 震 災 関

連 は 22 日 か ら 島 内 に住民が設寵 し た 災害対策本部か ら の代替パ ス 、 船、 シ ャ ワ ー 、 救援物

資 な どの情報 を 自 主放送で流 し た 。

明 石 ケ ー ブル テ レ ビ (ACTV) は、 停電 に よ り 一時停波 し た が、 自 家発電装置 に よ っ て

当 日 中 に復旧 し た。 震災関連では17 日 朝か ら 取材 し 夕 方 か ら 放送 し た の を 始め 、 4 月 ま で

毎 日 、 市 内 の 災害、 ラ イ フ ラ イ ン の情報を 15分番組で放送 し た。

チ ャ ン ネ ル ウ エ ー ブ尼崎 (CWA) は、 伝送路が火 災 に よ っ て 一 部損壊 し た が17 日 夜 に

は復旧、 18 日 午後 3 時か ら コ ミ ュ ニ テ ィ ー チ ャ ン ネ ル と 文字放送で現地収録の映像、 災害

情報 な ど を 24日寺開放送 し た 。

ケ ー ブル ビ ジ ョ ン ア イ (CVI) は 、 建物の損壊 は大 き か っ た し 、 停電 に よ り 一部地域で

停波 し た が、 給電再開 に よ り 復旧 。 文字放送で震災関連情報 を 流 し た 。

ケ ー ブ ル ビ ジ ョ ン 西宮 (CVN) は、 セ ン タ ー 設備 は地震直後 に 自 家発電が作動 し 燃料

が尽 き る ま で 8 時間稼働 し た。 そ の後の停電に よ る 停波は午後11時 に解消。 自 主制作番組

の 3 チ ャ ン ネ ル で、給水、 病 院、 風 呂 、 災害融 資 な ど生活情報 を 流 し た 。

ケ ー ブ ル コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 芦屋 (CCA) は、 UHF . VHF ア ン テ ナ が損壊、 ケ ー ブル

切 断 な どの被害 を 受 け たが、 19 B 朝 に架設ア ン テ ナ で復|日。 伝送路 も ス テ イ タ ス モ ニ タ ー

でのチ ェ ッ ク で、 壊滅的 に 損壊 し た 2 町 を 除 き 、 22 日 に復旧 し た 。 関連報道 は25 日 か ら 災

害本部の情報 を 毎 日 更新 し て放送 し た。

淡路五 色 ケ ー ブ ル テ レ ビ (ACT) は設備 に 大 き な 被 害 は な か っ た 。 1 7 日 午前 7 時 に 有

線放送電話で断水情報を 流 し 、 40分後 に 学校の休校を 、 そ の後、 映像に よ る 被害状況、 避

難場所 な ど を 伝 え た 。

姫路ケ ー ブル テ レ ピ、 滝野ケ ー ブル コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 、 関宮有線テ レ ビ ジ ョ ン な どは

被害 は な く 、 義援金、 救援物資、 ボ ラ ン テ ィ ア の募 集 な どの情報 を 流 し た 。

5 . 新聞

[ コ ン ビ ュ ー タ ー シ ス テ ムが止 ま っ た }

神戸市 内 に あ る 新聞社は、 本社、 支局 を 関 わず、 そ れぞれ空前 の大震災の影響 を 受 け た

が、 JR 三宮駅前 に 9 階建て の本社 ピ ル を 持つ神戸新 聞 社 の 損害が最大で あ っ た 。 ピ ル が

立 っ て い る だ け と い う 全壊状態 に な っ た か ら であ る O

こ の 日 未明 、 2 階 に あ る 編集局 で、火事の取材 に 出 た新人記者 の 帰社 を 待 っ て い た宿直の

社会部デス ク は 、 突然、 デス ク 席か ら 放 り 出 さ れた 。 凄 ま じ い揺 れ の 中 で電気が一 斉 に 消
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え 、 シ ュ ワ シ ュ ワ と コ ン ク リ ー ト が き し み 、 ピ ル の 窓 の ガ ラ ス と い う ガ ラ ス がすべて砕け

散っ て い た O

f あ ま り に も 突然 だ、 っ た 。 「 ゴ- J と い う 地鳴 り と と も に 、 ]R 三宮駅前 の 新 開会館 2 階

に あ る 社会部の フ ロ ア は激 し く 揺れ た 。 社会部の電灯が消 え た 瞬 間 、 信 じ ら れな い よ う な

強い横揺れが襲 っ た 。 「早 く も ぐ れ」 。 デス ク が声 を 枯 ら し て 叫ぶ。 机の下 に も ぐ り 込ん だ

瞬 間 、 周 囲 で ロ ッ カ ー が倒 れ、 窓 ガ ラ ス が割 れ る 音。 さ く 裂音が響 き 、 お さ ま る か と 思 う

と 再 び激 し い揺れ。 頭が真 っ 白 に な っ た 。 どれ く ら い時が経っ た の か、 杭か ら 顔 を 出す と 、

部 内 の 床 に は電話、 テ レ ビ な どが散乱。 天井が落 ち 込み、 柱 に は ヒ ピ が は い り 、 一帯 に ガ

ス 臭が漂 っ て い た。 夜が明 け て 、 外へ出 る と 神戸新開会館 は あ ち こ ち の 窓が破れ、 無残 な

姿 に 変 わ っ て い た 』 と 、 現場 に い た 記者 は 翌 日 の朝刊社会面 に 臨場感 あ ふ れ る 記事を ま と

め た 。

情報の 中枢 に い る はずの新聞社が情報 を 遮 断 さ れて い た。 取材 し よ う に も 電話 は通 じず、

FAX は作動せず、 ポ ケ ベ ル も 応答 し な い。 テ レ ピ も ラ ジ オ も 停電で画像 も 音 も 流れ な い 。

午前 6 時前 、 東京の 共同 通信が地震速報 を 流す や 、 大震災の報道が全世 界 を 駆 け巡る が、

神戸新開会館 だ け は、 依然 と し て 沈黙の 中 に い た の で あ る O

幹部社 員 が次 々 出社 し 点検 を 始 め た が、 新 聞 制 作 を コ ン ビ ュ ー タ } 制 御 し て い る CTS

装置が作動 し な い こ と が分か つ た。 新聞製作の心臓部が動か な く な っ て い た の で あ る O

神戸新聞社 は こ れ ま で に も 2 度、 休刊 の危機 に 見 舞 わ れて い る O 大正 7 年 の 米騒動 に よ

る 焼 き 討ち と 、 昭和20年の神戸大空襲であ る 。 い ずれ も 社屋 を 全焼 し た が、 休 む こ と な く

発行 を 続 け た 。

3 度 目 の危機を 救 っ た の は京都新聞社 と の 間 に 結 ぼれて い た 「緊急事態発生時の新開発

行援助協定j であ る O 瓦擦の 中 か ら の必死の頼み に 京都新聞社 は全面 的 協力 で応 え た 。 整

理部員 が京都 に 送 ら れ、 作 ら れた 夕 刊 用 印刷 フ ィ ル ム が京都か ら 神 戸 市の西端、 西認 に あ

る 製作 セ ン タ ー に 送 ら れた 。 交通渋滞 の 中 、 フ ィ ル ム を 持 っ た オ ー ト パ イ が到 着 し た の が

午後 6 時22分。 そ し て 、 27万部の 夕 刊 が刷 り 上がっ た の は午後 8 持であ っ た 。

神戸新 聞 社 は 、 ]R 神戸駅前 の ハ … パ } ラ ン ド に新本社 ピ ル を 建 設 中 であ っ た 。 そ し て 、

近 く の LS ピ ル 3 階 に 設け ら れた 建設準備室の 電話 回線が生 き て い る こ と が分か る と 、 そ

こ に 取材 の 前 線基地が霞 か れ た 。 1 月 23 B か ら は、 LS ピ ル か ら 300m 先 の ダ イ ヤ ニ ッ セ

イ ピ ル の 14 ・ 15階 に 本社機能 を 移 し 、 震災報道 を 続 け た。 そ の 後、 奇跡 的 な 早 さ で CTS

シ ス テ ム を 復活 さ せ、 2 月 6 日 付朝刊 か ら ニ ュ ー ス 131園面すべて を 自 主制作で き る ま で に

復旧 し た 。 一方、 2 月 10 日 、 昭和31年 に完成 し 戦災復興の シ ン ボル と 謡 わ れ、 そ の後、 約

40年 間 に わ た り “ 三宮駅前 の 顔 " と し て 長年市民 に 親 し ま れて き た神戸新開会館 は解体 さ

れ た 。

ま た 、 神戸新聞 の保紙 デ イ リ ー ス ポ … ツ も 休刊 の危機 に 見舞 わ れて い たO デ イ リ ー ス ポ

ー ツ は 昭和23年創刊 の 関西 で は最 も 古 い ス ポ ー ツ 紙で あ り 、 東京 と 大 阪 に 本社があ る が、
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紙面は神戸新聞本社 に あ る 整理部が組み 上 げて い た か ら であ る O デ イ リ ー を 救 っ た の は東

京 に あ る 日 本経済新聞 と 、 そ の 関連会社 日 経印刷 で あ っ た 。 そ こ で作 ら れた フ ィ ル ム は 日

経本社か ら 紙面送信装量で 臼 経大阪支社へ、 そ し て大阪か ら バ イ ク で神 戸 に 転送 さ れ、 神

戸新開製作セ ン タ ー に到着 し た の は午前 1 時 を 21分間 っ て い た 。

{危機 を救 っ た 援助協定}

大震災で壊滅的被害 を 受 け た神戸新聞社が、 発行 を 止め ず に 済 ん だ の は 、 震災 1 年前の

平成 6 年 1 月 1 日 に京都新聞 と の 間 で締結 し て い た相互援助協定があ っ た か ら で あ る O 地

方紙の場合、 本社機能の あ る 都市が大被害 を 受 け る と 、 被災者に 最 も 密着 し た情報 を 出 す

べ き 地元紙の役割が失わ れ る こ と か ら 、 震災後、 新開業界で注 目 を 集 め た 。

新聞協会の調べに よ る と 地元紙の相互協定は、 震災前 は①神戸 = 京都 の ほ か、 ② 日 経 =

北海道、 ③東奥 z 岩手 日 報 = 秋田魁 = 山 形 = 福 島民報、 ④岐阜 = 北 日 本 = 福井 の 4 グ ル ー

プ12社 で あ っ た 。 し か し 震 災 後 は 、 佐 賀 = 長崎 ( 2 月 ) 、 徳 島 = 四 国 立 愛媛 = 高知、 熊本

日 日 = 宮崎 日 日 = 南 日 本、 長崎 = 熊本 日 日 (以上、 3 月 ) 、 茨城 z 下野 = 上毛 z 埼玉 : 神

奈川1 = 千葉 = 山 梨 日 日 、 山 梨 日 日 z 静岡 、 西 日 本 立 熊本 日 日 、 中 国 = 西 百 本 (以上、 4 月 ) 、

山 陽 = 中 国 = 新 日 本海 = 山 陰中央、 福 島民友 = 河北、 共 同 通信 = 時事通信、 福島民報 z 下

野 (以上、 5 月 ) 、 河北 = 茨城 ( 6 月 ) 、 信濃毎 日 = 新潟 = 北 日 本 立 北国 = 福井、 中 国 = 愛

媛 (以上、 7 月 ) 、 高知 = 大分合 同 、 静岡 = 信濃毎 日 ( 9 月 ) 、 北海 タ イ ム ス z 室蘭民報、

上 毛 z 信濃毎 日 (以上、 10月 ) 、 山 形 = 新潟 、 上毛 = 新潟 (以上、 12月 ) と 、 一気 に 2 1 グ

ル ー プ34社 も 増 え た 。

勤務先が離れているので、 週末だけ避難所に帰っている 。 新開の交通情報はあ り がたい。 新聞を入手でき た
のは地震発生後 2 、 3 日 経っ てからだっ たが、 停電でテ レ ビは見れなかっ た し、 ラ ジオの情報は、 ほ と んど内 i
容をつかめなかっ た。 災害の全体状況や、 鉄道、 道路、 仮設住宅、 医療な どについては、 新聞か ら多 く の情報
を得た。 内符も ほぼ正確で、 ー生懸命に書いているから被災者の気持ち と の ズ レ も少ない と 思 う 。 テ レ ビは初
期には、 絵にな る長旧区の火災現場ばか り を取 り 上げた よ う だが、 灘区や東灘区の万が家屋倒壊に よ っ て亡 く
なっ た人が多いのだから 、 {扇 り があっ たのではないか。 (神戸市中央区、 会社員 ・ 30歳)

自宅に大き な被害はなかっ たが、 交通情報、 水道、 ガス に関する情報を注意、深 く 読んでいる 。 と く に出掛け
る時には、 その都度、 新隠をめ く っ て道路や鉄道の情報を確認している 。 新司はテ レ ビ と逢っ て、 後になっ て
から も 調べられる と こ ろがいい と思 う 。 テ レ ビは 2 日 目 ぐ ら いから見られたが、 内容がレポー タ ーの感情にft
おされる と こ ろが大 きかっ たのではないか。 新聞はその点、 少 し客観性が高かっ た と 思 う 。 テ レ ビは ヰ1央区で
も 、 被答のひと、かっ た所ばか り 映すので、 県外の親戚は大変心配 していた ら しい。 新間の死亡者名簿を見て友
人の葬儀に出 ら れた し、 家を失っ た友人は洗濯機を譲っ て く れる人を捜 して新聞を読んで、いた。 こ れか ら も 必
要に応 じて必要な と き に新関を引っ張 り 出 して き て読も う と思っ ている 。 (神戸市中央区、 女子学生 ・ 21歳)
地震発生後、 車です ぐに勤務先の大学に向かっ た。 学生の安若手、 被害の状況、 交通機関の復旧の見通 し な ど、

CATV が損壊したので、 基本的にはラ ジオで情報収集 した。 学生の安否は電話で確認したほか、 地元テ レ ビ、
ラ ジオ局を通 じて学校へ電話する よ う 呼び掛けて も ら っ た。 事rr伺については、 ニ ュース性をあ ま り 強調 し過 ぎ
ずに、 全体を正確に伝えてほ しい と 感 じている 。 一方で大き なスペース を害tいて生活関連ニュースがずっ と載
っ ているのは、 大変あ り がたい。 市の方では、 こ こ ま ではなかなかで き ない。 新調には き っ ち り 書いても ら っ
ている と怠 う 。 (神戸市西Ix:、 大学職員 ・ 46歳)
( W阪神大震災で新憶が果た した役割についての現地調査報告書j (社) 日 本新開協会編集部よ り )
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i 第一節 防災発想の転換
[命だ け は助 け よ う }

「今回 の 地震で私が痛感 し た の は、 壊れて も 人命 だ け は助か る よ う に です。 こ れ ま で

は壊れな い も の を 造 る こ と に専念 し て き た よ う な気が し ま す。 と に か く 頑丈 な も の さ え 造

れ ば と 地震対策 を 考 え て き ま し た。 し か し 、 こ のや り 方で は完全で は な か っ た わ けです」

神戸大学都市安全研究セ ン タ ー の沖村孝教授 ( 当 時 ・ 土地造成工学研究施設助教授) は

残念が り な が ら 結論づけ た 。

「絶対 に壊れな い も の は造 れ な い こ と が分かっ た 以上、 こ れか ら は壊れた ら ど う す る か。

壊れて も 、 完全に は つ ぶ れ に く い も の に し て お こ う O 最低限、 人命は確保で き る 対 策 に し

よ う と 、 地震 に 対す る 基本認識 を 変 え ま し た J

j中村教援は 、 防災、 と く に都市防災の発想転換 を 強調 し て い る 。

こ れ ま での土木工学で は、 都市 を 形成す る 公共構造物 な どの建設や社会 シ ス テ ム の構築

に対す る 設計外力 は 、 過去の事例 に学ぶ姿勢が と ら れて き た 。 前者の公共構造物 に つ い て

は、 経験 し た 自 然現象の大 き さ と 頻度 を 踏 ま え 、 経済的、 投資効率的 な 観点 か ら 設計外力 、

安全率が設定 さ れて き た。 例 え ば、 河川工学で は確率時雨 の 考 え 方であ る O 重 要 な も の に

は過去の極値 を 与 え て き た。 一方の社会 シ ス テ ム 、 例 え ば防災計画 な ど に 対 し て は過去の

経験、 知識を ベ ー ス に 、 起 こ り 得 る であ ろ う 、 さ ま ざま な現象 を 想定 し て シ ス テ ム を構築

し 、 マ ニ ュ ア ル を作成 し た 。

こ う し た 方法 に よ る と 、 設計値以内 の外力 であ れば、 過去に体験 し 、 蓄積 し て き た知識

に基づい て 、 すべて安全 に 対応 で き た。 し か し 、 今回 の よ う に300万人以上 の 人 口 が密 集

し そ の社会生活、 経j斉活動、 文化活動 を 支え る 複雑で過密 な 巨大都市 圏 の 直 下で起 こ っ

た地震は、 全 く 予想で き な か っ た大災害 を も た ら し た。 経験や常識 を 超 え る 外力 が発生 し

た場合、 構造物 は脆 く も 破壊 さ れ、 何 よ り も 、 膨 大 な 死傷者 を 出 し 、 市民生活が一 瞬 に し

て絶望 的 な状態 に 陥 る こ と を 教 え て く れた。

今後 は震度 7 で も 壊れ な い構造物 に し な け ればな ら な い が、 ど ん な 対 策 を と っ て も 災害

を ゼ ロ に 出 来 る か と い う 疑問が生 じ る O す な わ ち 、 震度 7 以上の地震は起 き な い と い う 保

証が な い か ら であ る 。 沖村教授は 「残念 な が ら 、 災害 を ゼ ロ に 出 来 な い こ と を ま ず認識 し

な け ればな ら な い 。 災害 を ゼ ロ に 出 来 な け れ ば ど う す る か。 そ れは被害 を 出 来 る 限 り 小 さ

く す る た め の工 夫 を し な け ればな り ま せん。 構造物 は壊れて も ぺち ゃ ん こ に な ら な い も の

にす る 。 耐震 と 同 時 に 免震 に も 力 を 入 れ る O 人命救助 を 第一 と す る 復旧 を優 先作業 と す る

こ と な どが考 え ら れ る J と 力 説す る O

地震の予知 は現段階で は不 可能で も 過去の 実例 を 教訓 に し て 、 被害 を予想 し た 防災対策

を と っ て、 災害 を 少 し で も 小 さ く し よ う と い う 観点が生 ま れて い る O
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[ じ わ じ わ壊 れ る 設計 を }

東京大学 の 片 山恒雄教授は 「 じ わ じ わ壊れる 設計 を 忘れ て い た 」 と 反省 す る o 1970年代

の 初 め ま で は 米 国 に比べて、 日 本の構造物 は 強い地震の揺れに抵抗で き る よ う に設計 し て

い た。 酎震構造の方法はこっ。 一つ は構造物 の 強 さ を どん どん上げて い く 方法だが、 設計

値以上の 強 い 地震が来 た ら ぽっ き り と 壊れて し ま う 。 も う 識 つ は 、 地震で多少の変形や ひ

ずみが残 る の は仕方 な い が、 じ わ じ わ壊れる よ う に 設計 し よ う と い う 考 え 方 だ 。

こ の二 つ の 考 え方が取 り 入 れて い る 度合い は建築 と 土木で違 う し 、 構造物 の種類 に よ っ

て も 違 う O ま た 同 じ構造物で も 古い も の と 最近 の も の で は大い に 違 う O 今回壊れた橋脚の

ほ と ん どは 強 く 造 っ て あ っ たが、 じ わ じ わ壊れる よ う に は造 ら れて い な か っ た 。 米 国 の 5

倍強 く 造 つ で あ れ ば壊 れ る と き の惨め さ は 5 分の 1 な の で は 、 と い う 思い も あ っ た。 し か

し 、 じ わ じ わ壊 れ る よ う に 設計 し て お か な い 限 り 、 い く ら 大 き な 強度で設計 し で も 、 そ の

強度 を 越 え る 揺れが き た ら 、 壊れ方は惨め に な る O

電球や テ レ ピ、 自 動車 は壊 し て実験出来 る が、 ピ ル や橋 な ど大 き な構造物 を 本物の地震

の 強 い 揺 れ を 与 え て壊す こ と は難 し い。 安全か ど う か の 実験は無理であ る O 経験に 頼 り が

ち な 地震防災の考え方 を 変 え る 必要があ る と い う O

[神戸 に 大地震は起 き な い は ず}

神戸では震度 3 以上の地震 は 1985年 7 月 25 日 以来 な か っ た。 震度 4 は 1 952年 7 月 18 日 の

吉野地震以来、 40年以上。 震 度 5 と な る と 、 1916年 11 月 初 日 の 明石海峡地震 の M6. 1 が最

後。 今 回 の 大地震 は約80年 ぶ り だ、 っ た。 「神戸 に 大地震は ま ず起 き な い。 神 戸 の 災害 は 山

崩 れや水害だ」 と 市民 も 神戸市当 局 も 信 じ て 疑わ な か っ た 原 因 は こ ん な と こ ろ に あ る か も

し れ な い。 し か し、 そ れ は 単 な る 錯覚 に 過 ぎ な か っ た 。

寺島敦 ・ 前神戸大学理学部教授に よ る と 、 有 史以来、 神戸の震度 5 以上の地震は今回 を

除 い て 1 6 間 あ っ た 。 震源域 は紀伊半島沖 4 回、 遠ナ1'1瀧 3 回 、 京都府南部、 滋賀 県西部各 2

回 、 兵庫県南部、 大販府 中 部 、 愛 知 ・ 岐阜県境、 六 甲 山 (1899年有馬鳴動) 、 明石 海峡各

1 回。 発生間 隔 は 1 � 265年、 平均78年 は お か し な 数値で は な い と い う 。

兵庫県 の 他地域 と 比較す る と 、 日 本海側、 中央部で各 4 問 、 姫路市周辺 で 6 回 、 淡路島

で 8 回。 神 戸市 は い か に 地震多発地帯 で あ る かが分か る O 神戸市東部~尼崎間 は と く に 多

い。 地 質 時代 ま で さ か の ぼ る と 、 六 甲 山 は55万 年 か か っ て 、 現主の 高 さ 931m に 成 長 し た

造 山 活動 も 地震 の エ ネ ル ギー だ。 神戸市域は無地震地帯 ど こ ろ か、 む し ろ 多発地帯 と い う

べ き だ、 っ た。

台風に比べて、 地 震 は 決定 的予知が現状では不可能で、 あ る 。 予知絶望論す ら あ る o 100 

年単位の警告ス パ ン で は迫力 が な い 。 神戸市 当 局 の無防備ぶ り が批判 さ れ た が、 政府 自 体

が東海地震限定の対策 し か持 た ず、 今回 の狼狽ぶ り を み れば、 人 災論は と も か く 、 わ が 国
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全体が反省 すべ き だ、 っ た。 全国で地震災害 と 無縁 な 地域は な い こ と も 分か っ た 。 し か も 、

い つ 襲 わ れ る か分か ら な い不気味さ を 持 っ て い る 。

[ マ グニ チ ュ ー ド は大 き く な か っ た の に ]

今 回 の マ グ ニ チ ュ ー ド は7. 2 だ、 っ た 。 こ れに 対 し 、 1993年の釧路沖地震は7. 8で、 死者 2

人。 同 じ年の夏の北海道南西沖 地震 も 7. 8で、 津波が起 こ っ て奥尻島 を 中心 に 約230人の死

者が出 た 。

1994年10月 の北海道東方沖地震 の8. 1 は 今回 よ り ひ と 回 り 大 き い。 北海道 の死者は ゼ ロ

で、 地震災害 の 大 き さ は、 マ グ ニ チ ュ ー ド と 直接 関 係 な い こ と を 、 今回 は い や と い う ほ ど

思 い 知 ら さ れた 。 300万 人 の 巨 大都市 閣 の直下 で地震が起 こ れ ば、 当 然 の 結果 だ っ た 。 あ

ら ゆ る 種類 の被害が も た ら さ れ、 初 の 経験に も な っ た 。

1948年の福井地震以来、 わが国の都市の高下で地震が起 こ っ た例 は な か っ た 。 1964年 の

新潟地震、 1978年 の宮城県沖地震 も 海の地震だ、 っ た 。 地震 に 対す る 備 え も 進歩 し た が、 50

年近 く も 都市 の 近 く で大 き な 地震が起 こ ら ず、 楽観視 を 招 い て い た こ と への 反省が今 回 、

A 斉 に 叫ばれた。

{災害は社会科学的 な現象 でも あ る }

京都大学防災研究所 は今回 の地震が多 く の 防災課題 を 提起 し 、 今後の わが 国 の 防災体制

に対す る 大 き な 教訓 を 得 た と し、 研究者、 行 政、 民 間機関、 一般市民 な どそ れ ぞれ に 検討

の宿題を う え た と し て い る O

こ の場合の 共通;事項 を 次の 5 点 に ま と め て い る O

( 1 ) 災害 と は 自 然科学的現象 で あ る と 同 時 に社会科学的現象 で あ る 。

( 2 ) 防災対策 は事前対策 と 事後対策の 両方が必要で あ る O

( 3 ) 防災の要は情報処理であ る O

( 4 ) 防災哲学 を 持つ必要があ る 。

( 5 ) 防災は機能で あ る O

災害は単 な る 自 然現象で は な い 。 マ グニ チ ュ ー ドが大 き く て も 、 付 近 に 被害 を 受け る も

のがな け れ ば災害 に な ら な い。 逆 に地震の規模が小 さ く て も 社会 に 大 き な被害が 出 れ ば大

災害であ る O こ の こ と は 自 明 であ っ た が、 従来は 自 然科学的 な被害 に 関心の大部分が 向 け

ら れて き た。 被害 と し て 人的被害の大 き さ と 、 施設の物的被害の大 き さ だ け を 取 り 上 げて

き た。

今回 の地震は従来 の被害観では と ら え 切 れ な い 。 都市機龍の マ ヒ に よ る 経済的 な損失や

被災者が体験 し た精神 的 な苦痛 な どへの対策が復旧、 復興 に 重要 で あ る こ と が明 ら か に な

っ た。 つ ま り 、 災害 は 自 然科学的現象であ る と 同 時 に 、 社会科学的現象であ る こ と を 示 し

654 第十家@防災



た 。 こ の こ と は物理的 な 課題 と 社会 的 な 課題の双方 を 同 じ ウ ェ ー ト で検討す る 総合 的 な 新

し い 防災観 を 持つべ き こ と を 示唆 さ れた と い う O

防災対策は被害 を 未然 に 紡 ぐ事前対策 と 被害が発生 し た場合に も 被害 を 局 限化す る た め

の事後対応の両局面があ る O わ が国 の 防災対策 は 、 物理的 な事前対策 と し て は 世界 一の水

準 に あ り 、 被害の発生を 未然、 に 防 ぎ得 る と い う 妨災担当者の 自 信 に も つ な が っ て い た 。 し

か し、 今 回 防りとが万全で、 な か っ た こ と が実証 さ れた。 事後対応 シ ス テ ム の 不 十分 さ は 特 に

明確に な っ た。

今後 は事前対策 と 事後対応 の 適正 な バ ラ ン ス を 図 ら ね ばな ら な い。 つ ま り 合理的 な 災害

想定に基づい て 、 被害の予防、 軽減の た め の事前対策へ、 計画的 に 防災投資 を す る と と も

に 、 ど ん な 場面 に も 対応で き る よ う な危機管理体制 を 整備、 講築 し な け れ ばな ら な い 。

防災対 策 は 、 物理的、 社会的雨現象がそ れぞれ事前対策 と事後対応 の 両局 面 を 持 ち 、 時

間 経過 と と も に 複雑化す る O こ れ ら を 総合的 に把握す る た め に は 一元的 に 管 理で き る 情報

処理 シ ス テ ム が必要 と な る O

防災対策の基本 と し て 「 守 る べ き も の は何かJ の社会的合意が必要で あ る 。 そ れ を 、 だ

れが、 ど こ ま で、 どん な 方法で守 る か議論 さ れねばな ら な い。 対策の多 く は技術的課題 と

し て と ら え ら れ る が、 安全や安心 に つ い て すべて行政の 力 で、処理す る こ と は不可能であ り 、

市民一 人 ひ と り の 自 覚 の 上 に 、 初 め て 防災が可能 に な る 。 安全や安心の捉え 方が 「防災哲

学」 であ る O

総合的 な 防災対策の推進は 、 住み よ い 、 暮 ら し よ い社会 を つ く る 一環 と し て考 え な け れ

ばな ら な い。 すべて の施策の 中 に 防災機能 を 盛 り 込 ま せ、 防災投資 を 効率 化す る こ と が重

要であ る 。

{一人ひ と り に防災の心 を }

「 ぐ ら つ と き た ら 火 を 止 め てJ と い う 防災原則 の 第一が役 に 立 た な い こ と を 今回 は 思 い

知 ら さ れた。 未明 の震度 ? の激 し い揺 れ に 襲 わ れ る と 何 も か も 無力 だ、 っ た。 行政主導 に よ

る 都市づ く り が続け ら れ た 結 果、 「安全j も 行政が保証 し て く れ る と い う 一種の安易 な 考

え 方が一般的 に な っ て い た 。 今回 は行政 自 体が無力 な 状態 に 臨 っ た。 安全 を 保証で き な か

っ た わ け で、 あ る 。 わ が身 は 自 分で守 ら ね ばな ら な か っ た 。 そ れがバケ ツ リ レ ー に よ る 消火

活動、 全国か ら かけ つ け た ボ ラ ン テ イ ア に よ る 支援 な ど、 こ れ ま での 日 常生活で は経験 し

た こ と の な か っ た地域活動 を 生み 出 し た 。

住民 a 人 ひ と り が 「備 え あ れ ば憂 い な し 」 を 自 覚 し 「 自 分の命は 自 分で も 守 る 」 と い う

「防災の心」 を 育 て な け れ ば な ら な い提言が出 さ れた。 そ の た め に は コ ミ ュ ニ テ イ の 育 成 、

災害 に 対処す る 自律活動 を 高 め よ う と い う 呼びかけがあ る O 防災訓練や地域独 自 の備 え を

住民 ら も つ く ら ね ばな ら な い と い う 。 神戸大学工学部の案崎益輝教授は 「 防災の主体は市

民 自 身j と 力 説す る O
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[ 災害文化の継承 と 災害科学博物館構想i

神戸市 は復興計画 で シ ン ボル プ ロ ジ ェ ク ト と し て 「災害文化の継承」 を あ げて い る O そ

の 目 的の l つ 「災害 に対す る 意識の風化、 地域の防災力 の低下 を 防 ぎ、 災害への対応力 を

高 め る た め 、 今 回 の 震災 を は じ め と す る こ れ ま での 災害 に よ る 教訴 を 掘 り 起 こ し 、 災害 と

の 関 わ り か ら 得 ら れた 知 恵 ・ 技能 ・ 自 然観 を 日 常的 に生か し 、 地域酉有の文化 と し て継承

し て い く 」 と 明示 し た。 すべて の 災害、 あ ら ゆ る 種類の被害が同時多発 し た 今 回 の災害の

教書11 を 市民一人 ひ と り の も の に す る 狙いがあ る O

計額 に よ る と 「災害 を 知 る J 1経験 ・ 知 恵 を 継承す る J 1地域の 防災力 を 高 め る J の三本

柱。

( 1 ) 災害 を 知 る

・ 全国、 全世界の研究機 関 と 連携 し た 災害 に 関 す る 調 査研究 や情報の拠点形

成。
. 1防災読本J な どの作成や生涯学習 な ど を 通 じ た 災害情報や学習機会の提供。

( 2 ) 経験 ・ 知 恵 を 継承す る

- 災害文化継承の拠点 と し て 「災害博物館J や 「震災復興記念公 園 」 の整備0

・ 災害 に 対す る 備 え の重要性 を 後世 に継承す る 1 (仮称) 震災の 日 ( 1 . 17) J

の 制 定 (1995年12月 15 日 の 閣 議で 1 月 17 日 を “ 防災 と ボ ラ ン テ ィ ア の 日 " と

す る こ と が決定 さ れた ) 。

( 3 ) 地域の 防災力 を 高 め る

- 自 主 防災組織の育成、 防災 ま ち づ く り イ ベ ン ト な ど に よ る 防災福祉 コ ミ ュ ニ

テ イ の形成。
. 1防災マ ニ ュ ア ルj の 制 定、 家庭備蓄 な ど防災意識の啓発。

「災害科学博物館J は震災の メ モ リ ア ル と し て 整備す る 構想。 阪神 ・ 淡路大震災 に 関 す

る 総合的、 体系 的 な 記録 を は じ め 、 世界各国 の都市災害 に 関 す る 総合 的 な 資料収集、 災害

防災に 関す る 展示 、 情報提供 を 行 う O ま た 、 地震な ど各種災害の総合 的 な調査研究、 都市

防災の生涯学習 、 人材育成 を 行 う 。 国 内外の 関係機関 と の技術、 情報、 人 的 交流、 フ ォ ー

ラ ム 開催 に よ る 国際貢献 を め ざす と し て い る 。 神 戸市が北 区 山 田 町葉那 に 計画 し て い る 120

世紀博物館群構想」 の 中 で緊急提言 さ れた 。
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大学ヱ学部に も “地震対策編"
神戸大学工学部は、 教資、 研究の性質上、 毎 日が危検との同居。 そのため 「実験 ・ 実習 ・ 演習 安全への手

引 き j が建設学、 電気電子工学、 機械工学、 応用化学、 情報知能工学、 土地造成工学、 工作工場等の学科、 研
究施設、 技術セ ン タ ーご と に、 工作機器、 工呉、 重量:物、 ifzi圧電波、 薬品、 ガス な どについて落下、 爆発、 火
災、 感電、 薬品中毒、 逆転事故な どを防 ぐため80ページにわたって細か く 規定していた。
事故は個別に単発する も の と い う 想定。 地震は 2 学科が火災のiJ惹;にイ寸" 己 した程度だっ た 。
今回の地震は建物の崩壊は も ちろ ん建物は無事で も 内部は破損、 散乱 と い う 被害ケースか ら急拠、 「災害対

策用マニ ュ アルj が新たにつ く られた。 緊急時の連絡 (火事、 身体的事故、 ガス漏れ) を書 き 出 しに火災発生
時、 爆発事故発生、 地震発生、 ガス ・ 薬品漏れ、 人身事故発生な どを学部共通で詳記 している 。 火事は出火時
と 日 ごろの心得、 地震は地震時の心得、 発生から 1 臼経過、 1 日 か ら 7 日 経過の応急、復!日 ま での 3 段階の規定。
人身事故については全文20ペー ジの半分をあて、 12の症状の応急処憧を記している 。 人工呼吸法、 心臓マ ッ サ
ー ジ法も 。 今回の地震が昼間の実験実習中に起 き た と した ら どんな惨事になっ たか。 他の大学、 企業、 研究施
設でも 同様だが。

〈参考文献〉
『高速道路 と 自動車第38巻第 6 号j I 自律分散型社会 一阪神 ・ 淡路大震災を受けてJ ì中村孝 高速道路調査会

1995年 6 月
『交通工学増刊号 vo! 30j I緊急 と 日 常 仮神 ・ 淡路大震災で生 じた交通問題の背景J ì中村孝 交通工学研究会

1995年10月
『東京大学公開講座63 防災H阪神 ・ 淡路大震災 関連いから将米を見据え る 」 片山恒雄 東京大学出版会 1996 

fF 6 月
f都市政策84号j I阪神 ・ 淡路大震災からの教司11 と 地域紛災計画」 寺島敦 神戸都市問題研究所 1996年 6 月
f阪神 ・ 淡路大震災一防災への取 り 総みj I複合都市災害の構造分析と 紡災情報システ ム の役害む 亀国弘行、 林春

男、 角本繁 京都大学防災研究所 1996年 1 月
『 日 本列島の地震防災一波神大震災は問いかける j I都市妨災のあ り 方j 室崎主主燈 火月書庖 1995年1 1月
f神戸市復興計廊』 神戸市震災復興本部総括局 神戸市 1995年 6 月
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いと節 防災計画の見直 し
今 回 の 大震災で は 、 すべて の種類 の 災害が起 こ っ た と い わ れ る 。 「防災j と は、 現代社

会の営み の すべて に 関 わ り 、 そ の安全 を 支 え る は ず だ、 っ た が、 だ れ も が 予想 出 来 な か っ た

大災害 に直面 し た 。 こ の 反省 に た っ て、 政府、 地方公共団体は、 発生直後か ら 大被害 を 教

訓 と し て法律の 制 定、 改正、 緊急事業計画の策定な ど を 積極 的 に 進 め た 。 い ず れ も 「安全

な 国土づ く り J r安全 な都市づ く り 」 を 掲げた も の であ る O 同 時 に 「防災計画」 の見直 し 、

改定作業 に入 っ た 。

1 . 政 府

{予知不能 を 前提に対策法鐸 を 整備}

高 度 に 集積 し た都市 は か え っ て災害 に 対 し て範弱 な こ と が改 め て 指摘 さ れ 「 阪神淡路復

興対策本部J の設立、 「阪神 ・ 淡路大震災特別財政援助助成法J の制定が行 わ れた。

こ れで応急復旧 、 復興 に全力 を 挙 げ る と と も に 国会 で は 「地震 防災対策特別 措置法J を

議員立法で成立 さ せた 。 こ れ に よ り ①地方公共団体の地域防災計画 の う ち 、 地震対策 を 緊

急整備、 計顕的 に推進、 ②特別財政措置、 ③観測情報 を 収集、 行政施策 に直結、 ④調査研

究体制 の総合整備 を 図 る こ と に し て い る 。

こ れ ま で に 「大規模地震対策特別措置法J r地震 防災対策強化地域財政特別 措置法」 な

どがあ っ た が、 こ れ ら は東海地震 を 想定、 あ る 程度の予知j を 可能 と し て の対 策 だ、 っ た 。 し

か し 、 今国 の よ う な 1 ， 000年周 期 と い わ れ る 活断層 の 活動 は、 周 期 の 誤差 を 10% と し て も

100年の 幅があ り 「予 知 は不可能」 と 率直 に 認 め 、 地震 は い つ ど こ で発生す る か分か ら な

い も の と し て と ら え 宜 し、 最低限、 国民の生命、 身体の安全 を 確保す る 体制 を 出 来 る だ け

早 く 整え る こ と を 目 的 と し て い る 。 ま た予知i観測技術の 充実 も 図 っ て い る 。 さ ら に 「地震

防災緊急事業五 ヶ 年計画」 の作成準備 も 進め ら れて い る 。

{ 防災基本計画の 改定}

中 央 防災会議は1995年 7 月 18 日 、 今回 の 大地震 を 教訓 に都市化、 高齢化、 情報化、 国 際

化 な ど、 防 災 を 取 り 巻 く 社会構造の変化 を 踏 ま え 、 新 し い 「 防災基本計画」 を 決定 し た 。

国 、 地方公共団体、 公共機構が災害の予防、 応急対策、 復旧、 復興の 各段 階で実施すべ

き 措置、 事業、 施策 を 具体的 に 記載 し て い る O ま た 、 災害の種類 に応 じ て必要 な対策がす

ぐ参照 出 来 る よ う 「地震J r風水害J r火山 災害j な ど に分けて記述 し て い る 。 さ ら に ボ、 ラ

ン テ イ ア や海外か ら の支援受 け入れな ど新た な 課題 に つ い て も 記載 し て い る 。

防災基本計画の 「震災対策編J は ま ず、 災害予防 と し て 「地震 に 強い 国 づ く り 、 ま ち づ

く り J に つ い て記述 し 、 例 え ば構造物 ・ 施設な どの耐震性の確保の基本的 な 考 え 方 と し て 、
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供用期 間 中 に 1 � 2 度発生す る 一般的 な 地震 に 際 し て は機能 に重大な 支障が生 じ な い よ う

に 、 かつ発生確率 は低いが、 直 下型地震 な ど に よ る 高 い レ ベ ル の地震動 に 際 し で も 人命に

重大 な 影響 を 与 え な い こ と を 基本 的 な 目 標 と し て 設計す る こ と と し て い る O

災害応急対策では 「発生夜後の情報収集、 連絡 と 通信の確保」 と し て航空機 に よ る 撮影

な どの情報収集、 画像情報、 地理情報 シ ス テ ム に よ る 被害規模の早期把握 な ど を 計画 し て

い る 。

2 . 兵庫県

{ 大震災の教富11 を 生 か し た 訪災対策の推進出 1 年の歩み]

兵庫県 の 『 阪神 ・ 淡路大震災一兵庫県 の 1 年の記録j は震災の教訓 を 生 か し た 防災対 策

の推進につ い て 、 多 く の犠牲者 と 大 き な 被害 を も た ら し た こ と に 「厳 し い 反省が必要であ

る j と 明記 し、 防災対策上の新た な 問題 を 数多 く 提起 し た点 は わ が 国 の 災 害 史 に 記録 さ れ

る と し て い る 。

地震の教訓 を い か に正 し く 学 び と り 、 将来 に生か し て い く か と い う こ と が重要であ り 、

ソ フ ト 、 ハ ー ド の両面か ら 災害 に 強い豊か な ま ち を つ く り あ げて い く こ と が、 課せ ら れた

大 き な使命であ る 。 こ の認識の も と に 今回 の ケ ー ス を分析 し 、 反省点 を 明 ら か に す る と と

も に 、 防災課題 を 抽 出 す る こ と に よ っ て今後 に 向 け た教訓! と す る と 総括 し て い る O

防災対策の推進 に あ た っ て は 、 被害 を 最小 限 に 食い止め る た め、 平時か ら の予防対策 を

ベ ー ス に い か に 迅速、 的確な応急対策 を 講 じ る かがポ イ ン ト に な る 。 そ の 基本 と な る の が

地域防災計 両 だ、が、 兵庫県 は 1 987年 に 震災対策計画編 を 本編 と は 別 に作成す る な ど、 そ れ

な り に地震対策 を 講 じ て き た。 し か し南海地震、 北但地震 な ど過去の 地 震 を ベ ー ス に し て

い る た め 、 震度 5 � 6 を 想定 し て い た も の の 、 今回 の よ う な 県庁所在地周辺での大都 市宣

下型大地震 ま で想定 し た わ け で は な か っ た。

ま た 、 災害対策本部が機能 し な い場合 に 、 そ の代替機能 を い か に確保すべ き か と い っ た

視点 も 欠落 し て お り 、 マ ニ ュ ア ル に な い事態の発生 に一時的 にせ よ 、 十 分 に 対応、 が 出 来 な

い状況 に 陥 っ た 。 こ う し た経験か ら 、 地域防災計画 は 「災害 に 強 い安全 な ま ち づ く り J を

目 指す。 防災対策 を ハ ー ド、 ソ フ ト の両面か ら 総合的 に展開す る た め の 指針 と し て 、 よ り

具体性、 即応性 を 備 え た 計画 と な る よ う 1996年 3 月 を 目 途 に 、 新 し い 地域防災計画案 (1996

年 8 月 15 日 政府承認) づ く り を 進 め た 。

こ う し た 基本姿勢の も と で総合 的 な 防災対策が検討 さ れ、 対策の推進が図 ら れて い る O

そ の柱 と し て は次の 7 項 白 か ら な っ て い る 。

1 . 地域防災基盤の整備

2 . 防災施設の整備

3 . 迅速な 災害応急活動体制 の確立
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4 . 災害応急対策への備え の充実

5 . 県民参加 に よ る 地域防災力 の 向 t

6 . 調査観測体制等の 強化

7 .  I防災 と ボ ラ ン テ イ ア の !j J の 制 定

「地域防災基擦の整備j は ラ イ フ ラ イ ン 、 交通、 建築物が壊滅 し た 教訓 を 踏 ま え て 、 防災

機能の強化 を 図 り 、 都市部で緑地帯や遊水空 間 を 広 げる と と も に 、 河 川 や 道 路 を 軸 と し た

広域防災帯 を 整備す る O こ れで市街地 を ブ ロ ッ ク 化 し そ の 中 の都市公園 な ど の オ ー ブ ン ス

ペ ー ス を 活用 し た 防災拠点づ く り 、 市指地の不燃化 を推進す る 。 山 間 部で は 治 山 、 砂防設

備、 海岸部 で は海岸保全施設の整嬬 を 進 め る O

ま た庁舎、 病院、 学校 な どの公共建築物、 重要な 交通施設、 防災施設 に つ い て は耐震性

の確保 を 凶 る 。 と り わ け1979年以前の基準 に よ る 橋梁、 1981年以前 の建築物 に つ い て は計

倒的 に 耐震性 を 高め る 。 既存の住宅 に つ い て は啓発活動 を 強化、 耐震改修促進法 に よ る 耐

震性向上 も 進め る 。 さ ら に 多元、 多重の総合交通体制 の整備 と ラ イ フ ラ イ ン の確保を 図 る 。

「防災施設の整備J は今回 の 地震 で 一般加入電話の 回 線幅轄 (ふ く そ う ) 、 兵庫衛星通

信 ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム の 電源故障、 消 防庁 と の 防 災無線 も 受信装霊室の損壊 で不通な ど、

今回は な か っ た被響 を 想定 し よ う
今回の地震で、防災拠点 と なるべき 消防庁舎や公的施設がい く つか樹壊したがこれらの施設は 卜分な耐震性、

免災↑全を持たせる な どの対策が必要 と なろ う 。 ま た、 今回の袋災では発生 しなかっ たが発't. し得る ÍJJ 能性のあ
る被答、 例えば、 コ ン ビナー ト 火災、 爆発な どを想、定 してその対策を検討する必要があろ う 。
( 15長野健治郎 ・ 近畿大学r:学部教授 r淑子1\1 ・ 淡路大震災 ・ 神戸市域における消防活動の記録j から )

初期段階 は 自 主通信機能 を 失 っ た 。 ま た 、 火災多発 と 断水で、消火力 も 失い 、 火勢 を 強 め た。

こ う し た教訓i を 踏 ま え て、 県、 市 町 な ど災害対策拠点で、 本部室、 要員充実、 情報通信 シ

ス テ ム の 多 重化、 画像化 な どの機能強化 を 図 っ て い る O

ま た 、 県域、 地域の 「 防災 ・ 安全拠点j を 整備 し 、 県庁が被災 し た場合の 災害対策本部

の代替機能 を 持た せ る 。 県立防災セ ン タ ー (仮称) 、 総合防災公園、 国襟防災セ ン タ ー (仮

称) な どの 設置の検討 も 行 っ て い る O

消 防設備、 防災資機材の充実 も 図 り 、 耐震性貯水槽 な とミ多様な;J:.?原 を 活用 し た 防火用水

の確保 を 進め 、 災害時の飲料水の供給源 に も 使 う 。

「災害応急対策J で は 、 二次災害防止対策の強化 を 図 っ て 、 六 甲 山地 の 土砂災害 に 備 え 、

同、 県、 市 町で構成 す る 総合土砂災害対策推進連絡会 を 設置 し 、 住民への危険僧所麗知 、

土砂流災害予想区域 図 の 配布 、 警戒、 避難基準の設定、 雨量計の増設な どの対策が推進 さ

れた。 宅 地 につ い て も 宅地防災工事助 成 制 度 を 創 設 し た。

特 に 、 新 た に 力 を 入れ た の が 「県民参加 に よ る 地域 防 災力 の 向上J で、 「 自 ら の 命 は 自
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分で守 る j の 防災の原点 に 立 っ て 、 防災学習 、 自 主防災組織の育成 を 通 じ て 、 地域や家庭

に お け る 生活文化 と し て の 防 災意識 を 育 て る O さ ら に こ れに根 ざ し た ネ ッ ト ワ } ク 型の 防

災 コ ミ ュ ニ テ イ の形成 を 推進 し て い る 。

「調査観測体制等の 強化」 で は 、 科学技術庁 に よ る 計測震度計、 加速度計の増設に 加 え

て 、 消 防庁 と 連携 し て 県内全市町 に計測震度計 を 設備 し 、 震度情報ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム

の構築 を 進め て い る 。

活断層 に つ い て は、 有馬高槻構造線や野島断層 の ト レ ン チ調査な ど、 国 レ ベ ル の研究が

進め ら れて い る が、 兵庫県 も 神戸 ・ 阪神地域の市街地地盤構造 を解明す る 「阪神地域活断

層 調査J を手がけて い る O 科学技術庁 の地震調査研究交付金 を 活用 、 山崎新層 と 六 甲 断層

帯 を 対象 に 、 活断層 の活動状況の調査 も 進め て い る 。

「兵原県地域防災計画 地震災害対策計画J

{計画見誼 し の視点}

『阪神 ・ 淡路大震災 兵庫県の 1 年 の 記録j で総括 さ れた よ う に 、 大都市直下型の大規

模地震 に 対す る 備 え が不十分だ、 っ た こ と を 反省 、 今 回 の 災害 を 教訓 に 、 災 害 に 対す る 備 え 、

発生時の対応 の あ り 方 を 再検討 し 、 県、 市町、 防災関係機関、 団体や県民の役割 を 明確 に

す る な ど、 よ り 実践 的 な 指針 と な る よ う 現行の計両 を 全面的 に 見直 し、 修正 を 行 っ た 。 計

画改定の視点は次の事項 を 基本 と し て い る 。

1 . 防災基盤の 強化

堅実で、 し な や か な ま ち づ く り 。 都市の 防災空間、 防災拠点の整備。 建築物 の耐震

性確保、 災害 に 強 い 交通、 ラ イ フ ラ イ ン の整備、 地盤災害の 防止 な ど県土保全対策

2 . 県 の 防災体制 の 充実

3 . 防 災協力体制 の 強化

関係機関、 団体 と の 連携強化 の ほ か、 府県問、 市町間 の相互応援協定、 恒久的 な

災害救援組織の検討 な ど広域防災協力体制 の確立

4 . 県民参加 に よ る 砧災体制の確立

[兵庫県内 で発生 し う る 大地震の想定i

A. 南海道地震

古文書な どか ら 発生 パ タ ー ン が比較 的 つ か め て い る 海洋 性 巨 大地 震 で あ る 。 前 回 の

1946 年 は 規模が過去 に比べて小 さ か っ た こ と か ら 次回 は 時期が早 ま る 可能性 も 指摘 さ

れ て お り 、 21世紀前半の可能性が極 め て 高 い 。 淡路地域で は震度 6 に達す る こ と も あ

る 。 海洋性 の た め震源が遠 く 、 県 内 全体で数分の長 い 周 期 の 強い揺れが続 く こ と が予

想 さ れる 。 周期が短い 直下型 と 性質が異 な り 高層建築物や埋 め 立 て 地 の 液状化現象 な

どの 被 害 が大 き く な る 恐 れがあ る 。 ま た 、 淡路島南部 で津波が満潮 と 重 な る と 3 m
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に 達 す る

B. 有馬 高槻構造線地震 六 甲 断層 地震

今 回 の 兵庫県南部地震 と 最 も 類似 し た 条件で起 こ る 大都市直下型。 極め て 大 き な被害

を も た ら す可能性があ る 。

C. IlJ úl奇断層地震

内 陸直下型で臨海部 に 震源が近 く な る ほ ど播磨地域 を 中 心 に 被害が予想 さ れる 。 断層

に 沿 っ て 高速道路が走 っ て い る 条件 も 忘れ ら れな い。

D. 中 央構造線地震

計画改定で新た に想定大地震 に 加 え ら れた 。 淡路南縁断層 帯 を 震源 と す る 。 淡路南部

を 中心 に被害 を 予想、 特 に諭鶴羽 山 地の南斜面 の 山 腹崩壊に注意 し た い。

E. 日 本海沿岸地震

古い記録は な いが、 1872年浜田地震、 1925年北但馬地震、 1927年北丹後地震、 1943年

烏現地震 と 類似地震が続 き 、 警戒 を 必要 と し て い る 。

5 つ の想定地震の概要 と 各県下地域の震度の想定は別表の と お り 。

(表 1 ) 想定地震の概要

南 海 道 地 震

想定震il京地 紀伊半島iql

想定規模 M8. 4 

最大被害地域 淡路地域
県内最大震度 5 � 6  

i 人的被害
建物等構造物 高層建築物要注
被官。
火災
地盤の液状化
現象

津波
土砂災:守

662 第十章@防災

，t 
E、

阪神跨南部中心

淡路烏南部中心

山 崎 断 層 地 震

山崎断層

M7. 0 

播磨地域
6 � 7  

臨海部中心

臨海部中心

臨海部中心

断層周辺中'L、

有 馬 高 槻 中 央 構 造 線 市沿岸
構 造 線 地 震 地 震

有馬i有機構造線 淡路南縁断層帯 但馬j毎斥付近
~六中断層i帝 付近
対7. 2 M8. 0 M7. 0  

神戸 ・ 阪神地域 淡路地域 {EI.馬地域
6 � 7  6 � 7  6 � 7  

都市部'1'心

都市部中心 日本海河川
'L、

者1\市部中心
神戸 ・ 阪神間
南部中，[，、

日 本海沿岸
六甲山地中心 諭在鳥羽山地r! ，心 !!在米 ・ 北{I主層群

(兵庫県地域防災計画)



(衣 2 ) 懇定地震によ る各地域の震度の概嬰

地 域

阪 神 南 部 地 域 i

阪 神 北 部 地 域

東播磨臨海地域
播磨 内 陸 地 域
J番謄 中 央 地 域
西 崎 地 域
rノt、 :粟 郡
南 但 地 域

地 域 l
氷 ヒ 割i
イニ〆ア キ己 君ß
淡 路 地 域

J辰可コみ二 度

紀伊半島irlJ 行本海沿岸 絞路周辺
o 5 5 � 6  
戸υ 4 � 5  5 � 6  
5 J 戸 5 � 6  
b 5 6 � 7  
J 戸 5 6 � 7  
5 5 6 � 7  
戸υ 戸d 6 
U 戸d 5 � 6  

5 5 � 6  5 � 6 

5 6 � 7  5 

5 5 5 � 6  
5 5 5 � 6  

5 � 6  4 5 � 6  
(附51年兵庫県地震対策調査報伝書)

一被害地震の予測…

(表 3 ) 地震に よ る予想全壊木造家屋様数

地域 紀伊半島irlJ 日 本海沿岸 妓路周辺
相l p 722 14 3， 985 

阪 神 南 部 地 域 1， 549 30 1， 354 

阪 神 北 部 地 域 2 53 

東播磨磁海地域 32 23， 803 

播 磨 内 陸 地域 ; 12 11 ， 445 

I t需浴 中 央 地 域 180 10 51 ， 448 

jl可 橋 地 域 16 5， 332 
ιノi...:、 粟 郡 775 

南 11t ;[1虫 域 75 

北 {IJ 地 域 14， 020 
ìJ<. k 郡 2 42 
r フ; 最己 郡 4 

淡 路 地 域 406 
(昭和54年兵庫県地震対策議育報告書 1 

地震別tII火件数 ー 炎上火災件数の怒定 J 
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(表 4 ) 想定地震に よ る火災発生状況

会出火件数 炎上火災件数
紀伊半島沖 冬の夕食時 1 ， 184 745 

夏の夕食時 113 83 

日本海沿岸 冬の夕食持 467 274 
夏の夕食時 44 30 

姫 路 周 辺 冬の夕食時 5， 496 3， 290 
夏の夕食時 528 364 

(j主) 炎 k火災と は、 出火件数の う ち 、 家屋の待集度 ・
初期消火活動等を考慮 し、 燃え広がる と 予想される
火災をい う 。[H�手間兵庫県地震対策議査報告書 1 

一 地震別出火件数 ・ 炎上火災件数の想定 J 

{ 災 害予防計器の基本方針]

1 . 堅実で し な や か な 地域防災基盤の整備

- 都市の 防災構造の強化

- 建築物等 の耐震性の確保

- 地盤災害の 防止施設等の整備

- 交通、 ラ イ フ ラ イ ン 関係施設の整備

2 . 応急対策の充実

・ 平時の 防災組織体制 の 整備 と 災害対策要員 の研修、 訓練
. 広域防災体制の確立

・ 災害対策拠点、 情報通信機器、 施設や 防災拠点の整備

・ 消 防防災施設、 資材、 機材の整備

・ 防災基盤、 施設の緊急整備 (地震予防 緊急 5 ヵ 年計画 な ど)
. 災害ボ ラ ン テ ィ ア 活動 の 支援体制 の整備

- 災害医療 シ ス テ ム の 整備

- 備蓄体制 の 整備

- 緊急輸送体制
. 被災建築物応急危険度判定制度の整備

・ 災害弱者対策、 外国人対策の 強化

3 . 県民参加 に よ る 地域防災力 の 向 上

- 防災学習 の 充実

・ 自 主 防災組織の育成
. 防災訓練の実施

- 企業の地域防災活動への参加促進
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4 . 調査研究体制の 強化

- 地震観測体制 の整備

- 地震 に 関 す る 調査研究の推進

3 . 神戸市

「神戸市地域紡災計画 地震対策編J

[想定地震、 震度崩壊 を教訓 に 見覆 し }

神戸市の地域防災計画 は本編 と 地震対策編か ら 構成 さ れて い る 。 元 々 は本編のみで、風水

害中心の 防災計画 だ っ た 。 1938年、 1967年 の大水害の よ う に 、 神戸 市の被害 は台風や大雨

に よ る 土砂崩 れな と守の 災害が主 だ っ た た め であ る O そ の 後、 山崎断層地震 を き っ か け に 1986

年本編 の 別 冊 と し て 、 地震対策編が策 定 さ れた。 こ の と き 地震災筈 は風水害の よ う な 経験

がな く 、 被害想定 を 行 い 、 南海道沖地震 (M8. 4) 、 枚)j周辺地震 (M7. 0 ) 、 山崎周辺地震

(M7. 1 ) の 3 震源地 を 想定、 最大震 度 を r 5 J と し て い た。 過去 の 推定最大震度 5 を そ

の ま ま と し 、 市 内 に 震源 は な い こ と が前提 と さ れた。 こ の震度想定 に つ い て は、 策定検討

段階で、 さ ら に 直下型の大 き な震度想定 を 求め る 学者側 と 前例 と 対策 コ ス ト を 重視す る 市

当 局 の 間 で、 論議があ っ た と さ れて い る 。

今回の震災 は こ う し た計画の想定を は る か に 上 回 る 規模 と な り 、 こ れ を 教訓 に 地域防災

計画の抜本的 な見痕 し が行 わ れた 。 1995年 3 月 に神戸市防災会議 内 に地 震対策本部会 を 設

け 、 6 月 に 基本方針 を 決定 し た 。 今回 の発生直後か ら 防 災担 当 部局 や他 の 防 災機関が行 っ

た対応実態 と 問題点 な ど を 明 ら か に し て 、 災 害 を 正確 に 把握す る と と も に 新 し い 防災計画

の全体携成 を 検討、 課題 を 整理 し て 1996年 3 月 末 に 、 今 回 の 震 災 を 生か し た 「新 ・ 神戸市

地域防災計画地震対策編j が策定 さ れた。

前 の 地震対策編 の 内容 に概略表現が多 か っ た の に比べ新編 は詳細 を 極 め 、 具体的 な マ ニ

ュ ア ル と し て全 く 新 し い 防 災計画 に 生 ま れ変 わ っ た 。 ペ ー ジ数で 6 倍 の 665ペ ー ジ。 文字

数では 10倍以上 と い う ぶ原 い も の だ。

[地震対策編の全体構成}

1 . 総括

行政対応 や 防災関係機関 の対応 を 総括 的 に 網羅 し て い る 。

2 . 地震防災対応マ ニ ュ ア ル

担 当 部 局 別 、 災害事象別 に 具体的行動指針や行動内 容 を 時系 列 的 に 使い や す い 形態で

マ ニ ュ ア ルイヒ し て い る O

3 . 防災事業計画

言i企画 を 実践す る た め 各種防災関連事業 を 地域防災計画 の 1 1 1 で防災事業 と 位置づけ、 短
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期 、 中 期 の 防災計画 を 定め る 0

4 . 防災デー タ ベ ー ス

対策実施 に必要な各種資料 を 一元的 に構築、 整備 し 、 基本デー タ と す る 。

(表 5 ) 地震発生の季節条件を 変 え た 災害想定

①犯者の発生

⑦救急医療

③火災 ・ 延焼

③避難生活

⑤欽援物資

666 第十章@防災

阪神大震災 (冬期)

- 市内の死者は、 4， 319人。
(1995年 8 月 31 H 現在)

. i[亡原阪は、 家保倒壊によ
る圧死、 t守宅，息死が89%を 占
め、焼死は10%、 伐 り の 1 %
はA73迷道路の倒壊に よ る転
務死であっ たり

' yc手?の年齢構成は、 半数以
1 が60歳以 トの高齢者が占
めていた。

- 寒さ のため名人等の亥泌が
み られたl 問 崩川流行した

1 1  . 伝染病の発性危険は比較的
f氏かっ た

- 正{消ス ト ーブや電気ス ト ー
ブ等暖房器具か らの出火が
見られ、 ま た朝食の準備中
のガス コ ン ロの火が可燃物
に着火し出火したケースが
多 く あ った。

- 冬期は空気が乾燥状態にあ
り 、 延焼危険性が高かっ た。

- 冬期であっ たため避難生活

- そのため、 避難者の媛房機
Í'llfのニーズや電気、 カ、スの
復IHニーズが高 く な っ た。

• f援房機器 (ス ト ー ブ ・ 毛布
等) が多 く 搬入 さ れた。

- 冬着 (セー タ ー ・ 冬物 f着
号事) が多 く 搬入 された。

- 弁当等腐敗の進行が比較的
j堅かっ た

/山丈E仁Jい宇也t!、 'メt 対策の恭本万針

| 死者の発lì:�同節変動は兄 。迅速な情報伝達体制、 津波
られない と 考 え られる 。 避難計 一幽î�津波対策の推進

- 似 し、 延期に地震が強位 し、
i!勺皮が発't:ー し た場{ì {土 、 m
厚?海よ�::�1の海;jí.浴場容の詩r
j皮に よ る死名ーが発lì々す る ìïJ
能性がある 。

- 夏期jに地震が守主性する と老 。災;号待医療シ ス テ ム の整備
人や病人等は衿さ に よ る体 。避難所等の衛生符瑚
力の消耗が激 し く な り 、 ま 。遊難所や似設住宅の冷房対
た伝染病の発生 も考え ら れ 1 策
る 。

- 冬期jに比べ、 夏期は暖房器 0耐震性貯水槽の整備等震災 !
よLT字の火気使用機会が少な 火災に対する消防力強化
いこ とか ら 、 出火危険は低 。交通鋭íIìlJ等に よ る緊急車両
い と考え られる 。 J1在行確保

- 風力、 風向等の気象条件に 。市民や地域の初期消火能力
よ っ ては延焼危険度が高ま の強化
り 、 焼失面積が拡大する 。 。延焼遮断千wや大規模公闘の
ま た、 市民の避難行動へ大 整倣促進
き な影響を ラ え 、 人的被害 。沿道府燃化の促進
に も つなカτる 。 。危険物取扱い施設の防災体

制の強化
夏期に地震が発生する と 、 。避難所開設 ・ 運営システム
暑 さ と の戦いになる こ と が の終備
考え られる 。 。高齢者 ・ 隙寄者等要援護者

- その結果、 高齢者や病人等 の避難対策の策定
l立、 暑 さ に よ る体力の消耗 。避難所情報シ ス テ ム の整備
が激し く 、 ま た伝染病等の
発生 も考え ら れ、 避難後に
病人が多 く 発生する 可能性
がある 。

- 夏期は高j鼠多i認のため、 食 1 0弁当等主食の調達 ・ 配分 ・
中毒の可能性が高 く 、 生鮮 保管システム の弊備
食料品、 弁当等のJf�t及が関 。救援物資受入れ ・ 配分シス
難と なる 。 テ ムの整備

- 梅雨時期での救援物資の野
穣みには、 応対策が必要と
な る 。

(神戸市地域妨災計阿)



こ う し た構成で阪神 ・ 淡路大震災 ク ラ ス の地震災害発生時の対応 を 基本 に 、 地 震発生時刻、

季節 な ど、 今回 と は異 な っ た条件で検討 し た 「災害想定J を 踏 ま え 、 「総則J r予防計画J

「応急対応計画J r災害復興計画J の 4 項 目 に わ け で記述 し て い る 。

{ 災 害想定は震度使 わ ず、 被害事象で}

新 し い 防災計画 は今回 の戦後最大の激甚災害 を 踏 ま え 、 安全都市づ く り を 目 指す復興計

画や ま ち づ く り の推進、 地震発生時の被害の最小限食い止め を 図 る こ と を 目 的 と し て い る O

し か し 、 今 回 の震災は冬期 の 未 明 、 早朝時の被害で、 地震発生の時刻 、 季節、 震源域、

地震規模 な どの違い に よ り 、 災害事象が変化す る こ と は確実 だ と し 、 計画の 見宜 し に あ た

っ て震 度 を 使 わ ず、 今回 は起 き な か っ た 様々 な 災害 の 姿 を 想定 し 、 計画 を 策定 し た。

つ ま り 「災害想定」 は従来の概念であ る 被害量等の定量的予測で は な く 、 今回 と は 異 な

る 様々 な 条件下で、 ど ん な 災害事・象が予想 さ れ る か、 ま た 、 そ れぞれの 災害事象 に必要な

注意事項 を 予測 し 、 実施すべ き 基本方針 を 検討 し た。 表 5 は そ の一部。

{神戸市 に彰響 を 与 え る 可能性の あ る 大地震}

1 . 山 崎断層 地震 ( 内 陸直下期)

2 . 有馬高槻構造線地震 ( 内 陸直 下期)

3 . 中 央構造線地震 ( 内 陸直下型)

4 . 花折断層 地震 ( 内 陸直下型)

5 . 大阪湾地震 ( 内 陸直下型)

6 . 六 甲 断層系地震 ( 内 陸直下型)

7 . 南海道地震 (紀伊半島~高知県沖)

8 . 東南海道地震 (愛知県沖~紀伊半島沖)

今 回 の 震 災は都市直下型地震で、 短周期の揺れが卓越す る も の だ、 っ た 。 今後、 予想 さ れ

る 海洋性地震 は周期の長い地震が神戸 市 を 襲 う こ と が考え ら れ る 。 そ の 場合、 今 回 の 短周

期型で、 は被害が軽微だ、 っ た超高層建築物や歩道橋の被害が大 き く な っ た り 、 タ ン ク の共振

現象、 地盤の液状化 に よ る 地下埋没物の 浮 き 上が り な ど長周期特有の被害が予想 さ れる 。

{地震発生の季節、 時間に よ る 災害予想}

新 し い 計画 で は 、 冬期、 早朝の 阪神大震災 と 比較 し な が ら 、 夏期、 昼 間 、 昼食、 夕 食時

な どの想定で、

- 人的被害 (死傷者、 帰宅困難者)

・ 物 的被害 (建物、 土木構造物、 ラ イ フ ラ イ ン 、 港湾、 道路、 鉄道、 医療施設、 危険物、

コ ン ビ ュ ー タ )
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- 災守事象 と 応急対策 (火災、 消防、 市職員 の参集、 被害、 初動対応、 交通渋滞、 救出、

救護、 避難所、 避難生活)

の 3 点か ら 詳細 に 分析 し、 そ れぞれの対策の基本方針 を 明示 し て い る 。

地震発生が市役所の勤務時間 内 か時間外かで行政の対応 に 大 き く 影響す る 。 ま た昼 間 か

夜 間 か市民の 居場所、 都市の活動形態で、人的被害の操子が変 わ っ て く る O 朝夕 の ラ ッ シ ュ

時 間 帯 に よ っ て 人 と 車、 物 的被害の発生場所、 発生量が大 き く 変化す る 訳で あ る 。

昼間苦で は市職員 の確保が容易 以外はすべて の面で今国 よ り 、 被害が大 き く な り 、 夏期

は 高齢者の暑 さ に よ る 体力 消耗、 食中毒の発生、 夕 方か ら 飲食庖 な ど火気使用施設か ら の

出火、 ま た、 新 た な 想定 と し て コ ン ピ ュ ー タ の ソ フ ト 面の被害 も 強調 し て い る 。 今回 の 早

朝期 は勤務時間外でハ ー ド面の被害 は あ っ た が ソ フ ト 面 は 少 な か っ た 。 昼 間 の 稼働 中 だ と 、

ハ ー ドの被害 に加 え 、 プ ロ グ ラ ム や デ} タ の破壊 も 想定 さ れ る O パ ッ ク ア ッ プ が な い場合、

復旧 に長時間要す る こ と に な る 。

[市民、 企業の 自 主訪災活動]

「 自 分の命は 自 分で守 る J を 基本理念 と し て 地震発生時の市民、 企業の 自 主防災活動 の

内容 も 定め て い る 。

市民 は 「火 災 を 出 さ な いJ I被害 を 拡大 さ せ な いJ I 白 分の地域は 自 ら 守 る J を 原則 と し 、

使用 中 の 火 を 出 し 、 電気 コ ン セ ン ト を抜 く 、 消火器な どで初期消火 な ど基本動作 を 示 し 、

地震発生後、 行政機能が立 ち 上が る ま で、 3 日 間程度 は家庭や地域 レ ベ ルで備蓄 し て い る

飲料水、 非常用 食料で 自 活す る こ と を 求め て い る 。

企業に も 同 時 に 「被害 を 出 さ な いJ I地域 に 迷惑 を か け な いJ I地域 に 貢献す る j を 基本

理念 と し 、 自 衛消 防 隊 に よ る 消火、 3 日 関税度の 自 立 を 目 標 に水、 食料、 仮設 ト イ レ の備

蓄 を 行 う こ と に し て い る 。

さ ら に 「防災福 祉 コ ミ ュ ニ テ ィ J I 自 主 防災機材の 整備」 事業 と し て 1995年12月 か ら 市

内 1 1 ヵ 所 の モ デル地区で活動 を 始 め て い る 。

〈参考文献〉
『防災碁本言I r珂j 中央防災会議 |司 i二庁 1 995年 H J
f阪神 ・ 淡路大震災 兵嫁ljfì，の }ifの記録j 兵庫県 ] 996年 6 JJ 
『兵庫県地域防災計両 地震災害対策計i出jj 兵庫県防災会議 1996年 3 月
『神戸市地域防災計l岡 地震対策編』 神戸市防災会議 1996年 3 FJ
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i 第三節 都市防災、 防災拠点の整備
1 . 都市防災の見蓋 し

[都市防災の あ り 方一安全重視を }

今 何 の 震 災 の あ と 、 全国の大学 を は じ め 、 関係団体の研究者か ら 都市 防 災論が一 斉 に展

開 さ れた 。 行政舗 の復興計画、 防災計画改定に も 大 き な 影響 を 号 え た。

そ の 中 で、 神戸市復興計画検討委員会の主務で も あ る 神戸大学工学部の 室 崎益輝教授は

「大震災は都市 に と っ て い か に 安全が大切か。 い ま ま で い か に安全 を 軽視 し た都市づ く り

を し て い た か を 尊い犠牲 と 引 き 換 え に教 え て く れた。 同 じ過 ち を 繰 り 返 さ な い た め に も 、

犠牲 を 無駄に し な い た め に も 、 い ま こ そ原点 に 立 ち かえ っ て 、 安全で安心 で き る 都市 を つ

く り あ げる た め 、 国民的 な 運動 を展 開す る 必要があ る J と し 、 危 険認識、 B 標設定、 計画

策定、 対策実践 の 各段 階 に つ い て 、 考慮すべ き 課題ゃ あ り 方 を 提言 し て い る O

住宅倒 壊 に よ る 死傷者の発生、 避難生活、 公共施設の損壊 に よ る 応急対応瞳害、 ラ イ フ

ラ イ ン の損傷 に よ る 都市機能被害、 経済活動停滞、 市民生活の長期マ ヒ 、 と い っ た被災の

姿の一方、 狭い範囲 に多 数の被害が集 中 し た被災の局地化、 過密化、 高齢者や生活保護世

帯 な ど生活弱者への被害の 集 中 、 回復の遅れな ど特徴的 な 点 を 踏 ま え て都市防災の進むべ

き 道 を 示 し て い る 。

[ 人為的要因の排除 を }

室崎教授は 「都市防災の原理J と し て ま ず 「人為 的 要 因 の 制御」 を あ げる 。 被害 に は 自

然の異変 を 誘因 と し て も た ら さ れ る 場合 も あ れば、 開発や過失 な ど人間 の作為か ら 誘 因 さ

れ る 場合 も あ る 。 前 者 を 白 然災害、 後者 を 人為 災害 と い う が、 こ の 区別 は 必ず し も 明確で

は な く 、 例 え ば、 地震 に あ わ て て石油 ス ト ー ブ を ひ っ く り 返 し た 火事があ れ ば、 両者の合

わせ技 と な る O 地震直後の通電火災 も 複合災害 と な る 。

こ の よ う に 自 然的要素 と 人 的要素がか ら み合 っ て 被害が発生 し 、 拡大す る 構造 を 多 く の

災害が持 っ て い る こ と を ま ず認識 し な け れ ば な ら な い と い う 。 今回の地震の特徴のーっ と

し て 高齢化社会災害、 イ ン ナ ー シ テ ィ 災害が指摘 さ れて い る が、 わ が留 に お け る 高齢化の

持つ問題点 や都市化の持つ ゆ がみが被害 を 拡大 し た と い う 見方だ。 古い 木造家屋 の過密、

都市公園 な ど オ ー プ ン ス ペ ー ス の 欠落、 地域介護体制 の手薄 さ 、 ラ イ フ ラ イ ン の酎震化の

遅れな ど都市基盤の脆弱 さ 、 防災施設の不備、 ßlj�計画 の甘 さ な どが被害 を 増 幅 し た 。 自

然的要因 だ け で は被害の大 き さ が説明 し き れず、 社会的要 因 を 率直 に 認め ね ばな ら な い と

し て い る 。
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{都市活動の管理 を }

こ う し た 人為的要因 を 防 ぐ こ と は 、 都市の あ り 方そ の も の を 見直す こ と に 通 じ る 。 そ れ

は都市化の過程で穣成 さ れた も の だか ら であ る 。 1940年代か ら 50年代の戦災復興、 50年代

か ら 60年代の 高 度成長期 に お け る 都市開発の あ り 方 と の 関 わ り で、 今田 の被害 を み る 必要

があ る 。 大火 と な っ た 地域の ほ と ん どは空襲 を ま ぬがれた こ と で戦災復興の対象がはず さ

れた地域で あ る 。 戦災復興 の 開発の不十分さ に よ る 被害 と み る こ と がで き る 。 倒壊 し た 家

屋の多 く が高度成長期 に急造 さ れた も ので、 こ れ も 開発の粗雑 さ に よ る 。 イ ン ナ ー シ テ ィ

開発の後回 し 、 防災対策の 後 回 し と い う 二重の後留 し が被害 を 拡大 し た 。 い ず れに し ろ 、

戦後の都市 開発の 問題点が直下型地震 と い う ふ る い に か け ら れ、 大災害 と い う 形で顕在化

した と 室崎教授 は 強調す る 。

{都帯危険の認識 を }

「防災都市づ く り は、 都市危険の認識か ら 始 ま る J と い う 室崎教授 は 「地震 は な い と い

う 誤 っ た 認識や油断が、 無警戒、 無防備 を 生 み 、 寝耳 に水 と い う 形で大 き な被害 を 招 い た」

と 指摘す る 。

こ れは 自 然 に つ い て の情報が く わ し く 伝 え ら れて い な い こ と 、 地震、 地形な ど地盤条件、

地域で そ の災害履歴 な ど環境情報の公表が不 十分で あ る こ と 、 観測体制 の 不 備 な どが原 因

と な る 。 さ ら に科学者 に は 政治や市民 に 対 し都市や 自 然の危険牲 に つ い て警戒 し 、 防災を

促す責任があ る 。 こ の 点 も 不 ト分だ、 っ た が、 科学研究体制 の 充実が不可欠 と な る 。

危険認識では災害体験の風化の問題 も あ る 。 何 十年、 何百年 に 1 同 と い う 大災害は次の

災害 ま で に 災害体験や 防災伝承が忘れ ら れて し ま う 。 体験 を 科学的知識 と し て 、 生活文化

と し て継承 し な け ればな ら な い。

さ ら に新 し い危 険の予測が重要 と な る 。 「予想、 出 来 な か っ たJ と 今回 よ く い わ れ た が、

む し ろ 「新 し い危険の予測 に 手ぬか り があ っ た 」 と い う べ き であ る 。 高度情報化社会での

ハ イ テ ク 災害、 機能災害、 情報災害、 地下街で、の群衆パニ ッ ク 、 耐火造 り の ピ ル の 出 火、

ス プ リ ン ク ラ … の破損な ど 「新 し い災害j の前兆 を 的確 につ か んでお か ね ば な ら な い。 特

に 今回 と 異 質の長周 期 地震があ っ た と き 、 被害が ど う 広がる か も 予測 し な け れ ば な ら な い 。

し た がっ て 、 どん な 被害が出 る か、 起 こ り う る 災害 の 姿 を 具体的 に イ メ ー ジす る と こ ろ

か ら 防災対策 は 始 ま る O こ の 災害像づ く り が災害想定、 被害予測 で あ る 。 特 に 社会情勢の

変化、 生活様式の多様化 を 考 え な い と 対策 は不十分な も の に な る と い う 。

{防災 ミ ニ マ ム の 目 標 と 市提合意}

危 険認識の次の段階が 目 標の設定で あ る 。 リ ス ク を ど こ ま で許容 し 、 ど こ ま での安全を

要求す る の か決め な け れ ば な ら な い。 あ ら ゆ る 危険事象 に 対 し 、 人命、 財産、 生活、 機能
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のすべて に 被害が生 じ な い と い う の が理想 だが、 技術的、 経済的制約 か ら そ れ は不可能で、

震度 5 で は機能被害 を 、 震度 6 では財産被害、 震 度 7 で は 人命被害 を 生 じ さ せ な い と い っ

た 災害 の 規模や種別 での 目 標設定 を 行 う 必要があ る 。

こ の場合、 防災 コ ス ト が要求 さ れ る が、 い か な る 場合 も 人 命被害 を 可能 な 限 り ゼ ロ に 近

づけ る 目 標 を 立て ね ば な ら な い 。

環境破壊 を 含め取 り 返 し の つ か な い も の は徹底 的 に 防止 し 、 取 り 戻せ る 損失、 補償で き

る 損失 は 経済性 と のバ ラ ン ス 、 日 常性 と の整合 を 考 え 、 市民合意の も と に 目 標 を 設定す る

必要があ る 。 つ ま り 、 防災は 自 治の 問 題に つ な がっ て く る 。 ど こ ま での 危 険 を 許容す る か

は市民 自 身が決め る こ と であ る 。 日 標 に つ い て市民が議論す る こ と は、 防 災 に お け る 行政

と 市民の役割分担、 あ る い は権利 と 義務 の 関係が明 ら か に な る か ら であ る 。

室崎教授は都市防災の あ り 方 を概略、 以上の よ う に 指摘 し た。

2 . 災害 に 強 い都市づ く り

人的被害、 物的被害の大 き さ に加 え 、 今岡 は都市機能の全面マ ヒ 、 応急対策の困難が深

刻 さ を 増 幅 し た 。 わ が国全体を 揺 る が し た 震災 と な っ て、 神戸市の 「安全都市づ く り J な

ど、 防 災 の 中心のーっ と し て 、 都市防災が推進 さ れ る こ と に な っ た。 復興の 要 に 防災 を 置

い て 、 地震 を は じ め 、 すべての災害に対応で き る 都市 を 再構築 し よ う と し て い る 。

{ 防災基本計画 か ら }

国 の 「防災基本計樹」 で は 、 回、 地方公共団体は、 骨格的 な都市基盤施設、 防災安全街

区の整備 、 老朽木造住宅需集市街地解消 を 阿 る た め の土地区画整理事業、 市街地再開発事

業 に よ る 市街地の面的整備、 建築物、 公共施設の耐震化 ・ 不燃化、 水面、 緑地帯の計画的

確保、 防災配慮の土地利用 な どで、 震 災 に 強 い都市構造の形成 を 図 る こ と を 示 し て い る 。

{兵庸県額神 ・ 淡路震災復興計画 か ら }

兵庫県 の 復興計画の基本構想で は 「災害 に 強 く 安心 し て暮 ら せ る 都市づ く り J を う た っ

て い る 。

1 . 地域防災基盤の整備

防災都市整備指針の作成、 防災機能の 強化、 公共施設 を は じ め と す る 建築物の耐震性、

耐火性の 強化、 交通網、 ラ イ フ ラ イ ン の多 重化、 情報通信 ネ ッ ト ワ ー ク の構築 な ど。

2 . 防災施設の整備

防災拠点の通信基盤の多 重化、 県域、 市 町域、 コ ミ ュ ニ テ イ の 各 レ ベ ル で防災拠点整

備、 消 防防災設備や資機材 の 充実。

3 . 防災マ ネ ー ジ メ ン ト の充実

初動体制の確立、 関係機 関 と の連i許促進。
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4 . 防 災 シ ス テ ム の 充実

ボ ラ ン テ イ ア と の連帯、 支援の推進、 国際協力 、 情報提供体制 の 強化、 救援、 救護活

動の 円滑化、 二次災害の 防止。

5 . 地域防災力 の 向 上

防災学習 の実施、 自 主防災組織の育成、 災害弱者対策、 外国人対策、 企業の 防災活動

参加。

6 . 調査研究体制 の 強化

{兵庫県地域防災計画 か ら }

兵庫県地域防災計画の地震災害対策計画は 「者15市の防災構造の 強化」 を 「堅実で し な や

か な都市防災基盤の整備」 の 中 で定め て い る O そ の 内容 は 、

1 . 水 と 緑の ネ ッ ト ワ ー ク の形成

公開緑地の整備、 残存緑地の保全、 山 麓緑地の保全、 都市河川 の 整備 な ど オ ー プ ン ス

ペ ー ス の確保 に 努め、 水 と 緑の ネ ッ ト ワ ー ク の体系 的形成 を 図 る O

2 . 市街地の 緑化 ・ 不燃化

緑地協定の締結、 緑地助成 に よ る 生垣化、 宅地内植樹 を 推進。 防火地域な ど に よ る 不

燃化、 面 的整備事業 に よ る 敷地 内 宅地の確保な ど市街地 の 面 的 な 防災性能 の 向上 を 図

る 。

3 . 防災空間 、 防災拠点の体制 的整備

市街地 を 自 主的 な ブ ロ ッ ク で構成、 各 ブ ロ ッ ク に 防災拠点、 避難地 を 整備す る 。

( 1 ) 自 主的 な 防災 ブ ロ ッ ク の 形成

水 と 緑の ネ ッ ト ワ ー ク 軸 の一環 と し 被災地 に は延焼拡大 を 防 ぐ、 遮断空 間 と し て機

能す る 広域防災帯 を 市街地密 度 に 応、 じ て 整備す る 。

( 2 ) 住民の避難の確保

広域防災帯 に よ っ て市街地 内 に 住民主体 に よ る 防災活動の拠点 と し て 、 ま た避難地

と し て コ ミ ュ ニ テ ィ 防災拠点 ( 防災安全街庶) を 整備す る 。

( 3 ) 防災活動の拠点整備

広域防災帯の 防災活動の拠点 と し て、 ま た広域避難地 と し て役割 を 担 う 地域防災拠

点 を 、 幹線道路 と の接続牲に 配慮 し て整備す る 。

4 . 土地の再 開発推進

( 1 ) 土地区画 整理事業の推進 (道路、 公 園 、 住宅地の一体的整備)

( 2 ) 市街地再開発事業の推進 (土地の 高度利用 、 公共宅地の確保)

5 . 道路施設の整備

6 . 河川施設の整備

7 . 港湾緑地の整備
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8 . 海岸施設の整備

道路は 緊急輸送 に 、 河川 は避難路、 避難地、 延焼遮断帯、 防災拠点 に 、 港湾は広域訪災

拠点 に 、 海岸施設は緊急消火用水の供給機能 を 有す る 施設 と し て 、 救助活動拠点 に な る よ

う に そ れぞれ機能整備 を 関 る 。

[神戸市復興計画 か ら 1

1 . 基本的 な 考 え 方

「安全都 市づ く り J を 第 3 章 に掲げ、 復興の重要な柱 と し て い る O そ の基本的 な 考 え 方

は、 神戸市が豊か な 自 然 に恵 ま れて い る 半面、 崩壊 し やす い 六 甲 山 を 抱 え 、 狭い市街地

に都市機能が集 中 し 、 活断層 や 液状化地盤 な ど災害 を 受 けや す い 地形的特'性 を 持 っ て い

る 。 自 然 と の 共生 を 図 り な が ら 、 災害時 に は迅速 に 生命、 財 産 を 守 り 、 被害 を 少な く で

き る 都 市づ く り を 進め る と い う も の O

( 1 ) 自 立 し た生活圏 の形成

( 2 ) 日 常性 と 災害時の調和

( 3 ) 市民 ・ 事業者 ・ 市役所の役割分担 と 連携

2 . 安全都市 の体系

( 1 ) 防災生活圏

生活の広が り に応 じ た 3 つ の生活圏 ご と に 安全都市づ く り

( 2 ) 防災都市基盤

都市の 防災力 を 強化、 広域防災活動 に 対応 し た都市空 間 の形成

( 3 ) 防災マ ネ ー ジ メ ン ト

平時か ら 災害 に 備 え 、 緊急時 に 的確 に対応 で き る シ ス テ ム を 整備

3 . 防災生活圏

( 1 ) 近隣投活函

住民が主体の最低限の 自 立生活 を 営 む 圏域。 小、 中 学校や公園、 公民館 な どの 連携

で地域防災拠点 を 整舗。 自 主防災組織の再構築。

( 2 ) 生活文化圏

近 隣生活圏での 自 主防災活動 を 支援す る 圏域。 地域活動の リ ー ダ ー と 行政の役割分

担 に よ り 支援活動。 支援拠点 を 区 内 に 数 カ 所。 ボ ラ ン テ ィ ア 、 耐震貯水槽。

( 3 ) 区生活関

行政が主体 と な り 地域防災活動 を 展 開 す る 圏域。 区役所 を 自 立 し た 防災総合拠点 に

整備。 情報強化、 太陽光発電0

4 . 防災都市基盤

( 1 ) 防災緑地軸 の 整備

災害時の避難路な ど に な る 「水 と 緑の ネ ッ ト ワ ー ク の形成J
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(表 6 ) 防災生活圏の イ メ ー ジ

圏域のイ メ ー ジ

i議域の核と な る 防災拠点

↑吉 報

物 資

保健 ・ 医療 ・ 福祉

近露年生活関 生活文化樹
自主防災組織等の住民や 行政と市民 ・ 事業訟が迷
事業者が主体と な り 、 居 携 し、 人 ・ 物 ・ 情織の而
住地域での 自 由:的な生j舌 か ら近隣生活習を支援す
を行う 圏域 る 閤域

「地域防災拠点j 「紡災支援拠点J
小中学校、 近隣公閥、 地 公同 ・ lf:校等の公共施設
域総祉セ ン タ ー (要救護 が絞合的に利用でき る場
者への紋援活動) 等 所を[ベに数カ所設霞
拠点内避難者、 在定避難 [xーの広報活動や情報収集
:{j-への広報 ・ 広総 j古動の支援
近隣生活限の被待状況 ・ ; 近隣'!:ì舌鴎での必要物資
避難状況の把握 て字の需給バラ ン スの調整
食料 ・ 飲料水の備蓄に よ rx: を補完 し、 救援物資を
る被災筑後での 自立生活 間域外から受け入れ、 各
の維持 地域防災拠点に分自己
防災支援拠点等か ら物資
供給を受け避難者に配布
自立型ラ イ フ ス ポ ッ ト 支援型ラ イ フ ス ポ ッ ト
ラ イ フ ラ イ ン寸断時の 自立型ラ イ フ ス ポ ッ ト

自立型供給システム の支援
医療救護班に よ る救急保 関係機関と連絡調整しつ
健 ・ 医療活動の拠点 つ地域防災拠点を支援
地域福祉セ ン タ ーを核と
した要救護者への支援 (lぎと情報の共有化)
地域や地域活動に精通 し 地区を担当する職員 と地
ている人々 を中心、 と した 域活動の リ ー ダーやボラ

区'tご i百i封

市役所や関連機関 と迷携
しつつ、 各民役所が独自
に災害対応を行う |翠域

「防災総合拠点」
反役所 ・ 消防署 ・ 福祉事
務所等

反内の被苦;状況、 遊難状
況、 物資 ・ 人材等の救援
情報等のデー タ ベースイヒ

数援物資を圏域外から受
け入れ、 各地域防災拠点
に分自己

病院 ・ 保健所 ・ 福祉事務
所て字の連携に よ る保健 ・
医療 ・ 福祉活動拠点

行政機関を中心に 、 区行
ま士、 消防、 福祉、 保健 ・

人の重力 き ・ 役割j コ ミ ュニテ ィ 活動の展開 ン テ ィ ア リ ー ダ一等と の 医療等の専門性の高い活
蹴一同の推 ( 一一昨
進 展開

( 2 ) 防災拠点 の整備

市役所、 区役所、 学校 な どの 防災拠点 を 体系 的 に 整備

( 3 ) 広域防災力対応の都市空間の形成

(神戸市復興計画)

広域交通網 を 整備、 海、 空、 障 の 防災拠点 を 整備 、 多様な 防災活動の 展 開

( 4 ) 災害 に 強 い ラ イ フ ラ イ ン ネ ッ ト ワ ー ク の整備

共 同溝、 管路の耐震化、 水道、 下水道の確保

5 . 防災マ ネ } ジ メ ン ト

( 1 ) 災害への備 え の 充実

防災計画の充実 と 周知、 消防力 強化、 救命救急体制 、 通信の 多重化

( 2 ) 災害直後の 緊急対応 の 強化

( 3 ) 救援、 復興活動の 充実
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( 4 ) 災害文化の継承

{神戸市地域防災計画 か ら }

神戸市地域防災計画地震対策編 は神戸 市復興計画の 「安全都市づ く り j 項 目 に 基づい て 、

その推進 を 関 る こ と に し、 1996年度か ら の対策事業 を 具体的 に 記述 し な が ら マ ニ ュ ア ル化

を 行 っ て い る O

復興計画 に 従 っ て 「生活空 間での安心の確保J r安全都市の基本骨格の確保J r防災力 を

高 め る シ ス テ ム の確保J の 3 つ の 目 標 を 掲げた。

こ れ ら の 白 標 を 受 け て 「安心 生活闇 (復興計画 の 防 災生活閤) の形成J r安全都市基盤

( 同 防 災都市基盤) の 整備J r防災マ ネ ー ジ メ ン ト の 強化j の 3 点 を 施策 の 柱 と し て位置

づけ て い る O 近 隣生活問、 生活文化圏、 区生活圏 な ど基本的 な 考 え 方 は復興計 画 と 同趣 旨

であ る 。

1 . 安心生活閣 の形成 (生活空 間 で の 安心の確保)

( 1 ) 近 隣生活圏 (住民主体)

家庭、 事業所等での 防災意識の 向上、 防災講背 会、 事業所の 自 主体制づ く り 、 自 治

会の 防災活動 な ど。 1995年 度 に 1 1 地 区 を 育成 、 1996年度 に も 11 地 区 の 「防災福祉 コ

ミ ュ ニ テ ィ 」 を 計嗣 し て い る O 学校開放 も 推進、 1995年度末で371施設で実施。 「地

域開災拠点j と し て小、 中 学校、 地域福祉セ ン タ 一 、 公園 を活用、 機能 を 強化す る 。

( 2 ) 生活文化圏

地域 リ ー ダー や ボ ラ ン テ ィ ア を 中心 に地域 コ ミ ュ ニ テ ィ を ま た がる 連携 を 促進。 近

i発生活関 を 支援 し、 区 の機能 を 補完す る 。 「防災支援拠点J を 区 内 に数 カ 所。

( 3 ) 区生活関 (行政主体)

区役所、 消 防署、 保健所、 土木事務所、 警察署が連携 し て 日 常的 な 防 災 ま ち づ く り

を 進 め 、 発生時に は 強力 な 対応 を 行 う o r防災総合拠点j と し て も 位置づけ ら れ る O

2 . 安全都市基盤 の 整備 (安全都市 の基本骨格の確保)

( 1 ) 災 害 に 強い都市空間 の 形成

既成市街地、 海上都 市地域、 西神、 北神地域のバ ラ ン ス の と れ た 防災整備。 市街化

仮域、 調整区域の見直 し に よ る 土地利用計画。 防災地域、 準 防災地域、 都市の不燃

化。 緑地の 保全、 活用 、 六 甲 山麓部の砂防樹林帯保全な ど。

( 2 ) 自 然 災害の 予 紡

地盤災害、 土砂災害、 宅地災害、 埋立地、 軟弱地燥、 液状化危険地帯 の 災害防止。

洪水、 浸水、 高潮、 津波対策の充実 な ど。

( 3 ) 災 害 に 強い 市街地の形成

市街地火災の拡大防止、 延焼遮断帯の 整備、 住環境の整備、 土地区画整理事業、 市

街地再 開 発事業の推進 な ど。 消 火困 難道路の解消、 消 防水利の確保。 石油 コ ン ビ ナ
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一 ト 対策。 建築物の酎震、 防火な ど安全性の 向上。 住宅の耐震性向上、 酎震診断。

都心 (三宮) 副都心 (六 甲道、 長 田 ) の安全性向 t、 地下備、 高層建築物の安全確

保 と 有効利用 な ど。

( 4 ) 水 と 緑の ネ ッ ト ワ ー ク (防災緑地帝)

河川緑地帯 ( ア メ ニ テ ィ リ バー ) に よ る 水利確保、 避難利用 、 緊急車両通行。 街路

緑地軸 に よ る 延焼遮断帯、 避難路、 緊急車両通行。 山 麓緑地軸 ( 山 麓街道) 臨海緑

地軸 ( な ぎ さ 街道) 市街地モ ー ル の整備な ど。

( 5 ) 広域防災力 に対応 し た都 市空間 の 形成

広域災害発生 に対 し 、 市内相互は も ち ろ ん近隣市町を は じ め と す る 広 域体制 と し て、

多 重交通網の整備、 交通施設の耐震化。 広域防災拠点、 市役所 を 中 心 と す る 防災 中

枢拠点 の整備。 陸、 海、 空の連携に よ る 防 災拠点の多重化、 広域 ネ ッ ト ワ ー ク 化。

( 6 ) ラ イ フ ラ イ ン ネ ッ ト ワ ー ク の整備

共 同溝、 電線共同溝。 水道、 下水道 の強化。 麗棄物処理施設の 強化。

( 7 ) 情報通信 ネ ッ ト ワ ー ク 基盤の整備

3 . 防災マ ネ ー ジ メ ン ト の 強化 (防災向上の シ ス テ ム )

3 . 紡災拠点 の 整備

地震 な ど災害発生時 に は 、 応急活動 の基地 と し て 、 平常時 に は 災害 予 防対策や 防 災学

習 、 自 主防災組織の育成 な どの 中心 と な る のが 「防災拠点j であ る O 兵庫県、 神戸市、 芦

屋市、 宝塚市 な ど各市町で コ ミ ュ ニ テ イ か ら 市 町域、 県域 ま で様々 な 防災拠点の整備が進

め ら れて い る O

[ 県域防災拠点i

1 . 兵庫県立三木総合防災公爵

三 木 市志染町で1995年 度 か ら 事業着手 さ れた 。 面積163ha。 防災機能 と し て 、 ①災害

応急対策用 食料、 医薬品、 各種機材の備蓄②被災地外か ら の救援、 救援物資の集積、

選別、 配送③救援、 救護隊の設営④重機、 車両の駐車場、 ヘ リ コ プ タ ー の離着陸 を

計画。 平成16年 ま での 1 0 ヵ 年で整備す る O 県土の ほ ぼ中 央 に位置 し 、 県庁舎の 防災拠

点 と の 交通 ア ク セ ス も よ い。

2 . 県立防災セ ン タ ー

総合防災公園 と ‘体的 に 整備、 2000年度完成 を 目 指す。 県域防災拠点 と し、 県庁舎被

災時の代脊拠点 と な る 。 機能は、 ①災害情報の収集 、 伝達②災害医療情報指令 シ ス テ

ム ③防除、 救助、 救急医療活動の指揮、 調整④ 自 主妨災組織の育成、 支援が主 な も のO

3 . 国際防災セ ン タ ー (仮称)

ア ジ ア ・ 太平洋地域 に お け る 防災拠点 と し て 、 国内外の大規模災害発生時 に災害情報
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の収集、 提供、 ボ ラ ン テ ィ ア の派遣 な ど救援活動 に あ た る と と も に 人材育 成 、 調査研

究、 広 報 を 行 う も の で構想の推進 を 図 る 。

{広域防災拠点}

兵庫県地域防災計画で、 県は大規模災害時 に 救援、 救護、 復!日活動の拠点 と な る 「広域

防災拠点」 を 整備す る 。 被災地へ の 人 員 、 物 資の搬入な ど救援、 復旧 の前線基地であ る た

め交通上の重要 な 地 区 を 対象 に 、 フ ェ イ ル ・ セ ー フ の観点か ら 臨海部、 内 陸部 に 複数個所

を 整備す る 。 人 員 、 物資の集積、 搬送の施設や 緊急情報の通信施設 を構築す る 。

中核 と な る の は公 園 な どの広場で、 ①緊急物資、 復旧資材、 機材の 集積、 配送基地②他

都市か ら の救援部隊の駐屯基地③備蓄施設③大型防災ヘ リ ポ ー ト ⑤発電施設、 井戸な ど ラ

イ フ ラ イ ン ⑥災害対策本部 (県庁) と 広域 防災拠点の連絡通信施設 な どの整備 を 進め る O

広域防災拠点が整備 さ れる ま で、 災害時用 の物資 な ど 「広域輪送拠点j を あ ら か じ め 設

定す る こ と に し て い る 。 (表 7 参照)

{地域防災拠点}

市町 は大規模災害時に救援、 復!日活動の拠点 と 問 時 に 、 広域避難地 と な る 「地域防災拠

点J を 整備す る 。 広域防災拠点 か ら 派遣 さ れ た 要 員 や 緊急物資の受け皿で、 広 域防災帯 に

よ っ て ブ ロ ッ ク 化 さ れた 市街地の消 防 、 救援、 救護、 復旧の活動拠点、 物資の備蓄、 保管

基地 と な る 。 ①災害対策本部、 医療機関 、 消 防本部、 他の拠点 と 交信す る 通信設備②発電

施設③防災ヘ リ ポ ー ト ④耐震性消 防用貯水槽、 井戸 な ど を 備 え る 。 公園、 緑地 と 学校 な ど

公共公益施設 と 一体化 し て確保す る 。 規模は 4 ha 程度 と す る 。

[ コ ミ ュ ニ テ ィ 防災拠点]

市町は地 区 の 中 心 と な る 公園 、 広場 を 整備す る と と も に 学校 な ど公共公益施設 と 連携 し、

最小単位の 防災拠点 を 整備す る 。

緊急時 に は住民の避難地や 自 主 防災活動の 拠点 と し 、 平常時 は 地 区住民の コ ミ ュ ニ テ イ

活動の拠点 と す る o CI備蓄施設②通信施設、 同報無線、 拡声器③耐震性消防貯水槽④発電

設備、 井戸、 飲料用貯水槽 な ど を 備 え る O

近隣住民 (小学校区) に 1 ヵ 所配置 を め ざ し 、 公間 な ど と 一体化す る O

{神戸市の 防災拠点}

消 防 中根拠点 (市役所) 、 防災総合拠点 (区役所) 、 防災支援拠点 (近 隣 生 活 圏) 、 地域

防災拠点 (最小 コ ミ ュ ニ テ ィ ) の 4 段階の拠点づ く り を す すめ て い る 。

学校 と 公園 と を 一体化整備 し 、 住民が主体 と な る 拠点は復興計画の シ ン ボ ル プ ロ ジ ェ ク

ト 。 ( 図 2 参照)
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(表 7 ) 広域防災拠点配置計画

地域/ブロ ッ ク名 広域防災拠点名
市街地迷tE!型 神戸ブロ ッ ク 神戸都，心

しあわせの村
阪神間ブロ ッ ク 西宵地区

西猪名
東橋磨ブロ ッ ク 明石海浜

日 岡山
西播磨ブロ ッ ク 手柄IlJ

播庫署空港 (調査中)

市街地分散型 阪神間地域 ウ ッ デ ィ タ ウ ン

東播磨地域 三木全県
播磨中央

西播磨地域 播療科学公閑都市

赤穂海浜
播磨空港 (調査中)

fEI馬地域 {日馬空港
和岡山

丹i皮地域 年輪の里

淡路地域 淡路島国際公図都市
洲本

所主t'地
伸戸市
神戸市

西日市
伊丹市、 1 1 1西市
明石市

加 r1îl l l f有

姫路市
姫路rfî、 夢前町
香寺町

三田市
三木市
滝野町

新宮町、 上郡町
二ミ 日 月 町

赤穂市
姫路市、 夢前町
香寺田I

豊同市、 円 高ilIJ
和 fH wlllJ

柏原町

淡路町、 東浦町
洲本市

広域輸送拠点

摩耶埠頭、 総合運動公園
しあわせの村

甲 子関浜海浜公園地区

西猪名公歯
明石公{京l

fI 跨 IIJ 公開
手柄i.l 1 中央公民l
関内中小:íÊ来:総合セ ン タ ー

ウ ッ デ イ タ ウ ン 中央公園

三木LIJ森林公徐]
播!奈中央公偉1

播磨科学公障l都市

赤穂i毎浜公園
関西中小企業総合セ ン タ ー

但馬空港
町Î[和日i山中央文化公園

丹波年輪の宅
津名j巷志筑地区
淡路スポー ツ セ ン タ ー

(兵庫県地域防災計画)
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4 . 提言 ・ 注文

[ ひ ょ う ご創生研究会]

豊 か な緑 と 多 目 的 で 自 由 に使え る 公開 、 広場 な ど都市空間 の確保は、 防 災 だ け で な く 、

ア メ ニ テ イ あ ふれた都市づ く り の根幹で あ り 、 コ ミ ュ ニ テ イ 空間 と し て 、 地域社会づ く り

に不可欠で、 あ る 。 ひ ょ う ご創 生研究会 は緑 と 広場空間の ネ ッ ト ワ ー ク 整備 を 提言ま し た 。

広域防災拠点 と し て 大規模公園 を 各地域に 、 コ ミ ュ ニ テ イ 単位 の は 中 規模公圏 を 配置 し

て 拐 災 ま ち づ く り の骨格、 シ ン ボル と し 、 日 常 は コ ミ ュ ニ テ ィ 醸成 の場 と し 、 緊急時 に は

防火用水、 非常用水、 緊急物資の備蓄基地 と す る O ま た避難場所、 延焼遮 断、 情報伝達、

ヘ リ ポ ー ト 、 仮設住宅用 地、 催 し広場 な ど に 活用 す る O

河川 、 運河沿 い の 帯状緑地、 幹線道路の街路樹 、 臨海部の緑地整備 は 都 市景観の 向 上 に

寄与す る 上、 緊急時 に は避難地、 南北、 東西の 防災軸 と な り 、 道路公害対策、 環境保全か

ら も 有効 だ と し て い る 。 さ ら に 「雨水利用j の推進 を あ げた。 自 前の水源確保、 防火用水

の確保な ど に 効果が高 い と し 雨水貯留施設の設置義務づけ、 奨励、 大規模建築物への取 り

入れ、 助成措置 に よ る 新築、 増築建物への導入促進 を 求め て い る 。 学校、 公圏、 広場、 市

役所、 区役所な ど避難所や 防 災拠点 に な る 公共施設 に は雨水利用 の 防 火水槽、 「 ま ち か ど

防火用水j を 導入す る O

こ の ほ か、 同部生研究 は ラ イ フ ラ イ ン 強化 の 共同溝、 総合管理、 住宅再建への多様な メ

ニ ュ ー の 策定、 支援策 を 提言 し た。

{ 阪神 ・ 淡路大震災復興政策研究会}

神戸、 西宮、 芦屋の 3 市の避難所は820 ヵ 所、 う ち 公園、 学校は300 ヵ 所。 災害救援物資

集積地 は消 防 学校 (神戸市北区) 、 グ リ ー ン ピ ア 三 木、 三 木 山森林公園 が利 用 さ れた 。 自

衛践の救援活動基地18 ヵ 所の う ち 、 9 ヵ 所 は学校、 公園 だ、 っ た 。 一方、 3 市の応急仮設住

宅の建設場所240 ヵ 所の う ち 、 公園が130 ヵ 所。 以上の よ う に 、 公関、 学校の果た し た役割

は大 き く 都市 と 周辺の オ ー プ ン ス ペ ー ス の 重要性が実証 さ れた。 時研究 会 は 公箇緑地の 利

用 状況 を 分析 し 、 新 し い 防災公開 の体系 と 広域防災公菌 の提言 を 行 っ た 。

今 回 の地震で被災者の多 く が 自 宅付近 に と ど ま り 、 付近の救助 に 努め た あ と 、 災害の拡

大防止 と 救援活動の 見直 し を 立 て た う え で避難 し て い っ た。 避難所 と し て は街区公園 な ど

近 隣住 区 内 の 公閣が大 き な役割 を 果 た し た。

ま た 、 最近の通信、 際海空の交通網整備か ら 流通 も 広域化、 救助基地 も 広域活動化 し て

い る 。

こ の た め 防災公園 も 広域防災公開 (10ha 以上) 、 地域防災公園 ( 4 ha) 、 コ ミ ュ ニ テ イ

防災公園 (0. 25ha) の 3 種が必要。 広 域 防 災公 園 は 兵庫 県 が、 地域 コ ミ ュ ニ テ イ 向 防 災

公 園 は 市 町が整備す る が、 街区公園、 近 隣公 圏 、 地区公圏 を 組み合わせた近隣住区の公園
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緑地 シ ス テ ム 、 都市全体の総合公園、 運動公園 に 立脚 さ せ る 。 土地区画整理事業 な ど市街

地の面的整備 に 際 し て は、 公園緑地 と 一体 的 に 拐災構造 を 強め 、 防災情報セ ン タ ー 、 医療、

福祉、 地域行政施設 を 整備 す る 防災安全街区の形成 と 合わせ、 そ の効果 を 高 め ね ばな ら な

い と し て い る O

広域防災公 園 は 市街地 よ り も 、 外縁部 に 設 け 、 陸海空の交通ア ク セ ス を 配慮す る O 市街

地への到達時間 は 1 時間 (距離で30km 以下) 。 神戸、 阪神 間 は 2 ブ ロ ッ ク に わ け で配置、

淡路は 1 ヵ 所。 広域防災拠点 を 全県 的 に 総括す る 基地 を 神戸、 阪神 の背後地の 東播地区 に

置 く 。

広域防災公 園 は 災害対策、 自 衛隊の駐屯、 物資、 資材の集配、 救助、 救援基地、 備 蓄 の

機能 を 持 ち 、 通信設備、 宿泊施設、 駐車場、 倉庫、 医務室 な どが備 え ら れ る O

こ う し た提 弓は兵庫県防災計画 に 反映 さ れて い る 。

公園は遺体安置所 ?
阪神大震災では、 公闘が避難、 救護、 復旧、 仮設住乞と して役 。:ち 、 焼け止ま り 線、に も な り ま した。

詳 し く い う と 、 テ ン ト 村、 救援物資の保管、 配給、 救護本部、 情報セ ン タ ー、 仮l没 ト イ レ 、 給本所、
基地、 ヘ リ ポー ト 、 救急、夜療、 診療、 n衛隊、 機動隊組屯所、 ガレキ 、 生活ゴ ミ 集積所、
です。 では東京都の公閣はどの よ う な役割を持た されているのでし ょ う か。 都の地域防災言十両l
る と 、 様々 な震災救援の場と しての公開の役割は明記されていません。 公除iにかかわるのは建設んjで、
務は 「震災時における遺体の収容、 及び埋葬に憶する こ と 」 の→ A言だけ。 阪神大震災では遺体収符の場が公惨|
だっ たので し ょ う か。
(谷口信雄 ・ 東京都南部公園緑地事務所用地係長 r近代消防 '96年 2 月 臨時地刊号から )
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f兵庫県地域紛災計出一地震災害対策言'" 岡j 兵庫県防災会計爾 1996年 3 月
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I第問 地盤、 構造物一治山 @ 治水
今 回 の 大震災発!生 当 呂 か ら 全国 の大学、 研究所、 学術師体、 防災関係 閲体、 建設会社 な

ど官民の 学者、 研究者 ら が、 一斉に神戸 ・ 阪神 間 な どの被災地 を 目 指 し た 。 第 1 報 を 伝 え

た 未明 の段階か ら 時 間が経過す る に つ れ、 被害の規模、 状況が想像を 絶す る も の と な り 、

交通網の寸断、 宿泊施設の悪条件 な ど を 克服、 発生直後の 生 々 し い 災害 の 姿 に 触れ よ う と

し た。 急 げば徒歩で、 あ る い は交通路の 迂 回 な どで現地入 り を 果 た し た わ け で あ る O

そ れぞれの専 門分野、 研究テ ー マ か ら 調査、 分析が行わ れ、 さ ま ざま な 地下構造 と 震動

の 関係、 地上での被害 と の 関係 に つ い て、 い ま な お 論争が続い て い る 。 そ の 中 か ら 今後予

想 さ れ る 大震災の 防災へ様 々 な提言が行 わ れた 。 防災、 と く に都市防災は 、 公衆衛生 な ど

と 同様 に 、 自 常生活の安全対策その も の と い わ れ る O そ れだ け に 、 地震後間 か れた あ る 防

災 シ ン ポ ジ ウ ム で は30 も の学会が後援団体に 名 前 を 連ね る ほ ど、 学問領域 の 広 い も の と な

っ た。

1 . 活断層 ・ 堆積地盤

{ “震災 の帯" 解明へ活発 な論議}

わずか20秒 た ら ず の 揺れが6， 000人以上 の 生命 を 奪 い、 20万棟 に の ぼ る 建物被害 を 招 い

た 。 今回 の 地震 で、真っ 先 に注 目 さ れた のが、 強大 な破壊力 を も た ら し た震 動 の 原 因 で あ る 。

全国か ら 駆け つ け た 学者た ち は ガ レ キ の 開 を 走 り 回 っ た 。 近畿地方でマ グ ニ チ ュ ー ド 7 を

超 え る i直 下現地震 は 1927年 の北丹後地震以来、 68年ぶ り だ、 っ た が、 300万人 の 巨大都市直

下 と し て は初 め て の 経験。 地 下 に 元凶 を 求め 、 ま ず活断層 が注 目 さ れた 。

神戸大学の特定研究 「兵庫県南部地震 に 関す る 総合研究 ・ 平成 7 年度報告j では、 活断

層 の地盤の動 き に 関 す る 研究 の 中 で、 「神戸市街地の変状 と 滞在活断層調査J r野島断層調

査J r兵庫県南部地震 と 断層 J r活断層 の 活動実態の解明J r六 甲 山系 山 腹 の 斜面崩壊 と 断

層 と の 関係J r活断層 の活動 と 地下構造物J な ど論文が並ん だ。

京都大学 防 災研究所の 「阪神 ・ 淡路大震災一防災への取 り 組みj で は 、 兵庫県南部地震

前 後 の 地殻活動で、 「近畿の活断層J r有馬高槻構造線J r慶長地震 と の 関 係J に ふ れ、 地

震発生機構 と 地域特性の 中 で、 「強震動 と 断層 モ デルJ な どの テ ー マ が取 り 上 げ ら れ た 。

東京大学地震研究所の 嶋本利彦教授 は い ち 早 く 、 「東西 -本の潜伏断層J と い う 推論 を

展 開 し た 。 東京大学理学部の池田安隆助教授 ら は墓石の倒壊方向 が、 山 側 と 海側 で正 反対

に な っ て い た こ と か ら 「境 目 に潜伏断層 があ る J と 推定 し た。 「淡路の 野 島 断層 は 動 い た

が、 神戸側 で既存の活断層 は 動か な か っ たJ r東西方 向 の震 災 の 帯 の 直 下 に あ る 未知 の 断

層 が活動 し た」 と い う わ け で、 あ る O

こ の説 に 続 い て 「や は り 六 甲 山系の既存活断層群が動 い た 」 と い う 説が:登場 し た。 山形
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大学の前 田 保夫教授は神戸大学理学部の官旧 降夫教授の協力 を 得 て 、 五助橋断層 、 芦屋断

層 、 甲 陽断層 、 伊丹断層 な どの 断層帯の延長線に沿っ て 、 山 田部 に 亀裂が、 市街地 は家屋

の全半壊、 高架構の落下 な どが激 し い こ と を 調べ 「既存の活断層が動 き 、 軟 い地盤が被害

を 増 幅 さ せた J と し た 。 淡路か ら 阪神 間 ま で少 な く と も 10本の活断層 が次 々 と ずれ、 大災

害 を も た ら し た 。 1000年 に 一 度の 割合で繰 り 返 さ れて き た 六 甲 の 造 山 運動そ の も の と い う

わ け で あ る O 東大の嶋本教授 も 「既存 の 会下 山 断層 の 延長部分が動い たJ と 前 田教授 ら の

説 に 歩 み寄 っ た。

1995年10月 に は建設省 国土地理院が 「地震後六 甲 山 の 標 高 が931. 25m と な り 、 平成 3

年計澱 よ り 12cm 高 く な っ たJ と 発表、 既存活断層 説 を 力 づ け た 。

神戸市立櫨谷中 学校の費本格教諭は三宮の東遊 菌 地 で 巨 大地 割 れ (最大幅 4 m、 深 さ 80

cm、 長 さ 500m) を 発見 し た 。 延長線 ヒ に 五助橋断層 があ っ た。 神戸大学 の 宮 田 隆夫教授

ら は コ ン ク リ ー ト 電柱の倒壊方向 か ら 断層 の位 置 を 推定 し た 。 大阪市立大学の平野昌繁教

授 と 神戸大学 の 浜 田 重照教授 は、 地割れがコ ン ク リ ー ト や ア ス フ ア ル ト な どの 人工物 に よ

っ て小 さ く な る 「潜在化J を 突 き 止 め た 。 海上保安庁 は大阪湾 内 の 海底 を 測量船で調べ、

8 ヵ 所の海底活断層 を確認 し た 。

こ う し た 活断層 の研究 は地震の強力 な破壊力 の解明 に つ な が る た め 、 ま た 、 防災計画 の

策定、 耐震設計上、 あ る い は建築物、 土木構造物 の た め 、 活断層 の位置の特定そ の も の か

ら 重要 な も の で あ る O 大震災後 も 、 活断層 が動 い た か ど う か、 学者に よ っ て 意見がわかれ、

論議が続い て い る O

地震の破壊力 の 強 さ に つ い て、 活断層 と 並 ん で、新 し い 時代 に堆積 し た “ 軟 い 地盤" が注

目 さ れた 。 震 度 7 の激震地 “ 震災の帯" が、 六 甲 山 と 海岸 の 中 間帯で、 な ぜ東西方向 に つ

な がっ て い る か。 断層説 だ け で は解 明 で き な い か ら であ る O

ポー ト ア イ ラ ン ド の造成 を 手が け た 土木工学の専門家、 岩見義男 さ ん は、 6000年前の 縄

文時代 の 海岸糠 と 震度 7 の 帯が一致す る こ と か ら 新 し い堆積地盤説 を と る O こ の 「縄文海

進j 線 は 、 北側 は六 甲 山 か ら 生産 さ れた土砂 の堆積地帯、 南領tl は流れ出 た 土砂 と 海か ら の

漂砂の混合地帯。 南 は地盤が悪 く な る o 6 階部分がつ ぶ れた神戸市役所旧庁舎、 横倒 し に

な っ た 阪神 高速道路は砂州 に かか り 、 ]R 新長 田 駅周 辺、 倒壊 し た 神戸西市 民 病 院、 ガ ス

漏 れ騒 ぎの東灘 LPG 基地 な と守は混合堆積士の軟い地盤だ、 っ た 。

立命館大学の 高橋学助教授は 、 河岸段丘、 扇状地、 三 角 州 、 埋 め 立 て 地 な ど地盤 の 屈 さ

に よ っ て被害が変化 し た 説 を 唱 え る 。 段丘上の JR 元 町駅か ら 神戸駅に か け て は被害が小

さ か っ た。 崩壊 し た 阪急伊丹駅は北半分が河岸段丘、 南半分が低温地 の埋め立 て 地 だ、 っ た

か ら だ と い う 。

複合的 な 原 因 の追求は さ ら に活断層、 地 質 に 続 き 「地震波j へ進むO メ キ シ コ 地震 で確

認 さ れた 「 な ぎ さ 現象j か ら 、 岡 山大学の竹宮宏和教授は、 縦、 横、 2 つ の 地震波の 「鉢

合 わ せ現象J を コ ン ピ ュ ー タ で は じ き 出 し た 。 兵庫教育大学の徳 山 明 、 西村年晴教授 ら は
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地盤の深度、 沖額層 と F部の花崩岩 に よ っ て 地震波が変化 し て起 こ る 「共振現象j を 解 明

し た。

ま だ、 結論、 定説化 ま で に は至 ら な いが、 活断層、 地層 、 地震源の研究が地震エ ネ ル ギ

ー の解 明 を 前進 さ せた わ け で将来の海洋性地震 と い う 今回 と は性賓の異 な る 地震 に備 え る

た め に も 、 防災上、 重 要 な 意義 を 持 っ て い る O

{震災マ ッ プで被害 と 地盤条件の関係を研究]

今 回 の 地震 は接近 し た場所であ り な が ら 、 被害 に 大 き な差が出 た こ と が特徴 と さ れて い

る O こ の 被害の現れ方の違 い の 分布 が、 地 震 の 原 因 、 被害の メ カ ニ ズ ム 、 特 に 地盤条件 と

の か か わ り を 究明す る う え で、 重要な手がか り に な る と し て、 神戸大学の沖村孝教授 は地

震直後か ら 神戸、 阪神 、 淡路で建築物 と 土木構造物 の被害分布調査 を 広 く 、 綿密 に実施 し た 。

そ の結 果 を 住宅地図、 地形図、 地 質 凶 、 土地利用 図 、 土地条件図 な ど と 重ね合わせ、 鉄

筋 コ ン ク リ ー ト 、 木造、 全壊、 半壊、 一部損傷、 全焼な ど、 建物の構造、 被害程度 を 表示

し て詳細 な 「震災マ ッ プ」 を作成 し た 。 “震災の帯" 上 に 被害の少 な か っ た 場所が浮 か び、

上がっ て い る 。 そ れ に よ る と 、 地質 と 家屋被害の 関 係 は 、 中 位段丘 を境 に 、 高位に 出現す

る 地質で は被害分布が少 な いが、 低位段丘や沖積層 に 被害が集中 し て い る O し か し 、 沖積

地で も 被害分布が少 な い場所 も あ り 、 地 質 だ け で は 家屋被害分布 の 理 由 を 説明 で き な か っ

た。 地質構造的 に も 断層 と 関係が深い場所 も あ っ た が、 全体的 に は沖積地上 に 分布 し て い

る た め 、 沖積地 下 に 未知 の 断層 がな い 限 り 、 被害分布 と 断層 の 関係 を 論 じ る こ と は で き な

い と い う のが、 沖村教授の結論だ、 っ た。

さ ら に 沖村教授 は 、 家屋被害調査を 神戸大学の 田 中真吾教授が作成 し た 六 甲 山南麓部の

神戸市街地徴地形分類 図 に 重ね合わせ る 研究 も 行 っ た 。 こ の結果 に よ る と 、 被害の大小 は 、

扇状地で は15 ， 000年前の晩氷期 を 境界 に し て い る 。 古 く 形成 さ れた扇状地 は被害が少 な く 、

新 し い 扇状地 に被害が多 か っ た 。 新 し い 扇状地 は気候が温暖化 し、 降水量が多 く な っ た た

め 、 六 甲 山 か ら の土砂生産が活発化 し て 、 堆積が進 ん だ。 ま た、 天井川 ( 自 然堤紡) 砂川、i

は被害が少な く 、 そ の後背低地や沿岸低地 は被害が多 か っ た 。 そ れは地盤が緩かっ た の と

地下水の影響 を 受け た た め と さ れ る O

[活断層調査で地下の構造を 解明}

今回の地震では 「直 f型j の 原 因 と し て 、 活断層 の活動説が盛 ん に 出 た が活断層 の所在

そ の も の と “ 震災の帯" と の結 びつ き は 明確 に な ら な か っ た 。 こ の た め兵庫県 は地震直後

の 2 月 に 、 行政 と 大学関係者に よ る 活断層 の調査 を 要請 し 、 5 月 23 日 に 「阪神地域活断層

調査委員 会J (委員長 ・ 藤 田 和夫大阪市 立大学名誉教授) が発足 し た 。

活断層 、 地形、 地質、 地盤、 地 震 な ど専門分野の違 う 第 一糠の研究者が集 ま り 、 理学、

工学の 専 門 領域 を 越 え て 、 反射法地震探査、 大深度 ボ ー リ ン グ な どの現地調査 を 実施す る
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と と も に、 既存資料、 デー タ を 分析、 1996年 3 月 25 日 に 調査結果 を 総括、 神 戸 ・ 阪神地域

の地下構造 を い ち 早 く 把握 し た。 今回 の地震 を め ぐ る さ ま ざ ま な 論議への最新の デー タ を

提供 し た。 藤 田委 員 長 は 「学術的 に も 価値 の 高 い デー タ で地下構造が概ねつ か め た。 地盤

の よ う すや地震 に よ る 大地 の動 き も わ か っ た J と し て い る O

1 . 概ね判 明 し た神戸、 阪神地域の地下構造

総延長80km に わ た る 反射法地震探査の結果、 神戸、 阪神地域の基盤の 深 さ 、 形状、

そ の上 を 覆 う 堆麓層 の厚 さ 、 構造が概ね判 明 し た 。 ま た 、 3 本の調査ボー リ ン グか ら

地層 区分、 堆積年代、 工学的性 質 な ど堆積層 の概要が明 ら か に な っ た。 特 に神戸港摩

耶埠頭 で は 、 神戸、 阪神 地域初 の深 さ 580m に 達す る 大深 度 ボ ー リ ン グ が行 わ れ、 貴

な 資料 を も た ら し た。

こ う し て 神 戸、 阪神 間 の 市街 地 の 真下 に 、 厚 さ 400�2， OOOm に 達 す る 極 め て ぶ厚

い堆積層 の存主が明 ら か に な っ た。 大阪湾 中央部では3， OOOm に 達す る 。 ま た 、 地下

に 伏在す る 活新層 は、 野島断層 の よ う に 地 表 に 明瞭 な段差が見 ら れる よ う な 断層 の イ

メ ー ジ で は な く 、 基盤の 変形 と と も に 、 堆積層 がた わ み 曲 が っ た構造 (提出) と な っ

て い る O

2 .  I 六 甲 変動J と い わ れ る 典型 的 な 地殻変動

震災後の 国土地理院の測量で、 六 甲 山 の 頂上が12cm 高 く な る な ど、 今 回 の地震 に

よ る 地殻変動 と 、 こ れ ま での 長 年 に わ た る 「 六 甲 変動j に よ っ て形づ く ら れた現在の

地形 と が相似 し てい る こ と か ら 、 六 甲 山 の 隆起、 形成、 大阪湾 の 沈 降 は 、 今 回 の よ う

な 地震 を 繰 り 返 し た 結果 と 考 え ら れ る 。 野島断層 は今回 の地震で確認 さ れ た 地震断層

で、 淡路島が動 い た こ と も 証明 さ れた 。

3 . 地盤の特性差 は地震の揺れの違い

「尼崎 西宮東部J I伊丹 宝塚南部J I西宮西部 神戸j の 3 地域の 沖積層、 上部

洪積層 、 砂蝶層 な どの表層地盤の特性が異 な り 、 地震時に は、 そ れぞれの地域 ご と に 、

揺れやす さ 、 揺れに く さ が生 じ た と み ら れ る 。

4 . 地盤情 報 を 今後の耐震設計や被害想定に

今回 の ボー リ ン グ調査や新 た に 収集 し た デー タ を 公共施設や 土木構造物 の耐震設

計、 防災対策 に 使 う 基礎資料づ く り がで き た。 デー タ ベ ー ス 化 も 望 ま れて い る O

5 . “ 震災の帯" の解明

市街地直下 に 新 た な 伏在活断層 の 可能性が指摘 さ れ た が、 「帝J の 中 の 被害状況 は

複雑で\ 西宮以東は 「島」 状 に被害が分布 し 、 反射法地震探査な どか ら は 一連の活断

層 の存在 は認め ら れな か っ た 。 激震の地域が生 じ た メ カ ニ ズ ム は特定で き な いが、 基

擦の構造、 堆積層 の厚 さ 、 性状、 特性、 表層 の地盤、 微地形 な どが複合的 に作用 し て

激震の地域が生 じ た も の と 思 わ れ る 。
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2 .  LIl腹斜面崩壊

[検討が必要 な崩壊の メ カ ニ ズム }

神戸大学の 沖村孝教授の 調査に よ る と 、 六 甲 山 は構成す る 花両告が風化、 こ れ ま で豪雨、

台風時の 風水害 と し て た びた び山腹崩壊を 繰 り 返 し て い る 。 今回 は地震に よ っ て も 崩壊が

発生、 約750 ヵ 所 と さ れて い る 。 1967年 の豪雨では3， 750 ヵ 所 だ っ た 。

今回 の崩壊の特徴は、 ①全体的に小規模が多 い②急、斜面での発生が多 い③流下、 部剥域

は小 さ い④平行 (直線) 型斜面や 一部尾根現斜面での崩壊がみ ら れる ⑤発生位置 は遷急点

付近が多 い⑥蕗頭崖か ら の崩壊がみ ら れ る な ど。 こ れ ら の特徴は 、 大分県中 部地震、 伊

豆大島近海地震の特徴 と 大 き な 違い は な か っ た。

こ の ほ かの特徴 と し て は、 不安定士塊の崩 落が見 ら れた 。 六 甲 ケ ー ブル 土橋駅で発生 し

た 巨岩崩落であ る 。 ま た 、 大 き な 亀 裂が発生 し た斜面 も い く つ か あ っ た 。 同 駅東慎u の尾根

型斜面で は落差 1 m の滑落崖が出現 し た。

六 甲 山全体か ら み た発生位置の特徴 と し て は、 東側 に 集 中 し 、 ほ ほ 2 本の帯状に分布 し

て い た。 諏訪 山 断層、 ぉ:助橋断層 、 芦原断層 の位置 を 重 ね て み る と 、 今 回 の崩壊は こ れ ら

3 つ の 断層 に平行 し て 出現 し た と 推定で き る 。 こ の こ と は今回の崩壊が①断層 の動 き に起

因 し た の か安 全体 と し て 同 じ地震エ ネ ル ギー を 受 け た が、 断層 地形 と し て 出現す る 急斜面

だ けが崩壊 し た の か③あ る い は両 方 に 関係 し た の か。 現在で は不明で、 今後の検討が必要

であ る 。

崩壊の 方 向 は 、 北西→南東が圧倒 的 に 多 く 、 北東→南西方向で代表 さ れ る 表六 甲 山系 の

断層 と 直交 し て い る こ と を 示 し た。

今回 は 人命災害 に は至 ら ず、 直接の土石流災害 も ほ と ん どな か っ た の は幸 い だ、 っ た が、

降雨期 を は じ め と す る 地震後の二次災害の警戒、 防災が重要 と な っ た。

3 . 地すべ り

{西宮市仁川 で犠牲者34人}

地震の 規模が大 き か っ た割 に は 自 然斜出での地すべ り 、 崩壊は少 な か っ た 。 京都大学の

佐 口恭二教授 ら に よ る と 、 前年が記録 的 な 渇水年 で、 あ っ た う え 、 地震が冬 の 渇水期 だ、 っ た

た め、 地すべ り の重要原 因 で あ る 地下水が少 な か っ た の を 幸い と し て い る O

し か し 、 そ の 中 で発生 し た西宮 市仁川 百合野町 と 宝塚 ゴ ル フ 場 内 での地すべ り は速度の

大 き い 地 すべ り の典型 と さ れた 。

仁 川 の 地 すべ り は、 土量そ の も の は 地すべ り の規模 と し て さ ほ ど大 き い も の で は な か っ

た が、 1 1 戸34人が死亡す る 大災害 と な っ た 。 地面の移動速 度 は 平 均 で 1 秒 あ た り 数 m と

い う 高速が推 定 さ れ、 地すべ り 範 国 の 家屋の住人全員 が生 き 埋め と な っ て死亡 し た。
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現場 は 18� 20度 の 緩傾斜面。 「急傾斜地

の崩壊に よ る 災害 の 防止 に 関す る 法律j の

対 象 は30%以 ヒ で あ て は ま ら な い。 「地す

べ り 等防止法j は過去に発生 し た斜面 を 危

険地 と し て 適用 す る が、 仁 川 i は初すべ り の

た め こ れ も 該 当 し な い。 都市周辺の傾斜地

に 人が住 む よ う に な っ た 歴 史 も 比較 的 浅

く 、 地震 も 少 な か っ た た め危 険性の認識 も

少 な か っ た。 今後 は都市周辺での宅地 開発

は増加す る ばか り な の で、 仁川地すべ り と

同種の災害が繰 り 返 さ れる 恐れ は十分だ。

地すべ り の メ カ ニ ズ ム 、 特 に 地震時の地す

べ り の解明 は 防災 の 重要課題 と な る 。

4 . 宅地造成斜面崩壊

{必要 な雨期、 台風対策。 望 ま れ る住民の監視1

1 . 造成地内 の擁壁 に 関 す る 被害

34 人が守 主 主j1 め と な っ た 内沢 市

L I I I  [j {t野田I の が け 綴 れ現場

石積み、 ブ ロ ッ ク 積み に つ い て は倒壊、 亀裂、 は ら み が各所で見 ら れた 。 RC 擁壁で

は亀裂、 継 ぎ 目 の変状。 二段積み は 上段の前方移動 な ど。

2 . 白 然斜面 に 由 来す る 被害

宝塚市 内 で は 自 然斜面崩壊で家屋が倒壊。 西宮市内 で は大阪層群緑辺部の が け 地 内 で

道路が崩 壊 し 、 家展 も 倒壊。 神戸市東灘 区 内 で は造成地下のがけ地が崩壊 し た斜面が

見 ら れた 。

3 . 造成地盤 に 関す る 被害

地盤沈下 に よ る 局所的 な擁壁の倒壊 ・ 亀裂、 舗装の破壊、 家屋の倒壊。 断層 に起因 し

て帯状に局所的 な被害が分布。 マ ス ム ー ブ メ ン ト に よ る 被害 は滑落、 舗装変形な どが

ほ と ん ど切 り 盛 り 境界で発生 し て い る も の と 思 わ れ る O

4 . 切土斜面、 盛土斜面

全体的 に 人工斜面の 崩 壊は少な し 宮城県沖地震 に 比べて特徴的だ、 っ た 。 擁壁工で継

ぎ 目 の ず れ は 見 ら れ た が、 格 子枠工な どで斜面安定工が施 さ れた斜面 は い ずれ も 安定

し て い た 。

以上の被害か ら 今後 は 雨期 、 台風対策が必要 と な る 。 斜面安定対策工 は す ぐ完成 し な い

688 第十章@紡災



の で住民 の鞍視が重要。 変位計測 の警戒 シ ス テ ム の導入。 石積み、 コ ン ク リ ー ト 擁壁の亀

裂 に対す る 安全度診断注の 開発。 古 い 時代の擁壁雪の防災対 策 な どの対策が望 ま れる O

{造成地被災地盤復旧 の特例措置]

被災宅地の危険擁壌 は、 そ の住人だ け で な く 下部の人家 も 危険 に さ ら し て い る O 二次災

害 を 紡 ぐ た め、 降雨時 に避難勧告が出 さ れ、 そ の た び、に避難所へ行か な け ればな ら な い。

こ う し た 被災擁壌 は基本的 に は個人の財産であ る た め 、 所有者が復旧工事 を 行い 、 安全を

回復す る 責任があ る と さ れて い る O し か し、 被災住宅 に と っ て、 復 旧 費 の 負担 は重過 ぎ る 。

こ の た め 閣 は余震 や 降雨 に よ る 被害の拡大、 二次災害 を 関 ぐ た め 、 公共施設に被害 を 及

ぼす被災擁療の復旧 を 公的 な 資金で施工す る こ と に な っ た。 「急傾斜地の 崩 壊 に よ る 災害

の 防止 に 関す る 法律j の特例措置 (1995年 4 月 1 B か ら 1 年 間 の運用通知) で 国 の 柔軟 な

考 え 方で実現 し た 。

5 . 液状化

{埋立地、 人工島で広範囲 、 大規模 に ]

京都大学の嘉門雅史教授 ら に よ る と 、 今回 の地震で、 液状化は 震源か ら 離れた遠方で も

発生 し た 。 東 は滋賀 県草津市、 西 は加古川市、 南 は徳島市で も 確認 さ れ た 。 常識 と さ れて

い た ウ ォ ー タ ー フ ロ ン ト 以外 に 、 内 陸部で も 「地 下水位の高 さ J と 1 1日軟弱地盤の埋戻 し 」

に よ っ て発生す る こ と が宝塚市、 西宮市で認め ら れた 。 今 回 の地震では神戸 ・ 阪神 間 の広

い 地域で発生 し た こ と に な る O

そ の 中 で、 神戸 ・ 阪神 間 の埋立地、 人工島で広範問、 かつ大規模な 液状化が発生 し た 。

神戸ポー ト ア イ ラ ン ド、 六 甲 ア イ ラ ン ド 、 甲子園浜、 西宮浜、 芦屋浜の被害が特徴的 な も

の だ、 っ た。

1 . ポ ー ト ア イ ラ ン ド

発生分布 を 見 る と 、 重要構造物、 特 に 高層 ビ ルが集中 し て い る 中 央部の液状化現象

は ほ と ん ど見 ら れず、 島 の外層部の岸壁、 物揚場、 倉庫部分で広 範 囲 に 噴砂が確 認 さ

れて い る O こ れは 中 央部がサ ン ド ド レ ー ン 、 プ レ ロ ー デ イ ン グ な ど各種の地盤改良 を

行 っ た の に 対 し 、 外周部 は コ ス ト の か か る 地盤改良 を 行 わ な か っ た こ と と 関係 し て い

る O ポ ー ト ア イ ラ ン ド E 期 で は 、 埋立て 後 に 陸上か ら サ ン ド ド レ ー ン を 打設 し た 部分

に 液状化が発生せず、 埋立て 前 に 海上か ら サ ン ド ド レ ー ン を 打設 し た と こ ろ は液状化

が多 く 認め ら れた 。

2 .  /\. 甲 ア イ ラ ン ド

ボ ー ト ア イ ラ ン ド と 同 様 に地盤改良 を 行 っ た 中央部は深刻 な 液状化は認め ら れず、

全体 と し て も 発生の程度は低い。 地盤改良 を し な か っ た 部分では岸樫周辺の液状化が
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際立 つ て い る O ポ ー ト ア イ ラ ン ド と 同 様、 護岸が海側へ側方移動 し 、 ク レ ー ン が破壊

さ れた 。 六 甲 ア イ ラ ン ド は ポ ー ト ア イ ラ ン ド に比べて埋め立て に徳用 し た 土砂の粒径

が小 さ か っ た こ と も 、 液状化が少 な か っ た 理由 の 1 つ と さ れて い る O

3 . 阪神 間 の埋立地

甲 子 園 浜で、 西宮浜 と をつ な ぐ阪神高速道路湾岸線の西宮港大橋が落下 す る 事故 を

起 こ し た 。 芦屋浜では激 し い 噴砂で多 く の民家が傾 く 被害 を 受 け た 。

以上の よ う な 状況か ら 、 各地で真砂土の よ う な粗粒土か ら シ ル ト 粒径 の 細粒土 ま で

広 い範 凶 の 噴砂があ り 、 従来の 定説が覆 さ れた 。 埋立て地の地盤改 良 は液状化防止効

果が顕著で、 あ る こ と が実証 さ れた。 サ ン ド コ ン パ ク シ ョ ン パ イ ル工法、 ロ ッ ド コ ン パ

ク シ ョ ン 工法 の常度増大化工法の有効性が明 ら か に な っ た。 サ ン ド ド レ ー ン や プ レ ロ

ー デ イ ン グ に よ る 改良 に 液状化防止 に か な り 効果があ り 、 施工時の振動 に よ る 締 め 同

め効果は 強度増加 に 寄与 し て い る O

6 .  ?可J I I構造物被害

[従来の耐震工法でも か な り 対応}

堤防、 護岸の崩壊な ど今回 の地震で は河川構造物 に も 大 き な 被害が出 た 。 被害形態 は 護

岸崩壊、 堤体崩壊、 天端亀裂、 裏法面崩壊、 は ら み 出 し な どで、 二次災害は な か っ た。 神

戸大学の神 田 徹教授 ら は、 「地震の 強震 動 そ の も の に よ る 被災」 と 「地盤の 液状化 に よ る

被災」 と 大 き く 分類 し た 。

被害箇所数は建設省直轄河川 6 水系 、 8 河川 、 77 ヵ 所、 兵庫県 下河川 70河川 、 241 ヵ 所、

大阪府下12河 川 、 35 ヵ 所。 京都大学の 今本博健教授 ら は 、 護岸、 裏法面 崩 壊延長50m 以

上、 天端陥没50cm 以上、 天端亀裂輯30mm 以上、 ま た は延長50m 以上 の い ず れか に 該 当

す る も の を 「重度被害」 と し て 分類 し た。 そ れ に よ る 重度被害個所は 、 直轄河川26 ヵ 所、

兵庫県下82 ヵ 所、 大阪府下10 ヵ 所で、 兵庫県下が圧 倒 的 に 多 い 。

兵庫県下の神戸市 か ら 西宮市 に かけ て表六 甲 河川 の重度被害の発生場所 は 、 各河川 の 下

流部 に 集 中 、 他の構造物 の被害の大 き か っ た 地域 と 占致 し て い る 。 震 度 7 の 地域、 い わ ゆ

る 「震災の帯」 と ほ ぼ重 な る 。 強振動 の た め空積護岸の崩壊が特徴的だ、 っ た 。 ま た、 淀川

下流部、 神 崎 川 、 藻 ) 1 1 、 武庫川 な ど に 重度被害が集 中 し て い る が、 こ れ ら を 治水地形分類

図 と 比較す る と 、 干拓地、 自 然堤 防、 旧河道な ど に対 応 し て お り 、 多 く は地盤の液状化 に

よ る も の と 考 え ら れ る 。 武庫川 で、 は 堤防道路や高水敷に亀裂が入 札 藻J I I で は堤体天端の

沈下最大 1 m、 裏法面亀裂幅10cm な どが生 じ た 。

被害が も っ と も 大 き か っ た 淀川 下 流左岸の 酉 島 地 区 は干拓地で、 新淀川 以前の伝法JI I左

岸 に 位置 す る 300�400年前の埋立て 地 で あ り 、 液状化 に よ る 被害 と な っ た。

各河川 と も 応急復旧が実施 さ れ、 石積み 、 ブ ロ ッ ク 積み 、 築堤 な どの本格復旧 も 進ん で
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い る 。 さ ら に 地盤改良、 鋼矢板、 鋼管杭、 鋼管矢板、 タ イ ロ ッ ド な ど耐震工法 に 加 え 、 ス

ー パ ー 堤 防化 な どが検討 さ れて い る O 今回 の地震で も 、 耐震工法 を 実施 し て い た堤 防 は裏

法面崩壊が見 ら れで も 、 本体に壊滅 的 な 損傷は起 き て い な い。 従来の耐震工法で も か な り

の大地震 に 対応 で き る と 評価 さ れた。 今後 は ス ー パ ー堤防化は も ち ろ ん、 堤体内 の排水促

進な ど、 堤体構造の改良が検討課題 と な っ て く る O

7 . 潜湾施設被害

[ わ が国の経済に 大打撃。 復興は酎麓性 と 訪災性強化で]

コ ン テ ナ 貨物量が全 国 の 3 説。 世界第 6 位の港湾一わが国の 国際貿易、 物流 を 支 え る 拠

点、 ア ジ ア の 海運拠点 と し て重要 な 位置 を 占 め る 神戸港 も 今回の地震で 一 瞬の う ち に壊滅

的 な被害 を 受 け た 。 神戸 ・ 阪神 田が都市機能 を 失 っ た の と は別 に 、 わが国の経済 に大 き な

打撃 を 与 え た 。

神戸港 は 重力 式岸壁が多 いが、 強振動 に よ っ て 、 基礎地盤破壊に よ る 沈下 、 背後か ら の

士圧 に よ る 移動が起 こ り 、 地盤陥没 を 生 じ て 、 コ ン テ ナパ ー ス 21 、 大型岸壁239が崩壊、

使用不能 と な っ た。 防波堤 も 最大 2 m の沈下が起 き た。

運輸省 第 三 港湾建設局 (神戸) は地震直後 に 「災害対策本部」 、 2 月 か ら 「災害復興対

策本部」 、 4 月 か ら 「震災復興建設部」 を 設置、 組織 し た 。 ま た 7 月 か ら は神戸港工事事

務所 を 「神戸港復興事務所J に改組、 神戸港復興へ体制 を 回 め た。

震災発生直後の 1 週 間 で、貨物19パ ー ス 、 旅客 9 パ ー ス を 回復 さ せ、 1 ヵ 月 後 に は100パ

ー ス を 暫定復旧 さ せた。 コ ン テ ナパ ー ス も 8 ヵ 月 後 に 10パ ー ス が暫定利用 可能 に な る な ど

願調 に 復旧 が進 ん で、い る 。 本格復i日 は 2 年 間 で完成 を 呂 標 に し て取 り 組みが行 わ れて い る 。

戦前か ら の古 い 工法が多 い兵庫 突堤、 新港突堤、 埋め立て 地の摩耶埠頭、 ポー ト ア イ ラ

ン ド、 六 甲 ア イ ラ ン ド の 港湾施設であ る 岸壁、 護岸、 荷役設備が液状化 に よ る 基礎地盤の

沈下、 陥没、 側 方移動 な ど に よ っ て壊滅状態 に な っ た わ け だが、 「耐震パ ー ス 」 と 呼ばれ

て い た摩耶埠頭第 1 突堤西側岸壁 だ け は無傷だ っ た。

神戸港の復興 に あ た っ て 、 第三港湾建設局 は港湾施設の 「酎震性強化J に 最重点 を 置 い

た 。 設計震度の 引 き 上 げ、 構造形式の多様化、 人工島 と の 連絡路の多重化、 耐震強化岸壁

の 分散配置 な ど を 基本方針 と し た 。

無事だ、 っ た摩耶埠頭の よ う な桟橋工法 に よ る 耐震強化岸壁、 既存 ケ ー ソ ン の前面 に新設

ケ ー ソ ン を 離 し て置 く デ タ ッ チ ド ケ ー ソ ン 工法、 液状化防止 を 兼ねて岸壁背後 を セ メ ン ト

系混合物 で固 め る 土圧低減工法 な ど様々 な 工法 を 組み合わせて 「震災に 強い港湾J づ く り

が進め ら れて い る O

港湾 は 今 回 の 地震 の 経験か ら 、 防災基地 と し て の大 き な役割 (避難、 物資供給 な ど) も

期待 さ れて い る 。
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8 . 砂崩 ・ 二次災害防止

[ 5 年た っ て も起 き る 地震 に よ る 土石流}

「神戸の大災害は水害」 と い う 考 え 方 を 定着 さ せて い た の は、 六 甲 山 の水害、 土砂災害

の 歴 史で あ る O 近年 に 大震災がな く 、 昭 和13年 (1938) 、 昭 和42年 (1967) の 集 中 豪雨 に

よ る 大 き な 土砂災害 は特 に い ま だ に 生 々 し く 記憶 さ れて い る O

六 甲 山 の 土砂災害 は 、 風化 し た花両岩で構成 さ れ る 山腹斜面の表面が大雨 に よ っ て崩 壊

す る 土石流災害で、 い っ た ん崩 れ て 表面が安定 し で も 年月 が経過す る と 再 び風化 し 崩 壊 を

繰 り 返 し、 防災関係者の 間 で は 「六 甲 災害30年周 期説J が経験的 に伝 え ら れ る ほ どだ っ た 。

今回の地震 で は 、 斜面崩壊が 1 月 17 日 以後、 約70 ヵ 所発生 し た。 大雨 に よ る も の以外に

地震が新た な 原 岡 と な っ たo 130年周期説」 は地震 と 無関係で、 山腹が崩壊土砂 を 蓄 え 、

大雨 で土石流 と し て押 し 流す災害 を 示 し て い た 。 建設省 六 甲 砂 防工事事務所 、 兵庫県 六 甲

治山事務所、 県土木事務所 な どは半年後 の 出水期 を ひ か え 、 緊張 し た。

六 甲 砂防工事事務所の調べで は 、 地震後の豪雨 に よ る 土砂災害 は 、 明治以降、 8 回 の 地

震 に よ っ て13回起 こ っ た。 直 後 に 発生す る と は 限 ら な い。 1891年の濃尾地震 は 2 年後、 3

年後、 5 年後 に 山 崩 れ、 1948年の福井地震 は 5 年後に土石流、 が け 崩 れ、 1964年の新潟地

震 は 3 年後に 羽越災害、 1968年 の え びの地震 は 3 年後 に が け 崩 れ と い っ た 記録があ る 。

神戸大学や京都大学の調査報告に も あ る よ う に、 今 回 の六 甲 山 の斜面崩 壊 は 1967年の豪

雨災害時 よ り は個所数 と し て は少 な か っ た も の の 、 住吉川流域を は じ め 、 全域で豪雨 に よ

る 崩壊拡大、 土石流発生の危険個所がい た る と こ ろ でみ ら れた 。

こ う し た 対策 と し て 、 今回の地震では 「二次災害防止J に全力があ げ ら れ た 。 六 甲 山 に

は1938年 以 降砂 防 ダ ム 約430 ヵ 所、 流路工43 ヵ 所が設 け ら れ、 1967年以来、 雨 量 の 討 に は

大 き な 災害が起 こ ら ず、 効 果 を 上 げて き た。 今回の地震で も こ れ ら の砂防施設の損害は軽

微だ、 っ た が、 近畿地建は 、 353渓流の 土石流危険渓流 の う ち 、 32渓流 に 砂 防 ダ ム 新設18基、

山腹工12 ヵ 所、 ワ イ ヤ ー セ ン サ ー 1 6 ヵ 所設置の計画 を 進 め た 。

[兵蔵県の二次災害防止対策]

大阪管区気象台か ら 「震災後 も 、 1 週間 か ら 10 日 は マ グ ニ チ ュ ー ド 6 程度の余震の恐れj

と 発表があ り 、 1 、 2 ヵ 月 間 は 余震が続 く と い う 発表 も あ っ て、 余震対策 と 降雨 に よ る 危険

個所への 防災対策 に 、 兵庫県 は 万全 を 期 し た。

1 . 宅地防災対策

被災宅地の 一 次調査 と し て宅地防災パ ト ロ ー ル の 重点個所 を 中 心 に 1 月 22 日 か ら 28

口 に か け て、 延べ350人 で、142地 誌3700ha を 調査 し た 。 被害程度大が54、 緊急度大が

54 ヵ 所あ り 、 そ の結果 を ふ ま え て 2 月 3 日 か ら 37 ヵ 所 を 二次調査 し た。

2 . 危 険個所の 防災対策
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た め池の決壊、 地すべ り 対策 と し 、 亀裂部へ の 防水 シ ー ト がけ な どの緊急措置 を 実

施 し た 。 :重点地区 は パ ト ロ ー ル を 強化 し た 。

真下 に住宅団地の あ る 神戸市須磨区妙法寺 地 区 で は 降雨 に よ る 林地 崩壊拡大、 落石

の危険があ る た め 、 山腹の亀裂部へ ビ ニ ー ル シ ー ト がけ を す ま せ、 津名郡北淡町野島

暮鴻で、 警報機付 き 伸縮計 を 設置、 同 町斗 内 に は仮設防護柵 を 設 け た 。 1 月 25 日 か ら

は 六 甲 治 山 事務所、 神戸農林事務所、 洲本農林水産事務所で、合計11班の森林パ ト ロ ー

ル を 行 っ た 。

3 月 31 B に 北淡 町纂浦の警報機付 き 伸縮計が作動 し直下の住民が避難 し た 。 兵庫県

治 山 林道協会 は 「 山 地被害速報J を 発刊 、 4 月 12 日 に は、 危険性の高 い22 ヵ 所 に A、

B の ラ ン ク 付 け を 行 い 、 昨雨時 な と守のパ ト ロ ー ル基準 を 定 め た 。

同協会は 「大雨洪水注意報が出 て 、 連続雨量30mm に達 し た と き 。 震度 4 以上 の地

震が発生 し た と き J に パ ト ロ ー ル基準 を 改め 、 LU地災害危 険地 区 の ハ ザー ド マ ッ プ を

公表 し た。

西宮市仁川 百合野地区 の 地すべ り 二次災害 を 防 ぐ た め 、 ボー リ ン グ調査の検討、 警

報装置、 伸縮計 8 基 を 設置 し た 。

3 . 急傾斜地、 地すべ り 対策

建設省 六 甲砂防事務所 と 共同 し て 、 土石流危険渓流、 地すべ り 危 険個所、 急傾斜地

崩壊危険個所の 目 視調査に努め 1 月 22 日 か ら 26 日 に かけ て 、 建設省、 大学、 各地方建

設局 、 各府県、 企業で構成す る 建設省 緊急 支援チ ー ム (延べ1， 200人) の調査 を 実施

し て 、 神戸、 西宮、 洲本土木事務所管 内 に あ る 1， 10 1の危険個所の状況 を 調査 し た 。

そ の結果、 7 1 の継続監視が必要 な 鱈所 を 選ん だ。

2 月 1 日 に神戸市北区有馬町地 区 に 伸縮計 4 基、 2 月 2 1 日 ま で、 に 神 戸 市東難区 間 本

地 区 に 警報装置 4 基、 伸 縮計12基、 地すべ り 自 動監視 シ ス テ ム 、 仮設保安柵 を 設置 し た 。

8 月 ま で 5 人の大学教授 ら に よ り 「兵庫県震後土砂災害警戒避難基準検討会J を 設

け、 六 甲 山系 の土砂災害対策の討議 を 重ね、 警戒避難基準 を 確立 し た 。

5 月 1 1 日 か ら 12 日 に か け て 連続雨量183mm と い う 神 戸海洋気象台始 ま っ て 以 来 の

雨 量 を 計測 し た。 7 月 2 日 か ら 5 日 ま で連続雨量232mm を 記録、 東灘、 灘両 区 山 麓

地 尽 に 避難勧告が出 さ れた が、 大 き な 土砂災害 は発生 し な か っ た 。

[総合土砂災害対策推進連絡会}

豪雨期 を ひか え た 6 月 初 め 、 建設省、 兵庫県、 神戸海洋気象台、 被災各市 町 な どで 「総

合土砂災害対策推進連絡会J が結成 さ れた 。 連絡体制、 避難場所、 避難体制、 警戒基準の

統ー な ど、 対策の強化 を 図 る の が狙い。 砂防がハ ー ド な ら ソ フ ト 面の 強化 と い え る O

開 会 は 六 甲 砂 防工事事務所の過去 の 災害デー タ を も と に、 六 甲 山 で土石流 と がけ 崩 れが

起 こ り 得 る 雨 量 を 解析 し 、 先手 を 打て る 体制づ く り を 進 め た 。 土砂災害 は 先行雨量が多 い
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(表 8 ) 降雨強度のめやす

S�潤雨量 J�体的な特徴
5 -10 ミ リ 訂Jの iTがよ く 聞 こ え 、 道路や庭先にたち ま ち

水た ま り がで き る
10-20 ミ リ 地出い っぱいに水た ま り がで き 、 雨の?子で話

i 戸f も よ く 間こ えない
20-30 ミ リ 土砂降 り で、 道路の側溝があふれ、 川の よ う

に な る
30 ミ リ 以 i二 バケ ツ を ひっ く り 返 した よ う な と い う 表現が

ピ ッ タ リ の激しい降 り 方
(r大震災 地下で何が』 神戸新聞社編， 神戸新聞総合出版

セ ン タ …)

と あ ふれた雨が斜面 を 流 れ落 ち 、 災害 に な り や す い 。 六 甲 山 の場合、 土石流 は 1 週 間 前 、

がけ崩 れ は 2 週 間 前 の 先行雨量が関係す る O 同 会 は 1 時 間 雨量 で、15mm、 連続雨量で100

mm を 超 え る と 、 警戒態勢 に 入 る こ と を 申 し合わせた。

雨量計算 は複雑 な た め 、 県砂防課は、 言i‘算式の コ ン ビ ュ ー タ ・ ソ フ ト を 各市町 に 渡 し 、

そ の 日 の雨量 を 入力 す れ ば先行雨量がす ぐわ か り 、 危険度の判定がで き る よ う に し た 。 強

い雨が降 り 始め る と 、 神戸海洋気象台の気象 レ ー ダー や ア メ ダス に よ る 1 � 3 時間後雨量

を 予測 、 関係先 に フ ァ ッ ク ス 送信す る 。 雨 の危険度が予測 さ れ る と 避難勧告 を 出す仕組み

に な っ て い る 。

9 . 提言、 提案

[土木構造物の耐震基準等 に関す る 提言}

土木学会の 「耐震基本問題検討会議」 は 5 月 23 日 、 土木構造物 の耐震基準等 に 関す る 提

言 を 行 っ た。 提言 を 要約す る と 、

1 . 構造物 の 耐震性能の 照査で は 、 供用期 間 内 に 1 � 2 度発生す る 確 率 を 持つ地震動強 さ

と 、 発生確率は低いが、 極 め て 激 し い地震動強 さ の 2 段階の地震動強 さ を 想定す る こ

と が必要で、 あ る 。

2 . 構造物が保有すべ き 耐震性能、 す な わ ち 想 定 さ れた 地震動強 さ の下での被害状態 は 、

そ の構造物の 重要度 を 考癒 し て 決定すべ き であ る 。 重要度は 人命への影響、 被害の社

会経済へ の 影響 な ど を 考慮 し て総合的 に決め ら れ る 。

3 . 兵庫県南部地震 に よ る 被災経験 に 照 ら し、 現行の耐震基準 を 見寵すべ き で あ り 、 そ の

際、 水平震度の割 り 増 し 、 地盤の増幅特性の考慮、 液状化 に よ る 地盤の水平変位の照

査 な ど に つ い て の追加、 修正が必要で、 あ る 。

4 . 兵庫県南部地震 に よ る 被災経験を 踏 ま え 、 既存構造物の 耐震検診 を 行い、 緊急度 に よ
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り f憂先}II夏位 を つ け、 必要 な補強 を 早急 に推進す る 。

5 . 耐震基準等の見直 し に必要な研究開発 を 早急 に促進す る O

と な っ て い る O

耐震性能 を 規定す る た め構造物の 具体的 な状態 と し て は 、 ①無被害②機能 を 維持 し て い

る が補修が必要③崩 壊 ま た は完全な破壊で は な い が機能 は 失 っ て い る 状態④崩壊 ま た は完

全な破壊 な どの数段階が考え ら れ る 。

耐震基準 に新た に 考慮すべ き 事項 は 、 ①液状化等 に よ る 地盤の水平移動 を想定 し た 地盤

と 構造物基礎 と の相互作用 の 評価、 ②免震、 制震等の採用 と 耐震設計法③構造物 の耐震診

断方法 と 補強方法な ど。

研究、 開 発の促進は 、 ①直下型地震 に よ る 地震動特性の解明②実物大構造物 の耐震性の

確認、試験が可能 な 大型振動台、 加力装置の建設③動的解析法の整備 と 耐震 設計での活用③

既存構造物の 耐震診断法 と 耐震補強法の研究⑤高密度地震観測網の整備⑥広領域 に わ た る

震災予防 の研究 な ど。

こ れ ま での耐震技術の研究 に今回の地震 の 経験を 照 ら し て 、 新 し い課題 を 提言 し て い る 。

{応用地質学的観点 に よ る 地震防災、 耐震対策}

日 本応用地質学会は、 阪神 ・ 淡路大震 災 を 応用 地質学的 な 観点 で と ら え 、 地形、 地質の

形成過程、 地盤の成 り 立 ち と 人間活動 の相 互作用 を 踏 ま え た 上で、 復興計画や地震防災、

耐震対策 に 貢献す る こ と を め ざ し て い る O

「地盤 ・ 地震動 と 構造J で は 地盤種別 と 構造物被害 ・ 地震動物性、 地形 ・ 地質構造 と 地

表地震動の 関係 に 新 し い 知見 と 分析 の必要性 を 強調 し て い る 。

「地盤変動 と 地盤災害J で は埋立地や盛 り 土 に お け る 地震動特性、 被害形態 に新知見が

出 さ れ、 広域地 下水の地震 に よ る 変化の大 き さ も 指摘 し た 。

こ れ ら を 踏 ま え 「活断層 と 地震動J I地表の活断層 と 地盤破壊 の 関 連」 と い っ た 恭礎科

学 と の接点で の研究 を 深め る と と も に 、 「地震防災の た め の地盤 ・ 地下水の 調査、 評価法

の確立J I耐 震設計の た め の 地盤、 活断層 の 調査、 評価法の確立j を 進 め る こ と に し て い る O

地震防 災 面 で は 「動的地盤図J I地盤形成 史j な ど人工改変の デー タ ベ ー ス 化 と そ の マ

ッ ピ ン グ の作成法、 耐震設計指で は 地醸変動、 地震動 を 考慮 し た 活断層 の 調査、 解析の具

体的 な 指針づ く り に取 り 組む こ と に し て い る 。
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| 第五節 建物-耐震
すべての種類 の災害がお き た と い わ れ る 今 回 の 震災で、 高齢者の犠牲が特徴の 1 つ に あ

げ ら れる が、 そ の 原 因 は古 い 木造家屋が無残 に倒壊 し た こ と に よ る 。 木 造 ばか り で な く 、

コ ン ク リ ー ト 建物 も 古い も の の 多 く が被災 し た 。

活断層 の所在、 地震動 と の 関係な どが解 明 さ れて い な く て も 、 地上 で は 、 全半壊20万棟

と い う 大災害の姿が さ ら さ れ、 そ の倒壊の分布が、 初 の 「震度 7 J 地帯判 定の 重要 な 根拠

と な っ た。

一方、 広域、 問 時の倒壊は 、 過去の震災 の た びに 、 経験的 に 改善 さ れて き た 法定基準、

耐震工法の是非に も 結果 を 出す こ と に も な っ た。

京都大学防災研究所の計算 に よ る と 、 全壊率 (全壊棟数 と 半壊棟数の 2 分の 1 の和 を 世

帯数で除 し た値) は神戸市長 田 区、 灘区 で20% を 超 え 、 淡路島の北淡町、 一宮 町で40% と

い う 高率 だ、 っ た 。 神 戸市 内 を 街区 単位でみ る と 、 50%以上の高率の と こ ろ が多 く 東灘区森

南町で、 は80%以上だ、っ た。

木造、 鉄筋 コ ン ク リ ー ト 造、 鉄骨造、 低層 、 高層 な どの建物の構造、 建築年代 な どか ら

倒壊原因 の研究が行わ れ、 耐震工法の検討が重ね ら れて い る O 一般的 に は法律改正、 耐震

設計の 方 向 は 誤 り がな か っ た と さ れて い る が、 今 回 の 内 陸直下期 の短周 期 震動 と 異 な る 、

長周期震動の海洋性地震の危険が指摘 さ れ、 大都市開 を 襲 う 地震災害の 人災的側面 を 少 し

で も な く す よ う 、 今 回 の震 災 を 貴重 な 経験 と し て役立て る 動 き と な っ て い る 。

仁 木造

[崩壊の多 く が “既存不適格建築物"]

被災の第 ゐ の 引 き 金は地盤構造、 地質、 地震の 強 さ だが、 一般的 に は木造建物の構造の

占 め る 比率が高 い。 さ ら に建物年代の古 さ に よ る 老朽化、 耐力 の低下だ、 っ た 。 新 し い建物

の被災 に は 明 ら か に 工事の手抜 き 、 不備 に よ る も の が多 か っ た 。

倒壊家屋 の 傾 向 は 、 ①瓦の 下 を t:で、 [古l め る 「 上葺 き 工法J の重い屋根があ げ ら れ る 。 土

葺 き は西 日 本特有の も の で台風や夏期 の 断熱、 冬季の保留t を 考 え て江戸期 か ら 長 く 使 わ れ

た が、 屋根の重量が地震 に 弱 い構造 と な っ た。 ②筋か い の 不足があ っ た 。 在来 工法の A般

であ る 軸組構法で筋 か い の 少 な い 家居 は そ れだ け で耐震性が低い と こ ろ へ③接合の不良④

壁量の不足 と 玄関、 窓 な ど 関 口 部 の広 さ ⑤基礎、 土台の不良⑥外壁下地への接合不良⑦部

材、 接合部の不良⑧構造材の腐朽 な ど数 々 の原 国 が重 な り 建築年代の古い家屋 は軒並み倒

壊 し た 。

神 戸 ・ 販神 間 に戦前か ら の住宅が点在 し 、 独特の風景 を 作 っ て い た が、 平地部の芦屋の

邸宅街、 須磨浦 の 旧別荘告な どが壊滅 し た 。 神社や寺 院 な ど、 伝統的建築 も 大 き な被害 を
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震災で瓦屋根の伝統美ど葺き富市消 え る
大震 災で古い家以 の ほ と ん と が倒壊 し たが、 瓦の下 に 士 を 使 う 関 丙独特の 1 I会王手 き 法J が医棋 を 本 く し て 被

災の馬{附 に な っ た そ こ で瓦 を 佼 わ な い家が建 ち 始め、 瓦 を 使 っ て も t を 入 れ な い 「日 !掛け茸 き ìl�J で軽量化
が進んで い る ， lCM恨の あの美 し さ は r:1:葺 き J に よ る 野地 ム ラ の修 正、 ね じ れの修正、 瓦の安定が も た ら す
も の だが 15 1掛け葺 き 」 は耐反性 は あ る が、 野地ム ラ と 瓦の修正が難 し く 、 美観にかけ る と い わ れ る 。 そ こ で
私は両方の長所 を 取 り 入れ た 「引掛け な じ み 土丘一 き 法」 を お すすめ し た い。 以根の荷量は 1 平方 m あ た り 70
�80kg と な る 。
(徳舛敏成 ・ 受技塾懇長 f建築雑誌j 1996年 1 月 号か ら )

受 け た O

結局、 新 し い建物、 屋根の軽い も の、 壁式構法の も の、 関 口部が適正 な も のーな どが「地

震 に 強 い J と 立証 さ れ た 。 軸組構法 よ り 枠組壁構法 ( ツ ー パ イ フ ォ ー) 、 プ レハ ブ構法の

方が安全だ っ た 。 ツ ー パ イ フ ォ ー も 無傷で は な く 、 外壁、 外装 の落下 な どは あ っ た。 し か

し、 倒壊はゼ ロ た、っ た と い う O 伝統的建築の神社、 寺院、 伝統工法の住宅 で も 倒壊 を 免れ

た も の は あ り 、 そ れ ら は部材断面の大 き い も の、 山 門 の よ う に屋根の軽い も の 、 筋かい 、

張合の頑丈 な も の は予想以上品 に健在 だ、 っ た。

過去の震災は、 建築基準法 な ど建築、 耐震関係法令の改正の歴史で も あ る o 1978年の宮

城県沖地震 の あ と 、 1981年 に建築基準法が改正 さ れた 、 い わ ゆ る 「新耐震J と 呼ばれ る 耐

震設計基準の 改善 に よ り 木造住宅で も 、 特 に軟弱 な地盤な どでの基礎は鉄筋 入 り コ ン ク リ

ー ト 造 り が義務づけ ら れ、 今回 も そ の効果 は 出 て い た。

法令の改正 は あ っ て も 施行以前の古い建物 は基準 に 適合せず 「既存不適格j 建築が存在

し て い た の が、 今問 の地震の被災の多 く を 占 め た 。 し か し 、 全部 な く な っ た わ け で は な く 、

いぜん と し て基準 に は不適格だが、 違反で は な い と い う 構造不備の建物が残 る こ と に な っ

た。 こ う し た状態への対策 と し て 「建築 物 の 耐震改修の促進 に 関 す る 法律J (耐震改修促

進法) が10月 の 臨時国会で ス ピ ー ド成立 し た。 既存不適格建築物 で も 、 耐震改修 を{憂 先 さ
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せ る 、 い き な は か ら い と な っ た。

日 本建築防災協会 は 「 わ が家 の耐震診断J 運動 を 進め 、 耐震改修 を め ざ し て い る が、 ①

玉石基礎 は 鉄筋 コ ン ク リ ー ト 造②柱 を 基礎 に ア ン カ ー ボル ト で と り つ け③土台、 柱、 筋か

い は金物 で接合④筋かい や構造用合板で壁 を ふ や す な ど を 呼びか け て い る O

2 . 鉄筋 コ ン ク リ ー ト 造

[柱の “せん断開 現象。 望 ま れ る “既存不適格" 対築}

鉄筋 コ ン ク リ ー ト 造 (鉄骨鉄筋 コ ン ク リ ー ト 造 を 含む) 建物の被害 は 、 ① ピ ロ テ イ 形式

の 1 荷崩壊②高層 ピ ル の 中 間 階崩壊に大別 さ れ、 鉄筋 コ ン ク リ ー ト 柱が折れ、 帯筋が露出

す る 「せ ん 断j 現象が も っ と も 特徴的 だ、 っ た。

中 間 階 の崩壊は神戸市役所 2 号館 、 神戸西市民病 院 な ど各所で見 ら れた 。 市役所 は崩壊

階 を 境 に柱 の構造が変 わ る 場合で、 崩壊 し た 階 か ら 上は鉄筋 の み 、 下 は 鉄骨鉄筋入 り で強

度 に差があ っ た。 西市民病 院 は建物全体 を 耐震補強す る た め 、 下か ら 工事 を 進 め て い た が、

崩壊 し た 階の ド ま で補 強工事が終わ り 、 崩 れた 階へかか る 直前 に 地震があ っ た 。 建物の上

下で、 強 度 に 大差がつ い て被災 し た。

ピ ロ テ ィ 形式建物の 1 階崩壊は、 共 同 住 宅 に 多 か っ た例で、 柱 と 柱 の 間 に 壁 を 設けず、

駐車場や ホ ー ル を 置 い て い た 。 木造、 コ ン ク リ ー ト を 問 わ ず壁 は 耐震度 を 高 め る も の で、

む き 出 し の柱 はせん断 し 、 1 階部分が押 し つ ぶ さ れた。 壁 を 持つ 2 階以上 と 柱 だ け の 1 階

で は 強 度 に 差が出 る わ け だ。

全国の建物 は ] 948年の福 井地震 を き っ か け に 、 1950年代の建築基準法 に 従 っ て設計、 建

設 さ れ、 当 初 は鉄筋 コ ン ク リ ー ト 柱 は 縦鉄筋 4 本以 色、 帯 筋 は 300mm 以 下 の 間 踊 で緊結

と 決め ら れた 。 関東大震 災 ク ラ ス を 想定 し て い た 。 当 時 は地震の揺れに よ る 建物 の揺れの

増幅な どは考慮 さ れて い な か っ た c

1968年の 十勝沖地震で、 せん断破壊が起 こ り 、 1971年 の基準法改正で、 直径 6 mm 以上

の帯筋 を 100mm 以 下 の 間 隔 で配筋す る 強化策が と ら れた 。 そ の後1978年 の宮城県沖地震

で 1 階 に 壌 の な い建物 の被災があ り 、 1981年の改正 に な っ た。

そ れ は強度確保の r:. に 「粘 り 強 さ J を組み込む、 中 地震 と 大地震の 2 方式の耐震強化基

準 と な っ た。

日 本建築学会は神戸市 中 央 民 のすべて の 鉄筋 コ ン ク リ ー ト 造建物 を 、 1971年以前、 72�

81年、 82年以後 と 建設年代 を 3 分 し て被害状況 を 調べた。 そ の結果、 71年以前 は大破、 崩

壊が半数程度、 72�81 年 は激減 し 、 82年以後 は被害がほ と ん ど な く な っ て い る こ と がわ か

っ た。 耐震基準の強化が成功 し て い た 。

し か し 、 72年以後の帯筋 間 隔100mm 以下の柱で も せ ん 断破壊が起 こ っ て い た。 こ れ は

帯筋の折 り 曲 げが何度 だ、 っ た た め 起 き た破壊だ、 っ た 。 日 本建築学会 は 、 す で に 135度以上
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の折 り 曲 げの独 自 基準 を 定め勧告 し て い た が、 現場 に徹底 さ れて い な か っ た 結 果 だ、 っ た 。

さ ら に シ ョ ッ ク だ、 っ た の は芦原浜の高層住宅の よ う に 脆性破壊に よ る 鉄骨 の破断が起 き た

こ と だ、 っ た。

鉄筋 コ ン ク リ ー ト 造で も 、 木造 と 同様に 既存不適格建築物が多 数存在 し て い る o 1977年

に 「既存建築物の耐震診断基準、 耐震改修指針」 が (財) 建築防災協会か ら 出 さ れて い る

が、 補 強 は所有者のモ ラ ル の 問題 と な っ て い る 。

1981年以降の建物の倒壊が少 な か っ た こ と は酎震技術 の 進歩 を 裏づけ る も の だが、 長周

波の揺れの時 間が長い と い う 海洋性地震 の 際 に 、 高層 ピ ルが耐え ら れ る か ど う か は未知数

であ る O

3 . 鉄骨造

[古い建物ほ ど 大 き か っ た被害 }

こ れ ま で鉄骨造建物は地震 に よ る 被害が深刻 な例 は ま れ だ っ た 。 し か し今 回 の地震で は

高層構造物 に も 大 き な損傷がみ ら れ神 戸 ・ 阪神 間で約1 ， 000件の被災 と な っ た c

日 本建築学会の調査で は 5 階建て 以下が80% を 占 め 、 倒壊 は 2 � 5 階建 て が多 く 、 7 階

建て以上の倒壊 は な か っ た 。 被害建物 は 、 用 途別 に 、 住宅、 庖舗、 事務所のI!IJt に 多 く 、 公

共建物 は ほ と ん ど な い。

被災の形態 は 、 ①外装材の損傷②筋かい

材の損傷③柱材の損傷④柱脚の損傷⑤柱 と

は り の接合部損傷⑥ ト ラ ス 構造物の損傷 な

どで、 建築年代の古い も の ほ ど被害 も 大 き

い。 損傷 は脆性破断、 溶接破断、 座屈、 折

損、 外装材の 落下 な ど さ ま ざま だ、 っ た 。

今後の課題 と し て は、 柱 と は り の接合部

の脆性破断現象の解明、 純 ラ ー メ ン構造 と

筋 かい付 き 構造の結合的 な 耐 震性能比較 な

ど耐震設計の研究が指摘 さ れた。
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4 . 空 間構造

{被害少 な く 避難所 に }

学校体育館、 市民体育館、 液体貯蔵 タ ン ク な ど、 空 間構造の被災は他の建物 に比べる と

驚 く ほ ど軽微だ っ た 。 体育館 な どは多 く が発生直後か ら 避難所 と し て使 わ れ た 。

し か し 、 すべて無傷だ、 っ た わ け で、 は な く 、 天井の落下、 付帯設備 の 落 下 な ど発生時 間 帯

で は 大惨事に な る 被災 も あ っ た 。 特徴的 な も の と し て は芦屋市 甲 東小学校体育館の 円筒屋

根の落下、 芦屋市立体育館の 円信康根落下 は プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 板 の崩壊だ、 っ た 。

宝塚市、 阪神競馬場の コ ン コ ー ス 上屋 は 、 パ イ プ屋の 支承部の抜け外れ、 座屈、 部材の

破断な ど傾 き と ずれ を 生 じ た 。 神戸市中央区、 コ ベ ル コ 会館の例 は 1 階部分破壊、 神戸市

東灘区、 阪神サ イ ロ は銅製円借 シ ェ ル は 大破、 倒壊、 座属、 だ っ た。

こ う し た被害の 中 で、 ポ ー ト ア イ ラ ン ド の ワ ー ル ド記念ホ ー ル な ど球形 ド ー ム は 十分な

耐震性 を 示 し 、 そ の解析が行 わ れて い る O

5 . 免震

[ ゴム で建物 と 地盤 を 絶縁 し 、 揺れ を ゆ る や か に ]

地震拐災の も っ と も 新 し い考 え 方が 「免震j で あ る 。 神戸ポー ト タ ワ ー を作 っ た 多 田 英

之 日 本免震セ ン タ 一代表が取 り 組ん で い る 。 専攻は建築構造で、 と く に 耐震構造、 鋼管構

造がお得意だ。 1988年 に B 本建築学会賞 を 受賞 し た。

多 田 さ ん の 考 え 方 は 、 地震 と 耐震建築の正確 な 関係 は最新の科学の 力 で も 予見で き な い。

地震時の地面 の 揺 れ と 建物 の 振動 の 相 関 関係、 相互干 渉 は100年待 っ て も 解明 で き な いー

と い う の が出発点で あ る o 1960年代、 コ ン ビ ュ ー タ の発達 と 振動学の進展で、 我が国の 耐

震建築 は弾塑性設計の領域に入 っ た 。 そ れ ま で は 弾性 だ け を 考慮 し て設計 し て い た。 し か

し 大地震が く れば、 建物は ど ん な に頑丈に作っ て も 、 振動で大 き く 変形 し 、 建築部材 は

酎力 が上が ら ず、 変形が進行す る 領域、 つ ま り 塑性域 に 入 る O 建物 は ど う 変形 し、 応力 を

発生す る か、 振動応答解析手法 を 駆使 し て弾塑性設計 を 始 め よ う と い う こ と に な っ た 。

し か し 、 建物の振動実験は大変 な作業で、 塑性そ の も のが ま だ概念の ま ま で実用 に は結

びつ い て い な い。

耐震設計では塑性 を わか っ た も の と 「み な し j 続 け て き た。 わ か っ た も の と 「み な す」

こ と で今の耐震設計は成 り 立 っ て い る と い う O

建築の 世界 は 未 だ に 弾性設計の力 し か持 ち 合わせて い な い。 そ れ な ら ど ん な 地震が き て

も 、 弾性域 に と ど ま る 建物 を 作ればい し ミ 。 塑性域 に入 ら な い と い う こ と は、 地震力 を 考 え

ず に 重力 だ け で設計 し て よ い と い う こ と に な る O

ど ん な 巨大地震下 で も 弾性域に と ど ま る 建物が 「免震構造建築J の 考 え 方であ る O 免震

第十章@防災 701 



は、 積層 ゴム ( ア イ ソ レ ー タ ) に よ っ て建物 と 地盤 を 絶縁す る 構法。 麓層 ゴ ム と 鉛 ダ ン パ

ー の免震が地震エ ネ ル ギー を 吸収、 シ ャ ッ ト ア ウ ト す る O 建物 は変形す る こ と な し ゆ っ

く り 横揺 れ を 続け る だ け と い う O

免震は 関 東大震災 当 時か ら 、 パ ネ や ボー ルベ ア リ ン グ、 ピ ン を 使 っ た研究や実用化が試

み ら れて い る 。 学術論争 も あ っ た古 い ス タ ー ト であ る 。

地震動 に 対 す る 建築手法は大 き く 4 つ あ る 。

1 . 地盤に建物 を 固定 し、 地震エ ネ ルギー を 、 建物全体を た わ ま せ る こ と で吸収す る O

2 . 建物 内部 に た わ み が集 中 す る 場所や部材 を 作 り 、 地震エ ネ ル ギー を 消費 す る O

3 . 柔 ら かい パ ネ を 使 っ て建物 と 地盤 を 絶縁 し 、 地盤の 動 き が直接建物 に伝 わ ら な い よ う

にす る 。

4 . 建物の振動特性 を 付加装置 に よ っ て調節 し 、 地震動 に 対す る 建物 の 反応 を 減 ら す よ う

に す る O

1 と 2 が従来型の耐震設計手法、 3 が免震、 4 が制震 と 呼ばれる 設計手法で あ る O

こ の免震手法 は、 今 回 の大震災後、 特 に注 目 さ れ、 研究、 実用化が進み 始 め た 。

{耐震基準の見直 し 、 法令整備]

今回 の地震で、 10月 の 臨時 国 会 で 「建築物の耐震改修の促進 に 関 す る 法律J (耐震改修

促進法) が制定 さ れ、 そ れ に先立 っ て 3 月 に は 「既存建築物 の耐震性 の 向 上の促進及 ぴ被

災建築物 の応急危険度判 定の整備j の 通達が建設省か ら 出 さ れた。 12月 に 「耐震基準の見

直 しj も 行わ れた 。

我が国の建築基準法 は 関 東大震災 (1923年) 以後、 地震の歩み と 一致す る 。 初 め て耐震

規定 を 盛 り 込ん だ 「市街地建築物法」 が1924年 に ス タ ー ト o 1950年 に 「建築基準法」 が制

定 さ れ、 新潟地震 (1964年) 十勝沖地震 (1968年) で、 1971年 に 建築基準法 を 改正、 鉄筋

コ ン ク リ ー ト 柱の対せん 断補強へO 宮城県沖地震 (1978年) で、 1981 年 に 建築基準法 を 改

正、 人命 を 確保す る 「ね ば り 」 を 加 え た 2 段階設計、 木造住宅の基礎強化 な どが規定 さ れ

た 。 い わ ゆ る 「新耐震j で あ る O

今回の地震では 「建築物耐震改修促進法j が約10 日 間 で ス ピ ー ド 成 立 し た 。 こ れは既存

不適格建築物 に 建ぺい率の不適合があ っ て も 、 そ の 部分を含め て耐震改修す る こ と を 認 め 、

改修を優先 さ せ る の が狙い。 多数の人が利用 す る 学校、 病院、 劇場、 百貨底、 事務所の既

存不適格建築物所有者に耐震改修の努力義務 を 課 し た 。 耐震診断 も 課 し て い る O こ の ほか、

耐震改修に 対す る 助成、 耐震診断 を 行 う 建築技術者の養成 な どが盛 り 込 ま れた 。

現行の酎震基準 の う ち 被害の多 か っ た鉄筋 コ ン ク リ ー ト 造建物の ピ ロ テ イ 、 鉄筋構造物

の柱脚 部 の 強化 の た め部分的見直 し が12月 に 行 わ れた 。
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[兵産黒地域防災計画 か ら }

庁舎、 病 院、 学校な ど公共建築物や交通施設の計画的 な耐震強化 を 進め る O

一般建築物の耐震化 を 図 る が、 と く に 、 既存不適格建築物 に つ い て耐震改善 を 進め る た

め 、 「既存建築物耐震改修計画推進会議j の設置、 耐震診断助成 (床面積 1 ， OOOrrl以上、 100

万 円 ) 、 木造賃貸住宅耐震診断補助 (県 3 分の し 市町 3 分の 1 ) な どの事業 を 行 う 。

新幹線に乗る と き は覚悟が必要 ?
f新幹線が安全であ る j と 断立す る こ と はで き ま せん。 兵康県南部地万三の発生が 1 時間遥か っ た ら新幹線は

ど う な っ て い た か。 は っ き り い え る 人 は い な い と 思 い ま す。 東海地震が河題に さ れて い ま すが、 静岡県に も 道
路や鉄道があ り 、 そ れ ら の耐 震性 を 本気で考 え る 必要があ り ま す。 新幹線 に は飛行機 と 向 じ 感覚で乗 ら な く て
は い け な く な り ま す。

(片 01恒雄 ・ 東京大学生産技術研究所教授 = 第10同 「大学 と 科 学 シ ン ポ ジ ウ ム 都市震災 と 防災 シ ス テ ム 、 阪
神 大震災か ら え た教訓IJ か ら )

< 参考文献>
f特定研究、 兵庫県南部地震 に 関 す る 総合研究、 平成 7 年度報告書j 神 戸大学 1996年 3 月
f1995年兵庫県南部地震災害誠査速報j r木造建物の被害J 藤原悌三、 鈴木有 「 コ ン ク リ ー ト 系 建物 の被筈J 渡辺

史夫、 南宏一、 西村泰ぷ 「鉄骨建物の被害」 巾 島lE愛 日 本建築学会 1995年 3 月
『仮神 ・ 淡路大震災 一 防災研究への取 り 組みj r定物の被害概要j 藤原悌三、 鈴木祥之 「木造建物 の被害」 鈴木祥

之 「 コ ン ク リ ー ト 系建物の被害J 藤原悌三 「鉄骨系建物の被害j 中 島Jf愛 「空間構造物の被害」 国枝治郎 京都
大学防災研究所 1996if 1 月
『建築雑誌 特集阪神 ・ 淡路大渓災 復興 と ま ち づ く り y， r阪神大震災 に お け る 木造建築物J 小 川 三 夫 「阪神 ・ 淡

路大髭災に よ っ て瓦業界が得た も の 尖 っ た も のJ 徳舛敏成 日 本建築学会 1996年 1 月
『免E定 地震への絶縁状j 多 fl!英之 小学館 1996年 9 月
『都rli ，\1 剣 ・ 阪神淡路大íj�災緊急特集 �;- I阪神 ・ 淡路大震災の教訓! と 都市計晶画の課題」 日 本都市計凶i学会 1995 
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第六節 消防 ・ 救急
今回 の大地震 は戦災以来、 半世紀ぶ り の大火災 を 経験す る こ と に も な っ た 。 地震発生 と

同 時 に 各所で火の手があ が り 、 1 19番 も フ ル受信。 「地震 に 火事はっ き も の」 と は い え 、 地

震の規模に比例す る ょ っ に 、 開 時多発 し た 。 予想外の全面断水に よ る 火災拡大 で 「海水利

用 j 、 文字通 り 全国規模の 「広域応援受け入れj で火魔 と 戦 っ た 。 「生 き 埋め 救 出J も 難渋

を 極 め 、 ま さ に 修羅場だ、 っ た。 「無風J í未明J と い う 条件で も 今回 は大 き な 火災被害 を 出

し た が、 「炊事 ど き J í強風下J な とマの条件だ っ た ら ど ん な被害が出 た の か。

今回の震災の経験か ら 「消 防水利の確保J í建物の不燃化、 耐火性 の 向 上J í延焼遮断帯J

な ど数々 の 課題が与 え ら れた 。 す で に兵庫県や神戸市 の地域防災計画 に こ れ ら の対策が盛

り 込 ま れて い る が、 一 方 で は 「消防団j の大活躍、 「バ ケ ツ リ レ ー j の有効性 な ど地域の

防災活動が見直 さ れる 側面 も あ っ た 。 自 主防災 と い う 市民 の意識革命 も 促 し て い る O

ま ず、 地震火災 の 姿 を 神戸市で振 り 返っ て み た。

1 . 神 戸 の地震火災

[ 5博防活動口地震発生 と 同時 に 1 1 9番は フ ル受信}

1 月 17 日 未明 、 大 き な揺れ と 同 時 に 、 神戸市消 防 局 の 119番受信専用 回線118回線がすべ

て受信状態 に な っ た。 そ の後， 途切れ る こ

と な く 午前 7 時 ま で に441件。 1 7 司 だ け で

6， 000件 を 超 え た。 各消 防署 に も 駆 け 込み

通報が殺到 し た が、 全部隊が出動 し て い る

た め 、 残留署員 は状況説 明 に 追 わ れた O 火

災は地震発生直後 に 少 な く と も 市内58 ヵ 所

で同 時多発 し た。 さ ら に地震 に よ り 消火栓

が使え な い水利不足 に 加 え て 、 建物の倒壊、

道路の 路没、 交通渋滞 な ど状況の 悪化で消

火活動 は 困 難 を 極 め た 。 特 に 木造家屋密集

の兵庫 区、 神戸の地場産業 ・ ケ ミ カ ル シ ュ

ー ズ 関 連工場街の長 田 区、 須磨区 で は 大規

模火災 に移行 し た 。 他都市の応援隊 と 共 に

懸命の 防御活動 を 行 っ た 。 火災鎮圧 は翌18

日 午後 2 時20分、 長 田 地区が最後。 地震か

ら 32時 間 後 だ、 っ た 。 焼失面積82hao

出 火件数 は 当 臼 中 に 110件、 そ の 後 は 激
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減 し た が、 3 日 後の 19 日 以 障 も 出 火 を 続 け 、 地震後10 日 間 の合計は176件。 こ れ は神戸市

内 の 2 ヵ 月 分の 火災件数 に 相 当 す る O

地震発生 と 同 時 に 「非常招集J を か け た が、 神戸市消 防局職員 総数1， 329 人 の 23% は発

生時か ら 当 直勤務中 で、 2 時 間後の集合は50%、 5 時間 後 に 90%以上 と な っ た。 電話不通、

交通機関不通の た め 自 家用 車 、 単車、 徒歩で の 出勤 と な り 、 15%は最寄 り の 消 防署で勤務

し た。

初期段階で 「ヘ リ コ プ タ ー」 は ポ ー ト ア イ ラ ン ド の 液状化で要員の基地入 り が遅れ、 「監

視 カ メ ラ 」 は 制御 を 管制室か ら の電話回線で、行 っ て い る た め 、 設置 ピ ル が停電す る と 非常

電源は供給 し で も 、 カ メ ラ の 自 動立 ち 上 げ装震が作動せず、 地震発生直後に 映像が途切 れ

た 。

「防災情報 シ ス テ ム j は地震発生40 日 前か ら 部隊運用 に 使 っ て い た 。 当 日 は停電で非常

用 発電装置が起動 し た 。 し か し 断水で冷却水が供給 さ れず15分後 に停止、 続 い て 蓄 電油 か

ら 給電、 2 時間 後 に 市役所 2 号館 の エ ネ ル ギー セ ン タ ー の発電装置か ら 給 電 し て影響 は少

な か っ た 。 消 防署の シ ス テ ム に は非常電源があ り 、 こ の電源 を 電話交換機や本舎照 明 に 利

用 し た。

[救助活動=要員 、 機材、 璽機が不足]

消 防救助隊 は神戸西点民病院の多数生 き 理め現場 な ど市内全域で、 他都市志援部隊、 警

察 、 自 衛隊 と 共 に救出活動 を 行 っ た 。 木造家屋 の倒壊で はエ ン ジ ン カ ッ タ ー 、 チ ェ ー ン ソ

ー な どが役 に 立 っ た が、 そ の 数量 は絶対的 に 不足 し て い た。 西市民病院の よ う な ピ ル崩壊

現場で は 削 岩 機 を 有 効 に使 う に は ク レ ー ン !ff. な とマ重機が必要だ、 っ た が、 建設業者 も 被災、

交通渋滞 も あ っ て現場到着が遅れた。 ま た初期段階で は消防署で は手が回 ら ず、 市民 自 ら

が素手で家族や 隣人の救出 に あ た っ た 。 救助 出 動 は 1 ， 349 回 、 1 ， 886人 を 救 出 し 、 そ の う ち

733人が生存者 だ、っ た 。

{救急活動口ヘ リ コ プ タ ー で遠距離搬送}

地震発生直後か ら 多数の負傷者が消防署に駆け込み 、 応急救護所 を 開設 し た。 救急隊員

が ト リ ア ー ジ を 行 い 、 応急手当 を 行 う と と も に重症者 を 病 院へ搬送 し た。 病 院 も 倒壊、 損

壊、 停電、 新水な どで手術不能 の所が多 く 、 受 け 入 れ病院の情報収集 に努力 し た。

高度医療が必要 なd患者の転院搬送、 救急搬送が集 中 し た病 院か ら の転院搬送 も 多 く 、 市

内病院だ け で は 同難 と な り 、 三 木、 小野、 西脇、 明 石 な どへの遠距離搬送 を 行 わ な け れ ば

な ら な か っ た 。 遠距離 に は ヘ リ コ プ タ ー も 使わ れた 。 避難所収容者は20万 人 を 越 え 、 救急

要請 も 多 く 、 救急 出動 は連 日 通常の 3 � 4 倍 と な っ た。 救急出 動 は3， 749回 、 3， 580人 を 搬

送 し た。

第十章@防災 705 



[消防L広域応援、 自 衛隊応援ロ全国 か ら 451 消期本部、 延べ7， 628台l

神戸市長が兵庫県知事に 、 午前 9 時50分、 消 防広域支援、 同10時 に 自 衛隊応援 を 要請 し た 。

す ぐ さ ま 、 東京消 防庁、 名 吉屋市、 広 島市両消 防局 か ら 出動の連絡が入 り 、 横浜市、 川

崎市、 京都市各消 防局 か ら ヘ リ コ プ タ ー 各 l 機が神戸へ向かっ た。 県下消 妨 隊 の 第 1 陣 は

午前11 時す ぎ、 三 田市消防本部が長 田 区の火災現場へ。 午後 1 時40分に は 大 阪市消防局か

ら 消 防隊10隊が県外第 1 陣 と し て神戸入 り し た。 そ の後続々 と 全国か ら 神戸へ応援出動 し

た が、 空前の 交通渋滞 に 担 ま れ、 予定が大幅 に遅れた。 18 日 午前零時現在 で 、 ポ ン プ車隊

が182個小隊860人、 ヘ リ コ プ タ ー が 9 機52人 と な っ た。

自 衛 隊 の 第 1 陣 は 陸上 第 3 師 団 競路特科連隊216 人が神戸入 り 、 18 日 午後零時現在で 自

衛隊は2， 562人 と な っ た。

消 防広域応援 は 北海道 か ら 鹿児 島 ま で41都道府県の市、 郡、 町単位 の451消 防本部が駆

け つ け 、 最大時2， 434人、 延べ7， 628台の車両、 32， 400人の応援 と な っ た。 火災の鎮圧後 は

生 き 埋め救 出 、 救急搬送 な ど に 活躍 し た。 不明確な指揮系統、 な れな い土地での水な し 消

火、 消火中 の救助、 無線の周波数不足 に よ る 混乱、 火勢の 強 さ な どあ ら ゆ る 悪条件 を 克服

し な が ら の活動 だ っ た

{ヘ リ コ プタ -機数が増 え 、 相互連絡、 空域統制が困難 に ]

神 戸市消防局 2 機の ヘ リ ポ ー ト は通常、 ポ ー ト ア イ ラ ン ド を 使 う が液状化で陸路が途絶

し た た め 、 応援受 け 入 れ も 考慮、 北 区 ひ よ ど り 台の防災セ ン タ ー の 消 防ヘ リ ポ ー ト を 基地

と し た 。 1 7 日 中 に 、 東京、 千葉、 横浜、 川 崎、 名古犀、 岐阜、 大阪、 京都の 8 市か ら 9 機

が駆 け つ け 、 そ の後、 札幌、 仙台、 宵城、 埼玉、 島根、 香 川 、 北九州M、 ら も 飛来、 さ ら に

海 k保安庁、 陸海空の 自 衛隊 に 民 間 (J I I 崎重工、 朝 日 航洋、 ]R 東海、 東邦航空) も 協力 、

大部隊 と な っ た。

自 衛隊、 民 間 ヘ リ は兵庫県消 防学校、 し あ わせの村ス ポー ツ グ ラ ウ ン ド も 使用 、 初 日 は

相互連絡、 空域統制が困 難 を 極 め た 。 18 日 早朝 か ら は救援物 資の搬送、 救急、 救助活動、

情報収集活動 な ど役割分担 を 調整 し た。 救急活動 は患者の転院搬送がすべて で、 医師の搬

送 も 行 っ た。

{ヘ リ コ プ タ ー 消火見送 り }

ま た、 消火効果 を 高 め る に は多数のヘ リ コ プ タ ー を 集 中 す る 必要があ る が、 国 難かっ危

険 と 判 断 さ れ た 。 屋根な どの影響で有効注水が難 し い 。 落水で家屋倒壊 を 助 長 し た り 、 要

救助者に危険が及ぶ。 消火効果 を 高 め た低空飛行 を 行 う と 吹 下 げ気流が火勢 を 拡大す る 危

険性があ る 。 上空での酸欠 に よ る エ ン ジ ン 停止、 上昇気流 に よ る 操縦困難 な どの理由 か ら

ヘ リ コ プ タ ー 消 火 は見送 ら れた 。
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{全面断水 と 海水送水z最長Jレー ト で 8 問、 ホ ー ス90本つ な ぐ ]

神 戸市 内 の 「消 防水平IjJ は 総数28， 299基。 83. 4% に あ た る 203， 595基が公設消火栓で、

公設消火水槽 は968基。 こ の う ち 震災対策用 の 100t 耐震性防火水槽 は 可 搬式 ポ ン プ と セ ッ

ト で37基。 こ れ を 含め て耐震性防火水槽 は30t 型 ， 40t 型 な ど629基。 残 り は 私設の消火栓 、

防火水槽、 河川 、 貯水油、 学校 ブー ル な どの水利 と な っ て い る O

今国の地震では、 発生 と 同 時 に水道 ラ イ ン が止 ま り 、 消 火栓 も ス ト ッ プ。 防火水槽 も 耐

震性以外の も の は損傷 し 、 減水、 吸水不能 な どで役 に 立 た な か っ た 。 市内全域 で 問 時多発

の圧倒 的 な 火魔 に 素手で立 ち 向 か う こ と に な っ た 。 耐震水槽 も す ぐ底 を つ き 、 河川、 運河

や プー ル に水利 を 求め 、 苦 闘 を 重ね た が、 こ れに も 限界があ り 、 海水利 用 が行 わ れた O

長 田 区 内 を 中 心 に行 わ れた 海水送水は 、 長 田港か ら 現場 ま で約 2 km の 遠距離、 そ の う

え 交通渋滞の 国道 2 号線を横切 っ て お り 、 他都市か ら の応援ポ ン プ車 を 集 中 さ せて 、 ホ ー

ス 延長の 中継 ぎ を し た。 消 防艇 「 た ち ば な J を 長田港へ配置 し て 6 ル ー ト 取水、 応援車の

直接取水 3 ル ー ト で 中継 ぎ送水 し た 。 使 わ れ た 中継車は最長ルー ト で 8 雨、 使用 ホ ー ス も

90本 を 1 本 に つ な い で延長 し た。

し か し 、 ホ ー ス 延長 は 困 難 を ;極 め た 。 同道 2 号線 を 横切 る た め 、 通行車 に ホ ー ス を 賭 ま

れ、 破裂 を 繰 り 返 し 、 修理 と 再延長 に 手 間取っ た 。 海水利用 は他都市か ら 応援車がな け れ

ば不可能 だ、 っ た。

長距離送水 と 少量水に よ る 大火災消火
消紡11'紡災研究所は阪神大震災の河時多発火災で、 消火栓の 断水に よ る 全滅 と 家屋の道路への倒壊に よ っ て

i 消 防車が動 け な か っ た こ と か ら 町般式動力 ポ ン プに よ る 長距離送水技術 を 開発 し て い る 。 コ ン ピ ュ ー タ 制御 の
ポ ン プ 5 台 を 1 人 の操作員 が使い、 平成 7 年12月 、 4 km の長距離 を筒先で毎分350'lx放水が可 能 と い う 実験 に
成功 し た 。

ま た、 水 に 化学消火剤 を 添加 し て 限 ら れた 消火用水を 有効利用 す る 実験 を 行 っ た。
(消防庁 阪神 ・ 淡路大震災の記録J か ら )

海水放水中 に 引 き 瀬に な っ た
あ ち こ ち か ら 救助 を 求め ら れた。 ポ ン プ車の積載器具で救助資機材 に な る の は斧 し かな い。 周 囲 に呼びかけ

て鋸 を 借 り 、 4 人 を救出 し た 。 付近で火災発生 を 知 ら さ れた。 現場 に 向か う と 、 倒壊家犀約10棟が炎上 し、 周
閥へ延焼 し て い た 。 海水を 取水 し て 防御 に あ た っ たが、 放水中 に 干潮 と な り 、 部努{立霞変 更の た め活動 を一時
中止せ ざる を 得 な く な っ た。 瞬 く 問 に火災は延焼 し て い っ たO

( 日1辺J�広 ・ 神戸市垂水消防署消紡司令補 r阪神 ・ 淡路大震災 ・ 神戸市域 に お け る 消防活動の記録j か ら )

{耐火建築物の 、 か ま ど現象グ ]

長 田 区、 兵庫 区 な どの市街地で発生 し た大規模火災で、 延焼防止効果があ る と 考 え ら れ

て き た耐火構造の 中層 建築物が逆 に 、 火 災 を 拡大す る ケ } ス があ っ た こ と が神戸大学 の 室

崎益輝教授の 調査で わ か っ た。
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焼け跡で、 外壁 は残っ て い る も の の 窓の周 囲が黒 く 焦 げ、 内部が完全 に 燃 え た 耐火構造

の建物が確認 さ れた 。 住民は 「 ピ ル に 火が入 る と 内部が激 し く 炎上、 窓か ら の 炎が問 問 の

民家 に 飛 ぴ火 し た」 と 証言 し た。 検証の結果、 低層 の住宅、 商業地 に 、 単独 で、建 っ て い る

中層建築物が火災 に な っ た場合、 周 囲 の 空気 を 取 り 入れて 「か ま どJ の よ う に 内部が激 し

く 炎上、 上層部の窓か ら 飛び火 し て い た こ と がわ か っ た 。

ま た 、 延焼方 向 に 単独の耐火建築物があ れば遮断帯の役割 を 果 たす と 考 え ら れて き た が、

今回 の大火で は 、 建物 を 避け る よ う に 二 手 に 分かれ、 被害 を 拡大 し た こ と も 確認 さ れ た 。

一方、 複数の耐火建築物が並 ん で、建っ た場合 に は本来の 耐火壁の役割 を 果 た し 、 マ ン シ ョ

ン の ベ ラ ン ダ空間や庭木 も 炎 を 遠 ざけ る 効果があ っ た と さ れて い る O

[救助要員不足 と ピル倒壊現場]

地震発生 と 同 時 に 入 っ た 119番通報で わ か る よ う に 、 初期 は生 き 埋 め救助要請、 ガ ス 漏

れ通報で、 出 火 は ほ と ん ど受信 さ れな か っ た 。 し か し 、 人命救助活動 は 自 衛隊 の 本格展開 、

鎮火後の消防要員 再配置 ま で は 決定的 に 人員 不足があ っ た 。 さ ら に ジ ャ ッ キ 、 つ る は し、

パ ー ル 、 の こ ぎ り な ど機材 は ほ と ん ど な く 、 素手に よ る 原始 的 な 救出作業 と な っ た。 火災

現場へ急行す る 途中 の消防車へ生 き 埋め救助 を 要請す る 光景が続い た 。 一方、 西市民病 院

の 5 階部分座屈崩壊に よ る ケ ー ス な ど ピ ル倒壊現場での救助 も 難渋 し た 。 間市民病院では

患者44人 と 看護婦 2 人が閉 じ 込 め ら れ、 3 人が 自 力 脱 出 し た あ と 、 消 防隊が到着 し た 。 削

岩機 を 持つ 土木関係者の協力 を 受 け な が ら も 、 県牢 な構造物がぺち ゃ ん こ に な っ た崩壊現

場 は 進入 ル ー ト 、 救 出 ル ー ト がな か な か確保で き な か っ たが、 深夜 ま で に45人 を 救出 し た 。

1 人 は 翌 臼 救出 (死亡) と な っ た。

[ 出火原因}

冬期 の た め 若手 油 ス ト ー ブ 、 電気ス ト ー ブか ら の 出火が見 ら れ、 朝食準備中 の ガス コ ン ロ

の火が可燃物 に着 火 し た ケ ー ス が多 か っ た が、 原 因 の確定は難 し い と さ れて い る 。 地震後

の 出 火 に つ い て停竜回復後に通電 し た器具 に 起 因す る も の と み ら れて い る も のがあ っ た。

{消訪問 、 婦人消防隊の活躍 }

市街地消 防 団 は避難誘導、 消 防活動支援、 群衆整理、 飛火の警戒が従来か ら の 規定任務。

北区、 西 区 の 郊外消 防 |司 は消火ポ ン プ を 保有、 こ れ ら の任務 の ほ か に初期消火 を 行 う こ と

に な っ て い た 。

市指地消 防 開 は 人命救 出 活動 な ど に 専 念 し 、 小 型 ポ ン プ積載率132台 を 持つ 北 区 と 西 区

の 消 防 団 は 長 田 区 内 で消火応援 を し た ほ か、 消 防車の ガ ソ リ ン 搬送 、 延長ホ ー ス の破損防

止 の た め 交通整理 を 実施 し、 市街地で は 警察 と 合同 で、警戒パ ト ロ ー ル を 行 っ た 。 全市の 出

動件数は1 ， 771件 に の ぼる 。
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婦人消 防 隊 は 消 防 団 員 へ の 手助 け、 被災家族への援助 を 行 う た め 、 北 区 の 6 地 区 で365

人 の隊員 が活躍 し て お り 、 今国 はお に ぎ り 、 味噌汁 な どの炊 き 出 し を行 い 、 市街地 区役所

の 災害対策本部 に搬送 さ れた。 消 防 団 は最近若手団員不足 な どか ら 廃止論 も 出 て い た が、

今回 は住民 と 一体 と な っ た、 地域活動か ら 防災の底辺 を 支 え る 自 主防災組織の育成の面か

ら 再認識 さ れて い る O

[液化プロ パン漏洩に よ る 大型避難]

束、灘iま御影町 に あ る 液化石油 ガ ス 製造施設で地震後、 液化 プ ロ パ ン が漏れだ し た。 隣接

タ ン ク へ液化プ ロ パ ン を 移送 す る と と も に 、 18 日 午前 6 時、 住吉、 魚 崎 地 区 、 六 甲 ア イ ラ

ン ド の住民28， 000世帯72， 000 人 に 避難勧告が出 さ れ、 午後 6 時半 に い っ た ん解除、 22 日 に

完全解除 さ れた 。

神戸の石油 コ ン ビ ナ ー ト は全体 と し て地震被害 は軽微だ っ た。

2 . 地震火災対策

{兵庫県地域防災計画]

県下の90市町で常備消 防が設置 さ れ、 常備化率 は 人 口比99. 8%、 面積比99. 8%。 兵庫地

域防災計制 (地震災害対策計酎) に よ る と 、 地震火災対策 は 「大規模火災の 予 防対策推進J

「消 防施設 ・ 設備 の整備J I防災資機材 の 整備J I防災拠点 の 整備J I県民参加 に よ る 地域

防災力 の 向 t.J I地震火災の消火活動の実施J I水防活動の 実施」 の各節で規定 し て い る 。

大規模火災の予 防対策 と し て 、 建築物の耐火構造化で 防火地域 を 指定、 都市計画区域で

道路、 公 園 な どの空間確保、 防火水槽 な ど施設の整備 を 進め る 。 ま た 広域避難地 の 整備 を

凶 り ①神戸、 芦屋、 西宮、 尼崎、 伊丹、 宝塚、 川 西②明石、 西脇、 三木、 小野、 加西、 社、

播磨③姫路、 竜野、 太子、 滝野の 3 区域 を 「避難計画区域J と し て あ ら か じ め組織的 な 避

難所計闘 を 作成す る 。

さ ら に 災害救助法適用 区域の神戸 ・ 販神 ・ 淡路地域10市10町の都市防災機能の強化 を 進

め る 、 水 と 緑の ネ ッ ト ワ ー ク で市街地 の i倒 的不燃化 を 推進、 延焼遮断帯、 広域妨災帯 (道

路、 河川 を 軸 と す る ) を 設定 し て い く 。

兵庫県の出防力 は 1995年 4 月 1 日 現在、 、消 防庁 の 「 防災力基準J に よ る と 、 充足率が活

妨署所106 . 9%、 消 防署常備 ポ ン プ車70. 5%、 消 防 団 ポ ン プ車100%、 消 防 団 動力 ポ ン プ

78. 1%、 ポ ン プ力 は基準 を か な り 下 回 っ て い る O

今 回 の 地震で最 も 深刻 だ っ た 消 防水利 は 「地域防災拠点J I コ ミ ュ ニ テ イ 防災拠点」 に

耐震性消 防用水槽、 井戸、 雨水設備 な ど を 整備 し て い く O
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{神戸市復興計菌}

防災対策 を 「安全都市づ く り 」 の大綱 で ま と め 、 防災生活 圏 、 防災都市基盤、 防災マ ネ

ー ジ メ ン ト の 3 方向 か ら 事前 の備 え を 囲 め 、 発生直後の救援、 復旧活動 を 行 う こ と に し て

い る 。

今回 の よ う な 地震火災に 対 し て は、 防災生活 圏 で水 を 生 か し た ま ち づ く り (雨水、 井戸

水、 河川水 な と守多様な水資源の活用) を 施策 の 1 つ に あ げ、 さ ら に 防災拠点 に 耐震性貯水

槽の整備 を 進め る こ と に し て い る O ま た 、 消火栓の断水防止 の た め ラ イ フ ラ イ ン ネ ッ ト ワ

ー ク の整備で水道管路の耐震化 を 進 め る O

同 時多発火災 に 対 し て は 「消 防力 の 強化J I救急救命体制 の 整備J を 図 り 「 防 災通信 シ

ス テ ム 、 情報網の整備」 の 3 つ の柱で臨んでい る 。

1 . 消 防力 の 強化

「泊防力 の増強、 高 度化J I広域応援体制 の強化J I消 妨 団 の 充実J を 柱 に 、 消 防 部

隊の増強、 車両資機材の 充実、 耐震性防火水槽、 河川 、 海水、 蓄熱槽 な ど多様な 消 火

用水の確保、 消 防箸所の計i雨 的整備、 車両資機材の高度化、 燃料基地 な ど後方支援体

制 の強化、 応援マ ニ ュ ア ル の整備、 資機材の標準化、 海、 空か ら の応援体制 の確立、

消 防 団 の組織、 人 員 、 施設、 装備の充実、 研修、 訓練に よ る 消 防技術の 高 度化 な どの

事業 を 進め る 。 初期消火の た め 市民、 事業所 と の 連携 も 強化す る 。

2 . 救急救命体制 の整備

救急搬送体制 の 強化、 救急資機材の備蓄、 災害時対応 マ ニ ュ ア ル の見直 し 、 救急救

命士の 養成、 高規格救急車の整備、 災害現場への医師派遣制度の充実、 救急隊へ の 医

師の助言体制 の 充実、 市民救命士の 養成、 広域医療情報 シ ス テ ム (空 き ベ ッ ド 、 診療

科 目 な ど情報の 共有化) な どの施策 に取 り 組む

3 . 情報網、 消防通信 シ ス テ ム の整備

各施設 問 で多 重化 し た 防災通信 シ ス テ ム の整備 を 進 め 、 情報の共有化 を 図 る O

[神戸市地域防災計画}

神戸市地域防災計画 (地震対策編) は復興計画 を 受 け て 、 実務的 な マ ニ ュ ア ル を 細 か く

定め て い る 。 地震火災は 同 時多発 を想定 し 、 ①地震災害の対応②情報収集体制③情報収集

内容④ 目 標の 設定⑤消 防部隊の運用⑥消 防活動の確保⑦他都 市か ら の応援 を 柱 に 、 火災

警戒、 鎮庄、 延焼防 i上、 被害の拡大 の 防止、 避難勧 告 な ど に 当 た る 。

情報収集 は 監視 カ メ ラ 、 ヘ リ コ プ タ ー に よ っ て迅速な把握 を め ざす。 地震火災は形態、

件数が地震 の 強 さ 、 状況、 都市形態、 季節、 時 間 帯 に よ っ て大 き く 影響 さ れ る O こ の た め

謂 防活動 は件数、 火災の大小 に よ っ て 人命の安全確保 を 最優先 に そ の 防御方策 を 変化 さ せ

る こ と に な っ て い る O
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一般的 訪御、 重 点 的 防構、 集 中 的 防御 の 3 段階 と し 、 「重点 防御J は 市 民 が重大危 機 に

陥 る よ う な場所、 重大影響 を 及 ぼす恐れの あ る 対象物、 施設 を 重点 的 に 選定 し て消 火活動

を 行 う 。 「 集 中 防御J は火災発生が拡大 し た場合、 消 防力不足 は 明 白 な の で、 高架、 道路、

河川 、 酎火建築物 を 利用 、 延焼阻止線を 設定 し 、 消 防力 を 集 中す る 。 さ ら に 火災多発で消

防力が不足す る と き は、 市民の安全の た め 、 全消 防力 を 集 中 し て避難通路 を 確保す る 。

消 防活動の確保で は震震 5 以上の発生時は非常招 集発令の伝達がな く て も 直 ち に 参集す

る O 発令前で も 、 発令の 可能性があ る と 予測 さ れる と き は 自 発的 に参集 し な け れ ば な ら な

い と し て い る O 出 防団 員 に つ い て も 消 防職員 に 準 じ た措 置 を と る 。 市消防職員 は 1 ， 382人、

消 防車両は235台。 通常 は81備小隊 を編成、 災害に対応す る 。

[海水利用型消防水利 シ ス テ ム を導入]

今 回 の震災後、 消 防 の 増 強で特別編成車両 と し て 、 10t タ ン ク 車11台、 海水平Ij 用 型 消 防

水利 シ ス テ ム (大容量 ポ ン プ車、 ホ ー ス 延長車各 9 台) 9 セ ッ ト を 導入 し た。 特別配置車

と し て運用 す る 。

消 防 団 の 資機材強化では、 5 ヵ 年計画で、 市街地消防 団63分間 の う ち 、 小型動力 ポ ン プ

を 所有 し て い な い52分屈 に 時 ポ ン プ を 配置す る 。 北 区 、 西 区 の 消 防 団 は ポ ン プ積載車132

台 を 所有 し て い る O ま た 、 分間 ご と に ジ ャ ッ キ な ど救助、 水防資材 を 配置 す る 。 市民消火

活動の強化 と 企業 自 衛消 防 隊 と の連携 も 凶 る 。

3 . 研究 ・ 提言

{火災現場 に お け る 市民消火}

神戸大学の室崎益輝教授 は 「震災時 に お け る 市民行動J の調査を 行 っ た 。 市民の初期対

応行動 と し て 火気使用 、 地震の 最 中 、 地震の直後、 火災発見後の 4 つ の 時点 で分析 し た 。

午前 5 時46分 と い う 早朝 に も かか わ ら ず、 3 割近 い 人が起 き て お り 、 火気 を 使 っ て い る

場合 も 多 く 、 電気 コ タ ツ 、 石油 ス ト ー ブ、 電気炊飯器、 ガス コ ン ロ 、 電気ス ト ー ブ、 ガス

給湯器、 ガス ス ト ー ブ と ひ と 通 り あ っ た 。 ロ ー ソ ク や線香 を 使 っ て い た 人 も あ り 、 火災に

つ な がる 火種 は 十分あ っ た と い え る 。

「 ぐ ら つ と き た ら す ぐ火 を 消 そ う j と い う 原則があ る が、 6 割が 「何 も で き な か っ たj と

し 、 火元 を 点検 し た 人 は 1 割。 震 度 ? と な る と 初期対応 は期待で き な い 。 揺れがお さ ま っ

て か ら 3 割 が火元 を 調べた。

今 回 、 地震直後か ら 2 割の 人が救出活動 に携 わ っ た 。 30歳か ら 50歳代 の男性の 3 人 に l

人 は救出 に 参加 し て い る O 消 火活動 に も 3 割が参加 し た 。 そ の一方で、、 傍観 し て い た 人 も

2 割以上。 「火事は公設消 防が来 る J と い う 思 い 込みがあ っ たー と 分析す る O

こ の よ う な 中 で、 今 回 の 地震 で は 「広 範囲 で し か も 大規模 に 市民消火活動が展 開 さ れたJ
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(衣 9 ) 大規模な市民消火活動事例

火災名 市民消火活動 焼失而積 (rrl)

東灘区本庄町 1 丁 目 井Tイ水で30人 く ら い でバ ケ ツ リ レ ー 1673 

東灘区住吉山 手 2 丁 目 最初消火器で 5 ， 6 人→屋上ベ ラ ン ダか ら バ ケ ツ リ レ ー (200人 283 
位 ) 。 消火器役 に 立たず、 近 く のJ I I か ら 100人以 ヒでバ ケ ツ リ レ ー。

東灘区本山 南 町 4 丁 目 消火器を他のマ ン シ ョ ン か ら も 集め、 50人以 ヒで消火。 546 

東灘I又御影石町 6 丁 目 100人以上でバ ケ ツ リ レ ー 。 5027 
風呂水、 池の水、 プー ルの水を 200�300人でバ ケ ツ リ レ ー 。

灘区大石南町 2 丁 目 40人位で昼前 ま でバ ケ ツ リ レ ー O 784 

灘区中郷町 4 丁 目 消火器は役にぷた ず、 消防団の ポ ン プ も す ぐ使用不能。 2700 
n寺頃か ら消火栓に よ る 消火、 し か し接続や引水に予照取 り 9 時
援 に本格的 な注水。

灘区灘南通 6 丁 目 50�60人で近 く の風呂屋、 井戸水、 川 ! の水等 を バ ケ ツ リ レ … 。 219 

i 中 央区宮本通 5 丁 目 近所の井戸 か ら バケ ツ リ レ … 、 消火器。 1 190 

兵庫 区湊川 町 2 丁 目 何百人かでバケ ツ リ レ ー 、 消火器使用、 消火水利 は不足。 12077 

兵庫区 中 道通 6 T 目 付近の住人数百人がバ ケ ツ リ レ ー 又は消火器 を 用 い て消火活動 を 4034 
行 っ た。

兵庫 灰、 会 下 山 南 火災 周辺住民でバ ケ ツ リ レ ー 、 4 f [j への延焼防止。 61337 
消火器100木、 井戸水、 あ る 建物 l 階の防火水槽。
水がな かっ た ので、 住民 は ほ と ん ど何 も せず。

兵隊区荒f日韓T 3 1一 日 近所の住民、 学生30�40名がバケ ツ リ レ ー O 469 
消火器15合の他に防火水糟か ら ホ ー ス を つ な ぎ行 っ た。

長田区、 御船通 2 ， 3 ，  4 20�30人程度がホ ー ス 運び等 を 手伝 う 。 16020 
T El  50�60人が風呂尽か ら バ ケ ツ リ レ ー 。

長田区東尻泌 7 丁 目 コ ッ 足 ベ ル ト の水 を ホ ス でかけた、 神戸渇泉か ら バ ケ ツ リ レ ー O 3344 
北側で20人f立がバ ケ ツ リ レ ー 、 全体で100人f古。
三 ツ 星 の 自 衛消 防 タ ン ク よ り 3 本放水、 バ ケ ツ リ レ ー 10人位。

長田区、 須磨区、 関代市場 戎同T 1. � 3 て、砂のバ ケ ツ リ レ ー 。 34407 
周辺火災 マ ン ホ ル 開 け 、 地下水汲み tげバケ ツ リ レ ー 。

300人程で消火栓か ら 泥水汲んでバ ケ ツ リ レ ー。

長田区、 神戸テ、パ ー ト 街火 消防団長 15�16人で消火添を 使 う が、 消火で き ず。 35100 
災 バ ケ ツ リ レ ーや消火器で多数で消火、 鎮火せず。

風呂屋か ら バ ケ ツ リ レ ー O

須磨区衣掛田T 2 丁 目 消火器20本、 学校の池の水を30人でバ ケ ツ リ レ ー 。 。

(神戸 市域消防活動の記録)

と 室崎教授は指摘す る 。 市民出火の;存無が判 明 し た94 ヵ 所の現場の う ち 77 ヵ 所で市民消火

活動が展 開 さ れた 。 火元で焼け 止 ま っ た 火災 は市民消火率が高か っ た 。 17 ヵ 所で は大規模

な 市民消火が行 わ れ た 。 数十人か ら 数百 人 で、バ ケ ツ リ レ ー 、 妨火水槽、 プー ル 、 銭湯か ら

水 を く み 出 し 、 川 の水、 升ニ戸水 を 活用 し た 。 消 火器 も か き 集め た 。 企業の 自 衛消 防隊の応

援 を 受 け た り 、 企業防火水槽 か ら 給水、 *圧 を あ げる 発動機、 送水ホ ー ス の提供 な ど も あ

7 1 2 第十主主@防災



っ た。 地域 と 事業所 に よ る 自 主防災だ っ た 。

長 田 区隊代市場火災では200人以上 に よ る バ ケ ツ リ レ ー 、 倉庫 を 壊 し て 延焼 を 防 く\ 破

壊消 防 も 展開 し た。 長 田 区東尻池町火災は企業の応援 を 受 け た 。 東灘区御影石町火災は子

供 を 含 む300人がバ ケ ツ リ レ ー し 、 学校 プ ー ル の 水 を使い切 っ た。

[大災害 に お け る 救急医療の あ り 方}

日 本医科学大学付属 千葉北総病 院 の 山 本保博院長 は 「効果的 な 生存者発見機器の 開発j

「救急搬送 の 空 と 海の利用J I病 院の脆弱性 と 広域災害医療 ネ ッ ト ワ ー ク 体制 J I災害程療

コ ー デ イ ネ ー タ ーJ I災害弱者へ優先 医療」 の 5 点 を あ げわ が 国 の救急医療、 と く に 大 災

害発生時の対策整備 を 欧米並み に し な け れ ばな ら な い と い う 。

災害医療の初動活動 は SRM と い わ れ る 。 S は捜索、 R は救助、 M は 医 療 の英語の頭文

字。 い く ら 早 く 災害現場 に か け つ け て も 、 ガ レ キ の 下 の 負 傷者 を 助 け 出 す技術が な け れ ば

意味がな い。 ス イ ス や フ ラ ン ス は捜索犬を 使 う が、 生存者 と 死亡者の 区 別 がつ かず 1 時間

で犬の 唄覚 は マ ヒ し て し ま う 欠点があ る 。 米国 は集音マ イ ク を 使 う が、 一 度 に 広 い 範 囲 の

声 を 拾 え 、 救助 を 求め る かす か な声や心臓の鼓動 も 感知す る 。 ヨ ー ロ ッ パ に は生存者の体

撤感知、 手足の動 き を 察知す る 機器 も あ る 。

わが国で は フ ァ イ パー ス コ ー プが主 に 使 わ れて い る が、 ガ レ キ の空 間 部 に 入れ る の で効

果が悪い。 生存者発見の機器改善、 開発を急がねばな ら な い。

救助段階で は 円 分遅れ る と 死者が 1 人増 え 、 1 分早 い と 1 人助 か る 」 と い わ れて い る O

救急車 に よ る 広域搬送 は 交通渋滞で限界があ る 。 将来的 に は救急災害ヘ リ コ ブ タ ー の全国

配備 を 考 え ね ば な ら な い。 ド イ ツ で、 は半径50km ご と に ヘ リ コ プ タ ー の 出 動体艇 が整備 さ

れ て い る 。 米 国 に は タ ン カ } を 改造 し た ホ ス ピ タ ル シ ッ プが 2 隻 あ り 、 1 ， 500ベ ッ ド 、 手

術室12部屋 を 備 え 、 500 人 の 医療 ス タ ッ フ がい る 。 わ が 国 で も 災害船構想 を 検討す る 時期

が来て い る 。

病院の脆弱性 も 考 え ね ばな ら な い。 わ が国の災害 シ ュ ミ レ ー シ ョ ン は常 に 病 院が無傷の

想定だ っ た が、 病 院 は 火事 に な り やす く 、 機器は車付 き で災害 時 に は 凶 器 に も な る 。 ラ イ

フ ラ イ ン が破壊 さ れる と 機能 を 失 う O 医師、 看護婦 も 被災者 に な っ て し ま う O こ の た め 欧

米では 「広域災害医療 ネ ッ ト ワ ー ク 体制J が と ら れて い る 。 地域 を 分割 、 各 区域 に 基幹病

院、 副基幹病 院 を 設 け 、 状況 に応 じ て 医師、 看護婦 も 移動す る O 米国 ダ ラ ス 市 で は 、 手術

機材 も キ ッ ト 化 さ れ、 水 な し の 手術 も 可能であ る 。

わ が 国 で は 、 各病院が独立 し て い る た め 、 協力 、 協調が難 し い 。 将来 は 自 治体の枠 を 越

え た 災害 医療体制 を つ く り 、 各病院は大災害対応 マ ニ ュ ア ル に よ っ て 訓 練 を 重ね な け れ ば

な ら な い。

災害現場 で は ト リ ア ー ジ (緊急度選別) があ る が、 出血が多 い 人 よ り も 目 に見 え な い傷

の方が重症の こ と があ り 、 各 地 に 「災害医療 コ ー デ イ ネ ー タ ーJ を 選定 し て総合調整や ト
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リ ア ー ジ オ フ ィ サ ー の役 を 担 っ て も ら う こ と が重要で、 あ る 。

優先 し て 医療 を 蒸 し のべ る べ き 「災害弱者j は英語の頭文字で CWAP と い わ れ る 子供、

女性、 老人、 病人、 障害者であ る O

{消防庁地震防災対策検討会1

1 . 現場での無線交信

全国か ら の 応援部勝が共通使用 で き る 無線波は 3 波が用 意 さ れ る こ と に な っ た が、

大規模災害の場合、 こ の 3 波で異 な っ た 消 防本部 開 の 円滑 な 連絡が可能 か ど う か検討

す る と と も に広域応援時の無線通用 マ ニ ュ ア ル を作成 し な ければな ら な い。

応援す る 側 は 同 じ府県内、 同 じ消防本部の部隊は府県内共通波、 消 防本部専用波で

交信す る 。 指揮 は無線だ け で な く 伝令 も 活用 す る O

車載無線機 は 回定チ ャ ン ネ ル 方式 だが今後 は異 な る 消 防 本部 間 で も 交信 で き る よ

う 、 向 調 方 式 の 導入 も 検討す る 必要があ る 。 ま た GPS (全地球部地 シ ス テ ム ) 受信

装置 を 消 防車 に 装備 し 、 運行管理 シ ス テ ム と 組み合わせ る と 部隊の掌握が可能 に な り 、

今後の整備が期待 さ れる O

2 .  ト リ ア ー ジ と 監急搬送

ト リ ア ー ジ は存機関 ご と に様式 を 定め て い る が、 大規模災害で は 共通様式が効果的

で様式の統ーが望 ま れ る 。 ヘ リ コ プ タ ー の投訴 は災害発生直後は被害情報収集 で そ の

後、 患者搬送や物資搬送 と な る O 患者搬送 に は ヘ リ ポー ト の確保、 受 け 入 れ病院の掌

握、 地上搬送手段の確保 を 十分に し な け ればな ら な い。

3 . 検索活動

消防、 警察、 自 衛隊の連携 の た め 現地本部での総合調整が重要であ る 。 重複検索 は

絶対 に 避 け ね ば な ら な い。

4 . 諮問問、 自 主防災組織

近年、 都市部で消防 団 員 が減少 し て い る が、 同 時多発の地震火災で は消 防団への期

待が大 き い 。 ポ ン プ車、 救助器具 な ど装備の 充実 を 図 ら ね ばな ら な い。

消防隊の到 着 ま で時間がかか る ので住民 自 ら の応急消火活動が求め ら れる 。 活動拠

点の整備、 資機材の備蓄、 訓 練、 研修な どで 自 主防災組織の育成、 強化 を 図 る 必要が

あ る 。

こ の ほ か避難場所、 防災訓練、 災害弱者対策、 津波対策、 都市施設の耐震化、 建築

物 の危 険度判 定 な ど に つ い て検討結果 を ま と め て い る O
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| 第七節 情報 ・ 交通
今回の地震は、 すべて の種類の地震災害 を も た ら し た 。 な か っ た の は津波被害 ぐ ら い の

も の だ、 っ た。 被害のすべてが今後起 こ り 得 る 大地震の課題 に な る わ け だが、 そ の 一つ に初

動態勢の決定 的 な遅れがあ っ た 。 技術の 進歩 で、台風の進行状態 だ け は確実 に つ かめ る よ う

に な っ た。 そ れで も 山崩 れ な どの災害予測 ま で は無理で、 あ る O し た がっ て 、 大災害 は発生

と 同 時 に ど れ だ け 早 く 緊急対応の態勢が と れ る か に か か っ て く る 。 初動の素早 さ は 人命の

確保 と 被害の増幅妨止 に つ な が る 。

こ の初動態勢の遅れを招 い た 原 因 に 、 県や市町、 警察な ど防災機関 の被災があ り 、 情報

収集、 通信連絡が地震発生 と 同 時 に ス ト ッ プ し て し ま っ た。 被害の全容把握が初動判 断の

決め手 と な る が、 今 回 は 政府機関 を 含め 、 困 難 を 極め た 。

様 々 な 防災課題が指摘 さ れる 中 に、 緊急交通の確保があ る 。 道路の渋滞で警察、 消 防 、

自 衛隊 な ど の 緊急車両が 一般車の 中 に埋 ま り 、 身動 き 出 来 な か っ た 。 全国か ら の応援部隊

も 被災地入 り が大幅 に遅れたO

初動の情報収集、 通信連絡、 緊急道路網 は震災害 の 緊急対応の 「 目 、 耳、 足 j と し て特

に重要な も の で あ る 。

1 . 情 報
兵庫県、 神戸市が災害対策本部 を 設置 し た の は 1 月 17 日 午前 7 時 だ っ た が 、 そ れ以前か

ら 一般加入電話 は 回路故障 と 輯轄の た め発着信 は ほ と ん どで き ず、 関係機関 と の相互連絡

も 不通 に 近か っ た 。 「兵庫県衛星通信 ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム J は停電の う え 、 地震で冷却

水槽が転倒、 発電機が停止 し 通信機能 を 失 っ た。 当 時 の NTT は 17 日 終 日 、 全 国 か ら 神 戸

方面への通話が通常 ピ ー ク の50倍 に 達 し た。

神戸市で も 市内 の状況が、 5 ヵ 所 の監視 カ メ ラ が停電 に よ り ス ト ッ プ し 、 発生 と ほ ぼ同

時 に 映像が途切 れ た 。 ヘ リ コ ブ タ ー は基地の あ る ポ ー ト ア イ ラ ン ドが液状化で車で行 けず、

徒歩で も た ど り 着 け ず、 第 1 囲 の 離 陸が、 午前 9 時 を 回 る ほ どだ っ た 。 停電で NHK な ど

の テ レ ゼ放送 も 受信で き ず、 携帯 ラ ジ オ が使 わ れ た 。

こ う し た 中 で、 神戸市長が兵庫県知事 を 通 じ て 消 防庁長官 に広域消 防応援 を 要請、 ま た

兵庫県知事が 自 衛隊 に 出動要請 し た の は午前10時 と な っ た。 発生後 4 時 間 を 要 し て い る O

し か も 自 衛隊要請は 、 通信途絶状態 の 中 での不規則要請 と な っ た。

午前11時55分に 県庁舎の停電が回復、 衛星通信 シ ス テ ム も 正午す ぎか ら 復 旧 し た 。 消 防

庁 防災無線は午後 7 時の 回復 と な っ た 。

こ の通信手段全滅状態 と 行政庁舎被災、 職 員 被災、 参集の遅れが情報収集の不能 を 招 き 、

初期対応 の 出 鼻 を く じかれた。 こ の混乱は政府 中 央 も 同様で、 危機管理 問 題 に 多 く の課題

を 与 え る こ と に な っ た。
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情報収集 の 遅れ は全国への迅速 な応援要請 に 支障 を 生 じ さ せ、 住民への 情 報伝達 も 遅れ

た 。 災害時の情報収集、 伝達の た め に 「市町村防災行政無線J があ り 、 市 役所や町役場に

基地局 を 買 き 職員 が携行す る 移動系 と 公開 や学校に ス ピ ー カ ー を 設 け た 広 報用 の 固定系 が

あ る 。 全国の市町村の 半数に市町村防災行政無線が備 え ら れて い る O 東京23民、 静 岡 県69

ヵ 所 はすべて に 設置 さ れて い る 。 兵庫県の普及率は20%、 被害が大 き か っ た神戸、 芦屋、

西宵、 宝塚、 尼崎の各市、 北淡町 な どの う ち 、 こ の行政無線の移動系 と 固定系 の 両方 を 持

っ て い た の は 、 尼崎市 だ け で、 西宮市 は移動系 も 固定系 も な か っ た 。 こ う し た こ と も 地域

内 の 状況把握 を 遅 ら せ る こ と に も な っ た。

一般電話の不通 は無糠通信 に も 大 き な 影響 を 号 え た。 消 防無椋、 警察無線、 市町村行政

無線、 消 防庁 と 都道府県 を 結ぶ消防防災無線、 中央省庁 間 を 結ぶ 中 央防災無線があ り 、 情

報連絡は電源 さ え確保で き れ ば可能であ る O し か し そ れぞれの無線系統 の 横の連絡は で き

ず ほ と ん ど一般電話 に 頼 ら ね ばな ら な い 。 電話の 途絶が情報ネ ッ ト ワ ー ク を 阻んで し ま っ

た 。

国の 「防災基本計画J は 災害応急対策、 復旧復興対策の た め の①情報収集、 連絡体制 の

整備②情報の分析整理③通信手段の確保ーを あ げて い る O

{兵庫県の災害時通信手段の確保}

今回 の 通信途絶 を 教訓 に 有線、 無線、 衛星 を 組み合わせた多重情報通信 シ ス テ ム の整備

と 効率的 な 運用 を 図 っ て い る 。

既存の衛星通信 ネ ッ ト ワ ー ク 、 行政無線、 行政電話 に 加 え 、 市町、 警察、 自 衛隊、 海上

保安庁 と の 聞 に ホ ッ ト ラ イ ン を 開設 し た 。 さ ら に ヘ リ コ プ タ ー テ レ ビ映像放送 シ ス テ ム 、

国定監視 カ メ ラ 画像伝送 シ ス テ ム の導入 を 検討 し て い る O 衛星通信専用 発電機の設置、 通

信機器の 固定、 免震床の 整備 な どの安全対策、 コ ン ビ ュ ー タ の安全対策 も 行 っ た。

有線系 は 防災用 有線電話、 行政電話、 ホ ッ ト ラ イ ン 、 警察電話 な ど。

無線系 は携帯電話、 ポ ケ ッ ト ベ ル 、 自 動車電話。 兵庫衛星通信 ネ ッ ト ワ ー ク は衛星系 と

地上系の 2 系統で運用 、 ホ ッ ト ラ イ ン 設置 、 優先回路の確保、 衛星車載 局 の 出動、 衛星系

不 調 の と き は地上系 ( 2 波) を 活用 す る 。

こ の ほ か NTT 無線通信設備の 災害応急復旧用 無線電話、 孤立防止用 無線電話、 防災相

互無様移動無線局 の 活用 を 図 る な ど官公庁、 公共機関、 企業な どの通信網 を フ ル に 利用 、

災害に対処す る こ と に し て い る O

{ 災害対�ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム の整備}

兵庫県 は 以上 の 対策 の ほ か、 各種災害情報 を 収集、 解析 に 迅速、 的確 な 対策 を た て る た

め 、 災害対応総合情報ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム の整備 を 進め て い る 。 市町消防本部 な ど関係

機関 に 設 置 す る 計測振動言fか ら の情報収集 と そ の解析 を 通 し て、 市町災害対策本部や公共
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(表10-- 1 ) 災害時の情報

災害特に広報する内字予と情報整深部
[ 1 . 混乱縮小防災情報]

(1)状況判断用の情報
①災害の規模 ・ 範囲 ・ 内幸子
②概括的な被筈状況

・ ラ イ フ ラ イ ン情報
- 道路情報 (通行止め ・ 交通
規制等)

- 交通機関情報 (運休 ・ 遂行
情報)

(2)紋援i言動状況の情報
①救援活動情報
②人名救効の協力呼びかけ
③全国からの救援の状況

(3) 2 次災筈防止情報
①出火 防止情報 ( ガ ス ・ 篭気

等)
山 i (4) R般的な避難情報
� I  ①避難場所の情報 (全市的情
発 i 報)
#i I ②避難時の注意
後 一般的避難経路 ・ 携帯品 -
1 I 危険医域情報)
� I ③避難時の車の使用制限
3. I (5河1政の対応状況1 1  1 1 i  I ①応急対策実施状況
ら
ま
で

②市長からの メ ッ セー ジ

(6)余震 ・ 津波情報
①余震情報 ・ 今後の地震予測情

判長
②津波に対する情報

(7)その他の情報
①遺体安置情報

[ 2 . 生存関連情報]

災害時に伝達する情報 と情報整理部
[ 1 . 職員参集情報}

(1 ) ①勤務時間外での職員参集 | ①市民部
①災害対策本部 | ②関係機関への伝達
②各関係機関 I [ 2 . 避難情報]

- ラ イ フ ラ イ I ( 1 )津波情報
ン各社 | ①津波注意報 ・ 警報の発令 | ①市民部

・ 警察 ・ 土木 -0
部 | ②危険地域への避難勧告 l ②消妨部

. 交通機関各 I (2)危険施設での災害党生時の避難
社 i 情報

(2) ①危険施設の災害発生情報 | ①消防部
①警察 ・ 消防部 -0

(要請 ②危険区域からの避難勧告 i ②消防部
③康業振興部等 I (3)応急危険度判定情報
(3) 
①消防部
(4) 
①保健福社青1\ • 
消紡部
②消防部

(要請)

(5) 
①災害対策本部

②災害対策本部
(6) 
①市民部 ・ 消防
部
②市民部 ・ 消防
部
(7) 
Q保健福祉部 ・
区本部

①危険建物への立入 り 禁止情報 I Q 住宅部
(自占 り 紙)

(1 )医療情報 I (1 ) 
①医療機関の受入れ情報 j ①保健福祉部
②臨時開設さ れた医療施設情報 i 安保健福祉部
③専門治療 (透析等) 医療機関 I (主保健福祉部
情報

(2)水 ・ 食糧の物資情報
①水の拠点配給場所
②物資等の配給状況
③救援物資の受入れ情報
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(2) 
①水道部
②産業振興部
③産業振興音ß

(避難所への情報伝達)
①避難所への水 ・ 物資の配給情

報
②仮設 ト イ レ情報
③その他物資情報

①水道部 ・ 産
業振興部

②環境部
③産業振興部

(神戸市地域防災計画)



(表10- 2 ) 災害時の情報

災害時に広報す る 内 容 と 情報整理部 災害待に伝達す る 情綴 と 情報整理部

[ 3 . 生活関連情報] [ 3 . 生活関連情報}
( 1 )ラ イ フ ラ イ ン情報 (1 )  ( 1 )ラ イ フ ラ イ ン情幸R ( 1 ) 

① ラ イ フ ラ イ ン復旧情報 ①ラ イ フ ラ イ ン ①ラ イ フ ラ イ ン復旧情報 ①ラ イ フ ラ イ ン
各社 各社

(2)交通 ・ 道路情報 (2) (2)交通 ・ 道路情報 (2) 
①公共交通機関 の復旧情報 ①交通機関各社 ①公共交通機鈎の復旧情報 ①交通機関各社
②道路情報 (交通規制 ・ 交通止 ①警察 ・ 建設部 ②道路情報 (交通規制 ・ 交通11二 ②警察 ・ 建設部
め) ③交通機関各社 め) ③交通機関各社
③代i際交通機関 の情報 ③代替交通機関 の情報

(3)生活の基礎情報 (3) (3)生活の恭礎情報 (3) 
①広 ・ 風呂情報 ①災芥対策本音11 ①rn ・ 嵐什情報 ①災等対 策本部
②避難所 ・ 地域での生活情報 ②災害対策本部 ②避難所 ・ 地域での生活情報 ②災害対策本部
③通常の行政サ ー ビ ス 情報 ③各部 ③通常の行政サ ー ビ ス 情報 ③各部

(4)教育 関連情報 (4) (4)教育関連情報 (4) 
①学校の休校 ・ 再開情報 ①学校部 ①学校の休校 ・ 再開情報 ①学校部

(5)医療情報 (5河呆健福告i吟部 (5)医療'官級 (5)保健福相 部
(6)各種相談窓口情報 (6)各部 (6)各穏相談窓口情報 (6)各部

千
j百!} (7)そ の他情報 (7)市民部 (7)そ の偽情報 (7)各部

}l間l弱与 [ 4 . 行政胞策情報] [ 4 . 行政施策情報]
以 (1)住宅関連情報 (1川某健福祉部 ・ (1)住宅関連情報 (1 )保健福祉部 ・
後 住宅部 住宅部

(2) り 災証明 ・ 義援金関連情報 (2)保健福祉部 ・ (2) り 災証明 ・ 義援金関連情報 (2川某健福祉部 ・
理MS'II 理財者1\

(3)倒壊家屋 ・ カ、 レ キ 処珂関連情報 (3)環境部 (3)1封j壊家屋 ・ ガ レ キ処理関連情報 (3)環境部
(4)各種貸付 ・ 融資制度関連情報 (4)各関連部 (4)各種貸付 ・ 融資制度関連情報 (4)各関連部
(5)都市計爾関連情報 (5)第 1 協力 部等 (5)都 市計画潟連情報 (5)第 I 協力 部等
(6)各種式典関連情報 (6)本部 (6)各機式典関連情報 (6)本部
(7)経済j舌動支援関連情報 (7)産業振興部等 (7)経済活動支援Iîkl連情報 (7)産業振興部等
(8)見舞金 ・ 弔 慰金等の支給関連情 (8)保健福祉部 (8)見舞金 ・ 弔 慰金等の支給関連情 (8)保健福祉部

幸R 幸長
(9)各機減免 ・ 軽減 ・ 延期措置情報 (9)理財部 ・ 区本 (9)各種減免 ・ 軽減 ・ 延期措置情報 (9)理財 音1\ . 1亥本

吉日 奇i
同そ の他災害対策関連情報 (10)各関連音11 同そ の他災害対 策関連情報 同各号喜連部
(11)復興関連情報 (11)総括部 (11)復興関連情報 (11)総括部
(1司 2 次災寄妨1上啓発調達情報 (l司消紡 ・ 建設部 (1訪 2 次災害防止啓発関連情報 (12)消防 ・ 建設部

等 等
(日)その他の行政情報 (13)各関連部 同その他の行政情報 州各関連部

{被災地か ら の情報発信J (不特定多数へ発信)
..:c- 任 被災地の現状 を 広 く 発信 ( ボ ラ ン テ イ ア ・ 救援物資 ・ 義援金等の募集に反映)
。コ
f也 {安丙情報等1 (特定情報であ る が、 市か ら の情報提供 は 難 し い)

①関係者の安否情報 ・ 死 亡者 リ ス ト

(神戸市地域防災計画)
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施設な ど と の情報交換 を 円 滑化 し 、 救急救援活動の早期支援 を め ざ し て い る O

{神戸市の防災通信 シ ス テ ム 、 情報網の驚傭i

震災時の電話回線の不通 を 解消す る た め 、 有線の高度化、 無線設備、 衛星 回 線の充実 な

ど多重化 し た 防災通信 シ ス テ ム を構築す る 。 学校な ど公共施設 を 結ぶパ ソ コ ン ネ ッ ト ワ }

ク を構築、 地理情報や 防災関連情報の デー タ ベ ー ス を 作成、 共有化す る 。

「次世代総合 防災通信 ネ ッ ト ワ ー ク の整備」 と し て 災害時 に お け る 正確 な 情報 を 迅速、 円

滑 に 収集、 伝達、 共有化出 来 る よ う CATV、 無線、 パ ソ コ ン 通信 な ど の 複 数 の 有線、 無

娘系情報通信 シ ス テ ム の活用 に よ り 、 市役所、 区役所、 消 防署、 土木事務所、 学校 な ど を

回線で結 び、 災害 に LAN を 整備 、 パ ソ コ ン は620台、 端末は50セ ッ ト を 設 け る O

{ 災害時通信への提言]

兵庫 ニ ュ ー メ デ ィ ア 推進協議会は 「災害時 に お け る 情報通信 の あ り 方j に つ い て研究結

果 を ま と め 、 災害 に 強い通信網の整備 の た め 、 ①耐震性の 強化②多重化、 分散化の強化 を

5 月 に提言 し た 。

耐震性の強化は、 建築物 自 体の耐震性 を 高め構造物 に免震装置、 コ ン ピ ュ ー タ な ど機器

の構造や設置場所、 設置方法 も 耐震化す る 。 通信回路は、 地上 は ケ ー ブル切断例が多 い こ

と か ら 地中 化す る 。 電源確保の た め 、 自 家発電装屋、 バ ッ テ リ ー の耐震性強化、 自 家発電

の 空冷化、 水冷式 な ら 冷却水の備蓄、 燃料の備蓄、 移動電源車の確保な ど を 求 め て い る O

通信 回路は多 ル ー ト 化や有椋系、 無線系 に よ る パ ッ ク ア ッ プ体制 の確保が必要。 地域内

で は ケ ー ブル テ レ ピ局 間 の ネ ッ ト ワ ー ク 化で双方 向性通信 も 活用 す る O

公共機関 が シ ス テ ム を構築す る 際 はパ ッ ク ア ッ プ 回 路 ル ー ト を 分散化す る O 重要デー タ

の デ ジ タ ル化 を 凶 り 、 パ ッ ク ア ッ プ を 分散す る O 企業本社や本庁機能のパ ッ ク ア ッ プセ ン

タ ー を確保、 共 同 の 非常 テ レ ワ ー ク セ ン タ ー の確保な ど を あ げ、 災害時 に も 途絶 え る こ と

の な い通信網 を 整備す る よ う 提言 し て い る O

2 . 交 通

阪神高 速道路 を は じ め 、 高速道路がすべて不通、 国道、 県道 も 多 く の笛所で損壊、 道路

網は寸断状態 と な り 、 被災地の避難車問、 家族 ら の安否確認の車両が使 え る 道路 に 集 中 し

た 。 発生当 日 か ら 全国の警察、 消 防 、 自 衛隊、 水道、 ガ ス 会社 な どの応援部隊が続 々 と 神

戸、 阪神 聞 を め ざ し た が激 し い 交通渋滞で前進 を 阻 ま れ、 初動の生 き 埋め救出作業、 消 火

作業な ど に 重大 な 影響が出 た 。

720 第 ト章@防災



{緊急交通賂の確保}

道路がズ タ ス タ に な り 大渋滞を起こ し た ニ
1 月 23 H ， 神戸市中 央区会井通

緊急交通路 を 確保す る た め 、 大量の警察官が動員 さ れ、 主要交差点 で整理 に あ た る と と

も に 、 日 本道路交通情報セ ン タ ー に よ る 交通情報の提供、 被災地 を 通 ら な い広域的 な 迂 回

路誘導 を 行 っ た 。 さ ら に 緊急輸送車両の通行可能路線が確認で き た 1 月 18 日 に 、 道路交通

明石海峡大橋は完成ずみ ?
兵庫県地域防災計画 (池震災害対策計画) は交通 ・ 輸送対策で 「交通の磯保J の実路規定 を 設けてい る が、

介主道路各有 料 道路 と 投 ん で本州 問国連絡梼公印 の通行総j夜、 通行禁止の実施基準 を 定め て い る 。 震度 4 で通
行制限、 速 度は40km h に規制 さ れる 。 震度 5 で通行禁止 と な り 、 本線上の車両 はだj開Jj路肩 に停車、 運転者が
車 を 離 れ る と き はエ ン ジ ン を切 り 、 キ ー は そ の ま ま に し てお く こ と と な っ て い る 。 明石海峡大橋 は1998年春完
成予定。

法 に 基づ く 、 神戸市内への 緊急交通路 を 設定 し た。 緊急輸送車両以外の通行禁止 と と も に 、

パ ト カ ー 、 白 バ イ に よ る 先導、 誘導 を 実施 し た。

人命救助 に 1 人で も 多 く の警察官がほ し い と き に 、 交通規制 に動員 す る の は ど う か な ど

の論議 も あ っ た。

兵庫県 と 神戸市の地域防災計画 は今回 の地震の経験か ら 、 災害時の交通規制 を 細か く 規

定 し て い る O

交通規制 は道路損壊 な ど に よ る 危険防止 と 避難路、 災害交通の確保が狙 い で、 道路交通

法 に 基づ く 規期 の 2 本立 て に な っ て い る 。 当 初 は道交法 に基づ く が道路 と 交通安全施設の

被災状況 を 把握 し た後 は 速や か に 災害対策基本法 に基づ き 、 緊急通行車両以外は通行が禁

止、 ま た は 制 限 さ れる O

災害対策基本法に よ る 規制 は、 緊急 自 動車 を 除 き 、 緊急通行車 は許可の標章 を 提示 し な
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け ればな ら な い 。 緊急通行車両 は法定の資格に よ り 事前届 け 出 を 行 う こ と がで き 、 届 出 済

証が交付 さ れる 。 こ の車両 は優先 し て確認 さ れ、 審査は 省略、 標章 と 緊急通行車両確認証

明書が交付 さ れ る O 今回の地震の捺は標章発行数が混乱 し た り 、 ニ セ 標章 も 出 回 り 、 厳 し

い 審査が行 わ れ る こ と に な っ た。 少 し で も 車両 の 通行 を 減 ら し 円滑 な 救急、 復 旧 が行 わ れ

る こ と を め ざ し て い る 。

[法律改正で じ や ま な車両 を 強制排捺]

さ ら に 今 回 の 地震の経験か ら 、 緊急交通の確保 を 向 上 さ せ る た め 災害対策基本法 を 改正、

9 月 か ら 施行 し た 。

新 し い交通規制 は 隣接都道府県 に も 規制 の網 を 広 げ ら れ る 。 災害発生が予想 さ れ る と き

は事前規制。 運転者 は通行禁止が行 わ れ る と 速 や か に 移動す る 義務 な どが規 定 さ れた。

も う 1 つ の大 き な 改正 は、 警察官 に よ る 緊急通行車両の通行確保 の た め措置が盛 り 込 ま

れた こ と 。 消防、 警察、 自 禽隊 の車が消火、 人命救助、 救急搬送 に 当 た る と き 、 道路 を ふ

さ ぐ じ や ま な 車両 を排除で き る よ う に な っ た 。 移動 を 所有者に指示、 命令で き 、 や む得 な

い と き は破壊す る こ と も で き る 強い 権 限 を 持 た せ た 。 警察官が不在の と き は 消 防署員 、 自

衛隊員 も こ の権限 を 行使で き 妨害車両の排除 を すみ や か に 行 い 、 災害対応 を 強化 し た 。 :車

の所有者が受 け た 損失 は あ と で弁償 さ れる こ と に な っ て い る O

(参考文献〉
fPL零時 に お け る 情報通信の あ り }j に 関 す る 研究j I ど う すればいいのか 震災の教司I\J 兵庫 ニ ュ ー メ デ ィ ア 推進

協議会 1995年 5 月
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第三部

団体等 の
対応



行 政
第 1 節 国等の 対応

I 国 ([平成 7 年版 紡災白書J r阪神 ・ 淡路大震災 兵庫県の 仰の記録-J [阪神 ・ 淡路大震災ーその時、 被災地でJ よ り )

( 1  ) 主 な対応

区 分 内 自ら
tt 

応急対策 I 0 r平成 7 年 (1995年) 兵庫県南部地震非常災害対策本部J (本部長 ; 国
[非常災害対策 j 土庁長官) を 設置 1 月 17 日 午前 10時

本部の設置等] I 0 政府調査団 (国土庁長官 を 団長 と す る 15省庁20名 で構成) を 県 に派遣 し 、
神戸 ・ 阪神 間 及 び淡路島の被災状況調査等 を 実施 1 月 17 日 �18 日

o r兵庫県南部地震緊急対策本部J (本部長 ; 内閣総理大臣 ) を 設置
1 月 19 日

O 国務大臣 (通称 ; 兵庫県南部地震対策担当大臣) を 鉦命 1 月 初 日
① 「平成 7 年 (1995年) 兵庫県南部地震非常災害対策本部J 本部長 に任

命 1 月 初 日
②出土庁 内 に 兵庫県南部地震対策担当大臣の特命室 を 設置 l 月 23 日

O 非常災害対策本部の現地対策本部 (本部長 ; 国土庁政務次官) を 県公館
に設置 1 月 22 日

[鴎医療活動1 I 0 応急医療実施体制の推進
①摩生省

・ 国立明石病院、 国立神戸病 院での患者の受け入れ及 び国立岡山病院
の 医師、 看護婦等の両病院への派遣 1 月 17 日 ~

- 被災地周辺の国立病 院 に お い て も 患者 を 受け入れる と と も に、 医療
救援班 を 派遣 し、 救護所 に お け る 医療救護活動、 巡 回 診療等の 医療
救護活動体制 を 整備、 実施

・ 日 本製薬団体連合会等関係団体に対 し 、 必要な 医薬 品等の供給確保
に 関す る 協力要請 l 月 17 8

- 被災地への供給体制 の整備 1 月 19 日 ~
- 日 本医療機器関係団体協議会等 に 対 し 、 医療用具 の修理、 代替に 関

す る 協力要請
- 国立神戸病 院 内 に 「兵庫県南部地震厚生省現地対策本部J を 設置

1 月 23 日
②防衛庁

- 自 衛隊阪神病 院 に お け る 患者の受け入れ 1 月 17 日 ~
- 衛生職種隊員 を 阪神地域 に 派遣 ・ 増強 し、 救護所の設営、 巡回診療

等応急医療体制 を 整備
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区 分 ]

 

、AV'

 

自主て，
t二T

③文部省
・ 神戸大学医学部附属病 院等 に お い て患者の受け入れ 1 月 17 日 ~
- 周辺大学匿学部付属病院に対 し、 医療チ ー ム の派遣、 食糧、 医薬品

等の搬入 を 要請
[生活必需物資の I 0 物資の提供等

供給対策] I ①農林水産省
- 食料等供給現地対策本部 を 設置
- 精米 3 千 t、 乾パ ン 10万食の供給の ほ か、 食品産業、 農協系統組織

等の協力 に よ り 、 パ ン2 ， 732万個、 弁 当 1 ， 379万食、 育児用粉 ミ ル ク
6 万 7 下 t 等 を 供給

②厚生省
・ 関係業界団体に調達 を 依頼 し 、 風邪薬41万人分、 胃 薬 19万人分、 医

療用 の抗生物質14万人分等を 提供
③通商産業省

・ 各業界団体に調達 を 依頼 し、 水、 缶詰、 自 転車、 衣料品等の物資 を
提供

④郵政省
・ 通信機器 メ ー カ 一等の協力 を得て、 携帯 ラ ジ オ 1 万 5 千台 を 提供

⑤建設省
- 各地方建設局等か ら 54台の散水準 を 給水車 と し て被災地 に 派遣

{避難所等に 1 0 災害 情報の提供
お け る 生活対策1 I ①郵政省

- 放送事業者等 に 対 し 、 災害放送の継続並びに聴覚障害者及び外国人
への情報の提供等 に つ い て要請 1 月 17 日 ~

- 臨時災害 FM 局 の 免許 を 兵庫県 に付与
O 避難所 に お け る 被災者の健康の保護

①厚生省
・ 兵庫 県 に 対 し 、 避難所救護セ ン タ ー の 設置及び避難者に 対す る 避難

所生活に お け る 日 常的 な詑意喚起、 生活指導の実施等の指導
・ 関係業界、 各都道府県等の協力 を得て、 一般匿療品及び衛生材料 を

供給
- 防疫対策の支援の た め担 当 職員 を 派遣する と と も に 、 被災地近隣の

地方公共団体の協力 に よ り 、 消毒薬等 を 確保 し 、 簡易 ト イ レ等の消
毒 を 実施

{応急住宅対策1 1 0 応急仮設住宅の供給
O 応急仮設住宅建設用 地 と し て利用可能な 国有地、 公有地 等 に つ い て調査

を 実施 し 、 地元 自 治体に'情報提供
O 公営 ・ 公団住宅等への受 け入 れ
O 民間 及 び公的宿泊施設等の利用

①運輸省
- 被災者受け入れ可能 な ホ テ ル ・ 旅館等 (417軒) を 地元 自 治体に提示
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夜 分

{ニ次災害紡止

対策}

内

② 自 治省

伝モft 

・ 地方職員 共済組合、 市町村職員共済組合の宿泊施設 (22施設) に お
い て被災者の受け入れ

③文部省
・ (立す) 日 本国際教育協会関西留学生会館で、 被災 し た留学生に対 し 空

室 を 無償提供
④郵政省

・ 近畿地域内 5 ヵ 所の簡易保険加入者福祉施設の客室 を 被災者に 無償
提供

⑤環境庁
・ 被災者の一時宿泊施設 と し て 、 国民休暇村、 国民宿舎で268世帯 (約

1 ， 030人分) を確保
⑥海上保安庁の 巡視船及び科学技術庁海洋科学技術セ ン タ ー の船舶 を地

方 自 治体か ら 派遣 さ れた 匿師、 看護婦等の宿拍施設等 と し て提供
O 余震 に 対す る 監視等

①東京大学地震研究所 を 中心 と し て 、 大学が共同 で兵庫県南部地震が発
生 し た 断層 周 辺 の 地域 に25台の 地震計 と 21台の GPS 観測装置 を 設置
し 、 広域観測網を展開

②国土地理院
. GPS 機動連続観測点 を 余震域の 断層周辺に設寵

怪 気象庁
- 降雨や強風等 に よ る 二次災害の発生 を 考慮 し た注意報 ・ 警報の 運用

の実施
「雨 に 関 す る 気象情報J 等の発表

- 地震機動観測装置等の整備及び雨量観測所の設置
O 建築物及 び斜面の応急危険度判定

①建設省、 住宅 ・ 都市整備公団、 他の公共同体等の建築技術者 に よ り 被
災建築物の応急危険度判 定 を 支援
- 応急危険度判定支援本部 を 大阪府庁 に設置 1 月 23 日

②斜面の応急危険度判定 に つ い て 、 地すべ り 等 緊急支援チ ー ム と し て建
設省、 地方公共団体、 大学等か ら 専 門家、 専 門織員 を現地に派遣 し調
査 を 実施

O 土砂災害危険偶所等 に係 る 対牟策
①二次的 な 土砂災害の危険性が高い箇所につ い て 、 ピ ニ ー ル シ ー ト の 敷

設等の応急対策を 実施、 こ の う ち 、 緊急的 に二次災害防止対策が必要
な 箇所 に つ い て は、 砂防事業、 地すべ り 対策事業、 急傾斜地崩壊対策
事業 に よ り 土砂災害防止施設の整備 を 緊急的 に実施

②兵庫県等 に 対 し 、 「兵療県南部地震 に 係 る 二次的 な 土砂災害 に 対す る
警戒避難体制の確立 に つ い て 」 を 通達
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区 分 ! 内 容 l 

[義援金等の

受け入れ}

被災者救護対策 ・

助成措置等

③放置すれ ば次期降雨等 に よ り 被害が拡大 し 、 第 3 者 に被害が及ぶお そ !
れ の あ る 擁壁等の う ち 一定の要件 を満たす も の に つ い て 、 特例措置 と 2

し て新 た に災害関連緊急、急傾斜地崩壊対策事業 に よ り 復旧 対 策 を 実施
④被災 し た堤防、 護岸の応急惜置及び本復旧工事の実施

O 農地 ・ 農業用施設及び山地 に お け る 対策

①農林水産省

・ 二次災害の危険性の高い農地 ・ 農業用施設に対 し 、 点検の強化、 落

水 ・ 亀裂の処理等応急工事 を 実施

- 二次災害防止等の対策が必要 と さ れた 山腹崩壊筒所 の ほ か、 二次災

害の危険性の 高 い 山 地 に つ い て治 山事業等 を 実施

O 環境対策

①環境庁
・ 環境モ ニ タ リ ン グ を 実施す る と と も に、 適切 な 環境保全対策 を 徹底

O 義援金等の受け入れ

①郵政省

- 板神 ・ 淡路大震災の被災者救助用寄贈品 を 内容 と す る 小包郵便物 の
料金免除の実施 1 月 20 日 � 3 月 2 日

- 災害義援金の郵便振替に よ る 無料取扱 い の 実施
O 外国か ら の支援受け入れ

①人的 ・ 物的支援 に つ い て 、 76の 国 ・ 地域、 国 連、 WHO、 欧 州 連合か

ら 11" し 入 れがあ り 、 被災 自 治体の意向 を 確認の上、 44の 国 ・ 地域の支

援受け 入 れ を 決定

②在 白 米軍 に よ る 救援物資の提供、 物資の航空輸送、 テ ン ト の設営等の
支援受け入れ

③外国救助隊 (ス イ ス 、 フ ラ ン ス ) 、 医療チ } ム ( タ イ ) の 受 け 入 れ

[生活支援対策1 I 0 災害弔慰金、 災害障害見舞金の支給、 災害援護資金の貸付
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O 医療の確保、 医療費の特例等

①健康保険等の保険料の免除
②健康保険等の一部負担金等の支払いの免除

③公害病認定患者の認定更新申 請の特例措置

④そ の他、 健康保険及び厚生年金の標準報酬の改定の特師、 国民年金の

保険料免除、 年 金住宅融資の償還猶予等

O 雇用対策等
①雇用調整助成金の特例的 な 適用

②雇用保険失業給付の特例支給
③被災失業者の雇用促進

- 内定取消 の 回 避等新卒者の就職支援、 公共事業への就労{足進、 関係 j

公共職業安定所 に お け る 特別相談窓口 の 設置、 被災失業者 を対象 U
し た公共職業訓練の実施等 | 



区 分 内 容

- 関係労働基準監督署等 に お け る 総合相談窓口 の 設置 の ほ か、 安全衛

生パ ト ロ ー ルの実施、 防 じ ん マ ス ク の無償配布等に よ る 安全衛生確

保対策
{住宅支援対策] I 0 公的賃貸住宅等の早期 大量供給

O 住宅再建等の支援

①災害復興住宅融資

②被災住宅再建対策事業

③被災者向 け賃貸住宅供給の推進

④住宅資金融資返済救済措置

⑤年金福祉事業団災害融資制度等の創設
⑥勤労者財産形成持家融資の特例措置の創設

O 被災マ ン シ ョ ン建て替えへの対応

①住宅金融公庫の融資、 優良建築物等整備事業 (任意 再 開 発) の補助の

拡充、 住宅 ・ 都 市整備公団等 の建替事業への参加、 総合設計制度の運

用 の 弾力化等
②政令で定め る 災害 に よ り 滅失 し た 区分所有建物 に つ い て 、 敷地の共有

者等の 4 / 5 以上の多数決 に よ り 再建可能 と し た 。

O 税制j上の措置

①従業者が使用者等か ら 住宅資金の貸付 を 受 け た場合の所得税の課税の
特例

②被災住宅 に 代 え て取得す る 住宅の所令命権の保存登記及 び移転登記並 び
に そ の取得資金の貸付等 に 係 る 一定の抵当権の設定登記に 係 る 登録免

許税の免除

③政府系金融機関等が被災者 を 対象 と し て 行 う 住宅資金の特別貸付 に係

る 消費貸借契約書の 印紙税の非課税
④被災市街地復興推進地域内 で行わ れ る 土地区樹整理事業 に伴 う 復興共

同住宅区内の士地の共有持分の取得等の不動産取得 に 係 る 不動産取得

税及 び特別土地保有税の非課税措童の創設
⑤滅失 ・ 損壊 し た家賠 に 代 え て取得す る 家屋 に 係 る 同 定資産税及 び都市

計画税の軽減 等

{がれ き 等の I 0 解体費用 を 含 むがれ き 処理費用 の 1 1 2 を 補助 す る と と も に、 補助事業

処理対策1 I 費 に 係 る 地方負担額に つ い て 災害対策債の発行 を 許可 し、 そ の 元利償還

金の95% を特別交付税 に よ り 措置

O 現地 に 災害廃棄物処理推進協議会 を 設置す る 等の支援

{生業等への 1 0 中小企業等への対策

支援対策] I ①資金調達の 円滑化
- 政府系 中小企業金融機関等 に よ る 災害復旧貸付制度の発動

- 特に被害の著 し い 直接被害者に対 し で は、 貸付金利 の 実費的引 き 下

げ、 特別利率の貸付限度額 の 引 き 上げ及 び貸付期 間 等 を 延長
- 中小企業体質強化資令の拡充 に よ る 特別融資制度の創設

- 中小企業信用保険法、 中小企業近代化資金等助成法の特例措置

第三部@団体等の対応、 729 



区 分 j:lヨ 容

- 小企業等経営改善資金融資の充実 ・ 強化

②操業の早期再開 の 支援等
- 中小 企業事業 団 の 高 度化融資 に よ る 仮設工場 ・ 宿鋪 等 、 貸 共 同 工

場 ・ 庖舗等の整備促進

- 荷崩街振興組合等の共同施設の再建 に 対す る 補助
・ 災害復旧高度化事業の拡充 等

③既往債務の負担軽減

- 政府系 中小企業金融機関等の既往債務の返済猶予 に つ い て弾力 的 な
取扱い

- 中小金業事業団 の 高度化融資の既往債務の償還期限の延長

- 中小企業設備近代化資金の既往債務の償還免除や償還期 限の延長

④その他、 税制上の措置、 下請企業対策、 官公需確保対策、 転業の 円 滑

化、 各種共済制度の適切 な運用 、 経営棺談等の 実施

O 農林水産業等への対策

①農林水産業融資の充実 ・ 強化

・ 農林漁業金融公庫資金の農林漁業施設資金 ・ 卸売市場近代化資金等

の加工流通関係資金の貸付 利率 の 引 き 下げ及び農林漁業施設資金の
主務大臣指定施設の貸付摂度額の引 き ヒげ、 自 作農維持資金、 沿岸

漁業経営安定資金等経営維持 ・ 安定資金の 円滑な融通
- 被災者の実情 に 応 じ て 既往貸付 に 係 る 償還条件の緩和等適切 な対応

を 行 う よ う 関係金融機関 等 に 指導
②農林漁業施設復旧への補助

③中央卸売市場及び、地方卸売市場 に つ い て 、 災害復旧 制 度 を 創設
O 電気 ・ ガス ・ 鉄道等社会 イ ン フ ラ 、 小売 ・ 食料品関連等の生活関連事業、

製造業 な どに対 し 、 日 本開発銀行 に よ る 災害復旧融資制度 を 創 設

{学業支援対策1 I 0 学費 の免 除等

730 第三部@団体等の対応

①国立学校の授業料 ・ 入学科の免除

②公立学校の授業料等 に つ い て の配患 を 公立大学及 び教育委員 会 に要請

O 受験生等への支援
①近畿地 区 の 国立大学等の 国書館等 を 学習場所 と し て提供、 ま た、 全国

の大学生等の協力 に よ り 参考書 ・ 文房具等 を提供

②被災 し た 受験生 を対象 と し た特例入試を全国の国公立大学及 び約40の

私立大学等で実施 し た ほ か、 高校入試 に つ い て 、 被災地域の 生徒の受
験機会確保等特別の 配慮 を全 国 の教育委員会 に 要請

O 被災 し た外国人留学生等 に対 し 、 財団 を 通 じ て 」 時金 を 支給

O 私立学校への 支援
①私立学校施設災害復旧費補助の ほか、 私立学校経常費助 成 に お い て 教

育研究用物品復旧事業費 に対する 補助、 教育研究活動の復旧 に 要す る

種 々 の経費 に対す る 補助 、 及 び被災学生等 を 対象 と す る 学費減免措置

事業に要す る 経費 に対す る 補助 を 実施



区 分 内 ，玄竺，i:l" 

②災害復旧費及ぴ私立学校経営の安定に必要な 資金 に対す る 長期 ・ 低利

融資及び既柱債務の 返済猶予措置の実施

③災害復旧融 資 に 係 る 利子補給
O 児童生徒等の転入学等 に 関 す る 措置

転入学手続 き や教科書の無償供与等、 課程の修了、 卒業及び単位認定
等 に 関 す る 弾力 的 な取扱い を 要請

[復興基金の設立] I 0 僻阪神 淡路大震災復興基金の設立 に つ い て 、 県 市の 出 資金及び長期借

入金の原資に対 し て 地方債 を 許可す る と と も に 、 こ の地 方債‘の う ち 一定

の も の に つ い て は、 そ の利子の95% を 普通交付税 に よ り 措置

[ そ の他}

激甚災害の指定、

財政援助

[激甚災害の

指定等}

O 国税 の 申 告 ・ 納付等の期限延長
O 関税延納 制 度利用者の納期限の再延長等や緊急救援物 資 等 の 臨時間庁手

数料等の免除等
O 郵便預金及び簡易保険の非常取扱い及び被災者あ て電信為替 (窓口払)

の料金免除、 郵便貯金の 期 間 内払い戻 し の特別措置、 簡 易 保険の契約者

貸付の貸付利率引 き 下 げ等

O 日 本放送協会に よ る 放送受信料の免除

O 汚染負荷最賦課金の納付猫予
O 各種相談 窓 口 の 設置

O 阪神 ・ 淡路大震 災 を 激甚災害に指定する と と も に、 当 該災害 に適用 すべ
き 措置 と し て以 下 を 指定 1 月 25 日 政令第11号

①公共土木施設災害復旧事業等 に 関 す る 特別 の財政援助
②農地等の 災害復旧事業等 に 係 る 補助の特別措置

③農林水産業共同利用施設災害復旧事業費の補助 の特例
④中小企業信用保険法 に よ る 災害関係保証の特例

⑤中小企業近代化資金等助成法 に よ る 貸付金等の鵠還期 間 等の特例

⑥事業協 同組合等の施設の災害復旧事業 に 対す る 補助

⑦中小企業者 に 対す る 資金の融通 に 関 す る 特例

⑧公立社会教育施設災害復旧事業 に 対す る 補助

①私立学校施設災害復旧事業 に 対す る 補助

⑮市町村が施行す る 伝染病予防事業 に 関 す る 負担の特例
⑪母子及 び寡婦福祉法 に よ る 国 の 貸付の特例

⑫擢災者公営住宅建設事業 に対す る 補助 の特例
⑬小災害債 に 係 る 元利償還金の基準財政需要額への算入等

⑭雇用保険法 に よ る 求職者給付の 支給 に 関 す る 特例
o I平成 7 年 (1995年) 兵庫県南部地震に 係 る 激甚災害指定及 び中小企業

者等に対す る 災害融資等 に 関 す る 特別措置 に つ い て j を 閣議決定 し 、 激

甚災害の指定 を 待 た ず に 特 に 緊急実施す る 必要の あ る 政府系金融機関 に

よ る 中小企業者等への低利融資及び中小企業信用保険の特例措置 を 実施
1 月 20 日

第三部-1到本等の対応、 73 1 



区 分 内 ιモ，ft 

{特別財政援助 法 I 0 r阪神 ・ 淡路大震災に対処す る た め の特別の財政援助 及 び助成 に 関す る

等によ る 盟庫補助 | 法律J を 制 定 3 月 1 日 法律第16号

の特例 陪法及び 「阪神 ・ 淡路大震災に つ い て の 激甚災害の指定及 び こ れに対
し適用 すべ き 措置の指定に 関す る 政令j 等 に 基づ き 、 特例措置等 を 実施

[地方財政措置] I 0 6 年度臨第 2 次対淵{主補組}補沿

復興対策

額 に つ い て は、 地方交付税の総額 を 第 1 次補正予算後の額 に 国 定 し、 第

2 次補正で は 減額 を 行 わ な い措置 を 講 じ る と と も に 、 地方交付税の総額

に特別交付税300億 円 を 加算す る 措置 を 実施
O 地方債及び交付税 に つ い て 以下の措置 を 実施

①災害復旧事業

- 激甚法及び特別財政援助法の適用対象 と な っ た、 公共土木施設、 農

林水産業施設等 に係 る 事業 に つ い て 、 補助災害復旧事業債の対象 と
し た 。

- 阪神高速道路公団、 神戸港埠頭公社、 民 間鉄道事業者への地方公共
団体か ら の補助金に つ い て 、 新 た に単独災害復旧事業債の対象 と し
た。

- 公営企業 に 係 る 災害復旧事業 に つ い て、 一般会計か ら 特別 の繰出 を

行 う 制 度 を 創 設 し 、 そ れに 基づ く 繰出金を 単独災害復旧事業債の対
象 と す る と と も に 、 公営企業会計で起こ す災害復旧事業債につ い て
も 、 償還期 限 を 10年か ら 20年 に延長

- 単独災害復旧事業債に 係 る 元利{賞還金の交付税措置 率 の 引 き 上げ

②特定被災地方公共団体 に お け る -定の要件 に 該 当 す る 公共用地の先行

取得事業 に 対 し て発行 さ れる 公共用地先行取得等事業債等に 係 る 金利

負担の一部 に つ い て 、 後年度基準財政需要額 に算入
③歳入欠かん対策 ・ 災害救助事業等

. 7 年度 に お い て も 歳入欠かん債が発行で き る よ う 特別財政援助法に

所要の規定 を 設け る な ど、 地方税の減免 に よ る 減収の補 て ん対策

- 災害救助事業及 び災害清掃費 (瓦磯処理) に対す る 地方負担額全額

に つ い て 災害対策債発行 を 許可す る こ と と し、 そ の 元 利 償還金の
95% を特別交付税 に よ り 措置

{阪神 ・ 淡 路 復 興 I 0 r阪神 ・ 淡路大震災復興の 基本方針及 び組織に 関 す る 法律j に 基づ き 国

対策本部の設置1 I の 関係行政機 関 の 講ず る 復興の た め の施策 に 関 し て総合調整 を 行 う 「 阪

732 第三部@団体等の対応、

神 ・ 淡路復興対策本部」 を 設置 2 月 24 8 施行
o r阪神 ・ 淡路地域の復旧 ・ 復興 に 向 け て の 考 え 方 と 当 面講ずべ き 施策j

を 決定 4 月 28 t! 
O 地元が策定 し た復興 計画 に つ い て 「阪神 ・ 淡路地域の復興 に 向 け て の取

組方針」 を 決定 7 月 28 日

O 阪神 ・ 淡路復興委員会が10 月 10 日 に提言 し た復興特定事業 を 中心 に プ ロ
ジ ェ ク ト チ ー ム を 設置 1 1 月



区 分 内 容

{阪神 ・ 淡 路 復 興 1 0 総理府本府組織令の一部 を 改正 し、 「阪神 ・ 淡路復興委員会j を 設置

委員会の設置} 2 月 15 日
O 計14鴎 の委員会開催 の ほ か、 関係機関への ヒ ア リ ン グが行われた結果 3

つ の 意見 と 11の提言が ま と め ら れ、 下河辺委員長か ら 村 山 総理大臣 に 報
生口

(意見)
意見 復興 に 向 けて 政府の取 り 組むべ き 当面の施策 に つ い て

意見 ( 2 ) 復興10 ヵ 年計画及 び復興特定事業 に つ い て
意見 ( 3 ) 長期構想 に つ い て

(提言〉
提言 1 後興10 ヵ 年計画の 策 定

提 言 2 住宅の復興
3 がれ き 等 の 処理

4 ま ち づ く り の 当 面の方策

5 神戸港の 早期復興

6 経済複興 と 雇用確保
提言 7 健康 ・ 医療 ・ 福祉の社会的サー ビ ス の正常化への移行

提言� 8 復興10 ヵ 年計画の 基本的考 え 方

提 言 9 都市復興の基本的 考 え 方
提言�10 総合的 な 交通 . '1吉報通信の体系 的整備 ・ 調整

提言 11 復興特定事業の選定 と 実施

{特別法の制定] I 0 阪神 淡路大震災か ら の復旧 復興 を 円滑 に 進め る た め に必要 な 措置等
に つ い て 、 別 表の と お り 16法律 を 制 定

第三部@団体等の対応、 733 



( 2 ) 予算 (W平成 8 年版防災白書j よ り )

補正予算等 に お い て措置 さ れた 阪神 ・ 淡路大震災等関係経費 の概要

平成6年度第2次補正予算 に お け る 阪神 ・ 淡路大震災等関係経費 10， 223億円
平成7年度第1 次補正予算 に お け る 仮神 ・ 淡路大渓災等関係経費 14， 293億円
平成7年度第2次補正予算 に お け る 阪神 ・ 淡路大震災等関係経費 7， 782億円 t 33， 800億円

( こ の ほ か、 平成 6 年度予備費の使用 [148億円 〕 、 平成 7 年度公共事業予算の配
分重点化に よ る 措置 〔約1， 300億円〕 等 も 講 じ ら れて い る 。 )

「阪神 ・ 淡路 地 域 の 復 旧 ・ 復爽 に 向 け て

の 考 え 方 と 当 諏講ずべ き 施 策J ( 4 月 28日
阪神 ・ 淡路復興対策本部決定) の項 目

被災地 に お け る 生活の平常化支援

2 がれ き 処瑚

3 二次災害防止対 策

4 ì巷湾機能の早期 凶復等

5 早 期 イ ン フ ラ 数備

6 耐震性の 向 上対 策等

7 f主宅対策

8 市街地の整備等

9 房用 の維持 ・ 失業の防止等

10 保健 ・ 医療 ・ 福祉の充実
11 文教施設の早期本格復旧等
12 農林水産関係施設の復旧等

13 経済の復興
14 復旧 ・ 復興 を 円滑 に 進め る た めの

横断的施策
民 地域の安全 と 円滑 な 交通ì1rEの確保
16 紡災対策

そ の他

734 第三部@団体等の対応

王子成 7 年度第 1 次補正予算

4661.意河

1， 3571.窓円

127億円

3， 671億円

3 ， 7251意向

465億円

9691意円

2391)意円

105億円
(外、 労働保険特別会計

9641意向)
43l1!意向
962億円
252億円

1 ，  184億円
15億円

241意:円
2281怠円

721)意:円

14， 293億円

平成 6 年度第 2 次補正予算等

1 ，  293f�円
[ 6 年度予備費

148億 円 〕
3431)意 円

[ 7 年度配分重点化
21億円〕

96億円
[ 7 年度配分重点化

15億 円 〕
1 ，  199億円

[ 7 年度配分重点化
681意円〕

4 ， 37l1!意円
[ 7 年度自己分重点化

495億円 〕
198億円

[ 7 年度配分重点化
3821意同〕

8691:意 円
[ 7 年度配分重点化

185億円〕
150億円

[ 7 年度配分重点化
621)意円〕

173億円
1531意 円
1721)意円

[ 7 年度目己分重点化
10億円〕
6091:意円

661:意 円
651意 円

[ 7 年度配分重点化
901意円〕
463{)意円

10， 2231意向



「阪神 ・ 淡路地域の復興 に 向 け て の取組方針J ( 7 月 28 日 阪神 ・ 淡路 1 平成 7 年度 第 2 次補正予算
復興対策本部決定) の項 目

生活の再建j の た め の諸施策
(1)  被災者の居住の安定 の た め の住機能の充実
(2) 被災要介護高齢者等の支援策の充実
(3)  教脊活動 の 回復の た め の諸施設の復i日
(4) う る お い と やす ら ぎ の あ る 生活環境 を と り 戻すた め の 文化活

動への支援
(5) そ の他

2 経済の復興」 の た め の諸施策
(1) 終済復興 を 支 え る 交通 ・ 情報通信 イ ン フ ラ の整備
(2) 経済復興 に 資 す る 産業支援体制の整備
(3) その他

3 安全 な 地域づ く り j の た めの諸施策
(1)  オ ー ブ ン ス ペ ー ス と リ ダ ン ダ ン シ ー確保の た めの交通 イ ン フ ラ

と を 兼ね備え た安全で、快適 な ま ち づ く り
(2) 妨災性 を 有す る ラ イ フ ラ イ ン の整備
(3) 応急災答対策 に 資す る 公共施設の繋備
(4) その他

4 その{也

合 計

(注) 端数整理の 関係で各項 呂 の合計 と 総額 と は一致 し な い。

4， 6531)意円
3， 226�意向

48億円
2021)意円

1億円

1 ，  1 7 6{意円

7961J意円
1 421J意円
257t意向
397億円

2， 328億円
1 ，  977í意 円

1 23億円
211í意 円

17億円

4億円

7， 782億円
(事業主雪ベー ス で

1�1S4， 1001意円)
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( 3 ) 組織体制

(応急 ・ 緊急対策〉

緊急対策本部
[1119閣議決定に よ り 設澄、 4/28廃止}

{ 目 的]

本 部 長 : 内閣総理大臣
副本部長 ・ 内 閣官房長官

地震対策担当大臣
本 部 員 : 全閣僚
事 務 局 内潟内政審議室
協 力 : I到 i二11'防災局

閣 僚 レ ベ ル で取 り 組 むべ き 重要項 目 の検討連絡

〈復興対策〉

阪神 ・ 淡路復興対 策本部
{ 阪神 ・ 淡路大渓災復興の基本方針 及 び組織に 関
す る 法律に よ り 、 2/25設置 ]

(設置期 間 は5年間)

[ 目 的i

本 部 長 : 内 閣 総理大臣
副本部長 : 内 閣 官房長官

地渓対策担 当 大 臣
本 部í H : 全閣僚
参 与 : 元民I J二事務次 官
事務局長 国土事務次官

復興施策の総合調棄さ

地震対策担当大使特命室 [1123発足}
構成 : 関係省庁職員

意見提出[ �I 的 ]
震災対策担当大臣特命事項

非常災害対策本部
[災害対策基本法 に 基づ き 、 1/17設置}

本 部 長 : 国土庁長官又は

[ 目 的]

地震対策担当大臣
副 本部長 : I五l土政務次官
本部員 等 関係省庁幹部職員
事 務 局 . 国土庁防災局

具体的対策の実施 ・ 調整

平成一一一一部 |
現地対策本部

[閣議決定に よ り 、 1121設置、 4/4廃止}
( 1122神戸市内兵庫県公館に事務所 を 開設)

{ 目 的]

木 部 長 : IJil土政務次官
副本部長 : 国土庁長官官房審議官
本部員等 : 関係省庁幹部職員

被災地 と 東京 会 直 結 し 、 応急対策 を推進
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阪神 ・ 淡路復興委員 会
[$1JJ里府本府組織令に よ り 、 2/15設置]
(設置期 間 は1996.2.1 4ま での1年間)

委 員 長 ド河辺 淳 東京海上 研究所理事長
委 員 : 一番ヶ 瀬康子 東洋大学教授、

日 本女子大学名誉教授
伊 藤 滋 慶応義塾大学教授、

東京大学名主主教授
貝 原 俊民 兵庫県知事
川 上
堺屋
笹 山

哲 郊 (社) 関西経済連合会会長
太 ー 作家
幸俊 神戸市長

特別顧向 : 後藤 田
平岩

正晴 元副総理、 衆議院議員
外12] (社)経済団体連合会名誉会長

{ 目 的]
内 閣総理大臣の諮問 に応 じ、 総合誠 整 を 要す る
事項の調整審議 し 、 内閣総玉県大 臣 に 意見 を提出



( 4 ) 特別法

①基本方針 ・ 組織

法律の名称

阪神 ・ 淡路大震災復
興の基本方針及び級
織 に 関 す る 法律

②財源対策

阪神 ・ 淡路大震災に
対処す る た め の特別
の財政援助及 び助成
に 関 す る 法律

阪神 ・ 淡路火震 災 に
対処す る た め の平成
6 年度 に お け る 公債
の発行の特例等 に 関
す る 法律

平成 6 年分の地方交
付税の総額の特例等
に 関 す る 法律

法律の概要 公布 施行 |
- 復興 に つ い て の基本理念 (思 と 地方公共団体が協同 7 .  2 . 24公布 |

し て 、 仮神 ・ 淡路地域 に お け る 生活ーの再建、 経済の 公布 B か ら 施
復興、 安全な 地域づ く り 、 活力 あ る 関西圏の再生 を 行
実現す る ) (施行 日 か ら

- 阪神 ・ 淡路復興対策本部の設置及 び綴織 5 年 間)

- 激甚災持法の 「公共土木施設災害復旧事業等 に 関す 7 .  3 .  1 公布
る特別 の財政緩助等J の規定の適用 公布 日 か ら 施

- 以下の施設復旧事業への国の補助等 行
警察施設、 病院、 公立火葬場、 公立 と 畜場、 水道、
一般廃棄物処理施設、 消 防施設、 公立 ・ 社会福祉法
人の社会福祉施設、 中 央卸売 市場、 工業用水道総設、
商泊。街振興組合空宇の共i司施設、 神 戸港指定法人の符
理施設改良住宅等、 者同îh船主

- 医療保険等の一部負担金、 保険料の免除等
- 中小企業信用保険のて ん補準の引 き 上げ、 無拐保 ・

無保証人保険の別枠設定等
- 設備近代化資金の新規借入金の償還期 間延長
- 機工組合中 央金庫の災答復旧貸付の貸付限度額引 き !

上 げ
- 住宅金融公庫の災害復興貸付の据置期間、 受付期間

延長等
- 平成 7 年度 も 歳入欠陥等債発行 を 可能 と し た
- 船員保険に係る 失業保険余等支給の特例措置適舟
- 内定者に雇用安定事業等の規定 を 適用

- 平成 6 年度 に お け る 公債の発行の特例措置 7 .  3 .  1 公布
- 財政法第 4 条第 1 項た だ しを書 き の規定等 に よ り 発行 ! 公布 日 か ら 施

す る 公債の ほ か、 平成 6 年度 の 一般会計補正予算 に
お い て 見込 ま れ る 租税収入の減少を補い、 当該補正
予算 に よ り 追加せれる 歳 出 の財源に充て る た め、 当
該補正予算 を も っ て、 国会の議決 を 経 た 金額の範囲
内 で ー 6 … 明発向 こぺ
で き る こ と と し、 4 月 1 日 以 降発行の公債収入 は 6
年 度所長需 の歳入 と し た。

- 平成 6 年 度分の地方交付 税の総額並びに 品般会計か
ら 交付税及 び譲与税配付金特別会計への繰入金額の
特例

- 平成 6 年度分の幸子通交付税の総額及び特別交付税の
総額の特例

fi 

7 .  3 .  1 公布
公布 日 か ら 施
行
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③まちづ く り

被災紬地復興特別 1 都耐剛に被災1糊糊推進制杭め 2 制内
措i置法 で建築行為等の制限を行う こ と ができ る 。

7. 2 . 26公布
公布 日か ら施

- 復興共i司住宅区 (共同住宅を建設する 際の宅地共 行
有)

- 上地反i商事空理事業の清算金にかえ住宅を給付可能 と
した。

被災区分所有建物の - 大規模な災i��:等に よ り 区分所有建物の全部が滅失 し 7. 3. 24公布
戸手建等に関する特別 た場合、 敷地共有者等の 5 分の 4 以 kの多数決によ 公布 Bか ら施
措置法 り 建物を再建で き る 、 等 f丁

④税金 (減免 ・ 優遇措置)

阪神 ・ 淡路大震災の
被災者等に係る国税
関係法律の臨時特例
に関する法律

阪神 ・ 淡路火震災の
被災者等に係る 国税
関係法律の臨時特例
に関する法律の A部
を改正する法律

[所1:パ見?去の特例]
- 住宅家財て?の娘夫については平成 6 年分の総所得金
額等から雑凱撚除でき る 。

- 事業用資産の紛失については平成 6 年分の事業所得
等の必要経狩にtì:入でき る 。
[災害減免法の特例;
- 住宅又は家財について藤大;な被害を交けた者につい
ては平成 6 年に被害を受けた も の と して所得税の減
免を受ける こ と ができ る 。
[関税法の特例
. 被災者に係る関税の納期限延長
・ 救援物資の時間外通関の際の臨時間庁手数料免除 i 
[所得税 ・ 法人税関係]
- 被災者Injけ俊良賃貸住宅の割増償却、 被災代替資産
等の特別償却の対象を定めた。

- 被災市街地復興土地区画整瑚事業、 被災市街地復興
土地区岡号室理事業等に係る課税の特例

- 特定の事業用資産の買換えの場合等の課税の特例
[その他]
- 相続税、 贈与税、 地価税に係る特例等

7. 2. 20公布
公布 []か ら施
行

7. 3. 27公布
公社i 日 か ら施
行

災害被害者に対する | 所得税の軽減免除又は徴収猶予等の適用対象所得限 I 7 . 2 . 20公布
租税の減免、 徴収納 | 度額を引 き上げ (600万円→1. 000万円) た ヒ、 所得税 | 公布 日 から施
予等に隠する法律の j の軽減免除をする場合の限度額を次の と お り 引 き kげ j 行
一部を改正する法律 j た。

地方税法の {告を改
正する法律

地方税法の 去Eを改
正する法律

738 第三郎@肉体等の対応、

全額免除 300万円→500万円 1 2 軽減 450万円
→750万円

1 4 戦i主 600万円→1， 000万円
資産について受けた損失の金額を平成 6 '4"分のJ員失 I 7 . 2. 20公布 i 

念額と して、 ヂ成 7 年度以後の年度分の個人住民税の i 公布 日 か ら施 i
雑損控除及び雑損失投除を受ける こ とができ る 。 I 行 ; 

県民税、 市町民税、 事業税、 不動産取得税、 同定資 I 7. 3. 27公布
産税、 都市計画税に係る特例 | 公布 H か ら施

行



⑤雇用対策

阪神 ・ 淡路大震災を
受けた地域 に お け る
被災失業者の公共事
業への就労促進に 関
す る 特別措置法

⑤選挙の延期
「一一一一一一一

被災地域の う ち 失業者が多数発生あ る い は発生す る 7. 3. 1公布
お それがあ る 地域で実施す る 公共事業 に つ い て 、 労働 公布 日 か ら 施
大臣 は使用 さ れる 労働者数 と そ の う ち の被災失業者数 行
と の比率 (吸収率) を 定 め る こ と がで き る 。 (施行 日 か ら

5 年潤)

阪神 ・ 淡路大震災に | 特定被災区域内 に あ る 地}j公共団体の う ち 平成 7 年 I 7. 3 . 13公布
伴 う 地方公共同体の I 3 月 1 臼 か ら 5 月 31 R ま で の 間 に 任期が満 了 す る こ と | 公布 日 か ら 施
議会の議員 及 び長の ! と な る 議会の議員 又 は長の任期満 了 に よ る 選挙の期 日 | 行
選挙期 日 等の 臨時半寺 | は平成 7 年 6 月 11 日 と す る 。
初j に 隠す る 法律

⑦期限延長等

阪神 ・ 淡路大震災に 震災被災者等について、 行政上の権利利益の 回復又 7. 3. 1公布
伴 う 許可等の有効期 は保全の た めの期間のj持 了 日 の延長等 を 行 う 。 公布 日 か ら 施
郊の延長等 に 関す る (平成 7 年 1 月 17 日 以 降の満了→平成 7 年 6 }j 30 日 ま 行
緊急、情置法 で延長可 )

阪神 ・ 淡路大震災に 権 災者11市借地借家 臨時処理法逃用 地域に、 震災発生 7. 3. 17公布
伴 う 民事調停法 に よ 当 日 に住所、 }舌所、 営業所又は事務所 を 有 し て い た 者 公布 日 か ら 施
る 調停 の 申 立て の 手 が震災 に 関す る 紛争につ き 民事調停 を 申 し立て る 場合 行
数料の特例 に 関す る は 申 立手数料を 免除す る 。 (7. 1 .  17に 遡
法律 及 し て 適用)

阪神 ・ 淡路大震災に - 震 災に よ る 被害 で債務超過 と な っ た 法 人 に 対 し て 7. 3. 24公布
伴 う 法人の破産宣告 は、 A定期 間破産宣告を す る こ と がで き な い 。 公布 白 か ら 施
及 び会社の最低資本 ( 9 . 1 . 16 ま で) 千丁
金の制 限の特例 に 関 - 大阪府、 兵庫県 に本庖が所主主する 株式会社有限会社
す る 法律 に つ い て は、 最低資本余 に 関 す る 猶 予期 間延長
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立 警察 ([阪神 ・ 淡路大震災 警祭活動の記録J よ り )

( 1  ) 主 な 対応

区 分

災害警備活動

内 容

[災害警備本部1 I 0 兵庫県災害警備本部 を 設置 ] 月 m 午前 6付附附H時剛守担1日5
O 近畿管|区玄警祭局及び関係管区J警警察局、 都道府県警察 に災害警備本部 を 設

置 午前 6 時20分

O 警察庁警備 局 に 災害警備連絡室 を 設置 午前 6 時30分
O 警察庁 に 災害警備本部 を 設置 午 前 8 時30分

O 特別派遣部勝 (426， 430人) 及 び県 内部隊の運用

[救助 ・ 捜索活動] I 0 活動体制
① 1 月 17 日 中 に特別派遣部隊約2， 500人が県内 入 札 19 日 以 降 は合計約

5， 500人の特別派遣部隊の応援 を 受け、 約16 ， 000人体制

②一斉捜索の実施 1 月 28 tI 
人員 ; 警察官及 び 自 衛官約15， 000人

捜索地域 9 警察署管内 (東灘、 灘、 茸合、 生 田 、 兵庫、 長 田 、 須
磨 、 芦屋、 西宮) の 被災地域

O 情報収集 ・ 連絡
①行方不明者相 談所 の 開 設 1 月 18 日 ~
②外国人相談 コ ー ナ ー の 開設 1 月 19 日 ~

O 地機関 と の 連携

各警察署単位での市 (区) 役所、 自 衛隊、 消 防署、 土木事務所等 と の
連続、 調整

{検視 ・ 身元確認] I 0 検視班の編成
①災害警備本部及び警察署‘ に検視班 を 編成

②検視立会 (死体検案) 医師
- 県の監察医の ほ か、 日 本法医学会に協力 を要請 (神戸市内)

- 警察医 と の 連携の ほか、 地元医師会に協力 を 要請 (神戸市外)

③兵庫県警察歯科医会への協力要請 に よ り 、 指紋で身元確認がで き な い

遺体に対 し、 歯牙の鑑定検査 を 実施

O 活動内容

①遺体搬送、 遺体安置所へ の 引 継 ぎ
②遺体安置所での作業 (安置、 検視、 納棺、 死体検案書の交付、 親族等

の受付)

③身元不明遺体の調査
[交通警察活動] I 0 交通慨の収集 と 対応

740 第三部@団体等の対応

1 月 17 日 夕 刻 ま で に 主要道路の障害状況 を 掌握

- 交通機動隊、 高速道路交通警察隊、 警察署の現場警察官 に よ る 巡回
把握



民 分 内 "" 
tt 

- 交通監視 カ メ ラ 、 車両感知器等生 き 残 っ た管制端末 を 活用 し た情報

収集
・ ヘ リ コ プ タ ー に よ る 調資、 道路管理者等関係機関 と の連携

O 高速道路の 緊急対策
①近畿管区警察局保安部高速道路管理室の対応

- 高速 自 動車国道 9 路線、 指定 自 動車専用道路 4 路線の全面通行禁止
及 び イ ン タ ー 閉鎖 を行 い 、 安全点検等 を 実施

・ 交通瞳害箇所や交通規制状況、 広域 う 田路の広報

・ 中 国縦貫 自 動車道、 名神高速道路 に 対す る 広域交通対策の実施

②兵庫県高速道路交通警察隊の対応
- 道路管理者に対 し 、 各ブー ス の 閉鎖 を 指示、 現場に あ る 事雨 は夜近

の ラ ン プ ウ ェ イ か ら排出 し、 後続車両の通行禁止措置 を 実施

- 高速道路上の負傷者の救出、 救護及び遺体収容活動
- 公団 と の連携 に よ る 放置車両の移動、 所有者への返還

O 一般道路に お け る 緊急対策

①道路交通法第 6 条の現場警祭官に よ る 交通規制の実施 1 月 17 日
② う 回路対策

③広報対策
・ 道路交通情報セ ン タ ー に よ る 情報提供
. テ レ ホ ン サー ビ ス に よ る 情報提供

・ パ ソ コ ン 通信 「兵庫 ポ リ ス ネ ッ ト J に よ る 情報提供
④輸送ル … ト 等の設定及び交通規制の実施

⑤緊急輸送路規制 に 関す る 相談等の 窓口設置

⑥緊急物資等輸送車両等の先導

⑦運転免許対策

・ 更新予定者の免許証有効期 間 の延長措置

. 運転免許再交付の特例措置

- 運転免許業務 の全面再開 2 月 16 日

・ 運転免許試験の再開 2 月 27 日 ( 2 月 16 日 �24 日 暫定実施)

O 規制効果の確保対策
①道路標識の作成、 掲示
②緊急物資等輸送 ル ー ト の確保等 の た め の標章の作成、 交付

③復興物 資及び、生 活 関 連物資等輸送 ル ー ト を確保す る た め の標 章 の 作
成、 交付

④標章偽 (変) 造事案の按査等
O 放置車両等対策

①被災車両の移動保管等

②違法駐車対策
- 交通巡視員 等40名で構成 し た ひ ま わ り 隊 に よ る 長期 (時) 開放置車

両排除活動の推進

第三部@悶体等の対応、 741 



区 分

{地域安全活動

(後方治安対策) 1 

[二次災害防止

対策}

[救護活動}

[広報対策i

742 第三郊@間体等の対応、

内 容

- 交通巡視員 を 警察 官 に 身分替 え し、 「新生 ひ ま わ り 隊J を 発足 さ せ
て被災地の駐車対策 を 強化 4 月 1 日

O パス 優先 レ ー ン の設定

O 災害廃棄物 ( ガ レ キ) 対策

①ガ レ キ 等搬送車両 を 規制 ル ー ト の 通行禁止対象車両か ら 除外

②仮霞 き 場や処分場への進入路の 一本化等

③廃棄物処理推進協議会の発足 2 月 3 日

O 一般車両の被災地域への う 回誘導、 協力要請の広報、 交通規制の見直 し

に よ る 交通総量の抑制 1 月 19 日 ~
O そ の他

① フ ェ ニ ッ ク ス ト ラ フ イ ツ ク 隊 (通称 PT 隊) の発足 7 月 25 日

・ 皇官警察 及 び全国33都道府県警察か ら の特別 出 向者200名 と 本県 交

通機動隊45名 で構成

- 復興物 資輸送 ル ー ト 及 び生活 ・ 復興 関 連物 資輸送 ル ー ト 等 に お い

て 、 交通検問や交通整理等の活動 を 開始 8 月 1 臼 ~

②交通反則通告セ ン タ ー に よ る 反則金の特例納付手続 き 等

i ③交通研究所に よ る 「道路利用 に 関す る ア ン ケ ー ト j の実施
O 他都府毘か ら の応援パ ト カ ー で編成す る 「受援パ ト カ ー 隊J に よ る パ ト

ロ ー ル、 避難場所等 に お け る 駐在警戒等 1 月 18 日 � 4 月 26 日

O 本県応援部隊 と 他都道府県特別派遣部隊 に よ る 「被災地域集 団 パ ト ロ ー

ル隊J を 組織 し、 被災の激 し い 9 警察署管 内 に 派遣、 避難所周辺、 不在
家屋等 を 中心 に 24時間体制 で徒歩 に よ る 集団パ ト ロ ー ル を 実施 1 月 20
日 � 7 月 25 R 

O 自 動車警 ら 隊員 を も っ て 「安全パ ト カ ー 隊J を 組織 し 、 被災の大 き な 14
警察署管 内 に お い て事件、 事故等の発生が予想、 さ れる 「重点 立 ち 寄 り 避
難所j の重点パ ト ロ ー ル を 実施 2 月 10 日 � 7 月 31 日

O 関係市町、 消防、 自 衛隊等 と の共 同 に よ る 避難所の巡回、 地滑 り ・ 土砂 !

崩 れ等の危険個所の把握、 立入禁止区域の設定、 危険個所等の広報、 危 ;

険建造物、 危 険個所等の ビ ニ ー ル シ ー ト での被覆 な ど、 余震 ・ 降雨等の

対策の実施

O 被災 自 治体 と 連携 し て 、 避難勧告の伝達や誘導活動 を 実施

O 兵庫県警察救急救護所 を 警察本部生田庁舎 に 開設 1 月 19 日 � 3 月 31 日 i
. 5 警察署 (東灘、 生 田 、 兵庫、 長 田 、 西宮) を 対 象 に 、 巡回診療 を 実

施 2 月 3 日 ~

O 記者発表等

①生 附庁舎 内 に 「記者 ク ラ ブ室J を 設置

②死者数等の 定時発表、 取材 申 込みへの対応
O 本部長メ ッ セ ー ジ等

①17 日 午前 7 時か ら 数回 に わ た り 、 報道機関 を 通 じて 「慌てず落 ち 着 い
て行動 し て ほ し いJ 旨の本部長 メ ッ セ ー ジ を放送

② ラ ジ オ 放送、 パ ト カ ー や 広 報車 に よ る 広報の実施



区 分

[ そ の他i

地域安全推進活動

[地域安企推進

本部i
i安心ニ ー ズ ・

情報班}

{安心生活班]

内 白鳥事fr 

o I警察か ら の お知 ら せJ の発行 1 月 18 日 ~

o I地域安全ニ ュ ー ス j 等チ ラ シ の発行 1 月 19 日 ~

O 警備従事部隊員 に対す る 食糧、 宿泊所、 装備資器材の確保等

O 警察通信機能の維持確保等

O 地域安全推進本部の設置 2 月 10 日

O 地域安全情報の提供
①広報車 に よ る 防犯広報活動 1 月 四 日 � 3 月 31 日
② 「地域安全ニ ュ ー ス j の発行 1 月 19 日 � 4 月 1 日

O 各種相談 ・ 苦情の処理

①行方不明者相談所 の 開設 1 月 18 日 � 3 月 31 日 ; 

② 「警察 な ん で も 相 談J I覚せ い 剤110番J I悪徳商法110番J Iヤ ン グ ト

ー ク j に よ る な ん で も 相 談の受理

③あ じ さ い少年相談所 の 開 設 2 月 20 日 ~

④少年補導活動の 強化、 震災関連悪徳商法の強力 な取締 り の展 開

O 住民 ニ ー ズ処理
①各種団体が行 う 「 ボ ラ ン テ ィ ア 防犯パ ト ロ ー ル隊」 に対 し 、 警察官 と

の合同パ ト ロ ー ル、 懐中電灯等資器材の配布等の支援活動 を 実施

②関係機関、 団 体 と 連携 し て 避難所及 び駅席辺の街路灯の破損状況 を 調
査 し、 補修、 新設 を 要請 し て い く 「街 を 明 る く す る ラ イ ト ア ッ プ作戦J

の展開

③防犯協会等の被災状況調査の実施及び防犯基盤の再構築
④金融機関等被災状況調査 と 防犯指導の実施
⑤外国人相談 コ ー ナ ー の設置 1 月 19 日 � 3 月 17 日

⑥避難所 に 花 を 送 る 「 こ こ ろ に花 を J フ ラ ワ 一作戦の実施

⑦全同 の 自 治体が管理 し て い る 放置 自 転車の提供 を 受 け 、 「避難者用 自

転車提供作戦」 を 実施
⑧許可銃砲保管場所の被災状況調査の実施及 び安全保管の徹底

O 地域警察ア ク シ ョ ン プ ロ グ ラ ム の策定、 運用 2 月 1 日 ~

O 避難所、 仮設住宅 に お け る 各種警察活動
①婦人警察官で編成す る 避難所訪問部隊 「の じ ぎ く パ ト ロ ー ル隊」 の発

足 2 月 10 日 � 4 月 刊 行

②警察官 と 県職員 に よ り 神戸市、 芦屋市、 西宮市の全て の 避難所 を 巡回
す る 「避難所緊急パ ト ロ ー ル隊」 の 発足 1 月 初 日 � 7 月 26 日

③ 「安全パ ト カ ー 隊」 に よ る 避難所、 仮設住宅の訪問 2 月 10 日 � 7 月

31 日

④特別 巡回連絡の実施
- 仮設住宅 に つ い て は、 新た に 「仮設住宅対策 プ ロ グ ラ ム 」 を 策定 し、 ! 

各警察署 ご と の 地域の実態 に応 じ て活動 を 推進 | 

第三部@団体等の対応、 743 



区 分 Vョ に与1・谷

ふれ あ い 安全パ ト ロ ー ル隊 に よ る 定期 的 な 巡回 (長田警察署 な ど) 、

防犯ブザー の 配布 (生 田 警察署な ど) 、 防犯連絡所の 設 置 (加古 川 警
察署な ど) 、 住民への ア ン ケ ー ト 調査 ( 甲 子園警察署 な ど) 、 全仮設住

宅一斉訪問活動 (束、灘警察署 な ど)

・ ふ れ あ い セ ン タ ー の活用 に よ る 高齢者交通安全集会や 防犯懇談会の

開催
O 移動交番車 に よ る 臨時交番 の 開 設
O 警察署 ・ 交番 ・ 駐在所設置 フ ァ ッ ク ス の活用 に よ る 避難所への情報提供

等

{特別取締 り 班] I 0 部門 別 に 、 以 下 を 重点 と し た取締活動 を 推進

①生活経済事犯
便乗値上げ、 詐欺商法等悪質経済事犯の予 防 ・ 取締 り

②暴力 団事犯

災害 に 関連 し た暴力団犯罪の取締 り
. 暴力 団 の 動 向視察の強化
- 混乱に乗 じ た 各種権利介入犯罪の取締 り 強化

. 復興事業 に 関 連 し た各務犯罪の取締 り

③一般犯罪
機動捜査隊、 警察本部捜査員 、 関係警察署に よ る 特別取締 り 班の 編

成 と ょ う 撃捜査の推進

- 避難 に よ る 不在家屋、 ス ー パ 一 等 を 担 っ た犯罪の取締 り

・ 自 動車、 単車等 を 狙 っ た 犯罪の取締 り

- 金融機関 を対象 と し た犯罪の取締 り

[エ リ ア交通班] I 0 エ リ ア 交通規制
①被災地域に お け る 効果的交通規制

②取壊 し 、 解体工事等の事前協議 と 調整
③長期 間放置車両 の 除去

④災害廃棄物 ( ガ レ キ) 運搬等災害復旧車両の優先対策
O エ リ ア 交通情報

①被災地 に お け る 各種交通情報の抱握 と タ イ ム 1) ー な提供

②交通管制機能の早期修復
③交通安全施設の被害状況の点検 と 整備

④運転免許の再交付及び更新、 道路使用 ・ 車庫説明業務等 の 適正 な 処理

{行政連絡、 I 0 兵庫県南部地震災害対策本部会議等への出席に よ る 県、 市等 と の連絡協

広報班] I 議

744 第三部@団体等の対応、

O 広報
①各種j活岳動 に対す る 実施状況 に つ い て 報道機関へ資料提供及び

への対対‘応、

②犠牲者数、 行方不明者数、 負傷者数等の定時広報の ほ か 、 避難勧告等
被災地の状況、 二次災害防止や悪徳商法の 防止対策等の広報



ι相官内区 分

O 復興 に係 る 各種施策 を 調整 し 、 兵庫県警察の方針や意見 と し て と り ま と
め る 窓口部署 と し て 、 ま た、 今 回 の 震災 に お け る 各種記録や資料の早期

の 記録化、 資料化 を 図 る と と も に新た な 災害警備計 画 を 策定す る た め災

護興対策

{災害対策課
の新設}

害対策課を新設 3 月 22 日

O 全国か ら の特別 出 向者に よ る 「 フ ェ ニ ッ ク ス 隊j を創設 し 、 治安確保の

各種活動 を 推進 7 月 25 日

O 各種施策 に お け る 県 と の連携強化 を 図 る た め 、 兵庫県防災部消 防防災課

[ フ ェ ニ ッ ク ス隊

の創設]

[復興活動}
へ職員 2 名 を 派遣 11月 24 日

O 県、 市等の 行 う 各種会議への 出席、 照会等に 対す る 意見具 申 等に よ る 復

!日 ・ 復興活動への支援

( 2 ) 組織体制

兵庫県災害警備本部 ( 1 月 17 日 6 時15分設置)
兵庫県災:'��害警備本部体制表

警 察 本 部 長長部本

長百五務警長部本高。

長吉日備警長吉日本高日

幕

総 務 部 長
刑 事 部 長
俣 病 安 全 部 長
地 域 部 長
交 通 部 長
通 信 部 長
警 務 部 参 事 宮
刑 事 部 参 事 官
警 備 部 参 事 官
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地域安全推進本部 ( 2 丹 10 日 設置)
池域安全推進本部体制表
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地域部長 (安心生活ま日 当 )
刑事部長 (特別取締 り 担当)
交通部長 (エ リ ア 交通担当)
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E 消 防 ([阪神 ・ 淡路大震災の記録J よ り )

区 分

地元消防本部の滞

火活動

{神戸市消妨局l O 初期活動等
①119通信受信

内 ー些，
tt 

- 平成 6 年 中 の 1 B 当 た り 平均受信件数 は436 同 で あ る が、 そ の10数

倍の状況であ り 、 19台で受信 し た が処理 し切れな か っ た。

②地震発生時の消紡部隊

・ ポ ン プ車22、 タ ン ク 車 7 、 救助車11、 救急車27、 特殊車13 計80隊、

292人
③本部指揮所の 開 設 1 月 17 日 午前 6 時50分
④同時多発の災害状況 を 踏 ま え 、 管轄区域の 災害は基本的 に 各消 防署で

対応す る 基本方針 を 決定 1 月 17 日 午前 7 時10分

O 消防活動の展開

①消火活動
・ 地震発生後10 日 間 で175件の火災発生 ( う ち 地 震 当 日 111件)

②消防艇の活動

- 神戸市水 日書紡署 2 艇

- 他都 市消 防艇 大阪 2 艇、 堺高石 1 艇

[尼崎市消防局] I 0 初期間等
①119通信受信

. 1 月 17 日 5 時46分か ら 24時00分の受報回数は1 ， 995件で通常の16倍

②地震発生時 (平常時) の消 防部隊
. r再防隊22隊、 救急、隊 6 隊、 その他の隊 l 隊

③現場指揮体制 は 、 地震発生直後か ら 火災、 救助、 ガ ス 漏れ災害等が多

発 し た た め所轄署長の指揮の も と 災害活動 を 実施

O 泊防活動の展開
①消火活動

・ 1 月 17 日 6 時00分か ら 18時39分 ま で の 聞 に 8 件の火災発生

・ 出動車両42台、 出動人員218人
{明石市消防本部] I 0 初期活動等

①119通信受信

・ 1 月 17 日 の受信 回 数は865件で、 平成 6 年 の 1 日 当 た り

数の約12倍

O 消 防活動の展開

①消火活動
. 6 件の火災発生 (部分焼 4 件、 ぼや 2 件)
・ 出動抹員175人、 出動車両57台

第三吉1\.図体等の対応、 747 



区 分 内 自モ・合

{西宮市消防局] I 0 初期活動等
①119通信受信

. 1 月 17 日 中 の受信件数は4， 420件

②地震発生時の消妨部抹

- 消防車両19台、 人員90人

③本部指揮所
- 市内各消防署 に 対 し 「火災の鎮圧及ぴ人命救助 を優先 し 最善の行動

を と る よ う 」 指令、 管制室 内 に 指揮本部 を 設置
- 各署の活動 を 本部の直轄指揮 下 に置 き 、 管轄 を 外 し た 部隊編成 を 実

施

O 消 防活動の展開

①消火活動
. 1 月 17 tJ 5 時52分か ら 7 時 ま で の 閑 に 、 1 19番通報、 出動 隊 に よ る

発見及び駆け 込み等で22件の火災 を 覚知

「全て の火災現場 に消火隊を投入す る � 1 火災現場 1 ポ ン プ」 を 基
本戦術 と し て 、 被害の少 な い北消 紡署の ポ ン プ率 2 台 を 消 妨局 に 集
結

・ 査察広報車、 資機材搬送車等あ ら ゆ る 車両に可搬式動力 ポ ン プ、 水

管等を積載 し て 現場へ投入す る と と も に、 市 内 消 防 団 (南部地域の

26台) 及 び他 市応援隊 と 連携

[芦屋市消防局] I 0 初期活動等
①119通信受信

- 地震発生後、 1 n 17 日 の 受信 回 数 は397件 で、 平成 6 年 中 の 1 日 当

た り 平均受信 回 数の約20倍

②地震発生時の 当務員 22人

③指揮体制
・ 1 月 17 日 6 時30分に芦屋市災害対策本部 を 設霞

O 消 防活動の展 開
①消火活動

・ 消防 同 と の 連携 を 図 り 、 全 て の 火災現場 に 消 防 隊 を 投入す る こ と を

重点 と し た部隊統制 を 実施

[伊丹市消妨局] I 0 初期活動等

748 第三部@団体等の対応、

①119通信受信
・ 17 日 地震発生か ら 24時 ま での 間 の受付状況は500件で、 通常の14倍

②地震発生時の当務員 47人

O 消防活動の展開
①消火活動

. 1 月 17 日 5 時46分か ら 17時23分 ま で の 間 に 7 件 の火災発生

・ 出動車両26台、 出動人員 109人



民 分 内 dで会合

[宝環市消防局] I 0 初期活動等
①119通信受信

- 地震発生か ら 24時 ま での受報回数は1， 400件 を 数 え 、 通常の20倍

②消防本部 4 階防災対策室に消 防本部災害対策本部 を 開設
③地域防災計闘 に 基づ く 災害発生時の消 防部隊 を 編成

O 消助活動の展開

①消火活動
. 1 月 17 日 5 時59分か ら 13時17分 ま での 間 に 4 件の火 災発生

[ J I !西市消防局1 I 0 初期活動等
①119通信受信

. 地震発生後の通報 は 「 ガス 漏 れ通報j と 「救急要請j が大半であ っ た

. 1 19番回線が転勝 し た た め 、 南消防署へ の 駆 け つ け 通報が数件 あ っ

た

O 消防活動の展開

①消火活動

・ 火災防御 を 最優先 に 通報内容か ら 優先順位 を 判 断 し 、 火災以外は救
助工作車、 救急車等 を 要請現場 1 件 に つ き 1 台 と し て車両選出 を 実

施

- 消 防団 に は無線受令機 に よ り 出動場所を 指令

・ 火災発生件数 3 件

{淡路広域糊事 1 0 初期活動等

務組合消防本部] I ①119通信受信

{ そ の他}

地元消防団の活動

. 17 日 に お け る 受信 回 数 は255件 に お よ び、 平成 6 年 中 の 1 日 当 た り

平均受信国数のお よ そ 8 倍以上

②地簾発生時の消防隊

・ ポ ン プ車 7 、 タ ン ク 車 I 、 化学車 2 、 救助工作車 1 、 積載車 4 、 救
急車 7 、 そ の他車両 1 合計 23隊、 70人

③指令 「水防計画j の組織 を 準用
④消防対策本部 1 丹 17 日 6 特別分に 開 設

O 消防活動の展 開

①消火活動
・ 火災発生件数 2 件 ( 内 1 件 は爆発の みの火災で損害 な し )

O 三木市消 防本部
地震発生 当 B 火災発生件数は l f午、 3 隊11人が出動

O 三 田市消防本部
救急出場、 警戒出動、 広 報 な どに よ り 被害状況 に 関 す る 情報 を 収集

{神戸市 1 0 出動人員 1 月 山 �31 日 の 間 延べ払 572人
O 活動内 容

人命救助 ・ 検索、 消 火 ・ 消 火支援、 避難誘導、 安否確認、 応急手当 ・
救援、 物 資搬送、 警戒パ ト ロ ー ル、 被災者救援 等

第三部@団体等の対応、 749 



医 分

{尼崎市}

[明石市]

{西吉市]

{芦屋市]

[伊丹市}

750 第三部@団体等の対応

内 容

O 市内 での活動

①震災発生後、 直 ち に尼崎市消 防団本部 を 開設、 市 内 6 地 区 に お い て は

各支所 を 拠点 と し て地 区 団 本部 を 開設

②活動内容 ・ 出動人員等 ( 2 月 末現在)

活 動 内 容 出動車両計 出動人員計

火災 ・ 救助 ・ ガ ス 漏 れ出動 72tì 368人
広報 ・ 警戒 ・ 調査出動 392苦? 2， 011 人
そ の他 (物資搬送等) 活動 475t? 2， 467人

総 9391令 4， 846人

O 市外応援

( また 、 県庁では兵庫県消防協会長の要請によ り 救援物資の振 り 分け作業活動を実施)

O 活動内容 ・ 出動人員等

日 的 場 所

消火活動及び警戒 明石市内
屋根シー ト 張 り 明石市内
救援物資集積所 に 兵庫県消防学校及び
お け る 支援活動 グ リ ー ン ピァ :木

O 活動内 容 ・ 出動人員等

出動台数

消火活動 104台
数助活動 314台
負 傷者等搬送 81A 

給水活動 ( 1 /20- 2 /20) 5671う

O 出動人員等 車両延べ42台、 1 ， 1 2 1人
O 活動内容

件数 出動人員

1761午 805人
110+牛 547人

3 {!j: 178人

出動人員

647人
3， 328人

(負傷者 38入)
(死 者 43人)

2， 191人

火災出動、 人命救出、 人名検索、 警戒の支援活動
O 出動人員 25隊、 241 人 ( 2 月 14 日 現在)
O 活動内容

火災出動、 倒壊家屋の措置、 警戒、 広 報活動、 水防活動、 調査、 他都

市の応援 等



区 分

{宝塚市]

[ J I I西市}

{淡路各市町}

内 ιモ，ft 

O 出動人員 等 車両延べ36台、 164人

O 活動内容
火災出動、 救助出動、 警戒出動、 広報活動、 市街応援活動、 市内避難

容内
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7 日 21合 135人 火災 ・ 救助 ・ 警戒
18 日 5 子T 2 1人 警戒 . 1也市応援
19 日 3 台 18人 事警戒
20�31 日 37台 341人 脅戒 ・ 巡視 . 11也市応援 ・ 危険個所応急処i荷
合 計 65台 517人

O 出動人員 1 月 17 日 �31 日 の 問 、 合計7 ， 283人

O 活動内容
倒壊家屋 か ら の救出活動、 消火活動、 た め池等水防危 険個所の警戒 ・

調釜及び被災住民に対す る 救援活動、 救援物資の搬送、 防火パ ト ロ ー ル、

北淡町への応援出動

O 三木市

・ 管内 での活動状況 火災出場 14人 そ の他 378人

・ 管外での活動状況 そ の他 3 人

O 二 町市
1 月 18 日 か ら 「救援物資搬送の先導J 及び 「人命救護活動」 を 実施

自 衛防災組織の 1 0 広域応援の概況

広域応援 と 活動 | 消 防庁か ら 近隣の コ ン ビナ ー ト 地区の 自 衛防災組織 に 対 し て被災地へ

の応援出動 を 働 き かけ

- 応援事業所数等 応援事業所数17、 出動車両等15台、 人 員 延べ91 人

{ そ の他]

救助活動

O 主 な 活動内容
・ 特定事業所 に お け る 倒壊危険 の あ る タ ン ク の 警戒活動

. LPG 漏洩事故 に お け る 警戒活動

- 市街地火災の消火活動支援

- 救助活動等

O 活動期 間 1 月 17 日 � 2 月 10 B 

O 活動人員等 (大阪分含む)
- 活動隊数 延べ2， 039隊 ( う ち 被災地消防本部の活動隊842隊)

- 活動人員 延べ10， 132人 ( う ち 被災地消妨本部の活動人員4， 400人)

救急活動 I 0 主 な 地域の救急活動状況 1 月 17 日 � 2 月 6 日

神戸市 件数 6， 487件 人員 6， 089人 応援隊 470隊

西宮市 件数 1 ， 270件 人員 1 ，  227人 応援隊 3 隊

芦屋 市 件数 530件 人員 566人 応援隊 61 隊

宝塚市 件数 570件 人員 563人

淡路広域 件数 324件 人員 325人

第三部@団体等の対応、 75 1 



区 分 内
��合廿

消防 ・ 防災ヘ リ コ 1 0 活動期 間 1 月 17 日 � 3 月 31 日

プタ ー の活動 I 0 活動機数等

支援活動

752 第二三部@間体等の対応、

・ 兵庫県知事か ら の応援要請 を 受 け 、 消 防庁 長官が大都市消 防本部及び
都道府県の保有す る ヘ リ コ ブ タ … の 出動 を 要請

- 活動機数 神戸市消 防局 を 含め16団体 (消防本部保有22機、 県保有 5
機、 計27機) 、 延べ460機

O 活動内容
・ 救急搬送 102件 延べ116人
・ 物資輸送 延べ827回

- その他

救助隊員 ・ 医師 ・ 看護婦等 の 人 員 輸送延べ255[i:tJ 、 交代要 員 の 派遣

等 の 支援活動延べ66回、 燃料補給 ・ 待機場所等へ の 移 動延 べ247回 、
上空か ら の被害調交延べ86回

O 応援消防隊

当 日 午前10時 に 兵庫県知事 よ り 応援要請があ り 、 消 防庁 か ら 兵庫県以

外の消防本部 に対 し 、 出動 を 要請
・ 応援出動毘体

札幌市消防局、 仙 台 市消防局、 福 島市消 防本部、 千葉市消防局、 東

京消防庁、 川 崎市消防局、 横浜市消 防局、 LlJ梨県下消 防本部、 京都

市消防局、 大阪 市消防局



N 自 衛隊 C[防災帥j よ り )

路 上 自衛隊
人民 : 約16 ， 100人

重力 車両 : 約3， 400阿j l  航空芝機 (待機含) : 53機
投 (即応待機約11 ， 400名、 約
入 1 .  800両 を 合む)数

o 人命救助 : 157名
(ì1Ht収容 : 1 ， 2201*) 

。 l丈療支援 : 23， 923名
(医TI28;{'， 、
肴護婦等177名)
ヘ リ に よ る 輸送 : 67名

O 天幕設営 684張
な 。 道路存関 : 34， 759m 
ì，íj O 炊飯支援 : 575， 000食!li11 。 給本支援 33， 065t ヲ綬ミi O 入浴支援 : 434， 360名i o ゴ ミ峨等 : 4， 879. 4t 

。 倒壊家屋解体 : 1， 894rî 
O 物資輸送

糠食 : 5， 887， 000食
援助物資 : 57， 080箱等

O 航空偵察
淡路島及び神戸地阪

メ後〉、
被災民 に 対 す る 生活関連救
援、 応急復旧活動の実施

の
! 対応

! 海 t 自衛隊
人3{ 約1 . 700人
艦船 1 1主
航ツ子機 (千年機合) : 10機

(航 船、 航 ?去 機 に よ る 支
援)

。 人命紋劫 8 名
(遺体以終 : 17体)o }，ll、於輸送 名

O 遺体輸送 9 体
。 給水之援 : 25， 003t 
。 給ぬ支援 ・ 野外浴場
。 物資輸送

非 常用干草食 . 約190， ωo主主 :
飲料水 ・ ね;食等 75t 
牛乳 : 20t 
弁 、'í : 125， 000食
医薬品等 1， 600絡

。 航空偵察
淡路島及び神戸地反

給水支援

( 、f'-i，J(: 7 年 3 ]] 24 El 現在)
航jR 自衛隊

〈現地ì，fiWJJ分〉
人11 : 削人
車l，iO : 4 l !，[，j 
航'や機 (待機合) : 37機

({走]i.H五等〉
人H : 約:;， 800人

O 人 u輸送 : 3 ， 3251'， 
O 医療 主;綬 : 345�乃
O 忠 行輸送 : J3::f， 
O 遺体輸送 : 22体
。 炊飯主;緩 : 4 ， 900食
O 給収 支援 : 3， 910t 
O 物資輸送

干話会 : 906， 000食
資材ノ;'f : 277. 3t 
({Jtn空港 に お け る 米軍
機卸 F 支授 を 含む)

O 倒壊家屋処理 : 26 .  1) Î 

。 航空偵察
淡路島及 び神戸地灰

輸送 支援、 航空偵察の継続
施設処理的動の継続

第 1古118トtl体等の対応、 753 



V 海上保安庁 ([似白書j よ り )

投入勢力等

捜索救援活動等

急患、 救援要員等
の輸送

救援物資等の輸送

放援活動 に対する
支援

地震予知lの た め の
海底地)r�の把握等

754 第三者1.団体等の対応

海 L保安庁では、 1 月 17 日 本庁 に 「海 1-_保安庁地袋災�Î�:対策本部」 及
ぴ第五管区海jゐ保安本部に J第五管区海 上保安本部地渓対策本部j を
設霞、 当 日 中 に巡視船艇:l6隻、 航空機13機を投入、 捜主主;救援や緊急輸
送等を組織的に実施す る 体制 を 確 立。
5 月 31 口 ま で、 に 治n 保安1'f延べ約95， 100人、 巡視船艇 �S�;延べ約2， 200
隻、 航空機延べ約9401撲 を 投入 し て隙々 な 災害応急活動 を 実施。

( 3 月 24 日 現在 の投入勢力 : 海 k保安官約600人、 巡視船艇等14隻、
骨iC窯機 6 機)

巡視船艇、 航空機等に よ る 海 ヒ での捜索活動、 消火活動、 ガ ス 漏洩に
対す る 警戒活動、 航路ro'�:��:物洲斎、 危険海域 に お け る 船舶禁止措置さ事
を 実施

急、恵、輸送 : 18人 (念、思 7 人、 医締等11 人)
救援要員 輸送 (他県派遣職員等) : 669人

清水 (給水支援) …約12， 300t
毛布…約12， 000枚
飲料 水 (ベ ッ ト ボ ト ルてす) ・ ・ 約80t
食料品、 [ [ 月j 雑貨品、 衣料品、 医薬品等- ダ ン ボー ル 箱7， 261箱 及 び
173t ( ダ ン ボー ル箱根Jtね24， 600箱相当 ( 1 箱10kg 換算) )
空 ポ リ タ ン ク ・ ー 3 ， 000個
無線機" ・ 100Ýì
布 団 ・ ・ ・ 150枚
T.字L" '{!nOkl ( 1  e パ ッ ク 入 り x 10， 000本)
お に ぎ り …42， 0001回
ゆ で た ま ご"'35， 000個
そ の f也ハ エ ン ジ ン カ ッ タ - 4 台、 チ ェ ー ン ソ ー 1 台:外等か ら 被災地 に 派m: "i:' nた郡山宿悩時 と し て 巡視船 を提 l
O 宿泊状況 : 宿泊者801名 、 入浴者594名

測長船に よ り 震源域付近 を 中心 に海底変動地形調 査 を 実施



第 2 節 操 ・ 市町の対応

I 県 ([阪神 ・ 淡路大震災 兵庫県の 1 年の記録J よ り )

( 1 ) 主 な対応

区 分 内 nモヲhft 

応急 ・ 復旧対策

[災害対策本部 I 0 兵庫県南部地震 災害対策本部 を 設置 1 月 17 日 午前 7 時

の設置1 I 0 被災地域の 各県民同 に災害対策阪神地方本部、 災害対策東播磨地方本部、

災害対策淡路地方本部 を 設置
O 人命救助 に全力 を尽 く す こ と を 関係諸機 関 に 要請

O 自 衛隊の災守派遣要請 1 月 17 日 午前10時

O 災害救助法の適用
①順次10市10 町 を 指定

②本県 に お い て市町委任事項で あ っ た 災害救助法に基づ く 救助実施 につ
い て 、 今回 に 限 り 広域 に わ た る も の に つ い て は燥が行 う こ と と し、 災

害救助法第30条 に基づ く 「市町 長 に 権 限 を 委任す る 規郎」 を 一部改正
1 月 17 日 付

O 行方不明者の捜索、 救出活動 に あ た っ て必要な重機配備の作業部隊の編
成 を 県及び大阪府の建設業協会に 要誌 な ど

O 災害応急対策 を さ ら に 柔軟かつ総合的に推進す る た め 、 平成 7 年度兵庫

県南部地震災害対策総合本部に 改組 1 月 訪 日
(以後、 状況の変化、 対策の進展 な ど必要 に応 じ て 部等 を 新設、 改廃)

O 知事か ら 被災者、 県民、 国民への 緊急呼びかけ等{情報対策}
①NHK 全国放送 1 月 18 日 5 時40分

②緊急、記者会見 同 6 時20分

O 定例記者会見の実施 1 月 17 日 � 3 月 14 日 ( 3 月 15 日 ~原則 と し て 資料

配付)

O 知事のマ ス コ ミ 対応 (記者会見、 テ レ ビ ・ ラ ジ オ 出演、 新 聞 ・ 雑誌取材)

O 県民 向 け定時放送の実施 1 月 初 日 � 3 月 31 日

O 通常の番組枠 に よ る 広 報 2 月 5 B �
O 臨 時災害 FM 局 「復興通信 FM796 フ ェ ニ ッ ク ス J の 開 局 2 月 15 日 ~

3 月 31 日

O 定期 印刷物の発行
①震災ニ ュ ー ス (号外 も 含め、 計21号 2 月 1 日 � 4 月 19 日

②ニ ュ ー ひ ょ う ご臨時号 ( 月 2 伺 計 6 号 2 月 � 4 月 ( 5 月 ~通常

号、 月 1 回)

③県民だ よ り ひ ょ う ご震災特集号 3 月 、 5 月 、 7 月 ( 9 月 ~通常号)

O 新聞への知事 メ ッ セ ー ジ の掲載 2 月 12 日 、 3 月 17 目 前後、 8 年 1 月 17

日

第三部@閃体等の対応 755 



区 分

756 第三部@団体等の対応、

内 干子
O 海外支援国への メ ッ セ ー

①外務大臣談話等 に よ り 感謝の意 を 表明
②イ ン タ ー ネ ッ ト に よ る 知事メ ッ セ ー ジ の発信

③知事の礼状に被災児童 ・ 生徒の作文集 「震災な ん か に 負 け な いj を 添

え て送付 5 月 ~
④海外各事務所 に お い て、 知事の感謝メ ッ セ ー ジ及 び震災復興のパ ネ ル

反 を 開龍 3 月 � 4 月

O 紙面購入 (全国紙 4 紙、 神戸新聞) に よ る 広報の実施 2 月 11 日 ~

O 海外報道機関への情報提{共

①知 事への イ ン タ ビ ュ ー や 資 料 請求等へ の 対 応 (震災後 1 ヵ 月 間 で21

社)
②外務tìの依頼 に よ る 海外テ レ ビ放映広報斤j ビ デオ 制作への協力
③外同 プ レ ス ツ ア ー の誘致 7 月 31 日

主催 ; 関丙情報発信機能強化推進協議会
o IAl外避難者に 向 け た情報提供 に つ い て 、 各都道府県広報紙に 掲載の協力

をイ衣頼

O 各省庁、 都道府 県 に 対す る 震災の実情報告 と 支援要請の た め 「写真 ニ ュ
ー ス (災害特報) J を作成、 配布 1 月 28 丹 、 3 月 16 日

O 県民相談受理体制の 強化
①県民相談室等 に お け る 県民相談の実施 1 月 17 日 � 3 月 31 日 ( 3 月 15

日 ~震災復興総合格談セ ン タ ー)
②情報セ ン タ … (県庁 内 ) の 開 設 1 月 24 日 � 3 月 14 日 ( 3 月 15 日 ~震

災復興総合相談セ ン タ ー )
③震災復興総合相談セ ン タ ー の 開設 3 月 15 日 ~

O パ ソ コ ン 通七のili出 に よ る 「兵庫県震災ネ ッ ト J の実施 2 月 � 6 月

O 生活情報の提供
①行政情報並 びに民間情報 を テ ー マ 別 に網羅 し た 「情報 フ ァ イ ルj の 発

行 1 月 24 日 ~

②生活情報 フ ァ ッ ク ス ネ ッ ト の実施 1 月 初 日 � 4 月 28 日

③ 「生活科学 リ ポー ト 」 震災特集 号 「震災 と く ら し」 の発行や 「消費者
セ ミ ナ - J の 開催等 に よ る 情報提供

④消費生活特別相談の実施 1 月 25 日 � 3 月 31 日
⑤総合相談 ・ 心の相談の実施 1 月 23 日 ~

O 外国 人県民への対応

①Kiss - FM に お い て英語に よ る 外国 人県民向 け震災情報の提供 1 月

20 日 ~
②緊急外国人県民特別相談窓口 の設置 1 月 24 日 ( 3 月 15 日 以降 は

震災復興総合相談セ ン タ ー)

実施主体 財) 兵庫県 国際交流協会
③ 5 ヵ 国語に よ る ニ ュ ー ス レ タ ー を 発行 (16 号 2 月 28 日 �10月 2 日

実施 主体 財) 兵庫県出際交流協会



区 分

[避難所対策}

[物資対策}

内 自主て会廿

O 県立生活科学研究所、 県立神戸生活科学セ ン タ 一等 に よ る 震災後の生活
実態調査の実施

O 神戸市 と 兵庫県の 開 で 「震災対策連絡調整会議」 を 設置 し 、 避難所対策
等 に つ い て協議 2 月 19 日 ~

O 避難所 を 開 設 し て い る 5 市 (神戸市、 尼崎市、 西宮市、 芦屋市、 宝塚市)
の助役 と 県副知事に よ る 「避難所対策協議会」 を 設置 4 月 初 日 ~

O 屋外避難者用 野外テ ン ト の設置 l 月 21 日 ~

O 救護対策現地本部の設置運営 設置数 ， 7 ヵ 所 (神戸市 5 ヵ 所、 西宮市、
戸iJ�市 1 月 22 日 � 7 月 26 日

O 避難所緊急パ ト ロ ー ルの 実施 1 月 20 日 � 7 月 26 日

最大時 ; 500人 (県職員 2 名、 警察官 3 名、 パ ト カ ー 100台)

O 避難生活の改善
①仮設風日 の設置 最大時 ; 302基 ( シ ャ ワ ー206基、 自 衛隊分合む)

1 }j 24  H � 4 月 27 日
②洗濯機の設置 設置数 ; 1 ， 000台 ( 日 本電機工業会寄贈)

2 月 1 日 ~

③県内 の 食 品 関係間体に呼びかけ、 炊 き 出 し を 実施 2 月 3 日 �17 日
④避難所で配布 さ れる 弁当 の衛生確保及 びボ ラ ン テ ィ ア に よ る 調理に対

す る 衛生指導等 に よ る 食品衛生の確保
⑤避難者 リ フ レ ッ シ ュ の旅 2 月 20 B � 3 月 紅 白

受け入れ市町 ; 城崎町、 竹野町、 香住町、 村田町、 浜坂町、 温泉町、

日 高町、 豊 岡市、 美方町、 関宮町、 赤穂市、 夢前町、 洲本市、 南淡町、

問淡町

⑥県立 ピ ッ コ ロ 劇 団 の激励活動

第 1 次 2 月 ll R � 4 月 8 日 52公演 ( 5 市 5 岡n

第 2 次10月 7 日 �l l 月 29 日 14公演 ( 6 市 2 町)

O 関係 3 同体 ( (社) 兵庫県獣医師会、 (社) 神戸市獣医 師 会、 (財) 日 本
動物福祉協会) で設置 さ れた 「兵庫県南部地震動物救援本部」 への事業

推進に 関す る 指導 ・ 助言
O 食料の確保

①お に ぎ り 70万食、 パ ン 104万 食、 乾パ ン 1 1 万 食 の 供 給 1 月 17 日 �19
日

②救援物 資 を 含 め 、 味噌24t、 醤油10 ， 304 Q 、 部 席 め ん779， 134食、 育

児 粉乳14， 400kg、 野菜 8 t、 粉 ミ ル ク 2， 228kg、 ハ ム ・ ソ ー セ ー ジ守

類3， 695ケ ー ス 、 レ ト ル ト 食品351， 429食、 も ち 1 ， 232， 760個等 を 供 給

1 月 初 日 ~約 2 ヵ 月 間

③兵庫 食糧事務所、 食糧庁 と の調 整 に よ る 災害救助用 米穀3， 000t の 緊
急、確保

④仮設住宅入居者へ米穀 を 自己布 ( 1 戸あ た り 10t)
⑤ 自 衛隊の炊事車に よ る 活動 を 支援 し、 生活改善 グ ル ー プ等 ボ ラ ン テ ィ

ア に よ る 炊 き 出 し を 実施 1 月 � 3 月

第三部@閲体等の対応、 757 



区 分

[ ラ イ フ ラ イ ン

対策]

758 第三部@団体等の対応、

内 容

⑥野菜 な どの食材提供 と 併せ、 中央農業技術セ ン タ ー で調 理 し た新鮮 な
野菜サ ラ ダ を 配布

⑦市町の食料調達 を 円滑 にす る た め の生鮮食料品や調理機材の供給等 に

関す る 情報の提供
⑧市町の食料確保が困難な場合、 県 に よ る 緊急的 な 食料 供給体制 を 整備

O 毛布、 衣類等 日 用 品 の確保 (毛布当 初段階で71， 500枚を確保、 下着類30
万セ ッ ト )

O ガ ソ リ ン 、 軽油、 灯油の流通確保に つ い て 、 県石油蕗業組合、 石油元売
12社等に 対 し、 早期の営業再開への努力 等 を 要請 1 月 18 日 ~

O 生活必需物資の流通確保
①チ ェ ー ン ス ト ア 協会、 関係各社へ生活必需物資の供給努力 を 要請 し 輸

送 に 対す る 支援 と し て交通情報の提供等 を 実施
② 自 衛隊の大型ヘ リ コ プ タ ー に よ る 空輸 1 月 四 日 �20 日

③主要量販届 に 対 し、 県 に 寄せ ら れた生活必需物資の届頭無償配布 を 依
頼 1 月 21 日 ~

O 災害対策資材等の確保

①県警本部か ら の依頼 に よ る 枢の 大量誠達 (枢2， 1 18本、 ド ラ イ ア イ ス
57 . 9t 等)

②県下 関連21 団体に対す る 災害救助用物資等の供給可能体制 の 緊急、調査

1 月 18 日 ~

O 住宅復旧用木材供給 に つ い て 、 呂、 県及び関係団体で構成す る 「阪神 ・
淡路大震災複l日用 木材供給対策協議会」 を 設置 1 月 27 R

O 救護物資等備蓄基地の運営 (消防学校、 グ リ ー ン ピ ア 三木、 三 木山森林
公園、 大阪空港 1 月 18 日 �12月 15 日

O 物価安定対策
①物価 ダ イ ヤ ルの増設 1 月 24 日 � 12月 31 B 

②生活関連物資44品 目 の小売価格調査 1 月 19 日 � 3 月 31 日

③ く ら し の ク リ エ ー タ …、 物価モ ニ タ ー に よ る 定期調交

④賃貸住宅取扱業者に対 す る 調査及 び値上げ物件 を 取 り 扱 わ な い等の要
請 ・ 指導 1 月 30 日 �12月 12 日

O 物価啓発誌の作成、 配布
O 悪質商法追放キ ャ ン ベー ン の実施

①街頭 キ ャ ン ベ ー ン 3 月 11 日 �25 日

②悪徳商法110番 を 設置 3 月 2 B � 4 月 30 日

③新聞紙面掲載、 啓発資料の作成等

O 水道

①全国都道府県か ら 提供 さ れ た 資材 ・ 応援人材等の リ ス ト を 被災市町 に
配布

②厚生省 と 日 本水道協会 に 対 し て 緊急給水活動並 びに復旧作業チ ー ム の
出 動 を 要請



区 分 内 容

[住宅対策}

③大阪府水道部に対策本部 を 設置 し、 支援受入れ、 市町への割 り 当 て等

を 実施 1 月 27 日

④緊急給水等の実施
- 他府県、 自 衛隊、 海上保安庁等か ら の給水車の提供や船舶か ら の給

水の実施

- 自 治体、 民 間 団体等か ら 提供の あ っ た ボ リ タ ン ク 、 ベ ッ ト ボ ト ルの

被災市町への搬入
- 神戸市、 西宮市、 芦屋市の病説、 避難所等への給水

O 下水道

①流域 f水道施設の被災状況調査 と 復旧

②公共下水道施設の被災状況調査 と 復旧
- 建設省あ て他都道府県下各都市及 び 日 本下水道事業 団 に よ る 支援体

制の確立 に つ い て要請

- 兵庫県管工事業協同組合連合会あ て被災都市への応援 を 要請 し 、 そ

の 旨関係市 に通知 1 月 初 日

③国産負 担 申 請 の た め の査定設計書の作成及 び災害査定の実施
O 工業用水道

県下の工業用水道施設の被害状況等の把握 と 復旧
O 電気

関西電力 (株) に 被害状況の把握 と 早期復旧 を 依頼

O 電話

被害状況等の抱握及び避難者呼び出 し 電話の設置要望等 に つ い て の対

応要請
O ガス

①都 市 ガス

大阪ガス (株) に 対 し 、 被害状況の把握 と 早期全面復旧 を要請

②LP ガス

(財) 兵庫県 プ ロ パ ン ガス 保安協会の 9 支所 に 対 し、 LP ガ ス 消 費

世帯の被害状況調査等 を 指示

- 事故防止 の た め 、 使用 済み LP ガ ス 容器及 び カ セ ッ ト ボ ン ベ の取扱
い に つ い て 、 各市町災害対策本部 に通知

O 応急仮設住宅の建設
①建設大臣 を 通 じ、 (社) プ レハ ブ建築協会に対 し 、 全面的協力 を 要請

②必要戸数の検討の た め 、 避難所緊急パ ト ロ ー ル隊 に よ る 開 き 取 り 調査

を 実施 1 月 22 日

③応急仮設住宅の 発注 と 工事監理 1 月 19 日 ~

O 応急仮設住宅入居者の生活環境の 向上
①全戸 に エ ア コ ン 、 庇 を 設置 し た ほ か、 ト ラ 張 り に よ る 耐風対策、 外灯、

ぬ か る み対策、 床 下排水対策等 を 実施
②高齢者 ・ 捧害者が生活 し や す い よ う 、 車いす用 ス ロ ー プや手す り を 設

置

第三部@同体等の対応、 759 



区 分 内 谷
③ 「応急、仮設住宅入居者調査J を 継続実施
④生活指導員 、 介護職員等の派遣や 「 こ ん な と き く ら し の か わ ら ばんJ

の作成、 配布
⑤仮設住宅地内への 「ふれあ い セ ン タ ー」 の設霞

⑥ 「応急仮設住宅巡同相談員 」 に よ る 巡i司相談事業の実施 8 年 1 月 ~

O 公営住宅等への み時入居

①県常住宅の空家550戸 を 被災各市 に 配分す る と と も に 、 近 隣府県等 に

対 し空家住宅の提供 を要請

②住宅 ・ 都市整備公間 関 西支社か ら 近隣府県の空家 2 ， 172戸の提供 を
受け、 各被災市 に 配分 1 月 24 H

③建設省の 支援 に よ り 大抵市 内 に 設置 さ れた 「被災者用 公営住宅等斡旋
支援セ ン タ ーj 作成の全国の公営住宅等の空家情報 リ ス ト を 避難所等

に 配布 1 月 31f l

O 民 間 ア パー ト 等賃貸住宅 を 仮設住宅 と し て借 り 上 げ、 高齢者、 障害者等

を 中心 に提供 2 JJ 8 fl �  

O 勤労者住宅資金融資制度災害特別貸付の 実施 5 月 ~
O 神戸震災住宅復興生活協 開組合の設立認可 1 1 月 24 B
O 避難者 の 中 期 的受入れ

①公的宿泊施設等の斡旋 1 月 23 日 � 6 月 30 日

②ホ ー ム ス テ イ の 斡旋 1 月 25 日 � 6 月 30 日

[生活救援対策] I 0 生活資金の確保

760 第三部@団体会事の対応

①災害弔慰金、 災害援護資金、 県災害援護金の支給

②生活福祉資金特別貸付 (小 1 1 資 金貸付制 度) 、 生活福祉資金災害援護

資金の貸付

実施 主体 ; 兵庫県社会福祉 協議会
③ 「激甚災容 に対処す る た め の特別 の財政援助 等 に 関す る 法律第20条j

の 適用 に よ る 母子寡婦福祉資金貸付の実施

④介護福祉士等修学資余貸付の震災特別枠 の 設定

⑤中小企業勤労者共済制度災害見舞金及 び竺活資金貸付の実施
O 災害義援金の募集、 配分に つ い て 、 兵庫県南部地震災害義援金募集委員

会 を 設置 l 月 25 日

O 災害弱者の援護
①高齢者 ・ 捺害者への援護

- 高齢者及 び障害者 の 緊急一時入所 と 、 定員 の 10%及 ぴ シ ョ ー ト ス テ

イ 空ベ ッ ド の 1 2 を i浪度 と す る 定員外措置の実施
- 避難所緊急パ ト ロ ー ル隊 を 活用 し た 通報 シ ス テ ム 1 月 25 日 � 7 月

26 日

- 介護:支援チ ー ム の 派遣 2 月 1 1 日 � 4 月 27 日

「要援護者生活状況把握 ロ ー ラ … 作戦J I要援護者移送作戦」 の 実
施 を 市 町 に 通 知 2 月 15 日



区 分 内 容

- 文字放送 に よ る 情報提供 と 手話通沢者の確保 に よ る 聴覚障害者の支

援
- 高齢者、 障害者 向 け 地域型仮設住宅の設置 と 生活援助員 、 介護職員

の 派遣

②被災児童等への援護
- 被災児童福祉相談の開設 1 月 19 日 ~
- 被災児童の こ こ ろ の相談事業 2 月 11 [j �

- 保育所入所手続 き の簡素化や緊2、入所枠の活用 に つ い て 県 下市町に
illl知 1 月 20 1I 

- 学校等で青烹 プ レ イ 竿 を 行 う 「枠発活動J や、 被災児童の こ こ ろ の
健康調査 を 行 い必要な援助、 指導等 を 行 う 「ス ク ー リ ン グ訪問活動j

の実施 2 月 ~

- 県立 こ ど も の館 に よ る 職 i1 、 ボ ラ ン テ ィ ア グル ー プの小学校、 児家

館等への派遣や被災児童うと流 フ ェ ス テ イ パ ル の 開催

さ社会もt品1:施設入所行への援護
- 社会福祉施設関係団体に対 し、 県内施設問 での支援展 開 を 要請す る

と と も に 、 各地域 に お け る 入所者受入れの キ ー ス テ ー シ ョ ン 施設の

選 定 に つ い て指導

- 建築士等専 門家等の無償 ボ ラ ン テ ィ ア に よ る 現地調査 と 今後の対応
策 に つ い て施設管理者 に ア ドバ イ ス を 行 う 安全点検の 実施

③被保護世帯等 に対す る 援護
- 被災地福祉事務所 に 対 し 、 保護費の再支給や代替住宅入居 に 係 る 敷

金の支給、 避難所生活者か ら の保護 申 請 の取扱い指針、 巡回相談の
実施、 強化等 に つ い て指示 ・ 指導 1 月 19 日 ~

を外国人県民への援護
- 在神 の総領事館や外国人間体、 日 本語学校、 外国人学校等 を 訪問 電

話照会等 に よ り 被害状況、 必要な物資等の要望 を 把握 し、 必要な措
量 を 実施 1 月 18 日 ~

O 社会保険関係等の特例措置

①医療保険制度の特例措置

〈被災被保険者会事対策〉
- 被保険者証等 を 提示 で き な い場合の受診関置

- 一部負担金等の支払い猶予、 免除 (健康保険、 船員保険、 国民健康

保険、 老人保健)

- 国民健康保険料 (税) の減免

・ 被保険者証等の再交付措置 (健康保険 ・ 国民健康保険)

〈被災適用事業所等対策〉

・ 保険料の納付楢予、 免除 (健康保険 ・ 船員保険)

・ 拠出金の納付猟予 (老人保健)
- 標準報酬の機動的改定 (健康保険 ・ 船員保険)

〈被災医療機関等対策〉

第三部81t!体等の対応、 761 



区 分 内 ιモ，ft 

- 仮設診療所等 に お け る 医療行為 の保険診療の取扱い

. 診療報酬の早期支払い
- 診療報概の実績 に 基づ く 概算払い

②年金制度の特例措置

(被災適用事業所等対策〉

- 保険料の納付猶予 (厚生年金保険)

・ 襟準 報酬の機動的改定 ( タ ) 
・ 保険料の免除 ( ク ) 

〈被災被保険許等対策〉

- 国民年金保険料免除制度の特例措置 (国民年金)
・ 老齢福祉年金等の所得制 限 に 関 す る 特例 ( ク ) 
- 現況Mi の提 出期 限 の 延長 ( 国民年金 ・ 厚生年金保険 ・ 船員保険)

・ 年余の受取}j法の取扱い (

・ 年金主1保貸付、 年金住宅融資の特別搭置 ( ク ) 
O 県税 に か か る 特例措罷

①県税の 申 告 ・ 納付等の期限の画 一的延長 1 月 25 日 、 3 月 15 日 告示

②個人事業税、 不動産取得税、 自 動車税、 自 動車取得税等の 減免措置等 1
③法人県民税、 法 人事業税の不均一課税制度の創設 3 月 13 日 公布施行

O 被災者福祉 な ん で も 相談の実施 1 月 24 日 � 3 月 14 日

[産業 ・ 雇用対策] I <産業対策〉

762 第三部@団体等の対応、

O 用、 県、 市町、 お工会議所等関係団体に よ り 「 中小企業総合相談所」 を
開設 1 月 25 日 ~

O 金融支援

①中小企業設備近代化資金の利用企業 に 対 し 、 {賞還免除措置及 び償還猶 !
予措霞 を 実施

②緊急災害復旧 資金の創設

③償還期 間 の 延長制度の創設

④緊急特別資金 (災害貸付) の創設

⑤消費生活協同組合設備資金貸付制度の震災特例措置

⑥緊急災害復旧 資金等 に対す る 利 子被給 (復興基金事業)
O 商庖街 ・ 小売市場の事業再開 支援

① 「県 ・ 市町商)吉街 ・ 小売市場復興推進協議会」 の設置 2 月 23 日

②共同仮設庖舗の建設費等への補助 (復興基金事業)
③尚届街 ・ 小売市場復興支援チ ー ム の 派遣 に よ る 巡間指導
④ ア ー ケ ー ド等商業基盤施設の復 旧 費 に つ い て、 国及び県 の 補正予算に

よ る 補助

⑤小売商業支援セ ン タ ー の小売商業活性化ア ドバ イ ザー の派遣、 増員 ; 
O 下 請企業 ・ 地場産業等の事業再開 支援

①神戸市 と の連携に よ る 仮設工場の建設

ン タ ー に よ る 巡回技術相談や県riJ小企業総合指導所 に



区 分 内 ιモ，fr 

③工場等集団化等の事業 に つ い て 、 中小企業高度化資金等低利の融 資 を
利用すべ く 事業計耐の策定 を指導

③技術開発研究 に係る 補助金の被災中小企業の事業計画 に対す る 重点 的
交付

O 流通業の事業再開支援
①近畿通産同 に対 し 、 大庖法の運用 の 改善 に つ い て の 申 し入 れ
②運輸業界、 団体等か ら の 聞 き 取 り 調査及び、専門 機関への調査委託

O 観光業の 事業再開支援
①誘存対策検討 の た め の 緊急 セ ミ ナ … の 開催 3 月 15 日
② 「 兵庫 の観光 と 物産展」 の 開催等 に よ る 観光復興の PR 4 月 ~
③ “観光ひ ょ う ご" 復興キ ャ ン ベ ー ン 推進協議会の設立に よ る テ レ ビ CM

の放映、 会議 ・ 大会等誘致奨励金交付事業等の実施 7 月 初 日 ~
④ 「神戸ル ミ ナ リ エj の 開催 12月 15 日 �25 日

(農林水産 業対策〉
O 農業水産業再開支援

①農地 ・ 農業用施設施設 に つ い て 、 7 年産の水稲が作付け で、 き る よ う 応
急措置 を 実施

② ノ リ 養殖 に つ い て生産漁期 を 1 ヵ 月 間延長
③生鮮食料品の 陸上輸送 ル ー ト 確保 の た め 国 や県警本部に 通行支障物の

撤去や交通規制 の緩和 を 要請
④農業用施設、 農業用 共 同利用施設 に つ い て}順次復旧工事に着手

〈雇用対策〉
O 雇用調書冬助成金制度の特例措置 1 月 23 日 ~
O 雇用維持奨励金制度の創設 (復興基余事業 4 月 1 日 ~
O 雇用保険の失業給付の特例措置 1 月 17 B �
。 合同 就職面接会の 開催 2 月 14 日 ~ 開催回数 ; 羽田
O 被災者雇用 奨励金制度の創設 (復興基金事業 4 月 1 日 ~
O 被災離職者に対す る 特別訓練の実施 3 月 2 B �

実施数 ; 建設機械運転等 13 コ ー ス 202名
o 1 日 ハ ロ ー ワ ー ク の実施 7 月 13 日 ~ 開催回数 ; 仮設住宅団地等 に お

い て 計 7 回 何 年 1 月 末現在)
O 中 高年齢者 を 対象 と し た兵庫県関係団体職員及び県技能労務職員 の合同

募集
O 事業主団体に 対 し 、 新卒者の 内定維持 と 就職確保等 に つ い て 要請、 指導
O 学生就職面接会の 開催 2 月 3 日 ~ 開催回数 6 回

1 0 雇用 に 関 す る 特別相談窓口の開設 1 月 23 日 ~
[{果鍵鹿療対策] I 0 救護所 ・ 救護 セ ン タ ー の設置及び医師、 看護婦等 に よ る 救護班の編成

派遣 救護所 ・ 救護 セ ン タ ー 最大時160 ヵ 所 ( 2 / 2 ) 救護斑最大時
160班800人 ( 1 122) 

O 仮設診療所 9 ヵ 所の設置
O 巡回 歯科診療車10台の配置

第三部e団体等の対応、 763 



区 分

{廃棄物対策}

内 容

O 被災 し た 医療機関の整備 につ い て、 国産助成制度で あ る 「医療施設近代
化施設整備事業J の対象 と す る 等の支援

O 県内施設の ほか、 近隣府県の協力 に よ る 県外施設での透析患者の受け入
れ を 実施 (震災直後)

O 血液、 医薬品の供給、 備蓄
①消防学校に約32億 円分の医薬 品 を 搬入 1 月 19 B �21 日
②医薬I品;泊占集積場の確保及び
③ f日1 �赤占ぶミ ネ ツ ト ワ 一 ク を 通 し た血液の磁確;保

。 精神科医療の確保
①精神科救護所の設置 (10 ヵ 所) 、 協力診断所の確保 ( 7 保健所)

1 月 22 11 � 4 月 30 日
②夜 間精神科救急窓口 の設置や夜間往診チ ー ム の配置

2 月 12 日 � 4 月 初 日

③こ こ ろ の ケ ア に 関す る 待発、 相談の実施

O 医療 ボ ラ ン テ ィ ア の受け入れ
①派遣要請施設、 ボ ラ ン テ ィ ア 宿泊 施設等の情報提供や 関係毘療機関等

の調繋
② 「巡 回 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン チ ー ム j の 活動支援
③医療従事者の免許証再交付手数料の免除

O 県立病誌の24時間救急体制の確保
O 防疫薬剤等の確保 と 搬入窓口 の指定
O 高齢者 に対ーす る イ ン フ ルエ ン ザ ワ ク チ ン の接種 1 月 29 B � 2 月 17 1:::1
O 避難所、 仮設住宅等 に お け る 巡回健康相談及 び、巡[nl 栄養相談の実施

1 月 20 日 ~
O 歯科検診 ・ 歯科保健指導の実施 10月 �12月
O 県内市町及 び県外の火葬場の確保及 び遺体搬送の調整
O ごみ対策

① ごみ収集車の線保 最大時421台 ( 1 /27) 
②県外施設で も ごみ処理 を 実施 1 月 26 日 � 3 月 31 1:::1

O 仮 設 ト イ レ の 設 置 及 び 維 持 管 理 体 制 の 確 立 最 大 時 ; 3 ， 907基 設 置
(9， 209基確保)

O ガ レ キ処理対策
①公費 に よ る ガ レ キ撤去の実施 1 月 29 日 ~受付
②災害廃棄物処理推進協議会の発足 (問、 県、 市町等 2 月 3 日
③仮置 き 場、 最終処分場及び搬送ルー ト の確保

最終処分場 ， 7 ヵ 所計3， 360万rrl 仮置場 ; 46 ヵ 所計122万rrl
i有害物質対策1 I 0 有害物質 に よ る 2 次災害未然防止対策等

764 第三部@団体等の対応、

①工場等 に対する 有害物 質等 に よ る 2 次災害防止通知 (1 ， 200工場)
②工場への立入検査、 指導 (大気、 水質等合同382T場)

2 月 7 日 � 3 月 8 H 

③環境 モ ニ タ リ ン グの実施



区 分 内 容

④ ア ス ベ ス ト 飛散防止対策の徹底 と 追跡環境調斎の実施 1 月 31 日 ~
⑤廃棄冷蔵庫、 業務用 冷凍空調機器等か ら の フ ロ ン 同収 2 月 13 日 ~

{交通 ・ 輸送対策] I 0 緊急輸送ルー ト の確保
①道路

・ 道路交通法等に基づ く 交通規制 に よ る 緊急輸送ルー ト の指定、 見直
し等 1 月 18 日 ~

- 緊急救援物資の輸送に係る 有料道路通行料金免除措置 1 月 四 日 ~
4 ßj 18 日

・ 通過交通対策の た め の主要迂回路の設定 と 周知徹底 1 月 23 日 ~
・ パ ス 優先 レ ー ン の指定 1 jj 28 日 � 3 月 12 日

②空港 ・ ヘ リ ポー ト
. re;n号 、 自 衛隊ヘ リ コ ブ タ ー に よ る 緊急物資等の輸送 を 実施

1 月 20 日 � 2 月 6 日
・ グ リ ー ン ピ ア 三 木、 王子競技場、 六 甲 ア イ ラ ン ド に 臨時ヘ リ ポ… ト

ザ. 三tし主主"ゼ 以 u-t
③海上輸送

- 臨時航路 (18航路) の 開設 1 月 19 日 � 7 月 10 日
- 緊急物資 ・ 資材等陸揚げ岸壁 ( 5 港16 ヵ 所) の指定 1 月 初 日
・ 避難所用 の フ ェ リ ー の係留 (東海岸町岸壁)
- 災害廃棄物 の 海 k輸送 に伴 う 積出施設の確保 1 月 24 日 ~

O 緊急物資 ・ 資材等の輸送車両の確保
①兵庫県 ト ラ ッ ク 協会への配車要請等
② 自 衛隊に よ る 緊急物資の搬送実施

o 交通の復旧
①道路

〈高速道路〉
・ 各道路管理者 に お い て 直 ち に通行止め の措置 を 行 う と と も に、 安全

点検作業 を 実施
・ 緊急車両の通行可能 区 間 に 関す る 情報収集等 を 行 う と と も に、 各道

路管理者に早期応急、復旧 を 要請
〈 ム般道路)
・ 各土木事務所等 に よ り 被災の実態調盗及 び、応急復11] 工事実施
- 阪神 間の 幹線道路の交通規制箇所、 現況道路幅員等の調査を実施 し 、

幹線道路網の応急複!日優先箇所 を 決定 1 月 25 日
②港湾

・ 施設の被害状況の把握及び応急処置 を 指示す る と と も に 、 危険個所
への立入禁止等の措置 を 実施

・ 運輸省 と 協議 を 行い な が ら 、 復旧断雨、 復!日工法の検討や応急復旧
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区 分

[教育対策}

766 第二部。図体等の対応

内

③鉄道

ιモ，tJ-

・ 各事業者 に 対 し 、 復旧見込み及 び運転状況等 に つ い て 速や か な情報
提供 を要請

- 三宮~西宮間 の代替パ ス の早期運行 を 近畿運輸局 に要請、 パ ス 運行
経路の 選定や停留所の確保に 向 け た 地元調整

O 避難場所の提供 と 授業の再開
①避難場所の提供 最大時 ; 公立学校382校 ( 1 123) 

私立学校12校 ( 1 / 24) 
②授業の再開

・ すべての県立学校で授業 を 再 開 2 月 10 日
・ 県内すべて の学校で授業 を再開 2 月 24 B

O 転校手続 き の簡素化の実施
O 教育 ・ 文化施設の復旧、 被災県立学校 に お け る 仮設校舎の建設、 丈化財

の復元等
O 教戦員 定数の確保
O 避難所 と な っ た県立学校への教職員等の派遣
O 私立学校等への応急支援

①経常費補助等の前倒 し 交付や教育用物品等の復旧経費の 財 政支援
②私立学校仮設校舎補助、 私立専修学校 ・ 外周 入学校路設等災害復旧 費

補助等 を 創 設 (復興基金事業)
O 被災児童生徒等への 支援対策

①県立高校の授業料等の免除
②高等学校入学者選抜に つ い て 、 日 程の変更入学考査料の納入猶予 ・ 免

除、 検査会場への配慮等 を 実施
③ 日 本育英会奨学生への応急採用
④県立高等学校等生徒への教科書等学用 品 の給与

O 被災 し た大学生への支援
①県立大学での入試出願期限の延長、 入試会場の 追加、 変更等 l 
②県立大学での特例入試の実施
③県立大学の授業料等の免除
④大学生協 に よ る 仮設学生寮の提供

O 県立社会教育施設に よ る 被災児叢生徒への学習場所の提供や映樹会 の 開
催等の 支援

O 私立学校の児童生徒への支援
①兵庫県私立中学校高等学校連合会 に要請 し入試 日 を 変更
②被災生徒に対す る 授業料等の軽減措置や教科書給付への 財政支援

O 被災者電話教育相談の 開設 1 月 30 日 � 3 月 31 日
o I災害 を 受けた子 ど も た ち の心の理解 と ケ ア 事業j の 実施
o I教職員 の メ ン タ ルヘ ル ス ケ ア 事業」 の 実施
o I文化財 レ ス キ ュ ー事業J を 実施
O 県立国書館、 県立歴 史博物館 に よ る 貴重 な 図書や文献資料等の受け入れ



区 分

[余震 ・ ニ次災害

対策}

内

O 建築物の 防災対策

伝ぞ合tt 

①応急危険度判定 第 1 次 . 1 月 18 日 �22 日
第 2 次 . 1 月 23 日 � 2 月 9 日

② 「応急、危険度判定士J の 養成
③倒壊の恐れの あ る 県営住宅入居者への避難勧告等及 び被災県営住宅の

建て替え、 補修
O 宅地 紡災対策

①宅地 防災パ ト ロ ー ルの実施 1 月 22 日 �28 日
②宅地防災相談所の開設 2 月 6 fl �15 B 設置個所数 ; 県内 5 ヵ 所
③宅地防災融資に対す る 利子補給制度等の創設 (復興基金事業)

ü LP ガス 漏洩対策 1 月 18 日 �30 日
O 高圧 ガ ス 製造事業所及び火薬類取扱事業の立入検査 1 月 24 日 � 2 月 14

日
O 高圧 ガス 及 び火薬類防災対策計両の作成
O 農地 防災対策

①被害発生筒所の調査及 び、危険偲所パ ト ロ ー ルの 実施 1 月 18 日 ~
②応急対策が必要な た め 池等 に お け る 落水及び紡水 シ ー ト に よ る 被覆等

の実施
③ た め池震災点検調交実施要領 を 定め、 市町土地改良事務所、 た め池管

理者合同 に よ る 総点検の実施 を 指導 1 月 28 日
O 森林 防災対策

①山地での落石、 山腹崩壊等の被害状況の調交及び、森林 防 災パ ト ロ ー ル
の実施 1 月 18 日 ~

②応急対策が必要な箇所での 士砂流出 防止対策等の実施
③ 111地災害危検地区のハザー ド マ ッ プの公表 6 月 中旬 � 7 月
④ヘ リ コ プ タ ー での空中探査に よ り 、 目 視で判 定で き な い地中 の 地震の

!

影響調査 を 実施 7 月 10 日 ~
O 港湾 ・ 漁港 ・ 海岸施設対策

①被害発生箇所の調査及び、危険個所ノ什 、 ロ ー ルの 実施 1 月 18 日 ~
②安全対策上緊急、 を 要す る 箇所 に お け る 砕石の補充や簡易舗装の実施

O 砂防対策
①地すべ り の あ っ た 地区等への警報装置等の設置 な どに よ る 監視体制の

強化 1 月 初 日 ~
②建設省緊急支援チ ー ム に よ る 地すべ り 等危険個所の調査等各種調査の

実施
③有識者 に よ る 「兵庫県震後土砂災害警戒避難碁準検討会J を 設置

戒 ・ 避難基準 を確立 4 月 22 日 ~
④関係機関及び、関係市 町 と 警戒避難体制 を 凶 る こ と を 目 的 と し て 「総合

土砂災害対策推進連絡会j を 発足 4 月 25 日
⑤県の広報番組や ラ ジ オ に よ る 梅雨期 に 向 け た住民への注意喚起

5 月 27 日 ~
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区 分 rJ.] '>モ，ft 

⑥ 「総合土砂災害対策推進連絡会j で t砂災害危険例所及 び避難場所 を
示 し た 図面等 を 作成 し 、 関係住民 に 配布 6 月 中旬

⑦民間 宅地擁壁の復旧事業で災害関連緊急急傾斜地崩壊対策事業178 カ
所、 災特関連緊急砂拐事業13 ヵ 所に つ い て順次着工 12月 8 B �

⑧緊急事業 と し て 、 順次恒久対策に着手 2 月 17 日 ~
o ì削1 1 防災対策

①河退院本の原 因 であ る ガ レ キ等 の 除去
②堤防亀裂筒所の応急修理

O 緊急、述給体制??;の終係j
q 偉jlí'..ì!!1 {， j設備WJ!J の非常用電源設備設置等 に よ る 衛星通信ネ ッ ト ワ ー

ク 正常連m の確保
②県 と 被災市町 (神戸市、 尼崎市、 西宮市、 宝塚 市、 伊丹 市、 芦屋市、

北淡町) と の TV 会議 シ ス テ ム の導入 協力 ; 日 本電信電話 (株)
③携帯需品等の幹部織封への配布

O 県民への余震情報の提供
①携帯 ラ ジ オ の提供 (避難所等で活用)

AM/FM ラ ジ オ 15 ， 000台
協力 ; 近畿電気通信敢理局、 家電メ ー カ ー

②県民向け定時放送、 住民向 け啓発丈の 配布等 に よ る 県民啓発
③社会福祉施設及 び在宅要援護者への啓発

・ 社会福祉施設用 余震対策マ ニ ュ ア ル 及 び在宅要援護者 向 けマ ニ ュ ア
ル 「余震の 備 え J の作成、 配布 2 月 3 日 ~

- 民間社会福祉施設の安全確認の実施 2 月 4 日 � 3 月 6 日
「社会福祉施設の地震防災の手引 き J を作成 し 、 社会福祉施設 に お

け る 地震防災計両策定の指導等 を 実施 5 月 下旬
O 防災訓練の実施

①余震訓練 2 月 14 日
② 2 次災害対 策訓練 5 月 24 日
③防災総合訓練 9 月 1 日

[ボラ ン テ ィ ア I 0 避難所の ボ ラ ン テ イ ア を 対象 と し た ボ、 ラ ン テ ィ ア 活動調査及 び避難所の
活動への支援等] I 管理者 を 対象 と し た ボ ラ ン テ イ ア の評価等 に つ い て の調査を 実施

768 第三部@団体等の対応

2 月 22 日 � 3 月 3 日

O ボ ラ ン テ イ ア 活動への支援
①県災害対策総合本部 緊急、生活救援部 に ボ ラ ン テ イ ア 推進班 を 設置 し

( 3 月 15 日 、 県社会福祉協議会 に 設置 さ れた 「 阪神 ・ 淡路大震災社会
福祉復興本部」 に 業務 を 引 き 継 ぎ) 、 関係機関 と の ネ ッ ト ワ ー ク を 形
成 1 月 22 8 �

②避難所緊急パ ト ロ ー ル隊等 を 通 し て把握 し た ボ ラ ン テ ィ ア ニ ー ズ等 の
情報 を 市町 ボ ラ ン テ イ ア セ ン タ ー に提供

③ 「“ 阪神 ・ 淡路大震災" あ り が と う ボ ラ ン テ イ ア の集い」 の 開催
3 月 17 日



区 分

{ 県議会の

取 り 組み]

{ そ の他}

内 容

④ ['] 立復興ボ ラ ン テ イ ア キ ャ ン ベ ー ン の展 開 6 月 1 日 � 8 年 1 月 17 日
⑤震災後輿ボ ラ ン テ イ ア 活動への助成 (復興基金事業) 6 月 9 日 ~受付
⑥有識者に よ る 「新 し い ボ ラ ン テ イ ア 活動支援 シ ス テ ム 検討委員会」 の

設置 1 1 月 17 日 中 間報告
⑦震災 1 周 年記念事業 及 び 「防災 と ボ ラ ン テ イ ア の 呂 J r 防災 と ボ、 ラ ン

テ ィ ア 遊 間J 制定記念事業 と し て 「 “ 防災 と ボ、 ラ ン テ ィ ア " を 考 え る
シ ン ポ ジ ウ ム j を 開催 8 年 1 月 20 E1 �21 日

O 災害救援専 門 ボ ラ ン テ ィ ア 制度の創設 (復興基金事業)
O 各会派代表者会議 を 開催 し 、 16名 の 委員 か ら な る 災害対策特別委員 会の

設宵等を篠認 1 月 18 E1 
O 全常任委員 会 を 開催 し、 専 門 的 な 見地か ら 緊急対策 を 審議 1 月 25 日
O 災害対策特別委員 会の設置 を 設置 ( 1 月 20 日 ) し 、 第 1 回 委員 会 を 開催

1 Jì 25 日
O 議会運背委員 会 を 関{佳 し 、 臨 時会の招集等に つ い て協議 1 月 25 日
O 臨時会の招集請求が議員 の発議に よ り 行わ れ、 第237 回 臨 時 会 を 開催緊

急復旧対策等 に つ い て 審議す る と と も に 災害対策特別委 員 会の設置 を 議
決 1 月 29 日

o 2 月 定例会につ い て は、 2 月 初 日 開会、 3 月 14 日 開 会 の 15 日 間 と し 、 予
算特別委員会は設置せず、 そ の 間 に常任委員会、 災害対策特別委員 会 に
よ り 予算案件等 を 審議

O 県の阪神 ・ 淡路大震災復興本部の設置 に伴い、 常任委員 会に つ い て も そ
れ に 対応すべ く 所要の委員 会条例 を 改正 3 月

O 議員 の任期 は 4 月 29 B ま でで あ っ た が、 特別法の制定に よ り 6 月 10 日 ま
で延伸 さ れ、 6 月 2 B 告示 ・ 6 月 1 1 日 投票で選挙 を 実施

O 第240田 臨 時会 を 開催 し、 新議会の構成 を 行 う と と も に、 復興予算 の 補
正予算案件の 審議、 震災復興特別委員会の設置等 を 実施 6 月 27 日 �21
日 間

O 他府県等か ら の人的支援
①短期 的業務 に対す る 支援 1 月 17 日 � 3 月 31 日

受入数 ; 延べ196， 416人
② 中 ・ 長期的業務 に 対す る 支援 4 月 1 日 ~概ね 1 年間

受入数 ; 355人
O 海外か ら の支援

①救助隊等の人的支援
・ ス イ ス 災害救助隊 1 月 19 日 �22 日
・ フ ラ ン ス 災害救助特別隊 1 月 21 日 �24 日
・ イ ギ リ ス 国際救助隊 1 月 23 日 �26 日
・ タ イ 匿療チ ー ム 1 月 31 日 � 2 月 6 日

②見舞物資、 義援金、 訪問等 74 ヵ 国 ・ 地域、 7 姉妹州 ・ 省 ・ 74 ヵ 地方
O 国への支援要請

①救急対策及び、応急復旧対策 に つ い て 緊急要望 1 月 17 日
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区 分

護興に 向 け て

[復興本部等

の設置l

[î夏興計臨等]

内 容

② 2 月 17 日 ま で の 間 だ け で も 延べ35回 に及ぶ総理大臣 を は じ め と す る 来
県 を 受け、 被災者支援の緊急対策及 び災害応急復旧 ・ 復興 に 向 け て の
緊急要望 を 実施

o 1 阪神 ・ 淡路大震災復興本部J の設置 3 月 15 日
O 首席審議員及 び審議員 を 設置 4 月 1 日
o 1者�rfî再生戦略策定懇話会J の 設置 (1阪神 ・ 淡路震災復興戦略 ビ ジ ョ

ン J を提
o 1阪神 ・ 淡路震災復興計両 必本構想-J 案の公表 4 月 12 臼
O 復興県民会議等 に よ る 復興計的i の 検討

産業復興 会議、 ひ ょ う ご住吉復興会議、 外国人県民会議、 保健医療福
祉復興県民会議、 兵庫県生涯学習審議会、 新 し い 家族 と 地域 の ネ ッ ト ワ
ー キ ン グ会議、 男女共生の ま ち づ く り 推進会議、 食品産業振興連絡調整
会議

o 1阪神 ・ 淡路震災復興計画策定調査委員 会J の設置
O 復興 に 向 け て の意見 ・ 提案の募集及 び県民復興 フ ォ ー ラ ム 等の 開催
o 1阪神 ・ 淡路震災復興計画」 の策定、 推進 7 月 ~

- 各分野の有識者で構成 さ れ る 「阪神 ・ 淡路震災復興計画推進委員
会j の設置

O 緊急 3 ヵ 年計画
①産業復興 3 ヵ 年計画の策定、 推進 8 月 ~

(財) 阪神 ・ 淡路産業復興推進機構の設立 12月 25 日
②緊急 イ ン フ ラ 整備 3 ヵ 年計画の策定、 推進 1 1 月 ~
③ひ ょ う ご住宅復興 3 ヵ 年計画の策定、 推進 8 月 ~

- 災害復興 (賃貸) 住宅の供給促進
- 被災者の住宅再建 に係る 各種支援制度の創設
- 兵庫県総合住宅相談所、 ひ ょ う ご輸入住宅総合セ ン タ ー の設置及 び

「住宅復興住宅j の発行等、 住宅復興 に 係 る 相談業務、 情報提供の
実施

④阪神 ・ 淡路都市復興碁本計画の策定、 推進 8 月 ~
- 土地 医画整理事業、 市街地再開発事業等の都市計画の決定

(財) 兵庫県都 市整備協会 内 に 「 ひ ょ う ご都市 ( ま ち ) づ く り セ ン
タ ーJ を 開設

O 地域防災計画の改訂
[麗災謹興基金の [ 0 県 と 神戸市の 共 同 に よ る (財) 阪神 ・ 淡路大震災復興碁金の創設

創設等] [ 4 月 l 日

770 第三音1\0団体等の対応、

O 宝 く じ ・ 公営競技に よ る 支援 (義援金 を 除 く )
①宝 く じ

・ 全国 の都道府県 ・ 政令市 の協力 を得て 「甑神 ・ 淡路大震災復興宝 く
じJ を 全国 で発売 4 月 発売主体 ; 兵庫県、 神戸市



区 分

{復興に向 け た

活動支掻]

{複爽への

ア ピール}

内 σモ，f:)-

(財) 日 本宝 く じ協会か ら 阪神 ・ 淡路大震災復興支援館の展示物 に
対 す る 助成

②公営競技
・ 各公営競技 に お い て 、 震災複興支援 レ ー ス の 開催等 に よ り 収益金の

一部を 県 内被災 自 治体に交付等
O 有識者で構成す る 「被災者復興支援会議」 の設立 7 月 17 日
O フ ェ ニ ッ ク ス ・ ス テ ー シ ョ ン 活動等の推進

① フ ェ ニ ッ ク ス 推進員 及 び フ ェ ニ ッ ク ス 協力 員 を 中心 に 、 地域の各種 グ
ル ー プ ・ 団体等及 び弁護士や地域の 医師、 教師等の専 門 知識技能 を も
っ た 人 々 に よ っ て構成 さ れ る 人的 ネ ッ ト ワ ー ク で あ る 「 フ ェ ニ ッ ク
ス ・ ス テ ー シ ョ ン j の言支置

! ② 「元気 ア ッ プ 自 立活動支援事業」 の推進
- 活動経費の助成
・ 県民 グ ル ー プ メ ン バ ー の企画 に よ る 「元気ア ッ プ復興祭」 の 開催

8 年 1 YJ 20 Fl 
O 芸術文化活動 を 通 じ た被災者激励

①コ ン サ ー ト “復興の街へ"
②文化庁移動芸術祭巡回 公演 (激励公演)
③阪神 ・ 淡路大震災被災芸術団体支援公演
④ 「地域住民 の た め の コ ン サ ー ト 」 の実施

O 復興支援イ ベ ン ト の実施
① 「ホ ッ プ ! ス テ ッ プ ! 元気 ! ひ ょ う ご ! 県民のつ どいJ 4 月 27 日

参加者数 ; 約3， 000人
②兵庫 の ま つ り ふ れ あ い の祭典の 開催

- 神戸、 阪神、 淡路の 3 地域 に お い て、 特別事業 と し て 「青空元気 フ
ェ ス テ ィ パ ル」 を 開催 7 月 29 B �30 日 (淡路) 8 月 27 日 (阪神)
9 月 17 日 (神戸)
参加者数 ; 神戸地域防， 000人 阪神地域12， 000人

淡路地域15， 000人
・ 全県総合 イ ベ ン ト 「ふ れ あ い フ ェ ス テ ィ パ ル '95J の 開催 10月 28

日 �29 日 参加者数 ; 430， 000人
③領事館サ ミ ッ ト の 開催 10月 30 日 参加者数 ; 31 カ 国 ・ 3 地域、 36名

O 県立大学 に お け る 震災復興特別研究の実施
①県立 4 大学 に お い て 、 震災復興 に 向 け た特別研究を 2 年 間 を 目 途 と し

て実施
② 中 間 報告 と し て震災研究総合学術 シ ン ポ ジ ウ ム を 開催 8 年 1 月 27 日

o I震災毎興資料 ・ 記録収集等事業j の実施 7 年度�16年度
O 第四 回行財政研修会東京セ ミ ナ ー や関 西経済連合会サ マ ー フ ォ ー ラ ム 等

あ ら ゆ る 機会 を 活用 し た復興計同等の ア ピ ー ル
o 7 ヵ 国語 ( 日 本語合む) で の ビ デ オ 及 び冊子の作成及 び APEC '95大阪

会議等での上映、 配布
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区 分

[平成 8 年 1 月 1 7

日 を 迎 え て }

( 2 ) 予算

〔県予算の状況〕

平成 6 年度

区 分 最終 予算額

内

O 国内外か ら の支援に対す る 感謝
①知事感謝状の贈呈
②ひ ょ う ご ・ サ ン ク ス 大使の派遣
③全国紙等への謝意表明

自主亡事廿

④ 「在京大使 を 招 い て の感謝の集い」 の 開催
o I阪神 ・ 淡路大震災犠牲者追悼式典J を 県公館 に お い て 開催 8 年 1 月

17 日
主催 ; 県、 県議会、 市長会、 市議会議長会、 町村会、 町議会議長会 に

よ る 実行委員 会
o I阪神 ・ 淡路大震災 1 周年記念事業j の 総合的 な 展 開

事業数 ; 12分野、 37事業

(単fな : 百万円、 %)

平成 7 年度

(A)  う ち 震災 汁=ゴF 初 追加補正 6 月 補正 9 月 補正 I I 月 補正 2 月 補 正 計 ( 日 ) う ち 震災対 χ) 
対 策 予算

4般会計 1，983， 663 331， 415 1 ， 808， 595 423， 400 

特別会計 705，636 44， 420 833， 630 3， 200 

企業会計 166， 454 1， 067 167， 705 。

言十 2， 855，753 : 376， 902 2， 809， 930 426， 600 

〔震災対策県予算の状況〕

平成 6 年度
区 分

専 決 2 月 補 正 小計 (A) 当 初
1 . 生活救護対策 84，391 1 34， 410 218， 801 64， 474 

2， 公共施設等の 。 96， 069 96， 069 104，592 

早期復!日対策

3. 復興対策 。 62， 032 62， 032 269，739 

84， 391  292， 511  376.902 438， 805 

平成 6 年度 2 月 補正 に は 、 追加補正分を含む。
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策予算

262， 391 73， 443 213， 521 ム106， 183 2， 675， 167 : 1， 0自0， 972 134， 9 

129， 犯O 33， 202 24， 403 ム 64， 338 959， 447 408， 432 136 ， 0  

12， 訂2 。 。 ム 10， 179 169， 898 : 15 ， 810 102， 1 

404， 143 106， 645 237， 924 ムI自0，7∞ 3， 804， 542 : 1， 515， 214 133， 2 

(単位 : 百万円)

平成 7 年度 合 計
(A) + ( 日 )

追加補正 6 月 補 正 9 fj 補 正 II 月 補正 2 月 補正 ノj、81' ( S )  
52 ム11 ， 672 139， 236 358，037 

。 58， 994 13， 934 。 ム23， 967 153， 553 249， 622 

426， 600 332，786 39， 318 176， 517 ム22， 535 1， 222， 425 1， 284， 457 

426， 600 446， 461 84，953 176， 569 ム58， 174 1， 515， 214 1， 892， 116 



( 3 ) 組織体制

① 対策初期の本部組織 ( 1 月 20 日 改正の組織)

兵庫県災害対策総合本部
(本部長 知事)

緊急対策本部
(六倍副知事)

事務局 生活文化部

②緊急渉外対策部 Q'!=ifi 文化部長
千千百11

③緊急救援活動部 0警察本総長
各部

④緊急物資対策部 。生活文化部長
(水、 食料、 生活用具、 商 [郊
生活資会) 渓林水産部

企業庁
⑤緊急建築物対策部 0都市住宅部長
⑥緊急、i欠療福祉対策部 。保健環境部長

千両社部
⑦緊急、教育対策部 0教育長

総務部
⑧緊急輸送対策部 。土木部長

( 自 動車道、 ヘ リ コ プ タ ー 生活文化部
輸送、 船舶) 警察本部

⑨余震緊急対策部 0生活文化部長
(避難命令、 避難場所設置、
各部緊急物資調達 な ど)

⑩国際対策部 0知事公室長

災害復旧対策本部
(今井副知事)

⑬総合対策部
(復興総合計i由j 、 政府現地
対策本部と の連絡調整、
専 門家会議等)

⑫ラ イ フ ラ イ ン 部
(電気、 ガ ス 、 水道、 電話)

⑬生活救援者自
(義援金、 義援物資、
生活資金等)

⑭廃棄物対策部
⑮商工業対策部
⑬生活物資対策部

⑫庁内対策部
(予算、 議会、 その他)

⑬総設応急対策部
(公共土木、 農林施設、
水道、 公営住宅、
学校施設)

安井埋事
企両部長

0商工部長
土木部
企業庁

0福祉部長
各部

0保健環境部長
。商工部長
。農林水庭部長

商工部
0総務部長

。土木部長
農林水産部
都市住宅部
企業庁
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② 震災後 2 週 間経過以降の本部組織 ( 1 月 30 日 改正 の 組織)

兵庫県災害対策総合本部
(本部長 知事)

緊急対策本部一 山 間][本部長 問加叩叩一高剥馴附酬リ以的伽主匁知i日i

安 井弁ニ E湾型事

;事務局 生活文化部

③緊急渉外対策部

④緊急救援活動部

⑤緊急物資対策部
(備蓄基地、 食料 、
生活物資)

⑥緊急 ラ イ フ ラ イ ン対策部

⑦緊急住宅対策部

⑧緊急生活救援部
(義援金、 義援物資)

⑨緊急 ごみ ・ し尿対策音11
⑩緊急、保健医療福祉対策部

⑪緊急、教脊対策部

⑫緊急輸送対策 吉11

⑬緊急、余震対策部

774 第三部@団体等の対応

。ノU，�文化部長
各白15

0生活文化部長
警察本部
各部

。生活文化部長
防 仁部
農林水産部

。商 工部長
f企 業庁

。都 市住宅部長
生 活文化部
労働部

0福祉部長
各部

0保健環境部長
0保健環境部長

1'1局者1:部
0教育長

総務部
O土木部長

生活文化部
警察本部

0生活文化部長
各部

兵庫県南部震災復興本部[本部長 知事
副本部長 今井副知l務;

芦尾副知事等

⑬国際対策部 0知事公室長

⑬総合調終吉r5 0総務部長

⑬総合企憐i部 。企極l部長
(再生計側、 政府現地本部
と の連絡調書冬等)

⑫事rr都 flí悠L没者i 0都市住宅部長
(幹線交通t.�控室、
ラ イ フ ラ イ ン、 住宅繋備)

⑬新生ìlifìlJj主音r5 0福初:部長
(福祉 ま ち づ く り 、 生活文fと部
災手? に 強い ま ち づ く り 、 保健環境部
災守救急対策、 人間 開発、 教育委長 会
生活資金等)

⑬新産 業創造部 。商工部長
(産業施設再生、 企画部
新産 業創造)

@施設復旧部 0土木部長
農林水産部
教育委員 会

0廃棄物対策部 。保健環境部長
(公共施設廃材、 建築廃材) 1:木部

。用地対 策部 。土木部長



阪神 ・ 淡路大震災復興本部組織 ( 3 月 15 日 設置の組織)③ 

事)(知長部本

副本部長 (知事が任命又は委嘱)

都
市
住
宅
部

土農
林
水
産
部

。乙
ブJ商保

健
環
境
部

福紡渉地国まま

木働千止災タト域際括

音[\吉日吉日部部吉日音E音E

各市町

神戸市 ([附 ・ 淡路大震災 神戸仰記録 別5l，r-j よ り )

II 

( 1 ) 主 な 対応

容内区 分

応急 ・ 復旧対策

{災害対策本部i

I [ 1M者報対策}

O 神戸市災害対策本部 を 設置 1 月 17 日 午前 7 時
O 被害状況等の情報収集

①消防ヘ リ コ プ タ ー に よ り 市内全体の被害状況 を 収集
②防災行政無線に よ り 避難所 ・ 避難者数、 被害状況 を 収集

O 災害対策広報の実施
① ( こ う べ地震災害対策広報J の発行 1 月 25 日 ~
② 「広 報 こ う べ地震災害対策特別号J の新聞折込、 区役所等での配布

2 月 17 日 � ( 4 月 号か ら 市外避難者への郵送サー ビ ス 開始)
イ ン タ ー ネ ッ ト に よ る 災害③FAX、 パ ソ コ ン 通信 ( あ じ さ い ネ ッ ト ) 、

関連情報の提供
. FAX サ ー ビ ス 1 月 29 日 ~

最新情報の抜粋、 生活情報 ( ガ ス 、 水道、 電気 な ど) 、 住宅情報
(… ・時使用住宅、 公営住宅 な ど) 等
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区 分

776 第三部@団体等の対応

内

- キ ャ プテ ン端末 2 月 6 日 ~
・ パ ソ コ ン通信 2 月 13 日 ~
・ イ ン タ ー ネ ッ ト 1 月 18 日 ~

�モ，合

③テ レ ピ、 ラ ジ オ に よ る 災害関連情報の提供
〈テ レ ビ〉

「ふ る さ と ス テ ー シ ョ ンJ (サ ン テ レ ビ) 2 月 5 日 ~ 県 政番組 に
震災関連情報を 提供
「神戸市災害対策本部か ら のお 知 ら せJ (サ ン テ レ ビ)

2 月 6 日 � 6 月 30 日
月 ~土曜 日 17 : 30� 17 : 35 ( 4 月 か ら 、 月 ~金曜 日 17 : 20�17 : 25  
に 変更)
( 5 月 か ら 、 「神戸市か ら のお 知 ら せJ に タ イ ト ル変更)
「 ウ イ ー ク リ ー神戸J (サ ン テ レ ビ)
手話通訳/震災関連情報 2 月 12 日 ~
毎週 日 曜 日 18 : 1 5�18 : 20 

( 4 月 か ら 、 毎週土曜 日 17 : 25�17 : 30に 変更)
「がん ばろ う ! 神戸J (サ ン テ レ ビ)
震災関連情報 ・ 街の復興状況の紹介 3 月 12 日 ~
毎週 日 曜 日 10 : 00�10 : 30 

( 4 月 か ら 、 毎週月 曜 日 8 : 30� 9 : 00 に再放送)
( ラ ジ オ 〉

「 コ ウ ベス タ イ リ ッ シ ュ ウ イ ン ズJ (Kiss-FM KOBE) 
1 月 22 日 � 2 月 12 日 毎週 日 曜 日 8 : 30� 9 : 00 
「サ ン デー神戸J (AM KOBE 558) 1 月 29 日 ~

毎週 日 曜 日 9 : OO� 9 : 30 
「神戸市災害対策本部か ら のお 知 ら せJ 2 月 6 日 ~

(AM KOBE 558) 月 ~土曜 日 10 : 15�10 : 20 
(Kiss“FM KOBE ; 英語で も 放送) 毎 日 15 : 00�15  : 05 
( 4 月 か ら 月 ~金 曜 日 8 : 08� 8 : 13 (AM KOBE 5 58) 、 月 ~

金曜 日 15 : 00�15  : 05 (Kiss同FM KOBE) に 変更) ( 5 月 か ら 、 「神

戸市か ら の お 知 ら せj に タ イ ト ル変更)
( 7 月 か ら 、 「 あ じ さ い イ ン フ ォ メ ー シ ョ ンJ (AM KOBE 558) 、
iKOBE イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ス ク エ アJ (Kiss-FM KOBE) に タ

イ ト ル変更)
- 復興通信 iFM796 フ ェ ニ ッ ク ス J ( 臨時災害 FM 放送局) に情報

提:{共 2 月 15 日 � 3 月 31 日
①報道機関への情報提供

- 記者会見 1 日 1 凶
・ 資料提供 随時、 張 り 出 し形式

⑥震災関連情報 コ ー ナ ー の設置
・ 総合 イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン セ ン タ ー 内 (三宮そ ご う 商) 3 月 1 B �



区 分

[避難所対策}

内 戸モ，合

O 市民 と 市長のふれあ い ト ー ク の実施 (避難所 ・ ま ち づ く り 協議会等の 市
長訪問等) 2 月 14 日 ~

O 緊急、市民相談の実施
①法律相談 協力 ; 神戸弁護士会

電話相談 1 月 26 日 � 2 月 28 日 面接相談 2 月 1 日 � 2 月 28 日
( こ の他、 長mlXで も 実施 2 月 16 日 �22 日 )

②土地 ・ 建物 (登記) 、 税務、 社会保険 ・ 年金相談 (電話)
1 月 27 El � 2 月 28 H (社会保険は 2 月 1 B �) 

協力 ; 兵庫県司法書 土会、 兵庫県 土地家屋識恋士会、 近畿税理士会、
兵庫県社会保験労務 士会

①住宅応急修繕相談 (電話 2 月 3 日 � 3 月 31 B 
協力 ; 神 戸市建築協力会

④各区での法律相談の再開 3 月 1 E I � 
⑤ (臨時) 市民相談容の業務再開 4 月 1 B �

O 消 費生活相談の実施
①臨時消費生活相談所の設置 1 月 25 日 ~
②民消費生活相談所の再開 5 月 8 日 �}II夏次

O 災害弔慰金の支給 に 関 す る 相談電話 ・ 窓口 の 開 設 3 月 21 日 � 4 月 10 日
O 災害援護資金貸付 に 関す る 相談電話 ・ 窓口 の 開設 3 月 24 日 � 4 月 30 日
O 心の電話相談の開設 2 月 8 日 � 5 月 31 日
O 外国 人電話相談 窓 口 の 開 設 1 月 25 日 ~
O 全国か ら の励 ま し の手紙を掲載 し た 冊子 「がん ばっ て ねJ の配布

発行回 数 ， 3 凶 ( 3 月 1 日 、 3 月 16 日 、 4 月 10 日 )
O 市民への盗難防止の呼びか け
O 避難所の 開 設及 び避難者の受入 最大時 ; 589避難所236 ， 899人 ( 1 124) 
O 食事の提供及 び物資 の供給
O 職員 の巡 回 又は 常駐 に よ る 運営 ・ 管理及 び夜 間 の ガー ド マ ン 配置
O 避難所の救護班 (医師 と 看護婦) を 編成す る と と も に救護対策現地本部

を 設置
o I避難 さ れて い る 市民 の 方 に 関 す る 調査」 の実施

3 月 10 日 、 5 月 10 日 �16 日
O 避難所の環境等の改善

①食事 メ ニ ュ ー の工夫
②共用 で住用 す る 物資 に つ い て 、 救援物資で不足す る 分 を 矯入 し て供給
③間仕切 り や更衣京 に利用 で き る段ボー ル 製パ ネ ル の 配布
④共同調理施設の整備、 フ。 ロ パ ン ガス の提供等
⑤畳、 断熱マ ッ ト の 配布 及 び石油ス ト ー ブ、 灯油の提供 (冬季)
⑥簡易風 呂 や シ ャ ワ ー の整備、 寄贈 を 受 けた洗濯機の配置等
⑦防臭 ト イ レ の 設置 や 防臭剤の配布 、 毛布の消毒、 ク リ ー ニ ン グ の 実施
⑧避難所 と な っ て い る 学校の教室等の 電気容量の増強、 配線工事の実施
① タ オ ル ケ ッ ト 、 扇風機等の 配布、 網戸の設置 (夏季)
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{物資対策}

[給水対策}

{住宅対策i

⑮保冷 コ ン テ ナ、 保冷庫、 冷蔵庫の設置
⑪テ ン ト 村への断熱 シ ー ト や ブル ー シ ー ト 等の配布

O 避難所の通信確保 の た め 、 無料特設公衆電話 (国際電話 を 含む。 ) 、 FAX
の設置 を NTT に要請

O 食糧の供給
① 「緊急時 に お け る 生活物資確保の為の神戸市 と 生活協 同組合 コ ー プ こ

う べ と の協定J の発動 に よ る 食糧等の 調達 1 月 17 日
②県下各市町への食糧や毛布、 水等の提供の 申 し入れ及び紹 介 を う け た

給食会社への食料供給の依頼
③地域防災計画 に 定め る 数助用米穀、 副 食等の提供依頼
④中央卸売市場 に よ る 緊急食料品の調達、 配送
⑤ フ ル ー ツ ・ フ ラ ワ ー パ ー ク 等 に お け る お に ぎ り の 製造、 配送
⑥避難所産送体制の 実施 2 Jj 1 臼 ~
⑦主食供給 シ ス テ ム の導入

O 生活必市品 (毛布、 タ オ ル、 茶碗、 は し、 包丁、 やかん、 塩 ・ 醤油、 石
鹸、 バ ケ ツ 等) の供与

O 物資 ( ガ ソ リ ン 、 灯油、 防水 シ ー ト 、 自 転車、 ガス コ ン ロ 、 テ ン ト 、 懐
中電灯等) の 緊急調達

O 救援物資の受け入れ、 管理、 配送、 回収
O 海外か ら の救援物資の受取、 仕分け、 輸送の調整
O 市 内量販底 に食料品等生活関連物資の安定供給 ・ 価格安定 を 要請
O 生活関連物資の価格監視等

①震災に伴 う 価格高騰紡止の た め、 緊急の価格調査 ・ 監視 を 実施
1 月 23 日 ~

②物価110番 の 開設 1 月 23 日 ~
③ く ら し のかわ ら ばんの発行 1 月 28 日 ~
④計量緊急立入検査の実施

O 家賃等の動向調査
O 応急給水の実施

1 月 17 日 � 3 月 末 に応急復旧 す る ま での 関 、 延べ約36 ， 000人の人員 と
延べ約17， 000台 の 給水車 を 投 入 ( う ち 延べ約31 ， 000人 の 人 員 と 延べ約
14， 000台の給水車 は 、 他都市や 自 衛隊、 ボ ラ ン テ イ ア 等の 応援)

O 水道施設、 工業用水道、 下水道施設の復旧
O 応急仮設住宅の建設
O 神戸市住宅供給公社内 に 「応急仮設住宅管理部J を 新設 し 、 仮設住宅の

管理を 委託 2 月 9 H 
①雨水排水対策
②敷地内通路の整備
③住宅、 共同利用 施設の維持管理
④防火安全対策 等

o 時使用FR家住宅の確保 ・ 提供
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O ホ ー ム ス テ イ 栢談セ ン タ ー の 開設 1 Jí 27 El � 2 月 28 日
O 建築相談ボ ラ ン テ イ ア セ ン タ ー の 開設 1 月 24 R � 2 月 10 日
O ポ ー ト ア イ ラ ン ド官学生住宅及び神戸留学生会館への受入
O 分譲マ ン シ ョ ン 補修 ・ 建替相談くま録セ ン タ ー の 開設 2 月 14 日 � 1 ヵ 月

間 登録管玉県組合に対す る 説明会、 個別相談会 3 月 19 日
O 神戸 市災害復興{主宅特別融資の 開始 2 月 初 日 ~
O 低所得者の半壊 ・ 半焼個人住宅の応急修理 を 実施

受付期 間 ， 3 月 17 日 � 26 B
O 特特z定f優憂憂怠良賃貸住宅及び
O 被災者者Lへの可市i住宅供給公杜のf優憂遇分譲
O 神戸 ・ 復興住宅 メ ッ セ の 開設 (神戸 市住宅供給公社 と 共催)

6 j] 22 日 ~平成10年 4 月
耐震 ・ 耐 火 な どの防災住 ま いづ く り や個別の建て 替 え 、 協調 ・ 共同建

て替え な ど、 被災市民 自 ら の住宅再建 に つ い て、 民 間 企業の協力 を 得 て
総合的 な相談に応 じ る と と も に 、 住宅 に 関 す る '情報の拠点 と し て 開設

[生活救援対策] I 0 り 災証明書の発行 2 月 6 日 ~ 発行開始
O 義援金の配分
O 災害弔慰金、 神戸市災害見舞金、 兵庫県災害援護金、 災害障害見舞金の

支給
O 生活福祉資金特別貸付 (小 口 資金貸付) 、 災害援護資金貸付、 生活福祉

資金災害援護資金貸付
O 高齢者対策

①福祉事務所会ホ ー ム ヘ ルパ 一等 に よ る 安否確認等
②特別養護老人 ホ ー ム を 中心 と し た 緊急 シ ョ ー ト ス テ イ の 実施
③市営の 国民宿舎等公共宿泊施設で の 緊急一時受け入れ

O 障害者対策
①障害児 ・ 者施設利用 者等の安否確認
②障害者施設への緊急 シ ョ ー ト ス テ イ の実施及 び障害者緊急、 ケ ア セ ン タ

ー の設置
③補装具、 日 常生活用 具の給付、 ホ ー ム ヘルパ一等の派遣、 企業の協力

に よ る FAX、 文字放送 テ レ ビ の避難所への設置、 手話通訳に よ る 情
報提供

O 児童対策
①保育所措置児童 に つ い て訪問等に よ る 安否確認
②保育所の緊急入所等の実施

O 震災で被災 し た 要援護者の新 た な ニ ー ズ把握の た め の f要援護者調査J
の実施及び 「市民福祉復興プ ラ ン 」 の策定

O 高齢者 ・ 障害者 向 け の地域型仮設住宅の整備及び生活支援 員 の 配置
o I地域こ こ ろ の ケ ア セ ン タ -J の設置
O 外同 人 に対す る 救援 ・ 支援

①避難所 と な っ た外国 人学校等への救援物資等の手配
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②外国人団体の n [iiJl\\保護策等への支援
③ 「 こ う べ地震災芹対策広報J の英訳の配布

O 税 ・ 使用料等の減免
①rfi税の減免、 納 期 限等 の延長
②印鑑証明等諸証明 手数料、 宅地造成等手数料、 再開発住宅使用料、 国

民健康保険料、 建築確認 申 請 手 数料、 仁 ・ 下水道使用料等の減免
O 降雨対策 と し て ビニ ー ル シ ー ト を 配布

O タ ン ク ロ ー リ ー に よ る 水の供給等公衆浴場の営業再開支援及 び公共施設
等 の 入浴設備の 命般開放

{産業 ・ 雇用対策] I 0 回、 県、 r!i\ 商工会議所、 関係団体 に よ る 別企業総合相談所J の 開
設 1 月 25 日 ~

O 中小企業向 け特別融資の創設
災復旧緊急特別資金融資

②震災復旧特例無.í1t保無保証人資金融資
③償還期 間 の 1 年延長制度
④経済変動対策資金融資 に お け る 震災貸付

O 被災企業用仮設賃貸工場 (170戸) の建設
O 商厄街 ・ 小売市場の復旧支援

①市、 県、 商工会議所か ら な る 復興支援チ ー ム の 派遣 2 月 27 日 ~
②商庖街 ・ 小売市場共同仮設宿舗補助制度の創設

受付 3 月 8 日 � 7 月 31 日
③被災地区商宿街 ・ 市場調査の実施 6 月 26 日 � 7 月 7 日

O 集客観光産業の復旧支援
①情報の提供 1 月 ~

- 宿泊 施設、 観光施設、 コ ン ペ ン シ ョ ン 施設の営業状況等の旅行代理
屈、 マ ス コ ミ 等への情報提供

- 震災復興状況海外向 け広報 レ タ ー の送付
・ コ ン ペ ン シ ョ ン 復興 PR パ ン フ レ ッ ト の作成 ( 日 本語版 ・ 英語版)

②観光キ ャ ン ベ ー ン の展開
・ 旅 フ ェ ア への 出底、 各 自 治体の ま つ り 、 パ レ ー ドへの参加 4 月 ~
. 観光キ ャ ラ パ ン 隊の 派遣

4 月 13 日 �14 日 、 6 月 13 日 �15 日 、 7 月 4 B � 5 日
a 会議 コ ン ペ ン シ ョ ンへの参加
④集客 イ ベ ン ト の 実施、 協力及び会議 ・ 大会の誘致

O 雇用 対 策
①被災労働者の優先的雇用 に つ い て 市内企業へ要請 2 月 11 日
②市各部局 に 対 し 、 地元業者の優先発注 を要請 3 月 18 日
③商工会議所会員企業で市外流出 し た企業に対 し 、 早期市内復帰 を 要請

3 月 27 日
④市内主要企業 ・ 団体か ら な る 雇用問題連絡会議に お い て 被災労働者の

優先雇用 を 要 請 3 月 四 日
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{保鍵医療対策1 I 0 日 本赤 十字社兵庫県支部 に 対 し て、 救護班の 派遣 を 要請

[廃棄物対策}

[有害物資対策i

{交通 ・ 輸送対策]

O 常設救護所、 巡 [i iJ 班 に よ る 救護体制の縫立 1 月 26 日 � 4 月 末
最大時 ; 救護所133 ヵ 所、 巡回班47斑 ( 2 1 6 ) 

O 歯科救護所の設前及び巡回商科診療の実施 1 月 22 日 � 3 月 末
O 保健所精神科救護所 ( 6 保健所) の設置
O 難病忠fí^に対す る 医療確保及 び相談対応
O 救援医薬品集接セ ン タ ー の 設置 に よ る 医薬 品 ・ i哀療器材の確保
O 医療機関への支援

①後送医療機関 の確保の た め の情報収集 ・ 提供
②医療機関 の要請で、 給食、 水、 医薬品等の調達、 ヘ リ コ ブ タ ー に よ る

搬送
①医療ボ ラ ン テ ィ ア のな録 と 派遣誠整
④融資制 度に対す る 利 f補給等医療機関再建への支援

O 在宅 ね た き り 者、 ひ と り ぐ ら し 名 人等の安行確認
O 避難所巡同健康相談、 在宅療去を指導等の実施 1 月 17 日 ~
O 避難所及 び仮設住セ等での健康診査の実施 3 月 16 日 ~
O 仮設住宅等の巡回栄去を指導の実施
O イ ン フ ルエ ン ザ予 防接種の実施 1 月 初 日 � 2 月 16 日
O う がい薬、 マ ス ク 等の避難所への配布等
O 仮設 ト イ レ の 消毒等の 防疫対策
O 倒壊家屋跡地周辺及 ぴ仮設住宅の衛生対策
O 避難所給食弁当 等の衛生確保の た め の啓発 ・ 指導等
O 遺体の安置 (安置所の設置、 棺、 ド ラ イ ア イ ス の調達、 遺体の搬送等)
O 明石市等周辺市町に火葬業務の支援 を 要請
O 埋火葬費の助成
O 神戸動物救護セ ン タ ーへの活動拠点 と し て の敷地の提供等の支援 に よ る

被災動物の救護
O 倒壊家屋等の解体撤去及 び災害廃棄物処理の 実施

①災害廃棄物対策室の設置 2 月 3 El 
②災害廃棄物解体処理事業実施要領及 び処理処分計画 の策定、 実施

O 産業廃棄物等収集運搬業許可 申 請業務の 申 請書類の簡素化、 許可証発行
の即 日 対応

O し尿処理対策
q 仮設 ト イ レ の設置 最大時 3， 012基546 ヵ 所 ( 2 116)  

②バ キ ュ ー ム 車の 配置 で定期 的 ・ 計倒 的収集

O 家庭 ゴ ミ ・ 荒 ゴ ミ 処理対策
O 倒壊家屋の解体撤去等 に 伴 う ア ス ベス ト 対策の実施
O 有害物質の漏出等に よ る 2 次災害防止 の た め 大気及び水質の環境モ ニ タ

リ ン グ緊急調査実施
O 自 衛隊、 他都市、 民 間 のヘ リ コ プ タ ー に よ る 救援物資 ・ 救急患者 ・ 人員 1

の搬送 | 
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[教育対策l

782 第三郎@団体等の対応、

内 容

O 主要幹線道路の通行障害の 除去作業及び道路の応急復!日
O 最低限度のj並行機能の確保守=の た め の私道 に対す る 応急措置 の実施

O 市バ ス 、 地 下鉄の fjqYJ運行再 開
①市バ ス 全73路線中 65路線運行 2 月 末
③ 市常地 下鉄全線復111 2 月 16 日

O 神戸新交通の復旧及び代替パス の運行
O 神戸航空貨物 タ ー ミ ナ ル (K-ACT) に よ る 海外援助物資 の 輸送
O 港湾施設の線引

① 「神戸港復興対 策連総会議J I神J î港設興計画委員会J の 設置
① 「神戸港港湾審議会j の 開催 (港湾計画 の改訂)
③公有水面i埋立免許の HI願 . :f:県立承認の 申 請 (摩耶、 六 市 南、 新i巷束、

兵庫)
O 災宍救助法 に 基づ く 学用 品 (教科書 ・ 学用 品) の 配布
O 学用 品受入れセ ン タ ー の 開設

①神戸市立 中央体育館第 1 ・ 第 2 体育烹に設置 1 月 初 日
②第 2 学用 品受入れセ ン タ ー を !日兵庫勤労福祉セ ン タ ー に 設置

2 月 18 [1 
O 受験者向 け学習 コ ー ナ ー の 開設 2 月 2 El �
O 移動児童館の開設 2 月 14 H � 3 月 31 日 羽田延べ1， 751人 が参加
O プ レ ハ ブ臨時教室の建設
O 全学校冨で教育活動再開 2 月 24 日
O 全小学校で鰐易給食、 一部中学校で希望給食実施 2 月 27 日 ~
O 学校 園改修計画の 策定、 実施
O 神戸市外国語大学 に お け る 特別入試の実施等
O 心の ケ ア事業の実施

① 「心 の ケ ア j 椙談室 の 開設
2 月 初 日 � 3 月 24 日 (神戸市役所 3 号館 7 階)
4 月 3 日 � (神戸市総合教育セ ン タ ー)

②学校巡回相談の充実
③教職員への研修
④ 「心 に対する 健康相談室j の拡充

O 被災 し た 「児童の こ こ ろ の 巡回相談J 等
① 「児童の こ こ ろ の 巡回相談j

- 精神科医、 児童相談所ケ ー ス ワ ー カ 一 、 心理判定員 か ら な る チ ー ム
で 3 月 末 ま で に 述べ66 ヵ 所 を 巡 同

② 「児童こ こ ろ の相談110番」
・ 4 月 17 0 か ら 専用 電話 に よ り 心の相談に応 じ る と と も に、 必要に 応

じ て 訪問指導 を 実施
O 青少年電話相談室の 開設 2 月 13 日 ~
O 神戸の教育再生緊急提言会議開催
O 授業料等の免除



区 分 IJ

 

はγ 容

①保育所徴収金等
②幼稚 間保育料等、 高校授業料等、 高専授業料
③看護短期大学授業料、 外国語大学授業料等

{余震 ・ 二次災害 1 0 避難勧台の実施 1 月 19 E1 � ( 1 月 中 に38 ヵ 所)
対策] I 0 河川 、 急傾斜区域等の応急対策 (土の う 積み、 シ ー ト 掛け等)

O 民 間 宅地 の 2 次災害危険個所の応急措置 を 実施、 防災工事貸付金制度の
充実

O 建築物応急危険度判定の実施
第 1 次 ， 1 月 18 日 � 23 [ 1 第 2 次 ， 1 月 23 日 � 2 月 9 日

[ ボ ラ ン テ ィ ア I 0 rfî災害対策本部 に 「救護ボ ラ ン テ イ ア 窓 口j を 設置 1 月 18 日 � 3 月 8 日
活動への支援等] 1 0 各区対策本部に お け る ボ ラ ン テ ィ ア 受 け入 れ 及 び区 役所庁舎の ス ベ ー

ス 、 通信 ・ 事務機器等の提供
O 神戸市が加入す る 「救護ボ ラ ン テ ィ ア 傷害保険j の 開 設
2 月 1 日 � 8 年 2 月 末
O 全医 で ボ ラ ン テ イ ア セ ン タ ー を 開設 し、 ボ ラ ン テ イ ア 活動 に 対す る 支援

窓 口 を 設置
O ボ ラ ン テ イ ア 活動への劫成 (復興基金事業 5 月 25 日 ~

[市会の取 り 組み 1 I 0 議員 改選 ( 6 月 間 ) ま での 主 な 活動
①全体議員 総会 を 開催 し 、 市 当 局 に対 し 、 市民の生命の安全を 第ー と し

て 全力 を あ げて復旧 に あ た る こ と 等 を 要望 す る と と も に、 議会 と し て
全面的 に 支援す る こ と を 表明 1 月 17 日 午後 5 時

②代表者会議 を 開会 し 、 補正予算審議の た め の 臨時市会 を 早急 に 開会す
べ き こ と 等 を 市長 に 申 し入れる こ と を 決定 1 月 四 日

③代表者会議、 市会運営委員会、 常任委員長会議合同会議を 開 会 し 、 災
害対策委員会の設置 を 決定 1 月 23 日

③全議員 に よ る 現地視察の実施 1 月 30 日
⑤臨時市会本会 議 を 開 会 し、 王子成 6 年度 2 月 補正予算 等 を 可決、 「兵庫

県南部地震の災害復興に 関 す る 決議j を即決 2 月 1 5 日
⑥第 1 固 定例 市会 を 開 会 し、 [神戸市市会議員 の 報酬、 費用 弁償及 び期

末手当 に 関す る 条例の特例 に 関す る 条例の件」 等 を即 決す る ほか、 平
成 6 年度補正予算、 平成 7 年度当初予算及び関連議案等 を 可決、 ま た、
私立学校等の施設復旧 に 関 し 助成拡大 を 政府 に 要望す る 意見書の提出
を 可決 3 月 15 日 �28 日

⑦第 2 回 定例市会 を 開会 し 、 平成 7 年度補正予算等 を 可決
5 月 15 B �19 日

⑧災害対策委員 会等 に よ る 国等への要望活動の実施 1 月 24 日 ~
O 議員 の任期 は 4 月 29 日 ま でで あ っ たが、 特別法の制定 に よ り 6 月 10 日 ま

で延伸 さ れ、 6 月 2 日 告示、 6 月 1 1 日 投票で選挙 を 実施
O 議員 改選後の 活動

①全体議員総会 の 開 会 6 月 1 3 日
②第 2 回、 第 3 回 臨時市会 を 開 会 し、 平成 7 年度補正予算 等 を 可決
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区 分 容内

[ そ の他]

合同慰霊祭

復興ヘ向 け て

第 2 回 ， 6 月 21 EJ � 7 月 3 日 第 3 同 ， 7 月 26 日 � 8 月 2 日
③復興委員 会 を 設揮 し、 毘等への要?主活動 を 実施 6 月 26 日 ~

O 他都市等職員 の応援
①延379同体 1 36 ，  238人 ( 3 月 1 H 現在)
②内容 消防、 上 ・ 下水道調査 ・ 復旧、 医療、 被害誠査、 救援物資の記

布、 擢災証明 の 申 請受付等の支援
O 外国か ら の 激励 激励の 子紙、 義援金、 物資の提供等
O 国等に対する 要望活動の実施 1 月 18 日 ~
O 神戸文化ホ ー ル、 民外特設テ ン ト (大倉山公園、 湊Jl I 多 開小 学校 ・ 楠中

学校各 グ ラ ン ド に 設問) に お い て 「神戸市合同慰霊祭j を 実施 3 月 5
日 ( [ 1 )

O 神戸 市震災復興本部の設問 平成 7 年 1 月 初 日
O 神戸の復興 に 向 け て の 提 斤募集 3 月 23 日 � 4 月 21 EJ 

応募総数345件 (提-J内存 ; 425項 目 )
O 震災復興 に つ い て の市政ア ド バ イ ザーへの意識調奈

3 月 29 1 1 � 4 月 7 日
O 神戸市復興計画の策定 6 月 初 日
O 震災復興都市計画の策定等

①都市計画決定
. 土地区画整理事業 ・ 市街地再開発事業の都市計画

3 月 17 日 計画決定
- 地区計画 4 月 28 日 計画決定

②震災復興 ま ち づ く り の推進
〈住民参加 と 協働の ま ち づ く り 〉
. ま ち づ く り 協議会の組織化

地域住民が、 自 ら の責{壬 と 愛着 を も っ て復興 ま ち づ く り に取 り 組
め、 地域住民の意見が具体的 な 計画 に 反映で き る 「 ま ち づ く り 協議
会」 の組織化 を推進す る と と も に 「 ま ち づ く り 協議会」 に 対 し て 活
動費の助成 を 行 う 。

- 現地相談所の設置
復興 ま ち づ く り に 関連 し て、 地域住民の個人側人の生活再建等の

様 々 な ニ ー ズ に き め細 か く 対応 で き る 「現地相談所」 を 設置
- ま ち づ く り 専 門 家の登録 ・ 派遣

地域住民 自 ら が ま ち づ く り に取 り 組 む た め 、 ま ち づ く り 協議会 を
支援す る 「 ま ち づ く り 専門家j を 派遣

(そ の他〉
・ 用地確保

仮設住宅等の建設用 地の確保や減歩率緩和 の た め の用 地買収を推
進

O 神戸市震災復興住宅整備緊急 3 ヵ 年計画の策定
①神戸市震災復興緊急整備条例 2 月 16 B 制定
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区 分 内 容

②震災復興住宅整備緊急 3 ヵ 年計画 (案)
条例 に基づ き 、 神戸 市震災復興住宅整備緊急 3 ヵ 年 計画Î (案) を 作

成、 公表 3 月 17 日
③震災復興住宅整備緊急 3 ヵ 年計画 7 月 7 日 策定

O 神戸市 と 県の共同 に よ る (財) 阪神 ・ 淡路大震災復興基金の創設

4 月 1 l::I 

( 2 ) 予算

〈主な予算の概要〉

0平成 6 年度 2 月 補正予算

①補正予算の規模 現年度予算

計ム口

2 ， 2521:章、6 ， 400万 円

1 ，  508億3， 700万円

23億3 ， 100万 円

720億9， 600万 円

328億8， 100万円

2 ， 581億4， 500万 円

( 一般会計特別会計
企業会計
債務負担行為

②補正 の主 な 内容 (現年度予算)

災害救助費 376億6， 000万 円 災害援護資金貸付

災害復18費 1，  451億2， 900万円 伝染病予防費

災害見舞金 33億5， 600万 円 災害廃棄物処理費

災害弔慰金 ・ 災害障害見舞金 161億4， 100万 円 そ の他

1 27億1 ， 900万 円

4， 200万 円

801:意 円

22億 1 ， 500万 円

0平成 6 年度 3 月 補正予算

①補正予算 の 規模 現年度予算 2 ，  144億3， 300万円( 一同 1 一万 円特別会計 1 7億7， 200万 円

企業会計 563億3， 800万円

債務負担行為 70億4， 400万 円合 計 2 ， 2 14億7， 700万 円

②補正 の 主 な 内容 (現年度予算)

{震災関連事業費 1 ， 857億3， 500万円

災害復旧費 1 ， 582億1 ， 700万 円 復興対策 264倍、5， 900万 円

そ の他 10億5， 900万 円
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0平成 7 年度当初予算

①予算規模

(単位 : 百 万I rJ ) 
一般会計 特別会計 全会計合，;r

震災関連事業費 877， 734 235， 1 41 1 ，  112 ，  875 

通11;事業費 856， 308 1 ， 012， 847 1， 869， 155 

合 計 1 ，  734， 042 1 ， 247， 988 2 ， 982， 030 

0平成 7 年 度 当初予算案補正

①捕正予算の規模 一般会計 1， 998f意7 ， 600万円

②内容 (財) 阪神 ・ 淡路大震 災復興基金 に対す る 貸付金、 出担金 2， 000億 円

議員 報酬の減額 ム 1 億2， 400 万 円

0平成 7 年度 7 月 補正予算

①補正予算の規模

( 単 位 : 百万円)
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( 3 ) 組織体観

[神戸 市災害対策本部}

一

ト一一一
ト一一一
ト一一
トー一
トー……
ト一一
ト一一一
十一一
ト一一
ト一一一
ト一一一
い………一

ト一一一
トーー
一

rfi t<è ;\1) 
i調者�;'iI5

総務泌

海財部

市民部

民生部

衛生部

五長波 ポ
絞j斉点E
農政自15

土木部

下水道部

{主宅部

j巷湾部

消防吉15

水道部

交通部

学校部 (教育委員会事務局)

議会部 ( 市会事務局)

外大部

第i協力部 (会言「室)

第2協力 部 (都市計画局)

第3協力 部 (開発局)

第4協力 部 (選挙管理委員会事務局)

第5協力部 ( 人事委員会事務局)

第6協力部 (監資事務局)
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{神戸市震災復興本部}

2 尼崎市

( 1 ) 組織体制

企凶!調整材、 海財局、 民生局、 衛生局、 環境対、
経済局、 農政局、 土木尚、 F水道局、 都市llrjillj局 、
住宅局、 港湾局、 開発局、 消防局、 水道局、 交通局、
教育委員 会事務局 の長

{尼崎市災害復興本部] (平成 7 年 1 月 17 日 6 時10分設置)

主庶
務

当i 

財

担務当

788 第三音11.げi体等の対応、

止，一b 
拒部ll 当

本 部 長 : f1i 長
副本部長 助 役
本 部 H : 収入役、 主禁事、 技獄、 教育長

事 務 局

括 (理事)

H
グ乞t 
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f 主区l 地
まiiメli: i 9担当4 i 当

道
路

ì<íf 
J I I  
担当

/ルf、、 建

担同当 施日え
在コaL又りYb i 



[尼崎市震災復興推進本部}

本 部 長 : 市長
副本部長 : 尚助役
本 部 長 - 収入役、 教育長、 技監及び

各音IIJ誌の長

吾川 務 尼崎市震災復興推進体制 ( 主 な定常総織)
調専従

‘ト-

市民生活、 事業活動
の復興

復興基本計岡 ・ 復興，ìr画の推進

面的整備地区の復興

公共建設物等

公共施設等の復興 都 市総数施設

災筈に強いまち づく り

]R尼崎駅北部地区

l 災害廃棄物処理推進
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3 明石市 ([明石jTiの災害と 復興への記録』 よ り )

( 1  ) 主 な 対応

区 分

応急 ・ 復旧対策

[災害対策本部}

[情報対策}

790 第三音1\.団体会事の対応、

O 明石市災害対策本部 を 設置 1 月 17 日 午前 6 時30分
O 明石市震災復旧対策本部 を 設置 5 月 1 日
O 広報活動

①広 掃車に よ る 広報活動

7 >10 

1 J] l íì  H 延べ
--- 23 

り 、 ガス 漏れ、 家屋の

;j，;丘 ii[5 : 17  [[ �24 日 ま で毎 日 4 Ýìで [ 給水筒所」 のお知 らせ
消 防本部 : 17 tl 延べ筋合、 18 tl …延べ41台、 1 9 日 ~犯 行
延べ168ず?で、 f火気の取扱いJ に つ い て広報

②広報紙の発行等
・ 市政だ よ り 定例 号 通常 どお り 1 [j ・ 15 日 発行
・ 市政だ よ り 臨時号 1 月 19 EI �27 [! 
- 市政だ よ り 号外 1 月 初 日 � 3 月 10 日
・ 展外広告 1 月 19 日 か ら 掲出
- 新聞広告 神戸新聞 臨時明石板に 2 国掲載

③テ レ ビ、 ラ ジ オ に よ る 災害関連情報の提供
- 明石 ケ ー ブル テ レ ビ 1 月 17 日 � 3 月 31 日
. AM 神戸放送 生活関連情報 2 月 4 日 �21 1::l
. サ ン テ レ ビ

「子午線明石」 地震関連番組 2 月 11 日 、 3 月 1 1 日
特別番組 (明石ケ ー ブ ル テ レ ビ耕作 1 月 28 日 �31 1::l
ス ポ ッ ト 放送 2 月 17 B �26 日

④報道機関等への情報提供
- 槌時情報提供、 取材対 応 1 月 17 日 ~

O 被災者相談セ ン タ ー の設置等
①被災者相談セ ン タ ー の 開設

建築相談 1 月 20 日 � 4 月 5 日
無料建築相談 1 月 20 日 � 2 月 4 日
宅地紡災相談 2 月 6 日 � 2 月 28 日
住宅復旧キ[]談 2 月 15 日 � 3 月 刊 行
消費生活格談 l 月 四 日 � 2 月 28 日
金融相談 1 月 25 臼 � 3 月 20 日



区 分

[避難所対策}

{物資対策i

{給水対策}

[住宅対策i

[廃棄物対策}

[生活救援対策}

内 字子
②弁護士 に よ る 特別無料法律相談の実施 1 月 25 日 � 3 月 3 口

O 安否確認
①電話、 手紙、 は が き に よ る 問 い合わせに対す る 対応
②保健婦、 作業療法 t、 ホ ー ム ヘ ル パ ー に よ る 訪問指導 ケ ー ス 160人 リ

ハ ビ リ 教室参加者120人及びホ ー ム ヘルパー派遣159 1吐帝 に対す る 安否
確認、 そ の他の高齢者等 に 対す る 民生 ・ 児童委員 に よ る 安否確認の実
施

③市の ケ ー ス ワ ー カ ー に よ る 住吉最重度開害 苦の安否確認の実施、 市 内
陣宍 許間体や 身体障害許相談H 及 び精神薄弱者相談員 を 通 じ た 安否情
報等の集約

O 避難所の 開設及 び避難者の受入れ 最大時 ; 23筒所3， 369人 ( 1 18) 
O 避難 fI>名 簿 の作成、 救援物資、 食柑等の 配分給水場所等 の 情報提供、 生

ゴ ミ 問題等の さ ま ざ ま な 汗慌の処理
O 避難 fI>の意向等 を1eJfhlす る た めの個別 面識や状況調査
0 24時間体制で延べ3， 648人の職Jt 守; を 配置:
O 救援物資の受付 ・ 配布 受付1'f二数 ; 306件

保管場所 ; 市保健福祉部会議集、 市民会館、 中 央体育会館、 中崎小学
校

O 給水 タ ン ク 車に よ る 応急給水、 4 浄水場 と 市役所の給水栓等での24時間
態勢 に よ る 給水の実施

O 断水状況、 給水笛所 に 関 す る 広報
O 配水管、 給水管 の 緊急修繕、 宅内漏水に対す る 公認業者への工事指令
O 応急仮設住宅の建設
O 持ち 家、 借家の応急修理
O 宅地分譲
O 賃貸共同住宅建て替え補助、 家賃補助
O 勤労者住宅融資
O 倒壊家屋等の解体処玉県 受理件数 ; 3 ， 1 10件
。 被災証明 の発行
O 義援金の配分
O 災害弔慰金、 見舞金の支給
O 生活福祉資金の特別貸付、 災害援護資金の貸付
O 車椅子25台、 ス ト マ (斎尿 ・ 畜使袋) や歩行補助杖36本等の補装兵等の

緊急、確保 と 配布
O 子話通訳者の窓口配置及び明石 ろ う あ協会災害対策本部への フ ァ ク シ ミ

リ に よ る 情報提供
O 要援護高齢者の老人 ホ ー ム や老人保健施設への緊急 一時入所
O 仮設住宅 ケ ア ネ ッ ト に よ る 支援

仮設住宅 に 入間 し て い る 高齢者等の ニ } ズ に対 し、 各機関がそれぞれ
の サ ー ビ ス を 迅速に提供する と と も に、 その過程で得 ら れた情報の伝達
と 共有 に よ り 、 き め細か な 総合 的 な生活支援 を 行 う こ と を 自 的 と し て 、
仮設住宅ケ ア ネ ッ ト を組織
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区 分 内 容

O 税 ・ 使用料等の減免
①個人市民税、 固 定資産税、 都市計画税の 減免、 納期の変更
②ドJl\;年金保険料免除、 国民健康保険料等の減免
③老人保健医療費 」部負担金等の免除
④健康診育料免除
⑤水道料金、 下水道使用料の減免、 納期延長
①水洗使所改造資金貸付金償還の 1 年間支払猶予

{産業 ・ 麗用対策] 1 0 中小企業融資災害対策利子補給
[保健臣療対策] 1 0 避難所の消毒、 明石市医師会等の協力 に よ る イ ン フ ルエ ン ザ予 防接種

O 巡回健康相談の実施
[交通 ・ 輸送対策1 I 0 市バ ス

[教育対策}

① 1 月 17 日 午前 6 時40分、 全路線の運行 を A時休止 し て路線パ ト ロ ー ル
を 実施、 以降、 順次危険個所の安全確認を 行 っ た 。

②臨時便の運行及 び ]R、 Ll J 陽電車に鉄道代柊パ ス を 派遣運行
③今回 の震災の反省点 を 踏 ま え 、 災芹時の対応マ ニ ュ ア ル を 作成 し、 配

車担当職員 を対象 と し た研修 を 実施
O 道路網

①道路パ ト ロ ー ル の 実施及び通行止め 、 危 険表示の措置
②応急復旧工事の実施 545 ヵ 所 52， 546千円
③道路被災調査及 び本格復旧工事の実施

・ 居庫補助災害復!日事業 と し て92件、 災害釜定額1， 523 ， 726千 円 (被
災路線223路線、 被災延長20， 854m) が採択

O 保育所保育科の減免
O 市立幼稚園保育料等、 明石商業高校授業;f4等免 除
O 高校生奨学金償還の 1 年間支払猶予

{余震 ・ ニ 次 災 害 1 0 応急危険度判定の実施
対策}

{市議会の 1 0 代表者会 を 開館 し、 緊急 に対策が望 ま れる 項 目 に つ いて市長 に 要望書 を
取 り 組み] 1 提出 I 月 24 日 ~

{ そ の他i
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O 市議会 と し て の 市民宛 「震災見舞いJ を新聞折込で各戸配布 1 月 27 日
O 議員協議会 を 開催 し、 当 局の震災に対す る 迅速 な 対応 を 要請 2 月 1 1 日
O 定例会、 臨 時会 を 開催 し、 復旧 ・ 復興 に要す る 新年度予算案、 条例審査

等 を行い、 可決 3 月 ~
O 他市町等か ら の応、援

①33団体 延べ1 ， 601 人
②内容 避難所管理、 食糧搬送、 災害 ゴ ミ の収集、 給水応援、 家屋被害

調査、 各種施設復旧査定設計業務 な ど
O 施設 の 開放

少年 自 然の家、 市民会館、 中 央体育会館等 を 自 衛隊等の宿舎 と し て 開
放、 ま た、 望 海浜、 大道、 大道北の各公園 を 大阪ガス の駐車場 と し て 開
放



区 分 内 t行モ'i=

犠牲者慰霊祭 O 市立勤労福祉会館 に お い て 「明石市犠牲者慰霊祭J を 実施
3 月 4 日 午後 1 時

復興ヘ向 け て O 災害 に 強い ま ち づ く り 計画
「災害に 強い都市」 実現の指針 と な る 「災害 に 強い ま ち づ く り 計両J

を 策定

( 2 ) 予算 ( 災害関連事業費)

平成 6 年度 (決算額) ( 単{立 : 下 ffD

」般会計 3， 312， 389 主 な 'tf.;案内平子

災害救助費 1， 584， 521 災�g援議貸付金、 避難所続夜、 災答見舞金等

災害復旧安 1 ， 605， 217 災;存廃業物処JlH号、 予校施設災害:復旧 '{�等

災害関連経費 152， 651 市税写 災it�:減免 (歳人)

特別 ・ 会業会計 701 ， 1 1 1  上 ・ ト 水道施設復1m号、 �If*災害減免等

総 額 3， 999， 088 ※総額には会計間半目立の重複分を 除 く

平成 7 年度 (予算額 . 12月 補正後) ( 単f立 : 一千 !"Jl
般会計 29， 170， 570 主 な 事業内草寺

災害救助費 災害援護貸付金、 避難所経費、 災害見舞金等

1 災t害復旧安 17， 349 ， 414 災害廃棄物処理費、 教育施設災ミ害復旧費等

災害関連経費 8， 967， 7 1 6  i 災害公営住宅建設、 市税等災害減免 (歳入)

特別 ・ 食業会計 1， 371， 918 上 ・ 下水道施設復旧費、 国保災害減免等

総 額 30， 472， 818 ※ 総額 に は 会計防相互の重複分 を 除 く
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( 3 ) 組織体制

[明石市災害対策本部}

本 liílJ 
部 ヱド

去E
長 土毛
m 効
長 役
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本

部

上主

収入役
市長坂長
総務部長
余酔i財政部長
絞ÌÌ'i泌I之
riîl\:'U百部長
保健払\祉部長
環境部長
!土木部長

者Ilití計阿部長
F号発部長
建築部長
ド水道部長

消防長
教育長
交通部長
水道部長
rli民病院事務局長

本 音15 ヰf

総 J斉 音E

ト---i 民 生: 音15

ト斗 福 十止 苦11

ト----l �設 境 吉日

トード----i 水 防 在日

ト----l 病 f完 吉B

ト---i :::と 通

71< 道 音日

字文 育 古11

1自 |功



[ 明石市震災復!日対策本部}

本 部 長 市 長
副本部長 両助役

本 部 組 織
初 当 部 等

音1\ ・ 室 本 部 員

本部室 市長持f長 市長本
総務部長 総務部
iÊ耐!j財政部長 1Î'pl!j財 政部

民生音1\ 汁il(!I ì古部長 i!i 1己/十活部
保健制祉部長 保健十M祉部

事業拡進部 終ÌJ寺市W: れíf'i ì\l\
環境部長 J��J$� r1� 
L木綿I去 十本部

都 ili ，j[-jllJj部長 者Il lfi ，j l 闘lj音5
問先部長 開予告郊
建築古11:t� 建築 ;';11
下水道部長 ド;J<道部
交通告I\!� 交通部
水道主1\長 ! 水i立 fi�
教育長 教育部
教育部長
，11民病院事務局長 ili民病 院事務局
j汚 妨長 洋i lW;本部

協力 古15 収入役 会計室
市議会事務局
監査事務局
選挙告 理委員 会事務局
農業委員 会事務局応急 ・ 後IH対策

4 西宮市 ([1，J95 ・ 1 ・ 17阪神 ・ 淡路大渓災 問符の記録 j よ り )

( 1  ) 主な対応

i玄 分 内 手子l 応急 復i器対策
{災害対策本部 1 0 商宮市災害対策本部 を 設量 1 月 17 日 午前 7 時 5 分
{情報対策 1 0 広報車 に よ る 避難 ・ 給水場所、 火の元注意等の広報 1 月 17 行 ~

o CATV に よ る 災害広報 1 JJ 18 日 ~

O テ レ ホ ン ガイ ド に よ る 災害情報の提供 1 月 21 日 ~
o I地震災害広報j の発行 1 号 � 9 号 I 丹 23 日 � 3 月 18 日
O 市政ニ ュ ー ス 地震災害対策特別 号の発行 3 月 25 日 �1 2 月 10 日
O 市外等への避難者への 災害情報の提供

①地震災害広報の郵送

第三部@間体等の対 応、 795 



区 分

[避難所対策I

796 第三部@団体等の対応、

②テ レ ホ ン ガイ ド (FAX 含む) に よ る 情報提供
③市パ ソ コ ン ネ ッ ト ワ ー ク 「情報倉庫 に し のみやj に よ る '情報提供
④マ ス メ デ ィ ア へ の情報提供 (FM フ ェ ニ ッ ク ス 、 NHK ラ ジ オ 等へ の

フ ァ ッ ク ス 提供含む)
O 外国人への情報提供

①外国 人震災相談窓口 の設置 1 月 25 [ 1 � 3 月 31 日
②国際交流協会ニ ュ ー ス レ タ ー の発行及び外国人相談窓口 の 設置実施主

体 財) 西宮市国際交流協会 2 JJ 3 日 ~
③外国語版市政ニ ュ ー ス の発行 8 月 1 0 日 � 3 月 1 [j 

O 報道機関 か ら の取材等への 対応
O 法律棺談等の実施

①震災特別法律相談 1 月 25 日 � 3 月 31 日
( 4 月 以 降 は市民相談課相談室で震災に伴 う 特別法律相 談 を 実施)

②震災 な んで も 相談所の 開設 2 月 28 [J 、 3 月 1 日 (兵庫行政監察事
務所 と 共催)

③震災 A斉法律相談の実施 5 月 20 [j 、 9 月 初 日
④震災復興特別相談の実施 5 月 24 EI 、 7 月 18 日 、 10月 24 日

(兵庫行政監察事務所 と 共催)
⑤地震災害に 伴 う 市民相談の実施 (不動産、 家事、 建築、 行政、 心配

ご と 等)
O 消費生活相談の実施 1 月 17 日 ~

①市内量販庖の現況調査 1 月 26 日
②相談窓口 A覧の作成

O 市民 か ら の 陳情 ・ 要望等への対応
O 避難所の 開設及び避難者の受入れ 最大時 ; 194筒所 ( 1 / 20) 44， 351  

人 ( 1 / 19) 
O 食事の配給 1 月 17 日 � 8 月 27 日
O 教育委員 会事務局 に避難所本部 を 設置

①避難所管理班 を 設け、 各避難所の 巡回 を 行 う と と も に、 施設管理者 と
協議の上、 班員 の常駐 と 宿直 に よ る 管理 を 実施 2 月 ~

②警備会社 に よ る 夜 間 の管理体制jの導入や炊事場設置 を 担 当 す る プ ロ ジ
ェ ク ト チ ー ム を 設置

O 避難所に対す る 生活環境整備
①寄贈 を 受け たパ ソ コ ン 通信機器、 テ レ ビ、 ラ ジ オ等の設置
②救護所の設置 設置数 ; 105 ヵ 所1 ， 071班
③簡易 ト イ レ の設置
④寄贈 を 受 け た 断熱材 ・ 去の 設置 と 石油 ス ト ー ブの 配布 (冬季) 、 寄 贈

を 受 け た扇風機の配布、 冷房機、 網戸の取 り 付 け (夏季)
③更衣室の確保 と 間仕切 り の 設置
⑤そ の他、 生活用 水の給水、 消火器 ・ 炊事場の設置、 寄贈 を 受 け た洗濯

機、 冷蔵庫、 仮設風呂等の設置 な ど



区 分

[物資対策l

{給水対策}

{住宅対策]

内 ロモ，ft 

O 二次避難所 の 開 設 (老人保養施設 「かぶ と や ま 荘J ) し 、 健康 に 不 安 の
あ る 者 を l時的 に受け入れ 3 月 l 日 � 6 月 30 日

O 避難所実態調査の実施
第 1 回 ; :) Jl 26 日 � 4 月 5 日 第 2 図 ， 6 月 23 日 �29 日

O 生活用 品 等 の 購 入 (毛布 ; 1 ，  650枚、 ふ と ん ; 252枚、 湯 た ん ぽ320側、
ダ ン ボー ル箱 ; 9 ， 0001同等)

O 救援物資の受け入れ、 保管及び避難所等への配送 1 月 17 日 ~
O 応急給水の実施 1 月 17 fI � 3 月 7 日

①給水 車両 に よ る 応急給水 約40 ヵ 所 延べ 5 ， 736台
①耐震別緊急貯水楠 (両日東高校 グ ラ ン ド地…ド) か ら く み上げポ ン プ に

よ る 応急給水
O 水道、 下水道施設の応急線!日
O 応急仮設住吉の建設
O 応急仮設住セの住環成整備

①エ ア コ ン ・ 庇の設置
① ワ イ ヤ ー ロ ー プの設置等の台風対策
@ぬか る み 紡 [1'. の た め砂利 を 敷 く な どの雨水対策
④ 子す り の整備等の高齢託、 障害者対策
①防火対策 (消火�の設置)
⑥ 「便利i脹 ( ラ イ フ ガ イ ド ブ ッ ク ) J の作成、 配布

O 応急仮設住宅入居者調査の実施
O 仮設住宅へのふれあ い セ ン タ ー の設置
O 市外応急仮設住宅の特別斡旋の実施 4 月 14 日 ~
O 公的宿泊施設及 びボ ラ ン テ イ ア か ら 提供の 申 し 出 の あ っ た 住宅等の リ ス

ト を 避難所へ配布 1 月 29 日 � 3 月 18 日
O 要援護高齢者等への訪問指導

①市外応急仮設住宅入居者に対す る 調査訪問及び訪問指導の実施
②地域型応急仮設住宅の入居者 に 対す る 保健婦の巡回訪問
③一般仮設住宅入居者中 の要援護高輪者等 に対す る 訪問指導
④ふ れ あ い セ ン タ ー に お け る 健康相談、 ふれあ い体操の実施

O 改良住宅空家の入居者募集の実施
O 住宅の応急修理、 私道の舗装、 民 間宅地擁壁の復旧 工事等
O 宅地 防災相談の実施 2 月 6 日 �25 日 、 5 月 15 日 �19 日 (県等 と 合同 で

開催)
O 個人住宅 ・ 住宅整備資金融資あ っ せ ん特例制度の創設 3 月 1 日 ~

[生活救援対策1 I 0 家尾被害調査の実施及び被災者証明書の発行
O 義援金の受け入れ、 配分
O 災害弔慰金、 災害障害見舞金の支給
O 生活福祉資金特別貸付 (小口特別貸付制度) 及 び生活福祉資金 (災害援

護資金) 貸付、 災害擁護資金の貸付
O 市税の減免等
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「 区 分 内 容

① 市税等 (個人市県民税、 法 人市民税、 特別土地保有税、 事業所税) の
納付 ・ 申 告期 限の延長及 び減免 (rli県民税、 同定資産税 ・ 都市計断税 ・
事業所税)

②住宅用地の認定継続及び、代替家屋 ・ 償却資産の課税の特例措寵
③各種手数料等の 減免 ・ 償収猶予
③水道料金の減免
⑤ドl民健康保険料の特別減免、 納期の 延長、 保険証再発行の 即時交付措

置、 葬祭 費の支給、 .imf1担金の免除
①国民年金保険料の免除、 兇?主扶義 子 、i仁志 の所得制限解除
⑦老人保健法一部負担金の免除等の医療助成
⑧ホ ー ム ヘ ル プサ ー ピ ス 利用 料、 保有料等の悩祉関係利用 料、 負担金等

の減免
O 在宅福祉サ ー ビ ス 受給丹、 障害者 間体所属会員等 の安否確認、
O 緊急 シ ョ ー ト ス テ イ の実路 交人数 ; 381 人 l 月 18 日 � 3 月 31 13
O ホ ー ム ヘ ルパ ー派遣t防府への水、 食料の 配布等の実施
O 車いすの緊急H'm及 び生活物資等の 配布
O 身体障害者施設等の状況把握及 び、水、 食粉、 生活物資の配布
O 保健婦 に よ る 在宅の要援助高齢者等への訪問指導等
。 入浴パス サ ー ビ ス 事業の実施 (運輸省、 観光パス 協会、 浴場設備 を も っ

リ ゾー ト 施設、 市が共同 で実施)
2 月 1 日 �15 日

O デ イ サ ー ビス セ ン タ 一 等 に よ る 入浴サ … ピ ス の実施 2 月 6 日 ~
O 重度障害者 ・ 高齢者の生活状況調査の実施

(実施主体 ; 西宮 市、 西宮市社 会福祉協議会)
3 月 1 日 �1 5 日

[産業 ・ 雇用対策] I 0 西宮 市地震災害特別融資の実施
O 市の 中小企業勤労者福祉共済事業 に よ る 給付金の支給及 び災害 に係 る 融

資 の あ っ せん
O 小売市場 ・ 潟届街仮設共同 出舗設置 に対す る 助成制度の創設 3 月
O 小売商業庖舗等共同化事業補助制度の 活用 に よ る 支援
O 卸売市場の復旧支援
O 労働相談の実施

①震災特別労働相談 2 月 14 日 �16 日
②兵庫県 ・ 西宮市合同労働栴談 4 月 27 日 ~
③就労援助 セ ミ ナ ー 7 月 5 EJ �28 日 、 9 月 4 日 �20 日

(雇用促進事業団 と 連携 し て 開催)
{保健医療対策] I 0 避難所巡凶健康相談の実施 1 月 制 ~
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O 避難所で の イ ン フ ルエ ン ザ 予 防接種の実施 1 月 29 B � 2 月 17 口
O 避難所巡回検診の実施 3 月 初 日 � 4 月 6 日
O 救護所の 開 設及 び救護班の派遣要請
O 仮設住宅訪問指導の実施 3 月 8 日 ~



区 分

{廃棄物対策}

内

O 被災世帯健康調査の実施 7 1j � 9 月
O 医薬品 の確保

�ぞ，i=J-

①西官健康院j党セ ン タ ー に集積 し 、 医師向け医薬品の仕訳管理 と 配送
1 JJ 20 日 頃~

②医療機関用の不足気味の A部氏薬 品 に つ い て特別供給の 要請 を 行 う と
と も に、 住環食塩水等 を 直接供給

O 中央病誌に よ る 24時間体制での患者受け入れ 1 月 17 日 �22 日
O 両日 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー の 開 設 9 月 12 日
O 子洗い用j先I告j器セ ッ ト と 消毒薬の配布及び仮設 (移動) ト イ レ の 消毒等

の 防疫対策の実施
O 遺体収容場所 と し て指定 し た市内 5 ヵ 所のm立体育館等への遺体収容
O 火葬 に つ い て 、 他都市への応援 を 要請 ( I 月 21 日 ~火葬業務再開)
O 倒壊家屋等の解体 ・ i除去
O ごみ の収集業務の再開 1 月 1nl
O 仮設 ト イ レ の設前及び し尿収集 設置台数 ; 延322 ヵ 所、 延 1 ， 036台

1 月 19 1::1 � 

{交通 ・ 輸送対策] I 0 レ ン 夕 サ イ ク ル事業の実施 1 月 2お釦削3坑叩E日1 � 2 月 部
0 )道草路 (通行) 状況調査等の実施 1 f月jI口7 B �

[教宵対策}

O 道路 ・ 橋梁の復旧工事の実施
O 市立幼稚園保育料、 市立高校の設業料等の減免
O 災害救助法 に基づ く 給与物品 (教科書、 学用 品) 及 び救援物資の学用 品

の 被災児童生徒への 支給
O 学校教育施設の復旧及び仮設教烹の設置 2 月 20 B �全校関再開
O 簡易 給食の実施 2 月 20 日 � ( 3 月 6 日 ~完全給食)
O 市立小 中学校児童生徒への就学奨励金の給付
。 高校 ・ 大学生に対する 奨学金支給対象の緩和
O 震災に よ り 死亡 し た児童生徒 に 対 す る 卒業証書の授与等の 配慮
O 歴史資料の救出活動の実施
O 埋蔵文化財発掘調査事業の 実施
O 教員 の特別配置の実施
O 教職員 を 対象 と し た地震に 関す る 特別研修等の実施 2 月 28 日 ~
O 震災 に 関 す る ス ト レ ス の委託研究の実施
O 教育相談ホ ッ ト ラ イ ン の 開設等 に よ る 教育相談の実施

{余麗 ・ ニ 次 災 害 1 0 住宅の危険度判定調査、 応急修理の実施
対策] 1 0 避難勧告の発令 1 月 初 日 ~

O 危険宅地 に対す る 防 災パ ト ロ ー ル等の実施 1 月 22 日 ~
{ ボラ ン テ ィ ア 1 0 ボ ラ ン テ イ ア 受け入れ窓口 の設置
活動への支援等] I 0 西宮 ボ ラ ン テ ィ ア ネ ッ ト ワ ー ク 等 と の連携

[市議会の 1 0 各派幹事長会議 を 開催 し、 任意の特別委員会 と し て 「兵庫県南部地震対
取 り 組み] 1 策特別委員会」 の設置 等 を 決定 1 月 23

第 三音ß4Þ団体等の対応 799 



区 分

{ そ の他]

合同慰霊祭

復興ヘ向 け て

800 第二部<<tElJ体等の対応

内 容

O 地袋対策特別委員 会 を 開催 し、 震災復旧 に つ い て、 市 当 局 に 対 し意見 ・
要望等 を 実施 2 n 3 日 、 8 日 、 10 H

o 2 月 臨時会 を 開催 し 、 一般会計補 正 予算等12件及び政府等 に 対 す る 災害
設 III対策 を 求 め る 見書 を 可決す る と と も に、 「兵庫県南部地 震対策特
別委員会J を 「兵庫県南部地震災主対策特別委員 会J に改称 し 、 法上の
特別委民 会 と し て 設置 2 Jl 1 5 [ ] 

O 災害対策特別 委員会の開催 2 Jj 17 日 、 28 日 、 3 月 7 日
o 3 月 定例会 を 開催 し 、 平成 7 年度 予等、 商許可i震 災に強い ま ち づ く り 条

例制定、 市特別職の給与減額条例殺びに議l^i 報酬減額条例等 を 可決す る
と と も に 、 政府等 に対す る 被災者対 策 を 求 め る 意見書 2 f牛 を 可決

3 月 1 3 El �24 H 
O 兵庫県南部地震災害対策特別委員 会 に よ る 国、 県への要望活動及び市 に

対す る 災害被lfl復興 に 関す る 提 ， ;
O 議長 の任期 は 4 Jí 29 fJ ま でであ っ た が、 特別法の制定 に よ り 6 月 10 日 ま

で延伸 さ れ、 6 JJ 2 [J 行示、 6 月 l 1 H 投票で選挙 を 実施
o 6 月 定例会 ( 6 月 初 日 � 7 月 4 日 ) 以降、 定例会、 各常任委員 会 ・ 特別

委員会、 臨時会 を 開催 し、 震災復興等 に 関す る 調査、 審議等 を 実施
O 他市町等か ら 応援受け入れ

①道路被災調査、 避難所業務等 202団体、 延べ12， 659人 (水道局、 消
防局 は 別 途)

②長期j派遣織員 の受け入れ 18団体22人 4 月 ~
O 支援い た だい た 団体、 俗 人 に感謝状等 を 贈 呈
O 震災業務支援 シ ス テ ム の構築
O 問、 県 に 対 し、 対掠確保、 制度の創設 ・ 改正等 に つ いて要望
O 県立総合体育館 に お い て 「兵庫県南部地震丙宮市犠牲者合 同 慰霊祭J を

実施 2 月 初 日
o jT百宮市震災復興本部の設置 2 月 1 日
O 技監 (局長級) ポ ス ト の新設 7 月 1 日
O 市民か ら の復興 に 関 す る 提言の募集 3 月 27 日 � 4 月 10 日
o I間宮市震災復興計画」 を 策定、 推進 6 月 ~

①市街地の復興
「閥宮市災害市街地復興ま本方針J の制定及び建築制 限区域の指定

等 1 月 31 日 ~
・ 都市計画案の作成 と 関係者への周知
- 都 市計画の決定 と 自 治会への説明等地元への対応

②地域防災計画の見直 しへの取 り 組み
③震災に 強い ま ち づ く り 条例の制定 4 月 1 日 施行
④西宮市水道復興計画検討委員会 を 設置 し 、 「西宮市水道耐震化指針J

を提言
⑤ 「西宮市住宅復興 3 ヵ 年計画」 を 策定、 推進 7 月 7 日 ~



区 分 内 容

- 総合設計制度の活用 と 優長建築物等整備事業制 度 の 適用 に よ る 被災
マ ン シ ョ ン 等の建て替え等の支援
「開発指導要綱J 1市民の生活環境 を 守 る 条例J 等 の一 部改正

. 災害復興公営住宅等の供給
・ 民間 賃貸住宅資金融資及び被災学生用住宅支援制 度 に よ る 新築資金

融資の あ っ せん、 生垣助成制度の拡充 10月 1 日 ~
o 1復興 に 向 け て 阪神 ・ 淡路大震災の記録J の発行
O ピ デ オ 「 阪神 ・ 淡路大震災 西宮市の被災記録J の作成、 貸出
O 市民意識調査 ( 9 月 12 日 �30 口 ) 、 西宮市か ら の転 出 者調 査 ( 7 月 15 日

�31 日 ; 関西学院大学 「 間宮j 研究会 と 共 同 実施)
O 文化振興財団 に よ る 被災地 コ ン サ ー ト 「第 9 シ ン フ ォ ニ ー の つ どいj 等

の 開催
O 教育委員会に よ る ユ ネ ス コ 世界児童画展、 震災復興支援チ ャ リ テ ィ レ ー

ス 「ユ ニ セ フ カ ッ フ。西宮国 際ハ ー フ マ ラ ソ ン J 等 の 開催

o 12001年 ・ 地球 ウ ォ ッ チ ン グ ク ラ ブ ・ に し の みやj に よ る 震災復興子 ど
も フ ォ ー ラ ム 「 よ みがえ れ西宮 子 ど も た ち か ら の メ ッ セ ー ジJ の 開催、
震災体験記録集の作成等

O 震災 1 周年事業の実施
①震災対策訓練 8 年 1 月 17 日
②阪神 ・ 淡路大震災 1 周年西宮市犠牲者追悼式の実施 8 年 1 月 17 日

第三部@間体等の対応、 801 



( 2 ) 予算

平成 6 年度災害関連決算額

区 分 項 日

( 1 )災害芸救助 費

避難所の供与経費

仮設住宅設置経費

食 品 の 給与経費

飲料水の供給経費

生活必需 品 の供与経費

医療 ・ 助控室経費

被災者救出経費

被 災住宅の応急、修理経費

学胤 品 の 給 与経費

災害，r�助 費
t黒葬経費

遺体の俊章特経費

遺体の処理経費

数助 の た め の運送経費

(2)弔慰金等経費

(3)そ の他災害関係経費

犠牲者合同慰霊祭経費

災害対策関係人件費

防疫関係経費

そ の他災害対策関係経費

J仁Lヨ

一般会計 災等復旧費

(1 )厚生労働施設

民生施設

改良住宅

社会福祇施設等

衛生施設

災害復旧費 墓 地

火葬場

j寄掃施設

災苦手復旧負担金等

( 食 肉 セ ン タ ー )

(中央病 院)
(上水道)
(工業用水道)

802 第三部@凶体等の対花、

(単位 : 千円)

決 算 額

1 ， 538， 257 

139， 877 

24， 198 

838， 7 1 5  

53， 000 

75， 854 

64， 388 

1 1 5 ， 565 

12， 845 

31， 306 

32， 220 

147， 406 

978 

1， 905 

7 ， 540， 898 

623， 891 

8， 953 

591， 671 

3 ， 178 

20， 089 

9 ， 703， 046 

6 ， 168， 961 

649 ， 031 

579， 696 

484， 842 

94， 854 

66， 336 

2 ， 884 

8 ， 658 

25， 631 

29， 163 

(3 ， 280) 

(6 ， 205) 

( 1 ，  637) 

(12， 646) 



区 分 エ良 目

( 阪神水道企業団 )

商工施設

卸売市場

(2)公共土木施設

道路橋梁

下水道

住宅

(3)文教施設

公立学校図施設

社会教育絡設

(4)その他施設

庁 舎 等

電子計算機

庁 舎

災害復旧 費
市有財産

塩瀬セ ン タ ー

市民会館

消防施設等

i首 E方施設

消 防団 車庫

そ の他公共施設

急傾斜地

(5)災復:清掃

し !7R 
じ んかい

解体建物

食 肉 セ ン タ ー 災害復旧費

下水道災害復旧費

J仁L3 言十

災害復興費 ぷE込3 言十

総 言十
一 一 ……

(単位 予河)

決 算 額

(5 . 395) 

2. 999 

2. 999 

1 ，  395. 610 

655. 063 

79. 600 

660. 947 

927. 466 

872. 386 

55. 080 

606 . 561 

555. 946 

16. 631 

525. 236 

5. 272 

876 

7 . 931 

34. 615 

31 ，  727 

2. 888 

16. 000 

16， 000 

2. 590. 293 

38， 934 

120. 607 

2. 430， 752 

4. 343 

213. 573 

6 . 386. 877 

2. 232， 100 

18. 322. 023 

」
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平成 7 年度災害関連予算
[災害救助費}

ぽ 5:一J、

( 1 )災害救助費

①避難所の供 与経費

② 仮設住宅設置経費

③食品の給与経費

④生活必需品 の供与経費

(2)弔慰金等経費

(3)その他災害関係綬費

メ口斗 rÌt 

{災害復興費}

区 分

(1)消費的経費等

①震災復興計画関係経費

②住宅新築等資金貸付

③災2害復興事業賃金融資等

④商業基線施設等;復旧補助

⑤個人住宅資金等融資

⑥宅地防災工事資金融資

⑦震災関連雇用状況調交等

⑧ ま ち づ く り 支援事業経費

⑨民間賃貸住宅等再建支援

⑬i坊災関係経費

(2)投資的経費

①街路事業等

②都市開発推進

③災害公営住宅建設

④公園緑地務備等

| ⑤消防施設整備等

/仁》1、 計

804 第三部@佼i体等の付応、

当初予算額
1 ，  353 ，  427 

225， 542 

1， 095， 605 

32， 280 

8， 1 67 ， 500 

9 ， 520， 927 

当初予算額
7 ， 901 ，  625 

15 ， 000 

2 ， 023， 000 

3 ， 222， 625 

40， 000 

2 ， 201， 000 

400， 000 

12 ， 144， 644 

1 ， 308 ， 638 

2 ， 093， 226 

8， 742， 780 

20， 046 ， 269 

(単位 : 一千円 )

裕正予算額 予算現額
549， 672 1， 903， 099 

- 1 16 ， 484 109， 058 

1， 306， 574 1 ， 306 ， 574 

- 631 ，  992 463， 613 

- 8， 426 23， 854 

10， 022， 1 68 18， 189， 668 

271 ，  270 271 ，  270 

10， 843， 1 10  20， 364， 037 

( 単位 : 千円)

補正予算額 予算現額 つ
3， 753， 205 1 1 ， 654， 830 

15 ， 000 

2 ， 023， 000 

4， 266， 975 7 ， 489， 600 

60， 000 100， 000 

- 917 ， 000 1 ，  284， 000 

400， 000 

1 1 ， 530 1 1 ， 530 

28， 200 28， 200 

283 ， 000 283 ， 000 

20， 500 20， 500 

98， 960， 647 1 1 1 ， 105， 291 

10， 068， 560 1 1 ， 377 ， 198 

60， 682， 431 62， 775， 657 

17 ， 840， 406 26， 583， 186 

10， 277， 585 10， 277， 585 

91 ， 665 91， 665 

102， 713 ， 852 122， 760， 121 



[災害復旧費]

区 分 当初 予算額

ム般会計災害復旧安 65， 524， 093 

( I )厚生労働施設 3， 219 ， 255 

①民生施設 524， 445 

改良住宅 231， 000 

ßJJg日灯 2 ， 575 

市民集会施設 235 ， 250 

社会福祉施設さ事 55， 620 

を衛生施設 1 ， 541， 810 

墓地、 火葬場 1， 169， 550 

清掃施設 372， 260 

工業用水道 (復!日負担金)

食 肉 セ ン タ ー (復旧負羽金)

③商工施設 1， 125， 520 

④労働施設 27， 480 

勤労福祉施設 27， 480 

(2)農林水産施設 10， 000 

①農業泊 施設 10， 000 

(3)公共t二木施設 13， 864， 707 

①道路橋梁 8， 387 ， 010 

②j可 J I I  

③下水道 (復旧負担金)

④公 同 528， 101 

@1.ìご 市� 4 ， 949 ， 596 

(4)文教施設 10， 267， 212 

①公)工学校閤施設 9， 879， 977 

� 社 会教育施設 387 ， 235 

補正予算額

17， 142， 003 

1， 083， 759 

2 ， 7 12 ， 076 

2 ， 788， 110 

12 ， 000 

- 88， 034 

- 502， 797 

359， 550 

189， 366 

21， 000 

25， 119 

1 ， 125 ， 520 

318 

- 318 

10， 381 ， 223 

7 ， 603， 149 

221 ，  256 

3 ， 052， 580 

37， 577 

458， 185 

4， 950， 638 

4 ， 884， 279 

66 ， 359 

(単位 : 千円)

予算現額

82， 666， 096 

4， 303 ， 014 

3 ， 236 ， 521 

3 ， 019 ， 1 10 

14 ， 575 

147 ， 216 

55， 620 

1 ， 039， 013 

810， 000 

182， 894 

21 ，  000 

25， 1 19  

。

27， 480 

27， 480 

9 ， 682 

9， 682 

24， 245， 930 

15， 990， 159 

221 ， 256 

3 ， 052， 580 

490， 524 

4， 491 ， 41 1  

15 ， 217 ， 850 

14， 764， 256 

453 ， 594 

第 三部@団体等の対応、 805 



[災害復旧費]

区 タ〉
(5)その他施設

①庁舎等

策予言十算機

庁舎

市有財産

市民会館

フ レ ン テ ホ ー ル等

海瀬セ ン タ ー等

公害測定機器

②消防施設等

消i坊施設

消 防団車庫

③そ の他公共施設

自 転車駐車場

(6)災害清掃

① じ んかい

②解体建物

食肉 ゼ ン タ ー 災害復旧 費

下水道災害復旧 費
メ口ミ~ 言十

806 第三部@団体等 の 対応

(単位 : 千円)

当 初予算額 補正予算額 予算現客員

1， 512， 218 724， 427 2 ， 236， 645 

1， 385， 306 748 ， 419 2， 133， 725 

52， 974 19， 467 33， 507 

944， 459 129 ， 415 1 ，  073 ，  874 

29， 054 30， 000 59， 054 

20， 000 759， 730 779， 730 

270 ， 277 172， 780 97 ， 497 

21 ， 521 2 1 ， 521 

68， 542 68， 542 

102， 512 - 23， 992 78， 520 

29 ， 312 29 ， 312 

73， 200 23 ， 992 49， 208 

24， 400 24， 400 

24， 400 24， 400 

36， 650， 701 2 ， 274 36， 652， 975 

50， 209 330 49， 879 

36， 600， 492 2 ， 604 36， 603 ， 096 

180 ， 620 30， 755 149， 865 

13 ， 050， 088 13 ， 050， 088 

65， 704， 713 30， 16 1 ，  336 95， 866， 049 



( 3 ) 組織体制

{西宮市災害対策本部]

西 宮 市 防 災 会 議

西宮市災害対策本部

本部長 : 市長
高日本部長 :

両助役、 収入役、 教育長、 水道
事業管理者、 中央病院長

本部長付 :
土木局長、 消 防局長、 消防団長

本部員 :
企画局長、 総務局長、 財政局長
同和対策局長、 市民局長、 生活
経済局長、 福祉局長、 環境衛生
局長、 都市開発局長、 建設局長
中 央病 院事務局長、 教育次長、
水道局次長、 議会事務局長

本 部 員 会 議

{西宮市災害対策本部}

(市 長)

(助役、 収入役、 教育長、 水道事業管埋者)

事 務 局
局 局 局

長 長 長
- 企画調整部長
- 市長?室長
- 企画総務課長
- 企画調整課長
- 都市計 画課長
- 人事課長
- 財政課長
- 他数名

第 三部@閲体等 の 対 応 807 



5 洲本市

( 1 ) 組織体制

{洲本市 災害対策本部]

。本部長
市 長

。副本部長
効 役
収入役
教育長

・ 本部員
開発事業本部長
産業振興本部長
総務課長、 市長広報室長
財政課長、 農林水産課長
都市計 画課長、 下水道課長
建設課長、 関発課長
福初:事務所長、 環境整備課長
水道課長、 由 良支所長
教育次長、 消防団長

808 第三部@団体等の対応

(平成 7 年 1 月 17 日 午前 8 時設置)



6 芦屋市

( 1 ) 組織体制

[芦屋市災害対策本部} ( 1 月 17 日 午前 6 時30分設置)

。本 部 長 市 長
。副本部長 助役、 収入役、 教育長、 事務監、 技監、 病院長

本部会議員 各部長 (庁議 メ ン バ ー )

総 務 部

避 難 対 策 部

避難所管理部

衛 生 対 策 部

建 設 部

水 道 音[1

消 紡 音5

教育委員会災努対策部

芦 屋 病 院 災 害 対 策 部

;本部班、 電話対応班、 情報記録班、 広報班、 現地情報班
庶務班、 財務班、 施設管理班、 渉外班、 生活相談班
ボ ラ ン テ イ ア班、 支援要請受付班

物資調達班、 援護班、 医療班、 福祉公社、 手IJ風国

避難所符理班

衛生経 (遺体安置班) 、 救助班、 家屋廃材処理班

総務班、 資材 等調達級、 人命救助班、 道路 ・ 危険建物班
F水道 ・ 河川班、 F水処理場班

総務班、 工務波

第1警紡班、 第2警防班、 予備班

第 三音5・lJ:]体等の対応 809 



7 伊丹指

( 1 ) 組織体制

{伊丹市災害対策本部}

本 部 長 : 市 長

副本部長 : 助 役
収入役

本部長付 : 消防団長
総括本部員 : 消 防局長
本 部 員 : 各部長

関係機関

猪名川 工事事務所
自衛隊
大阪空港事務所
醤宮土木事務所
伊丹警察署
伊丹保健所
関西電力側
大阪ガス(持
NTT伊丹営業所
伊丹市医締会

8 1 0 第三音1\・団体等の対応、

(平成 7 年 1 月 17 日 午前 5 時50分設置)

協力団休

日 赤奉仕団
自 治会連合会
兵庫県建設業協会
伊丹支部

本部庶務部 庶務班
「一 広報班

企画調整音 情報班

職 員 部

調査部

」一 協力班
総務波
動員班
調達斑
協力班

E 調査班
財政班
協力班

生活対策部 l 現地応援班
」一 清掃防疫班
「ー 福ttI 総務班

福祉対策部 ! 避難誘導班
ト… 医療予防斑
」ー 協力瑳

文化部

経済部

土木第一部

文化施設班

E 僻総務班
物資配給波
農政政
道路班
公歯車在
交通安全班
協力斑

「一 東部対策班
土木第二部 i 北部対策m

土木第三部
L- 協力311

住宅成
協力班

土木第四部 l 河川対策班
」一 下水保全班

交通部

水道部

医療部

教育部

消防部

協力部

亡 交通総務班
輸送班
水道総務班
給水班

亡 医療総務斑
救護班

亡 教育総務班
丈教対策班

消防図

E 附酬
情報班
警防級
協力.fiJI



8 宝塚市

( 1 ) 組織体制

[宋塚市災害対策本部}

副本部長
(助役、 収入役)

(平成 7 年 1 月 17 日 午前 6 時設置)
紡災薩
総務班
管理班

対策部 (総務部) ←→ 長尾班
西谷班
雲雀li班
宝塚駅前班
協力班
秘書抜

企画調整部 (企画部) L 情報班
広報班

| 財務部 (財務部)
「 財政班

会計班

福祉部 (福祉部)

医務部

救護部 (健康推進部)

環境部 (環境 ・ 経済部) |

技術第l部 ( 下水道部) ト-→

技術第2音� (道路部) トーベ

技術第3部 (都市整備部) トー

技術第4部 (都市開発部) |
食糧調達部 (市民部)

議会部 (議会事務局)

消防吉1\ (消防本部)

教育委員会災害:対策部
(教育委員会)

水道部 (水道局)

調査班
救助総務班
福祉班
保護班

医療班

救護班
衛生班
環境斑
調査班
水F方班
工作班
年寄理班
工作波
管理班
工作班

工作班

食糧調達班

議会班

庶務班
給水班
工事総

第 三部・閲体等の対応、 8 1 1  



s 三木市

( 1 ) 組織体制

{ 三 木市災害対策本部]

本 部 会 議
本 部 長 : 一市 長
部本部長 助 役
本 部 員 : 収入役

教育長 | 本

8 1 2 第三部@閲体等 の 対 応、

音E
連
絡

(平成 7 年 1 月 17 日 午前 10時設置)

本 部 室

総 務 部

市民生活部

健康福祉部

救 護 部

経 済 部

建 設 部

水道ガス部

消 防 部

教 育 部



1 0 川 西市

( 1 ) 組織体制

[ ) ，  r 西市災害対策本部}

本 部 長 (市 長)
副本部長 (助 役)

( 'l ) 

本 部 員
収 入 役
教 育 長
水道事業管理者ぬ
病院事業管理者‘
市 長 安 部 長
企 画 部 長
財 政 部 長
総 務 部 長
人 権 推 進 部 長
生 活 文 化 部 長
保 健 福 祉 部 長
環 境 事 業 部 長
土 木 部 長
国県道推進部長
都 市 住 宅 部 長
再 開 発 部 長
下 水 道 部 長
教 育 総 務 部 長
教 育 指 導 部 長
社 会 教 育 部 長
病 院 事 務 長
消 防 長
議 会 事 務 局 長

本部会議
本部長
副本部長
本部員

(l 月 17 日 午前 6 時30分設置)

対 策 部
中部対策部
北部対策部

財 政 部

防災班
広報広聴班
連絡調整班
渉外班
人事班
車両班
協力班
中 部対策班
北部対策班
庶務財政班
会計班
調査班

福 祉 部 一一---，-一一 福干止班
トー 避難誘導班
l 中部避難誘導斑
i 北部避難誘導班
」ー 調達班

中部調達班
�と部誠途波

環 境 音11 -一一ァ一 衛生班
い一 環境班

土木下水部 一一一γ…… 庶務班
中部庶務班
北部庶務班

活動班
中部活動班
北部活動波

水 道 官11 一一…γ一一 庶務班
トー 給水班
ト一 自己水班
トー 工務班
」ー 浄水班

消 防 部 一一一一一一 消防班
中部消防班
北部消防班

医 務 部 一一---，-一一 庶務班
トー 医療班
トー 医薬.f#I

待機班
教 育 部 一一一γ…ー 庶務班

指導班
応 援 部 一一---，一一 応援第四f

ト一 応援第2班
ト一 応援第3班
」一 応援第4斑

第三部@団体等の対応、 8 1 3 



1 1  津名 町

( 1 ) 組織体制

{津名 町災害対策本部 平成 7 年 1 月 17 日 午前 6 時10分設置)

什 効 役 |
トイ 厚 生 課 班 |

本 部 室 i イ 町 長 公 室 班 l
。本部長 : 長 ト一一一� ， 

消 防 部

建 設 部

経 済 部

総 務 部

協 力 部

出 納 部

教 育 部

水 道 部

下 水 道 部

8 1 4 第三部@団体等の対応、

トイ 開 発 課 班 i

H 広 報 課 班 l

H 震 災復興課班 |

H 健 康 課 波 |

議 会 事 務 局 班 ltj 消 防 団 長 |

本 部 斑 i

建 設 課 班 |

i 

商 工 観光課班 |

トー→ 税 務 課 班 !

ト日: と
翌二1'ê: Ji}I I 

i 
教 育 委 員 会 班 i

保 脊 班 i

水 道 課 斑 |



1 2  淡路町

( 1 ) 組織体制

u炎路町災害対策本部i (平成 7 1f. 1 月 17 日 午前 8 時設置)

総 務 部 一寸一 庶務連絡班
調査統計班

「一 厚生班災害対策本部

本 部 長 . 町 長
副本部長 : 助 役
収入役、 総務課長、
建設課長、 住民課長
教育長、 議会事務局

福利衛生部 -→ー 援護班
トー 紡疫班
」ー 救護班

出 納 室
産 業 部
建 設 部
消 紡 部 一一一 防火水削E

谷山 ・ 別所班
支 部 一十一 久留剛

釜臼斑

1 3  北淡町 (í阪神 ・ 淡路一人震災の記録j よ り )

( 1  ) 主 な対応

区 分

i 応急 おふす策

[災害対策本部}

[避難所対策]

[物資対策}

{給水対策}

{住宅対策}

内 容

O 役場 に駆けつ け た職 員 で救助 に 夜行 1 月 17 日 午前 6 時00分
O 出勤 し て い る 職員 に、 人命救助 に最大の努力 を払 う よ う 指示 向 日 午前 6

時15分
O 平成 7 年 I 月 17 日 兵庫県南部地震災害対策本部 を 設置 両 日 午前 6 時30分
O 県知事に対 し 自 衛隊の派遣 を 要請 同 日 午前 8 時50分
O 避難場所の 開設及び避難者の受入れ 最大時 ; 19箇所3 ， 650人 ( 1 /23) 
O 共同炊事設備 ( ガス 台、 釜) の設置
O 毛布、 飲料水、 食糧、 暖房器具等の確保
O 救援物資の受付 ・ 配布 受付件数 ; 3 ， 9 10件
O 水道施設の応急復旧 (飲料水及 び地場産業であ る の り 生産用水の確保)
O 臨時給水所の設置
O 応急仮設住宅の建設
O 淡路総合住宅相談所の開設 5 月 1 日
O 災害公営住宅の建設及 び宅地の分譲

[生活救援対策1 I 0 
O 義援金の配分
O 災害弔慰金、 見舞金の交付、 災害援護資金の貸付
O 生活福祉資金の特別貸付
O 自衛隊、 民 間 ホ テ ル等の協力 に よ る 入浴対策

第三部・団体等の対応、 8 1 5 



策

分
一

対

一

療

区
一

医健保

[廃棄物対策]

[余震 ・ 二 次 災 害

対策]

合同葬儀

復興ヘ 向 け て

内 容

O 医療体制の確保 l 月 17 日
①医師の確保
②救護班の要請 等

O 臨時診療所 の 開 設 匡療機関誌件、 医 師418名 、 看護婦他 医 療 ス タ ッ プ
1 ，  370名

O 遺体安置所の設置 1 月 17 日
O 倒壊家屋 の撤去 解体撤去 申 請 ; 2 ， 1 50件 6 月 初 日 撤去 完 了 (最終撤

去件数 ; 1 ， 837件)
O [lJ腹崩壊、 た め 池決壊等の 防止対策 1 月 17 日 ~
O 地すべ り 等、 危験個所現地調査の実施 4 月 13 日
O た め池等の復!日工事の実施
O 町長セ ン タ ー に お い て 「南部地震北淡町犠牲者合同葬儀」 を 実施

1 月 18 日
O 北淡町復興対策本部の設置 4 月 1 日
o I北淡町震災復興計画IJ の 策定、 推進 6 月 ~
O ガ ン バ レ ほ く だん激励 コ ン サ ー ト の 開擢 3 月 21 日
O い き い き 淡路島 フ ェ ス テ イ パ ル の 開催 7 月 29 日 �30 B
O 野島活断層 の保存活用

① シ ー ト に よ る 表面保護、 フ ェ ン ス の設置、 仮保存施設 と し て の ピニ ー
ルハ ウ ス の設置

②提察者等の受け入れ
O 防災行政無線の整備 7 年度� 8 年度
O 阪神 ・ 淡路大震災犠牲者追悼式典の実施
O 北海道奥尻町 と 姉妹都市提携 8 年 3 月 24 日

8 1 6 第 三部@団体等の対応、



( 2 ) 予算 (震災関連予算の概要)

平成 6 年度 平成 7 年度

一般会計予算累計ー額 10， 719， 727 20， 867， 465 
(当初予算額) (5， 579， 465) (10， 843， 016) 

特別会計予算累計額 3， 784， 736 5， 772， 411  
(当初予算額) (3， 367， 856) (3， 719 ， 587) 

累計予算額総額 14， 504 ， 463 26， 639， 876 
(当初予算総額) (8， 947， 321) (J4， 562， 603) 

災害関連予算総額 4， 922， 590 16， 255， 140 
(向上当初分) (0) (5， 335， 886) 

平成 7 年度一般会計累計額 20， 867， 465子円の内訳
- 歳入 の う ち 民県支出金 12， 654， 364 (60. 6�) 

地方債発行額 2， 989， 877 (14. 3�) 
その他財源 913， 750 (4. 4�) 
一般財源額 4， 309， 474 (20. 7�) 

- 歳出 の う ち 災害復旧事業費 5， 971， 100 (28. 6�) 
(再掲) 災筈関連事業総額 15， 070， 503 (72. 2�) 

( 3 ) 組織体制

[兵庫県南部地震災害対策本部]

本 部 長 : 町 長

副本部長 : 助役、 収入役、 教育長、 消時田長

部 長 : 役場幹部職員 (役場職員 を 総括)

O庶務係 (職員 出動配置)

0情報連絡係

(犠位 : 千円)

平成 8 年度
9， 412， 913 

ろ，

4， 558， 589 
ク

13， 971， 502 
イシ

4， 017， 126 
タ，

O 消 防 ・ 災害報告係 (消 防各分間 と の連絡、 広域消防)

O 出先連絡 ・ 被害情報連絡 ・ 避難誘導係

0 医療係

O救援物資係

O水道給水係

。技術指導係

第 三部e団体等の対応、 8 1 7 



(平成 7 年 1 月 17 日 午前 8 時設置)

一宮町

( 1 ) 組織体制

[一宮町災害対策本部]

1 4  

長本部長 町

防災活動部長 (消防団長)
副本部長 : 助 役

収 入 役

第二部@毘体等の対応、

社
会
教
育
課
長
兼
公
民
館
長

教
育
委
員
会
総
務
課
長

教
育
長

特
命
参
事

農
林
水
産
課
長

8 1 8 



1 5  五色町

( 1 ) 組織体制

[五色町災害対策本部} (平成 7 年 1 月 17 日 午前 7 時設置)

災害対策本部 O本部長 : 町 長
0副本部長 : 助役、 収入役

担ゐ � 課 名 等
援護 生活文化

衛生 健康福祉、 道場、 生活文化

総務 企画情報、 総務

農林 農林水産

建明日又 地域開発、 建設、 水道

調査 住民、 税務、 議会

出納 出納

教育 教育委員会
地区!!il;自: 鮎原、 広石、 鳥飼、 堺 (各地区在住職員等)

消 防 i 消防団

災害被害調査 都志、 鮎原、 広石、 鳥飼、 堺、 総括、 被災者救助
(各地区在住職員等)

1 6  東浦町

( 1) 組織体制

[兵庫県南部地震災害対策本部} (平成 7 年 1 月 17 日 午前 6 時30分設置)

本部長 : 町 長

部本部長 : 助役 、 収入役、 教育長、 治 防 団長

部 長 : 町幹部職員 (職員 の 総括)

0 庶務係 (町職 員 )

O情報連絡係

O 消 防 ・ 災害報告係 (消 防各分団 と の連絡)

O 被害情報連絡 ・ 避難誘導係

O 医療係

O救援物資係

O 水道給水係

O技術指導係

第 三部@団体等の対応 8 1 9 



{東浦町震災復興本部 平成 7 年 5 月 I 日 設置)

本 部 長 : 町 長

副本部長 : 助 役

委 員 : 教育長、 総務課長、 税務課長、 住民生活課長、 健康福祉課長、 農 林水産謀長、

商工観光課長、 建設課長、 住環境整備課長、 水道課長、 地域改善案長、 出 納

室長、 議会事務局長、 教育委員会総務課長、 教育委員 会社会教育 課長

事務局長 : 企画課長

事 務 局 : 企画課副課長

住環境整備課副課長

1 7 緑 町

( 1 ) 組織体制

{緑町災害対策本部 平成 7 年 1 月 17 日 午前 7 時設置)
本部室 (厚生課)

本部長 副本部長
(町長 助役 ・ 収入役 ・ 教育長)

820 第三部@団体等の対応、

総務部 (総務課)
民生部 (厚生課 ・ 企画開発課)
農林部 (産業課)
土木部 (建設課 ・ 水道課)
教育部 (教育委員会)
調査部 (住民課 ・ 議会事務局)
会計部 (出納室)

社会福祉協議会
商工会



1 8  西淡町

( 1 ) 組織体制

{西淡町災害対策本部}

本 部 長
(町 長)

副本部長
(助 役)
(収入役)
(教育長)

c平成 7 年 1 月 17 日 午後 1 時設置)
総務部
情報連絡部
消防資材部
応急部 ・ 地形
応急、部 ・ 住民
食糧部
パ ト ロ ー ル部
水道部
教育部
松帆地区 (各地区在住職員)
湊地区 ( 

j掌井地区 ( 
丸山地区 l 
阿那賀地区 (
伊加利地 区 (
志知地区 ( 

第 三部・団体等の対応、 821 



1 9  �三原町

( 1 ) 組織体制

{三原町兵庫県南部地震災害対策本部} ( 1 月 17 日 午前 8 時設量)

事: 項

本 音1\
。本部長 : 町長

被害状況調奇

災害救助法事務

災害被災台帳

権災証明

仮設住宅

被害家屋の処分解体

災害復旧

災�見舞金等支給

融資事務

義援金等受付

その他

822 第三部@団体等 の 対応

所 生目活己

町 長、 助 役、 収入役、 教育長、 各課長

全体 (Jj(jj設関係は各課)
住民生活謀、 建設課、 企爾室

住民生活謀、 企画室

住民生活課、 健康福祉課

住民生活課、 産業課

建設課、 住民生活課

住民生活謀、 建設課

建設課 (所管施設は 関係各課)

総務課、 企画室

住民生活謀、 企画家、 産業課

総務課、 食i刻家、 出産内室

関係各課



南淡町

( 1 ) 組織体制

{南淡町災害対策本部]

20 

823 第 三 部@団体等の対応

淡
路
広
域
消
防
南
淡
分
署

(平成 7 年 2 月 1 日 午前 9 時設置)

本部長 ( 町長)

防災活動部長 (消防団長)副 本 部 長 (助役)

室部本



第 3 節 阪神 ・ 淡路大震災復興基金

I 基金の創設

行政施策 を 補完 し、 長期 的、 安定的、 機動的 な 支援がで き る 復興基金の創 設 に 向 け 、 国

と の協議調整 を 進 め て き た結果、 次 の 内容で基金 を 設置す る こ と に つ い て協議が整い、 3

月 8 日 に 記者発表が行わ れ た 。

① 名 称 は 財 団 法人阪神 ・ 淡路大震災復興基金 (仮称) と す る 。

② 基金の規模 は基本財産200億 円 、 運用財産5， 800億 円 で、 いずれ も 県、 神戸市が 2 対

1 で負 担す る O ま た、 別 途、 震災復興宝 く じ の収益金の一部 を 基金 に 交付す る O

③ 事業 は基金の運用 益等 (2， 700億 円) に よ り 10年 間 、 重点的 に 実施す る O

④ 運用財 産 は 県、 市の無利子貸付金 を 充 て る こ と と し、 県、 市 の利子負 担 の 内5， 000

億円 に 係 る 利子 に つ い て 交付税措置 を 行 う O

3 月 下旬 に は県、 市 に お い て基金創 設 に 係 る 予算案が議決 さ れ、 4 月 1 日 、 財 団

設立許 可 を 得 る と と も に事務局 を 開設 し た 。

{復興基金事業一覧} 平成 8 年 l 月 末現在

区分 事 業 名

災害復興準公党住宅建設支援司事業補助

災筈復興 (分譲) 住宅購入支援事業補助

被災者住宅再建支援事業補助

民間住宅共同化支援利子補給

被災マ ン シ ョ ン 建替支援利子補給

県 ・ 市単独住宅融資利子補給

住
司�ヰ， 総合住宅相談所設置遂営事業補助

対
策

ひ ょ う ご輸入住宅総合セ ン タ …設置運営事業補助

復興 ま ち づ く り 支援事業補助

宅地紡災工事融資利子補給

被災宅地二次災害防 止対策事業補助

被災者向 フ ァ ミ リ ー賃貸住宅建設促進利子補給

学生寄街舎建設促進利子補給

被災マ ン シ ョ ン 共用 部分補修支援利子補給

824 第三部@ 同体;等の対!必

事 業 の 概 要

特定優良賃貸住宅制度 を 活用す る 土地所有者への滋j
成

災害復興住宅購入資金借入金に対する 利子補給等

住宅建設資金借入金に対す る 利子補給等

共 同住宅建設資金借入金に対す る 利 子補給

マ ン シ ョ ン 待建資金借入金に対す る 利 子 補給

l呆 ・ 市単独住宅融資 に対す る 利子補給

住宅建築総合相談所設置 ・ 運営費補助

輸入住宅総合セ ン タ ー設置 ・ 運営費補助

ひ ょ う ご都市 ( ま ち ) づ く り セ ン タ ー運営費補助

宅地防災工事資金借入金に対す る 利子補給

融資 を受け ら れ な い被災者に対す る 宅地の応急復侶
工事費補助

被災者向 フ ァ ミ リ ー 賃貸住宅融資利子補給

学生寄宿舎建設資金借入金の利子補給

補修額が高額 と な る 分譲マ ン シ ョ ン の 共用 部分補修
費借入金に対す る 手iJ子補給



住 宅債務償還特別対 策

特定f昔 j二 ・ 特定 日 的{昔上公共賃貸住宅建設支援事
業補助

(小 言十) 16事業

政府系 中小企業金融機関災害復旧資金利子補給

緊急災害:復旧資金利子補給

環境衛生金融公庫融資利子補給

環境事業図融資利子補給

農林漁業関係制度資金利子補給

港湾遂送事業者等復興支援利 f補給

民宿「海岸保全施設復旧融資利子補給

荷!ì5街 ・ 小売市場共河仮設応舗緊急対策事業補助
産
業
対
策

路線パ ス 災害復旧費補助

地域産業活性化支援事業補助

テ レ ビ CM 放峡事業費補助

会議、 大会等誘致奨励金交付事業補助

観光復興 リ レ ー イ ベ ン ト 関催事業補助

被災者雇用奨励金

濯用維持奨励金

産業復興ベ ン チ ャ ー キ ャ ピ タ ル制 度

(小 計) 16事業

ふ れ あ い セ ン タ ー 設置運常事業補助

「 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ーJ 運営事業補助
生

応急仮設住宅共同施設維持管理費補助j
対
策
舌

災害復興ボ、 ラ ン テ イ ア 活動補助

元気ア ッ プ 自 立活動補助

既存住宅 ロ ー ン の返済 を行い な が ら 新規住宅 ロ ー ン
に よ り 住宅を再建又は購入す る 者に 対す る 助成

特定{昔上 ・ 特定 日 的借 k公共賃貸住宅制度を 活用 す
る 土地所有者への助成

政府系 中小企業余融機関か ら の借入金に対す る 利子
補給

県 ・ 神戸市の緊急、特別資金の借入金 に対する 利子補
手合
環境衛生金融公庫 か ら の借入余に 対 す る 利子補給

環境事業問か ら の借入金に対す る 利子補給

農林漁業制度資金の借入金に対す る 利子補給

港湾運送事業者及び海上 コ ン テ ナ輸送事業者に係る
経済変動対策資金融資の利子補給

民有海岸保全施設の復旧事業 に 係 る 日 本開発銀行融
資の利子補給

商業者の 団体が設置す る 共同仮設J(g舗建設費等に対
す る 助 成

路線パス の被災施設の復旧費用 に 対す る 助成

被災中小企業団体の販路関拓事業に 対す る 助成

テ レ ピ CM に よ る 観光 PR、 誘客宣伝活動 に対する
補助

被災地での会議等への 開催奨励金の交付事業に対す
る 補助

地域で行 う 祭 り や イ ベ ン ト への補助

被災労働者を新た に雇用 し た被災地域内企業 に対 す
る 奨励金

休業手当等雇用維持に要経費の一部助成

主rrた に事業を興す 中小企業者に 対す る 長期的 な効成

心身の ケ ア ・ ボ ラ ン テ イ ア活動の拠点施設 「ふれあ
い セ ン タ ー」 の 設置 ・ 運営費補助

「 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ーJ の運営費助成

応急仮設住宅の 自 治会等の共同施設維持管埋費 に対
す る 補助

被災者の避難生活、 自 立 を 支援す る ボ ラ ン テ イ ア グ
ル ー プ に 対 す る 助成

復興 に 向 け て 自 主活動実施 グ ル ー プへの補助

第三部@団体等の対応、 825 



フ ェ ニ ッ ク スス テー シ ョ ン設置運営事業補助
復興住宅コ ミ ュニテ ィ プラザ設霞運営補助

地域集会所再建費補助

私道災害復旧費裕効

生 民間防犯灯復旧費補助
活
対策 外毘人県民救急医療費損失特別補助

医療関係施設復興融資利子補給

小規模共向作業所復旧事業費繍助

消費生活協同組合貸付金利子補給
(小 計) 14事業

私立学校復興支援利子補給

私立専修さ詳校 ・ 外題入学校施設等災害復旧費補助

私立学校仮設校舎事業補助
私立専修学校 ・ 外国人学校授業料等軽減徳助

事文
育

私立専修学校 ・ 外国人学校教育I活動復旧費被効
対策

文化財修正明費助成事業補助
歴史的建造物修理費補助
私立登録博物館修理費補効

私立博物館相当施設修理費補助
私立博物館類似施設修理費補助
(小 計) 10事業

そ
追悼行事潟連文化復興事業補助

の
他 (小 計) 1 事業

合 計 57事業

826 第 三部@間体等の対応、

地域ネ ッ ト ワ ー ク の コ アづ く り 事業への補助
50戸以上の集合住宅に建設する 「 コ ミ ュニテ イ ブラ
ザJ の建設 ・ 運営費に対する助成

I�ii台会等所有地域集会所の復旧に対する補助
私道復!日事業への補助

自治会等が管理する紡犯灯の復旧補助

外回人!某誌が受けた医療費の未回収分に係る医療機
関への補助
社会福祉 ・ 医療事業団からの俗入金に対する利子補
車合
小規模作業所及び際害者デイ サービス施設の再建補
効

i果、 市貸付金制度に対する利子補給

私学振興財団からの借入令に対する 利子補給

国庫補助対象外の非学校法人立専修学校、 外国人学
校に対する復旧費補助
仮設校舎の建設等に対する助成
私立専修学校、 外国人学校に対する授業料等軽減補
助
私立専修学校、 外国人学校の教育用備品等復旧経費
補助
指定文化財の復旧に対する助成
被災 した歴史的建造物修玉県費の補助

! 私立登録博物館の復!日資補助
私立博物館相当施設の復旧費補助
私立博物館類似施設の復旧費補助

震災犠牲者に追悼の主主を表し 、 被災者の心を慰め る
ための文化事業に対する助成



| 第二章 大学 @ 学会等の対応
(i震災復興資料 ・ 記録収集等事業」 において収集 した資料等か ら捻擦で き た範囲で主な も のを掲載)

第 1 節 大学に よ る 主 な 調査研究等

夜 分

神戸大学

神戸商船大学

神戸商科大学

姫路工業大学

内 容

O 兵庫 県南部地震緊急被害調査の実施 (工学部建設学科土木系教室兵療
県南部地震学術調査団)

第 1 次緊急、誠査 1 月 20 B �28 日 第 2 次緊急調査 2 月 1 臼 �11 日
第 3 次緊急調査 3 月 7 日 �1 1 日

O 特定研究 「兵庫県南部地 震 に 関 す る 総合研究j の 実施
7 年度か ら 3 年間

①サ ブテ ー マ r活断層 と 地盤の動 き に 関す る 研究」
「都市機能 を構成 す る構造物の了俗学的研究」
「大都市直下型地震に 関 す る 社会経済学的研究」
「地震災害被災者 に 関 す る 医学的総合的研究J

②神戸大学 KHAN シ ン ポ ジ ウ ム /震災研究 シ ン ポ ジ ウ ム ( 8 年 I 月 1 1
日 �12 日 主催 ; 神戸大学情報ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム 委員 会、 神戸大
学総合情報処理セ ン タ 一 、 国際文化学部、 工学部、 神戸マ ルチ メ デ ィ
ア ・ イ ン タ ー ネ ッ ト 協議会) 等 シ ン ポ ジ ウ ム 、 公開 講座、 講演会等の
開擢

O 震災関連資料 の 収集 5 月 及 び 「震災文庫j の 開 設 ( 10/30�) (神戸
大学附属 図書館)

o r阪神 ・ 淡路大震災神戸大学医学部記録誌J の発行 12月 〈神戸大学医
学部〉

O 神戸大学特別学術講演会 「阪神 ・ 淡路大震災の も た ら し た も のj の 開催
8 年 1 月 17 日

O 『兵庫県南部地震 に よ る 震災の記録J の発行 8 年 1 月

o r震災研究会J の設置 及 び 『神戸商船大学震災研究会研究報告j 第 1 号
の発行

O 震災復興特別研究の実施
テ ー マ r阪神 ・ 淡路大震災か ら の産業 ・ 地域 ・ 生活 ・ 家族の復興 に 関

す る 総合的研究J
O 神戸商科大学 自 己点検 ・ 評価報告書 f阪神 ・ 淡路大震災 と 神戸商科大

学j の発行 8 年 3 月

O 震災復興特別研究の実施
テ ー マ r 防災対策の た め の工学的 ア プ ロ ー チ J (工学部〉

「地震被害 と 断層 の 関連性に 関 す る 研究J (理学部〉

第 三音1.団体等 の対応、 827 



区 分

県立看護大学

姫路短期大学

神戸商科大学

姫路工業大学

県立看護大学

姫路短期大学

神戸市立

看護短期大学

関西学院大学

甲南大学

兵庫匿科大学

大阪産科大学

828 第三部@団体等の対応、

内 容

O 震災復興特別研究の実施
テ ー マ I災害時の看護学構築の た め の研究J

O 震災復興特別研究の 実施
テ ー マ I災害時の ボ ラ ン テ イ ア 活動の あ り 方J

o I県立回大学震災研究総合学術 シ ン ポ ジ ウ ム 」 の 開催 8 年 1 月 27 日

o r阪神 ・ 淡路大震災 神戸市立看護短期大学か ら の報告j の 発行 1 1 月

o I阪神 ・ 淡路大震災の総合的研究j の 実施 7 年度か ら 3 年 間
研究分野 I被災地区 に お け る 被災者 と 被災企業 に 対 す る 被災状況 と

行政への対応 に つ い て の社会調査」
「地域情報 と 住民意識 住民 ・ メ デ ィ ア ・ ボ ラ ン テ ィ ア に
関 す る 実態調査 」

「災害の比較考現学 一 関東 ・ 阪神両震災の比較社会史的考
察 J

「阪神 ・ 淡路大震災が 日 本の シ ス テ ム に 与 え た 影響 と 今後
の展望 に 関 す る 学際的総合研究」

O 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム 「震 災 と こ こ ろ の 復興 心 的外 傷 後 ス ト レ ス 障 害
(PTSD) - J の 開催

6 月 8 日 (主催 ; 関西学院大学、 朝 日 新 聞社〉
o r 阪神 ・ 淡路大震災 関商学院報告書j の発行 8 年 1 月 17 日

〈編集 ; 阪神 ・ 淡路大震災関西学院報告書編集委員会発行 ; 学技法人
関西学院〉

o r 1995. 1 . 1 7 を 証言す る一甲南大学大学生 ・ 教職員 に よ る 震災体験の
記録 の発行 8 年 3 月 〈 甲 南大学阪神大震災調査委員会〉

o r兵庫 辰科大学医学会雑誌特別号~阪神 大震災の記録 の 発行
8 年 1 月 17 日 (兵庫霞科大学医学会〉

O シ ン ポ ジ ウ ム 「阪神大震災に学ぶ一一報告 と 提言 の 開催 4 月 12 日
〈主催 ; 大阪医科大学医学会)

。 市民公開 フ ォ ー ラ ム 「 版神 大震災に学ぶ一報告 と 提言 J の 開催
7 月 7 日 〈主催 ; 高機市、 大阪医科大学、
高槻市産師会 ・ 大阪府三島救命救急、セ ン タ ー〉

O r阪神 ・ 淡路大震災に学ぶ 災害医療、 災害医学教育 ・ 研究、 啓発活動j
の発行 12月 1 日



区 分

京都大学

防災研究所

立命館大学

徳島大学

内 打主て'廿

o r平成 7 年兵庫県南部地震 と その被害 に 関 す る 調査研究J の 実践
1 月 17 日 ( r平成 7 年兵庫県南部地震の被害調査に 基づい た 実証的分析
に よ る 被害の検証J と し て平成 7 年度研究継続)

o r兵庫県南部地震 を 踏 ま え た大都市災害に対す る 総合防災対策の研究J
(文部省緊急 プ ロ ジ ェ ク ト ) の 実施 3 月 報告

O 緊急;地殻活動調査 (地震観測、 GPS 観測) の 実施 地 震発生直後~
(地震予知セ ン タ ー〉

o r1995if兵庫県南部地震j の発行 ( ク 〉
o r阪神 ・ 淡路大震災 防災研究への取 り 組み J の発行 8 年 1 月 17 日

o r阪神大震災緊急 シ ン ポ ジ ウ ム J の 開催 2 月 23 日 〈立命館大学政策
科学会〉

o r阪神 ・ 淡路大震災復興計画 に 関 す る 特別調査研究プ ロ ジ ェ ク ト 」 の設
置 4 月 1 H 
①各部会 に よ る 調査研究活動

〈復興総括部会、 復興対策部会、 イ ン フ ラ ス ト ラ ク チ ュ ア ・ ラ イ フ
ラ イ ン 部会、 住宅政策部会、 産業復興部会、 社 会 シ ス テ ム 部会、
都市環境部会〉

②震災関連資料の収集及び rNews LetterJ の発行
③ r1995年度研究発表会J の 開催及 ぴ論文集の発行 1 2 月

o rl坂神大震災現地学術調査j の実施 5 月 報告 (理工学部現地学術調
査団)

o r防災 と 都市 ・ 地域開発」 田際セ ミ ナ … の 開催 9 月 26 日
〈主催 ; 立命館大学、 国連地域開発セ ン タ ー〉

o r r新 し い 街づ く り j 東 ア ジ ア シ ン ポ ジ ウ ム 災害 に 強 い街づ く り
の 開?崖 9 月 30 日

〈主催 ; 国連大学、 国連地域開発セ ン タ ー 、 東方地域都市計画住宅
機構、 立命館大学〉

O 兵庫県南部地震淡路島震災調査 (地盤関係調査、 構造物関 連調査、 生活
関 連調査) の 実施 2 月 5 日 � 3 月 24 日

〈舘島大学工学部兵庫県南部地震震災調査団〉

第三部GÞBl体等の対 応、 829 



第 2 鮪 学会等 に よ る 主 な 調査研究等

区 分

国際交通安全学会

地域安全学会

(柑土木学会

21 世紀学会

日 本応用地質学会

(紛 自 本家政学会

日 本計盟行政学会

関西支部

(紛 日 本建築学会

830 第三奇1\.毘体等の対応、

i付 容
O 緊急調査の実施 2 月 3 口 � 6 日
o I阪神大震災後の道路交通改善 に 関 す る 提討J を提言 2 月 10 日

O 被災地の緊急調査等の実施 1 月 17 日 ~
o I震災調査研究会」 の設置 に よ り 、 阪神 ・ 淡路大震災及びそ の他の地震

災害の調査を 実施 (掛都市助災美化協会か ら の受託研究)

O 阪神大震災震害調査の実施及び報告会 の 開催
第 1 次調査 1 月 18 日 �20 日 第 2 次調査 1 月 22 日 �24 日
第 3 次調査 2 月 1 日 � 3 白 第 4 次調査 2 月 15 日 �17 日

o I阪神 ・ 淡路大震災 と 都 Iむづ く り 、 地域づ く り に 関す る 緊急提言」 を 提
言 ((賊21世紀 ひ ょ う ご創造協会、 21世紀学会、 都 市環境管理技術研究会〉

o I阪神 ・ 淡路大震災に 関 す る ア ン ケ ー ト 調査」 の実施 3 月

o I阪神 ・ 淡路大震災調査委員 会」 の 設置 1 月 26 日
調査 ・ 研究テ ー マ I地震動 と 活断層J I地盤 ・ 地震動 と 構造物」

「地震動 と 地盤災害J

o I阪神 ・ 淡路大震災調査研究特別委民会」 の設置 に よ る 調 査研究
7 年度~ (準備委員会 に よ る ア ン ケ ー ト 調査の実施 3 月 � 4 月 )

o I新防災都市計画研究小委員会J の設置 2 月 8 日
① 「阪神 ・ 淡路大震災 シ ン ポ ジ ウ ム 阪神 ・ 淡路大震災が計画行政に 問

い か け た も の j の 開催 5 月 9 臼
② rl新紡災都 市計両研究小委員会」 論文集 ( そ の 1 ) ，1 等 の 発行

o I兵庫県南部地震災害初動調査J の実施 1 月 24 日 �26 日
O 被災建築物の応急危険度判定及 び被災度判 定への支援協力
o I兵庫県南部地震特別研究委員会」 の設置

①特定研究課題の選定及び研究の実施
② 「建築及び都市の 防災性向上へ 向 け て の 課題一阪神 ・ 淡路大震災に鍛

みて (第 1 次提言) J の 公表 7 月 19 日
o I阪神 ・ 淡路大震災か ら の都市復興の た め の 緊急提言j を 提言
3 月 15 日 ( 日 本建築学会近畿支部 ・ 復興 ま ち づ く り 計画系合同研究会〉

o f 1995年兵庫県南部地震一木造建物の被害 の発行 9 月 〈 日 本建築
学会近畿支部〉

o I阪神地域復興 シ ン ポ ジ ウ ム 」 の 開催 10月 28 日
(主催 ; 討 本建築学会近畿支部計画系 4 部会合同研究会〉

o r住民参加の 復興 ま ち づ く り を め ざ し てーコ ミ ュ ニ テ ィ 活動が拓 く 偲性
あ る 都市環境、 下町の再生一」 の発行 8 年 3 月 ( 日 本建築学会近畿
支部環境保全部会〉



区 分

(紛 日 本精神

神経学会

田 本地貿学会

(紺 日 本都市

計画学会

日 本土地法学会

廃棄物学会

阪神大震災対策

腹史学会連絡会

歴史資料保全情報
ネ ッ ト ワ ー ク

兵庫県産科婦人科

学会

内 お合そ可憐

o r阪神大震災に伴 う 同地域の精神障害者社会復帰施設等の 現状調査及 び
それに基づ く 緊急提言J を提言 3 月 16 日

( 日 本精神神経学会 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 開題委員会 関西地区委員会〉
o r板神 ・ 淡路大震災に お け る 支援活動資料集一 こ こ ろ の ケ ア を め ざ し て

j の発行
4 月 30 日 〈 日 本精神神経学会阪神大震災対策特別委員 会〉

O シ ン ポ ジ ウ ム 「販神 ・ 淡路大震災 と 地質環境j の 開催及 び論文集 の作成
6 月 20 [3 �21 日 ( 日 本地質学会環境地質研究委員会)

o r復興問題研究小委員会J の設置 1 月 ( 5 月 を も っ て解散、 以降、 「復
興問題特別委員会j を 設宜)

o r復興都 市づ く り 特別 委員 会J の設置 1 月 〈関西支部〉
O 被災実態緊急調査の実施 2 月 初旬
o r阪神 ・ 淡路大震災 と 今後の復興 に 向 け て の提言J を 提 言 3 月 1 日
O 機関誌 『都市計画J の 「阪神 ・ 淡路大震災J 緊急特集号の発行 ( 3 月 1

tI ) 及 び報告会の開催 (東京 ， 3 月 15 日 、 大阪 ， 3 月 3 1 日 )
o r阪神 ・ 淡路大震災都市の再生一報告 ・ 提言 ・ 資料 の発行 5 月 24 日

o r 日 本土地法学会関西支部特別研究会」 の 開催 8 年 1 月 20 日 �21 日
テ ー マ r阪神 ・ 淡路大震災 と 法 (震災 1 年後の法律 問 題) J

O シ ン ポ ジ ウ ム 「災害 と 廃棄物対策J の 開催 10月 16 日 �18 日

O 被災!室、史資料の保存救済活動
o r阪神 ・ 淡路大震災 歴 史 と :文化 を いかす街づ く り シ ン ポ ジ ウ ム 」 の 開

鑑 第 1 国 ， 5 月 6 日 第 2 田 8 年 1 月 28 日

o r阪神 ・ 淡路大震災の ス ト レ ス が妊産婦及び胎児 に 及 ぼ し た 影響 に 関す
る 疫学的調査」 の実施 3 月 報告
医 師会〉

(兵庫県産科婦人科学会、 間兵庫県

第三部@団体等の対応、 83 1 



| 第三章 団体 ・ 企業の対応
今 回 の 震災 に お い て は、 さ ま ざ ま な 団体 ・ 企業 に お い て復旧 ・ 復興への取 り 組みがな さ

れて い る が、 こ こ でそ のすべて を 取 り 上げる こ と は 困 難 な た め 、 本章 で は 、 現時点で記録

誌等 を 既 に 発行 さ れて い る 団体 ・ 企業の 中 か ら 数例 を 紹介す る こ と と す る O

第 1 節 商工会議所等

I 神戸高工会議所 の 主 な 対応 ([駆け抜けた 1 年』 よ り )

区 分 内 ι"'" 廿

[災害対策本部] I 0 災害対策本部 (本部長 ; 牧会頭) を 設置 1 月 初 日
O 出先機関 と し て 、 神戸市産業振興セ ン タ ー に使用不能の 中央支部に代わ

る 仮事務所 を 1 月 初 日 に設置、 続い て23 日 に東神戸支部、 2 月 10 日 に兵
庫支部、 西神戸支部 を }II妥次復旧

{意見 ・ 要望活動1 I 0 園、 県、 神戸市等 と の懇談、 協議や産業復興会議への康長 と し て の参画
な ど (牧会頭)

O 各種緊急要望の提出 要望書件数 ; 39件 (他者 と の連名分含む)
O 兵庫 県南部地震中小企業総合相談所の開設 1 月 25 日 ~
O 事業用建物の 被害 に 対す る 支援

①事業用建物被害相談窓 口 の 設置 2 月 7 日 � 4 月 初 日
②緊急共同事務所 を 本所会館 イ ベ ン ト プ ラ ザ内 に 開設 し 、 被災会員事業

所 に無償提供 3 月 1 日 � 5 月 末
③オ フ ィ ス ・ 工場 ・ 機械 ・ 設備 ・ 土 地 の 貸与物件情 報 を iKOBE 会 議

[被災企業の

復興支援]

所ニ ュ ー ス 」 に掲載 し 、 会員企業 に提供
O 商業への支援

① 「神戸緊急、市場」 開擢への協力
新宿 NS ピ ル 「中展示ホ ー ル」 に お い て 、 北野町、 元 町、 セ ン タ ー

街等の専門庖40�占 の 出 屈 に加 え 、 写真、 絵画 な どの展示 も 含め て 開催
3 月 26 日 �31 日 主催者 ; 東京の ボ ラ ン テ ィ ア に よ る 「神戸マ ー ケ ッ
ト 支援実行委員 会j 動員数 ; 21 ，  800人

②商庖街 ・ 小売市場復興支援チ ー ム の編成
. I日市街地 6 区 に 1 チ ー ム づっ配置 2 月 27 日 ~
- 共同仮設庖舗班 2 チ ー ム と 再開発班 2 チ ー ム に再編 4 月 12 日 ~

③共同仮設庖舗の建設 に 関す る 指導
④商届街 ・ 小売市場の高度化事業等 に 関 す る 指導
⑤大庖法に基づ く 意見の提出

O 雇用対策の実施
①雇用情報ネ ッ ト ワ ー ク の実施

本所会員 企業や近畿圏内各商工会議所会員企業に求人情報の提供 を
呼 びかけ、 寄せ ら れた情報 を 随時 と り ま と め冊子に し て 配布 な ど

832 第 三部@団体等 の 対 応、



区 分 内 容

②被災求職者 を 対象 と す る 合 同就職面接会の 開催 3 月 22 日 、 9 月 28 日
共催 ; 兵庫県、 ハ ロ ー ワ ー ク 、 兵庫県経営者協会

③被災に 係 る パ ー ト 雇用 問題説明 ・ 相談会 3 月 24 日
④ 「被災に伴 う パー ト タ イ ム 労働者雇用 Q&AJ の作成 ・ 配布 3 月
を 倒壊建物の解体 ・ 撤去工事に伴 う 港湾関連業界への協力

O 産業復興支援セ ン タ ー の設置 3 月 6 日
O 県 ・ )市の災害復旧融資の受付業務
O 中小企業振興月 間 と 地区別産業復興会議

①東部、 中部、 西部の 3 つ の 地 区 別 に産業復興会議 を 開催
②本支部での特別講演会、 中央支部での 「新規 ・ 独立開業特別相談室J

の 開催 な ど
[ イ ベ ン ト ・ キ ャ I 0 IWE LOVE KOBEJ キ ャ ン ベ ー ン の 展 開 実 施 主 体 ; WE LOVE 
ンベー ン の実施等

に よ る 復興 PR 活

動}

KOBE 元気復興委員会
①風見鶏が不死鳥 に 変化 し よ う と し て い る 姿 を デフ ォ ル メ し た ロ ゴマ ー

ク と 「 よ み が え れ KOBE 1 が ん ばれ神戸 っ こ 1 1 J Iがん ば ろ や l WE
LOVE KOBEJ の 2 干重の キ ャ ッ チ コ ッ ピ ー を t采用 し 、 こ れ ら を f吏用
し た横 断幕、 ス テ ッ カ ー を 商庖街等に掲示

②Kiss-FM の協力 の 下、 キ ャ ン ベ ー ン ソ ン グ 「美 ( う ま ) し 都 ー が ん
ばろ や WE LOVE KOBEJ を 制作 (作詞阿久悠氏/作 曲 ・ 唄平松愛
理氏)

③IWE LOVE KOBE 元気復興 ウ ィ ー ク J の実施 4 月 29 日 � 5 月 5 B 
- 三宮 セ ン タ ー街、 元 町商!日誌、 ハ ー バー ラ ン ド に キ ャ ン ベー ン PR

広 場 を 設置 し 、 キ ャ ン ベー ン ソ ン グの CD や IWE LOVE KOBET 
シ ャ ツ j の販売、 ス テ ッ カ ー の 配布等 を 実施

- 阪急少年音楽隊や ヴ イ ツ セ ル神戸ユー ス チ … ム に よ る 「神戸 ・ 元気
い っ ぱいパ レ ー ド J の実施 4 月 29 日

- ア グ ネ ス ・ チ ャ ン な どが ボ ラ ン テ ィ ア 参加 し 、 「神戸 っ こ 元気 だ ド
レ ミ の歌」 を 開催 5 月 5 日

- オ リ ッ ク ス ・ ブル ー ウ ェ ー ブの パ ・ リ ー グ優勝 ま での カ ウ ン ト ・ ダ
ウ ン イ ベ ン ト や祝勝イ ベ ン ト 展 開 の た め の横 断幕、 織の制作、 配布
及 び 「感動 を あ り が と う ! オ リ ッ ク ス 優勝パ レ ー ド J の実施な ど

O 神戸 メ ッ セ '95の 開催
「神戸 フ ァ ッ シ ョ ン産業復興合同見本市j 、 「神戸バザー ル J 、 「神戸キ

ッ ズパ フ ォ ー マ ン ス 」 を 開催 5 月 23 日 �28 日
主催 ; (財)神戸 フ ァ ッ シ ョ ン協会等 と 共催 出展企業数 ; 309社 来 場

者数 ; 33， 000人

O 商工業者総決起一産業復興神戸大集会 の 開催 6 月 16 行
共催 ; 地元経済30団体 参加者数 ; 1 ，  500名

O Buy KOBE 運動の展開
本所会員 企業63社 が神戸で生産 し た 製 (商) 品 150品 目 余 り の 内 容 等

を掲載 し た冊子 IMADE IN KOBE 商品情報J を 計 4 回発行

第三昔日@団体等の対応、 833 



15Z 分

834 第三部@団体等の対応、

内 容

O 神戸港復興ボー ト セ } ル ス の実施 4 月 、 9 月
本所、 神戸市、 港湾肉体 ・ 業者で構成す る 班に よ り 倒別 訪 問 し、 荷主

商社等 に神戸港の復興状況 を 説明、 利用 を 訴 え た 。
第 1 次 ( 6 班) ; 寓山 、 福井、 京都、 滋賀、 向 山 、 広 島、 香 川 、 愛媛、

徳島、 高知、 福 岡
第 2 次 ( 5 班) ; 福井、 京都、 滋賀、 岡 山 、 広 島

O 海外へ神戸の復興 を PR
① f神戸 ビ ジ ネ ス ブ リ テ イ ン J の発行 対象 ; 海外商工会議所、 在 日 外

国大使館、 総領事館等
② 日 本マ レ ー シ ア経済協議会第18回合同会議 11 月 6 日 � 7 行

参加者数 ; 日 本人約100名 マ レ ー シ ア 人約60名
③領事館サ ミ ッ ト の 開催 10月 初 日 出席者数 ; 31 ヶ 国 . 3 地域36名
④海外マ ス コ ミ 対応(THE AUSTRALIAN、 AP 通信な ど)

O 神戸への来訪の呼びかけ
① H 本商 仁会議所の 「 フ ァ ッ ク ス ネ ッ ト サ ー ビ ス 機能J を 通 じ て 、 全国

に震災視察 を 呼びかけ
受入件数 ; 64団体延べ1， 248名 ( 8 年 1 月 31 日 現在 ; 予定含む)

②全国の513商工会議所 に 対 し 「神戸観光復興への支援」 を 呼びかけ
5 月 、 9 月

O グ ル メ デ ィ ア KOBE '95の 開催 共催 ; (財) 神戸 フ ァ ッ シ ョ ン 協会 ほ か
① 「神戸洋菓 子パ ラ ダ イ スJ 10月 31 日 参加者数 ; 750人
② (神戸の酒 と 食の愉 し き 出会いJ ]1 月 2 日 参加者数 ; 200人

O 国際港都 ・ 神戸復興展 ハ イ カ ラ 博 一 の 開催 1 1月 3 日 � 5 日
主催 ; 国際港者11 ・ 神戸復興展実行委員 会
出展数 ; 171企業 ・ 間体 (312小間 ) 来場者数 ; ] 02， 000人

O 第 7 回神戸 フ ァ ッ シ ョ ン フ ェ ス テ イ パ ル の 開催
共催 ; (財) 神 戸 フ ァ ッ シ ョ ン協会ほか

① 「 フ ァ ッ シ ョ ン サ ー カ ス J 1 1 月 3 日 � 4 R 来場者数 ; 2 ， 000人
② 「神戸デザイ ナ ー コ ン ポ ー ズ ドJ

- 合同展示会 1 1 月 14 日 �16 日 来場者数 ; 1 ，  300人
・ フ ァ ッ シ ョ ン シ ョ ー 1 1 月 ] 4 日 �15 日 来場者数 ; 1， 800人

③第沼田神戸 フ ァ ッ シ ョ ン コ ン テ ス ト 1 1 月 16 日 (最終審査会)
O 神戸ル ミ ナ リ エ の 開催 12月 15 日 �25 日

主催 ; 神戸ル ミ ナ リ エ実行委員 会 来場者数 ; 254万人
O 広報

①商 工だ よ り は 休刊扱い と し ( 8 年 1 月 よ り 復 「リ) 、 KOBE 会議所ニ ユ

ー ス を 適宜発行
・ 甑神大震災緊急対策特別 号の発行 2 月 6 fj 
- 会員 企業の復旧 ・ 復興に役立つ震災関連情報 を 中心に構成

2 月 号�]] 月 号



区 分 i勾 自些事fr 

- あ ら ゆ る 事 業 PR を 無 料 で 掲 載 す る 「 ビ ジ ネ ス ネ ッ ト ワ ー ク
KOBEJ を 設置 な ど

②取材対応
・ 会頭への イ ン タ ビ ュ ー 申 込み等 ( 1 月 � 8 年 1 月 計65件)

[神戸経済の複興 1 0 県 ・ 神戸市が策定す る 復興計画 に反映さ れ る よ う 経済界 と し て産業復興
ヘ向 け た 中 ・ 長期 | 計画 を取 り ま と め る 委員会 と し て 「神戸経済復興対策特別委員 会j を 設
的 な取 り 組み 置 2 月 6 R 

委員 会報告書: と し て 「新 ・ 神戸経済創成プラ ン j を取 り ま と め、 園、
県、 神戸市等 に提出 ・ 要望

O 阪神 ・ 淡路地域の経済界、 自 治体、 学識者が 一体 と な っ た 「産業復興会
議J を 発足 2 月 5 R 

出等への要望書提 出 の ほか、 中 長期 的 な 視点 を 踏 ま え た 「産業復興計
画j を 策定 6 月 13 日

O 政府への i制吉要烹活動や広報事業 を 実施す る 組織 と し て 「阪神 ・ 淡路大
震災復興推進協議会」 を 設立 7 JJ 27 日

O 各種復興事業の企画 ・ 調査や復興事業への 的確 な 支援 を 行 う 中核的支援
機 関 と して 「掛阪神 ・ 淡路産業復興推進機構設立J 1 2 月 25 B 

O み ど り 銀行の設立支援 8 年 1 月 初 日 (営業開始)
O 都心 ピ ル再建懇話会の設置 8 年 1 月 25 日

O KIMEC 構想推進懇談会の設置 9 月 4 日
[各地 か ら の支援] I 0 各地商工会議所か ら の応援職員 の派遣

近畿商[会議所連合会への要請に よ り 、 大阪、 京都、 福井、 滋賀県連
(大津、 草津、 守 Ú 1 ) の 各会議所か ら 常時 7 � 8 名 の経営指導員 が派遣

3 月 2 B � 5 月 2 日
O 全国の商工会議所、 海外等か ら 義援金、 見舞金、 救援物資の支援

[本所業務の対応] I 0 :tLfrJ共済、 特定退職金持、 偶 人拠出制年金共済の支払手続 き 等 に 関す
る 特例措置

o 6 年度の検定試験に つ い て、 1 � 3 級珠算 と 1 ・ 3 級販売士 を 中止 し た
が、 希望者 に つ い て は周辺商工会議所で受験で き る よ う 措置

O 貿易 関係証明発給業務を 通常通 り 行 う と と も に 、 大阪商工会議所並びに
兵庫県 下の鵡工会議所 に 対 し 、 本所登録業者に対す る 証明発行 を 依頼

E 兵庫県商工会連合会 と 被災磁工会の主 な対蕗 ([復興への槌剖 よ り )

区 分 [ 内 容

県商工会連合会の I 0 災害対策本部の設置 l 月 22 日
窪田対策 1 0 兵庫県南部地震中小企業総合相談所の開設 1 月 25 日 ~

1 月 初 日 ~

O 阪神 ・ 淡路地区 の 商工会への役職員 の 派遣 派遣数 ; 延べ185人
O 被災商 仁会等への義援金、 見舞金

第 三部@図体等の対 応、 835 



IX 分

被災商工会の活動

内 容

o I商工貯蓄共済災害復旧 あ っ せ ん融資要領J の創設 3 月 1 日
O 商工貯蓄共済災害復旧特別 あ っ せん融資制度の取扱期 間 の延長及 び県青

連、 県婦連への事業助成 を 決定 9 月 四 日
O 全国連 ・ 通産省等への要望書提出 1 月 20 日 、 2 月 3 日 、 1 7 日
O 復旧状況 ・ 交通事情の速報紙 「復興J 等の発行

[芦屋市 I 0 阪神大震災対策中小企業相談所の開設 1 月 下旬
O 会員 の被災状況調査の実施

[宝塚市}

[J 1 1 西市]

{津名町]

836 第三部@団体等 の 対応

O 仮設屈舗の設置等 に 関す る 行政 な どへの 陳情活動
O 芦屋浜セ ン タ ー の仮設庖舗建設の活動への全面的支援
O 市内商工業者の復興への景気づけ と 市民への支援御礼 を 兼 ね た 「あ し や

秋 ま つ り J の 開催 な ど
O 災害対策室の設置 1 月 18 日
o FAX 会 員 へ の 「災害対策 FAX 情報J に よ る 融 資 ・ 相 談 窓 口 、 災害支

援等 に 関 す る 情報提供 1 月 25 EI �
O 市場部会 を 開催 し、 被災市場の再建計画 を 検討等 1 月 27 日
O 個別の庖の被害状況調査の実施
O 緊急災害貸付 に 関す る 集団説明会の 開催 2 月
o I よ みが え る ・ ・ ・ き ら め き の ま ち 宝塚j を キ ャ ッ チ フ レ ー ズ に、 T シ

ヤ ツ 、 ス テ ッ カ ー 、 ポ ス タ ー 、 横 断幕、 懸垂幕 を作成、 配布等

0 1民言、 シ ョ ッ ブセ ン タ ー の仮設居舗建設への経営指導員 に よ る ア ドバ イ ス
O 観光花火大会への積極的支援 8 月 1 日 � 2 日 主催 ; 宝塚市国際観光

協会
O 市内 の被災状況調査の実施
o I災害対策経営桔談窓」 の 開設 会員 企業 を 主体に 129件の 飛 び込み調

査 と 経営棺談
O 県、 市等への要望書提出
o } I I 西市公室部長 と の ホ ッ ト ラ イ ン 開設

1 月 27 日 � 4 月 27 日 の 問 、 ほ ほ毎 E 情報連絡
O 会員 に対 し て は、 「かわ に し 商工会報J に よ り 、 会員 の被害状況調査の

実施や被害に対す る 商工会の対応等 に つ い て清報提供 1 月 25 日
O 経営改善普及偉業 に お い て 、 経改速報版 2 月 号での各稼災害対策貸付制

度の紹介 と 税理士 に よ る 無料相談等の実施
O 事業主懇談会 に お い て 、 「 ど う な っ て い る ? 猪名 川 群発地震J と 題 し た

講演会 を 開催
o I市民のつ どい か わ に し元気 フ ェ ス タ 」 の 開催 7 月 29 B
O 阪神 ・ 淡路大震災元気 イ ベ ン ト 「淡路メ ー ク イ ン フ ェ ス テ ィ パ ルJ の 開

擢 4 月 9 白 青森県東北町商工会か ら 提供の メ ー ク イ ン を 鈍 っ た 肉 ジ
ャ ガの 配布 な ど

O 徳島県、 香川県の弁護士会連合会か ら 弁護士の ボ ラ ン テ イ ア 派遣 を 受け、
「無料法律相談」 を 実施



区 分

[北淡町}

{一宮町}

{淡路町}

{五色町}

内

o I復興 し づ き ま つ り 」 の 開催 7 月 23 討

釘相
tt 

O 震災復興 も 踏 ま え た 「新 し い津名町の 地域振興 ビ ジ ョ ン 策定事業」 への
取 り 組み 「地域振興 ビ ジ ョ ン 策定委員 会J 及 び 「震災複興特別委員会j
を 設置 な ど

O 富島地区の仮設商舗建設に つ い て 、 飲食組合 と 商工会で任意のd高島商庖
街組合 を 結成 し、 建設 に 向 け取 り 組み 5 月 13 日 開屈

O 士地 区画整理事業 と 連動 し た復興の ま ち づ く り を 考 え 、 行政に積極 的 に
働 き か け る た め 、 勉強会 を 開催 7 月 26 日 共催 ， j脅工会富島支部、 観
光協会

o Iい き い き 淡路 島 フ ェ ス テ イ パ ル」 の 開催 7 月 29 日 �30 日
ボ ラ ン テ ィ ア と の交流会、 青空市、 タ レ ン ト シ ョ ー な ど

O 会員 企業の被災状況調査の実施
O 震災見舞い 来館者の応対
O 救援物資の受け入れ
O 災害情報誌の 配布
O 経営相談の開設
O 中小企業庁全国連合会、 県への 要望書提出
o I震災な んかに ま けへんで」 の 開催 2 月 初 日
O 復興 プ ロ ジ ェ ク ト 会議 に よ る 「震災復興 プ ロ ジ ェ ク ト 計画J の原案 と り

ま と め 2 月 31 日
O 被災屈舗の再建 を 図 る た め の低利 ・ 特別融資の実施 と 仮設自舗の建設
o I大震災復興特別講演会j の 開催 3 月 5 日 共催 ; 北淡町商工会
o I販神 ・ 淡路大震災復興 フ ォ ー ラ ム j の 開催 4 月 25 日

主催 ; 兵庫県商工会連合会、 淡路地 区高工会連絡協議会
o I一宮町中心商業地復興 シ ン ポ ジ ウ ム 」 の 開催 4 月 29 日
O 会員 企業の被災状況 と 要望 等 を 把握す る た め の個別巡回調査の実施
O 会員 企業等か ら の 各様相談、 震災見舞い や救援物資差 し 入れ等 に よ る 来

訪者への応対
O 関係諸機関への被災現況報告
o I復旧 か ら 復興…へ。 そ し て新 た な 地域 ( ま ち ) づ く り J を め ざ し て

①む ら お こ し事業 (販路開拓支援事業)
②第 3 七 ク タ ー設立事業 (架橋時代 を 院んで)
③地域産業全体の活性化 と 町民の士気 を 高 め る こ と を 目 的 と し た復興 イ

ベ ン ト 事業への取 り 組み な ど
O 会員 の被害状況の把握
O 震災復興支援要望事項の取 り ま と め
O 災害復興緊急融資制度の情報パ ン フ レ ッ ト に よ る 広報活動
o lJlJ有線テ レ ビ を 積極 的 に 活用 し た 国 ・ 県の震災復興支援情報の提供活動
O 災害復旧高度化事業 を 活用 し た仮設庄舗設置事業 を 町 当 局へ要望 し て事

業実施
o I商業災害復旧高度化事業研修会J の継続的開催

第 三部-1司体等の対応、 837 



区 分

[東浦町}

[緑 町]

[西淡町]

{三原町]

[南淡町]

{津名郡六町}

全国商工会連合会

等 か ら の支援

838 第 二部@団体等の対応

Vョ nモ，fr 

o I板神 ・ 淡路大震災復興チ ャ リ テ ィ ジ ョ イ ン ト ラ イ ブJ の 開催 共催 ;
五色町

O 義援金の配分 に つ い て 町 と 相談 し、 約 3 千万 円 を 、 町 内 の 小 売商庖242
出で使 え る 「お貨物券J と し て 、 商工会の 「東浦 ま ち づ く り 委員会j の
名 で発行 8 月 初 め

O 被害調査の実施 2 月
o I緑ふれあ い復興祭 り 」 の 開催 8 月 19 B 
O 商工業者の被害調交の実施
O 災害復旧緊急融資制度のパ ン フ レ ッ ト 配布
O 災害援助 策 に つ い て の構報紙の発行
O 災害対策特別相談窓 口 を 開設 し、 「無料法律相談J I災害関係税務相談」

等 を 開催
O 各金融機関、 町、 県 に 対す る 要望
o I観光再建一i を テ ー マ と し た震災特別講演会の開催
O 会員 の被害状況調査の実施
o I人形ま つ り J 、 「ふ れあ い カ ー ニパ ル」 等の イ ベ ン ト 開催への積極的 な

取 り 組み
o I南淡 ま つ り J を き っ か け と し た観光振興

①観光協会、 関連業者、 町、 商工会等 に よ り キ ャ ラ パ ン 、 新 聞広告、 テ
レ ど ス ポ ッ ト 等あ ら ゆ る マ ス メ デ ィ ア を 利用 し 、 ま た、 各種セ レ モ ニ
ー 、 イ ベ ン ト 等 を 企画開催す る な ど多彩 な PR 活動 を 実施

②南淡 ま つ り の開催 動員数 ， 2 万人余
。 津名郡商工会活動推進協議会 に よ り 、 「阪神 ・ 淡路大震災商業復興セ ミ

ナ ー J を 開催 8 月 22 日 出席者数 ; 約80名
O 全国商工会連合会

①対策本部 を 設置 し 、 全国の連合会あ て義援金の募集、 街頭募金の実施
を 依頼 l 月 1 8 日

②兵庫県南部地震中小企業関係緊急連絡本部会議 (本部長 . 中 田 中小企
業庁長官) への出席

③兵庫県連か ら の要望事項 に つ い て 、 中小企業庁へ要請
④JI� 新橋駅前 に て街頭募金 を 実施 1 月 24 日 � 2 月 3 日
⑤激甚災害指定 に つ い て 、 関係先に 要望
⑥被災地の視察 6 月 15 日 �16 R

O 県下商工会
救援物資、 炊 き 出 し等の支援 商工会独 自 で実施 ; 39同体 市町行政

等 と 一体 と な っ て実施 ; 39団体



第 2 鮪 そ の 他企業等

I 関西電力株式会社 の 主 な 対応 ([阪神 ・ 淡路大震災復旧記録J よ り )

区 分

復IB活動

{非常災害対策

本部]

{系統 ・ 設備の

復旧}

[後方支援}

内 容

o 1 月 17 日 午前 7 時に神戸支出、 7 時30分に本席、 そ の 後、 京都支庖、 大
阪北支屈 に お い て順次設置

O 系統及 び設備 (火力発電所、 変電所、 送電線路、 配電設備、 通信設備、
情報処理設備、 給電所 ・ 制御所、 業務設備) の復旧活動

O 総務関係
①非常災害対策本部の運営

- 全支庖 と TV 会議でつ な ぎ、 本応、 神戸支庄の生 の情報 を全社で同
時 に共有

- 各会議開催後、 i夜 ち に 本庖対策本部が集約 し た諸情報 を コ ピ ー し議
事録 と と も に全支広z に 送付 し て全社 的 に情報を共有

②食料及 び生活物資等の調達 ・ 輸送
③復旧要員 の宿舎の維保等生活環境の維持
④携帯電話の増備
⑤神戸支扇の 移転
⑥協力会社等 に 対す る お礼状の発送及 び感謝状の贈呈

O 広報関係
①報道対応

〈報道機関への情報提供)
- 停電状況、 復旧体制、 復旧見通 し につ い て記者発表 1 月 18 日 �23 日
. 定例社長記者会見
・ そ の他、 設備の被害状況、 被災者 に 対す る 電気料金等 に 係 る 特別措

置 に つ い て等の記者発表
〈報道機関 か ら の 問 い合わせ)
- 停電状況、 復旧体制、 復旧見通 し に 関 す る も の が大部分で あ っ た が、

1 月 23 日 の応急送電体制完 了の記者発表j，.J、持は 、 問 い合わせがほ と
ん どな く な っ た。

・ そ の他、 現地で、復旧作業 に 携 わ っ た社員への取材、 現地作業風景等
の掲影依頼 な ど

〈 テ レ ビ ・ ラ ジ オ への出演〉
- 主 と し て本情報道 グ ル ー プが対応 し た が、 社長、 お 客 さ ま 本部支配

人、 神戸支宿長の出演 も あ り テ レ ビ出演 ; 34回 ラ ジ オ 出演 ; 32frlJ 
②媒体 を 通 じ て の 活動

〈 ラ ジ オ CM の制作 ・ 放送〉
・ 停電池域 ・ 軒数、 復旧体制、 感電 ・ 漏電事故防止の呼び、かけ等

1 月 17 日 � 2 月 3 日 計27パ タ ー ン 576本

第 二主部@毘体等 の対応 839



区 分

840 第 三部@団体等の対応

内 行モ，fr 

- 当社の提供番組 に お い て応急送電完了前後 ( 1 /20�23、 1 /25� 1 
31) に お知 ら せ CM を 放送

〈 テ レ ビ CM の制作 ・ 放映〉
・ 電気温水器 を ご利用 の お 客 さ ま への メ ッ セ ー ジ CM を 制作、 ス ポ

ッ ト 及 び提供番組内 で放映 2 月 1 1 日 � 3 月 31 日
・ 原子力発電所の耐震 CM を ス ポ ッ ト 及 び提供番組内 で放 映

2 月 24 日 � 3 月 31 日
〈新聞広告)

「お詫びと お願いJ I温水器設置のお客 さ ま へJ I神戸支庖 移転j 等
に つ い て広告掲載、 チ ラ シ折込み 1 月 19 日 � 3 月 7 日

くそ の他)
・ テ レ ピ ・ ラ ジ オ CM の オ ン エ ア 一時中止

1 月 17 日 � ( 2 月 1 1 日 か ら 順次再開)
・ イ ベ ン ト の 中止及び延期

提供番組の関連 イ ベ ン ト 「ぼう け ん宝島J を 中止、 ま た 、 か ん で、
ん ク ラ シ ッ ク ス ペ シ ャ ル 「 オ ペ ラ への誘い， 95J を 延期 し復興 イ ベ
ン ト と 位霞づけ て 開催

- 広報誌に よ る 晴報提供
広報誌 『 わ っ と j 及 び 『緑j に お い て 、 被害状況や復旧への取 り

組み状況等 に つ い で情報提供
③社内広報

・ 社内 テ レ ビ及 び担:内新聞 に よ り 社員への情報提供
O お客 さ ま サ ー ビ ス 関係

①お客 さ ま 応対
・ 問 い合わせへの応対 を サ ポ ー ト す る た め オ ン ラ イ ン 稼働 時 間 の延長
・ お客 さ ま 応対マ ニ ュ ア ル を作成す る と と も に、 本!古お 客 さ ま サー ビ

ス セ ン タ ー に相談窓 口 を 開設
- 大 口 の お客 さ ま の復旧支援
- その他、 携帯電話、 バ イ ク 、 オ ン ラ イ ン端末機等諸機材の増設要望

への迅速 な 対応
②特別措置

く特別措置〉
- 早収期 間及 び支払期 限延長
. 不使用 月 の電気料金免除
- 諸工科等免除
・ 工事費負担金免除
. 臨時工事費の免除
- 一部使用不能設備に対する 基本料金免除
. 1 年未満臨時精算免除

〈特別措置 の PR)
- 自 治体、 避難所等での ビ ラ 及びポス タ ー の掲示等に よ り PR



区 分 内

③契約確認
・ 廃止 の 申 込み は期待で き な

う え廃止処理
③契約確認に伴 う 異動処環

- 異動通知 に つ い て 、 1 件づっ オ ン ラ イ ン 入力す る こ と は不可能 な た
め、 検針票 を 使 っ て OCE マ ー ク 処理で通知lで き る 簡便 な 方法 を と
る な ど

⑤検針
・ 現地の安全確保がで き ず、 ま た、 業務が輯較 し、 委託人への指示 ま

でで き る 状況 に な か っ た こ と か ら 、 2 � 4 週間検針作業 を 中 断
⑥料金

・ 支払期限の延伸 や遅収料金五1:適用 の特別措置 に つ い て は、 被害の大
き い市町単位で一律に 適用

- 料金請求の保腎 ( 1 ヵ 月 間 ) 及 び こ れに と も な う 口座振替 シ ス テ ム
等の特別の シ ス テ ム 構築、 委託人の運用 方法の変更 ; 

・ 制 限中止 に よ る 料金割引 に つ い て 、 被害甚大 な 区域 に つ い て は営業
所全域 あ る い は配電線毎に 停電 日 数 を 決定 し 、 面 的 な 処理 を 実施

・ 温水器の不使用期 間 の割引 に つ い て 、 ア フ タ ー サ ー ビ ス 庖や メ ー カ
ー に よ る 調査の他、 お 客 さ ま への ダ イ レ ク ト メ ー ル送付等に よ り 断
水、 転倒j 及 び故障等 に よ る 不使用期 間 の特定を行い、 そ の 日 数分の
基本料金 を免除

⑦そ の他
・ 深夜電力 の タ イ ム ス イ ッ チ の 時刻調整
- 委託検針 ・ 集金人に対する 子数料や見舞金の特別措置

O 資材関係
①被害状況の確認 と 応急復旧資材の維保

- 貯蔵品在庫、 メ ー カ ー在庫 の把握
- 今後の所要量 を都度試算 し、 不足す る こ と が予想 さ れる 物 品 に つ い

て は緊急増産 を メ ー カ ー に依頼
②輸送手段の確保

- 輸送手段 と し て は、 空輸及 び海 上輪送 は適 さ ず、 ト ラ ッ ク に よ る 陸
送が効薬的であ る と 判 断 し、 車両を確保

・ 資材セ ン タ ー に お い て被災地域最優先の体制 で望 ん で、い たが、 セ ン
タ ー在庫で不足 す る 場合 と 請求量が輸送 単位程度 に ま と ま っ て い る
場合は メ ー カ ー か ら のi直送 を 依頼

③ 府立資材 の 緊急、発注
発電機車用軽油 ・ オ イ ル、 畳、 ビ ニ ー ル シ ー ト 、 土嚢袋、 メ ガー テ
ス タ ー 等の調達及び応急復 旧 の た めの機器購入、 詰負工事等

④その他
. 撤去不再用 品 の 引 き 取 り
- 取引 先への仮払い、 資材部門外権限の拡大 な ど緊急手続 き の実施等

第 三奇1\.団体等の対応、 841 



区 分 容内

842 第 三部@間体等の 対応、

O 用地関係
①送電設備復 旧 に 係 る 用 地対応

- 復旧工事に係 る 諸願 申 請 に つ い て の 申 請先 と の調整
. 地権者対応

②配電設備謀 旧 に 係 る 用 地対策
道路占用許可物件 に係る 各道路管理者 と の協議等

③援!日活動 時 に お け る 社有地の活用
O 燃料関係

①二次災害回避の た め、 被害 を受け た東灘ガス タ ー ビ ン発電所か ら灯油
約4， 500kl を 緊急移送

②工業用水 の 断水 に よ り 排煙脱硫装置の運転が不可能 と な っ た 尼崎東発
電所への超低硫黄重油 (代替燃料) の 緊急調達

③復旧工事用車両への燃料供給
O お容 さ ま 提案関係

①電気温水器
・ メ ー カ ー、 ア フ タ ー サ ー ビ ス 肩に総動員体制 を 依頼す る と と も に電

気温水器の 修理に必要 な 部材 を 調達
- 三宮、 兵庫、 西宮の各営業所管内の全マ ン シ ョ ン につ い て、 関電サ

ー ビス (株) に よ る 被害状況調査を 実施 1 月 刊 日 ~
- 日 々 の給水状況 を調査 し 、 給水開始地域への優先復旧手 記 を 実施
- 断水、 給水開始時の取扱や注意事項の PR
- 戸建住宅の お客 さ ま に対 し 、 電気温水器の利用状況 に つ い て 、 葉書

に よ る ロ ー ラ ー作戦 を 実施 等
② ビ ル ・ 産業関連

被害状況調査 を 実施 し 、 調査結果 を も と に復旧相談、 コ ン サ ル テ ィ
ン グ活動に着手

O 地域共生関係
①兵庫県警の 「 ラ イ ト ア ッ プ作戦j と 連携 し た 街路灯の設置

設置数 ; 避難所及 び仮設住宅の周辺灯1， 1 12灯 ( 3 月 末現在)
②避難所への シ ャ ワ ー用 電気温水器の設置

設置数 ; 避難所12 ヵ 所284台
③病院 ・ 避難所等への篭気焼却式 ト イ レ の提供

設置数 ; 避難所 ・ 病院 4 ヵ 所20台
④避難所での炊 き 出 し等の実施
⑤被災地の受験生への 能力 開発セ ン タ ー の宿泊施設の 開放
⑥ボ ラ ン テ イ ア 活動の支援

- 特別休暇 ( ボ ラ ン テ イ ア 休暇) 10 日 間 の 認定
・ 大阪 ボ ラ ン テ ィ ア 協会への物品寄贈、 貸 5
・ 電力 総連 ボ ラ ン テ イ ア 活動 に対 す る 協力 j 

⑦従業員有志の義援金に対す る マ ッ チ ン グギ フ ト と し て 、 会社か ら も 義 j

援金を拠出 i 



区 分 内 容

[�也電力会社 か ら [ 0 配電 人員326名、 発電機車52台、 作業者他77台、
の応援] ! そ の他生活物資、 給水車ほ か

謹興体制

[復興支援体制}

[神戸支庄の

復興体制}

O 工務、 資機材 街路器、 架線金物 ほ か
O 通信 衛星通信用移動地球局車 2 台、 可搬無線装置 2 台
O そ の他、 ヘ リ コ ブ タ ー の 派遣、 携帯用発電機等提供 の 申 し 出、 海外電力

会社等か ら の支援

O 本応 に 阪神大震災復興推進本部 (本部長 ; 社長) を 設置 2 月 13 日
O 神戸支庖震災復興推進委員 会 を 設置 2 月 14 日
O 本復!日 工事の本格化 に あ わせ、 神戸支}吉、 営業所等の 組織改正 を 実施

2 月 13 口
①神戸支庖復興支援セ ン タ ー の設置
②営業所復旧工事セ ン タ ー の設置
③被害規模の大 き い電力所、 火力発電所等 に そ れぞれ工事所 を 設置
④要員 強化 要員 強化数 ; 236名 ( 3 月 末現在)

H 大阪ガス 株式会社の 主 な 対応 ([阪神 淡路大震災 被完 復!日記録』 よ り )

区 分

譲!日活動

[災害対策本部}

{供給停止地区

の窪田}

{広報 ・ 顧客

支援活動}

内 ιぞ，fì、

O 本社災害対策本部 を 設 置 1 月 17 日 午前 5 時52分
O 各事業所での 災害対策本部の設置及 び被害調査の実施
O 中圧供給隊、 中圧修繕隊、 復!日隊、 復旧計画班、 現地修繕隊、 開 閉栓隊、

内管修繕隊、 特需隊、 復旧先行隊、 復旧 フ ォ ロ ー 隊等 に よ る 復旧作業
O 広報対策本部 に よ る 対応

①五月 会 (大抜エ ネ ルギー記者会) 加盟の報道各社へ被害状況の 第 1 報
を 電話で連絡 1 月 1 7 日 午前 8 時30分

②緊急時放送用 と し て事前 に 配布 し て い た ビ デ オ テ ー プ、 録吾テ ー プの
放送 を在阪のテ レ ビ局、 ラ ジ オ 局 に要請

③供給停止ゐの実施、 地震対応状況、 援!日状況 に つ い て リ リ ー ス を発行
1 月 17 B � 4 月 12 日

④供給停止の 状況、 復旧態勢、 被害額等 に つ い て 、 節 目 ご と に社長の記
者会見 を 開催

⑤ 「復旧作業の概要J ì復旧作業の現場」 に つ い て説明用 ビ デ オ を 制作
し 、 記者会見に活用する と と も に、 テ レ ビ局 に 資料映像 と し て提供

⑥個別取材への対応 1 ， 200件
⑦復旧状況説明等の た め の テ レ ビ ・ ラ ジ オ 出演 50回
⑧不十分な情報や誤 っ た 理解 に よ る 報道 に 対 し 、 追加情報の提供や内容

訂正の 申 し 入れ 12社 . 20件
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区 分 内 容

⑨顧客向け PR
「ガス 漏れ注意J Iマ イ コ ン メ ー タ ー の護婦方法J の CM を 放送

1 月 1 7 汀 �24 日 テ レ ビ ; 530本 ラ ジ オ ; 460本
「供給停止 ・ マ イ コ ン メ ー タ -i主婦)j法の告知j を 新 聞 で広告

- 復旧状況に 関 し て は、 ラ ジ オ 放送の他、 NTT FAX サ ー ビ ス フ リ
ー ダ イ ヤ ル、 パ ソ コ ン 通信で情報提供

- 復旧作業の手}II夏、 地反別復旧 の 見通 し な どの ポ ス タ ー ・ チ ラ シ を 制
作 し、 掲示や直接配布、 新聞折込等で配布

⑮社内広報
- 復旧活動 に 従事す る 各隊員への激励、 社員 の信報共有化 を 呂 的 と し

て 「 ガス 復旧情報かわ ら 版」 を発行 2 JJ 9 日 ~
- 社内報の 2 � 1 月 号 に 震災復旧特集 を掲載す る 他、 特別 号 と し て f 阪

神大震災 ガス復旧 の軌跡J を発行 し 、 関係者 に 配布 6 月 末
- 社内 ビデオ ニ ュ ー ス での特集 1 月 末� 4 月 rþ勾
・ 震災復旧記録 ビデオ 「阪神大震災 都市ガス復旧 の記録j を編集制

作
O 現地広報隊 に よ る 広報活動等

①行政への広報 ・ 広聴活動
・ 報道機関 向 け 「広報 リ リ ー ス j 及 び毎 日 の 「復旧作業予定j 等 を メ

イ ン の資料と し て説明
- 問 い合わせの多い川西市、 宝塚市、 明石市の対策本部 に は、 社員 を

常駐
②マ ス コ ミ か ら の現地取材、 問い合わせの対応
③地域 ・ 一般顧客への広報 と 問 い合わせ対応

「復旧予定告知チ ラ シ ・ ポ ス タ ーJ の配布 2 月 3 日 ~
. 開 い合わせや ク レ … ム に対 す る 訪 問 ・ 説明活動

④現地対策本部内、 兵庫地 医所属への広報及び調整業務
O 地震発生か ら 1 ヵ 月 半 を経過 し で も 復旧 が完了 し て い な い 地域の顧客 に

対 し、 自 治会、 商高会単位 に復旧 ス ケ ジ ュ ー ル を説明 し理解 を 得る こ と
を 目 的 に顧客隊 を 発足 2 月 23 日 � 4 月 16 1::J
① 4 班 (両官班、 六 甲班、 riJ央班、 須磨斑) 体制で以 下 の よ う な活動 を

実施
・ 当該地区の復旧計画の調査、 確認
・ 自 治会長又 は代理者への訪問 と 説明
- 必要 に 応 じ て カ セ ッ ト コ ン ロ 、 ボ ン ベ貸与の打ち 合わせ と 風呂 ・ シ

ャ ワ ー サ ー ビ ス の紹介
. 1悶別 の 顧客 に よ る 開栓時期 の 問 い合わせへの対応
- 早期着工、 早期 間松が求め ら れ る 地域、 顧客 に 関 し て 工事計画促進

の折衝
- 開栓状況の 現地確認、 と 自 治会長な どへの報告、 未開栓顧客への間栓

促進
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区 分 内 ιモ事ft 

O 風呂 ・ シ ャ ワ ー の設置 1 月 27 日 � 4 月 14 日
①小 ・ 中学校の避難所に仮設 シ ャ ワ ー を 設置 設置倒所数 ; 16避難所
②仮設風呂 の設置 設置鋼所数 ， 7 ヵ 所
③車載型 シ ャ ワ ー の設置 設置例所数 ， 7 ヵ 所

O お客 さ ま か ら の電話問い合わせへの対応 最大時 ， 1 日 平均 5 千件以上
。 導 管 に よ る 供給再 開が当 面困難な お 客 さ ま に 対会す る LPG 供給な ど に よ

る 代替エ ネ ル ギー を提供 2 月 上旬� 4 月 28 日
病 院、 幼稚園、 学校、 老 人 ホ ー ム 、 A般住宅等340件 ( カ セ ッ ト コ ン
ロ の 配布 ; 行政135， 000、 自 治会等41 ， 000) 

o OB の応、援 ・ ボ ラ ン テ ィ ア 活動
①定年退職者で組織す る OB 会会員 に よ る 電話受付、 内管修繕、 中圧供

給 な どの応援 1 月 末� 3 月
②OB や家族 を 中心に ボ ラ ン テ ィ ア 活動 を推進 1 月 下旬 � 4 月 下旬

. TONVO ( ト ン ボ) 活動 (豚汁炊 き 出 し ボ ラ ン テ ィ ア 活動)
・ カ レ ン ダ ー ・ 手帳記布
- 福祉施設支援
・ 義援金の募集
- 仮設風呂 ・ シ ャ ワ ー 隊運営支援

[後方支援活動等] I 0 総務
①今津現地対策本部、 尼崎基地 を は じ め と し て 、 総計22箇所の前進碁地

と 酉島製造所跡地 に物資集積 の た め の 中継基地 を 設置
②食料、 仮設 ト イ レ、 寝具、 什器 ・ 備品等物資の確保 と 配送
③宿泊場所の確保
④輸送ル ー ト ・ 手段の確保
⑤関係会社の支援活動

・ ガス 復旧作業、 基地運営 ・ 作業用資機材の調達、 車両の調達 ・ 整備、
毎!日現場への警備員の派遣 な ど

O 人事対策
①組織編成及 び要員 の 配置
②安全パ ト ロ ー ル と 安全指導の現場での実施
③復旧作業従事者 に 対 す る ヘ ル ス ケ ア

- 診療所の 開設、 医師の巡 回診察、 救急医薬品や栄養食品の各基地へ
の 送付、 給食衛生管理巡回 の実施

④被災者 ・ 通勤 国難者への社宅 ・ 寮の提供
O 資材対策

①24時間体制 の導管材料調達斑 を 設置 し 、 メ ー カ - 6 社へ も 24時間体制
での生産 を 依頼

②総合建設会社への人 員 、 重機が: び、に運輪会社への車両の手配
③導管材料取引 先 と の情報交換
④他ガ ス 事業者 ・ メ ー カ ーへの支援依頼
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O シ ス テ ム 対策
①兵庫 地 区 の オ ン ラ イ ン や MAP シ ス テ ム (導管凶而管理 シ ス テ ム ) の

早期復旧
②千里のマ ッ ピ ン グセ ン タ ー に兵庫地 区 の MAP シ ス テ ム と 同 一環境 を

急 き ょ 構築 し 、 総合配管図面 の 出力 を 実施 (代行入力 要 員 約20人 を 配
置)

③本社 にハ ロ ー シ ス テ ム (顧客情報管理 シ ス テ ム ) 入h専用 オ ベ レ ー タ
ー を 配置

④復旧活動 を 支援す る 各種 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム の利用環境の 強化
・ ハ ロ ー シ ス テ ム の利用 可詑時間 の延長
- 各基地等20拠点の端末等の増設

⑤各隊等か ら の復旧業務支援 シ ス テ ム の 開発依頼や既存 シ ス テ ム の 臨 時
修正依頼への対応

O 通信設備
①電話回線の編較対策

・ マ イ ク ロ 無線同線に よ る TV 会議 シ ス テ ム の 活用
. 社内電話回線の 4 回線か ら 24同線への増設
' NTT 回線の増設 な ど

②復旧作業 に お け る 通信手段
- 前進基地の電話国線確保 の た め、 NTT に ケ ー ブル 引 き 込み工事等

の 申 込み を 行 う と と も に、 携帯電話667台 を確保
- 郵政省近畿電気通信較理局、 九州電力 (株) 、 宇宿通信 (株) の 配慮 に

よ り 、 衛星通信用可搬局 5 台 を 緊急手配
- 郵政省近畿電気通信監理局、 近畿移動無線セ ン タ ー の 配慮 に よ り 携

帯無線機及び臨時の周波数を 手配
- 保安用移動無線及 び MCA 無線の手配

O 応緩隊への教育 1 月 20 日 ~
O 対外対応 1 月 初 日 ~

図、 地Jj行政、 ]GA 各社、 社外の オ ピ ニ オ ン リ ー ダー 等
O 記録対策

①記録活動 1 月 23 日 ~
- 本社及び今津現地対策本部の記録資料の収集、 整理
. 1 月 17 日 ~初 日 ま での 10 日 間 につ い て は初期活動の時系列分析が可

能 な よ う に 各資料の概要 を パ ソ コ ン 入力 し 、 デー タ ベ ー ス を作成
. 1 月 27 日 以降 に つ い て は、 各資料のハ ー ド コ ピ ー を 隊別 、 内容別 に

分類 し 、 フ ァ イ リ ン グ保存
②映像記録活動 2 月 3 日 ~

. ]GA155社の復旧作業/宿泊所/物 資輸送/資材管理/ 中圧、 低圧 !
復旧/ 内管修繕/開 閉栓作業/受付対応/本部、 基地 に お け る 活動
/VIP 視察/応援隊受け入れ、 教育/仮設住宅/ ・般被災状況 な ど
を 記録
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区 分 内 容

- 写真 は フ ォ ト CD81枚に記録 し、 撮影内容に よ り 検索可能 な よ う に
整理

- ダ イ ジ ェ ス ト ア ル バ ム 、 ビデオ ダ イ ジ ェ ス ト 版、 ビ デオ オ リ ジ ナ ル
版の作成 な ど

{ 日 本 ガ ス 協 会 1 0 日 本ガス協会及 び同近畿部会 に お い て対策本部 を 設置 し 、 先遣隊 を 派遣
(JGA) か ら の応 1 月 1 7 日

接 1 0 ガス 協会会長名 で大阪ガスへの救援 を 要請 1 月 18 日
〈 日 本ガス 協会 (jGA) か ら の応援〉

災害に強い ラ イ フ

ラ イ ン を 目 指 し て

{地震対策 の 一 躍

の推進}

[謹興への取組みi

次 数 期 問 応援人数 応援 会般 ガ ス 'l�楽者数

第 l 次 1 月 19 汀 1 ， 7041'， 35事業計十 JGA
第 2 次 1 月 20 日 ~ 1 ， 8271'1 42事業行十 JGA
第 3 次 2 月 1 日 ~ 2， 324t， 86事業:仔 + JGA

第 4 次 3 月 1 fl � 3， 7121ぅ 1 55�jj業{j' +]GA 

O 今回 の被害の状況、 復旧 の経験、 ガス 地震対策検討会 (通商産業省が資
源 エ ネ ルギー庁長官の私的検討会 と し て 設置) の 報告 内 容 を 踏 ま え 「地
震対策 5 ヵ 年計画」 を 策定 平成 8 年 1 月

O 災害時の対応、や 日 頃の教育 ・ 訓練 を 定 め た 「災害対策要綱j の全面 的 な
見直 し

O 兵庫地区の復興 に 関す る 業務 を 総合的かっ効率的 に 進 め る た め 、 「兵庫
復興本部J を 設置する と と も に、 全社的 な震災復興業務の推進を 強化す
る た め 、 本社 に 「震災復興推進安J を 設置 4 月 17 日

O 復興 計画への対応 ・ 提案力 の>，-層 の 強化 を 図 る た め 、
を 行 い f兵庫事業本部」 を発足 7 月 1 日

O 復興計画 に お い て重要な位置づけ に あ る 防災拠点、 ま ち づ く
興、 ラ イ フ ラ イ ン に対 し て復興提案 を 実施

亜 日 本電信電話株式会社 (神戸支癌) の 主 な 対応 ( r阪神 淡路大震災と NTT の対応』 よ り )

区 分

{災害対策本部}

{電気通信施設
の穫!日 }

内 自t主Tヲ

O 現地の支唐 ・ 支社及 び本社 に 災害対策本部 を 設置す る と と も に、 全国の
支社に 支援本音11等 を 設置 し、 全国に配備 し て い る 災害対策用機器の 出動
や約28万人 日 に お よ ぶ復旧要員 の派遣、 資機材の輸送 を 実施

O 所外設備の復!日
グ ル ー プ会社、 関連会社 を 含め、 全国か ら の応援 4 千人 と 現地 3 千人

の 7 千 人体制で復旧活動実施
O 所内設備の復18
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涯 分 内 ，τモ事f三?

広域かつ長時間停電に よ る 交換機への給電を確保す る た め 、 全国か ら
11台の非常用移動電源車 を 出動

O ふ く そ う 中 の重要通信の確保 と 被災地域か ら の発信 を確保す る た め の 通
話規制 と 回線増設

[無料特設公衆 I 0 被災者か ら の通信 を確保す る た め 、 無料特設公衆電話 を 設 置
電話の設費] I 最大時 ; 避難場所約840 ヵ 所に約2， 900台 ( う ち 、 耳の不 自 由 な方 の た

{救援活動}

め の公衆 FAX 約350台)
O 外国 の 方 も 母国 と の連絡が可能 と な る よ う 、 国際電話会社 と 連携 し、 国

襟通話 も 無料化
O 料金関係

①基本料金等の無料化、 支払い 期 間 の延長
②特設公衆電話か ら の擢災電報の無料化
③ ダ イ ヤ ル Q 2 I義援金募集」 番組の手数料の無料化

O お容 さ ま サ ー ビ ス 関係
q 特設公衆電話の設置 (FAX の設置含む)
②県庁 と 6 市役所聞 での TV 会議 シ ス テ ム を提供
③電話機 ( 3 万台) の寄贈
④死亡者 リ ス ト 照会電話の開設 (無料)
⑤避難所お こ と づけサー ビ ス の 開 設 105 ヵ 所
⑥被災者への NTT 施設の提供 (独身寮 ・ 福利厚生施設等)
⑦ 「 ラ イ フ ラ イ ン 電話帳J I建物 ・ 家屋復旧 ラ イ ン 電話帳J の 配布
③ボ、 ラ ン テ ィ ア 団体への 無料 フ リ ー ダ イ ヤ ル の設置
⑨キ ャ プテ ン サ ー ビ ス に よ る 震災情報提供 と 無料端末の設置 な ど

[災 害 に 強 い 通信 I 0 今回 の震災を教訓! と し て 、 よ り 災害に強い通信 イ ン フ ラ 及 び ア プ 1) ケ ー
サー ビス の実現に | シ ョ ン を 実現す る た め 、 以下 に つ い て 最大限の取 り 組み を 推進
向 け て ①被災者の安否等関心の高 い情報の伝言蓄積

- 取 り 出 し可能 な ボ イ ス メ ー ルサ ー ビ ス の提供 に よ る ふ く そ う の緩和
②重要通信の疎通 と 被災地 に お け る 情報拠点 と し て の通信衛星の活用
③信頼性の高い こ と が確認さ れた通信 ケ ー ブ ル の 地 中化の推進
④広域災害 に お い て は、 既設の公衆電話 に つ い て も 停電時の無料化 を 実

施
⑤臨時の'情報ネ ッ ト ワ … ク の提供 に よ る 被災地での生活等 に 必要 な情報 ;

の 流通 を 支援 | 

Iv 西 日 本旅客鉄道株式会社の 主 な対応 (1阪神 繍大震災 鉄道復旧記録制 よ り )

区 分 | 内 容

鉄道複 旧 に 向 け て i

{復旧対策本部1 I 0 本社 に 地震災害対策本部 (本部長 ; 社長) を 設置する と と も に 、 各支社
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に お い て も 対 策本部等 を 設置 1 月 17 日 午前 7 時



区 分

鉄道の復旧工事

{謹旧工事体制]

{後方支援業務}

内 容

O 復旧対策本部 を 設霞 1 月 18 日

O 復旧 対策本部に復旧工事対策本部 を 設置 し 、 横断的 な体制 と し て復旧 工
事 を 実施

O 総務 ・ 企画、 庶務
①復旧対策本部の要員 配置、 人事発令及び勤務整理
(]:作業詰所 (復旧工事拠点) の手配
③水、 食料等物資、 仮眠施設、 簡易 ト イ レ等の手配

O 自 治体 ・ 警祭等 と の協議
①復IEl I 事に と も な う 道路、 河川 の使用や住民への対応、 パス の運行規

制等の協力要請
②新幹線復旧 、 六 甲 道付近復旧 に 係 る 協議
③工事用 車両通行標章の 申 請 及 び緊急工事用車両のパ ト カ ー先導の要請

O 地元 と の関係
① 自 治会等へ の 工事の説明、 協力要請
②重機械の移動 ・ 走行、 構造物の取 り 壊 し に伴 う 騒音 ・ 振動への対策

③パ ラ ス ト マ ッ ト の設置 ・ 吸音板の取 り 付け等地域の 人 々 と 共存で き る
施設 を 復旧工事 に 反映 等

O 資材の調達
①通常 の オ ン ラ イ ン に加 え 、 電話 . FAX に よ る 要求 も 可能 と す る な ど、

現場等 に 対す る 柔軟 な 対応
②既契約物品及び既納入物品 の 災害復旧への転出 な どに よ る 早期調達
③資材セ ン タ ー の体制整備や緊急輸送手段の確保 に よ る 資材納入体制の

整備
O 建設工事の復!日資機材の=調達

①請負業者別 緊急資機材 ・ 要員調査及 び資機材の所要数量調査の実施
1 月 17 日 �20 日

②請負 会社で準備が国 難 と 予想 さ れた 資機材の緊急調達 ・ 準備 等
O 安全パ ト ロ ー ル の 実施等復旧工事 に お け る 事故防止対策
O 広報

①報道各社への侶別の文書回答、 現場取材、 本社内取材、 現場での合同
取材への 対応

②視察者への 対応
③復旧記録及 ぴ説明国 ビデオ の作成 (被災直後、 1 月 末、 2 月 中旬 、 3 

月 末)
④キ ク 象 コ ー ナ ー と 連携 し た 、 復旧工事に係 わ る 苦情等への対応

{社外か ら の協力] I O ]R 各社か ら の支援
(財) 鉄道総合技術研究所、 ]R 北海道、 ]R 東 日 本、 ]R 東海、 ]R 九州、!

の各社か ら 、 141名 、 延べ832 日 の支援 l 月 17 日 � 3 月 末
O テ ナ ン ト 施設への立入検査や テ ナ ン ト 財産の撤去 に つ い て の テ ナ ン ト 等

の協力

第 三部@凶体等 の対応、 849 



民 分

車両の復旧 と 必要

車両の確保

内 容

{脱線複!毘 I 0 本線上列車等の 脱線復旧 (載線作業)

{輸送力の確保}

O 脱線 し た 車両 を 工場等へ回送す る た め の現地での仮修繕等
O 不通庇開発生に よ る 輸送力確保 の た め の取 り 組み

①東西 に封 じ込め ら れた車両への対応
②車両数確保の た め の 車両のfm送への対応
③部分開通 に伴 う 、 行 き 先字幕の変更や表示器別 ROM の 交換、 他支社

か ら の借 り 入れ車両の列車無線の変更等の措置
。 不通 区 間復旧後の輪送力確保の た め の取 り 組み

①他支社か ら の借 り 入れ、 新車投入、 他線12<:等の予備車の活用等 と 、 検
査の前倒 し 実施、 大幅な 入場工程の庄縮等工場入場の調整 に よ る 車両
の捻出

②短期 間 で の新車制作 を 応援す る た め の車両メ ー カ 一等への社員の短期
出 向

O 新幹線開業前試験に伴 う 対 応及 び ト ラ ブル対策
土木構造物等の線認の た め の 自 社試験及び運輸省 に よ る 検査 に伴 う 車

両への仮設作業、 車両状態確認 ・ 車両整備A等 と ト ラ ブルへの対)，Î5
{被災車両の修複] I 0 通勤電車並 びに シ ュ プー ル、 ト ワ イ ラ イ 山 ス プ レ ス 等 の優等列 車 を

当面の優先修復車両 と し て修復計画 を 策定
[鷹取工場の検修 I 0 被災に よ る 車両検修能力低 下への対応

能力の復!日] I 0 2 チ ー ム 体制 (車両チ ー ム 、 建設チ ー ム ) の復旧 部 に よ る 検修業務復旧
への取 り 組み

輸送酉復への取 り
組み

850 第 三部@同体等の対応

O 電車線路の な い路線の電化、 閉 そ く 中 関駅への分岐器の挿入、 場内 ・ 出
発信号機の臨時設置 な ど、 開通夜間延伸 の た め の取 り 組み

O 開通 医 間延伸 の都度、 2 種類の ダ イ ヤ (徐行 ダ イ ヤ 及 び暫定 ダ イ ヤ) を
作成 し 、 ダ イ ヤ改正 を 実施

O 旅客案内
①旅客案内 ・ 誘導支援の た め の要員派遣
②安全 ロ ー プ設置や注意ポ ス タ ー掲 出 等 に よ る お 客 さ ま の 安全確保
③阪急、 ・ 阪神等の復旧状況に つ い て も 、 各駅に お い て お 容 さ ま の案内や

誘導 を 実施
④JR ・ 私鉄運転状況、 定期券 ・ 乗車券の取扱い、 代替パ ス ・ う 凶 ル ー

ト の案内等について、 駅頭掲出 及 び駅 ・ 車内放送
⑤ 「阪神 ・ 淡路大震災 JR 西 日 本テ レ ホ ン セ ン タ ー 」 の 開 設

1 月 23 日 � 4 月 19 日
⑥ IJR . 私鉄の運転 区 間 の お 知 ら せJ 等 ポ ス タ ー、 「駅周 辺 エ リ ア マ ッ

プム IJR 西 日 本か ら の お 知 ら せJ パ ン フ レ ッ ト の制作、 送付

O う 同 ル ー ト に よ る 代替輸送の実施
O JR 及 び他民鉄の ゐ部区 間 の復旧 に伴 う 振替輸送の 実施
O 震災に伴 う 旅客営業制度の主



rx 分

一般業務施設の復

旧

内 容

①不通区 間 に係 わ る 乗車券類 の 無 手数料での払い戻 し 1 月 17 日
② う 回 乗車及 び う 同乗車中 の特急、利用 の特認 1 月 18 日
③定期乗車券、 回 数乗車券に つ い て 、 3 日 間 以上使用 で き な か っ た場合、

払い戻 し ま た は有効期間 の延長の取扱 い を 実施 1 月 初 日
④低廉 と な る 新幹線特急券の発売 1 月 初 日
⑤地震 に よ り 割引証な どを焼失 ・ 紛失 し た お 客 さ ま への割引乗車券類の

発売 1 月 21 日
⑥不通 区 間 に お け る 代替パス の運行に 伴 う 取扱い 1 月 23 日

- 定期 ・ 回 数乗車券で代替パス を 利用 す る 場合、 他会社の代巷パ ス に
も 乗車可能

- 不通乗車券を持つ お容 さ ま で、 徒歩 な どに よ り パ ス 運行 区 間 の A部
を 利用 し な か っ た場合、 発売額 と 実際の利用 区 間運賃 と の差額 を 払
い戻 し

⑦地震 の た め焼失 ・ 紛失 し た定期乗車券の再発行 ま た は 払 い民 し の実施
1 月 23 日

⑧ う 回運転 と な る 寝台特急列 車 に つ い て 、 実際の来車経路に係わ ら ず束
海道 ・ 山 陽本線経由 の営業 キ ロ に よ る 運賃 ・ 料金 を 適用 1 月 29 日

① り 災 さ れた お 容 さ ま が転居す る 場合の定期乗車券の 区 間 変更、 払い戻
し の実施 2 月 3 行

⑮:東海道 ・ 山 陽本線開通 に伴い運転休止 と な る 列車の前売 り の寝台券等

に つ い て 、 運転 を 再開する 所定の寝台特急列車の寝台券等への発行替
え 3 月 31 日

⑪部分運休か ら 所定区 間運転への変更に伴 う 「 し な の号」 等の特急券の
発行替え 3 月 31 H 

⑫山 陽新幹線の全線開通 に伴 う 、 開通前 に購入 し た特急寝台券等、 新幹
線の特急券等の 開通後の新幹線の特急券等への発行替え 4 月 6 日

O 代替パ ス輸送の実施 1 月 23 日 ~

[関連事 業 施 設 [ 0 開発事業本部 に 「復旧 工事支援チ ー ム J I駅ビ ル複!日支援チ ー ム J I営業
の復!日 1 [ 再開準備チ ー ム J I駅 ビ ル震災復興支援チ ー ム J I本復旧対策チ ー ム 」 を

設置 し 、 駅 ビ ル 、 構内庖舗等の復旧への取 り 紐み
O グ ル ー プ会社の支援活動 ( ボ、 ラ ン テ イ ア 活動への参加j)

①ホ テ ル グ ラ ン ヴ イ ア 大阪のハ ヤ シ ラ イ ス サ ー ビ ス 1 月 24 日 �25 日
②ハ ー ト ア ン ド ア ク シ ョ ン ・ リ ー テ イ ル (株) に よ る 水の 無料配布
③ ジ ェ イ ア ー ル西 日 本警備保障 (株) に よ る 、 同業60社 と 共 同での被災

地 に お け る 奉仕活動 1 月 27 日
[TiS 業 務 施 設 [ 0 新大阪駅に対策本部 を 設置

の復旧 ] I 0 経理 tの対応、
①予約取消及び払い戻 し を 申 込箇所あ る い は購入筒所以外で も 認め る 。

第二部@団体等の対応、 85 1 



区 分

社員及び家族等の

援護

{医療救護}

852 第三部81易体等の対応、

内 �モヲ・合

②入金済みの旅行 申 込金の返金 を いずれの TiS に お い て も 可能 と す る
O 旅行業 シ ス テ ム に お け る 端末の代行操作、 端末稼働時間の延長等の対応
O 法人営業 ・ 提携販売 ・ ジパ ン グ1冥楽部等への対応

①法人営業関係
・ 兵康 県 内 開催 イ ベ ン ト ・ コ ン ベ ン シ ョ ン 関係機関 及 び兵庫県内法人

営業取引 会社への連絡や状況把握
- 震災地阪の取引会社に対する 被害状況把握 と お見舞い

②提携販売関係
- 兵庫 県内提携旅行会社及 ぴ J プ リ ン タ ー 設置会社の被害状況把握
- 後払い提携販売会社の未収状況確認、 米間収会社の リ ス ト ア ッ プ回

収ス ケ ジ、 ュ ー ル の作成、 請求書の作成等
③ ジ、パ ン グ倶楽部

. 1 月 19 日 開催予定の ジ、パ ン グ倶楽部海外セ ミ ナ 一 、 ト ワ イ ラ イ ト で
行 く 北海道等の 中止決定 と 参加者等への電話連絡

- 会員 予帳、 会員証紛失の場合の再発行取扱方 に つ い て営業所に連絡
④TiS 旅行プ ラ ン

- 被災者へ の 契約 中止、 契 約 内 容変更取扱 い 及 び対応 TiS の 拡 大 に
つ い て営業所 に 連絡

・ 銀行の被災 に よ る 口座引 き 落 と しがで き な い こ と に対 す る 契約者へ
の電話並 びに 引 き 落 と し再開予定 日 の連絡

⑤ ミ ス WENS
・ ミ ス WENS の採用 中 止 の 決定及 び応募者へ の 中 止 の詫 び状 と 応募

書類の返送、 平成 6 年度 ミ ス WENS の任期 1 年延長
O 国内旅行の取扱い

①営業所 に 対す る 、 取消料の免除等異例取扱の指示 と 輸送機関 ・ 宿泊 施
設の状況等の販売 ヒ必要な情報の提供

② 山 陰方面 に つ い て 、 山 陰線 「あ さ し お 」 利用 コ ー ス を急 き ょ 設定等の
減収防 止策

③新幹線、 智頭急行利用 商 品 の 緊急投入等、 鉄道開 通 を 契機 と し た営業
強化の取 り 組み

O 海外旅行の取扱い
①各庖舗に対す る 、 出発 口 別 の受注状況の把握 と お客 さ ま の 状況確認無

手数料払い戻 し に よ る キ ャ ン セ ル取扱い の指示等
②各出舗等への情報提供
③パ ン フ レ ッ ト の供給経路変更等、 庖舗への販売支援

O 大阪鉄道病 院 に お け る 被災患者の受け入れ、 治療
O 大波鉄道病院の医師等が神戸支社 に 出 向 き 、 産業衛生上の 健康状態の把

握 と 、 疲労や風邪 の応急処 置 を 実施 1 月 25 日



区 分 内 dマ
fゴ

O 神戸支社管内の 西明石地区~芦屋地区及び大阪支社管内 の運転関係職場
に つ い て 、 大阪鉄道病院の医師等が出 動 し、 社員 に対す る 疲労や風邪へ
の与薬、 点滴 も 含め た 治療 を 実施 2 月 1 日 �28 日

O 大阪保健管理部での臨時健康診断の実施
O 復旧 、 代替輸送 等 に 従事す る 社員 及 び被災社員 に 対 し 、 「 自 分でで き る

疲労度チ ェ ッ ク j の 配布 と 保健管理部 に よ る 健康相談の 周知徹底
[義援金等 1 0 社内 に お け る 義援金募集の実施 1 月 23 日 ~

O 社外か ら の義援金及 び救援物資の受け入れ
O 義援余の支給及 び救援物資の配布

[地震災害見舞金1 I 0 復!附策本部 に お い て特別 に 地震災害見舞金等 を 支給す る こ と を 決定
し 、 支給

{住 居 I 0 り 災社員への社宅の提供、 復旧対 応、 業務確保要員への寮等の提供
O 損害 を 受け た持家社員 に対す る 利子補給制度の特例
O 社有浴場等 の 開放

{共済組合給付等] I 0 災害見舞金の給付 に つ い て簡単 な 請求方法での対応

復悶 を 終 え て

{表彰等]

[震災の記録}

O 共済預金について、 被災社員 の払い戻 し 需要 に 対応す る た め、 資金の確
保及 び払い戻 し手続 き に特段の配慮等

O 共済貸付、 手続 き 方法 に お い て、 添付書類の 後 日 提出 な ど柔軟な対応等
O 住宅相談室の周知

O 援助 を い た だい た ]R 各社、 ゼ ネ コ ン 各社、 地方 自 治体 に対 し、 礼状 ・
感謝状及 び記念品 を 贈呈

O 社長、 鉄道本部長、 支社長 に よ る 社内表彰
o I阪神 ・ 淡路大震災記録専門委員会」 を 設置 し、 記録誌 を 作成
O 映像 ・ 写真 に よ る 記録

①被災状況把握の た め 、 フ長か ら の写真撮影を 実施、 ま た、 民 間企業か ら
空撮に よ る ど デ オ 映像 を 入手 1 月 17 日

吾 被災現場 に お い て、 社 員 あ る い は ゼ ネ コ ン 関係者が写真、 ピデオ撮影

に よ る 記録を復旧 ま で継続
③代表的な復旧現場 5 ポ イ ン ト で映像及 び写真 に よ る 復旧 工事の進捗状

況 を 記録 し 、 社員研修セ ン タ ー で一括管理‘ 1 月 27 B �
④被害状況、 復旧状況、 開通後 の状況 を把握す る た め ビ デ オ を 制作

[援18 ま での情報 1 0 情報提供
提供1 1 ①新大阪総合司令室か ら 各報道機関 に広報情報の 第 1 報 ( 6 時現在の列

車運行状況) の発信 1 月 17 日 午前 6 時49分
②広報室 に よ り 青灯 ク ラ ブ を 中心 と し た 報道機関への対応

震 災関連 プ レ ス レ ク チ ャ ー ; 40件 資 料提供 ; 36件 取材 ; 505件
運行状況等広報情報 ; 約1 ， 000件 ( 1 月 17 日 � 4 月 )

③テ レ ビ ・ ラ ジ オ か ら の依頼に よ る イ ン タ ビ ュ ー対応
④地震関 連の記者会見の 実施
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区 分 内 灯t、"f.
③記者 ク ラ ブの現地取材の実施
⑥NHK 交通情報や兵庫県庁 内 の ボ ラ ン テ ィ ア に よ る FM 放送局への情

報提供
⑦工事 に 関す る 取材、 資料提供 に つ い て は、 復旧 工事対策本部に広報専

任の主幹 を 選任
O お客 さ ま の戸への対応

① 「キ ク 象 コ ー ナ 「キ ク 象 ボ ッ ク ス j 及 び本社広報室 等 に 寄せ ら れ
た 「お 容 さ ま の声J に つ い て 、 毎朝、 対策本部に 報告す る と と も に 関
係主幹部 に伝え、 消 失定期券の取扱い方や代替パ ス の混雑状況 の マ ス
コ ミ 伝達 な ど を 改善

②復旧 工事 に 関 す る 「声J につ い て は 、 工事責任者が個 々 に お客 さ ま を
訪ね、 復旧工事の 内 容 を 説明 し て理解 と 協力 を 依頼

O フ ラ ン ス 国鉄、 ベ ト ナ ム 鉄道、 ド イ ツ 鉄道等外田か ら の お 見舞い

V コ ー プ こ う べの 主 な対応 (1'阪神 ・ 淡路大震災 コープこ う べ活動の記録J よ り )

区 分 内 容

{対策本部の I 0 本部 ビ ルがほぼ全壊の た め 、 生活文化セ ン タ ー に 緊急対策本部の設置設聾群劃等割]川 月別問1口7

854 第 三部e[古体塁手の対応

O 各I地也区本部、 所属 に 対 し 、 「可能 な 眠 り 開)吉 を J I居内が無理 な ら !苫頭や
近隣で、 緊急物資中心 に供給を j 等の緊急、指示事項の伝令 を 送 る と と も
に、 各J1:f舗や他社 の 宿舗の状況、 道路状況等 を 把握

O 情報の受発信
①電話i回線を 2 回線増設 し 、 う ち 1 lÞl線 を マ ス コ ミ や 日 本生協連等外部

と の情報受発信専用 と し て利用 1 月 18 日
②情報の 早期伝達 の た め 、 協同学苑 を 第二本部 と し 、 二輪車で出勤 し た

職 員 で、各地区への バ イ ク 使 を 組織
③ コ ー プム ー ビ ン グ に よ る メ ー ル使の復活

1 月 23 日 (地区本部 ま で 1 月 28 日 (全事業所)
③職員 向 け 内 報 『 に じ の友J の 臨 時号の発行 1 月 19 日 ~
①組合員 向 け機関紙 f き ょ う ど う J の 臨時号の発行 1 月 19 日 ~

⑥ コ ー プ委員 向 け通信 『運営通信J の 臨時号の発行 1 月 19 日
⑦!苫舗チ ラ シ の 一 部 を 「広報摘J と し て、 組合員への情報提供 を 強化

2 月 ~
⑧組合員 か ら の情報収集強化の た め、 「 コ } プベ ル」 を 総合案 内 ・ 相 談

窓 口 と し て再開 2 月 1 日 ~
O 緊急対策本部 を 解消、 部 ・ 室制 を廃止 し、 柔軟で機動力 の あ る 1 1本部体

制 の 「 コ ー プ こ う べ災害復興会議j を 設置 2 月 1 日



区 分

{緊急物資の

提供等}

内 行ぞ司色合

o I緊急時 に お け る 生活物資確保 に 関 す る 協定J に基づ き 、 職員 を神戸市
の対策本部に 派遣、 常駐 さ せ て救援活動に取 り 組む と と も に 、 同様の協
定 を 締結 し て い た尼崎市、 及 び被災地であ る 宝塚市、 西宮市、 芦屋市、
明石市、 淡路島 の 各市町の対策本部 と 連絡 を と り 救援物資 等 を 送付

O 商品 の供給
①す ばや い蕗品対応がで き る よ う 、 商品部 を 物流の拠点 で あ る 鳴尾浜記

送セ ン タ 一 、 協同食品セ ン タ 一 、 低温物流セ ン タ ー に 分散 し て配置
②あ ら か じ め組合員 の需要 を 予測 し 可能な 隈 り の数量の緊急物資 を メ

ー カ }等か ら 仕入 れ、 各病舗 に 配送
③各市舗が直接発注 し た も の を 、 取引先か ら 直接庖舗 に 配送す る 方式の

導入
④委託に よ る 食品生産 の 開始
⑤組合員 が本 当 に 求 め て い る 商品 を 効率的 に届 け ら れ る 仕組みづ く り の

た め、 広舗の定番商品発注 に 「 オ ー ダ ー ブ ッ ク (発注台 帳) J 方式 を
導入

O 物資の配送
① 日 本生協連関西配送セ ン タ ー を コ ー プ こ う べへの支援物資 の 集積基地

と し、 西側か ら の物資調達ル ー ト を 設定 1 月 17 日
② コ ー プ姫路白浜、 コ ー プホ ー ム セ ン タ ー北六 甲 、 協 同 学 苑 を 物流基地

と し て物資の確保
③他生協や 関 連会社等の応援に よ る 配送車両の増便
④早朝配送の実施 1 月 24 1:::l �

O 施設の提供
①生活文化セ ン タ ー の体育館、 芦原女子寮 を 緊急避難所 と し て 開放
②神戸市の要請に よ り 、 生活文化セ ン タ ー の体育館 を 臨時 遺体安置所 と

し て提供す る と と も に 、 遺体搬送等 に協力
③区役所 の 業務や仮設住宅の 申 込所等への生協施設、 用 地 の提供
④仮設住宅や仮設の学生寮、 地元商用;街の仮設庖舗の た め の用地の提供

O 情報 シ ス テ ム 、 物流 シ ス テ ム 復旧への取 り 組み
O 今回 の震災の教訓! を 踏 ま え 、 神戸市 と の 「緊急時 に お け る 生活物資の確

保 に 関 す る 協定」 を 一部改定 9 月
O K ネ ッ ト 協 同 連帯機構 と の 連携 を 強化 し、 災害時 にお け る 支援体制の整

備 を 推進
[事業所の活動] I 0 155}占舗の う ち 、 97庖舗が地震 当 日 か ら 常業 を 続行 し、 旧 に は何 ら か

の形でほ と ん どの席舗がオ ー プ ン
O 受注 シ ス テ ム ダ ウ ン の た め、 商品の受発注等 はすべて手作業で処理
O 協同購入セ ン タ ー に よ る 組合員宅訪問

①援物 資 を積み込んで組合員 宅 を 訪問 1 月 18 日
②組合員 の被害の激 し か っ た 地 区 (西宮、 西宮北、 甲 南 、 六 甲 、 鈴蘭台、

須磨) に お い て 全戸訪 問 を 実施、 組合員への お 見舞 い と 激励 を 行 う と
と も に 、 今何が必要か を 調査 1 月 22 日 �23 日
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区 分

{全 国 生協 か ら の

支援活動}

内 作ぞ・合

③50�70品 目 を 掲載 し た 「め ー むj ダ イ ジ ェ ス ト を 手板 に は さ み組合員

宅 を 訪問 し 、 手作業で注文 を 集計 1 月 24 日 � ( 3 月 7 汀 OCR 復旧)
O そ の他協時購入セ ン タ ー の活動

①兵庫県か ら の救援物資 を ヲ i き 取 り 、 各避難所周辺宅に配送
②庖舗の 商品納入への協力
③避難所への炊 き 出 し
④兵庫県か ら の要請に基づ き 、 グ リ ー ン ピ ア 三木、 県立消防学校か ら 各

避難所へ救援物資 を ト ラ ッ ク 100台、 職員250人で配送

⑤サ ー ビ ス セ ン タ ー の 商品配送への協力
⑥職員 の ボ ラ ン テ イ ア 活動 と し て災害救援米の配布 に協力
⑦ 「ゆ ず り ま す運動」 の実施
⑧引 っ 越 しゃ家の 中 の整理、 壊れた家具の搬出等への支援

O コ ー プふれあ い使、 住 ま い の コ ー プ、 共済セ ン タ ー 、 装 い の コ ー プ等 に
よ る 商品供給等への取 り 組み

O 日 本生協速 に お い て 支援対策本部 を 設霞 1 月 17 日 午前10時
①広報部か ら 全国 の県連事務局 と 生協広報担当 あ て 「 コ ー プ こ う べ本部

建物倒壊j 等の情報発信
② 日 生協政策討論集会 に お い て 「阪神大震災被災地支援」 を提案 し、 「人

的、 物的支援J I救援募金j な ど を 呼びかけ 1 月 18 日
O 東部方面は 日 生協関西支所、 西部方面 は協同学苑に全出生協支援の 窓 口

を 開設 し、 支援受付 と 現地への配置 を 実施 支援受付数 ; 85生協、 1 万
人 以 ヒ

。 各生協内部で は 「阪神淡路大震災支援委員 会」 を 組織 し、 支援か ら 帰 っ
た 人の レ ポ ー ト が即時に伝達 さ れ、 そ れを も と に新 た な 人 々 を 派遣

O 多方面に わ た る 支援内容
①支援物資 と 商品の手配
②庖舗復旧作業、 物流基地での仕分け と 配送、 倒壊 し た本部か ら の重要

書類の発掘、 事業所支援等の 人的支援
③全陪生協の庄舗等での救援募金
④サ イ ン ・ メ ッ セ ー ジ入 り の旗や春 を 告げる 花の送付
⑤受験生ホ ー ム ス テ イ の受け入れ
⑥炊 き 出 し
を 組合員への 見舞金
⑧復興イ ベ ン ト への激励参加
①行政支援、 ボ ラ ン テ ィ ア 参加 等

[総合員の諸活動] I < ボ ラ ン テ ィ ア 活動〉

856 第 三部@団体等 の対応、

O ボ ラ ン テ ィ ア 活動への 支援体制
①生活文化セ ン タ ー に ;f，' ラ ン テ イ ア 窓 口 を 設置 1 月 26 日

② コ ー プ ボ ラ ン テ ィ ア 本部及 び 8 つ の 地 区 に コ ー プボ ラ ン テ イ ア セ ン タ
ー を 設置 2 月 3 日 ~



区 分

[創造的復興に

向 け て }

内 �竺，合

③ コ ー プボ ラ ン テ イ ア セ ン タ ー の 活動の活性化 の た め の活動や、 ボ ラ ン
テ ィ ア 活動 を 行 う (財) r と も し びJ (仮称) の 設立準備等 を 行 う 「 コ
ー プボ ラ ン テ イ ア セ ン タ ー ネ ッ ト ワ ー ク 事務局」 を 設立 6 月 9 B 

④ コ ー プボ ラ ン テ ィ ア の資金的 な パ ッ ク ア ッ プ を 行 う た め 、 設立準備中

の財団法人 「 と も し ぴJ (仮称) の基金を 「 コ ー プボ ラ ン テ イ ア 募金j
と い う 名称、で募集

⑤ボ ラ ン テ イ ア 活動の広報
- 援新 聞形式の 「 コ ー プボ ラ ン テ イ ア ニ ュ ー ス j の発 行
- 機関紙 『 き ょ う ど う j への積極的 な記事掲載 と 「 コ ー プボ ラ ン テ イ

ア だ よ り j の折 り 込み
- 社内報 『 に じ の友j 、 『写真ニ ュ ー ス j や各 コ ー プボ ラ ン テ ィ ア セ ン

タ ー が発行す る 情報紙等での広報
⑥ボ ラ ン テ イ ア 300 日 大会 の 開催 日 月 12 日

O ボ ラ ン テ イ ア 内容
①震災直後

・ 炊 き 出 し、 物資の整理や配布、 受験生の受け入 れ、 依頼事項への対
応、 被災証明書の整理、 水汲み、 片づけの手伝い、 話 し棺手 等

②100 日 目 く ら い を 境 に 、 仮設住宅の 設営、 入居 に 伴 う 居住者支援、 高
齢者の生活支援、 福祉施設の訪 問 等

(福祉活動〉
o r く ら し の助 け合 い の 会 (有償の家事援助活動) J や 「 ふ れ あ い 食事の

会J 等の活動再開
O 共済対策本部 を 設霞 し、 見舞金 ・ 共済金の迅速な 給付への取 り 組み 等
O コ ー プ こ う べの復興構想

(復興 に 向 け て の 中期 目 標〉
第 1 期 (1995�1996年度)

テ ー マ : 複元 ・ 再生
経営指標 : 単年 度赤字

第 2 期 (1997�1998年度)
テ ー マ : 復興
経営指標 : 単年 度黒字

第 3 期 (1999年度)
テ ー マ : 創造的復興
経営指標 : 累積黒字化

O マ ネ ジ メ ン ト 改革への取 り 組み
く ら し創造本部、 教育学習本部の設置等の機構改革

O 播磨生協 と の合併、 近畿 ・ 中 国 ・ 四国 ・ 東海の11生協 に よ る 相互連帯で
あ る rK ネ ッ ト 協同 連帯機構」 の 発足
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向井 輝彦
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員

所 属 等

(財) 神戸都市問題研究所所長

神戸商科大学学長

京都大学防災研究所教授

京都大学工学部教授

神戸大学都市安全研究 セ ン タ 一 教綬

神戸大学工学部教授

大阪工業大学教授

兵庫教育大学教授

大阪大学工学部教授

国立渓族学博物館教授

大阪大学大学院教授

関密学院大学経済学部教授

関西大学社会学部教綬

兵庫医科大学教授

神戸大学経営学部教授

(員オ) 21世紀ひ ょ う ご創造協会理事長

神戸大学副学長

兵庫県立看護大学教授

さ く ら 総合研究所顧問

姫路工業大学工学部教授 (工学部長)

神戸商船大学商船学部教授

近畿大学短郷大学部助教授

鷺災復興 ま ち づ く り 支援 ネ ッ ト ワ ー ク 代表

兵庫県防災濫

阪神淡路大震災麓災記録情報セ ン タ 一 事務局長

C.A.P. r芸術 と 計画会議」 代表

神戸市消防局長

(異才) 神戸都市問題研究所常務理事 ・ 甲 南大学経済学部教授

生活協同組合 コ ー プ こ う べ盟事

兵庫県理事 (震災復興担当)

関菌学院大学経済学部教授

神戸商工会議所理事 ・ 企画部長

神戸新聞社編集局次長

京都大学紡災研究所教授

甲 南大学経済学部教授

姫路短期大学生活環境学科教授

NHK 神戸放送局長

多文化共生 セ ン タ 一顧問

(注 1 ) 本誌の企画 に際 し で は 、 上表の会直編集部会委 員 を 中心 と し て 内 容構成 を 検討 し 、 執筆 に 際 し て は 、

氏名欄 の ※ 印の委員 に そ れ ぞ れ指導 ・ 劫蓄 を 得 た 。

c主 2 ) な お 、 執築 に つ い て は 、 有井基、 大谷成章、 来住邦男 、 橘川真一、 玉蓋哲ti!:、 永閏照夫、 森中馨、

和 田 克 巳各氏の ほ か 、 当協会の北岡孝統、 世良浩志、 余黛功規が担当 し た 。

(ì主 3 ) 提供者名の記載 が な い写真 は 、 す べ て 神戸新聞社の提供に よ る O
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